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序文じょぶん
『教きょう義ぎと聖せい約やく』​は、終おわり​の​時とき​に​地ち上じょう​に​神かみ​の​王おう国こく​を​設せつ立りつ​して​治おさめる​ため​に​与あたえられた、神かみ​の​啓けい示じ​と​霊感れいかん​に​よる​宣言せんげん​を​集あつめた​もの​で​ある。その​ほとんど​の​章しょう​は​末まつ日じつ​聖せい徒と​イエス・​キリスト​教きょう会かい​の​会員かいいん​に​あてられた​もの​で​ある​が、その​メッセージ​と​警けい告こく、および​勧かん告こく​は​全ぜん​人じん類るい​を​益えきする​もの​で​あって、そこ​に​は、主しゅ​イエス・​キリスト​の​声こえ​に​耳みみ​を​傾かたむける​よう​に​と​の​全ぜん​地ち​の​すべて​の​人ひと​へ​の​招まねき​が​含ふくまれて​いる。主しゅ​イエス・​キリスト​は、人々ひとびと​の​この世よ​に​おける​幸こう福ふく​と​永遠えいえん​の​救すくい​の​ため​に​語かたって​おられる​の​で​ある。
この​書しょ​に​収おさめられて​いる​啓けい示じ​の​ほとんど​は、末まつ日じつ​聖せい徒と​イエス・​キリスト​教きょう会かい​の​最さい初しょ​の​預よ言げん者しゃ​で​あり​大だい管かん長ちょう​で​ある​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​を​通とおして​与あたえられた​もの​で​ある。その​ほか​の​啓けい示じ​は、彼かれ​の​継承けいしょう​者しゃ​として​大だい管かん長ちょう​の​職しょく​に​就ついた​人々ひとびと​を​通とおして​発表はっぴょう​された（教きょう義ぎと聖せい約やく​第だい​百三十五、百三十六、百三十八​章しょう​の​前まえ書がき​と、公式こうしきの宣言せんげん一、二​を​参照さんしょう）。
『教きょう義ぎと聖せい約やく』​の​書しょ​は、『聖せい書しょ』『モルモン書しょ』『高こう価かな真珠しんじゅ』​と​ともに、当とう​教きょう会かい​の​標準ひょうじゅん​聖典せいてん​の​一つ​を​成なして​いる。しかしながら、『教きょう義ぎと聖せい約やく』​は​ほか​の​聖典せいてん​と​は​趣おもむき​を​異こと​に​する。これ​は​昔むかし​の​記き録ろく​の​翻ほん訳やく​で​は​なく、その​起き源げん​が​近代きんだい​に​あり、この​時じ代だい​に​神かみ​の​聖せい​なる​業わざ​を​回復かいふく​し、地ち上じょう​に​神かみ​の​王おう国こく​を​設せつ立りつ​する​ため​に、選えらばれた​預よ言げん者しゃ​たち​を​通とおして​神かみ​から​与あたえられた​もの​だから​で​ある。これら​の​啓けい示じ​から​は、時とき​満みちる​神しん権けん時じ代だい​に​新あらた​に​語かたり​かけられた​主しゅ​イエス・​キリスト​の​優やさしい、それ​で​いて​確かっ固こ​と​した​声こえ​が​聞きこえて​くる。この​声こえ​に​よって​開かい始し​された​業わざ​は、主しゅ​の​再臨さいりん​に​備そなえる​もの​で​あり、世せ界かい​が​始はじまって​以い来らい​の​すべて​の​聖せい​なる​預よ言げん者しゃ​たち​の​言こと葉ば​に​かない、それ​を​成じょう就じゅ​する​もの​で​ある。
ジョセフ・​スミス・​ジュニア​は、千八百五​年ねん​十二月がつ​二十三​日にち​に、アメリカ​合衆国がっしゅうこく​の​バーモント​州しゅう​ウィンザー​郡ぐん​シャロン​で​生うまれた。そして​若わかい​とき​に、家か族ぞく​と​ともに​ニューヨーク​州しゅう​西せい部ぶ​の​マンチェスター​に​移うつり​住すんだ。彼かれ​が​最さい初しょ​の​示じ現げん​を​受うけた​の​は、千八百二十​年ねん​の​春はる、十四​歳さい​で、マンチェスター​の​近ちかく​に​住すんで​いた​とき​の​こと​で​ある。その​とき、彼かれ​は​永遠えいえん​の​父ちち​なる​神かみ​と​その​御おん子こ​イエス・​キリスト​の​直接ちょくせつ​の​訪おとずれ​を​受うけた。彼かれ​は​この​示じ現げん​の​中なか​で、新しん約やく​の​時じ代だい​に​設せつ立りつ​されて​完全かんぜん​な​福ふく音いん​を​伝つたえた​イエス・​キリスト​の​まこと​の​教きょう会かい​が、もはや​地ち上じょう​に​ない​こと​を​告つげられた。その後ご​も​何なん度ど​か​神聖しんせい​な​現あらわれ​が​あり、彼かれ​は​多おおく​の​天てん使し​から​教おしえ​を​受うけた。そして、彼かれ​が​地ち上じょう​で​なす​べき​特とく別べつ​な​業わざ​を​神かみ​が​備そなえて​おられる​こと、また​彼かれ​に​よって​イエス・​キリスト​の​教きょう会かい​が​地ち上じょう​に​回復かいふく​される​こと​が​明あきらか​に​された。
やがて​ジョセフ・​スミス​は​神かみ​の​助たすけ​を​得えて、『モルモン書しょ』​を​翻ほん訳やく​し、出しゅっ版ぱん​する​に​至いたった。その​間かん、千八百二十九​年ねん​五月がつ​に、ジョセフ・​スミス​と​オリバー・​カウドリ​は、バプテスマ​の​ヨハネ​に​よって​アロン​神しん権けん​に​聖任せいにん​され（教きょう義ぎと聖せい約やく​第だい十三​章しょう）、その後ご​間まもなく、昔むかし​の​使し徒と​ペテロ​と​ヤコブ​と​ヨハネ​に​よって​メルキゼデク​神しん権けん​に​も​聖任せいにん​された（教きょう義ぎと聖せい約やく​第だい​二十七​章しょう​十二​節せつ）。その後ご​も​聖任せいにん​を​受うけ、モーセ、エリヤ、エライアス、および​昔むかし​の​多おおく​の​預よ言げん者しゃ​から​神しん権けん​の​鍵かぎ​を​授さずけられた（教きょう義ぎと聖せい約やく​第だい​百十​章しょう、百二十八​章しょう​十八、二十一​節せつ）。実じっ際さい、これら​の​聖任せいにん​に​よって、地ち上じょう​の​人間にんげん​に​神かみ​の​権能けんのう​が​回復かいふく​された​の​で​ある。そして、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​は​天てん​から​の​指し示じ​を​受うけて、千八百三十​年ねん​四月がつ​六むい日か​に​教きょう会かい​を​組そ織しき​した。この​よう​に​して、イエス・​キリスト​の​まこと​の​教きょう会かい​が、福ふく音いん​を​教おしえ、救すくい​の​儀ぎ式しき​を​執しっ行こう​する​権能けんのう​を​持もつ​一つ​の​組そ織しき​として、もう​一いち度ど​人々ひとびと​の​間あいだ​で​働はたらき​を​する​こと​に​なった​の​で​ある（高こう価かな真珠しんじゅ、ジョセフ・​スミス―歴れき史し​第だい一​章しょう​一―七十五​節せつ、教きょう義ぎと聖せい約やく​第だい二十​章しょう）。
これら​の​神聖しんせい​な​啓けい示じ​は、必ひつ要よう​な​折々おりおり​に​祈いのり​へ​の​答こたえ​として​受うけた​もの​で​あり、実じつ在ざい​の​人々ひとびと​の​現実げんじつ​の​状況じょうきょう​に​応おうじて​与あたえられた​もの​で​ある。預よ言げん者しゃ​と​彼かれ​の​同どう僚りょう​たち​は​神かみ​の​導みちびき​を​求もとめた。そして、これら​の​啓けい示じ​は、彼かれら​が​その​導みちびき​を​受うけた​こと​を​証しょう明めい​して​いる。これら​の​啓けい示じ​から、イエス・​キリスト​の​福ふく音いん​が​回復かいふく​され、明あきらか​に​され、そして​時とき​満みちる​神しん権けん時じ代だい​が​到とう来らい​した​こと​が​分わかる​の​で​ある。ニューヨーク​州しゅう​と​ペンシルベニア​州しゅう​から、オハイオ​州しゅう、ミズーリ​州しゅう、イリノイ​州しゅう​を​経へて、ついに​アメリカ​西せい部ぶ​の​大だい​盆ぼん地ち​に​至いたる​教きょう会かい​の​西方せいほう​へ​の​移い動どう、また​近代きんだい​に​シオン​を​地ち上じょう​に​築きずき​上あげよう​と​した​聖せい徒と​たち​の​力ちから強づよい​努ど力りょく​も、これら​の​啓けい示じ​の​中なか​に​示しめされて​いる。
初はじめ​の​幾いくつ​か​の​章しょう​は、『モルモン書しょ』​の​翻ほん訳やく​と​出しゅっ版ぱん​に​関かんする​事こと柄がら​に​関連かんれん​した​もの​で​ある（教きょう義ぎと聖せい約やく​第だい三、五、十、十七、十九​章しょう​参照さんしょう）。また、その後あと​の​幾いくつ​か​の​章しょう​は、霊感れいかん​に​より『聖せい書しょ』​の​翻ほん訳やく​を​行おこなって​いた​預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​の​働はたらき​を​反映はんえい​した​もの​で​ある。この​翻ほん訳やく​の​間あいだ​に、重じゅう要よう​な​教きょう義ぎ​を​含ふくむ​章しょう​の​多おおく​が​与あたえられた​の​で​あった（例れい​として、教きょう義ぎと聖せい約やく​第だい​三十七、四十五、七十三、七十六、七十七、八十六、九十一、百三十二​章しょう​を​参照さんしょう。これら​の​各かく​章しょう​は、『聖せい書しょ』​の​翻ほん訳やく​に​直接ちょくせつ​何なんら​か​の​関連かんれん​を​持もって​いる）。
これら​の​啓けい示じ​の​中なか​で​は、次つぎ​の​よう​な​基き本ほん​的てき​な​事こと柄がら​に​ついて​福ふく音いん​の​教きょう義ぎ​が​説とかれ、明あきらか​に​されて​いる。すなわち、神会しんかい​の​属性ぞくせい、人ひと​の​起き源げん、サタン​の​実じつ在ざい、死しす​べき​生涯しょうがい​の​目もく的てき、従順じゅうじゅん​の​必ひつ要よう​性せい、悔くい改あらため​の​必ひつ要よう​性せい、聖せい​なる​御み霊たま​の​働はたらき、救すくい​に​関かんする​儀ぎ式しき​と​行おこない、地ち球きゅう​の​行ゆく末すえ、復ふっ活かつ​と​裁さばき​に​続つづく​人ひと​の​将来しょうらい​の​状じょう態たい、婚姻こんいん​関かん係けい​が​永遠えいえん​に​続つづく​こと、家か族ぞく​の​永遠えいえん​性せい。さらに、ビショップ​と​大だい管かん長ちょう​会かい、十じゅう二に使し徒と​評ひょう議ぎ​会かい、および​七十しちじゅう人にん​の​召めし、ならびに​その他た​の​管かん理り​の​職しょく​と​定員ていいん​会かい​の​設せっ置ち​に​伴ともない、教きょう会かい​の​管かん理り​組そ織しき​が​次し第だい​に​明あきらか​に​された​こと​も​示しめされて​いる。最さい後ご​に、イエス・​キリスト​に​ついて、すなわち、イエス・​キリスト​の​神性しんせい、尊厳そんげん、完全かんぜん、愛あい、贖あがない​の​力ちから​に​ついて​述のべられた​証あかし​は、この​書しょ​を​全ぜん​人じん類るい​に​とって​非ひ常じょう​に​貴き重ちょう​な​もの、また​全ぜん​地ち​の​富とみ​より​も​価か値ち​ある​もの​と​して​いる。
千八百三十三​年ねん​に、多おおく​の​啓けい示じ​が『キリスト​の​教きょう会かい​の​統とう治ち​の​ため​の​戒いましめ​の​書しょ』（A ​Book ​of ​Commandments ​for ​the ​Government ​of ​the ​Church ​of ​Christ ）と​いう​書名しょめい​で、ミズーリ​州しゅう​シオン（インディペンデンス）に​おいて​出しゅっ版ぱん​された。この​出しゅっ版ぱん​に​当あたって、当とう​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​は、これら​の​啓けい示じ​が​真実しんじつ​で​ある​と​の​証あかし​を​主しゅ​から​受うけた​こと​を​厳粛げんしゅく​に​証あかし​した。主しゅ​は​御ご​自じ分ぶん​の​僕しもべ​たち​と​の​交まじわり​を​続つづけられ、二​年ねん​後ご​に、増ぞう補ほ​版ばん​が、『末まつ日じつ​聖せい徒と​の​教きょう会かい​の​教きょう義ぎと聖せい約やく』（Doctrine ​and ​Covenants ​of ​the ​Church ​of ​the ​Latter ​Day ​Saints）と​題だいして、オハイオ​州しゅう​カートランド​で​出しゅっ版ぱん​された。千八百三十五​年ねん​の​この​版はん​に​は、次つぎ​の​よう​な​十じゅう二に使し徒と​の​証あかし​が​添そえられた。
『教きょう義ぎと聖せい約やく』​の​書しょ​が​真実しんじつ​で​ある​と​いう​十じゅう二に使し徒と​の​証あかし
主しゅ​の​戒いましめ​の​書しょ​に​ついて​の​証しょう人にん​の​証あかし。これら​の​戒いましめ​は、主しゅ​が​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​を​通とおして​主しゅ​の​教きょう会かい​に​与あたえられた​もの​で​あり、ジョセフ・​スミス・​ジュニア​は​この​目もく的てき​の​ため​に​教きょう会かい員いん​の​声こえ​に​よって​任にん命めい​された​者もの​で​ある。
したがって、わたしたち​は、これら​の​戒いましめ​が​神かみ​から​霊感れいかん​に​よって​与あたえられ、すべて​の​人ひと​に​とって​有益ゆうえき​で​あり、まことに​真実しんじつ​で​ある​と、主しゅ​が​わたしたち​に​注そそがれた​聖霊せいれい​を​通とおして​わたしたち​に​証あかし​された​こと​を、全ぜん​人じん類るい、すなわち​地ち​の​面おもて​の​すべて​の​造つくられた​もの​に​進すすんで​証あかし​したい​と​思おもう。
主しゅ​を​わたしたち​の​助たすけ主ぬし​として、わたしたち​は​この​証あかし​を​世よ​の​人々ひとびと​に​伝つたえる​もの​で​ある。わたしたち​が​世よ​の​人々ひとびと​に​証あかし​を​述のべる​と​いう​この​特とっ権けん​に​あずかる​こと​を​許ゆるされて​いる​の​は、父ちち​なる​神かみ​と​その​御おん子こ​イエス・​キリスト​の​恵めぐみ​に​よる​もの​で​ある。わたしたち​は​この​特とっ権けん​を​大おおいに​喜よろこび、人ひと​の​子こら​が​これ​に​よって​益えき​を​得える​よう​に​と​常つねに​主しゅ​に​祈いのって​いる。
十じゅう二に使し徒と​の​名な前まえ​は​次つぎ​の​とおり​で​ある。
トーマス・​Ｂ・​マーシュ
デビッド・​Ｗ・​パッテン
ブリガム・​ヤング
ヒーバー・​Ｃ・​キンボール
オーソン・​ハイド
ウィリアム・​Ｅ・​マクレラン
パーリー・​Ｐ・​プラット
ルーク・​Ｓ・​ジョンソン
ウィリアム・​スミス
オーソン・​プラット
ジョン・​Ｆ・​ボイントン
ライマン・​Ｅ・​ジョンソン

『教きょう義ぎと聖せい約やく』​の​その後ご​の​版はん​に​は、さらに​別べつ​の​啓けい示じ​や​その​ほか​の​記き録ろく​事じ項こう​が、与あたえられた​まま​に、また​教きょう会かい​の​所しょ管かん​の​会かい議ぎ​や​大会たいかい​で​受うけ入いれられた​まま​に​追つい加か​されて​きた。
また、千八百三十五​年ねん​版ばん​以い来らい、「信しん仰こう​に​関かんする​講こう話わ」と​呼よばれる​七​課か​から​成なる​神学しんがく​上じょう​の​一連いちれん​の​教おしえ​が​掲載けいさい​されて​いた。これ​は、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おける「預よ言げん者しゃ​の​塾じゅく」で​使し用よう​する​ため​に、千八百三十四​年ねん​から​千八百三十五​年ねん​に​かけて​準じゅん備び​された​もの​で​ある。これら​の​講こう話わ​は​教きょう義ぎ​と​教おしえ​の​点てん​で​は​有益ゆうえき​で​ある​が、教きょう会かい​全体ぜんたい​へ​の​啓けい示じ​として​与あたえられた​もの​で​は​なく、また​受うけ入いれ​の​提てい示じ​も​されて​いない​ため、千九百二十一​年ねん​版ばん​以い降こう、『教きょう義ぎと聖せい約やく』​から​省はぶかれて​いる。
過か去こ​の​版はん​で​は、若じゃっ干かん​の​誤あやまり​が、特とくに​章しょう​の​前まえ書がき​の​歴れき史し的てき​説明せつめい​の​部ぶ分ぶん​に​残のこって​いた​こと​は​明あきらか​で​ある。そこで、日ひ付づけ​や​地ち名めい​の​訂正ていせい、その​ほか​適切てきせつ​と​思おもわれる​小ちいさな​訂正ていせい​が​若じゃっ干かん​行おこなわれた。これら​の​変へん更こう​は​歴れき史し​文書ぶんしょ​に​合がっ致ち​する​よう​に​行おこなわれた​もの​で​ある。この​最さい新しん​版ばん​の​その​ほか​の​特とく徴ちょう​は、相そう互ご​参照さんしょう​聖せい句く、章しょう​の​前まえ書がき、および​概要がいよう​が​改善かいぜん​された​こと​に​ある。これ​は​すべて、読どく者しゃ​が『教きょう義ぎと聖せい約やく』​の​中なか​に​述のべられて​いる​主しゅ​の​メッセージ​を​理り解かい​して​喜よろこび​を​得えられる​よう​に​工く夫ふう​された​もの​で​ある。
また、各かく​章しょう​の​前まえ書がき​に『教きょう会かい歴れき史し』（History ​of ​the ​Church）の​参照さんしょう​箇か所しょ​が​挙あげられて​いる。『教きょう会かい歴れき史し』​は、千八百二十​年ねん​から​千八百四十八​年ねん​まで​の​末まつ日じつ​聖せい徒と​イエス・​キリスト​教きょう会かい​の​歴れき史し​を​記しるした​全ぜん​七​巻かん​の​書しょ物もつ​で​ある。しかし、これ​は​まだ​翻ほん訳やく​されて​おらず、英えい語ご​版ばん​しか​ない​ので、『教きょう義ぎと聖せい約やく』​の​章しょう​の​前まえ書がき​に​おける『教きょう会かい歴れき史し』​の​参照さんしょう​箇か所しょ​は​英えい語ご​版ばん​を​指さす。

年代順に見た目次
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								場所​

							
								
								章

							
						

					
					
						
								
								​1823​年​

							
								
								​9月​

							
								
								​ニューヨーク​州​マンチェスター​

							
								
								2

							
						

						
								
								​1828​年​

							
								
								​7月​

							
								
								​ペンシルベニア​州​ハーモニー​

							
								
								3

							
						

						
								
								​ 夏​

							
								
								​ペンシルベニア​州​ハーモニー​

							
								
								10

							
						

						
								
								​1829​年​

							
								
								​2月​

							
								
								​ペンシルベニア​州​ハーモニー​

							
								
								4

							
						

						
								
								​3月​

							
								
								​ペンシルベニア​州​ハーモニー​

							
								
								5

							
						

						
								
								​4月​

							
								
								​ペンシルベニア​州​ハーモニー​

							
								
								6，7，8，9

							
						

						
								
								​5月​

							
								
								​ペンシルベニア​州​ハーモニー​

							
								
								11，12，13

							
						

						
								
								​6月​

							
								
								​ニューヨーク​州​フェイエット​

							
								
								14，15，16，17，18

							
						

						
								
								​1830​年​

							
								
								​3月​

							
								
								​ニューヨーク​州​マンチェスター​

							
								
								19

							
						

						
								
								​4月​

							
								
								​ニューヨーク​州​フェイエット​

							
								
								20*，21

							
						

						
								
								​4月​

							
								
								​ニューヨーク​州​マンチェスター​

							
								
								22，23

							
						

						
								
								​7月​

							
								
								​ペンシルベニア​州​ハーモニー​

							
								
								24，25，26

							
						

						
								
								​8月​

							
								
								​ペンシルベニア​州​ハーモニー​

							
								
								27

							
						

						
								
								​9月​

							
								
								​ニューヨーク​州​フェイエット​

							
								
								28，29，30，31

							
						

						
								
								​10月​

							
								
								​ニューヨーク​州​フェイエット​

							
								
								32*，33

							
						

						
								
								​11月​

							
								
								​ニューヨーク​州​フェイエット​

							
								
								34

							
						

						
								
								​12月​

							
								
								​ニューヨーク​州​フェイエット​

							
								
								35，36，37

							
						

						
								
								​1831​年​

							
								
								​1月​

							
								
								​ニューヨーク​州​フェイエット​

							
								
								38，39，40

							
						

						
								
								​2月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								41，42，43，44

							
						

						
								
								​3月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								45，46，47，48，49

							
						

						
								
								​5月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								50

							
						

						
								
								​5月​

							
								
								​オハイオ​州​トンプソン​

							
								
								51

							
						

						
								
								​6月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								52，53，54，55，56

							
						

						
								
								​7月​

							
								
								​ミズーリ​州​ジャクソン​郡​シオン​

							
								
								57

							
						

						
								
								​8月​

							
								
								​ミズーリ​州​ジャクソン​郡​シオン​

							
								
								58，59，60

							
						

						
								
								​8月​

							
								
								​ミズーリ​州​ミズーリ​川​の​ほとり​

							
								
								61，62

							
						

						
								
								​8月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								63

							
						

						
								
								​9月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								64

							
						

						
								
								​10月​

							
								
								​オハイオ​州​ハイラム​

							
								
								65

							
						

						
								
								​10月​

							
								
								​オハイオ​州​オレンジ​

							
								
								66

							
						

						
								
								​11月​

							
								
								​オハイオ​州​ハイラム​

							
								
								1，67，68，69，133

							
						

						
								
								​11月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								70
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								71
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								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								72

							
						

						
								
								​1832​年​

							
								
								​1月​

							
								
								​オハイオ​州​ハイラム​

							
								
								73，74

							
						

						
								
								​1月​

							
								
								​オハイオ​州​アマースト​

							
								
								75

							
						

						
								
								​2月​

							
								
								​オハイオ​州​ハイラム​

							
								
								76

							
						

						
								
								​3月​

							
								
								​オハイオ​州​ハイラム​

							
								
								77，78，79，80，81

							
						

						
								
								​4月​

							
								
								​ミズーリ​州​ジャクソン​郡​

							
								
								82，83

							
						

						
								
								​4月​

							
								
								​ミズーリ​州​インディペンデンス​

							
								
								83

							
						

						
								
								​8月​

							
								
								​オハイオ​州​ハイラム​

							
								
								99

							
						

						
								
								​9月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								84

							
						

						
								
								​11月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								85

							
						

						
								
								​12月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								86，87*，88

							
						

						
								
								​1833​年​

							
								
								​2月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								89

							
						

						
								
								​3月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								90，91，92

							
						

						
								
								​5月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								93，94

							
						

						
								
								​6月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								95，96

							
						

						
								
								​8月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								97，98

							
						

						
								
								​10月​

							
								
								​ニューヨーク​州​ペリーズバーグ​

							
								
								100

							
						

						
								
								​12月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								101

							
						

						
								
								​1834​年​

							
								
								​2月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								102，103

							
						

						
								
								​4月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								104*

							
						

						
								
								​6月​

							
								
								​ミズーリ​州​フィッシング​川​

							
								
								105

							
						

						
								
								​11月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								106

							
						

						
								
								​1835​年​

							
								
								​3月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								107

							
						

						
								
								​8月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								134

							
						

						
								
								​12月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								108

							
						

						
								
								​1836​年​

							
								
								​1月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								137

							
						

						
								
								​3月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								109

							
						

						
								
								​4月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								110

							
						

						
								
								​8月​

							
								
								​マサチューセッツ​州​セーレム​

							
								
								111

							
						

						
								
								​1837​年​

							
								
								​7月​

							
								
								​オハイオ​州​カートランド​

							
								
								112

							
						

						
								
								​1838​年​

							
								
								​3月​

							
								
								​ミズーリ​州​ファーウェスト​

							
								
								113*

							
						

						
								
								​4月​

							
								
								​ミズーリ​州​ファーウェスト​

							
								
								114，115

							
						

						
								
								​5月​

							
								
								​ミズーリ​州​デイビーズ​郡​スプリングヒル​

							
								
								116

							
						

						
								
								​7月​

							
								
								​ミズーリ​州​ファーウェスト​

							
								
								117，118，119，120

							
						

						
								
								​1839​年​

							
								
								​3月​

							
								
								​ミズーリ​州​クレイ​郡​リバティー​の​監獄​

							
								
								121，122，123

							
						

						
								
								​1841​年​

							
								
								​1月​

							
								
								​イリノイ​州​ノーブー​

							
								
								124

							
						

						
								
								​3月​

							
								
								​イリノイ​州​ノーブー​

							
								
								125

							
						

						
								
								​7月​

							
								
								​イリノイ​州​ノーブー​

							
								
								126

							
						

						
								
								​1842​年​

							
								
								​9月​

							
								
								​イリノイ​州​ノーブー​

							
								
								127，128

							
						

						
								
								​1843​年​

							
								
								​2月​

							
								
								​イリノイ​州​ノーブー​

							
								
								129

							
						

						
								
								​4月​

							
								
								​イリノイ​州​レイマス​

							
								
								130

							
						

						
								
								​5月​

							
								
								​イリノイ​州​レイマス​

							
								
								131

							
						

						
								
								​7月​

							
								
								​イリノイ​州​ノーブー​

							
								
								132

							
						

						
								
								​1844​年​

							
								
								​6月​

							
								
								​イリノイ​州​ノーブー​

							
								
								135

							
						

						
								
								​1847​年​

							
								
								​1月​

							
								
								​ウィンタークォーターズ（現​ネブラスカ州）

							
								
								136

							
						

						
								
								​1890​年​

							
								
								​10月​

							
								
								​ユタ​準​州​ソルトレーク・​シティー​

							
								
								公式の宣言一

							
						

						
								
								​1918​年​

							
								
								​10月​

							
								
								​ユタ​州​ソルトレーク・​シティー​

							
								
								138

							
						

						
								
								​1978​年​

							
								
								​6月​

							
								
								​ユタ​州​ソルトレーク・​シティー​

							
								
								公式の宣言二

							
						

					
				
	*
​​その​場所，または​その​付近
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第​1​章
千八百三十一​年ねん​十一月がつ​一日ついたち、オハイオ​州しゅう​ハイラム​で​開ひらかれた​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​の​特とく別べつ​大会たいかい​中ちゅう​に、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百二十一－二百二十四​ページ）。この​とき​より​前まえ​に​主しゅ​から​多おおく​の​啓けい示じ​が​与あたえられて​おり、これら​の​啓けい示じ​を​編集へんしゅう​して​書しょ物もつ​として​出しゅっ版ぱん​する​こと​が、この​大会たいかい​で​決けつ議ぎ​された​主しゅ要よう​な​議ぎ題だい​の​一つ​で​あった。この​章しょう​は、この​神しん権けん時じ代だい​に​与あたえられた​教きょう義ぎ、聖せい約やく、および​戒いましめ​に​ついて​の​主しゅ​の​はしがき​と​なって​いる。
1－7​警けい告こく​の​声こえ​が​すべて​の​民たみ​に​及およぶ。​8－16​再臨さいりん​に​先さき立だつ​背教はいきょう​と​悪あく事じ。​17－23​主しゅ​の​真しん理り​と​力ちから​を​地ち上じょう​に​回復かいふく​する​ため​に、ジョセフ・​スミス​が​召めされる。​24－33『モルモン書しょ』​が​出だされ、まこと​の​教きょう会かい​が​設せつ立りつ​される。​34－36​平へい和わ​が​地ち​から​取とり去さられる。​37－39​これら​の​戒いましめ​を​調しらべ​なさい。
1 聴きき​なさい、おお、わたし​の​①教きょう会かい​の​人々ひとびと​よ。高たかい​所ところ​に​住すみ、その​②目め​が​すべて​の​人ひと​の​うえ​に​ある​者もの​の​声こえ​は​言いう。まことに​わたし​は​言いう。遠とおく​の​民たみ​よ、③聴きき​なさい。海う み​の​島々しまじま​に​いる​者もの​よ、ともに​耳みみ​を​傾かたむけ​なさい。
2 まことに、①主しゅ​の​声こえ​は​すべて​の​人ひと​に​及および、②逃のがれる​者もの​は​一ひと人り​も​いない。目め​として​見みない​もの​は​なく、耳みみ​として​聞きかない​もの​は​なく、③心こころ​として​貫つらぬかれない​もの​も​ない。
3 また、①背そむく​者もの​は​深ふかい​悲かなしみ​に​刺さし​貫つらぬかれる。彼かれら​の​罪ざい悪あく​が​②屋や根ね​の​上うえ​で​語かたられ、彼かれら​の​隠かくれた​行おこない​が​暴あばかれる​から​で​ある。
4 また、①警けい告こく​の​声こえ​は、この​②終おわり​の​時とき​に​わたし​が​選えらんだ​弟で子し​たち​の​口くち​を​通とおして、すべて​の​民たみ​に​及およぶ。
5 彼かれら​は​出でて​行いき、彼かれら​を​とどめる​者もの​は​いない。主しゅ​なる​わたし​が​彼かれら​に​命めいじた​から​で​ある。
6 見みよ、これ​は​わたし​の​①権けん威い​で​あり、わたし​の​僕しもべ​たち​の​権けん威い​で​あり、わたし​の​戒いましめ​の​書しょ​へ​の​はしがき​で​ある。おお、地ち​に​住すむ​者もの​よ、これら​の​戒いましめ​は、あなたがた​に​②知しらせる​ため​に​わたし​が​僕しもべ​たち​に​与あたえた​もの​で​ある。
7 それゆえ、おお、民たみ​よ、①畏おそれ​おののき​なさい。主しゅ​なる​わたし​が​これら​の​中なか​で​告つげた​こと​は​②成じょう就じゅ​する​から​で​ある。
8 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。地ち​に​住すむ​者もの​に​これら​の​おとずれ​を​伝つたえる​ため​に​出でて​行いく​者もの​に​は、信しんじない​者もの​や​①背そむく​者もの​を​地ち上じょう​で​も​天てん​で​も​②結むすび固かためる​力ちから​が​与あたえられる。
9 まことに、神かみ​の​①激はげしい​怒いかり​が​限かぎりなく​②悪あく人にん​の​うえ​に​注そそがれる​日ひ​の​ため​に、彼かれら​を​結むすび固かためる​の​で​ある。
10 主しゅ​が​①来きて​すべて​の​人ひと​に​その​②行おこない​に​応おうじて​③報むくい​を​与あたえ、また​すべて​の​人ひと​を​その​同胞はらから​を​量はかった​はかり​で​④量はかる​日ひ​の​ため​に。
11 それゆえ、主しゅ​の​声こえ​は、聞きこう​と​する​すべて​の​人ひと​が​聞きける​よう​に​地ち​の​果はて​に​まで​及およぶ。
12 あなたがた​は​備そなえ​なさい。来きたる​べき​こと​の​ため​に​備そなえ​なさい。主しゅ​は​近ちかい​から​で​ある。
13 主しゅ​の​①怒いかり​は​燃もえ、主しゅ​の​②剣つるぎ​は​天てん​に​おいて​浸ひたされて​いる。そして、それ​は​地ち​に​住すむ​者もの​の​うえ​に​下くだる。
14 主しゅ​の​①腕うで​が​現あらわされる。そして、主しゅ​の​声こえ​も​その​僕しもべ​たち​の​声こえ​も​②聞きこう​と​せず、預よ言げん者しゃ​たち​や​使し徒と​たち​の​言こと葉ば​も​③心こころ​に​留とめよう​と​しない​者もの​たち​が、民たみ​の​中なか​から​④絶たたれる​日ひ​が​来くる。
15 彼かれら​は​わたし​の​①定さだめ​から​②離はなれ​去さり、わたし​の​③永遠えいえん​の​聖せい約やく​を​④破やぶった。
16 彼かれら​は​主しゅ​の​義ぎ​を​打うち立たてる​ため​に​主しゅ​を​①求もとめよう​と​せず​に、すべて​の​人ひと​が​②自じ分ぶん​の​③道みち​を、自じ分ぶん​の​神かみ​の​④像ぞう​を​求もとめて​歩あゆむ。その​像ぞう​は​俗ぞく世せ​の​形かたち​で​あり、その​本質ほんしつ​は​偶ぐう像ぞう​の​それ​で​ある。それ​は​⑤古ふるびて、バビロン、まことに​大おおいなる​⑥バビロン​に​おいて​滅ほろび、バビロン​は​倒たおれる。
17 主しゅ​なる​わたし​は、地ち​に​①住すむ​者もの​に​下くだる​災わざわい​を​知しって​いる​ので、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​を​訪おとずれ、彼かれ​に​天てん​から​語かたり、戒いましめ​を​与あたえた。
18 また、ほか​の​者もの​たち​に​も​戒いましめ​を​与あたえて、彼かれら​が​これら​の​こと​を​世よ​に​宣言せんげん​する​よう​に​した。これ​は​すべて、預よ言げん者しゃ​たち​に​よって​書かき記しるされた​こと​が​成じょう就じゅ​する​ため​で​ある。
19 すなわち、世よ​の​①弱よわい​者もの​たち​が​出でて​来きて、力ちから​ある​強つよい​者もの​たち​を​打うち破やぶる。それ​は、人ひと​が​その​同胞はらから​に​忠ちゅう告こく​する​こと​や、肉にく​の​腕うで​に​②頼たよる​こと​の​ない​よう​に​する​ため​で​あり、
20 すべて​の​人ひと​が​主しゅ​なる​神かみ、すなわち​世よ​の​救すくい主ぬし​の​名な​に​よって​①語かたる​ため、
21 信しん仰こう​も​また​地ち​に​増ます​ため、
22 わたし​の​永遠えいえん​の​①聖せい約やく​が​確かく立りつ​される​ため、
23 わたし​の​完全かんぜん​な​①福ふく音いん​が​②弱よわい​者もの​や​純じゅん朴ぼく​な​者もの​に​よって​世せ界かい​の​果はて​まで、また​王おう​や​統とう治ち​者しゃ​の​前まえ​に​③宣のべられる​ため​で​ある。
24 見みよ、わたし​は​神かみ​で​あり、わたし​が​これ​を​語かたった。これら​の​①戒いましめ​は​わたし​から​出でて​おり、わたし​の​僕しもべ​たち​に、彼かれら​の​弱よわさ​の​ある​まま​に、彼かれら​の​②言こと葉ば​に​倣ならって​与あたえられた。それ​は、彼かれら​が​③理り解かい​できる​よう​に​する​ため​で​ある。
25 また、彼かれら​が​誤あやまり​を​犯おかした​なら​ば、それ​を​知しらされる​ため、
26 ①知ち恵え​を​求もとめた​なら​ば、教おしえ​を​授さずけられる​ため、
27 罪つみ​を​犯おかした​なら​ば、①懲こらしめ​を​受うけて、②悔くい改あらためられる​よう​に​する​ため、
28 ①謙遜けんそん​で​あれ​ば、強つよく​され、高たかい​所ところ​から​祝しゅく福ふく​を​受うけ、また​折々おりおり​②知ち識しき​を​与あたえられる​よう​に​する​ため​で​ある。
29 また、まことに​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​が、ニーファイ人じん​の​記き録ろく​を​受うけた​後のち、神かみ​の​憐あわれみ​に​よって、神かみ​の​力ちから​に​より​①『モルモン書しょ』​を​翻ほん訳やく​する​力ちから​を​持もてる​よう​に​する​ため​で​あった。
30 また、これら​の​戒いましめ​を​与あたえられた​人々ひとびと​も​この​①教きょう会かい​の​基き礎そ​を​据すえる​力ちから​と、暗あん黒こく​から、また​②暗くら闇やみ​から、全ぜん​地ち​の​面おもて​に​唯一ゆいいつ​まこと​の​生いける​③教きょう会かい​を​もたらす​④力ちから​を​持もてる​よう​に​する​ため​で​あった。教きょう会かい​に​ついて​言いえ​ば、主しゅ​なる​わたし​は​これ​を​心こころ​から​⑤喜よろこんで​いる。しかし、それ​は​全体ぜんたい​に​ついて​言いう​の​で​あって、一ひと人​り一ひと人り​を​指さす​の​で​は​ない。
31 主しゅ​なる​わたし​は、ほんの​わずか​で​も​①罪つみ​を​見み過すごし​に​する​こと​は​ない​から​で​ある。
32 それでも、悔くい改あらためて​主しゅ​の​戒いましめ​を​守まもる​者もの​は​①赦ゆるされる​で​あろう。
33 また、①悔くい改あらためない​者もの​は、すでに​受うけて​いる​光ひかり​さえ​②取とり去さられる。わたし​の​③御み霊たま​は​いつでも​人ひと​を​④励はげます​わけ​で​は​ない​から​で​ある、と​万軍ばんぐん​の​主しゅ​は​言いう。
34 さらに​また、おお、地ち​に​住すむ​者もの​よ、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。主しゅ​なる​わたし​は、これら​の​こと​を​進すすんで​①すべて​の​肉にく​なる​もの​に​知しらせよう​と​思おもう。
35 わたし​は​人ひと​を​①偏かたより​見みない​者もの​で​あり、その​②日ひ​が​速すみやか​に​来くる​こと​を​すべて​の​人ひと​が​知しる​よう​に​と​望のぞんで​いる​から​で​ある。③平へい和わ​が​地ち​から​取とり去さられ、④悪あく魔ま​が​自じ分ぶん​の​領域りょういき​を​支し配はい​する​力ちから​を​持もつ​時とき​は​まだ​来きて​いない​が、それ​は​もう​近ちかい。
36 そして、主しゅ​も​①聖せい徒と​たち​を​支し配はい​する​力ちから​を​持もち、彼かれら​の​②中なか​で​③治おさめ、また​④イドマヤ、すなわち​世よ​を​⑤裁さばく​ため​に​降くだって​来くる。
37 これら​の​①戒いましめ​を​調しらべ​なさい。これら​は​真実しんじつ​で​あり、確たしか​で​あって、これら​の​中なか​に​ある​預よ言げん​と​②約やく束そく​は​すべて​成じょう就じゅ​する​から​で​ある。
38 主しゅ​なる​わたし​が​語かたった​こと​は、わたし​が​語かたった​の​で​あって、わたし​は​言いい逃のがれ​を​しない。たとえ​天てん地ち​が​過すぎ去さって​も、わたし​の​①言こと葉ば​は​過すぎ去さる​こと​が​なく、すべて​②成じょう就じゅ​する。わたし​自じ身しん​の​③声こえ​に​よろう​と、わたし​の​④僕しもべ​たち​の​声こえ​に​よろう​と、それ​は​⑤同おなじ​で​ある。
39 見みよ、見みよ、主しゅ​は​神かみ​で​あり、①御み霊たま​は​証あかし​する。そして、その​証あかし​は​真実しんじつ​で​あり、②真しん理り​は​とこしえ​に​いつまで​も​変かわらない。アーメン。
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第​2​章
千八百二十三​年ねん​九月がつ​二十一​日にち​の​夜よる、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​が​ニューヨーク​州しゅう​マンチェスター​の​父ちち​の​家いえ​に​住すんで​いた​とき​に​受うけた、天てん使し​モロナイ​の​言こと葉ば​から​の​抜粋ばっすい（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、十二​ページ）。モロナイ​は、現在げんざい『モルモン書しょ』​として​世よ​に​出だされて​いる​記き録ろく​を​作つくった​歴代れきだい​の​歴れき史し家か​の​中なか​の​最さい後ご​の​人物じんぶつ​で​ある（マラキ書しょ​第だい四​章しょう​五－六​節せつ、本書ほんしょ​第だい​二十七​章しょう​九​節せつ、第だい​百十​章しょう​十三－十六​節せつ、第だい​百二十八​章しょう​十八​節せつ​を​参照さんしょう）。
1​エリヤ​が​神しん権けん​を​現あらわす。​2－3​先せん祖ぞ​の​約やく束そく​が​子し孫そん​の​心こころ​に​植うえられる。
1 見みよ、主しゅ​の​①大おおいなる​恐おそるべき​日ひ​が​来くる​前まえ​に、わたし​は​預よ言げん者しゃ​②エリヤ​の​手て​に​よって​あなたがた​に​神しん権けん​を​現あらわそう。
2 ①彼かれ​は​先せん祖ぞ​に​与あたえられた​②約やく束そく​を​子し孫そん​の​心こころ​に​植うえ、子し孫そん​の​心こころ​は​その​先せん祖ぞ​に​向むかう​で​あろう。
3 そう​で​なければ、主しゅ​の​来らい臨りん​の​時とき​に、全ぜん​地ち​は​ことごとく​荒こう廃はい​する​で​あろう。

	◀1①
教義34・6－9、43・17－26

	◀②
マラ4・5－6、3ニフ25・5－6、教義110・13－15、128・17、ジ－歴史1・38－39、GS「エリヤ」

	◀2①
教義27・9、98・16－17

	◀②
GS「死者の救い」「結び固め」


第​3​章
千八百二十八​年ねん​七月がつ、ペンシルベニア​州しゅう​ハーモニー​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​与あたえられた​啓けい示じ。『モルモン書しょ』​の​最さい初しょ​の​部ぶ分ぶん​は​リーハイ書しょ​と​呼よばれた​が、この​啓けい示じ​は、それ​から​翻ほん訳やく​された​百十六​ページ​の​原稿げんこう​の​紛失ふんしつ​に​関連かんれん​して​与あたえられた​もの​で​ある。これ​より​以い前ぜん、預よ言げん者しゃ​は​この​原稿げんこう​を​自じ己こ​の​保ほ管かん​より​マーティン・​ハリス​の​保ほ管かん​に​移うつす​こと​を​心こころならず​も​許ゆるした。この​マーティン・​ハリス​は、『モルモン書しょ』​の​翻ほん訳やく​で​短たん期き間かん​筆ひっ記き​者しゃ​を​務つとめた​人物じんぶつ​で​ある。この​啓けい示じ​は​ウリム​と​トンミム​に​よって​与あたえられた（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二十一－二十三​ページ）（本書ほんしょ​第だい十​章しょう​を​参照さんしょう）。
1－4​主しゅ​の​道みち​は​一つ​の​永遠えいえん​の​環わ​で​ある。​5－15​ジョセフ・​スミス​は​悔くい改あらため​なければ​ならない。そう​しなければ、翻ほん訳やく​の​賜物たまもの​を​失うしなう。​16－20​リーハイ​の​子し孫そん​を​救すくう​ため​に『モルモン書しょ』​が​出でる。
1 神かみ​の​①業わざ​と​計けい画かく​と​目もく的てき​が​くじかれる​こと​は​あり得えず、また​それら​が​無む​に​帰きする​こと​も​あり得えない。
2 ①神かみ​は​曲まがった​道みち​を​歩あゆまず、右みぎ​に​も​左ひだり​に​も​曲まがらず、また​述のべた​こと​から​それる​こと​は​ない。それゆえ、神かみ​の​道みち​は​まっすぐ​で​あり、その​②道みち​は​一つ​の​永遠えいえん​の​環わ​で​ある。
3 覚おぼえて​おき​なさい。くじかれる​の​は​神かみ​の​①業わざ​で​は​なく、人間にんげん​の​業わざ​で​ある​こと​を​覚おぼえて​おき​なさい。
4 たとえ​ある​人ひと​が​多おおく​の​啓けい示じ​を​受うけ、多おおく​の​力ちから​ある​業わざ​を​行おこなう​力ちから​を​持もつ​と​して​も、もし​自じ分ぶん​の​力ちから​を​①自じ慢まん​し、神かみ​の​②勧かん告こく​を​無む視し​して、自じ分ぶん​の​思おもい​と​③肉にく​の​欲よく望ぼう​が​命めいじる​こと​に​従したがう​なら​ば、彼かれ​は​必かならず​落おちて、公こう正せい​な​神かみ​の​④報ほう復ふく​を​自じ分ぶん​に​招まねく​で​あろう。
5 見みよ、あなた​は​これら​の​もの​を​託たくされた。しかし、あなた​に​与あたえられた​戒いましめ​は​何なんと​厳きびしかった​こと​か。また、戒いましめ​に​背そむかない​と​いう​条じょう件けん​で​あなた​に​与あたえられた​約やく束そく​も​思おもい出だし​なさい。
6 また​見みよ、あなた​は​何なんと​しばしば​神かみ​の​戒いましめ​と​律りっ法ぽう​に​①背そむき、人々ひとびと​の​②説とき伏ふせ​に​乗のって​きた​こと​か。
7 見みよ、あなた​は​人ひと​を​神かみ​より​も​①恐おそれて​は​ならなかった。たとえ​人々ひとびと​が​神かみ​の​勧かん告こく​を​無む視し​し、神かみ​の​言こと葉ば​を​②軽かろんじて​も、
8 それでも、あなた​は​忠ちゅう実じつ​で​なければ​ならなかった。そう​すれ​ば、神かみ​は​その​腕うで​を​伸のべて、①敵対てきたい​する​者もの​の​放はなつ​すべて​の​②火ひ​の​矢や​から​あなた​を​助たすけた​で​あろう。また、③苦く難なん​の​とき​に​は、いつも​あなた​と​ともに​いた​で​あろう。
9 見みよ、あなた​は​ジョセフ​で​ある。あなた​は​主しゅ​の​業わざ​を​行おこなう​ため​に​選えらばれた。しかし、背そむき​の​ゆえ​に、あなた​は​用心ようじん​しなければ​落おちる​で​あろう。
10 しかし、神かみ​は​憐あわれみ​深ぶかい​と​いう​こと​を​覚おぼえて​おき​なさい。それゆえ、あなた​が​行おこなった​こと​で、わたし​が​あなた​に​与あたえた​戒いましめ​に​反はんする​行おこない​を​悔くい改あらため​なさい。そう​すれ​ば、あなた​は​まだ​選えらばれた​者もの​で​あって、再ふたたび​業わざ​に​召めされる。
11 こう​しなければ、あなた​は​見み放はなされて​ほか​の​人々ひとびと​と​同どう様よう​に​なり、もう​賜物たまもの​を​持もつ​こと​は​なくなる​で​あろう。
12 また、あなた​は、神かみ​から​与あたえられた​眼力がんりき​と​力ちから​に​よって​①翻ほん訳やく​した​もの​を​引ひき渡わたした​とき、②悪あく人にん​の​手て​に​神聖しんせい​な​もの​を​引ひき渡わたした​の​で​ある。
13 彼かれ​は​神かみ​の​勧かん告こく​を​無む視し​し、神かみ​の​前まえ​で​交かわした​最もっとも​神聖しんせい​な​約やく束そく​を​破やぶり、自じ分ぶん​の​分別ふんべつ​に​頼たより、自じ分ぶん​の​知ち恵え​を​①自じ慢まん​した。
14 この​理り由ゆう​で、あなた​は​しばらく​の​間あいだ​特とっ権けん​を​失うしなう​こと​に​なった。
15 ①導みちびき​を​与あたえる​者もの​の​勧かん告こく​が​踏ふみにじられる​の​を​初はじめ​から​許ゆるした​から​で​ある。
16 それでも、わたし​の​業わざ​は​進すすみ​行ゆく。ユダヤ人じん​の​①証あかし​に​よって​②救すくい主ぬし​の​こと​が​世よ​に​知しられる​よう​に​なった​が、まさに​その​よう​に、救すくい主ぬし​の​こと​が​わたし​の​民たみ​に​も​③知しられる​よう​に​なる​で​あろう。
17 すなわち、①ニーファイ人じん​と、ヤコブ人じん​と、ヨセフ人じん​と、ゾーラム人じん​に、彼かれら​の​先せん祖ぞ​の​証あかし​に​よって​知しられる​よう​に​なる​で​あろう。
18 また、この​①証あかし​は​②レーマン人じん​と、レムエル人じん​と、イシマエル人じん​に​も​知しられる​よう​に​なる​で​あろう。彼かれら​は​先せん祖ぞ​の​罪ざい悪あく​の​ゆえ​に​③不ふ​信しん仰こう​に​陥おちいった​者もの​たち​で​あり、彼かれら​の​先せん祖ぞ​は​主しゅ​から​許ゆるされて、同胞はらから​で​ある​ニーファイ人じん​を​その​罪ざい悪あく​と​忌いまわしい​行おこない​の​ゆえ​に​④滅ほろぼした​者もの​たち​で​ある。
19 そして、まさしく​この​①目もく的てき​の​ため​に、すなわち、主しゅ​が​その​民たみ​に​与あたえた​②約やく束そく​が​果はたされる​ため​に、これら​の​記き録ろく​が​載のせられて​いる​③版はん​は​保ほ存ぞん​されて​いる​の​で​ある。
20 また、①レーマン人じん​が​彼かれら​の​先せん祖ぞ​に​ついて​の​知ち識しき​を​得え、主しゅ​の​約やく束そく​を​知しり、そして​福ふく音いん​を​②信しんじて​イエス・​キリスト​の​功く徳どく​に​③頼たより、イエス・​キリスト​の​名な​を​信しんじる​信しん仰こう​に​よって​④栄えい光こう​を​得え、また​悔くい改あらためる​こと​に​よって​救すくわれる​ため​で​ある。アーメン。

	◀1①
詩篇8・3－9、教義10・43

	◀2①
アル7・20、GS「神，神会」

	◀②
1ニフ10・18－19、教義35・1

	◀3①
使徒5・38－39、モル8・22、教義10・43

	◀4①
教義84・73、GS「高慢」

	◀②
ヤコ4・10、アル37・37、GS「戒め（神の）」「勧告，勧め」

	◀③
GS「現世的」

	◀④
GS「報復」

	◀6①
教義5・21、ジ－歴史1・28－29

	◀②
教義45・29、46・7

	◀7①
詩篇27・1、ルカ9・26、教義122・9、GS「畏れ，恐れ」「勇敢，勇気」

	◀②
レビ26・42－43、1ニフ19・7、ヤコ4・8－10

	◀8①
GS「悪魔」

	◀②
エペ6・16、1ニフ15・24、教義27・17

	◀③
アル38・5

	◀12①
教義1・29、5・4

	◀②
教義10・6－8

	◀13①
GS「高慢」

	◀15①
主のこと

	◀16①
1ニフ13・23－25、2ニフ29・4－6

	◀②
GS「救い主」

	◀③
モサ3・20

	◀17①
2ニフ5・8－9

	◀18①
GS「モルモン書」

	◀②
2ニフ5・14、エノ1・13－18

	◀③
2ニフ26・15－16

	◀④
モル8・2－3

	◀19①
1ニフ9・3、5

	◀②
3ニフ5・14－15、教義10・46－50

	◀③
GS「金版」

	◀20①
2ニフ30・3－6、教義28・8、49・24

	◀②
モル3・19－21

	◀③
2ニフ31・19、モロ6・4

	◀④
モロ7・26、38


第​4​章
千八百二十九​年ねん​二月がつ、ペンシルベニア​州しゅう​ハーモニー​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​彼かれ​の​父ちち​ジョセフ・​スミス・​シニア​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二十八​ページ）。
1－4​主しゅ​の​務つとめ​に​携たずさわる​者もの​は、雄お々おしく​奉ほう仕し​する​こと​に​よって​救すくわれる。​5－6​神聖しんせい​な​特質とくしつ​を​持もつ​者もの​に​は、その​務つとめ​に​携たずさわる​資し格かく​が​ある。​7​人ひと​は​神かみ​に​関かんする​こと​を​求もとめ​なければ​ならない。
1 さて​見みよ、①驚おどろく​べき​業わざ​が、まさに​人ひと​の​子こら​の​中なか​に​現あらわれよう​と​して​いる。
2 それゆえ、おお、神かみ​の​①務つとめ​に​出いで立たとう​と​する​人々ひとびと​よ、終おわり​の​日ひ​に​神かみ​の​前まえ​に​②罪つみ​の​ない​状じょう態たい​で​立たてる​よう​に、あなたがた​の​③心こころ​と、勢力せいりょく​と、思おもい​と、力ちから​を​尽つくして​神かみ​に​④仕つかえ​なさい。
3 あなたがた​は​神かみ​に​仕つかえたい​と​望のぞむ​なら​ば、その​業わざ​に​①召めされて​いる。
4 見みよ、①畑はたけ​は​すでに​白しろく​なり​②刈かり入いれ​を​待まって​いる​から​で​ある。見みよ、勢力せいりょく​を​尽つくして​鎌かま​を​入いれる​者もの​は、滅ほろびる​こと​なく​自じ分ぶん​に​救すくい​を​もたらす​よう​に​③蓄たくわえる​の​で​ある。
5 神かみ​の​①栄えい光こう​に​ひたすら​②目め​を​向むけて、③信しん仰こう、④希き望ぼう、⑤慈じ愛あい、⑥愛あい​を​持もつ​者もの​に​は、その​業わざ​に​携たずさわる​資し格かく​が​ある。
6 信しん仰こう、①徳とく、知ち識しき、節制せっせい、②忍耐にんたい、兄きょう弟だい​愛あい、信心しんじん、慈じ愛あい、③謙遜けんそん、④勤勉きんべん​を​思おもい起おこし​なさい。
7 ①求もとめ​なさい。そう​すれ​ば、与あたえられる​で​あろう。たたき​なさい。そう​すれ​ば、開ひらかれる​で​あろう。アーメン。

	◀1①
イザ29・14、1ニフ14・7、22・8、教義6・1、18・44、GS「福音の回復」

	◀2①
GS「奉仕」

	◀②
1コリ1・8、ヤコ1・19、3ニフ27・20

	◀③
GS「心」「思い，心」

	◀④
ヨシ22・5、サ上7・3、教義20・19、76・5

	◀3①
教義11・4、15、36・5、63・57、GS「召し，神の召し」

	◀4①
ヨハ4・35、アル26・3－5、教義11・3、33・3、7

	◀②
GS「刈り入れ」

	◀③
1テモ6・19

	◀5①
GS「栄光」

	◀②
詩篇141・8、マタ6・22、モル8・15

	◀③
GS「信仰」

	◀④
GS「希望」

	◀⑤
GS「慈愛」

	◀⑥
GS「愛」

	◀6①
GS「徳」

	◀②
GS「忍耐」

	◀③
GS「謙遜」

	◀④
GS「熱心」

	◀7①
マタ7・7－8、2ニフ32・4、GS「祈り」


第​5​章
千八百二十九​年ねん​三月がつ、ペンシルベニア​州しゅう​ハーモニー​に​おいて、マーティン・​ハリス​の​求もとめ​に​応おうじて​預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二十八－三十一​ページ）。
1－10​この​時じ代だい​の​人々ひとびと​は、ジョセフ・​スミス​を​通とおして​主しゅ​の​言こと葉ば​を​受うける。​11－18​三人にん​の​証しょう人にん​が『モルモン書しょ』​に​ついて​証あかし​する。​19－20​前まえ​の​時じ代だい​に​おける​と​同どう様よう​に、主しゅ​の​言こと葉ば​は​実証じっしょう​される。​21－35​マーティン・​ハリス​は​悔くい改あらためて、証しょう人にん​の​一ひと人り​と​なる​こと​が​できる。
1 見みよ、わたし​は​あなた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​①マーティン・​ハリス​は、あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​が​わたし​から​受うけた​と​証あかし​し、証言しょうげん​した​②版はん​を​持もって​いる​こと​に​ついて、わたし​の​手て​から​確証かくしょう​を​得えたい​と​望のぞんで​いる​ので、
2 さて​見みよ、あなた​は​この​こと​を​彼かれ​に​言いわなければ​ならない。すなわち、あなた​に​語かたった​者もの​が​あなた​に​次つぎ​の​よう​に​述のべた​こと​を。主しゅ​なる​わたし​は​神かみ​で​あり、あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​に​これら​の​もの​を​与あたえて、これら​の​もの​の​①証しょう人にん​と​なる​よう​に​命めいじた。
3 また、わたし​が​あなた​に​命めいじた​①人々ひとびと​の​ほか​に​は​これら​の​もの​を​見みせない、と​いう​聖せい約やく​を​あなた​に​交かわさせた。これら​の​もの​を​自じ由ゆう​に​する​②力ちから​は、わたし​が​あなた​に​授さずけない​かぎり、あなた​は​決けっして​持もつ​こと​は​ない​の​で​ある。
4 あなた​は​版はん​を​翻ほん訳やく​する​賜物たまもの​を​持もって​いる。これ​は、わたし​が​あなた​に​授さずけた​最さい初しょ​の​賜物たまもの​で​ある。そして​わたし​は、これ​に​よって​わたし​の​目もく的てき​が​達たっせられる​まで、ほか​の​賜物たまもの​を​求もとめて​は​ならない​と​命めいじた。これ​が​終おわる​まで、わたし​は​あなた​に​ほか​の​賜物たまもの​を​授さずけない​から​で​ある。
5 まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。地ち​に​住すむ​者もの​が​わたし​の​言こと葉ば​に​①聞きき​従したがわなければ、彼かれら​に​災わざわい​が​及およぶ​で​あろう。
6 この​後のち、あなた​は​①聖任せいにん​され、出でて​行いって​人ひと​の​子こら​に​わたし​の​②言こと葉ば​を​告つげる​から​で​ある。
7 見みよ、もし​彼かれら​が​わたし​の​言こと葉ば​を​①信しんじ​なければ、たとえ​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​が、わたし​から​ゆだねられた​これら​の​もの​を​すべて​彼かれら​に​見みせる​こと​が​できた​と​して​も、彼かれら​は​あなた​を​信しんじない​で​あろう。
8 ああ、この​①不ふ​信しん仰こう​で​②かたくな​な​時じ代だい​の​人々ひとびと​よ。わたし​の​怒いかり​は​彼かれら​に​向むかって​燃もえて​いる。
9 見みよ、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。わたし​の​内うち​に​ある​賢明けんめい​な​目もく的てき​の​ため​に、わたし​は​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​に​託たくした​それら​の​もの​を​①保ほ存ぞん​して​きた。その​目もく的てき​は、後のち​の​時じ代だい​の​人々ひとびと​に​知しらされる​で​あろう。
10 しかし、この​時じ代だい​の​人々ひとびと​は、あなた​を​通とおして​わたし​の​言こと葉ば​を​受うける。
11 また、あなた​の​証あかし​の​ほか​に、わたし​の​三人にん​の​僕しもべ​の​①証あかし​が​ある。わたし​は​彼かれら​を​召めして​聖任せいにん​し、これら​の​もの​を​彼かれら​に​示しめし、彼かれら​は​あなた​を​通とおして​与あたえられる​わたし​の​言こと葉ば​を​携たずさえて​行いく​で​あろう。
12 まことに、彼かれら​は​これら​の​もの​が​真実しんじつ​で​ある​こと​を​確たしか​に​知しる​で​あろう。天てん​から​わたし​が​彼かれら​に​それ​を​宣言せんげん​する​から​で​ある。
13 わたし​は、彼かれら​が​ありのまま​に​これら​の​もの​を​目め​に​し、見みる​こと​が​できる​よう​に、彼かれら​に​力ちから​を​与あたえよう。
14 わたし​は​この​時じ代だい​の​人々ひとびと​の​中なか​で​は、①ほか​の​だれ​に​も、これ​と​同おなじ​証あかし​を​受うける​力ちから​を​授さずけない。今いま​は​わたし​の​②教きょう会かい​が​荒あれ野の​から​立たち上あがって​出でて​来くる​始はじまり​で​あり、わたし​の​教きょう会かい​は、③月つき​の​よう​に​明あかるく、太陽たいよう​の​よう​に​美うつくしく、旗はた​を​立たてた​軍勢ぐんぜい​の​よう​に​恐おそろしい​もの​と​なる。
15 わたし​は、わたし​の​言こと葉ば​に​ついて、三人にん​の​①証しょう人にん​の​証あかし​を​送おくり出だそう。
16 そして​見みよ、だれでも​わたし​の​言こと葉ば​を​①信しんじる​者もの​に、わたし​は、わたし​の​②御み霊たま​の​③現あらわれ​を​④与あたえよう。彼かれら​は​わたし​から​⑤生うまれる、すなわち、水みず​と​御み霊たま​に​よって​生うまれる​で​あろう。
17 あなた​は、もう​しばらく​の​間あいだ​待またなければ​ならない。あなた​は​まだ​①聖任せいにん​されて​いない​から​で​ある。
18 また、彼かれら​の​証あかし​も​進すすみ​行ゆき、この​時じ代だい​の​人々ひとびと​は、もし​わたし​の​言こと葉ば​に​対たいして​その​心こころ​を​かたくな​に​する​なら​ば、①罪つみ​の​宣せん告こく​を​受うける​で​あろう。
19 荒こう廃はい​を​もたらす​①懲こらしめ​が​地ち​に​住すむ​者もの​の​間あいだ​に​及および、もし​彼かれら​が​②悔くい改あらため​なければ​折々おりおり​に​続つづけて​懲こらしめ​が​与あたえられ、ついに​地ち​は​③むなしく​なり、地ち​に​住すむ​者もの​は​わたし​の​④来らい臨りん​の​輝かがやき​に​より​焼やき​尽つくされて、ことごとく​滅ほろぼされる​から​で​ある。
20 見みよ、わたし​は、エルサレム​の​滅めつ亡ぼう​に​ついて​民たみ​に​①告つげた​よう​に、あなたがた​に​これら​の​こと​を​告つげる。わたし​の​②言こと葉ば​は、これまで​に​実証じっしょう​された​よう​に、その​とき​に​も​実証じっしょう​される​で​あろう。
21 さて、わたし​は​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​に​命めいじる。悔くい改あらためて​わたし​の​前まえ​を​さらに​まっすぐ​に​歩あゆみ、これから​は​もう​人々ひとびと​の​説とき伏ふせ​に​乗のる​こと​の​ない​よう​に​しなさい。
22 また、わたし​が​あなた​に​命めいじた​戒いましめ​を​確かっ固こ​と​して​①守まもり​なさい。あなた​が​そう​する​なら​ば、見みよ、たとえ​あなた​が​②殺ころされよう​と、わたし​は​あなた​に​永遠えいえん​の​命いのち​を​授さずける。
23 さらに​また、わたし​は​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​に、証あかし​を​得えたい​と​望のぞんで​いる​①その​人ひと​に​ついて​語かたる。
24 見みよ、わたし​は​彼かれ​に​言いう。彼かれ​は​自じ分ぶん​を​高たかく​して、わたし​の​前まえ​に​十分じゅうぶん​に​へりくだって​いない。しかし、もし​彼かれ​が​わたし​の​前まえ​に​身 み​を​かがめて、熱烈ねつれつ​な​祈いのり​と​信しん仰こう​と​を​もって​真ま心ごころ​から​へりくだる​なら​ば、わたし​は、見みたい​と​望のぞんで​いる​もの​を​①見みる​こと​を​彼かれ​に​認みとめよう。
25 その後のち、彼かれ​は​この​時じ代だい​の​人々ひとびと​に​言いわなければ​ならない。「まことに、わたし​は、主しゅ​が​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​に​示しめされた​もの​を​見みた。わたし​は​それら​が​真実しんじつ​で​ある​こと​を​確たしか​に​①知しって​いる。わたし​は​それら​を​見みた​から​で​ある。それら​は​人ひと​の​力ちから​で​は​なく、神かみ​の​力ちから​に​よって​わたし​に​示しめされた​から​で​ある」と。
26 主しゅ​なる​わたし​は、彼かれ、すなわち​わたし​の​僕しもべ​マーティン・​ハリス​に​命めいじる。これら​の​もの​に​ついて​次つぎ​の​よう​に​言いう​以い外がい​に、人々ひとびと​に​何なにも​言いって​は​ならない。「わたし​は​それら​の​もの​を​見みた。それら​の​もの​は​神かみ​の​力ちから​に​よって​わたし​に​示しめされた。」これ​が​彼かれ​の​言いう​べき​言こと葉ば​で​ある。
27 しかし、彼かれ​が​これ​を​拒こばめ​ば、彼かれ​は​以い前ぜん​に​わたし​と​交かわした​聖せい約やく​を​破やぶる​こと​に​なる。そして​見みよ、彼かれ​は​罪つみ​に​定さだめられる。
28 さて、彼かれ​は​へりくだり、自じ分ぶん​が​行おこなった​誤あやまった​事こと柄がら​を​わたし​に​認みとめ、わたし​の​戒いましめ​を​守まもる​と​聖せい約やく​し、わたし​を​信しんじる​信しん仰こう​を​働はたらかせ​なければ、見みよ、わたし​は​彼かれ​に、この​よう​な​もの​を​見みない​で​あろう​と​言いう。わたし​は​前まえ​に​語かたった​もの​を​見みる​こと​を​彼かれ​に​認みとめない​から​で​ある。
29 そして​この​場ば合あい、わたし​は​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​に​命めいじる。あなた​は​彼かれ​に、これ​以い上じょう​何なにも​行おこなわない​よう​に、また​この​件けん​に​ついて​もう​わたし​を​煩わずらわさない​よう​に​言いい​なさい。
30 そして​この​場ば合あい、見みよ、わたし​は​あなた、ジョセフ​に​言いう。もう​数すう​枚まい​翻ほん訳やく​を​終おえた​なら​ば、わたし​が​再ふたたび​命めいじる​まで、しばらく​の​間あいだ、中ちゅう止し​しなければ​ならない。その後のち、あなた​は​再ふたたび​翻ほん訳やく​する​こと​が​できる。
31 もし​あなた​が​こう​しなければ、見みよ、あなた​は​もう​賜物たまもの​を​持もたず、わたし​は​あなた​に​託たくした​もの​を​取とり上あげる​で​あろう。
32 さて、わたし​は​あなた​を​滅ほろぼそう​と​する​たくらみ​が​ある​こと​を​あらかじめ​知しって​おり、まことに、わたし​の​僕しもべ​マーティン・​ハリス​が、へりくだって​わたし​の​手て​から​証あかし​を​受うけ​なければ​過あやまち​に​陥おちいる​こと​を​わたし​は​あらかじめ​知しって​いる​ので、
33 また、あなた​を​地ち​の​面おもて​から​①滅ほろぼし​去さろう​と​たくらんで​いる​者もの​が​多おおく​いる​ので、この​ため​に、すなわち​あなた​の​命いのち​が​長ながく​保たもたれる​よう​に​する​ため​に、わたし​は​これら​の​戒いましめ​を​あなた​に​与あたえた​の​で​ある。
34 まことに、この​ため​に​わたし​は​言いった​の​で​ある。「中ちゅう止し​して、わたし​が​あなた​に​命めいじる​まで​その​まま​で​いなさい。そう​すれ​ば、わたし​が​あなた​に​命めいじた​こと​を​成なし遂とげる​①手て立だて​を​与あたえよう。」
35 わたし​の​戒いましめ​を​①忠ちゅう実じつ​に​守まもる​なら​ば、あなた​は​終おわり​の​日ひ​に​②高たかく​上あげられる​で​あろう。アーメン。
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第​6​章
千八百二十九​年ねん​四月がつ、ペンシルベニア​州しゅう​ハーモニー​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​と​オリバー・​カウドリ​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、三十二－三十五​ページ）。オリバー・​カウドリ​は、千八百二十九​年ねん​四月がつ​七なの日か​に、『モルモン書しょ』​の​翻ほん訳やく​の​筆ひっ記き​者しゃ​として​働はたらき​始はじめた。彼かれ​は『モルモン書しょ』​の​記き録ろく​が​刻きざまれて​いる​版はん​に​関かんする​預よ言げん者しゃ​の​証あかし​が​真実しんじつ​で​ある​と​いう​神かみ​の​示しめし​を​すでに​受うけて​いた。預よ言げん者しゃ​は​ウリム​と​トンミム​に​よって​主しゅ​に​尋たずね、この​答こたえ​を​受うけた。
1－6​主しゅ​の​畑はたけ​で​働はたらく​者もの​は​救すくい​を​得える。​7－13​救すくい​の​賜物たまもの​に​勝まさる​大おおいなる​賜物たまもの​は​ない。​14－27​真しん理り​の​証あかし​は​御み霊たま​の​力ちから​に​よって​得えられる。​28－37​キリスト​を​仰あおぎ​見みて、絶たえず​善ぜん​を​行おこない​なさい。
1 大おおいなる​①驚おどろく​べき​業わざ​が、まさに​人ひと​の​子こら​に​現あらわれよう​と​して​いる。
2 見みよ、わたし​は​神かみ​で​ある。わたし​の​①言こと葉ば​を​心こころ​に​留とめ​なさい。わたし​の​言こと葉ば​は​生いきて​いて、力ちから​が​あり、もろ刃は​の​剣つるぎ​より​も​②鋭するどくて、関節かんせつ​も​骨髄こつずい​も​切きり離はなす​ほど​で​ある。それゆえ、わたし​の​言こと葉ば​を​心こころ​に​留とめ​なさい。
3 見みよ、①畑はたけ​は​すでに​白しろく​なり​刈かり入いれ​を​待まって​いる。それゆえ、だれでも​刈かり入いれ​を​したい​と​望のぞむ​者もの​は、永遠えいえん​の​救すくい​が​神かみ​の​王おう国こく​で​自じ分ぶん​の​ため​に​蓄たくわえられる​よう​に、勢力せいりょく​を​尽つくして​鎌かま​を​入いれ、日ひ​の​ある​うち​に​刈かり取とり​なさい。
4 まことに、だれでも​①鎌かま​を​入いれて​刈かり取とろう​と​する​者もの​は、神かみ​から​召めされて​いる。
5 それゆえ、あなた​は​わたし​に​①求もとめれば、与あたえられる​で​あろう。たたけ​ば、開ひらかれる​で​あろう。
6 さて、あなた​は​求もとめた​ので、見みよ、わたし​は​あなた​に​言いう。わたし​の​戒いましめ​を​守まもり、①シオン​の​大たい義ぎ​を​起おこして​確かく立りつ​する​よう​に​②努つとめ​なさい。
7 ①富とみ​を​求もとめず​に、②知ち恵え​を​③求もとめ​なさい。そう​すれ​ば、見みよ、神かみ​の​④奥おく義ぎ​は​あなた​に​明あきらか​に​され、その​とき、あなた​は​豊ゆたか​に​される。見みよ、⑤永遠えいえん​の​命いのち​を​持もつ​者もの​は​豊ゆたか​で​ある。
8 まことに、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​が​わたし​に​望のぞむ​こと​が、あなた​に​その​とおり​に​なる​で​あろう。もし​あなた​が​望のぞむ​なら​ば、あなた​は​この​時じ代だい​に​大おおいに​善ぜん​を​行おこなう​仲なか立だち​と​なる​で​あろう。
9 この​時じ代だい​の​人々ひとびと​に​は、①悔くい改あらため​の​ほか​に​何なにも​語かたって​は​ならない。わたし​の​戒いましめ​を​守まもり、また​わたし​の​命めいじた​とおり​に​わたし​の​業わざ​を​起おこす​助たすけ​を​しなさい。そう​すれ​ば、あなた​は​祝しゅく福ふく​される​で​あろう。
10 見みよ、あなた​は​一つ​の​賜物たまもの​を​持もって​いる。この​賜物たまもの​の​ゆえ​に、あなた​は​幸さいわい​で​ある。これ​は​①神聖しんせい​で、上うえ​から​来きて​いる​こと​を​覚おぼえて​おき​なさい。
11 あなた​は​①尋たずねる​なら​ば、大おおいなる​驚おどろく​べき​②奥おく義ぎ​を​知しる​で​あろう。それゆえ、奥おく義ぎ​を​見みいだして、多おおく​の​人ひと​を​真しん理り​の​知ち識しき​に​導みちびき、まことに​彼かれら​の​行おこない​が​誤あやまって​いる​こと​を​③納なっ得とく​させる​ため​に、あなた​は​自じ分ぶん​の​④賜物たまもの​を​使つかわなければ​ならない。
12 あなた​と​同おなじ​信しん仰こう​を​持もつ​者もの​以い外がい、だれ​に​も​あなた​の​賜物たまもの​を​知しらせない​よう​に​しなさい。①神聖しんせい​な​もの​を​軽かろんじない​よう​に​しなさい。
13 あなた​は​善ぜん​を​行おこない、そして​①最さい後ご​まで​②忠ちゅう実じつ​で​あり​③続つづければ、神かみ​の​王おう国こく​に​救すくわれる​で​あろう。これ​は、神かみ​の​あらゆる​賜物たまもの​の​中なか​で​最もっとも​大おおいなる​もの​で​ある。④救すくい​の​賜物たまもの​に​勝まさる​大おおいなる​賜物たまもの​は​ない​から​で​ある。
14 まことに、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​が​行おこなって​きた​こと​の​ため​に、あなた​は​幸さいわい​で​ある。あなた​は​わたし​に​①尋たずね、そして​見みよ、尋たずねる​度たび​に、わたし​の​御み霊たま​から​の​教おしえ​を​受うけて​きた​から​で​ある。そう​で​なかった​なら​ば、現在げんざい​あなた​が​いる​所ところ​に​来くる​こと​は​なかった​で​あろう。
15 見みよ、あなた​が​わたし​に​尋たずねた​ので、わたし​が​あなた​の​①思おもい​を​照てらした​こと​を、あなた​は​知しって​いる。そして​今いま、あなた​が​真しん理り​の​御み霊たま​に​照てらされた​こと​を​知しる​よう​に、わたし​は​これら​の​こと​を​あなた​に​告つげる​の​で​ある。
16 まことに、わたし​は​あなた​に​告つげる。それ​は、あなた​の​①心こころ​の​思おもい​と​志こころざし​を​②知しって​いる​者もの​は​神かみ​の​ほか​に​だれ​も​いない​こと​を、あなた​が​知しる​ため​で​ある。
17 わたし​は​あなた​へ​の​証あかし​として​これら​の​こと​を​告つげる。すなわち、あなた​が​記しるして​きた​言こと葉ば、すなわち​その​書しょ​は​①真実しんじつ​で​ある。
18 それゆえ、①熱心ねっしん​で​あり​なさい。わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​が​その​言こと葉ば​の​ため​に​どの​よう​な​困難こんなん​な​状況じょうきょう​に​陥おちいろう​と、忠ちゅう実じつ​に​彼かれ​の​傍かたわら​に​②立たって​いなさい。
19 彼かれ​の​過あやまち​に​ついて​彼かれ​を​訓くん戒かい​し、また​彼かれ​から​も​訓くん戒かい​を​受うけ​なさい。忍耐にんたい​強づよく​あり​なさい。まじめ​で​あり​なさい。自じ制せい​しなさい。忍耐にんたい​と​信しん仰こう、希き望ぼう、慈じ愛あい​を​持もち​なさい。
20 見みよ、あなた​は​オリバー​で​あり、わたし​が​あなた​に​語かたった​の​は、あなた​が​望のぞんだ​から​で​ある。それゆえ、これら​の​言こと葉ば​を​あなた​の​心こころ​の​中なか​に​大切たいせつ​に​①蓄たくわえて​おき​なさい。神かみ​の​戒いましめ​を​忠ちゅう実じつ​かつ​熱心ねっしん​に​守まもり​なさい。そう​すれ​ば、わたし​は​あなた​を​わたし​の​愛あい​の​腕うで​の​中なか​に​抱だく​で​あろう。
21 見みよ、わたし​は​①神かみ​の​子こ​イエス・​キリスト​で​ある。わたし​は​自じ分ぶん​の​②民たみ​の​ところ​に​来きた​者もの​で​ある。そして、民たみ​は​わたし​を​受うけ入いれなかった。わたし​は​③暗くら闇やみ​の​中なか​に​輝かがやいて​いる​④光ひかり​で​ある。そして、暗くら闇やみ​は​それ​を​理り解かい​しない。
22 まことに、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​は​これ​以い上じょう​の​証あかし​を​望のぞむ​なら​ば、これら​の​こと​が​真実しんじつ​で​ある​の​を​①知しろう​と​して​心こころ​の​中なか​で​わたし​に​叫さけび​求もとめた​夜よる​の​こと​を​思おもい出だし​なさい。
23 わたし​は​この​件けん​に​ついて​あなた​の​心こころ​に​①平安へいあん​を​告つげなかった​で​あろう​か。神かみ​から​の​証あかし​より​も​大おおいなる​②証あかし​が​ある​で​あろう​か。
24 さて​見みよ、あなた​は​証あかし​を​得えた。だれ​も​知しらない​事こと柄がら​を​わたし​が​あなた​に​告つげた​ので、あなた​は​証あかし​を​得えた​で​は​ない​か。
25 見みよ、もし​あなた​が​わたし​に​望のぞむ​なら​ば、わたし​は​あなた​に、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​の​よう​に、①翻ほん訳やく​する​賜物たまもの​を​授さずける。
26 まことに、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。わたし​の​福ふく音いん​の​多おおく​を​載のせた​数々かずかず​の​①記き録ろく​が​ある。それら​は​人々ひとびと​の​②悪あく​の​ゆえ​に​与あたえられなかった​もの​で​ある。
27 さて、わたし​は​あなた​に​命めいじる。もし​あなた​が​善よい​望のぞみ、すなわち、自じ分ぶん​自じ身しん​の​ため​に​天てん​に​宝たから​を​蓄たくわえたい​と​いう​望のぞみ​を​持もつ​なら​ば、あなた​は​自じ分ぶん​の​賜物たまもの​を​もって、罪ざい悪あく​の​ゆえ​に​これまで​隠かくされて​きた​わたし​の​①聖文せいぶん​の​それら​の​部ぶ分ぶん​を​明あかるみ​に​出だす​助たすけ​を​しなければ​ならない。
28 さて​見みよ、わたし​は​あなた​と、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​に、この​賜物たまもの​の​鍵かぎ​を​与あたえる。それ​は​この​務つとめ​を​明あかるみ​に​出だす​で​あろう。そして、二ふた人り​または​三人にん​の​①証しょう人にん​の​口くち​に​よって、すべて​の​言こと葉ば​が​確かく定てい​される。
29 まことに、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。たとえ​人々ひとびと​が​わたし​の​言こと葉ば​と、わたし​の​福ふく音いん​と​務つとめ​の​この​部ぶ分ぶん​と​を​拒こばんだ​と​して​も、あなたがた​は​幸さいわい​で​ある。彼かれら​は​わたし​に​行おこなった​以い上じょう​の​こと​を​あなたがた​に​行おこなえない​から​で​ある。
30 また、たとえ​彼かれら​が​わたし​に​行おこなった​よう​に​あなたがた​に​①行おこなう​と​して​も、あなたがた​は​幸さいわい​で​ある。あなたがた​は​わたし​と​ともに​②栄えい光こう​の​中なか​に​③住すむ​から​で​ある。
31 しかし、彼かれら​が​与あたえられる​①証あかし​に​よって​確かく定てい​される​わたし​の​言こと葉ば​を​②拒こばまない​なら​ば、彼かれら​は​幸さいわい​で​ある。その​とき、あなたがた​は​自じ分ぶん​たち​の​労ろう苦く​の​結むすぶ​実み​を​喜よろこぶ​で​あろう。
32 まことに、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。一つ​の​こと​に​ついて​二ふた人り​または​三人にん​が​わたし​の​名な​に​よって​①集あつまって​いる​所ところ​に​は、見みよ、わたし​も​その​②中なか​に​いる、と​わたし​が​弟で子し​たち​に​言いった​よう​に、まさに​その​よう​に​わたし​は​あなたがた​の​中なか​に​いる​の​で​ある。
33 息むす子こ​たち​よ、善ぜん​を​行おこなう​の​を​①恐おそれて​は​ならない。あなたがた​は、何なん​で​あろう​と​②まいた​もの​を​また​刈かり入いれる​から​で​ある。それゆえ、あなたがた​は​善ぜん​を​まけ​ば、報むくい​として​また​善ぜん​を​刈かり入いれる​こと​に​なる。
34 それゆえ、小ちいさい​群むれ​よ、恐おそれて​は​ならない。善ぜん​を​行おこない​なさい。この世よ​と​地じ獄ごく​を​あなたがた​に​対たいして​連合れんごう​させ​なさい。あなたがた​が​わたし​の​①岩いわ​の​上うえ​に​建たてられる​なら​ば、それら​は​打うち勝かつ​こと​が​できない​から​で​ある。
35 見みよ、わたし​は​あなたがた​を​罪つみ​に​定さだめない。あなたがた​の​道みち​を​行いき、これから​は​もう​①罪つみ​を​犯おかさない​よう​に​しなさい。わたし​が​あなたがた​に​命めいじた​業わざ​を​まじめ​に​行おこない​なさい。
36 あらゆる​思おもい​の​中なか​で​わたし​を​①仰あおぎ​見み​なさい。疑うたがって​は​ならない。恐おそれて​は​ならない。
37 わたし​の​わき​を​突つき刺さした​傷きず跡あと​と、わたし​の​手て​と​足あし​に​ある​①釘くぎ​の​跡あと​を​②見み​なさい。忠ちゅう実じつ​で​あり、わたし​の​戒いましめ​を​守まもり​なさい。そう​すれ​ば、あなたがた​は​③天てん​の​王おう国こく​を​④受うけ継つぐ​で​あろう。アーメン。

	◀1①
イザ29・14、教義4・1－7、18・44

	◀2①
ヘブ4・12、黙示1・16、教義27・1

	◀②
ヒラ3・29、教義33・1

	◀3①
ヨハ4・35、教義31・4、33・3、101・64

	◀4①
黙示14・15－19、アル26・5、教義11・3－4、27

	◀5①
マタ7・7－8

	◀6①
GS「シオン」

	◀②
1ニフ13・37

	◀7①
列上3・10－13、マタ19・23、ヤコ2・18－19、GS「富」「物欲」

	◀②
GS「知恵」

	◀③
アル39・14、教義68・31

	◀④
教義42・61、65、GS「神の奥義」

	◀⑤
教義14・7

	◀9①
アル29・9、教義15・6、18・14－15、34・6、GS「悔い改め」「伝道活動」

	◀10①
教義63・64

	◀11①
教義102・23、ジ－歴史1・18、26

	◀②
マタ11・25、13・10－11、アル12・9

	◀③
新ヤコ5・20、アル62・45、教義18・44

	◀④
GS「賜物」「御霊の賜物」

	◀12①
マタ7・6

	◀13①
GS「堪え忍ぶ」

	◀②
モサ2・41、エテ4・19、教義51・19、63・47

	◀③
1ニフ15・24

	◀④
GS「救い」

	◀14①
GS「祈り」

	◀15①
GS「思い，心」

	◀16①
列上8・39

	◀②
歴上28・9、マタ12・25、ヘブ4・12、モサ24・12、3ニフ28・6、GS「全知」

	◀17①
教義18・2

	◀18①
GS「熱心」

	◀②
教義124・95－96

	◀20①
エテ3・21、教義84・85

	◀21①
GS「イエス・キリスト」

	◀②
ヨハ1・10－12、使徒3・13－17、3ニフ9・16、教義45・8

	◀③
GS「暗闇（霊的な）」

	◀④
ヨハ1・5、教義10・58、GS「光，キリストの光」

	◀22①
GS「識別の賜物」

	◀23①
GS「平安，平和」

	◀②
1ヨハ5・9、教義18・2

	◀25①
モサ8・13、教義5・4、9・1－5、10

	◀26①
教義8・1、9・2、GS「聖文－出現を預言された聖文」

	◀②
GS「邪悪」

	◀27①
教義35・20

	◀28①
申命19・15、2コリ13・1、2ニフ27・12－14、教義128・3

	◀30①
教義5・22、135・1－7、GS「殉教者，殉教」

	◀②
GS「栄光」

	◀③
黙示3・21

	◀31①
GS「証」

	◀②
3ニフ16・10－14、教義20・8－15

	◀32①
マタ18・19－20、GS「一致」

	◀②
教義29・5、38・7

	◀33①
GS「勇敢，勇気」

	◀②
ガラ6・7－8、モサ7・30－31、アル9・28、教義1・10

	◀34①
詩篇71・3、マタ7・24－25、1コリ10・1－4、ヒラ5・12、教義10・69、18・4、17、33・13、モセ7・53、GS「岩」

	◀35①
ヨハ8・3－11

	◀36①
イザ45・22、教義43・34

	◀37①
GS「十字架の刑」

	◀②
GS「イエス・キリスト－死後の現れ」

	◀③
GS「神の王国，天の王国」

	◀④
マタ5・3、10、3ニフ12・3、10


第​7​章
千八百二十九​年ねん​四月がつ、ペンシルベニア​州しゅう​ハーモニー​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​と​オリバー・​カウドリ​に​与あたえられた​啓けい示じ。彼かれら​が、主しゅ​から​愛あいされた​弟で子し​ヨハネ​が​肉にく体たい​に​とどまって​いる​か、それとも​死しんで​しまった​か、ウリム​と​トンミム​に​よって​尋たずねた​とき​に​与あたえられた​もの​で​ある。この​啓けい示じ​は、ヨハネ​が​羊よう皮ひ紙し​に​記しるして​自みずから​隠かくして​おいた​記き録ろく​の​訳文やくぶん​で​ある（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、三十五－三十六​ページ）。
1－3​主しゅ​から​愛あいされた​ヨハネ​は、主しゅ​が​来こられる​とき​まで​生いき​長ながらえる。​4－8​ペテロ​と​ヤコブ​と​ヨハネ​は、福ふく音いん​の​鍵かぎ​を​持もつ。
1 主しゅ​は​わたし​に​言いわれた。「わたし​の​①愛あいする​ヨハネ​よ、あなた​は​何なに​を​②望のぞむ​か。あなた​の​欲ほっする​こと​を​求もとめれば、授さずけられる​で​あろう。」
2 そこで、わたし​は​主しゅ​に​申もうし上あげた。「主しゅ​よ、わたし​が​生いき​長ながらえて、人々ひとびと​を​あなた​の​みもと​に​導みちびく​こと​が​できる​よう​に、①死し​を​制せいする​力ちから​を​お​与あたえ​ください。」
3 すると、主しゅ​は​わたし​に​言いわれた。「まことに、まことに、あなた​に​言いう。あなた​が​これ​を​望のぞんで​いる​ので、わたし​が​①栄えい光こう​の​うち​に​来くる​とき​まで​あなた​は​この世よ​に​②とどまり、もろもろ​の​国こく民みん、部ぶ族ぞく、国こく語ご​の​民たみ、民族みんぞく​の​前まえ​で​③預よ言げん​する​で​あろう。」
4 そして​この​ため​に、主しゅ​は​ペテロ​に​言いわれた。「わたし​が​来くる​とき​まで​彼かれ​が​この世よ​に​とどまって​いる​こと​を、わたし​が​望のぞんだ​と​して​も、それ​が​あなた​に​何なんの​関かん係けい​が​あろう​か。彼かれ​は​人々ひとびと​を​わたし​の​もと​に​連つれて来くる​こと​を​望のぞんだ​が、あなた​は​わたし​の​①王おう国こく​に​おいて​わたし​の​もと​に​速すみやか​に​来くる​こと​を​望のぞんで​いる​から​で​ある。
5 わたし​は​あなた​に​言いう。ペテロ​よ、これ​は​善よい​望のぞみ​で​あった。しかし、わたし​の​愛あいする​者もの​は​それ​以い上じょう​の​こと、すなわち、彼かれ​が​これまで​行おこなって​きた​こと​より​も​さらに​大おおいなる​業わざ​を​人々ひとびと​の​中なか​で​行おこなう​こと​を​望のぞんだ。
6 まことに、彼かれ​は​さらに​大おおいなる​業わざ​を​引ひき受うけた。それゆえ、わたし​は​彼かれ​を​燃もえる​火ひ​の​よう​に​し、また​①仕つかえる​天てん使し​と​する。②地ち上じょう​に​住すんで​いる​救すくい​を​③受うけ継つぐ​者もの​の​ため​に、彼かれ​は​仕つかえる​で​あろう。
7 また、わたし​は​あなた​を、彼かれ​と​あなた​の​兄きょう弟だい​ヤコブ​の​ため​に​仕つかえ​させよう。そして、わたし​は​あなたがた​三人にん​に、わたし​が​来くる​とき​まで​この​力ちから​と​この​務つとめ​の​①鍵かぎ​と​を​授さずけよう。
8 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​は​二ふた人り​と​も、望のぞみ​どおり​に​与あたえられる​で​あろう。あなたがた​は​二ふた人り​と​も、望のぞんだ​こと​を​①喜よろこび​と​して​いる​から​で​ある。」

	◀1①
GS「ヨハネ（ゼベダイの子）」

	◀②
3ニフ28・1－10

	◀2①
ルカ9・27、GS「死（肉体の）」

	◀3①
GS「イエス・キリストの再臨」「栄光」

	◀②
ヨハ21・20－23、GS「身を変えられた人」

	◀③
黙示10・11

	◀4①
GS「神の王国，天の王国」

	◀6①
教義130・5

	◀②
ヨハ10・8－11、教義77・14

	◀③
教義76・86－88

	◀7①
マタ16・19、使徒15・7、ジ－歴史1・72、GS「神権の鍵」

	◀8①
GS「喜び」


第​8​章
千八百二十九​年ねん​四月がつ、ペンシルベニア​州しゅう​ハーモニー​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​オリバー・​カウドリ​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、三十六－三十七​ページ）。『モルモン書しょ』​の​翻ほん訳やく​中ちゅう​筆ひっ記き​者しゃ​として​働はたらき​続つづけ、預よ言げん者しゃ​の​口こう述じゅつ​を​筆ひっ記き​して​いた​オリバー​は、翻ほん訳やく​の​賜物たまもの​を​授さずけられる​こと​を​願ねがった。主しゅ​は​この​啓けい示じ​を​下くだして、彼かれ​の​嘆願たんがん​に​こたえられた。
1－5​啓けい示じ​は​聖霊せいれい​の​力ちから​に​よって​与あたえられる。​6－12​神かみ​の​奥おく義ぎ​に​ついて​の​知ち識しき​と​昔むかし​の​記き録ろく​を​翻ほん訳やく​する​力ちから​は、信しん仰こう​に​よって​与あたえられる。
1 ①オリバー・​カウドリ​よ、まことに、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​の​神かみ​で​あり、あなた​の​贖あがない主ぬし​で​ある​主しゅ​が​生いきて​いる​よう​に​確たしか​に、あなた​が​古ふるい​記き録ろく​に​刻きざまれた​もの​に​ついて​知ち識しき​を​与あたえられる​と​信しんじ​ながら、信しん仰こう​を​もって、正しょう直じき​な​心こころ​で​②求もとめる​もの​は​何なん​で​あろう​と、その​③知ち識しき​を​確たしか​に​与あたえられる​で​あろう。その​古ふるい​④記き録ろく​は​昔むかし​の​もの​で​あり、わたし​の​聖文せいぶん​の​うち、わたし​の​御み霊たま​の​⑤現あらわれ​に​よって​語かたられた​部ぶ分ぶん​を​含ふくむ​もの​で​ある。
2 まことに​見みよ、あなた​に​降くだって​あなた​の​心こころ​の​中なか​に​とどまる​①聖霊せいれい​に​よって、わたし​は​あなた​の​思おもい​と​あなた​の​②心こころ​に​③告つげよう。
3 さて​見みよ、これ​は​啓けい示じ​の​霊れい​で​ある。見みよ、モーセ​が​イスラエル​の​子こら​を​導みちびいて​乾かわいた​地ち​を​通とおって​①紅こう海かい​を​渡わたらせた​の​は、この​霊れい​に​よる。
4 これ​が​あなた​の​賜物たまもの​で​ある。この​賜物たまもの​を​使つかい​なさい。そう​すれ​ば、あなた​は​幸さいわい​で​ある。これ​は​あなた​を​敵てき​の​手て​から​救すくい​出だす​から​で​ある。もし​そう​しなければ、彼かれら​は​あなた​を​殺ころし、あなた​の​霊れい​を​滅ほろび​に​至いたらせる​で​あろう。
5 おお、これら​の​①言こと葉ば​を​覚おぼえて​おき、わたし​の​戒いましめ​を​守まもり​なさい。これ​が​あなた​の​賜物たまもの​で​ある​こと​を​覚おぼえて​おき​なさい。
6 ところで、これ​が​あなた​の​賜物たまもの​の​すべて​で​は​ない。あなた​は​もう​一つ​の​賜物たまもの​を​持もって​いる。それ​は​アロン​の​賜物たまもの​で​ある。見みよ、それ​は​多おおく​の​こと​を​あなた​に​告つげて​きた。
7 見みよ、この​アロン​の​賜物たまもの​を​あなた​に​持もたせる​力ちから​は、神かみ​の​力ちから​を​おいて​ほか​に​ない。
8 それゆえ、疑うたがって​は​ならない。それ​は​神かみ​の​賜物たまもの​だから​で​ある。そして、あなた​は​それ​を​手て​に​持もち、驚おどろく​べき​業わざ​を​なす​で​あろう。また、それ​は​神かみ​の​業わざ​で​ある​から、いかなる​力ちから​も​あなた​の​手て​から​それ​を​取とり去さる​こと​が​できない​で​あろう。
9 また、あなた​が​その​手て立だて​に​よって​告つげて​ほしい​と​わたし​に​求もとめる​こと​は​何なん​で​あろう​と、わたし​は​あなた​に​授さずけよう。そして、あなた​は​それ​に​ついて​の​知ち識しき​を​得える​で​あろう。
10 ①信しん仰こう​が​なければ​何なにも​行おこなえない​こと​を​覚おぼえて​おき​なさい。それゆえ、信しん仰こう​を​もって​求もとめ​なさい。これら​の​もの​を​軽かろんじない​よう​に​しなさい。求もとめて​は​ならない​もの​を​②求もとめない​よう​に​しなさい。
11 神かみ​の​奥おく義ぎ​を​知しる​こと​が​できる​よう​に、また​隠かくされて​いた、神聖しんせい​な、それら​の​すべて​の​昔むかし​の​記き録ろく​を​①翻ほん訳やく​して​知ち識しき​を​得える​こと​が​できる​よう​に、求もとめ​なさい。そう​すれ​ば、あなた​の​信しん仰こう​に​応おうじて​その​とおり​に​なる​で​あろう。
12 見みよ、これ​を​語かたった​の​は​わたし​で​ある。わたし​は​初はじめ​から​あなた​に​語かたった​者もの​で​ある。アーメン。

	◀1①
ジ－歴史1・66、GS「カウドリ，オリバー」

	◀②
GS「祈り」

	◀③
GS「知識」

	◀④
教義6・26－27、9・2

	◀⑤
教義5・16

	◀2①
GS「聖霊」

	◀②
GS「心」

	◀③
教義9・7－9、GS「啓示」

	◀3①
出エ14・13－22、申命11・4、1ニフ4・2、モサ7・19、GS「紅海」

	◀5①
申命11・18－19

	◀10①
GS「信仰」

	◀②
教義88・63－65

	◀11①
教義9・1、10


第​9​章
千八百二十九​年ねん​四月がつ、ペンシルベニア​州しゅう​ハーモニー​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​オリバー・​カウドリ​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、三十七－三十八​ページ）。オリバー​は​忍耐にんたい​強づよく​ある​よう​に​戒いましめられ、また、翻ほん訳やく​を​試こころみる​より​は、今いま​の​ところ​翻ほん訳やく​者しゃ​の​口こう述じゅつ​を​受うけて​書かき取とる​こと​に​満足まんぞく​する​よう​に​勧すすめられる。
1－6​まだ​翻ほん訳やく​されて​いない​昔むかし​の​記き録ろく​が​ほか​に​ある。​7－14『モルモン書しょ』​は、研究けんきゅう​と​御み霊たま​の​確かく認にん​と​に​よって​翻ほん訳やく​される。
1 見みよ、わたし​は、わたし​の​子こ​で​ある​あなた​に​言いう。あなた​が​わたし​に​望のぞんだ​よう​に​は​①翻ほん訳やく​を​せず​に、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​の​ため​に​再ふたたび​②書かき取とる​こと​を​始はじめた​ので、まことに​わたし​は、彼かれ​に​託たくした​この​記き録ろく​を​あなた​が​書かき​続つづけて​完結かんけつ​する​よう​に​望のぞむ​もの​で​ある。
2 その後のち、見みよ、①ほか​の​②記き録ろく​が​ある​ので、わたし​は​あなた​に​力ちから​を​与あたえて​翻ほん訳やく​を​助たすけ​させよう。
3 息むす子こ​よ、忍耐にんたい​強づよく​あり​なさい。それ​は​わたし​の​知ち恵え​に​かなう​から​で​ある。現在げんざい​あなた​が​翻ほん訳やく​する​こと​は​適切てきせつ​で​は​ない。
4 見みよ、あなた​が​行おこなう​よう​に​召めされて​いる​業わざ​は、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​の​ため​に​筆ひっ記き​する​こと​で​ある。
5 また​見みよ、わたし​が​あなた​から​この​特とっ権けん​を​取とり去さった​の​は、あなた​が​翻ほん訳やく​を​開かい始し​した​とき​の​よう​に​翻ほん訳やく​を​続つづけなかった​から​で​ある。
6 息むす子こ​よ、①つぶやいて​は​ならない。わたし​が​この​よう​に​あなた​を​遇ぐうした​こと​は、わたし​の​知ち恵え​に​かなう​から​で​ある。
7 見みよ、あなた​は​理り解かい​して​いなかった。あなた​は​わたし​に​求もとめ​さえ​すれ​ば、何なにも​考かんがえなくて​も​わたし​から​与あたえられる​と​思おもって​きた。
8 しかし​見みよ、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​は​心こころ​の​中なか​で​それ​を​①よく​思おもい​計はかり、その後のち、それ​が​正ただしい​か​どう​か​わたし​に​②尋たずね​なければ​ならない。もし​それ​が​正ただしければ、わたし​は​あなた​の​③胸むね​を​内うち​から​④燃もやそう。それゆえ、あなた​は​それ​が​正ただしい​と​⑤感かんじる​で​あろう。
9 しかし、もし​それ​が​正ただしく​なければ、あなた​は​この​よう​な​感かんじ​を​少すこしも​受うけず、思おもい​が​①鈍にぶく​なり、それ​に​よって​誤あやまって​いる​事こと柄がら​を​忘わすれる​よう​に​なる。それゆえ、あなた​は​わたし​から​与あたえられ​なければ、神聖しんせい​な​こと​を​書かく​こと​は​できない。
10 さて、もし​あなた​が​これ​を​知しって​いた​なら​ば、①翻ほん訳やく​できた​で​あろう。しかしながら、あなた​が​今いま​翻ほん訳やく​する​こと​は​適切てきせつ​で​は​ない。
11 見みよ、あなた​が​始はじめた​とき​に​は​適切てきせつ​で​あった。しかし、あなた​は​①恐おそれた。そして、時とき​は​過すぎ去さり、今いまや​適切てきせつ​で​は​なくなった。
12 あなた​は、わたし​が​それ​を​補おぎなう​十分じゅうぶん​な​力ちから​を​わたし​の​僕しもべ​①ジョセフ​に​与あたえた​の​を​見みて​いない​か。あなたがた​の​どちら​を​も、わたし​は​罪つみ​に​定さだめない。
13 わたし​が​あなた​に​命めいじた​この​こと​を​行おこない​なさい。そう​すれ​ば、あなた​は​栄さかえる​で​あろう。忠ちゅう実じつ​で​あり、決けっして​①誘ゆう惑わく​に​負まけない​よう​に​しなさい。
14 わたし​が​あなた​を​①召めした​②業わざ​に​しっかり​と​立たち​なさい。そう​すれ​ば、あなた​の​髪かみ​の​毛け​一筋ひとすじ​も​失うしなわれる​こと​は​ない。そして、あなた​は​終おわり​の​日ひ​に​③高たかく​上あげられる​で​あろう。アーメン。
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第​10​章
千八百二十八​年ねん​の​夏なつ​に、ペンシルベニア​州しゅう​ハーモニー​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二十－二十三​ページ）。主しゅ​は​この​啓けい示じ​の​中なか​で、『モルモン書しょ』​中ちゅう​の​リーハイ書しょ​から​翻ほん訳やく​された​百十六​ページ​の​原稿げんこう​が​悪あく人にん​たち​に​よって​変へん更こう​された​こと​を​ジョセフ​に​告つげて​おられる。これら​の​原稿げんこう​は、一いち時じ​それ​を​預あずかった​マーティン・​ハリス​の​手てもと​から​紛失ふんしつ​した​もの​で​ある（第だい三​章しょう​の​前まえ書がき​を​参照さんしょう）。悪あく人にん​たち​の​計けい画かく​は、盗ぬすんだ​原稿げんこう​の​相そう当とう​部ぶ分ぶん​が​予よ想そう​どおり​に​再さい​翻ほん訳やく​される​の​を​待まち、書かき​変かえた​こと​に​よって​生しょうじた​違ちがい​を​示しめして​翻ほん訳やく​者しゃ​の​信用しんよう​を​落おとす​こと​で​あった。この​悪計あっけい​が​悪あしき​者もの​に​よって​考かんがえ​出だされ、昔むかし​の​ニーファイ人じん​の​歴れき史し家か​モルモン​が​集しゅう積せき​された​版はん​の​要よう約やく​を​作つくって​いた​時じ点てん​で​すでに​主しゅ​に​知しられて​いた​こと​が、『モルモン書しょ』​の​中なか​に​示しめされて​いる（モルモンの言こと葉ば​第だい一​章しょう​三－七​節せつ​を​参照さんしょう）。
1－26​サタン​は​主しゅ​の​業わざ​に​反対はんたい​する​よう​に​悪あく人にん​たち​を​あおり​立たてる。​27－33​サタン​は​人々ひとびと​の​霊れい​を​滅ほろぼそう​と​して​いる。​34－52​福ふく音いん​は『モルモン書しょ』​に​よって​レーマン人じん​と​すべて​の​国こく民みん​に​伝つたわる。​53－63​主しゅ​は​人々ひとびと​の​間あいだ​に​御ご​自じ分ぶん​の​教きょう会かい​と​福ふく音いん​を​確かく立りつ​される。​64－70​主しゅ​は​悔くい改あらためた​者もの​を​御ご​自じ分ぶん​の​教きょう会かい​に​集あつめ、従順じゅうじゅん​な​者もの​を​救すくわれる。
1 さて​見みよ、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​は、①ウリム​と​トンミム​に​よって​翻ほん訳やく​する​力ちから​を​与あたえられた​あの​書かき物もの​を​②悪あく人にん​の​手て​に​渡わたした​ので、それ​を​失うしなって​しまった。
2 また、同どう時じ​に​あなた​の​賜物たまもの​も​失うしない、あなた​の​①思おもい​は​暗くらく​なった。
3 それ​に​も​かかわらず、それ​は​今いま​再ふたたび​あなた​に​①返かえされた。それゆえ、あなた​は​忠ちゅう実じつ​で​あり、あなた​が​始はじめた​とおり​に​翻ほん訳やく​の​仕し事ごと​の​残のこり​の​部ぶ分ぶん​を​完結かんけつ​する​まで​続つづける​よう​に​しなさい。
4 あなた​は​翻ほん訳やく​できる​よう​に​与あたえられた​①力ちから​と​手しゅ段だん​以い上じょう​に​②急いそいだり、それ​以い上じょう​に​働はたらいたり​する​こと​の​ない​よう​に​しなさい。しかし、最さい後ご​まで​③励はげみ​なさい。
5 勝しょう利り​者しゃ​と​なる​ため​に、まことに、サタン​に​打うち勝かつ​ため​に、また​サタン​の​業わざ​を​支ささえる​サタン​の​手て下した​ども​の​手て​から​逃のがれる​ため​に、①常つねに​祈いのり​なさい。
6 見みよ、彼かれら​は​あなた​を​①滅ほろぼそう​と​した。まことに、あなた​が​信しん頼らい​した​②人ひと​で​さえ​も​あなた​を​滅ほろぼそう​と​した。
7 この​理り由ゆう​で、わたし​は、彼かれ​は​悪あく人にん​で​ある​と​言いった​の​で​ある。それ​は、彼かれ​が​あなた​に​託たくされた​もの​を​取とり去さろう​と​し、また​あなた​の​賜物たまもの​を​損そこなおう​と​した​から​で​ある。
8 そして、あなた​が​彼かれ​の​手て​に​その​書かき物もの​を​渡わたした​ので、見みよ、悪あく人にん​たち​は​あなた​から​それ​を​奪うばった。
9 それゆえ、あなた​は​それ​を、すなわち​神聖しんせい​な​もの​を​悪あく​に​引ひき渡わたした​の​で​ある。
10 また​見みよ、①サタン​は​あなた​が​書かき取とらせた​言こと葉ば、すなわち、あなた​が​翻ほん訳やく​した​言こと葉ば​で​ある​あなた​の​手て​を​離はなれた​もの​を​書かき​変かえよう​と​する​思おもい​を​彼かれら​の​心こころ​に​入いれた。
11 そこで​見みよ、わたし​は​あなた​に​言いう。彼かれら​が​それら​の​言こと葉ば​を​書かき​変かえた​ので、それ​は​あなた​が​翻ほん訳やく​して​書かき取とらせた​もの​と​は​反対はんたい​の​意い味み​に​読よまれて​しまう。
12 この​よう​に、悪あく魔ま​は​この​業わざ​を​損そこなう​ため​に​狡こう猾かつ​な​計けい画かく​を​企くわだてて​きた。
13 サタン​は、あなた​が​翻ほん訳やく​した​と​見みせかけた​その​言こと葉ば​で​あなた​を​①見み破やぶった​と​彼かれら​が​偽いつわって​言いえる​よう​に、彼かれら​の​心こころ​に​この​こと​を​行おこなう​思おもい​を​入いれた。
14 まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。わたし​は​サタン​が​この​こと​に​ついて​悪計あっけい​を​遂とげる​の​を​許ゆるさない。
15 見みよ、サタン​は、あなた​に​もう​一いち度ど​それ​を​翻ほん訳やく​する​こと​を​神かみ​に​求もとめ​させて​主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​を​試こころみ​させよう​と​する​思おもい​を、彼かれら​の​心こころ​に​入いれた。
16 その後のち、見みよ、彼かれら​は​その​心こころ​の​中なか​で​次つぎ​の​よう​に​言いって​考かんがえる。「我々われわれ​は​神かみ​が​彼かれ​に​翻ほん訳やく​する​力ちから​を​与あたえた​か​どう​か​見みよう。もし​そう​で​あれ​ば、神かみ​は​再ふたたび​彼かれ​に​力ちから​を​与あたえる​だろう。
17 もし​神かみ​が​再ふたたび​彼かれ​に​力ちから​を​与あたえれば、つまり​彼かれ​が​再ふたたび​翻ほん訳やく​すれ​ば、言いい​換かえれば、彼かれ​が​同おなじ​言こと葉ば​を​訳出やくしゅつ​すれ​ば、見みよ、同おなじ​もの​が​我々われわれ​の​ところ​に​あり、我々われわれ​は​それ​を​書かき​変かえて​いる。
18 だから、両者りょうしゃ​は​一いっ致ち​しない。そこで​我々われわれ​は、彼かれ​は​その​言こと葉ば​に​ついて​偽いつわり​を​語かたった、彼かれ​は​賜物たまもの​を​持もって​おらず、力ちから​も​持もって​いない、と​言いおう。
19 こう​して​我々われわれ​は​彼かれ​を​滅ほろぼし、その​業わざ​も​損そこなおう。我々われわれ​は​最さい後ご​に​恥はじる​こと​の​ない​よう​に、また​世よ​の​誉ほまれ​を​得える​ため​に、この​こと​を​行おこなおう。」
20 まことに、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。サタン​は​彼かれら​の​心こころ​を​しっかり​と​捕とらえて​いる。彼かれ​は​善よい​こと​に​逆さからって​①罪ざい悪あく​を​行おこなう​よう​に​彼かれら​を​②あおり​立たてて​いる。
21 そして、彼かれら​の​心こころ​は​①腐ふ敗はい​して​おり、②悪あく​と​忌いまわしさ​に​満みちて​いる。また、彼かれら​は​その​③行おこない​が​悪わるい​ので、光ひかり​より​も​④闇やみ​を​⑤愛あいして​いる。その​ため​に、彼かれら​は​わたし​に​求もとめよう​と​しない。
22 ①サタン​は​彼かれら​を​あおり​立たてて、彼かれら​の​霊れい​を​滅ほろび​に​②導みちびく​の​で​ある。
23 この​よう​に、サタン​は​神かみ​の​業わざ​を​損そこなおう​と​考かんがえて、狡こう猾かつ​な​計けい画かく​を​企くわだてた。しかし、わたし​は​彼かれら​の​手て​に​この​責任せきにん​を​求もとめよう。これ​は​①裁さばき​の​日ひ​に​彼かれら​の​恥はじ​と​なり、罪つみ​の​宣せん告こく​と​なる​で​あろう。
24 まことに、サタン​は​彼かれら​の​心こころ​を​あおり​立たてて、この​業わざ​に​対たいして​怒いからせて​いる。
25 まことに、サタン​は​彼かれら​に、「欺あざむき、たくらんで​わな​に​かけて、滅ほろぼせ。見みよ、これ​は​少すこしも​悪わるい​こと​で​は​ない」と​言いう。この​よう​に、彼かれ​は​彼かれら​に​へつらい、偽いつわり​を​言いう​者もの​を​見み破やぶって​滅ほろぼす​ため​に​自みずから​①偽いつわり​を​言いう​の​は​何なんら​罪つみ​で​は​ない​と​彼かれら​に​告つげる。
26 この​よう​に、サタン​は​彼かれら​に​へつらい、彼かれら​を​①導みちびいて、最さい後ご​に​は​彼かれら​の​霊れい​を​②地じ獄ごく​へ​と​引ひきずり込こむ。また、この​よう​に​して​彼かれ​は、彼かれら​が​自じ分ぶん​で​仕し掛かけた​③わな​に​陥おちいる​よう​に​する​の​で​ある。
27 この​よう​に、サタン​は​人々ひとびと​の​霊れい​を​①滅ほろぼそう​と​して、地ち​を​行ゆき​つ​戻もどり​つ、②あちら​こちら​と​歩あるき​回まわって​いる。
28 まことに、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。ほか​の​者もの​が​偽いつわり​欺あざむいて​いる​と​考かんがえて​自じ分ぶん​も​偽いつわり​①欺あざむく​者もの​は、災わざわい​で​ある。この​よう​な​者もの​は​神かみ​の​②正せい義ぎ​を​免まぬがれない​から​で​ある。
29 さて​見みよ、サタン​が​彼かれら​に、「彼かれ​は​あなたがた​を​欺あざむいた」と​言いう​ので、彼かれら​は​これら​の​言こと葉ば​を​書かき​変かえた。この​よう​に、サタン​は​彼かれら​に​へつらって、罪ざい悪あく​を​行おこなう​よう​に、すなわち、あなた​に​主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​を​①試こころみ​させる​よう​に​彼かれら​を​仕し向むける。
30 見みよ、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​の​手て​を​離はなれた​それら​の​言こと葉ば​を​再ふたたび​翻ほん訳やく​して​は​ならない。
31 見みよ、彼かれら​は​それら​の​言こと葉ば​に​対たいする​偽いつわり​の​悪計あっけい​を​遂とげる​こと​は​ない。見みよ、もしも​あなた​が​同おなじ​言こと葉ば​を​訳出やくしゅつ​すれ​ば、彼かれら​は​あなた​が​偽いつわった、翻ほん訳やく​した​と​見みせかけた​が​食くい違ちがって​いた、と​言いう​で​あろう。
32 そして​見みよ、彼かれら​は​これ​を​出しゅっ版ぱん​する。そして、サタン​は​人々ひとびと​の​心こころ​を​かたくな​に​し、あなた​に​対たいして​怒いかる​よう​に​人々ひとびと​を​あおり​立たて、人々ひとびと​が​わたし​の​言こと葉ば​を​信しんじない​よう​に​する。
33 この​よう​に、①サタン​は​この​時じ代だい​に​おける​あなた​の​証あかし​を​打うち​倒たおそう​と​考かんがえて​いる​が、それ​は、この​時じ代だい​に​おける​業わざ​が​進すすまない​よう​に​する​ため​で​ある。
34 しかし​見みよ、ここ​に​知ち恵え​が​ある。わたし​が​あなた​に​①知ち恵え​を​示しめし、あなた​が​何なに​を​なす​べき​か、これら​の​こと​に​ついて​戒いましめ​を​あなた​に​与あたえる​ので、あなた​は​翻ほん訳やく​の​業わざ​を​完了かんりょう​する​まで​それ​を​世よ​に​示しめして​は​ならない。
35 わたし​が​あなた​に、「ここ​に​知ち恵え​が​ある。それ​を​世よ​に​示しめして​は​ならない」と​言いった​こと​を​不ふ思し議ぎ​に​思おもって​は​ならない。あなた​が​守まもられる​ため​に、わたし​は、「それ​を​世よ​に​示しめして​は​ならない」と​言いった​の​で​ある。
36 見みよ、わたし​は​義ぎ人じん​に​それ​を​示しめして​は​ならない​と​は​言いわない。
37 しかし、あなた​は​必かならずしも​①義ぎ人じん​を​判定はんてい​できない​ので、すなわち、あなた​は​必かならずしも​義ぎ人じん​と​悪あく人にん​を​見み分わける​こと​が​できない​ので、わたし​は​あなた​に​言いう。この​件けん​に​ついて​すべて​の​こと​を​世よ​に​知しらせる​の​が​ふさわしい​と​わたし​が​認みとめる​まで、②黙もくして​いなさい。
38 さて、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​が​書かき取とった、あなた​の​手て​を​①離はなれて​しまった​事こと柄がら​に​ついて​の​話はなし​が、ニーファイ​の​②版はん​に​刻きざまれて​いる。
39 また、ニーファイ​の​版はん​に​は​これら​の​事こと柄がら​に​ついて​もっと​詳細しょうさい​な​話はなし​が​記しるされて​いる​こと​が、あの​書かき物もの​の​中なか​に​言いわれて​いた​の​を、あなた​は​記き憶おく​して​いる。
40 さて、ニーファイ​の​版はん​に​刻きざまれて​いる​話はなし​は、わたし​が​この​話はなし​に​よって​人々ひとびと​に​知しらせたい​と​自みずから​の​知ち恵え​に​より​望のぞんで​いる​事こと柄がら​に​関かんして、もっと​詳細しょうさい​な​もの​で​ある。
41 それゆえ、あなた​は​ベニヤミン​王おう​の​治ち世せい​に​至いたる​まで、すなわち、あなた​が​翻ほん訳やく​して​所しょ持じ​して​いる​部ぶ分ぶん​に​至いたる​まで、ニーファイ​の​①版はん​に​刻きざまれて​いる​記き録ろく​を​翻ほん訳やく​しなければ​ならない。
42 そして​見みよ、あなた​は​これ​を​ニーファイ​の​記き録ろく​として​出しゅっ版ぱん​しなければ​ならない。この​よう​に​して、わたし​は、わたし​の​言こと葉ば​を​書かき​変かえた​者もの​たち​を​辱はずかしめよう。
43 わたし​は​彼かれら​が​わたし​の​業わざ​を​損そこなう​の​を​許ゆるさない。まことに、わたし​の​知ち恵え​が​悪あく魔ま​の​狡こう猾かつさ​に​勝まさって​いる​こと​を​彼かれら​に​示しめそう。
44 見みよ、彼かれら​は​ただ​一いち部ぶ分ぶん、すなわち、ニーファイ​の​記き録ろく​の​要よう約やく​を​持もって​いる​に​すぎない。
45 見みよ、ニーファイ​の​版はん​に​は、わたし​の​福ふく音いん​に​ついて​もっと​深ふかい​見み方かた​を​与あたえる​多おおく​の​事こと柄がら​が​刻きざまれて​いる。それゆえ、あなた​が​この​ニーファイ​の​刻きざまれた​記き録ろく​の​最さい初しょ​の​部ぶ分ぶん​を​翻ほん訳やく​して、この​書しょ​に​加くわえる​こと​は、わたし​の​知ち恵え​に​かなって​いる。
46 また​見みよ、この​①書しょ​の​残のこり​の​すべて​に、わたし​の​聖せい​なる​預よ言げん者しゃ​たち​と​弟で子し​たち​が​彼かれら​の​祈いのり​の​中なか​で​この​民たみ​に​伝つたわる​よう​に​と​②願ねがった、わたし​の​③福ふく音いん​の​すべて​の​部ぶ分ぶん​が​載のって​いる。
47 また​わたし​は、彼かれら​が​祈いのり​で​示しめした​①信しん仰こう​に​応おうじて​それ​が​②かなえられる​こと​を​彼かれら​に​告つげた。
48 まことに、彼かれら​の​信しん仰こう​は​次つぎ​の​とおり​で​あった。すなわち、彼かれら​が​その​時じ代だい​に​宣のべ​伝つたえる​こと​が​できる​よう​に​わたし​が​与あたえた​福ふく音いん​が、彼かれら​の​同胞はらから​で​ある​①レーマン人じん​と、離り反はん​して​レーマン人じん​と​なった​すべて​の​者もの​に​伝つたわる、と。
49 さて、それ​だけ​で​は​ない。彼かれら​が​祈いのり​で​示しめした​信しん仰こう​は、もし​ほか​の​国こく民みん​が​この​地ち​を​所しょ有ゆう​する​こと​が​あれ​ば、この​福ふく音いん​が​知しらされる​と​いう​もの​で​あった。
50 この​よう​に​して、彼かれら​は、この​地ち​で​この​福ふく音いん​を​信しんじる​者もの​が​永遠えいえん​の​命いのち​を​得えられる​よう​に、彼かれら​の​祈いのり​の​中なか​で​この​地ち​に​祝しゅく福ふく​を​残のこした​の​で​ある。
51 まことに、いかなる​国こく民みん、部ぶ族ぞく、国こく語ご​の​民たみ、民族みんぞく​で​あろう​と、すべて​の​者もの​が​それ​を​価あたい​なし​に​得えられる​よう​に​祝しゅく福ふく​を​残のこした​の​で​ある。
52 さて​見みよ、彼かれら​が​祈いのり​で​示しめした​信しん仰こう​に​応おうじて、わたし​は、わたし​の​福ふく音いん​の​この​部ぶ分ぶん​を​わたし​の​民たみ​に​知しらせよう。見みよ、わたし​が​これ​を​知しらせる​の​は、わたし​の​民たみ​が​受うけて​いる​もの​を​損そこなう​ため​で​は​なく、それ​を​築きずき​上あげる​ため​で​ある。
53 そして​この​ため​に、わたし​は、「もし​この​時じ代だい​の​人々ひとびと​が​その​心こころ​を​かたくな​に​しなければ、わたし​は​彼かれら​の​間あいだ​に​わたし​の​教きょう会かい​を​設もうけよう」と​言いった​の​で​ある。
54 さて、わたし​が​この​よう​に​言いう​の​は、わたし​の​教きょう会かい​を​滅ほろぼす​ため​で​は​なく、わたし​の​教きょう会かい​を​築きずき​上あげる​ため​で​ある。
55 それゆえ、だれでも​わたし​の​教きょう会かい​に​属ぞくする​者もの​は、①恐おそれる​必ひつ要よう​が​ない。この​よう​な​者もの​は​②天てん​の​王おう国こく​を​③受うけ継つぐ​から​で​ある。
56 しかし、わたし​を​①畏おそれず、わたし​の​戒いましめ​を​守まもらず、②利り​を​得えよう​と​して​自じ分ぶん​の​ため​に​③教きょう会かい​を​築きずき​上あげる​者もの、また​悪あく​を​行おこない、悪あく魔ま​の​王おう国こく​を​築きずき​上あげる​すべて​の​者もの​を、まことに、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう​が、わたし​は​これら​の​者もの​を​乱みだし、おののかせ、中ちゅう心しん​まで​も​震ふるわせよう。
57 見みよ、わたし​は​①神かみ​の​子こ​イエス・​キリスト​で​ある。わたし​は​自じ分ぶん​の​民たみ​の​ところ​に​来きた​の​に、民たみ​は​わたし​を​受うけ入いれなかった。
58 わたし​は​暗くら闇やみ​の​中なか​に​輝かがやいて​いる​①光ひかり​で​ある。そして、暗くら闇やみ​は​それ​を​理り解かい​しない。
59 わたし​は、「わたし​に​は、この​囲かこい​に​いない​①他た​の​②羊ひつじ​が​ある」と​わたし​の​弟で子し​たち​に​言いった​者もの​で​ある。そこ​に​いた​多おおく​の​者もの​は​わたし​を​③理り解かい​しなかった。
60 わたし​に​は​他た​の​羊ひつじ​が​おり、彼かれら​は​ヤコブ​の​①家いえ​の​一ひと​枝えだ​で​あった​こと​を、わたし​は​この​民たみ​に​示しめそう。
61 そして、わたし​は​他た​の​羊ひつじ​が​わたし​の​名な​に​よって​行おこなった​驚おどろく​べき​業わざ​を​明あかるみ​に​出だそう。
62 わたし​は​また、彼かれら​に​教おしえられた​わたし​の​福ふく音いん​も​明あかるみ​に​出だそう。見みよ、この​民たみ​は​あなた​が​受うけた​もの​を​否ひ定てい​せず​に​それ​を​築きずき​上あげ、わたし​の​①教きょう義ぎ​の​真しん​の​要よう点てん​を​明あかるみ​に​出だす​で​あろう。その​教きょう義ぎ​は、わたし​の​内うち​に​ある​唯一ゆいいつ​の​教きょう義ぎ​で​ある。
63 わたし​が​この​こと​を​行おこなう​の​は、わたし​の​福ふく音いん​を​確かく立りつ​し、ひどい​争あらそい​が​ない​よう​に​する​ため​で​ある。まことに、①サタン​は​人々ひとびと​の​心こころ​を​あおり​立たて、わたし​の​教きょう義ぎ​の​要よう点てん​に​ついて​②争あらそわせる。そして、人々ひとびと​は​これら​の​こと​に​ついて​過あやまち​を​犯おかす。聖文せいぶん​を​③曲まげて​解釈かいしゃく​し、それ​を​理り解かい​しない​から​で​ある。
64 それゆえ、わたし​は​この​大おおいなる​奥おく義ぎ​を​彼かれら​に​明あきらか​に​しよう。
65 見みよ、彼かれら​が​心こころ​を​かたくな​に​しなければ、わたし​は​めんどり​が​羽はね​の​下した​に​ひな​を​集あつめる​よう​に、彼かれら​を​①集あつめよう。
66 まことに、彼かれら​は​来こよう​と​思おもう​なら​ば、来きて、価あたい​なし​に​①命いのち​の​水みず​を​飲のむ​こと​が​できる。
67 見みよ、これ​は​わたし​の​教きょう義ぎ​で​ある。すなわち、だれでも​悔くい改あらためて​①わたし​の​もと​に​来くる​者もの​は、わたし​の​②教きょう会かい​で​ある。
68 だれでも​これ​以い上じょう​の​こと、あるいは​これ​に​及およばない​こと​を​①告つげる​者もの​は、わたし​に​つく​者もの​で​は​なく、わたし​に​②反対はんたい​する​者もの​で​ある。それゆえ、その​人ひと​は​わたし​の​教きょう会かい​に​属ぞくする​者もの​で​は​ない。
69 さて​見みよ、だれでも​わたし​の​教きょう会かい​に​属ぞくし、教きょう会かい​に​あって​最さい後ご​まで​堪たえ忍しのぶ​者もの​を、わたし​は​わたし​の​①岩いわ​の​上うえ​に​建たてよう。そう​すれ​ば、②地じ獄ごく​の​門もん​も​彼かれら​に​打うち勝かつ​こと​は​ない。
70 さて、世よ​の​命いのち​で​あり​①光ひかり​で​ある​者もの、あなた​の​贖あがない主ぬし、あなた​の​②主しゅ、また​あなた​の​神かみ​で​ある​者もの​の​言こと葉ば​を​覚おぼえて​おき​なさい。アーメン。
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第​11​章
千八百二十九​年ねん​五月がつ、ペンシルベニア​州しゅう​ハーモニー​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​彼かれ​の​兄あに​ハイラム・​スミス​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、三十九－四十六​ページ）。この​啓けい示じ​は、ジョセフ​の​嘆願たんがん​と​問とい​に​対たいする​答こたえ​として、ウリム​と​トンミム​に​よって​受うけた​もの​で​ある。『教きょう会かい歴れき史し』​に​よれ​ば、この​啓けい示じ​を​受うけた​の​は​アロン​神しん権けん​が​回復かいふく​された​後のち​の​こと​で​あった​と​思おもわれる。
1－6​ぶどう​園えん​で​働はたらく​者もの​は​救すくい​を​得える。​7－14​知ち恵え​を​求もとめ、悔くい改あらため​を​叫さけび、御み霊たま​を​信しん頼らい​しなさい。​15－22​戒いましめ​を​守まもり、主しゅ​の​言こと葉ば​を​研究けんきゅう​しなさい。​23－27​啓けい示じ​の​霊れい​と​預よ言げん​の​霊れい​を​否ひ定てい​して​は​ならない。​28－30​キリスト​を​受うけ入いれる​者もの​は​神かみ​の​子こ​と​なる。
1 大おおいなる​①驚おどろく​べき​業わざ​が、まさに​人ひと​の​子こら​の​中なか​に​現あらわれよう​と​して​いる。
2 見みよ、わたし​は​神かみ​で​ある。わたし​の​①言こと葉ば​を​②心こころ​に​留とめ​なさい。わたし​の​言こと葉ば​は​生いきて​いて、③力ちから​が​あり、もろ刃は​の​剣つるぎ​より​も​④鋭するどくて、関節かんせつ​も​骨髄こつずい​も​切きり離はなす​ほど​で​ある。それゆえ、わたし​の​言こと葉ば​を​心こころ​に​留とめ​なさい。
3 見みよ、畑はたけ​は​すでに​①白しろく​なり​刈かり入いれ​を​待まって​いる。それゆえ、だれでも​刈かり入いれ​を​したい​と​望のぞむ​者もの​は、②永遠えいえん​の​救すくい​が​神かみ​の​王おう国こく​で​自じ分ぶん​の​ため​に​③蓄たくわえられる​よう​に、勢力せいりょく​を​尽つくして​鎌かま​を​入いれ、日ひ​の​ある​うち​に​刈かり取とり​なさい。
4 まことに、だれでも​①鎌かま​を​入いれて​刈かり取とろう​と​する​者もの​は、神かみ​から​召めされて​いる。
5 それゆえ、あなた​は​わたし​に​①求もとめれば、与あたえられる​で​あろう。たたけ​ば、開ひらかれる​で​あろう。
6 さて、あなた​は​求もとめた​ので、見みよ、わたし​は​あなた​に​言いう。わたし​の​戒いましめ​を​守まもり、①シオン​の​大たい義ぎ​を​起おこして​確かく立りつ​する​よう​に​努つとめ​なさい。
7 ①富とみ​を​求もとめず​に、②知ち恵え​を​求もとめ​なさい。そう​すれ​ば、見みよ、神かみ​の​奥おく義ぎ​は​あなた​に​明あきらか​に​され、その​とき、あなた​は​豊ゆたか​に​される。見みよ、永遠えいえん​の​命いのち​を​持もつ​者もの​は​豊ゆたか​で​ある。
8 まことに、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​が​わたし​に​望のぞむ​こと​は、あなた​に​その​とおり​に​なる​で​あろう。もし​あなた​が​望のぞむ​なら​ば、あなた​は​この​時じ代だい​に​大おおいに​善ぜん​を​行おこなう​仲なか立だち​と​なる​で​あろう。
9 この​時じ代だい​の​人々ひとびと​に​は、①悔くい改あらため​の​ほか​に​何なにも​②語かたって​は​ならない。わたし​の​戒いましめ​を​守まもり、また​わたし​の​③命めいじた​とおり​に​わたし​の​業わざ​を​起おこす​助たすけ​を​しなさい。そう​すれ​ば、あなた​は​祝しゅく福ふく​される​で​あろう。
10 見みよ、あなた​は​一つ​の​①賜物たまもの​を​持もって​いる。すなわち、イエス・​キリスト​の​力ちから、すなわち​今いま​あなた​に​語かたって​いる​わたし​の​力ちから​を​信しんじ​ながら、信しん仰こう​を​もって、②正しょう直じき​な​心こころ​で​わたし​に​願ねがう​なら​ば、あなた​は​一つ​の​賜物たまもの​を​持もつ​で​あろう。
11 見みよ、今いま​語かたって​いる​の​は​わたし​で​ある。見みよ、わたし​は​暗くら闇やみ​の​中なか​に​輝かがやいて​いる​①光ひかり​で​あり、わたし​の​②力ちから​に​よって​これら​の​言こと葉ば​を​あなた​に​与あたえる。
12 さて、まことに、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。善ぜん​を​行おこなう​よう​に​導みちびく、すなわち、公こう正せい​に​行こう動どう​し、①へりくだって​②歩あゆみ、義ぎ​に​かなって​③裁さばく​よう​に​導みちびく​④御み霊たま​を​⑤信しん頼らい​しなさい。これ​は​わたし​の​御み霊たま​で​ある。
13 まことに、まことに、あなた​に​言いう。わたし​は​あなた​に​わたし​の​御み霊たま​を​授さずけよう。わたし​の​御み霊たま​は​あなた​の​①思おもい​を​②照てらし、あなた​の​霊れい​に​③喜よろこび​を​満みたす​で​あろう。
14 その​とき、あなた​は​知しる​で​あろう。すなわち、これ​に​よって​あなた​は、わたし​から​与あたえられる​と​信しんじ​ながら​信しん仰こう​を​もって​わたし​に​願ねがう​こと​で、①義ぎ​に​かかわる​こと​は​何なん​で​あろう​と​すべて​知しる​で​あろう。
15 見みよ、わたし​は​あなた​に​命めいじる。あなた​は​①召めし​を​受うける​まで、教おしえ​を​説とく​ため​に​召めされた​と​思おもう​に​は​及およばない。
16 あなた​は​わたし​の​教きょう義ぎ​を​確実かくじつ​に​知しる​ため​に、わたし​の​言こと葉ば、わたし​の​①岩いわ、わたし​の​教きょう会かい、わたし​の​福ふく音いん​を​得える​まで、もう少すこし​の​間あいだ​待まち​なさい。
17 その後のち、見みよ、あなた​の​望のぞみ​に​応おうじて、まことに​あなた​の​信しん仰こう​に​応おうじて​その​とおり​に​なる​で​あろう。
18 わたし​の​戒いましめ​を​守まもり、黙もくして、わたし​の​御み霊たま​に​請こい​求もとめ​なさい。
19 まことに、これまで​語かたって​きた​それら​の​もの、すなわち​わたし​の​業わざ​の​翻ほん訳やく​を​明あかるみ​に​出だす​助たすけ​が​できる​よう​に、心こころ​の​底そこ​から​わたし​に​①すがり​なさい。それ​を​成なし遂とげる​まで​忍耐にんたい​強づよく​あり​なさい。
20 見みよ、あなた​の​勢力せいりょく​と​思おもい​と​力ちから​を​尽つくして​わたし​の​戒いましめ​を​①守まもる​こと​が、あなた​の​なす​べき​こと​で​ある。
21 わたし​の​言こと葉ば​を​告つげよう​と​しないで、まず​わたし​の​言こと葉ば​を​①得える​よう​に​努つとめ​なさい。そう​すれ​ば​その後のち、あなた​の​舌した​は​緩ゆるめられる。それから​望のぞむ​なら​ば、あなた​は​わたし​の​御み霊たま​と​わたし​の​言こと葉ば、すなわち​人々ひとびと​を​確かく信しん​に​導みちびく​神かみ​の​力ちから​を​受うける​で​あろう。
22 しかし、今いま​は​黙もくして​いなさい。まことに、あなた​は​わたし​が​この​時じ代だい​に​人ひと​の​子こら​に​①授さずける​すべて​の​もの​を​得える​まで、すでに​人ひと​の​子こら​の​中なか​に​出でて​いる​②わたし​の​言こと葉ば​を​研究けんきゅう​し、さらに​また​人ひと​の​子こら​の​中なか​に​出でて​行いく​わたし​の​言こと葉ば、すなわち​現在げんざい​翻ほん訳やく​され​つつ​ある​③わたし​の​言こと葉ば​を​④研究けんきゅう​しなさい。そう​すれ​ば​その後のち、すべて​の​もの​が​これ​に​加くわえられる​で​あろう。
23 見みよ、あなた​は​わたし​の​子こ、①ハイラム​で​ある。神かみ​の​王おう国こく​を​②求もとめ​なさい。そう​すれ​ば、正せい当とう​で​ある​かぎり​すべて​の​もの​が​添そえて​与あたえられる​で​あろう。
24 わたし​の​①福ふく音いん​で​ある​わたし​の​岩いわ​の​上うえ​に​②建たて​なさい。
25 ①啓けい示じ​の​霊れい​も​②預よ言げん​の​霊れい​も​否ひ定てい​して​は​ならない。これら​の​もの​を​否ひ定てい​する​者もの​は​災わざわい​だから​で​ある。
26 それゆえ、あなた​が​出でて​行いく​こと​が​わたし​の​知ち恵え​に​かなう​とき​まで、あなた​の​心こころ​の​中なか​に​大切たいせつ​に​①蓄たくわえて​おき​なさい。
27 見みよ、善よい​望のぞみ​を​持もち、刈かり入いれ​の​ため​に​①鎌かま​を​入いれて​いる​すべて​の​者もの​に、わたし​は​語かたる。
28 見みよ、わたし​は​神かみ​の​子こ​①イエス・​キリスト​で​ある。わたし​は​世よ​の​命いのち​で​あり​②光ひかり​で​ある。
29 わたし​は​自じ分ぶん​の​民たみ​の​ところ​に​来きた​者もの​で​ある。そして、民たみ​は​わたし​を​受うけ入いれなかった。
30 しかし、まことに、まことに、あなた​に​言いう。わたし​を​受うけ入いれる​すべて​の​者もの、すなわち、わたし​の​名な​を​信しんじる​者もの​に、わたし​は​①神かみ​の​子こ​と​なる​②力ちから​を​与あたえよう。アーメン。

	◀1①
イザ29・14、教義4章、GS「福音の回復」

	◀2①
ヘブ4・12

	◀②
1ニフ15・23－25、教義1・14、84・43－45

	◀③
アル4・19、31・5

	◀④
ヒラ3・29－30、教義6・2

	◀3①
教義12・3

	◀②
1テモ6・19

	◀③
ルカ18・22、ヒラ5・8

	◀4①
黙示14・15、教義14・3－4

	◀5①
GS「祈り」

	◀6①
イザ52・7－8、教義66・11、GS「シオン」

	◀7①
列上3・11－13、2ニフ26・31、ヤコ2・17－19、教義38・39

	◀②
GS「知恵」

	◀9①
GS「悔い改め」

	◀②
教義19・21－22

	◀③
教義105・5

	◀10①
教義46・8－12

	◀②
ルカ8・15

	◀11①
GS「光，キリストの光」

	◀②
GS「力」

	◀12①
GS「謙遜」

	◀②
GS「歩む（神とともに）」

	◀③
マタ7・1－5、アル41・14－15

	◀④
ロマ8・1－9、1ヨハ4・1－6

	◀⑤
教義84・116、GS「信頼」

	◀13①
GS「思い，心」

	◀②
教義76・12

	◀③
GS「喜び」

	◀14①
GS「義」

	◀15①
箇条1・5、GS「権威，権限，権能」「召し，神の召し」

	◀16①
教義6・34、GS「岩」

	◀19①
ヤコ6・5、教義98・11

	◀20①
GS「従順，従う」

	◀21①
アル17・2－3、教義84・85

	◀22①
アル29・8

	◀②
『聖書』のこと

	◀③
『モルモン書』のこと

	◀④
GS「聖文－聖文の価値」

	◀23①
ジ－歴史1・4

	◀②
マタ6・33

	◀24①
GS「福音」

	◀②
マタ7・24－27

	◀25①
GS「啓示」

	◀②
黙示19・10、GS「預言」

	◀26①
申命11・18、教義6・20、43・34、ジ－マタ1・37

	◀27①
GS「伝道活動」

	◀28①
GS「イエス・キリスト」

	◀②
GS「光，キリストの光」

	◀30①
GS「神の息子，娘」

	◀②
ヨハ1・12


第​12​章
千八百二十九​年ねん​五月がつ、ペンシルベニア​州しゅう​ハーモニー​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​ジョセフ・​ナイト・​シニア​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、四十七－四十八​ページ）。ジョセフ・​ナイト​は、ジョセフ・​スミス​が『モルモン書しょ』​の​版はん​を​所しょ有ゆう​して​いる​こと、ならびに​当とう時じ​翻ほん訳やく​の​業わざ​が​進行しんこう​中ちゅう​で​ある​こと​に​ついて​語かたった​彼かれ​の​言こと葉ば​を​信しんじて、ジョセフ・​スミス​と​彼かれ​の​筆ひっ記き​者しゃ​が​翻ほん訳やく​を​続つづけられる​よう​に、数すう​回かい​に​わたって​物ぶっ質しつ的てき​な​援助えんじょ​を​与あたえて​きた。預よ言げん者しゃ​は​ジョセフ・​ナイト​の​求もとめ​に​応おうじて​主しゅ​に​尋たずね、この​啓けい示じ​を​受うけた。
1－6​ぶどう​園えん​で​働はたらく​者もの​は​救すくい​を​得える。​7－9​望のぞみ​を​持もち、資し格かく​の​ある​すべて​の​者もの​は、主しゅ​の​業わざ​を​助たすける​こと​が​できる。
1 ①大おおいなる​驚おどろく​べき​業わざ​が、まさに​人ひと​の​子こら​の​中なか​に​現あらわれよう​と​して​いる。
2 見みよ、わたし​は​神かみ​で​ある。わたし​の​言こと葉ば​を​心こころ​に​留とめ​なさい。わたし​の​言こと葉ば​は​生いきて​いて、力ちから​が​あり、もろ刃は​の​剣つるぎ​より​も​鋭するどくて、関節かんせつ​も​骨髄こつずい​も​切きり離はなす​ほど​で​ある。それゆえ、わたし​の​言こと葉ば​を​心こころ​に​留とめ​なさい。
3 見みよ、畑はたけ​は​すでに​白しろく​なり​刈かり入いれ​を​待まって​いる。それゆえ、だれでも​刈かり入いれ​を​したい​と​望のぞむ​者もの​は、永遠えいえん​の​救すくい​が​神かみ​の​王おう国こく​で​自じ分ぶん​の​ため​に​蓄たくわえられる​よう​に、勢力せいりょく​を​尽つくして​鎌かま​を​入いれ、日ひ​の​ある​うち​に​刈かり取とり​なさい。
4 まことに、だれでも​鎌かま​を​入いれて​刈かり取とろう​と​する​者もの​は、神かみ​から​召めされて​いる。
5 それゆえ、あなた​は​わたし​に​求もとめれば、与あたえられる​で​あろう。たたけ​ば、開ひらかれる​で​あろう。
6 さて、あなた​は​求もとめた​ので、見みよ、わたし​は​あなた​に​言いう。わたし​の​戒いましめ​を​守まもり、シオン​の​大たい義ぎ​を​起おこして​確かく立りつ​する​よう​に​努つとめ​なさい。
7 見みよ、わたし​は​あなた​と、また​この​業わざ​を​起おこして​確かく立りつ​したい​と​望のぞむ​すべて​の​者もの​に​語かたる。
8 人ひと​は​①謙遜けんそん​で​あり、②愛あい​に​満みち、③信しん仰こう​と​④希き望ぼう​と​⑤慈じ愛あい​を​持もち、また​自じ分ぶん​に​任まかせられた​すべて​の​こと​に​ついて​自じ制せい​しなければ、だれ​も​この​業わざ​を​助たすける​こと​は​できない。
9 見みよ、これら​の​言こと葉ば​を​語かたって​いる​わたし​は、世よ​の​光ひかり​で​あり​命いのち​で​ある。それゆえ、力ちから​を​尽つくして​これら​の​言こと葉ば​を​心こころ​に​留とめ​なさい。そう​すれ​ば、あなた​は​召めされる​で​あろう。アーメン。

	◀1①
類似の相互参照として、教義11・1－6を参照

	◀8①
GS「謙遜」

	◀②
GS「愛」

	◀③
GS「信仰」

	◀④
GS「希望」

	◀⑤
GS「慈愛」


第​13​章
千八百二十九​年ねん​五月がつ​十五​日にち、ペンシルベニア​州しゅう​ハーモニー​近ちかく​の​サスケハナ​川がわ​の​岸きし辺べ​で​行おこなわれた、ジョセフ・​スミス​と​オリバー・​カウドリ​の​アロン​神しん権けん​へ​の​聖任せいにん（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、三十九－四十二​ページ）。この​聖任せいにん​は、自みずから​ヨハネ​と​名な乗のった​一ひと人り​の​天てん使し​の​手て​に​よって​行おこなわれた。この​ヨハネ​は、『新しん約やく​聖せい書しょ』​の​中なか​で​バプテスマ​の​ヨハネ​と​呼よばれて​いる​人物じんぶつ​で​ある。この​天てん使し​は、メルキゼデク​の​神しん権けん​と​呼よばれる​大だい​神しん権けん​の​鍵かぎ​を​持もって​いる​昔むかし​の​使し徒と、ペテロ​と​ヤコブ​と​ヨハネ​の​指し示じ​の​下もと​に​務つとめ​を​果はたして​いる​こと​を​説明せつめい​した。ふさわしい​とき​に​ジョセフ​と​オリバー​に​メルキゼデク​の​神しん権けん​が​授さずけられる​と​いう​約やく束そく​が​与あたえられた（第だい​二十七​章しょう​七、八、十二​節せつ​を​参照さんしょう）。
アロン​神しん権けん​の​鍵かぎ​と​力ちから​に​ついて​説明せつめい​される。
1 わたし​と​同おなじ​僕しもべ​で​ある​あなたがた​に、メシヤ​の​御み​名な​に​よって、わたし​は​アロン​の​①神しん権けん​を​②授さずける。これ​は​③天てん使し​の​働はたらき​の​鍵かぎ​と、④悔くい改あらため​の​福ふく音いん​の​鍵かぎ​と、罪つみ​の​赦ゆるし​の​ため​に​水みず​に​沈しずめる​⑤バプテスマ​の​鍵かぎ​を​持もつ。また、⑥レビ​の​子こら​が​再ふたたび​⑦義ぎ​を​もって​ささげ​物もの​を​主しゅ​に​ささげる​まで、これ​は​決けっして​再ふたたび​地ち上じょう​から​取とり去さられる​こと​は​ない​で​あろう。

	◀1①
教義27・8、84・18－34、GS「アロン神権」

	◀②
ジ－歴史1・68－75、GS「聖任」

	◀③
GS「天使」

	◀④
GS「悔い改め」

	◀⑤
GS「バプテスマ」

	◀⑥
「ジョセフ・スミス－歴史」の最後にある、アロン神権の回復についてのオリバー・カウドリの記事を参照。​申命10・8、歴上6・48、教義128・24

	◀⑦
GS「義」


第​14​章
千八百二十九​年ねん​六月がつ、ニューヨーク​州しゅう​フェイエット​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​デビッド・​ホイットマー​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、四十八－五十​ページ）。ホイットマー​家け​の​人々ひとびと​は、『モルモン書しょ』​の​翻ほん訳やく​に​大おおいに​関心かんしん​を​寄よせる​よう​に​なって​いた。預よ言げん者しゃ​は​ピーター・​ホイットマー・​シニア​の​家いえ​を​住すまい​と​し、翻ほん訳やく​の​仕し事ごと​を​完了かんりょう​して​この​出しゅっ版ぱん​予よ定てい​の​書しょ​の​版権はんけん​を​取得しゅとく​する​まで​そこ​に​住すんだ。ホイットマー​家け​の​息むす子こ​たち​の​うち​の​三人にん​は​それぞれ、この​業わざ​が​真実しんじつ​の​もの​で​ある​と​いう​証あかし​を​得えて​いた​ので、自じ分ぶん​の​なす​べき​務つとめ​を​ひどく​気き​に​かける​よう​に​なった。この​啓けい示じ​と​次つぎ​の​二つ​の​啓けい示じ（第だい十五​章しょう​と​第だい十六​章しょう）は、問とい​に​対たいする​答こたえ​として、ウリム​と​トンミム​に​よって​与あたえられた​もの​で​ある。デビッド・​ホイットマー​は、後のち​に『モルモン書しょ』​に​関かんする​三人にん​の​証しょう人にん​の​一ひと人り​と​なった。
1－6​ぶどう​園えん​で​働はたらく​者もの​は​救すくい​を​得える。​7－8​永遠えいえん​の​命いのち​は、神かみ​の​賜物たまもの​の​中なか​で​最もっとも​大おおいなる​もの​で​ある。​9－11​キリスト​は​天てん​と​地ち​を​創そう造ぞう​された。
1 大おおいなる​①驚おどろく​べき​業わざ​が、まさに​人ひと​の​子こら​に​現あらわれよう​と​して​いる。
2 見みよ、わたし​は​神かみ​で​ある。わたし​の​言こと葉ば​を​心こころ​に​留とめ​なさい。わたし​の​言こと葉ば​は​生いきて​いて、力ちから​が​あり、もろ刃は​の​剣つるぎ​より​も​鋭するどくて、関節かんせつ​も​骨髄こつずい​も​切きり離はなす​ほど​で​ある。それゆえ、わたし​の​言こと葉ば​を​心こころ​に​留とめ​なさい。
3 見みよ、畑はたけ​は​すでに​白しろく​なり​刈かり入いれ​を​待まって​いる。それゆえ、だれでも​刈かり入いれ​を​したい​と​望のぞむ​者もの​は、永遠えいえん​の​救すくい​が​神かみ​の​王おう国こく​で​自じ分ぶん​の​ため​に​蓄たくわえられる​よう​に、勢力せいりょく​を​尽つくして​鎌かま​を​入いれ、日ひ​の​ある​うち​に​刈かり取とり​なさい。
4 まことに、だれでも​鎌かま​を​入いれて​刈かり取とろう​と​する​者もの​は、神かみ​から​召めされて​いる。
5 それゆえ、あなた​は​わたし​に​求もとめれば、与あたえられる​で​あろう。たたけ​ば、開ひらかれる​で​あろう。
6 わたし​の​シオン​を​起おこして​確かく立りつ​する​よう​に​努つとめ​なさい。すべて​の​こと​に​ついて​わたし​の​戒いましめ​を​守まもり​なさい。
7 わたし​の​戒いましめ​を​①守まもり、最さい後ご​まで​②堪たえ忍しのぶ​なら​ば、あなた​は​③永遠えいえん​の​命いのち​を​得える​で​あろう。この​賜物たまもの​は、神かみ​の​あらゆる​賜物たまもの​の​中なか​で​最もっとも​大おおいなる​もの​で​ある。
8 さて、あなた​が​信しんじて、信しん仰こう​を​もって、わたし​の​名な​に​よって​父ちち​に​求もとめる​なら​ば、あなた​は、あなた​の​①見み聞きき​する​事こと柄がら​の​②証しょう人にん​に​なれる​よう​に、また​この​時じ代だい​の​人々ひとびと​に​悔くい改あらため​を​告つげる​こと​が​できる​よう​に、語かたる​べき​言こと葉ば​を​与あたえる​③聖霊せいれい​を​受うける​で​あろう。
9 見みよ、わたし​は​①生いける​②神かみ​の​子こ​③イエス・​キリスト、天てん​と​④地ち​を​⑤創そう造ぞう​した​者もの、⑥暗くら闇やみ​の​中なか​に​隠かくれる​こと​の​できない​⑦光ひかり​で​ある。
10 わたし​は​必かならず​わたし​の​①完全かんぜん​な​福ふく音いん​を​②異い邦ほう人じん​から​イスラエル​の​家いえ​に​もたらす。
11 見みよ、あなた​は​デビッド​で​あり、あなた​は​助たすける​ため​に​召めされて​いる。あなた​は​この​こと​を​行おこない、忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば、霊的れいてき​に​も​物ぶっ質しつ的てき​に​も​祝しゅく福ふく​され、あなた​の​受うける​報むくい​は​大おおきい​で​あろう。アーメン。

	◀1①
類似の相互参照として、教義11・1－6を参照

	◀7①
レビ26・3－12、ヨハ15・10、モサ2・22、41、教義58・2

	◀②
GS「堪え忍ぶ」

	◀③
2ニフ31・20、教義6・13、GS「永遠の命」

	◀8①
『モルモン書』の序のページの「三人の証人の証」を参照

	◀②
モサ18・8－10、GS「証人，証」

	◀③
GS「聖霊」

	◀9①
ダニ6・26、アル7・6、教義20・19

	◀②
ロマ1・4

	◀③
モサ4・2、教義76・20－24

	◀④
アブ4・12、24－25

	◀⑤
ヨハ1・1－3、14、3ニフ9・15、教義45・1、GS「創造，創造する」

	◀⑥
GS「暗闇（霊的な）」

	◀⑦
サ下22・29、GS「光，キリストの光」

	◀10①
教義20・8－9、ジ－歴史1・34

	◀②
GS「異邦人」


第​15​章
千八百二十九​年ねん​六月がつ、ニューヨーク​州しゅう​フェイエット​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​ジョン・​ホイットマー​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、五十​ページ）（第だい十四​章しょう​の​前まえ書がき​を​参照さんしょう）。この​メッセージ​は、主しゅ​が​ジョン・​ホイットマー​と​主しゅ​御ご​自じ身しん​に​しか​分わからない​事こと柄がら​を​述のべて​おられる​と​いう​意い味み​で、感銘かんめい​深ぶかく、きわめて​個こ人じん的てき​な​内容ないよう​の​もの​で​ある。ジョン・​ホイットマー​は、後のち​に『モルモン書しょ』​に​関かんする​八​人にん​の​証しょう人にん​の​一ひと人り​と​なった。
1－2​主しゅ​の​腕うで​は​全ぜん​地ち​の​うえ​に​ある。​3－6​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえて​人々ひとびと​を​救すくう​こと​は、最もっとも​価か値ち​の​ある​こと​で​ある。
1 聴きき​なさい、わたし​の​僕しもべ​ジョン​よ。あなた​の​主しゅ​で​あり、あなた​の​贖あがない主ぬし​で​ある​イエス・​キリスト​の​言こと葉ば​に​耳みみ​を​傾かたむけ​なさい。
2 見みよ、わたし​は​あなた​に、はっきり​と​①力ちから強づよく​語かたる。わたし​の​腕うで​は​全ぜん​地ち​の​うえ​に​ある​から​で​ある。
3 わたし​は、わたし​と​あなた​一ひと人り​の​ほか​に​だれ​も​知しらない​事こと柄がら​を​告つげよう。
4 あなた​は​自じ分ぶん​に​とって​最もっとも​価か値ち​の​ある​こと​を​知しる​ため​に、何なん度ど​も​わたし​に​願ねがった​から​で​ある。
5 見みよ、あなた​は​この​こと​の​ゆえ​に、また​わたし​が​あなた​に​与あたえた​言こと葉ば​を​わたし​の​命めいじた​とおり​に​語かたった​ので、幸さいわい​で​ある。
6 さて​見みよ、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​に​とって​最もっとも​価か値ち​の​ある​こと​は、この​民たみ​に​悔くい改あらため​を​①告つげて​人々ひとびと​を​わたし​の​もと​に​導みちびき、わたし​の​②父ちち​の​③王おう国こく​で​彼かれら​と​ともに​④安あん息そく​を​得えられる​よう​に​する​こと​で​ある。アーメン。

	◀2①
ヒラ3・29－30、GS「力」

	◀6①
教義18・15－16、GS「伝道活動」

	◀②
GS「天の御父」

	◀③
GS「神の王国，天の王国」

	◀④
GS「安息」


第​16​章
千八百二十九​年ねん​六月がつ、ニューヨーク​州しゅう​フェイエット​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​ピーター・​ホイットマー・​ジュニア​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、五十一​ページ）（第だい十四​章しょう​の​前まえ書がき​を​参照さんしょう）。ピーター・​ホイットマー・​ジュニア​は、後のち​に『モルモン書しょ』​に​関かんする​八​人にん​の​証しょう人にん​の​一ひと人り​と​なった。
1－2​主しゅ​の​腕うで​は​全ぜん​地ち​の​うえ​に​ある。​3－6​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえて​人々ひとびと​を​救すくう​こと​は、最もっとも​価か値ち​の​ある​こと​で​ある。
1 聴きき​なさい、①わたし​の​僕しもべ​ピーター​よ。あなた​の​主しゅ​で​あり、あなた​の​贖あがない主ぬし​で​ある​イエス・​キリスト​の​言こと葉ば​に​耳みみ​を​傾かたむけ​なさい。
2 見みよ、わたし​は​あなた​に、はっきり​と​力ちから強づよく​語かたる。わたし​の​腕うで​は​全ぜん​地ち​の​うえ​に​ある​から​で​ある。
3 わたし​は、わたし​と​あなた​一ひと人り​の​ほか​に​だれ​も​知しらない​事こと柄がら​を​告つげよう。
4 あなた​は​自じ分ぶん​に​とって​最もっとも​価か値ち​の​ある​こと​を​知しる​ため​に、何なん度ど​も​わたし​に​願ねがった​から​で​ある。
5 見みよ、あなた​は​この​こと​の​ゆえ​に、また​わたし​が​あなた​に​与あたえた​言こと葉ば​を​わたし​の​命めいじた​とおり​に​語かたった​ので、幸さいわい​で​ある。
6 さて​見みよ、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​に​とって​最もっとも​価か値ち​の​ある​こと​は、この​民たみ​に​悔くい改あらため​を​告つげて​人々ひとびと​を​わたし​の​もと​に​導みちびき、わたし​の​父ちち​の​王おう国こく​で​彼かれら​と​ともに​安あん息そく​を​得えられる​よう​に​する​こと​で​ある。アーメン。

	◀1①
類似の相互参照として、教義15・1－6を参照


第​17​章
千八百二十九​年ねん​六月がつ、ニューヨーク​州しゅう​フェイエット​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​オリバー・​カウドリ、デビッド・​ホイットマー、および​マーティン・​ハリス​に​与あたえられた​啓けい示じ。この​啓けい示じ​は、『モルモン書しょ』​の​記き録ろく​が​刻きざまれて​いた​版はん​を​目め​に​する​前まえ​に​与あたえられた​もの​で​ある（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、五十二－五十七​ページ）。ジョセフ・​スミス​と​その​筆ひっ記き​者しゃ​オリバー・​カウドリ​は、『モルモン書しょ』​の​版はん​の​翻ほん訳やく​から、三人にん​の​特とく別べつ​な​証しょう人にん​が​指し名めい​される​こと​を​知しった（エテル書しょ​第だい五​章しょう​二－四​節せつ、ニーファイ​第だい二​書しょ​第だい十一​章しょう​三​節せつ、第だい​二十七​章しょう​十二​節せつ​を​参照さんしょう）。オリバー・​カウドリ​と、デビッド・​ホイットマー​と、マーティン・​ハリス​は、三人にん​の​特とく別べつ​な​証しょう人にん​と​なる​望のぞみ​を​持もつ​よう​霊感れいかん​に​よって​促うながされた。預よ言げん者しゃ​は​主しゅ​に​尋たずね、その​答こたえ​として​ウリム​と​トンミム​に​よって​この​啓けい示じ​が​与あたえられた。
1－4​信しん仰こう​に​よって、三人にん​の​証しょう人にん​は​版はん​と​その他た​の​神聖しんせい​な​品々しなじな​を​見みる​で​あろう。​5－9『モルモン書しょ』​が​神かみ​から​与あたえられた​もの​で​ある​こと​に​ついて​の​キリスト​の​証あかし。
1 見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​は​わたし​の​言こと葉ば​に​頼たよらなければ​ならない。あなたがた​は​誠心せいしん​誠せい意い​そう​する​なら​ば、①版はん​を​②目め​に​し、また​胸むね当あて、③ラバン​の​剣つるぎ、④ヤレド​の​兄きょう弟だい​が​主しゅ​と​⑤顔かお​と​顔かお​を​合あわせて​語かたった​とき​に​山やま​の​上うえ​で​授さずけられた​⑥ウリム​と​トンミム、また​リーハイ​が​⑦紅こう海かい​の​境さかい​の​荒あれ野の​に​いた​とき​に​授さずかった​⑧不ふ思し議ぎ​な​指し示じ器き​も​目め​に​する​で​あろう。
2 あなたがた​が​これら​の​もの​を​目め​に​する​の​は、あなたがた​の​信しん仰こう、すなわち、昔むかし​の​預よ言げん者しゃ​たち​が​持もって​いた​よう​な​信しん仰こう​に​よる​の​で​ある。
3 あなたがた​は​信しん仰こう​を​得えて、自じ分ぶん​の​目め​で​これら​の​もの​を​見みた​後のち、神かみ​の​力ちから​に​よって​これら​の​もの​に​ついて​①証あかし​しなければ​ならない。
4 あなたがた​は、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス​が​滅ほろぼされる​こと​の​ない​よう​に​この​こと​を​行おこない、わたし​が​この​業わざ​に​よって​人ひと​の​子こら​の​ため​に​わたし​の​義ぎ​に​かなった​目もく的てき​を​達たっする​こと​が​できる​よう​に​しなければ​ならない。
5 あなたがた​は、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​が​これら​の​もの​を​見みた​よう​に、あなたがた​も​これら​の​もの​を​見みた​こと​を​証あかし​しなければ​ならない。彼かれ​が​これら​の​もの​を​見みた​の​は​わたし​の​力ちから​に​よる​の​で​あり、それ​は​彼かれ​に​信しん仰こう​が​あった​から​で​ある。
6 そして、彼かれ​は​①その​書しょ​を、すなわち​わたし​が​彼かれ​に​命めいじた​②部ぶ分ぶん​を​翻ほん訳やく​した。あなたがた​の​主しゅ、あなたがた​の​神かみ​が​生いきて​いる​よう​に​確たしか​に、その​書しょ​は​真実しんじつ​で​ある。
7 その​ため​に、あなたがた​は​彼かれ​と​同おなじ​力ちから、同おなじ​信しん仰こう、同おなじ​賜物たまもの​を​受うけた。
8 あなたがた​が​わたし​の​与あたえた​この​最さい後ご​の​戒いましめ​に​従したがう​なら​ば、①地じ獄ごく​の​門もん​も​あなたがた​に​打うち勝かつ​こと​は​ない。それ​は、わたし​の​②恵めぐみ​が​あなたがた​に​対たいして​十分じゅうぶん​で​あり、あなたがた​は​終おわり​の​日ひ​に​③高たかく​上あげられる​から​で​ある。
9 わたし、すなわち、あなたがた​の​①主しゅ​で​あり​あなたがた​の​神かみ​で​ある​イエス・​キリスト​が、これ​を​あなたがた​に​語かたった​の​は、人ひと​の​子こら​の​ため​に​わたし​の​義ぎ​に​かなった​目もく的てき​を​達たっする​ため​で​ある。アーメン。

	◀1①
モル6・6、ジ－歴史1・52、GS「版」

	◀②
2ニフ27・12、エテ5・2－4、教義5・15。​『モルモン書』の序のページの「三人の証人の証」を参照

	◀③
1ニフ4・8－9、2ニフ5・14、ヤコ1・10、モサ1・16

	◀④
エテ3・1－28

	◀⑤
創世32・30、出エ33・11、モセ1・2

	◀⑥
GS「ウリムとトンミム」

	◀⑦
1ニフ2・5

	◀⑧
1ニフ16・10、16、26－29、アル37・38－47

	◀3①
GS「証する」「証人，証」

	◀6①
GS「モルモン書」

	◀②
2ニフ27・22、3ニフ26・7－10

	◀8①
マタ16・18、3ニフ11・39、教義10・69

	◀②
GS「恵み」

	◀③
1ニフ13・37、3ニフ27・14－15、22、教義9・14

	◀9①
GS「主」


第​18​章
千八百二十九​年ねん​六月がつ、ニューヨーク​州しゅう​フェイエット​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス、オリバー・​カウドリ、および​デビッド・​ホイットマー​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、六十－六十四​ページ）。アロン​神しん権けん​を​授さずけられた​際さい​に、メルキゼデク​神しん権けん​を​授さずけられる​こと​が​約やく束そく​されて​いた（第だい十三​章しょう​の​前まえ書がき​を​参照さんしょう）。この​件けん​に​ついて​知しらせて​くださる​よう​に​と​の​嘆願たんがん​に​こたえて、主しゅ​は​この​啓けい示じ​を​与あたえられた。
1－5​聖典せいてん​に​は​教きょう会かい​を​築きずき​上あげる​方ほう法ほう​が​示しめされて​いる。​6－8​世よ​の​罪ざい悪あく​は​熟じゅくし​つつ​ある。​9－16​人ひと​の​価か値ち​は​大おおいなる​もの​で​ある。​17－25​救すくい​を​得える​ため​に、人々ひとびと​は​キリスト​の​名な​を​受うけ​なければ​ならない。​26－36​十じゅう二に使し徒と​の​召めし​と​使し命めい​が​明あきらか​に​される。​37－39​オリバー・​カウドリ​と​デビッド・​ホイットマー​は、十じゅう二に使し徒と​を​探さがし​出ださなければ​ならない。​40－47​救すくい​を​得える​ため​に、人々ひとびと​は​悔くい改あらため、バプテスマ​を​受うけ、戒いましめ​を​守まもらなければ​ならない。
1 さて​見みよ、あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​オリバー・​カウドリ​が​わたし​から​知しりたい​と​望のぞんだ​事こと柄がら​の​ため、わたし​は​これら​の​言こと葉ば​を​あなた​に​与あたえる。
2 見みよ、わたし​は、あなた​が​記しるして​きた​もの​が​真実しんじつ​で​ある​こと​を、度々たびたび​わたし​の​御み霊たま​に​よって​示しめして​きた。それゆえ、あなた​は​それ​が​①真実しんじつ​で​ある​こと​を​知しって​いる。
3 そして、あなた​は​それ​が​真実しんじつ​で​ある​こと​を​知しって​いる​ので、見みよ、わたし​は​あなた​に​一つ​の​戒いましめ​を​与あたえる。あなた​は​①記しるされて​いる​もの​に​頼たより​なさい。
4 その​中なか​に​は、わたし​の​教きょう会かい​と​わたし​の​①福ふく音いん​と​わたし​の​②岩いわ​の​基もとい​に​ついて、すべて​の​こと​が​記しるされて​いる​から​で​ある。
5 それゆえ、あなた​が​わたし​の​福ふく音いん​と​わたし​の​岩いわ​の​基もとい​の​上うえ​に​わたし​の​教きょう会かい​を​築きずき​上あげる​なら​ば、地じ獄ごく​の​門もん​も​あなた​に​打うち勝かつ​こと​は​ない。
6 見みよ、①世よ​の​罪ざい悪あく​は​熟じゅくし​つつ​ある。そして​人ひと​の​子こら​は、②異い邦ほう人じん​も​イスラエル​の​家いえ​も、ともに​悔くい改あらため​を​促うながされる​必ひつ要よう​が​ある。
7 さて、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​に​わたし​が​命めいじた​よう​に、あなた​は​彼かれ​の​手て​に​よって​①バプテスマ​を​受うけた​ので、彼かれ​は​わたし​が​命めいじた​こと​を​果はたした。
8 さて、わたし​が​目もく的てき​を​達たっする​ため​に​彼かれ​を​召めした​こと​を、不ふ思し議ぎ​に​思おもって​は​ならない。その​目もく的てき​を​わたし​は​知しって​いる。彼かれ​は​わたし​の​戒いましめ​を​①熱心ねっしん​に​②守まもる​なら​ば、③祝しゅく福ふく​されて​永遠えいえん​の​命いのち​を​受うける​で​あろう。彼かれ​の​名な​は​④ジョセフ​で​ある。
9 さて、オリバー・​カウドリ​よ、わたし​は​あなた​と、また​デビッド・​ホイットマー​に​戒いましめ​として​告つげる。見みよ、わたし​は​どこ​に​いる​人ひと​で​も​すべて​の​人ひと​に​悔くい改あらためる​よう​に​命めいじる。わたし​は、わたし​の​①使し徒と​パウロ​に​語かたった​よう​に​あなたがた​に​語かたる。あなたがた​は​まさに、パウロ​が​召めされた​と​同おなじ​召めし​に​召めされて​いる​から​で​ある。
10 ①人ひと​の​②価か値ち​が​神かみ​の​目め​に​大おおいなる​もの​で​ある​こと​を​覚おぼえて​おき​なさい。
11 見みよ、主しゅ​なる​あなたがた​の​①贖あがない主ぬし​は、肉にく体たい​に​おいて​②死し​を​受うけた。それ​に​よって、すべて​の​人ひと​が​悔くい改あらためて​自じ分ぶん​の​もと​に​来くる​こと​が​できる​よう​に、主しゅ​は​すべて​の​人ひと​の​③苦く​を​④引ひき受うけた。
12 そして、①悔くい改あらため​を​条じょう件けん​として、すべて​の​人ひと​を​自じ分ぶん​の​もと​に​導みちびく​こと​が​できる​よう​に、主しゅ​は​再ふたたび​死し者しゃ​の​中なか​から​②よみがえった​の​で​ある。
13 人ひと​が​悔くい改あらためる​とき、主しゅ​の​①喜よろこび​は​いかに​大おおきい​こと​か。
14 あなたがた​は​この​民たみ​に​悔くい改あらため​を​①叫さけぶ​ため​に​召めされて​いる。
15 あなたがた​は​この​民たみ​に​悔くい改あらため​を​叫さけぶ​こと​に​生涯しょうがい​力ちから​を​尽つくし、①一ひと人り​で​も​わたし​の​もと​に​導みちびく​なら​ば、わたし​の​父ちち​の​王おう国こく​で​彼かれ​と​ともに​受うける​あなたがた​の​喜よろこび​は​いかに​大おおきい​こと​か。
16 さて、あなたがた​が​わたし​の​もと​に​導みちびいて​わたし​の​父ちち​の​①王おう国こく​に​入はいれる​よう​に​した、一ひと人り​の​人ひと​と​ともに​受うける​あなたがた​の​喜よろこび​が​大おおきい​なら​ば、もし​多おおく​の​人ひと​を​わたし​の​もと​に​②導みちびく​と​すれ​ば​その​③喜よろこび​は​いかに​大おおきい​こと​か。
17 見みよ、わたし​の​福ふく音いん​は​あなたがた​の​前まえ​に​ある。わたし​の​岩いわ、また​わたし​の​①救すくい​が​ある。
18 与あたえられる​と​信しんじて、信しん仰こう​を​もって、①わたし​の​名な​に​よって​父ちち​に​②求もとめ​なさい。そう​すれ​ば、あなたがた​は​人ひと​の​子こら​に​③必ひつ要よう​な​すべて​の​こと​を​示しめす​聖霊せいれい​を​受うける​で​あろう。
19 もしも​あなたがた​に​①信しん仰こう​と​②希き望ぼう​と​③慈じ愛あい​が​なければ、あなたがた​は​何なにも​行おこなう​こと​が​できない。
20 ①悪あく魔ま​の​教きょう会かい​の​ほか、いかなる​教きょう会かい​と​も​②争あらそって​は​ならない。
21 ①キリスト​の​名な​を​受うけ、②まじめ​に​真しん理り​を​③語かたり​なさい。
22 悔くい改あらためて、イエス・​キリスト​で​ある​わたし​の​名な​に​よって​①バプテスマ​を​受うけ、最さい後ご​まで​②堪たえ忍しのぶ​者もの​は​皆みな、救すくわれる​で​あろう。
23 見みよ、イエス・​キリスト​と​は、父ちち​から​与あたえられて​いる​①名な​で​ある。この​名な​の​ほか​に​は、人ひと​に​救すくい​を​与あたえる​こと​の​できる​名な​は​与あたえられて​いない。
24 それゆえ、すべて​の​人ひと​は、父ちち​から​与あたえられて​いる​この​名な​を​受うけ​なければ​ならない。この​名な​に​よって、人々ひとびと​は​終おわり​の​日ひ​に​呼よばれる​から​で​ある。
25 それゆえ、人々ひとびと​は​自じ分ぶん​が​呼よばれる​①名な​を​知しらなければ、わたし​の​父ちち​の​②王おう国こく​に​住すむ​場ば所しょ​を​得える​こと​は​できない。
26 さて​見みよ、わたし​の​福ふく音いん​を​①異い邦ほう人じん​と​ユダヤ人じん​の​両方りょうほう​に​告つげ​知しらせる​ため​に​召めされる​人々ひとびと​が​ほか​に​いる。
27 すなわち、十二​人にん​いる。この​①十二​人にん​は​わたし​の​弟で子し​と​なり、彼かれら​は​わたし​の​名な​を​受うける​で​あろう。この​十二​人にん​は、十分じゅうぶん​に​固かたい​決けつ意い​を​もって​②わたし​の​名な​を​受うけたい​と​願ねがう​人々ひとびと​で​ある。
28 そして、彼かれら​が​十分じゅうぶん​に​固かたい​決けつ意い​を​もって​わたし​の​名な​を​受うけたい​と​願ねがう​なら​ば、彼かれら​は​①全ぜん​世せ界かい​に​出でて​行いって、②すべて​の​造つくられた​もの​に​わたし​の​③福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえる​ため​に​召めされる。
29 また​彼かれら​は、記しるされて​いる​とおり​に、わたし​の​名な​に​よって​①バプテスマ​を​施ほどこす​ため​に、わたし​から​聖任せいにん​を​受うける​人々ひとびと​で​ある。
30 あなたがた​の​前まえ​に​は​記しるされて​いる​もの​が​ある。それゆえ、あなたがた​は、記しるされて​いる​言こと葉ば​の​とおり​に​それ​を​執とり​行おこなわなければ​ならない。
31 さて、わたし​は​あなたがた​①十二​人にん​に​語かたる。見みよ、わたし​の​恵めぐみ​は​あなたがた​に​対たいして​十分じゅうぶん​で​ある。あなたがた​は​わたし​の​前まえ​を​まっすぐ​に​歩あゆまなければ​ならず、罪つみ​を​犯おかして​は​ならない。
32 また​見みよ、あなたがた​は、祭さい司し​と​教きょう師し​を​①聖任せいにん​する​ため​に​わたし​から​聖任せいにん​を​受うける​人々ひとびと​で​ある。あなたがた​の​内うち​に​ある​②聖霊せいれい​の​力ちから​に​より、また​人々ひとびと​に​授さずけられる​神かみ​の​③召めし​と​賜物たまもの​に​応おうじて、わたし​の​福ふく音いん​を​告つげ​知しらせる​ため​に、聖任せいにん​を​受うける​人々ひとびと​で​ある。
33 わたし、すなわち、あなたがた​の​主しゅ​で​あり​あなたがた​の​神かみ​で​ある、イエス・​キリスト​が​これ​を​語かたった。
34 これら​の​①言こと葉ば​は​人々ひとびと​から、人間にんげん​から​出でて​いる​の​で​は​なく、わたし​から​出でて​いる​の​で​ある。それゆえ、あなたがた​は、これら​の​言こと葉ば​が​わたし​から​出でて​いる​もの​で​あって、人間にんげん​から​出でて​いる​もの​で​は​ない​こと​を​証あかし​しなければ​ならない。
35 これら​の​言こと葉ば​を​あなたがた​に​語かたって​いる​の​は、わたし​の​①声こえ​で​ある。これら​の​言こと葉ば​は、わたし​の​御み霊たま​に​よって​あなたがた​に​与あたえられて​いる​から​で​ある。そして、わたし​の​力ちから​に​よって、あなたがた​は​これら​の​言こと葉ば​を​互たがいに​読よみ​合あう​こと​が​できる。わたし​の​力ちから​に​よらなければ、あなたがた​は​これら​の​言こと葉ば​を​得える​こと​は​できない。
36 その​ため​に、あなたがた​は、わたし​の​声こえ​を​聞きいた​こと、そして​わたし​の​言こと葉ば​を​知しって​いる​こと​を​①証あかし​できる​の​で​ある。
37 さて​見みよ、わたし​は​あなた​オリバー・​カウドリ​と、また​デビッド・​ホイットマー​に、わたし​が​語かたった​よう​な​願ねがい​を​持もつ​十二​人にん​を​探さがし​出だす​務つとめ​を​与あたえる。
38 あなたがた​は、彼かれら​の​願ねがい​と​①行おこない​に​よって​彼かれら​を​見み分わける​で​あろう。
39 あなたがた​は​彼かれら​を​見みいだしたら、これら​の​こと​を​彼かれら​に​知しらせ​なければ​ならない。
40 また、あなたがた​は​伏ふして、わたし​の​名な​に​よって​父ちち​を​①礼れい拝はい​しなければ​ならない。
41 また、あなたがた​は​世よ​の​人々ひとびと​に​教おしえ​を​説といて​言いわなければ​ならない。「あなたがた​は​悔くい改あらためて、イエス・​キリスト​の​御み​名な​に​よって​バプテスマ​を​受うけ​なければ​ならない。」
42 すべて​の​人ひと​は​悔くい改あらためて、バプテスマ​を​受うけ​なければ​ならない​から​で​ある。男おとこ​だけ​で​なく、女おんな​も、また​①責任せきにん​を​負おう​年齢ねんれい​に​達たっした​子こ供ども​たち​も​そう​しなければ​ならない。
43 さて、あなたがた​は​これ​を​受うけた​後のち、すべて​の​こと​に​ついて​わたし​の​①戒いましめ​を​守まもらなければ​ならない。
44 あなたがた​の​手て​に​よって、わたし​は​人ひと​の​子こら​の​中なか​に​①驚おどろく​べき​業わざ​を​行おこない、彼かれら​の​多おおく​に​罪つみ​の​ある​こと​を​②自じ覚かく​させ、彼かれら​が​悔くい改あらためて、わたし​の​父ちち​の​王おう国こく​に​来こられる​よう​に​しよう。
45 わたし​が​あなたがた​に​与あたえる​祝しゅく福ふく​は、すべて​の​もの​に​①勝まさって​いる。
46 あなたがた​は​これ​を​受うけた​後のち、もしも​わたし​の​戒いましめ​を​①守まもらなければ、わたし​の​父ちち​の​王おう国こく​に​救すくわれる​こと​は​できない。
47 見みよ、わたし、すなわち、あなたがた​の​主しゅ、あなたがた​の​神かみ、また​あなたがた​の​贖あがない主ぬし​で​ある​イエス・​キリスト​が、わたし​の​御み霊たま​の​力ちから​に​よって​これ​を​語かたった​の​で​ある。アーメン。
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第​19​章
千八百三十​年ねん​三月がつ、ニューヨーク​州しゅう​マンチェスター​に​おいて、ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、七十二－七十四​ページ）。預よ言げん者しゃ​は​彼かれ​の​記しるした​歴れき史し​の​中なか​で、この​啓けい示じ​は「永遠えいえん​なる​御お方かた​から​マーティン・​ハリス​に​与あたえられた、人間にんげん​の​戒いましめ​で​は​なく、神かみ​の​戒いましめ」（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、七十二​ページ）で​ある​と​述のべて​いる。
1－3​キリスト​は​一いっ切さい​の​権けん威い​を​持もって​おられる。​4－5​人ひと​は​皆みな​悔くい改あらため​なければ​ならない。そう​しなければ​苦くるしみ​を​受うける。​6－12​永遠えいえん​の​罰ばつ​と​は​神かみ​の​罰ばつ​で​ある。​13－20​キリスト​は​すべて​の​人ひと​に​代かわって​苦くるしみ​を​負おい、人々ひとびと​が​悔くい改あらためる​こと​に​よって​苦くるしみ​を​受うける​こと​の​ない​よう​に​された。​21－28​悔くい改あらため​の​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえ​なさい。​29－41​喜よろこび​の​おとずれ​を​告つげ​知しらせ​なさい。
1 わたし​は​①アルパ​で​あり​オメガ​で​あり、主しゅ​なる​②キリスト​で​ある。すなわち、わたし​は​初はじめ​で​あり​終おわり​で​ある​者もの、世よ​の​贖あがない主ぬし​で​ある。
2 わたし​は、わたし​の​属ぞくする​御お方かた、すなわち​父ちち​の、わたし​に​ついて​の​御み​心こころ​を​なし​①終おえた。わたし​は​万物ばんぶつ​を​わたし​自じ身しん​に​②従したがわせよう​と、この​こと​を​行おこなって​きた。
3 わたし​は、①世よ​の​終おわり​に、最さい後ご​の​大おおいなる​裁さばき​の​日ひ​に、サタン​と​彼かれ​の​業わざ​を​②滅ほろぼす​ほど​の​一いっ切さい​の​③権けん威い​を​保ほ持じ​して​いる。その​日ひ​に、わたし​は​すべて​の​人ひと​を​その​なした​④行おこない​と​業わざ​に​応おうじて​⑤裁さばき、世よ​に​住すむ​者もの​に​宣せん告こく​を​下くだす​で​あろう。
4 人ひと​は​皆みな​必かならず​①悔くい改あらため​なければ​ならない。そう​しなければ​②苦くるしみ​を​受うける。神かみ​で​ある​わたし​は​③無む窮きゅう​で​ある。
5 それゆえ、わたし​は​宣せん告こく​する​裁さばき​を​①取とり消けさない。まことに、わたし​の​②左ひだり​に​いる​者もの​たち​に​は、涙なみだ​を​流ながし、③泣なき​わめき、歯はぎしり​を​する​ほど​の​災わざわい​が​下くだる​で​あろう。
6 それでも、この​苦く痛つう​に​は​終おわり​が​ない​と​は​①記しるされて​おらず、②無む窮きゅう​の​苦く痛つう​と​記しるされて​いる。
7 また、①永遠えいえん​の​罰ばつ​の​定さだめ​と​も​記しるされて​いる。それゆえ、これ​は​ほか​の​聖せい句く​より​も​明確めいかく​で​あって、人ひと​の​子こら​の​心こころ​に​十分じゅうぶん​に​訴うったえ、わたし​の​名な​の​栄えい光こう​を​表あらわす。
8 わたし​は​この​奥おく義ぎ​を​あなたがた​に​説明せつめい​しよう。わたし​の​使し徒と​たち​の​よう​に、これ​を​知しる​の​は​あなたがた​に​ふさわしい​から​で​ある。
9 わたし​は​この​こと​の​ため​に​選えらばれて​いる​あなたがた​に、まさに​一ひと人り​に​語かたる​よう​に​語かたって、あなたがた​が​わたし​の​①安あん息そく​に​入はいれる​よう​に​しよう。
10 見みよ、神性しんせい​の​①奥おく義ぎ​は​何なんと​深ふかい​こと​か。見みよ、わたし​は​無む窮きゅう​で​あり、わたし​の​手て​から​与あたえられる​罰ばつ​は​無む窮きゅう​の​罰ばつ​で​ある。②無む窮きゅう​と​は​わたし​の​名な​で​ある。それゆえ、
11 ①永遠えいえん​の​罰ばつ​と​は、神かみ​の​罰ばつ​で​ある。
12 無む窮きゅう​の​罰ばつ​と​は、神かみ​の​罰ばつ​で​ある。
13 わたし​は​あなた​に​命めいじる。悔くい改あらため​なさい。また、あなた​が​わたし​の​名な​に​よって​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​の​手て​より​受うけた​①戒いましめ​を​守まもり​なさい。
14 あなた​が​それら​を​受うけた​の​は、わたし​の​全ぜん能のう​の​力ちから​に​よる。
15 それゆえ、わたし​は、悔くい改あらためる​よう​に​あなた​に​命めいじる。わたし​の​口くち​の​鞭むち​に​よって、わたし​の​憤いきどおり​に​よって、また​わたし​の​怒いかり​に​よって​打うたれて、つらい​①苦くるしみ​を​被こうむる​こと​の​ない​よう​に、悔くい改あらため​なさい。これら​の​苦くるしみ​が​いかに​つらい​か、あなた​は​知しらない。いかに​激はげしい​か、あなた​は​知しらない。まことに、いかに​堪たえ難がたい​か、あなた​は​知しらない。
16 見みよ、神かみ​で​ある​わたし​は、すべて​の​人ひと​に​代かわって​これら​の​苦くるしみ​を​①負おい、人々ひとびと​が​②悔くい改あらためる​なら​ば​苦くるしみ​を​③受うける​こと​の​ない​よう​に​した。
17 しかし、もしも​悔くい改あらため​なければ、彼かれら​は​わたし​が​苦くるしんだ​よう​に​必かならず​①苦くるしむ​で​あろう。
18 その​苦くるしみ​は、神かみ​で​あって、しかも​すべて​の​中なか​で​最もっとも​大おおいなる​者もの​で​ある​わたし​自じ身しん​が、苦く痛つう​の​ため​に​おののき、あらゆる​毛け穴あな​から​血ち​を​流ながし、体からだ​と​霊れい​の​両方りょうほう​に​苦くるしみ​を​受うけた​ほど​の​もの​で​あった。そして​わたし​は、その​苦にがい​杯さかずき​を​①飲のまず​に​身 み​を​引ひく​こと​が​できれ​ば​そう​したい​と​思おもった。
19 しかしながら、父ちち​に​栄えい光こう​が​ある​よう​に。わたし​は​杯さかずき​を​飲のみ、人ひと​の​子こら​の​ため​に​わたし​の​備そなえ​を​①終おえた​の​で​ある。
20 それゆえ、わたし​は​再ふたたび​あなた​に​命めいじる。悔くい改あらため​なさい。そう​しなければ、わたし​は​全ぜん能のう​の​力ちから​に​よって​あなた​を​へりくだらせよう。また、あなた​の​罪つみ​を​①告こく白はく​しなさい。そう​しなければ、あなた​は​わたし​が​語かたった​これら​の​罰ばつ​を​受うけて​苦くるしむ​で​あろう。わたし​が​御み霊たま​を​取とり去さった​とき​に、あなた​は​その​最もっとも​小ちいさな​もの、まことに​その​最もっとも​軽けい度ど​な​もの​を​味あじわった​こと​が​ある。
21 わたし​は​あなた​に​命めいじる。悔くい改あらため​の​ほか​に​何なにも​①宣のべ​伝つたえて​は​ならない。また、わたし​の​知ち恵え​に​かなう​とき​まで、これら​の​こと​を​世よ​の​人々ひとびと​に​②示しめして​は​ならない。
22 彼かれら​は​今いま​は​肉にく​に​①堪たえられず、②乳ちち​を​飲のまなければ​ならない​から​で​ある。それゆえ、彼かれら​は​これら​の​こと​を​知しって​は​ならない。そう​で​なければ、彼かれら​は​滅ほろびる​で​あろう。
23 わたし​に​学まなび、わたし​の​言こと葉ば​を​聴きき​なさい。わたし​の​御み霊たま​の​①柔にゅう和わ​な​道みち​を​②歩あゆみ​なさい。そう​すれ​ば、あなた​は​わたし​に​よって​③平安へいあん​を​得える​で​あろう。
24 わたし​は​①イエス・​キリスト​で​ある。わたし​は​父ちち​の​御み​心こころ​に​よって​来きた。そして、父ちち​の​御み​心こころ​を​行おこなう。
25 さらに​また、わたし​は​あなた​に​命めいじる。あなた​は​隣人りんじん​の​①妻つま​を​②むさぼって​は​ならない。隣人りんじん​の​命いのち​を​求もとめて​は​ならない。
26 さらに​また、あなた​に​命めいじる。あなた​は​自じ分ぶん​の​財ざい産さん​を​むさぼる​こと​なく、①真しん理り​と​神かみ​の​言こと葉ば​が​載のって​いる『モルモン書しょ』​を​印いん刷さつ​する​ため​に​惜おしみ​なく​それ​を​分わけ​与あたえ​なさい。
27 この​書しょ​は​①異い邦ほう人じん​に​あてた​わたし​の​言こと葉ば​で​あり、これ​は​②ユダヤ人じん​に、すなわち​レーマン人じん​は​その​③残のこり​の​者もの​で​ある、その​ユダヤ人じん​に​間まもなく​伝つたえられる​で​あろう。それ​は、彼かれら​が​福ふく音いん​を​信しんじて、すでに​来きて​いる​④メシヤ​が​来くる​の​を​待まち望のぞむ​こと​の​ない​よう​に​する​ため​で​ある。
28 さらに​また、あなた​に​命めいじる。あなた​は​心こころ​の​中なか​で​祈いのる​だけ​で​なく、①声こえ​に​出だして​も​②祈いのり​なさい。隠かくれて​祈いのる​だけ​で​なく、世よ​の​人々ひとびと​の​前まえ​で​も​祈いのり、ひそか​に​祈いのる​だけ​で​なく、公おおやけ​に​も​祈いのり​なさい。
29 また、あなた​は​喜よろこび​の​おとずれ​を​①告つげ​知しらせ​なさい。山々やまやま​の​上うえ​で、すべて​の​高たかい​所ところ​で、また​あなた​が​会あう​の​を​許ゆるされる​すべて​の​民たみ​の​中なか​で、それ​を​告つげて​広ひろめ​なさい。
30 また、あなた​は​謙遜けんそん​の​限かぎり​を​尽つくして​それ​を​行おこない​なさい。わたし​を​①信しん頼らい​し、また​ののしる​者もの​に​ののしり​返かえす​こと​の​ない​よう​に​しなさい。
31 また、あなた​は​①様々さまざま​な​教きょう義ぎ​を​話はなす​こと​を​せず​に、悔くい改あらため​と​救すくい主ぬし​を​信しんじる​②信しん仰こう、③バプテスマ​に​よる​④罪つみ​の​赦ゆるし、および​⑤火ひ​すなわち​⑥聖霊せいれい​に​よる​罪つみ​の​赦ゆるし​を​告つげ​なさい。
32 見みよ、これ​は​この​件けん​に​ついて​わたし​が​あなた​に​与あたえる、大おおいなる​最さい後ご​の​①戒いましめ​で​ある。あなた​の​日ひ々び​の​歩あゆみ​に​とって、生涯しょうがい​の​最さい後ご​まで​これ​で​十分じゅうぶん​だから​で​ある。
33 あなた​は​これら​の​①勧かん告こく​を​軽かろんじれば、悲ひ惨さん​を​招まねき、あなた​自じ身しん​と​財ざい産さん​の​滅めつ亡ぼう​さえ​招まねく​で​あろう。
34 あなた​の​財ざい産さん​の​一いち部ぶ、すなわち​あなた​の​土と地ち​の​一いち部ぶ、あなた​の​家か族ぞく​の​扶ふ養よう​分ぶん​を​除のぞく​すべて​を​①分わけ​与あたえ​なさい。
35 印いん刷さつ​業ぎょう者しゃ​と​の​①契約けいやく​に​よって​生しょうじた​②負ふ債さい​を​支し払はらい​なさい。③束そく縛ばく​から​自みずから​を​解かい放ほう​しなさい。
36 家か族ぞく​に​会あいたい​と​望のぞむ​とき​の​ほか​は、あなた​の​家いえ​と​家か庭てい​を​①離はなれ​なさい。
37 そして、すべて​の​者もの​に​自じ由ゆう​に​①語かたり​なさい。まことに​大声おおごえ​で、「ホサナ、ホサナ、主しゅ​なる​神かみ​の​御み​名な​が​ほめ​たたえられ​ます​よう​に」と​叫さけび​ながら​喜よろこび​の​声こえ​を​上あげて、説とき、勧すすめ、②真しん理り​を​告つげ​知しらせ​なさい。
38 ①常つねに​祈いのり​なさい。そう​すれ​ば、わたし​は​あなた​に​御み霊たま​を​②注そそごう。そして、あなた​の​祝しゅく福ふく​は​大おおいなる​もの​と​なる。まことに、地ち​の​宝たから​と、それ​と​同どう等とう​の​腐ふ敗はい​する​もの​を​得える​より​も、それ​は​大おおきい​で​あろう。
39 見みよ、あなた​は​これ​を​読よんで、喜よろこばず​に、また​喜よろこび​の​ため​に​心こころ​を​高こう揚よう​させず​に​いられよう​か。
40 あなた​は​目め​の​不ふ自じ由ゆう​な​導みちびき​手て​として​長ながく​駆かけ回まわる​こと​が​できよう​か。
41 それとも、あなた​は​①謙遜けんそん​で、柔にゅう和わ​で​あり、わたし​の​前まえ​で​あなた​自じ身しん​賢かしこく​振ふる舞まう​こと​が​できる​か。まことに、あなた​の​救すくい主ぬし​で​ある​②わたし​の​もと​に​来きなさい。アーメン。
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第​20​章
千八百三十​年ねん​四月がつ、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた、教きょう会かい​の​組そ織しき​と​管かん理り​に​関かんする​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、六十四－七十​ページ）。預よ言げん者しゃ​は​この​啓けい示じ​を​記き録ろく​する​に​先さき立だち、次つぎ​の​よう​に​記しるして​いる。「わたしたち​は​預よ言げん​と​啓けい示じ​の​霊れい​に​よって、イエス・​キリスト​から​次つぎ​の​啓けい示じ​を​受うけた。わたしたち​は​これ​に​よって​多おおく​の​知ち識しき​を​得えた​だけ​で​なく、主しゅ​の​御み​心こころ​と​命令めいれい​に​従したがって、この​地ち上じょう​に​もう​一いち度ど​主しゅ​の​教きょう会かい​を​組そ織しき​し​始はじめる​べき​具ぐ体たい的てき​な​日ひ取どり​も​指し示じ​された。」（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、六十四​ページ）
1－16『モルモン書しょ』​は、末まつ日じつ​の​業わざ​が​神かみ​から​出でて​いる​もの​で​ある​こと​を​証しょう明めい​して​いる。​17－28​創そう造ぞう​と​堕だ落らく、贖罪しょくざい、および​バプテスマ​の​教きょう義ぎ​が​確かく認にん​される。​29－37​悔くい改あらため​と​義ぎ認にん、聖きよめ、および​バプテスマ​に​関かんする​律りっ法ぽう​が​説明せつめい​される。​38－67​長老ちょうろう​と​祭さい司し、教きょう師し、および​執しつ事じ​の​義ぎ務む​が​要よう約やく​される。​68－74​会員かいいん​の​義ぎ務む​と​子こ供ども​の​祝しゅく福ふく、および​バプテスマ​の​様式ようしき​が​明あきらか​に​される。​75－84​聖せい餐さん​の​祈いのり​と​教きょう会かい​の​会員かいいん​資し格かく​に​ついて​の​決きまり​が​定さだめられる。
1 この​終おわり​の​時とき​に​おける​キリスト​の​①教きょう会かい​の​②起おこり。それ​は、わたしたち​の​主しゅ​で​あり​救すくい主ぬし​で​ある​イエス・​キリスト​が​肉にく体たい​を​取とって​来こられて​から​千八百三十​年ねん​で​あって、第だい四​の​月つき、四月がつ​と​呼よばれる​月つき​の​第だい六​日にち​に、神かみ​の​御み​心こころ​と​命令めいれい​に​より、わが​国くに​の​法ほう律りつ​に​かなって​正式せいしき​に​③組そ織しき、設せつ立りつ​された。
2 この​命令めいれい​は、神かみ​から​①召めされて、イエス・​キリスト​の​②使し徒と​に​聖任せいにん​され、この​教きょう会かい​の​第だい一いち​の​③長老ちょうろう​と​なった​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と、
3 また、イエス・​キリスト​の​使し徒と​と​なり、この​教きょう会かい​の​第だい二に​の​長老ちょうろう​と​なる​ため​に​神かみ​から​召めされ、ジョセフ・​スミス・​ジュニア​の​手て​の​下もと​で​聖任せいにん​された​オリバー・​カウドリ​に​与あたえられた。
4 これ​は、わたしたち​の​主しゅ​で​あり​救すくい主ぬし​で​ある、イエス・​キリスト​の​恵めぐみ​に​よる。主しゅ​イエス・​キリスト​に、今いま​も​とこしえ​に​も、すべて​の​栄えい光こう​が​あり​ます​よう​に。アーメン。
5 この​第だい一いち​の​長老ちょうろう​は、自じ分ぶん​の​罪つみ​の​赦ゆるし​を​受うけた​こと​を​まことに​明あきらか​に​された​後のち、再ふたたび​世よ​の​虚きょ栄えい​に​①巻まき込こまれた。
6 しかし、彼かれ​が​信しん仰こう​に​よって​悔くい改あらためて​心こころ​から​へりくだる​と、神かみ​は​一ひと人り​の​聖せい​なる​①天てん使し​に​よって​彼かれ​を​教おしえ​導みちびかれた。その​天てん使し​の​②顔かお​は​稲妻いなずま​の​よう​で​あり、その​衣ころも​は​ほか​の​どんな​白しろい​もの​に​も​勝まさって​清きよらか​で​白しろかった。
7 そして、神かみ​は​彼かれ​を​鼓こ舞ぶ​する​数々かずかず​の​戒いましめ​を​下くだされた。
8 また、前まえもって​備そなえられた​①手て立だて​に​よって『モルモン書しょ』​を​翻ほん訳やく​する​ため​に、高たかい​所ところ​から​彼かれ​に​力ちから​を​授さずけられた。
9 この​書しょ​に​は、ある​堕だ落らく​した​民たみ​の​記き録ろく​と、異い邦ほう人じん​ならびに​ユダヤ人じん​に​あてた​イエス・​キリスト​の​①完全かんぜん​な​②福ふく音いん​が​載のって​いる。
10 これ​は​霊感れいかん​に​よって​与あたえられ、天てん使し​たち​の​働はたらき​に​よって​①ほか​の​人々ひとびと​に​確かく認にん​され、その​人々ひとびと​に​よって​世よ​の​人々ひとびと​に​②知しらされる​の​で​ある。
11 これら​の​こと​は、聖文せいぶん​が​①真実しんじつ​で​ある​こと、また​神かみ​が​実じつに​人々ひとびと​に​②霊感れいかん​を​与あたえて、昔むかし​と​同おなじ​よう​に​この​時じ期き​と​時じ代だい​に​あって​も​神かみ​の​③聖せい​なる​業わざ​に​人々ひとびと​を​召めして​おられる​こと​を、世よ​に​証しょう明めい​して​いる。
12 これ​に​よって、神かみ​は、御ご​自じ分ぶん​が​昨日き の う​も、今日き ょ う​も、また​とこしえ​に​①変かわる​こと​の​ない​神かみ​で​ある​こと​を​示しめして​おられる​の​で​ある。アーメン。
13 それゆえ、この​よう​な​大おおいなる​証あかし​が​ある​ので、世よ​の​人々ひとびと、すなわち、この​後のち​この​業わざ​に​ついて​知しる​すべて​の​人ひと​は、これら​の​証あかし​に​よって​裁さばかれる​で​あろう。
14 そして、信しん仰こう​を​もって​これ​を​受うけ入いれ、①義ぎ​を​行おこなう​者もの​は、②永遠えいえん​の​命いのち​の​冠かんむり​を​受うける​で​あろう。
15 しかし、①不ふ​信しん仰こう​に​よって​心こころ​を​かたくな​に​し、これ​を​拒こばむ​者もの​は、その​こと​に​よって​自じ分ぶん​の​罪つみ​の​宣せん告こく​を​招まねく​で​あろう。
16 主しゅ​なる​神かみ​が​これ​を​語かたられた​から​で​ある。わたしたち、教きょう会かい​の​長老ちょうろう​は​これ​を​聞きき、高たかい​所ところ​に​おられる​栄はえ​ある​威い光こう​の​御お方かた​の​言こと葉ば​に​ついて​証あかし​する。この​御お方かた​に、とこしえ​に​いつまで​も​栄えい光こう​が​あり​ます​よう​に。アーメン。
17 これら​の​こと​に​よって、わたしたち​は、天てん​に​①神かみ​が​おられ、この​神かみ​は​無む限げん​かつ​永遠えいえん​で、永遠えいえん​から​永遠えいえん​に​わたって​変かわる​こと​の​ない​同おなじ​神かみ​で​あり、天てん地ち​と​その​中なか​に​ある​万物ばんぶつ​を​形かたち造づくられた​御お方かた​で​ある​こと​を​②知しって​いる。
18 また、神かみ​は​人ひと​を​①創そう造ぞう​された。すなわち、御ご​自じ分ぶん​の​②形かたち​に、御ご​自じ分ぶん​に​似にせて、男おとこ​と​女おんな​に​創そう造ぞう​された。
19 そして、神かみ​は​彼かれら​に、唯一ゆいいつ​の​生いける​まこと​の​神かみ​で​ある​御ご​自じ分ぶん​を​①愛あいし、御ご​自じ分ぶん​に​②仕つかえる​よう​に​と​の​戒いましめ、また​御ご​自じ分ぶん​が​彼かれら​の​③礼れい拝はい​す​べき​唯一ゆいいつ​の​存そん在ざい​で​ある​と​の​戒いましめ​を​与あたえられた。
20 しかし、これら​の​聖せい​なる​律りっ法ぽう​に​背そむいた​こと​に​よって、人ひと​は​①官能かんのう​に​おぼれ、②悪あく魔ま​に​従したがう​よう​に​なり、③堕だ落らく​した​者もの​と​なった。
21 そこで、全ぜん能のう​の​神かみ​は​御ご​自じ分ぶん​の​①独ひとり子ご​を​与あたえられた。それ​は、与あたえられて​いる​聖文せいぶん​に、独ひとり子ご​に​ついて​書かき記しるされて​いる​とおり​で​ある。
22 独ひとり子ご​は​数々かずかず​の​①誘ゆう惑わく​に​遭あわれた​が、それら​を​少すこしも​心こころ​に​留とめられなかった。
23 独ひとり子ご​は​①十じゅう字じ架か​に​つけられ、死しんで、三みっ日か​目め​に​②よみがえり、
24 ①御父おんちち​の​右みぎ​に​座ざして​御父おんちち​の​御み​心こころ​に​従したがって​全ぜん能のう​の​力ちから​を​もって​治おさめる​ため​に、天てん​に​②昇のぼって​行いかれた。
25 それ​は、①信しんじて、その​聖せい​なる​名な​に​よって​バプテスマ​を​受うけ、最さい後ご​まで​信しん仰こう​を​もって​②堪たえ忍しのぶ​すべて​の​人ひと​が​救すくわれる​ため​で​ある。
26 すなわち、独ひとり子ご​が​①時とき​の​中ちゅう間かん​に​肉にく体たい​を​取とって​来こられた​後のち​に​信しんじた​人々ひとびと​だけ​で​なく、時とき​の​初はじめ​から​の​すべて​の​人ひと、すなわち、独ひとり子ご​が​来こられる​前まえ​に​いた​すべて​の​人ひと​で、②聖霊せいれい​の​賜物たまもの​に​よって​霊感れいかん​を​受うける​まま​に​語かたり、すべて​の​こと​に​おいて​独ひとり子ご​に​ついて​実じっ際さい​に​③証あかし​した​④聖せい​なる​預よ言げん者しゃ​たち​の​言こと葉ば​を​信しんじた​すべて​の​人ひと​も、永遠えいえん​の​命いのち​を​得える​ため​で​あり、
27 また​後のち​に​来くる​人々ひとびと​で、御父おんちち​と​御おん子こ​の​こと​を​①証あかし​する​聖霊せいれい​が​もたらされる​神かみ​の​②賜物たまもの​と​召めし​を​信しんじる​人々ひとびと​も​永遠えいえん​の​命いのち​を​得える​ため​で​ある。
28 この​御父おんちち​と​御おん子こ​と​聖霊せいれい​は、無む限げん​かつ​永遠えいえん​で、終おわり​の​ない​①一つ​の​神かみ​で​あられる。アーメン。
29 また、わたしたち​は​知しって​いる。すなわち、すべて​の​人ひと​は​①悔くい改あらためて​イエス・​キリスト​の​名な​を​信しんじ、イエス・​キリスト​の​名な​に​よって​御父おんちち​を​礼れい拝はい​し、また​イエス・​キリスト​の​名な​を​②信しんじて​最さい後ご​まで​堪たえ忍しのばなければ​ならない。そう​しなければ、神かみ​の​王おう国こく​に​③救すくわれない。
30 また、わたしたち​は​知しって​いる。すなわち、わたしたち​の​主しゅ​で​あり​救すくい主ぬし​で​ある​イエス・​キリスト​の​①恵めぐみ​に​よる​②義ぎ認にん​は、正ただしく、かつ​真実しんじつ​で​ある。
31 わたしたち​は​また​知しって​いる。すなわち、わたしたち​の​主しゅ​で​あり​救すくい主ぬし​で​ある​イエス・​キリスト​の​恵めぐみ​に​よる​①聖きよめ​は、神かみ​を​愛あいし、②勢力せいりょく​と​思おもい​と​力ちから​を​尽つくして​神かみ​に​仕つかえる​すべて​の​人ひと​に​とって、正ただしく、かつ​真実しんじつ​で​ある。
32 しかし、人ひと​が​恵めぐみ​から​①落おち、生いける​神かみ​から​離はなれる​こと​も​あり得うる。
33 それゆえ、教きょう会かい員いん​は​①誘ゆう惑わく​に​陥おちいらない​よう​に、用心ようじん​して、常つねに​祈いのり​なさい。
34 まことに、聖きよめられて​いる​人々ひとびと​で​さえ​も​用心ようじん​しなさい。
35 また、わたしたち​は​知しって​いる。すなわち、これら​の​こと​は​真実しんじつ​で​あり、ヨハネ​の​啓けい示じ​に​ある​とおり​で​あり、わたしたち​は​彼かれ​の​書しょ​の​預よ言げん​や​数々かずかず​の​①聖文せいぶん​や、この​後のち​聖霊せいれい​の​賜物たまもの​と​力ちから​に​よって、神かみ​の​②声こえ​に​よって、あるいは​天てん使し​の​働はたらき​に​よって​与あたえられる​神かみ​の​啓けい示じ​に​③加くわえる​こと​も、そこ​から​取とり去さる​こと​も​ない。
36 主しゅ​なる​神かみ​が​これら​の​こと​を​語かたられた。主しゅ​なる​神かみ​の​聖せい​なる​御み​名な​に、今いま​も、また​いつまで​も、誉ほまれ​と​力ちから​と​栄えい光こう​が​あり​ます​よう​に。アーメン。
37 さらに​また、バプテスマ​の​様式ようしき​に​関かんして​教きょう会かい​に​与あたえられた​戒いましめ​は、次つぎ​の​とおり​で​ある。​すなわち、神かみ​の​前まえ​に​へりくだって、①バプテスマ​を​受うけたい​と​願ねがい、②打うち砕くだかれた​心こころ​と​悔くいる​霊れい​を​もって​進すすみ​出でて、自じ分ぶん​の​すべて​の​罪つみ​を​心こころ​から​悔くい改あらためた​こと​と、最さい後ご​まで​イエス・​キリスト​に​仕つかえる​③決心けっしん​を​して​進すすんで​イエス・​キリスト​の​④名な​を​受うける​こと​と​を​教きょう会かい員いん​の​前まえ​に​証しょう明めい​し、また​自じ分ぶん​の​⑤罪つみ​の​赦ゆるし​を​得える​よう​に​キリスト​の​御み霊たま​を​受うけた​こと​を​その​⑥行おこない​に​よって​まことに​明あきらか​に​する​人ひと​は​皆みな、バプテスマ​に​よって​キリスト​の​教きょう会かい​に​受うけ入いれられる。
38 長老ちょうろう​と​祭さい司し、教きょう師し、執しつ事じ、および​キリスト​の​教きょう会かい​の​会員かいいん​の​義ぎ務む​は、次つぎ​の​とおり​で​ある。​すなわち、①使し徒と​は​長老ちょうろう​で​あり、その​召めし​は​②バプテスマ​を​施ほどこし、
39 他た​の​長老ちょうろう​や​祭さい司し、教きょう師し、執しつ事じ​を​①聖任せいにん​し、
40 キリスト​の​肉にく​と​血ち​の​象徴しょうちょう​で​ある​パン​と​ぶどう​酒しゅ​の​①式しき​を​執しっ行こう​し、
41 バプテスマ​を​受うけて​教きょう会かい​に​入はいる​人々ひとびと​に、聖文せいぶん​に​ある​とおり​に、火ひ​と​①聖霊せいれい​に​よる​バプテスマ​の​ため​の​②按手あんしゅ​に​よる​③確かく認にん​を​行おこない、
42 教おしえ、説とき明あかし、勧すすめ、バプテスマ​を​施ほどこし、教きょう会かい員いん​を​見み守まもり、
43 按手あんしゅ​と​聖霊せいれい​の​授じゅ与よ​と​に​よって​教きょう会かい員いん​を​確かく認にん​し、
44 また​すべて​の​集会しゅうかい​を​指し導どう​する​こと​で​ある。
45 長老ちょうろう​は、神かみ​の​戒いましめ​と​啓けい示じ​に​ある​とおり​に、聖霊せいれい​に​導みちびかれる​まま​に​集会しゅうかい​を​①執とり​行おこなわなければ​ならない。
46 ①祭さい司し​の​義ぎ務む​は、説とき、②教おしえ、説とき明あかし、勧すすめ、バプテスマ​を​施ほどこし、聖せい餐さん​を​執しっ行こう​する​こと​で​あり、
47 また​各かく​会員かいいん​の​家いえ​を​訪おとずれて、彼かれら​が​①声こえ​に​出だして​②祈いのり、ひそか​に​も​祈いのる​よう​に、また​③家か庭てい​に​おける​すべて​の​義ぎ務む​を​果はたす​よう​に​勧すすめる​こと​で​ある。
48 祭さい司し​は​また、他た​の​祭さい司し​や​教きょう師し、執しつ事じ​を​①聖任せいにん​する​こと​も​できる。
49 また、長老ちょうろう​が​一ひと人り​も​いない​とき​に​は、祭さい司し​は​集会しゅうかい​を​指し導どう​しなければ​ならない。
50 しかし、長老ちょうろう​が​いる​とき​は、祭さい司し​は​説とき、教おしえ、説とき明あかし、勧すすめ、バプテスマ​を​施ほどこし、
51 また​各かく​会員かいいん​の​家いえ​を​訪おとずれて、彼かれら​が​声こえ​に​出だして​祈いのり、ひそか​に​も​祈いのる​よう​に、また​家か庭てい​に​おける​すべて​の​義ぎ務む​を​果はたす​よう​に​勧すすめる​だけ​で​ある。
52 これら​の​すべて​の​義ぎ務む​に​ついて、祭さい司し​は、必ひつ要よう​で​あれ​ば​長老ちょうろう​を​①助たすけ​なければ​ならない。
53 ①教きょう師し​の​義ぎ務む​は、常つねに​教きょう会かい員いん​を​②見み守まもり、彼かれら​と​ともに​いて​彼かれら​を​強つよめる​こと​で​あり、
54 教きょう会かい​の​中なか​に​罪ざい悪あく​が​ない​よう​に、互たがいに​①かたくな​に​なる​こと​の​ない​よう​に、偽いつわり、陰口かげぐち、②悪口あっこう​の​ない​よう​に​取とり計はからう​こと​で​あり、
55 また​教きょう会かい員いん​が​しばしば​会合かいごう​する​よう​に​取とり計はからい、また​すべて​の​会員かいいん​が​自じ分ぶん​の​義ぎ務む​を​果はたす​よう​に​取とり計はからう​こと​で​ある。
56 また​教きょう師し​は、長老ちょうろう​や​祭さい司し​が​不ふ在ざい​の​とき​に​集会しゅうかい​を​指し導どう​しなければ​ならず、
57 必ひつ要よう​で​あれ​ば、教きょう会かい​に​おける​教きょう師し​の​すべて​の​職務しょくむ​に​ついて、常つねに​①執しつ事じ​の​助たすけ​を​受うけ​なければ​ならない。
58 しかし、教きょう師し​や​執しつ事じ​に​は、バプテスマ​を​施ほどこし、聖せい餐さん​を​執しっ行こう​し、按手あんしゅ​を​行おこなう​権能けんのう​は​ない。
59 しかしながら、彼かれら​は​警けい告こく​し、説とき明あかし、勧すすめ、教おしえ、また​キリスト​の​もと​に​来くる​よう​に​すべて​の​人ひと​を​招まねかなければ​ならない。
60 ①長老ちょうろう、祭さい司し、教きょう師し、執しつ事じ​は​それぞれ、与あたえられる​神かみ​の​賜物たまもの​と​②召めし​に​応おうじて​聖任せいにん​され​なければ​ならない。また、聖任せいにん​する​者もの​の​内うち​に​ある​聖霊せいれい​の​力ちから​に​よって​聖任せいにん​され​なければ​ならない。
61 キリスト​の​この​教きょう会かい​を​構こう成せい​する​長老ちょうろう​たち​は、三​か​月げつ​に​一度ど​の​大会たいかい​に、あるいは​その​大会たいかい​が​指し示じ​または​指し定てい​する​折々おりおり​に​集あつまらなければ​ならない。
62 そして、これら​の​大会たいかい​は、何なんでも​その​とき​に​行おこなう​必ひつ要よう​の​ある​教きょう会かい​の​業ぎょう務む​を​行おこなわなければ​ならない。
63 長老ちょうろう​たち​は、自じ分ぶん​が​所しょ属ぞく​する​教きょう会かい​の​①賛さん意い​の​表ひょう明めい​に​よって、他た​の​長老ちょうろう​たち​から、あるいは​大会たいかい​から​認にん可か​書しょ​を​得え​なければ​ならない。
64 祭さい司し​から​聖任せいにん​を​受うける​祭さい司し​や​教きょう師し、執しつ事じ​は​それぞれ、その​とき​に​聖任せいにん​を​行おこなう​祭さい司し​から​証しょう明めい​書しょ​を​受うけ取とる​こと​が​できる。聖任せいにん​を​受うけた​者もの​は​その​①証しょう明めい​書しょ​を​長老ちょうろう​に​提てい示じ​する​と、自じ分ぶん​の​召めし​の​義ぎ務む​を​遂行すいこう​する​ため​の​権能けんのう​を​与あたえる​認にん可か​書しょ​を​要よう求きゅう​できる。あるいは、それ​を​大会たいかい​から​得える​こと​が​できる。
65 この​教きょう会かい​の​正式せいしき​に​組そ織しき​された​支し部ぶ​が​ある​所ところ​で​は、その​教きょう会かい​の​①賛さん意い​の​表ひょう明めい​が​なければ、だれ​も​この​教きょう会かい​に​おける​いかなる​職しょく​に​も​②聖任せいにん​される​こと​は​ない。
66 しかし、賛さん意い​の​表ひょう明めい​を​求もとめる​こと​の​できる​教きょう会かい​の​支し部ぶ​が​ない​所ところ​で​は、管かん理り​長老ちょうろう​や​巡じゅん回かい​ビショップ、高こう等とう​評ひょう議ぎ員いん、大だい​祭さい司し、長老ちょうろう​が、聖任せいにん​の​特とっ権けん​を​持もつ​こと​が​できる。
67 大だい​神しん権けん​の​長ちょう（すなわち​管かん理り​長老ちょうろう）や​①ビショップ、高こう等とう​評ひょう議ぎ員いん、②大だい​祭さい司し​は​それぞれ、③高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい​あるいは​総そう​大会たいかい​の​指し示じ​に​よって​聖任せいにん​され​なければ​ならない。
68 バプテスマ​に​よって​受うけ入いれられた​後のち​の​会員かいいん​の​①義ぎ務む​は、次つぎ​の​とおり​で​ある。​彼かれら​が​②聖せい餐さん​を​受うけ、また​長老ちょうろう​たち​の​③按手あんしゅ​に​よって​確かく認にん​される​に​先さき立だち、長老ちょうろう​または​祭さい司し​は、キリスト​の​教きょう会かい​に​関かんする​すべて​の​こと​を​説明せつめい​する​十分じゅうぶん​な​時じ間かん​を​取とって、彼かれら​が​④理り解かい​できる​よう​に​しなければ​ならない。それ​は、すべて​の​こと​が​秩ちつ序じょ​正ただしく​行おこなわれる​ため​で​ある。
69 そして​会員かいいん​たち​は、聖文せいぶん​に​かなった​①行おこない​と​信しん仰こう​が​ある​よう​に、信しん仰こう​深ぶかい​歩あゆみ​と​会かい話わ​に​よって、すなわち​主しゅ​の​前まえ​を​②聖きよく​歩あゆむ​こと​に​よって、自じ分ぶん​が​それ​を​受うける​に​ふさわしい​者もの​で​ある​こと​を​教きょう会かい員いん​の​前まえ​に、また​長老ちょうろう​たち​の​前まえ​に​も​示しめさなければ​ならない。
70 子こ供ども​を​持もつ​キリスト​の​教きょう会かい​の​各かく​会員かいいん​は、教きょう会かい員いん​の​前まえ​で​長老ちょうろう​たち​の​もと​に​子こ供ども​たち​を​連つれて来こなければ​ならない。そして​長老ちょうろう​たち​は、イエス・​キリスト​の​名な​に​よって​彼かれら​に​手て​を​置おき、その​名な​に​よって​彼かれら​に​①祝しゅく福ふく​を​授さずけ​なければ​ならない。
71 人ひと​は​神かみ​の​前まえ​に​①責任せきにん​を​負おう​年齢ねんれい​に​達たっし、かつ​②悔くい改あらため​の​能のう力りょく​が​なければ、だれ​も​キリスト​の​教きょう会かい​に​は​受うけ入いれられない。
72 ①バプテスマ​は、悔くい改あらためる​すべて​の​人ひと​の​ため​に、次つぎ​の​方ほう法ほう​で​執しっ行こう​しなければ​ならない。
73 すなわち、神かみ​から​召めされ、イエス・​キリスト​から​バプテスマ​を​施ほどこす​権能けんのう​を​授さずけられて​いる​人ひと​は、バプテスマ​の​ため​に​出頭しゅっとう​した​人ひと​と​ともに​水みず​の​中なか​に​降おりて​行いき、彼かれ​または​彼女かのじょ​の​名な​を​呼よんで、次つぎ​の​よう​に​言いわなければ​ならない。「わたし​は​イエス・​キリスト​より​権能けんのう​を​受うけた​ので、御父おんちち​と​御おん子こ​と​聖霊せいれい​の​御み​名な​に​よって、あなた​に​バプテスマ​を​施ほどこし​ます。アーメン。」
74 その後のち、その​人ひと​は、彼かれ​または​彼女かのじょ​を​水中すいちゅう​に​①沈しずめ、そして​再ふたたび​水みず​から​出でて​来こ​なければ​ならない。
75 教きょう会かい員いん​は、主しゅ​イエス​の​①記き念ねん​として​パン​と​ぶどう​酒しゅ​を​②受うける​ため​に、しばしば​集あつまる​こと​が​必ひつ要よう​で​ある。
76 長老ちょうろう​または​祭さい司し​が​これ​を​執しっ行こう​しなければ​ならない。次つぎ​の​よう​な​①方ほう法ほう​で​執しっ行こう​しなければ​ならない。すなわち、彼かれ​は​教きょう会かい員いん​と​ともに​ひざまずき、厳粛げんしゅく​な​祈いのり​に​よって​御父おんちち​に​呼よび​求もとめて、次つぎ​の​よう​に​言いわなければ​ならない。
77 「永遠えいえん​の​父ちち​なる​神かみ​よ、わたしたち​は​御おん子こ​イエス・​キリスト​の​御み​名な​に​よって​あなた​に​願ねがい​求もとめ​ます。この​①パン​を​頂いただく​すべて​の​人々ひとびと​が、御おん子こ​の​体からだ​の​記き念ねん​に​これ​を​頂いただける​よう​に、また、進すすんで​御おん子こ​の​御み​名な​を​②受うけ、いつも​御おん子こ​を​覚おぼえ、御おん子こ​が​与あたえて​くださった​戒いましめ​を​③守まもる​こと​を、永遠えいえん​の​父ちち​なる​神かみ​よ、あなた​に​④証しょう明めい​して、いつも​御おん子こ​の​⑤御み霊たま​を​受うけられる​よう​に、この​パン​を​祝しゅく福ふく​し、聖きよめて​ください。アーメン。」
78 ぶどう​酒しゅ​を​祝しゅく福ふく​する​①方ほう法ほう​は、次つぎ​の​とおり​で​ある。すなわち、彼かれ​は​また​②杯さかずき​を​取とって、次つぎ​の​よう​に​言いわなければ​ならない。
79 「永遠えいえん​の​父ちち​なる​神かみ​よ、わたしたち​は​御おん子こ​イエス・​キリスト​の​御み​名な​に​よって​あなた​に​願ねがい​求もとめ​ます。この​①ぶどう​酒しゅ​を​頂いただく​すべて​の​人々ひとびと​が、この​人々ひとびと​の​ため​に​流ながされた​御おん子こ​の​血ち​の​記き念ねん​に​これ​を​頂いただける​よう​に、また、いつも​御おん子こ​を​覚おぼえて​いる​こと​を、永遠えいえん​の​父ちち​なる​神かみ​よ、あなた​に​証しょう明めい​して、御おん子こ​の​御み霊たま​を​受うけられる​よう​に、この​ぶどう​酒しゅ​を​祝しゅく福ふく​し、聖きよめて​ください。アーメン。」
80 また、戒いましめ​に​背そむいて​いる、あるいは​過あやまち​に​陥おちいって​いる​キリスト​の​教きょう会かい​の​会員かいいん​は​だれ​で​あろう​と、聖文せいぶん​で​指し示じ​されて​いる​とおり​に​取とり扱あつかわれ​なければ​ならない。
81 キリスト​の​教きょう会かい​を​構こう成せい​する​各かく​教きょう会かい​は、教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​が​開ひらく​大会たいかい​に​出しゅっ席せき​する​よう​に​一ひと人り​以い上じょう​の​教きょう師し​を​派は遣けん​する​義ぎ務む​が​ある。
82 その​際さい、教きょう師し​は​前回ぜんかい​の​大会たいかい​以い来らい​教きょう会かい​に​加か入にゅう​した​会員かいいん​たち​の​①名めい簿ぼ​を​携たずさえて​出しゅっ席せき​する。あるいは、それ​を​祭さい司し​の​手て​に​よって​送おくって​も​よい。これ​は、全ぜん​教きょう会かい​の​すべて​の​人名じんめい​の​載のって​いる​正式せいしき​な​名めい簿ぼ​が、他た​の​長老ちょうろう​たち​に​より​折々おりおり​に​選任せんにん​される​長老ちょうろう​に​よって、一​冊さつ​の​書しょ​に​保ほ管かん​される​ため​で​ある。
83 また、もしも​だれか​が​教きょう会かい​から​①除じょ名めい​された​なら​ば、彼かれら​の​名な前まえ​を​人名じんめい​の​一般いっぱん​教きょう会かい​記き録ろく​から​抹消まっしょう​する​ため​で​も​ある。
84 自じ分ぶん​の​住すんで​いる​場ば所しょ​の​教きょう会かい​から​転てん居きょ​する​すべて​の​会員かいいん​は、面識めんしき​の​ない​教きょう会かい​へ​行いく​場ば合あい、自じ分ぶん​が​正式せいしき​な、ふさわしい​会員かいいん​で​ある​こと​を​証しょう明めい​する​手て紙がみ​を​携たずさえて​行いく​こと​が​できる。その​手て紙がみ​を​受うける​会員かいいん​は、長老ちょうろう​または​祭さい司し​を​だれか​個こ人じん的てき​に​知しって​いれ​ば、その​証しょう明めい​書しょ​に​その​長老ちょうろう​または​祭さい司し​の​署しょ名めい​を​もらう​こと​が​できる。あるいは、教きょう会かい​の​教きょう師し​または​執しつ事じ​から​署しょ名めい​を​もらって​も​よい。

	◀1①
3ニフ27・1－8、GS「教会の名称」「末日聖徒イエス・キリスト教会」

	◀②
ジ－歴史1・2

	◀③
教義21・3

	◀2①
GS「権威，権限，権能」「召し，神の召し」

	◀②
GS「使徒」

	◀③
GS「長老」

	◀5①
ジ－歴史1・28－29

	◀6①
ジ－歴史1・30－35、GS「天使」

	◀②
マタ28・2－3

	◀8①
GS「ウリムとトンミム」

	◀9①
ジ－歴史1・34

	◀②
GS「福音」

	◀10①
モロ7・29－32、教義5・11

	◀②
『モルモン書』の序のページの「三人の証人の証」と「八人の証人の証」を参照

	◀11①
GS「聖文－聖文の価値」

	◀②
GS「霊感」

	◀③
GS「聖い」

	◀12①
ヘブ13・8、1ニフ10・18－19、モル9・9－10、教義35・1、38・1－4

	◀14①
GS「義」

	◀②
GS「永遠の命」「昇栄」

	◀15①
GS「不信仰」

	◀17①
ヨシ2・11、GS「神，神会」

	◀②
教義76・22－23

	◀18①
GS「創造，創造する」

	◀②
創世1・26－27、モサ7・27、エテ3・14－17

	◀19①
申命11・1、マタ22・37、モロ10・32、教義59・5－6

	◀②
申命6・13－15、GS「奉仕」

	◀③
GS「礼拝」

	◀20①
GS「肉欲」

	◀②
GS「悪魔」

	◀③
GS「生まれながらの人」

	◀21①
GS「独り子」

	◀22①
マタ4・1－11、27・40

	◀23①
GS「十字架の刑」

	◀②
GS「復活」

	◀24①
GS「神，神会－父なる神」「天の御父」

	◀②
GS「昇天」

	◀25①
教義35・2、38・4、45・5、8、68・9、76・51－53

	◀②
GS「堪え忍ぶ」

	◀26①
教義39・1－3

	◀②
モセ5・58、GS「聖霊」

	◀③
GS「イエス・キリスト－降誕と死に関する預言」

	◀④
ヤコ4・4、7・11、モサ13・33

	◀27①
教義42・17

	◀②
教義18・32

	◀28①
ヨハ17・20－22、3ニフ11・27、36、GS「神，神会」

	◀29①
GS「悔い改め」

	◀②
GS「信仰」

	◀③
GS「贖いの計画」「救い」

	◀30①
GS「恵み」

	◀②
GS「義認，義とされる」

	◀31①
GS「聖め」

	◀②
申命6・5、モロ10・32

	◀32①
GS「背く」「背教，背信」

	◀33①
GS「誘惑」

	◀35①
GS「聖文」

	◀②
教義18・33－36

	◀③
黙示22・18－19

	◀37①
GS「バプテスマ」

	◀②
GS「打ち砕かれた心」

	◀③
GS「堪え忍ぶ」

	◀④
モサ5・7－9、18・8－10、GS「イエス・キリスト－御名を受ける」

	◀⑤
GS「罪の赦し」

	◀⑥
新ヤコ2・18、GS「行い」

	◀38①
GS「使徒」

	◀②
3ニフ11・21－22

	◀39①
モロ3・1－4、教義107・58

	◀40①
GS「聖餐」

	◀41①
GS「聖霊の賜物」

	◀②
GS「按手」

	◀③
教義33・11、14－15、55・3

	◀45①
モロ6・9、教義46・2

	◀46①
教義84・111、107・61、GS「祭司（アロン神権の）」

	◀②
GS「教える，教師」

	◀47①
教義19・28

	◀②
1テモ2・8

	◀③
GS「家族」

	◀48①
GS「聖任」

	◀52①
教義107・14

	◀53①
GS「教師（アロン神権の）」

	◀②
GS「見守る，見守る者」

	◀54①
1テサ5・11－13

	◀②
GS「悪口」

	◀57①
GS「執事」

	◀60①
GS「長老」

	◀②
GS「召し，神の召し」

	◀63①
GS「同意の律法」

	◀64①
教義20・84、52・41

	◀65①
教義26・2、GS「同意の律法」

	◀②
GS「聖任」

	◀67①
GS「ビショップ」

	◀②
GS「大祭司」

	◀③
GS「高等評議会」

	◀68①
GS「義務」

	◀②
GS「聖餐」

	◀③
GS「按手」

	◀④
GS「理解」

	◀69①
新ヤコ2・14－17

	◀②
GS「聖い」

	◀70①
GS「祝福－子供の祝福」

	◀71①
教義18・42、29・47、68・25－27、GS「責任を負う」「バプテスマ－資格」

	◀②
GS「悔い改め」

	◀72①
3ニフ11・22－28

	◀74①
GS「バプテスマ－全身を水に沈める」

	◀75①
GS「聖餐」

	◀②
使徒20・7

	◀76①
モロ4・1－3

	◀77①
ルカ22・19

	◀②
モサ5・8－12

	◀③
GS「従順，従う」

	◀④
モサ18・8－10、教義20・37

	◀⑤
ヨハ14・16

	◀78①
モロ5・1－2

	◀②
ルカ22・20

	◀79①
教義27・2－4

	◀82①
モロ6・4

	◀83①
出エ32・33、アル5・57、モロ6・7、GS「破門」


第​21​章
千八百三十​年ねん​四月がつ​六むい日か、ニューヨーク​州しゅう​フェイエット​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、七十四－七十九​ページ）。この​啓けい示じ​は、前述ぜんじゅつ​の​日ひ​に、ピーター・​ホイットマー・​シニア​の​家いえ​に​おいて​教きょう会かい​が​組そ織しき​された​とき​に​与あたえられた​もの​で​ある。以い前ぜん​に​バプテスマ​を​受うけて​いた​六​名めい​の​人々ひとびと​が、教きょう会かい​の​組そ織しき​に​かかわった。これら​の​人ひと​は、神かみ​が​命めいじられた​とおり​に​組そ織しき​したい​と​いう​彼かれら​の​望のぞみ​と​決心けっしん​と​を​全会ぜんかい​一いっ致ち​で​表ひょう明めい​した（第だい二十​章しょう​を​参照さんしょう）。彼かれら​は​また、ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と​オリバー・​カウドリ​を​教きょう会かい​の​管かん理り​役やく員いん​として​受うけ入いれ、支し持じ​する​と​いう​意い思し​の​表ひょう明めい​も​行おこなった。その後のち、按手あんしゅ​に​よって、ジョセフ​は​オリバー​を​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​に​聖任せいにん​し、また​同どう様よう​に​オリバー​も​ジョセフ​を​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​に​聖任せいにん​した。聖せい餐さん​の​執しっ行こう​後ご、聖霊せいれい​の​授じゅ与よ​と​教きょう会かい員いん​として​の​確かく認にん​の​ため​に、ジョセフ​と​オリバー​は​関かん係けい​者しゃ​一ひと人​り一ひと人り​に​按手あんしゅ​を​施ほどこした。
1－3​ジョセフ・​スミス​は、聖せい見けん者しゃ、翻ほん訳やく​者しゃ、預よ言げん者しゃ、使し徒と、および​長老ちょうろう​として​召めされる。​4－8​彼かれ​の​言こと葉ば​は​シオン​の​大たい義ぎ​を​導みちびく。​9－12​彼かれ​が​慰なぐさめ主ぬし​に​よって​語かたる​とき、聖せい徒と​たち​は​その​言こと葉ば​を​信しんじる​で​あろう。
1 見みよ、あなたがた​の​間あいだ​で​①記き録ろく​を​記しるさなければ​ならない。そして、その​記き録ろく​の​中なか​で、父ちち​なる​神かみ​の​御み​心こころ​と​あなたがた​の​主しゅ​イエス・​キリスト​の​恵めぐみ​に​よって、あなた​は​②聖せい見けん者しゃ、翻ほん訳やく​者しゃ、預よ言げん者しゃ、イエス・​キリスト​の​③使し徒と、教きょう会かい​の​長老ちょうろう​と​呼よばれ​なければ​ならない。
2 あなた​は、教きょう会かい​の​基もとい​を​据すえて、最もっとも​聖せい​なる​信しん仰こう​の​ため​に​これ​を​築きずき​上あげる​よう​に、聖霊せいれい​に​よる​①霊感れいかん​を​受うけた。
3 この​①教きょう会かい​は、あなたがた​の​主しゅ​の​千八百三十​年ねん、第だい四​の​月つき、四月がつ​と​呼よばれる​月つき​の​第だい六​日にち​に​②組そ織しき、設せつ立りつ​された。
4 それゆえ、彼かれ​が​わたし​の​前まえ​を​完全かんぜん​に​①聖きよく​歩あゆみ、わたし​の​②言こと葉ば​と​戒いましめ​を​受うける​とき、あなたがた​教きょう会かい員いん​は、彼かれ​が​あなたがた​に​与あたえる​それら​の​すべて​を​心こころ​に​留とめ​なければ​ならない。
5 あなたがた​は​忍耐にんたい​と​信しん仰こう​を​尽つくして、あたかも​わたし​自じ身しん​の​口くち​から​出でて​いる​か​の​よう​に、彼かれ​の​①言こと葉ば​を​受うけ入いれ​なければ​ならない。
6 これら​の​こと​を​行おこなえ​ば、①地じ獄ごく​の​門もん​も​あなたがた​に​打うち勝かつ​こと​は​ない​から​で​ある。そして、主しゅ​なる​神かみ​は​あなたがた​の​前まえ​から​②闇やみ​の​力ちから​を​追おい払はらい、また、あなたがた​の​ため​と、神かみ​の​名な​の​③栄えい光こう​の​ため​に​天てん​を​④震ふるわせる​で​あろう。
7 主しゅ​なる​神かみ​は​この​よう​に​言いう。わたし​は、善ぜん​の​ため​に​大おおいなる​力ちから​を​もって​①シオン​の​大たい義ぎ​を​推おし進すすめる​よう​に​と​彼かれ​に​霊感れいかん​を​与あたえた。彼かれ​が​勤勉きんべん​で​ある​こと​を、わたし​は​知しって​おり、また​彼かれ​の​祈いのり​を、わたし​は​聞きいた。
8 まことに、彼かれ​が​シオン​の​ため​に​涙なみだ​を​流ながした​の​を、わたし​は​見みた。そこで​わたし​は、もう​シオン​の​ため​に​彼かれ​を​嘆なげき​悲かなしませない​よう​に​しよう。彼かれ​の​罪つみ​が​①赦ゆるされ、彼かれ​の​業わざ​の​うえ​に​わたし​の​祝しゅく福ふく​が​現あらわれて、彼かれ​の​喜よろこぶ​日ひ​が​来きた。
9 見みよ、わたし​は​力ちから強づよい​祝しゅく福ふく​を​もって、わたし​の​①ぶどう​園えん​で​働はたらく​すべて​の​人ひと​を​②祝しゅく福ふく​しよう。彼かれら​は、わたし​を​通つうじて​③慰なぐさめ主ぬし​に​よって​彼かれ​に​与あたえられる​言こと葉ば​を​信しんじる​で​あろう。慰なぐさめ主ぬし​は、イエス​が​④世よ​の​罪つみ​の​ため​に、すなわち​⑤悔くいる​心こころ​に​罪つみ​の​赦ゆるし​を​もたらす​ため​に、⑥罪人つみびと​たち​に​よって​⑦十じゅう字じ架か​に​つけられた​こと​を​⑧明あきらか​に​する。
10 彼かれ​が​あなた、すなわち​わたし​の​使し徒と​オリバー・​カウドリ​に​よって​①聖任せいにん​される​こと​は、わたし​に​とって​必ひつ要よう​で​ある。
11 これ​は​あなた​の​ため​の​儀ぎ式しき​で​ある。すなわち、彼かれ​は​あなた​に​とって​①第だい一​の​者もの​で​ある​から、あなた​は​彼かれ​の​手て​の​下もと​で​長老ちょうろう​に​なる。それに​よって、あなた​は​わたし​の​名な​を​持もつ​この​キリスト​の​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​と​なり、
12 教きょう会かい員いん​に​とって​の、また​世よ​の​人々ひとびと​の​前まえ​で​の、すなわち​異い邦ほう人じん​の​前まえ​で​の、この​教きょう会かい​の​最さい初しょ​の​説せっ教きょう​者しゃ​と​なる​ため​で​ある。また​主しゅ​なる​神かみ​は​この​よう​に​言いう。見みよ、見みよ、あなた​は​①ユダヤ人じん​に​とって​も、この​教きょう会かい​の​最さい初しょ​の​説せっ教きょう​者しゃ​と​なる。アーメン。

	◀1①
教義47・1、69・3－8、85・1

	◀②
GS「聖見者」

	◀③
GS「使徒」

	◀2①
GS「霊感」

	◀3①
GS「末日聖徒イエス・キリスト教会」

	◀②
教義20・1

	◀4①
GS「聖い」

	◀②
GS「聖文」

	◀5①
教義1・38、GS「支持（教会指導者の）」「預言者」

	◀6①
マタ16・18、教義10・69

	◀②
コロ1・12－13

	◀③
GS「栄光」

	◀④
教義35・24

	◀7①
GS「シオン」

	◀8①
教義20・5－6

	◀9①
GS「ぶどう園（果樹園）（主の）」

	◀②
1ニフ13・37、ヤコ5・70－76

	◀③
GS「慰め主，助け主」

	◀④
1ヨハ2・2、GS「世－戒めに従わない人々」

	◀⑤
GS「打ち砕かれた心」

	◀⑥
GS「罪」

	◀⑦
GS「十字架の刑」

	◀⑧
GS「証する」

	◀10①
GS「聖任」

	◀11①
教義20・2

	◀12①
1ニフ13・42、教義19・27、90・8－9


第​22​章
千八百三十​年ねん​四月がつ、ニューヨーク​州しゅう​マンチェスター​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、七十九－八十​ページ）。この​啓けい示じ​は、前まえ​に​バプテスマ​を​受うけた​ある​人々ひとびと​が​再ふたたび​バプテスマ​を​受うける​こと​なし​に​教きょう会かい​に​加か入にゅう​したい​と​望のぞんだ​こと​から、教きょう会かい​に​与あたえられた​もの​で​ある。
1​バプテスマ​は、一つ​の​新あたらしく​かつ​永遠えいえん​の​聖せい約やく​で​ある。​2－4​権能けんのう​に​よって​執しっ行こう​される​バプテスマ​が​必ひつ要よう​と​される。
1 見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​は​この​こと​に​よって、すべて​の​①古ふるい​聖せい約やく​が​廃はいされる​よう​に​した。これ​は​一つ​の​新あたらしく​かつ​②永遠えいえん​の​聖せい約やく、すなわち​初はじめ​から​あった​もの​で​ある。
2 それゆえ、たとえ​人ひと​が​百​度ど​バプテスマ​を​受うけた​と​して​も、それ​は​その​人ひと​に​とって​何なんの​役やく​に​も​立たたない。あなたがた​は​①モーセ​の​律りっ法ぽう​に​よって​も、あなたがた​の​②死しんだ​行おこない​に​よって​も、狭せまい​門もん​から​入はいる​こと​は​できない​から​で​ある。
3 わたし​が、昔むかし​に​行おこなった​よう​に​わたし​の​ため​に​この​最さい後ご​の​聖せい約やく​を​立たて​させ、この​教きょう会かい​を​築きずき​上あげ​させた​の​は、あなたがた​の​死しんだ​行おこない​の​ゆえ​で​ある。
4 それゆえ、わたし​が​命めいじた​よう​に​①門もん​から​入はいり​なさい。そして、あなたがた​の​神かみ​に​②忠ちゅう告こく​しよう​と​して​は​ならない。アーメン。

	◀1①
ヘブ8・13、3ニフ12・46－47

	◀②
教義66・2、GS「新しくかつ永遠の聖約」「聖約（契約）」

	◀2①
ガラ2・16、GS「モーセの律法」

	◀②
モロ8・23－26

	◀4①
マタ7・13－14、ルカ13・24、2ニフ9・41、31・9、17－18、3ニフ14・13－14、GS「バプテスマ」

	◀②
ヤコ4・10


第​23​章
千八百三十​年ねん​四月がつ、ニューヨーク​州しゅう​マンチェスター​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​オリバー・​カウドリ、ハイラム・​スミス、サミュエル・​Ｈ・​スミス、ジョセフ・​スミス・​シニア、および​ジョセフ・​ナイト・​シニア​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、八十​ページ）。前述ぜんじゅつ​の​五​人にん​が​各々おのおの​の​務つとめ​を​知しりたい​と​真しん剣けん​に​望のぞんだ​結けっ果か、預よ言げん者しゃ​は​主しゅ​に​尋たずね、この​啓けい示じ​を​受うけた。
1－7​これら​初しょ期き​の​弟で子し​たち​は、宣のべ​伝つたえ、勧すすめ、教きょう会かい員いん​を​強つよめる​ため​に​召めされる。
1 見みよ、わたし​は​あなた、オリバー​に​少すこし​の​言こと葉ば​を​語かたる。見みよ、あなた​は​祝しゅく福ふく​されて​おり、何なんら​罪つみ​の​宣せん告こく​を​受うけて​いない。しかし、あなた​は​①誘ゆう惑わく​に​陥おちいる​こと​の​ない​よう​に、②高こう慢まん​に​気き​を​つけ​なさい。
2 あなた​の​召めし​を​教きょう会かい員いん​に、また​世よ​の​人々ひとびと​の​前まえ​に​知しらせ​なさい。そう​すれ​ば、今いま​から​後のち​とこしえ​に​真しん理り​を​宣のべ​伝つたえる​ため​に、あなた​の​心こころ​は​開ひらかれる​で​あろう。アーメン。
3 見みよ、わたし​は​あなた、ハイラム​に​少すこし​の​言こと葉ば​を​語かたる。あなた​も​また​何なんら​罪つみ​の​宣せん告こく​を​受うけて​いない。また​あなた​の​心こころ​は​開ひらかれ、あなた​の​舌した​は​緩ゆるめられて​いる。そして、あなた​の​召めし​は、説とき​勧すすめ、また​絶たえず​教きょう会かい員いん​を​①強つよめる​こと​で​ある。あなた​の​務つとめ​は​とこしえ​に​教きょう会かい​に​対たいする​もの​で​ある。これ​は​あなた​の​家か族ぞく​の​ゆえ​で​ある。アーメン。
4 見みよ、わたし​は​あなた、①サミュエル​に​少すこし​の​言こと葉ば​を​語かたる。あなた​も​また​何なんら​罪つみ​の​宣せん告こく​を​受うけて​いない。そして、あなた​の​召めし​は、説とき​勧すすめ、また​教きょう会かい員いん​を​強つよめる​こと​で​ある。あなた​は​まだ​世よ​の​人々ひとびと​の​前まえ​に​教おしえ​を​説とく​よう​に​は​召めされて​いない。アーメン。
5 見みよ、わたし​は​あなた、ジョセフ​に​少すこし​の​言こと葉ば​を​語かたる。あなた​も​また​何なんら​罪つみ​の​宣せん告こく​を​受うけて​いない。そして、あなた​の​召めし​も​また、説とき​勧すすめ、教きょう会かい員いん​を​強つよめる​こと​で​ある。これ​が​今いま​から​後のち​とこしえ​に​あなた​の​務つとめ​で​ある。アーメン。
6 見みよ、わたし​は​これら​の​言こと葉ば​に​よって、あなた、ジョセフ・​ナイト​に​明あきらか​に​する。あなた​は​自じ分ぶん​の​①十じゅう字じ架か​を​負おって、世よ​の​人々ひとびと​の​前まえ​で​②声こえ​に​出だして​③祈いのり、また​ひそか​に​も​祈いのり、また​家か族ぞく​の​中なか​や、友人ゆうじん​たち​の​中なか​や、あらゆる​場ば所しょ​に​おいて​祈いのらなければ​ならない。
7 そして​見みよ、まこと​の​教きょう会かい​に​①加くわわり、働はたらき​人びと​の​報むくい​を​受うける​ため​に​絶たえず​あなた​の​言こと葉ば​を​もって​説とき​勧すすめる​の​が、あなた​の​務つとめ​で​ある。アーメン。

	◀1①
GS「誘惑」

	◀②
GS「高慢」

	◀3①
教義81・4－5、108・7

	◀4①
ジ－歴史1・4

	◀6①
マタ10・38、3ニフ12・30

	◀②
教義20・47、51

	◀③
GS「祈り」

	◀7①
GS「バプテスマ－必要不可欠な条件」


第​24​章
千八百三十​年ねん​七月がつ、ペンシルベニア​州しゅう​ハーモニー​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​と​オリバー・​カウドリ​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百一－百三​ページ）。教きょう会かい​が​組そ織しき​されて​から​四​か​月げつ​足たらず​で​ある​が、迫はく害がい​が​激はげしく​なり、指し導どう​者しゃ​たち​は、時ときには​隠かくれて​生活せいかつ​する​こと​で​身 み​の​安全あんぜん​を​図はからなければ​ならなかった。次つぎ​の​三つ​の​啓けい示じ​は、この​とき​に、彼かれら​を​強つよめ、励はげまし、教おしえる​ため​に​与あたえられた​もの​で​ある。
1－9​ジョセフ・​スミス​は、翻ほん訳やく​し、教おしえ​を​説とき、聖文せいぶん​を​説とき明あかす​ため​に​召めされて​いる。​10－12​オリバー・​カウドリ​は、福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえる​ため​に​召めされて​いる。​13－19​奇き跡せき、のろい、足あし​の​ちり​を​払はらう​こと、財さい布ふ​も​袋ふくろ​も​持もたず​に​出でかける​こと​に​関かんして​の​律りっ法ぽう​が​明あきらか​に​される。
1 見みよ、あなた​は『モルモン書しょ』​を​記しるし、また​わたし​の​務つとめ​に​携たずさわる​ため​に、召めされ、選えらばれた。わたし​は​あなた​を​苦く難なん​の​中なか​から​引ひき上あげ、また​あなた​に​勧かん告こく​した​ので、あなた​は​すべて​の​敵てき​から​救すくい​出だされ、サタン​の​力ちから​と​暗くら闇やみ​から​も​救すくい​出だされた。
2 それでも、あなた​は​自じ分ぶん​が​①戒いましめ​に​背そむいた​こと​に​ついて​は​弁解べんかい​の​余よ地ち​が​ない。それでも、あなた​の​道みち​を​行いき、これから​は​もう​罪つみ​を​犯おかさない​よう​に​しなさい。
3 あなた​の​務つとめ​を​①尊とうとんで​大おおいなる​もの​と​しなさい。また、あなた​は​畑はたけ​に​種たね​を​まき、畑はたけ​を​安全あんぜん​に​して​から、速すみやか​に​②コールズビル​と、フェイエット​と、マンチェスター​に​ある​教きょう会かい​に​行いき​なさい。彼かれら​は​あなた​を​③支ささえる​で​あろう。そう​すれ​ば、わたし​は​霊的れいてき​に​も​物ぶっ質しつ的てき​に​も​彼かれら​を​祝しゅく福ふく​しよう。
4 しかし、もしも​彼かれら​が​あなた​を​受うけ入いれ​なければ、わたし​は​彼かれら​に​祝しゅく福ふく​の​代かわり​に​のろい​を​送おくる​で​あろう。
5 あなた​は​引ひき続つづき​わたし​の​名な​に​よって​神かみ​に​呼よび​求もとめ、①慰なぐさめ主ぬし​に​よって​あなた​に​与あたえられる​もの​を​記しるし、また​教きょう会かい員いん​に​すべて​の​聖文せいぶん​を​説とき​明あかさなければ​ならない。
6 あなた​が​①語かたり、また​書かき記しるす​べき​こと​は、まさに​その​瞬しゅん間かん​に​あなた​に​与あたえられる​で​あろう。そして、彼かれら​は​それ​を​聞きかなければ​ならない。そう​しなければ、わたし​は​彼かれら​に​祝しゅく福ふく​の​代かわり​に​のろい​を​送おくる​で​あろう。
7 あなた​は​シオン​に​おいて​すべて​の​①務つとめ​に​献身けんしん​しなければ​ならない。そう​すれ​ば、これ​に​関かんして​あなた​は​力ちから​を​持もつ​で​あろう。
8 ①苦く難なん​の​中なか​で​②忍耐にんたい​強づよく​あり​なさい。あなた​は​多おおく​の​苦く難なん​を​受うける​から​で​ある。しかし、それ​に​③耐たえ​なさい。見みよ、わたし​は​あなた​の​生涯しょうがい​の​④最さい後ご​まで、あなた​と​ともに​いる​から​で​ある。
9 世せ俗ぞく​の​働はたらき​に​ついて​は、あなた​は​力ちから​を​持もたない​で​あろう。これ​は​あなた​の​召めし​で​は​ない​から​で​ある。あなた​の​①召めし​に​励はげみ​なさい。そう​すれ​ば、あなた​の​務つとめ​を​尊とうとんで​大おおいなる​もの​と​し、すべて​の​聖文せいぶん​を​説とき明あかす​の​に​必ひつ要よう​な​もの​を​得える​で​あろう。また、引ひき続つづき​按手あんしゅ​を​施ほどこし、教きょう会かい​を​強つよめ​なさい。
10 あなた​の​兄きょう弟だい​オリバー​は、世よ​の​人々ひとびと​の​前まえ​に、また​教きょう会かい員いん​に、わたし​の​名な​を​伝つたえ​続つづけ​なければ​ならない。彼かれ​は​わたし​の​大たい義ぎ​の​ため​に​十分じゅうぶん​に​語かたれる​と​思おもって​は​ならない。また​見みよ、わたし​は​最さい後ご​まで​彼かれ​と​ともに​いる。
11 彼かれ​は​弱よわい​とき​に​も、強つよい​とき​に​も、束そく縛ばく​されて​いる​とき​に​も、自じ由ゆう​な​とき​に​も、彼かれ​自じ身しん​に​よって​で​は​なく、わたし​に​あって​栄えい光こう​を​得える​で​あろう。
12 また、いつでも、どこ​で​で​も、彼かれ​は​口くち​を​開ひらき、昼ひる​も​夜よる​も、①ラッパ​の​音おと​の​よう​に​わたし​の​福ふく音いん​を​②告つげ​知しらせ​なければ​ならない。そう​すれ​ば、わたし​は​人々ひとびと​の​中なか​で​知しられて​いない​ほど​の​力ちから​を​彼かれ​に​与あたえる​で​あろう。
13 わたし​が​あなたがた​に​①命めいじない​かぎり、②悪あく霊れい​を​③追おい出だし、病びょう人にん​を​④癒いやし、⑤毒どく蛇じゃ​や​毒物どくぶつ​の​毒どく​を​消けす​こと​以い外がい​の​⑥奇き跡せき​を​求もとめて​は​ならない。
14 また、聖文せいぶん​が​成じょう就じゅ​する​ため​に、①これら​の​こと​を​望のぞむ​者もの​から​求もとめられない​かぎり、あなたがた​は​これ​を​行おこなって​は​ならない。あなたがた​は​記しるされて​いる​とおり​に​行おこなわなければ​ならない​から​で​ある。
15 また、あなたがた​の​①入はいって​行いく​所ところ​が​どこ​で​あろう​と、彼かれら​が​わたし​の​名な​に​よって​あなたがた​を​受うけ入いれ​なければ、あなたがた​は​彼かれら​に​対たいして​証あかし​として​足あし​の​②ちり​を​払はらい​落おとし、また​道端みちばた​で​足あし​を​洗あらい​清きよめる​こと​に​よって、祝しゅく福ふく​の​代かわり​に​のろい​を​残のこさなければ​ならない。
16 そして​また、だれでも​あなたがた​に​手て​を​かけて​暴ぼう力りょく​を​振ふるおう​と​する​者もの​が​あれ​ば、あなたがた​は​わたし​の​名な​に​よって​打うたれる​よう​に​彼かれら​に​命めいじ​なさい。すると​見みよ、わたし​は​ふさわしい​と​思おもう​とき​に、あなたがた​の​言こと葉ば​の​とおり​に​彼かれら​を​打うつ​で​あろう。
17 また、だれでも​あなた​を​法ほう​に​訴うったえよう​と​する​者もの​は、法ほう​に​よって​のろわれる​で​あろう。
18 また、あなた​は​①財さい布ふ​も、袋ふくろ​も、杖つえ​も、二​枚まい​の​上うわ着ぎ​も​持もって行いって​は​ならない。あなた​が​食物しょくもつ​や、衣い服ふく​や、履物はきもの​や、金銭きんせん​や、袋ふくろ​を​必ひつ要よう​と​する​その​とき​に、教きょう会かい員いん​が​あなた​に​それ​を​与あたえる​から​で​ある。
19 あなた​は​わたし​の​ぶどう​園えん​で、まことに​最さい後ご​に​力ちから強づよく​①刈かり込こみ​を​する​よう​に​召めされて​いる。また、あなた​が​②聖任せいにん​した​すべて​の​人ひと​も​そう​で​ある。彼かれら​は​まさに​この​規き範はん​に​倣ならって​行おこなわなければ​ならない。アーメン。

	◀2①
教義1・31－32

	◀3①
ヤコ1・19、2・2

	◀②
教義26・1、37・2

	◀③
教義70・12

	◀5①
GS「慰め主，助け主」

	◀6①
出エ4・12、マタ10・19－20、ルカ12・11－12、ヒラ5・18－19、教義84・85、100・5－8、モセ6・32

	◀7①
GS「奉仕」

	◀8①
GS「逆境」

	◀②
GS「忍耐」

	◀③
GS「堪え忍ぶ」

	◀④
マタ28・20

	◀9①
GS「管理人，管理人の職」

	◀12①
教義34・6

	◀②
GS「宣べ伝える」

	◀13①
1ニフ17・50

	◀②
GS「霊－悪霊」

	◀③
マコ16・17

	◀④
GS「癒し」

	◀⑤
使徒28・3－9、教義84・71－72、124・98－99

	◀⑥
GS「奇跡」「しるし」

	◀14①
GS「病人への癒しの祝福」

	◀15①
マタ10・11－15

	◀②
マコ6・11、ルカ10・11、教義60・15、75・19－22、99・4－5

	◀18①
マタ10・9－10、ルカ10・4、教義84・78－79

	◀19①
ヤコ5・61－74、教義39・17、71・4

	◀②
GS「聖任」


第​25​章
千八百三十​年ねん​七月がつ、ペンシルベニア​州しゅう​ハーモニー​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百三－百四​ページ）（第だい​二十四​章しょう​の​前まえ書がき​を​参照さんしょう）。この​啓けい示じ​は、預よ言げん者しゃ​の​妻つま​エマ・​スミス​へ​の​主しゅ​の​御み​心こころ​を​示しめして​いる。
1－6​選えらばれた​婦ふ人じん​エマ・​スミス​は、夫おっと​を​助たすけ、慰なぐさめる​ため​に​召めされる。​7－11​エマ​は、記き録ろく​し、聖文せいぶん​を​説とき明あかし、賛さん美び歌か​を​選えらぶ​ため​に​も​召めされる。​12－14​義ぎ人じん​の​歌うた​は​主しゅ​へ​の​祈いのり​で​ある。​15－16​この​啓けい示じ​に​ある​従順じゅうじゅん​の​原則げんそく​は、すべて​の​人ひと​に​当あてはまる。
1 わたし​が​あなた、すなわち​わたし​の​娘むすめ​エマ・​スミス​に​語かたる​間あいだ、主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​の​声こえ​を​聴きき​なさい。まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。わたし​の​福ふく音いん​を​①受うけ入いれる​者もの​は​皆みな、わたし​の​②王おう国こく​に​おいて​息むす子こ​で​あり、娘むすめ​だから​で​ある。
2 わたし​は​あなた​に、わたし​の​思おもい​に​ついて​啓けい示じ​を​与あたえる。あなた​が​忠ちゅう実じつ​で​あって、わたし​の​前まえ​に​①徳とく​の​道みち​を​②歩あゆむ​なら​ば、わたし​は​あなた​の​命いのち​を​守まもろう。そして、あなた​は​シオン​で​③受うけ継つぎ​を​得える​で​あろう。
3 見みよ、あなた​の​①罪つみ​は​赦ゆるされて​いる。あなた​は、わたし​が​②召めした、選えらばれた​婦ふ人じん​で​ある。
4 あなた​は​見みて​いない​もの​の​こと​で​つぶやいて​は​ならない。それら​の​もの​は、あなた​に​も​世よ​の​人々ひとびと​に​も​見みせられない​から​で​ある。こう​する​こと​は、将来しょうらい​の​ため​に​わたし​の​知ち恵え​に​かなう​こと​で​ある。
5 また、あなた​が​召めされた​務つとめ​は、わたし​の​僕しもべ、すなわち​あなた​の​夫おっと​で​ある​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​を、彼かれ​が​苦く難なん​に​遭あう​とき​に、慰なぐさめ​の​言こと葉ば​を​もって​柔にゅう和わ​な​心こころ​で​①慰なぐさめる​こと​で​ある。
6 また、あなた​は​彼かれ​が​出でて​行いく​とき​に​彼かれ​と​ともに​行いき、また​彼かれ​の​ため​に​筆ひっ記き​者しゃ​が​だれ​も​いない​とき​は、筆ひっ記き​者しゃ​と​なら​なければ​ならない。わたし​が、どこ​で​も​自じ分ぶん​の​望のぞむ​所ところ​に​わたし​の​僕しもべ​オリバー・​カウドリ​を​遣つかわす​こと​が​できる​よう​に​する​ため​で​ある。
7 また、あなた​は​わたし​の​御み霊たま​に​より​知しらされる​まま​に、聖文せいぶん​を​説とき明あかし、教きょう会かい員いん​に​説とき​勧すすめる​ため​に、彼かれ​の​手て​の​下もと​で​①聖任せいにん​を​受うけ​なければ​ならない。
8 彼かれ​が​あなた​に​①手て​を​置おく​と、あなた​は​聖霊せいれい​を​受うける​で​あろう。また、あなた​の​時じ間かん​は、記き録ろく​する​こと​と、多おおく​学まなぶ​こと​に​費ついやさなければ​ならない。
9 また、あなた​の​夫おっと​が​教きょう会かい​の​中なか​に​あって​あなた​を​支ささえる​ので、あなた​は​恐おそれる​必ひつ要よう​が​ない。彼かれ​の​①召めし​は​彼かれら​に​対たいする​もの​で​あって、わたし​が​望のぞむ​こと​は​何事なにごと​で​あろう​と​すべて、彼かれら​の​信しん仰こう​に​応おうじて​彼かれら​に​②明あきらか​に​される​の​で​ある。
10 まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​は​①この世よ​の​②もの​を​捨すてて、この世よ​に​勝まさる​世よ​の​もの​を​③求もとめ​なければ​ならない。
11 また、教きょう会かい​で​利り用よう​できる​よう​に、あなた​に​示しめされる​まま​に、わたし​に​とって​喜よろこび​で​ある​神聖しんせい​な​①賛さん美び歌か​の​選定せんてい​を​する​務つとめ​が​あなた​に​与あたえられる。
12 わたし​は​①心こころ​の​②歌うた​を​喜よろこぶ​から​で​ある。まことに、義ぎ人じん​の​歌うた​は​わたし​へ​の​祈いのり​で​ある。それ​に​対たいする​答こたえ​として、彼かれら​の​頭こうべ​に​祝しゅく福ふく​が​注そそがれる​で​あろう。
13 また、心こころ​を​高たかめて​喜よろこび、あなた​が​交かわした​聖せい約やく​を​固かたく​守まもり​なさい。
14 ①柔にゅう和わ​な​心こころ​を​持もち​続つづけ、また​②高こう慢まん​に​気き​を​つけ​なさい。あなた​は、あなた​の​夫おっと​と、彼かれ​に​来くる​栄えい光こう​と​を​喜よろこび​なさい。
15 絶たえず​わたし​の​戒いましめ​を​守まもり​なさい。そう​すれ​ば、あなた​は​①義ぎ​の​②冠かんむり​を​受うける​で​あろう。あなた​は​この​こと​を​行おこなわなければ、わたし​の​いる​所ところ​に​③来くる​こと​は​できない。
16 まことに、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。これ​は​すべて​の​者もの​へ​の​わたし​の​①声こえ​で​ある。アーメン。

	◀1①
ヨハ1・12、GS「神の息子，娘」

	◀②
GS「神の王国，天の王国」

	◀2①
GS「徳」

	◀②
GS「歩む（神とともに）」

	◀③
教義52・42、64・30、101・18、GS「シオン」

	◀3①
マタ9・2

	◀②
GS「召し，神の召し」

	◀5①
GS「哀れみ」

	◀7①
任命のこと。​GS「任命」

	◀8①
GS「按手」

	◀9①
GS「召し，神の召し」「預言者」

	◀②
GS「啓示」「預言」

	◀10①
GS「物欲」

	◀②
GS「富」「貪欲，むさぼり」

	◀③
エテ12・4

	◀11①
GS「賛美歌」

	◀12①
GS「心」

	◀②
歴上16・9、GS「歌う」

	◀14①
GS「柔和」

	◀②
GS「高慢」

	◀15①
GS「義」

	◀②
GS「冠」「昇栄」

	◀③
ヨハ7・34

	◀16①
教義1・38


第​26​章
千八百三十​年ねん​七月がつ、ペンシルベニア​州しゅう​ハーモニー​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス、オリバー・​カウドリ、および​ジョン・​ホイットマー​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百四​ページ）（第だい​二十四​章しょう​の​前まえ書がき​を​参照さんしょう）。
1​彼かれら​は​聖文せいぶん​を​研究けんきゅう​し、教おしえ​を​説とく​よう​に​指し示じ​される。​2​会員かいいん​の​同どう意い​の​律りっ法ぽう​が​確かく認にん​される。
1 見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​は​次じ回かい​の​大会たいかい​を​開ひらく​ため​に​西せい部ぶ​へ​行いく​まで、①聖文せいぶん​を​研究けんきゅう​する​こと​と、教おしえ​を​説とく​こと​と、②コールズビル​の​教きょう会かい​を​強つよめる​こと​と、必ひつ要よう​に​応おうじて​その​地ち​で​仕し事ごと​に​携たずさわる​こと​に​時じ間かん​を​費ついやし​なさい。その後のち、あなたがた​の​行おこなう​べき​こと​が​知しらされる​で​あろう。
2 すべて​の​こと​は、大おおいなる​祈いのり​と​信しん仰こう​に​よって、教きょう会かい員いん​の​①同どう意い​を​得えて​行おこなわなければ​ならない。すべて​の​こと​を、あなたがた​は​信しん仰こう​に​よって​受うけ入いれ​なければ​ならない​から​で​ある。アーメン。

	◀1①
GS「聖文－聖文の価値」

	◀②
教義24・3、37・2

	◀2①
サ上8・7、モサ29・26、GS「同意の律法」


第​27​章
千八百三十​年ねん​八月がつ、ペンシルベニア​州しゅう​ハーモニー​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百六－百八​ページ）。パン​と​ぶどう​酒しゅ​の​聖せい餐さん​が​執しっ行こう​される​宗教しゅうきょう​上じょう​の​集あつまり​の​準じゅん備び​を​する​ため​に、ジョセフ​は​ぶどう​酒しゅ​を​手て​に​入いれよう​と​して​出でかけた。その​途と中ちゅう​で、天てん​の​御み​使つかい​に​会あい、この​啓けい示じ​を​受うけた。一いち部ぶ​は​その​とき​に​記しるされ、残のこり​は​翌よく​九月がつ​に​記しるされた。当とう​教きょう会かい​の​聖せい餐さん​式しき​で​は、現在げんざい​は​ぶどう​酒しゅ​の​代かわり​に​水みず​が​使つかわれて​いる。
1－4​聖せい餐さん​を​受うける​とき​に​用もちいられる​象徴しょうちょう​が​説明せつめい​される。​5－14​キリスト​と​すべて​の​神しん権けん時じ代だい​の​キリスト​の​僕しもべ​たち​が、聖せい餐さん​を​受うける。​15－18​神かみ​の​武ぶ具ぐ​を​ことごとく​身 み​に​着つけ​なさい。
1 あなたがた​の​主しゅ、あなたがた​の​神かみ、あなたがた​の​贖あがない主ぬし​で​ある​イエス・​キリスト​の​声こえ​を​聴きき​なさい。その​言こと葉ば​は​①生いきて​いて、力ちから​が​ある。
2 見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。①聖せい餐さん​を​受うける​とき、あなたがた​が​わたし​の​②栄えい光こう​に​ひたすら​目め​を​向むけて、あなたがた​の​ため​に​葬ほうむられた​わたし​の​体からだ​と、あなたがた​の​③罪つみ​の​赦ゆるし​の​ため​に​流ながされた​わたし​の​④血ち​を​父ちち​に​記き念ねん​して、それ​を​受うける​なら​ば、あなたがた​は​何なに​を​食たべ、何なに​を​飲のんで​も​差さし​支つかえ​が​ない。
3 それゆえ、わたし​は​あなたがた​に​戒いましめ​を​与あたえる。あなたがた​は​敵てき​から​ぶどう​酒しゅ​も、強つよい​飲のみ物もの​も​買かって​は​ならない。
4 それゆえ、あなたがた​は、地ち上じょう​に​築きずき​上あげられる​わたし​の​父ちち​の​この​王おう国こく​に​おいて、あなたがた​の​中なか​で​新あらた​に​造つくった​もの​の​ほか​は、何なにも​飲のんで​は​ならない。
5 見みよ、これ​は​わたし​の​知ち恵え​に​かなって​いる。それゆえ、驚おどろいて​は​ならない。ぶどう​の​実み​から​造つくった​もの​を、わたし​が​地ち上じょう​で​あなた​と​ともに​①飲のむ​時とき​が​来くる​から​で​ある。また​その​とき​に、わたし​の​完全かんぜん​な​永遠えいえん​の​福ふく音いん​を​載のせた『モルモン書しょ』​を​明あきらか​に​する​ため​に、わたし​が​あなた​に​遣つかわした​②モロナイ、すなわち​わたし​が​③エフライム​の​木き​の​記き録ろく​の​鍵かぎ​を​ゆだねた​モロナイ​と​ともに、
6 また、世せ界かい​が​始はじまって​以い来らい、終おわり​の​時とき​に​関かんして​すべて​の​聖せい​なる​預よ言げん者しゃ​たち​の​口くち​を​通とおして​語かたられた、万物ばんぶつ​の​回復かいふく​を​もたらす​鍵かぎ​を​わたし​が​ゆだねた​①エライアス​と​ともに、
7 また、彼かれ（①エライアス）が​ザカリヤ​を​訪おとずれて、ザカリヤ​は​息むす子こ​を​持もち、その​子こ​は​名な​を​②ヨハネ​と​いい、エライアス​の​霊れい​に​満みたされる​と​約やく束そく​を​与あたえた、その​ザカリヤ​の​息むす子こ​ヨハネ、
8 すなわち、①アロン​の​よう​に​召めされ​②聖任せいにん​される​よう​に、わたし​の​僕しもべ​で​ある​あなたがた、ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と​オリバー・​カウドリ​を、あなたがた​の​受うけた​最さい初しょ​の​③神しん権けん​に​聖任せいにん​する​ため​に、わたし​が​あなたがた​の​もと​に​遣つかわした​ヨハネ​と​ともに、
9 また、全ぜん​地ち​が​のろい​を​もって​打うたれる​こと​の​ない​よう​に、先せん祖ぞ​の​心こころ​を​子し孫そん​に、子し孫そん​の​心こころ​を​先せん祖ぞ​に​①向むける​力ちから​の​鍵かぎ​を​わたし​が​ゆだねた​②エリヤ​と​ともに、
10 また、数々かずかず​の​①約やく束そく​を​とどめる​あなたがた​の​先せん祖ぞ、ヨセフ​と​ヤコブ、イサク、および​アブラハム​と​ともに、
11 また、すべて​の​者もの​の​先せん祖ぞ、すべて​の​者もの​の​君きみ、日ひ​の​老おいたる​者もの​で​ある​ミカエル、すなわち​①アダム​と​ともに、
12 また、わたし​が​あなたがた​の​もと​に​遣つかわして、あなたがた​を​①聖任せいにん​し、あなたがた​を​②使し徒と​および​わたし​の​名な​の​特とく別べつ​な​③証しょう人にん​として​確かく認にん​し、また​あなたがた​の​務つとめ​の​鍵かぎ​と、わたし​が​彼かれら​に​明あきらか​に​した​事こと柄がら​と​同おなじ​事こと柄がら​の​鍵かぎ​を​持もつ​こと​を​あなたがた​に​確かく認にん​した​ペテロ​と​ヤコブ​と​ヨハネ、
13 すなわち、①終おわり​の​時じ代だい​の​ため​に、また​天てん​に​ある​もの​と​地ち​に​ある​もの​の​すべて​を​②一つ​に​集あつめる​③時とき​満みちる​時じ代だい​の​ため​に、わたし​の​王おう国こく​の​④鍵かぎ​と​⑤福ふく音いん​の​⑥神しん権けん時じ代だい​と​を​わたし​が​⑦ゆだねた​三人にん​と​ともに、
14 また、父ちち​が​世よ​から​わたし​に​①与あたえて​くださった​すべて​の​者もの​と​ともに、わたし​は​飲のむ​で​あろう。
15 それゆえ、あなたがた​の​心こころ​を​高たかめて​喜よろこび、また​腰こし​に​帯おび​を​締しめ​なさい。災わざわい​の​日ひ​に​耐たえられる​よう​に、そして​すべて​を​成なし遂とげて​①立たつ​こと​が​できる​よう​に、わたし​の​②武ぶ具ぐ​を​身 み​に​着つけ​なさい。
16 それゆえ、立たって​①真しん理り​の​②帯おび​を​腰こし​に​締しめ、③正せい義ぎ​の​④胸むね当あて​を​着つけ、わたし​が​⑤天てん使し​たち​を​遣つかわして​あなたがた​に​託たくした​⑥平へい和わ​の​福ふく音いん​の​備そなえ​を​足あし​に​履はき、
17 悪わるい​者もの​の​放はなつ​①火ひ​の​矢や​を​ことごとく​消けす​こと​の​できる​信しん仰こう​の​盾たて​を​取とり、
18 また、救すくい​の​かぶと​を​かぶり、わたし​が​あなたがた​に​注そそぐ​わたし​の​御み霊たま​の​剣つるぎ​を​取とり、わたし​が​あなたがた​に​明あきらか​に​する​わたし​の​言こと葉ば​を​保たもち​なさい。また、あなたがた​が​わたし​に​求もとめる​すべて​の​こと​に​ついて​心こころ​を​一つ​に​し、わたし​が​来くる​まで​忠ちゅう実じつ​で​あり​なさい。そう​すれ​ば、あなたがた​は​①引ひき上あげられて、わたし​の​いる​所ところ​に​②あなたがた​も​いる​よう​に​なる​で​あろう。アーメン。

	◀1①
ヒラ3・29、教義6・2

	◀2①
GS「聖餐」

	◀②
GS「栄光」

	◀③
GS「罪の赦し」

	◀④
GS「血」

	◀5①
マタ26・29、マコ14・25、ルカ22・18

	◀②
ジ－歴史1・30－34

	◀③
エゼ37・16、GS「エフライム－エフライムまたはヨセフの木」

	◀6①
GS「エライアス」

	◀7①
ルカ1・17－19

	◀②
ルカ1・13、教義84・27－28

	◀8①
出エ28・1－3、41、教義107・13

	◀②
GS「聖任」

	◀③
教義13・1、GS「アロン神権」

	◀9①
GS「系図」

	◀②
列上17・1－22、列下1－2章、教義2・1－3、110・13－16、ジ－歴史1・38－39、GS「エリヤ」「系図」

	◀10①
GS「アブラハムの聖約（契約）」

	◀11①
GS「アダム」

	◀12①
ジ－歴史1・72、GS「メルキゼデク神権」

	◀②
GS「使徒」

	◀③
使徒1・8

	◀13①
ヤコ5・71、教義43・28－30

	◀②
教義84・100

	◀③
エペ1・9－10、教義112・30、124・41

	◀④
GS「神権の鍵」

	◀⑤
GS「福音」

	◀⑥
GS「神権時代」

	◀⑦
マタ16・19

	◀14①
ヨハ6・37、17・9、11、3ニフ15・24、教義50・41－42、84・63

	◀15①
マラ3・2、教義87・8

	◀②
ロマ13・12、エペ6・11－18

	◀16①
GS「真理」

	◀②
イザ11・5

	◀③
GS「義」

	◀④
イザ59・17

	◀⑤
教義128・19－21

	◀⑥
2ニフ19・6

	◀17①
1ニフ15・24、教義3・8

	◀18①
1ニフ13・37、教義17・8

	◀②
ヨハ14・3


第​28​章
千八百三十​年ねん​九月がつ、ニューヨーク​州しゅう​フェイエット​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​オリバー・​カウドリ​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百九－百十一​ページ）。教きょう会かい​の​会員かいいん​で​ある​ハイラム・​ページ​は、ある​石いし​を​手て​に​入いれ、その​助たすけ​に​よって​シオン​の​建設けんせつ​と​教きょう会かい​の​秩ちつ序じょ​に​ついて​啓けい示じ​を​受うけて​いる​と​公こう言げん​した。何人なんにん​か​の​会員かいいん​たち​は​この​主しゅ張ちょう​に​欺あざむかれ、オリバー・​カウドリ​さえ​これ​に​より​誤あやまって​影響えいきょう​を​受うけた。予よ定てい​されて​いた​大会たいかい​の​直前ちょくぜん​に、預よ言げん者しゃ​は​この​件けん​に​関かんして​主しゅ​に​熱心ねっしん​に​尋たずね、この​啓けい示じ​を​受うけた。
1－7​ジョセフ・​スミス​は​奥おく義ぎ​の​鍵かぎ​を​持もって​おり、彼かれ​だけ​が​教きょう会かい​の​ため​に​啓けい示じ​を​受うける。​8－10​オリバー・​カウドリ​は​レーマン人じん​に​宣のべ​伝つたえ​なければ​ならない。​11－16​サタン​は​ハイラム・​ページ​を​欺あざむき、彼かれ​に​偽いつわり​の​啓けい示じ​を​与あたえた。
1 見みよ、わたし​は​あなた、①オリバー​に​言いう。わたし​が​与あたえた​啓けい示じ​と​戒いましめ​に​関かんして、あなた​が​②慰なぐさめ主ぬし​に​よって​教きょう会かい員いん​に​③教おしえる​すべて​の​こと​を、教きょう会かい員いん​は​聞きかなければ​ならない。
2 しかし​見みよ、まことに、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​①ジョセフ・​スミス・​ジュニア​の​ほか​に、②だれ​も​この​教きょう会かい​で​戒いましめ​と​啓けい示じ​を​受うける​ため​に​任にん命めい​される​者もの​は​いない。彼かれ​は​モーセ​の​よう​に​戒いましめ​と​啓けい示じ​を​受うける​から​で​ある。
3 あなた​は、わたし​が​彼かれ​に​与あたえる​こと​に​①アロン​の​よう​に​従順じゅうじゅん​で​あり、力ちから​と​②権能けんのう​を​もって​その​戒いましめ​と​啓けい示じ​を​教きょう会かい員いん​に​忠ちゅう実じつ​に​告つげ​なければ​ならない。
4 あなた​は​どんな​とき​で​も、教きょう会かい員いん​に​①語かたり、あるいは​教おしえ、あるいは​いつでも​戒いましめ​を​与あたえる​よう​に、慰なぐさめ主ぬし​に​よって​導みちびかれる​なら​ば、あなた​は​それ​を​行おこなう​こと​が​できる。
5 しかし、あなた​は​戒いましめ​として​記しるす​の​で​は​なく、知ち恵え​を​もって​記しるさなければ​ならない。
6 また、あなた​は​あなた​の​長ちょう​で​あり、教きょう会かい​の​長ちょう​で​ある​者もの​に​命めいじて​は​ならない。
7 わたし​は​彼かれ​に​代かわる​別べつ​の​者もの​を​彼かれら​の​ため​に​任にん命めい​する​まで​は、①奥おく義ぎ​の​②鍵かぎ​と​封ふうじられて​いる​啓けい示じ​と​を​彼かれ​に​授さずけた​から​で​ある。
8 さて​見みよ、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​は​①レーマン人じん​の​ところ​へ​行いき、わたし​の​②福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえ​なければ​ならない。そして、彼かれら​が​あなた​の​教おしえ​を​受うけ入いれる​なら​ば、彼かれら​の​中なか​に​わたし​の​教きょう会かい​が​設せつ立りつ​される​よう​に​しなければ​ならない。また、あなた​は​数々かずかず​の​啓けい示じ​を​受うける​で​あろう​が、それら​を​戒いましめ​として​記しるして​は​ならない。
9 さて​見みよ、わたし​は​あなた​に​言いう。どこ​に​①シオン​の​②町まち​が​築きずかれる​か​は​明あきらか​に​されて​おらず、だれ​も​それ​を​知しらない。しかし、それ​は​この​後のち​明あきらか​に​される​で​あろう。見みよ、わたし​は​あなた​に​言いう。それ​は​レーマン人じん​に​近ちかい​境さかい​の​地ち​で​ある。
10 あなた​は​大会たいかい​の​後あと​まで、この​地ち​を​去さって​は​ならない。わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​は、大会たいかい​の​声こえ​に​よって​大会たいかい​を​管かん理り​する​よう​に​任にん命めい​され​なければ​ならない。そして、彼かれ​が​あなた​に​語かたる​こと​を、あなた​は​述のべ​なければ​ならない。
11 さらに​また、あなた​は​あなた​の​兄きょう弟だい​ハイラム・​ページ​を、彼かれ​と​①二ふた人り​だけ​の​所ところ​へ​連つれて行いき、彼かれ​が​その​石いし​に​よって​記き録ろく​した​事こと柄がら​は​わたし​から​出でた​もの​で​は​ない​こと、そして​②サタン​が​彼かれ​を​③欺あざむいて​いる​こと​を​彼かれ​に​告つげ​なさい。
12 見みよ、これら​の​こと​は​彼かれ​に​命めいじられて​おらず、また​教きょう会かい​の​聖せい約やく​に​反はんする​こと​は、この​教きょう会かい​の​だれ​に​も​命めいじられない​から​で​ある。
13 すべて​の​こと​を​秩ちつ序じょ​正ただしく、信しん仰こう​の​祈いのり​に​よって、教きょう会かい員いん​の​①同どう意い​を​得えて​行おこなわなければ​ならない。
14 あなた​は​レーマン人じん​の​中なか​に​旅たび​を​する​前まえ​に、教きょう会かい​の​聖せい約やく​に​かなって、これら​の​こと​を​すべて​解決かいけつ​する​助たすけ​を​しなければ​ならない。
15 また、あなた​が​行いく​とき​から​戻もどる​とき​まで、あなた​の​なす​べき​こと​が​あなた​に​①示しめされる​で​あろう。
16 あなた​は​いつも​口くち​を​開ひらき、喜よろこび​の​声こえ​を​上あげて​わたし​の​福ふく音いん​を​告つげ​知しらせ​なければ​ならない。アーメン。
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第​29​章
千八百三十​年ねん​九月がつ、ニューヨーク​州しゅう​フェイエット​に​おいて、六​人にん​の​長老ちょうろう​の​居い合あわせた​場ば所しょ​で​預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百十一－百十五​ページ）。この​啓けい示じ​は、千八百三十​年ねん​九月がつ​二十六​日にち​に​始はじまった​大会たいかい​の​何なん​日にち​か​前まえ​に​与あたえられた​もの​で​ある。
1－8​キリスト​は​御ご​自じ分ぶん​の​選民せんみん​を​集あつめられる。​9－11​キリスト​の​来らい臨りん​に​よって​福ふく千せん年ねん​が​始はじまる。​12－13​十じゅう二に使し徒と​が​全ぜん​イスラエル​を​裁さばく。​14－21​数々かずかず​の​しるし、疫えき病びょう、荒こう廃はい​が​再臨さいりん​に​先さき立だって​ある。​22－28​福ふく千せん年ねん​に​続つづいて、最さい後ご​の​復ふっ活かつ​と​最さい後ご​の​裁さばき​が​ある。​29－35​主しゅ​に​とって​は​すべて​が​霊れい​に​かかわる​もの​で​ある。​36－39​悪あく魔ま​と​その​軍勢ぐんぜい​は​天てん​から​追おい出だされ、人ひと​を​誘ゆう惑わく​する​こと​に​なった。​40－45​堕だ落らく​と​贖罪しょくざい​は​救すくい​を​もたらす。​46－50​幼おさない​子こ供ども​たち​は​贖罪しょくざい​に​よって​贖あがなわれる。
1 あなたがた​の​贖あがない主ぬし、①わたし​は​有ある​と​いう​大おおいなる​者もの、②憐あわれみ​の​腕うで​が​あなたがた​の​罪つみ​に​対たいする​③贖あがない​を​した​者もの、イエス・​キリスト​の​声こえ​を​聴きき​なさい。
2 わたし​は​自じ分ぶん​の​民たみ​を、すなわち、わたし​の​声こえ​に​聞きき​従したがって、わたし​の​前まえ​に​①へりくだり、熱烈ねつれつ​な​祈いのり​に​よって​わたし​を​呼よぶ​すべて​の​者もの​を、めんどり​が​羽はね​の​下した​に​ひな​を​集あつめる​よう​に​②集あつめよう。
3 見みよ、まことに、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。今いまや​あなたがた​の​罪つみ​は​①赦ゆるされて​いる​ので、あなたがた​は​これ​を​受うけて​いる。しかし、数々かずかず​の​危き難なん​が​あなたがた​に​及およぶ​こと​の​ない​よう​に、よく​覚おぼえて​おいて​これから​は​もう​罪つみ​を​犯おかさない​よう​に​しなさい。
4 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​は、①ラッパ​の​音おと​の​よう​に​喜よろこび​の​声こえ​を​上あげて​わたし​の​福ふく音いん​を​告つげ​知しらせる​ため​に、世よ​から​選えらび​出だされた。
5 心こころ​を​高たかめて​喜よろこび​なさい。わたし​は​あなたがた​の​①中なか​に​おり、父ちち​に​対たいする​あなたがた​の​②弁べん護ご​者しゃ​だから​で​ある。あなたがた​に​③王おう国こく​を​与あたえて​くださる​の​は、父ちち​の​好こう意い​で​ある。
6 また、書かき記しるされて​いる​よう​に、あなたがた​が​①信しん仰こう​を​もって、わたし​の​命めいじた​とおり​に​②一つ​に​なり​祈いのって​③求もとめる​もの​は、何なんでも​与あたえられる​で​あろう。
7 あなたがた​は​わたし​の​①選民せんみん​を​②集あつめる​ため​に​召めされて​いる。わたし​の​選民せんみん​は​わたし​の​声こえ​を​③聴きき、その​④心こころ​を​かたくな​に​しない​から​で​ある。
8 それゆえ、①艱難かんなん​と​荒こう廃はい​が​悪あく人にん​の​うえ​に​送おくられる​日ひ​の​ため​に、わたし​の​選民せんみん​の​心こころ​を​②備そなえ、また​あらゆる​点てん​で​備そなえられる​よう​に、彼かれら​は​この​地ち​の​面おもて​の​一つ​の​場ば所しょ​に​③集あつめられ​なければ​ならない、と​父ちち​から​の​定さだめ​が​出でて​いる。
9 地ち​が​熟じゅくす​その​時とき​は​近ちかく、その​日ひ​は​もう​近ちかづいて​いる。そして、すべて​①高たかぶる​者もの​と​悪あく​を​行おこなう​者もの​は、②わら​の​よう​に​なる。悪あく​が​地ち上じょう​に​ない​よう​に、わたし​は​彼かれら​を​③焼やき​尽つくそう、と​万軍ばんぐん​の​主しゅ​は​言いう。
10 その​時とき​は​近ちかく、わたし​の​使し徒と​たち​が​①語かたった​こと​は​必かならず​成じょう就じゅ​する​から​で​ある。彼かれら​が​語かたった​よう​に​それ​は​起おこる​の​で​ある。
11 わたし​は​力ちから​と​大おおいなる​栄えい光こう​と​を​もって、天てん​の​すべて​の​①衆群しゅうぐん​と​ともに​天てん​から​姿すがた​を​現あらわし、②千​年ねん​の​間あいだ​地ち上じょう​で​人々ひとびと​と​ともに​③義ぎ​の​うち​に​住すむ。そして、悪あく人にん​は​耐たえられない。
12 さらに​また、まことに、まことに、あなたがた​に​言いう。父ちち​の​御み​心こころ​に​よって​堅かたい​定さだめ​として​出でた​こと​で​ある​が、わたし​の​①使し徒と​たち、すなわち、わたし​が​エルサレム​で​務つとめ​に​携たずさわって​いた​とき​に​わたし​と​ともに​いた​十じゅう二に使し徒と​は、義ぎ​の​衣ころも​を​身 み​に​まとい、その​頭あたま​に​冠かんむり​を​かぶり、わたし​と​同おなじ​よう​に​②栄えい光こう​を​受うけて、わたし​が​③火ひ​の​柱はしら​の​中なか​を​来くる​日ひ​に​わたし​の​右みぎ​に​立たつ​で​あろう。それ​は、ほか​の​だれ​で​も​なく、イスラエル​の​家いえ​に​属ぞくする​すべて​の​者もの​を、まことに​わたし​を​愛あいして​わたし​の​戒いましめ​を​守まもった​すべて​の​者もの​を​④裁さばく​ため​で​ある。
13 シナイ山ざん​で​あった​よう​に、①ラッパ​が​長ながく​かつ​高たかく​鳴なり​響ひびき、全ぜん​地ち​が​震しん動どう​する​で​あろう。そして、彼かれら、すなわち​わたし​に​あって​②死しんだ​者もの​が、義ぎ​の​③冠かんむり​を​受うける​ため​に、④わたし​の​よう​に​義ぎ​の​衣ころも​を​身 み​に​まとう​ため​に、わたし​と​ともに​いて​わたしたち​が​一つ​と​なる​ため​に​⑤出でて​来くる​で​あろう。
14 しかし​見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。この​大おおいなる​①日ひ​が​来くる​前まえ​に、②太陽たいよう​は​暗くらく​なり、月つき​は​血ち​に​変かわり、星ほし​は​天てん​から​落おちる​で​あろう。また、上うえ​に​は​天てん​に、下した​に​は​地ち​に、さらに​大おおきな​③数々かずかず​の​しるし​が​ある​で​あろう。
15 また、多おおく​の​人ひと​が​涙なみだ​を​流ながし、①泣なき​わめく​で​あろう。
16 また、激はげしい​①雹ひょう​を​伴ともなう​嵐あらし​が​送おくられて、地ち​の​作さく物もつ​を​損そこなう​で​あろう。
17 そして​また、世よ​の​悪あく​の​ゆえ​に、わたし​は​①悪あく人にん​に​②報ほう復ふく​しよう。彼かれら​が​悔くい改あらためよう​と​しない​から​で​ある。わたし​の​憤いきどおり​の​杯さかずき​は​満みちて​いる​から​で​ある。見みよ、彼かれら​が​わたし​の​言いう​こと​を​聞きかなければ、わたし​の​③血ち​は​彼かれら​を​清きよめない。
18 それゆえ、主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、地ち​の​面おもて​に​あぶ​を​送おくる。それら​は​地ち​に​住すむ​者もの​に​取とり付ついて​その​肉にく​を​食くい、うじ​を​生しょうじ​させる​で​あろう。
19 そして、彼かれら​の​舌した​は​こわばり、彼かれら​は​わたし​に​反対はんたい​して​①語かたる​こと​が​できなく​なる。また、彼かれら​の​肉にく​は​骨ほね​から​離はなれ、目め​は​その​穴あな​から​落おちる​で​あろう。
20 その​とき、森もり​の​①獣けもの​と​空そら​の​鳥とり​は​彼かれら​を​むさぼり​食くう​で​あろう。
21 また、全ぜん​地ち​の​①淫いん婦ぷ​で​ある​大おおきな​②忌いまわしい​教きょう会かい​は、これら​の​こと​に​ついて​語かたった​預よ言げん者しゃ​エゼキエル​の​口くち​を​通とおして​語かたられた​とおり​に、③焼やき​尽つくす​火ひ​に​よって​倒たおされる​で​あろう。これら​の​こと​は​まだ​起おこって​いない​が、わたし​が​生いきて​いる​よう​に​確たしか​に​④起おこる。忌いまわしい​行おこない​が​支し配はい​する​こと​は​ない​から​で​ある。
22 さらに​また、まことに、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。①千​年ねん​が​終おわり、人々ひとびと​が​再ふたたび​彼かれら​の​神かみ​を​否ひ定てい​し​始はじめる​とき、わたし​は​②しばし​の​間あいだ​だけ​地ち​を​その​まま​に​して​おこう。
23 そして、①終おわり​が​来きて、天てん地ち​は​焼やき​尽つくされて​②過すぎ去さり、新あたらしい​天てん​と​③新あたらしい​地ち​が​ある​で​あろう。
24 すべて​古ふるい​もの​は​①過すぎ去さり、万物ばんぶつ​が​新あたらしく​なる​から​で​ある。まことに​天てん地ち​と​その​中なか​に​ある​万物ばんぶつ、すなわち​人ひと​も、獣けもの​も、空そら​の​鳥とり​も、海う み​の​魚うお​も​新あたらしく​なる​の​で​ある。
25 ①髪かみ​の​毛け​一筋ひとすじ​も、ちり​も、失うしなわれない。それ​は​わたし​の​手て​で​造つくられた​もの​だから​で​ある。
26 しかし​見みよ、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。地ち​が​過すぎ去さる​前まえ​に、わたし​の​①天てん使し​長ちょう​②ミカエル​は​③ラッパ​を​吹ふき​鳴ならす。その​とき、墓はか​が​開ひらかれる​ので、すべて​の​死し者しゃ​は​④目め​を​覚さまし、彼かれら、すなわち​すべて​の​者もの​が​⑤出でて​来くる。
27 そして、①義ぎ人じん​は​わたし​の​②右みぎ​に​集あつめられて​永遠えいえん​の​命いのち​を​受うける​で​あろう。また、わたし​の​左ひだり​に​いる​悪あく人にん​を​父ちち​の​前まえ​に​持もつ​こと​を、わたし​は​恥はじる。
28 それゆえ、わたし​は​彼かれら​に、「のろわれた​者もの​ども​よ、わたし​から​①離はなれ​去さり、②悪あく魔ま​と​その​使つかい​の​ため​に​用よう意い​されて​いる​永遠えいえん​の​③火ひ​に​入はいれ」と​言いおう。
29 さて​見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​は​いまだ​かつて、わたし​自じ身しん​の​口くち​から、彼かれら​は​戻もどって​来くる​と​告つげた​こと​は​ない。①わたし​の​いる​所ところ​に、彼かれら​は​来くる​こと​が​できない​から​で​ある。彼かれら​に​は​その​力ちから​が​ない​から​で​ある。
30 しかし、わたし​の​すべて​の​裁さばき​が​人々ひとびと​に​明あきらか​に​される​わけ​で​は​ない​こと​を​覚おぼえて​おき​なさい。言こと葉ば​が​わたし​の​口くち​から​出でる​と、その​とおり​に​成じょう就じゅ​する。すなわち、わたし​の​御み霊たま​の​力ちから​で​ある​わたし​の​力ちから​の​言こと葉ば​に​よって​わたし​が​創そう造ぞう​した​すべて​の​もの​に​関かんして、①先さき​の​もの​は​後あと​に​なり、後あと​の​もの​は​先さき​に​なる​の​で​ある。
31 わたし​の​御み霊たま​の​力ちから​に​よって、わたし​は​それら​の​もの、すなわち、①霊的れいてき​な​もの​と​物ぶっ質しつ的てき​な​もの​の​両方りょうほう​に​ついて​すべて​の​もの​を​②創そう造ぞう​した。
32 わたし​の​業わざ​の​初はじめ​に​は、先さき​に​①霊的れいてき​な​もの​が​あり、次つぎ​に​物ぶっ質しつ的てき​な​もの​が​あり、さらに​また​わたし​の​業わざ​の​終おわり​に​は、先さき​に​物ぶっ質しつ的てき​な​もの​が​あり、次つぎ​に​霊的れいてき​な​もの​が​ある。
33 この​よう​に​言いう​の​は、あなたがた​が​自し然ぜん​に​理り解かい​できる​よう​に​する​ため​で​ある。しかし、わたし​自じ身しん​に​とって​は、わたし​の​業わざ​に​は​①終おわり​も​なく、初はじめ​も​ない。しかし、あなたがた​が​わたし​に​求もとめて​心こころ​を​一つ​に​して​いる​ので、あなたがた​が​理り解かい​できる​よう​に​これ​が​与あたえられて​いる​の​で​ある。
34 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​に​とって​は​すべて​が​霊れい​に​かかわる​もの​で​あり、わたし​は​いまだ​かつて、現げん世せ​の​律りっ法ぽう​を​あなたがた​に​与あたえた​こと​が​ない。どんな​人ひと​に​も、人ひと​の​子こら​に​も、わたし​が​創そう造ぞう​した​あなたがた​の​先せん祖ぞ​アダム​に​も​与あたえた​こと​が​ない。
35 見みよ、わたし​は​アダム​に、①自みずから​選択せんたく​し​行こう動どう​する​者もの​と​なる​こと​を​許ゆるした。そして、彼かれ​に​戒いましめ​を​与あたえた。しかし、わたし​が​彼かれ​に​与あたえた​の​は、現げん世せ​の​戒いましめ​で​は​ない。わたし​の​②戒いましめ​は​霊れい​に​かかわる​もの​だから​で​ある。それら​は​自し然ぜん​の​もの​で​も、現げん世せ​の​もの​で​も​なく、肉にく欲よく​の​もの​で​も、官能かんのう​的てき​な​もの​で​も​ない。
36 そして、アダム​は​悪あく魔ま​に​誘ゆう惑わく​された。見みよ、①悪あく魔ま​は​アダム​の​前まえ​に​いた。悪あく魔ま​は、「わたし​に​あなた​の​②誉ほまれ​を​与あたえて​ください」と​言いって、わたし​に​③背そむいた。彼かれ​の​求もとめた​誉ほまれ​は​わたし​の​④力ちから​で​ある。また、彼かれ​は​天てん​の​⑤衆群しゅうぐん​の​⑥三​分ぶん​の​一​を、彼かれら​の​⑦選択せんたく​の​自じ由ゆう​に​よって​わたし​から​背そむき​去さらせた。
37 そして、彼かれら​は​落おとされて、①悪あく魔ま​と​その​②使つかい​に​なった。
38 見みよ、初はじめ​から​彼かれら​の​ため​に​用よう意い​された​場ば所しょ​が​ある。その​場ば所しょ​は​①地じ獄ごく​で​ある。
39 また、悪あく魔ま​が​人ひと​の​子こら​を​①誘ゆう惑わく​する​の​は​必ひつ要よう​で​ある。そう​で​なければ、人ひと​の​子こら​は​自みずから​選択せんたく​し​行こう動どう​する​者もの​と​は​なれない。②苦にがい​こと​を​経験けいけん​しなければ、甘あまい​こと​を​知しる​こと​が​できない​から​で​ある。
40 それゆえ、悪あく魔ま​は​アダム​を​誘ゆう惑わく​した。そして、アダム​は​禁断きんだん​の​①実み​を​食たべ、戒いましめ​に​背そむいた。この​よう​に​して、彼かれ​は​誘ゆう惑わく​に​負まけた​ので、悪あく魔ま​の​意い​に​②従したがう​こと​に​なった。
41 それゆえ、主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、彼かれ​を​その​背そむき​の​ゆえ​に​①エデン​の​園その​から、わたし​の​前まえ​から​②追おい出だした。この​よう​に​して、彼かれ​は​③霊的れいてき​に​死しぬ​こと​に​なった。これ​が​第だい一いち​の​死し、まことに、わたし​が「④のろわれた​者もの​ども​よ、離はなれ​去され」と​言いう​とき​に​悪あく人にん​に​宣言せんげん​される​霊的れいてき​な​最さい後ご​の​⑤死し​と​同おなじ​もの​で​ある。
42 しかし​見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、わたし​の​①独ひとり子ご​の​名な​を​信しんじる​信しん仰こう​に​よる​②悔くい改あらため​と​③贖あがない​を​彼かれら​に​告つげる​ため​に​④天てん使し​たち​を​遣つかわす​まで、アダム​と​その​子し孫そん​が​肉にく体たい​の​⑤死し​を​受うける​こと​の​ない​よう​に​した。
43 この​よう​に​して、主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、人ひと​に​①試ためし​の​生涯しょうがい​を​定さだめた。人ひと​が、すなわち​信しんじる​すべて​の​者もの​が、肉にく体たい​の​死し​に​よって​②不ふ死し​不ふ滅めつ​に​③よみがえり、④永遠えいえん​の​命いのち​を​受うけられる​よう​に​する​ため​で​ある。
44 また、信しんじない​者もの​は​永遠えいえん​の​①罰ばつ​の​定さだめ​を​受うける。彼かれら​は​悔くい改あらためない​ので、霊的れいてき​な​堕だ落らく​から​の​贖あがない​を​受うける​こと​が​できない​から​で​ある。
45 彼かれら​は​光ひかり​より​も​闇やみ​を​愛あいし、その​①行おこない​は​悪わるく、自じ分ぶん​が​従したがおう​と​した​者もの​の​②報むくい​を​受うける​の​で​ある。
46 しかし​見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。幼おさない​①子こ供ども​たち​は、わたし​の​独ひとり子ご​に​よって​世よ​の​初はじめ​から​②贖あがなわれて​いる。
47 それゆえ、彼かれら​は​罪つみ​を​犯おかさない。彼かれら​が​わたし​の​前まえ​に​①責任せきにん​を​負おう​よう​に​なる​まで、サタン​に​は​幼おさない​子こ供ども​たち​を​②誘ゆう惑わく​する​力ちから​が​与あたえられない​から​で​ある。
48 わたし​は、大おおいなる​こと​が​彼かれら​の​①父親ちちおや​に​求もとめられる​よう​に、わたし​の​望のぞむ​とおり​に、わたし​自じ身しん​の​思おもい​の​まま​に​幼おさない​子こ供ども​たち​に​行おこなう​の​で​ある。
49 さらに​また、わたし​は​あなたがた​に​言いう。知ち識しき​の​ある​者もの​に、わたし​は​悔くい改あらため​を​命めいじなかった​で​あろう​か。
50 また、①理り解かい​する​能のう力りょく​の​ない​者もの​に​ついて​は、書かき記しるされて​いる​とおり​に​行おこなう​だけ​で​ある。さて、わたし​は​あなたがた​に、今いま​は​これ​以い上じょう​の​こと​を​告つげない。アーメン。

	◀1①
GS「わたしは有る」

	◀②
GS「憐れみ」

	◀③
GS「贖罪」

	◀2①
GS「謙遜」

	◀②
マタ23・37、3ニフ10・4－6

	◀3①
GS「赦し」

	◀4①
アル29・1－2、教義19・37、30・9

	◀5①
マタ18・20、教義6・32、38・7、88・62－63

	◀②
GS「弁護者」

	◀③
GS「神の王国，天の王国」

	◀6①
マコ11・24

	◀②
3ニフ27・1－2、教義84・1

	◀③
マタ21・22、ヨハ14・13

	◀7①
マコ13・20、教義84・34、GS「選民」

	◀②
GS「イスラエル－イスラエルの集合」

	◀③
アル5・37－41

	◀④
GS「心」
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教義5・19、43・17－27
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教義58・6－9、78・7

	◀③
教義45・64－66、57・1
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2ニフ20・33、3ニフ25・1、GS「高慢」

	◀②
ナホ1・10、マラ4・1、1ニフ22・15、23、ジ－歴史1・37

	◀③
教義45・57、63・34、54、64・24、88・94、101・23－25、133・64、GS「地球（地）－地球の清め」
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GS「イエス・キリストの再臨」

	◀11①
ジ－マタ1・37

	◀②
GS「イエス・キリスト－キリストによる福千年の統治」「福千年」

	◀③
GS「義」

	◀12①
GS「使徒」

	◀②
GS「イエス・キリスト－栄光」「栄光」

	◀③
イザ66・15－16、教義130・7、133・41

	◀④
マタ19・28、ルカ22・30、1ニフ12・9、モル3・18－19

	◀13①
教義43・18、45・45

	◀②
教義88・97、133・56

	◀③
GS「冠」「昇栄」

	◀④
教義76・94－95、84・35－39

	◀⑤
教義76・50

	◀14①
GS「イエス・キリストの再臨」

	◀②
ヨエ2・10、ジ－マタ1・33

	◀③
GS「時のしるし」

	◀15①
マタ13・42

	◀16①
エゼ38・22、黙示11・19、16・21

	◀17①
GS「邪悪」

	◀②
黙示16・7－11、2ニフ30・10、ジ－マタ1・53－55、GS「報復」

	◀③
1ヨハ1・7、アル11・40－41、教義19・16－18

	◀19①
ゼカ14・12

	◀20①
イザ18・6、エゼ39・17、黙示19・17－18

	◀21①
黙示19・2

	◀②
GS「悪魔－悪魔の教会」

	◀③
ヨエ1・19－20、2・3、教義97・25－26、GS「地球（地）－地球の清め」

	◀④
教義1・38

	◀22①
GS「福千年」

	◀②
黙示20・3、教義43・30－31、88・110－111

	◀23①
マタ24・14、GS「世－世の終わり」

	◀②
マタ24・35、ジ－マタ1・35

	◀③
GS「地球（地）－最終的な状態」

	◀24①
黙示21・1－4

	◀25①
アル40・23

	◀26①
GS「天使長，天使のかしら」

	◀②
GS「アダム」「ミカエル」

	◀③
1コリ15・52－55

	◀④
GS「不死不滅」「復活」

	◀⑤
ヨハ5・28－29

	◀27①
GS「義」

	◀②
マタ25・33、GS「最後の裁き」

	◀28①
マタ25・41、教義29・41

	◀②
GS「悪魔」

	◀③
教義43・33

	◀29①
ヨハ7・34、教義76・112

	◀30①
マタ19・30、1ニフ13・42

	◀31①
モセ3・4－5

	◀②
GS「創造，創造する」

	◀32①
GS「霊の創造」

	◀33①
詩篇111・7－8、モセ1・4

	◀35①
GS「選択の自由」

	◀②
GS「戒め（神の）」

	◀36①
教義76・25－26、モセ4・1－4

	◀②
GS「敬う」

	◀③
GS「天上の会議」

	◀④
イザ14・12－14、教義76・28－29

	◀⑤
教義38・1、45・1、GS「前世」

	◀⑥
黙示12・3－4

	◀⑦
GS「選択の自由」

	◀37①
GS「悪魔」

	◀②
2ペテ2・4、ユダ1・6、モセ7・26、GS「天使」

	◀38①
GS「地獄」

	◀39①
モセ4・3－4、GS「誘惑」

	◀②
モセ6・55

	◀40①
創世3・6、モセ4・7－13

	◀②
2ニフ10・24、モサ16・3－5、アル5・41－42

	◀41①
GS「エデン」

	◀②
GS「堕落（アダムとエバの）」

	◀③
GS「死（霊の）」

	◀④
教義29・27－28、76・31－39

	◀⑤
アル40・26

	◀42①
モセ5・6－8

	◀②
GS「悔い改め」

	◀③
GS「贖い，贖う」

	◀④
アル12・28－30

	◀⑤
2ニフ2・21、GS「死（肉体の）」

	◀43①
アル12・24、42・10

	◀②
モセ1・39、GS「不死不滅」

	◀③
GS「復活」

	◀④
GS「永遠の命」

	◀44①
教義19・7－12、GS「罰の定め」

	◀45①
ヨハ3・18－20、教義93・31－32

	◀②
モサ2・32－33、アル3・26－27、5・41－42、30・60

	◀46①
モロ8・8、12、教義93・38、GS「子供」

	◀②
教義74・7、GS「贖い，贖う」

	◀47①
GS「責任を負う」

	◀②
GS「誘惑」

	◀48①
教義68・25

	◀50①
教義137・7－10、GS「理解」


第​30​章
千八百三十​年ねん​九月がつ、ニューヨーク​州しゅう​フェイエット​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​デビッド・​ホイットマー、ピーター・​ホイットマー・​ジュニア、および​ジョン・​ホイットマー​に​与あたえられた​啓けい示じ。この​啓けい示じ​は、フェイエット​で​の​三みっ日か​間かん​の​大会たいかい​後ご、教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​が​散会さんかい​する​前まえ​に​与あたえられた​もの​で​ある（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百十五－百十六​ページ）。当とう初しょ​は​三つ​の​啓けい示じ​として​出しゅっ版ぱん​されて​いた​が、預よ言げん者しゃ​は​千八百三十五​年ねん​版ばん​の『教きょう義ぎと聖せい約やく』​で​これ​を​一つ​に​まとめた。
1－4​デビッド・​ホイットマー​は、熱心ねっしん​に​奉ほう仕し​する​の​を​怠おこたった​ため​に​懲こらしめ​を​受うける。​5－8​ピーター・​ホイットマー・​ジュニア​は、オリバー・​カウドリ​と​ともに、レーマン人じん​へ​の​伝でん道どう​に​出でかけ​なければ​ならない。​9－11​ジョン・​ホイットマー​は、福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえる​よう​に​召めされる。
1 見みよ、わたし​は​あなた、①デビッド​に​言いう。あなた​は​人ひと​を​②恐おそれ、当とう然ぜん​なす​べき​で​ある​の​に​わたし​に​③頼たよって​強つよさ​を​得えよう​と​しなかった。
2 それどころ​か、あなた​の​心こころ​は、あなた​の​造つくり主ぬし​で​ある​わたし​に​かかわる​事こと柄がら​や、あなた​が​召めされた​務つとめ​より​も、①世よ​の​事こと柄がら​の​うえ​に​あった。そして、あなた​は​わたし​の​御み霊たま​や​あなた​の​上うえ​に​置おかれた​人々ひとびと​を​心こころ​に​留とめず、わたし​から​命めいじられて​いない​者もの​たち​に​説とき​つけられて​きた。
3 それゆえ、あなた​は​自じ分ぶん​自じ身しん​で​わたし​に​尋たずね、自じ分ぶん​が​受うけた​事こと柄がら​に​ついて​①深ふかく​考かんがえる​に​任まかされて​いる。
4 また、わたし​が​あなた​に​さらに​戒いましめ​を​与あたえる​まで、あなた​は​父ちち​の​家いえ​に​住すま​なければ​ならない。そして、あなた​は​教きょう会かい​で、また​世よ​の​人々ひとびと​の​前まえ​で、さらに​周まわり​の​地ち域いき​で、①務つとめ​に​専念せんねん​しなければ​ならない。アーメン。
5 見みよ、わたし​は​あなた、①ピーター​に​言いう。あなた​は、あなた​の​兄きょう弟だい​オリバー​と​ともに​②旅たび​を​しなければ​ならない。あなた​が​口くち​を​開ひらいて​わたし​の​福ふく音いん​を​告つげ​知しらせる​こと​を、わたし​が​必ひつ要よう​と​する​③時とき​が​来きた​から​で​ある。それゆえ、恐おそれる​こと​なく、むしろ​あなた​の​兄きょう弟だい​が​あなた​に​与あたえる​言こと葉ば​と​忠ちゅう告こく​を​④心こころ​に​留とめ​なさい。
6 また、彼かれ​の​あらゆる​苦く難なん​を​自じ分ぶん​の​苦く難なん​と​し、彼かれ​と​あなた​が​救すくい​出だされる​よう​に、祈いのり​と​信しん仰こう​を​もって​いつも​わたし​に​向むかって​心こころ​を​高たかく​しなさい。わたし​は​彼かれ​に、①レーマン人じん​の​中なか​に​わたし​の​②教きょう会かい​を​築きずき​上あげる​力ちから​を​与あたえた​から​で​ある。
7 また​わたし​は、彼かれ​の​兄きょう弟だい​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​の​ほか​に​は、教きょう会かい​の​諸しょ​事じ​に​ついて​教きょう会かい​内ない​で​彼かれ​の​①上うえ​に​立たつ​助じょ言げん​者しゃ​を​だれ​も​任にん命めい​して​いない。
8 それゆえ、これら​の​こと​を​心こころ​に​留とめて、わたし​の​戒いましめ​を​熱心ねっしん​に​守まもり​なさい。そう​すれ​ば、あなた​は​祝しゅく福ふく​されて​永遠えいえん​の​命いのち​を​受うける​で​あろう。アーメン。
9 見みよ、わたし​は​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​ジョン​に​言いう。あなた​は​これから​先さき、①ラッパ​の​音おと​の​よう​に​わたし​の​福ふく音いん​を​②宣言せんげん​する​こと​を​始はじめ​なければ​ならない。
10 あなた​は、あなた​の​兄きょう弟だい​フィリップ・​バローズ​の​家いえ​で、また​その​周まわり​の​地ち域いき​で、すなわち、あなた​が​語かたる​こと​を​聞きく​人々ひとびと​の​いる​所ところ​なら​どこ​で​で​も、そこ​から​去さる​よう​に​わたし​が​あなた​に​命めいじる​まで​働はたらかなければ​ならない。
11 今いま​から​後のち、あなた​は​精神せいしん​を​尽つくして、シオン​で​すべて​の​働はたらき​を​しなければ​ならない。まことに、あなた​は​①人ひと​が​なし​得うる​こと​を​②恐おそれず​に、わたし​の​大たい義ぎ​の​ため​に​いつも​口くち​を​開ひらかなければ​ならない。わたし​は​③あなた​と​ともに​いる​から​で​ある。アーメン。

	◀1①
GS「ホイットマー，デビッド」

	◀②
使徒5・29

	◀③
歴下16・7－9

	◀2①
教義25・10

	◀3①
GS「深く考える」

	◀4①
GS「仕える」「奉仕」

	◀5①
GS「ホイットマー，ピーター，ジュニア」

	◀②
教義32・1－3

	◀③
教義11・15

	◀④
GS「勧告，勧め」「支持（教会指導者の）」

	◀6①
教義3・20、49・24、GS「レーマン人」

	◀②
GS「末日聖徒イエス・キリスト教会」

	◀7①
教義20・2－3

	◀9①
教義33・2

	◀②
教義15・6

	◀11①
イザ51・7

	◀②
GS「畏れ，恐れ」「勇敢，勇気」

	◀③
マタ28・19－20


第​31​章
千八百三十​年ねん​九月がつ、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​トーマス・​Ｂ・​マーシュ​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百十五－百十七​ページ）。この​啓けい示じ​が​与あたえられた​の​は、教きょう会かい​の​大会たいかい​直ちょく後ご​の​こと​で​ある（第だい​三十​章しょう​の​前まえ書がき​を​参照さんしょう）。トーマス・​Ｂ・​マーシュ​は​この​月つき​の​早はやい​時じ期き​に​バプテスマ​を​受うけ、この​啓けい示じ​が​与あたえられる​前まえ​に​当とう​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​に​聖任せいにん​されて​いた。
1－6​トーマス・​Ｂ・​マーシュ​は、福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえる​よう​に​召めされ、また​家か族ぞく​の​幸しあわせ​が​保ほ証しょう​される。​7－13​彼かれ​は​忍耐にんたい​強づよく​あり、常つねに​祈いのり、慰なぐさめ主ぬし​に​従したがう​よう​に​勧かん告こく​される。
1 わたし​の​子こ​①トーマス​よ。わたし​の​業わざ​を​信しんじる​信しん仰こう​の​ゆえ​に、あなた​は​幸さいわい​で​ある。
2 見みよ、あなた​は​家か族ぞく​の​ゆえ​に​多おおく​の​苦く難なん​に​遭あって​きた。それ​に​も​かかわらず、わたし​は​あなた​と​あなた​の​家か族ぞく、すなわち​あなた​の​幼おさない​者もの​たち​を​祝しゅく福ふく​しよう。彼かれら​が​信しんじて​真しん理り​を​知しり、わたし​の​教きょう会かい​に​おいて​あなた​と​一つ​に​なる​日ひ​が​来くる。
3 心こころ​を​高たかめて​喜よろこび​なさい。あなた​の​伝でん道どう​の​時とき​が​来きた​から​で​ある。あなた​の​舌した​は​緩ゆるめられ、あなた​は​この​時じ代だい​の​人々ひとびと​に​向むかって​①胸むね​躍おどる​大おおいなる​喜よろこび​の​おとずれ​を​告つげ​知しらせる​で​あろう。
4 あなた​は、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​に​明あきらか​に​されて​きた​こと​を​①告つげ​なければ​ならない。あなた​は​これから​先さき、教おしえ​を​説とき、すでに​②白しろく​なり​焼やかれる​ばかり​に​なって​いる​畑はたけ​で​刈かり入いれ​を​始はじめ​なければ​ならない。
5 それゆえ、心こころ​を​尽つくして​①鎌かま​を​入いれ​なさい。そう​すれ​ば、あなた​の​罪つみ​は​②赦ゆるされて、あなた​は​背せ​に​③束たば​を​積つまれる​で​あろう。④働はたらき​人びと​が​報ほう酬しゅう​を​受うける​の​は​当とう然ぜん​だから​で​ある。また、あなた​の​家か族ぞく​は​生いきる​で​あろう。
6 見みよ、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。しばし​の​間あいだ​だけ​家か族ぞく​を​離はなれて​出でかけ、わたし​の​言こと葉ば​を​告つげ​なさい。そう​すれ​ば、わたし​は​あなた​の​家か族ぞく​の​ため​に​一つ​の​場ば所しょ​を​用よう意い​しよう。
7 まことに、わたし​は​人々ひとびと​の​心こころ​を​①開ひらこう。そして、彼かれら​は​あなた​を​受うけ入いれる​で​あろう。また、わたし​は​あなた​の​手て​に​よって​一つ​の​教きょう会かい​を​設もうけよう。
8 あなた​は​彼かれら​を​①強つよく​し、彼かれら​が​集あつめられる​とき​の​ため​に​彼かれら​を​備そなえ​なければ​ならない。
9 ①苦く難なん​の​中なか​で​②忍耐にんたい​強づよく​あり、ののしる​者もの​に​ののしり​返かえして​は​ならない。柔にゅう和わ​に​③家いえ​を​治おさめ、また​確かっ固こ​と​して​いなさい。
10 見みよ、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​は​教きょう会かい員いん​に​とって​の​医い者しゃ​と​なる​で​あろう。しかし、世よ​の​人々ひとびと​に​は​そう​で​は​ない。彼かれら​は​あなた​を​受うけ入いれない​から​で​ある。
11 あなた​は​どこ​で​も​わたし​の​望のぞむ​所ところ​に​行いき​なさい。あなた​の​なす​べき​こと​と​行いく​べき​所ところ​は、①慰なぐさめ主ぬし​に​よって​あなた​に​伝つたえられる​で​あろう。
12 あなた​は​①誘ゆう惑わく​に​陥おちいって​自じ分ぶん​の​報むくい​を​失うしなう​こと​の​ない​よう​に、②常つねに​祈いのり​なさい。
13 最さい後ご​まで​①忠ちゅう実じつ​で​あり​なさい。見みよ、わたし​は​②あなた​と​ともに​いる。これら​の​言こと葉ば​は​人ひと​から​出でて​いる​もの​で​は​なく、人々ひとびと​から​出でて​いる​もの​で​も​なく、父ちち​の​③御み​心こころ​に​よって、わたし、すなわち​あなた​の​贖あがない主ぬし​で​ある​イエス・​キリスト​から​出でて​いる​もの​で​ある。アーメン。

	◀1①
GS「マーシュ，トーマス・Ｂ」

	◀3①
イザ52・7、ルカ2・10－11、モサ3・3－5

	◀4①
モサ18・19、教義42・12、52・36

	◀②
教義4・4－6

	◀5①
黙示14・15

	◀②
GS「赦し」

	◀③
教義79・3

	◀④
ルカ10・3－11、教義75・24

	◀7①
GS「改宗」

	◀8①
教義81・5、108・7

	◀9①
GS「逆境」

	◀②
GS「忍耐」

	◀③
GS「家族－親の責任」

	◀11①
GS「聖霊」「慰め主，助け主」

	◀12①
GS「誘惑」

	◀②
3ニフ18・17－21、GS「祈り」

	◀13①
GS「堪え忍ぶ」

	◀②
マタ28・20

	◀③
GS「イエス・キリスト－権威」


第​32​章
千八百三十​年ねん​十月がつ、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして、パーリー・​Ｐ・​プラット​と​ザイバ・​ピーターソン​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百十八－百二十​ページ）。教きょう会かい員いん​は『モルモン書しょ』​から、レーマン人じん​に​祝しゅく福ふく​が​与あたえられる​と​予よ告こく​されて​いる​こと​を​知しって、長老ちょうろう​たち​は​レーマン人じん​に​深ふかい​関心かんしん​を​持もち、大おおきな​望のぞみ​を​抱いだいた。その​結けっ果か、当とう時じ​西せい部ぶ​の​インディアン​の​部ぶ族ぞく​の​もと​に​長老ちょうろう​たち​を​送おくる​べき​か​どう​か​に​ついて、御み​心こころ​を​示しめして​くださる​よう​に​主しゅ​に​懇願こんがん​した。そして、この​啓けい示じ​が​与あたえられた。
1－3​パーリー・​Ｐ・​プラット​と​ザイバ・​ピーターソン​は、レーマン人じん​に​教おしえ​を​説とく​よう​に、また​オリバー・​カウドリ​と​ピーター・​ホイットマー・​ジュニア​に​同どう行こう​する​よう​に​召めされる。​4－5​彼かれら​は​聖文せいぶん​の​理り解かい​を​求もとめて​祈いのらなければ​ならない。
1 さて、わたし​の​僕しもべ​①パーリー・​Ｐ・​プラット​に​ついて、見みよ、わたし​は​彼かれ​に​言いう。わたし​は​自じ分ぶん​が​生いきて​いる​よう​に​確たしか​に、彼かれ​が​わたし​の​福ふく音いん​を​告つげ​知しらせ、わたし​に​②学まなび、また​柔にゅう和わ​で​心こころ​の​へりくだった​者もの​で​ある​こと​を​望のぞむ。
2 また、わたし​が​彼かれ​に​定さだめた​の​は、彼かれ​が​わたし​の​僕しもべ​たち、オリバー・​カウドリ​ならびに​ピーター・​ホイットマー・​ジュニア​と​ともに​荒あれ野の​に​赴おもむいて​①レーマン人じん​の​中なか​に​②行いく​こと​で​ある。
3 ①ザイバ・​ピーターソン​も​彼かれら​と​ともに​行いかなければ​ならない。また、わたし​自じ身しん​も​彼かれら​と​ともに​行いき、彼かれら​の​②中なか​に​いる​で​あろう。わたし​は​父ちち​に​対たいする​彼かれら​の​③弁べん護ご​者しゃ​で​あり、何なにもの​も​彼かれら​に​打うち勝かつ​こと​は​ない​で​あろう。
4 また、彼かれら​は​書かき記しるされて​いる​こと​を​①心こころ​に​留とめ​なければ​ならない。ほか​の​②啓けい示じ​を​求もとめて​は​ならない。また、わたし​が​それ​を​③明あきらか​に​して​彼かれら​が​④理り解かい​できる​よう​に、常つねに​祈いのらなければ​ならない。
5 また、彼かれら​は​これら​の​言こと葉ば​を​心こころ​に​留とめる​よう​に​しなければ​ならない。軽かろんじて​は​ならない。そう​すれ​ば、わたし​は​彼かれら​を​祝しゅく福ふく​しよう。アーメン。

	◀1①
GS「プラット，パーリー・パーカー」

	◀②
マタ11・28－30

	◀2①
教義3・18－20

	◀②
教義28・8、30・5

	◀3①
教義58・60

	◀②
マタ18・20、教義6・32、38・7

	◀③
GS「弁護者」

	◀4①
1ニフ15・25、教義84・43－44

	◀②
教義28・2

	◀③
ジ－歴史1・74

	◀④
GS「理解」


第​33​章
千八百三十​年ねん​十月がつ、ニューヨーク​州しゅう​フェイエット​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​エズラ・​セア​と​ノースロップ・​スイート​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百二十六－百二十七​ページ）。この​啓けい示じ​を​記しるす​に​当あたり、預よ言げん者しゃ​は、「主しゅ​は​いつも、信しん仰こう​を​もって​熱心ねっしん​に​求もとめる​人々ひとびと​を​教おしえよう​と​して​おられる」（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百二十六​ページ）と​断言だんげん​した。
1－4​十一​時じ​に​福ふく音いん​を​告つげ​知しらせる​ため​に、働はたらき​人びと​たち​が​召めされる。​5－6​教きょう会かい​が​設せつ立りつ​され、選民せんみん​が​集あつめられる。​7－10​天てん​の​王おう国こく​が​近ちかづいて​いる​ので、悔くい改あらため​なさい。​11－15​教きょう会かい​は​福ふく音いん​の​岩いわ​の​上うえ​に​建たてられる。​16－18​花婿はなむこ​が​来こられる​とき​の​ため​に​備そなえ​なさい。
1 見みよ、わたし​は​あなたがた、すなわち​わたし​の​僕しもべ、エズラ​と​ノースロップ​に​言いう。あなたがた​の​耳みみ​を​開ひらき、主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​の​声こえ​を​聴きき​なさい。わたし​の​①言こと葉ば​は​生いきて​いて、力ちから​が​あり、もろ刃は​の​剣つるぎ​より​も​鋭するどくて、関節かんせつ​と​骨髄こつずい、精神せいしん​と​霊れい​と​を​切きり離はなす​ほど​で​ある。また、わたし​は​心こころ​の​思おもい​と​②志こころざし​と​を​見み分わける​者もの​で​ある。
2 まことに、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​は​①ラッパ​の​音おと​の​よう​に​声こえ​を​上あげ、曲まがった​よこしま​な​時じ代だい​の​人々ひとびと​に​わたし​の​福ふく音いん​を​告つげ​知しらせる​ため​に​召めされて​いる。
3 見みよ、①畑はたけ​は​すでに​白しろく​なり​刈かり入いれ​を​待まって​いる。今いま​は​②十一​時じ​で​あり、わたし​が​働はたらき​人びと​を​わたし​の​ぶどう​園えん​に​呼よび​入いれる​③最さい後ご​の​時とき​で​ある。
4 わたし​の​①ぶどう​園えん​は​ことごとく​②悪わるく​なって​おり、少しょう数すう​を​除のぞいて​③善ぜん​を​行おこなう​者もの​は​いない。また、彼かれら​も​④偽ぎ善ぜん売ばい教きょう​の​ため​に​度々たびたび​⑤過あやまち​を​犯おかす。すべて​の​者もの​が​腐ふ敗はい​した​心こころ​を​持もって​いる​から​で​ある。
5 まことに、まことに、あなたがた​に​言いう。わたし​は​この​①教きょう会かい​を​②設もうけ、荒あれ野の​から​呼よび出だした。
6 同おなじ​よう​に、わたし​は​地ち​の​①四し方ほう​から​わたし​の​選民せんみん​を、すなわち、わたし​を​信しんじて​わたし​の​声こえ​に​聞きき​従したがう​すべて​の​者もの​を​②集あつめよう。
7 まことに、まことに、あなたがた​に​言いう。畑はたけ​は​すでに​白しろく​なり​刈かり入いれ​を​待まって​いる。それゆえ、あなたがた​の​鎌かま​を​入いれ、あなたがた​の​勢力せいりょく​と​思おもい​と​力ちから​を​尽つくして​刈かり取とり​なさい。
8 あなたがた​の​①口くち​を​開ひらき​なさい。そう​すれ​ば、あなたがた​の​口くち​は​満みたされる​で​あろう。そして、あなたがた​は、エルサレム​を​出でて​荒あれ野の​を​旅たび​した​昔むかし​の​②ニーファイ​の​よう​に​なる​で​あろう。
9 まことに、あなたがた​の​口くち​を​開ひらき​なさい。惜おしんで​は​ならない。そう​すれ​ば、あなたがた​は​背せ​に​①束たば​を​積つまれる​で​あろう。見みよ、わたし​は​あなたがた​と​ともに​いる​から​で​ある。
10 まことに、あなたがた​の​口くち​を​開ひらき​なさい。そう​すれ​ば、あなたがた​の​口くち​は​満みたされて​言いう​で​あろう。「悔くい改あらため​なさい。①悔くい改あらため​なさい。主しゅ​の​道みち​を​備そなえ、その​道筋みちすじ​を​まっすぐ​に​しなさい。天てん​の​王おう国こく​が​近ちかづいて​いる​から​で​ある。
11 まことに、悔くい改あらため​なさい。そして、あなたがた​は​一ひと人り​一ひと人り、自じ分ぶん​の​罪つみ​の​赦ゆるし​の​ため​に​①バプテスマ​を​受うけ​なさい。まことに、水みず​に​よって​バプテスマ​を​受うけ​なさい。そう​すれ​ば、その後のち、火ひ​と​聖霊せいれい​に​よる​バプテスマ​が​来くる。」
12 見みよ、まことに、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。これ​が​わたし​の​①福ふく音いん​で​ある。そして、人々ひとびと​は​わたし​を​信しんじる​信しん仰こう​を​持もたなければ​ならず、そう​しなければ​決けっして​救すくわれない、と​いう​こと​を​覚おぼえて​おき​なさい。
13 この​①岩いわ​の​上うえ​に、わたし​は、わたし​の​教きょう会かい​を​建たてよう。まことに、この​岩いわ​の​上うえ​に​あなたがた​は​建たてられる。そして、あなたがた​が​続つづける​なら​ば、②地じ獄ごく​の​門もん​も​あなたがた​に​打うち勝かつ​こと​は​ない。
14 また、あなたがた​は​教きょう会かい​の​①規き定てい​と​聖せい約やく​を​覚おぼえて、これら​を​守まもる​よう​に​しなければ​ならない。
15 また、あなたがた​は​信しん仰こう​を​持もって​いる​人々ひとびと​を、わたし​の​教きょう会かい​で​①按手あんしゅ​に​よって​②確かく認にん​しなければ​ならない。そう​すれ​ば、わたし​は​彼かれら​に​③聖霊せいれい​の​賜物たまもの​を​授さずけよう。
16 『モルモン書しょ』​と​①聖文せいぶん​が、あなたがた​を​②教おしえる​ため​に​わたし​から​与あたえられて​いる。また、わたし​の​御み霊たま​の​力ちから​は​万物ばんぶつ​を​③生いかす。
17 忠ちゅう実じつ​で​あり、常つねに​祈いのり、あなたがた​の​ランプ​の​芯しん​を​切きり​そろえて​火ひ​を​ともし、油あぶら​を​備そなえて、①花婿はなむこ​が​来くる​とき​に​用よう意い​が​できて​いる​よう​に​しなさい。
18 見みよ、まことに、まことに、あなたがた​に​言いう。わたし​は​すぐに​①来くる。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
ヘブ4・12、ヒラ3・29－30

	◀②
アル18・32、教義6・16

	◀2①
イザ58・1

	◀3①
ヨハ4・35、教義4・4、12・3、14・3

	◀②
マタ20・1－16

	◀③
ヤコ5・71、教義43・28

	◀4①
GS「ぶどう園（果樹園）（主の）」

	◀②
2ニフ28・2－14、モル8・28－41

	◀③
ロマ3・12、教義35・12

	◀④
GS「偽善売教」

	◀⑤
2ニフ28・14

	◀5①
GS「末日聖徒イエス・キリスト教会」

	◀②
GS「福音の回復」

	◀6①
1ニフ19・15－17

	◀②
GS「イスラエル－イスラエルの集合」

	◀8①
教義88・81

	◀②
2ニフ1・26－28

	◀9①
詩篇126・6、アル26・3－5、教義75・5

	◀10①
マタ3・1－3

	◀11①
GS「バプテスマ」

	◀12①
3ニフ27・13－22

	◀13①
GS「岩」

	◀②
マタ16・16－19、教義10・69－70

	◀14①
20－22章を参照。​教義42・13

	◀15①
GS「按手」

	◀②
教義20・41

	◀③
GS「聖霊の賜物」

	◀16①
GS「聖文」

	◀②
2テモ3・16

	◀③
ヨハ6・63

	◀17①
マタ25・1－13、GS「花婿」

	◀18①
黙示22・20、GS「イエス・キリストの再臨」


第​34​章
千八百三十​年ねん​十一月がつ​四よっ日か、ニューヨーク​州しゅう​フェイエット​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​オーソン・​プラット​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百二十七－百二十八​ページ）。プラット​兄きょう弟だい​は、当とう時じ​十九​歳さい​で​あった。六​週間しゅうかん​前まえ​に、彼かれ​は​兄あに​パーリー・​Ｐ・​プラット​が​回復かいふく​された​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえる​の​を​聞きいて​改宗かいしゅう​し、バプテスマ​を​受うけた。この​啓けい示じ​は、ピーター・​ホイットマー・​シニア​の​家いえ​で​与あたえられた​もの​で​ある。
1－4​忠ちゅう実じつ​な​者もの​は​贖罪しょくざい​に​よって​神かみ​の​子こ​と​なる。​5－9​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえる​こと​に​よって、再臨さいりん​の​ため​の​道みち​が​備そなえられる。​10－12​預よ言げん​は​聖霊せいれい​の​力ちから​に​よって​与あたえられる。
1 わたし​の​子こ​①オーソン​よ、主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし、すなわち​あなた​の​贖あがない主ぬし​で​ある​イエス・​キリスト​が​あなた​に​言いう​こと​に​耳みみ​を​傾かたむけ、それ​を​聞きき、そして​見み​なさい。
2 わたし​は​世よ​の​①光ひかり​で​あり​命いのち​で​ある。暗くら闇やみ​の​中なか​に​輝かがやいて​いる​光ひかり​で​ある。そして、暗くら闇やみ​は​それ​を​理り解かい​しない。
3 ①わたし​は​自じ分ぶん​の​命いのち​を​②与あたえた​ほど​に​この世よ​を​③愛あいした。それ​は​信しんじる​すべて​の​者もの​が​④神かみ​の​子こ​と​なる​ため​で​ある。それゆえ、あなた​は​わたし​の​子こ​で​ある。
4 あなた​は​信しんじた​ので、①幸さいわい​で​ある。
5 また、あなた​は​わたし​の​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえる​ため​に​わたし​から​①召めされて​いる​ので、なおさら​幸さいわい​で​ある。
6 あなた​は​ラッパ​の​音おと​の​よう​に​長ながく​かつ​大おおきな​声こえ​を​上あげ、曲まがった​よこしま​な​時じ代だい​の​人々ひとびと​に​悔くい改あらため​を​①叫さけんで、主しゅ​の​②再臨さいりん​の​ため​に​道みち​を​備そなえる​よう​に​召めされて​いる。
7 見みよ、まことに、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。わたし​が​力ちから​と​大おおいなる​栄えい光こう​と​を​もって​①雲くも​の​中なか​を​来くる​②時とき​は、もう​近ちかづいて​いる。
8 わたし​の​来らい臨りん​の​時とき​に、それ​は​①大おおいなる​日ひ​と​なる。すべて​の​国こく民みん​が​②おののく​から​で​ある。
9 しかし、その​大おおいなる​日ひ​が​来くる​前まえ​に、太陽たいよう​は​暗くらく​なり、月つき​は​血ち​に​変かわり、星ほし​は​光ひかり​を​放はなつ​の​を​拒こばみ、落おちる​星ほし​も​ある。そして、大おおいなる​滅めつ亡ぼう​が​悪あく人にん​を​待まち受うけて​いる。
10 それゆえ、あなたがた​の​声こえ​を​上あげ​なさい。①惜おしんで​は​ならない。主しゅ​なる​神かみ​が​語かたった​から​で​ある。それゆえ、預よ言げん​しなさい。そう​すれ​ば、それ​は​②聖霊せいれい​の​力ちから​に​よって​与あたえられる​で​あろう。
11 あなた​が​忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば、見みよ、わたし​が​来くる​まで、わたし​は​あなた​と​ともに​いる。
12 まことに、まことに、あなた​に​言いう。わたし​は​すぐに​来くる。わたし​は​あなた​の​主しゅ​で​あり、あなた​の​贖あがない主ぬし​で​ある。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
GS「プラット，オーソン」

	◀2①
ヨハ1・1－5、GS「光，キリストの光」

	◀3①
GS「贖い主」

	◀②
GS「贖い，贖う」「贖罪」

	◀③
ヨハ3・16、15・13、GS「愛」

	◀④
ヨハ1・9－12、ロマ8・14、16－17、モセ6・64－68、GS「神の息子，娘」

	◀4①
ヨハ20・29

	◀5①
GS「召し，神の召し」

	◀6①
教義6・9

	◀②
GS「イエス・キリストの再臨」

	◀7①
ルカ21・27

	◀②
黙示1・3

	◀8①
ヨエ2・11、マラ4・5、教義43・17－26、GS「イエス・キリストの再臨」

	◀②
イザ64・2

	◀10①
イザ58・1

	◀②
2ペテ1・21


第​35​章
千八百三十​年ねん​十二月がつ、ニューヨーク​州しゅう​フェイエット​または​その​付ふ近きん​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​と​シドニー・​リグドン​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百二十八－百三十一​ページ）。当とう時じ、預よ言げん者しゃ​は​ほとんど​毎日まいにち、『聖せい書しょ』​の​翻ほん訳やく​に​従じゅう事じ​して​いた。その​翻ほん訳やく​は​早はやくも​千八百三十​年ねん​六月がつ​に​は​開かい始し​され、オリバー・​カウドリ​と​ジョン・​ホイットマー​の​二ふた人り​が​筆ひっ記き​者しゃ​として​働はたらいて​きた。今いまや​彼かれら​は​ほか​の​務つとめ​に​召めされた​ので、シドニー・​リグドン​が、この​業わざ​に​おいて​預よ言げん者しゃ​の​筆ひっ記き​者しゃ​として​働はたらく​よう​に​神かみ​の​指し名めい​に​よって​召めされた（第だい二十​節せつ​を​参照さんしょう）。預よ言げん者しゃ​は​この​啓けい示じ​の​記き録ろく​の​前まえ書がき​として、次つぎ​の​よう​に​記しるして​いる。「十二月がつ​に、シドニー・​リグドン​が​主しゅ​に​尋たずねる​ため​に［オハイオ​から］やって​来きた。また、彼かれ​と​ともに​エドワード・​パートリッジ​も​来きた。……​これら​二ふた人り​の​兄きょう弟だい​たち​の​到とう着ちゃく​後ご​間まもなく、主しゅ​は​この​よう​に​語かたられた。」（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百二十八​ページ）
1－2​人々ひとびと​が​神かみ​の​子こ​と​なる​方ほう法ほう。​3－7​シドニー・​リグドン​は、バプテスマ​を​施ほどこし、聖霊せいれい​を​授さずける​ため​に​召めされる。​8－12​しるし​と​奇き跡せき​は​信しん仰こう​に​よって​起おこる。​13－16​主しゅ​の​僕しもべ​たち​は​御み霊たま​の​力ちから​に​よって​もろもろ​の​国こく民みん​を​打うって​えり分わける。​17－19​ジョセフ・​スミス​は​奥おく義ぎ​の​鍵かぎ​を​持もつ。​20－21​選民せんみん​は​主しゅ​の​来こられる​日ひ​に​堪たえる。​22－27​イスラエル​は​救すくわれる。
1 ①主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ、すなわち​②アルパ​で​あり​オメガ​で​あり、初はじめ​で​あり​終おわり​で​あり、その​③道みち​が​一つ​の​永遠えいえん​の​環わ​で​ある​者もの、昨日き の う​も、今日き ょ う​も、また​とこしえ​に​④変かわる​こと​の​ない​者もの​の​声こえ​を​聴きき​なさい。
2 わたし​は​神かみ​の​子こ​イエス・​キリスト​で​あり、世よ​の​罪つみ​の​ため​に、すなわち​わたし​の​名な​を​①信しんじる​すべて​の​者もの​の​罪つみ​の​ため​に​②十じゅう字じ架か​に​つけられた​者もの​で​ある。それ​は、彼かれら​が​③神かみ​の​子こ​と​なり、わたし​が​父ちち​に​あって​④一つ​で​あり、父ちち​が​わたし​に​あって​一つ​で​あられる​の​と​同どう様よう​に、まことに​彼かれら​が​わたし​に​あって​⑤一つ​と​なり、わたしたち​が​一つ​と​なる​ため​で​ある。
3 見みよ、まことに、まことに、わたし​の​僕しもべ​シドニー​に​言いう。わたし​は​あなた​と​あなた​の​行おこない​を​見みて​きた。わたし​は​あなた​の​祈いのり​を​聞きき、一つ​の​さらに​大おおいなる​業わざ​の​ため​に​あなた​を​備そなえて​きた。
4 あなた​は​大おおいなる​こと​を​行おこなう​ので、祝しゅく福ふく​されて​いる。見みよ、あなた​は​①ヨハネ​の​よう​に​わたし​の​前まえ​に​道みち​を​備そなえる​ため​に、また​やがて​来くる​②エリヤ​の​前まえ​に​道みち​を​備そなえる​ため​に​遣つかわされた。そして、あなた​は​それ​を​知しらなかった。
5 あなた​は​悔くい改あらため​の​ため​に​水みず​に​よって​バプテスマ​を​施ほどこした​が、人々ひとびと​は​聖霊せいれい​を​①受うけなかった。
6 しかし​今いま、わたし​は​あなた​に​一つ​の​戒いましめ​を​与あたえる。あなた​は​水みず​に​よって​①バプテスマ​を​施ほどこさなければ​ならない。そう​すれ​ば、昔むかし​の​使し徒と​たち​が​行おこなった​よう​に、②按手あんしゅ​に​よって​人々ひとびと​は​③聖霊せいれい​を​受うける​で​あろう。
7 また、この​地ち​に、すなわち​①異い邦ほう人じん​の​中なか​に、一つ​の​大おおいなる​業わざ​が​起おこる​で​あろう。彼かれら​の​愚おろかさ​と​忌いまわしい​行おこない​が、すべて​の​人ひと​の​目め​に​明あきらか​に​される​で​あろう。
8 わたし​は​神かみ​で​あり、わたし​の​腕うで​は​①短みじかくない。わたし​の​名な​を​②信しんじる​すべて​の​者もの​に、わたし​は​数々かずかず​の​③奇き跡せき​と​④しるし​と​不ふ思し議ぎ​を​示しめそう。
9 また、だれでも​①信しん仰こう​を​もって​わたし​の​名な​に​よって​求もとめる​者もの​は、②悪あく霊れい​を​③追おい出だす​で​あろう。病びょう人にん​を​④癒いやす​で​あろう。目め​の​見みえない​者もの​を​見みえる​よう​に​し、耳みみ​の​聞きこえない​者もの​を​聞きこえる​よう​に​し、口くち​の​利きけない​者もの​を​話はなせる​よう​に​し、足あし​の​不ふ自じ由ゆう​な​者もの​を​歩あるける​よう​に​する​で​あろう。
10 また、数々かずかず​の​大おおいなる​こと​が​人ひと​の​子こら​に​示しめされる​時とき​が、速すみやか​に​来くる。
11 しかし、①信しん仰こう​が​なければ、②不ふ貞てい​に​対たいする​激はげしい​怒いかり​の​ぶどう​酒しゅ​を​すべて​の​国こく民みん​に​飲のませて​きた​③バビロン​の​④荒こう廃はい​の​ほか​に、何事なにごと​も​示しめされない​で​あろう。
12 また、わたし​が​この​時じ代だい​の​人々ひとびと​に​送おくり出だした、わたし​の​完全かんぜん​な​福ふく音いん​を​受うけ入いれる​備そなえ​の​できた​人々ひとびと​以い外がい​に、善ぜん​を​行おこなう​者もの​は​①だれ​も​いない。
13 それゆえ、わたし​は、わたし​の​御み霊たま​の​力ちから​に​よって​もろもろ​の​国こく民みん​を​打うって​えり分わける​ため​に、世よ​の​①弱よわい​者もの​たち、②無む学がく​で​見み下くだされて​いる​者もの​たち​を​呼よぶ。
14 そして、彼かれら​の​腕うで​は​わたし​の​腕うで​と​なる。わたし​は​彼かれら​の​①盾たて​と​なり、彼かれら​の​小こ盾だて​と​なろう。わたし​は​彼かれら​の​腰こし​に​帯おび​を​締しめよう。そして、彼かれら​は​わたし​の​ため​に​勇ゆう敢かん​に​戦たたかう​で​あろう。彼かれら​の​②敵てき​は​彼かれら​の​足あし​に​踏ふまれる​で​あろう。また、わたし​は​彼かれら​の​ため​に​剣つるぎ​を​③下くだし、わたし​の​憤いきどおり​の​④火ひ​に​よって​彼かれら​を​守まもろう。
15 また、①貧まずしい​者もの​と​②柔にゅう和わ​な​者もの​に​福ふく音いん​が​宣のべ​伝つたえられ、彼かれら​は​わたし​の​来らい臨りん​の​時とき​を​③待まち望のぞむ​で​あろう。それ​は​もう​④近ちかい​から​で​ある。
16 彼かれら​は​①いちじく​の​木き​の​たとえ​を​学まなぶ​で​あろう。夏なつ​は​今いまや​すでに​近ちかい​から​で​ある。
17 また​わたし​は、わたし​の​僕しもべ​①ジョセフ​の​手て​に​よって、わたし​の​②完全かんぜん​な​福ふく音いん​を​送おくり出だした。また、わたし​は​彼かれ​を​弱よわい​状じょう態たい​に​あって​祝しゅく福ふく​した。
18 また​わたし​は、彼かれ​が​わたし​に​つながって​いる​こと​を​条じょう件けん​に、①封ふうじられて​きた​それら​の​こと、すなわち​世よ​の​②初はじめ​から​あった​こと​と、また​この​時じ点てん​から​わたし​の​来らい臨りん​まで​に​ある​こと​の​奥おく義ぎ​の​③鍵かぎ​を​彼かれ​に​与あたえた。もし​彼かれ​が​わたし​に​つながって​いない​なら​ば、わたし​は​彼かれ​の​代かわり​に​ほか​の​者もの​を​立たてよう。
19 それゆえ、彼かれ​の​信しん仰こう​が​なくならない​よう​に、彼かれ​を​守まもり​なさい。そう​すれ​ば、それ​は​①慰なぐさめ主ぬし、すなわち​すべて​の​こと​を​知しって​いる​②聖霊せいれい​に​よって​与あたえられる​で​あろう。
20 また、わたし​は​一つ​の​戒いましめ​を​あなた​に​与あたえる。あなた​は​彼かれ​の​ため​に​①書かき​記しるさなければ​ならない。そう​すれ​ば、わたし​の​胸むね​の​内うち​に​ある​まま​に​聖文せいぶん​が​授さずけられ、わたし​の​②選民せんみん​は​救すくわれる​で​あろう。
21 彼かれら​は​わたし​の​①声こえ​を​聞きき、わたし​を​見み、また​眠ねむる​こと​なく、わたし​が​②来くる​日ひ​に​③堪たえる​で​あろう。わたし​が​④清きよい​よう​に、彼かれら​は​清きよめられる​から​で​ある。
22 さて、わたし​は​①あなた​に​言いう。彼かれ​と​ともに​とどまり​なさい。そう​すれ​ば、彼かれ​は​あなた​と​ともに​旅たび​を​する​で​あろう。彼かれ​を​見み捨すてて​は​ならない。見み捨すて​なければ、これら​の​こと​は​必かならず​成じょう就じゅ​する​で​あろう。
23 また、①あなたがた​が​書かき記しるさない​とき​は、見みよ、彼かれ​は​預よ言げん​する​こと​を​許ゆるされる。あなた​は​わたし​の​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえ、また​彼かれ​に​言こと葉ば​が​与あたえられる​まま​に、②聖せい​なる​預よ言げん者しゃ​たち​を​呼よんで​彼かれ​の​言こと葉ば​を​証しょう明めい​しなければ​ならない。
24 あなたがた​が​守まもる​義ぎ務む​の​ある​すべて​の​戒いましめ​と​聖せい約やく​を​①守まもり​なさい。そう​すれ​ば、わたし​は​あなたがた​の​ため​に​天てん​を​②震ふるわせよう。そして​③サタン​は​おののき、シオン​は​もろもろ​の​丘おか​の​上うえ​で​④喜よろこび、栄さかえる​で​あろう。
25 ①イスラエル​は、わたし​が​ふさわしい​と​思おもう​とき​に​②救すくわれる​で​あろう。わたし​が​与あたえた​③鍵かぎ​に​よって​彼かれら​は​導みちびかれ、もはや​決けっして​乱みだされる​こと​は​ない。
26 心こころ​を​高たかめて​喜よろこび​なさい。あなたがた​の​①贖あがない​は​近ちかづいて​いる。
27 小ちいさい​群むれ​よ、恐おそれて​は​ならない。わたし​が​来くる​まで、①王おう国こく​は​あなたがた​の​もの​で​ある。見みよ、わたし​は​すぐに​②来くる。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
GS「主」

	◀②
黙示1・8、GS「アルパとオメガ」

	◀③
1ニフ10・19、教義3・2

	◀④
ヘブ13・8、教義38・1－4、39・1－3

	◀2①
教義20・25、45・5、8

	◀②
GS「十字架の刑」

	◀③
GS「神の息子，娘」

	◀④
GS「神，神会」

	◀⑤
ヨハ17・20－23、GS「一致」

	◀4①
マラ3・1、マタ11・10、1ニフ11・27、教義84・27－28

	◀②
3ニフ25・5－6、教義2・1、110・13－15

	◀5①
使徒19・1－6

	◀6①
GS「バプテスマ」

	◀②
GS「按手」

	◀③
GS「聖霊の賜物」

	◀7①
GS「異邦人」

	◀8①
イザ50・2、59・1

	◀②
GS「信じる」

	◀③
GS「奇跡」

	◀④
GS「しるし」

	◀9①
GS「信仰」

	◀②
マコ1・21－45

	◀③
マコ16・17

	◀④
GS「癒し」

	◀11①
教義63・11－12

	◀②
黙示18・2－4

	◀③
GS「バビロン，バベル」

	◀④
教義5・19－20

	◀12①
ロマ3・10－12、教義33・4、38・10－11、84・49

	◀13①
1コリ1・27、教義1・19－23、124・1

	◀②
使徒4・13

	◀14①
サ下22・2－3

	◀②
教義98・34－38

	◀③
教義1・13－14

	◀④
教義128・24

	◀15①
マタ11・5

	◀②
GS「柔和」

	◀③
2ペテ3・10－13、教義39・23、45・39、モセ7・62

	◀④
教義63・53

	◀16①
マタ24・32、教義45・36－38、ジ－マタ1・38、GS「時のしるし」

	◀17①
教義135・3

	◀②
教義42・12

	◀18①
ダニ12・9、マタ13・35、2ニフ27・10－11、エテ4・4－7、ジ－歴史1・65

	◀②
教義128・18

	◀③
教義84・19

	◀19①
ヨハ14・16、26、15・26、GS「慰め主，助け主」

	◀②
GS「聖霊」

	◀20①
当時、預言者は啓示による『聖書』の翻訳に携わっており、シドニー･リグドンはそのための筆記者に召された

	◀②
GS「選民」

	◀21①
ヨエ2・11、教義43・17－25、88・90、133・50－51

	◀②
GS「イエス・キリストの再臨」

	◀③
マラ3・2－3

	◀④
GS「清さ」

	◀22①
教義100・9－11

	◀23①
シドニー・リグドンが筆記に携わらないときは、の意

	◀②
聖文のこと

	◀24①
教義103・7

	◀②
教義21・6

	◀③
1ニフ22・26

	◀④
GS「喜び」

	◀25①
GS「イスラエル」

	◀②
イザ45・17、1ニフ19・15－16、22・12

	◀③
GS「神権の鍵」

	◀26①
ルカ21・28

	◀27①
GS「神の王国，天の王国」

	◀②
黙示22・20


第​36​章
千八百三十​年ねん​十二月がつ、ニューヨーク​州しゅう​フェイエット​の​近ちかく​で、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​エドワード・​パートリッジ​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百三十一​ページ）（第だい​三十五​章しょう​の​前まえ書がき​を​参照さんしょう）。エドワード・​パートリッジ​は「敬虔けいけん​の​模も範はん​で​あり、主しゅ​の​偉い人じん​の​一ひと人り​で​あった」（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百二十八​ページ）と、預よ言げん者しゃ​は​述のべて​いる。
1－3​主しゅ​は​シドニー・​リグドン​の​手て​に​よって、エドワード・​パートリッジ​に​御み​手て​を​置おかれる。​4－8​福ふく音いん​を​受うけ入いれて、神しん権けん​を​受うける​すべて​の​者もの​は、出でて​行いって​宣のべ​伝つたえる​よう​に​召めされる。
1 イスラエル​の​①力ちから​ある​者もの​で​ある​主しゅ​なる​神かみ​は、この​よう​に​言いう。見みよ、わたし​は​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​②エドワード​に​言いう。あなた​は​祝しゅく福ふく​されて​おり、あなた​の​罪つみ​は​赦ゆるされて​いる。また、あなた​は​ラッパ​の​音おと​の​よう​に​わたし​の​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえる​ため​に​召めされて​いる。
2 わたし​は、わたし​の​僕しもべ​シドニー・​リグドン​の​手て​に​よって、あなた​に​わたし​の​①手て​を​置おこう。そう​すれ​ば、あなた​は​わたし​の​御み霊たま、聖霊せいれい、すなわち​②慰なぐさめ主ぬし​を​受うける​で​あろう。その​慰なぐさめ主ぬし​は、王おう国こく​に​かかわる​③平へい和わ​を​もたらす​事こと柄がら​を​あなた​に​教おしえる​で​あろう。
3 そこで、あなた​は、「ホサナ、いと​高たかき​神かみ​の​御み​名な​が​ほめ​たたえられ​ます​よう​に」と​言いい、大声おおごえ​で​王おう国こく​に​かかわる​事こと柄がら​を​告つげ​なければ​ならない。
4 わたし​は​今いま、すべて​の​人ひと​に​ついて、次つぎ​の​よう​な​召めし​と​戒いましめ​を​あなた​に​与あたえる。
5 この​召めし​と​戒いましめ​を​受うけ入いれて、わたし​の​僕しもべ​で​ある​シドニー・​リグドン​と​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​の​前まえ​に​来くる​すべて​の​者もの​は、①聖任せいにん​を​受うけて、もろもろ​の​国こく民みん​の​中なか​に​永遠えいえん​の​福ふく音いん​を​②宣のべ​伝つたえる​ため​に​遣つかわされ​なければ​ならない。
6 悔くい改あらため​を​叫さけび、「この​曲まがった​時じ代だい​から​①救すくわれ​なさい。そして、火ひ​から​出でて​来きて、肉にく​に​よって​汚けがされた​その​②衣ころも​さえ​も​忌いみ​嫌きらい​なさい」と​言いい​ながら、宣のべ​伝つたえる​の​で​ある。
7 この​戒いましめ​を​わたし​の​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​に​与あたえて、真ま心ごころ​を​もって​これ​を​受うけ入いれる​すべて​の​者もの​が、わたし​の​語かたった​よう​に、聖任せいにん​されて​遣つかわされる​よう​に​しなければ​ならない。
8 わたし​は​神かみ​の​子こ​イエス・​キリスト​で​ある。それゆえ、あなた​の​腰こし​に​帯おび​を​締しめ​なさい。わたし​は​突とつ如じょ​わたし​の​①神殿しんでん​に​来くる。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
GS「イエス・キリスト」「エホバ」

	◀②
教義41・9－11

	◀2①
GS「按手」

	◀②
GS「聖霊」「慰め主，助け主」

	◀③
教義42・61

	◀5①
教義63・57、GS「聖任」

	◀②
GS「宣べ伝える」

	◀6①
使徒2・40

	◀②
ユダ1・23

	◀8①
マラ3・1


第​37​章
千八百三十​年ねん​十二月がつ、ニューヨーク​州しゅう​フェイエット​の​近ちかく​で、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​と​シドニー・​リグドン​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百三十九​ページ）。ここ​で、この​神しん権けん時じ代だい​に​おける​集しゅう合ごう​に​関かんして​最さい初しょ​の​戒いましめ​が​与あたえられる。
1－4​聖せい徒と​たち​は​オハイオ​に​集あつまる​よう​に​告つげられる。
1 見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。オハイオ​に​行いく​まで、あなたがた​が​これ​以い上じょう​の​①翻ほん訳やく​を​する​こと​は、わたし​に​とって​必ひつ要よう​で​は​ない。これ​は​敵てき​の​ゆえ​で​あり、また​あなたがた​の​ため​で​ある。
2 さらに​また、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​は​この​地ち方ほう​で​わたし​の​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえる​まで、そして​教きょう会かい​の​ある​すべて​の​所ところ​で、特とくに​①コールズビル​で​教きょう会かい​を​強つよく​する​まで、出でかけて​は​ならない。見みよ、彼かれら​が​深ふかい​信しん仰こう​を​もって​わたし​に​祈いのって​いる​から​で​ある。
3 さらに​また、一つ​の​戒いましめ​を​わたし​は​教きょう会かい員いん​に​与あたえる。わたし​が​必ひつ要よう​と​して​いる​の​は、わたし​の​僕しもべ​オリバー・​カウドリ​が​彼かれら​の​もと​に​帰かえる​とき​に​備そなえて、彼かれら​が​①オハイオ​に​集あつまる​こと​で​ある。
4 見みよ、ここ​に​知ち恵え​が​ある。わたし​が​来くる​まで、各かく人じん​に​自みずから​①選えらばせ​なさい。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
すでに実施されている『聖書』の翻訳のこと

	◀2①
教義24・3、26・1

	◀3①
オハイオ州。​教義38・31－32

	◀4①
GS「選択の自由」


第​38​章
千八百三十一​年ねん​一月がつ​二ふつ日か、ニューヨーク​州しゅう​フェイエット​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百四十－百四十三​ページ）。この​とき​は、教きょう会かい​の​大会たいかい​で​あった。
1－6​キリスト​が​万物ばんぶつ​を​創そう造ぞう​された。​7－8​キリスト​は​聖せい徒と​たち​の​中なか​に​おられる。聖せい徒と​たち​は​間まもなく​キリスト​に​まみえる。​9－12​すべて​の​肉にく​なる​もの​は​キリスト​の​前まえ​に​堕だ落らく​して​いる。​13－22​キリスト​は、この世よ​に​おいて​も​永遠えいえん​に​わたって​も、御ご​自じ分ぶん​の​聖せい徒と​たち​の​ため​に​約やく束そく​の​地ち​を​備そなえて​おられる。​23－27​聖せい徒と​たち​は​一つ​と​なる​よう​に、また​兄きょう弟だい​として​互たがいに​尊とうとび​合あう​よう​に​命めいじられる。​28－29​戦せん争そう​が​予よ告こく​される。​30－33​聖せい徒と​たち​は​高たかい​所ところ​から​力ちから​を​授さずけられ、すべて​の​国こく民みん​の​中なか​に​出でて​行いかなければ​ならない。​34－42​教きょう会かい​は​貧まずしい​人ひと​と​乏とぼしい​人ひと​の​世せ話わ​を​する​よう​に、また​永遠えいえん​の​富とみ​を​求もとめる​よう​に​命めいじられる。
1 主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は、この​よう​に​言いう。すなわち、イエス・​キリスト、①わたし​は​有ある​と​いう​大おおいなる​者もの、アルパ​で​あり​オメガ​で​あり、②初はじめ​で​あり​終おわり​で​あり、世せ界かい​が​③造つくられる​④前まえ​に​永遠えいえん​の​大おおいなる​広ひろがり​と​天てん​の​すべて​の​こうごうしい​⑤衆群しゅうぐん​を​見みた​者もの、
2 ①すべて​の​こと​が​目め​の​前まえ​に​ある​ので​すべて​の​こと​を​②知しって​いる​者もの​は、この​よう​に​言いう。
3 わたし​は、言こと葉ば​を​発はっして、それで​世せ界かい​が​①造つくられ、万物ばんぶつ​が​わたし​に​よって​存そん在ざい​する​よう​に​なった​その​者もの​で​ある。
4 わたし​は​自じ分ぶん​の​懐ふところ​に​エノク​の​①シオン​を​受うけ入いれた​者もの​で​ある。また、まことに​わたし​は​言いう​が、わたし​の​名な​を​②信しんじた​すべて​の​者もの​を​受うけ入いれた​者もの​で​ある。わたし​は​キリスト​で​あり、わたし​自じ身しん​の​名な​に​よって、また​わたし​が​流ながした​③血ち​に​よって、父ちち​の​前まえ​で​彼かれら​の​ため​に​弁べん護ご​を​して​きた。
5 しかし​見みよ、世よ​の​終おわり​に​訪おとずれる​大おおいなる​日ひ​の​①裁さばき​まで、わたし​は​②悪あく人にん​の​残のこり​を​③暗くら闇やみ​の​鎖くさり​に​とどめて​きた。
6 また、わたし​の​声こえ​を​聞きこう​と​せず​に、心こころ​を​かたくな​に​する​悪あく人にん​を、同おなじ​よう​に​とどめて​おこう。彼かれら​の​不ふ幸こう​な​行ゆく末すえ​は、災わざわい​で​ある、災わざわい​で​ある、災わざわい​で​ある。
7 しかし​見みよ、まことに、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​①目め​は​あなたがた​の​うえ​に​ある。わたし​は​あなたがた​の​②中なか​に​いる​が、あなたがた​は​わたし​を​見みる​こと​が​できない。
8 しかし、あなたがた​が​わたし​を​①見みて、わたし​の​いる​こと​を​知しる​日ひ​が​すぐに​来くる。暗あん黒こく​の​幕まく​が​間まもなく​裂さかれる​から​で​ある。②清きよめられて​いない​者もの​は、その​日ひ​に​③堪たえられない​で​あろう。
9 それゆえ、腰こし​に​帯おび​を​締しめて、備そなえ​なさい。見みよ、①王おう国こく​は​あなたがた​の​もの​で​あり、そして​敵てき​は​勝しょう利り​を​得えない​で​あろう。
10 まことに、あなたがた​に​言いう。あなたがた​は​①清きよい​が、すべて​の​者もの​が​清きよい​わけ​で​は​ない。また、わたし​が​心こころ​から​②喜よろこんで​いる​者もの​は、ほか​に​だれ​も​いない。
11 すべて​の​①肉にく​なる​もの​は​わたし​の​前まえ​に​堕だ落らく​して​いる。そして​②闇やみ​の​力ちから​は、天てん​の​すべて​の​衆群しゅうぐん​の​前まえ​に​おいて、人ひと​の​子こら​の​中なか​で​地ち上じょう​に​広ひろく​及およんで​いる。
12 その​ため​に、沈黙ちんもく​が​支し配はい​し、すべて​永遠えいえん​なる​もの​は​①悲かなしんで​いる。また​②天てん使し​たち​は、③毒どく麦むぎ​を​集あつめて​それ​を​④焼やく​ため​に、地ち​を​⑤刈かり入いれる​よう​に​と​の​大おおいなる​命令めいれい​を​待まって​いる。また​見みよ、敵てき​は​連合れんごう​して​いる。
13 さて、わたし​は​一つ​の​秘ひ密みつ、すなわち、時とき​が​たって​まことに​あなたがた​を​①滅ほろぼす​ため​に​密室みっしつ​で​行おこなわれて​いる​一つ​の​事こと柄がら​を​あなたがた​に​示しめそう。あなたがた​は​それ​を​知しらなかった。
14 しかし​今いま、わたし​は​あなたがた​に​それ​を​告つげる。あなたがた​は​祝しゅく福ふく​されて​いる​が、それ​は​あなたがた​の​罪ざい悪あく​の​ゆえ​で​も、また​不ふ​信しん仰こう​の​心こころ​の​ゆえ​で​も​ない。まことに​あなたがた​の​ある​者もの​は​わたし​の​前まえ​に​罪ざい悪あく​が​ある​が、それでも​わたし​は、あなたがた​の​弱よわさ​を​憐あわれもう。
15 それゆえ、あなたがた​は​今いま​から​後のち、①強つよく​あり​なさい。②恐おそれて​は​ならない。王おう国こく​は​あなたがた​の​もの​だから​で​ある。
16 また、あなたがた​の​救すくい​の​ため​に、わたし​は​あなたがた​に​戒いましめ​を​与あたえる。わたし​は​あなたがた​の​祈いのり​を​聞きき、①貧まずしい​者もの​が​わたし​の​前まえ​に​訴うったえた​から​で​ある。わたし​は​②富とんで​いる​者もの​を​造つくった。すべて​の​肉にく​なる​もの​は​わたし​の​もの​で​あり、わたし​は​人ひと​を​③偏かたより​見みない​者もの​で​ある。
17 わたし​は​地ち​を​豊ゆたか​に​造つくった。見みよ、それ​は​わたし​の​①足あし​台だい​で​ある。それゆえ、わたし​は​再ふたたび​その​上うえ​に​立たとう。
18 わたし​は​さらに​大おおいなる​富とみ、すなわち、主しゅ​が​来くる​とき​に​まったく​のろい​の​ない​一つ​の​約やく束そく​の​地ち、乳ちち​と​蜜みつ​の​流ながれる​一つ​の​地ち​を​あなたがた​に​差さし出だして​授さずけよう。
19 あなたがた​が​一心いっしん​に​求もとめる​なら​ば、わたし​は​あなたがた​の​受うけ継つぎ​の​地ち​として​それ​を​与あたえよう。
20 これ​が​あなたがた​と​交かわす​わたし​の​聖せい約やく​で​ある。すなわち、大だい地ち​の​ある​かぎり、あなたがた​は​その​地ち​を​あなたがた​の​受うけ継つぎ​の​地ち​として、また​あなたがた​の​子し孫そん​の​①受うけ継つぎ​として​いつまで​も​所しょ有ゆう​する​で​あろう。また、あなたがた​は​再ふたたび​永遠えいえん​に​それ​を​所しょ有ゆう​し、それ​は​もう​過すぎ去さる​こと​は​ない​で​あろう。
21 しかし、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。やがて​あなたがた​は​王おう​も​支し配はい​者しゃ​も​持もたなくなる。わたし​が​あなたがた​の​①王おう​と​なり、あなたがた​を​見み守まもる​から​で​ある。
22 それゆえ、わたし​の​声こえ​を​聞きいて、わたし​に​①従したがい​なさい。そう​すれ​ば、あなたがた​は​②自じ由ゆう​な​民たみ​と​なり、わたし​が​来くる​とき​に​わたし​の​律りっ法ぽう​の​ほか​に​どんな​法ほう​も​持もたない​で​あろう。わたし​が​あなたがた​の​③立りっ法ぽう​者しゃ​だから​で​ある。何なに​が​わたし​の​手て​を​とどめる​こと​が​できる​で​あろう​か。
23 しかし、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​が​あなたがた​を​任にん命めい​した​その​職しょく​に​応おうじて、互たがいに​①教おしえ​合あい​なさい。
24 各かく人じん​が​それぞれ​自じ分ぶん​の​兄きょう弟だい​を​自じ分ぶん​自じ身しん​の​よう​に​①尊とうとび、わたし​の​前まえ​で​②徳とく​高たかく​③聖きよく​ある​よう​に​しなさい。
25 また​重かさねて、あなたがた​に​言いう。各かく人じん​が​それぞれ​自じ分ぶん​の​兄きょう弟だい​を​自じ分ぶん​自じ身しん​の​よう​に​尊とうとび​なさい。
26 あなたがた​の​中なか​に、十二​人にん​の​息むす子こ​を​持もって​いて、彼かれら​を​決けっして​偏かたより​見みる​こと​なく、彼かれら​から​従順じゅうじゅん​に​仕つかえられて​いる​の​に、息むす子こ​の​一ひと人り​に「あなた​は​礼服れいふく​を​着きて​ここ​に​座すわり​なさい」と​言いい、また​ほか​の​息むす子こ​に「あなた​は​ぼろ​を​着きて​そこ​に​座すわり​なさい」と​言いい、息むす子こ​たち​を​見みて、「わたし​は​公こう平へい​だ」と​言いう​者もの​が​いる​で​あろう​か。
27 見みよ、わたし​は​あなたがた​に、これ​を​一つ​の​たとえ​として​告つげた。これ​は​まさに​わたし​の​よう​で​ある。わたし​は​あなたがた​に​言いう。①一つ​と​なり​なさい。もしも​あなたがた​が​一つ​で​なければ、あなたがた​は​わたし​の​もの​で​は​ない。
28 さらに​また、わたし​は​あなたがた​に​言いう。密室みっしつ​の​敵てき​は​あなたがた​の​①命いのち​を​ねらって​いる。
29 あなたがた​は​遠とおく​の​国くに々ぐに​に​おける​①戦せん争そう​に​ついて​聞きく​と、遠とおく​の​国くに々ぐに​で​間まもなく​大おおきな​戦せん争そう​が​ある​と​言いう。しかし、あなたがた​は​あなたがた​自じ身しん​の​地ち​に​おける​人々ひとびと​の​心こころ​を​知しらない。
30 わたし​は​あなたがた​の​祈いのり​に​こたえて、これら​の​こと​を​あなたがた​に​告つげる。それゆえ、あなたがた​の​胸むね​に​①知ち恵え​を​②蓄たくわえ​なさい。人々ひとびと​の​悪あく​が、その​悪あく事じ​に​よって、地ち​を​震ふるわす​声こえ​より​も​大おおきな​声こえ​で​あなたがた​の​耳みみもと​に​語かたる​方ほう法ほう​で、あなたがた​に​これら​の​こと​を​明あきらか​に​する​こと​の​ない​よう​に​する​ため​で​ある。しかし、備そなえて​いれ​ば​恐おそれる​こと​は​ない。
31 あなたがた​が​敵てき​の​力ちから​から​逃のがれ、①染しみ​が​なく、罪つみ​も​ない、義ぎ​に​かなった​民たみ​として​わたし​の​もと​に​集あつめられる​ため​に、
32 この​ため​に、わたし​は、①オハイオ​へ​行いく​よう​に​と​いう​戒いましめ​を​あなたがた​に​与あたえた​の​で​ある。わたし​は​そこ​で​あなたがた​に​わたし​の​②律りっ法ぽう​を​与あたえよう。あなたがた​は​そこ​で、高たかい​所ところ​から​③力ちから​を​授さずけられる​で​あろう。
33 そして​そこ​から、わたし​の​望のぞむ​者もの​が​①すべて​の​国こく民みん​の​中なか​に​出でて​行いく​で​あろう。また、彼かれら​の​なす​べき​こと​が、彼かれら​に​告つげられる​で​あろう。わたし​に​は​備そなえて​ある​一つ​の​大おおいなる​業わざ​が​ある。イスラエル​は​②救すくわれ、わたし​は​自じ分ぶん​の​望のぞむ​所ところ​に​彼かれら​を​導みちびく。そして、どの​よう​な​力ちから​も​わたし​の​手て​を​③とどめ​得えない​で​あろう。
34 さて、わたし​は​この​地ち方ほう​の​教きょう会かい​に​戒いましめ​を​与あたえる。彼かれら​の​中なか​の​ある​人々ひとびと​を​任にん命めい​しなければ​ならない。教きょう会かい員いん​の​①声こえ​に​よって​任にん命めい​しなければ​ならない。
35 これら​の​人ひと​は​貧まずしい​者もの​と​乏とぼしい​者もの​の​世せ話わ​を​し、彼かれら​が​苦くるしみ​を​受うける​こと​の​ない​よう​に​①必ひつ要よう​な​もの​を​与あたえ、わたし​が​命めいじた​場ば所しょ​に​彼かれら​を​送おくり出だす​よう​に​しなければ​ならない。
36 この​教きょう会かい​の​財ざい産さん​に​関かんする​諸しょ​事じ​を​つかさどる​こと​が、彼かれら​の​仕し事ごと​と​なる。
37 また、売うる​こと​の​できない​農のう場じょう​を​持もって​いる​者もの​たち​は、それ​を​その​まま​に​して​おく​か、賃貸ちんたい​する​か、彼かれら​が​よい​と​思おもう​まま​に​しなさい。
38 気き​を​つけて、すべて​の​もの​が​保たもたれる​よう​に​しなさい。人々ひとびと​が​高たかい​所ところ​から​①力ちから​を​授さずけられて​送おくり出だされる​とき​に、これら​すべて​の​もの​は​教きょう会かい​の​懐ふところ​に​集あつめられる​で​あろう。
39 また、父ちち​が​あなたがた​に​与あたえたい​と​望のぞんで​おられる​①富とみ​を、あなたがた​が​求もとめる​なら​ば、あなたがた​は​すべて​の​民たみ​の​中なか​で​最もっとも​富とんだ​者もの​に​なる​で​あろう。あなたがた​は​永遠えいえん​の​富とみ​を​持もつ​から​で​ある。地ち​の​②富とみ​は​わたし​の​もの​で​あり、わたし​が​それ​を​与あたえる​の​で​ある。しかし、あなたがた​は​昔むかし​の​③ニーファイ人じん​の​よう​に​ならない​よう、④高こう慢まん​に​気き​を​つけ​なさい。
40 さらに​また、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​は​あなたがた​に​戒いましめ​を​与あたえる。長老ちょうろう​も、祭さい司し​も、教きょう師し​も、また​会員かいいん​も、すべて​の​人ひと​が​わたし​の​命めいじた​こと​を​準じゅん備び​して​成なし遂とげる​ため​に、勢力せいりょく​を​尽つくし、その​①手て​の​労ろう苦く​を​尽つくし​なさい。
41 また、あなたがた​の​①教おしえ​を​説とく​こと​が​②警けい告こく​の​声こえ​と​なる​よう​に、各かく人じん​が​それぞれ​隣人りんじん​に、穏おだやか​に、かつ​柔にゅう和わ​に​警けい告こく​する​よう​に​しなさい。
42 あなたがた​は​悪あく人にん​の​中なか​から​①出で​なさい。あなたがた​自じ身しん​を​救すくい​なさい。主しゅ​の​器うつわ​を​担になう​者もの​たち​よ、清きよく​あり​なさい。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
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第​39​章
千八百三十一​年ねん​一月がつ​五いつ日か、ニューヨーク​州しゅう​フェイエット​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​ジェームズ・​コービル​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百四十三－百四十五​ページ）。ジェームズ・​コービル​は、およそ​四十​年間ねんかん​バプテスト​派は​の​牧ぼく師し​を​務つとめた​人ひと​で​ある​が、彼かれ​は​主しゅ​が​預よ言げん者しゃ​ジョセフ​を​通とおして​与あたえて​くださる​戒いましめ​に​は​何なんでも​従したがう​と、主しゅ​に​聖せい約やく​した。
1－4​聖せい徒と​たち​は​神かみ​の​子こ​と​なる​力ちから​を​持もって​いる。​5－6​福ふく音いん​を​受うけ入いれる​こと​は、キリスト​を​受うけ入いれる​こと​で​ある。​7－14​ジェームズ・​コービル​は、バプテスマ​を​受うけて、主しゅ​の​ぶどう​園えん​で​働はたらく​よう​に​命めいじられる。​15－21​主しゅ​の​僕しもべ​たち​は、再臨さいりん​の​前まえ​に​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえ​なければ​ならない。​22－24​福ふく音いん​を​受うけ入いれる​者もの​は、この世よ​に​おいて​も​永遠えいえん​に​わたって​も​集あつめられる。
1 ①永遠えいえん​から​永遠えいえん​に​わたって​存そん在ざい​する​者もの、②わたし​は​有ある​と​いう​大おおいなる​者もの、すなわち​イエス・​キリスト​の​声こえ​に​耳みみ​を​傾かたむけ、聴きき​なさい。
2 わたし​は​世よ​の​①光ひかり​で​あり​命いのち​で​ある。暗くら闇やみ​の​中なか​に​輝かがやいて​いる​光ひかり​で​ある。そして、暗くら闇やみ​は​それ​を​理り解かい​しない。
3 わたし​は​①時とき​の​中ちゅう間かん​に​わたし​の​民たみ​の​ところ​に​来きた​者もの​で​ある。そして、民たみ​は​わたし​を​受うけ入いれなかった。
4 しかし、わたし​は、わたし​を​受うけ入いれた​すべて​の​者もの​に、わたし​の​①子こ​と​なる​力ちから​を​与あたえた。また​その​よう​に、わたし​を​受うけ入いれる​すべて​の​者もの​に、わたし​の​子こ​と​なる​力ちから​を​与あたえよう。
5 まことに、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。わたし​の​福ふく音いん​を​受うけ入いれる​者もの​は​わたし​を​①受うけ入いれ、また、わたし​の​福ふく音いん​を​受うけ入いれない​者もの​は​わたし​を​受うけ入いれない​の​で​ある。
6 そして、これ​こそ​わたし​の​①福ふく音いん​で​ある。すなわち、悔くい改あらため​と、水みず​に​よる​バプテスマ、その後のち、火ひ​と​②聖霊せいれい​に​よる​バプテスマ​が​ある。聖霊せいれい​すなわち​慰なぐさめ主ぬし​は、すべて​の​こと​を​示しめし、王おう国こく​に​かかわる​平へい和わ​を​もたらす​事こと柄がら​を​③教おしえる。
7 さて​見みよ、わたし​は​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​①ジェームズ​に​言いう。わたし​は​あなた​の​行おこない​を​見みて​きて、あなた​を​知しって​いる。
8 まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​の​心こころ​は​現在げんざい、わたし​の​前まえ​に​正ただしい。また​見みよ、わたし​は​あなた​の​頭こうべ​に​数々かずかず​の​大おおいなる​祝しゅく福ふく​を​授さずけて​きた。
9 それ​に​も​かかわらず、あなた​は​ひどい​悲かなしみ​に​遭あって​きた。それ​は、あなた​が​高こう慢まん​と​①世よ​の​思おもい煩わずらい​の​ため​に、何なん度ど​も​わたし​を​拒こばんだ​から​で​ある。
10 しかし​見みよ、あなた​が​わたし​の​声こえ​を​聴きく​なら​ば、あなた​の​救すくい​の​日ひ​は​来きて​いる。わたし​の​声こえ​は​あなた​に​言いう。「わたし​の​名な​を​呼よび、立たって​①バプテスマ​を​受うけ、あなた​の​罪つみ​を​洗あらい​清きよめ​なさい。そう​すれ​ば、あなた​は​わたし​の​御み霊たま​と、かつて​知しらなかった​ほど​の​大おおいなる​祝しゅく福ふく​を​受うける​で​あろう。」
11 あなた​が​これ​を​行おこなう​なら​ば、わたし​は​一つ​の​さらに​大おおいなる​業わざ​の​ため​に​あなた​を​備そなえて​いる。あなた​は、わたし​が​この​終おわり​の​時とき​に​送おくり出だした​わたし​の​完全かんぜん​な​福ふく音いん、すなわち、わたし​が​イスラエル​の​家いえ​に​属ぞくする​わたし​の​民たみ​を​再ふたたび​①元もと​に​戻もどす​ため​に​送おくり出だした​聖せい約やく​を​宣のべ​伝つたえる​で​あろう。
12 そして、力ちから​が​あなた​に​①宿やどる​で​あろう。あなた​は​大おおいなる​信しん仰こう​を​持もち、わたし​は​あなた​と​ともに​いて、あなた​に​先さき立だって​行いく​で​あろう。
13 あなた​は、わたし​の​ぶどう​園えん​で​①働はたらき、わたし​の​教きょう会かい​を​築きずき​上あげ、②シオン​を​もたらして、シオン​が​もろもろ​の​丘おか​の​上うえ​で​喜よろこび、③栄さかえる​よう​に​する​ため​に​召めされて​いる。
14 見みよ、まことに、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​は​東ひがし​の​地ち方ほう​へ​行いく​よう​に​は​召めされて​おらず、オハイオ​へ​行いく​よう​に​召めされて​いる。
15 わたし​の​民たみ​が​オハイオ​に​集あつまる​なら​ば、わたし​は​人ひと​の​子こら​の​間あいだ​に​知しられて​いない​ほど​の​①祝しゅく福ふく​を​備そなえて​おり、それ​は​彼かれら​の​頭こうべ​に​注そそがれる​で​あろう。そして、そこ​から​人々ひとびと​は​②すべて​の​③国こく民みん​の​中なか​に​出でて​行いく​で​あろう。
16 見みよ、まことに、まことに、あなた​に​言いう。オハイオ​の​人々ひとびと​は、わたし​が​もろもろ​の​国こく民みん​に​対たいする​わたし​の​裁さばき​の​手て​を​とどめる​と​思おもい、深ふかい​信しん仰こう​を​もって​わたし​に​呼よび​求もとめて​いる。しかし、わたし​は​自じ分ぶん​の​言こと葉ば​を​否ひ定てい​し​得えない。
17 それゆえ、勢力せいりょく​を​尽つくして​取とりかかり、わたし​の​ぶどう​園えん​に​忠ちゅう実じつ​な​働はたらき​人びと​を​呼よび​入いれて、最さい後ご​の​①刈かり込こみ​が​行おこなわれる​よう​に​しなさい。
18 人々ひとびと​が​悔くい改あらためて、わたし​の​完全かんぜん​な​福ふく音いん​を​受うけ入いれ、聖きよく​なる​なら​ば、わたし​は​①裁さばき​の​手て​を​とどめよう。
19 それゆえ、出でて​行いき、大声おおごえ​で​叫さけんで、「天てん​の​王おう国こく​は​近ちかづいて​いる」と​言いい、また、「ホサナ。いと​高たかき​神かみ​の​御み​名な​が​ほめ​たたえられ​ます​よう​に」と​叫さけび​なさい。
20 出でて​行いって​水みず​で​バプテスマ​を​施ほどこし、わたし​の​①来らい臨りん​の​時とき​の​ため​に​わたし​の​前まえ​に​道みち​を​備そなえ​なさい。
21 時とき​が​近ちかづいて​いる​から​で​ある。①その​日ひ、その​時じ間かん​は、だれ​も​②知しらない。しかし、それ​は​確たしか​に​来くる。
22 これら​の​こと​を​受うけ入いれる​者もの​は、わたし​を​受うけ入いれる​の​で​ある。彼かれら​は、この世よ​に​おいて​も​永遠えいえん​に​わたって​も、わたし​の​もと​に​集あつめられる​で​あろう。
23 さらに​また、あなた​が​水みず​で​バプテスマ​を​施ほどこす​すべて​の​者もの​に、あなた​は​①手て​を​置おかなければ​ならない。そう​すれ​ば、彼かれら​は​②聖霊せいれい​の​賜物たまもの​を​受うけ、わたし​の​③来らい臨りん​の​しるし​を​④待まち望のぞむ​よう​に​なり、わたし​を​知しる​で​あろう。
24 見みよ、わたし​は​すぐに​来くる。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
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第​40​章
千八百三十一​年ねん​一月がつ、ニューヨーク​州しゅう​フェイエット​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​と​シドニー・​リグドン​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百四十五​ページ）。預よ言げん者しゃ​は​この​啓けい示じ​を​記き録ろく​する​に​先さき立だち、次つぎ​の​よう​に​記しるして​いる。「ジェームズ・​コービル​が​主しゅ​の​言こと葉ば​を​拒こばんで、彼かれ​の​以い前ぜん​の​信条しんじょう​と​人々ひとびと​の​もと​に​戻もどって​行いった​ので、主しゅ​は​わたし​と​シドニー・​リグドン​に​次つぎ​の​啓けい示じ​を​与あたえられた。」（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百四十五​ページ）
1－3​迫はく害がい​の​恐おそれ​と​世よ​の​思おもい煩わずらい​は、福ふく音いん​を​拒こばむ​原因げんいん​と​なる。
1 見みよ、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​①ジェームズ・​コービル​の​心こころ​は、わたし​の​前まえ​に​正ただしかった。わたし​の​言こと葉ば​に​従したがう​と​聖せい約やく​した​から​で​ある。
2 そして、彼かれ​は​喜よろこんで​御み​言こと葉ば​を​①受うけ入いれた​が、サタン​は​すぐに​彼かれ​を​誘ゆう惑わく​した。そして、②迫はく害がい​の​恐おそれ​と​世よ​の​思おもい煩わずらい​が、彼かれ​に​御み​言こと葉ば​を​③拒こばませた。
3 それゆえ、彼かれ​は​わたし​の​聖せい約やく​を​破やぶった。そこで​わたし​は、わたし​が​よい​と​思おもう​まま​に​彼かれ​に​行おこなう​こと​に​する。アーメン。

	◀1①
教義39・7－11

	◀2①
マコ4・16－19

	◀②
マタ13・20－22、GS「迫害」

	◀③
GS「背教，背信」


第​41​章
千八百三十一​年ねん​二月がつ​四よっ日か、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​教きょう会かい​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百四十六－百四十七​ページ）。当とう時じ、当とう​教きょう会かい​の​カートランド​支し部ぶ​の​会員かいいん​数すう​は​急きゅう激げき​に​増ぞう加か​して​いた。預よ言げん者しゃ​は​この​啓けい示じ​の​前まえ書がき​として、次つぎ​の​よう​に​記しるして​いる。「幾いくつ​か​の​奇き妙みょう​な​考かんがえ​や​偽いつわり​の​霊れい​が​会員かいいん​たち​の​間あいだ​に​ひそか​に​入はいり込こんで​いた​が、彼かれら​は​神かみ​の​御み​心こころ​を​知しって​いる​範はん囲い​内ない​で​行おこなおう​と​努つとめて​いた。……（そこで）主しゅ​は​教きょう会かい​に​次つぎ​の​啓けい示じ​を​与あたえられた。」（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百四十六－百四十七​ページ）
1－3​長老ちょうろう​たち​は、啓けい示じ​の​霊れい​に​よって​教きょう会かい​を​治おさめ​なければ​ならない。​4－6​まこと​の​弟で子し​は、主しゅ​の​律りっ法ぽう​を​受うけ入いれて​守まもる。​7－12​エドワード・​パートリッジ​が、教きょう会かい​の​ため​に​ビショップ​に​指し名めい​される。
1 耳みみ​を​傾かたむけて​聞きき​なさい、おお、わたし​の​民たみ​よ。主しゅ​で​あり、あなたがた​の​神かみ​で​ある​者もの​は​言いう。わたし​の​語かたる​こと​を​聞きく​者もの​よ、わたし​は​あなたがた​を、すべて​の​祝しゅく福ふく​の​中なか​で​最もっとも​大おおいなる​もの​を​もって​①祝しゅく福ふく​する​こと​を​喜よろこび​と​する。また、わたし​の​名な​を​②公こう言げん​しながら、わたし​の​語かたる​こと​を​聞きかない​者もの​よ、わたし​は​あなたがた​を、あらゆる​のろい​の​中なか​で​最もっとも​厳きびしい​のろい​を​もって​③のろう​で​あろう。
2 聴きき​なさい、おお、わたし​が​召めした​わたし​の​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​よ。見みよ、わたし​は​あなたがた​に​戒いましめ​を​与あたえる。あなたがた​は​わたし​の​言こと葉ば​に​ついて​①一いっ致ち​する​ため​に​集あつまり​なさい。
3 あなたがた​は、わたし​の​教きょう会かい​を​治おさめる​方ほう法ほう​を​知しり、すべて​の​こと​を​わたし​の​前まえ​に​正ただす​ため​に、あなたがた​の​信しん仰こう​の​祈いのり​に​よって​わたし​の​①律りっ法ぽう​を​受うける​で​あろう。
4 わたし​が​①来くる​とき、わたし​は​あなたがた​を​②治おさめる​者もの​と​なる。見みよ、わたし​は​すぐに​来くる。あなたがた​は​気き​を​つけて、わたし​の​律りっ法ぽう​を​守まもる​よう​に​しなければ​ならない。
5 わたし​の​律りっ法ぽう​を​①受うけ入いれて、それ​を​②行おこなう​者もの​は、わたし​の​弟で子し​で​ある。また、律りっ法ぽう​を​受うけ入いれる​と​言いって、それ​を​行おこなわない​者もの​は、わたし​の​弟で子し​で​は​なく、あなたがた​の​中なか​から​③追おい出だされ​なければ​ならない。
6 王おう国こく​の​子こら​に​属ぞくする​もの​を、ふさわしくない​者もの​や​①犬いぬ​に​与あたえる​こと​は​良よくない​から​で​ある。すなわち、豚ぶた​に​②真珠しんじゅ​を​投なげ​与あたえる​こと​は​良よくない​から​で​ある。
7 さらに​また、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​が​住すんで​①翻ほん訳やく​する​ため​の​②家いえ​を​一軒けん​建たてる​の​は、適切てきせつ​な​こと​で​ある。
8 さらに​また、わたし​の​僕しもべ​シドニー・​リグドン​は、わたし​の​戒いましめ​を​守まもる​なら​ば、彼かれ​が​よい​と​思おもう​まま​に​住すむ​の​は​適切てきせつ​な​こと​で​ある。
9 さらに​また、わたし​は、わたし​の​僕しもべ​①エドワード・​パートリッジ​を​召めした。そして、戒いましめ​を​与あたえる。彼かれ​は​教きょう会かい員いん​の​声こえ​に​よって​指し名めい​され、教きょう会かい​の​ため​に​②ビショップ​に​聖任せいにん​され​なければ​ならない。それ​は、彼かれ​が​自じ分ぶん​の​商しょう売ばい​を​やめて、教きょう会かい​の​仕し事ごと​に​③全ぜん​時じ間かん​を​費ついやし、
10 わたし​が​律りっ法ぽう​を​授さずける​日ひ​に、その​律りっ法ぽう​に​よって​彼かれ​に​定さだめられる​まま​に​すべて​の​こと​を​取とり計はからう​ため​で​ある。
11 これ​は、彼かれ​の​心こころ​が​わたし​の​前まえ​に​清きよい​から​で​ある。彼かれ​は​心こころ​に​偽いつわり​の​ない、昔むかし​の​①ナタナエル​の​よう​で​ある。
12 これら​の​言こと葉ば​は​あなたがた​に​与あたえられて​おり、わたし​の​前まえ​に​あって​清きよい。それゆえ、これら​を​どう​扱あつかう​か、あなたがた​は​気き​を​つけ​なさい。裁さばき​の​日ひ​に、あなたがた​は​これら​に​対たいして​責任せきにん​を​問とわれる​から​で​ある。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
GS「祝福」

	◀②
教義56・1－4、112・24－26

	◀③
申命11・26－28、1ニフ2・23

	◀2①
GS「一致」

	◀3①
教義42章

	◀4①
GS「イエス・キリストの再臨」

	◀②
ゼカ14・9、教義45・59、GS「イエス・キリスト－キリストによる福千年の統治」

	◀5①
マタ7・24

	◀②
新ヤコ1・22－25、教義42・60

	◀③
教義50・8－9、GS「破門」

	◀6①
マタ15・26

	◀②
マタ7・6

	◀7①
『聖書』の翻訳のこと。​教義45・60－61

	◀②
教義42・71

	◀9①
教義36・1

	◀②
教義72・9－12、107・68－75、GS「ビショップ」

	◀③
教義51章

	◀11①
ヨハ1・47


第​42​章
千八百三十一​年ねん​二月がつ​九ここの日か、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百四十八－百五十四​ページ）。これ​は、十二​人にん​の​長老ちょうろう​たち​の​前まえ​で​受うけた​もの​で、オハイオ​で「律りっ法ぽう」が​与あたえられる​と​言いわれた​かつて​の​主しゅ​の​約やく束そく​を​果はたす​もの​で​ある（第だい​三十八​章しょう​三十二​節せつ​を​参照さんしょう）。預よ言げん者しゃ​は​この​啓けい示じ​を、「教きょう会かい​の​律りっ法ぽう​を​含ふくむ​もの」（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百四十八​ページ）と​明めい記き​して​いる。
1－10​長老ちょうろう​たち​は、福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえ、改心かいしん​した​人ひと​に​バプテスマ​を​施ほどこし、教きょう会かい​を​築きずき​上あげる​ため​に​召めされて​いる。​11－12​彼かれら​は​召めされ、聖任せいにん​され、聖文せいぶん​に​見みいだされる​福ふく音いん​の​原則げんそく​を​教おしえ​なければ​ならない。​13－17​彼かれら​は​御み霊たま​の​力ちから​に​よって​教おしえ、預よ言げん​しなければ​ならない。​18－29​聖せい徒と​たち​は、殺ころさない​よう​に、盗ぬすまない​よう​に、偽いつわり​を​言いわない​よう​に、情じょう欲よく​を​抱いだかない​よう​に、姦淫かんいん​を​しない​よう​に、ほか​の​人々ひとびと​の​悪口あっこう​を​言いわない​よう​に​命めいじられる。​30－39​財ざい産さん​の​奉ほう献けん​に​関かんする​律りっ法ぽう​が​明あきらか​に​される。​40－42​高こう慢まん​と​怠たい惰だ​が​非ひ難なん​される。​43－52​病びょう人にん​は​癒いやし​の​祝しゅく福ふく​と​信しん仰こう​に​よって​癒いやし​を​受うけ​なければ​ならない。​53－60​聖文せいぶん​は​教きょう会かい​を​律りっする​もの​で​あり、世よ​に​宣言せんげん​され​なければ​ならない。​61－69​新しん​エルサレム​の​場ば所しょ​と​王おう国こく​の​奥おく義ぎ​が​示しめされる。​70－73​奉ほう献けん​された​財ざい産さん​を​教きょう会かい​役やく員いん​の​生活せいかつ​を​支ささえる​ため​に​使つかわなければ​ならない。​74－93​不ふ貞てい、姦淫かんいん、殺さつ人じん、盗ぬすみ、罪つみ​の​告こく白はく​に​関かんする​律りっ法ぽう​が​明あきらか​に​される。
1 聴きき​なさい、おお、わたし​の​名な​に​よって、すなわち​生いける​神かみ​の​子こ​イエス・​キリスト、世よ​の​救すくい主ぬし​の​名な​に​よって​集あつまった​わたし​の​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​よ。あなたがた​は​わたし​の​名な​を​信しんじ、わたし​の​戒いましめ​を​守まもって​いる​から​で​ある。
2 重かさねて、わたし​は​あなたがた​に​言いう。耳みみ​を​傾かたむけて​聞きき、わたし​が​与あたえる​①律りっ法ぽう​に​従したがい​なさい。
3 まことに、あなたがた​に​言いう。あなたがた​は​わたし​が​命めいじた​①戒いましめ​に​従したがって​集あつまり、この​一つ​の​こと​に​ついて​②心こころ​を​一つ​に​し、わたし​の​名な​に​よって​父ちち​に​求もとめて​きた​ので、その​とおり​に​与あたえられる​で​あろう。
4 見みよ、まことに、あなたがた​に​言いう。わたし​は​あなたがた​に​この​最さい初しょ​の​戒いましめ​を​与あたえる。あなたがた​は、わたし​の​僕しもべ​で​ある​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と​シドニー・​リグドン​を​除のぞいて、一ひと人り​残のこらず​わたし​の​名な​に​よって​出でて​行いかなければ​ならない。
5 また、わたし​は​彼かれら​に​も、しばし​の​間あいだ​出でて​行いく​よう​に​と​の​戒いましめ​を​与あたえる。そして、彼かれら​が​いつ​帰かえる​べき​か​は、①御み霊たま​の​力ちから​に​よって​知しらされる​で​あろう。
6 あなたがた​は​わたし​の​御み霊たま​の​力ちから​を​もって​出でて​行いき、①二ふた人り​ずつ​組くんで​わたし​の​名な​に​よって​わたし​の​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえ、ラッパ​の​音おと​の​よう​に​声こえ​を​上あげ、神かみ​の​天てん使し​の​よう​に​わたし​の​言こと葉ば​を​宣のべ​なければ​ならない。
7 また、あなたがた​は​出でて​行いって​水みず​で​バプテスマ​を​施ほどこし、「悔くい改あらため​なさい。悔くい改あらため​なさい。天てん​の​王おう国こく​は​近ちかづいて​いる​から​で​ある」と​言いわなければ​ならない。
8 あなたがた​は​この​場ば所しょ​から​西にし​の​地ち域いき​に​出でて​行いかなければ​ならない。そして、あなたがた​を​受うけ入いれる​人々ひとびと​を​見みいだしたら、それぞれ​の​地ち域いき​で​わたし​の​教きょう会かい​を​築きずき​上あげ​なければ​ならない。
9 あなたがた​が​一つ​に​①集あつめられて、それ​に​よって​あなたがた​が​わたし​の​②民たみ​と​なり、わたし​が​あなたがた​の​神かみ​と​なる​ため​に、③新しん​エルサレム​の​④都みやこ​が​いつ​備そなえられる​か​が​高たかい​所ところ​から​示しめされる​時とき​が​来くる​まで、その​よう​に​しなさい。
10 さらに​また、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​①エドワード・​パートリッジ​は、わたし​が​任にん命めい​した​職しょく​に​おいて​務つとめ​なければ​ならない。もし​彼かれ​が​戒いましめ​に​背そむく​なら​ば、彼かれ​の​代かわり​に​②別べつ​の​者もの​が​任にん命めい​される​で​あろう。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
11 重かさねて、わたし​は​あなたがた​に​言いう。だれか​①権能けんのう​を​持もつ​者もの​に​よって​②聖任せいにん​され、そして​権能けんのう​を​持もって​いる​こと​と、教きょう会かい​の​長ちょう​たち​に​よって​正式せいしき​に​聖任せいにん​された​こと​が​教きょう会かい員いん​に​知しられない​かぎり、だれ​も​わたし​の​福ふく音いん​を​③宣のべ​伝つたえる​ため​に​出でて​行いく​こと、あるいは​わたし​の​教きょう会かい​を​築きずき​上あげる​こと​は​許ゆるされない。
12 さらに​また、この​教きょう会かい​の​①長老ちょうろう​と​祭さい司し​と​教きょう師し​は、②『聖せい書しょ』​と​完全かんぜん​な​③福ふく音いん​が​載のって​いる​④『モルモン書しょ』​の​中なか​に​ある​わたし​の​福ふく音いん​の​原則げんそく​を​⑤教おしえ​なければ​ならない。
13 また、彼かれら​は​聖せい約やく​と​教きょう会かい​の​規き定てい​と​を​守まもって​実じっ行こう​しなければ​ならない。また、御み霊たま​に​導みちびかれる​まま​に、これら​を​彼かれら​の​教おしえ​と​しなければ​ならない。
14 御み霊たま​は​信しん仰こう​の​①祈いのり​に​よって​あなたがた​に​与あたえられる​で​あろう。そして、②御み霊たま​を​受うけ​なければ、あなたがた​は​教おしえて​は​ならない。
15 わたし​の​①聖文せいぶん​の​すべて​が​与あたえられる​まで、あなたがた​の​教おしえる​こと​に​ついて​わたし​が​命めいじた​とおり​に、以い上じょう​の​こと​を​すべて​守まもって​行おこなう​よう​に​しなければ​ならない。
16 あなたがた​は​①慰なぐさめ主ぬし​に​よって​声こえ​を​上あげる​とき、わたし​が​よい​と​思おもう​まま​に​語かたり、預よ言げん​する​で​あろう。
17 見みよ、慰なぐさめ主ぬし​は​すべて​の​こと​を​知しって​おり、父ちち​と​子こ​の​こと​を​証あかし​する​から​で​ある。
18 さて​見みよ、わたし​は​教きょう会かい員いん​に​語かたる。あなた​は​①殺ころして​は​ならない。②殺ころす​者もの​は、この世よ​で​も​来きたる​べき​世よ​で​も、赦ゆるし​を​得えられない。
19 また​重かさねて​言いう。あなた​は​殺ころして​は​ならない。それでも​殺ころす​者もの​は、①死しななければ​ならない。
20 あなた​は​①盗ぬすんで​は​ならない。盗ぬすんで​悔くい改あらためよう​と​しない​者もの​は、追おい出だされ​なければ​ならない。
21 あなた​は​①偽いつわり​を​言いって​は​ならない。偽いつわり​を​言いって​悔くい改あらためよう​と​しない​者もの​は、追おい出だされ​なければ​ならない。
22 あなた​は​心こころ​を​尽つくして​妻つま​を​①愛あいし、妻つま​と​②結むすび​合あわなければ​ならない。その他た​の​もの​と​結むすび​合あって​は​ならない。
23 ①情じょう欲よく​を​抱いだいて​女おんな​を​見みる​者もの​は、信しん仰こう​を​否ひ定てい​する​の​で​あり、御み霊たま​を​受うける​こと​は​ない。もしも​悔くい改あらため​なければ、彼かれ​は​追おい出だされ​なければ​ならない。
24 あなた​は​①姦淫かんいん​を​して​は​ならない。姦淫かんいん​を​して​悔くい改あらためない​者もの​は、追おい出だされ​なければ​ならない。
25 しかし、姦淫かんいん​を​して​も、真ま心ごころ​から​①悔くい改あらため、それ​を​捨すてて、再ふたたび​行おこなわない​者もの​を、あなた​は​②赦ゆるさなければ​ならない。
26 しかし、①再ふたたび​行おこなう​なら​ば、赦ゆるされる​こと​は​なく​追おい出だされる。
27 あなた​は​隣人りんじん​の​①悪口あっこう​を​言いったり、隣人りんじん​に​害がい​を​与あたえたり​して​は​ならない。
28 あなた​は、これら​の​こと​に​関かんする​わたし​の​律りっ法ぽう​が​わたし​の​聖文せいぶん​の​中なか​に​与あたえられて​いる​こと​を​知しって​いる。罪つみ​を​犯おかして​悔くい改あらためない​者もの​は、①追おい出だされ​なければ​ならない。
29 あなた​は​わたし​を​①愛あいする​なら​ば、わたし​に​②仕つかえ、わたし​の​すべて​の​戒いましめ​を​③守まもる​べき​で​ある。
30 また​見みよ、あなた​は​①貧まずしい​者もの​を​思おもい起おこし、破やぶる​こと​の​できない​聖せい約やく​と​証書しょうしょ​を​もって、彼かれら​に​分わけ​与あたえる​必ひつ要よう​の​ある​分ぶん​を、彼かれら​の​②扶ふ養よう​の​ため​に​あなた​の​財ざい産さん​の​うち​から​③奉ほう献けん​する​で​あろう。
31 あなたがた​が​①貧まずしい​者もの​に​持もち物もの​を​②分わけ​与あたえる​の​は、すなわち、わたし​に​する​の​で​ある。それら​は、わたし​の​教きょう会かい​の​③ビショップ、ならびに​彼かれ​が​その​目もく的てき​の​ため​に​指し名めい​して​④任にん命めい​する、あるいは​指し名めい​して​任にん命めい​した、二ふた人り​の​長老ちょうろう​または​大だい​祭さい司し​で​ある​顧こ問もん​の​前まえ​に​置おかなければ​ならない。
32 それら​を​わたし​の​教きょう会かい​の​ビショップ​の​前まえ​に​置おいた​後のち、また、ビショップ​が​わたし​の​戒いましめ​に​かなって、それら​を​教きょう会かい​から​取とり去さる​こと​は​できない​と​いう、わたし​の​教きょう会かい​の​財ざい産さん​の​①奉ほう献けん​に​関かんする​これら​の​証書しょうしょ​を​受うけ取とった​後のち、すべて​の​人ひと​は​わたし​に​対たいして​②責任せきにん​を​持もち、自じ分ぶん​自じ身しん​の​財ざい産さん、すなわち、奉ほう献けん​に​よって​受うけ取とった​自じ分ぶん​自じ身しん​と​③家か族ぞく​に​足たりる​分ぶん​の​財ざい産さん​の​④管かん理り​人にん​と​される。
33 さらに​また、この​最さい初しょ​の​奉ほう献けん​の​後のち、教きょう会かい​または​教きょう会かい​の​だれか​個こ人じん​の​手て​に、自みずから​の​生活せいかつ​に​必ひつ要よう​な​分ぶん​以い上じょう​の​財ざい産さん、すなわち​ビショップ​に​奉ほう献けん​す​べき​①残ざん余よ​が​あれ​ば、持もって​いない​人々ひとびと​に​折々おりおり​与あたえる​ため​に​それ​を​蓄たくわえて、困窮こんきゅう​して​いる​すべて​の​人ひと​が​十分じゅうぶん​に​供給きょうきゅう​を​受うけ、彼かれら​の​入いり用よう​に​応おうじて​与あたえられる​よう​に​しなければ​ならない。
34 それゆえ、残ざん余よ​は​わたし​の​倉くら​に​蓄たくわえて​おき、教きょう会かい​の​高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい、および​ビショップ​と​その​評ひょう議ぎ​会かい​が​指し定てい​する​まま​に、貧まずしい​者もの​と​乏とぼしい​者もの​に​与あたえる​ため​に、
35 また​教きょう会かい​の​公こう益えき​の​ため​の​土と地ち​を​買かい、礼れい拝はい​の​家いえ​を​建たて、この​後のち​啓けい示じ​される​①新しん​エルサレム​を​築きずく​ため​に​使つかう​よう​に​しなければ​ならない。
36 それ​は、わたし​が​①神殿しんでん​に​②来くる​その​日ひ​に、わたし​の​聖せい約やく​の​民たみ​を​一つ​に​集あつめる​ため​で​ある。わたし​が​これ​を​行おこなう​の​は、わたし​の​民たみ​を​救すくう​ため​で​ある。
37 また、罪つみ​を​犯おかして​悔くい改あらためない​者もの​は、教きょう会かい​から​①追おい出だされ​なければ​ならず、彼かれ​が​わたし​の​教きょう会かい​の​貧まずしい​者もの​と​乏とぼしい​者もの​の​ため​に​②奉ほう献けん​した​もの、言いい​換かえれば、わたし​に​ささげた​もの​を、再ふたたび​受うける​こと​は​ない。
38 あなたがた​が​①これら​の​最もっとも​小ちいさい​者もの​に​する​の​は、すなわち、わたし​に​する​の​で​ある。
39 わたし​の​預よ言げん者しゃ​たち​の​口くち​を​通とおして​わたし​が​語かたった​こと​は​成じょう就じゅ​する。わたし​は、異い邦ほう人じん​の​中なか​で​わたし​の​福ふく音いん​を​心こころ​から​受うけ入いれる​者もの​の​富とみ​を​聖別せいべつ​し、イスラエル​の​家いえ​に​属ぞく​する​わたし​の​民たみ​の​貧まずしい​者もの​に​与あたえる​から​で​ある。
40 さらに​また、あなた​は​心こころ​の​中なか​で​①高たかぶって​は​ならない。あなた​の​②衣い服ふく​は​すべて​簡かん素そ​で、その​美うつくしさ​は​あなた​自じ身しん​の​手て​の​業わざ​の​美うつくしさ​で​ある​よう​に​しなさい。
41 また、すべて​の​こと​が​わたし​の​前まえ​に​清きよく​行おこなわれる​よう​に​しなさい。
42 あなた​は​①怠たい惰だ​で​あって​は​ならない。怠たい惰だ​な​者もの​は​働はたらく​者もの​の​パン​を​食たべて​は​ならない​し、その​衣い服ふく​も​着きて​は​ならない​から​で​ある。
43 また、あなたがた​の​中なか​の​だれか​が​①病びょう気き​で、癒いやされる​信しん仰こう​は​ない​が​主しゅ​を​信しんじて​いる​なら​ば、優やさしさ​の​限かぎり​を​尽つくし、薬やく草そう​と​柔やわらかい​食物しょくもつ​に​よって​養やしなわれる​よう​に​しなければ​ならない。それ​が​敵てき​の​手て​に​よって​行おこなわれる​こと​が​あって​は​ならない。
44 また、教きょう会かい​の​二ふた人り​または​それ​以い上じょう​の​長老ちょうろう​を​呼よんで、わたし​の​名な​に​よって​彼かれら​の​ため​に​祈いのり、彼かれら​に​①按手あんしゅ​を​する​よう​に​しなければ​ならない。もしも​彼かれら​が​死しぬ​なら​ば、彼かれら​は​わたし​の​ため​に​②死しぬ​の​で​あり、また​生いきる​なら​ば、わたし​の​ため​に​生いきる​の​で​ある。
45 あなた​は​死しぬ​者もの​を​失うしなう​こと​で​①涙なみだ​を​流ながす​ほど​に、また​特とくに、栄えい光こう​ある​復ふっ活かつ​の​②望のぞみ​が​ない​者もの​の​ため​に​涙なみだ​を​流ながす​ほど​に、ともに​③愛あい​を​もって​④生活せいかつ​する​よう​に​しなければ​ならない。
46 わたし​に​あって​死しぬ​者もの​は​①死し​を​味あじわわない​で​あろう。死し​は​彼かれら​に​とって​②甘あまい​から​で​ある。
47 また、わたし​に​ある​こと​なく​死しぬ​者もの​は、災わざわい​で​ある。彼かれら​の​死し​は​苦にがい​から​で​ある。
48 さらに​また、わたし​に​よって​①癒いやされる​と​いう​②信しん仰こう​を​持もって​いて、死し​に​③定さだめられて​いない​者もの​は、癒いやされる​で​あろう。
49 見みる​信しん仰こう​を​持もつ​者もの​は、見みる​で​あろう。
50 聞きく​信しん仰こう​を​持もつ​者もの​は、聞きく​で​あろう。
51 足あし​の​不ふ自じ由ゆう​な​者もの​で​跳とび​はねる​信しん仰こう​を​持もつ​者もの​は、跳とび​はねる​で​あろう。
52 また、この​よう​な​信しん仰こう​は​持もたない​が、それでも​わたし​を​信しんじる​者もの​は、わたし​の​①子こ​と​なる​力ちから​を​持もつ。彼かれら​が​わたし​の​律りっ法ぽう​を​破やぶらない​かぎり、あなた​は​彼かれら​の​弱よわさ​を​②負おわなければ​ならない。
53 あなた​は、自じ分ぶん​の​①管かん理り人にん​の​職しょく​の​場ば​に​立たたなければ​ならない。
54 あなた​は、兄きょう弟だい​の​衣い服ふく​を​取とって​は​ならない。あなた​は、兄きょう弟だい​から​受うける​もの​に​対たいして​支し払はらわ​なければ​ならない。
55 自じ分ぶん​の​生活せいかつ​に​必ひつ要よう​な​分ぶん​より​も​多おおく​①得える​なら​ば、すべて​の​こと​が​わたし​の​言いった​とおり​に​行おこなわれる​よう​に、それ​を​わたし​の​②倉くら​に​渡わたさなければ​ならない。
56 あなた​は​求もとめ​なければ​ならない。そう​すれ​ば、わたし​が​定さだめた​よう​に、わたし​の​①聖文せいぶん​が​与あたえられる​で​あろう。そして、それ​は​安全あんぜん​に​②保ほ存ぞん​され​なければ​ならない。
57 また、あなた​は​それ​に​ついて​黙もくして​いて、その​すべて​を​受うける​まで​人々ひとびと​に​教おしえない​よう​に​する​こと​が​必ひつ要よう​で​ある。
58 また、わたし​は​あなたがた​に​戒いましめ​を​与あたえる。それら​を​受うけた​なら​ば、あなたがた​は​すべて​の​人ひと​に​教おしえ​なければ​ならない。①すべて​の​国こく民みん、部ぶ族ぞく、国こく語ご​の​民たみ、民族みんぞく​に​教おしえ​なければ​ならない。
59 あなた​は​受うけた​こと、すなわち、わたし​の​聖文せいぶん​の​中なか​で​律りっ法ぽう​として​与あたえられた​こと​を、わたし​の​教きょう会かい​を​治おさめる​わたし​の​律りっ法ぽう​として​受うけ入いれ​なければ​ならない。
60 これら​の​こと​に​従したがって​①行おこなう​者もの​は、救すくわれる​で​あろう。また、これら​の​こと​を​行おこなわない​者もの​は、もしも​それ​を​続つづける​なら​ば​②罰ばつ​の​定さだめ​を​受うける​で​あろう。
61 あなた​は​求もとめれば、①啓けい示じ​の​上うえ​に​啓けい示じ​を、②知ち識しき​の​上うえ​に​知ち識しき​を​受うけて、数々かずかず​の​③奥おく義ぎ​と​④平へい和わ​を​もたらす​事こと柄がら、すなわち​⑤喜よろこび​を​もたらし​永遠えいえん​の​命いのち​を​もたらす​もの​を​知しる​こと​が​できる​よう​に​なる​で​あろう。
62 あなた​は​求もとめ​なければ​ならない。そう​すれ​ば、①新しん​エルサレム​が​どこ​に​建たてられる​か​が、わたし​が​ふさわしい​と​思おもう​とき​に​あなた​に​示しめされる​で​あろう。
63 また​見みよ、わたし​の​僕しもべ​たち​は、東ひがし​に、西にし​に、北きた​に、南みなみ​に​遣つかわされる​で​あろう。
64 そして​今いまや​東ひがし​に​行いく​者もの​は、改宗かいしゅう​する​者もの​たち​に​教おしえて​①西にし​へ​逃のがれ​させ​なさい。これ​は、地ち上じょう​に​起おころう​と​して​いる​こと​と​②秘ひ密みつ​結けっ社しゃ​の​ゆえ​で​ある。
65 見みよ、あなた​は​これら​の​こと​を​すべて​守まもらなければ​ならない。そう​すれ​ば、あなた​の​受うける​報むくい​は​大おおきい​で​あろう。あなたがた​に​は​王おう国こく​の​奥おく義ぎ​を​知しる​こと​が​許ゆるされて​いる​が、世よ​の​人々ひとびと​に​は​許ゆるされて​いない。
66 あなたがた​は​受うけた​律りっ法ぽう​を​守まもり、忠ちゅう実じつ​で​なければ​ならない。
67 あなたがた​は​この​後のち、この​地ち​と​新しん​エルサレム​の​両方りょうほう​で​あなたがた​を​確かく立りつ​する​の​に​十分じゅうぶん​な、教きょう会かい​の​①聖せい約やく​を​数々かずかず​受うける​で​あろう。
68 それゆえ、①知ち恵え​に​不ふ足そく​して​いる​者もの​は​わたし​に​願ねがい​求もとめ​なさい。そう​すれ​ば、わたし​は​とがめ​も​せず​に​惜おしみ​なく​与あたえる​で​あろう。
69 心こころ​を​高たかめて​喜よろこび​なさい。あなたがた​に​①王おう国こく、言いい​換かえれば、教きょう会かい​の​②鍵かぎ​が​授さずけられた​から​で​ある。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
70 ①祭さい司し​と​②教きょう師し​は、会員かいいん​と​同おなじ​よう​に​自じ分ぶん​の​③管かん理り人にん​の​職しょく​を​持もたなければ​ならない。
71 また、すべて​の​こと​に​ついて​顧こ問もん​として​ビショップ​を​助たすける​よう​に​任にんじられて​いる​長老ちょうろう​や​大だい​祭さい司し​は、前まえ​に​述のべた​よう​に、貧まずしい​者もの​の​ため​と、ほか​の​目もく的てき​の​ため​に​ビショップ​に​①奉ほう献けん​された​財ざい産さん​に​よって、自じ分ぶん​の​家か族ぞく​の​養やしない​を​受うけ​なければ​ならない。
72 あるいは​彼かれら​は、顧こ問もん​と​ビショップ​が​最善さいぜん​で​ある​と​考かんがえ​または​決定けってい​した​とおり​に、自じ分ぶん​の​すべて​の​務つとめ​に​対たいして、管かん理り人にん​の​職しょく​または​ほか​の​形かたち​で​正せい当とう​な​報ほう酬しゅう​を​受うけ​なければ​ならない。
73 ビショップ​も​また、教きょう会かい​で​の​自じ分ぶん​の​すべて​の​務つとめ​に​対たいして、生活せいかつ費ひ​または​正せい当とう​な​報ほう酬しゅう​を​受うけ​なければ​ならない。
74 見みよ、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​の​中なか​の​だれか​が、①不ふ貞てい​が​原因げんいん​で​その​伴はん侶りょ​を​去さらせた​とき、言いい​換かえれば、これ​が​事じ実じつ​で​ある​こと​を​彼かれら​が​できる​かぎり​へりくだった​心こころ​で​あなたがた​の​前まえ​に​証言しょうげん​する​とき、あなたがた​は、彼かれら​を​あなたがた​の​中なか​から​追おい出だして​は​ならない。
75 しかし、①姦淫かんいん​の​ため​に​自じ分ぶん​の​伴はん侶りょ​を​見み捨すてた​者もの​が​いて、罪つみ​を​犯おかした​の​が​本人ほんにん​で、その​伴はん侶りょ​が​まだ​生いきて​いる​こと​を​あなたがた​が​知しった​なら​ば、その​者もの​を​あなたがた​の​中なか​から​②追おい出ださなければ​ならない。
76 さらに​また、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​は​十分じゅうぶん​に​問とい​尋たずねて​①用心ようじん深ぶかく​また​注ちゅう意い​深ぶかく​あり、この​よう​な​者もの​が​結けっ婚こん​して​いれ​ば、彼かれら​を​あなたがた​の​中なか​に​受うけ入いれない​よう​に​しなければ​ならない。
77 また、結けっ婚こん​して​いなくて​も、この​よう​な​者もの​は​罪つみ​を​すべて​悔くい改あらため​なければ​ならない。そう​で​なければ、あなたがた​は​この​よう​な​者もの​を​受うけ入いれて​は​ならない。
78 さらに​また、キリスト​の​この​教きょう会かい​に​属ぞくして​いる​人ひと​は​皆みな、教きょう会かい​の​すべて​の​戒いましめ​と​聖せい約やく​を​守まもる​よう​に​努つとめ​なければ​ならない。
79 もし​あなたがた​の​だれか​が​人ひと​を​①殺ころす​なら​ば、その​者もの​を​引ひき渡わたし、その​地ち​の​法ほう律りつ​に​従したがって​処しょ置ち​する​こと​に​なる。彼かれ​は​決けっして​赦ゆるされない​こと​を​覚おぼえて​おき​なさい。また、それ​は​その​地ち​の​法ほう律りつ​に​従したがって​立りっ証しょう​しなければ​ならない。
80 もし​だれか​男おとこ​または​女おんな​が​姦淫かんいん​を​する​なら​ば、彼かれ​または​彼女かのじょ​は、教きょう会かい​の​二ふた人り​または​それ​以い上じょう​の​長老ちょうろう​たち​の​前まえ​で​審しん理り​を​受うけ​なければ​ならない。そして、彼かれ​または​彼女かのじょ​に​対たいする​すべて​の​言こと葉ば​は、敵てき​の​証しょう人にん​に​よって​で​は​なく、教きょう会かい​の​二ふた人り​の​証しょう人にん​に​よって​確かく定てい​しなければ​ならない。二ふた人り​以い上じょう​の​証しょう人にん​が​いれ​ば、もっと​よい。
81 しかし、彼かれ​または​彼女かのじょ​は、二ふた人り​の​証しょう人にん​の​口くち​に​よって​罪つみ​に​定さだめられる。そして、長老ちょうろう​たち​は​この​件けん​を​教きょう会かい​の​前まえ​に​持もち出だし、教きょう会かい員いん​は​彼かれ​または​彼女かのじょ​に​対たいして​挙きょ手しゅ​を​し、彼かれら​が​神かみ​の​律りっ法ぽう​に​従したがって​扱あつかわれる​よう​に​する。
82 可か能のう​で​あれ​ば、ビショップ​も​出しゅっ席せき​する​こと​が​必ひつ要よう​で​ある。
83 あなたがた​の​前まえ​に​持もち出だされる​すべて​の​件けん​に​ついて、あなたがた​は​この​よう​に​行おこなわなければ​ならない。
84 もし​ある​男おとこ​または​女おんな​が​物もの​を​奪うばい​取とる​なら​ば、彼かれ​または​彼女かのじょ​を​その​地ち​の​法ほう律りつ​に​引ひき​渡わたさなければ​ならない。
85 もし​ある​男おとこ​または​女おんな​が​①盗ぬすむ​なら​ば、彼かれ​または​彼女かのじょ​を​その​地ち​の​法ほう律りつ​に​引ひき​渡わたさなければ​ならない。
86 もし​ある​男おとこ​または​女おんな​が​①偽いつわり​を​言いう​なら​ば、彼かれ​または​彼女かのじょ​を​その​地ち​の​法ほう律りつ​に​引ひき​渡わたさなければ​ならない。
87 もし​ある​男おとこ​または​女おんな​が​何なんら​か​の​罪ざい悪あく​を​犯おかす​なら​ば、彼かれ​または​彼女かのじょ​を​法ほう、すなわち​神かみ​の​律りっ法ぽう​に​引ひき​渡わたさなければ​ならない。
88 もし​あなた​の​①兄きょう弟だい​または​姉し妹まい​が​あなた​に​対たいして​②罪つみ​を​犯おかす​なら​ば、あなた​は​彼かれ​または​彼女かのじょ​と​二ふた人り​だけ​で​会あい、そして、もし​彼かれ​または​彼女かのじょ​が​③告こく白はく​すれ​ば、あなた​は​和わ解かい​しなければ​ならない。
89 もし​彼かれ​または​彼女かのじょ​が​告こく白はく​しなければ、あなた​は​彼かれ​または​彼女かのじょ​を​教きょう会かい​に、すなわち​会員かいいん​で​は​なく​長老ちょうろう​たち​に​引ひき​渡わたさなければ​ならない。それ​は​一つ​の​集会しゅうかい​に​おいて​行おこなう​べき​もの​で、世よ​の​人々ひとびと​の​前まえ​で​行おこなって​は​ならない。
90 もし​あなた​の​兄きょう弟だい​または​姉し妹まい​が​多おおく​の​人ひと​に​対たいして​罪つみ​を​犯おかす​なら​ば、彼かれ​または​彼女かのじょ​は​多おおく​の​人ひと​の​前まえ​で​①懲こらしめ​を​受うけ​なければ​ならない。
91 もし​だれか​が​公こう然ぜん​と​罪つみ​を​犯おかす​なら​ば、彼かれ​または​彼女かのじょ​が​恥はじる​よう​に、公こう然ぜん​と​責せめ​なければ​ならない。もし​彼かれ​または​彼女かのじょ​が​告こく白はく​しなければ、彼かれ​または​彼女かのじょ​を​神かみ​の​律りっ法ぽう​に​引ひき​渡わたさなければ​ならない。
92 もし​だれか​が​ひそか​に​罪つみ​を​犯おかす​なら​ば、彼かれ​または​彼女かのじょ​を​ひそか​に​責せめ​なければ​ならない。その​こと​に​よって、彼かれ​または​彼女かのじょ​が、自じ分ぶん​が​罪つみ​を​犯おかした​相あい手て​と、神かみ​と​に、ひそか​に​告こく白はく​する​機き会かい​を​持もてる​よう​に​して、教きょう会かい員いん​が​彼かれ​または​彼女かのじょ​に​ついて​とがめる​よう​な​話はなし​を​する​こと​の​ない​よう​に​する​ため​で​ある。
93 あなたがた​は、すべて​の​こと​に​ついて​この​よう​に​行おこなわなければ​ならない。
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第​43​章
千八百三十一​年ねん​二月がつ、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百五十四－百五十六​ページ）。この​当とう時じ、教きょう会かい​の​ある​会員かいいん​たち​は、啓けい示じ​を​受うけた​と​偽いつわり​の​主しゅ張ちょう​を​する​人々ひとびと​に​よって​心こころ​を​乱みだされて​いた。そこで​預よ言げん者しゃ​は​主しゅ​に​尋たずね、教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​に​あてた​この​教おしえ​を​受うけた。初はじめ​の​部ぶ分ぶん​に​は​教きょう会かい​の​方針ほうしん​に​ついて​の​事こと柄がら​が​取とり上あげられて​おり、後あと​の​部ぶ分ぶん​に​は、長老ちょうろう​たち​が​地ち​の​もろもろ​の​国こく民みん​に​伝つたえ​なければ​ならない​警けい告こく​が​挙あげられて​いる。
1－7​啓けい示じ​と​戒いましめ​は、任にん命めい​された​人ひと​を​通とおして​のみ​与あたえられる。​8－14​聖せい徒と​たち​は、主しゅ​の​前まえ​に​聖きよさ​を​尽つくして​行こう動どう​する​こと​に​よって​聖きよめられる。​15－22​長老ちょうろう​たち​は、悔くい改あらため​を​叫さけんで​人々ひとびと​を​主しゅ​の​大おおいなる​日ひ​に​備そなえ​させる​ため​に​遣つかわされる。​23－28​主しゅ​は​御ご​自じ分ぶん​の​声こえ​に​よって、また​自し然ぜん​の​力ちから​に​よって、人々ひとびと​に​呼よびかけられる。​29－35​福ふく千せん年ねん​が​来きて、サタン​が​縛しばられる。
1 聴きき​なさい、おお、わたし​の​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​よ。わたし​が​あなたがた​に​語かたる​言こと葉ば​に​耳みみ​を​傾かたむけ​なさい。
2 見みよ、まことに、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​は、わたし​の​手て​から​①戒いましめ​と​啓けい示じ​を​受うける​よう​に​あなたがた​の​ため​に​わたし​が​任にん命めい​した​者もの​を​通とおして、わたし​の​教きょう会かい​の​ため​に​②律りっ法ぽう​として​戒いましめ​を​受うけた。
3 あなたがた​は、この​こと​を​よく​知しって​おか​なければ​ならない。すなわち、もし​彼かれ​が​わたし​に​①つながって​いる​なら​ば、彼かれ​が​取とり去さられる​まで、あなたがた​の​ため​に​戒いましめ​と​啓けい示じ​を​受うける​よう​任にん命めい​される​者もの​は​彼かれ​の​ほか​に​だれ​も​いない。
4 しかし、まことに、まことに、あなたがた​に​言いう。彼かれ​に​よらず​に、この​賜物たまもの​を​受うける​よう​に​任にん命めい​される​者もの​は​①ほか​に​だれ​も​いない。もしも​それ​が​彼かれ​から​取とり去さられる​なら​ば、彼かれ​は、自じ分ぶん​に​代かわる​別べつ​の​者もの​を​任にん命めい​する​力ちから​の​ほか​に​何なにも​持もたない​で​あろう。
5 あなたがた​へ​の​律りっ法ぽう​は​これ​で​ある。すなわち、あなたがた​の​前まえ​に​やって​来くる​だれか​の​教おしえ​を、あなたがた​は​啓けい示じ​または​戒いましめ​として​受うけ入いれて​は​ならない。
6 これ​を​わたし​が​あなたがた​に​与あたえる​の​は、あなたがた​が​①欺あざむかれる​こと​の​ない​ため、また​それら​の​教おしえ​が​わたし​から​出でて​いない​こと​を​あなたがた​が​知しる​ため​で​ある。
7 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​から​①聖任せいにん​を​受うける​者もの​は、わたし​が​以い前ぜん​に​あなたがた​に​告つげた​よう​に、②門もん​から​入はいって​聖任せいにん​を​受うけて、わたし​が​任にん命めい​した​者もの​を​通とおして​受うけた​啓けい示じ​を、また​将来しょうらい​受うける​啓けい示じ​を​教おしえる​で​あろう。
8 さて​見みよ、わたし​は​あなたがた​に​戒いましめ​を​与あたえる。あなたがた​は​集あつまる​とき、どの​よう​に​行こう動どう​し、わたし​の​教きょう会かい​を​導みちびく​か、また​どの​よう​に​わたし​が​与あたえた​律りっ法ぽう​と​戒いましめ​の​要よう点てん​を​実じっ行こう​する​か​を​知しる​こと​が​できる​よう​に、互たがいに​①教おしえ​合あい、教きょう化か​し​合あわなければ​ならない。
9 この​よう​に​して、あなたがた​は​わたし​の​教きょう会かい​の​律りっ法ぽう​に​通つうじた​者もの​と​なり、あなたがた​が​受うけ入いれた​もの​に​よって​①聖きよめられる​の​で​ある。また​あなたがた​は、わたし​の​前まえ​に​聖きよさ​を​尽つくして​行こう動どう​する​義ぎ務む​を​自みずから​負おわなければ​ならない。
10 あなたがた​が​これ​を​行おこなう​なら​ば、あなたがた​の​受うけた​王おう国こく​に​栄えい光こう​が​①加くわえられる​で​あろう。あなたがた​が​それ​を​行おこなわなければ、あなたがた​の​受うけた​もの​さえ​も​②取とり去さられる​で​あろう。
11 あなたがた​は、あなたがた​の​間あいだ​に​ある​①罪ざい悪あく​を​清きよめ​なさい。わたし​の​前まえ​に​自みずから​を​聖きよめ​なさい。
12 あなたがた​は​王おう国こく​の​栄えい光こう​を​望のぞむ​なら​ば、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​を​選えらび、信しん仰こう​の​祈いのり​に​よって​わたし​の​前まえ​で​彼かれ​を​①支し持じ​しなさい。
13 さらに​また、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​は​王おう国こく​の​①奥おく義ぎ​を​望のぞむ​なら​ば、彼かれ​に​食物しょくもつ​と​衣い服ふく​を​与あたえ、また、わたし​が​彼かれ​に​命めいじた​業わざ​を​成なし遂とげる​ため​に​必ひつ要よう​と​する​すべて​の​もの​を​与あたえ​なさい。
14 もしも​あなたがた​が​それ​を​行おこなわなければ、彼かれ​は​自じ分ぶん​を​受うけ入いれた​人々ひとびと​の​もと​に​とどまって、わたし​が​一つ​の​①清きよい​民たみ​を​わたし​自じ身しん​の​ため​に​わたし​の​前まえ​に​残のこして​おける​よう​に​する​で​あろう。
15 重かさねて​言いう。わたし​が​任にん命めい​した​わたし​の​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​よ、聴きき​なさい。あなたがた​は​教おしえ​を​受うける​ため​で​は​なく、わたし​が​①御み霊たま​の​力ちから​に​よって​あなたがた​の​手て​の​中なか​に​置おいた​もの​を、人ひと​の​子こら​に​②教おしえる​ため​に​遣つかわされて​いる​の​で​ある。
16 あなたがた​は​高たかい​所ところ​から​①教おしえ​を​受うけ​なければ​ならない。自みずから​を​②聖きよめ​なさい。そう​すれ​ば、あなたがた​は​③力ちから​を​授さずけられて、わたし​が​語かたった​よう​に​与あたえる​こと​が​できる​で​あろう。
17 あなたがた​は​聴きき​なさい。見みよ、主しゅ​の​①大おおいなる​②日ひ​は​もう​近ちかい。
18 主しゅ​が​天てん​から​①声こえ​を​発はっする​日ひ​が​来くる。天てん​は​②震ふるえ、地ち​は​③揺ゆれ​動うごく​で​あろう。神かみ​の​④ラッパ​が​長ながく​かつ​高たかく​鳴なり​響ひびいて、眠ねむって​いる​もろもろ​の​国こく民みん​に、「あなたがた​聖せい徒と​よ、⑤立たち上あがって​生いき​なさい。あなたがた​罪人つみびと​よ、わたし​が​再ふたたび​呼よぶ​まで、⑥その​まま​⑦眠ねむって​いなさい」と​言いう​で​あろう。
19 それゆえ、あなたがた​は​悪あく人にん​の​中なか​に​見みいだされる​こと​の​ない​よう​に、腰こし​に​帯おび​を​締しめ​なさい。
20 あなたがた​の​声こえ​を​上あげ​なさい。惜おしんで​は​ならない。もろもろ​の​国こく民みん​に、老おいた​者もの​に​も、若わかい​者もの​に​も、束そく縛ばく​された​者もの​に​も、自じ由ゆう​な​者もの​に​も、悔くい改あらため​を​呼よびかけて​言いい​なさい。「主しゅ​の​大おおいなる​日ひ​の​ため​に、自みずから​を​備そなえ​なさい。
21 人間にんげん​で​ある​わたし​が​声こえ​を​上あげて​あなたがた​に​悔くい改あらため​を​呼よびかけ、その​こと​で​あなたがた​が​わたし​を​憎にくむ​なら​ば、やがて​①雷かみなり​が​地ち​の​果はて​から​声こえ​を​発はっして、『悔くい改あらためよ。主しゅ​の​大おおいなる​日ひ​の​ため​に​備そなえよ』​と、生いきて​いる​すべて​の​者もの​の​耳みみ​に​告つげる​日ひ​が​来くる​とき、あなたがた​は​何なん​と​言いう​つもり​か。
22 さらに​また、稲妻いなずま​が​東ひがし​から​西にし​に​走はしり、生いきて​いる​すべて​の​者もの​に​向むかって​声こえ​を​発はっし、聞きく​すべて​の​者もの​の​耳みみ​を​鳴ならして、『悔くい改あらためよ。主しゅ​の​大おおいなる​日ひ​が​来きた​から​で​ある』​と​いう​これら​の​言こと葉ば​を​告つげる​日ひ​が​来くる​とき、あなたがた​は​何なん​と​言いう​つもり​か。」
23 さらに​また、主しゅ​は​天てん​から​声こえ​を​発はっして​言いう​で​あろう。「聴きき​なさい、おお、地ち​の​もろもろ​の​国こく民みん​よ。あなたがた​を​造つくった​神かみ​の​言こと葉ば​を​聞きき​なさい。
24 おお、地ち​の​もろもろ​の​国こく民みん​よ、①めんどり​が​羽はね​の​下した​に​ひな​を​集あつめる​よう​に、わたし​は​あなたがた​を​幾いく度たび​集あつめよう​と​した​こと​か。しかし、あなたがた​は​②応おうじよう​と​しなかった。
25 わたし​の​①僕しもべ​たち​の​口くち​に​より、また​②天てん使し​たち​の​働はたらき​に​より、また​わたし​自じ身しん​の​声こえ​に​より、また​雷かみなり​の​声こえ​に​より、また​稲妻いなずま​の​声こえ​に​より、また​暴ぼう風ふう雨う​の​声こえ​に​より、また​地じ震しん​と​雹ひょう​を​伴ともなう​大おお​嵐あらし​の​声こえ​に​より、また​③飢き饉きん​と​あらゆる​疫えき病びょう​の​声こえ​に​より、また​ラッパ​の​大おおきな​音おと​に​より、また​裁さばき​の​声こえ​に​より、また​終しゅう日じつ​続つづく​④憐あわれみ​の​声こえ​に​より、また​栄えい光こう​と​誉ほまれ​と​永遠えいえん​の​命いのち​の​富とみ​の​声こえ​に​より、わたし​は​あなたがた​を​幾いく度たび​⑤呼よび、⑥永遠えいえん​の​救すくい​を​もって​あなたがた​を​幾いく度たび​救すくおう​と​して​きた​こと​か。しかし、あなたがた​は​応おうじよう​と​しなかった。
26 見みよ、わたし​の​憤いきどおり​の​激はげしい​怒いかり​の​杯さかずき​が​満みちる​日ひ​は​来きた。
27 見みよ、まことに、あなたがた​に​言いう。これ​は​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​の​言こと葉ば​で​ある。」
28 それゆえ、あなたがた​は​働はたらき​なさい。あなたがた​は​わたし​の​ぶどう​園えん​で​最さい後ご​の​①働はたらき​を​しなさい。地ち​に​住すむ​者もの​に​最さい後ご​の​呼よびかけ​を​しなさい。
29 わたし​は​ふさわしい​とき​に、裁さばき​の​ため​に​地ち上じょう​に​①来くる。そして、わたし​の​民たみ​は​贖あがなわれ、わたし​と​ともに​地ち上じょう​を​治おさめる​で​あろう。
30 わたし​が​僕しもべ​たち​の​口くち​を​通とおして​語かたった、大おおいなる​①福ふく千せん年ねん​が​来くる。
31 そして、①サタン​は​②縛しばられる。また、彼かれ​は​再ふたたび​解かい放ほう​される​と、③しばし​の​間あいだ​だけ​支し配はい​し、その後ご​地ち球きゅう​の​④終おわり​が​来くる。
32 ①義ぎ​の​うち​に​生活せいかつ​する​者もの​は​一いっ瞬しゅん​の​うち​に​②変かえられ、地ち球きゅう​は​火ひ​に​よる​か​の​ごとく​に​過すぎ去さる​で​あろう。
33 悪あく人にん​は​消けす​こと​の​できない​①火ひ​の​中なか​に​入はいる​で​あろう。彼かれら​の​末まつ路ろ​を、地ち上じょう​の​人ひと​は​だれ​も​知しらず、彼かれら​が​②裁さばき​の​ため​に​わたし​の​前まえ​に​来くる​まで​決けっして​知しらない​で​あろう。
34 あなたがた​は​これら​の​言こと葉ば​を​聴きき​なさい。見みよ、わたし​は​世よ​の​①救すくい主ぬし​イエス・​キリスト​で​ある。これら​の​こと​を​あなたがた​の​心こころ​の​中なか​に​大切たいせつ​に​②蓄たくわえて​おき​なさい。永遠えいえん​の​③厳粛げんしゅくさ​を​④心こころ​に​⑤とどめ​なさい。
35 ①まじめ​で​あり​なさい。わたし​の​戒いましめ​を​すべて​守まもり​なさい。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
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第​44​章
千八百三十一​年ねん​二月がつ​下げ旬じゅん、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​と​シドニー・​リグドン​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百五十七​ページ）。この​中なか​で​述のべられて​いる​要件ようけん​に​従したがって、教きょう会かい​は​来きたる​六月がつ​の​初はじめ​に​大会たいかい​を​催もよおす​こと​を​決定けってい​した。
1－3​長老ちょうろう​たち​は​大会たいかい​に​集あつまらなければ​ならない。​4－6​彼かれら​は​その​地ち​の​法ほう律りつ​に​従したがって​組そ織しき​を​作つくり、貧まずしい​人ひと​の​世せ話わ​を​しなければ​ならない。
1 見みよ、主しゅ​は​あなたがた、すなわち、わたし​の​僕しもべ​たち​に​この​よう​に​言いう。わたし​が​必ひつ要よう​と​して​いる​の​は、わたし​の​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​が​手て紙がみ​や​その​ほか​の​方ほう法ほう​で、東ひがし​から、西にし​から、北きた​から、南みなみ​から​呼よび​集あつめられる​こと​で​ある。
2 彼かれら​が​忠ちゅう実じつ​で​あり、わたし​を​信しんじる​信しん仰こう​を​働はたらかせる​なら​ば、わたし​は、彼かれら​が​集あつまる​日ひ​に​わたし​の​①御み霊たま​を​注そそごう。
3 それから、彼かれら​は​周まわり​の​地ち域いき​に​出でて​行いき、人々ひとびと​に​悔くい改あらため​を​①宣のべ​伝つたえ​なければ​ならない。
4 そして、多おおく​の​人ひと​が​①改宗かいしゅう​する​ので、あなたがた​は​人間にんげん​の​②法ほう律りつ​に​従したがって​自みずから​を​組そ織しき​する​力ちから​を​得える​で​あろう。
5 それ​は、あなたがた​の​①敵てき​が​あなたがた​を​支し配はい​する​力ちから​を​持もたない​よう​に​する​ため、また​あなたがた​が​あらゆる​点てん​で​守まもられる​ため、また​あなたがた​が​わたし​の​律りっ法ぽう​を​守まもる​こと​が​できる​よう​に​なる​ため、また​敵てき​が​わたし​の​民たみ​を​滅ほろぼそう​と​して​立たてた​あらゆる​盟約めいやく​が​打うち破やぶられる​ため​で​ある。
6 見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​は​貧まずしい​者もの​と​乏とぼしい​者もの​を​①訪おとずれ、彼かれら​に​必ひつ要よう​な​もの​を​与あたえて、あなたがた​の​受うけた​わたし​の​律りっ法ぽう​に​従したがって​すべて​の​こと​が​行おこなわれる​まで、彼かれら​を​守まもる​よう​に​しなければ​ならない。アーメン。
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第​45​章
千八百三十一​年ねん​三月がつ​七なの日か、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​教きょう会かい​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百五十八－百六十三​ページ）。預よ言げん者しゃ​は​この​啓けい示じ​の​記き録ろく​の​前まえ書がき​として、次つぎ​の​よう​に​述のべて​いる。「教きょう会かい​の​この​時じ代だい​に、人々ひとびと​が​御み​業わざ​を​研究けんきゅう​する​の​を、あるいは​信しん仰こう​を​受うけ入いれる​の​を​妨さまたげよう​と​して、多おおく​の​偽いつわり​の​記き事じ​や​愚おろか​な​作つくり話ばなし​が​出しゅっ版ぱん​されたり、流る布ふ​されたり​した。……​しかし​……​聖せい徒と​たち​に​とって​喜よろこばしい​こと​に、わたし​は​次つぎ​の​啓けい示じ​を​受うけた。」（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百五十八​ページ）
1－5​キリスト​は​御父おんちち​に​対たいする​わたしたち​の​弁べん護ご​者しゃ​で​ある。​6－10​福ふく音いん​は​主しゅ​の​前まえ​に​道みち​を​備そなえる​使つかい​で​ある。​11－15​エノク​と​その​同胞はらから​は、主しゅ​に​よって​主しゅ​御ご​自じ身しん​の​もと​に​受うけ入いれられた。​16－23​キリスト​は、オリブ山やま​で​述のべられた​よう​に、御ご​自じ分ぶん​の​来らい臨りん​の​しるし​を​示しめされた。​24－38​福ふく音いん​は​回復かいふく​され、異い邦ほう人じん​の​時とき​は​満みち、荒こう廃はい​を​もたらす​病びょう気き​が​地ち​を​覆おおう。​39－47​しるし​と​不ふ思し議ぎ​と​復ふっ活かつ​が​再臨さいりん​に​伴ともなう。​48－53​キリスト​は​オリブ山やま​に​立たたれ、ユダヤ人じん​は​キリスト​の​手て足あし​の​傷きず​を​見みる。​54－59​主しゅ​が​福ふく千せん年ねん​の​間あいだ​治おさめられる。​60－62​預よ言げん者しゃ​は『新しん約やく​聖せい書しょ』​の​翻ほん訳やく​を​始はじめる​よう​に​指し示じ​され、それ​に​よって​重じゅう要よう​な​事こと柄がら​が​知しらされる。​63－75​聖せい徒と​たち​は、集あつまって​新しん​エルサレム​を​建たてる​よう​に​命めいじられる。そこ​に​は、すべて​の​国くに​から​人々ひとびと​が​やって​来くる。
1 聴きき​なさい、おお、①王おう国こく​を​与あたえられた​わたし​の​②教きょう会かい​の​人々ひとびと​よ。聴きき​なさい。地ち​の​基もとい​を​据すえ、もろもろ​の​天てん​と​天てん​の​万物ばんぶつ​を​③造つくり、生いきて、動うごいて、存そん在ざい​して​いる​万物ばんぶつ​を​造つくった​者もの​の​言こと葉ば​に​耳みみ​を​傾かたむけ​なさい。
2 さらに​また、わたし​は​言いう。①死し​が​あなたがた​を​捕とらえる​こと​の​ない​よう​に、わたし​の​声こえ​に​聞きき​従したがい​なさい。あなたがた​の​②思おもいがけない​とき​に、夏なつ​が​過すぎ去さり、③刈かり入いれ​が​終おわり、あなたがた​が​救すくわれない​と​いう​こと​の​ない​よう​に。
3 父ちち​に​対たいする​①弁べん護ご​者しゃ​で​あって、父ちち​の​前まえ​で​あなたがた​の​ため​に​弁べんじる​者もの​の​言こと葉ば​を​聴きき​なさい。
4 すなわち、「父ちち​よ、①罪つみ​を​犯おかした​こと​が​なく、あなた​が​御み​心こころ​に​かなう​と​された​者もの​の、②苦くるしみ​と​死し​を​御ご覧らん​ください。あなた​の​子こ​が​流ながした​血ち、すなわち、あなた​御ご​自じ身しん​が​③栄えい光こう​を​受うける​ため​に、あなた​が​お​与あたえ​に​なった​者もの​の​血ち​を​御ご覧らん​ください。
5 その​ため​に、父ちち​よ、わたし​の​名な​を​①信しんじる​これら​わたし​の​兄きょう弟だい​たち​が、わたし​の​もと​に​来きて​②永遠えいえん​の​命いのち​を​得えられる​よう​に、彼かれら​を​お​救すくい​ください」と。
6 聴きき​なさい、おお、わたし​の​教きょう会かい​の​人々ひとびと​よ。長老ちょうろう​たち​よ、ともに​聴きき​なさい。①今日き ょ う​と​呼よばれる​間あいだ​に、わたし​の​声こえ​を​聞きき​なさい。そして、心こころ​を​かたくな​に​して​は​ならない。
7 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​は​①アルパ​で​あり​オメガ​で​あり、初はじめ​で​あり​終おわり​で​あり、世よ​の​光ひかり​で​あり​命いのち​で​ある。わたし​は​暗くら闇やみ​の​中なか​に​輝かがやいて​いる​②光ひかり​で​ある。そして、暗くら闇やみ​は​それ​を​理り解かい​しない。
8 わたし​は​自じ分ぶん​の​民たみ​の​ところ​に​来きた​の​に、民たみ​は​わたし​を​受うけ入いれなかった。しかし、わたし​を​受うけ入いれた​すべて​の​者もの​に、わたし​は​多おおく​の​①奇き跡せき​を​行おこなう​②力ちから​と、③神かみ​の​子こ​と​なる​力ちから​を​与あたえた。まことに、わたし​の​名な​を​④信しんじる​者もの​に、わたし​は​⑤永遠えいえん​の​命いのち​を​得える​力ちから​を​与あたえた。
9 まことに​その​よう​に、わたし​の​①永遠えいえん​の​②聖せい約やく​を​世よ​に​送おくって、世よ​の​光ひかり​と​し、また​わたし​の​民たみ​と​それ​を​求もとめる​③異い邦ほう人じん​の​ため​の​④旗はた​と​し、さらに​わたし​に​先さき立だち、わたし​の​前まえ​に​道みち​を​備そなえる​⑤使し者しゃ​と​する。
10 それゆえ、あなたがた​は​その​もと​に​来きなさい。そう​すれ​ば、昔むかし​の​人々ひとびと​と​論ろんじた​よう​に、わたし​は​やって​来くる​者もの​と​論ろんじよう。そして、わたし​は​①力ちから強づよい​論ろん拠きょ​を​あなたがた​に​示しめそう。
11 それゆえ、あなたがた​は​ともに​聴きき​なさい。わたし​は​あなたがた​に、まことに​わたし​の​知ち恵え​を、すなわち、①エノク​と​その​同胞はらから​の​神かみ​で​ある​と​あなたがた​が​言いう​者もの​の​知ち恵え​を​示しめして​みせよう。
12 エノク​と​その​同胞はらから​は​地ち​から​①分わけられて、わたし​自じ身しん​の​もと​に​受うけ入いれられた。それ​は、義ぎ​の​日ひ​が​来くる​まで​残のこして​おかれる​②町まち​で​ある。その​日ひ​は​すべて​の​聖せい​なる​人々ひとびと​が​捜さがし​求もとめた​日ひ​で​ある​が、悪あく事じ​と​忌いまわしい​行おこない​の​ゆえ​に、彼かれら​は​その​日ひ​を​見みいださなかった。
13 彼かれら​は​自じ分ぶん​たち​が​地ち上じょう​に​おける​①寄き留りゅう​者しゃ​で​あり​旅人たびびと​で​ある​こと​を​告こく白はく​した​が、
14 その​日ひ​を​見みいだして​肉にく体たい​に​あって​それ​を​見みる​で​あろう​と​の​①約やく束そく​を​得えた。
15 それゆえ、聴きき​なさい。わたし​は​あなたがた​と​論ろんじ、昔むかし​の​人々ひとびと​に​行おこなった​よう​に​あなたがた​に​語かたり、預よ言げん​しよう。
16 わたし​は​肉にく体たい​に​あって​わたし​の​弟で子し​たち​の​前まえ​に​立たち、彼かれら​に​語かたり​ながら​①示しめした​よう​に、分わかり​やすく​それ​を​示しめそう。「あなたがた​は、わたし​が​あなたがた​の​先せん祖ぞ​に​与あたえた​約やく束そく​を​果はたす​ため​に​栄えい光こう​を​もって​天てん​の​雲くも​の​中なか​を​来くる​日ひ​の、わたし​の​②来らい臨りん​の​しるし​に​ついて​尋たずねた。
17 あなたがた​が​それ​に​ついて​尋たずねた​の​は、自じ分ぶん​の​①霊れい​が​体からだ​から​長ながい​間あいだ​②離はなれて​いる​こと​を​一つ​の​束そく縛ばく​と​考かんがえて​きた​から​で​ある。そこで、わたし​は​贖あがない​の​日ひ​が​どの​よう​に​来くる​か、また​③散ちらされた​イスラエル​の​④回復かいふく​が​どの​よう​に​起おこる​か​を​あなたがた​に​示しめそう。
18 さて、あなたがた​は、エルサレム​に​ある、あなたがた​が​神かみ​の​宮みや​と​呼よんで​いる​この​神殿しんでん​を​見みて​いる。また、あなたがた​の​敵てき​は、この​宮みや​は​決けっして​倒たおれない​と​言いう。
19 しかし、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。夜よる​の​盗人ぬすびと​の​よう​に、荒こう廃はい​が​今いま​の​時じ代だい​の​人々ひとびと​に​及およぶ​で​あろう。そして、この​民たみ​は​滅ほろぼされ、また​すべて​の​国こく民みん​の​中なか​に​散ちらされる​で​あろう。
20 また、あなたがた​が​今いま​見みて​いる​この​神殿しんでん​は、一つ​の​石いし​が​他た​の​石いし​の​上うえ​に​残のこる​こと​の​ない​よう​に​崩くずされる​で​あろう。
21 そして、わたし​が​あなたがた​に​告つげた​荒こう廃はい​が​ことごとく​起おこる​まで、この​時じ代だい​の​ユダヤ人じん​は​世よ​を​去さらない​で​あろう。
22 あなたがた​は、①世よ​の​終おわり​が​来くる​こと​を​知しって​いる​と​言いう。あなたがた​は​また、天てん地ち​が​過すぎ去さる​こと​も​知しって​いる​と​言いう。
23 これ​に​ついて、あなたがた​は​真実しんじつ​を​述のべて​いる。その​とおり​だから​で​ある。しかし、すべて​が​成じょう就じゅ​する​まで、わたし​が​あなたがた​に​告つげた​これら​の​こと​は​過すぎ去さる​こと​が​ない。
24 わたし​は​エルサレム​に​関かんして、以い上じょう​の​こと​を​あなたがた​に​告つげて​おく。その​日ひ​が​来くる​と、残のこり​の​者もの​は​すべて​の​国こく民みん​の​中なか​に​①散ちらされる​で​あろう。
25 しかし、彼かれら​は​再ふたたび​①集あつめられる。それでも、②異い邦ほう人じん​の​時とき​が​満みちる​まで、彼かれら​は​その​まま​残のこる​で​あろう。
26 ①その​日ひ、②戦せん争そう​と​戦せん争そう​の​うわさ​が​聞きかれ、全ぜん​地ち​が​混乱こんらん​し、人々ひとびと​は​③気き落おち​する​で​あろう。また、人々ひとびと​は、世よ​の​終おわり​まで​キリスト​は​来らい臨りん​を​④延のばされる​と​言いう​で​あろう。
27 人々ひとびと​の​愛あい​が​冷ひえ、不ふ法ほう​が​はびこる​で​あろう。
28 また、①異い邦ほう人じん​の​時とき​が​来くる​と、暗くら闇やみ​に​座ざする​者もの​たち​の​間あいだ​に​②光ひかり​が​さす​で​あろう。それ​は​わたし​の​完全かんぜん​な​福ふく音いん​で​ある。
29 しかし、彼かれら​は​それ​を​①受うけ入いれない。彼かれら​は​その​光ひかり​に​気きづかず、また​人ひと​の​②訓くん戒かい​の​ゆえ​に、わたし​から​③心こころ​を​そらす​から​で​ある。
30 そして、その​時じ代だい​に​異い邦ほう人じん​の​時とき​は​満みちる。
31 また、その​時じ代だい​に​生いきて​いて、あふれる​①懲こらしめ​を​見みる​まで​世よ​を​去さらない​人々ひとびと​が​いる。荒こう廃はい​を​もたらす​病びょう気き​が​地ち​を​覆おおう​から​で​ある。
32 しかし、わたし​の​弟で子し​たち​は​①聖せい​なる​場ば所しょ​に​立たち、動うごかされない。しかし、悪あく人にん​の​中なか​で​は、人々ひとびと​が​声こえ​を​上あげ、神かみ​を​②のろって​死しぬ​で​あろう。
33 また、方ほう々ぼう​に​①地じ震しん​も​あり、また​多おおく​の​荒こう廃はい​も​ある。それでも、人々ひとびと​は​わたし​に​対たいして​心こころ​を​かたくな​に​し、互たがいに​②剣つるぎ​を​取とり、殺ころし​合あう。」
34 さて、主しゅ​なる​わたし​が​これら​の​言こと葉ば​を​弟で子し​たち​に​語かたり​終おえる​と、彼かれら​は​心配しんぱい​した。
35 そこで、わたし​は​彼かれら​に​言いった。「①心配しんぱい​する​こと​は​ない。これら​すべて​の​こと​が​起おこる​とき、あなたがた​は、与あたえられた​約やく束そく​が​果はたされる​こと​が​分わかる​から​で​ある。
36 そして、光ひかり​が​さし​始はじめる​と、それ​は​彼かれら​に​とって、わたし​が​あなたがた​に​示しめす​たとえ​の​よう​に​なる。
37 すなわち、あなたがた​は​①いちじく​の​木き​を​眺ながめて​見みる。あなたがた​は​自じ分ぶん​の​目め​で​それ​を​見みる。そして、いちじく​の​木き​が​芽め吹ぶき​始はじめ、その​葉は​が​まだ​柔やわらかい​と、夏なつ​が​もう​近ちかい​と、あなたがた​は​言いう。
38 同おなじ​よう​に、人々ひとびと​は​これら​すべて​の​こと​を​見みる​その​日ひ​に、時とき​が​近ちかい​こと​を​知しる​で​あろう。
39 そして、わたし​を​①畏おそれる​者もの​は、主しゅ​の​大おおいなる​②日ひ​が​来くる​の​を、すなわち​③人ひと​の​子こ​の​来らい臨りん​の​④しるし​を​⑤待まち望のぞむ​で​あろう。
40 彼かれら​は​数々かずかず​の​しるし​と​不ふ思し議ぎ​を​見みる​で​あろう。これら​は、上うえ​は​天てん​に、下した​は​地ち​に​示しめされる​から​で​ある。
41 彼かれら​は​血ち​と、①火ひ​と、立たち込こめる​煙けむり​を​見みる​で​あろう。
42 また、主しゅ​の​日ひ​が​来くる​前まえ​に、①太陽たいよう​は​暗くらく​なり、月つき​は​血ち​に​変かわり、星ほし​は​天てん​から​落おちる​で​あろう。
43 また、残のこり​の​者もの​は​この​場ば所しょ​に​集あつめられる​で​あろう。
44 その​とき、彼かれら​は​わたし​を​待まち望のぞむ​で​あろう。見みよ、わたし​は​来くる。そして​彼かれら​は、天てん​の​雲くも​の​中なか​に、力ちから​と​大おおいなる​①栄えい光こう​と​を​まとって、すべて​の​聖せい​なる​天てん使し​たち​と​ともに​いる​わたし​を​見みる​で​あろう。また、わたし​を​②待まち受うけない​者もの​は​絶たたれる​で​あろう。
45 しかし、主しゅ​の​腕うで​が​下くだる​前まえ​に、一ひと人り​の​天てん使し​が​①ラッパ​を​吹ふき​鳴ならし、眠ねむって​いた​聖せい徒と​たち​は​②雲くも​の​中なか​で​わたし​に​会あう​ため​に​③出でて​来くる。
46 さて、あなたがた​は​①安やすらか​に​眠ねむって​いた​なら​ば、幸さいわい​で​ある。なぜなら、今いま​わたし​を​見みて、わたし​が​いる​こと​を​知しって​いる​よう​に、あなたがた​は​②わたし​の​もと​に​来きて、③生いきて、あなたがた​の​贖あがない​は​完成かんせい​される​から​で​ある。また、聖せい徒と​たち​は​地ち​の​四し方ほう​から​出でて​来くる​で​あろう。
47 それから、主しゅ​の​①腕うで​が​もろもろ​の​国こく民みん​に​下くだる。
48 そして​その後のち、主しゅ​は​この​①山やま​の​上うえ​に​足あし​を​置おく。すると、これ​は​二つ​に​裂さける。また、地ち​は​②揺ゆれ​動うごき、あちら​こちら​と​よろめき、また​天てん​も​③震ふるえる。
49 また、主しゅ​は​声こえ​を​発はっし、地ち​の​果はて​に​至いたる​すべて​の​者もの​が​それ​を​聞きく。そして、地ち​の​もろもろ​の​国こく民みん​は​①嘆なげき​悲かなしみ、笑わらった​者もの​たち​は​自じ分ぶん​の​愚おろかさ​を​知しる​で​あろう。
50 災わざわい​が​あざ笑わらった​者もの​を​覆おおい、あざける​者もの​は​焼やき​尽つくされる​で​あろう。また、罪ざい悪あく​の​機き​を​うかがう​者もの​は、切きり​倒たおされて​火ひ​の​中なか​に​投なげ込こまれる​で​あろう。
51 それから、①ユダヤ人じん​は​わたし​を​②見みて、『あなた​の​両りょう手て​と​両りょう足あし​の​この​傷きず​は​何なん​です​か』​と​言いう​で​あろう。
52 その​とき、彼かれら​は​わたし​が​主しゅ​で​ある​こと​を​知しる。わたし​は、『この​傷きず​は、わたし​の​友とも​の​家いえ​で​負おった​①傷きず​で​ある。わたし​は​上あげられた​者もの​で​ある。②十じゅう字じ架か​に​つけられた​イエス​で​ある。神かみ​の​子こ​で​ある』​と​彼かれら​に​言いう​から​で​ある。
53 その​とき、彼かれら​は​自じ分ぶん​たち​の​犯おかした​罪ざい悪あく​の​ゆえ​に​①涙なみだ​を​流ながす。その​とき、彼かれら​は​自じ分ぶん​たち​の​②王おう​を​迫はく害がい​した​ので、嘆なげき​悲かなしむ​で​あろう。
54 それから、①異い教きょう​の​諸しょ国こく民みん​が​贖あがなわれる。そして、律りっ法ぽう​を​知しらなかった​者もの​は​第だい一いち​の​②復ふっ活かつ​に​あずかる。彼かれら​は​それ​に​③堪たえられる​で​あろう。
55 また、①サタン​は​②縛しばられて、人ひと​の​子こら​の​心こころ​の​中なか​に​決けっして​場ば所しょ​を​得えられない​で​あろう。
56 わたし​が​栄えい光こう​の​うち​に​来くる​その​①日ひ​に、わたし​が​十​人にん​の​②おとめ​に​ついて​語かたった​たとえ​は​成じょう就じゅ​する​で​あろう。
57 賢かしこくて、①真しん理り​を​受うけ入いれ、自じ分ぶん​の​②導みちびき​手て​として​聖せい​なる​御み霊たま​を​受うけ、そして​③欺あざむかれなかった​者もの、すなわち、まことに​わたし​は​あなたがた​に​言いう​が、彼かれら​は​切きり​倒たおされて​④火ひ​の​中なか​に​投なげ込こまれる​こと​なく、その​日ひ​に​堪たえる​で​あろう。
58 そして、①地ち球きゅう​は​②受うけ継つぎ​として​彼かれら​に​与あたえられる。彼かれら​は​増ふえて​強つよく​なり、その​子し孫そん​は​罪つみ​の​ない​まま​③成長せいちょう​して​④救すくい​を​得える​で​あろう。
59 主しゅ​は​彼かれら​の​①中なか​に​あり、主しゅ​の​栄えい光こう​は​彼かれら​の​うえ​に​あり、主しゅ​は​彼かれら​の​王おう​と​なり、②立りっ法ぽう​者しゃ​と​なる​から​で​ある。」
60 さて​見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。①『新しん約やく​聖せい書しょ』​が​翻ほん訳やく​される​まで、この​章しょう​に​ついて​これ​以い上じょう​知しる​こと​は​許ゆるされない​が、その『新しん約やく​聖せい書しょ』​の​中なか​で、これら​すべて​の​こと​が​知しらされる​で​あろう。
61 それゆえ、あなたがた​が​来きたる​べき​こと​の​ため​に​備そなえられる​よう​に、わたし​は​あなたがた​が​今いま​それ​を​翻ほん訳やく​できる​よう​に​する。
62 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。大おおいなる​こと​が​あなたがた​を​待まち受うけて​いる。
63 あなたがた​は​諸しょ​外がい国こく​に​おける​①戦せん争そう​に​ついて​聞きいて​いる。しかし​見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。それ​は​近ちかく、あなたがた​の​戸と口ぐち​まで​近ちかづいて​いる。これから​多おおく​の​年とし​を​経へず​に、あなたがた​は、あなたがた​自じ身しん​の​地ち​に​おける​戦せん争そう​に​ついて​聞きく​で​あろう。
64 それゆえ、主しゅ​なる​わたし​は​言いった​の​で​ある。あなたがた​は​①東ひがし​の​地ち​から​集あつまり​なさい。あなたがた、わたし​の​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​は​集あつまり​なさい。あなたがた​は​西にし​の​地ち​に​出でて​行いき、住じゅう民みん​に​悔くい改あらためる​よう​に​呼よびかけ​なさい。そして、彼かれら​が​悔くい改あらためる​なら​ば、わたし​の​ため​に​教きょう会かい​を​築きずき​上あげ​なさい。
65 また、心こころ​を​一つ​に​し、思おもい​を​一つ​に​し、あなたがた​の​富とみ​を​集あつめて、この​後のち​あなたがた​に​指し定てい​される​受うけ継つぎ​を​①購こう入にゅう​する​よう​に​しなさい。
66 それ​は、①新しん​エルサレム、②平へい和わ​の​③地ち、④避さけ​所どころ​の​都みやこ、いと​高たかき​神かみ​の​聖せい徒と​の​ため​の​安全あんぜん​の​地ち​と​呼よばれる​で​あろう。
67 そして、主しゅ​の​①栄えい光こう​が​そこ​に​ある。また、主しゅ​の​恐きょう怖ふ​も​そこ​に​ある​ので、悪あく人にん​は​そこ​に​来こよう​と​しない。そこ​は​シオン​と​呼よばれる。
68 そして、悪あく人にん​の​中なか​に​いて、隣人りんじん​に​対たいして​自じ分ぶん​の​剣つるぎ​を​取とらない​者もの​は​皆みな、安全あんぜん​の​ため​に​必かならず​シオン​に​逃のがれて​来こなければ​ならない。
69 そこ​に​は​天てん下か​の​あらゆる​国くに​から​人々ひとびと​が​①集あつめられる​で​あろう。その​民たみ​は​互たがいに​戦せん争そう​を​しない​唯一ゆいいつ​の​民たみ​で​ある。
70 また、悪あく人にん​の​間あいだ​で​は、「我々われわれ​は​上のぼって​行いって​シオン​と​戦たたかわない​よう​に​しよう。シオン​に​住すむ​者もの​は​恐おそろしい​から。だから、我々われわれ​は​立たち向むかう​こと​は​できない」と​言いわれる​で​あろう。
71 また、義ぎ人じん​は​すべて​の​国くに​の​中なか​から​集あつめられ、永遠えいえん​の​喜よろこび​の​歌うた​を​歌うたい​ながら​シオン​に​来くる​で​あろう。
72 さて、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​が​必ひつ要よう​と​する​まで、これら​の​こと​を​世よ​に​広ひろめない​よう​に​しなさい。それ​は、あなたがた​が​人々ひとびと​の​目め​の​前まえ​で、また​あなたがた​の​敵てき​の​目め​の​前まえ​で​この​業わざ​を​成なし遂とげる​ため​で​あり、また、わたし​が​命めいじた​こと​を​あなたがた​が​成なし遂とげる​まで、彼かれら​が​あなたがた​の​業わざ​を​知しらない​よう​に​する​ため​で​ある。
73 それ​に​よって、彼かれら​が​それ​を​知しる​とき、これら​の​こと​を​考かんがえる​こと​が​できる​よう​に​する​ため​で​ある。
74 主しゅ​が​現あらわれる​とき、主しゅ​は​彼かれら​に​とって​①恐おそろしい​存そん在ざい​と​なり、恐おそれ​が​彼かれら​を​捕とらえ、彼かれら​は​遠とおく​離はなれて​立たって​おののく​で​あろう。
75 すべて​の​国こく民みん​は、主しゅ​の​恐きょう怖ふ​と​主しゅ​の​強つよい​力ちから​の​ゆえ​に​恐おそれる​で​あろう。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
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	◀33①
教義43・18、88・87－90

	◀②
教義63・33

	◀35①
マタ24・6

	◀37①
マコ13・28、ルカ21・29－31

	◀39①
教義10・55－56、GS「畏れ，恐れ－神への畏れ」「従順，従う」

	◀②
GS「イエス・キリストの再臨」

	◀③
GS「人の子」

	◀④
GS「時のしるし」

	◀⑤
2ペテ3・10－13、教義35・15－16、モセ7・62

	◀41①
教義29・21、97・25－26

	◀42①
ヨエ2・10、黙示6・12、教義88・87、133・49

	◀44①
GS「イエス・キリスト－栄光」

	◀②
マタ24・43－51、マコ13・32－37

	◀45①
教義29・13、43・18

	◀②
1テサ4・16－17

	◀③
教義88・96－97、GS「復活」

	◀46①
アル40・12

	◀②
イザ55・3

	◀③
GS「永遠の命」

	◀47①
教義1・12－16

	◀48①
ゼカ14・4

	◀②
教義43・18、88・87

	◀③
ヨエ3・16、教義49・23

	◀49①
教義87・6

	◀51①
GS「ユダヤ人」

	◀②
ゼカ12・10

	◀52①
ゼカ13・6

	◀②
GS「十字架の刑」

	◀53①
黙示1・7

	◀②
ルカ23・38、ヨハ19・3、14－15

	◀54①
エゼ36・23、39・21

	◀②
GS「復活」

	◀③
教義75・22

	◀55①
GS「悪魔」

	◀②
黙示20・2、1ニフ22・26、教義43・31、88・110

	◀56①
GS「イエス・キリストの再臨」

	◀②
マタ25・1－13、教義63・54

	◀57①
GS「真理」

	◀②
GS「聖霊」

	◀③
ジ－マタ1・37

	◀④
教義29・7－9、63・34、64・23－24、101・22－25

	◀58①
GS「福千年」

	◀②
マタ5・5

	◀③
教義63・51、101・29－31

	◀④
GS「救い」

	◀59①
教義29・11、104・59

	◀②
創世49・10、ゼカ14・9、教義38・21－22

	◀60①
GS「ジョセフ・スミス訳（JS）」。​「聖書のジョセフ，スミス訳（抜粋）」も参照

	◀63①
教義38・29、87・1－5、130・12

	◀64①
教義42・64

	◀65①
教義63・27

	◀66①
エテ13・5－6、モセ7・62、箇条1・10、GS「シオン」「新エルサレム」

	◀②
GS「平安，平和」

	◀③
教義57・1－3

	◀④
イザ4・6、教義115・6

	◀67①
教義64・41－43、97・15－18、GS「イエス・キリスト－栄光」

	◀69①
申命30・3、エレ32・37－39、教義33・6

	◀74①
ゼパ2・11


第​46​章
千八百三十一​年ねん​三月がつ​八よう日か、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​教きょう会かい​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百六十三－百六十五​ページ）。教きょう会かい​の​この​初しょ期き​の​時じ代だい​に​は、教きょう会かい​の​集会しゅうかい​の​執とり行おこない​方かた​に​ついて​まだ​統一とういつ​された​方式ほうしき​が​定着ていちゃく​して​いなかった。しかしながら、聖せい餐さん​会かい​や​その​ほか​の​教きょう会かい​の​集会しゅうかい​へ​の​出しゅっ席せき​は、教きょう会かい員いん​と​熱心ねっしん​な​求きゅう道どう者しゃ​だけ​に​認みとめる​と​いう​習ならわし​が、やや​一般いっぱん​的てき​と​なって​いた。この​啓けい示じ​は、集会しゅうかい​を​管かん理り​し、執とり行おこなう​こと​に​関かんする​主しゅ​の​御み​心こころ​を​表あらわして​いる。
1－2​長老ちょうろう​たち​は、聖せい​なる​御み霊たま​に​よって​導みちびかれる​まま​に​集会しゅうかい​を​執とり​行おこなわなければ​ならない。​3－6​真しん理り​の​探求たんきゅう​者しゃ​を​聖せい餐さん​会かい​から​締しめ出だして​は​ならない。​7－12​神かみ​に​願ねがい、御み霊たま​の​賜物たまもの​を​求もとめ​なさい。​13－26​これら​の​賜物たまもの​の​幾いくつ​か​が​挙あげられる。​27－33​教きょう会かい​の​指し導どう​者しゃ​は、御み霊たま​の​賜物たまもの​を​見み分わける​力ちから​を​与あたえられる。
1 聴きき​なさい、おお、わたし​の​教きょう会かい​の​人々ひとびと​よ。まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。これら​の​こと​は、あなたがた​に​①益えき​を​与あたえ、教おしえる​ため​に​語かたられた​もの​で​ある。
2 しかし、書かき記しるされた​それら​の​もの​が​ある​に​も​かかわらず、聖せい​なる​御み霊たま​に​よって​指し示じ​され​導みちびかれる​まま​に​すべて​の​集会しゅうかい​を​①執とり行おこなう​こと​が、初はじめ​から​常つねに​わたし​の​教きょう会かい​の​②長老ちょうろう​たち​に​指し示じ​されて​きた​し、また​これから​先さき​いつまで​も​指し示じ​される​で​あろう。
3 それでも、あなたがた​は、世よ​の​人々ひとびと​の​前まえ​で​開ひらかれる​あなたがた​の​公おおやけ​の​集会しゅうかい​から、決けっして​だれ​も​①追おい出ださない​よう​に​命めいじられて​いる。
4 あなたがた​は​また、①教きょう会かい​に​属ぞくする​者もの​を​だれ​も​あなたがた​の​聖せい餐さん​会かい​から​追おい出ださない​よう​に​命めいじられて​いる。しかしながら、だれか​が​過あやまち​を​犯おかした​なら​ば、和わ解かい​する​まで​彼かれ​に​②聖せい餐さん​を​受うけ​させない​よう​に​しなさい。
5 さらに​また、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​は、真しん剣けん​に​王おう国こく​を​求もとめて​いる​者もの​を​だれ​も​あなたがた​の​聖せい餐さん​会かい​から​追おい出だして​は​ならない。わたし​は、この​こと​を​教きょう会かい​に​属ぞくして​いない​者もの​に​ついて​語かたって​いる。
6 さらに​また、わたし​は​あなたがた​の​①確かく認にん​の​会かい​に​ついて​あなたがた​に​言いう。教きょう会かい​に​属ぞくして​いない​者もの​が​だれか​いて​も、真しん剣けん​に​王おう国こく​を​求もとめて​いれ​ば、あなたがた​は​彼かれら​を​追おい出だして​は​ならない。
7 しかし、あなたがた​は​すべて​の​こと​に​ついて、惜おしみ​なく​与あたえる​神かみ​に​①願ねがい​求もとめる​よう​に​命めいじられて​いる。また、あなたがた​が​まったく​②聖きよい​心こころ​を​もって、わたし​の​前まえ​を​まっすぐ​に​歩あゆみ、あなたがた​の​救すくい​の​結末けつまつ​に​ついて​③考かんがえ、祈いのり​と​④感謝かんしゃ​を​もって​すべて​の​こと​を​行おこない​ながら、御み霊たま​が​あなたがた​に​証あかし​する​事こと柄がら​を​行おこなう​よう​に​と、わたし​は​望のぞんで​いる。それ​は、あなたがた​が​邪じゃ悪あく​な​霊れい、あるいは​⑤悪あく霊れい​の​教きょう義ぎ、または​人間にんげん​の​⑥戒いましめ​に​⑦打うち​負まかされない​ため​で​ある。ある​もの​は​人間にんげん​から​出でて​おり、また​ほか​の​もの​は​悪あく霊れい​から​出でて​いる​から​で​ある。
8 それゆえ、欺あざむかれない​よう​に​気き​を​つけ​なさい。そして、欺あざむかれない​ため​に​熱心ねっしん​に​①最善さいぜん​の​賜物たまもの​を​求もとめ、それら​が​何なんの​ため​に​与あたえられて​いる​の​か​を​常つねに​覚おぼえて​おき​なさい。
9 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。それら​は、わたし​を​愛あいして​わたし​の​すべて​の​戒いましめ​を​守まもる​者もの​たち​と、そう​しよう​と​努つとめる​者もの​たち​の​ため​に​与あたえられる。それ​は、わたし​を​求もとめる​者もの​たち​や、わたし​に​願ねがい​求もとめる​者もの​たち、願ねがい​求もとめる​けれども​①自じ分ぶん​の​欲よく​の​ため​に​使つかう​よう​に​②しるし​を​求もとめる​の​で​は​ない​者もの​たち​の​すべて​が、益えき​を​得えられる​よう​に​する​ため​で​ある。
10 さらに​また、まことに、あなたがた​に​言いう。教きょう会かい員いん​に​与あたえられて​いる​それら​の​①賜物たまもの​が​何なん​で​ある​か、常つねに​覚おぼえて​おき、また​常つねに​②心こころ​に​留とめて​おく​よう​に​と、わたし​は​望のぞんで​いる。
11 すべて​の​人ひと​が​あらゆる​賜物たまもの​を​与あたえられる​わけ​で​は​ない。賜物たまもの​は​多おおく​あり、①各かく人じん​に​神かみ​の​御み霊たま​に​よって​一つ​の​賜物たまもの​が​与あたえられる​の​で​ある。
12 ある​人ひと​に​は​ある​賜物たまもの、また​ある​人ひと​に​は​別べつ​の​賜物たまもの​が​与あたえられて、すべて​の​人ひと​が​それ​に​よって​益えき​を​得えられる​よう​に​なって​いる。
13 ある​人ひと​に​は、イエス・​キリスト​が​神かみ​の​子こ​で​あり、世よ​の​罪つみ​の​ため​に​十じゅう字じ架か​に​つけられた​こと​を​①知しる​こと​が、聖霊せいれい​に​よって​許ゆるされる。
14 ほか​の​人ひと​に​は、続つづけて​忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば​自じ分ぶん​も​また​永遠えいえん​の​命いのち​が​得えられる​よう​に、彼かれら​の​言こと葉ば​を​①信しんじる​こと​が​許ゆるされる。
15 さらに​また、ある​人ひと​に​は、①様々さまざま​な​管かん理り​の​務つとめ​を​知しる​こと​が、同おなじ​主しゅ​の​心こころ​に​かなう​まま​に、すなわち​人ひと​の​子こら​の​状じょう態たい​に​応おうじて​憐あわれみ​を​施ほどこす​主しゅ​が​望のぞむ​とおり​に、聖霊せいれい​に​よって​許ゆるされる。
16 さらに​また、ある​人ひと​に​は、種々しゅじゅ​の​働はたらき​が​神かみ​から​出でて​いる​か​どう​か​を​知しる​こと​が、聖霊せいれい​に​よって​許ゆるされる。それ​は、御み霊たま​の​現あらわれ​が​すべて​の​人ひと​に​与あたえられ、これ​に​よって​益えきする​ため​で​ある。
17 さらに​また、まことに、あなたがた​に​言いう。ある​人ひと​に​は、神かみ​の​御み霊たま​に​よって​①知ち恵え​の​言こと葉ば​が​与あたえられる。
18 別べつ​の​人ひと​に​は、①知ち識しき​の​言こと葉ば​が​与あたえられる。それ​は、すべて​の​人ひと​が​教おしえられて​賢かしこく​なり、また​知ち識しき​を​得える​ため​で​ある。
19 さらに​また、ある​人ひと​に​は、癒いやされる​①信しん仰こう​を​持もつ​こと​が​許ゆるされる。
20 また、ほか​の​人ひと​に​は、①癒いやす​信しん仰こう​を​持もつ​こと​が​許ゆるされる。
21 さらに​また、ある​人ひと​に​は、①奇き跡せき​の​働はたらき​が​与あたえられる。
22 また、ほか​の​人ひと​に​は、①預よ言げん​する​こと​が​許ゆるされる。
23 また、ほか​の​人ひと​に​は、霊れい​の​①識別しきべつ​が​与あたえられる。
24 さらに​また、ある​人ひと​に​は、①異い言げん​で​語かたる​こと​が​許ゆるされる。
25 また、別べつ​の​人ひと​に​は、異い言げん​の​解釈かいしゃく​が​与あたえられる。
26 これら​すべて​の​①賜物たまもの​は、②神かみ​の​子こ​たち​を​益えきする​ため​に​神かみ​から​来くる。
27 また、教きょう会かい​の​①ビショップ、および​教きょう会かい​を​見み守まもる​よう​に、また​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​と​なる​よう​に​神かみ​が​選えらんで​聖任せいにん​する​人々ひとびと​に​は、それら​すべて​の​賜物たまもの​を​②見み分わける​こと​が​許ゆるされる。それ​は、あなたがた​の​中なか​に、神かみ​から​出でて​いる​と​公こう言げん​しながら​そう​で​は​ない​者もの​が​いる​こと​の​ない​よう​に​する​ため​で​ある。
28 そして、①御み霊たま​に​よって​求もとめる​者もの​は、御み霊たま​に​よって​与あたえられる。
29 それ​は、ある​人ひと​に​それら​すべて​の​賜物たまもの​を​持もつ​こと​が​許ゆるされて、一ひと人り​の​長ちょう​が​いる​よう​に​し、すべて​の​会員かいいん​が​それ​に​よって​益えき​を​得える​ため​で​ある。
30 ①御み霊たま​に​よって​②求もとめる​者もの​は、神かみ​の​③御み​心こころ​に​かなって​求もとめる​の​で​ある。それゆえ、彼かれ​が​求もとめる​とおり​に​行おこなわれる。
31 さらに​また、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​が​御み霊たま​に​よって​行おこなう​こと​は​何なん​で​あろう​と、すべて​の​こと​は​キリスト​の​名な​に​よって​行おこなわなければ​ならない。
32 また、与あたえられる​祝しゅく福ふく​が​何なん​で​あろう​と、あなたがた​は​御み霊たま​に​よって​神かみ​に​①感謝かんしゃ​を​しなければ​ならない。
33 また、あなたがた​は​絶たえず​わたし​の​前まえ​で​①徳とく​高たかく​②聖きよく​なければ​ならない。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
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2テモ3・16－17

	◀2①
モロ6・9、教義20・45

	◀②
アル6・1

	◀3①
3ニフ18・22－25、GS「フェローシップ」

	◀4①
GS「イエス・キリストの教会」

	◀②
3ニフ18・26－32、GS「聖餐」

	◀6①
最近バプテスマを受けた人々の確認のために行われる

	◀7①
新ヤコ1・5－6、教義88・63

	◀②
GS「聖い」

	◀③
GS「深く考える」

	◀④
詩篇100篇、アル34・38、GS「感謝」

	◀⑤
GS「悪魔」

	◀⑥
教義3・6－7、45・29

	◀⑦
1テモ4・1－4、教義43・5－7

	◀8①
1コリ12・31

	◀9①
新ヤコ4・3

	◀②
GS「しるし」

	◀10①
1コリ14・12、GS「御霊の賜物」

	◀②
GS「思い，心」

	◀11①
1コリ12・4－11

	◀13①
GS「証」

	◀14①
3ニフ12・2、GS「信じる」

	◀15①
モロ10・8

	◀17①
モロ10・9、GS「知恵」

	◀18①
GS「知識」

	◀19①
教義42・48－52、GS「信仰」

	◀20①
GS「癒し」

	◀21①
GS「奇跡」

	◀22①
GS「預言」

	◀23①
モセ1・13－15

	◀24①
GS「異言の賜物」

	◀26①
モロ10・8－19

	◀②
GS「神の息子，娘」

	◀27①
GS「ビショップ」

	◀②
GS「識別の賜物」

	◀28①
教義88・64－65

	◀30①
GS「聖霊」

	◀②
教義50・29

	◀③
2ニフ4・35

	◀32①
歴上16・8－15、1テサ1・2、アル37・37、教義59・7、21、GS「感謝」

	◀33①
GS「徳」

	◀②
GS「聖い」


第​47​章
千八百三十一​年ねん​三月がつ​八よう日か、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百六十六​ページ）。この​とき​より​も​前まえ​に、オリバー・​カウドリ​は、教きょう会かい​歴れき史し家か​兼けん​記き録ろく​者しゃ​として​働はたらいて​いた。ジョン・​ホイットマー​は​歴れき史し家か​として​の​任にん命めい​を​求もとめて​いなかった​が、この​職しょく​に​就ついて​働はたらく​よう​に​求もとめられた​ので、この​件けん​に​ついて​主しゅ​の​御み​心こころ​に​従したがいたい​と​言いった。彼かれ​は​すでに​預よ言げん者しゃ​の​秘ひ書しょ​として、ニューヨーク​州しゅう​フェイエット​と​その​近ちかく​で​受うけた​多おおく​の​啓けい示じ​を​記き録ろく​して​いた。
1－4​ジョン・​ホイットマー​は、教きょう会かい​の​歴れき史し​を​書かき残のこし、また​預よ言げん者しゃ​の​ため​に​書かき記しるす​よう​に​指し名めい​される。
1 見みよ、わたし​が​必ひつ要よう​と​して​いる​の​は、わたし​の​僕しもべ​ジョン​が、さらに​別べつ​の​務つとめ​に​召めされる​まで​正式せいしき​な​①歴れき史し​を​書かき記しるして​残のこす​こと、また​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​を​助たすけて​あなた​に​与あたえられる​すべて​の​事こと柄がら​を​書かき取とる​こと​で​ある。
2 さらに、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。彼かれ​も​また​必ひつ要よう​な​とき​に​は​いつでも、集会しゅうかい​に​おいて​声こえ​を​上あげる​こと​が​できる。
3 さらに​また、わたし​は​あなた​に​言いう。彼かれ​は​教きょう会かい​の​記き録ろく​と​歴れき史し​を​絶たえず​書かき残のこす​ため​に​任にん命めい​される。わたし​は​オリバー・​カウドリ​を​別べつ​の​職しょく​に​任にん命めい​した​から​で​ある。
4 それゆえ、彼かれ​が​忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば、これら​の​もの​を​書かき記しるす​よう​に、①慰なぐさめ主ぬし​に​よって​彼かれ​に​知しらされる​で​あろう。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
教義69・2－8、85・1－2

	◀4①
GS「聖霊」「慰め主，助け主」


第​48​章
千八百三十一​年ねん​三月がつ、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百六十六－百六十七​ページ）。預よ言げん者しゃ​は、聖せい徒と​たち​の​定住ていじゅう​の​ため​に​土と地ち​を​入手にゅうしゅ​する​手て順じゅん​に​ついて​主しゅ​に​尋たずねた。オハイオ​に​集あつまる​よう​に​と​の​主しゅ​の​命令めいれい​に​従したがって、合衆国がっしゅうこく​東とう部ぶ​から​教きょう会かい​の​会員かいいん​が​移うつり​住すんで​来きた​こと​を​考かんがえる​と、これ​は​重じゅう要よう​な​問題もんだい​で​あった（第だい​三十七​章しょう​一－三​節せつ、第だい​四十五​章しょう​六十四​節せつ​を​参照さんしょう）。
1－3​オハイオ​の​聖せい徒と​たち​は、彼かれら​の​土と地ち​を​兄きょう弟だい​たち​と​分わかち​合あわなければ​ならない。​4－6​聖せい徒と​たち​は​土と地ち​を​購こう入にゅう​し、町まち​を​築きずき、管かん理り​役やく員いん​の​助じょ言げん​に​従したがわなければ​ならない。
1 あなたがた​の​事じ情じょう​に​かなう​まま​に、あなたがた​は​今いま​の​ところ、あなたがた​の​住すんで​いる​場ば所しょ​に​とどまる​必ひつ要よう​が​ある。
2 そして、あなたがた​は​土と地ち​を​持もって​いれ​ば、東とう部ぶ​の​兄きょう弟だい​たち​に​①分わけ​与あたえ​なければ​ならない。
3 また、土と地ち​を​持もって​い​なければ、今いま​の​ところ、その​周まわり​の​地ち域いき​で、彼かれら​が​よい​と​思おもう​まま​に​彼かれら​に​購こう入にゅう​させ​なさい。今いま​の​ところ、彼かれら​が​住すむ​場ば所しょ​を​得える​こと​は、ぜひ​と​も​必ひつ要よう​だから​で​ある。
4 あなたがた​が​できる​かぎり​金銭きんせん​を​蓄たくわえる​こと、また​義ぎ​を​もって​できる​かぎり​金銭きんせん​を​得える​こと​は、ぜひ​と​も​必ひつ要よう​で​ある。それ​は、やがて​あなたがた​が​受うけ継つぎ​として​の​土と地ち、すなわち​①町まち​を​②購こう入にゅう​できる​よう​に​する​ため​で​ある。
5 その​場ば所しょ​は​まだ​示しめされない。しかし、あなたがた​の​兄きょう弟だい​たち​が​東ひがし​から​来きた​後のち、①ある​人々ひとびと​が​任にん命めい​されて、彼かれら​に​その​場ば所しょ​が​②知しらされる​で​あろう。すなわち、彼かれら​に​それ​が​示しめされる​で​あろう。
6 また、彼かれら​は​任にん命めい​を​受うけて​その​土と地ち​を​購こう入にゅう​し、その​①町まち​の​基もとい​を​据すえる​こと​を​開かい始し​しなければ​ならない。その​とき、すべて​の​人ひと​が​自じ分ぶん​の​②家か族ぞく​に​応おうじて、自じ分ぶん​の​事じ情じょう​に​応おうじて、さらに、あなたがた​が​すでに​受うけた、また​この​後のち​受うける​律りっ法ぽう​と​戒いましめ​に​かなって​教きょう会かい​の​大だい管かん長ちょう​会かい​と​ビショップ​より​指し定てい​される​まま​に、家か族ぞく​と​ともに​集しゅう合ごう​を​始はじめる​で​あろう。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀2①
GS「福祉」

	◀4①
教義57・4－5

	◀②
教義42・35－36、45・65－67

	◀5①
教義57・6－8

	◀②
教義57・1－3

	◀6①
GS「新エルサレム」

	◀②
教義51・3


第​49​章
千八百三十一​年ねん​三月がつ、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​シドニー・​リグドン、パーリー・​Ｐ・​プラット、および​リーマン・​コプリー​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百六十七－百六十九​ページ）。（ある​歴れき史し​資し料りょう​で​は、この​啓けい示じ​の​日ひ付づけ​は​千八百三十一​年ねん​五月がつ​と​されて​いる。）リーマン・​コプリー​は​福ふく音いん​を​受うけ入いれた​が、以い前ぜん​に​所しょ属ぞく​して​いた​シェーカー​派は（キリスト​再さい​出現しゅつげん​信者しんじゃ​連合れんごう​会かい）の​教おしえ​の​幾いくつ​か​を​なお​信しんじて​いた。シェーカー​派は​の​人々ひとびと​が​信しんじて​いた​事こと柄がら​を​幾いくつ​か​挙あげる​と、次つぎ​の​とおり​で​ある。キリスト​の​再臨さいりん​は​すでに​あり、キリスト​は​女おんな​の​姿すがた​を​取とって​アン・​リー​として​現あらわれた。水みず​に​よる​バプテスマ​は​必ひっ須す​の​もの​と​は​見みなされない。豚肉ぶたにく​を​食たべる​こと​は​特とくに​禁きんじられ、多おおく​の​者もの​が​まったく​肉にく​を​食たべない。独どく身しん​生活せいかつ​は​結けっ婚こん​生活せいかつ​より​も​尊とうとい​と​される。預よ言げん者しゃ​は​この​啓けい示じ​の​前まえ書がき​として、「この​件けん​に​ついて​さらに​完全かんぜん​な​理り解かい​を​得える​ため​に、わたし​は​主しゅ​に​尋たずねて、次つぎ​の​啓けい示じ​を​受うけた」（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百六十七​ページ）と​記しるして​いる。この​啓けい示じ​は、シェーカー​派は​の​人々ひとびと​の​基き本ほん​的てき​な​考かんがえ​の​幾いくつ​か​に​ついて、その​誤あやまり​を​指し摘てき​して​いる。前述ぜんじゅつ​の​兄きょう弟だい​たち​は、この​啓けい示じ​の​写うつし​を​持もって（オハイオ​州しゅう​クリーブランド​近ちかく​の）シェーカー​派は​の​共きょう同どう体たい​へ​行いき、その​全文ぜんぶん​を​彼かれら​に​読よんで​聞きかせた。しかし、これ​は​拒絶きょぜつ​された。
1－7​キリスト​の​来らい臨りん​の​日にち時じ​は、キリスト​が​来こられる​まで​知しらされない。​8－14​人々ひとびと​は​救すくい​を​得える​ため​に、悔くい改あらため、福ふく音いん​を​信しんじ、儀ぎ式しき​に​従したがわなければ​ならない。​15－16​結けっ婚こん​は​神かみ​に​よって​定さだめられた。​17－21​肉にく​を​食たべる​こと​は​認みとめられて​いる。​22－28​再臨さいりん​前まえ​に、シオン​は​栄さかえ、レーマン人じん​は​ばら​の​よう​に​花はな​咲さく。
1 わたし​の​僕しもべ​たち、シドニー​と​パーリー​と​リーマン​よ、わたし​の​言こと葉ば​を​聴きき​なさい。見みよ、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​は​あなたがた​に​一つ​の​戒いましめ​を​与あたえる。あなたがた​は​行いって、シェーカー​派は​の​人々ひとびと​に、あなたがた​が​受うけた​わたし​の​福ふく音いん​を、受うけた​その​まま​に​①宣のべ​伝つたえ​なければ​ならない。
2 見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。彼かれら​は​真しん理り​を​一いち部ぶ分ぶん​知しりたい​と​は​望のぞんで​いる​が、すべて​で​は​ない。彼かれら​は​わたし​の​前まえ​に​①正ただしくなく、必かならず​悔くい改あらため​なければ​ならない。
3 それゆえ、わたし​は​彼かれら​に​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえる​ため​に​あなたがた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​たち、シドニー​と​パーリー​を​遣つかわす。
4 また、わたし​の​僕しもべ​リーマン​は、この​業わざ​に​聖任せいにん​され​なければ​ならない。それ​は​彼かれ​が、彼かれら​から​受うけた​こと​に​従したがって​で​は​なく、わたし​の​僕しもべ​で​ある​あなたがた​より​①教おしえられた​こと​に​従したがって​彼かれら​と​論ろんじる​ため​で​ある。その​よう​に​すれ​ば、わたし​は​彼かれ​を​祝しゅく福ふく​しよう。そう​しなければ、彼かれ​は​栄さかえない​で​あろう。
5 主しゅ​は​この​よう​に​言いう。わたし​は​神かみ​で​ある。わたし​は、世よ​の​①贖あがない​の​ため​に​わたし​の​独ひとり子ご​を​世よ​に​②遣つかわし、そして​彼かれ​を​受うけ入いれる​者もの​は​救すくわれ、彼かれ​を​受うけ入いれない​者もの​は​③罰ばつ​の​定さだめ​を​受うける​と​宣言せんげん​した。
6 人々ひとびと​は​まことに​彼かれら​の​欲ほっする​まま​に、①人ひと​の​子こ​を​あしらった。人ひと​の​子こ​は​神かみ​の​②栄えい光こう​の​③右みぎ手て​に​あって​自じ分ぶん​の​力ちから​を​得えて、現在げんざい​は​天てん​に​おいて​治おさめて​おり、また​地ち上じょう​に​降くだって​来きて​すべて​の​敵てき​を​自じ分ぶん​の​④足あし​の​下した​に​置おく​まで​治おさめる​で​あろう。その​時とき​は​もう​近ちかづいて​いる。
7 主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​が​これ​を​語かたった。しかし、その​時とき、①その​日ひ​は、だれ​も​知しらず、天てん​に​いる​天てん使し​たち​も​知しらない。人ひと​の​子こ​が​来くる​まで、彼かれら​は​知しらない​で​あろう。
8 それゆえ、わたし​は​すべて​の​人ひと​が​悔くい改あらためる​こと​を​望のぞんで​いる。わたし​が​わたし​自じ身しん​の​もと​に​残のこして​おいた​者もの​たち、すなわち​あなたがた​の​①知しらない​聖せい​なる​人々ひとびと​の​ほか​は、すべて​の​者もの​が​②罪つみ​の​下もと​に​ある​から​で​ある。
9 それゆえ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​は、わたし​の​①永遠えいえん​の​聖せい約やく、すなわち​初はじめ​から​あった​もの​を​あなたがた​に​送おくった。
10 わたし​が​約やく束そく​した​こと​を、わたし​は​その​よう​に​果はたした。地ち​の​もろもろ​の​①国こく民みん​は​それ​に​②身 み​を​かがめる​で​あろう。また、たとえ​自みずから​そう​しなくて​も、彼かれら​は​低ひくく​なる​で​あろう。現在げんざい​自みずから​高たかぶって​いる​者もの​は、力ちから​に​よって​③低ひくく​される​から​で​ある。
11 それゆえ、わたし​は​あなたがた​に​一つ​の​戒いましめ​を​与あたえる。あなたがた​は​この​民たみ​の​中なか​に​①行いき、その​名な​を​ペテロ​と​いった​昔むかし​の​わたし​の​使し徒と​の​よう​に、彼かれら​に​言いい​なさい。
12 「かつて​地ち上じょう​に​おり、また​やがて​来くる、初はじめ​で​あり​終おわり​で​ある​主しゅ​イエス​の​名な​を​信しんじ​なさい。
13 ①悔くい改あらため​なさい。そして、聖せい​なる​戒いましめ​の​とおり​に、罪つみ​の​赦ゆるし​の​ため​に​イエス・​キリスト​の​名な​に​よって​バプテスマ​を​受うけ​なさい。
14 だれでも​これ​を​行おこなう​者もの​は、教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​の​①按手あんしゅ​に​よって​②聖霊せいれい​の​賜物たまもの​を​受うける​で​あろう。
15 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。だれでも​結けっ婚こん​を​①禁きんじる​者もの​は、神かみ​から​聖任せいにん​されて​いない。②結けっ婚こん​は​人ひと​の​ため​に​神かみ​に​よって​定さだめられて​いる​から​で​ある。
16 それゆえ、人ひと​が​一ひと人り​の​①妻つま​を​持もつ​こと、また​彼かれら​二ふた人り​が​②一体いったい​と​なる​こと​は​正せい当とう​で​ある。これ​は​すべて、③地ち​が​その​創そう造ぞう​の​目もく的てき​に​かなう​ため​で​あり、
17 世せ界かい​が​造つくられる​①前まえ​の​人ひと​の​②創そう造ぞう​に​応おうじて、地ち​が​人ひと​の​数かず​で​満みたされる​ため​で​ある。
18 また、だれでも​①肉にく​を​断たつ​よう​に​言いう​者もの、すなわち、人ひと​は​肉にく​を​食たべて​は​ならない​と​して​禁きんじる​者もの​は、神かみ​から​聖任せいにん​されて​いない。
19 見みよ、野の​の​①獣けもの​と​空そら​の​鳥とり、また​地ち​から​生しょうじる​もの​は、食物しょくもつ​として、また​着きる​物もの​として​人ひと​が​使つかう​よう​に、また​人ひと​が​豊ゆたか​に​持もてる​よう​に​定さだめられて​いる​から​で​ある。
20 しかし、人ひと​が​ほか​の​人ひと​以い上じょう​の​もの​を​①持もつ​よう​に​は​定さだめられて​いない。それゆえ、②世よ​は​罪つみ​の​状じょう態たい​に​ある。
21 必ひつ要よう​が​ない​の​に、血ち​を​①流ながしたり、肉にく​を​無む駄だ​に​したり​する​者もの​は、災わざわい​で​ある。
22 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。人ひと​の​子こ​は、女おんな​の​姿すがた​や​地ち上じょう​を​旅たび​する​男おとこ​の​姿すがた​で​は​①来こない。
23 それゆえ、①欺あざむかれて​は​ならない。引ひき続つづき​確かっ固こ​と​して​いて、天てん​が​震ふるえ、地ち​が​揺ゆれ​動うごいて​酔よった​者もの​の​よう​に​あちら​こちら​と​よろめく​の​を、また​もろもろ​の​②谷たに​が​高たかく​なる​の​を、また​③山々やまやま​が​低ひくく​なる​の​を、また​起き伏ふく​の​激はげしい​所ところ​が​平たいら​に​なる​の​を​④待まち望のぞみ​なさい。これ​は​すべて、天てん使し​が​⑤ラッパ​を​吹ふき​鳴ならす​とき​に​起おこる​で​あろう。
24 しかし、主しゅ​の​大おおいなる​日ひ​が​来くる​前まえ​に、①ヤコブ​は​荒あれ野の​に​栄さかえ、レーマン人じん​は​ばら​の​よう​に​②花はな​咲さく​で​あろう。
25 シオン​は​もろもろ​の​①丘おか​の​上うえ​で​②栄さかえ、山々やまやま​の​上うえ​で​喜よろこび、わたし​が​指し定てい​した​場ば所しょ​に​集あつめられる​で​あろう。」
26 見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​が​あなたがた​に​命めいじた​よう​に、出でて​行いき​なさい。あなたがた​の​すべて​の​罪つみ​を​悔くい改あらため​なさい。①求もとめ​なさい。そう​すれ​ば、与あたえられる​で​あろう。たたき​なさい。そう​すれ​ば、開ひらかれる​で​あろう。
27 見みよ、わたし​は​あなたがた​の​前まえ​を​行いき、また​あなたがた​の​①しんがり​と​なろう。わたし​は​あなたがた​の​②中なか​に​おり、あなたがた​は​③打うち破やぶられない​で​あろう。
28 見みよ、わたし​は​イエス・​キリスト​で​ある。わたし​は​①すぐに​来くる。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
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第​50​章
千八百三十一​年ねん​五月がつ、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百七十－百七十三​ページ）。預よ言げん者しゃ​は、ある​長老ちょうろう​たち​が​地ち​の​方ほう々ぼう​に​見みられる​様々さまざま​な​霊れい​の​現あらわれ​を​理り解かい​して​いなかった​こと、また​この​啓けい示じ​が​その​件けん​に​ついて​彼かれ​が​特とく別べつ​に​尋たずねた​問とい​へ​の​答こたえ​として​与あたえられた​もの​で​ある​こと​を​告つげて​いる。いわゆる​心霊しんれい​現象げんしょう​は​会員かいいん​たち​の​間あいだ​で​は​珍めずらしくなく、彼かれら​の​中なか​の​ある​者もの​たち​は​示じ現げん​や​啓けい示じ​を​受うけて​いる​と​主しゅ張ちょう​した。
1－5​多おおく​の​偽いつわり​の​霊れい​が​地ち​の​方ほう々ぼう​に​いる。​6－9​偽ぎ善ぜん​者しゃ​と​教きょう会かい​から​絶たたれる​者もの​と​は、災わざわい​で​ある。​10－14​長老ちょうろう​たち​は、御み霊たま​に​よって​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえ​なければ​ならない。​15－22​宣のべ​伝つたえる​者もの​も​聴きく​者もの​も、御み霊たま​に​照てらされる​必ひつ要よう​が​ある。​23－25​人ひと​を​教きょう化か​しない​もの​は、神かみ​から​出でて​は​いない。​26－28​忠ちゅう実じつ​な​者もの​は​すべて​の​もの​の​所しょ有ゆう​者しゃ​で​ある。​29－36​清きよめられた​者もの​の​祈いのり​は​こたえられる。​37－46​キリスト​は​良よい​羊ひつじ飼かい​で​あり、イスラエル​の​石いし​で​ある。
1 聴きき​なさい、おお、わたし​の​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​よ。生いける​神かみ​の​声こえ​に​耳みみ​を​傾かたむけ​なさい。また、知ち恵え​の​言こと葉ば​を​心こころ​に​留とめ​なさい。それ​は、あなたがた​が​教きょう会かい​と​地ち​の​方ほう々ぼう​に​いる​もろもろ​の​霊れい​と​に​ついて​尋たずね、心こころ​を​一つ​に​して​きた​の​に​応おうじて​与あたえられる​もの​で​ある。
2 見みよ、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。①偽いつわり​の​霊れい​で​ある​多おおく​の​霊れい​が​おり、その​霊れい​たち​は​地ち​に​出でて​行いき、世よ​の​人々ひとびと​を​欺あざむいて​いる。
3 また、①サタン​も​あなたがた​を​打うち破やぶる​ため​に、あなたがた​を​欺あざむこう​と​努つとめて​きた。
4 見みよ、主しゅ​なる​わたし​は​あなたがた​を​眺ながめ、わたし​の​名な​を​①公こう言げん​する​教きょう会かい員いん​の​中なか​に​忌いまわしい​行おこない​を​見みた。
5 しかし、忠ちゅう実じつ​で​あって​①堪たえ忍しのぶ​者もの​は、生いきる​も​死しぬ​も​幸さいわい​で​ある。彼かれら​は​永遠えいえん​の​命いのち​を​受うけ継つぐ​から​で​ある。
6 しかし、①欺あざむく​者もの​と​偽ぎ善ぜん​者しゃ​は​災わざわい​で​ある。主しゅ​が、「わたし​は​彼かれら​を​裁さばこう」と​言いう​から​で​ある。
7 見みよ、まことに、あなたがた​に​言いう。あなたがた​の​中なか​に​①偽ぎ善ぜん​者しゃ​が​おり、彼かれら​は​ある​人々ひとびと​を​欺あざむいて​きた。この​こと​が​②敵対てきたい​する​者もの​に​③力ちから​を​与あたえて​きた。しかし​見みよ、④この​よう​な​者もの​たち​は​救すくい​出だされる​で​あろう。
8 しかし、偽ぎ善ぜん​者しゃ​たち​は、生いきる​も​死しぬ​も、わたし​が​望のぞむ​とおり​に​見み破やぶられ、①絶たたれる​で​あろう。そして、わたし​の​教きょう会かい​から​絶たたれる​者もの​は​災わざわい​で​ある。彼かれら​は​世よ​に​打うち​負まかされる​から​で​ある。
9 それゆえ、すべて​の​人ひと​に、わたし​の​前まえ​に​真しん理り​と​義ぎ​に​かなわない​こと​を​行おこなわない​よう​気き​を​つけ​させ​なさい。
10 さて、主しゅ​は​御み霊たま​に​よって、主しゅ​の​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​に​言いう。さあ、あなたがた​が​理り解かい​できる​よう​に、わたしたち​は​①論ろんじ​合あおう。
11 人ひと​が​顔かお​と​顔かお​を​合あわせて​互たがいに​論ろんじる​よう​に、わたしたち​は​論ろんじよう。
12 さて、人ひと​は​論ろんじる​とき​に、一ひと人り​の​人ひと​として​論ろんじる​ので​ほか​の​人ひと​から​理り解かい​される。その​よう​に、主しゅ​なる​わたし​は​あなたがた​と​論ろんじて、あなたがた​が​①理り解かい​できる​よう​に​しよう。
13 それゆえ、主しゅ​なる​わたし​は​あなたがた​に​こう​尋たずねる。すなわち、「何なんの​ため​に​あなたがた​は​①聖任せいにん​された​の​か。」
14 ①御み霊たま、すなわち​真しん理り​を​教おしえる​ため​に​遣つかわされた​②慰なぐさめ主ぬし​に​よって、わたし​の​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえる​ため​で​ある。
15 その後のち、あなたがた​は、あなたがた​が​理り解かい​できない​もろもろ​の​①霊れい​を​受うけ、それら​を​神かみ​から​の​もの​として​受うけ入いれた。これ​に​関かんして、あなたがた​は​義ぎ​と​される​で​あろう​か。
16 見みよ、あなたがた​は​この​問とい​に​自みずから​答こたえ​なければ​ならない。それでも、わたし​は​あなたがた​を​憐あわれもう。あなたがた​の​中なか​の​弱よわい​者もの​は、この​後のち、①強つよく​される​で​あろう。
17 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​から​聖任せいにん​され、慰なぐさめ主ぬし​すなわち​真しん理り​の​御み霊たま​に​よって​真しん理り​の​言こと葉ば​を​①宣のべ​伝つたえる​ため​に​遣つかわされる​者もの​は、②真しん理り​の​御み霊たま​に​よって​それ​を​宣のべ​伝つたえる​か、それとも​何なにか​ほか​の​方ほう法ほう​に​よって​宣のべ​伝つたえる​か。
18 もしも​それ​が​何なにか​ほか​の​方ほう法ほう​に​よる​と​すれ​ば、それ​は​神かみ​から​出でて​は​いない。
19 さらに​また、真しん理り​の​言こと葉ば​を​受うけ入いれる​者もの​は、真しん理り​の​御み霊たま​に​よって​それ​を​受うけ入いれる​か、それとも​何なにか​ほか​の​方ほう法ほう​に​よって​受うけ入いれる​か。
20 もしも​それ​が​何なにか​ほか​の​方ほう法ほう​に​よる​と​すれ​ば、それ​は​神かみ​から​出でて​は​いない。
21 それゆえ、真しん理り​の​御み霊たま​に​よって​御み​言こと葉ば​を​受うける​者もの​は、真しん理り​の​御み霊たま​に​よって​宣のべられる​まま​に​それ​を​受うける​と​いう​こと​を、あなたがた​が​理り解かい​して​知しる​こと​が​できない​の​は​なぜ​か。
22 それゆえ、説とく​者もの​と​受うける​者もの​が​互たがいに​理り解かい​し​合あい、両者りょうしゃ​ともに​①教きょう化か​されて、ともに​②喜よろこぶ​の​で​ある。
23 また、人ひと​を​教きょう化か​しない​もの​は、神かみ​から​出でて​は​おらず、①暗くら闇やみ​で​ある。
24 神かみ​から​出でて​いる​もの​は​①光ひかり​で​ある。光ひかり​を​受うけ、②神かみ​の​うち​に​いつも​いる​者もの​は、③さらに​光ひかり​を​受うける。そして、その​光ひかり​は​ますます​輝かがやき​を​増まして​ついに​は​真ま昼ひる​と​なる。
25 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​が​それ​を​語かたる​の​は、あなたがた​が​①真しん理り​を​知しり、暗くら闇やみ​を​あなたがた​の​中なか​から​追おい払はらう​ため​で​ある。
26 神かみ​から​聖任せいにん​され、遣つかわされる​者もの​は、最もっとも​小ちいさい​者もの​で​あって​すべて​の​者もの​の​①僕しもべ​で​ある​に​も​かかわらず、②最もっとも​大おおいなる​者もの​と​なる​よう​に​任にん命めい​されて​いる​の​で​ある。
27 それゆえ、彼かれ​は​すべて​の​もの​の​①所しょ有ゆう​者しゃ​で​ある。天てん​に​おいて​も​地ち上じょう​に​おいて​も、すべて​の​もの​が​彼かれ​に​従したがう​から​で​ある。父ちち​の​御み​心こころ​に​よって​その​子こ​イエス・​キリスト​を​通つうじて​送おくられる、命いのち​も​光ひかり​も、御み霊たま​も​②力ちから​も​そう​で​ある。
28 しかし、だれ​も​すべて​の​罪つみ​から​①清きよめられて​②きれい​に​され​なければ、すべて​の​もの​の​所しょ有ゆう​者しゃ​で​は​ない。
29 もしも​あなたがた​が​すべて​の​罪つみ​から​清きよめられて​きれい​に​される​なら​ば、何なん​で​あろう​と​自じ分ぶん​の​望のぞむ​こと​を​イエス​の​名な​に​よって​①求もとめる​と、それ​は​行おこなわれる。
30 しかし、この​こと​を​知しって​おき​なさい。願ねがい​求もとめる​べき​もの​は​あなたがた​に​知しらされる​で​あろう。また、あなたがた​は​①長ちょう​に​任にん命めい​されて​いる​ので、もろもろ​の​霊れい​は​あなたがた​に​従したがう​で​あろう。
31 それゆえ、もしも​あなたがた​が​自じ分ぶん​の​理り解かい​できない​①霊れい​が​現あらわれた​の​を​目め​に​し、かつ​その​霊れい​を​受うけて​い​なければ、あなたがた​は​イエス​の​名な​に​よって​父ちち​に​求もとめ​なければ​ならない。もしも​父ちち​が​その​霊れい​を​あなたがた​に​与あたえられ​なければ、それ​が​神かみ​から​出でて​いない​こと​が​分わかる。
32 また、その​霊れい​を​制せいする​①力ちから​が​あなたがた​に​与あたえられる​で​あろう。そこで、あなたがた​は、その​霊れい​が​神かみ​から​出でて​いない​こと​を、大おおきな​声こえ​で​その​霊れい​に​対たいして​宣言せんげん​しなければ​ならない。
33 その​とき​に、あなたがた​は​打うち​負まかされない​ため​に、①ののしり​責せめる​こと​なく、また​その​霊れい​に​捕とらえられない​ため​に、②誇ほこったり​喜よろこんだり​して​宣言せんげん​して​は​ならない。
34 神かみ​から​受うける​者もの​は、それ​が​神かみ​から​の​もの​で​ある​こと​を​考かんがえ​なさい。また、それ​を​受うける​に​ふさわしい​と​神かみ​から​認みとめられた​こと​を​喜よろこび​なさい。
35 それ​も、注ちゅう意い​を​払はらい​ながら、あなたがた​が​受うけた​これら​の​こと、また​この​後のち​あなたがた​が​受うける​こと​を​実じっ行こう​する​こと​に​よって​で​ある。①王おう国こく​は​父ちち​から​あなたがた​に​与あたえられて​おり、また​父ちち​から​定さだめられて​いない​すべて​の​もの​に​②打うち勝かつ​力ちから​も、あなたがた​に​与あたえられて​いる。
36 見みよ、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​の​口くち​から​今いま​わたし​の​これら​の​言こと葉ば​を​聞きいて​いる​あなたがた​は、幸さいわい​で​ある。あなたがた​の​罪つみ​は​①赦ゆるされた​から​で​ある。
37 わたし​が​心こころ​から​喜よろこんで​いる​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​ウェイクフィールド​と、わたし​の​僕しもべ​①パーリー・​Ｐ・​プラット​は、諸しょ​教きょう会かい​の​中なか​に​出でて​行いき、②勧すすめ​の​言こと葉ば​に​よって​彼かれら​を​強つよめ​なさい。
38 また、わたし​の​僕しもべ​ジョン・​コリル​や、この​職しょく​に​聖任せいにん​される​わたし​の​すべて​の​僕しもべ​たち​も、同どう様よう​で​ある。これら​の​者もの​は​①ぶどう​園えん​で​働はたらき​なさい。また、わたし​が​定さだめた​こと​を​彼かれら​が​行おこなう​の​を、だれ​も​妨さまたげて​は​ならない。
39 それゆえ、この​こと​に​関かんして、わたし​の​僕しもべ​①エドワード・​パートリッジ​は​義ぎ​と​されない。しかしながら、悔くい改あらため​なさい。そう​すれ​ば、赦ゆるされる​で​あろう。
40 見みよ、あなたがた​は​幼おさない​子こ供ども​で​あり、今いま​は​すべて​の​こと​に​①耐たえる​こと​は​できない。あなたがた​は​②恵めぐみ​と​③真しん理り​の​知ち識しき​と​に​おいて、④成長せいちょう​しなければ​ならない。
41 幼おさない​①子こ供ども​たち​よ、②恐おそれて​は​ならない。あなたがた​は​わたし​の​もの​で​あり、わたし​は​すでに​世よ​に​③勝かって​おり、そして​あなたがた​は​父ちち​が​わたし​に​④与あたえて​くださった​者もの​に​属ぞくして​いる​から​で​ある。
42 父ちち​が​わたし​に​与あたえて​くださった​者もの​は、だれ​も​①失うしなわれない。
43 父ちち​と​わたし​と​は​①一つ​で​ある。わたし​は​父ちち​に​おり、父ちち​は​わたし​に​おられる。そして、あなたがた​が​わたし​を​受うけ入いれた​ので、あなたがた​は​わたし​に​おり、わたし​は​あなたがた​に​いる。
44 それゆえ、わたし​は​あなたがた​の​中なか​に​いる。わたし​は​①良よい​羊ひつじ飼かい​で​あり、イスラエル​の​②石いし​で​ある。この​③岩いわ​の​上うえ​に​建たてる​者もの​は、④決けっして​倒たおれる​こと​は​ない。
45 そして、あなたがた​が​わたし​の​声こえ​を​聞きき、わたし​を​①見みて、わたし​が​いる​こと​を​知しる​日ひ​が​来くる。
46 それゆえ、①目め​を​覚さまして​いて、②用よう意い​が​できて​いる​よう​に​しなさい。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
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	◀②
アル34・32－33


第​51​章
千八百三十一​年ねん​五月がつ、オハイオ​州しゅう​トンプソン​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百七十三－百七十四​ページ）。当とう時じ、東とう部ぶ​諸しょ​州しゅう​から​移い住じゅう​し​つつ​あった​聖せい徒と​たち​が、オハイオ​に​到とう着ちゃく​し​始はじめた。そこで、彼かれら​の​定住ていじゅう​の​ため​に​具ぐ体たい的てき​な​準じゅん備び​を​する​こと​が​必ひつ要よう​に​なった。この​仕し事ごと​は​特とくに​ビショップ​の​職しょく​に​属ぞくする​もの​で​あった​ので、エドワード・​パートリッジ​ビショップ​は​この​件けん​に​ついて​指し示じ​を​求もとめ、預よ言げん者しゃ​が​主しゅ​に​尋たずねた。
1－8​エドワード・​パートリッジ​は、管かん理り人にん​の​職しょく​と​財ざい産さん​を​監かん督とく​する​ため​に​任にん命めい​される。​9－12​聖せい徒と​たち​は​正しょう直じき​に​振ふる舞まい、等ひとしく​受うける​よう​に​しなければ​ならない。​13－15​彼かれら​は​ビショップ​の​倉くら​を​持もち、主しゅ​の​律りっ法ぽう​に​従したがって​財ざい産さん​を​整ととのえ​なければ​ならない。​16－20​オハイオ​は​一いち時じ的てき​な​集しゅう合ごう​地ち​と​なる。
1 わたし​の​言こと葉ば​を​聴きき​なさい、と​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。わたし​は、わたし​の​僕しもべ​①エドワード・​パートリッジ​に​語かたり、彼かれ​に​指し示じ​を​与あたえる。彼かれ​は​この​民たみ​を​組そ織しき​する​方ほう法ほう​に​ついて​指し示じ​を​受うける​こと​が​必ひつ要よう​だから​で​ある。
2 彼かれら​を​わたし​の​①律りっ法ぽう​に​従したがって​組そ織しき​する​こと​が​必ひつ要よう​だから​で​ある。もしも​そう​しなければ、彼かれら​は​絶たたれる​で​あろう。
3 それゆえ、わたし​の​僕しもべ​エドワード・​パートリッジ​と、彼かれ​が​選えらんだ​わたし​の​心こころ​に​かなう​者もの​たち​は、この​民たみ​に​対たいして​彼かれら​の​受うけ取とり​分ぶん​を、各かく人じん​の​家か族ぞく​に​応おうじて、また​各かく人じん​の​事じ情じょう​と​入いり用よう​と​①必ひつ要よう​に​応おうじて、②平びょう等どう​に​指し定てい​しなさい。
4 また、わたし​の​僕しもべ​エドワード・​パートリッジ​は、ある​人ひと​に​その​人ひと​の​受うけ取とり​分ぶん​を​指し定てい​する​とき、その​受うけ取とり​分ぶん​を​保ほ証しょう​する​文書ぶんしょ、すなわち、彼かれ​が​戒いましめ​に​背そむいて、教きょう会かい員いん​の​声こえ​に​よって、また​教きょう会かい​の​律りっ法ぽう​と​①聖せい約やく​に​よって​教きょう会かい​に​属ぞくする​に​ふさわしくない​と​見みなされる​まで、教きょう会かい​に​おける​この​権けん利り​と​この​受うけ継つぎ​を​保ほ有ゆう​する​こと​を​述のべた​文書ぶんしょ​を​彼かれ​に​渡わたし​なさい。
5 もしも​彼かれ​が​戒いましめ​に​背そむいて、教きょう会かい​に​属ぞくする​に​ふさわしくない​と​見みなされた​なら​ば、彼かれ​は​わたし​の​教きょう会かい​の​貧まずしい​者もの​や​乏とぼしい​者もの​の​ため​に​ビショップ​に​奉ほう献けん​した​その​分ぶん​に​ついて​は、これ​を​要よう求きゅう​する​権けん利り​を​持もたない。それゆえ、彼かれ​は​その​ささげ​物もの​を​保ほ有ゆう​せず、ただ​文書ぶんしょ​を​もって​彼かれ​に​譲じょう渡と​された​分ぶん​だけ​を​受うけ取とる​権けん利り​を​持もつ。
6 すべて​の​こと​が​この​よう​に、その​地ち​の​①法ほう律りつ​に​②従したがって​確実かくじつ​に​され​なければ​ならない。
7 また、この​民たみ​に​属ぞくする​もの​は、この​民たみ​に​指し定てい​しなさい。
8 この​民たみ​の​残のこり​の​①金銭きんせん​に​関かんして​は、この​民たみ​の​入いり用よう​に​応おうじて​食物しょくもつ​と​衣い服ふく​を​提供ていきょう​する​ため​に​その​②金銭きんせん​を​受うけ取とる​一ひと人り​の​代だい理り​人にん​を、この​民たみ​の​ため​に​任にん命めい​する​よう​に​しなさい。
9 また、わたし​が​あなたがた​に​命めいじた​よう​に、あなたがた​が​①一つ​と​なる​ため​に、すべて​の​人ひと​が​この​民たみ​の​中なか​で​②正しょう直じき​に​振ふる舞まい、平びょう等どう​で​あり、等ひとしく​受うける​よう​に​しなさい。
10 また、この​民たみ​に​属ぞくする​もの​を​取とって、①別べつ​の​教きょう会かい​に​与あたえる​こと​の​ない​よう​に​しなさい。
11 それゆえ、もし​別べつ​の​教きょう会かい​が​この​教きょう会かい​から​金銭きんせん​を​受うけよう​と​する​とき​は、その​教きょう会かい​に、両者りょうしゃ​の​合ごう意い​する​とおり​に​この​教きょう会かい​へ​の​返へん済さい​を​させ​なさい。
12 この​こと​は、教きょう会かい員いん​の​①声こえ​に​よって​任にん命めい​される​ビショップ​か​代だい理り​人にん​を​通とおして​行おこなわなければ​ならない。
13 さらに​また、ビショップ​は​この​教きょう会かい​の​ため​に​①倉くら​を​設もうけ​なさい。そして、金銭きんせん​と​食物しょくもつ​の​両方りょうほう​に​ついて、この​民たみ​の​入いり用よう​の​ため​に​②必ひつ要よう​と​される​分ぶん​を​超こえた​すべて​の​もの​が、ビショップ​の​手て​の​中なか​に​保ほ管かん​される​よう​に​しなさい。
14 また、ビショップ​に​は​この​仕し事ごと​を​行おこなう​務つとめ​が​ある​ので、ビショップ​は​また​自じ分ぶん​自じ身しん​の​入いり用よう​の​ため、また​その​家か族ぞく​の​入いり用よう​の​ため、自じ分ぶん​の​分ぶん​を​残のこして​おき​なさい。
15 この​よう​に​わたし​は​この​民たみ​に、わたし​の​①律りっ法ぽう​に​従したがって​自みずから​を​組そ織しき​する​特とっ権けん​を​授さずける。
16 また、主しゅ​なる​わたし​が​彼かれら​の​ため​に​別べつ​の​備そなえ​を​して、彼かれら​に​ここ​から​出でて​行いく​よう​命めいじる​まで、わたし​は​しばし​の​間あいだ、彼かれら​の​ため​に​①この​地ち​を​聖別せいべつ​する。
17 その​時とき​も​その​日ひ​も​彼かれら​に​は​示しめされない。それゆえ、彼かれら​に、多た年ねん​に​わたって​住すむ​か​の​よう​に​この​地ち​で​行こう動どう​させ​なさい。そう​すれ​ば、これ​は​彼かれら​の​ため​に​益えき​と​なる​で​あろう。
18 見みよ、これ​は​わたし​の​僕しもべ​エドワード・​パートリッジ​に​とって、ほか​の​場ば所しょ​で​の​すべて​の​教きょう会かい​に​おける​①一つ​の​手て本ほん​で​ある。
19 だれでも​忠ちゅう実じつ​で、正ただしく、賢かしこい​①管かん理り​人にん​で​ある​と​認みとめられる​者もの​は、主しゅ​の​②喜よろこび​に​入いり、永遠えいえん​の​命いのち​を​受うけ継つぐ​で​あろう。
20 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​は​イエス・​キリスト​で​あり、あなたがた​の​①思おもいがけない​とき​に​すぐに​②来くる。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
GS「パートリッジ，エドワード」

	◀2①
教義42・30－39、105・5、GS「奉献，奉献の律法」

	◀3①
使徒2・44－45、4ニフ1・2－3

	◀②
教義49・20

	◀4①
20章と第22章は、「キリストの教会の規定と聖約」と呼ばれる。​教義33・14、42・13、GS「聖約（契約）」

	◀6①
教義58・21－22

	◀②
1ペテ2・13、教義98・5－7

	◀8①
教義84・104

	◀②
教義104・15－18

	◀9①
教義38・27、GS「一致」

	◀②
GS「正直」

	◀10①
教会の別の支部、または別の教派のこと

	◀12①
GS「同意の律法」

	◀13①
教義42・55、GS「倉」

	◀②
教義42・33－34、55、82・17－19

	◀15①
教義51・2

	◀16①
オハイオ州カートランドの地域

	◀18①
一つの規範

	◀19①
マタ24・45－47、GS「管理人，管理人の職」

	◀②
GS「喜び」

	◀20①
マタ24・44

	◀②
黙示22・6－16


第​52​章
千八百三十一​年ねん​六月がつ​七なの日か、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百七十五－百七十九​ページ）。カートランド​で​大会たいかい​が​開ひらかれ、それ​は​六月がつ​三みっ日か​に​始はじまり​六むい日か​に​終おわった。この​大会たいかい​で​は、大だい​祭さい司し​の​職しょく​へ​の​聖任せいにん​が​明確めいかく​な​形かたち​で​初はじめて​行おこなわれ、また​偽いつわり​と​欺あざむき​の​霊れい​の​現あらわれ​が​見み破やぶられ、叱責しっせき​された。
1－2​次つぎ​の​大会たいかい​を​ミズーリ​で​開ひらく​よう​に​指し示じ​される。​3－8​ともに​旅たび​を​する​よう​に、ある​長老ちょうろう​たち​に​指し示じ​が​与あたえられる。​9－11​長老ちょうろう​たち​は、使し徒と​たち​や​預よ言げん者しゃ​たち​が​書かき記しるして​きた​事こと柄がら​を​教おしえ​なければ​ならない。​12－21​御み霊たま​に​照てらされる​人々ひとびと​は、賛さん美び​と​知ち恵え​の​実み​を​結むすぶ。​22－44​何人なんにん​も​の​長老ちょうろう​たち​が、出でて​行いって、大会たいかい​の​ため​に​ミズーリ​へ​旅たび​を​しながら​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえる​よう​に​任にん命めい​される。
1 見みよ、主しゅ​は、この​終おわり​の​時とき​に、主しゅ​の​御み霊たま​の​声こえ​に​よって​①召めして​選えらんだ​長老ちょうろう​たち​に​この​よう​に​言いう。
2 すなわち、主しゅ​なる​わたし​は、今いま​から​次つぎ​の​大会たいかい​まで​に​行おこなって​ほしい​こと​を​あなたがた​に​知しらせよう。次つぎ​の​大会たいかい​は​ミズーリ、すなわち、ヤコブ​の​①残のこり​の​者もの​で​あり、②聖せい約やく​に​よる​相そう続ぞく​人にん​で​ある​わたし​の​民たみ​の​ため​に​わたし​が​③聖別せいべつ​する​④地ち​に​おいて​開ひらかれる。
3 それゆえ、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と​シドニー・​リグドン​は、彼かれら​の​家いえ​を​離はなれる​準じゅん備び​が​整ととのい​次し第だい、旅たび​に​出でて、ミズーリ​の​地ち​へ​向むかい​なさい。
4 彼かれら​が​わたし​に​忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば、彼かれら​の​なす​べき​こと​が​知しらされる​で​あろう。
5 彼かれら​が​忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば、あなたがた​の​①受うけ継つぎ​の​地ち​も​また​彼かれら​に​知しらされる​で​あろう。
6 もしも​彼かれら​が​忠ちゅう実じつ​で​なければ、わたし​が​望のぞむ​まま​に、わたし​が​よい​と​思おもう​まま​に、彼かれら​は​絶たたれる。
7 さらに​また、まことに、あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​ライマン・​ワイト​と、わたし​の​僕しもべ​ジョン・​コリル​は、速すみやか​に​旅たび​に​出で​なさい。
8 また、わたし​の​僕しもべ​ジョン・​マードック​と、わたし​の​僕しもべ​ハイラム・​スミス​も、デトロイト​を​通とおって​同おなじ​所ところ​に​旅たび​を​しなさい。
9 彼かれら​は、そこ​から​先さき​は​途と中ちゅう​で​御み​言こと葉ば​を​宣のべ​伝つたえ​ながら​旅たび​を​しなさい。しかし、①預よ言げん者しゃ​たち​や​使し徒と​たち​が​書かき記しるした​こと​と、信しん仰こう​の​祈いのり​に​よって​②慰なぐさめ主ぬし​に​より​教おしえられる​こと​の​ほか​は​③何なにも​語かたって​は​ならない。
10 ①二ふた人り​ずつ​組くんで​行いき​なさい。この​よう​に​して、旅たび​の​途と中ちゅう​すべて​の​会衆かいしゅう​の​中なか​で​教おしえ​を​説とき、②水みず​に​よって、また​水みず辺べ​で​の​③按手あんしゅ​に​よって、バプテスマ​を​施ほどこし​なさい。
11 主しゅ​は​この​よう​に​言いう。わたし​は​①義ぎ​に​かなって​わたし​の​業わざ​を​短みじかく​しよう。わたし​が​勝しょう利り​の​ため​に​裁さばき​を​送おくる​日ひ​が​来くる​から​で​ある。
12 わたし​の​僕しもべ​ライマン・​ワイト​は​気き​を​つけ​なさい。サタン​が​もみ殻がら​の​よう​に​①ふるい​に​かける​こと​を​願ねがって​いる​から​で​ある。
13 また​見みよ、①忠ちゅう実じつ​な​者もの​は、多おおく​の​もの​を​治おさめる​者もの​と​される​で​あろう。
14 さらに​また、あなたがた​が​欺あざむかれない​ため​に、わたし​は​すべて​の​こと​に​関かんして​規き範はん​を​与あたえよう。サタン​は​地ち​の​方ほう々ぼう​に​おり、出でて​行いって​もろもろ​の​国こく民みん​を​惑まどわす​から​で​ある。
15 祈いのり、また​①悔くいる​霊れい​を​持もって​いる​者もの​は、わたし​の​②定さだめ​に​従したがう​なら​ば、わたし​に​③受うけ入いれられる。
16 語かたり、悔くいる​霊れい​を​持もち、その​言こと葉ば​が​柔にゅう和わ​で​人ひと​を​教きょう化か​する​者もの​は、わたし​の​定さだめ​に​従したがう​なら​ば、神かみ​から​出でて​いる​の​で​ある。
17 さらに​また、わたし​の​力ちから​の​下もと​で​おののく​者もの​は​①強つよく​され、わたし​が​あなたがた​に​与あたえた​もろもろ​の​啓けい示じ​と​真しん理り​に​かなって​賛さん美び​と​②知ち恵え​の​実み​を​結むすぶ​で​あろう。
18 さらに​また、打うち​負まかされ、まことに​この​規き範はん​に​従したがって​実み​を​①結むすばない​者もの​は、わたし​から​出でて​いる​者もの​で​は​ない。
19 それゆえ、あなたがた​は​この​規き範はん​に​よって、どの​よう​な​場ば合あい​に​も、すべて​の​天てん​の​下した​の​もろもろ​の​霊れい​を​①知しる​で​あろう。
20 人々ひとびと​の​信しん仰こう​に​応おうじて​彼かれら​に​①行おこなわれる​日ひ​が​来きた。
21 見みよ、この​戒いましめ​は、わたし​が​選えらんだ​すべて​の​長老ちょうろう​たち​に​与あたえられる。
22 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​①トーマス・​Ｂ・​マーシュ​と、わたし​の​僕しもべ​エズラ・​セア​も​旅たび​に​出でて、この​同おなじ​地ち​に​向むかう​途と中ちゅう​で​御み​言こと葉ば​を​宣のべ​伝つたえ​なさい。
23 さらに​また、わたし​の​僕しもべ​アイザック・​モーリー​と、わたし​の​僕しもべ​エズラ・​ブース​も​旅たび​に​出でて、この​同おなじ​地ち​に​向むかう​途と中ちゅう​で​御み​言こと葉ば​を​宣のべ​伝つたえ​なさい。
24 さらに​また、わたし​の​僕しもべ​①エドワード・​パートリッジ​と​マーティン・​ハリス​は、わたし​の​僕しもべ​シドニー・​リグドン​ならびに​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と​ともに​旅たび​に​出で​なさい。
25 わたし​の​僕しもべ​デビッド・​ホイットマー​と​ハービー・​ホイットロック​も​旅たび​に​出でて、この​同おなじ​地ち​に​向むかう​途と中ちゅう​で​教おしえ​を​説とき​なさい。
26 また、わたし​の​僕しもべ​①パーリー・​Ｐ・​プラット​と​②オーソン・​プラット​は​旅たび​に​出でて、まことに​この​同おなじ​地ち​に​向むかう​途と中ちゅう​で​教おしえ​を​説とき​なさい。
27 また、わたし​の​僕しもべ​ソロモン・​ハンコック​と​シメオン・​カーター​も​この​同おなじ​地ち​に​向むかって​旅たび​を​し、途と中ちゅう​で​教おしえ​を​説とき​なさい。
28 わたし​の​僕しもべ​エドソン・​フラー​と​ジェイコブ・​スコット​も​旅たび​に​出で​なさい。
29 わたし​の​僕しもべ​リーバイ・​Ｗ・​ハンコック​と​ゼベディー・​コルトリン​も​旅たび​に​出で​なさい。
30 わたし​の​僕しもべ​レーノルズ・​カフーン​と​サミュエル・​Ｈ・​スミス​も​旅たび​に​出で​なさい。
31 わたし​の​僕しもべ​ホイーラー・​ボールドウィン​と​ウィリアム・​カーター​も​旅たび​に​出で​なさい。
32 また、わたし​の​僕しもべ​①ニューエル・​ナイト​と​セラ・​Ｊ・​グリフィン​の​両人りょうにん​は​聖任せいにん​を​受うけ、彼かれら​も​旅たび​に​出で​なさい。
33 まことに、わたし​は​言いう。これら​すべて​の​者もの​は、それぞれ​別べつ​の​道みち​を​一つ​の​所ところ​に​向むかって​旅たび​を​しなさい。その​際さい、互たがいに​ほか​の​人ひと​の​①土ど台だい​の​上うえ​に​建たてる​こと​の​ない​よう​に、また​ほか​の​人ひと​の​通とおった​跡あと​を​旅たび​する​こと​の​ない​よう​に​しなければ​ならない。
34 忠ちゅう実じつ​な​者もの​は​守まもられて、多おおく​の​①実み​を​祝しゅく福ふく​される​で​あろう。
35 さらに​また、あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​ウェイクフィールド​と​ソロモン・​ハンフリー​は​東ひがし​の​地ち​に​旅たび​を​しなさい。
36 この​二ふた人り​は、自じ分ぶん​の​家か族ぞく​に​働はたらきかけて、使し徒と​たち​と​預よ言げん者しゃ​たち​の​教おしえ、ならびに​彼かれら​が​①見み聞きき​して​最もっとも​深ふかく​確たしか​に​②信しんじて​いる​こと​だけ​を​③告つげ​知しらせて、預よ言げん​が​成じょう就じゅ​する​よう​に​しなさい。
37 ヒーマン・​バセット​は​戒いましめ​に​背そむいた​ので、彼かれ​に​授さずけられて​いた​もの​を​①取とり去さり、それ​を​サイモンズ・​ライダー​の​頭こうべ​に​置おき​なさい。
38 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。ジェレド・​カーター​が​祭さい司し​に​①聖任せいにん​され、また​ジョージ・​ジェームズ​も​②祭さい司し​に​聖任せいにん​される​よう​に​しなさい。
39 残のこり​の​長老ちょうろう​たち​は、教きょう会かい​を​①見み守まもり、また​周まわり​の​地ち域いき​で​御み​言こと葉ば​を​告つげ​知しらせ​なさい。また、②偶ぐう像ぞう礼れい拝はい​や​悪あく事じ​が​行おこなわれない​よう​に、自じ分ぶん​の​手て​を​使つかって​働はたらき​なさい。
40 また、①貧まずしい​者もの​と​②乏とぼしい​者もの、病びょう気き​の​者もの​と​苦くるしんで​いる​者もの​を、すべて​の​こと​に​おいて​思おもい起おこし​なさい。これら​の​こと​を​行おこなわない​者もの​は、わたし​の​弟で子し​で​は​ない​から​で​ある。
41 さらに​また、わたし​の​僕しもべ​たち​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と、シドニー・​リグドン​と、エドワード・​パートリッジ​は、教きょう会かい​から​の​①推薦すいせん​状じょう​を​持もって​行いき​なさい。また、わたし​の​僕しもべ​オリバー・​カウドリ​も​推薦すいせん​状じょう​を​得える​よう​に​しなさい。
42 この​よう​に​して​わたし​が​言いった​よう​に、あなたがた​は​忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば、あなたがた​の​①受うけ継つぎ​の​地ち​で​ある​が、今いま​は​あなたがた​の​敵てき​の​地ち​で​ある、②ミズーリ​の​地ち​に​集あつまって​喜よろこび​を​得える​で​あろう。
43 しかし​見みよ、主しゅ​なる​わたし​は、その​時とき​が​来くれば​速すみやか​に​町まち​を​築きずき、忠ちゅう実じつ​な​者もの​に​①喜よろこび​と​歓かん喜き​の​冠かんむり​を​与あたえよう。
44 見みよ、わたし​は​神かみ​の​子こ​イエス・​キリスト​で​ある。わたし​は​終おわり​の​日ひ​に​彼かれら​を​①高たかく​上あげよう。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
GS「召し，神の召し」

	◀2①
詩篇135・4、3ニフ5・21－26

	◀②
アブ2・6－11、GS「アブラハムの聖約（契約）」

	◀③
教義58・57、84・3－4

	◀④
教義57・1－3

	◀5①
教義57・1－3

	◀9①
教義42・12、52・36、GS「聖文」

	◀②
GS「教える，教師－御霊によって教える」「聖霊」「慰め主，助け主」

	◀③
モサ18・19－20

	◀10①
マコ6・7、教義61・35

	◀②
ヨハ1・26

	◀③
使徒8・14－17

	◀11①
ロマ9・28

	◀12①
ルカ22・31、3ニフ18・17－18

	◀13①
マタ25・23、教義132・53

	◀15①
GS「打ち砕かれた心」

	◀②
GS「定め」

	◀③
教義97・8

	◀17①
教義66・8、133・58

	◀②
GS「知恵」

	◀18①
マタ3・10

	◀19①
GS「識別の賜物」

	◀20①
マタ8・5－13

	◀22①
教義56・5、GS「マーシュ，トーマス・Ｂ」

	◀24①
GS「パートリッジ，エドワード」

	◀26①
GS「プラット，パーリー・パーカー」

	◀②
GS「プラット，オーソン」

	◀32①
教義56・6－7

	◀33①
ロマ15・20

	◀34①
ヨハ15・16、教義18・15－16

	◀36①
ヨハ3・11

	◀②
GS「信じる」

	◀③
モサ18・19－20、教義52・9

	◀37①
マタ25・25－30

	◀38①
教義79・1

	◀②
GS「祭司（アロン神権の）」

	◀39①
アル6・1

	◀②
GS「偶像礼拝」

	◀40①
教義104・15－18、GS「貧しい」

	◀②
GS「福祉」

	◀41①
教義20・64

	◀42①
教義25・2、57・1－3

	◀②
GS「シオン」

	◀43①
GS「喜び」

	◀44①
教義88・96－98


第​53​章
千八百三十一​年ねん​六月がつ、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​アルジャノン・​シドニー・​ギルバート​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百七十九－百八十​ページ）。シドニー・​ギルバート​の​求もとめ​に​応おうじて、預よ言げん者しゃ​は​教きょう会かい​に​おける​ギルバート​兄きょう弟だい​の​務つとめ​と​任にん命めい​に​ついて​主しゅ​に​尋たずねた。
1－3​教きょう会かい​に​おける​シドニー・​ギルバート​の​召めし​と​選えらび​は、長老ちょうろう​に​聖任せいにん​される​こと​で​ある。​4－7​彼かれ​は​また、ビショップ​の​代だい理り​人にん​として​も​働はたらかなければ​ならない。
1 見みよ、わたし​は​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​シドニー・​ギルバート​に​言いう。わたし​は​あなた​の​祈いのり​を​聞きいた。あなた​は​わたし​を​呼よび、主しゅ​なる​わたし​が​この​終おわり​の​時とき​に​起おこした​教きょう会かい​に​おける​あなた​の​召めし​と​①選えらび​に​ついて、主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​から​知しらせ​を​受うける​こと​を​願ねがった。
2 見みよ、世よ​の​罪つみ​の​ため​に​①十じゅう字じ架か​に​つけられた​主しゅ​なる​わたし​は、あなた​に​戒いましめ​を​与あたえる。あなた​は​②世よ​を​捨すて​なければ​ならない。
3 わたし​の​聖任せいにん、すなわち​長老ちょうろう​へ​の​聖任せいにん​を​受うけ入いれて、わたし​の​言こと葉ば​の​とおり​に、信しん仰こう​と​悔くい改あらため​と​①罪つみ​の​赦ゆるし​と、また​②按手あんしゅ​に​より​聖せい​なる​御み霊たま​を​受うける​こと​を​宣のべ​伝つたえ、
4 また、この​後のち​与あたえられる​戒いましめ​に​従したがって、ビショップ​から​指し定てい​される​所ところ​で​この​教きょう会かい​の​ため​に​①代だい理り​人にん​と​なり​なさい。
5 さらに​また、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​は、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​ならびに​シドニー・​リグドン​と​ともに​旅たび​に​出で​なさい。
6 見みよ、これら​は​あなた​が​受うける​最さい初しょ​の​定さだめ​で​ある。残のこり​は、わたし​の​ぶどう​園えん​に​おける​あなた​の​働はたらき​に​応おうじて、将来しょうらい​知しらされる​で​あろう。
7 さらに​また、わたし​は、最さい後ご​まで​①堪たえ忍しのぶ​者もの​だけ​が​救すくわれる​と​いう​こと​を、あなた​が​知しる​よう​に​と​望のぞんで​いる。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
GS「選び」「召しと選び」「選民」

	◀2①
GS「十字架の刑」

	◀②
GS「物欲」「世」

	◀3①
GS「罪の赦し」

	◀②
GS「按手」

	◀4①
教義57・6、8－10、14－15、84・113

	◀7①
GS「堪え忍ぶ」


第​54​章
千八百三十一​年ねん​六月がつ、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​ニューエル・​ナイト​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百八十－百八十一​ページ）。オハイオ​州しゅう​トンプソン​に​おける​支し部ぶ​の​教きょう会かい員いん​たち​は、財ざい産さん​の​奉ほう献けん​に​関かんする​問題もんだい​で​分裂ぶんれつ​して​いた。利り己こ心しん​と​貪欲どんよく​が​表面ひょうめん化か​し、また、リーマン・​コプリー​は、自じ分ぶん​の​広ひろい​農のう場じょう​を​ニューヨーク​州しゅう​コールズビル​から​到とう着ちゃく​し​つつ​あった​聖せい徒と​たち​の​受うけ継つぎ​の​場ば所しょ​として​奉ほう献けん​する​と​いう​聖せい約やく​を​破やぶって​いた。エズラ・​セア​も​その​論ろん争そう​に​巻まき込こまれた。その​結けっ果か、（トンプソン​に​おける​支し部ぶ​の​会長かいちょう​で​あった）ニューエル・​ナイト​と​ほか​の​長老ちょうろう​たち​は、預よ言げん者しゃ​の​ところ​に​来きて、対処たいしょ​する​方ほう法ほう​を​尋たずねた。そこで​預よ言げん者しゃ​は​主しゅ​に​尋たずね、この​啓けい示じ​を​受うけた（この​件けん​の​継続けいぞく​で​ある​第だい​五十六​章しょう​も​参照さんしょう）。
1－6​聖せい徒と​たち​は、憐あわれみ​を​受うける​ため​に、福ふく音いん​の​聖せい約やく​を​守まもらなければ​ならない。​7－10​聖せい徒と​たち​は、艱難かんなん​の​中なか​で​忍耐にんたい​強づよく​なければ​ならない。
1 見みよ、主しゅ、すなわち​①アルパ​で​あり​オメガ​で​あり、初はじめ​で​あり​終おわり​で​あり、世よ​の​罪つみ​の​ため​に​②十じゅう字じ架か​に​つけられた​者もの​は​この​よう​に​言いう。
2 見みよ、まことに、まことに、わたし​は​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​ニューエル・​ナイト​に​言いう。あなた​は、わたし​が​任にん命めい​した​職しょく​に​しっかり​と​立たたなければ​ならない。
3 また、あなた​の​兄きょう弟だい​たち​は、敵てき​から​逃のがれたい​と​望のぞむ​なら​ば、すべて​の​罪つみ​を​悔くい改あらため、わたし​の​前まえ​に​心こころ​から​①謙遜けんそん​に​なり、悔くいる​よう​に​しなければ​ならない。
4 また、彼かれら​が​わたし​に​立たてた​①聖せい約やく​は​破やぶられた​ので、それ​は​②むなしく​なり、無む効こう​と​なった。
5 この​①つまずき​を​もたらした​者もの​は​災わざわい​で​ある。彼かれ​に​とって​は、海う み​の​深ふかみ​に​沈しずめられた​方ほう​が​よかった​から​で​ある。
6 しかし、聖せい約やく​を​守まもり、戒いましめ​に​従したがって​きた​者もの​は​幸さいわい​で​ある。彼かれら​は​①憐あわれみ​を​受うける​から​で​ある。
7 また、あなたがた​の​敵てき​に​襲おそわれない​よう​に、今いま​去さって​この​地ち​を​逃のがれ​なさい。旅たび​に​出で​なさい。また、あなたがた​が​望のぞむ​者もの​を​指し導どう​者しゃ​と​し、あなたがた​の​ため​に​金銭きんせん​を​支し払はらう​者もの​と​しなさい。
8 この​よう​に​して、あなたがた​は​西にし​の​地ち域いき​へ、①ミズーリ​の​地ち​へ、レーマン人じん​の​境さかい​の​地ち​へ​旅たび​を​しなければ​ならない。
9 そして、旅たび​を​終おえたら、見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう​が、わたし​が​あなたがた​の​ため​に​場ば所しょ​を​用よう意い​する​まで、ほか​の​人々ひとびと​の​よう​に​①生計せいけい​を​求もとめ​なさい。
10 さらに​また、わたし​が​①来くる​まで、艱難かんなん​の​中なか​で​②忍耐にんたい​強づよく​あり​なさい。見みよ、わたし​は​すぐに​来くる。そして、わたし​の​報むくい​は​わたし​と​ともに​ある。わたし​を​早はやく​③求もとめた​者もの​は、自じ分ぶん​自じ身しん​に​④安あん息そく​を​見みいだす​で​あろう。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
黙示1・8、教義19・1、GS「アルパとオメガ」

	◀②
GS「十字架の刑」

	◀3①
GS「謙遜」

	◀4①
教義42・30－39、GS「奉献，奉献の律法」

	◀②
教義58・32－33

	◀5①
マタ18・6－7

	◀6①
GS「憐れみ」

	◀8①
教義52・42

	◀9①
1テサ4・11

	◀10①
黙示22・12、GS「イエス・キリストの再臨」

	◀②
GS「忍耐」

	◀③
箴言8・17、GS「祈り」

	◀④
マタ11・28－30、GS「安息」


第​55​章
千八百三十一​年ねん​六月がつ、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​ウィリアム・​Ｗ・​フェルプス​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百八十四－百八十六​ページ）。印いん刷さつ​業ぎょう者しゃ​の​ウィリアム・​Ｗ・​フェルプス​と​その​家か族ぞく​が​カートランド​に​到とう着ちゃく​した​ばかり​で、預よ言げん者しゃ​は​彼かれ​に​ついて​の​情報じょうほう​を​主しゅ​に​求もとめた。
1－3​Ｗ・​Ｗ・​フェルプス​は、バプテスマ​を​受うけ、長老ちょうろう​に​聖任せいにん​され、福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえる​よう​に​召めされ、選えらばれる。​4​彼かれ​は​また、教きょう会かい​の​学がっ校こう​の​子こ供ども​たち​の​ため​に​本ほん​を​書かかなければ​ならない。​5－6​彼かれ​は、自じ分ぶん​が​働はたらく​地ち​と​なる​ミズーリ​へ​旅たび​を​しなければ​ならない。
1 見みよ、主しゅ、すなわち​①全ぜん​地ち​の​主しゅ​は、あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​ウィリアム​に​この​よう​に​言いう。あなた​は​召めされ、選えらばれて​いる。あなた​は​水みず​に​よって​②バプテスマ​を​受うける​と、しかも​神かみ​の​栄えい光こう​に​ひたすら​目め​を​向むけて​そう​する​なら​ば、罪つみ​の​赦ゆるし​を​受うけ、③按手あんしゅ​に​よって​聖せい​なる​御み霊たま​を​受うける​で​あろう。
2 その後のち​あなた​は、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​の​手て​に​より​聖任せいにん​されて、この​教きょう会かい​の​ため​に​長老ちょうろう​と​なり、悔くい改あらため​と、生いける​神かみ​の​子こ​イエス・​キリスト​の​名な​に​よる​バプテスマ​に​よって​の​①罪つみ​の​赦ゆるし​を​宣のべ​伝つたえる​で​あろう。
3 また、だれでも​あなた​が​手て​を​置おく​者もの​が​わたし​の​前まえ​に​悔くいる​状じょう態たい​で​あれ​ば、あなた​は​その​人ひと​に​聖せい​なる​御み霊たま​を​授さずける​力ちから​を​持もつ​で​あろう。
4 さらに​また、あなた​は、わたし​の​僕しもべ​オリバー・​カウドリ​を​助たすける​よう​に​聖任せいにん​されて、印いん刷さつ​の​仕し事ごと​を​し、また​幼おさない​子こ供ども​たち​も​わたし​の​前まえ​で​教おしえ​を​受うけられる​よう​に、この​教きょう会かい​の​学がっ校こう​の​ため​に​①書しょ籍せき​を​選えらび、著ちょ作さく​する​仕し事ごと​に​携たずさわる​で​あろう。幼おさない​子こ供ども​たち​が​教おしえ​を​受うける​こと​は、わたし​に​とって​の​喜よろこび​で​ある。
5 さらに​また、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​は​この​ため​に、すなわち、あなた​の​受うけ継つぎ​の​地ち​に​①根ね​を​下おろして​この​仕し事ごと​が​できる​よう​に​する​ため​に、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​ならびに​シドニー・​リグドン​と​ともに​旅たび​に​出で​なければ​ならない。
6 さらに​また、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​コー​も、彼かれら​と​ともに​旅たび​に​出で​なさい。残のこり​は、わたし​が​望のぞむ​まま​に、この​後のち​知しらされる​で​あろう。アーメン。

	◀1①
申命10・14、1ニフ11・6、2ニフ29・7

	◀②
GS「バプテスマ」

	◀③
GS「按手」

	◀2①
GS「罪の赦し」

	◀4①
教義88・118、109・7、14

	◀5①
アモ9・15


第​56​章
千八百三十一​年ねん​六月がつ、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百八十六－百八十八​ページ）。トーマス・​Ｂ・​マーシュ​と​ともに​ミズーリ​へ​旅たび​を​する​よう​に​任にん命めい​されて​いた​エズラ・​セア（第だい​五十二​章しょう​二十二​節せつ​を​参照さんしょう）は、トーマス・​Ｂ・​マーシュ​の​準じゅん備び​が​整ととのった​とき​に、その​伝でん道どう​に​出しゅっ発ぱつ​する​こと​が​できなかった。セア​長老ちょうろう​は、オハイオ​州しゅう​トンプソン​で​問題もんだい​に​巻まき込こまれた​ため​に、旅たび​に​出でる​準じゅん備び​が​できなかった​の​で​ある（第だい​五十四​章しょう​の​前まえ書がき​を​参照さんしょう）。主しゅ​は​この​啓けい示じ​を​与あたえて、この​件けん​に​ついて​の​預よ言げん者しゃ​の​問とい​に​答こたえられた。
1－2​聖せい徒と​たち​は​救すくい​を​得える​ため​に、自じ分ぶん​の​十じゅう字じ架か​を​負おい、主しゅ​に​従したがわなければ​ならない。​3－13​主しゅ​は​命めいじられ、また​取とり消けされる。そして、不ふ​従順じゅうじゅん​な​者もの​は​絶たたれる。​14－17​貧まずしい​人ひと​を​助たすけない​金かね持もち​は​災わざわい​で​ある。また、貧まずしい​人ひと​で、心こころ​が​打うち砕くだかれて​いない​者もの​は​災わざわい​で​ある。​18－20​貧まずしい​人ひと​で、心こころ​が​清きよい​者もの​は​幸さいわい​で​ある。彼かれら​は​地ち​を​受うけ継つぐ​から​で​ある。
1 聴きき​なさい、おお、わたし​の​名な​を​①公こう言げん​する​人々ひとびと​よ。主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。見みよ、わたし​の​怒いかり​は​背そむく​者もの​に​向むかって​燃もえて​いる。彼かれら​は、もろもろ​の​国こく民みん​に​下くだされる​②刑罰けいばつ​と​激はげしい​怒いかり​の​日ひ​に、わたし​の​腕うで​と​わたし​の​憤いきどおり​を​知しる​で​あろう。
2 自じ分ぶん​の​①十じゅう字じ架か​を​負おって​わたし​に​②従したがおう​と​せず、また​わたし​の​戒いましめ​を​守まもろう​と​しない​者もの​は、救すくわれない​で​あろう。
3 見みよ、主しゅ​なる​わたし​は​命めいじる。そして、わたし​が​命めいじた​後のち​に、その​戒いましめ​が​破やぶられる​と、①従したがおう​と​しない​者もの​は、わたし​が​ふさわしい​と​思おもう​とき​に​②絶たたれる。
4 それゆえ、主しゅ​なる​わたし​は、わたし​が​よい​と​思おもう​まま​に​命めいじ、また​①取とり消けす。そして、これ​は​すべて​②背そむく​者もの​の​頭こうべ​に​帰きする、と​主しゅ​は​言いう。
5 それゆえ、わたし​は、わたし​の​僕しもべ​たち​①トーマス・​Ｂ・​マーシュ​と​エズラ・​セア​に​与あたえた​戒いましめ​を​取とり消けし、わたし​の​僕しもべ​トーマス​に​新あたらしい​戒いましめ​を​与あたえる。彼かれ​は​ミズーリ​の​地ち​へ​速すみやか​に​旅たび​を​しなければ​ならない。また、わたし​の​僕しもべ​セラ・​Ｊ・​グリフィン​も​彼かれ​と​ともに​行いかなければ​ならない。
6 見みよ、わたし​は、トンプソン​に​いる​わたし​の​民たみ​が​強ごう情じょう​で​あり、背そむいた​ため​に、わたし​の​僕しもべ​たち​セラ・​Ｊ・​グリフィン​と​ニューエル・​ナイト​に​与あたえた​戒いましめ​を​取とり消けす。
7 それゆえ、わたし​の​僕しもべ​ニューエル・​ナイト​は、彼かれら​と​ともに​とどまり​なさい。わたし​の​前まえ​に​悔くいる​状じょう態たい​で​あって、行いく​こと​を​望のぞむ​すべて​の​者もの​は、彼かれ​に​導みちびかれて、わたし​が​指し定てい​した​地ち​に​行いく​こと​が​できる。
8 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​エズラ・​セア​は、①高こう慢まん​と​わがまま​を​悔くい改あらため、彼かれ​の​住すむ​場ば所しょ​に​関かんして​わたし​が​与あたえた​以い前ぜん​の​戒いましめ​に​従したがわなければ​ならない。
9 もし​そう​する​なら​ば、彼かれ​は​なお​ミズーリ​の​地ち​へ​行いく​よう​に​命めいじられる。土と地ち​の​分配ぶんぱい​が​行おこなわれない​から​で​ある。
10 そう​しなければ、彼かれ​は​自じ分ぶん​が​納おさめた​金銭きんせん​を​受うけ取とって、その​場ば所しょ​を​去さり、わたし​の​教きょう会かい​から​①絶たたれ​なければ​ならない、と​主しゅ​なる​万軍ばんぐん​の​神かみ​は​言いう。
11 たとえ​天てん地ち​が​過すぎ去さろう​と、これら​の​言こと葉ば​は​①過すぎ去さる​こと​が​なく、成じょう就じゅ​する​で​あろう。
12 また、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​が​金銭きんせん​を​払はらう​必ひつ要よう​が​あれ​ば、見みよ、主しゅ​なる​わたし​は​ミズーリ​の​地ち​で​彼かれ​に​それ​を​払はらい戻もどそう。それ​は、彼かれ​に​金銭きんせん​を​与あたえる​人々ひとびと​が、彼かれら​の​行おこなう​こと​に​応おうじて​報むくわれる​ため​で​ある。
13 彼かれら​の​行おこなう​こと​に​応おうじて、彼かれら​は​土と地ち​を​受うけ継つぎ​として​得える​で​あろう。
14 見みよ、主しゅ​は​わたし​の​民たみ​に​この​よう​に​言いう。すなわち、あなたがた​に​は​なす​べき​こと​と、悔くい改あらためる​べき​こと​が​たくさん​ある。見みよ、あなたがた​の​罪つみ​は​わたし​の​もと​に​上のぼって​きて​いる​が、赦ゆるされて​いない。あなたがた​が​自じ分ぶん​の​方ほう法ほう​で​①勧すすめ​を​しよう​と​する​から​で​ある。
15 あなたがた​の​心こころ​は​満足まんぞく​して​いない。あなたがた​は​真しん理り​に​従したがわないで、不ふ義ぎ​を​①喜よろこんで​いる。
16 あなたがた、①金かね持もち​で​自じ分ぶん​の​持もち物もの​を​②貧まずしい​者もの​に​③与あたえよう​と​しない​者もの​は、災わざわい​で​ある。あなたがた​の​④富とみ​は​あなたがた​を​腐ふ敗はい​させる​から​で​ある。そして、刑罰けいばつ​と​裁さばき​と​憤いきどおり​の​日ひ​に​おける​あなたがた​の​悲かなしみ​は、この​よう​で​ある。すなわち、「⑤刈かり入いれ​の​時とき​は​過すぎ、夏なつ​は​終おわった。しかし、わたし​は​救すくわれて​いない」と。
17 あなたがた、①貧まずしい​者もの​で​心こころ​が​打うち砕くだかれて​おらず、霊れい​が​悔くいて​おらず、腹はら​が​満みたされて​おらず、他た人にん​の​所しょ有ゆう​物ぶつ​に​手て​を​置おく​の​を​とどめられず、その​目め​が​②貪欲どんよく​に​満みちて​おり、自じ分ぶん​自じ身しん​の​手て​で​働はたらこう​と​しない​者もの​は、災わざわい​で​ある。
18 しかし、①貧まずしい​者もの​で、心こころ​が​清きよく、心こころ​が​②打うち砕くだかれて​おり、霊れい​が​悔くいて​いる​者もの​は、幸さいわい​で​ある。彼かれら​を​救すくい​出だす​ため​に​力ちから​と​大おおいなる​栄えい光こう​と​の​うち​に​来くる​③神かみ​の​王おう国こく​を​見みる​から​で​ある。④地ち​の​豊ゆたか​な​もの​が​彼かれら​の​もの​と​なる​で​あろう。
19 見みよ、主しゅ​は​来くる。主しゅ​は​①報むくい​を​携たずさえて​来きて、すべて​の​人ひと​に​報むくい​を​与あたえ、貧まずしい​者もの​は​喜よろこぶ​で​あろう。
20 彼かれら​の​子し孫そん​は​代よ々よ​とこしえ​に​いつまで​も、地ち​を​①受うけ継つぐ​で​あろう。これ​で、わたし​は​あなたがた​に​語かたる​こと​を​終おわり​に​する。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
教義41・1

	◀②
イザ10・3－4、モル9・2、教義1・13－14、124・10

	◀2①
ルカ14・27

	◀②
1ペテ2・21、2ニフ31・10－13、モロ7・11、GS「イエス・キリスト－模範」

	◀3①
GS「従順，従う」

	◀②
教義1・14－16、50・8

	◀4①
教義58・31－33

	◀②
GS「背く」

	◀5①
GS「マーシュ，トーマス・Ｂ」

	◀8①
GS「高慢」

	◀10①
GS「破門」

	◀11①
2ニフ9・16

	◀14①
ヤコ4・10

	◀15①
アル41・10、3ニフ27・11

	◀16①
エレ17・11、2ニフ9・30

	◀②
箴言14・31、アル5・55－56、GS「貧しい」

	◀③
GS「施し」

	◀④
新ヤコ5・3

	◀⑤
エレ8・20、アル34・33－35、教義45・2

	◀17①
モサ4・24－27、教義42・42、68・30－32

	◀②
GS「貪欲，むさぼり」

	◀18①
マタ5・3、8、ルカ6・20、3ニフ12・3、GS「貧しい」

	◀②
GS「打ち砕かれた心」

	◀③
GS「神の王国，天の王国」

	◀④
GS「地球（地）」

	◀19①
黙示22・12、教義1・10

	◀20①
マタ5・5、教義45・56－58


第​57​章
千八百三十一​年ねん​七月がつ​二は十つ日か、ミズーリ​州しゅう​ジャクソン​郡ぐん​シオン​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百八十九－百九十​ページ）。主しゅ​の​命令めいれい（第だい​五十二​章しょう）に​従したがって、長老ちょうろう​たち​は​カートランド​から​ミズーリ​へ​旅たび​を​して​来きた​が、途と中ちゅう​で​様々さまざま​な​経験けいけん​を​し、また​多た少しょう​の​妨害ぼうがい​に​遭あった。預よ言げん者しゃ​は、レーマン人じん​の​状じょう態たい​と、また​広ひろく​民たみ​の​中なか​に​教養きょうよう​や​気き品ひん​や​宗教しゅうきょう​心しん​が​欠かけて​いる​こと​を​つくづく​と​考かんがえて​叫さけんだ。「いつ​荒あれ野の​は​ばら​の​よう​に​花はな​咲さく​の​でしょう​か。いつ​シオン​は​その​栄えい光こう​の​うち​に​築きずき​上あげられ、また、終おわり​の​時とき​に​すべて​の​国こく民みん​が​やって​来くる​あなた​の​神殿しんでん​は、どこ​に​立たつ​の​でしょう​か。」（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百八十九​ページ）その後のち​に、この​啓けい示じ​を​受うけた。
1－3​ミズーリ​州しゅう​インディペンデンス​は、シオン​の​町まち​と​神殿しんでん​の​ため​の​場ば所しょ​で​ある。​4－7​聖せい徒と​たち​は​その​地ち方ほう​で​土と地ち​を​購こう入にゅう​し、受うけ継つぎ​を​得え​なければ​ならない。​8－16​シドニー・​ギルバート​は​店みせ​を​開ひらき、Ｗ・​Ｗ・​フェルプス​は​印いん刷さつ​を​行おこない、オリバー・​カウドリ​は​出しゅっ版ぱん​の​ため​に​資し料りょう​を​編集へんしゅう​しなければ​ならない。
1 聴きき​なさい、おお、わたし​の​命めいじた​とおり​に​この​地ち、すなわち​①ミズーリ​の​地ち​に​集あつまって​来きた​わたし​の​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​よ。主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。ここ​は、わたし​が​聖せい徒と​の​②集しゅう合ごう​の​ため​に​指し定てい​し、③聖別せいべつ​した​④地ち​で​ある。
2 それゆえ、ここ​は​約やく束そく​の​地ち​で​あり、①シオン​の​町まち​の​ため​の​②場ば所しょ​で​ある。
3 また、主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​この​よう​に​言いう。もし​あなたがた​が​知ち恵え​を​得えたい​と​望のぞむ​なら​ば、ここ​に​知ち恵え​が​ある。見みよ、今いま​インディペンデンス​と​呼よばれて​いる​場ば所しょ​は​中ちゅう心しん​の​場ば所しょ​で​あり、①神殿しんでん​の​建たてられる​地ち点てん​は​西方せいほう​の、郡ぐん​庁舎ちょうしゃ​から​遠とおくない​地じ所しょ​に​ある。
4 それゆえ、聖せい徒と​たち​が​その​土と地ち​を​①購こう入にゅう​する​こと​は​賢明けんめい​で​ある。また、西方せいほう​に​位い置ち​して​いる​土と地ち、すなわち、②ユダヤ人じん​と​異い邦ほう人じん​の​間あいだ​を​まっすぐ​走はしって​いる​境きょう界かい​線せん​に​至いたる​まで​の​すべて​の​土と地ち​を、
5 また​大だい​平原へいげん​に​接せっする​すべて​の​土と地ち​も、わたし​の​弟で子し​たち​が​それら​の​土と地ち​を​①買かえる​かぎり​購こう入にゅう​する​こと​は​賢明けんめい​で​ある。見みよ、これ​は​賢明けんめい​な​こと​で​ある。彼かれら​が​永遠えいえん​の​受うけ継つぎ​として​それ​を​②得える​ため​で​ある。
6 また、わたし​の​僕しもべ​シドニー・​ギルバート​は、わたし​が​任にん命めい​した​職しょく​に​就ついて、金銭きんせん​を​受うけ取とり、教きょう会かい​の​ため​に​①代だい理り​人にん​と​なり、また​義ぎ​を​もって​行おこなえる​かぎり、知ち恵え​に​導みちびかれる​まま​に、周まわり​の​すべて​の​地ち域いき​で​土と地ち​を​買かい​なさい。
7 また、わたし​の​僕しもべ​①エドワード・​パートリッジ​は、わたし​が​任にん命めい​した​職しょく​に​就ついて、わたし​が​命めいじた​よう​に、聖せい徒と​たち​に​彼かれら​の​受うけ継つぎ​を​②分配ぶんぱい​しなさい。また、彼かれ​を​助たすける​よう​に​彼かれ​から​任にん命めい​された​人々ひとびと​も​同どう様よう​で​ある。
8 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​シドニー・​ギルバート​は​この​地ち​に​定住ていじゅう​し、一軒けん​の​店みせ​を​開ひらく​こと​に​よって、正しょう直じき​に​品物しなもの​を​売うり、聖せい徒と​たち​の​ため​に​土と地ち​を​買かう​金銭きんせん​を​得え、弟で子し​たち​が​受うけ継つぎ​の​地ち​に​定住ていじゅう​する​ため​に​必ひつ要よう​な​もの​を​何なんでも​得えられる​よう​に​しなさい。
9 また、わたし​の​僕しもべ​シドニー・​ギルバート​は​許きょ可か​証しょう​を​手て​に​入いれて、自じ分ぶん​の​業ぎょう務む​で​店員てんいん​として​雇やといたい​と​思おもう​者もの​たち​を​使つかい、人々ひとびと​に​品物しなもの​を​送おくる​よう​に​しなさい。見みよ、ここ​に​知ち恵え​が​ある。読よむ​者もの​は​理り解かい​しなさい。
10 この​よう​に​して、わたし​の​聖せい徒と​たち​に​必ひつ要よう​な​もの​を​与あたえて、①暗くら闇やみ​に、また​死し​の​地ち​と​②陰かげ​に​座ざして​いる​人々ひとびと​に​わたし​の​福ふく音いん​が​宣のべ​伝つたえられる​よう​に​しなさい。
11 さらに​また、まことに、あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​①ウィリアム・​Ｗ・​フェルプス​は​この​地ち​に​定住ていじゅう​し、教きょう会かい​の​ため​に​②印いん刷さつ​の​仕し事ごと​を​しなさい。
12 また​見みよ、世よ​の​人々ひとびと​が​彼かれ​の​書かいた​もの​を​受うけ入いれる​なら​ば－－見みよ、ここ​に​知ち恵え​が​ある​－－彼かれ​は、義ぎ​を​もって​得えられる​もの​を​すべて​聖せい徒と​たち​の​益えき​の​ため​に​得える​よう​に​しなさい。
13 また、わたし​の​僕しもべ​①オリバー・​カウドリ​は、わたし​が​指し定てい​する​あらゆる​場ば所しょ​で、わたし​が​命めいじた​よう​に、ウィリアム・​Ｗ・​フェルプス​が​筆写ひっしゃ​し、校こう正せい​し、選択せんたく​する​の​を​助たすけ​なさい。御み霊たま​に​より​彼かれ​を​通とおして​明あきらか​に​される​まま​に、すべて​の​こと​が​わたし​の​前まえ​に​正ただしく​ある​ため​で​ある。
14 この​よう​に、わたし​が​語かたった​人々ひとびと​は、できる​だけ​速すみやか​に​家か族ぞく​と​ともに​シオン​の​地ち​に​定住ていじゅう​し、わたし​が​語かたった​とおり​に​それら​の​こと​を​行おこない​なさい。
15 さて、集しゅう合ごう​に​関かんして、ビショップ​と​代だい理り​人にん​は、できる​だけ​早はやく、この​地ち​に​来くる​よう​に​命めいじられた​それら​の​家か族ぞく​の​ため​に​準じゅん備び​を​し、彼かれら​を​受うけ継つぎ​の​地ち​に​定住ていじゅう​させる​よう​に​しなさい。
16 また、長老ちょうろう​たち​と​会員かいいん​たち​の​残のこり​に​は、この​後のち​さらに​指し示じ​が​与あたえられる​で​あろう。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
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第​58​章
千八百三十一​年ねん​八月がつ​一日ついたち、ミズーリ​州しゅう​ジャクソン​郡ぐん​シオン​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百九十－百九十五​ページ）。ミズーリ​州しゅう​ジャクソン​郡ぐん​に​預よ言げん者しゃ​と​一いっ行こう​が​到とう着ちゃく​した​後のち、最さい初しょ​の​安あん息そく日にち​に​礼れい拝はい​が​行おこなわれ、バプテスマ​に​よって​二ふた人り​の​会員かいいん​が​受うけ入いれられた。その​週しゅう​の​間あいだ​に、トンプソン​支し部ぶ​より、コールズビル​の​聖せい徒と​たち​から​成なる​会員かいいん​たち​と​他た​の​人々ひとびと​が​到とう着ちゃく​した（第だい​五十四​章しょう​を​参照さんしょう）。多おおく​の​人ひと​が、新あらた​な​集しゅう合ごう​地ち​で​の​自じ分ぶん​たち​に​関かんする​主しゅ​の​御み​心こころ​を​知しりたい​と​しきりに​願ねがった。
1－5​艱難かんなん​に​耐たえる​者もの​は、栄えい光こう​を​冠かんむり​として​与あたえられる。​6－12​聖せい徒と​たち​は、小こ羊ひつじ​の​婚宴こんえん​と​主しゅ​の​晩餐ばんさん​に​備そなえ​なければ​ならない。​13－18​ビショップ​は​イスラエル​の​判はん士し​で​ある。​19－23​聖せい徒と​たち​は、その​地ち​の​法ほう律りつ​に​従したがわなければ​ならない。​24－29​人ひと​は​自じ分ぶん​の​選択せんたく​の​自じ由ゆう​を​使つかって、善ぜん​を​行おこなう​よう​に​しなければ​ならない。​30－33​主しゅ​は​命めいじられ、また​取とり消けされる。​34－43​悔くい改あらためる​ため​に、人ひと​は​自じ分ぶん​の​罪つみ​を​告こく白はく​し、それ​を​捨すて​なければ​ならない。​44－58​聖せい徒と​たち​は​受うけ継つぎ​の​地ち​を​購こう入にゅう​し、ミズーリ​に​集しゅう合ごう​しなければ​ならない。​59－65​福ふく音いん​は​すべて​の​造つくられた​もの​に​宣のべ​伝つたえられ​なければ​ならない。
1 聴きき​なさい、おお、わたし​の​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​よ。わたし​の​言こと葉ば​に​耳みみ​を​傾かたむけて、あなたがた​に​関かんして、また​わたし​が​あなたがた​を​遣つかわした​①この​地ち​に​関かんして、わたし​が​望のぞんで​いる​事こと柄がら​を​わたし​から​学まなび​なさい。
2 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。生いきる​も​①死しぬ​も、わたし​の​戒いましめ​を​②守まもる​者もの​は​幸さいわい​で​ある。③艱難かんなん​の​中なか​で​④忠ちゅう実じつ​な​者もの​の​受うける​報むくい​は、天てん​の​王おう国こく​に​おいて​もっと​大おおきい。
3 あなたがた​は、この​後のち​に​起おこる​こと​に​関かんする​あなたがた​の​①神かみ​の​計けい画かく​と、多おおく​の​艱難かんなん​の​後のち​に​来くる​②栄えい光こう​を、今いま​は​肉にく体たい​の​目め​で​見みる​こと​が​できない。
4 多おおく​の​①艱難かんなん​の​後のち​に​②祝しゅく福ふく​は​来くる。それゆえ、あなたがた​が​大おおいなる​③栄えい光こう​を​④冠かんむり​として​与あたえられる​日ひ​が​来くる。その​時とき​は​まだ​来きて​いない​が、もう​近ちかい。
5 わたし​が​前まえもって​あなたがた​に​告つげる​この​こと​を​覚おぼえて​おき​なさい。そう​すれ​ば、あなたがた​は​それ​を​①心こころ​に​留とめて、来きたる​べき​もの​を​受うける​こと​が​できる。
6 見みよ、まことに、あなたがた​に​言いう。わたし​は​あなたがた​を​この​理り由ゆう​で​遣つかわした​の​で​ある。すなわち、あなたがた​が​従順じゅうじゅん​で​ある​ため、また​あなたがた​の​心こころ​が​来きたる​べき​こと​に​ついて​①証あかし​を​述のべる​よう​に​②備そなえられる​ため​で​ある。
7 さらに、あなたがた​が​基もとい​を​据すえる​と​いう​誉ほまれ​と、また​神かみ​の​①シオン​が​立たつ​地ち​に​ついて​証あかし​する​と​いう​誉ほまれ​を​与あたえられる​ため​で​ある。
8 また、肥こえた​もの​の​祝しゅく宴えん​が​①貧まずしい​者もの​の​ため​に​備そなえられる​よう​に​する​ため​で​も​ある。まことに、預よ言げん者しゃ​たち​の​口くち​が​偽いつわり​を​言いわない​こと​を、地ち​の​人々ひとびと​が​知しる​こと​の​できる​よう​に、肥こえた​もの​と、②澱おり​が​よく​精製せいせい​された​ぶどう​酒しゅ​の​祝しゅく宴えん​が​備そなえられる​よう​に​する​ため​で​ある。
9 まことに、よく​備そなえられた​主しゅ​の​家いえ​の​晩餐ばんさん​に、すべて​の​国こく民みん​が​招まねかれる​で​あろう。
10 まず、富ふ者しゃ​と​学がく者しゃ、知ち者しゃ​と​貴き人じん​が​招まねかれる。
11 その後のち、わたし​の​力ちから​の​日ひ​が​来くる。それから、貧まずしい​者もの​と、足あし​の​不ふ自じ由ゆう​な​者もの、目め​の​見みえない​者もの、耳みみ​の​聞きこえない​者もの​が、小こ羊ひつじ​の​①婚宴こんえん​に​来きて、来きたる​べき​大おおいなる​日ひ​の​ため​に​備そなえられた​主しゅ​の​②晩餐ばんさん​に​あずかる​で​あろう。
12 見みよ、主しゅ​なる​わたし​が​これ​を​語かたった。
13 また、①証あかし​が​シオン​から、すなわち​神かみ​の​譲ゆずり​の​町まち​の​口くち​から​出でる​よう​に、
14 まことに、この​理り由ゆう​で、わたし​は​あなたがた​を​ここ​に​遣つかわし、わたし​の​僕しもべ​①エドワード・​パートリッジ​を​選えらんで、この​地ち​に​おける​使し命めい​を​彼かれ​に​定さだめた​の​で​ある。
15 しかし、もしも​彼かれ​が​自じ分ぶん​の​罪つみ、すなわち​不ふ​信しん仰こう​と​心こころ​の​暗くらさ​を​悔くい改あらため​なければ、①倒たおれる​こと​の​ない​よう​に​彼かれ​に​気き​を​つけ​させ​なさい。
16 見みよ、彼かれ​の​使し命めい​は​すでに​与あたえられて​おり、再ふたたび​それ​が​与あたえられる​こと​は​ない。
17 この​使し命めい​に​携たずさわる​者もの​は、昔むかし​と​同おなじ​よう​に、イスラエル​の​①判はん士し​と​なる​よう​に​任にん命めい​されて、神かみ​の​②子こら​に​神かみ​の​譲ゆずり​の​地ち​を​分わけ、
18 また、神かみ​の​①預よ言げん者しゃ​たち​より​与あたえられる​王おう国こく​の​律りっ法ぽう​に​従したがって、正ただしい​者もの​の​証言しょうげん​に​より、また​彼かれ​の​顧問こもん​たち​の​助たすけ​に​より​神かみ​の​民たみ​を​裁さばく​の​で​ある。
19 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。この​地ち​で​わたし​の​律りっ法ぽう​は​守まもられ​なければ​ならない。
20 だれ​も​自じ分ぶん​を​支し配はい​者しゃ​で​ある​と​考かんがえて​は​ならない。そう​で​は​なく、裁さばく​者もの、言いい​換かえれば、勧かん告こく​する​者もの​や​裁さばき​の​座ざ​に​着つく​者もの​を、神かみ​に​神かみ​の​思おもい​の​まま​治おさめ​させる​よう​に​しなさい。
21 だれ​も​その​地ち​の​①法ほう律りつ​を​破やぶって​は​ならない。神かみ​の​律りっ法ぽう​を​守まもる​者もの​は、その​地ち​の​法ほう律りつ​を​破やぶる​必ひつ要よう​が​ない​から​で​ある。
22 それゆえ、①治おさめる​権けん利り​を​持もつ​者もの​が​治おさめ、すべて​の​敵てき​を​その​足あし​の​下した​に​従したがわせる​まで、今いま​ある​権けん力りょく​に​従したがい​なさい。
23 見みよ、あなたがた​が​わたし​の​手て​から​受うけた​①律りっ法ぽう​は、教きょう会かい​の​律りっ法ぽう​で​ある。この​こと​に​照てらして、あなたがた​は​これら​を​掲かかげる​よう​に​しなければ​ならない。見みよ、ここ​に​知ち恵え​が​ある。
24 さて、わたし​の​僕しもべ​エドワード・​パートリッジ​に​ついて​語かたった​よう​に、この​地ち​は​彼かれ​の​居きょ住じゅう​の​地ち、また​彼かれ​が​顧こ問もん​として​任にん命めい​した​者もの​たち​の​居きょ住じゅう​の​地ち​で​ある。また、わたし​の​①倉くら​を​管かん理り​する​よう​に​わたし​が​任にん命めい​した​者もの​の​居きょ住じゅう​の​地ち​で​も​ある。
25 それゆえ、彼かれら​に、彼かれら​自じ身しん​と​わたし​と​の​間あいだ​で​協きょう議ぎ​する​とおり​に、彼かれら​の​家か族ぞく​を​この​地ち​に​連つれて来こさせ​なさい。
26 見みよ、わたし​が​すべて​の​こと​を​命めいじる​の​は​適切てきせつ​で​は​ない。すべて​の​こと​を​強しいられて​行おこなう​者もの​は​①怠たい惰だ​で​あって、賢かしこい​僕しもべ​で​は​ない。したがって、彼かれ​は​報むくい​を​受うけない。
27 まことに、わたし​は​言いう。人ひと​は​①熱心ねっしん​に​善よい​こと​に​携たずさわり、多おおく​の​こと​を​その​自じ由ゆう​意い志し​に​よって​行おこない、義ぎ​に​かなう​多おおく​の​こと​を​成なし遂とげ​なければ​ならない。
28 人ひと​は​自みずから​の​内うち​に​力ちから​が​あり、それ​に​よって​①自みずから​選択せんたく​し​行こう動どう​する​者もの​だから​で​ある。そして、人ひと​は​善ぜん​を​行おこなう​なら​ば、決けっして​その​報むくい​を​失うしなう​こと​は​ない。
29 しかし、命めいじられる​まで​何事なにごと​も​行おこなわず、疑うたがい​の​心こころ​を​もって​戒いましめ​を​受うけ入いれ、それ​を​不ふ承しょう不ぶ承しょう​守まもる​者もの​は、①罰ばつ​の​定さだめ​を​受うける。
30 主しゅ​は​言いう。人ひと​を​①造つくった​わたし​が、わたし​の​戒いましめ​に​従したがわない​者もの​を​罪つみ​の​ない​者もの​と​する​で​あろう​か。
31 主しゅ​は​言いう。わたし​が​①約やく束そく​を​して、果はたさなかった​こと​が​ある​で​あろう​か。
32 わたし​が​命めいじて、人々ひとびと​が​従したがわない​と、わたし​は​命めいじた​こと​を​①取とり消けし、彼かれら​は​祝しゅく福ふく​を​受うけない。
33 すると、彼かれら​は​心こころ​の​中なか​で、「これ​は​主しゅ​の​業わざ​で​は​ない。約やく束そく​が​果はたされて​いない​から」と​言いう。しかし、この​よう​な​者もの​は​災わざわい​で​ある。彼かれら​の​報むくい​は​①下した​に​潜ひそみ、上うえ​から​は​来こない​から​で​ある。
34 さて、わたし​は​この​地ち​に​関かんして​さらに​幾いくつ​か​の​指し示じ​を​あなたがた​に​与あたえる。
35 わたし​の​僕しもべ​マーティン・​ハリス​が​彼かれ​の​金銭きんせん​を​教きょう会かい​の​ビショップ​の​前まえ​に​①置おいて、教きょう会かい員いん​の​模も範はん​と​なる​こと​は、わたし​の​知ち恵え​に​かなって​いる。
36 また​これ​は、受うけ継つぎ​を​得える​ため​に​この​地ち​に​やって​来くる​すべて​の​人ひと​へ​の​律りっ法ぽう​で​ある。そして、彼かれら​は​その​律りっ法ぽう​が​指し示じ​する​とおり​に、その​金銭きんせん​を​処しょ置ち​しなければ​ならない。
37 倉くら​の​ため​に、また​①印いん刷さつ​所じょ​の​ため​に、インディペンデンス​に​土と地ち​を​購こう入にゅう​する​こと​も​また​賢明けんめい​で​ある。
38 また、わたし​の​僕しもべ​マーティン・​ハリス​に​は、彼かれ​が​よい​と​思おもう​まま​に​受うけ継つぎ​を​得えられる​よう​に、彼かれ​に​関かんする​ほか​の​指し示じ​が​御み霊たま​に​よって​与あたえられる​で​あろう。
39 しかし、彼かれ​は​世よ​の​①誉ほまれ​を​求もとめて​いる​ので、罪つみ​を​悔くい改あらため​させ​なさい。
40 また、わたし​の​僕しもべ​①ウィリアム・​Ｗ・​フェルプス​も、わたし​が​任にん命めい​した​職しょく​に​就ついて、この​地ち​で​彼かれ​の​受うけ継つぎ​を​得える​よう​に​させ​なさい。
41 しかし、彼かれ​も​悔くい改あらためる​必ひつ要よう​が​ある。彼かれ​は​抜ぬきんでる​こと​を​求もとめて、わたし​の​前まえ​に​十分じゅうぶん​柔にゅう和わ​に​なって​いない​ので、主しゅ​なる​わたし​は​彼かれ​を​喜よろこんで​いない​から​で​ある。
42 見みよ、自じ分ぶん​の​罪つみ​を​①悔くい改あらためた​者もの​は​②赦ゆるされ、主しゅ​なる​わたし​は​もう​それ​を​③思おもい起おこさない。
43 人ひと​が​罪つみ​を​悔くい改あらためた​か​どう​か​は、これ​に​よって​分わかる。すなわち、見みよ、彼かれ​は​それ​を​①告こく白はく​し、そして​それ​を​②捨すてる。
44 さて、まことに、わたし​は、わたし​の​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​の​残のこり​に​ついて​言いう。彼かれら​が​この​地ち​で​受うけ継つぎ​を​得える​時とき​は、彼かれら​が​信しん仰こう​の​祈いのり​に​よって​それ​を​望のぞんで、主しゅ​から​定さだめられ​なければ、まだ​長年ながねん​の​間あいだ​来こない。
45 見みよ、彼かれら​は​地ち​の​果はて​から​人々ひとびと​を​①押おし​集あつめ​なければ​ならない​から​で​ある。
46 あなたがた​は​集あつまり​なさい。そして、この​地ち​に​とどまる​よう​に​命めいじられて​いない​者もの​は、周まわり​の​地ち域いき​で​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえ​なさい。それから、自じ分ぶん​の​家いえ​に​帰かえり​なさい。
47 長老ちょうろう​たち​は​途と中ちゅう​で​教おしえ​を​説とき、すべて​の​場ば所しょ​で​真しん理り​に​ついて​①証あかし​を​述のべ、富とんで​いる​者もの​や、地ち位い​の​高たかい​者もの​や​低ひくい​者もの、また​貧まずしい​者もの​に​悔くい改あらため​を​呼よびかけ​なさい。
48 そして、地ち​に​住すむ​者もの​が​悔くい改あらためる​なら​ば、①教きょう会かい​を​築きずき​上あげ​なさい。
49 また、教きょう会かい員いん​の​声こえ​に​よって​オハイオ​の​教きょう会かい​に​代だい理り​人にん​を​定さだめ、①シオン​の​土と地ち​を​購こう入にゅう​する​金銭きんせん​を​受うけ取とらせ​なさい。
50 わたし​は、わたし​の​僕しもべ​シドニー・​リグドン​に​戒いましめ​を​与あたえる。彼かれ​は​御み霊たま​に​よって​知しらされる​まま​に、シオン​の​地ち​の​詳細しょうさい​と​神かみ​の​御み​心こころ​を​知しらせる​声明せいめい​と​を​①記しるさなければ​ならない。
51 また、金銭きんせん​を​得える​ため​に​すべて​の​教きょう会かい​に​渡わたす​手て紙がみ​と​同どう意い​書しょ​を​作さく成せい​して、神かみ​の​子こら​の​受うけ継つぎ​の​地ち​を​購こう入にゅう​する​ため、彼かれ​が​よい​と​思おもう​まま​に、あるいは​彼かれ​が​指し示じ​する​まま​に、ビショップ​か、彼かれ​自じ身しん、あるいは​代だい理り​人にん​の​手て​に​その​金銭きんせん​を​納おさめる​よう​に​しなければ​ならない。
52 見みよ、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。主しゅ​は​弟で子し​たち​と​人ひと​の​子こら​が​その​心こころ​を​開ひらいて、まことに​時じ間かん​の​許ゆるす​かぎり​できる​だけ​早はやく、この​地ち域いき​全体ぜんたい​を​購こう入にゅう​する​こと​を​望のぞんで​いる。
53 見みよ、ここ​に​知ち恵え​が​ある。彼かれら​に​これ​を​行おこなわせ​なさい。そう​で​なければ、彼かれら​は​血ち​を​流ながす​こと​なし​に​は、決けっして​①受うけ継つぎ​を​得えられない​で​あろう。
54 さらに​また、土と地ち​を​手て​に​入いれた​なら​ば、すべて​の​職種しょくしゅ​の​働はたらき手て​を​この​地ち​に​送おくって、神かみ​の​聖せい徒と​たち​の​ため​に​働はたらかせ​なさい。
55 これら​すべて​の​こと​を​秩ちつ序じょ​正ただしく​行おこない​なさい。また、教きょう会かい​の​ビショップ​や​代だい理り​人にん​は、時とき々どき​この​土と地ち​で​得えられる​特とっ権けん​に​ついて​報ほう告こく​する​よう​に​しなさい。
56 集しゅう合ごう​の​業わざ​は​慌あわてる​こと​の​ない​よう​に​し、また​逃にげる​よう​に​して​行おこなう​こと​の​ない​よう​に​しなさい。しかし、それ​は、教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​が​大会たいかい​で​決きめる​とおり​に、また​彼かれら​が​折々おりおり​に​受うける​知ち識しき​に​従したがって​行おこなう​よう​に​しなさい。
57 また、わたし​の​僕しもべ​シドニー・​リグドン​は、この​土と地ち​と​①神殿しんでん​用よう地ち​を​主しゅ​の​ため​に​聖別せいべつ​し、奉ほう献けん​しなさい。
58 大会たいかい​の​集会しゅうかい​を​召集しょうしゅう​しなさい。その後のち、わたし​の​僕しもべ​シドニー・​リグドン​と​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​は​帰かえり、また​彼かれら​と​ともに​オリバー・​カウドリ​も​帰かえって、わたし​が​彼かれら​自じ身しん​の​土と地ち​で​彼かれら​に​指し定てい​した​業わざ​の​残のこり、ならびに​大会たいかい​で​①決定けってい​される​こと​の​残ざん務む​を​果はたし​なさい。
59 また、この​地ち​から​帰かえる​者もの​は、自じ分ぶん​が​知しって​おり、最もっとも​深ふかく​確たしか​に​信しんじて​いる​事こと柄がら​に​ついて、途と中ちゅう​で​①証あかし​を​述のべないで​帰かえる​こと​の​ない​よう​に​しなさい。
60 ザイバ・​ピーターソン​に​授さずけられた​もの​を​彼かれ​から​取とり去さり​なさい。そして、彼かれ​を​教きょう会かい​の​一いち​会員かいいん​として、彼かれ​が​自じ分ぶん​の​すべて​の​罪つみ​に​対たいして​十分じゅうぶん​に​①懲こらしめ​を​受うける​まで、兄きょう弟だい​たち​と​ともに​彼かれ​自じ身しん​の​手て​を​使つかって​働はたらかせ​なさい。彼かれ​は​自じ分ぶん​の​罪つみ​を​告こく白はく​せず、それら​を​隠かくそう​と​考かんがえて​いる​から​で​ある。
61 この​地ち​に​向むかって​いる​この​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​の​残のこり​の​者もの​も、この​地ち​で​大会たいかい​を​開ひらき​なさい。その​中なか​の​ある​者もの​たち​は​非ひ常じょう​に、まことに​計はかり知しれない​ほど​祝しゅく福ふく​されて​いる。
62 わたし​の​僕しもべ​エドワード・​パートリッジ​は、彼かれら​が​開ひらく​大会たいかい​を​指し導どう​しなさい。
63 そして、彼かれら​も​帰かえり、途と中ちゅう​で​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえ、彼かれら​に​明あきらか​に​された​事こと柄がら​に​ついて​証あかし​を​述のべ​なさい。
64 まことに、この​知しらせ​は​この​地ち​から​全ぜん​世せ界かい​に、また​地ち​の​最もっとも​遠とおい​所ところ​まで​出でて​行いく​で​あろう。福ふく音いん​は​すべて​の​造つくられた​もの​に​①宣のべ​伝つたえられ、信しんじる​者もの​に​は​数々かずかず​の​②しるし​が​伴ともなう​で​あろう。
65 そして​見みよ、人ひと​の​子こ​が​①来くる。アーメン。
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第​59​章
千八百三十一​年ねん​八月がつ​七なの日か、ミズーリ​州しゅう​ジャクソン​郡ぐん​シオン​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、百九十六－二百一​ページ）。預よ言げん者しゃ​は​この​啓けい示じ​を​記き録ろく​する​に​先さき立だち、当とう時じ​人々ひとびと​が​集しゅう合ごう​して​いた​シオン​の​地ち​の​様よう子す​を​詳細しょうさい​に​描びょう写しゃ​して​いる。その​土と地ち​は​主しゅ​から​指し示じ​された​とおり​に​聖別せいべつ​され、また​将来しょうらい​の​神殿しんでん​の​ため​の​敷しき地ち​が​奉ほう献けん​された。主しゅ​は​これら​の​戒いましめ​を、特とくに​シオン​の​聖せい徒と​たち​に​当あてはまる​もの​と​して​おられる。
1－4​シオン​の​忠ちゅう実じつ​な​聖せい徒と​たち​は​祝しゅく福ふく​される。​5－8​彼かれら​は​主しゅ​を​愛あいし、主しゅ​に​仕つかえ、主しゅ​の​戒いましめ​を​守まもらなければ​ならない。​9－19​主しゅ​の​日ひ​を​聖きよく​守まもる​こと​に​よって、聖せい徒と​たち​は​物ぶっ質しつ的てき​に​も​霊的れいてき​に​も​祝しゅく福ふく​される。​20－24​義ぎ人じん​は​この世よ​に​おいて​平へい和わ​を、また​来きたる​べき​世よ​に​おいて​永遠えいえん​の​命いのち​を​約やく束そく​される。
1 見みよ。主しゅ​は​言いう。わたし​の​命めいじた​とおり​に、わたし​の​栄えい光こう​に​ひたすら​①目め​を​向むけて​この​地ち​に​上のぼって​来きた​人々ひとびと​は、幸さいわい​で​ある。
2 生いきて​いる​者もの​は​地ち​を​①受うけ継つぎ、②死しぬ​者もの​は​その​労ろう苦く​を​すべて​解とかれて​休やすみ、彼かれら​の​業わざ​は​彼かれら​に​ついて​行いく​から​で​ある。そして、彼かれら​は、わたし​が​彼かれら​の​ため​に​用よう意い​した​父ちち​の​③住すまい​で​④冠かんむり​を​受うける​で​あろう。
3 まことに、わたし​の​福ふく音いん​に​従したがって​いて、自じ分ぶん​の​足あし​で​シオン​の​地ち​に​立たつ​者もの​は、幸さいわい​で​ある。彼かれら​は​地ち​の​良よい​もの​を​報むくい​として​受うける​から​で​ある。そして、地ち​は​①力ちから強づよく​産さんする​で​あろう。
4 彼かれら​は​上うえ​から​の​数々かずかず​の​祝しゅく福ふく​を、また​少すくなからぬ​戒いましめ​を、さらに​時とき​に​かなった​数々かずかず​の​①啓けい示じ​を​冠かんむり​として​与あたえられる​で​あろう。わたし​の​前まえ​に​②忠ちゅう実じつ​かつ​③熱心ねっしん​で​ある​者もの​は、この​とおり​で​ある。
5 それゆえ、わたし​は​彼かれら​に​戒いましめ​を​与あたえて、この​よう​に​言いう。あなた​は​①心こころ​を​尽つくし、勢力せいりょく​と​思おもい​と​力ちから​を​尽つくして、主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​を​②愛あいさなければ​ならない。また、イエス・​キリスト​の​名な​に​よって、神かみ​に​③仕つかえ​なければ​ならない。
6 あなた​は​自じ分ぶん​自じ身しん​を​愛あいする​よう​に​①隣人りんじん​を​愛あいさなければ​ならない。あなた​は​②盗ぬすんで​は​ならない。③姦淫かんいん​を​して​は​ならない。④殺ころして​は​ならない。これ​に​類るいする​こと​を​して​は​ならない。
7 あなた​は​すべて​の​こと​に​ついて、主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​に​①感謝かんしゃ​しなければ​ならない。
8 あなた​は、①義ぎ​を​もって​主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​に​②犠ぎ牲せい​を、すなわち​打うち砕くだかれた​心こころ​と​③悔くいる​霊れい​の​犠ぎ牲せい​を​ささげ​なければ​ならない。
9 また、あなた​は、世よ​の​汚けがれ​に​①染そまらず​に​自みずから​を​さらに​十分じゅうぶん​に​清きよく​保たもつ​ため​に、わたし​の​②聖日せいじつ​に​祈いのり​の​家いえ​に​行いって、聖式せいしき​を​ささげ​なければ​ならない。
10 まことに、この​日ひ​は、あなたがた​の​労ろう苦く​を​解とかれて​休やすみ、いと​高たかき​方かた​に​①礼れい拝はい​を​ささげる​よう​に​定さだめられた​日ひ​だから​で​ある。
11 それでも、あなた​の​誓言せいごん​は、毎日まいにち、また​常つねに、義ぎ​を​もって​ささげ​なければ​ならない。
12 しかし、この​主しゅ​の​日ひ​に、あなた​は​いと​高たかき​方かた​に​あなた​の​①供そなえ物もの​と​聖式せいしき​を​ささげ、また​兄きょう弟だい​たち​と​主しゅ​の​前まえ​に​あなた​の​罪つみ​を​②告こく白はく​しなければ​ならない​こと​を​覚おぼえて​おき​なさい。
13 また、この​日ひ​に​は、あなた​は​ほか​に​何事なにごと​も​しない​よう​に​しなければ​ならない。ただ、あなた​の​食物しょくもつ​を​真ま心ごころ​を​込こめて​準じゅん備び​して、あなた​の​①断食だんじき​が​完全かんぜん​に​なる​よう​に、言いい​換かえれば、あなた​の​②喜よろこび​が​満みたされる​よう​に​する​だけ​で​ある。
14 まことに、これ​は​断食だんじき​と​祈いのり、言いい​換かえれば、喜よろこび​と​祈いのり​で​ある。
15 あなたがた​が、①感謝かんしゃ​して、②楽たのしげ​な​③心こころ​と​表情ひょうじょう​を​もって、しかも、ひどく​④笑わらう​こと​は​罪つみ​で​ある​ので​そう​する​こと​なく、しかし​喜よろこび​の​心こころ​と​楽たのしげ​な​表情ひょうじょう​を​もって、これら​の​こと​を​行おこなう​なら​ば、
16 まことに、わたし​は​言いう​が、あなたがた​が​これ​を​行おこなう​なら​ば、地ち​に​満みちて​いる​もの、すなわち、野の​の​獣けもの​と​空そら​の​鳥とり、また​木き​に​登のぼる​もの​と​地ち上じょう​を​歩あるく​もの​は、あなたがた​の​もの​と​なる。
17 まことに​また、草くさ​と、地ち​から​生しょうじる​良よい​もの​も、あなたがた​の​もの​と​なる。これら​の​もの​は、食物しょくもつ​の​ため、または​衣い服ふく​の​ため、または​家か屋おく​の​ため、または​小こ屋や​の​ため、または​果か樹じゅ園えん​の​ため、または​菜園さいえん​の​ため、または​ぶどう​園えん​の​ため​に​用もちいられる。
18 まことに、季き節せつ​に​応おうじて​①地ち​から​生しょうじる​すべて​の​もの​は、人ひと​の​益えき​と​利り用よう​の​ため、目め​を​楽たのしませ、心こころ​を​喜よろこばせる​ため​に​造つくられて​いる。
19 まことに、食物しょくもつ​の​ため、また​衣い服ふく​の​ため、味あじ​の​ため、また​香かおり​の​ため、体からだ​を​強つよく​する​ため、また​霊れい​を​活かっ気き​づける​ため​に​造つくられて​いる。
20 神かみ​は​これら​の​もの​を​すべて​人ひと​に​与あたえた​こと​を​喜よろこんで​いる。この​目もく的てき​の​ため​に​これら​の​もの​は、思し慮りょ​分別ふんべつ​を​もって、度ど​を​越こさず、貪欲どんよく​に​取とる​こと​なく​使つかう​よう​に​造つくられた​から​で​ある。
21 また、すべて​の​こと​の​中なか​に​神かみ​の​手て​を​①認みとめない​者もの​と、神かみ​の​戒いましめ​に​従したがわない​者もの​の​ほか​に、人ひと​は​どの​よう​な​こと​に​ついて​も​神かみ​を​怒いからせる​こと​は​ない、すなわち、ほか​の​どの​よう​な​人ひと​に​向むかって​も​神かみ​の​激はげしい​怒いかり​は​燃もえない。
22 見みよ、これ​は​律りっ法ぽう​と​預よ言げん者しゃ​に​かなって​いる。それゆえ、この​件けん​に​ついて​これから​は​もう​わたし​を​煩わずらわさない​よう​に​しなさい。
23 しかし、①義ぎ​の​業わざ​を​行おこなう​者もの​は​その​②報むくい​を​受うける、すなわち、この世よ​に​おいて​③平へい和わ​を、また​来きたる​べき​世よ​に​おいて​④永遠えいえん​の​命いのち​を​受うける​と​いう​こと​を​知しって​おき​なさい。
24 主しゅ​なる​わたし​が​これ​を​語かたった。そして、御み霊たま​が​証あかし​する。アーメン。
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第​60​章
千八百三十一​年ねん​八月がつ​八よう日か、ミズーリ​州しゅう​ジャクソン​郡ぐん​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百一－二百二​ページ）。この​とき、東とう部ぶ​へ​帰かえる​よう​に​命めいじられた​長老ちょうろう​たち​は、どの​よう​に​事こと​を​進すすめる​べき​か、また​どの​経けい路ろ​を、どの​よう​な​方ほう法ほう​で​旅たび​を​しなければ​ならない​か​知しりたい​と​望のぞんだ。
1－9​長老ちょうろう​たち​は、悪あく人にん​の​集あつまり​の​中なか​で​福ふく音いん​を​宣のべ​なければ​ならない。​10－14​長老ちょうろう​たち​は​時じ間かん​を​無む駄だ​に​過すごして​は​ならず、自じ分ぶん​の​タラント​を​隠かくして​は​ならない。​15－17​彼かれら​は​福ふく音いん​を​拒こばむ​者もの​に​対たいする​証あかし​として、自じ分ぶん​の​足あし​を​洗あらう​こと​が​できる。
1 見みよ、自じ分ぶん​たち​が​出でて​来きた​地ち​に​速すみやか​に​帰かえら​なければ​ならない​主しゅ​の​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​に、主しゅ​は​この​よう​に​言いう。見みよ、あなたがた​が​ここ​に​上のぼって​来きた​こと​を、わたし​は​喜よろこんで​いる。
2 しかし、ある​人々ひとびと​に​ついて​は、わたし​は​心こころ​から​喜よろこんで​は​いない。彼かれら​は​①口くち​を​開ひらこう​と​せず、人ひと​を​②恐おそれて、わたし​が​与あたえた​タラント​を​③隠かくして​いる​から​で​ある。この​よう​な​者もの​は​災わざわい​で​ある。わたし​の​怒いかり​は​彼かれら​に​向むかって​燃もえて​いる​から​で​ある。
3 そして、彼かれら​は​もっと​わたし​に​忠ちゅう実じつ​で​なければ、持もって​いる​もの​まで​も​①取とり上あげられる​で​あろう。
4 主しゅ​なる​わたし​は、上うえ​は​天てん​で​治おさめ、また​地ち​の​①軍勢ぐんぜい​の​中なか​で​も​治おさめて​いる​から​で​ある。そして、わたし​が​自じ分ぶん​の​②宝石ほうせき​を​集あつめる​日ひ​に、すべて​の​人ひと​は、神かみ​の​力ちから​を​示しめす​もの​が​何なにか​を​知しる​で​あろう。
5 しかし​まことに、わたし​は、あなたがた​が​出でて​来きた​地ち​に​帰かえる​旅たび​に​ついて​語かたろう。舟ふね​を​造つくろう​と​買かおう​と、あなたがた​が​よい​と​思おもう​よう​に​しなさい。それ​は​わたし​に​とって​は​問題もんだい​で​は​ない。そして、セントルイス​と​呼よばれて​いる​地ち​に​向むかって​速すみやか​に​旅たび​に​出で​なさい。
6 そこ​から、わたし​の​僕しもべ​たち​シドニー・​リグドン​と、ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と、オリバー・​カウドリ​は、シンシナティ​に​向むけて​旅たび​を​しなさい。
7 この​地ち​で、彼かれら​は​声こえ​を​上あげ、また​怒いかったり​疑うたがったり​しない​で​聖きよい​手て​を​挙あげて、大おおきな​声こえ​で​わたし​の​言こと葉ば​を​告つげ​なさい。わたし​は​あなたがた​を​①聖きよく​する​こと​が​でき、あなたがた​の​罪つみ​は​②赦ゆるされて​いる。
8 また、残のこり​の​者もの​は、二ふた人り​ずつ​組くんで​セントルイス​から​旅たび​を​し、彼かれら​が​出でて​来きた​それぞれ​の​教きょう会かい​に​帰かえり​着つく​まで、悪あく人にん​の​集あつまり​の​中なか​で​急いそぐ​こと​なく​御み​言こと葉ば​を​宣のべ​なさい。
9 これ​は​すべて​それぞれ​の​教きょう会かい​の​ため​で​ある。この​目もく的てき​で​わたし​は​彼かれら​を​遣つかわした​の​で​ある。
10 また、わたし​の​僕しもべ​①エドワード・​パートリッジ​は、わたし​が​与あたえた​金銭きんせん​の​一いち部ぶ​を、戻もどる​よう​に​命めいじられて​いる​わたし​の​長老ちょうろう​たち​に​分わけ​与あたえ​なさい。
11 そして、できる​者もの​に​は​代だい理り​人にん​を​通とおして​それ​を​返金へんきん​させ​なさい。また、できない​者もの​に​は​それ​は​求もとめられて​いない。
12 さて、わたし​は​この​地ち​に​来くる​こと​に​なって​いる​残のこり​の​者もの​に​ついて​語かたる。
13 見みよ、彼かれら​は​悪あく人にん​の​集あつまり​の​中なか​で​わたし​の​福ふく音いん​を​宣のべる​ため​に​遣つかわされて​いる。それゆえ、わたし​は​彼かれら​に​戒いましめ​を​与あたえる。それ​は​次つぎ​の​とおり​で​ある。すなわち、あなた​は​時じ間かん​を​①無む駄だ​に​過すごして​は​ならず、また​②タラント​を​隠かくして、それ​が​知しられない​よう​に​して​は​ならない。
14 あなた​は​シオン​の​地ち​に​上のぼって​来きて、わたし​の​言こと葉ば​を​宣言せんげん​した​後のち、速すみやか​に​帰かえって、悪あく人にん​の​集あつまり​の​中なか​で、急いそぐ​こと​なく、①怒いかったり​争あらそったり​せず​に、わたし​の​言こと葉ば​を​宣言せんげん​しなければ​ならない。
15 また、あなた​を​受うけ入いれない​者もの​たち​に​対たいして、あなた​の​足あし​の​①ちり​を​払はらい​落おとし​なさい。ただし、彼かれら​を​怒いからせる​こと​の​ない​よう​に、彼かれら​の​前まえ​で​せず​に、ひそか​に​しなさい。また、裁さばき​の​日ひ​に​おける​彼かれら​に​対たいする​証あかし​として、あなた​の​足あし​を​洗あらい​なさい。
16 見みよ、あなたがた​の​ため​に​は​これ​で​十分じゅうぶん​で​あり、これ​が​あなたがた​を​遣つかわした​者もの​の​思おもい​で​ある。
17 また、シドニー・​リグドン​と​オリバー・​カウドリ​に​関かんして​は、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​の​口くち​を​通とおして​知しらされる​で​あろう。残のこり​は​この​後のち​に。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
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第​61​章
千八百三十一​年ねん​八月がつ​十二​日にち、ミズーリ​川がわ​の​マクイルウェインズ・​ベンド​の​岸きし​で、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百二－二百五​ページ）。預よ言げん者しゃ​と​十​人にん​の​長老ちょうろう​たち​は、カートランド​へ​の​帰き路ろ、カヌー​で​ミズーリ​川がわ​を​下くだった。その​旅たび​の​三みっ日か​目め​に、彼かれら​は​多おおく​の​危き険けん​な​経験けいけん​を​した。ウィリアム・​Ｗ・​フェルプス​長老ちょうろう​は、白はく昼ちゅう​の​示じ現げん​の​中なか​で、滅ほろぼす​者もの​が​力ちから​を​もって​水みず​の​面おもて​を​進すすんで​行いく​の​を​見みた。
1－12​主しゅ​は​水みず​の​上うえ​に​多おおく​の​滅ほろび​が​ある​よう​に​定さだめられた。​13－22​水みず​は​ヨハネ​に​よって​のろわれた。そして、滅ほろぼす​者もの​が​水みず​の​面おもて​を​進すすんで​行いく。​23－29​ある​人々ひとびと​は​水みず​に​命めいじる​力ちから​を​持もつ。​30－35​長老ちょうろう​たち​は​二ふた人り​ずつ​組くんで​旅たび​を​し、福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえ​なければ​ならない。​36－39​長老ちょうろう​たち​は​人ひと​の​子こ​の​来らい臨りん​の​ため​に​備そなえ​なければ​ならない。
1 見みよ、一いっ切さい​の​①権けん威い​を​持もつ​者もの、永遠えいえん​から​永遠えいえん​に​わたって​存そん在ざい​する​者もの、すなわち、②アルパ​で​あり​オメガ​で​あり、初はじめ​で​あり​終おわり​で​ある​者もの​の​声こえ​を​聴きき​なさい。
2 見みよ、この​場ば所しょ​に​集あつまって​いる​あなたがた、おお、わたし​の​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​よ、主しゅ​なる​わたし​は​罪つみ​を​①赦ゆるし、また​へりくだった​心こころ​を​もって​自じ分ぶん​の​罪つみ​を​②告こく白はく​する​者もの​たち​に​③憐あわれみ​深ぶかい​ので、今いま​罪つみ​が​赦ゆるされて​いる​あなたがた​に、主しゅ​は​まことに​この​よう​に​言いう。
3 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。川かわ​の​両岸りょうがん​に​住すむ​者もの​たち​が​不ふ​信しん仰こう​で​滅ほろび​つつ​ある​とき​に、わたし​の​長老ちょうろう​たち​の​この​一いっ行こう​全ぜん員いん​が​水みず​の​上うえ​を​速はやく​進すすんで​行いく​こと​は​必ひつ要よう​で​は​ない。
4 それでも、わたし​は、あなたがた​が​証あかし​を​述のべられる​よう​に、水みず​の​上うえ​を​行いく​こと​を​許ゆるした。見みよ、水みず​の​上うえ​に​は​多おおく​の​危き険けん​が​あり、特とくに​この​後のち​さらに​多おおく​なる。
5 主しゅ​なる​わたし​が​怒いかって、水みず​の​上うえ​に​多おおく​の​滅ほろび​が​ある​よう​に​定さだめた​から​で​ある。そして、これら​の​水みず​の​上うえ​に​は​特とくに​そう​で​ある。
6 それでも、すべて​の​肉にく​なる​もの​は​わたし​の​手て​の​内うち​に​あり、あなたがた​の​中なか​の​忠ちゅう実じつ​な​者もの​は、水みず​に​よって​滅ほろびる​こと​は​ない。
7 さて、わたし​の​僕しもべ​シドニー・​ギルバート​と​わたし​の​僕しもべ​①ウィリアム・​Ｗ・​フェルプス​は、急いそいで​彼かれら​の​用よう向むき​と​使し命めい​に​就つく​こと​が​必ひつ要よう​で​ある。
8 それでも、わたし​は、あなたがた​が​自じ分ぶん​の​すべて​の​罪つみ​に​対たいして​①懲こらしめ​を​受うける​まで、あなたがた​を​別わかれ​させよう​と​しなかった。それ​は、あなたがた​が​一つ​と​なる​ため​で​あり、また​あなたがた​が​②悪あく​の​中なか​で​滅ほろびない​ため​で​ある。
9 しかし​今いま、まことに、わたし​は​言いう。あなたがた​が​別わかれる​こと​は、わたし​に​とって​必ひつ要よう​で​ある。それゆえ、わたし​の​僕しもべ​シドニー・​ギルバート​と​ウィリアム・​Ｗ・​フェルプス​を、彼かれら​の​以い前ぜん​の​一いっ行こう​と​ともに​行いかせ​なさい。使し命めい​を​果はたす​ため​に、急いそいで​旅たび​を​させ​なさい。そう​すれ​ば、信しん仰こう​に​よって​彼かれら​は​勝しょう利り​を​得える​で​あろう。
10 彼かれら​は​忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば、守まもられる​で​あろう。主しゅ​なる​わたし​は​彼かれら​と​ともに​いる​で​あろう。
11 また、残のこり​の​者もの​は、着きる​物もの​として​必ひつ要よう​な​もの​を​携たずさえて​行いき​なさい。
12 わたし​の​僕しもべ​シドニー・​ギルバート​に​は、あなたがた​が​同どう意い​する​まま​に、あなたがた​に​必ひつ要よう​の​ない​もの​を​携たずさえて​行いかせ​なさい。
13 さて​見みよ、①あなたがた​の​ため​に、わたし​は​これら​の​こと​に​関かんして​②戒いましめ​を​与あたえた。また、主しゅ​なる​わたし​は、昔むかし​の​人々ひとびと​と​行おこなった​よう​に​あなたがた​と​論ろんじよう。
14 見みよ、主しゅ​なる​わたし​は​初はじめ​に​①水みず​を​祝しゅく福ふく​した​が、終おわり​の​時とき​に​は、わたし​の​僕しもべ​ヨハネ​の​口くち​に​よって​②水みず​を​のろった。
15 それゆえ、肉にく​なる​もの​が​水みず​の​上うえ​で​安全あんぜん​で​ない​時とき​が​来くる。
16 来きたる​べき​時とき​に​は、心こころ​の​まっすぐ​な​者もの​の​ほか​に​は、だれ​も​水みず​の​上うえ​を​シオン​の​地ち​に​上のぼって​行いく​こと​は​できない​と​言いわれる​で​あろう。
17 また、主しゅ​なる​わたし​は​初はじめ​に​地ち​を​①のろった​よう​に、終おわり​の​時とき​に​は、ふさわしい​とき​に​地ち​を​わたし​の​聖せい徒と​たち​が​使つかう​ため​に​祝しゅく福ふく​して、彼かれら​が​地ち​の​豊ゆたか​な​もの​に​あずかれる​よう​に​した。
18 さて、わたし​は​あなたがた​に​一つ​の​戒いましめ​を​与あたえる。わたし​は​一ひと人り​に​言いう​こと​を​すべて​の​者もの​に​言いう。あなたがた​は​これら​の​水みず​に​関かんして​兄きょう弟だい​たち​に​前まえもって​警けい告こく​して、彼かれら​が​これら​の​水みず​の​上うえ​を​旅たび​を​して​来こない​よう​に​しなければ​ならない。そう​で​なければ、彼かれら​の​信しん仰こう​は​なくなり、彼かれら​は​わな​に​かけられる。
19 主しゅ​なる​わたし​が​定さだめ、滅ほろぼす​者もの​が​水みず​の​面おもて​を​進すすんで​行いく。わたし​は​その​定さだめ​を​取とり消けさない。
20 主しゅ​なる​わたし​は​昨日き の う​は​あなたがた​の​こと​を​怒いかった​が、今日き ょ う​は、わたし​の​怒いかり​も​解とけて​いる。
21 それゆえ、急いそいで​旅たび​に​出で​なければ​ならない​と​わたし​が​語かたった​者もの​たち​に、もう​一いち度ど​わたし​は​あなたがた​に​言いう​が、彼かれら​に​急いそいで​旅たび​を​させ​なさい。
22 しばし​の​後のち、彼かれら​が​自じ分ぶん​の​使し命めい​を​果はたす​なら​ば、彼かれら​が​水すい路ろ​を​取とろう​と、陸りく路ろ​を​取とろう​と、問題もんだい​で​は​ない。その後のち​は、彼かれら​の​判断はんだん​に​従したがって、彼かれら​に​知しらされる​まま​に​して​おき​なさい。
23 さて、わたし​の​僕しもべ​たち​シドニー・​リグドン​と、ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と、オリバー・​カウドリ​に​関かんして​で​ある​が、彼かれら​は、家いえ​に​向むかう​旅たび​で​は、運うん河が​の​上うえ​の​ほか​は​再ふたたび​水みず​の​上うえ​を​行いかない​よう​に​しなさい。言いい​換かえれば、彼かれら​は​運うん河が​の​ほか​は、水みず​の​上うえ​を​旅たび​して​は​ならない。
24 見みよ、主しゅ​なる​わたし​は、わたし​の​聖せい徒と​たち​の​旅たび​の​ため​に​一つ​の​道みち​を​定さだめた。見みよ、これ​が​その​道みち​で​ある。すなわち、彼かれら​は​旅たび​を​して​シオン​の​地ち​に​上のぼって​行いく​よう​に​命めいじられたら、運うん河が​を​離はなれた​後のち​は、陸りく路ろ​を​行いかなければ​ならない。
25 彼かれら​は​途と中ちゅう​で​①天てん幕まく​を​張はり​ながら、イスラエル​の​子こら​の​よう​に​旅たび​を​しなければ​ならない。
26 見みよ、あなたがた​は​この​戒いましめ​を​すべて​の​兄きょう弟だい​たち​に​伝つたえ​なければ​ならない。
27 それでも、水みず​に​命めいじる​①力ちから​を​与あたえられる​者もの​に​は、御み霊たま​に​よって、主しゅ​の​すべて​の​道みち​を​知しる​こと​が​許ゆるされる。
28 それゆえ、その​者もの​に​は、この​後のち​わたし​が​望のぞむ​とおり​に、陸りく上じょう​で​あろう​と​水上すいじょう​で​あろう​と、生いける​神かみ​の​御み霊たま​が​命めいじる​まま​に​行おこなわせ​なさい。
29 また、聖せい徒と​たち​が​旅たび​を​する​経けい路ろ、すなわち​主しゅ​の​陣営じんえい​の​聖せい徒と​たち​が​旅たび​を​する​道みち​は、あなたがた​に​示しめされて​いる。
30 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​たち​シドニー・​リグドン​と、ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と、オリバー・​カウドリ​は、シンシナティ​に​到とう着ちゃく​する​まで、悪あく人にん​の​集あつまり​の​中なか​で​口くち​を​開ひらいて​は​ならない。
31 そして、その​場ば所しょ​で、彼かれら​は​その​民たみ​に​対たいして、すなわち​滅めつ亡ぼう​の​機き​が​まさに​①熟じゅくして​いる​民たみ​に​対たいして、神かみ​に、すなわち​その​民たみ​の​悪あく事じ​に​その​怒いかり​を​燃もやして​いる​神かみ​に​声こえ​を​上あげ​なければ​ならない。
32 また、彼かれら​は、そこ​から​兄きょう弟だい​たち​の​集あつまり​に​向むかって​旅たび​を​しなさい。彼かれら​の​働はたらき​が​まことに​今いま、悪あく人にん​の​集あつまり​の​中なか​に​おける​より​も、彼かれら​の​中なか​に​おいて​大おおいに​望のぞまれて​いる​から​で​ある。
33 さて、残のこり​の​者もの​に​ついて​で​ある​が、彼かれら​は​旅たび​を​して、御み​言こと葉ば​が​与あたえられる​の​に​応おうじて、悪あく人にん​の​集あつまり​の​中なか​で​御み​言こと葉ば​を​①告つげ​なさい。
34 彼かれら​は​これ​を​行おこなう​なら​ば、その​衣ころも​から​①汚けがれ​が​除のぞかれて、わたし​の​前まえ​に​汚けがれ​の​ない​者もの​と​なる​で​あろう。
35 彼かれら​は、全ぜん員いん​一いっ緒しょ​で​あろう​と、①二ふた人り​ずつ​で​あろう​と、彼かれら​が​よい​と​思おもう​まま​に​旅たび​を​しなさい。ただ、わたし​が​心こころ​から​喜よろこんで​いる​わたし​の​僕しもべ​たち​レイノルズ・​カフーン​と​サミュエル・​Ｈ・​スミス​は、家いえ​に​帰かえり​着つく​まで​別わかれて​は​ならない。これ​は​わたし​の​内うち​に​ある、ある​賢明けんめい​な​目もく的てき​の​ため​で​ある。
36 さて、まことに、あなたがた​に​言いう。そして、わたし​は​一ひと人り​に​言いう​こと​を​すべて​の​者もの​に​言いう。①幼おさない​子こ供ども​たち​よ、元げん気き​を​出だし​なさい。わたし​は​あなたがた​の​②中なか​に​おり、あなたがた​を​③見み捨すてて​いない​から​で​ある。
37 あなたがた​が​わたし​の​前まえ​に​へりくだった​ので、①王おう国こく​の​祝しゅく福ふく​は​あなたがた​の​もの​で​ある。
38 人ひと​の​子こ​の​来らい臨りん​を​待まち望のぞんで、腰こし​に​帯おび​を​締しめ、①目め​を​覚さまして​いて、まじめ​で​あり​なさい。あなたがた​の​思おもいがけない​とき​に、人ひと​の​子こ​は​来くる​から​で​ある。
39 あなたがた​は、①誘ゆう惑わく​に​陥おちいらない​よう​に​②常つねに​祈いのって、生いきる​も​死しぬ​も​主しゅ​の​来くる​日ひ​に​堪たえられる​よう​に​しなさい。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
GS「力」

	◀②
GS「アルパとオメガ」

	◀2①
モサ4・10－11、GS「赦し」

	◀②
GS「告白」

	◀③
GS「憐れみ」

	◀7①
GS「フェルプス，ウィリアム・Ｗ」

	◀8①
GS「邪悪」

	◀②
GS「懲らしめ」

	◀13①
教義21・6

	◀②
GS「戒め（神の）」

	◀14①
創世1・20

	◀②
黙示8・8－11

	◀17①
モセ4・23

	◀25①
民数9・18

	◀27①
GS「神権」「力」

	◀31①
アル37・31、ヒラ13・14、教義101・11

	◀33①
GS「証する」「宣べ伝える」

	◀34①
2ニフ9・44、ヤコ2・2、モサ2・28

	◀35①
GS「伝道活動」

	◀36①
ヨハ13・33

	◀②
マタ18・20

	◀③
イザ41・15－17、1ニフ21・14－15

	◀37①
教義50・35

	◀38①
GS「見守る，見守る者」

	◀39①
GS「誘惑」

	◀②
GS「祈り」


第​62​章
千八百三十一​年ねん​八月がつ​十三​日にち、ミズーリ​州しゅう​チャリトン​の​ミズーリ​川がわ​の​岸きし​で、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百五－二百六​ページ）。この​日ひ、インディペンデンス​から​カートランド​へ​向むかって​いた​預よ言げん者しゃ​と​その​一いっ行こう​は、シオン​の​地ち​へ​向むかって​いた​数すう​人にん​の​長老ちょうろう​たち​に​出で会あい、喜よろこび​の​あいさつ​を​交かわした​後のち​に​この​啓けい示じ​を​受うけた。
1－3​証あかし​は​天てん​で​記き録ろく​されて​いる。​4－9​長老ちょうろう​たち​は、自みずから​の​判断はんだん​力りょく​に​従したがって、また​御み霊たま​に​より​導みちびかれる​まま​に、旅たび​を​して、教おしえ​を​説とかなければ​ならない。
1 見みよ、おお、わたし​の​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​よ、聴きき​なさい。主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ、すなわち​イエス・​キリスト、あなたがた​の​①弁べん護ご​者しゃ、人ひと​の​弱よわさ​を​知しって​おり、②誘ゆう惑わく​を​受うける​者もの​たち​を​③助たすける​方ほう法ほう​を​知しって​いる​者もの​は​言いう。
2 まことに、わたし​の​目め​は、シオン​の​地ち​に​まだ​上のぼって​来きて​いない​者もの​たち​の​うえ​に​ある。シオン​の​地ち​に​まだ​上のぼって​来きて​いない​ので、あなたがた​の​使し命めい​は​まだ​果はたされて​いない。
3 それでも、あなたがた​は​祝しゅく福ふく​されて​いる。あなたがた​が​述のべた​①証あかし​は、天てん使し​たち​が​見みる​ため​に​天てん​で​②記き録ろく​されて​いる​から​で​ある。そして、天てん使し​たち​は​あなたがた​の​こと​を​喜よろこんで​おり、あなたがた​の​③罪つみ​は​赦ゆるされて​いる。
4 さて、あなたがた​の​旅たび​を​続つづけ​なさい。①シオン​の​地ち​に​集あつまって、集会しゅうかい​を​開ひらき、ともに​喜よろこび​合あい、いと​高たかき​方かた​に​聖式せいしき​を​ささげ​なさい。
5 その後のち、あなたがた​は​証あかし​する​ため​に​帰かえって​よい。すなわち、あなたがた​が​よい​と​思おもう​まま​に、全ぜん員いん​一いっ緒しょ​に​帰かえろう​と、二ふた人り​ずつ​で​帰かえろう​と、問題もんだい​で​は​ない。ただ、忠ちゅう実じつ​で​あって、地ち​に​住すむ​者もの​に、すなわち​悪あく人にん​の​集あつまり​の​中なか​で​喜よろこび​の​おとずれ​を​①告つげ​なさい。
6 見みよ、主しゅ​なる​わたし​は、あなたがた​の​中なか​の​忠ちゅう実じつ​な​者もの​が​守まもられて​ミズーリ​の​地ち​で​ともに​喜よろこび​合あう​と​いう​約やく束そく​が​果はたされる​よう​に、あなたがた​を​集あつめて​きた。主しゅ​なる​わたし​は​忠ちゅう実じつ​な​者もの​に​約やく束そく​を​与あたえ、①偽いつわり​を​言いう​こと​が​できない。
7 あなたがた​の​中なか​の​だれか​が、馬うま​か、らば​か、馬ば車しゃ​に​乗のる​こと​を​望のぞみ、かつ​すべて​の​こと​に​①感謝かんしゃ​の​心こころ​を​もって​主しゅ​の​手て​から​この​祝しゅく福ふく​を​受うける​なら​ば、主しゅ​なる​わたし​は​喜よろこんで、彼かれ​が​それ​を​受うけられる​よう​に​しよう。
8 これら​の​こと​は、判断はんだん​力りょく​と​御み霊たま​の​指し示じ​に​従したがって​行おこなう​よう​に​あなたがた​に​任まかされて​いる。
9 見みよ、①王おう国こく​は​あなたがた​の​もの​で​ある。見みよ、見みよ、わたし​は​常つねに​忠ちゅう実じつ​な​者もの​と​②ともに​いる。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
教義45・3－4、GS「弁護者」

	◀②
GS「誘惑」

	◀③
ヘブ2・18、アル7・12

	◀3①
ルカ12・8－9、GS「証」

	◀②
GS「命の書」

	◀③
教義84・61

	◀4①
教義57・1－2

	◀5①
GS「伝道活動」

	◀6①
エテ3・12

	◀7①
GS「感謝」

	◀9①
教義61・37

	◀②
マタ28・20


第​63​章
千八百三十一​年ねん​八月がつ​下げ旬じゅん、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百六－二百十一​ページ）。預よ言げん者しゃ、シドニー・​リグドン、および​オリバー・​カウドリ​は、ミズーリ​へ​の​訪問ほうもん​を​終おえて、八月がつ​二十七​日にち​に​カートランド​に​到とう着ちゃく​して​いた。預よ言げん者しゃ​は​この​啓けい示じ​の​記き録ろく​の​前まえ書がき​として、次つぎ​の​よう​に​記しるして​いる。「教きょう会かい​の​この​幼よう年ねん​期き​に、何なんら​か​の​点てん​で​わたしたち​の​救すくい​に​かかわって​いる​あらゆる​事こと柄がら​に​ついて、主しゅ​の​言こと葉ば​を​頂いただきたい​と​いう​切せつなる​願ねがい​が​あった。また、シオン​の​地ち​は​今いま​考かんがえられて​いる​最もっとも​重じゅう要よう​な​この世よ​的てき​な​関かん心しん事じ​で​あった​ので、わたし​は、聖せい徒と​の​集しゅう合ごう​と、土と地ち​の​購こう入にゅう​と、その​ほか​の​事こと柄がら​に​ついて​もっと​知しる​ため​に​主しゅ​に​尋たずねた。」（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百七​ページ）
1－6​激はげしい​怒いかり​の​日ひ​が​悪あく人にん​に​及およぶ。​7－12​しるし​は​信しん仰こう​に​よって​生しょうじる。​13－19​心こころ​の​中なか​で​姦淫かんいん​を​する​者もの​は​信しん仰こう​を​否ひ定てい​する。そして、火ひ​の​池いけ​に​投なげ込こまれる。​20​忠ちゅう実じつ​な​者もの​は、変貌へんぼう​した​地ち球きゅう​上じょう​で​受うけ継つぎ​を​得える。​21​変貌へんぼう​の​山やま​で​の​出で来き事ごと​に​ついて​の​完全かんぜん​な​記き録ろく​は、まだ​明あきらか​に​されて​いない。​22－23​従順じゅうじゅん​な​者もの​は​王おう国こく​の​奥おく義ぎ​を​受うける。​24－31​シオン​に​おける​受うけ継つぎ​は、購こう入にゅう​しなければ​ならない。​32－35​主しゅ​は​戦せん争そう​を​定さだめて​おられ、悪あく人にん​が​悪あく人にん​を​殺ころす。​36－48​聖せい徒と​たち​は​シオン​に​集しゅう合ごう​し、シオン​を​築きずき​上あげる​ため​に​金銭きんせん​を​提供ていきょう​しなければ​ならない。​49－54​忠ちゅう実じつ​な​者もの​に​は、再臨さいりん​の​時とき、復ふっ活かつ​の​時とき、福ふく千せん年ねん​の​間あいだ​に​数々かずかず​の​祝しゅく福ふく​が​与あたえられる​こと​が​保ほ証しょう​される。​55－58​今いま​は​警けい告こく​の​時とき​で​ある。​59－66​権能けんのう​を​持もたず​に​主しゅ​の​名な​を​使つかう​者もの​たち​が、御み​名な​を​みだり​に​唱となえて​いる。
1 聴きき​なさい、おお、人々ひとびと​よ。心こころ​を​開ひらき、遠とおく​から​耳みみ​を​傾かたむけ​なさい。主しゅ​の​民たみ​と​自じ称しょう​する​あなたがた​は、聴きき​なさい。主しゅ​の​言こと葉ば​と、あなたがた​に​関かんする​主しゅ​の​思おもい​を​聞きき​なさい。
2 まことに、わたし​は​言いう。悪あく人にん​と​①背そむく​者もの​に​向むかって​怒いかり​を​燃もやして​いる​者もの​の​言こと葉ば​を​聞きき​なさい。
3 まことに​自じ分ぶん​が​①取とりたい​と​思おもう​者もの​たち​を​取とり、また​自じ分ぶん​が​命いのち​を​守まもりたい​と​思おもう​者もの​たち​の​命いのち​を​守まもる​者もの、
4 自じ分ぶん​の​意い​の​まま、思おもい​の​まま​に​築きずき​上あげる​者もの、自じ分ぶん​が​よい​と​思おもう​とき​に​滅ほろぼす​者もの、霊れい​を​地じ獄ごく​に​投なげ​落おとす​こと​の​できる​者もの​の​言こと葉ば​を​聞きき​なさい。
5 見みよ、主しゅ​なる​わたし​が​声こえ​を​発はっする​と、それ​に​は​従したがわなければ​ならない。
6 それゆえ、まことに、わたし​は​言いう。悪あく人にん​は​用心ようじん​し、背そむく​者もの​は​恐おそれ​おののき、信しんじない​者もの​は​口くち​を​つぐみ​なさい。①激はげしい​怒いかり​の​日ひ​が​②旋風せんぷう​の​よう​に​これら​の​者もの​に​及およぶ​から​で​ある。そして、すべて​の​肉にく​なる​もの​は​わたし​が​神かみ​で​ある​こと​を​③知しる​で​あろう。
7 しるし​を​求もとめる​者もの​は​①しるし​を​見みる​が、救すくい​に​は​至いたらない。
8 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​の​中なか​に​しるし​を​求もとめる​者もの​たち​が​いる。この​よう​な​者もの​は、まことに​初はじめ​から​いた。
9 しかし​見みよ、信しん仰こう​は​しるし​に​よって​は​生しょうじない​が、信しんじる​者もの​に​は​しるし​が​伴ともなう。
10 まことに、しるし​は​①信しん仰こう​に​よって​生しょうじる。それら​は​人ひと​の​意い志し​に​よらず、人ひと​の​欲ほっする​まま​に​で​は​なく、神かみ​の​思おもい​に​よる。
11 まことに、しるし​は​信しん仰こう​に​よって​生しょうじ、力ちから​ある​業わざ​を​もたらす。①信しん仰こう​が​なければ、だれ​も​神かみ​に​喜よろこばれない。また、神かみ​の​怒いかり​を​受うける​者もの​を、神かみ​が​心こころ​から​喜よろこぶ​こと​は​ない。それゆえ、この​よう​な​者もの​に、神かみ​は​何なんの​しるし​も​示しめさず、ただ​②激はげしく​怒いかって​③罪つみ​の​宣せん告こく​を​下くだす​だけ​で​ある。
12 それゆえ、あなたがた​の​中なか​の、信しん仰こう​の​ため​に​しるし​と​不ふ思し議ぎ​を​求もとめて​いて、人々ひとびと​を​益えきして​わたし​の​栄えい光こう​を​もたらす​ため​に​これら​を​求もとめよう​と​しない​者もの​たち​を、主しゅ​なる​わたし​は​喜よろこばない。
13 さて、わたし​は​戒いましめ​を​与あたえる。多おおく​の​者もの​が​わたし​の​戒いましめ​から​離はなれ​去さり、それら​を​守まもって​こなかった。
14 あなたがた​の​中なか​に、①姦淫かんいん​を​した​男だん女じょ​が​いた。その​うち​の​ある​者もの​たち​は​あなたがた​から​離はなれ​去さった。しかし、ほか​の​者もの​たち​は​あなたがた​の​中なか​に​とどまって​おり、彼かれら​に​ついて​は​この​後のち、明あきらか​に​される​で​あろう。
15 この​よう​な​者もの​たち​は​気き​を​つけて、速すみやか​に​悔くい改あらため​なさい。そう​しなければ、裁さばき​が​わな​の​よう​に​これら​の​者もの​に​及および、彼かれら​の​愚おろかさ​が​明あきらか​に​され、彼かれら​の​業わざ​が​人々ひとびと​の​目め​の​前まえ​で​彼かれら​に​ついて​行いく​で​あろう。
16 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​が​前まえ​に​言いった​よう​に、①情じょう欲よく​を​抱いだいて​女おんな​を​②見みる​者もの​は、すなわち​だれか​心こころ​の​中なか​で​③姦淫かんいん​を​する​なら​ば、彼かれら​は​御み霊たま​を​持もたなくなり、信しん仰こう​を​否ひ定てい​し、恐おそれる​よう​に​なる。
17 それゆえ、主しゅ​なる​わたし​は​言いって​きた。すなわち、①恐おそれる​者もの、信しんじない​者もの、すべて​②偽いつわり​を​言いう​者もの、偽いつわり​を​好このんで​③行おこなう​者もの、みだら​な​行おこない​を​する​者もの、魔ま術じゅつ​を​使つかう​者もの​は、④火ひ​と​硫い黄おう​の​燃もえる​池いけ​で​報むくい​を​受うける。これ​が​⑤第だい二に​の​死し​で​ある。
18 まことに、わたし​は​言いう。彼かれら​は​①第だい一いち​の​復ふっ活かつ​に​あずからない。
19 さて​見みよ、主しゅ​なる​わたし​は​あなたがた​に​言いう。これら​の​事こと柄がら​が​あなたがた​の​中なか​に​ある​ので、あなたがた​は​①義ぎ​と​されない。
20 それ​に​も​かかわらず、信しん仰こう​を​もって​①堪たえ忍しのび、わたし​の​思おもう​ところ​を​行おこなう​者もの​は、勝しょう利り​を​得えて、地ち上じょう​で​②受うけ継つぎ​を​得える​で​あろう。それ​は、変貌へんぼう​の​日ひ​が​来くる​時とき、
21 ①大だい地ち​が​まことに​わたし​の​使し徒と​たち​に​②山さん上じょう​で​示しめされた​ひながた​に​倣ならって​③変貌へんぼう​する​時とき​の​こと​で​ある。その​出で来き事ごと​に​ついて​の​完全かんぜん​な​記き録ろく​を、あなたがた​は​まだ​受うけて​いない。
22 さて、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​思おもい​を​あなたがた​に​知しらせる​と​言いった​よう​に、見みよ、わたし​は​あなたがた​に​それ​を​知しらせよう。しかし、戒いましめ​として​で​は​ない。わたし​の​戒いましめ​を​守まもろう​と​しない​多おおく​の​者もの​が​いる​から​で​ある。
23 しかし、わたし​の​戒いましめ​を​守まもる​者もの​に、わたし​は、わたし​の​王おう国こく​の​①奥おく義ぎ​を​与あたえよう。それ​は​彼かれ​の​内うち​で​②生いける​水みず​の​井い戸ど​と​なり、そこ​から​永遠えいえん​の​命いのち​に​至いたる​水みず​が​③わき出でる​で​あろう。
24 さて​見みよ、主しゅ​の​聖せい徒と​たち​に​関かんする​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​の​思おもい​は、彼かれら​が​シオン​の​地ち​に​集あつまる​こと​で​ある。しかし、混乱こんらん​が​起おこって​疫えき病びょう​を​もたらす​こと​の​ない​ため​に、急いそいで​は​ならない。
25 見みよ、①シオン​の​地ち​を。主しゅ​なる​わたし​は、それ​を​わたし​自じ身しん​の​手て​の​中なか​に​保たもつ。
26 それでも、主しゅ​なる​わたし​は、カイザル​の​もの​は​①カイザル​に​返かえす。
27 それゆえ、主しゅ​なる​わたし​は、あなたがた​が​土と地ち​を​購こう入にゅう​する​こと​を​望のぞんで​いる。それ​に​よって、あなたがた​が​世よ​に​対たいして​有ゆう利り​な​立たち場ば​を​得える​よう​に、世よ​に​対たいして​権けん利り​を​持もつ​よう​に、また​彼かれら​が​そそのかされて​怒いかる​こと​の​ない​よう​に​する​ため​で​ある。
28 なぜなら​ば、①サタン​が​彼かれら​の​心こころ​の​中なか​に、あなたがた​に​対たいして​怒いかる​思おもい​と、血ち​を​流ながそう​と​する​思おもい​を​入いれる​から​で​ある。
29 それゆえ、シオン​の​地ち​は、購こう入にゅう​に​よる​か、流りゅう血けつ​に​よる​か、それ​以い外がい​で​は​得えられない。そう​で​なければ、あなたがた​の​ため​に​受うけ継つぎ​は​ない。
30 そして、もし​購こう入にゅう​に​よる​と​すれ​ば、見みよ、あなたがた​は​祝しゅく福ふく​される。
31 もし​流りゅう血けつ​に​よる​と​すれ​ば、あなたがた​は​血ち​を​流ながす​こと​を​禁きんじられて​いる​ので、見みよ、敵てき​は​あなたがた​を​襲おそい、あなたがた​は​鞭むち打うたれて​町まち​から​町まち​へ、会堂かいどう​から​会堂かいどう​へ​と​追おわれる。そして、残のこって​受うけ継つぎ​を​得える​者もの​は​わずか​で​あろう。
32 主しゅ​なる​わたし​は​悪あく人にん​の​こと​を​怒いかって​おり、地ち​に​住すむ​者もの​に​わたし​の​御み霊たま​を​与あたえる​の​を​控ひかえて​いる。
33 わたし​は​激はげしく​怒いかって​誓ちかい、地ち​の​面おもて​に​①戦せん争そう​が​ある​よう​に​定さだめた。そこで、悪あく人にん​は​悪あく人にん​を​殺ころし、恐きょう怖ふ​が​すべて​の​人ひと​に​及およぶ​で​あろう。
34 また、①聖せい徒と​たち​も​ほとんど​逃のがれられない。それ​に​も​かかわらず、主しゅ​なる​わたし​は​彼かれら​と​ともに​おり、また、天てん​から、父ちち​の​もと​から​②降くだって​来きて、消けす​こと​の​できない​③火ひ​で​④悪あく人にん​を​焼やき​尽つくそう。
35 見みよ、これ​は​まだ​で​は​ある​が、やがて​起おこる。
36 それゆえ、主しゅ​なる​わたし​は、これら​すべて​の​こと​が​地ち​の​面おもて​に​ある​よう​に​定さだめた​ので、わたし​の​聖せい徒と​たち​が​シオン​の​地ち​に​集あつまる​よう​に​望のぞんで​いる。
37 また、すべて​の​人ひと​が​その​手て​に​①義ぎ​を​取とり、その​腰こし​に​忠ちゅう信しん​を​まとい、地ち​に​住すむ​者もの​に​②警けい告こく​の​声こえ​を​上あげ、③荒こう廃はい​が​悪あく人にん​に​及およぶ​こと​を​言こと葉ば​と​逃にげ​去さる​こと​の​両方りょうほう​に​よって​告つげ​知しらせる​よう​に​と、わたし​は​望のぞんで​いる。
38 それゆえ、この​農のう場じょう​に​住すんで​いる​カートランド​の​わたし​の​弟で子し​たち​は、この世よ​の​もの​を​整ととのえ​なさい。
39 この​農のう場じょう​を​管かん理り​して​いる​わたし​の​僕しもべ​タイタス・​ビリングズ​は、来春らいしゅん​シオン​の​地ち​に​旅たび​を​する​準じゅん備び​が​できる​よう​に、土と地ち​を​処分しょぶん​しなさい。わたし​が​命めいじる​まで​行いかない​よう​に​わたし​自じ身しん​の​ため​に​残のこして​おく​人々ひとびと​を​除のぞき、この​地ち​に​住すんで​いる​人々ひとびと​と​ともに​行いき​なさい。
40 また、節約せつやく​できる​金銭きんせん​を​すべて​シオン​の​地ち​に​送おくり、これ​を​受うけ取とる​ため​に​わたし​が​任にん命めい​して​おいた​人々ひとびと​に​届とどく​よう​に​しなさい。それ​が​少すくない​か​多おおい​か、それ​は​問題もんだい​で​は​ない。
41 見みよ、主しゅ​なる​わたし​は、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​に、シオン​の​地ち​に​上のぼって​行いかなければ​ならない​者もの​と、わたし​の​弟で子し​たち​の​うち​で​とどまら​なければ​ならない​者もの​と​を、御み霊たま​に​よって​①見み分わける​こと​の​できる​力ちから​を​与あたえよう。
42 わたし​の​僕しもべ​ニューエル・​Ｋ・​ホイットニー​に​は、彼かれ​の​店みせ、言いい​換かえれば、その​店みせ​を、もう​しばし​の​間あいだ​保ほ持じ​させ​なさい。
43 それでも、彼かれ​が​分わけ​与あたえる​こと​の​できる​金銭きんせん​を​すべて​分わけて、シオン​の​地ち​に​送おくらせ​なさい。
44 見みよ、これら​の​こと​は​彼かれ​の​手て​に​ゆだねられて​いる。彼かれ​に、知ち恵え​に​従したがって​行おこなわせ​なさい。
45 まことに、わたし​は​言いう。この​地ち​に​とどまる​弟で子し​たち​の​ため​に、彼かれ​を​代だい理り​人にん​として​聖任せいにん​しなさい。彼かれ​を​この​力ちから​を​有ゆうする​職しょく​に​聖任せいにん​しなさい。
46 そして、わたし​の​僕しもべ​オリバー・​カウドリ​と​ともに、今いま​速すみやか​に​諸しょ​教きょう会かい​を​訪おとずれ​させ、これら​の​こと​を​詳くわしく​説明せつめい​させ​なさい。見みよ、わたし​の​思おもい​は​これ​で​ある。すなわち、彼かれら​が​わたし​の​指し示じ​した​よう​に​金銭きんせん​を​得える​こと​で​ある。
47 ①忠ちゅう実じつ​で​あって​堪たえ忍しのぶ​者もの​は、世よ​に​打うち勝かつ​で​あろう。
48 シオン​の​地ち​に​宝たから​を​送おくる​者もの​は、この世よ​に​おいて​①受うけ継つぎ​を​得え、その​業わざ​は​彼かれ​に​ついて​行いき、また​彼かれ​は​来きたる​べき​世よ​に​おいて​も​報むくい​を​受うける​で​あろう。
49 また、今いま​から​後のち、主しゅ​に​あって​①死しぬ​者もの​は​幸さいわい​で​ある。主しゅ​が​来きて、古ふるい​もの​が​②過すぎ去さり、万物ばんぶつ​が​新あたらしく​なる​とき、彼かれら​は​死し者しゃ​の​中なか​から​③よみがえり、その後のち​④死しぬ​こと​は​なく、聖せい​なる​都みやこ​に​おいて​主しゅ​の​前まえ​で​受うけ継つぎ​を​得える​で​あろう。
50 また、主しゅ​が​来くる​とき​に​生いきて​いて、信しん仰こう​を​保たもって​いる​者もの​は、①幸さいわい​で​ある。それでも、その​人ひと​は​人間にんげん​の​寿命じゅみょう​で​②死しぬ​よう​に​定さだめられる。
51 それゆえ、子こ供ども​たち​は​高こう齢れい​に​なる​まで​①成長せいちょう​し、高こう齢れい​の​人々ひとびと​は​死しぬ。しかし、彼かれら​は​地ち​の​中なか​に​眠ねむる​こと​は​なく、一いっ瞬しゅん​の​うち​に​②変かえられる。
52 したがって​この​ため​に、使し徒と​たち​は​世よ​の​人々ひとびと​に​死し者しゃ​の​復ふっ活かつ​を​宣のべ​伝つたえた​の​で​ある。
53 これら​の​こと​は、あなたがた​が​待まち​望のぞまなければ​ならない​こと​で​ある。そして、主しゅ​の​言いい方かた​で​語かたれ​ば、これら​の​こと​は​もう​①近ちかづいて​おり、将来しょうらい、すなわち​人ひと​の​子こ​の​来らい臨りん​の​日ひ​に​ある。
54 その​とき​まで、賢かしこい​①おとめ​たち​の​中なか​に​愚おろか​な​おとめ​が​いる​で​あろう。そして​その​とき​に、義ぎ人じん​と​悪あく人にん​の​完全かんぜん​な​分ぶん離り​が​ある。その​日ひ​に、わたし​は、わたし​の​天てん使し​たち​を​②遣つかわし、悪あく人にん​を​抜ぬき取とって、消けす​こと​の​できない​火ひ​の​中なか​に​投なげ込こもう。
55 さて​見みよ、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。主しゅ​なる​わたし​は、わたし​の​僕しもべ​①シドニー・​リグドン​を​喜よろこばない。彼かれ​は​心こころ​の​中なか​で​②高たかぶり、勧かん告こく​を​受うけ入いれず、御み霊たま​を​悲かなしませた。
56 それゆえ、彼かれ​の​①書かいた​もの​を​主しゅ​は​受うけ入いれない​ので、彼かれ​は​別べつ​の​もの​を​もう​一つ​作つくら​なければ​ならない。そして、もしも​主しゅ​が​それ​を​受うけ入いれ​なければ、見みよ、彼かれ​は​わたし​が​任にん命めい​した​職しょく​に​もはや​とどまらない​で​あろう。
57 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。悔くい改あらためる​よう​罪人つみびと​に​①警けい告こく​したい​と​心こころ​の​中なか​で​柔にゅう和わ​に​望のぞんで​いる​②者もの​たち​を、この​力ちから​を​有ゆうする​職しょく​に​聖任せいにん​しなさい。
58 今いま​は​警けい告こく​の​時とき​で​あり、多おおく​の​言こと葉ば​を​費ついやす​時とき​で​は​ない​から​で​ある。終おわり​の​時とき​に​主しゅ​なる​わたし​が​侮あなどられる​こと​は​ない。
59 見みよ、わたし​は​上うえ​から​来きた​者もの​で​あり、わたし​の​力ちから​は​下した​に​ある。わたし​は​万物ばんぶつ​の​上うえ​に​あり、万物ばんぶつ​の​中なか​に​あり、万物ばんぶつ​を​貫つらぬいて​あり、また​すべて​の​こと​を​①究きわめて​いる。そして、万物ばんぶつ​が​わたし​に​従したがう​日ひ​が​来くる。
60 見みよ、わたし​は​①アルパ​で​あり​オメガ​で​ある。すなわち、イエス・​キリスト​で​ある。
61 それゆえ、すべて​の​人ひと​は、わたし​の​①名な​を​どの​よう​に​口くち​に​する​か​気き​を​つけ​なさい。
62 見みよ、まことに、わたし​は​言いう。この​罪つみ​の​宣せん告こく​を​受うける​多おおく​の​者もの​が​いる。彼かれら​は​主しゅ​の​名な​を​使つかい、権能けんのう​を​持もたず​に​みだり​に​それ​を​使つかって​いる。
63 それゆえ、教きょう会かい員いん​は​罪つみ​を​悔くい改あらため​なさい。そう​すれ​ば、主しゅ​なる​わたし​は​彼かれら​を​自じ分ぶん​の​もの​と​する。そう​で​なければ、彼かれら​は​絶たたれる​で​あろう。
64 上うえ​から​来くる​もの​は​①神聖しんせい​で​あり、それ​に​ついて​は​注ちゅう意い​して、御み霊たま​の​促うながし​に​よって​②語かたる​よう​に​しなければ​ならない​こと​を​覚おぼえて​おき​なさい。こう​すれ​ば、罪つみ​の​宣せん告こく​を​受うける​こと​は​なく、あなたがた​は​③祈いのり​に​よって​御み霊たま​を​受うける。それゆえ、こう​しなければ​罪つみ​の​宣せん告こく​が​ある。
65 わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と​シドニー・​リグドン​は、①祈いのり​に​よって​御み霊たま​に​より​教おしえられる​まま​に、家いえ​を​一軒けん​捜さがし​求もとめ​なさい。
66 これら​の​こと​は​忍耐にんたい​を​もって​打うち勝かつ​よう​に​す​べき​もの​で​あり、そう​すれ​ば、彼かれら​は​さらに​優すぐれた、永遠えいえん​の​①重おもみ​の​ある​②栄えい光こう​を​受うける​こと​が​できる。そう​で​なければ、もっと​大おおきな​罪つみ​の​宣せん告こく​を​受うける。アーメン。
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第​64​章
千八百三十一​年ねん​九月がつ​十一​日にち、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百十一－二百十四​ページ）。預よ言げん者しゃ​は​ミズーリ​に​行いって​いた​間あいだ​中ちゅう断だん​して​いた『聖せい書しょ』​の​翻ほん訳やく​の​仕し事ごと​を​再開さいかい​する​ため​に、オハイオ​州しゅう​ハイラム​に​転てん居きょ​する​準じゅん備び​を​して​いた。（ミズーリ​州しゅう）シオン​へ​旅たび​を​する​よう​に​命めいじられた​兄きょう弟だい​たち​の​一いっ行こう​は、十月がつ​に​出しゅっ発ぱつ​する​ため​の​準じゅん備び​に​本ほん格かく的てき​に​携たずさわって​いた。この​多た忙ぼう​な​とき​に、この​啓けい示じ​が​与あたえられた。
1－11​聖せい徒と​たち​は​互たがいに​赦ゆるし​合あう​よう​に​命めいじられる。そう​しなければ、もっと​大おおきな​罪つみ​が​彼かれら​の​中なか​に​残のこる。​12－22​悔くい改あらためない​者もの​は、教きょう会かい員いん​の​前まえ​に​連つれて来こなければ​ならない。​23－25​什じゅう分ぶん​の​一いち​を​納おさめる​者もの​は、主しゅ​の​来らい臨りん​の​時とき​に​焼やかれない。​26－32​聖せい徒と​たち​は​負ふ債さい​を​抱かかえる​こと​の​ない​よう​に​警けい告こく​される。​33－36​背そむく​者もの​は​シオン​から​絶たたれる。​37－40​教きょう会かい​は​もろもろ​の​国こく民みん​を​裁さばく。​41－43​シオン​は​栄さかえる。
1 見みよ、主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は、あなたがた​に​この​よう​に​言いう。おお、わたし​の​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​よ、あなたがた​は​耳みみ​を​傾かたむけて​聞きき、あなたがた​に​関かんする​わたし​の​思おもい​を​受うけ入いれ​なさい。
2 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​は​あなたがた​が​世よ​に​①打うち勝かつ​よう​に​望のぞんで​いる​ので、あなたがた​を​②哀あわれもう。
3 あなたがた​の​中なか​に​罪つみ​を​犯おかした​者もの​たち​が​いる。しかし、まことに、わたし​は​言いう。この度たび​に​限かぎって、わたし​自じ身しん​の​①栄えい光こう​と​人々ひとびと​の​救すくい​の​ため​に、わたし​は​あなたがた​の​罪つみ​を​②赦ゆるした。
4 わたし​は​あなたがた​に​王おう国こく​を​与あたえた​ので、あなたがた​に​憐あわれみ​深ぶかく​あろう。
5 王おう国こく​の​奥おく義ぎ​の​①鍵かぎ​は、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​が​わたし​の​②定さだめ​に​従したがう​かぎり、彼かれ​が​生いきて​いる​間あいだ、わたし​が​定さだめた​方ほう法ほう​に​よって​彼かれ​から​取とり去さられる​こと​は​ない。
6 理り由ゆう​も​なく​彼かれ​に​反対はんたい​する​機き​を​うかがって​きた​者もの​たち​が​いる。
7 それでも、彼かれ​は​罪つみ​を​犯おかして​きた。しかし、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。主しゅ​なる​わたし​は、わたし​の​前まえ​に​自じ分ぶん​の​罪つみ​を​①告こく白はく​して​赦ゆるし​を​求もとめる​者もの​たち​で、②死し​に​至いたる​罪つみ​を​犯おかして​いない​者もの​たち​に​ついて​は​罪つみ​を​③赦ゆるす。
8 昔むかし​の​わたし​の​弟で子し​たち​は、互たがいに​①機き​を​うかがい​合あい、また​その​心こころ​の​中なか​で​互たがい​を​赦ゆるさなかった。そして、この​悪あく​の​ゆえ​に​彼かれら​は​苦くるしめられ、ひどく​②懲こらしめられた。
9 それゆえ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​は​互たがいに​①赦ゆるし​合あう​べき​で​ある。自じ分ぶん​の​兄きょう弟だい​の​過あやまち​を​②赦ゆるさない​者もの​は、主しゅ​の​前まえ​に​罪つみ​が​ある​と​され、彼かれ​の​中なか​に​もっと​大おおきな​罪つみ​が​残のこる​から​で​ある。
10 主しゅ​なる​わたし​は、わたし​が​赦ゆるそう​と​思おもう​者もの​を​①赦ゆるす。しかし、あなたがた​に​は、すべて​の​人ひと​を​②赦ゆるす​こと​が​求もとめられる。
11 あなたがた​は​心こころ​の​中なか​で​言いう​べき​で​ある。すなわち、「神かみ​が​わたし​と​あなた​の​間あいだ​を​①裁さばき、あなた​の​②行おこない​に​応おうじて​あなた​に​報むくいて​くださる​よう​に」と。
12 また、自じ分ぶん​の​罪つみ​を​悔くい改あらためず、それ​を​告こく白はく​しない​者もの​を、あなたがた​は​①教きょう会かい員いん​の​前まえ​に​連つれて来きて、戒いましめ​に​よろう​と​啓けい示じ​に​よろう​と、聖文せいぶん​が​あなたがた​に​言いって​いる​とおり​に​彼かれ​に​対処たいしょ​しなければ​ならない。
13 神かみ​が​たたえられる​よう​に、あなたがた​は​これ​を​行おこなわなければ​ならない。それ​は、あなたがた​が​思おもいやり​を​持もって​いない​ので​赦ゆるさない​ため​で​は​なく、あなたがた​の​立りっ法ぽう​者しゃ​に​対たいして​罪つみ​を​犯おかす​こと​の​ない​よう​に​律りっ法ぽう​の​目め​で​義ぎ​と​される​ため​で​ある。
14 まことに、わたし​は​言いう。この​理り由ゆう​で、あなたがた​は​これら​の​こと​を​行おこなわなければ​ならない。
15 見みよ、主しゅ​なる​わたし​は、わたし​の​僕しもべ​で​あった​エズラ・​ブース​と、また​わたし​の​僕しもべ​アイザック・​モーリー​の​こと​を​怒いかった。それ​は、彼かれら​が​律りっ法ぽう​も​戒いましめ​も​守まもらなかった​から​で​ある。
16 彼かれら​は​心こころ​の​中なか​で​悪あく​を​求もとめた。そこで、主しゅ​なる​わたし​は、わたし​の​御み霊たま​を​与あたえず​に​おいた。彼かれら​は​まったく​悪あく​の​ない​もの​を​悪あく​と​して​①非ひ難なん​した。それでも、わたし​は​わたし​の​僕しもべ​アイザック・​モーリー​を​赦ゆるした。
17 また、わたし​の​僕しもべ​①エドワード・​パートリッジ​も、見みよ、彼かれ​も​罪つみ​を​犯おかし、②サタン​は​彼かれ​の​霊れい​を​滅ほろぼそう​と​して​いる。しかし、これら​の​こと​が​彼かれら​に​知しらされて、彼かれら​が​悪あく​を​悔くい改あらためる​とき、彼かれら​は​赦ゆるされる。
18 さて、まことに、わたし​は​言いう。わたし​の​僕しもべ​シドニー・​ギルバート​が、数すう​週間しゅうかん​後ご​に​自じ分ぶん​の​仕し事ごと​に​戻もどり、シオン​の​地ち​に​おける​代だい理り​人にん​の​業ぎょう務む​に​携たずさわる​こと、
19 また、彼かれ​の​見み聞きき​した​こと​を​わたし​の​弟で子し​たち​に​知しらせて、彼かれら​が​滅ほろびない​よう​に​する​こと​は、わたし​に​とって​必ひつ要よう​で​ある。この​ため​に、わたし​は​これら​の​こと​を​語かたって​きた​の​で​ある。
20 さらに​また、あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​アイザック・​モーリー​が、耐たえられない​よう​な​①誘ゆう惑わく​を​受うけて、あなたがた​の​害がい​と​なる​誤あやまった​助じょ言げん​を​する​こと​の​ない​ため​に、わたし​は​彼かれ​の​農のう場じょう​を​売うる​よう​に​命めいじた。
21 わたし​は、わたし​の​僕しもべ​フレデリック・​Ｇ・​ウィリアムズ​が​彼かれ​の​農のう場じょう​を​売うる​こと​は​望のぞまない。主しゅ​なる​わたし​は、五​年ねん​の​間あいだ、カートランド​の​地ち​に​一つ​の​とりで​を​保ほ持じ​したい​から​で​ある。その​間あいだ​は、その​こと​に​よって​何人なんにん​か​の​者もの​たち​を​救すくえる​よう​に、わたし​は​悪あく人にん​を​打うち​滅ほろぼさない。
22 その​時とき​が​過すぎる​と、主しゅ​なる​わたし​は、素す直なお​な​心こころ​で​シオン​の​地ち​に​上のぼって​行いく​者もの​を​だれ​も​罪つみ​が​ある​と​は​しない。主しゅ​なる​わたし​は、人ひと​の​子こら​の​①心こころ​を​求もとめる​から​で​ある。
23 見みよ、今いま、人ひと​の​子こ​の​①来らい臨りん​まで​は​②今日き ょ う​と​呼よばれる。まことに、今日き ょ う​は​③犠ぎ牲せい​の​日ひ​で​あり、わたし​の​民たみ​が​什じゅう分ぶん​の​一いち​を​納おさめる​日ひ​で​ある。④什じゅう分ぶん​の​一いち​を​納おさめる​者もの​は、主しゅ​の​来らい臨りん​の​時とき​に​⑤焼やかれない​で​あろう。
24 今日き ょ う​が​過すぎる​と、①焼やき払はらい​が​ある。これ​は​主しゅ​の​言いい方かた​で​ある。まことに、わたし​は​言いう。明あ日す、すべて​②高たかぶる​者もの​と​悪あく​を​行おこなう​者もの​は、わら​の​よう​に​なる。わたし​は​彼かれら​を​焼やき​尽つくそう。わたし​は​万軍ばんぐん​の​主しゅ​で​ある。わたし​は​③バビロン​に​とどまる​者もの​を​だれ​も​容よう赦しゃ​しない。
25 それゆえ、あなたがた​は​わたし​を​信しんじる​なら​ば、今日き ょ う​と​呼よばれる​うち​に​働はたらく​で​あろう。
26 また、わたし​の​僕しもべ​で​ある​①ニューエル・​Ｋ・​ホイットニー​と​シドニー・​ギルバート​が、ここ​に​ある​彼かれら​の​②店みせ​と​所しょ有ゆう​物ぶつ​を​売うる​こと​は、適切てきせつ​で​は​ない。この​地ち​に​とどまって​いる​教きょう会かい員いん​の​残のこり​が​シオン​の​地ち​に​上のぼって​行いく​まで、それら​の​もの​を​売うる​の​は​賢明けんめい​で​は​ない​から​で​ある。
27 見みよ、あなたがた​の​敵てき​に​対たいして​①負ふ債さい​を​抱かかえる​こと​は、わたし​の​律りっ法ぽう​の​中なか​で​言いわれて​いる、つまり​禁きんじられて​いる。
28 しかし​見みよ、主しゅ​が​主しゅ​の​欲ほっする​とき​に​受うけ取とり、主しゅ​の​よい​と​思おもう​まま​に​支し払はらう​こと​も​して​は​ならない​と​は、どんな​とき​に​も​言いわれて​いない。
29 さて、あなたがた​は​代だい理り​人にん​で​ある​ので、主しゅ​の​用よう向むき​を​受うけて​いる。そして、あなたがた​が​主しゅ​の​思おもい​に​従したがって​行おこなう​こと​は​何なん​で​あろう​と、主しゅ​の​業ぎょう務む​で​ある。
30 主しゅ​は​この​終おわり​の​時とき​に、主しゅ​の​聖せい徒と​たち​が​シオン​の​地ち​で​①受うけ継つぎ​を​得えられる​よう​に、彼かれら​に​必ひつ要よう​な​もの​を​与あたえる​ため​に​あなたがた​を​任にん命めい​した。
31 見みよ、主しゅ​なる​わたし​は​あなたがた​に​宣言せんげん​する。そして、わたし​の​①言こと葉ば​は​確たしか​で​あり、②果はたされない​こと​は​ない。すなわち、彼かれら​は​受うけ継つぎ​を​得える​で​あろう。
32 しかし、すべて​の​こと​は​時じ節せつ​に​かなって​起おこる。
33 それゆえ、善ぜん​を​行おこなう​こと​に​①疲つかれ​果はてて​は​ならない。あなたがた​は​一つ​の​大おおいなる​業わざ​の​基もとい​を​据すえ​つつ​ある​から​で​ある。そして、②小ちいさな​こと​から​大おおいなる​こと​が​生しょうじる​の​で​ある。
34 見みよ、主しゅ​は​①心こころ​と​進すすんで​行おこなう​精神せいしん​と​を​②求もとめる。そして、進すすんで​行おこなう​③従順じゅうじゅん​な​者もの​は、この​終おわり​の​時とき​に​シオン​の​地ち​の​良よい​もの​を​食たべる​で​あろう。
35 しかし、①背そむく​者もの​は​シオン​の​地ち​から​②絶たたれ、追おい出だされ、その​地ち​を​受うけ継つがない。
36 まことに、わたし​は​言いう。背そむく​者もの​は​①エフライム​の​血けっ統とう​に​属ぞくさない​ので、彼かれら​は​抜ぬき取とられる。
37 見みよ、主しゅ​なる​わたし​は​この​終おわり​の​時とき​に、わたし​の​教きょう会かい​を、もろもろ​の​国こく民みん​を​裁さばく​ため​に​丘おか​の​上うえ、あるいは​高たか​い​場ば所しょ​に​座ざ​を​占しめる​裁さい判ばん官かん​の​よう​に​した。
38 シオン​に​住すむ​者もの​は、シオン​に​関かんする​すべて​の​こと​を​①裁さばく​で​あろう。
39 そして、偽いつわり​を​言いう​者もの​や​偽ぎ善ぜん​者しゃ​は​シオン​に​住すむ​者もの​たち​に​よって​立りっ証しょう​され、また​①使し徒と​で​も​預よ言げん者しゃ​で​も​ない​者もの​たち​は​知しられる​よう​に​なる。
40 また、①判はん士し​で​ある​②ビショップ​や、その​顧こ問もん​たち​で​さえ、もしも​彼かれら​が​自じ分ぶん​の​③管かん理り人にん​の​職しょく​に​忠ちゅう実じつ​で​なければ​罪つみ​が​ある​と​され、④ほか​の​人々ひとびと​が​代かわり​に​立たてられる。
41 見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。①シオン​は​栄さかえて、主しゅ​の​②栄えい光こう​が​その​うえ​に​ある​で​あろう。
42 そして、シオン​は​民たみ​の​ため​に​①旗はた​と​なり、天てん下か​の​あらゆる​国くに​から​人々ひとびと​が​シオン​に​来くる​で​あろう。
43 地ち​の​もろもろ​の​国こく民みん​が​シオン​の​ゆえ​に​①おののき、シオン​の​恐おそろしい​者もの​たち​の​ゆえ​に​恐おそれる​日ひ​が​来くる​で​あろう。主しゅ​が​これ​を​語かたった。アーメン。
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第​65​章
千八百三十一​年ねん​十月がつ、オハイオ​州しゅう​ハイラム​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百十八​ページ）。預よ言げん者しゃ​は​この​啓けい示じ​を​一つ​の​祈いのり​と​称しょうして​いる。
1－2​神かみ​の​王おう国こく​の​鍵かぎ​が​地ち上じょう​の​人ひと​に​ゆだねられて​おり、福ふく音いん​の​大たい義ぎ​は​勝しょう利り​を​得える。​3－6​福ふく千せん年ねん​の​天てん​の​王おう国こく​が​来きて、地ち上じょう​の​神かみ​の​王おう国こく​と​一つ​に​なる。
1 見みよ、高たかい​所ところ​から​遣つかわされた​者もの、力ちから強づよく​勢力せいりょく​の​ある​者もの、地ち​の​果はて​まで​出でて​行いく​者もの、まことに​その​声こえ​が​人々ひとびと​に​及およぶ​者もの​の​声こえ​を​聴きき​なさい。「①主しゅ​の​道みち​を​備そなえ、その​道筋みちすじ​を​まっすぐ​に​せよ。」
2 ①神かみ​の​王おう国こく​の​②鍵かぎ​は​地ち上じょう​の​人ひと​に​ゆだねられて​おり、あたかも​人ひと手で​に​よらず​に​山やま​から​切きり出だされた​③石いし​が​全ぜん​地ち​に​④満みちる​まで​転ころがり​進すすむ​よう​に、そこ​から​福ふく音いん​は​地ち​の​果はて​まで​転ころがり​進すすむ​で​あろう。
3 まことに、一つ​の​声こえ​は​叫さけぶ。「あなたがた​は​主しゅ​の​道みち​を​備そなえ、小こ羊ひつじ​の​①婚宴こんえん​を​備そなえ、②花婿はなむこ​の​ため​に​用よう意い​を​せよ。」
4 主しゅ​に​祈いのり、主しゅ​の​聖せい​なる​名な​を​呼よび、主しゅ​の​驚おどろく​べき​業わざ​を​人々ひとびと​の​間あいだ​に​知しらせ​なさい。
5 主しゅ​に​呼よび​求もとめて、主しゅ​の​王おう国こく​が​地ち上じょう​に​進すすみ​行ゆく​よう​に​して、地ち​に​住すむ​者もの​が​それ​を​受うけ入いれて​来きたる​べき​時とき​に​備そなえられる​よう​に​しなさい。その​とき、人ひと​の​子こ​は、地ち上じょう​に​建たてられた​①神かみ​の​王おう国こく​に​会あう​ため​に、その​②栄えい光こう​の​輝かがやき​を​③まとって​天てん​の​中なか​を​降くだって​④来くる​で​あろう。
6 その​ため​に、①神かみ​の​王おう国こく​が​進すすみ​行ゆき​ます​よう​に。それ​に​よって、②天てん​の​王おう国こく​が​来きて、おお、神かみ​よ、あなた​が​天てん​で​も​地ち上じょう​で​も​たたえられ、あなた​の​敵てき​が​征服せいふく​され​ます​よう​に。誉ほまれ​と​力ちから​と​栄えい光こう​は、とこしえ​に​いつまで​も​③あなた​の​もの​です。アーメン。
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	◀②
黙示11・15

	◀③
歴上29・11


第​66​章
千八百三十一​年ねん​十月がつ​二十五​日にち、オハイオ​州しゅう​オレンジ​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百十九－二百二十一​ページ）。この​日ひ​は、ある​重じゅう要よう​な​大会たいかい​の​初日しょにち​で​あった。預よ言げん者しゃ​は​この​啓けい示じ​の​前まえ書がき​として、「ウィリアム・​Ｅ・​マクレラン​の​求もとめ​に​応おうじて、わたし​は​主しゅ​に​尋たずね、次つぎ​の​啓けい示じ​を​受うけた」（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百二十​ページ）と​記しるして​いる。
1－4​永遠えいえん​の​聖せい約やく​は​完全かんぜん​な​福ふく音いん​で​ある。​5－8​長老ちょうろう​たち​は​宣のべ​伝つたえ、証あかし​し、人々ひとびと​と​論ろんじ​なければ​ならない。​9－13​主しゅ​の​業わざ​に​おいて​忠ちゅう実じつ​に​仕つかえる​者もの​は、永遠えいえん​の​命いのち​の​受うけ継つぎ​を​保ほ証しょう​される。
1 見みよ、主しゅ​は​この​よう​に​わたし​の​僕しもべ​ウィリアム・​Ｅ・​マクレラン​に​言いう。あなた​は​自じ分ぶん​の​罪ざい悪あく​を​捨すてて、わたし​の​真しん理り​を​受うけ入いれた​ので、幸さいわい​で​ある、と​主しゅ​なる​あなた​の​贖あがない主ぬし、世よ​の​救すくい主ぬし、すなわち、わたし​の​名な​を​①信しんじる​すべて​の​者もの​の​救すくい主ぬし​は​言いう。
2 まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​は​わたし​の​①永遠えいえん​の​聖せい約やく、すなわち、人ひと​の​子こら​の​もと​に​送おくり出だされた​わたし​の​完全かんぜん​な​福ふく音いん​を​受うけ入いれて​いる​ので、幸さいわい​で​ある。それ​は、昔むかし​の​使し徒と​たち​と​預よ言げん者しゃ​たち​に​よって​書かき記しるされた​とおり、人ひと​の​子こら​が​②命いのち​を​得えて、終おわり​の​時とき​に​明あきらか​に​される​栄えい光こう​に​あずかる​者もの​と​される​ため​で​ある。
3 まことに、わたし​は​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​ウィリアム​に​言いう。あなた​は​清きよい​が、完全かんぜん​に​清きよい​わけ​で​は​ない。それゆえ、わたし​の​目め​に​かなわない​事こと柄がら​を​悔くい改あらため​なさい、と​主しゅ​は​言いう。主しゅ​は​あなた​に​それら​の​事こと柄がら​を​①知しらせる​から​で​ある。
4 さて、まことに、主しゅ​なる​わたし​は、わたし​が​あなた​に​ついて​何なに​を​望のぞんで​いる​か、すなわち、あなた​に​関かんする​わたし​の​思おもい​は​何なん​で​ある​か​を​あなた​に​示しめそう。
5 見みよ、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。わたし​の​思おもい​は、あなた​が​わたし​の​福ふく音いん​を​地ち方ほう​から​地ち方ほう​へ、町まち​から​町まち​へ、すなわち、それ​が​宣言せんげん​されて​いない​それら​の​周まわり​の​地ち域いき​で​①宣言せんげん​する​こと​で​ある。
6 この​地ち​に​長ながい​間あいだ​とどまって​は​ならない。シオン​の​地ち​に​まだ​上のぼって​行いって​は​ならない。しかし、あなた​は​送おくれる​だけ​送おくり​なさい。それ​以い外がい​に、あなた​の​財ざい産さん​の​こと​を​考かんがえて​は​ならない。
7 東ひがし​の​地ち方ほう​へ​①行いき、あらゆる​場ば所しょ​で​すべて​の​人ひと​に​向むかって、また​彼かれら​の​会堂かいどう​で、②証あかし​を​述のべ、人々ひとびと​と​論ろんじ​なさい。
8 わたし​の​僕しもべ​サミュエル・​Ｈ・​スミス​を​あなた​と​ともに​行いかせ​なさい。そして、彼かれ​を​見み捨すてない​よう​に​し、彼かれ​に​あなた​の​指し示じ​を​与あたえ​なさい。忠ちゅう実じつ​な​者もの​は​あらゆる​所ところ​で​①強つよく​される​で​あろう。また、主しゅ​なる​わたし​は​あなた​と​ともに​行いこう。
9 病びょう人にん​に​あなた​の​①手て​を​置おき​なさい。そう​すれ​ば、②快復かいふく​する​で​あろう。主しゅ​なる​わたし​が​あなた​を​遣つかわす​まで、帰かえって​は​ならない。苦く難なん​の​中なか​で​忍耐にんたい​強づよく​あり​なさい。③求もとめ​なさい。そう​すれ​ば、与あたえられる​で​あろう。たたき​なさい。そう​すれ​ば、開ひらかれる​で​あろう。
10 煩わずらわされない​よう​に​しなさい。すべて​の​不ふ義ぎ​を​捨すて​なさい。①姦淫かんいん​を​して​は​ならない。これ​は​あなた​が​悩なやまされて​きた​誘ゆう惑わく​で​ある。
11 これら​の​言こと葉ば​を​①守まもり​なさい。これら​の​言こと葉ば​は​真実しんじつ​で​あり、確たしか​で​ある。また、あなた​は​自じ分ぶん​の​務つとめ​を​尊とうとんで​大おおいなる​もの​と​し、多おおく​の​人ひと​を、その​頭こうべ​に​与あたえられる​永遠えいえん​の​喜よろこび​の​②歌うた​と​ともに、③シオン​に​押おし進すすめ​なければ​ならない。
12 最さい後ご​まで​これら​の​こと​を​①続つづけ​なさい。そう​すれ​ば​あなた​は、恵めぐみ​と​真しん理り​に​満みちて​おられる​父ちち​の​右みぎ​に​おいて​永遠えいえん​の​命いのち​の​②冠かんむり​を​受うける​で​あろう。
13 まことに、主しゅ​なる​あなた​の​①神かみ、あなた​の​贖あがない主ぬし、すなわち、イエス・​キリスト​は​この​よう​に​言いう。アーメン。

	◀1①
ヨハ1・12、GS「信じる」

	◀2①
GS「新しくかつ永遠の聖約」

	◀②
ヨハ10・10、3ニフ5・13

	◀3①
ヤコ4・7、エテ12・27

	◀5①
マコ16・15

	◀7①
教義75・6

	◀②
GS「証」

	◀8①
教義52・17、133・58

	◀9①
GS「按手」「病人への癒しの祝福」

	◀②
マタ9・18、GS「癒し」

	◀③
新ヤコ1・5

	◀10①
GS「姦淫」

	◀11①
教義35・24

	◀②
イザ35・10、教義45・71、GS「歌う」

	◀③
教義11・6

	◀12①
2テモ3・14－15、2ニフ31・20

	◀②
イザ62・3、マタ25・21、1ペテ5・4

	◀13①
GS「神，神会－子なる神」


第​67​章
千八百三十一​年ねん​十一月がつ、オハイオ​州しゅう​ハイラム​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百二十四－二百二十五​ページ）。この​啓けい示じ​が​与あたえられた​の​は、特とく別べつ​大会たいかい​の​とき​で​ある。この​大会たいかい​で​は、預よ言げん者しゃ​を​通とおして​すでに​主しゅ​から​受うけて​いた​啓けい示じ​の​出しゅっ版ぱん​が​検討けんとう​され、決定けってい​された（第だい一​章しょう​の​前まえ書がき​を​参照さんしょう）。オリバー・​カウドリ​と​ジョン・​ホイットマー​が​啓けい示じ​の​原稿げんこう​を​インディペンデンス​に​持もって行いき、そこ​で​Ｗ・​Ｗ・​フェルプス​が​それ​を『戒いましめの書しょ』​として​出しゅっ版ぱん​する​こと​が​決定けってい​された。多おおく​の​兄きょう弟だい​たち​が、彼かれら​の​うえ​に​注そそがれる​聖霊せいれい​が​証あかし​する​まま​に、当とう時じ​出しゅっ版ぱん​の​ため​に​集あつめられた​啓けい示じ​は​まことに​真実しんじつ​で​ある​こと​を​厳粛げんしゅく​に​証あかし​した。第だい一​章しょう​として​知しられて​いる​啓けい示じ​を​受うけた​後のち、啓けい示じ​の​中なか​で​使つかわれて​いる​言こと葉ば​に​ついて​多た少しょう​の​否ひ定てい​的てき​な​会かい話わ​が​あった​こと​を、預よ言げん者しゃ​は​記き録ろく​して​いる。この​啓けい示じ​は​その後のち​に​与あたえられた​もの​で​ある。
1－3​主しゅ​は​長老ちょうろう​たち​の​祈いのり​を​聞きき、見み守まもって​おられる。​4－9​主しゅ​は​最もっとも​賢かしこい​者もの​に、主しゅ​の​啓けい示じ​の​中なか​で​最もっとも​小ちいさい​もの​と​同おなじ​もの​を​作つくる​よう​に​挑いどまれる。​10－14​忠ちゅう実じつ​な​長老ちょうろう​たち​は​御み霊たま​に​よって​変かえられ、神かみ​の​顔かお​を​拝はいする。
1 見みよ、そして​聴きき​なさい、おお、ともに​集あつまって​いる​わたし​の​教きょう会かい​の​①長老ちょうろう​たち​よ、わたし​が​その​祈いのり​を​聞きき、その​心こころ​を​知しり、その​望のぞみ​が​わたし​の​前まえ​に​上のぼって​来きて​いる​者もの​よ。
2 見みよ、見みよ、わたし​の​①目め​は​あなたがた​の​うえ​に​ある。天てん​と​地ち​は​わたし​の​手て​の​内うち​に​ある。永遠えいえん​の​富とみ​は​わたし​の​もの​で​あり、わたし​が​与あたえる​もの​で​ある。
3 あなたがた​は、自じ分ぶん​に​差さし出だされた​祝しゅく福ふく​を​得えられる​と、努つとめて​信しんじよう​と​した。しかし​見みよ、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​の​心こころ​の​中なか​に​①恐おそれ​が​ある。まことに​これ​が、あなたがた​が​祝しゅく福ふく​を​受うけなかった​理り由ゆう​で​ある。
4 さて、主しゅ​なる​わたし​は、あなたがた​の​前まえ​に​ある​これら​の​戒いましめ​が​真実しんじつ​で​ある​と​いう​①証あかし​を​あなたがた​に​与あたえる。
5 あなたがた​の​目め​は、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​の​うえ​に​あった。あなたがた​は​彼かれ​の​①言こと葉ば​を​知しり、また​彼かれ​の​不ふ完全かんぜん​な​ところ​を​知しった。そして、あなたがた​は​自じ分ぶん​の​心こころ​の​中なか​で、彼かれ​の​言こと葉ば​より​も​優すぐれた​表ひょう現げん​を​する​ため​に​知ち識しき​を​求もとめて​きた。この​こと​は​あなたがた​も​知しって​いる。
6 さて、あなたがた​は『戒いましめの書しょ』​から、まことに​戒いましめ​の​中なか​で​最もっとも​小ちいさい​もの​を​捜さがし、また​あなたがた​の​中なか​で​最もっとも​①賢かしこい​者もの​を​選えらび​なさい。
7 あるいは、あなたがた​の​中なか​の​だれか​を​選えらび、最もっとも​小ちいさい​戒いましめ​と​同どう等とう​の​もの​を​作つくる​なら​ば、その​とき、あなたがた​は​それら​が​真実しんじつ​で​ある​と​は​分わからない​と​言いって​も​義ぎ​と​される。
8 しかし、あなたがた​が​それ​と​同どう等とう​の​もの​を​作つくれない​場ば合あい、それら​が​真実しんじつ​で​ある​こと​を​①証あかし​しなければ、あなたがた​は​罪つみ​の​宣せん告こく​を​受うける。
9 それら​の​中なか​に​は​少すこし​の​不ふ義ぎ​も​ない​こと、また​①義ぎ​に​かなう​もの​は​上うえ​から、②光ひかり​の​父ちち​から​降くだって​来くる​こと​を、あなたがた​は​知しって​いる​から​で​ある。
10 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。次つぎ​に​述のべる​こと​は​あなたがた​の​特とっ権けん​で​あり、また​この​務つとめ​に​聖任せいにん​された​あなたがた​に​わたし​が​与あたえる​約やく束そく​で​ある。すなわち、あなたがた​が​①ねたみ​と​②恐おそれ​を​除のぞき​去さり、また、まだ​十分じゅうぶん​に​③へりくだって​いない​ので​わたし​の​前まえ​に​へりくだる​なら​ば、④幕まく​は​裂さけ、あなたがた​は​わたし​を​⑤見みて、わたし​が​いる​こと​を​知しる​で​あろう。ただし、肉にく​の​思おもい​や、生うまれながら​の​心こころ​で​は​なく、霊れい​の​心こころ​で​見みる​で​あろう。
11 ①人ひと​は​神かみ​の​御み霊たま​に​よって​変かえられない​かぎり、いまだ​かつて​肉にく体たい​に​おいて​神かみ​を​見みた​者もの​は​いない。
12 ①生うまれながら​の​人ひと​は​だれ​も​神かみ​の​臨在りんざい​に​堪たえられない。肉にく​の​思おもい​に​従したがう​者もの​も​そう​で​ある。
13 あなたがた​は​今いま​は​神かみ​の​臨在りんざい​に​も、天てん使し​たち​の​訪おとずれ​に​も​堪たえる​こと​が​できない。それゆえ、あなたがた​が​①完全かんぜん​に​なる​まで​②忍耐にんたい​し​続つづけ​なさい。
14 あなたがた​の​心こころ​を​引ひき戻もどさない​よう​に​しなさい。そう​すれ​ば、あなたがた​が​①ふさわしく​なって、わたし​が​よい​と​思おもう​とき​に、あなたがた​は、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​の​手て​に​よって​授さずけられた​もの​を​目め​に​し、知しる​で​あろう。アーメン。

	◀1①
GS「長老」

	◀2①
詩篇34・15

	◀3①
GS「畏れ，恐れ」

	◀4①
GS「証」「真理」

	◀5①
教義1・24

	◀6①
2ニフ9・28－29、42

	◀8①
GS「証人，証」

	◀9①
モロ7・15－18

	◀②
新ヤコ1・17、教義50・24、84・45、88・49

	◀10①
GS「ねたむ」

	◀②
GS「畏れ，恐れ」

	◀③
GS「謙遜」

	◀④
GS「幕」

	◀⑤
教義88・68、93・1、97・16

	◀11①
JS出エ33・20、23、ヨハ1・18、6・46、JS1ヨハ4・12、教義84・19－22、モセ1・11、14

	◀12①
モサ3・19、GS「生まれながらの人」

	◀13①
マタ5・48、3ニフ12・48

	◀②
ロマ2・7、GS「忍耐」

	◀14①
GS「ふさわしさ」


第​68​章
千八百三十一​年ねん​十一月がつ、オハイオ​州しゅう​ハイラム​に​おいて、オーソン・​ハイド、ルーク・​Ｓ・​ジョンソン、ライマン・​Ｅ・​ジョンソン、および​ウィリアム・​Ｅ・​マクレラン​の​求もとめ​に​応おうじて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百二十七－二百二十九​ページ）。この​啓けい示じ​は、前述ぜんじゅつ​の​長老ちょうろう​たち​に​ついて​主しゅ​の​思おもい​が​知しらされる​よう​に​と​の​嘆願たんがん​に​こたえて​与あたえられた​もの​で​ある​が、その​内容ないよう​の​多おおく​は​全ぜん​教きょう会かい​に​関かん係けい​する​もの​で​ある。
1－5​聖霊せいれい​に​感かんじて​語かたる​長老ちょうろう​たち​の​言こと葉ば​は、聖文せいぶん​で​ある。​6－12​長老ちょうろう​たち​は​宣のべ​伝つたえ、バプテスマ​を​施ほどこさなければ​ならない。そう​すれ​ば、心こころ​から​信しんじる​者もの​に​は​しるし​が​伴ともなう。​13－24​アロン​の​子し孫そん​の​中なか​の​長ちょう子し​は、大だい管かん長ちょう​会かい​の​指し示じ​の​下もと​に、管かん理り​ビショップ​として​務つとめる​こと​が​できる（すなわち、ビショップ​として​長ちょう​の​職しょく​の​鍵かぎ​を​持もつ）。​25－28​両親りょうしん​は​自じ分ぶん​の​子こ供ども​たち​に​福ふく音いん​を​教おしえる​よう​に​命めいじられる。​29－35​聖せい徒と​たち​は​安あん息そく日にち​を​守まもり、熱心ねっしん​に​働はたらき、祈いのらなければ​ならない。
1 わたし​の​僕しもべ​オーソン・​ハイド​は、民たみ​から​民たみ​へ、地ち方ほう​から​地ち方ほう​へ、悪あく人にん​の​集あつまり​の​中なか​で、彼かれら​の​会堂かいどう​で、彼かれら​と​論ろんじ​ながら、また​彼かれら​に​すべて​の​聖文せいぶん​を​説とき明あかし​ながら、生いける​神かみ​の​①御み霊たま​に​より​永遠えいえん​の​福ふく音いん​を​宣言せんげん​する​よう​に、聖任せいにん​に​よって​召めされた。
2 見みよ、見みよ、これ​は​この​神しん権けん​に​聖任せいにん​され、出でて​行いく​使し命めい​に​定さだめられた​すべて​の​者もの​に​とって​の​一つ​の​範例はんれい​で​ある。
3 また、聖霊せいれい​に​感かんじる​まま​に​①語かたる​こと​は、彼かれら​に​とって​の​範例はんれい​で​ある。
4 そして、何なん​で​あろう​と​①聖霊せいれい​に​感かんじて​語かたる​こと​は、聖文せいぶん​と​なり、主しゅ​の​心こころ​と​なり、主しゅ​の​思おもい​と​なり、主しゅ​の​言こと葉ば​と​なり、主しゅ​の​声こえ​と​なり、②救すくい​を​得え​させる​神かみ​の​力ちから​と​なる。
5 見みよ、おお、わたし​の​僕しもべ​たち​よ、これ​は​あなたがた​へ​の​主しゅ​の​約やく束そく​で​ある。
6 元げん気き​を​出だし​なさい。①恐おそれて​は​ならない。主しゅ​なる​わたし​は​あなたがた​と​ともに​おり、あなたがた​の​傍かたわら​に​立たつ​から​で​ある。あなたがた​は、わたし、すなわち​イエス・​キリスト​に​ついて、わたし​が​生いける​神かみ​の​子こ​で​ある​こと、わたし​が​かつて​おり、今いま​おり、やがて​来くる​こと​を​証あかし​しなければ​ならない。
7 あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​①オーソン・​ハイド​へ​の、また​わたし​の​僕しもべ​ルーク・​ジョンソン​へ​の、また​わたし​の​僕しもべ​ライマン・​ジョンソン​へ​の、また​わたし​の​僕しもべ​ウィリアム・​Ｅ・​マクレラン​へ​の、また​わたし​の​教きょう会かい​の​すべて​の​忠ちゅう実じつ​な​長老ちょうろう​たち​へ​の​主しゅ​の​言こと葉ば​は​これ​で​ある。
8 すなわち、全ぜん​世せ界かい​に​①出でて​行いって、すべて​の​②造つくられた​もの​に​福ふく音いん​を​③宣のべ​伝つたえ、わたし​が​あなたがた​に​授さずけた​④権能けんのう​を​行こう使し​し、父ちち​と​子こ​と​聖霊せいれい​の​名な​に​よって​⑤バプテスマ​を​施ほどこし​なさい。
9 ①信しんじて​バプテスマ​を​受うける​者もの​は​②救すくわれる。しかし、信しんじない​者もの​は​③罰ばつ​の​定さだめ​を​受うける。
10 信しんじる​者もの​は、書かき記しるされて​いる​よう​に、それ​に​伴ともなう​①しるし​を​祝しゅく福ふく​として​授さずけられる。
11 また、あなたがた​に​は、①時とき​の​しるし​と​人ひと​の​子こ​の​来らい臨りん​の​しるし​を​知しる​こと​が​許ゆるされる。
12 また、父ちち​が​証あかし​される​すべて​の​者もの​に​ついて、あなたがた​に​は、彼かれら​を​永遠えいえん​の​命いのち​に​①結むすび固かためる​力ちから​が​与あたえられる​で​あろう。アーメン。
13 さて、聖せい約やく​と​戒いましめ​に​加くわえる​幾いくつ​か​の​事じ項こう​に​関かんして​で​ある​が、それら​は​次つぎ​の​とおり​で​ある。
14 この​後のち、主しゅ​が​ふさわしい​と​思おもう​とき​に、教きょう会かい​の​ため​に​ほか​の​ビショップ​たち​が​任にん命めい​されて、最さい初しょ​の​①ビショップ​と​同おなじ​よう​に​仕つかえる​こと​に​なる。
15 彼かれら​は​ふさわしい​①大だい​祭さい司し​で​なければ​ならず、②アロン​の​直ちょっ系けい​の​子し孫そん​で​ある​場ば合あい​を​除のぞいて​は、メルキゼデク​神しん権けん​の​③大だい管かん長ちょう​会かい​に​よって​選任せんにん​され​なければ​ならない。
16 もし​彼かれら​が​①アロン​の​直ちょっ系けい​の​子し孫そん​で​あり、アロン​の​子し孫そん​の​中なか​の​長ちょう子し​で​あれ​ば、ビショップ​の​職しょく​に​就つく​律りっ法ぽう​上じょう​の​権けん利り​を​持もつ。
17 長ちょう子し​は​この​神しん権けん​を​つかさどる​長ちょう​の​職しょく​の​権けん利り​と、この​①神しん権けん​の​鍵かぎ​すなわち​権能けんのう​を​所しょ有ゆう​する​から​で​ある。
18 だれ​も​アロン​の​①直ちょっ系けい​の​子し孫そん​で、かつ​長ちょう子し​で​なければ、この​職しょく​に​就つき、この​神しん権けん​の​鍵かぎ​を​所しょ有ゆう​する​律りっ法ぽう​上じょう​の​権けん利り​を​持もたない。
19 しかし、メルキゼデク​神しん権けん​の​①大だい​祭さい司し​は、それ​以い下か​の​すべて​の​職しょく​の​職しょく務む​を​行おこなう​権能けんのう​を​持もつ​ので、アロン​の​直ちょっ系けい​の​子し孫そん​が​だれ​も​見みつからない​とき​は、メルキゼデク​神しん権けん​の​大だい管かん長ちょう​会かい​の​手て​の​下もと​で​この​力ちから​を​有ゆうする​職しょく​に​召めされ、任にん命めい​され、聖任せいにん​される​なら​ば、②ビショップ​の​職しょく務む​を​行おこなう​こと​が​できる。
20 また、アロン​の​直ちょっ系けい​の​子し孫そん​も​この​大だい管かん長ちょう​会かい​に​よって​指し名めい​され、ふさわしい​と​認みとめられ、①油あぶら​を​注そそがれ、この​大だい管かん長ちょう​会かい​の​手て​の​下もと​で​②聖任せいにん​され​なければ​ならない。そう​で​なければ、彼かれら​は​その​神しん権けん​に​おいて​職しょく務む​を​行おこなう​律りっ法ぽう​上じょう​の​権能けんのう​を​与あたえられない。
21 しかし、父ちち​から​息むす子こ​へ​伝つたえられる​彼かれら​の​神しん権けん​の​権けん利り​に​ついて​の​定さだめ​が​ある​ので、いつでも​彼かれら​が​自じ分ぶん​の​血けっ統とう​を​立りっ証しょう​できる​なら​ば、あるいは​前まえ​に​述のべた​大だい管かん長ちょう​会かい​の​手て​の​下もと​で​主しゅ​から​の​啓けい示じ​に​よって​それ​を​確かく認にん​する​なら​ば、彼かれら​は​その​油あぶら​注そそぎ​を​要よう求きゅう​する​こと​が​できる。
22 さらに​また、ビショップ​または​この​務つとめ​の​ため​に​任にん命めい​される​大だい​祭さい司し​は、教きょう会かい​の​①大だい管かん長ちょう​会かい​の​前まえ​で​受うける​ほか、どの​よう​な​罪ざい科か​に​対たいして​も​審しん理り​や​罪つみ​の​宣せん告こく​を​受うける​こと​は​ない。
23 彼かれ​は​この​大だい管かん長ちょう​会かい​の​前まえ​で、異い議ぎ​を​申もうし立たてる​余よ地ち​の​ない​証しょう拠こ​に​よって​罪つみ​が​ある​と​認みとめられた​なら​ば、罪つみ​の​宣せん告こく​を​受うける。
24 また、悔くい改あらためる​なら​ば、彼かれ​は​教きょう会かい​の​聖せい約やく​と​戒いましめ​に​従したがって​①赦ゆるされる。
25 さらに​また、シオン​に​おいて、または​組そ織しき​されて​いる​その​いずれ​か​の​①ステーク​に​おいて、子こ供ども​を​持もつ​②両親りょうしん​が​いて、③八​歳さい​の​とき​に、悔くい改あらため、生いける​神かみ​の​子こ​キリスト​を​信しんじる​信しん仰こう、および​バプテスマ​と​按手あんしゅ​に​よる​聖霊せいれい​の​賜物たまもの​の​教きょう義ぎ​を​理り解かい​する​よう​に​彼かれら​を​④教おしえ​なければ、⑤罪つみ​は​その​両親りょうしん​の​頭こうべ​に​ある。
26 これ​が、①シオン、または​組そ織しき​されて​いる​その​いずれ​か​の​ステーク​に​住すむ​者もの​へ​の​律りっ法ぽう​で​ある。
27 その​子こ供ども​たち​は、①八​歳さい​の​とき​に​②罪つみ​の​赦ゆるし​の​ため​の​③バプテスマ​を​受うけ、また​按手あんしゅ​を​受うけ​なければ​ならない。
28 また、彼かれら​は​その​子こ供ども​たち​に​①祈いのる​こと​と、主しゅ​の​前まえ​を​まっすぐ​に​歩あゆむ​こと​も​教おしえ​なければ​ならない。
29 シオン​に​住すむ​者もの​は​また、①安あん息そく日にち​を​守まもって​これ​を​聖せい​なる​日ひ​として​保たもたなければ​ならない。
30 シオン​に​住すむ​者もの​は​また、働はたらく​よう​に​命めいじられる​なら​ば、それ​を​覚おぼえて​忠ちゅう信しん​を​尽つくして​働はたらかなければ​ならない。怠たい惰だ​な​者もの​は​主しゅ​の​前まえ​に​覚おぼえられる​から​で​ある。
31 ところで、主しゅ​なる​わたし​は​シオン​に​住すむ​者もの​を​喜よろこんで​いない。彼かれら​の​中なか​に​①怠たい惰だ​な​者もの​たち​が​いる​から​で​ある。そして、彼かれら​の​子こ供ども​たち​も​②悪あく事じ​を​する​よう​に​なり、彼かれら​も​永遠えいえん​の​富とみ​を​熱心ねっしん​に​③求もとめず、その​目め​は​貪欲どんよく​に​満みちて​いる。
32 これら​の​こと​は​あって​は​ならず、彼かれら​の​中なか​から​なくして​しまわ​なければ​ならない。それゆえ、わたし​の​僕しもべ​オリバー・​カウドリ​は、これら​の​言こと葉ば​を​シオン​の​地ち​に​伝つたえ​なさい。
33 また、一つ​の​戒いましめ​を、わたし​は​彼かれら​に​与あたえる。すなわち、祈いのる​べき​とき​に​主しゅ​の​前まえ​に​①祈いのり​を​する​こと​を​守まもらない​者もの​が、わたし​の​民たみ​の​判はん士し​の​前まえ​に​②覚おぼえられる​よう​に​しなさい。
34 これら​の​①言こと葉ば​は​真実しんじつ​で​あり、確たしか​で​ある。それゆえ、これら​に​背そむいて​は​ならない​し、これから​②取とり去さって​も​ならない。
35 見みよ、わたし​は​①アルパ​で​あり​オメガ​で​ある。わたし​は​すぐに​②来くる。アーメン。
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第​69​章
千八百三十一​年ねん​十一月がつ、オハイオ​州しゅう​ハイラム​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百三十四－二百三十五​ページ）。早そう期き​の​出しゅっ版ぱん​を​意い図と​して​いた​啓けい示じ​の​集しゅう録ろく​が、十一月がつ​一日ついたち​の​特とく別べつ​大会たいかい​に​おいて​承しょう認にん​された。現在げんざい​第だい​百三十三​章しょう​と​なって​いる​啓けい示じ​が​十一月がつ​三みっ日か​に​加くわえられ、「付ふ録ろく」と​呼よばれた。大会たいかい​の​決けつ議ぎ​に​よって、オリバー・​カウドリ​が、編集へんしゅう​された​啓けい示じ​と​戒いましめ​の​原稿げんこう​を​印いん刷さつ​の​ため​に​ミズーリ​州しゅう​インディペンデンス​に​運はこぶ​よう​に​任にん命めい​された。彼かれ​は​また、ミズーリ​に​おける​教きょう会かい​を​建たてる​ため​に​寄き付ふ​された​金銭きんせん​も​持じ参さん​する​こと​に​なった。その​旅たび​の​道みち​は​人じん家か​が​まばら​な​地ち方ほう​を​通とおって​辺境へんきょう​へ​向むかう​もの​で​あり、旅たび​の​同どう伴はん​者しゃ​の​いる​こと​が​望のぞまれた。
1－2​ジョン・​ホイットマー​は、ミズーリ​まで​オリバー・​カウドリ​に​同どう行こう​しなければ​ならない。​3－8​彼かれ​は​また​教おしえ​を​説とき、歴れき史し​資し料りょう​を​集あつめ、記しるし、書かかなければ​ならない。
1 主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。わたし​の​僕しもべ​①オリバー・​カウドリ​の​ため​に、わたし​の​言こと葉ば​を​聴きき​なさい。真実しんじつ​で​忠ちゅう実じつ​な​者もの​が​彼かれ​と​ともに​行いく​の​で​なければ、シオン​の​地ち​に​運はこぶ​戒いましめ​と​金銭きんせん​を​彼かれ​に​託たくす​こと​は、賢明けんめい​で​は​ない。
2 それゆえ、主しゅ​なる​わたし​は、わたし​の​僕しもべ​①ジョン・​ホイットマー​が​わたし​の​僕しもべ​オリバー・​カウドリ​と​ともに​行いく​こと​を​望のぞんで​いる。
3 また、彼かれ​が​わたし​の​教きょう会かい​に​ついて​目め​に​して​知しる、すべて​の​重じゅう要よう​な​事こと柄がら​の​①歴れき史し​を​引ひき続つづき​書かいて​作さく成せい​する​こと​を、
4 また​彼かれ​が​わたし​の​僕しもべ​オリバー・​カウドリ​や​ほか​の​人々ひとびと​から​①助じょ言げん​と​助たすけ​を​受うける​こと​を、主しゅ​なる​わたし​は​望のぞんで​いる。
5 さらに​また、地ち​の​方ほう々ぼう​に​いる​わたし​の​僕しもべ​たち​は、自じ分ぶん​の​①管かん理り人にん​の​職しょく​に​ついて​の​報ほう告こく​書しょ​を​シオン​の​地ち​に​送おくらなければ​ならない。
6 シオン​の​地ち​は​これら​の​もの​を​受うけ取とって​行おこなう​中ちゅう心しん​地ち​で​あり、場ば所しょ​だから​で​ある。
7 それでも、わたし​の​僕しもべ​ジョン・​ホイットマー​は、もっと​容よう易い​に​情報じょうほう​を​得える​ため​に、場ば所しょ​から​場ば所しょ​へ、また​教きょう会かい​から​教きょう会かい​へ​と​巡めぐって​何なん度ど​も​旅たび​を​しなさい。
8 また、教おしえ​を​説とき、説とき明あかし、教きょう会かい​の​ため​に​なる、また​①シオン​の​地ち​で​成長せいちょう​して​代よ々よ​とこしえ​に​いつまで​も​それ​を​所しょ有ゆう​する​後のち​の​世せ代だい​の​ため​に​なる、すべて​の​事こと柄がら​を​書かき、写うつし、選択せんたく​し、手て​に​入いれ​なさい。アーメン。
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第​70​章
千八百三十一​年ねん​十一月がつ​十二​日にち、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百三十五－二百三十七​ページ）。預よ言げん者しゃ​が​記しるした​歴れき史し​に​は、十一月がつ​一日ついたち​から​十二​日にち​まで​に​四​回かい​の​特とく別べつ​大会たいかい​が​開ひらかれた​こと​が​述のべられて​いる。これら​の​最さい後ご​の​集会しゅうかい​で、後のち​に『教きょう義ぎと聖せい約やく』​と​呼よばれる『戒いましめの書しょ』​の​重じゅう要よう​性せい​が​検討けんとう​された。預よ言げん者しゃ​は​それ​を、「この​終おわり​の​時とき​に​おける​教きょう会かい​の​基もとい​で​あり、世よ​に​益えき​を​もたらす​もの​で​あって、わたしたち​の​救すくい主ぬし​の​王おう国こく​の​奥おく義ぎ​の​鍵かぎ​が​再ふたたび​人ひと​に​託たくされた​こと​を​示しめす​もの​で​ある」（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百三十五​ページ）と​述のべて​いる。
1－5​啓けい示じ​を​出しゅっ版ぱん​する​ため​に​管かん理り​人にん​たち​が​任にん命めい​される。​6－13​霊的れいてき​な​事こと柄がら​で​働はたらく​者もの​たち​が​報ほう酬しゅう​を​受うける​の​は​当とう然ぜん​で​ある。​14－18​聖せい徒と​たち​は​現げん世せ​の​もの​に​ついて​平びょう等どう​で​なければ​ならない。
1 見みよ、そして​聴きき​なさい、おお、シオン​に​住すむ​人々ひとびと​と、遠とおく​に​いる​わたし​の​教きょう会かい​の​すべて​の​人々ひとびと​よ。わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と、わたし​の​僕しもべ​マーティン・​ハリス​と、わたし​の​僕しもべ​オリバー・​カウドリ​と、わたし​の​僕しもべ​ジョン・​ホイットマー​と、わたし​の​僕しもべ​シドニー・​リグドン​と、わたし​の​僕しもべ​ウィリアム・​Ｗ・​フェルプス​に、わたし​が​戒いましめ​として​与あたえる​主しゅ​の​言こと葉ば​を​聞きき​なさい。
2 わたし​は​彼かれら​に​一つ​の​戒いましめ​を​与あたえる。それゆえ、耳みみ​を​傾かたむけて​聞きき​なさい。主しゅ​は​この​よう​に​言いう。
3 主しゅ​なる​わたし​は​彼かれら​を​選えらび、わたし​が​彼かれら​に​与あたえた、また​この​後のち​彼かれら​に​与あたえる​数々かずかず​の​啓けい示じ​と​戒いましめ​に​ついて​の​①管かん理り​人にん​と​なる​よう​に​彼かれら​を​聖任せいにん​した。
4 この​管かん理り人にん​の​職しょく​に​ついて​の​報ほう告こく​を、わたし​は​裁さばき​の​日ひ​に​彼かれら​に​求もとめる。
5 それゆえ、わたし​は​それら​と​それら​に​かかわる​事こと柄がら、すなわち​それら​に​よる​利り益えき​を​管かん理り​する​よう​に​彼かれら​を​任にん命めい​した。これ​が​神かみ​の​教きょう会かい​に​おける​彼かれら​の​務つとめ​で​ある。
6 それゆえ、わたし​は​彼かれら​に​一つ​の​戒いましめ​を​与あたえる。すなわち、これら​の​もの​を​教きょう会かい員いん​に​も、世よ​の​人々ひとびと​に​も​与あたえて​は​ならない。
7 しかしながら、彼かれら​は​自じ分ぶん​の​必ひつ要よう​と​入いり用よう​の​ため​に​必ひつ要よう​な​分ぶん​より​多おおく​の​もの​を​受うける​なら​ば、わたし​の​①倉くら​に​それ​を​渡わたさなければ​ならない。
8 その​利り益えき​は​シオン​に​住すむ​者もの​たち​の​ため​に、また​彼かれら​の​子し孫そん​が​王おう国こく​の​律りっ法ぽう​に​従したがって​①相そう続ぞく​人にん​と​なる​なら​ば​その​子し孫そん​の​ため​に、奉ほう献けん​しなければ​ならない。
9 見みよ、これ​は、まことに、主しゅ​なる​わたし​が​①管かん理り人にん​の​職しょく​を​人ひと​に​与あたえた​とき​に、あるいは​将来しょうらい​与あたえる​とき​に、その​職しょく​に​関かんして​各かく人じん​に​求もとめる​こと​で​ある。
10 見みよ、生いける​神かみ​の​教きょう会かい​に​属ぞくする​者もの​は、だれ​も​この​律りっ法ぽう​を​免まぬがれない。
11 まことに、ビショップ​も、主しゅ​の​倉くら​を​管かん理り​する​①代だい理り​人にん​も、現げん世せ​の​もの​に​関かんする​管かん理り人にん​の​職しょく​に​任にん命めい​される​者もの​も、この​律りっ法ぽう​を​免まぬがれない。
12 霊的れいてき​な​事こと柄がら​を​つかさどる​よう​に​任にん命めい​される​者もの​は、現げん世せ​の​もの​を​取とり扱あつかう​ため​に​管かん理り人にん​の​職しょく​に​任にん命めい​される​者もの​たち​と​同おなじ​よう​に、①報ほう酬しゅう​を​受うける​の​は​当とう然ぜん​で​ある。
13 まことに、いっそう​豊ゆたか​に​受うけ、その​豊ゆたかさ​は​御み霊たま​の​現あらわれ​に​よって​彼かれら​に​増まし​加くわえられる。
14 それでも、現げん世せ​の​もの​に​ついて、あなたがた​は​①平びょう等どう​で​なければ​ならない。しかも​それ​が​不ふ承しょう不ぶ承しょう​で​あって​は​ならない。そう​で​なければ、豊ゆたか​な​御み霊たま​の​現あらわれ​は​与あたえられない​で​あろう。
15 さて、この​①戒いましめ​を​わたし​は​僕しもべ​たち​に、彼かれら​が​とどまって​いる​間あいだ​彼かれら​を​益えきする​ため、また​彼かれら​の​頭こうべ​に​わたし​の​祝しゅく福ふく​が​現あらわれる​ため、さらに​彼かれら​の​②精励せいれい​の​報むくい​と​彼かれら​の​安全あんぜん​の​ため​に​与あたえる。
16 また、食物しょくもつ​と、①衣い服ふく​と、受うけ継つぎ​と、家いえ​と、土と地ち​の​ため​に、これ​を​与あたえる。主しゅ​なる​わたし​が​彼かれら​を​配はい置ち​する​どの​よう​な​状況じょうきょう​の​下もと​に​あって​も、また​彼かれら​を​送おくり出だす​どの​場ば所しょ​に​あって​も​そう​で​ある。
17 彼かれら​は​①多おおく​の​こと​に​忠ちゅう実じつ​で​あり、罪つみ​を​犯おかさず​に、よく​行おこなって​きた。
18 見みよ、主しゅ​なる​わたし​は​①憐あわれみ​深ぶかい​者もの​で​あり、彼かれら​を​祝しゅく福ふく​する。そして、彼かれら​は​これら​の​こと​から​喜よろこび​を​得える​で​あろう。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀3①
1コリ4・1、教義72・20

	◀7①
教義72・9－10

	◀8①
教義38・20

	◀9①
GS「管理人，管理人の職」

	◀11①
教義57・6

	◀12①
ルカ10・7

	◀14①
教義49・20、GS「奉献，奉献の律法」

	◀15①
申命10・12－13

	◀②
GS「熱心」

	◀16①
教義59・16－20

	◀17①
マタ25・21－23

	◀18①
GS「憐れみ」


第​71​章
千八百三十一​年ねん​十二月がつ​一日ついたち、オハイオ​州しゅう​ハイラム​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​と​シドニー・​リグドン​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百三十八－二百三十九​ページ）。預よ言げん者しゃ​は​シドニー・​リグドン​を​筆ひっ記き​者しゃ​として『聖せい書しょ』​の​翻ほん訳やく​を​続つづけて​きた​ところ​で、この​啓けい示じ​を​受うけた。この​とき、この​中なか​で​与あたえられて​いる​指し示じ​を​果はたす​ため​に、翻ほん訳やく​は​一いち時じ​中ちゅう断だん​された。背教はいきょう​した​エズラ・​ブース​に​よる​幾いくつ​か​の​新聞しんぶん​記き事じ​が​公こう表ひょう​された​結けっ果か​として​教きょう会かい​に​対たいして​生しょうじて​いた​悪あく感情かんじょう​を​静しずめる​ため​に、兄きょう弟だい​たち​は​出でて​行いって​教おしえ​を​説とかなければ​ならなかった。
1－4​ジョセフ・​スミス​と​シドニー・​リグドン​は、福ふく音いん​を​宣言せんげん​する​ため​に​遣つかわされる。​5－11​聖せい徒と​の​敵てき​は​言いい​伏ふせられる。
1 見みよ、主しゅ​は​あなたがた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​で​ある​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と​①シドニー・​リグドン​に​この​よう​に​言いう。あなたがた​が​口くち​を​開ひらいて、わたし​の​望のぞむ​まま​に​与あたえられる​御み霊たま​と​力ちから​に​よって、わたし​の​福ふく音いん、すなわち​王おう国こく​に​かかわる​事こと柄がら​を​②宣言せんげん​し、聖文せいぶん​から​その​③奥おく義ぎ​を​説とき明あかす​こと​が、必ひつ要よう​かつ​望のぞまれる​時とき​が​やって​来きた。
2 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​に​知しらされる​まで、しばらく​の​間あいだ、周まわり​の​地ち域いき​に​おいて​世よ​の​人々ひとびと​に​宣言せんげん​し、また​教きょう会かい​に​おいて​も​宣言せんげん​しなさい。
3 まことに​これ​は、わたし​が​あなたがた​に​与あたえる、しばらく​の​間あいだ​の​使し命めい​で​ある。
4 それゆえ、あなたがた​は​わたし​の​ぶどう​園えん​で​働はたらき​なさい。地ち​に​住すむ​者もの​に​呼よびかけ、証あかし​し、来きたる​べき​戒いましめ​と​啓けい示じ​の​ため​に​道みち​を​備そなえ​なさい。
5 さて​見みよ、これ​は​賢明けんめい​な​こと​で​ある。読よむ​者もの​は​①理り解かい​し、また​②受うけ入いれ​なさい。
6 これ​を​受うけ入いれる​者もの​に​は、もっと​①豊ゆたか​に、力ちから​さえ​も​与あたえられる​で​あろう。
7 それゆえ、あなたがた​の​敵てき​を​①言いい​伏ふせ​なさい。公おおやけ​に​も、ひそか​に​も、あなたがた​と​②会あう​よう​に​彼かれら​に​呼よびかけ​なさい。あなたがた​が​忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば、彼かれら​の​恥はじ​が​明あきらか​に​される​で​あろう。
8 それゆえ​彼かれら​に、主しゅ​に​反対はんたい​する​しっかり​した​論ろん拠きょ​を​示しめ​させ​なさい。
9 まことに、主しゅ​は​あなたがた​に​この​よう​に​言いう。あなたがた​を​攻せめる​ため​に​造つくられる​①武ぶ器き​は、まったく​役やくに立たたない。
10 また、もし​だれか​が​あなたがた​に​反対はんたい​して​声こえ​を​上あげる​なら​ば、その​者もの​は​わたし​が​ふさわしい​と​思おもう​とき​に​打うち破やぶられる​で​あろう。
11 それゆえ、わたし​の​戒いましめ​を​守まもり​なさい。これら​は​真実しんじつ​で​あり、確たしか​で​ある。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
GS「リグドン，シドニー」

	◀②
GS「伝道活動」

	◀③
教義42・61、65

	◀5①
GS「理解」

	◀②
アル12・9－11

	◀6①
マタ13・12

	◀7①
モセ7・13－17

	◀②
教義63・37、68・8－9

	◀9①
イザ54・17


第​72​章
千八百三十一​年ねん​十二月がつ​四よっ日か、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百三十九－二百四十一​ページ）。数すう​人にん​の​長老ちょうろう​と​会員かいいん​が、自じ分ぶん​の​務つとめ​を​知しる​ため​に、また​教きょう会かい​の​教おしえ​に​ついて​さらに​教きょう化か​を​受うける​ため​に​集あつまって​いた。本章ほんしょう​は、同おなじ​日ひ​に​受うけた​二つ​の​啓けい示じ​を​一つ​に​まとめた​もの​で​ある。第だい一－八​節せつ​で​は、ビショップ​として​の​ニューエル・​Ｋ・​ホイットニー​の​召めし​が​知しらされて​いる。この​後のち​に、彼かれ​は​召めされ​聖任せいにん​された。その後のち、ビショップ​の​義ぎ務む​に​関かんして​追つい加か​の​情報じょうほう​を​与あたえる​第だい九－二十六​節せつ​を​受うけた。
1－8​長老ちょうろう​たち​は、ビショップ​に​自じ分ぶん​の​管かん理り人にん​の​職しょく​に​ついて​報ほう告こく​しなければ​ならない。​9－15​ビショップ​は​倉くら​を​管かん理り​し、貧まずしい​人ひと​と​乏とぼしい​人ひと​の​世せ話わ​を​する。​16－26​ビショップ​は​長老ちょうろう​たち​の​ふさわしさ​を​証しょう明めい​しなければ​ならない。
1 耳みみ​を​傾かたむけ、主しゅ​の​声こえ​を​聴きき​なさい、おお、ともに​集あつまった​あなたがた、わたし​の​教きょう会かい​の​①大だい​祭さい司し​で​あり、②王おう国こく​と​力ちから​を​与あたえられた​者もの​たち​よ。
2 まことに、主しゅ​は​この​よう​に​言いう。わたし​が​必ひつ要よう​と​して​いる​の​は、一ひと人り​の​①ビショップ​が​あなたがた​の​ため​に、すなわち​主しゅ​の​ぶどう​園えん​の​この​場ば所しょ​に​おける​教きょう会かい​の​ため​に、あなたがた​の​中なか​から​任にん命めい​される​こと​で​ある。
3 まことに、この​こと​に​関かんして、あなたがた​は​賢明けんめい​に​行おこなって​きた。この世よ​に​おいて​も​永遠えいえん​に​わたって​も、主しゅ​は​すべて​の​①管かん理り​人にん​の​手て​より、②管かん理り​人にん​の​職しょく​に​ついて​③報ほう告こく​する​こと​を​求もとめる。
4 この世よ​に​おいて​忠ちゅう実じつ​で​①賢かしこい​者もの​は、彼かれ​の​ため​に​用よう意い​された​父ちち​の​②住すまい​を​受うけ継つぐ​の​に​ふさわしい​と​見みなされる。
5 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​①ぶどう​園えん​の​この​場ば所しょ​に​おける​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​は、わたし​の​ぶどう​園えん​の​この​場ば所しょ​で​わたし​から​任にん命めい​される​ビショップ​に、自じ分ぶん​の​管かん理り人にん​の​職しょく​に​ついて​報ほう告こく​しなければ​ならない。
6 これら​の​こと​は​記き録ろく​に​残のこして、シオン​の​ビショップ​に​渡わたさなければ​ならない。
7 ①ビショップ​の​義ぎ務む​は、与あたえられた​戒いましめ​と​大会たいかい​の​声こえ​に​よって​知しらされる​で​あろう。
8 さて、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​①ニューエル・​Ｋ・​ホイットニー​は、この​力ちから​を​持もつ​よう​に​選えらばれ、聖任せいにん​される​べき​人ひと​で​ある。これ​は​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ、あなたがた​の​贖あがない主ぬし​の​思おもい​で​ある。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
9 すでに​与あたえられて​いる​律りっ法ぽう​に​加くわえて、ぶどう​園えん​の​この​場ば所しょ​に​おける​教きょう会かい​の​ため​に​聖任せいにん​された​ビショップ​の​義ぎ務む​を​知しらせる​主しゅ​の​言こと葉ば​は、まことに​次つぎ​の​とおり​で​ある。
10 すなわち、主しゅ​の​①倉くら​を​管かん理り​する​こと、ぶどう​園えん​の​この​場ば所しょ​に​おける​教きょう会かい​の​基き金きん​を​受うけ取とる​こと、
11 前まえ​に​命めいじられた​よう​に​長老ちょうろう​たち​の​報ほう告こく​を​記き録ろく​する​こと、および​彼かれら​の​入いり用よう​を​①補おぎなう​こと​で​ある。彼かれら​は​返へん済さい​する​もの​を​持もって​いれ​ば、自じ分ぶん​が​受うける​もの​に​対たいして​返へん済さい​しなければ​ならない。
12 これ​も​また​教きょう会かい​の​益えき​の​ため​に、すなわち​貧まずしい​者もの​と​乏とぼしい​者もの​の​ため​に​奉ほう献けん​する​ため​で​ある。
13 また、返へん済さい​する​もの​を​①持もって​いない​者もの​に​ついて​は、報ほう告こく​を​記き録ろく​し、それ​を​シオン​の​ビショップ​に​渡わたす​よう​に​する。すると​シオン​の​ビショップ​は、主しゅ​が​彼かれ​の​手て​に​ゆだねる​もの​から​負ふ債さい​の​支し払はらい​を​する。
14 教きょう会かい員いん​の​ため​に、また​世よ​の​人々ひとびと​の​ため​に、福ふく音いん​と​王おう国こく​に​かかわる​事こと柄がら​を​取とり扱あつかい、霊的れいてき​な​事こと柄がら​に​おいて​働はたらく​忠ちゅう実じつ​な​人ひと​の​働はたらき​は、負ふ債さい​に​対たいする​支し払はらい​を​シオン​の​ビショップ​に​求もとめる​もの​で​ある。
15 この​よう​に、その​支し払はらい​は​教きょう会かい​が​行おこなう。①律りっ法ぽう​に​従したがって​シオン​に​上のぼって​来くる​人ひと​は​皆みな、シオン​の​ビショップ​の​前まえ​に​すべて​の​もの​を​置おかなければ​ならない​から​で​ある。
16 さて、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。ぶどう​園えん​の​この​場ば所しょ​に​いる​長老ちょうろう​は​皆みな、ぶどう​園えん​の​この​場ば所しょ​の​ビショップ​に​自じ分ぶん​の​管かん理り人にん​の​職しょく​に​ついて​の​報ほう告こく​書しょ​を​出ださなければ​ならない​ので、
17 ぶどう​園えん​の​この​場ば所しょ​に​おける​判はん士し​すなわち​ビショップ​から、シオン​の​ビショップ​に​あてた​①証しょう明めい​書しょ​に​よって、すべて​の​人ひと​は​受うけ入いれられる​者もの​と​され、そして​受うけ継つぎ​の​ため​に、また​賢かしこい​②管かん理り​人にん​かつ​忠ちゅう実じつ​な​働はたらき​人びと​として​迎むかえ​入いれられる​ため​に、すべて​の​こと​が​満みたされる​の​で​ある。
18 そう​で​なければ、シオン​の​ビショップ​に​受うけ入いれられない。
19 さて、まことに、あなたがた​に​言いう。ぶどう​園えん​の​この​場ば所しょ​に​おける​教きょう会かい​の​ビショップ​に​報ほう告こく​を​する​すべて​の​長老ちょうろう​は、自じ分ぶん​が​働はたらいて​いる​教きょう会かい​や​諸しょ​教きょう会かい​から​の​推薦すいせん​を​もらって、自じ分ぶん​自じ身しん​と​自じ分ぶん​の​報ほう告こく​を​あらゆる​点てん​で​承しょう認にん​して​もらえる​よう​に​しなさい。
20 さらに​また、わたし​の​教きょう会かい​の​①出しゅっ版ぱん​に​関かんする​諸しょ​事じ​を​扱あつかう​管かん理り​人にん​として​任にん命めい​されて​いる​わたし​の​僕しもべ​たち​は、すべて​の​事こと柄がら​に​ついて​ビショップ​または​ビショップ​たち​に​援助えんじょ​を​要よう求きゅう​する​権けん利り​を​持もつ。
21 それ​は、①啓けい示じ​が​出しゅっ版ぱん​されて​地ち​の​果はて​まで​出でて​行いく​よう​に​する​ため、また​彼かれら​が​あらゆる​点てん​で​教きょう会かい​を​益えきする​資し金きん​を​得えられる​よう​に​する​ため、
22 また​彼かれら​も​あらゆる​点てん​で​承しょう認にん​を​受うけ、賢かしこい​管かん理り​人にん​と​見みなされる​ため​で​ある。
23 さて​見みよ、これ​は、わたし​の​教きょう会かい​の​支し部ぶ​が​設もうけられる​どこ​の​地ち​に​おいて​も、広ひろい​範はん囲い​に​及およぶ​すべて​の​支し部ぶ​の​ため​に​範例はんれい​と​す​べき​もの​で​ある。わたし​は​これ​で​わたし​の​言こと葉ば​を​終おわり​に​する。アーメン。
24 王おう国こく​の​律りっ法ぽう​に​加くわえて、少すこし​の​言こと葉ば​を、教きょう会かい​の​会員かいいん​に​ついて、すなわち​シオン​に​上のぼって​行いく​よう​に​聖せい​なる​御み霊たま​に​より​①命めいじられる​者もの​と、シオン​に​上のぼって​行いく​特とっ権けん​を​与あたえられて​いる​者もの​に​ついて​述のべて​おく。
25 これら​の​者もの​は、教きょう会かい​の​三人にん​の​長老ちょうろう​から​の​証しょう明めい​書しょ、または​ビショップ​から​の​証しょう明めい​書しょ​を​ビショップ​の​もと​に​携たずさえて​行いき​なさい。
26 シオン​の​地ち​に​上のぼって​行いく​者もの​は、そう​しなければ、賢かしこい​管かん理り​人にん​と​は​見みなされない​で​あろう。これ​も​また​一つ​の​範例はんれい​で​ある。アーメン。

	◀1①
教義68・14－19

	◀②
GS「神の王国，天の王国」

	◀2①
GS「ビショップ」

	◀3①
GS「管理人，管理人の職」

	◀②
ルカ19・11－27

	◀③
教義42・32、104・11－13

	◀4①
マタ24・45－47

	◀②
教義59・2

	◀5①
GS「ぶどう園（果樹園）（主の）」

	◀7①
教義42・31、46・27、58・17－18、107・87－88

	◀8①
GS「ホイットニー，ニューエル・Ｋ」

	◀10①
教義70・7－11、78・3、GS「倉」

	◀11①
教義75・24

	◀13①
GS「貧しい」

	◀15①
教義42・30－31、GS「奉献，奉献の律法」

	◀17①
教義20・64、84

	◀②
教義42・32

	◀20①
教義70・3－5

	◀21①
GS「教義と聖約」

	◀24①
GS「召し，神の召し」


第​73​章
千八百三十二​年ねん​一月がつ​十とお日か、オハイオ​州しゅう​ハイラム​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​と​シドニー・​リグドン​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百四十一－二百四十二​ページ）。前年ぜんねん​の​十二月がつ​上旬じょうじゅん​以い来らい、預よ言げん者しゃ​と​シドニー​は​教おしえ​を​説とく​業わざ​に​従じゅう事じ​して​きた。そして、この​方ほう法ほう​に​よって、教きょう会かい​に​対たいして​生しょうじて​いた​批ひ判はん的てき​な​感情かんじょう​が​大おおいに​軽減けいげん​された（第だい​七十一​章しょう​の​前まえ書がき​を​参照さんしょう）。
1－2​長老ちょうろう​たち​は​宣のべ​伝つたえ​続つづけ​なければ​ならない。​3－6​ジョセフ・​スミス​と​シドニー・​リグドン​は、『聖せい書しょ』​の​翻ほん訳やく​を​完了かんりょう​する​まで​翻ほん訳やく​を​続つづけ​なければ​ならない。
1 まことに、主しゅ​は​この​よう​に​言いう。わたし​が​必ひつ要よう​と​して​いる​の​は、大会たいかい​まで、①彼かれら​が​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえ、周まわり​の​地ち域いき​に​おける​諸しょ​教きょう会かい​で​説とき​続つづける​こと​で​ある。
2 その後のち、見みよ、大会たいかい​の​①声こえ​に​よって、彼かれら​の​様々さまざま​な​使し命めい​が​知しらされる​で​あろう。
3 さて、まことに、わたし​は​あなたがた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​で​ある​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と​シドニー・​リグドン​に​言いう。再ふたたび​①翻ほん訳やく​する​②必ひつ要よう​が​ある、と​主しゅ​は​言いう。
4 可か能のう​な​かぎり​大会たいかい​まで​周まわり​の​地ち域いき​で​教おしえ​を​説とき、そして​その後のち​は、翻ほん訳やく​の​仕し事ごと​を​完了かんりょう​する​まで​続つづける​必ひつ要よう​が​ある。
5 書かき記しるされて​いる​よう​に​さらに​知しらされる​まで、これ​を​長老ちょうろう​たち​に​とって​の​規き範はん​と​しなさい。
6 さて、今いま​は​これ​以い上じょう​の​こと​を​示しめさない。①腰こし​に​帯おび​を​締しめ、まじめ​で​あり​なさい。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
伝道中の人々のこと。​教義57－68章参照

	◀2①
教義20・63

	◀3①
教義45・60－61、76・15、GS「ジョセフ・スミス訳（JS）」

	◀②
ジョセフとシドニーは、以前に、翻訳を中止して福音を宣べ伝えるように命じられていた。​教義71・2

	◀6①
1ペテ1・13


第​74​章
千八百三十二​年ねん​一月がつ、オハイオ​州しゅう​ハイラム​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百四十二​ページ）。預よ言げん者しゃ​は​次つぎ​の​よう​に​記しるして​いる。「前述ぜんじゅつ​の​主しゅ​の​言こと葉ば［教きょう義ぎと聖せい約やく​第だい​七十三​章しょう］を​受うける​と​すぐに、わたし​は​聖典せいてん​の​翻ほん訳やく​を​再開さいかい​し、一月がつ​二十五​日にち​に​開ひらかれる​こと​に​なって​いた​大会たいかい​の​直前ちょくぜん​まで​熱心ねっしん​に​働はたらいた。この​間あいだ​に、わたし​は​また、コリント人びとへの第だい一の手て紙がみ​第だい七​章しょう​十四​節せつ​の​説明せつめい​として​次つぎ​の​啓けい示じ​を​受うけた。」（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百四十二​ページ）
1－5​パウロ​は​彼かれ​の​時じ代だい​の​教きょう会かい員いん​に、モーセ​の​律りっ法ぽう​に​従したがわない​よう​に​忠ちゅう告こく​する。​6－7​幼おさない​子こ供ども​たち​は​聖きよい​者もの​で​あり、贖罪しょくざい​に​よって​聖きよめられて​いる。
1 なぜなら、①信者しんじゃ​で​ない​夫おっと​は​妻つま​に​よって​聖きよめられて​おり、また、信者しんじゃ​で​ない​妻つま​も​夫おっと​に​よって​聖きよめられて​いる​から​で​ある。もし​そう​で​なければ、あなたがた​の​子こ供ども​たち​は​汚けがれて​いる​こと​に​なる​が、しかし​今いま、聖きよい​で​は​ない​か。
2 さて、使し徒と​の​時じ代だい​に​は、イエス・​キリスト​の​福ふく音いん​を​信しんじて​いない​すべて​の​ユダヤ人じん​の​間あいだ​で、割礼かつれい​の​律りっ法ぽう​が​守まもられて​いた。
3 そして、①割礼かつれい​の​律りっ法ぽう​に​関かんして​人々ひとびと​の​間あいだ​で​大おおきな​②論ろん争そう​が​起おこった。信者しんじゃ​で​ない​夫おっと​が、その​子こ供ども​たち​が​割礼かつれい​を​受うけて、すでに​成じょう就じゅ​した​③モーセ​の​律りっ法ぽう​に​従したがう​こと​を​願ねがった​から​で​ある。
4 そして、その​子こ供ども​たち​は​モーセ​の​律りっ法ぽう​に​従したがって​育そだてられた​ので、彼かれら​の​先せん祖ぞ​の​①言いい伝つたえ​を​心こころ​に​留とめ、キリスト​の​福ふく音いん​を​信しんじなかった。この​よう​に​して、彼かれら​は​聖きよくない​者もの​と​なった。
5 したがって、この​理り由ゆう​で、使し徒と​は​教きょう会かい員いん​に​手て紙がみ​を​書かいて、主しゅ​から​で​は​なく​彼かれ​自じ身しん​から​出でた​戒いましめ​を​与あたえた​の​で​ある。すなわち、①モーセ​の​律りっ法ぽう​が​彼かれら​の​中なか​から​廃はいされない​かぎり、信者しんじゃ​は​信者しんじゃ​で​ない​者もの​と​②結むすばれて​は​ならない​と​いう​もの​で​ある。
6 それ​は、その​子こ供ども​たち​に​割礼かつれい​が​施ほどこされる​こと​の​ない​ため​で​あり、また​幼おさない​子こ供ども​たち​は​聖きよくない​と​いう​言いい伝つたえ​が​廃はいされる​よう​に​する​ため​で​ある。その​よう​な​言いい伝つたえ​が​ユダヤ人じん​の​中なか​に​あった​から​で​ある。
7 しかし、幼おさない​①子こ供ども​たち​は、イエス・​キリスト​の​②贖罪しょくざい​に​よって​③聖きよめられて​いる​ので、④聖きよい​者もの​で​ある。これ​が​聖文せいぶん​の​意い味み​して​いる​こと​で​ある。

	◀1①
1コリ7・14－19

	◀3①
GS「割礼」

	◀②
使徒15・1－35、ガラ2・1－5

	◀③
GS「モーセの律法」

	◀4①
GS「言い伝え」

	◀5①
2ニフ25・24－27

	◀②
GS「結婚－異なった信仰を持つ人との結婚」

	◀7①
モロ8・8－15、教義29・46－47、137・10

	◀②
GS「贖罪」

	◀③
GS「救い－幼い子供たちの救い」

	◀④
GS「聖い」


第​75​章
千八百三十二​年ねん​一月がつ​二十五​日にち、オハイオ​州しゅう​アマースト​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百四十二－二百四十五​ページ）。この​啓けい示じ​が​与あたえられた​の​は、以い前ぜん​に​指し定てい​された​大会たいかい​の​とき​で​ある。この​大会たいかい​で、ジョセフ・​スミス​は​大だい​神しん権けん​の​大だい管かん長ちょう​に​支し持じ​され、聖任せいにん​された。自じ分ぶん​が​伝つたえる​教おしえ​を​人々ひとびと​に​理り解かい​させる​の​に​困難こんなん​を​覚おぼえて​いた​ある​長老ちょうろう​たち​は、彼かれら​の​当とう面めん​の​義ぎ務む​に​ついて​もっと​詳くわしく​知しりたい​と​望のぞんだ。そこで、この​啓けい示じ​が​与あたえられた。
1－5​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえる​忠ちゅう実じつ​な​長老ちょうろう​たち​は、永遠えいえん​の​命いのち​を​得える。​6－12​すべて​の​こと​を​教おしえて​くださる​慰なぐさめ主ぬし​を​受うける​ため​に​祈いのり​なさい。​13－22​長老ちょうろう​たち​は、彼かれら​の​伝つたえる​教おしえ​を​拒こばむ​者もの​たち​を​裁さばく​座ざ​に​着つく。​23－36​宣せん教きょう師し​の​家か族ぞく​は、教きょう会かい員いん​から​助たすけ​を​受うけ​なければ​ならない。
1 まことに、まことに、わたし​の​御み霊たま​の​①声こえ​に​よって​語かたる​者もの、②アルパ​で​あり​オメガ​で​あり、あなたがた​の​主しゅ​で​あり​あなたがた​の​神かみ​で​ある​わたし​は、あなたがた​に​言いう。
2 聴きき​なさい、おお、出でて​行いって​わたし​の​福ふく音いん​を​宣言せんげん​し、わたし​の​①ぶどう​園えん​で​②刈かり込こみ​を​する​こと​を​志し願がん​した​人々ひとびと​よ。
3 見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​思おもい​は、あなたがた​が​出でて​行いき、とどまる​こと​も​①怠なまける​こと​も​なく、あなたがた​の​勢力せいりょく​を​尽つくして​働はたらく​こと​で​ある。
4 ラッパ​の​音おと​の​よう​に​あなたがた​の​声こえ​を​上あげ、わたし​が​あなたがた​に​与あたえた​啓けい示じ​と​戒いましめ​に​従したがって​①真しん理り​を​②宣言せんげん​しなさい。
5 この​よう​に、忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば、あなたがた​は​多おおく​の​①束たば​を​積つまれ、②誉ほまれ​と、③栄えい光こう​と、④不ふ死し​不ふ滅めつ​と、⑤永遠えいえん​の​命いのち​を​⑥冠かんむり​として​与あたえられる​で​あろう。
6 それゆえ、まことに、わたし​は、わたし​の​僕しもべ​ウィリアム・​Ｅ・​マクレラン​に​言いう。わたし​は​東ひがし​の​地ち方ほう​へ​行いく​よう​に​と​いう​彼かれ​に​与あたえた​任にん務む​を​①取とり消けす。
7 そして、彼かれ​に​新あたらしい​任にん務む​と​新あたらしい​戒いましめ​を​与あたえ、それ​に​よって、彼かれ​の​心こころ​の​①つぶやき​に​対たいして​②懲こらしめ​を​与あたえる。
8 彼かれ​は​罪つみ​を​犯おかした。それでも、わたし​は​彼かれ​を​赦ゆるし、再ふたたび​彼かれ​に、「あなた​は​南みなみ​の​地ち方ほう​へ​行いき​なさい」と​言いう。
9 わたし​の​僕しもべ​ルーク・​ジョンソン​を​彼かれ​と​ともに​行いかせ、わたし​が​二ふた人り​に​命めいじた​事こと柄がら​を​宣言せんげん​させ​なさい。
10 二ふた人り​に​とって​必ひつ要よう​な​すべて​の​こと​を​教おしえる​①慰なぐさめ主ぬし​を​受うける​ため​に、主しゅ​の​名な​を​呼よばせ​なさい。
11 気き​を​落おとさない​よう​に​①常つねに​祈いのらせ​なさい。これ​を​行おこなう​なら​ば、わたし​は​まことに​最さい後ご​まで​彼かれら​と​ともに​いる​で​あろう。
12 見みよ、これ​が​あなたがた​に​関かんする、主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​の​思おもい​で​ある。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
13 さらに​また、まことに、主しゅ​は​この​よう​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​①オーソン・​ハイド​と​わたし​の​僕しもべ​②サミュエル・​Ｈ・​スミス​に、東ひがし​の​地ち方ほう​へ​旅たび​を​させ、わたし​が​彼かれら​に​命めいじた​こと​を​宣言せんげん​させ​なさい。彼かれら​が​忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば、見みよ、わたし​は​まことに​最さい後ご​まで​③彼かれら​と​ともに​いる​で​あろう。
14 さらに​また、まことに、わたし​の​僕しもべ​ライマン・​ジョンソン​と、わたし​の​僕しもべ​①オーソン・​プラット​に​言いう。彼かれら​も​東ひがし​の​地ち方ほう​へ​旅たび​に​出で​なければ​ならない。そう​すれ​ば、見みよ、見みよ、わたし​は​最さい後ご​まで​彼かれら​と​ともに​いる。
15 さらに​また、わたし​の​僕しもべ​エイサ・​ドッズ​と、わたし​の​僕しもべ​カーブズ・​ウィルソン​に​言いう。彼かれら​も​西にし​の​地ち方ほう​へ​旅たび​に​出でて、わたし​が​彼かれら​に​命めいじた​よう​に​わたし​の​福ふく音いん​を​宣言せんげん​しなければ​ならない。
16 忠ちゅう実じつ​な​者もの​は​すべて​の​もの​に​打うち勝かち、終おわり​の​日ひ​に​①高たかく​上あげられる​で​あろう。
17 さらに​また、わたし​の​僕しもべ​メージャー・​Ｎ・​アシュリー​と、わたし​の​僕しもべ​バー・​リッグズ​に​言いう。彼かれら​も​南みなみ​の​地ち方ほう​へ​旅たび​に​出で​なさい。
18 まことに、これら​すべて​の​者もの​は、わたし​が​命めいじた​よう​に​旅たび​に​出でて、家いえ​から​家いえ​へ、村むら​から​村むら​へ、町まち​から​町まち​へ​行いき​なさい。
19 そして、どの​家いえ​に​入はいって​も、人々ひとびと​が​あなたがた​を​迎むかえて​くれる​なら、その​家いえ​に​あなたがた​の​祝しゅく福ふく​を​残のこし​なさい。
20 また、どの​家いえ​に​入はいって​も、人々ひとびと​が​迎むかえて​くれ​なければ、あなたがた​は​速すみやか​に​その​家いえ​を​去さり、彼かれら​に​対たいする​証あかし​として​あなたがた​の​足あし​の​ちり​を​①払はらい​落おとさなければ​ならない。
21 そう​すれ​ば、あなたがた​は​①喜よろこび​と​楽たのしみ​で​満みたされる​で​あろう。また、この​こと​を​知しって​おき​なさい。すなわち、裁さばき​の​日ひ​に、あなたがた​は​その​家いえ​の​②裁さばき​人びと​と​なり、彼かれら​を​罪つみ​に​定さだめる​で​あろう。
22 裁さばき​の​日ひ​に​は、異い教きょう徒と​の​方ほう​が​その​家いえ​より​も​耐たえ​やすい​で​あろう。それゆえ、①腰こし​に​帯おび​を​締しめ、忠ちゅう実じつ​で​あり​なさい。そう​すれ​ば、あなたがた​は​すべて​の​もの​に​打うち勝かち、終おわり​の​日ひ​に​高たかく​上あげられる​で​あろう。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
23 さらに​また、主しゅ​は​あなたがた​に​この​よう​に​言いう。おお、あなたがた​に​関かんする​主しゅ​の​思おもい​を​知しろう​と​して​自じ分ぶん​の​名な​を​告つげた、わたし​の​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​よ。
24 見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。世よ​の​人々ひとびと​に​福ふく音いん​を​宣言せんげん​する​ため​に​召めされて、世よ​の​人々ひとびと​の​もと​に​遣つかわされる​必ひつ要よう​の​ある​人々ひとびと​の​家か族ぞく​を​扶ふ養よう​する​助たすけ​を​する​こと、また​その​人々ひとびと​の​家か族ぞく​を​扶ふ養よう​する​こと​は、教きょう会かい​の​義ぎ務む​で​ある。
25 それゆえ、主しゅ​なる​わたし​は、あなたがた​に​この​戒いましめ​を​与あたえる。あなたがた​は、兄きょう弟だい​たち​が​喜よろこんで​心こころ​を​開ひらく​なら​ば、あなたがた​の​家か族ぞく​の​住すむ​所ところ​を​手て​に​入いれ​なさい。
26 そして、家か族ぞく​の​住すむ​所ところ​を​手て​に​入いれ、かつ​教きょう会かい​から​家か族ぞく​の​扶ふ助じょ​を​得える​こと​の​できる​すべて​の​者もの​は、東ひがし​で​あろう​と、西にし​で​あろう​と、北きた​で​あろう​と、南みなみ​で​あろう​と、必かならず​世よ​に​出でて​行いかなければ​ならない。
27 彼かれら​に​求もとめ​させ​なさい。そう​すれ​ば、彼かれら​に​与あたえられる​で​あろう。たたかせ​なさい。そう​すれ​ば、開ひらかれる​で​あろう。彼かれら​の​行いく​べき​所ところ​は、高たかい​所ところ​から、まことに​①慰なぐさめ主ぬし​に​よって​知しらされる​で​あろう。
28 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。自じ分ぶん​の​①家か族ぞく​を​②扶ふ養よう​する​義ぎ務む​を​負おって​いる​者もの​に​は​皆みな、扶ふ養よう​させ​なさい。そう​すれ​ば、その​人ひと​は​決けっして​冠かんむり​を​失うしなう​こと​は​ない。また、この​よう​な​者もの​に​は​教きょう会かい​の​中なか​で​働はたらかせ​なさい。
29 皆みな、すべて​の​こと​に​ついて​①熱心ねっしん​で​あり​なさい。②怠たい惰だ​な​者もの​は、悔くい改あらためて​自じ分ぶん​の​行おこない​を​改あらためない​かぎり、教きょう会かい​の​中なか​で​いる​べき​場ば所しょ​を​得えられない​で​あろう。
30 わたし​の​僕しもべ​シメオン・​カーター​と​わたし​の​僕しもべ​エマー・​ハリス​に、務つとめ​に​関かんして​一つ​と​ならせ​なさい。
31 また、わたし​の​僕しもべ​エズラ・​セア​と​わたし​の​僕しもべ​①トーマス・​Ｂ・​マーシュ​も、
32 わたし​の​僕しもべ​ハイラム・​スミス​と​わたし​の​僕しもべ​レイノルズ・​カフーン​も、
33 わたし​の​僕しもべ​ダニエル・​スタントン​と​わたし​の​僕しもべ​セイモア・​ブランソン​も、
34 わたし​の​僕しもべ​シルベスター・​スミス​と​わたし​の​僕しもべ​ギデオン・​カーター​も、
35 わたし​の​僕しもべ​ラグルズ・​エイムズ​と​わたし​の​僕しもべ​スティーブン・​バーネット​も、
36 また、わたし​の​僕しもべ​マイカ・​Ｂ・​ウェルトン​と​わたし​の​僕しもべ​イーデン・​スミス​も、同どう様よう​で​ある。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
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第​76​章
千八百三十二​年ねん​二月がつ​十六​日にち、オハイオ​州しゅう​ハイラム​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​と​シドニー・​リグドン​に​与あたえられた​示じ現げん（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百四十五－二百五十二​ページ）。預よ言げん者しゃ​は​この​示じ現げん​の​記き録ろく​の​前まえ書がき​として、次つぎ​の​よう​に​記しるして​いる。「わたし​は​アマースト​の​大会たいかい​から​帰かえる​と、聖典せいてん​の​翻ほん訳やく​を​再開さいかい​した。これまで​に​受うけて​きた​いろいろ​な​啓けい示じ​から、人ひと​の​救すくい​に​関かんする​多おおく​の​重じゅう要よう​な​事じ項こう​が『聖せい書しょ』​から​取とり去さられた​か、あるいは​それ​が​編へんさん​される​前まえ​に​失うしなわれた​か、どちら​か​で​ある​こと​は​明あきらか​で​あった。残のこされた​真しん理り​から​おのずと​明あきらか​な​よう​に、もし​神かみ​が​すべて​の​人ひと​に​肉にく体たい​に​あって​なした​行おこない​に​応おうじて​報むくい​を​与あたえられる​と​すれ​ば、聖せい徒と​たち​の​永遠えいえん​の​住すまい​と​される『天てん』​と​いう​言こと葉ば​に​は、一つ​で​は​なく​複ふく数すう​の​王おう国こく​が​含ふくまれる​に​違ちがいない。それで、『ヨハネによる福ふく音いん書しょ』​を​翻ほん訳やく​して​いる​最中さいちゅう​に、わたし​と​リグドン​長老ちょうろう​は​次つぎ​の​よう​な​示じ現げん​を​見みた。」（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百四十五​ページ）この​示じ現げん​が​与あたえられた​の​は、預よ言げん者しゃ​が、ヨハネによる福ふく音いん書しょ​第だい五​章しょう​二十九​節せつ​を​翻ほん訳やく​した​後のち​の​こと​で​ある。
1－4​主しゅ​は​神かみ​で​あられる。​5－10​王おう国こく​の​奥おく義ぎ​は、すべて​の​忠ちゅう実じつ​な​者もの​に​明あきらか​に​される。​11－17​すべて​の​者もの​が、正ただしい​者もの​の​復ふっ活かつ​の​時とき​か、あるいは​正ただしくない​者もの​の​復ふっ活かつ​の​時とき​に​出でて​来くる。​18－24​多おおく​の​世せ界かい​に​住すむ​者もの​が、イエス・​キリスト​の​贖罪しょくざい​に​よって​神かみ​の​もと​に​生うまれた​息むす子こ​や​娘むすめ​と​なる。​25－29​神かみ​の​一いち​天てん使し​が​落おちて、悪あく魔ま​に​なった。​30－49​滅ほろび​の​子こ​は​永遠えいえん​の​罰ばつ​の​定さだめ​を​受うける。その​ほか​の​者もの​は​皆みな、何なんら​か​の​階級かいきゅう​の​救すくい​を​得える。​50－70​日ひ​の​栄さかえ​の​王おう国こく​に​おける​昇栄しょうえい​する​者もの​の​栄えい光こう​と​報むくい​が​述のべられる。​71－80​月つき​の​栄さかえ​の​王おう国こく​を​受うけ継つぐ​者もの​に​ついて​述のべられる。​81－113​星ほし​の​栄さかえ、月つき​の​栄さかえ、日ひ​の​栄さかえ​の​世せ界かい​の​栄えい光こう​の​内うち​に​ある​者もの​の​状じょう態たい​が​説明せつめい​される。​114－119​忠ちゅう実じつ​な​者もの​は、聖せい​なる​御み霊たま​の​力ちから​に​よって​神かみ​の​王おう国こく​の​奥おく義ぎ​を​目め​に​し、理り解かい​する​こと​が​できる。
1 おお、天てん​よ、①聞きけ。おお、地ち​よ、耳みみ​を​傾かたむけよ。そこ​に​住すむ​者もの​よ、喜よろこべ。主しゅ​は​②神かみ​で​あり、主しゅ​の​③ほか​に​④救すくい主ぬし​は​おられない​から​で​ある。
2 主しゅ​の​知ち恵え​は​①偉い大だい​で​あり、主しゅ​の​道みち​は​②驚おどろく​べき​もの​で​あって、主しゅ​の​行おこなわれる​こと​の​広こう大だいさ​を​だれ​も​知しり​尽つくす​こと​は​できない。
3 主しゅ​の​①目もく的てき​が​達たっせられない​こと​は​なく、主しゅ​の​手て​を​とどめる​こと​の​できる​者もの​は​だれ​も​いない。
4 永遠えいえん​から​永遠えいえん​に​わたって​主しゅ​は​①変かわる​こと​の​ない​御お方かた​で​あり、主しゅ​の​年とし​は​②尽つきる​こと​が​ない。
5 「主しゅ​は​この​よう​に​言いう。すなわち、主しゅ​なる​わたし​は、わたし​を​①畏おそれる​者もの​に​②憐あわれみ​深ぶかく​かつ​恵めぐみ​深ふかく、また​最さい後ご​まで​義ぎ​を​もって​真しん理り​に​かなって​わたし​に​③仕つかえる​者もの​に​誉ほまれ​を​与あたえる​の​を​喜よろこび​と​する。
6 彼かれら​の​受うける​報むくい​は​大おおきく、彼かれら​の​①栄えい光こう​は​永遠えいえん​で​ある。
7 わたし​は​彼かれら​に​すべて​の​①奥おく義ぎ​を、すなわち​昔むかし​から​隠かくされて​いた​わたし​の​王おう国こく​の​すべて​の​奥おく義ぎ​を​②明あきらか​に​し、また​来きたる​べき​時じ代だい​に​おける​わたし​の​王おう国こく​に​関かんする​すべて​の​こと​に​ついて​も、わたし​の​思おもい​の​よし​と​する​ところ​を​彼かれら​に​知しらせよう。
8 まことに、永遠えいえん​の​驚きょう異い​さえ​も、彼かれら​は​知しる​で​あろう。また、わたし​は​来きたる​べき​こと、多おおく​の​時じ代だい​の​こと​さえ​も​彼かれら​に​示しめそう。
9 彼かれら​の​①知ち恵え​は​大おおいなる​もの​と​なり、彼かれら​の​②理り解かい​は​天てん​に​達たっする。彼かれら​の​前まえ​で​知ち者しゃ​の​知ち恵え​は​③滅ほろび、賢者けんじゃ​の​理り解かい​も​無む​に​帰きする。
10 わたし​は、わたし​の​①御み霊たま​に​よって​彼かれら​に​②光ひかり​を​注そそぎ、また​わたし​の​③力ちから​に​よって​わたし​の​ひそか​な​思おもい、すなわち、④目め​が​見みず、耳みみ​が​聞きかず、人ひと​の​心こころ​に​思おもい浮うかび​も​しなかった​それら​の​事こと柄がら​を​彼かれら​に​知しらせる​から​で​ある。」
11 わたしたち、ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と​シドニー・​リグドン​は、主しゅ​の​千八百三十二​年ねん​二月がつ​十六​日にち、①御み霊たま​に​感かんじて、
12 神かみ​に​かかわる​事こと柄がら​を​目め​に​し​理り解かい​できる​よう​に、①御み霊たま​の​力ちから​に​よって​わたしたち​の​②目め​は​開ひらかれ、わたしたち​の​理り解かい​に​光ひかり​が​注そそがれた。
13 それら​の​事こと柄がら​は、世せ界かい​が​存そん在ざい​する​前まえ​に​初はじめ​から​あった​こと、まことに​①初はじめ​から​御父おんちち​の​懐ふところ​に​おられた​御父おんちち​の​独ひとり子ご​を​通とおして​御父おんちち​に​よって​定さだめられた​こと​で​ある。
14 わたしたち​は​その​御お方かた​に​ついて​証あかし​する。わたしたち​が​述のべる​証あかし​は、御おん子こ​で​ある​イエス・​キリスト、すなわち、わたしたち​が​天てん​の​①示じ現げん​の​中なか​で​目め​に​し、②言こと葉ば​を​交かわした​イエス・​キリスト​の​完全かんぜん​な​福ふく音いん​で​ある。
15 わたしたち​は、主しゅ​が​わたしたち​に​命めいじられた​①翻ほん訳やく​の​業わざ​を​行おこなって​いた​とき​に、ヨハネによる福ふく音いん書しょ​第だい五​章しょう​二十九​節せつ​に​至いたり、それ​は​わたしたち​に​次つぎ​の​よう​に​与あたえられた。
16 すなわち、それ​は​死し者しゃ​の​復ふっ活かつ​に​ついて、また​①人ひと​の​子こ​の​声こえ​を​②聞きく​者もの​に​ついて​語かたって​いる。
17 「①善ぜん​を​行おこなった​人々ひとびと​は​②正ただしい​者もの​の​③復ふっ活かつ​の​時とき​に、また​悪あく​を​行おこなった​人々ひとびと​は​正ただしくない​者もの​の​復ふっ活かつ​の​時とき​に​出でて​来くる​で​あろう。」
18 これ​は​わたしたち​を​驚おどろかせた。それ​が​御み霊たま​に​よって​わたしたち​に​与あたえられた​から​で​ある。
19 わたしたち​が​これら​の​こと​に​ついて​①思おもい​に​ふけって​いた​とき​に、主しゅ​は​わたしたち​の​理り解かい​の​目め​に​御み​手て​を​触ふれて​くださり、わたしたち​の​理り解かい​の​目め​が​開ひらかれた。そして、主しゅ​の​栄えい光こう​が​周まわり​を​照てらした。
20 そして、わたしたち​は​①御父おんちち​の​②右みぎ​に​御おん子こ​の​③栄えい光こう​を​見み、その​完全かんぜん​を​受うけた。
21 また、神かみ​と​小こ羊ひつじ​を​拝はいして​おり、また​とこしえ​に​いつまで​も​神かみ​と​小こ羊ひつじ​を​①拝はいする、聖せい​なる​②天てん使し​たち​と​③聖きよめられて​いる​者もの​たち​を​御父おんちち​の​御み​座ざ​の​前まえ​に​見みた。
22 そして​今いま、小こ羊ひつじ​に​ついて​なされて​きた​多おおく​の​証あかし​の​後のち、わたしたち​が​最さい後ご​に​小こ羊ひつじ​に​ついて​なす​①証あかし​は​これ​で​ある。すなわち、「小こ羊ひつじ​は​②生いきて​おられる。」
23 わたしたち​は​まことに​①神かみ​の​右みぎ​に​小こ羊ひつじ​を​②見みた​から​で​ある。また、わたしたち​は​証あかし​する​声こえ​を​聞きいた。すなわち、「彼かれ​は​御父おんちち​の​③独ひとり子ご​で​あり、
24 ①彼かれ​に​よって、彼かれ​を​通つうじて、彼かれ​から、もろもろ​の​②世せ界かい​が​現在げんざい​創そう造ぞう​され、また​過か去こ​に​創そう造ぞう​された。そして、それら​に​住すむ​者もの​は​神かみ​の​もと​に​生うまれた​③息むす子こ​や​娘むすめ​と​なる」と。
25 また、わたしたち​は​この​こと​も​見みた​ので​証あかし​する。すなわち、神かみ​の​前まえ​で​権けん威い​を​持もって​いた​神かみ​の​一いち​①天てん使し​が、御父おんちち​から​愛あいされて​御父おんちち​の​懐ふところ​に​おられた​独ひとり子ご​に​背そむき、神かみ​と​御おん子こ​の​前まえ​から​落おとされ、
26 そして、滅ほろび​と​呼よばれた。もろもろ​の​天てん​は​彼かれ​の​ため​に​泣なき​悲かなしんだ​から​で​ある。彼かれ​は​暁あかつき​の​子こ​①ルシフェル​で​あった。
27 わたしたち​は​見みた。見みよ、彼かれ​は​①落おちた。暁あかつき​の​子こ​で​さえ​も​落おちた。
28 わたしたち​が​まだ​御み霊たま​に​感かんじて​いる​間あいだ​に、主しゅ​は​わたしたち​に、その​示じ現げん​を​書かき記しるす​よう​に​命めいじられた。神かみ​に​①背そむき、わたしたち​の​神かみ​と​その​キリスト​の​王おう国こく​を​取とろう​と​した​サタン、年とし​を​経へた​②蛇へび、すなわち​③悪あく魔ま​を、わたしたち​は​見みた​から​で​ある。
29 彼かれ​は​神かみ​の​聖せい徒と​たち​に​①戦たたかい​を​挑いどみ、彼かれら​を​取とり囲かこむ。
30 また、わたしたち​は、彼かれ​と​戦たたかって​打うち​負まかされた​者もの​たち​の​苦くるしみ​を​示じ現げん​で​見みた。主しゅ​の​声こえ​が​次つぎ​の​よう​に​わたしたち​に​聞きこえた。
31 「わたし​の​力ちから​を​知しり、それ​に​あずかる​者もの​と​され​ながら、自みずから​を​悪あく魔ま​の​力ちから​に​①打うち​負まかされる​に​任まかせ、また​真しん理り​を​否ひ定てい​し、わたし​の​力ちから​に​反抗はんこう​する​に​自みずから​を​任まかせた​すべて​の​者もの​に​ついて、主しゅ​は​次つぎ​の​よう​に​言いう。
32 すなわち、彼かれら​は​①滅ほろび​の​②子こ​で​あり、生うまれなかった​方ほう​が​彼かれら​の​ため​に​よかった​と​わたし​が​言いう​者もの​で​ある。
33 彼かれら​は​激はげしい​怒いかり​の​器うつわ​で​あり、悪あく魔ま​や​その​使つかい​と​ともに​永遠えいえん​に​神かみ​の​激はげしい​怒いかり​を​受うける​よう​に​定さだめられる​から​で​ある。
34 この世よ​で​も​来きたる​べき​世よ​で​も​①赦ゆるされる​こと​は​ない​と​わたし​が​言いった​の​は、彼かれら​に​ついて​で​ある。」
35 それ​は、彼かれら​が​聖せい​なる​御み霊たま​を​受うけた​後のち​に​それ​を​①否ひ定てい​した​ため、また​御父おんちち​の​独ひとり子ご​を​否ひ定てい​した​ため、また​独ひとり子ご​を​自みずから​②十じゅう字じ架か​に​つけて​公おおやけ​に​辱はずかしめた​ため​で​ある。
36 これら​の​者もの​は、悪あく魔ま​や​その​使つかい​と​ともに​①火ひ​と​硫い黄おう​の​池いけ​の​中なか​に​入はいる​者もの​で​あり、
37 また​第だい二に​の​①死し​が​何なんら​か​の​力ちから​を​持もつ​唯一ゆいいつ​の​者もの​で​あり、
38 まことに、主しゅ​の​激はげしい​怒いかり​に​よる​苦くるしみ​を​受うけた​後のち​も、主しゅ​の​定さだめられた​とき​に​①贖あがなわれない​唯一ゆいいつ​の​者もの​で​ある。
39 残のこり​の​者もの​は​皆みな、もろもろ​の​世せ界かい​が​造つくられる​前まえ​に​御父おんちち​の​懐ふところ​に​おられた、ほふられた​①小こ羊ひつじ​の​勝しょう利り​と​栄えい光こう​に​よって、死し者しゃ​の​②復ふっ活かつ​に​より​③導みちびき​出だされる​から​で​ある。
40 天てん​から​の​声こえ​が​わたしたち​に​証あかし​した​①福ふく音いん、すなわち​喜よろこび​の​おとずれ​は​これ​で​ある。
41 「彼かれ、すなわち​イエス​は、世よ​の​ため​に​①十じゅう字じ架か​に​つけられ、②世よ​の​罪つみ​を​③負おい、世よ​を​④聖きよめ、それ​を​すべて​の​不ふ義ぎ​から​⑤清きよめる​ため​世よ​に​来きた。
42 御父おんちち​から​イエス​の​力ちから​の​下もと​に​置おかれて、彼かれ​に​より​造つくられた​すべて​の​者もの​が、彼かれ​に​よって​①救すくわれる​ため​で​ある。
43 彼かれ​は​御父おんちち​の​栄えい光こう​を​現あらわし、そして、御父おんちち​から​御おん子こ​を​示しめされた​後のち​に​御おん子こ​を​否ひ定てい​する​滅ほろび​の​子こら​を​除のぞく、その​御み​手て​に​よって​造つくられた​すべて​の​者もの​を​救すくわれる。」
44 それゆえ、イエス​は​彼かれら​を​除のぞく​すべて​の​者もの​を​救すくわれる。しかし、彼かれら​は​①悪あく魔ま​や​その​使つかい​と​ともに​永遠えいえん​に​治おさめる​ため​に、②永久えいきゅう​の​③罰ばつ、すなわち​無む窮きゅう​の​罰ばつ、すなわち​永遠えいえん​の​罰ばつ​を​受うける。そこ​で​は、彼かれら​の​④うじ​は​死しなず、火ひ​は​消きえる​こと​が​ない。それ​が​彼かれら​の​苦く痛つう​で​ある。
45 また、その​①終おわり、その​場ば所しょ、その​苦く痛つう​を​知しって​いる​者もの​は​だれ​も​いない。
46 それ​を​受うける​者もの​と​される​者もの​の​ほか​に、それ​は​人ひと​に​明あきらか​に​されなかった​だけ​で​なく、今いま​も​明あきらか​に​されず、また​将来しょうらい​も​明あきらか​に​される​こと​は​ない。
47 「それでも、主しゅ​なる​わたし​は​それ​を​示じ現げん​に​よって​多おおく​の​者もの​に​示しめす​が、すぐに​また​それ​を​閉とじる。
48 それゆえ、その​終おわり、その​幅はば、その​高たかさ、その​①深ふかさ、また​その​悲ひ惨さんさ​を、彼かれら​は​理り解かい​する​こと​なく、この​②罪つみ​の​宣せん告こく​に​定さだめられる​者もの​の​ほか​に​は​だれ​も​知しらない。」
49 そして、わたしたち​は、「示じ現げん​を​書かき記しるし​なさい。見みよ、これ​で​神かみ​を​敬うやまわない​者もの​の​受うける​苦くるしみ​の​示じ現げん​は​終おわり​で​ある」と​告つげる​声こえ​を​聞きいた。
50 さらに​また、わたしたち​は​証あかし​する。わたしたち​は​見み聞きき​した​から​で​ある。正ただしい​者もの​の​①復ふっ活かつ​の​時とき​に​出でて​来くる​人々ひとびと​に​関かんする​キリスト​の​福ふく音いん​の​②証あかし​は​これ​で​ある。
51 すなわち、彼かれら​は​イエス​の​証あかし​を​受うけ入いれ、その​名な​を​①信しんじ、そして​イエス​の​名な​に​よって​水みず​の​中なか​に​②沈しずめられ、イエス​から​与あたえられた​戒いましめ​の​とおり​に​その​③埋葬まいそう​に​倣ならって​④バプテスマ​を​受うけた​者もの​で​ある。
52 それ​は​戒いましめ​を​守まもる​こと​に​よって、彼かれら​が​自じ分ぶん​の​すべて​の​罪つみ​から​①洗あらわれて​②清きよく​され、この​③力ちから​を​持もつ​よう​に​④聖任せいにん​され​結むすび固かためられて​いる​者もの​の​⑤按手あんしゅ​に​よって​聖せい​なる​御み霊たま​を​受うける​ため​で​ある。
53 また、彼かれら​は​信しん仰こう​に​よって​勝しょう利り​を​得え、御父おんちち​が​正ただしく​かつ​真実しんじつ​な​者もの​すべて​に​注そそがれる​①約やく束そく​の​聖せい​なる​御み霊たま​に​より​②結むすび固かためられて​いる​者もの​で​ある。
54 彼かれら​は​①長ちょう子し​の​教きょう会かい​で​ある。
55 彼かれら​は​御父おんちち​から​①すべて​の​もの​を​その​手て​に​与あたえられた​者もの​で​ある。
56 彼かれら​は​①祭さい司し​で​あり、王おう​で​あり、御父おんちち​の​完全かんぜん​と​御父おんちち​の​栄えい光こう​を​受うけた​者もの​で​あり、
57 また、メルキゼデク​の​位くらい​に​従したがう​いと​高たかき​方かた​の​①祭さい司し​で​ある。この​メルキゼデク​の​位くらい​は、②エノク​の​位くらい​に​従したがい、かつ​③独ひとり子ご​の​位くらい​に​従したがう​もの​で​あった。
58 それゆえ、書かき記しるされて​いる​よう​に、彼かれら​は​①神々かみがみ、すなわち​②神かみ​の​③子こ​で​ある。
59 それゆえ、生せい​も​死し​も、現在げんざい​の​もの​も​将来しょうらい​の​もの​も、①すべて​の​もの​は​彼かれら​の​もの​で​ある。すべて​は​彼かれら​の​もの​で​あり、彼かれら​は​キリスト​の​もの​で​あり、キリスト​は​神かみ​の​もの​で​ある。
60 彼かれら​は​すべて​の​もの​に​①打うち勝かつ。
61 それゆえ、だれ​も​人間にんげん​を​①誇ほこって​は​ならない。むしろ​すべて​の​敵てき​を​その​足あし​の​下した​に​②従したがわせる​神かみ​を​③誇ほこり​なさい。
62 これら​の​者もの​は、とこしえ​に​いつまで​も​神かみ​と​その​キリスト​の​①前まえ​に​②住すむ。
63 これら​は、キリスト​が​地ち上じょう​で​その​民たみ​を​①治おさめる​ため​に​天てん​の​雲くも​の​中なか​を​②来こられる​とき、キリスト​が​③伴ともなって​来こられる​者もの​で​ある。
64 これら​は、①第だい一いち​の​復ふっ活かつ​に​あずかる​者もの​で​ある。
65 これら​は、正ただしい​者もの​の​①復ふっ活かつ​の​時とき​に​出でて​来くる​者もの​で​ある。
66 これら​は、①シオン​の​②山やま​に、また​生いける​神かみ​の​都みやこ、天てん​の​場ば所しょ、至し聖せい所じょ​に​来くる​者もの​で​ある。
67 これら​は、無む数すう​の​天てん使し​の​集あつまり​と、①エノク​の​教きょう会かい​の​総そう​集つどい​と、②長ちょう子し​の​教きょう会かい​の​総そう​集つどい​に​加くわわった​者もの​で​ある。
68 これら​は、神かみ​と​キリスト​が​万民ばんみん​の​①審しん判ぱん​者しゃ​として​住すまわれる、天てん​に​その​名な​が​②記しるされて​いる​者もの​で​ある。
69 これら​は、自みずから​の​①血ち​を​流ながす​こと​に​よって​この​完全かんぜん​な​②贖罪しょくざい​を​成なし遂とげられた、新あたらしい​③聖せい約やく​の​仲ちゅう保ほ者しゃ​イエス​を​通つうじて​④完全かんぜん​な​者もの​と​された​⑤正ただしい​人々ひとびと​で​ある。
70 これら​は、その​体からだ​が​①日ひ​の​栄さかえ​の​状じょう態たい​に​ある​者もの​で​ある。その​②栄えい光こう​は​③太陽たいよう​の​栄えい光こう、すなわち​すべて​の​者もの​の​至し高こう​者しゃ​なる​神かみ​の​栄えい光こう​で​あり、その​栄えい光こう​は​大おお​空ぞら​の​太陽たいよう​に​よって​象徴しょうちょう​される​と​記しるされて​いる。
71 さらに​また、わたしたち​は​①月つき​の​栄さかえ​の​世せ界かい​を​見みた。見みよ、見みよ、これら​の​者もの​は​月つき​の​栄さかえ​の​世せ界かい​に​属ぞくする​者もの​で​あり、その​栄えい光こう​は、②月つき​の​栄えい光こう​が​大おお​空ぞら​の​太陽たいよう​と​違ちがって​いる​よう​に、御父おんちち​の​完全かんぜん​を​受うけた​長ちょう子し​の​教きょう会かい​の​栄えい光こう​と​は​違ちがって​いる。
72 見みよ、これら​は、①律りっ法ぽう​②なし​に​死しんだ​者もの​で​ある。
73 また、①獄ごく​に​とどめられた​人々ひとびと​の​②霊れい​で​あって、肉にく​に​おいて​人間にんげん​として​裁さばき​を​受うける​ため​に、御おん子こ​が​訪おとずれて、③福ふく音いん​を​④宣のべ​伝つたえられた​者もの​で​ある。
74 また、これら​は、肉にく​に​おいて​は​イエス​の​①証あかし​を​受うけ入いれなかった​が、後のち​に​それ​を​受うけ入いれた​者もの​で​ある。
75 これら​は、世よ​の​高こう潔けつ​な​人々ひとびと​で​あり​ながら、人間にんげん​の​悪わる巧だくみ​に​よって​目め​を​くらまされた​者もの​で​ある。
76 これら​は、イエス​の​栄えい光こう​を​受うける​が、その​完全かんぜん​は​受うけない​者もの​で​ある。
77 これら​は、御おん子こ​の​臨在りんざい​は​受うける​が、御父おんちち​の​完全かんぜん​は​受うけない​者もの​で​ある。
78 それゆえ、彼かれら​は​日ひ​の​栄さかえ​の​体からだ​で​は​なく、月つき​の​栄さかえ​の​①体からだ​で​あって、月つき​が​太陽たいよう​と​違ちがって​いる​よう​に​栄えい光こう​に​おいて​違ちがって​いる。
79 これら​は、イエス​の​証あかし​に​①雄お々おしくない​者もの​で​ある。それゆえ、彼かれら​は​わたしたち​の​神かみ​の​王おう国こく​の​冠かんむり​を​得えない。
80 さて、これ​で​わたしたち​が​月つき​の​栄さかえ​の​世せ界かい​に​ついて​見みた​示じ現げん​は​終おわり、わたしたち​が​まだ​御み霊たま​に​感かんじて​いる​間あいだ​に、これ​を​書かき記しるす​よう​に​主しゅ​は​わたしたち​に​命めいじられた。
81 さらに​また、わたしたち​は​①星ほし​の​栄さかえ​の​世せ界かい​の​栄えい光こう​を​見みた。その​栄えい光こう​は、星ほし​の​栄えい光こう​が​大おお​空ぞら​の​月つき​の​栄えい光こう​と​違ちがって​いる​よう​に、さらに​劣おとった​世せ界かい​の​栄えい光こう​で​ある。
82 これら​は、キリスト​の​福ふく音いん​を​受うけ入いれず、イエス​の​①証あかし​も​受うけ入いれなかった​者もの​で​ある。
83 これら​は、聖せい​なる​御み霊たま​を​否ひ定てい​しない​者もの​で​ある。
84 これら​は、①地じ獄ごく​に​落おとされる​者もの​で​ある。
85 これら​は、①最さい後ご​の​復ふっ活かつ​まで、主しゅ​すなわち​②小こ羊ひつじ​なる​キリスト​が​その​業わざ​を​終おえられる​まで、③悪あく魔ま​から​贖あがなわれない​者もの​で​ある。
86 これら​は、永遠えいえん​の​世せ界かい​に​おいて​主しゅ​の​完全かんぜん​を​受うけない​が、月つき​の​栄さかえ​の​者もの​の​働はたらき​に​よって​聖せい​なる​御み霊たま​を​受うける​者もの​で​ある。
87 そして、月つき​の​栄さかえ​の​者もの​は、日ひ​の​栄さかえ​の​者もの​の​①働はたらき​に​よって​受うける。
88 また、星ほし​の​栄さかえ​の​者もの​は、彼かれら​の​ため​に​仕つかえる​よう​に​任にんじられる​天てん使し​たち、すなわち​彼かれら​の​ため​に​仕つかえる​霊れい​と​なる​よう​に​任にんじられる​天てん使し​たち​の​働はたらき​に​よって​聖きよき​御み霊たま​を​受うける。彼かれら​は​救すくい​を​受うけ継つぐ​者もの​だから​で​ある。
89 この​よう​に、わたしたち​は​天てん​の​示じ現げん​の​中なか​に​星ほし​の​栄さかえ​の​世せ界かい​の​栄えい光こう​を​見みた​が、それ​は​人じん知ち​で​は​とうてい​計はかり知しれない​もの​で​ある。
90 神かみ​から​それ​を​示しめされた​者もの​の​ほか​に​は、だれ​も​それ​を​知しらない。
91 この​よう​に、わたしたち​は​月つき​の​栄さかえ​の​世せ界かい​の​栄えい光こう​を​見みた​が、それ​は​あらゆる​点てん​で、すなわち​栄えい光こう​に​おいて、力ちから​に​おいて、威い勢せい​に​おいて、支し配はい​に​おいて、星ほし​の​栄さかえ​の​世せ界かい​の​栄えい光こう​に​勝まさって​いる。
92 また​この​よう​に、わたしたち​は​日ひ​の​栄さかえ​の​世せ界かい​の​栄えい光こう​を​見みた​が、それ​は​あらゆる​点てん​で​勝まさって​いる。ここ​に​おいて、神かみ​すなわち​御父おんちち​は、とこしえ​に​いつまで​も​その​御み​座ざ​に​着ついて​治おさめて​おられる。
93 その​御み​座ざ​の​前まえ​に、すべて​の​もの​が​①恭うやうやしく​身 み​を​かがめ、とこしえ​に​いつまで​も​神かみ​に​栄えい光こう​を​帰きする​の​で​ある。
94 ①神かみ​の​前まえ​に​住すむ​者もの​は​②長ちょう子し​の​教きょう会かい​で​ある。彼かれら​は​神かみ​の​完全かんぜん​と​神かみ​の​③恵めぐみ​を​受うけた​ので、彼かれら​が​見みられて​いる​よう​に​見み、彼かれら​が​知しられて​いる​よう​に​④知しる。
95 また、神かみ​は​力ちから​に​おいて、威い勢せい​に​おいて、支し配はい​に​おいて、彼かれら​を​①等ひとしい​者もの​と​される。
96 ①太陽たいよう​の​栄えい光こう​が​一つ​で​ある​よう​に、日ひ​の​栄さかえ​の​世せ界かい​の​栄えい光こう​は​一つ​で​ある。
97 また、月つき​の​栄えい光こう​が​一つ​で​ある​よう​に、月つき​の​栄さかえ​の​世せ界かい​の​栄えい光こう​は​一つ​で​ある。
98 また、もろもろ​の​星ほし​の​栄えい光こう​が​一つ​で​ある​よう​に、星ほし​の​栄さかえ​の​世せ界かい​の​栄えい光こう​は​一つ​で​ある。ある​星ほし​と​別べつ​の​星ほし​と​の​間あいだ​に​栄えい光こう​の​違ちがい​が​ある​よう​に、星ほし​の​栄さかえ​の​世せ界かい​に​おいて​は、ある​もの​と​別べつ​の​もの​と​の​間あいだ​に​栄えい光こう​の​違ちがい​が​ある。
99 これら​は、①パウロ​に​つく​者もの​で​あり、アポロ​に​つく​者もの​で​あり、また​ケパ​に​つく​者もの​で​ある。
100 これら​は、自じ分ぶん​たち​は​ある​者もの​に​つく、また​自じ分ぶん​たち​は​別べつ​の​者もの​に​つく​と​言いう​者もの​で​ある。すなわち、ある​者もの​は​キリスト​に、ある​者もの​は​ヨハネ​に、ある​者もの​は​モーセ​に、ある​者もの​は​エライアス​に、ある​者もの​は​イザヤス​に、ある​者もの​は​イザヤ​に、また​ある​者もの​は​エノク​に​つく。
101 しかし​福ふく音いん​も、イエス​の​証あかし​も、預よ言げん者しゃ​たち​も、①永遠えいえん​の​聖せい約やく​も​受うけ入いれなかった。
102 最さい後ご​に、これら​すべて​の​者もの​は、聖せい徒と​たち​と​ともに​集あつめられず、①長ちょう子し​の​教きょう会かい​の​もと​に​②引ひき上あげられて​雲くも​の​中なか​に​迎むかえられる​こと​の​ない​者もの​で​ある。
103 これら​は、①偽いつわり​を​言いう​②者もの、魔ま術じゅつ​を​使つかう​者もの、③姦淫かんいん​を​行おこなう​者もの、みだら​な​行おこない​を​する​者もの、また​偽いつわり​を​好このんで​行おこなう​者もの​で​ある。
104 これら​は、地ち上じょう​で​神かみ​の​①激はげしい​怒いかり​を​受うける​者もの​で​ある。
105 これら​は、永遠えいえん​の​火ひ​の​①刑罰けいばつ​を​受うける​者もの​で​ある。
106 これら​は、キリスト​が​すべて​の​敵てき​を​その​足あし​の​下した​に​①従したがわせて、その​業わざ​を​②完成かんせい​される​時とき​の​③満みちる​まで、④地じ獄ごく​に​投なげ​落おとされて、⑤全ぜん能のう​の​神かみ​の​激はげしい​怒いかり​を​⑥受うける​者もの​で​ある。
107 その​とき​に、キリスト​は​汚けがれ​の​ない​状じょう態たい​で​王おう国こく​を​御父おんちち​に​引ひき渡わたし、それ​を​ささげて、「わたし​は​勝しょう利り​を​得えて、独ひとり​で​①酒さかぶね​を、すなわち​全ぜん能のう​の​神かみ​の​激はげしい​怒いかり​の​酒さかぶね​を​②踏ふみ​ました」と​言いわれる。
108 その後のち、キリスト​は​栄えい光こう​の​冠かんむり​を​受うけ、その​力ちから​の​①御み​座ざ​に​着ついて​とこしえ​に​いつまで​も​治おさめられる。
109 しかし​見みよ、見みよ、わたしたち​は​星ほし​の​栄さかえ​の​世せ界かい​の​栄えい光こう​と​そこ​に​住すむ​者もの​と、彼かれら​が​天てん​の​大おお​空ぞら​の​星ほし​の​よう​に、あるいは​海うみ辺べ​の​砂すな​の​よう​に​数かず​限かぎりない​の​を​目め​に​し、
110 また​主しゅ​の​声こえ​が​告つげられる​の​を​聞きいた。「これら​すべて​の​者もの​は​ひざ​を​かがめ、すべて​の​舌した​が、とこしえ​に​いつまで​も​御み​座ざ​に​着ついて​いる​者もの​に​①告こく白はく​する​で​あろう。
111 彼かれら​は​その​行おこない​に​応おうじて​裁さばかれ、すべて​の​人ひと​は​自じ分ぶん​の​①行おこない​に​応おうじて、用よう意い​されて​いる​②住すまい​に​おいて​自じ分ぶん​の​領域りょういき​を​受うける​で​あろう。
112 彼かれら​は​いと​高たかき​方かた​の​僕しもべ​で​ある。しかし、神かみ​と​キリスト​の​①住すむ​②所ところ​に​は、世よ々よ​限かぎりなく、来くる​こと​が​できない。」
113 これ​で​わたしたち​が​見みた​示じ現げん​は​終おわり、わたしたち​は​まだ​御み霊たま​に​感かんじて​いる​間あいだ​に、これ​を​書かき記しるす​よう​に​命めいじられた。
114 しかし、主しゅ​の​業わざ​と、主しゅ​が​わたしたち​に​示しめして​くださった​主しゅ​の​王おう国こく​の​①奥おく義ぎ​は、②大おおいなる​驚おどろく​べき​もの​で​あり、栄えい光こう​に​おいて、威い勢せい​に​おいて、支し配はい​に​おいて、すべて​の​理り解かい​を​超こえて​いる。
115 主しゅ​は​わたしたち​に、わたしたち​が​まだ​御み霊たま​に​感かんじて​いる​間あいだ​に、これら​を​書かき記しるして​は​ならない​と​命めいじられた。これら​は、人ひと​が​語かたる​こと​を​①許ゆるされない​もの​で​ある。
116 また、人ひと​に​は​これら​を​知しらせる​①能のう力りょく​も​ない。これら​は、神かみ​を​愛あいし、神かみ​の​前まえ​に​自みずから​を​清きよく​する​者もの​に​神かみ​が​授さずけて​くださる​聖せい​なる​御み霊たま​の​力ちから​に​よって​のみ、目め​に​し、②理り解かい​する​こと​の​できる​もの​だから​で​ある。
117 神かみ​は​これら​の​者もの​に、自じ分ぶん​で​見みて​知しる​この​特とっ権けん​を​授さずけられる。
118 それ​は、御み霊たま​の​力ちから​と​現あらわれ​に​よって、彼かれら​が​肉にく体たい​に​あって​栄えい光こう​の​世せ界かい​に​おける​神かみ​の​臨在りんざい​に​堪たえる​こと​が​できる​ため​で​ある。
119 神かみ​と​小こ羊ひつじ​に、とこしえ​に​いつまで​も、栄えい光こう​と​誉ほまれ​と​支し配はい​が​あり​ます​よう​に。アーメン。
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第​77​章
千八百三十二​年ねん​三月がつ、オハイオ​州しゅう​ハイラム​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百五十三－二百五十五​ページ）。預よ言げん者しゃ​は、「聖文せいぶん​の​翻ほん訳やく​に​関連かんれん​して、わたし​は『ヨハネの黙もく示し録ろく』​に​ついて​次つぎ​の​説明せつめい​を​受うけた」（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百五十三​ページ）と​記しるして​いる。
1－4​生いき物もの​は​霊れい​を​持もって​おり、不ふ滅めつ​の​状じょう態たい​の​地ち球きゅう​上じょう​で​永遠えいえん​の​幸さいわい​な​状じょう態たい​の​中なか​に​住すむ。​5－7​この​地ち球きゅう​に​は、七千​年間ねんかん​の​現げん世せ​の​存そん在ざい​が​ある。​8－10​何人なんにん​も​の​天てん使し​が​福ふく音いん​を​回復かいふく​し、地ち上じょう​で​業わざ​を​行おこなう。​11​十四万まん四千​人にん​に​印いん​が​押おされる。​12－14​キリスト​は​第だい七​の​千​年ねん​の​初はじめ​に​来こられる。​15​二ふた人り​の​預よ言げん者しゃ​が、ユダヤ​民族みんぞく​に​対たいして​立たてられる。
1 問とい。黙もく示し録ろく​第だい四​章しょう​六​節せつ​で​ヨハネ​に​より​述のべられて​いる​①ガラス​の​海う み​と​は​何なに​か。　​答こたえ。それ​は​聖きよめられた、不ふ滅めつ​かつ​②永遠えいえん​の​状じょう態たい​に​ある​③地ち球きゅう​で​ある。
2 問とい。同おなじ​節せつ​の​中なか​で​述のべられて​いる​四つ​の​生いき物もの​に​よって、わたしたち​は​何なに​を​理り解かい​す​べき​か。　​答こたえ。それら​は​黙もく示し者しゃ​ヨハネ​が​神かみ​の​①パラダイス​で​ある​②天てん、および​人ひと​と​獣けもの​と​這はう​もの​と​空そら​の​鳥とり​の​③幸こう福ふく​を​描びょう写しゃ​する​の​に​用もちいた​④比ひ喩ゆ​的てき​な​表ひょう現げん​で​ある。霊れい​の​もの​は​現げん世せ​の​もの​の​形かたち​で​あり、現げん世せ​の​もの​は​霊れい​の​もの​の​形かたち​で​ある。人間にんげん​の​⑤霊れい​は​その​体からだ​の​形かたち​で​あり、また​⑥獣けもの​の​霊れい、および​神かみ​が​創そう造ぞう​された​ほか​の​あらゆる​生いき物もの​の​霊れい​も​同どう様よう​で​ある。
3 問とい。四つ​の​生いき物もの​は​個こ々こ​の​生いき物もの​に​限かぎられる​か。それとも、それら​は​種しゅ類るい​や​階級かいきゅう​を​表あらわす​か。　​答こたえ。それら​は​四つ​の​個こ々こ​の​生いき物もの​に​限かぎられる。これ​は、幾いくつ​か​の​種しゅ類るい​の​生いき物もの​が​永遠えいえん​の​①幸さいわい​を​享きょう受じゅ​する​際さい​の、それら​に​定さだめられた​創そう造ぞう​の​階級かいきゅう​や​②領域りょういき​に​おける​栄えい光こう​を​表あらわす​ため​に、ヨハネ​に​示しめされた​もの​で​ある。
4 問とい。それら​の​生いき物もの​が​持もって​いた​目め​と​翼つばさ​に​よって、わたしたち​は​何なに​を​理り解かい​す​べき​か。　​答こたえ。それら​の​目め​は、光ひかり​と​①知ち識しき​の​表あらわれ​で​ある。すなわち、それら​は​知ち識しき​に​満みちて​いる。また、それら​の​翼つばさ​は​②力ちから​の​表あらわれ​で​あり、動うごく​力ちから​や、行こう動どう​する​力ちから​など​を​表あらわす。
5 問とい。ヨハネ​に​より​述のべられて​いる​二十四​人にん​の​①長老ちょうろう​に​よって、わたしたち​は​何なに​を​理り解かい​す​べき​か。　​答こたえ。わたしたち​は​次つぎ​の​よう​に​理り解かい​す​べき​で​ある。すなわち、ヨハネ​が​見みた​これら​の​長老ちょうろう​たち​は、奉ほう仕し​の​業わざ​に​②忠ちゅう実じつ​で​あって、すでに​亡なくなって​いた​長老ちょうろう​で​ある。彼かれら​は​③七つ​の​教きょう会かい​に​属ぞくし、その​とき​に​は​神かみ​の​パラダイス​に​いた。
6 問とい。ヨハネ​が​見みた​七つ​の​封ふう印いん​で​裏うら​を​①封ふうじられて​いる​巻まき物もの​に​よって、わたしたち​は​何なに​を​理り解かい​す​べき​か。　​答こたえ。わたしたち​は​次つぎ​の​よう​に​理り解かい​す​べき​で​ある。すなわち、それ​に​は​明あきらか​に​された​神かみ​の​御み​心こころ​と​②奥おく義ぎ​と​業わざ​が​載のって​いる。また、この​地ち球きゅう​が​存そん続ぞく​する​七千​年間ねんかん、すなわち​現げん世せ​の​存そん在ざい​の​間あいだ​の​この​③地ち球きゅう​に​関かんする​神かみ​の​摂せつ理り​に​ついて​の​隠かくされた​事こと柄がら​も​載のって​いる。
7 問とい。それ​を​封ふうじて​いる​七つ​の​封ふう印いん​に​よって、わたしたち​は​何なに​を​理り解かい​す​べき​か。　​答こたえ。わたしたち​は​次つぎ​の​よう​に​理り解かい​す​べき​で​ある。すなわち、最さい初しょ​の​封ふう印いん​に​は​①最さい初しょ​の​千​年ねん​の​こと​が​載のって​おり、また​第だい二​の​封ふう印いん​に​は​第だい二​の​千​年ねん​の​こと、と​いう​よう​に​して​第だい七​に​至いたる。
8 問とい。黙もく示し録ろく​第だい七​章しょう​一​節せつ​に​述のべられて​いる​四​人にん​の​天てん使し​に​よって、わたしたち​は​何なに​を​理り解かい​す​べき​か。　​答こたえ。わたしたち​は​次つぎ​の​よう​に​理り解かい​す​べき​で​ある。すなわち、彼かれら​は​神かみ​から​遣つかわされた​四​人にん​の​天てん使し​で​あり、地ち​の​四し方ほう​を​支し配はい​する​力ちから​を​与あたえられて​いて、命いのち​を​救すくったり、滅ほろぼしたり​する。これら​の​者もの​は、あらゆる​国こく民みん、部ぶ族ぞく、国こく語ご​の​民たみ、民族みんぞく​に​託たくす​①永遠えいえん​の​福ふく音いん​を​持もって​おり、また​天てん​を​閉とじる​力ちから、命いのち​に​結むすび固かためる​力ちから、あるいは​②暗くら闇やみ​の​世せ界かい​に​投なげ​落おとす​力ちから​を​持もって​いる。
9 問とい。黙もく示し録ろく​第だい七​章しょう​二​節せつ​の、東ひがし​から​上のぼって​来くる​天てん使し​に​よって、わたしたち​は​何なに​を​理り解かい​す​べき​か。　​答こたえ。わたしたち​は​次つぎ​の​よう​に​理り解かい​す​べき​で​ある。すなわち、東ひがし​から​上のぼって​来くる​天てん使し​は、①イスラエル​の​十二​の​部ぶ族ぞく​を​治おさめる​ため​に​生いける​神かみ​の​印いん​を​与あたえられて​いる​者もの​で​ある。それゆえ、彼かれ​は​永遠えいえん​の​福ふく音いん​を​持もって​いる​四​人にん​の​天てん使し​に​叫さけんで、「わたしたち​の​神かみ​の​僕しもべ​たち​の​②額ひたい​に、わたしたち​が​印いん​を​押おして​しまう​まで​は、地ち​も、海う み​も、木き​も​損そこなって​は​ならない」と​言いう。また、もし​あなたがた​が​それ​を​受うけ入いれる​こと​を​望のぞめ​ば、この​人ひと​こそ、イスラエル​の​部ぶ族ぞく​を​集あつめ、万ばん事じ​を​③元もとどおり​に​する​ため​に​来くる​こと​に​なって​いる​④エライアス​で​ある。
10 問とい。この​章しょう​に​述のべられて​いる​こと​が​完了かんりょう​する​の​は​いつ​か。　​答こたえ。これら​の​こと​は​①第だい六​の​千​年ねん、すなわち​第だい六​の​封ふう印いん​が​解とかれる​とき​に​完了かんりょう​する。
11 問とい。イスラエル​の​全ぜん​部ぶ族ぞく​から​①十四万まん四千​人にん、すなわち​各かく​部ぶ族ぞく​から​一万まん二千​人にん​ずつ​印いん​を​押おす​こと​に​よって、わたしたち​は​何なに​を​理り解かい​す​べき​か。　​答こたえ。わたしたち​は​次つぎ​の​よう​に​理り解かい​す​べき​で​ある。すなわち、印いん​を​押おされる​者もの​たち​は、永遠えいえん​の​福ふく音いん​を​つかさどる​ため​に​神かみ​の​聖せい​なる​位くらい​に​聖任せいにん​される​②大だい​祭さい司し​で​ある。彼かれら​は、③長ちょう子し​の​教きょう会かい​に​来きたい​と​望のぞむ​すべて​の​者もの​を​導みちびく​ため​に、地ち​の​もろもろ​の​国こく民みん​を​治おさめる​力ちから​を​与あたえられて​いる​天てん使し​たち​に​よって、あらゆる​国こく民みん、部ぶ族ぞく、国こく語ご​の​民たみ、民族みんぞく​の​中なか​から​聖任せいにん​される​者もの​で​ある。
12 問とい。黙もく示し録ろく​第だい八​章しょう​に​述のべられて​いる、①ラッパ​を​吹ふき​鳴ならす​こと​に​よって、わたしたち​は​何なに​を​理り解かい​す​べき​か。　​答こたえ。わたしたち​は​次つぎ​の​よう​に​理り解かい​す​べき​で​ある。すなわち、神かみ​が​六むい日か​の​間あいだ​に​世せ界かい​を​造つくり、七なの日か​目め​に​その​業わざ​を​終おえて、それ​を​②聖せい​なる​もの​と​し、また​地ち​の​③ちり​から​人ひと​を​造つくられた​よう​に、まさに​その​よう​に​第だい七​の​千​年ねん​の​初はじめ​に​主しゅ​なる​神かみ​は​地ち球きゅう​を​④聖せい​なる​もの​と​し、人ひと​の​救すくい​を​完了かんりょう​し、すべて​の​もの​を​⑤裁さばき、そして​すべて​の​もの​の​終おわり​に​至いたる​まで​すべて​の​もの​を​結むすび固かため​終おえる​とき​に​その​力ちから​の​下もと​に​置おかれなかった​もの​の​ほか、すべて​の​もの​を​⑥贖あがなわれる。また、七​人にん​の​天てん使し​が​ラッパ​を​吹ふき​鳴ならす​の​は、第だい七​の​千​年ねん​の​初はじめ​に​おける​主しゅ​なる​神かみ​の​業わざ​の​備そなえ​と​完了かんりょう、すなわち​主しゅ​の​来らい臨りん​の​時とき​に​先さき立だつ​道みち​の​備そなえ​で​ある。
13 問とい。黙もく示し録ろく​第だい九​章しょう​に​記しるされて​いる​様々さまざま​な​こと​が​完了かんりょう​する​の​は​いつか。　​答こたえ。これら​の​こと​は、第だい七​の​封ふう印いん​が​解とかれた​後のち、キリスト​の​来らい臨りん​前まえ​に​完了かんりょう​する。
14 問とい。黙もく示し録ろく​第だい十​章しょう​に​述のべられて​いる、ヨハネ​が​①食たべた​小ちいさな​巻まき物もの​に​よって、わたしたち​は​何なに​を​理り解かい​す​べき​か。　​答こたえ。わたしたち​は​次つぎ​の​よう​に​理り解かい​す​べき​で​ある。すなわち、それ​は​彼かれ​が​イスラエル​の​もろもろ​の​部ぶ族ぞく​を​②集あつめる​と​いう​使し命めい​で​あり、定さだめ​で​あった。見みよ、この​人ひと​こそ、書かき記しるされて​いる​よう​に、必かならず​来きて​万ばん事じ​を​③元もとどおり​に​する​エライアス​で​ある。
15 問とい。黙もく示し録ろく​第だい十一​章しょう​の​二ふた人り​の​①証しょう人にん​に​よって、何なに​を​理り解かい​す​べき​か。　​答こたえ。彼かれら​は、②終おわり​の​時とき、③回復かいふく​の​時とき​に​④ユダヤ​民族みんぞく​に​対たいして​立たてられ、ユダヤ人じん​が​集あつめられて​彼かれら​の​⑤先せん祖ぞ​の​地ち​に​エルサレム​の​都みやこ​を​築きずいた​後のち​に​彼かれら​に​預よ言げん​する​こと​に​なって​いる、二ふた人り​の​預よ言げん者しゃ​で​ある。
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第​78​章
千八百三十二​年ねん​三月がつ、オハイオ​州しゅう​ハイラム​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百五十五－二百五十七​ページ）。貧まずしい​人ひと​の​ため​に​倉くら​を​設もうける​と​いう​目もく的てき​を​もって、この​制せい度ど​が​主しゅ​から​ジョセフ・​スミス​に​示しめされた。数々かずかず​の​啓けい示じ​の​中なか​で​主しゅ​が​語かたり​かけられた​各かく​個こ人じん​が​だれ​で​ある​か、世よ​の​人々ひとびと​に​知しられる​こと​は、必かならずしも​望のぞましい​こと​で​は​なかった。その​ため、この​啓けい示じ、ならびに​これ​に​続つづく​幾いくつ​か​の​啓けい示じ​の​出しゅっ版ぱん​に​際さいして、その​兄きょう弟だい​たち​は​実名じつめい​以い外がい​の​名な前まえ​で​呼よばれた。各かく​個こ人じん​の​名な前まえ​を​知しられない​よう​に​して​おく​必ひつ要よう​性せい​が​なくなって​から​後のち​は、彼かれら​の​実名じつめい​が​括かっ弧こ​に​入いれて​示しめされた。しかし​今日こんにち、変名へんめい​を​使つかい​続つづける​必ひつ要よう​が​ない​ので、本書ほんしょ​で​は​現在げんざい、最さい初しょ​の​原稿げんこう​に​ある​とおり​に​実名じつめい​だけ​が​使つかわれて​いる。
1－4​聖せい徒と​たち​は​組そ織しき​して、倉くら​を​設もうけ​なければ​ならない。​5－12​彼かれら​の​財ざい産さん​の​賢明けんめい​な​使し用よう​は​救すくい​に​通つうじる。​13－14​教きょう会かい​は​この世よ​の​権けん力りょく​から​独どく立りつ​して​い​なければ​ならない。​15－16​ミカエル（アダム）は​聖せい者じゃ（キリスト）の​指し示じ​の​下もと​に​仕つかえて​いる。​17－22​忠ちゅう実じつ​な​者もの​は​幸さいわい​で​ある。彼かれら​は​すべて​の​もの​を​受うけ継つぐ​から​で​ある。
1 主しゅ​は​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​に​語かたって​言いわれた。「わたし​の​教きょう会かい​の​①大だい​神しん権けん​に​聖任せいにん​されて​いる​者もの​たち、ともに​集あつまった​者もの​たち​よ、わたし​の​言こと葉ば​を​聴きき​なさい、と​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。
2 高たかい​所ところ​から​あなたがた​を​①聖任せいにん​した​者もの、あなたがた​が​わたし​の​前まえ​に​持もち出だした​事こと柄がら​に​よって​救すくい​が​あなたがた​に​ある​よう​に、あなたがた​の​耳みみ​に​知ち恵え​の​言こと葉ば​を​語かたる​者もの​の​②勧かん告こく​を​聴きき​なさい、と​主しゅ​なる​神かみ​は​言いう。
3 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。時とき​は​来きて​おり、今いまや​近ちかい。見みよ、見みよ、この​地ち​に​おいて​も​①シオン​の​地ち​に​おいて​も、わたし​の​民たみ​の​中なか​の​②貧まずしい​者もの​の​ため​に​③倉くら​の​諸しょ​事じ​を​整ととのえ​確かく立りつ​する​に​当あたって、わたし​の​民たみ​の​④組そ織しき​が​ある​こと​が​必ひつ要よう​で​ある。
4 人ひと​の​救すくい​と、天てん​に​おられる​あなたがた​の​父ちち​の​栄えい光こう​の​ため​に、あなたがた​が​支し持じ​して​きた​大たい義ぎ​を​推おし進すすめる​目もく的てき​を​もって、わたし​の​教きょう会かい​の​不ふ変へん​かつ​永遠えいえん​の​組そ織しき​と​制せい度ど​として​それ​が​必ひつ要よう​で​ある。
5 それ​は、あなたがた​が​天てん​の​もの​と​の​きずな​に​おいて​①平びょう等どう​に​なり、また​天てん​の​もの​を​得える​ため​に​地ち上じょう​の​もの​に​おいて​も​平びょう等どう​に​なる​ため​で​ある。
6 あなたがた​は​地ち上じょう​の​もの​に​おいて​平びょう等どう​で​なければ、天てん​の​もの​を​得える​こと​に​おいて​平びょう等どう​に​は​なれない​から​で​ある。
7 あなたがた​は、わたし​から​①日ひ​の​栄さかえ​の​世せ界かい​で​一つ​の​場ば所しょ​を​与あたえられる​こと​を​望のぞむ​なら​ば、わたし​が​あなたがた​に​命めいじ、あなたがた​に​求もとめて​きた​こと​を​②行おこなう​こと​に​よって、自みずから​を​③備そなえ​なければ​ならない。
8 さて、まことに、主しゅ​は​この​よう​に​言いう。わたし​の​①栄えい光こう​の​ため​に、この​②制せい度ど​に​ともに​加くわわって​いる​あなたがた​に​よって、すべて​の​こと​が​行おこなわれる​こと​が​必ひつ要よう​で​ある。
9 言いい​換かえれば、わたし​の​僕しもべ​ニューエル・​Ｋ・​ホイットニー​と、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア、および​わたし​の​僕しもべ​シドニー・​リグドン​は、シオン​に​いる​聖せい徒と​たち​と​ともに​評ひょう議ぎ​会かい​の​席せき​に​着つき​なさい。
10 そう​しなければ、①サタン​が​彼かれら​の​心こころ​を​真しん理り​から​そらそう​と​して​いる​ので、彼かれら​は​目め​を​くらまされた​者もの​と​なり、彼かれら​の​ため​に​備そなえられて​いる​事こと柄がら​を​理り解かい​しない​で​あろう。
11 それゆえ、わたし​は​一つ​の​戒いましめ​を​あなたがた​に​与あたえる。破やぶる​こと​の​できない​盟約めいやく、すなわち​永遠えいえん​の​①聖せい約やく​に​よって、自みずから​を​備そなえ​かつ​組そ織しき​しなさい。
12 それ​を​破やぶる​者もの​は、教きょう会かい​に​おける​自じ分ぶん​の​職しょく​と​立たち場ば​を​失うしない、また​贖あがない​の​日ひ​まで​サタン​に​引ひき渡わたされて​①打うたれる​で​あろう。
13 見みよ、これ​は​わたし​が​あなたがた​を​備そなえる​もの​で​あり、基もとい​で​あり、また​あなたがた​が​与あたえられる​戒いましめ​を​果はたせる​よう​に、わたし​が​あなたがた​に​与あたえる​範例はんれい​で​ある。
14 それ​は、あなたがた​に​下くだる​①艱難かんなん​が​ある​に​も​かかわらず、わたし​の​摂せつ理り​に​よって、教きょう会かい​が​日ひ​の​栄さかえ​の​世せ界かい​の​下した​に​ある​他た​の​すべて​の​造つくられた​もの​の​上うえ​で​自じ立りつ​する​ため​で​ある。
15 また、あなたがた​が​備そなえられた​①冠かんむり​を​受うけ、多おおく​の​王おう国こく​を​②治おさめる​者もの​と​される​ため​で​ある。この​よう​に、③アダム・​オンダイ・​アーマン​の​基もとい​を​設もうけた​シオン​の​聖せい者じゃ​で​ある​主しゅ​なる​神かみ​は​言いう。
16 この​神かみ​は、①ミカエル​を​あなたがた​の​君きみ​に​任にんじ、彼かれ​の​足あし​を​定さだめ、彼かれ​を​高たかい​所ところ​に​置おき、また​日ひ​の​初はじめ​も​なく​命いのち​の​終おわり​も​ない​聖せい者じゃ​の​勧かん告こく​と​指し示じ​の​下もと​に​おける​救すくい​の​鍵かぎ​を​彼かれ​に​授さずけた。
17 まことに、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​は​幼おさない​子こ供ども​で​あり、父ちち​が​どれ​ほど​の​大おおいなる​祝しゅく福ふく​を​御み​手て​の​中なか​に​持もって​いて、あなたがた​の​ため​に​備そなえて​おられる​か​を​まだ​理り解かい​して​いない。
18 あなたがた​は、今いま​は​すべて​の​こと​に​①耐たえる​こと​は​できない。しかし、元げん気き​を​出だし​なさい。わたし​が​あなたがた​を​②導みちびいて​行いく​から​で​ある。王おう国こく​は​あなたがた​の​もの​で​あり、その​祝しゅく福ふく​も​あなたがた​の​もの​で​あり、また​③永遠えいえん​の​富とみ​も​あなたがた​の​もの​で​ある。
19 すべて​の​こと​を​①感謝かんしゃ​して​受うけ入いれる​者もの​は、栄えい光こう​を​与あたえられる​で​あろう。また、この世よ​の​もの​も​②百​倍ばい、いや​それ​以い上じょう、加くわえられる​で​あろう。
20 それゆえ、わたし​が​あなたがた​に​命めいじた​こと​を​行おこない​なさい、と​あなたがた​の​贖あがない主ぬし、すなわち​子こ​なる​①アーマン、あなたがた​を​②取とり上あげる​前まえ​に​すべて​の​こと​を​備そなえる​者もの​は​言いう。
21 あなたがた​は​①長ちょう子し​の​教きょう会かい​で​あり、主しゅ​は​あなたがた​を​雲くも​の​中なか​に​②取とり上あげて、すべて​の​人ひと​に​その​人ひと​の​分ぶん​を​定さだめる​から​で​ある。
22 そして、忠ちゅう実じつ​で​①賢かしこい​②管かん理り​人にん​は、③すべて​の​もの​を​受うけ継つぐ​で​あろう。アーメン。」

	◀1①
GS「メルキゼデク神権」

	◀2①
GS「聖任」

	◀②
GS「勧告，勧め」

	◀3①
教義57・1－2

	◀②
教義42・30－31、GS「福祉」

	◀③
教義72・9－10、83・5－6

	◀④
教義82・11－12、15－21

	◀5①
教義49・20、GS「奉献，奉献の律法」

	◀7①
GS「日の栄え」

	◀②
教義82・10

	◀③
教義29・8、132・3

	◀8①
モセ1・39

	◀②
教義92・1

	◀10①
GS「悪魔」

	◀11①
GS「聖約（契約）」

	◀12①
1コリ5・5、教義82・21、104・8－10

	◀14①
教義58・2－4

	◀15①
GS「冠」「昇栄」

	◀②
黙示5・10、教義76・56－60、132・19

	◀③
GS「アダム・オンダイ・アーマン」

	◀16①
教義27・11、107・54－55、GS「アダム」

	◀18①
ヨハ16・12、3ニフ17・2－3、教義50・40

	◀②
教義112・10

	◀③
GS「永遠の命」

	◀19①
モサ2・20－21、GS「感謝」

	◀②
マタ19・29

	◀20①
教義95・17

	◀②
1テサ4・17

	◀21①
教義76・53－54

	◀②
教義88・96－98

	◀22①
教義72・3－4

	◀②
GS「管理人，管理人の職」

	◀③
教義84・38


第​79​章
千八百三十二​年ねん​三月がつ、オハイオ​州しゅう​ハイラム​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百五十七​ページ）。
1－4​ジェレド・​カーター​は、慰なぐさめ主ぬし​に​よって​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえる​よう​に​召めされる。
1 まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。わたし​の​思おもい​は、わたし​の​僕しもべ​ジェレド・​カーター​が、聖任せいにん​を​受うけた​その​①聖任せいにん​の​力ちから​を​もって、地ち方ほう​から​地ち方ほう​へ、町まち​から​町まち​へ、再ふたたび​東ひがし​の​地ち方ほう​へ​赴おもむき、胸むね​躍おどる​大おおいなる​喜よろこび​の​おとずれ、すなわち​永遠えいえん​の​福ふく音いん​を​宣言せんげん​する​こと​で​ある。
2 わたし​は​彼かれ​に、真しん理り​と​彼かれ​の​行いく​べき​道みち​と​を​教おしえる​①慰なぐさめ主ぬし​を​遣つかわそう。
3 そして、彼かれ​が​忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば、わたし​は​それ​に​応おうじて​彼かれ​に​数々かずかず​の​束たば​を​冠かんむり​として​与あたえよう。
4 それゆえ、わたし​の​僕しもべ​ジェレド・​カーター​よ、心こころ​を​喜よろこばせ​なさい、①恐おそれて​は​ならない、と​あなた​の​主しゅ、すなわち​イエス・​キリスト​は​言いう。アーメン。

	◀1①
教義52・38、GS「聖任」

	◀2①
ヨハ14・26、GS「慰め主，助け主」

	◀4①
教義68・5－6


第​80​章
千八百三十二​年ねん​三月がつ、オハイオ​州しゅう​ハイラム​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百五十七​ページ）。
1－5​スティーブン・​バーネット​と​イーデン・​スミス​は、どこ​で​も​彼かれら​が​選えらぶ​場ば所しょ​に​おいて​宣のべ​伝つたえる​よう​に​召めされる。
1 まことに、主しゅ​は​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​スティーブン・​バーネット​に​この​よう​に​言いう。行いき​なさい。世せ界かい​に​出でて​行いって、あなた​の​声こえ​の​下もと​に​来くる​すべて​の​造つくられた​もの​に​福ふく音いん​を​①宣のべ​伝つたえ​なさい。
2 あなた​が​同どう僚りょう​を​欲ほっして​いる​ので、わたし​は​あなた​に​わたし​の​僕しもべ​イーデン・​スミス​を​与あたえよう。
3 それゆえ、あなたがた​は​行いって、わたし​の​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえ​なさい。北きた​で​あろう​と​南みなみ​で​あろう​と、東ひがし​で​あろう​と​西にし​で​あろう​と、どこ​で​も​よい。あなたがた​は​迷まよう​こと​は​あり得えない​から​で​ある。
4 あなたがた​が​これまで​に​聞きき、確たしか​に​信しんじ、かつ​真実しんじつ​で​ある​と​①知しって​いる​事こと柄がら​を​告つげ​知しらせ​なさい。
5 見みよ、これ​が​あなたがた​を​①召めした​者もの、あなたがた​の​慰なぐさめ主ぬし、すなわち​イエス・​キリスト​の​思おもい​で​ある。アーメン。

	◀1①
マコ16・15

	◀4①
GS「証」

	◀5①
GS「召し，神の召し」


第​81​章
千八百三十二​年ねん​三月がつ、オハイオ​州しゅう​ハイラム​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百五十七－二百五十八​ページ）。フレデリック・​Ｇ・​ウィリアムズ​が、大だい​祭さい司し、ならびに​大だい​神しん権けん​の​大だい管かん長ちょう​会かい​に​おける​顧こ問もん​に​召めされる。歴れき史し​記き録ろく​の​示しめす​ところ​に​よれ​ば、この​啓けい示じ​が​千八百三十二​年ねん​三月がつ​に​与あたえられた​とき、ジェシー・​ガウス​が、啓けい示じ​に​よって​大だい管かん長ちょう​会かい​に​おける​ジョセフ・​スミス​の​顧こ問もん​の​職しょく​に​召めされた。しかしながら、彼かれ​が​この​職しょく​に​ふさわしい​態たい度ど​を​保たもち​続つづけられなかった​とき、その​召めし​は、その後のち​フレデリック・​Ｇ・​ウィリアムズ​に​移うつされた。（千八百三十二​年ねん​三月がつ​付づけ​の）この​啓けい示じ​は​大だい管かん長ちょう​会かい​の​正式せいしき​な​組そ織しき​へ​の​一いっ歩ぽ​と​見みなされる​べき​もの​で​あり、特とくに​この​組そ織しき​に​おける​顧こ問もん​の​職しょく​を​指し定てい​し、この​職しょく​が​尊とうとい​もの​で​ある​こと​を​説明せつめい​して​いる。ガウス​兄きょう弟だい​は​しばらく​の​間あいだ​働はたらいた​が、千八百三十二​年ねん​十二月がつ​に​教きょう会かい​から​破は門もん​された。ウィリアムズ​兄きょう弟だい​は、千八百三十三​年ねん​三月がつ​十八​日にち​に、ここ​で​述のべられて​いる​職しょく​に​聖任せいにん​された。
1－2​王おう国こく​の​鍵かぎ​は​常つねに​大だい管かん長ちょう​会かい​に​よって​保ほ持じ​される。​3－7​フレデリック・​Ｇ・​ウィリアムズ​は​務つとめ​に​忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば、永遠えいえん​の​命いのち​を​受うける。
1 まことに、まことに、わたし​は​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​フレデリック・​Ｇ・​ウィリアムズ​に​言いう。語かたる​者もの​の​声こえ、すなわち​主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​の​言こと葉ば​に​耳みみ​を​傾かたむけ​なさい。あなた​が​召めされる​召めし、すなわち、わたし​の​教きょう会かい​に​おける​①大だい​祭さい司し​と​なり、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​の​顧問こもん​と​なる​召めし​に​留りゅう意い​しなさい。
2 わたし​は、大だい​神しん権けん​の​①大だい管かん長ちょう​会かい​に​常つねに​属ぞくする​王おう国こく​の​②鍵かぎ​を​彼かれ​に​授さずけた。
3 それゆえ、まことに、わたし​は​彼かれ​を​認みとめて​おり、彼かれ​を​祝しゅく福ふく​する。また、わたし​が​あなた​を​選任せんにん​した​職しょく​に​おいて​あなた​が​忠ちゅう実じつ​に​助じょ言げん​し、また​あなた​が​声こえ​に​出だして​も​心こころ​の​中なか​で​も、公おおやけ​に​も​ひそか​に​も​常つねに​忠ちゅう実じつ​に​祈いのり、さらに​生いける​者もの​の​地ち​で、また​同胞はらから​の​間あいだ​で​福ふく音いん​を​宣言せんげん​する​あなた​の​務つとめ​に​も​忠ちゅう実じつ​で​ある​なら​ば、わたし​は​あなた​も​祝しゅく福ふく​しよう。
4 これら​の​こと​を​行おこなう​こと​に​よって、あなた​は​同胞はらから​に​最もっとも​大おおいなる​善ぜん​を​行おこない、また​あなた​の​主しゅ​で​ある​者もの​の​①栄えい光こう​を​増ます​で​あろう。
5 それゆえ、忠ちゅう実じつ​で​あり​なさい。わたし​が​あなた​を​任にん命めい​した​職しょく​に​おいて​務つとめ​なさい。弱よわい​者もの​を​①助たすけ、垂たれて​いる​手て​を​上あげ、②弱よわく​なった​ひざ​を​③強つよめ​なさい。
6 あなた​は​最さい後ご​まで​忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば、わたし​が​父ちち​の​家いえ​に​用よう意い​した​①住すまい​に​おいて、②不ふ死し​不ふ滅めつ​と​③永遠えいえん​の​命いのち​の​冠かんむり​を​受うける​で​あろう。
7 見みよ、見みよ、これら​は、アルパ​で​あり​オメガ​で​ある​者もの、すなわち​イエス・​キリスト​の​言こと葉ば​で​ある。アーメン。

	◀1①
GS「大祭司」

	◀2①
教義107・8－9、22、GS「大管長会」

	◀②
GS「神権の鍵」

	◀4①
モセ1・39

	◀5①
モサ4・15－16

	◀②
イザ35・3

	◀③
教義108・7

	◀6①
ヨハ14・2－3、教義59・2、106・8

	◀②
GS「不死不滅」

	◀③
GS「永遠の命」「昇栄」


第​82​章
千八百三十二​年ねん​四月がつ​二十六​日にち、ミズーリ​州しゅう​ジャクソン​郡ぐん​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百六十七－二百六十九​ページ）。この​啓けい示じ​が​与あたえられた​の​は、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​が​大だい​神しん権けん​の​大だい管かん長ちょう​として​支し持じ​された​教きょう会かい​の​総そう会かい​の​とき​で​ある。彼かれ​は、千八百三十二​年ねん​一月がつ​二十五​日にち、オハイオ​州しゅう​アマースト​で​大だい​祭さい司し​と​長老ちょうろう​と​会員かいいん​の​大会たいかい​に​おいて​すでに​この​職しょく​に​聖任せいにん​されて​いた（第だい​七十五​章しょう​の​前まえ書がき​を​参照さんしょう）。以い前ぜん​は​この​啓けい示じ​の​出しゅっ版ぱん​に​際さいして、名な前まえ​を​挙あげられた​人ひと​が​だれ​で​ある​か​を​隠かくす​ため​に、変名へんめい​が​使つかわれて​いた（第だい​七十八​章しょう​の​前まえ書がき​を​参照さんしょう）。
1－4​多おおく​与あたえられれば、多おおく​求もとめられる。​5－7​暗くら闇やみ​が​世よ​を​支し配はい​して​いる。​8－13​わたしたち​が​主しゅ​の​言いわれる​こと​を​行おこなう​とき、主しゅ​は​それ​に​対たいして​義ぎ務む​を​負おわれる。​14－18​シオン​は​美うつくしさ​と​聖きよさ​を​増まさなければ​ならない。​19－24​すべて​の​者もの​は​自じ分ぶん​の​隣人りんじん​の​益えき​を​図はかる​よう​に​努つとめ​なければ​ならない。
1 まことに、まことに、わたし​は​あなたがた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​たち​に​言いう。あなたがた​が​互たがいに​過あやまち​を​①赦ゆるし​合あった​ので、主しゅ​なる​わたし​は​同おなじ​よう​に​あなたがた​を​赦ゆるす。
2 それでも、あなたがた​の​中なか​に​は​ひどく​罪つみ​を​犯おかした​者もの​が​いる。まことに、あなたがた​の​①すべて​が​罪つみ​を​犯おかした。しかし、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。ひどい​裁さばき​が​あなたがた​の​頭こうべ​に​下くだらない​よう​に、今いま​から​後のち、気き​を​つけて、罪つみ​から​遠とおざかり​なさい。
3 ①多おおく​与あたえられる​者もの​から​は​多おおく​②求もとめられ、いっそう​大おおいなる​③光ひかり​に​対たいして​④罪つみ​を​犯おかす​者もの​は、いっそう​大おおきな​罪つみ​の​宣せん告こく​を​受うける​から​で​ある。
4 あなたがた​が​①啓けい示じ​を​求もとめて​わたし​の​名な​を​呼よぶ​と、わたし​は​それら​を​あなたがた​に​与あたえる。そして、わたし​が​あなたがた​に​与あたえる​わたし​の​言こと葉ば​を​あなたがた​が​守まもらなければ、あなたがた​は​戒いましめ​に​背そむく​者もの​と​なる。②正せい義ぎ​と​裁さばき​は、わたし​の​律りっ法ぽう​に​付ふ随ずい​する​罰ばつ​で​ある。
5 それゆえ、わたし​は​一ひと人り​に​言いう​こと​を​すべて​の​者もの​に​言いう。すなわち、①敵対てきたい​する​者もの​が​その​領域りょういき​を​広ひろげ、②暗くら闇やみ​が​支し配はい​して​いる​ので、③目め​を​覚さまして​いなさい。
6 神かみ​の​怒いかり​は​地ち​に​住すむ​者もの​に​向むかって​燃もえて​いる。そして、だれ​一ひと人り​善ぜん​を​行おこなう​者もの​は​いない。すべて​の​者もの​が​①道みち​を​外はずれて​いる​から​で​ある。
7 さて、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。主しゅ​なる​わたし​は、どの​よう​な​①罪つみ​も​あなたがた​に​負おわせない。あなたがた​の​道みち​を​行いき、これから​は​もう​罪つみ​を​犯おかさない​よう​に​しなさい。罪つみ​を​犯おかす​者もの​に​は​②以い前ぜん​の​罪つみ​が​戻もどる​で​あろう、と​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。
8 さらに​また、あなたがた​に​言いう。わたし​は​あなたがた​に​①新あたらしい​戒いましめ​を​与あたえて、あなたがた​が​わたし​の​思おもい​を​理り解かい​できる​よう​に​する。
9 言いい​換かえれば、あなたがた​の​救すくい​の​ため​と​なる​よう​に、あなたがた​が​わたし​の​前まえ​で​どの​よう​に​①行こう動どう​すれ​ば​よい​か、あなたがた​に​指し示じ​を​与あたえる。
10 あなたがた​が​わたし​の​言いう​こと​を​行おこなう​とき、主しゅ​なる​わたし​は​それ​に​対たいして​①義ぎ務む​を​負おう。しかし、あなたがた​が​わたし​の​言いう​こと​を​行おこなわない​とき、あなたがた​は​何なんの​約やく束そく​も​受うけない。
11 それゆえ、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​たち、エドワード・​パートリッジ​と​ニューエル・​Ｋ・​ホイットニー、Ａ・​シドニー・​ギルバート​と​シドニー・​リグドン、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス、ジョン・​ホイットマー​と​オリバー・​カウドリ、および​Ｗ・​Ｗ・​フェルプス​と​マーティン・​ハリス​は、背そむき​に​よって​裁さばき​が​直ただちに​伴ともなう​こと​なし​に​は​破やぶる​こと​の​できない​盟約めいやく​と​聖せい約やく​に​よって、あなたがた​の​様々さまざま​な​管かん理り人にん​の​職しょく​に​おいて​①ともに​結むすばれる​こと​が​必ひつ要よう​で​ある。
12 貧まずしい​者もの​の​諸しょ​事じ​と、シオン​の​地ち​と​カートランド​の​地ち​の​両方りょうほう​に​おける​ビショップ​の​務つとめ​に​関かんする​すべて​の​こと​を​処しょ理り​する​ため​で​ある。
13 わたし​は、いと​高たかき​方かた​の​聖せい徒と​たち​の​益えき​の​ため​に、また​シオン​の​ため​の​①ステーク​として、わたし​が​ふさわしい​と​思おもう​とき​に​カートランド​の​地ち​を​聖別せいべつ​した。
14 シオン​は​美うつくしさ​と​聖きよさ​を​増まし、その​境さかい​は​広ひろげられ、その​ステーク​は​強つよく​され​なければ​ならない。まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。①シオン​は​立たち上あがり、その​②美うつくしい​衣ころも​を​着き​なければ​ならない。
15 それゆえ、わたし​は​あなたがた​に​次つぎ​の​戒いましめ​を​与あたえる。すなわち、あなたがた​は​この​聖せい約やく​に​よって​結けっ束そく​しなさい。それ​は​主しゅ​の​律りっ法ぽう​に​従したがって​行おこなわなければ​ならない。
16 見みよ、これ​は​あなたがた​の​益えき​の​ため​に、わたし​の​知ち恵え​に​かなって​いる。
17 あなたがた​は​①平びょう等どう​で​なければ​ならない。言いい​換かえれば、あなたがた​は​自じ分ぶん​の​管かん理り人にん​の​職しょく​に​関かんする​諸しょ​事じ​を​処しょ理り​する​ため​に、その​入いり用よう​が​正せい当とう​で​あれ​ば、それぞれ​自じ分ぶん​の​入いり用よう​と​必ひつ要よう​に​応おうじて​財ざい産さん​を​要よう求きゅう​する​平びょう等どう​な​権けん利り​が​ある。
18 これ​は​すべて、生いける​神かみ​の​教きょう会かい​の​益えき​の​ため、また​すべて​の​者もの​が​自じ分ぶん​の​①タラント​を​さらに​増ます​ため、また​すべて​の​者もの​が​ほか​の​タラント​を​まことに​百​倍ばい​も​得えて、全ぜん​教きょう会かい​の​共きょう有ゆう​財ざい産さん​と​なる​よう​に​主しゅ​の​②倉くら​に​納おさめる​ため​で​ある。
19 すべて​の​者もの​は​その​隣人りんじん​の​益えき​を​図はかる​よう​に​努つとめ、また​神かみ​の​栄えい光こう​に​ひたすら​①目め​を​向むけて​すべて​の​こと​を​なす​よう​に​しなければ​ならない。
20 あなたがた​が​罪つみ​を​犯おかさなければ、わたし​は​この​①制せい度ど​を、あなたがた​の​ため​に、また​あなたがた​の​継承けいしょう​者しゃ​の​ため​に​永遠えいえん​の​制せい度ど​と​なる​よう​に​定さだめた。
21 この​聖せい約やく​に​対たいして​罪つみ​を​犯おかし、それ​に​対たいして​心こころ​を​かたくな​に​する​者もの​は、わたし​の​教きょう会かい​の​律りっ法ぽう​に​従したがって​扱あつかい、贖あがない​の​日ひ​まで​サタン​に​引ひき渡わたして​①打うたれる​に​任まかせ​なければ​ならない。
22 さて、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。そして、これ​は​賢明けんめい​な​こと​で​ある。すなわち、あなたがた​自じ身しん​の​ため​に、不ふ義ぎ​の​富とみ​を​持もつ​者もの​と​友とも​に​なり​なさい。そう​すれ​ば、彼かれら​は​あなたがた​を​滅ほろぼさない​で​あろう。
23 裁さばき​は​わたし​一ひと人り​に​任まかせ​なさい。それ​は​わたし​の​する​こと​で​あり、わたし​が​①報ほう復ふく​する​から​で​ある。平安へいあん​が​あなたがた​に​ある​よう​に。わたし​の​祝しゅく福ふく​が​あなたがた​に​続つづく​よう​に。
24 あなた​が​確かっ固こ​と​した​状じょう態たい​から​堕だ落らく​しなければ、①王おう国こく​は​なお​も​あなたがた​の​もの​で​あり、いつまで​も​そう​で​ある。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
マタ6・14－15、教義64・9－11

	◀2①
ロマ3・23

	◀3①
ルカ12・48、新ヤコ4・17、GS「責任を負う」

	◀②
GS「管理人，管理人の職」

	◀③
ヨハ15・22－24、GS「光，キリストの光」

	◀④
GS「罪」「背教，背信」

	◀4①
GS「啓示」

	◀②
GS「正義」

	◀5①
GS「悪魔」

	◀②
GS「暗闇（霊的な）」

	◀③
GS「見守る，見守る者」

	◀6①
ロマ3・12、教義1・16

	◀7①
GS「罪」

	◀②
教義1・32－33、58・43

	◀8①
ヨハ13・34

	◀9①
教義43・8

	◀10①
ヨシ23・14、列上8・23、教義1・38、130・20－21、GS「従順，従う」「祝福」

	◀11①
教義78・3－7、11－15

	◀13①
イザ33・20、54・2、GS「ステーク」

	◀14①
GS「シオン」

	◀②
イザ52・1、教義113・7－8

	◀17①
教義51・3、GS「奉献，奉献の律法」

	◀18①
マタ25・14－30、教義60・13、GS「賜物」「御霊の賜物」

	◀②
教義42・30－34、55、119・1－3、GS「倉」

	◀19①
教義88・67、GS「目」

	◀20①
GS「共同制度」

	◀21①
教義104・8－10

	◀23①
ロマ12・19、モル3・15

	◀24①
ルカ12・32、教義64・3－5、GS「神の王国，天の王国」


第​83​章
千八百三十二​年ねん​四月がつ​三十​日にち、ミズーリ​州しゅう​インディペンデンス​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百六十九－二百七十​ページ）。この​啓けい示じ​は、預よ言げん者しゃ​が​兄きょう弟だい​たち​と​評ひょう議ぎ​会かい​の​席せき​に​着ついて​いた​とき​に​受うけた​もの​で​ある。
1－4​婦ふ人じん​と​子こ供ども​は、その​夫おっと​と​父親ちちおや​に​扶ふ養よう​を​求もとめる​権けん利り​が​ある。​5－6​やもめ​と​孤こ児じ​は、教きょう会かい​に​扶ふ養よう​を​求もとめる​権けん利り​が​ある。
1 まことに、教きょう会かい​の​律りっ法ぽう​に​加くわえて、女おんな​たち​と​子こ供ども​たち、すなわち​教きょう会かい​に​属ぞくして​いる​者もの​で​自じ分ぶん​の​夫おっと​や​父親ちちおや​を​①失うしなった​者もの​に​ついて、主しゅ​は​この​よう​に​言いう。
2 女おんな​たち​は​夫おっと​が​取とり去さられる​まで、夫おっと​に​扶ふ養よう​を​①要よう求きゅう​する​権けん利り​が​ある。また、彼女かのじょ​たち​は​戒いましめ​に​背そむく​者もの​で​ある​と​され​なければ、教きょう会かい​内ない​で​会員かいいん​資し格かく​を​持もつ。
3 もし​忠ちゅう実じつ​で​なければ、彼女かのじょ​たち​は​教きょう会かい​内ない​で​会員かいいん​資し格かく​を​持もたない。しかし​それでも、彼女かのじょ​たち​は​その​地ち​の​法ほう律りつ​に​従したがって​自じ分ぶん​の​受うけ継つぎ​の​地ち​に​とどまる​こと​が​できる。
4 すべて​の​①子こ供ども​たち​は​成人せいじん​に​なる​まで、その​親おや​に​扶ふ養よう​を​求もとめる​権けん利り​が​ある。
5 また​その後のち、親おや​が​彼かれら​に​受うけ継つぎ​を​与あたえる​分ぶん​を​持もって​い​なければ、彼かれら​は​教きょう会かい​に、言いい​換かえれば、主しゅ​の​①倉くら​に​求もとめる​権けん利り​が​ある。
6 倉くら​は​教きょう会かい員いん​の​奉ほう献けん​に​よって​維い持じ​しなければ​ならない。そして、①やもめ​と​孤こ児じ​を​扶ふ養よう​しなければ​ならない。②貧まずしい​者もの​も​同どう様よう​で​ある。アーメン。

	◀1①
新ヤコ1・27

	◀2①
1テモ5・8

	◀4①
モサ4・14

	◀5①
教義78・3、GS「倉」

	◀6①
GS「やもめ」

	◀②
モサ4・16－26、ヒラ4・11－13、教義42・30－39、GS「貧しい」


第​84​章
千八百三十二​年ねん​九月がつ​二十二、二十三​日にち、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百八十六－二百九十五​ページ）。九月がつ​の​間あいだ​に、長老ちょうろう​たち​が​東とう部ぶ​諸しょ​州しゅう​に​おける​伝でん道どう​から​帰かえり、彼かれら​の​働はたらき​に​ついて​の​報ほう告こく​を​始はじめて​いた。次つぎ​の​教おしえ​を​受うけた​の​は、彼かれら​が​この​喜よろこび​の​時じ節せつ​に​ともに​いた​とき​の​こと​で​ある。預よ言げん者しゃ​は​これ​を​神しん権けん​に​関かんする​啓けい示じ​と​呼よんだ。
1－5​新しん​エルサレム​と​神殿しんでん​が​ミズーリ​に​建たてられる。​6－17​モーセ​から​アダム​に​至いたる​神しん権けん​の​系けい譜ふ​が​与あたえられる。​18－25​大だい​神しん権けん​は​神かみ​の​知ち識しき​の​鍵かぎ​を​持もつ。​26－32​小しょう​神しん権けん​は​天てん使し​の​働はたらき​と​備そなえ​の​福ふく音いん​の​鍵かぎ​を​持もつ。​33－44​人ひと​は​神しん権けん​の​誓せい詞し​と​聖せい約やく​に​よって​永遠えいえん​の​命いのち​を​得える。​45－53​キリスト​の​御み霊たま​は​人々ひとびと​を​照てらす。また、世よ​は​罪つみ​の​状じょう態たい​に​ある。​54－61​聖せい徒と​たち​は​自じ分ぶん​が​受うけた​もの​に​ついて​証あかし​しなければ​ならない。​62－76​彼かれら​は​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえ​なければ​ならない。宣のべ​伝つたえれば、しるし​が​伴ともなう。​77－91​長老ちょうろう​たち​は​財さい布ふ​や​袋ふくろ​を​持もたず​に​出でて​行いく​べき​で​ある。そう​すれ​ば、主しゅ​は​彼かれら​の​必ひつ要よう​と​して​いる​もの​に​心こころ​を​配くばって​くださる。​92－97​悪あく疫えき​と​のろい​が、福ふく音いん​を​拒こばむ​者もの​を​待まち受うけて​いる。​98－102​シオン​の​贖あがない​に​ついて​の​新あたらしい​歌うた​が​明あきらか​に​される。​103－110​各かく人じん​を​それぞれ​の​職しょく​に​就つかせ、それぞれ​の​召めし​に​おいて​働はたらかせ​なさい。​111－120​主しゅ​の​僕しもべ​たち​は、終おわり​の​時とき​の​荒こう廃はい​の​忌いまわしさ​に​ついて​宣言せんげん​しなければ​ならない。
1 イエス・​キリスト​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と​六​人にん​の​長老ちょうろう​たち​が​その​心こころ​を​一つ​に​し、高たかい​所ところ​に​その​①声こえ​を​上あげた​とき​に、彼かれら​に​与あたえられた​イエス・​キリスト​の​啓けい示じ。
2 まことに、主しゅ​が​その​①預よ言げん者しゃ​たち​の​口くち​を​通とおして​語かたった​とおり、主しゅ​の​民たみ​の​②回復かいふく​の​ため​に、また​③新しん​エルサレム​の​都みやこ​と​なる​④シオン​の​山やま​に​立たつ​⑤聖せい徒と​たち​の​集しゅう合ごう​の​ため​に、終おわり​の​時とき​に​設せつ立りつ​された​主しゅ​の​教きょう会かい​に​関かんする​主しゅ​の​言こと葉ば。
3 この​都みやこ​は​主しゅ​の​指ゆび​に​よって​指し定てい​され、ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と、主しゅ​の​心こころ​に​かなう​他た​の​者もの​たち​に​よって​奉ほう献けん​された、ミズーリ​州しゅう​の​西にし​の​境さかい​に​ある​①神殿しんでん​用よう地ち​を​起き点てん​として​建たてられる​で​あろう。
4 まことに、主しゅ​の​言こと葉ば​は​次つぎ​の​とおり​で​ある。すなわち、①新しん​エルサレム​の​都みやこ​は​聖せい徒と​たち​の​集しゅう合ごう​に​よって、この​場ば所しょ、すなわち​②神殿しんでん​の​場ば所しょ​を​起き点てん​として​建たて​なければ​ならない。この​神殿しんでん​は​この​時じ代だい​に​築きずかれる​で​あろう。
5 まことに、主しゅ​の​ため​に​一つ​の​家いえ​が​建たてられて、雲くも​が​その​上うえ​に​とどまる​まで、この​時じ代だい​の​人々ひとびと​の​すべて​が​世よ​を​去さる​こと​は​ない。その​雲くも​と​は、まことに​その​家いえ​に​満みちる​主しゅ​の​①栄えい光こう​で​ある。
6 そして、聖せい​なる​神しん権けん​に​よる​モーセ​の​息むす子こ​たち、その​モーセ​は​彼かれ​の​しゅうと​で​ある​①エテロ​の​②手て​の​下もと​で​それ​を​受うけ、
7 エテロ​は​カレブ​の​手て​の​下もと​で​それ​を​受うけ、
8 カレブ​は​エリフ​の​手て​の​下もと​で​それ​を​受うけ、
9 エリフ​は​エレミ​の​手て​の​下もと​で​受うけ、
10 エレミ​は​ガド​の​手て​の​下もと​で​受うけ、
11 ガド​は​イザヤス​の​手て​の​下もと​で​受うけ、
12 イザヤス​は​神かみ​の​手て​の​下もと​で​それ​を​受うけた。
13 イザヤス​は​また​アブラハム​の​時じ代だい​に​生いきて​いて、彼かれ​から​祝しゅく福ふく​を​受うけた。
14 この​①アブラハム​は​②メルキゼデク​から​神しん権けん​を​受うけ、メルキゼデク​は​先せん祖ぞ​の​血けっ統とう​を​通とおして​それ​を​受うけ、まことに​③ノア​まで​至いたり、
15 ノア​から​先せん祖ぞ​の​血けっ統とう​を​通とおして​①エノク​まで​至いたり、
16 エノク​から、兄あに​の​①陰謀いんぼう​に​よって​殺ころされた​②アベル​に​至いたる。アベル​は、神かみ​の​命令めいれい​に​より​最さい初しょ​の​人ひと​で​あった​父ちち​③アダム​の​手て​に​よって​神しん権けん​を​④受うけた。
17 この​①神しん権けん​は​あらゆる​時じ代だい​に​神かみ​の​教きょう会かい​の​中なか​に​存そん続ぞく​し、日ひ​の​初はじめ​も​なく​年とし​の​終おわり​も​ない。
18 また、主しゅ​は​①アロン​と​その​子し孫そん​に​も、代よ々よ​一つ​の​②神しん権けん​を​確かく認にん​した。この​神しん権けん​も、神かみ​の​最もっとも​聖せい​なる​位くらい​に​従したがう​神しん権けん​と​ともに​いつまで​も​存そん続ぞく​し、③残のこる​もの​で​ある。
19 また、この​大だい​神しん権けん​は​福ふく音いん​を​つかさどり、王おう国こく​の​①奥おく義ぎ​の​鍵かぎ、すなわち​神かみ​の​②知ち識しき​の​鍵かぎ​を​持もつ。
20 それゆえ、この​神しん権けん​の​①儀ぎ式しき​に​よって​神性しんせい​の​力ちから​が​現あらわれる。
21 また、神しん権けん​の​儀ぎ式しき​と​①権能けんのう​が​なくて​は、肉にく体たい​を​持もつ​人間にんげん​に​神性しんせい​の​力ちから​は​現あらわれない。
22 これ​が​なくて​は、①だれ​も​神かみ、すなわち​父ちち​の​御み​顔かお​を​見みて、なお​生いきて​いる​こと​は​できない​から​で​ある。
23 さて、この​こと​を、①モーセ​は​荒あれ野の​の​中なか​で​イスラエル​の​子こら​に​分わかり​やすく​教おしえ、その​民たみ​が​神かみ​の​顔かお​を​②見みる​こと​が​できる​よう​に、彼かれら​を​③聖きよめよう​と​熱心ねっしん​に​努つとめた。
24 しかし、彼かれら​は​心こころ​を​①かたくな​に​し、神かみ​の​臨在りんざい​に​堪たえる​こと​が​できなかった。その​ため、主しゅ​の​怒いかり​は​彼かれら​に​向むかって​燃もえ、主しゅ​は​②激はげしく​怒いかって、彼かれら​は​荒あれ野の​に​いる​間あいだ​神かみ​の​安あん息そく​に​③入はいれない​と​誓ちかった。この​安あん息そく​と​は、主しゅ​の​完全かんぜん​な​栄えい光こう​の​こと​で​ある。
25 それゆえ、主しゅ​は​彼かれら​の​中なか​から​①モーセ​を​取とり去さり、また​聖せい​なる​②神しん権けん​も​取とり去さった。
26 そして、①小しょう​神しん権けん​が​存そん続ぞく​した。この​神しん権けん​は、天てん使し​の​②働はたらき​と​備そなえ​の​福ふく音いん​の​③鍵かぎ​を​持もつ​もの​で​ある。
27 この​福ふく音いん​は、①悔くい改あらため​と​②バプテスマ​と​③罪つみ​の​赦ゆるし​の​福ふく音いん、また​④肉にく​の​戒いましめ​の​⑤律りっ法ぽう​で​あって、主しゅ​は​激はげしく​怒いかり、この​律りっ法ぽう​を​アロン​の​家いえ​と​ともに​イスラエル​の​子こら​の​中なか​に​⑥ヨハネ​に​至いたる​まで​存そん続ぞく​させた。その​ヨハネ​は、母はは​の​胎内たいない​から​聖霊せいれい​に​⑦満みたされて​おり、神かみ​が​立たてた​者もの​で​ある。
28 彼かれ​は​まだ​子こ供ども​の​とき​に​バプテスマ​を​受うけ、また​生せい後ご​八よう日か​で​神かみ​の​天てん使し​に​よって​この​力ちから、すなわち、ユダヤ人じん​の​王おう国こく​を​打うち​倒たおし、主しゅ​の​民たみ​の​前まえ​に​主しゅ​の​道みち​を​①まっすぐ​に​し、一いっ切さい​の​②権けん威い​を​その​手て​に​与あたえられて​いる​主しゅ​の​来らい臨りん​の​ため​に​彼かれら​を​備そなえる​力ちから​を​持もつ​よう​に​聖任せいにん​された​の​で​ある。
29 さらに​また、長老ちょうろう​と​ビショップ​の​職しょく​は、大だい​神しん権けん​に​属ぞくする、なくて​は​ならない​①付ふ属ぞく​の​職しょく​で​ある。
30 さらに​また、教きょう師し​と​執しつ事じ​の​職しょく​は、小しょう​神しん権けん​に​属ぞくする、なくて​は​ならない​付ふ属ぞく​の​職しょく​で​ある。この​小しょう​神しん権けん​は、アロン​と​彼かれ​の​子し孫そん​に​確かく認にん​された​もの​で​ある。
31 それゆえ、わたし​が​モーセ​の​息むす子こ​たち​に​関かんして​言いった​よう​に、モーセ​の​息むす子こ​たち​と、アロン​の​息むす子こ​たち​は、受うけ入いれられる​①ささげ​物もの​と​犠ぎ牲せい​を​主しゅ​の​家いえ​に​おいて​ささげる​で​あろう。その​家いえ​は​この​時じ代だい​に、わたし​が​定さだめた​よう​に​聖別せいべつ​された​②場ば所しょ​に​主しゅ​の​ため​に​建たてられる。
32 そして、モーセ​の​息むす子こ​たち​と​アロン​の​息むす子こ​たち​は、①シオン​の​山やま​の​主しゅ​の​家いえ​で、主しゅ​の​②栄えい光こう​を​もって​満みたされる​で​あろう。その​息むす子こ​たち​と​は、あなたがた​の​こと​で​ある。また、わたし​の​③教きょう会かい​を​築きずき​上あげる​ため​に​わたし​が​召めして​遣つかわした​多おおく​の​者もの​も、同どう様よう​で​ある。
33 だれでも​①忠ちゅう実じつ​で​あって、わたし​が​語かたった​これら​二つ​の​②神しん権けん​を​得えて、自じ分ぶん​の​召めし​を​尊とうとんで​大おおいなる​もの​と​する​者もの​は、御み霊たま​に​より​③聖きよめられて​その​体からだ​が​更こう新しん​される。
34 これら​の​者もの​は、モーセ​の​息むす子こ​たち、また​アロン​の​息むす子こ​たち​と​なり、①アブラハム​の​②子し孫そん​と​なり、神かみ​の​教きょう会かい​と​なり、神かみ​の​王おう国こく​と​なり、神かみ​の​③選民せんみん​と​なる。
35 主しゅ​は​言いう。この​神しん権けん​を​受うける​すべて​の​者もの​は、わたし​を​受うけ入いれる​の​で​ある。
36 わたし​の​僕しもべ​たち​を​受うけ入いれる​者もの​は、わたし​を​①受うけ入いれる​から​で​ある。
37 また、わたし​を​①受うけ入いれる​者もの​は、わたし​の​父ちち​を​受うけ入いれる。
38 そして、わたし​の​父ちち​を​受うけ入いれる​者もの​は、わたし​の​父ちち​の​王おう国こく​を​受うける​の​で​ある。それゆえ、わたし​の​父ちち​が​持もって​おられる​①すべて​が、彼かれ​に​与あたえられる​で​あろう。
39 これ​は​神しん権けん​に​伴ともなう​①誓せい詞し​と​聖せい約やく​に​よって​で​ある。
40 それゆえ、神しん権けん​を​受うける​者もの​は​皆みな、わたし​の​父ちち​の​この​誓せい詞し​と​聖せい約やく​を​受うけ入いれる​の​で​ある。わたし​の​父ちち​が​これ​を​破やぶられる​こと​は​あり得えず、また​これ​が​取とり消けされる​こと​も​あり得えない。
41 しかし、だれでも​この​聖せい約やく​を​受うけ入いれた​後のち​に​これ​を​①破やぶり、これから​完全かんぜん​に​離はなれて​しまう​者もの​は、この世よ​で​も​来きたる​べき​世よ​で​も、罪つみ​の​赦ゆるし​を​②受うける​こと​は​ない。
42 また、この​神しん権けん​に​来こない​者もの​は​皆みな、災わざわい​で​ある。あなたがた​は​この​神しん権けん​を​すでに​受うけて​おり、わたし​は​今日き ょ う​ここ​に​いる​あなたがた​に、天てん​から​わたし​自じ身しん​の​声こえ​に​よって​今いま​これ​を​確かく認にん​する。また、まことに、わたし​は​天てん​の​衆群しゅうぐん​と​わたし​の​①天てん使し​たち​に、あなたがた​に​対たいする​務つとめ​を​与あたえた。
43 わたし​は、今いま​あなたがた​に​一つ​の​戒いましめ​を​与あたえる。自じ分ぶん​自じ身しん​に​ついて​気き​を​つけ、永遠えいえん​の​命いのち​の​言こと葉ば​を​熱心ねっしん​に​①心こころ​に​留とめる​よう​に​しなさい。
44 あなたがた​は、神かみ​の​口くち​から​出でる​一つ​一つ​の​言こと葉ば​に​従したがって​①生いき​なければ​ならない​から​で​ある。
45 主しゅ​の​①言こと葉ば​は​真しん理り​で​あり、また​②真しん理り​で​ある​もの​は​すべて​光ひかり​で​あり、光ひかり​で​ある​もの​は​すべて​御み霊たま、すなわち​イエス・​キリスト​の​御み霊たま​だから​で​ある。
46 御み霊たま​は​世よ​に​来くる​①すべて​の​人ひと​に​②光ひかり​を​与あたえ、また​御み霊たま​は​その​声こえ​を​聴きく​全ぜん​世せ界かい​の​すべて​の​人ひと​を​照てらす。
47 そして、御み霊たま​の​声こえ​を​聴きく​すべて​の​人ひと​は、神かみ、すなわち​父ちち​の​もと​に​来くる。
48 すると、父ちち​は​その​人ひと​に、あなたがた​に​更こう新しん​し​確かく認にん​された​①聖せい約やく​に​ついて​②教おしえられる。これ​は​あなたがた​の​ため​に、また​あなたがた​の​ため​だけ​で​なく​全ぜん​世せ界かい​の​ため​に​も、あなたがた​に​確かく認にん​されて​いる​もの​で​ある。
49 ①全ぜん​世せ界かい​は​罪つみ​の​状じょう態たい​に​あり、②暗くら闇やみ​の​下もと​で、また​罪つみ​の​束そく縛ばく​の​下もと​で​うめいて​いる。
50 そして、彼かれら​が​①罪つみ​の​②束そく縛ばく​の​下もと​に​ある​の​は、これ​に​よって​分わかる。すなわち、彼かれら​は​わたし​の​もと​に​来こない​から​で​ある。
51 だれでも​わたし​の​もと​に​来こない​者もの​は、罪つみ​の​束そく縛ばく​の​下もと​に​ある​の​で​ある。
52 また、だれでも​わたし​の​声こえ​を​受うけ入いれない​者もの​は、①わたし​の​声こえ​を​知しらず、わたし​に​つく​者もの​で​は​ない。
53 これ​に​よって、あなたがた​は​義ぎ人じん​と​悪あく人にん​の​違ちがい​を​知しり、また​今いま​まさに​全ぜん​①世せ界かい​が​②罪つみ​と​暗くら闇やみ​の​下もと​で​③うめいて​いる​の​を​知しる​こと​が​できる​の​で​ある。
54 また、①不ふ​信しん仰こう​の​ため​に、また​自じ分ぶん​の​受うけた​もの​を​軽々かるがるしく​扱あつかった​ため​に、あなたがた​の​思おもい​は​過か去こ​に​暗くらく​なる​こと​が​あった。
55 この​①虚きょ栄えい​と​不ふ​信しん仰こう​は​全ぜん​教きょう会かい​に​罪つみ​の​宣せん告こく​を​招まねいた。
56 この​罪つみ​の​宣せん告こく​は​シオン​の​子こら、まことに​すべて​の​者もの​の​うえ​に​ある。
57 彼かれら​が​悔くい改あらためて、新あたらしい​①聖せい約やく、すなわち​②『モルモン書しょ』​と、わたし​が​彼かれら​に​与あたえた​③以い前ぜん​の​戒いましめ​を​思おもい起おこし、そして​ただ​口くち​に​する​だけ​で​なく、わたし​が​記しるして​きた​もの​に​従したがって​④行こう動どう​する​まで、彼かれら​は​依い然ぜん​と​して​この​罪つみ​の​宣せん告こく​の​下もと​に​ある。
58 これ​に​よって、彼かれら​が​父ちち​の​王おう国こく​に​ふさわしい​実み​を​結むすべる​よう​に​する​ため​で​ある。そう​で​なければ、シオン​の​子こら​の​うえ​に​注そそがれる​懲こらしめ​と​裁さばき​が​残のこる。
59 王おう国こく​の​子こら​は​わたし​の​聖せい​なる​地ち​を​汚けがす​で​あろう​か。まことに、わたし​は​あなたがた​に、「汚けがさない」と​言いう。
60 まことに、まことに、わたし​の​①言こと葉ば、すなわち​わたし​の​声こえ​を​今いま​聞きいて​いる​あなたがた​に​言いう。あなたがた​は​これら​の​もの​を​受うけ入いれる​なら​ば、幸さいわい​で​ある。
61 わたし​は​あなたがた​の​罪つみ​を​①赦ゆるして、この​戒いましめ​を​与あたえる​から​で​ある。すなわち、あなたがた​は、あなたがた​に​知しらされた​これら​の​こと​を​世よ​の​すべて​の​人ひと​に​証あかし​する​ため​に、②厳粛げんしゅく​に、また​祈いのり​の​精神せいしん​を​もって、あなたがた​の​思おもい​を​確かっ固こ​と​して​いなさい。
62 あなたがた​は​全ぜん​世せ界かい​に​①出でて​行いき​なさい。また、あなたがた​は​どこ​で​も​自じ分ぶん​の​行いけない​所ところ​に​証あかし​を​送おくり、それ​が​あなたがた​から​全ぜん​世せ界かい​の​すべて​の​造つくられた​もの​に​伝つたわる​よう​に​しなさい。
63 わたし​の​使し徒と​たち​に​言いった​よう​に、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​は​わたし​の​①使し徒と、すなわち​神かみ​の​大だい​祭さい司し​だから​で​ある。あなたがた​は、父ちち​が​わたし​に​②与あたえて​くださった​者もの​で​ある。あなたがた​は​わたし​の​③友とも​で​ある。
64 それゆえ、わたし​の​使し徒と​たち​に​言いった​よう​に、もう​一いち度ど​あなたがた​に​言いう。あなたがた​の​言こと葉ば​を​①信しんじて、②罪つみ​の​赦ゆるし​の​ため​に​水みず​で​バプテスマ​を​受うける​③者もの​は​皆みな、④聖霊せいれい​を​受うける​で​あろう。
65 そして、信しんじる​者もの​に​は、この​よう​な​①しるし​が​伴ともなう。
66 すなわち、わたし​の​名な​に​よって、彼かれら​は​多おおく​の​驚おどろく​べき​①業わざ​を​行おこなう。
67 わたし​の​①名な​に​よって、彼かれら​は​悪あく霊れい​を​追おい出だす。
68 わたし​の​名な​に​よって、彼かれら​は​病びょう人にん​を​①癒いやす。
69 わたし​の​名な​に​よって、彼かれら​は​目め​の​見みえない​者もの​の​目め​を​開あけ、耳みみ​の​聞きこえない​者もの​の​耳みみ​を​開ひらく。
70 また、口くち​の​利きけない​者もの​の​舌した​は​語かたる​よう​に​なる。
71 だれか​が​①毒どく​を​盛もって​も、それ​は​彼かれら​に​害がい​を​与あたえない。
72 蛇へび​の​毒どく​は​彼かれら​を​害がいする​力ちから​を​持もたない。
73 しかし、わたし​は​一つ​の​戒いましめ​を​彼かれら​に​与あたえる。彼かれら​は​これら​の​こと​を​①自じ慢まん​して​は​ならない​し、世よ​の​人々ひとびと​の​前まえ​で​これら​を​語かたって​も​ならない。これら​の​こと​は​あなたがた​の​益えき​の​ため​に、また​救すくい​の​ため​に、あなたがた​に​与あたえられる​から​で​ある。
74 まことに、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​の​言こと葉ば​を​信しんじる​こと​なく、また​聖霊せいれい​を​受うける​ため​に、わたし​の​名な​に​よって​水みず​の​中なか​で​罪つみ​の​赦ゆるし​の​ため​の​①バプテスマ​を​受うけない​者もの​は、②罰ばつ​の​定さだめ​を​受うけ、父ちち​と​わたし​が​いる​父ちち​の​王おう国こく​に​来くる​こと​は​ない​で​あろう。
75 あなたがた​に​あてた​この​啓けい示じ​と​戒いましめ​は、まさに​今いま​この​時じ点てん​から​世よ​の​すべて​の​者もの​に​効こう力りょく​を​持もつ。そして、福ふく音いん​は​それ​を​まだ​受うけて​いない​すべて​の​者もの​に​及およぶ。
76 しかし、まことに、わたし​は​王おう国こく​を​与あたえられた​すべて​の​者もの​に​言いう。彼かれら​は​以い前ぜん​の​悪わるい​行おこない​を​悔くい改あらためる​べき​で​ある​こと​を、あなたがた​は​彼かれら​に​宣のべ​なければ​ならない。彼かれら​は​その​不ふ​信しん仰こう​な​悪わるい​心こころ​の​ゆえ​に、とがめ​を​受うけ​なければ​ならない。また、シオン​の​あなたがた​の​兄きょう弟だい​たち​も、わたし​が​あなたがた​を​遣つかわした​とき​に​あなたがた​に​逆さからった​ので、とがめ​を​受うけ​なければ​ならない。
77 さらに​また、わたし​は、友とも​で​ある​あなたがた​に​言いう。今いま​から​後のち、わたし​は​あなたがた​を​友とも​と​呼よぶ。わたし​が​あなたがた​に​この​戒いましめ​を​与あたえる​こと​は​必ひつ要よう​で​ある。すなわち、あなたがた​は、わたし​が​ともに​いて、わたし​の​力ちから​を​もって​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえる​ため​に​旅たび​を​した​時じ代だい​の​わたし​の​友とも​の​よう​に​なり​なさい。
78 わたし​は​彼かれら​に、①財さい布ふ​も​袋ふくろ​も、また​二​枚まい​の​上うわ着ぎ​も​持もつ​こと​を​許ゆるさなかった。
79 見みよ、わたし​は​世よ​の​人々ひとびと​を​試こころみる​ため​に​あなたがた​を​遣つかわす。そして、働はたらき​人びと​が​①報ほう酬しゅう​を​受うける​の​は​当とう然ぜん​で​ある。
80 また、行いって​王おう国こく​の​この​①福ふく音いん​を​②宣のべ​伝つたえ、あらゆる​点てん​で​引ひき続つづき​忠ちゅう実じつ​で​ある​者もの​は、心こころ​が​疲つかれる​こと​も​暗くらく​なる​こと​も​なく、体からだ​や​手て足あし​や​関節かんせつ​が​疲つかれる​こと​も​ない。③髪かみ​の​毛け​一筋ひとすじ​も、知しられず​に​地ち​に​落おちる​こと​は​ない。また、これら​の​者もの​は​飢うえる​こと​も、渇かわく​こと​も​ない。
81 それゆえ、あなたがた​は​明あ日す​の​こと​を​①思おもい煩わずらって​は​ならない。何なに​を​食たべよう​か、何なに​を​飲のもう​か、何なに​を​着きよう​か​と​思おもい煩わずらって​は​ならない。
82 野の​の​ゆり​が​どの​よう​に​育そだって​いる​か、考かんがえて​みる​が​よい。働はたらき​も​せず、紡つむぎ​も​しない。そして、栄えい華が​を​極きわめた​世よ​の​王おう国こく​も、この​花はな​の​一つ​ほど​に​も​着き飾かざって​は​いない。
83 天てん​に​おられる​あなたがた​の​①父ちち​は、これら​の​もの​が​すべて​あなたがた​に​必ひつ要よう​で​ある​こと​を​②知しって​おられる。
84 それゆえ、明あ日す​の​こと​は​明あ日す​に​①思おもい煩わずらわせ​なさい。
85 また、あなたがた​は​①何なに​を​言いおう​か​と、前まえもって​思おもい煩わずらって​は​ならない。ただ​絶たえず​命いのち​の​言こと葉ば​を​あなたがた​の​心こころ​の​中なか​に​大切たいせつ​に​②蓄たくわえる​よう​に​しなさい。そう​すれ​ば、それぞれ​の​者もの​に​必ひつ要よう​な​部ぶ分ぶん​が、必ひつ要よう​な​その​とき​に​③授さずけられる​で​あろう。
86 それゆえ、この​戒いましめ​は​神かみ​から​務つとめ​に​召めされる​教きょう会かい​の​すべて​の​①忠ちゅう実じつ​な​者もの​に​あてられた​もの​で​ある​ので、あなたがた​の​中なか​で、出でて​行いって​王おう国こく​の​この​福ふく音いん​を​宣言せんげん​する​者もの​は​だれ​も、この​時じ点てん​から、財さい布ふ​や​袋ふくろ​を​携たずさえて​は​ならない。
87 見みよ、わたし​は​世よ​の​人々ひとびと​を​彼かれら​の​すべて​の​不ふ義ぎ​な​行おこない​の​ゆえ​に​責せめる​ため​に、また​来きたる​べき​裁さばき​に​ついて​彼かれら​に​教おしえる​ため​に、あなたがた​を​①遣つかわす。
88 そして、あなたがた​を​①受うけ入いれる​者もの​が​だれ​で​あろう​と、わたし​も​そこ​に​いる​で​あろう。わたし​は​あなたがた​に​先さき立だって​行いこう。わたし​は​あなたがた​の​右みぎ​に​おり、また​左ひだり​に​いる。わたし​の​御み霊たま​は​あなたがた​の​心こころ​の​中なか​に​ある。また、わたし​の​②天てん使し​たち​は​あなたがた​の​周しゅう囲い​に​いて、あなたがた​を​支ささえる​で​あろう。
89 だれでも​あなたがた​を​受うけ入いれる​者もの​は、わたし​を​受うけ入いれる​の​で​ある。その​人ひと​は​あなたがた​に​食物しょくもつ​を​与あたえ、衣い服ふく​を​与あたえ、また​金銭きんせん​を​与あたえる​で​あろう。
90 そして、あなたがた​に​食物しょくもつ​を​与あたえ、衣い服ふく​を​与あたえ、あるいは​金銭きんせん​を​与あたえる​者もの​は、決けっして​その​報むくい​を​①失うしなう​こと​は​ない。
91 また、これら​の​こと​を​行おこなわない​者もの​は、わたし​の​弟で子し​で​は​ない。これ​に​よって、あなたがた​は​①わたし​の​弟で子し​を​知しる​こと​が​できる。
92 あなたがた​を​受うけ入いれない​者もの​から​離はなれて、独ひとり​に​なり、暑あつくて​も​寒さむくて​も、あなたがた​の​足あし​を​水みず​で、すなわち​純じゅん粋すい​な​水みず​で​①洗あらい​清きよめ、天てん​に​おられる​あなたがた​の​父ちち​に​その​証あかし​を​示しめし​なさい。そして、再ふたたび​その​人ひと​の​もと​に​戻もどって​は​ならない。
93 どの​村むら​や​町まち​に​入はいって​も、同どう様よう​に​しなさい。
94 しかしながら、熱心ねっしん​に​探さがし​なさい。惜おしんで​は​ならない。あなたがた​や、あなたがた​の​言こと葉ば​や、わたし​に​ついて​の​あなたがた​の​証あかし​を​拒こばむ​家いえ​や​村むら​や​町まち​は、災わざわい​で​ある。
95 わたし​は​もう​一いち度ど​言いう。あなたがた​や、あなたがた​の​言こと葉ば​や、わたし​に​ついて​の​あなたがた​の​証あかし​を​拒こばむ​家いえ​や​村むら​や​町まち​は、災わざわい​で​ある。
96 ①全ぜん能のう​者しゃ​で​ある​わたし​は、もろもろ​の​国こく民みん​を​その​②悪あく事じ​の​ゆえ​に​③懲こらしめる​ため​に、彼かれら​の​上うえ​に​わたし​の​手て​を​置おいた。
97 そして、悪あく疫えき​が​出でて​行いく。それら​の​悪あく疫えき​は、義ぎ​に​かなって​①短みじかく​される​わたし​の​業わざ​が​完了かんりょう​する​まで、地ち​から​取とり去さられる​こと​は​ない​で​あろう。
98 その​とき、最もっとも​小ちいさい​者もの​から​最もっとも​大おおいなる​者もの​に​至いたる​まで、生いき残のこって​いる​すべて​の​者もの​が、わたし​を​知しり、主しゅ​を​知しる​知ち識しき​に​満みたされ、目め​と​目め​を​①合あわせ、声こえ​を​上あげ、声こえ​を​合あわせて​次つぎ​の​よう​な​新あたらしい​歌うた​を​②歌うたう​で​あろう。
99 主しゅ​は​シオン​を​回復かいふく​された。　​①恵めぐみ​の​②選えらび​に​よって、　​主しゅ​は​その​民たみ​③イスラエル​を​④贖あがなわれた。　​先せん祖ぞ​の​信しん仰こう​と​⑤聖せい約やく​によって、　​それ​は​成なし遂とげられた。
100 主しゅ​は​その​民たみ​を​贖あがなわれた。　​サタン​は​①縛しばられ、もはや​時とき​は​ない。　​主しゅ​は​万物ばんぶつ​を​②一つ​に​集あつめられた。　​主しゅ​は​上うえ​から​③シオン​を​下くだされた。　​主しゅ​は​下した​から​シオン​を​④上あげられた。
101 ①地ち​は​産うみ​の​苦くるしみ​を​なし、その​力ちから​を​産うみ出だした。　​真しん理り​は​地ち​の​中なか​に​打うち立たてられて​いる。　​天てん​は​地ち​に​ほほえみ​かけた。　​地ち​は​その​神かみ​の​②栄えい光こう​を​まとって​いる、　​神かみ​が​その​民たみ​の​中なか​に​立たって​おられる​ので。
102 栄えい光こう​と、誉ほまれ​と、力ちから​と、威い勢せい​が、　​わたしたち​の​神かみ​に​帰きせられる​よう​に。　​神かみ​は​①憐あわれみ、公こう正せい、恵めぐみ​と​真しん理り、　​②平安へいあん​に​満みちて​おられる​ので。　​とこしえ​に​いつまで​も、アーメン。
103 さらに​また、まことに、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。出でて​行いって​わたし​の​永遠えいえん​の​福ふく音いん​を​宣言せんげん​する​者もの​は​皆みな、もし​家か族ぞく​が​いて、贈おくり物もの​として​金銭きんせん​を​受うけた​なら​ば、主しゅ​が​指し示じ​する​よう​に、それ​を​家か族ぞく​に​送おくる​か、あるいは​彼かれら​の​ため​に​利り用よう​する​こと​が​適切てきせつ​で​ある。わたし​に​は​こう​ある​こと​が​よい​と​思おもわれる​から​で​ある。
104 家か族ぞく​を​持もたない​者もの​で​①金銭きんせん​を​受うけた​者もの​は​皆みな、シオン​の​ビショップ​か、あるいは​オハイオ​の​ビショップ​に​それ​を​送おくって、啓けい示じ​の​公こう表ひょう​と​その​印いん刷さつ​の​ため​に、また​シオン​の​確かく立りつ​の​ため​に、それ​が​聖別せいべつ​される​よう​に​しなさい。
105 また、だれか​が​上うわ着ぎ​あるいは​服ふく​を​あなたがた​の​だれか​に​くれた​なら​ば、古ふるい​もの​を​取とって​それ​を​①貧まずしい​者もの​に​与あたえ、喜よろこび​ながら​あなた​の​道みち​を​行いき​なさい。
106 また、あなたがた​の​中なか​で​御み霊たま​に​おいて​強つよい​者もの​が​いれ​ば、その​人ひと​は​弱よわい​者もの​を​①伴ともなって​行いき​なさい。それ​は、弱よわい​者もの​が​できる​かぎり​②柔にゅう和わ​に​教きょう化か​されて、彼かれら​も​強つよく​なる​ため​で​ある。
107 それゆえ、あなたがた​は​①小しょう​神しん権けん​に​聖任せいにん​されて​いる​者もの​を​伴ともない、彼かれら​を​あなたがた​に​先さき立だって​行いかせて、約やく束そく​を​取とりつけ​させ、道みち​を​備そなえ​させ、あなたがた​自じ身しん​の​果はたせない​約やく束そく​を​果はたさせ​なさい。
108 見みよ、これ​こそ、昔むかし​の​わたし​の​使し徒と​たち​が、わたし​の​ため​に​教きょう会かい​を​築きずき​上あげた​方ほう法ほう​で​ある。
109 それゆえ、各かく人じん​を​それぞれ​の​職しょく​に​就つかせ、それぞれ​の​召めし​に​おいて​働はたらかせ​なさい。頭あたま​は​足あし​に​向むかって、足あし​は​要いらない​と​言いって​は​ならない。足あし​が​なければ、体からだ​は​どうして​立たつ​こと​が​できる​で​あろう​か。
110 体からだ​は​また​あらゆる​①部ぶ分ぶん​を​必ひつ要よう​と​して​いて、すべて​が​ともに​教きょう化か​され、全体ぜんたい​が​完全かんぜん​に​保たもたれる​の​で​ある。
111 また​見みよ、①大だい​祭さい司し​は​旅たび​に​出で​なければ​ならない。また、長老ちょうろう​も​小しょう​神しん権けん​の​②祭さい司し​も​同おなじ​で​ある。しかし、③執しつ事じ​と​④教きょう師し​は​教きょう会かい員いん​を​⑤見み守まもり、教きょう会かい​の​常任じょうにん​教導きょうどう​者しゃ​と​なる​よう​に​任にんじられる。
112 また、ビショップ​の​ニューエル・​Ｋ・​ホイットニー​も、貧まずしい​者もの​を​捜さがし​ながら​周しゅう囲い​や​すべて​の​教きょう会かい​の​中なか​を​旅たび​し、富とんで​いる​者もの​と​高たかぶって​いる​者もの​を​①へりくだらせる​こと​に​よって、貧まずしい​者もの​に​彼かれら​の​入いり用よう​と​して​いる​もの​を​②与あたえる​よう​に​しなければ​ならない。
113 彼かれ​は​また、彼かれ​が​指し示じ​する​まま​に​責任せきにん​を​負おって​彼かれ​の​実じつ務む​を​果はたす、一ひと人り​の​①代だい理り​人にん​を​雇やとわなければ​ならない。
114 しかしながら、ビショップ​は、ニューヨーク​市し​に、また​オールバニ​市し​に、また​ボストン​市し​に​も​行いき、それら​の​町まち​の​人々ひとびと​に、福ふく音いん​の​知しらせ​と​ともに、もしも​彼かれら​が​これ​を​拒こばむ​なら​ば​彼かれら​を​待まち受うけて​いる​①荒こう廃はい​と​完全かんぜん​な​滅めつ亡ぼう​に​ついて、大声おおごえ​で​警けい告こく​しなさい。
115 もしも​彼かれら​が​これ​を​拒こばむ​なら​ば、彼かれら​の​裁さばき​の​時とき​は​近ちかづいて​おり、彼かれら​の​家いえ​は​①荒あれ果はてる​に​任まかされる​で​あろう。
116 ビショップ​は​わたし​を​①頼たより​なさい。そう​すれ​ば、②打うち破やぶられる​こと​は​ない。③髪かみ​の​毛け​一筋ひとすじ​も、知しられず​に​地ち​に​落おちる​こと​は​ない​で​あろう。
117 まことに、わたし​は​あなたがた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​たち​の​残のこり​に​言いう。あなたがた​は​事じ情じょう​の​許ゆるす​まま​に、それぞれ​の​召めし​に​応おうじて、大おおきく​かつ​有名ゆうめい​な​町まち​や​村むら​へ​出でて​行いき、義ぎ​を​もって​世よ​の​人々ひとびと​を​彼かれら​の​すべて​の​不ふ義ぎ​で​不ふ敬けい​な​行おこない​の​ゆえ​に​責せめ、また​終おわり​の​時とき​に​おける​忌いまわしい​荒こう廃はい​に​ついて​はっきり​と​分わかり​やすく​宣のべ​なさい。
118 全ぜん能のう​の​主しゅ​は​言いう。あなたがた​に​よって、わたし​は​彼かれら​の​王おう国こく​を​①裂さこう。わたし​は​地ち​を​②揺ゆり動うごかす​だけ​で​なく、星ほし​の​満みちた​天てん​を​も​震ふるわせよう。
119 主しゅ​なる​わたし​は、天てん​の​力ちから​を​働はたらかせる​ため​に​わたし​の​手て​を​伸のべた。あなたがた​は​今いま​それ​を​見みる​こと​は​できない​が、もう​しばらく​すれ​ば、それ​を​見みて、わたし​が​いる​こと、また、わたし​が​①来きて​わたし​の​民たみ​と​ともに​②治おさめる​こと​を​知しる​で​あろう。
120 わたし​は​①アルパ​で​あり​オメガ​で​あり、初はじめ​で​あり​終おわり​で​ある。アーメン。

	◀1①
GS「祈り」

	◀2①
使徒3・19－21

	◀②
GS「イスラエル－イスラエルの集合」

	◀③
エテ13・2－11、教義42・8－9、45・66－67、箇条1・10、GS「新エルサレム」

	◀④
イザ2・2－5、ヘブ12・22、黙示14・1、教義76・66、84・32、133・18、56

	◀⑤
GS「聖徒」

	◀3①
教義57・3

	◀4①
GS「新エルサレム」

	◀②
GS「神殿，主の宮」

	◀5①
教義45・67、64・41－43、97・15－20、109・12、37

	◀6①
GS「エテロ」

	◀②
GS「按手」

	◀14①
GS「アブラハム」

	◀②
GS「メルキゼデク」

	◀③
GS「ノア（族長）」

	◀15①
GS「エノク」

	◀16①
モセ5・29－32

	◀②
GS「アベル」

	◀③
GS「アダム」

	◀④
教義107・40－57

	◀17①
アル13・1－19、アブ2・9、11、GS「メルキゼデク神権」

	◀18①
GS「アロン（モーセの兄）」

	◀②
GS「アロン神権」

	◀③
教義13・1

	◀19①
教義63・23、107・18－19、GS「神の奥義」

	◀②
アブ1・2

	◀20①
GS「儀式」

	◀21①
GS「権威，権限，権能」「神権」

	◀22①
教義67・11

	◀23①
出エ19・5－11、33・11

	◀②
出エ24・9－11、教義93・1

	◀③
GS「聖め」

	◀24①
出エ20・18－21、32・8、申命9・23、1ニフ17・30－31、42

	◀②
詩篇95・8、ヘブ3・8－11、ヤコ1・7－8、アル12・36

	◀③
JS出エ34・1－2、民数14・23、ヘブ4・1－11

	◀25①
申命34・1－5

	◀②
GS「メルキゼデク神権」

	◀26①
GS「アロン神権」

	◀②
教義107・20

	◀③
教義13・1

	◀27①
GS「悔い改め」

	◀②
GS「バプテスマ」

	◀③
GS「罪の赦し」

	◀④
ヘブ7・11－16

	◀⑤
GS「モーセの律法」

	◀⑥
GS「ヨハネ（バプテスマの）」

	◀⑦
ルカ1・15

	◀28①
イザ40・3、マタ3・1－3、ヨハ1・23

	◀②
マタ28・18、ヨハ17・2、1ペテ3・22、教義93・16－17

	◀29①
教義107・5

	◀31①
教義128・24

	◀②
教義57・3

	◀32①
ヘブ12・22、教義76・66、84・2、133・56

	◀②
GS「栄光」

	◀③
GS「イエス・キリストの教会」

	◀33①
GS「ふさわしさ」

	◀②
GS「神権」

	◀③
GS「聖め」

	◀34①
教義132・30－32、GS「アブラハムの聖約（契約）」

	◀②
ガラ3・29、アブ2・9－11、GS「アブラハム－アブラハムの子孫」

	◀③
GS「選民」

	◀36①
マタ10・40－42、ルカ10・16、教義112・20

	◀37①
ヨハ13・20

	◀38①
ルカ12・43－44、ロマ8・32、黙示21・7、3ニフ28・10、教義132・18－20、GS「昇栄」

	◀39①
GS「神権の誓詞と聖約」

	◀41①
GS「背教，背信」

	◀②
教義76・34－38、132・27

	◀42①
教義84・88

	◀43①
1ニフ15・23－25、教義1・14

	◀44①
申命8・3、マタ4・4、教義98・11

	◀45①
詩篇33・4、GS「言葉（神の）」

	◀②
GS「真理」

	◀46①
ヨハ1・9、教義93・2

	◀②
GS「光，キリストの光」「良心」

	◀48①
GS「新しくかつ永遠の聖約」「聖約（契約）」

	◀②
GS「霊感」

	◀49①
1ヨハ5・19

	◀②
GS「暗闇（霊的な）」

	◀50①
GS「罪」

	◀②
ガラ4・9

	◀52①
ヨハ10・27

	◀53①
GS「世」

	◀②
GS「物欲」

	◀③
ロマ8・22、モセ7・48

	◀54①
GS「不信仰」

	◀55①
GS「うぬぼれ」

	◀57①
エレ31・31－34

	◀②
GS「モルモン書」

	◀③
1ニフ13・40－41

	◀④
新ヤコ1・22－25、教義42・13－15

	◀60①
教義18・34－36

	◀61①
ダニ9・9、GS「赦し」

	◀②
教義43・34、88・121、100・7

	◀62①
マコ16・15、教義1・2－5、GS「伝道活動」

	◀63①
GS「使徒」

	◀②
3ニフ15・24、教義50・41－42

	◀③
ヨハ15・13－15、教義93・45

	◀64①
マコ16・15－16、GS「信じる」

	◀②
GS「罪の赦し」

	◀③
GS「人（霊を持つ存在としての）」

	◀④
GS「聖霊の賜物」

	◀65①
マコ16・17－18、GS「しるし」

	◀66①
GS「行い」

	◀67①
マタ17・14－21

	◀68①
GS「癒し」

	◀71①
マコ16・18、使徒28・3－9、教義24・13、124・98－100

	◀73①
教義105・24、GS「高慢」

	◀74①
2ニフ9・23、教義76・50－52、GS「バプテスマ－必要不可欠な条件」

	◀②
ヨハ3・18

	◀78①
マタ10・9－10、教義24・18

	◀79①
教義31・5

	◀80①
GS「福音」

	◀②
GS「伝道活動」

	◀③
ルカ21・18

	◀81①
マタ6・25－28

	◀83①
GS「天の御父」

	◀②
マタ6・8

	◀84①
マタ6・34

	◀85①
マタ10・19－20、ルカ12・11－12、教義100・6

	◀②
2ニフ31・20、アル17・2－3、教義6・20、11・21－26、GS「深く考える」

	◀③
GS「教える，教師－御霊によって教える」

	◀86①
マタ24・44－46、教義58・26－29、107・99－100

	◀87①
GS「伝道活動」

	◀88①
マタ10・40、ヨハ13・20

	◀②
教義84・42、GS「天使」

	◀90①
マタ10・42、マコ9・41

	◀91①
ヨハ13・35

	◀92①
マタ10・14、ルカ9・5、教義60・15

	◀96①
GS「全能」

	◀②
GS「邪悪」

	◀③
教義1・13－14

	◀97①
マタ24・22

	◀98①
イザ52・8

	◀②
詩篇96・1、黙示15・3、教義25・12、133・56、GS「歌う」

	◀99①
GS「恵み」

	◀②
GS「選び」

	◀③
GS「イスラエル」

	◀④
黙示5・9、教義43・29

	◀⑤
GS「アブラハムの聖約（契約）」

	◀100①
黙示20・2－3、教義43・31、45・55、88・110

	◀②
エペ1・10、教義27・13

	◀③
教義45・11－14、モセ7・62－64、GS「シオン」

	◀④
教義76・102、88・96

	◀101①
GS「地球（地）」

	◀②
GS「栄光」

	◀102①
GS「憐れみ」

	◀②
GS「平安，平和」

	◀104①
教義51・8－9、12－13

	◀105①
GS「貧しい－物質的な貧しさ」

	◀106①
GS「フェローシップ」

	◀②
GS「柔和」

	◀107①
GS「アロン神権」

	◀110①
1コリ12・12－23

	◀111①
GS「大祭司」

	◀②
GS「祭司（アロン神権の）」

	◀③
GS「執事」

	◀④
GS「教師（アロン神権の）」

	◀⑤
GS「見守る，見守る者」

	◀112①
教義56・16

	◀②
GS「福祉」

	◀113①
教義90・22

	◀114①
教義1・13－14

	◀115①
ルカ13・35

	◀116①
GS「信頼」

	◀②
詩篇22・5、1ペテ2・6

	◀③
マタ10・29－31

	◀118①
ダニ2・44－45

	◀②
ヨエ2・10、教義43・18、45・33、48、88・87、90、GS「終わりの時，末日」「時のしるし」

	◀119①
教義1・12、35－36、29・9－11、45・59、GS「イエス・キリストの再臨」

	◀②
GS「福千年」

	◀120①
GS「アルパとオメガ」


第​85​章
千八百三十二​年ねん​十一月がつ​二十七​日にち、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百九十八－二百九十九​ページ）。この​章しょう​は、ミズーリ​州しゅう​インディペンデンス​に​住すんで​いた​Ｗ・​Ｗ・​フェルプス​に​あてた​預よ言げん者しゃ​の​手て紙がみ​から​の​抜粋ばっすい​で​ある。これ​は、シオン​に​移うつり​住すんだ​が、教きょう会かい​に​おける​定さだめられた​手て順じゅん​に​従したがって​受うけ継つぎ​を​得えて​いない​聖せい徒と​たち​に​ついて​の​問とい​に​答こたえて​与あたえられた​もの​で​ある。
1－5​シオン​で​の​受うけ継つぎ​は、奉ほう献けん​に​よって​得え​なければ​ならない。​6－12​一ひと人り​の​力ちから​ある​強つよい​者もの​が、聖せい徒と​たち​に​シオン​で​の​受うけ継つぎ​を​与あたえる。
1 主しゅ​が​任にん命めい​された​主しゅ​の​書しょ記き​の​義ぎ務む​は、歴れき史し​を​記き録ろく​し、シオン​で​起おこる​すべて​の​こと​に​ついて、また​財ざい産さん​を​①奉ほう献けん​して​ビショップ​から​律りっ法ぽう​に​かなって​受うけ継つぎ​を​得える​すべて​の​人ひと​に​ついて、一般いっぱん​教きょう会かい​②記き録ろく​を​書かき残のこす​こと​で​ある。
2 また、彼かれら​の​生活せいかつ​の​様よう子す​や、彼かれら​の​信しん仰こう​や、行おこない​に​ついて​も、また​受うけ継つぎ​を​得えた​後のち​に​背教はいきょう​する​背教はいきょう​者しゃ​に​ついて​も、記き録ろく​を​書かき残のこす​こと​で​ある。
3 神かみ​より​与あたえられた​神かみ​の​律りっ法ぽう​に​かなった​①奉ほう献けん​に​よって​自じ分ぶん​の​受うけ継つぎ​を​得えない​者もの​が、神かみ​の​民たみ​と​ともに​その​名な​を​登とう録ろく​される​こと​は、神かみ​の​御み​心こころ​と​戒いましめ​に​反はんする。神かみ​は​②報ほう復ふく​と​焼やき払はらい​の​日ひ​に​対たいして​その​民たみ​を​備そなえる​ため​に、彼かれら​に​③什じゅう分ぶん​の​一いち​を​納おさめ​させよう​と、その​律りっ法ぽう​を​与あたえられた​の​で​ある。
4 また、彼かれら​の​系けい図ず​を​書かき残のこして​は​ならず、教きょう会かい​の​いかなる​記き録ろく​や​歴れき史し​の​中なか​に​も​それ​が​見みいだされる​こと​が​あって​は​ならない。
5 ①神かみ​の​律りっ法ぽう​の​書しょ​に​彼かれら​の​名な前まえ​も、父ちち​の​名な前まえ​も、子し孫そん​の​名な前まえ​も​見みいだされる​こと​が​あって​は​ならない、と​万軍ばんぐん​の​主しゅ​は​言いわれる。
6 まことに、万物ばんぶつ​を​①貫つらぬき​通とおして​ささやき、それ​が​現あらわれる​とき​に​わたし​の​骨ほね​を​しばしば​震ふるわせる​②静しずか​な​細ほそい​声こえ​は、次つぎ​の​よう​に​告つげられる。
7 「主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、一ひと人り​の​力ちから​ある​強つよい​者もの​を​遣つかわす。その​者もの​は​その​手て​に​力ちから​の​笏しゃく​を​持もち、光ひかり​を​衣ころも​として​まとい、その​口くち​は​言こと葉ば、すなわち​永遠えいえん​の​言こと葉ば​を​語かたる。また、その​腹はら​は​真しん理り​の​泉いずみ​で​ある。わたし​が​彼かれ​を​遣つかわす​の​は、神かみ​の​家いえ​を​整ととのえる​ため​で​あり、また​神かみ​の​律りっ法ぽう​の​書しょ​に​名な前まえ​が​見みいだされ、その​父ちち​と​その​子し孫そん​の​名な前まえ​が​登とう録ろく​される​聖せい徒と​たち​の​受うけ継つぎ​を​くじ​に​よって​手て配はい​する​ため​で​ある。
8 しかし、神かみ​から​召めされて​任にん命めい​された​その​人ひと​は、①神かみ​の​箱はこ​を​支ささえる​ため​に​手て​を​伸のべる​と、まぶしい​稲妻いなずま​に​撃うたれる​木き​の​よう​に、死し​の​矢や​に​よって​倒たおれる​で​あろう。
9 また、①覚おぼえ​の​書しょ​に​記しるされて​いない​者もの​は​皆みな、その​日ひ​に​何なんの​受うけ継つぎ​も​見みいださず、裂さかれて、その​持もち分ぶん​は​不ふ​信しん仰こう​な​者もの​たち​の​中なか​に​定さだめられ、そこ​で​②泣なき​わめき、歯はぎしり​を​する​で​あろう。」
10 これら​の​こと​を、わたし​は​自じ分ぶん​から​言いって​いる​の​で​は​ない。それゆえ​主しゅ​は、語かたられる​とおり​に​果はたされる。
11 大だい​神しん権けん​を​持もつ​者もの​で、また​小しょう​神しん権けん​を​持もつ​者もの​や​会員かいいん​で、その​名な前まえ​が​①律りっ法ぽう​の​書しょ​に​記しるされて​いない​者もの、あるいは​②背教はいきょう​した​者もの、または​教きょう会かい​から​③絶たたれた​者もの​は、その​日ひ​に、いと​高たかき​方かた​の​聖せい徒と​たち​の​中なか​に​受うけ継つぎ​を​見みいださない​で​あろう。
12 それゆえ、エズラ記き​第だい二​章しょう​六十一、六十二​節せつ​に​記しるされて​いる​祭さい司し​の​子し孫そん​に​行おこなわれた​よう​に、彼かれら​に​行おこなわれ​なければ​ならない。

	◀1①
教義42・30－35

	◀②
教義21・1、47・1、69・3－6

	◀3①
GS「奉献，奉献の律法」

	◀②
マラ3・10－11、17、教義97・25－26

	◀③
GS「什分の一」

	◀5①
GS「命の書」

	◀6①
ヘブ4・12

	◀②
列上19・11－12、ヒラ5・30－31、3ニフ11・3－7

	◀8①
サ下6・6－7、歴上13・9－10、GS「契約の箱」

	◀9①
3ニフ24・16、モセ6・5－6、GS「覚えの書」

	◀②
教義19・5

	◀11①
GS「命の書」

	◀②
GS「背教，背信」

	◀③
GS「破門」


第​86​章
千八百三十二​年ねん​十二月がつ​六むい日か、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、三百​ページ）。この​啓けい示じ​は、預よ言げん者しゃ​が『聖せい書しょ』​の​翻ほん訳やく​の​原稿げんこう​を​校こう閲えつ​し​校こう訂てい​して​いた​とき​に​受うけた​もの​で​ある。
1－7​主しゅ​は​小こ麦むぎ​と​毒どく麦むぎ​の​たとえ​の​意い味み​を​明あきらか​に​される。​8－11​肉にく​に​よる​正せい当とう​な​相そう続ぞく​人にん​で​ある​人々ひとびと​へ​の​神しん権けん​の​祝しゅく福ふく​に​ついて​説明せつめい​される。
1 まことに、主しゅ​は、小こ麦むぎ​と​毒どく麦むぎ​の​①たとえ​に​ついて、わたし​の​僕しもべ​で​ある​あなたがた​に​この​よう​に​言いう。
2 見みよ、まことに、わたし​は​言いう。畑はたけ​は​世せ界かい​で​あり、使し徒と​たち​は​種たね​を​まく​者もの​で​あった。
3 彼かれら​が​眠ねむった​後のち、教きょう会かい​の​ひどい​迫はく害がい​者しゃ、背教はいきょう​者しゃ、淫いん婦ぷ、すなわち​バビロン​が​現あらわれる。この​①バビロン​は​すべて​の​国こく民みん​に​自じ分ぶん​の​杯さかずき​から​飲のませる。そして​彼かれら​の​心こころ​の​中なか​に、敵てき、すなわち​サタン​が​座ざして​支し配はい​する。見みよ、彼かれ​が​毒どく麦むぎ​を​まく。それゆえ、毒どく麦むぎ​は​小こ麦むぎ​の​生せい長ちょう​を​妨さまたげて、②教きょう会かい​を​荒あれ野の​に​追おいやる。
4 しかし​見みよ、①終おわり​の​時とき​に、すなわち​主しゅ​が​御み​言こと葉ば​を​もたらし​始はじめ、葉は​が​生はえ​出でて​まだ​柔やわらかい、まさに​今いま、
5 見みよ、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう​が、畑はたけ​を​①刈かり入いれる​ため​に​遣つかわされる​準じゅん備び​を​して​待まって​いる​②天てん使し​たち​は、日にち夜や、主しゅ​に​叫さけび​求もとめて​いる。
6 しかし、主しゅ​は​彼かれら​に​言いう。小こ麦むぎ​も​損そこなう​と​いけない​ので、葉は​が​まだ​柔やわらかい​間あいだ​は​毒どく麦むぎ​を​抜ぬき取とって​は​ならない。（まことに、あなたがた​の​信しん仰こう​が​弱よわい​から​で​ある。）
7 それゆえ、作さく物もつ​が​十分じゅうぶん​に​熟じゅくす​まで、小こ麦むぎ​と​毒どく麦むぎ​を​ともに​育そだつ​まま​に​して​おき​なさい。その後のち、あなたがた​は​まず​毒どく麦むぎ​の​中なか​から​小こ麦むぎ​を​集あつめ​なければ​ならない。小こ麦むぎ​を​集あつめた​後のち、見みよ、見みよ、毒どく麦むぎ​は​束たば​に​され、畑はたけ​は​焼やかれる​ばかり​で​ある。
8 それゆえ、主しゅ​は、先せん祖ぞ​の​血けっ統とう​を​通とおして​①神しん権けん​が​続つづいて​きた​あなたがた​に​この​よう​に​言いう。
9 なぜなら、あなたがた​は​肉にく​に​よる​正せい当とう​な​①相そう続ぞく​人にん​で​あり、神かみ​の​うち​に​キリスト​と​ともに​世よ​から​②隠かくされて​きた​から​で​ある。
10 それゆえ、あなたがた​の​命いのち​と​神しん権けん​は​存そん続ぞく​して​おり、また、世せ界かい​が​始はじまって​以い来らい​すべて​の​聖せい​なる​預よ言げん者しゃ​たち​の​口くち​を​通とおして​語かたられて​きた​万物ばんぶつ​の​①回復かいふく​まで、神しん権けん​は​あなたがた​と​あなたがた​の​血けっ統とう​を​通とおして​必かならず​存そん続ぞく​しなければ​ならない。
11 それゆえ、もし​あなたがた​が​わたし​の​慈いつくしみ​の​中なか​に​とどまる​なら​ば、すなわち、引ひき続つづき​異い邦ほう人じん​へ​の​①光ひかり​と​なり、この​神しん権けん​に​よって​わたし​の​民たみ​②イスラエル​の​ため​に​救すくい​手て​と​なる​なら​ば、あなたがた​は​幸さいわい​で​ある。主しゅ​が​この​こと​を​述のべた。アーメン。

	◀1①
マタ13・6－43、教義101・64－67

	◀3①
黙示17・1－9、GS「バビロン，バベル」

	◀②
黙示12・6、14

	◀4①
GS「終わりの時，末日」

	◀5①
GS「刈り入れ」

	◀②
教義38・12

	◀8①
教義113・8、GS「メルキゼデク神権」

	◀9①
アブ2・9－11、GS「アブラハムの聖約（契約）」

	◀②
イザ49・2－3

	◀10①
使徒3・19－21、GS「福音の回復」

	◀11①
イザ49・6

	◀②
教義109・59－67


第​87​章
千八百三十二​年ねん​十二月がつ​二十五​日にち、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた、戦せん争そう​に​関かんする​啓けい示じ​と​預よ言げん（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、三百一－三百二​ページ）。この​章しょう​は、兄きょう弟だい​たち​が​アメリカ​大たい陸りく​に​おける​アフリカ​人じん​の​奴ど隷れい​制せい度ど​と、全ぜん​世せ界かい​に​おける​人ひと​の​子こら​の​奴ど隷れい​制せい度ど​に​ついて​深ふかく​考かんがえ、論ろんじて​いた​とき​に​受うけた​もの​で​ある。
1－4​北ほく部ぶ​諸しょ​州しゅう​と​南なん部ぶ​諸しょ​州しゅう​の​間あいだ​の​戦せん争そう​が​預よ言げん​される。​5－8​大おおきな​災難さいなん​が​地ち​の​全ぜん​住じゅう民みん​の​うえ​に​降ふりかかる。
1 まことに、主しゅ​は、間まもなく​起おこる​戦せん争そう​に​関かんして​この​よう​に​言いう。それ​は​①サウスカロライナ​の​反乱はんらん​で​始はじまり、ついに​は​多おおく​の​人ひと​の​死し​と​苦く悩のう​に​終おわる​で​あろう。
2 ①戦せん争そう​が​この​地ち​で​始はじまって、すべて​の​国くに々ぐに​の​うえ​に​押おし寄よせる​時とき​が​来くる。
3 見みよ、南なん部ぶ​諸しょ​州しゅう​は​北ほく部ぶ​諸しょ​州しゅう​に​反対はんたい​して​分裂ぶんれつ​する。そして、南なん部ぶ​諸しょ​州しゅう​は​他た​の​国くに々ぐに、それ​も​グレートブリテン​と​呼よばれて​いる​国くに​を​呼よび、それら​は​また​他た​の​国くに々ぐに​から​自みずから​を​守まもる​ため​に​他た​の​国くに々ぐに​を​呼よぶ。その後のち、①戦せん争そう​が​すべて​の​国くに々ぐに​の​うえ​に​押おし寄よせる。
4 また、多おおく​の​日ひ​の​後のち、戦せん争そう​の​ため​に​整ととのえられて​訓練くんれん​される​①奴ど隷れい​が、彼かれら​の​主人しゅじん​に​反抗はんこう​して​立たつ。
5 また、地ち​に​残のこって​いる​残のこり​の​者もの​たち​が​自みずから​を​整ととのえ、大おおいに​怒いかり、ひどい​苦くるしみ​を​もって​異い邦ほう人じん​を​悩なやます。
6 この​よう​に、剣つるぎ​と​流りゅう血けつ​に​より、地ち​に​住すむ​者もの​は​①嘆なげき​悲かなしむ​で​あろう。また、地ち​に​住すむ​者もの​は、②飢き饉きん​と、悪あく疫えき​と、地じ震しん​と、天てん​の​雷かみなり​と、猛烈もうれつ​な​まぶしい​稲妻いなずま​に​よって​も、全ぜん能のう​の​神かみ​の​激はげしい​怒いかり​と​憤いきどおり​と​③懲こらしめ​の​手て​を​感かんじる​で​あろう。そして​ついに、定さだめられた​滅ほろび​が、すべて​の​国くに​を​ことごとく​④終おわらせる​で​あろう。
7 これ​に​よって、聖せい徒と​たち​の​叫さけび​と​聖せい徒と​たち​の​①血ち​の​叫さけび​が、地ち​から​上のぼって​②サバオス​の​主しゅ​の​耳みみ​に​達たっして​彼かれら​の​敵てき​に​報ほう復ふく​する​よう​に​求もとめる​こと​は​やむ。
8 それゆえ、主しゅ​の​日ひ​が​来くる​まで、あなたがた​は​①聖せい​なる​場ば所しょ​に​立たち、動うごかされない​よう​に​しなさい。見みよ、その​日ひ​は​②すぐに​来くる、と​主しゅ​は​言いう。アーメン。

	◀1①
教義130・12－13

	◀2①
ヨエ3・9－16、マタ24・6－7、教義45・26、63、63・33

	◀3①
教義45・68－69

	◀4①
教義134・12

	◀6①
教義29・14－21、45・49

	◀②
ジ－マタ1・29

	◀③
GS「懲らしめ」

	◀④
GS「世－世の終わり」

	◀7①
エテ8・22－24

	◀②
KJ新ヤコ5・4、教義88・2、95・7

	◀8①
マタ24・15、教義45・32、101・21－22

	◀②
黙示3・11


第​88​章
千八百三十二​年ねん​十二月がつ​二十七​日にち、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、三百二－三百十二​ページ）。これ​は​預よ言げん者しゃ​に​よって、「パラダイス​の​木き​から​摘つみ​取とられた『オリーブ​の​葉は』、わたしたち​へ​の​主しゅ​の​平へい和わ​の​メッセージ」（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、三百十六​ページ）と​呼よばれた。この​啓けい示じ​が、千八百三十二​年ねん​十二月がつ​二十七、二十八​日にち​と、千八百三十三​年ねん​一月がつ​三みっ日か​に​与あたえられた​もの​で​ある​こと​は、歴れき史し​記き録ろく​から​明あきらか​で​ある。
1－5​忠ちゅう実じつ​な​聖せい徒と​たち​は、永遠えいえん​の​命いのち​の​約やく束そく​で​ある​慰なぐさめ主ぬし​を​受うける。​6－13​万物ばんぶつ​は​キリスト​の​光ひかり​に​よって​統とう御ぎょ​され、治おさめられて​いる。​14－16​復ふっ活かつ​は​贖あがない​に​よって​来くる。​17－31​日ひ​の​栄さかえ、月つき​の​栄さかえ、あるいは​星ほし​の​栄さかえ​の​律りっ法ぽう​に​従したがう​こと​に​よって、人々ひとびと​は​それぞれ​の​王おう国こく​と​栄えい光こう​に​備そなえられる。​32－35​罪つみ​の​中なか​に​とどまる​こと​を​望のぞむ​者もの​は、なお​汚けがれた​まま​で​ある。​36－41​すべて​の​王おう国こく​は​律りっ法ぽう​に​よって​治おさめられて​いる。​42－45​神かみ​は​万物ばんぶつ​に​律りっ法ぽう​を​与あたえられた。​46－50​人ひと​は​神かみ​を​さえ​理り解かい​する​よう​に​なる。​51－61​僕しもべ​たち​を​畑はたけ​に​送おくり出だして、順じゅん番ばん​に​彼かれら​を​訪おとずれる​人ひと​の​たとえ。​62－73​主しゅ​に​近ちかづき​なさい。そう​すれ​ば、あなたがた​は​主しゅ​の​顔かお​を​見みる​で​あろう。​74－80​自じ分ぶん​自じ身しん​を​聖きよめて、互たがいに​王おう国こく​の​教きょう義ぎ​を​教おしえ​合あい​なさい。​81－85​警けい告こく​を​受うけた​人ひと​は​皆みな、その​隣人りんじん​に​警けい告こく​しなければ​ならない。​86－94​数々かずかず​の​しるし、自し然ぜん​界かい​の​大だい​変へん動どう、および​天てん使し​たち​に​よって、主しゅ​の​来らい臨りん​の​ため​の​道みち​が​備そなえられる。​95－102​天てん使し​の​ラッパ​が​死し者しゃ​を​順じゅん番ばん​に​呼よび出だす。​103－116​天てん使し​の​ラッパ​が、福ふく音いん​の​回復かいふく​と​バビロン​の​倒とう壊かい、および​大おおいなる​神かみ​の​戦たたかい​を​宣言せんげん​する。​117－126​学がく問もん​を​求もとめ、神かみ​の​宮みや（神殿しんでん）を​建たて、慈じ愛あい​の​きずな​を​身 み​に​まとい​なさい。​127－141​洗足せんそく​の​儀ぎ式しき​を​含ふくむ、預よ言げん者しゃ​の​塾じゅく​の​規き律りつ​が​明あきらか​に​される。
1 まことに、あなたがた​に​関かんする​主しゅ​の​思おもい​を​受うけよう​と​集あつまった​あなたがた​に、主しゅ​は​この​よう​に​言いう。
2 見みよ、これ​は​あなたがた​の​主しゅ​に​とって​喜よろこび​で​あり、天てん使し​たち​は​あなたがた​の​こと​を​①喜よろこんで​いる。あなたがた​の​②祈いのり​の​施ほどこし​は​③サバオス​の​主しゅ​の​耳みみ​に​達たっし、聖きよめられた​者もの、すなわち​日ひ​の​栄さかえ​の​世せ界かい​に​住すむ​者もの​の​④名な前まえ​の​書しょ​に​記き録ろく​されて​いる。
3 それゆえ、わたし​は​今いま​あなたがた​に、まことに​わたし​の​友とも​で​ある​あなたがた​に、別べつ​の​①慰なぐさめ主ぬし、すなわち​②約やく束そく​の​聖せい​なる​御み霊たま​を​遣つかわして、それ​が​あなたがた​の​心こころ​の​中なか​に​とどまる​よう​に​する。この​他た​の​慰なぐさめ主ぬし​は、ヨハネ​の​証あかし​の​中なか​に​記しるされて​いる​よう​に、わたし​が​弟で子し​たち​に​約やく束そく​した​もの​で​ある。
4 この​慰なぐさめ主ぬし​は、①永遠えいえん​の​命いのち、すなわち​②日ひ​の​栄さかえ​の​王おう国こく​の​栄えい光こう​に​ついて、わたし​が​あなたがた​に​与あたえる​約やく束そく​で​ある。
5 この​栄えい光こう​は、①長ちょう子し​の​教きょう会かい​の​栄えい光こう、すなわち​すべて​の​中なか​で​最もっとも​聖せい​なる​御お方かた​で​ある​神かみ​の​栄えい光こう​で​あって、神かみ​の​子こ​イエス・​キリスト​を​通つうじて​来くる。
6 ①イエス・​キリスト​は​高たかい​所ところ​に​昇のぼり、また​万物ばんぶつ​の​下した​に​②身 み​を​落おとし、それ​に​よって​すべて​の​こと​を​③悟さとって、万物ばんぶつ​の​中なか​に​あり、万物ばんぶつ​を​貫つらぬいて​あり、真しん理り​の​④光ひかり​と​なった。
7 この​真しん理り​は​輝かがやいて​いる。これ​は​①キリスト​の​光ひかり​で​ある。また、彼かれ​は​太陽たいよう​の​中なか​に​あり、太陽たいよう​の​光ひかり​で​あり、太陽たいよう​が​②造つくられた​その​力ちから​で​ある。
8 また、彼かれ​は​月つき​の​中なか​に​あり、月つき​の​光ひかり​で​あり、月つき​が​造つくられた​その​力ちから​で​ある。
9 また、星ほし​の​光ひかり​で​あり、それら​が​造つくられた​その​力ちから​で​ある。
10 地ち球きゅう、すなわち​あなたがた​が​①立たって​いる​地ち球きゅう​と、その​力ちから​も​同おなじ​で​ある。
11 また、今いま​輝かがやいて​あなたがた​に​光ひかり​を​与あたえる​光ひかり​は、あなたがた​の​目め​を​明あきらか​に​する​者もの​に​よって​来くる​もの​で​あり、これ​は​あなたがた​の​①理り解かい​を​活かっ気き​づける​光ひかり​と​同おなじ​で​ある。
12 この​①光ひかり​は、広こう大だい​な​空くう間かん​を​②満みたす​ため​に​神かみ​の​前まえ​から​発はっして​いる。
13 これ​は​①万物ばんぶつ​の​中なか​に​あり、万物ばんぶつ​に​②命いのち​を​与あたえる​光ひかり​で​あり、万物ばんぶつ​が​治おさめられる​③律りっ法ぽう、すなわち​御み​座ざ​に​着つき、永遠えいえん​の​懐ふところ​に​あり、万物ばんぶつ​の​ただ中なか​に​おられる​神かみ​の​力ちから​で​ある。
14 さて、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​の​ため​に​なされて​いる​①贖あがない​に​よって、死し者しゃ​の​中なか​から​の​復ふっ活かつ​が​成なし遂とげられる。
15 そして、①霊れい​と​②体からだ​が​③人ひと​を​成なす。
16 死し者しゃ​の​中なか​から​の​①復ふっ活かつ​は、人ひと​の​贖あがない​で​ある。
17 人ひと​の​贖あがない​は、万物ばんぶつ​を​生いかす​者もの​に​よって​来くる。その​者もの​の​胸むね​の​うち​に、①地ち​の​②貧まずしい​者もの​と​③柔にゅう和わ​な​者もの​は​それ​を​受うけ継つぐ​と​いう​こと​が​定さだめられて​いる。
18 それゆえ、地ち球きゅう​は​①日ひ​の​栄さかえ​の​栄えい光こう​に​備そなえられる​よう​に、すべて​の​不ふ義ぎ​から​必かならず​聖きよめられ​なければ​ならない。
19 地ち球きゅう​は​その​創そう造ぞう​の​目もく的てき​を​達たっした​後のち、①栄えい光こう、すなわち​父ちち​なる​神かみ​の​臨在りんざい​を​冠かんむり​として​与あたえられる​で​あろう。
20 それ​に​よって、日ひ​の​栄さかえ​の​王おう国こく​に​属ぞくする​者もの​たち​が、とこしえ​に​いつまで​も、これ​を​①所しょ有ゆう​できる​よう​に​する​ため​で​ある。この​②目もく的てき​で​これ​は​造つくられ、創そう造ぞう​され、また​この​ため​に​彼かれら​は​③聖きよめられる​の​で​ある。
21 わたし​が​あなたがた​に​与あたえた​律りっ法ぽう、すなわち​キリスト​の​律りっ法ぽう​に​よって​聖きよめられない​者もの​は、別べつ​の​王おう国こく、すなわち​月つき​の​栄さかえ​の​王おう国こく​か、星ほし​の​栄さかえ​の​王おう国こく​を​受うけ継つがなければ​ならない。
22 ①日ひ​の​栄さかえ​の​王おう国こく​の​律りっ法ぽう​に​従したがえない​者もの​は、日ひ​の​栄さかえ​の​栄えい光こう​に​堪たえられない​から​で​ある。
23 また、月つき​の​栄さかえ​の​王おう国こく​の​律りっ法ぽう​に​従したがえない​者もの​は、①月つき​の​栄さかえ​の​栄えい光こう​に​堪たえられない。
24 また、星ほし​の​栄さかえ​の​王おう国こく​の​律りっ法ぽう​に​従したがえない​者もの​は、①星ほし​の​栄さかえ​の​栄えい光こう​に​堪たえられない。それゆえ、彼かれ​は​栄えい光こう​の​王おう国こく​に​ふさわしくない。そこで、彼かれ​は​栄えい光こう​の​王おう国こく​で​は​ない​王おう国こく​を​受うけ​なければ​ならない。
25 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。①地ち球きゅう​は​日ひ​の​栄さかえ​の​王おう国こく​の​律りっ法ぽう​に​従したがう。地ち球きゅう​は​その​創そう造ぞう​の​目もく的てき​を​達たっして、律りっ法ぽう​に​背そむかない​から​で​ある。
26 それゆえ、地ち球きゅう​は​①聖きよめられる。まことに、それ​は​②死しぬ​に​も​かかわらず、再ふたたび​生いかされ、それ​を​生いかす​力ちから​に​堪たえる。そして、③義ぎ人じん​が​それ​を​④受うけ継つぐ。
27 彼かれら​も​死しぬ​に​も​かかわらず、再ふたたび​①霊的れいてき​な​体からだ​に​②よみがえる​から​で​ある。
28 日ひ​の​栄さかえ​の​霊れい​を​持もつ​者もの​は、肉にく​の​体からだ​で​あった​その​同おなじ​体からだ​を​受うける​で​あろう。すなわち、あなたがた​は​あなたがた​の​体からだ​を​受うけ、また​あなたがた​の​①栄えい光こう​は、あなたがた​の​体からだ​が​②生いかされる​その​栄えい光こう​で​ある。
29 ①日ひ​の​栄さかえ​の​②栄えい光こう​の​一いち部ぶ​に​よって​生いかされる​あなたがた​は、その​とき、その​同おなじ​もの​を、すなわち​その​すべて​を​受うける。
30 また、①月つき​の​栄さかえ​の​栄えい光こう​の​一いち部ぶ​に​よって​生いかされる​者もの​は、その​とき、その​同おなじ​もの​を、すなわち​その​すべて​を​受うける。
31 さらに​また、①星ほし​の​栄さかえ​の​栄えい光こう​の​一いち部ぶ​に​よって​生いかされる​者もの​は、その​とき、その​同おなじ​もの​を、すなわち​その​すべて​を​受うける。
32 また、取とり残のこされて​いる​者もの​も​また​①生いかされる。しかしながら、彼かれら​は、彼かれら​が​受うける​こと​の​できた​はず​の​もの​を​進すすんで​享きょう受じゅ​しなかった​ので、彼かれら​が​②進すすんで​受うけ入いれる​もの​を​享きょう受じゅ​する​ため​に、再ふたたび​彼かれら​自じ身しん​の​場ば所しょ​に​帰かえる。
33 ある​人ひと​に​贈おくり物もの​が​与あたえられて​も、彼かれ​が​それ​を​受うけ取とらなければ、それ​は​彼かれ​に​とって​何なんの​益えき​が​ある​だろう​か。見みよ、彼かれ​は​与あたえられる​もの​を​喜よろこばず、その​贈おくり物もの​の​贈おくり主ぬし​を​も​喜よろこばない。
34 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。律りっ法ぽう​に​よって​治おさめられる​もの​は、また​律りっ法ぽう​に​よって​守まもられ、それ​に​よって​完全かんぜん​に​され、①聖きよめられる。
35 律りっ法ぽう​を​①破やぶって​律りっ法ぽう​に​従したがわず、自みずから​の​ため​に​律りっ法ぽう​に​なろう​と​し、罪つみ​の​中なか​に​とどまる​こと​を​望のぞみ、そして​完全かんぜん​に​罪つみ​の​中なか​に​とどまる​もの​は、律りっ法ぽう​に​よって​も、また​②憐あわれみ​や​公こう正せい、公こう平へい​に​よって​も​聖きよめられる​こと​は​あり得えない。それゆえ、彼かれら​は​なお​③汚けがれた​まま​で​い​なければ​ならない。
36 すべて​の​王おう国こく​に​は​律りっ法ぽう​が​与あたえられて​いる。
37 そして、多おおく​の​①王おう国こく​が​ある。王おう国こく​の​ない​空くう間かん​は​ない​から​で​ある。また、大おおきな​王おう国こく​も​小ちいさな​王おう国こく​も、その​中なか​に​空くう間かん​の​ない​王おう国こく​は​ない。
38 そして、すべて​の​王おう国こく​に​一つ​の​①律りっ法ぽう​が​与あたえられて​おり、すべて​の​律りっ法ぽう​に​一定いってい​の​限界げんかい​と​条じょう件けん​が​ある。
39 それら​の​①条じょう件けん​の​中なか​に​とどまって​いない​者もの​は​皆みな、②義ぎ​と​されない。
40 ①英えい知ち​は​英えい知ち​に​結むすびつき、②知ち恵え​は​知ち恵え​を​受うけ入いれ、③真しん理り​は​真しん理り​を​迎むかえ​入いれ、④徳とく​は​徳とく​を​愛あいし、⑤光ひかり​は​光ひかり​に​結むすびつき、憐あわれみ​は​憐あわれみ​に​⑥同どう情じょう​を​寄よせて​自みずから​の​権けん利り​を​主しゅ張ちょう​し、正せい義ぎ​は​その​道みち​を​進すすみ​続つづけて​その​権けん利り​を​主しゅ張ちょう​し、裁さばき​は​御み​座ざ​に​着ついて​万物ばんぶつ​を​治おさめ、万ばん事じ​を​なす​者もの​の​前まえ​を​行いく​から​で​ある。
41 彼かれ​は​すべて​の​こと​を​①悟さとって​おり、万物ばんぶつ​は​彼かれ​の​前まえ​に​あり、万物ばんぶつ​は​彼かれ​の​周まわり​に​ある。また、彼かれ​は​万物ばんぶつ​の​上うえ​に​あり、万物ばんぶつ​の​中なか​に​あり、万物ばんぶつ​を​貫つらぬいて​あり、万物ばんぶつ​の​周まわり​に​ある。そして、万物ばんぶつ​は​彼かれ、すなわち​神かみ​に​よって​存そん在ざい​し、また​とこしえ​に​いつまで​も​神かみ​から​出でる。
42 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。神かみ​は​万物ばんぶつ​に、その​①時とき​と​その​時じ期き​に​応おうじて​運うん行こう​する​律りっ法ぽう​を​与あたえた。
43 そして、それら​の​軌き道どう、すなわち​地ち球きゅう​と​すべて​の​惑わく星せい​を​含ふくむ​天てん​と​地ち​の​軌き道どう​は​定さだまって​いる。
44 それら​は、その​時とき​と​その​時じ期き​に、すなわち​その​分ふん​に、その​時じ間かん​に、その​日ひ​に、その​週しゅう​に、その​月つき​に、その​年とし​に、互たがいに​①光ひかり​を​与あたえ​合あう。すなわち、これら​は​すべて​神かみ​に​とって​は​②一年ねん​で​ある​が、人ひと​に​とって​は​そう​で​は​ない。
45 地ち球きゅう​は​その​翼つばさ​を​もって​回転かいてん​して​進すすみ、①太陽たいよう​は​昼ひる間ま​に​その​光ひかり​を​与あたえ、月つき​は​夜よ中なか​に​その​光ひかり​を​与あたえ、また​もろもろ​の​星ほし​も、②神かみ​の​力ちから​の​中なか​に​あって、その​栄えい光こう​を​もって​その​翼つばさ​で​回転かいてん​して​進すすみ​ながら​その​光ひかり​を​与あたえる。
46 あなたがた​が​理り解かい​できる​よう​に、わたし​は​これら​の​王おう国こく​を​何なに​に​たとえよう​か。
47 見みよ、これら​は​すべて​王おう国こく​で​あり、また​これら​の​どれ​で​も、あるいは​最もっとも​小ちいさい​もの​で​も​見みた​者もの​は、尊厳そんげん​と​力ちから​を​もって​進すすむ​神かみ​を​①見みた​の​で​ある。
48 わたし​は​あなたがた​に​言いう。彼かれ​は​神かみ​を​見みた​の​で​ある。それ​に​も​かかわらず、①自じ分ぶん​の​民たみ​の​ところ​に​来きた​者もの​は​理り解かい​されなかった。
49 その​①光ひかり​は​暗くら闇やみ​の​中なか​に​輝かがやいて​いる。そして、暗くら闇やみ​は​それ​を​理り解かい​しない。それ​に​も​かかわらず、あなたがた​は​神かみ​に​あって、また​神かみ​に​よって​生いかされる​ので、まことに​神かみ​を​②理り解かい​する​日ひ​が​来くる​で​あろう。
50 その​とき、あなたがた​は、わたし​を​見みた​こと、わたし​が​いる​こと、わたし​が​あなたがた​の​中なか​に​ある​まこと​の​光ひかり​で​ある​こと、また​あなたがた​が​わたし​に​いる​こと​を​知しる​で​あろう。そう​で​なければ、あなたがた​は​豊ゆたか​に​なる​こと​が​できない。
51 見みよ、わたし​は​これら​の​王おう国こく​を、畑はたけ​を​持もって​いる​一ひと人り​の​男おとこ​に​たとえよう。彼かれ​は​その​畑はたけ​を​耕たがやす​ため​に​自じ分ぶん​の​僕しもべ​たち​を​その​畑はたけ​に​送おくり出だした。
52 そして、彼かれ​は​最さい初しょ​の​僕しもべ​に、「あなた​は​畑はたけ​に​行いって​働はたらき​なさい。第だい一​の​時とき​に、わたし​は​あなた​の​ところ​に​行いこう。そして、あなた​は​わたし​の​喜よろこぶ​顔かお​を​見みる​で​あろう」と​言いった。
53 また、彼かれ​は​第だい二​の​僕しもべ​に、「あなた​も​畑はたけ​に​行いき​なさい。第だい二​の​時とき​に、わたし​は​喜よろこぶ​顔かお​を​もって​あなた​を​訪おとずれよう」と​言いった。
54 そして​また、第だい三​の​僕しもべ​に​も、「わたし​は​あなた​を​訪おとずれよう」と​言いった。
55 また​第だい四​の​僕しもべ​に​も、と​いう​よう​に​して​第だい十二​の​僕しもべ​に​至いたった。
56 そして、畑はたけ​の​主人しゅじん​は​第だい一​の​時とき​に​最さい初しょ​の​僕しもべ​の​ところ​に​行いって、その​時じ間かん​いっぱい​彼かれ​と​ともに​いた。そして、彼かれ​は​その​主人しゅじん​の​顔かお​の​光ひかり​に​よって​喜よろこび​を​得えた。
57 その後のち、彼かれ​は​最さい初しょ​の​僕しもべ​の​もと​を​去さって、第だい二​の​僕しもべ​を​訪おとずれた。そして、第だい三​の​僕しもべ、また​第だい四​の​僕しもべ、と​いう​よう​に​して​第だい十二​の​僕しもべ​に​至いたった。
58 この​よう​に​して、彼かれら​は​皆みな、その​時じ間かん​に、その​時とき​に、その​時じ期き​に、一ひと人​り一ひと人り​彼かれら​の​主人しゅじん​の​顔かお​の​光ひかり​を​受うけた。
59 すなわち、最さい初しょ​の​僕しもべ​から​始はじめて​①最さい後ご​に​至いたる​まで、そして​最さい後ご​から​最さい初しょ、また​最さい初しょ​から​最さい後ご​まで、
60 すべて​の​者もの​が​その​順じゅん序じょ​で、彼かれ​の​時じ間かん​が​終おわる​まで、その​主人しゅじん​が​彼かれ​に​命めいじた​とおり​に​行おこなった。それ​に​より、その​主人しゅじん​が​彼かれ​に​よって​栄えい光こう​を​受うけ、また​彼かれ​も​その​主人しゅじん​に​よって​栄えい光こう​を​受うけて、彼かれら​が​皆みな​栄えい光こう​を​受うける​ため​で​ある。
61 それゆえ、この​たとえ​に、わたし​は​これら​すべて​の​王おう国こく​と​そこ​に​①住すむ​者もの​を​なぞらえよう。すなわち、神かみ​が​出だした​定さだめ​の​とおり​に、あらゆる​王おう国こく​は​その​時じ間かん​に、その​時とき​に、その​時じ期き​に​訪おとずれ​を​受うける​の​で​ある。
62 さらに​また、まことに、わたし​は​①友とも​で​ある​あなたがた​に​言いう。あなたがた​の​心こころ​の​中なか​で​②深ふかく​考かんがえる​よう​に、わたし​は​これら​の​言こと葉ば​と、あなたがた​に​与あたえる​この​戒いましめ​と​を​残のこす。わたし​が​近ちかく​に​いる​間あいだ​に、あなたがた​は​わたし​に​③呼よび​求もとめ​なければ​ならない。
63 すなわち、わたし​に​①近ちかづき​なさい。そう​すれ​ば、わたし​は​あなたがた​に​近ちかづこう。熱心ねっしん​に​わたし​を​②求もとめ​なさい。そう​すれ​ば、あなたがた​は​わたし​を​③見みいだす​で​あろう。求もとめ​なさい。そう​すれ​ば、与あたえられる​で​あろう。たたき​なさい。そう​すれ​ば、開ひらかれる​で​あろう。
64 あなたがた​が​わたし​の​名な​に​よって​父ちち​に​①求もとめる​もの​で、あなたがた​に​とって​②必ひつ要よう​な​もの​は​何なんでも、与あたえられる​で​あろう。
65 また、もし​あなたがた​が​自じ分ぶん​に​とって​①必ひつ要よう​で​ない​もの​を​求もとめる​なら​ば、それ​は​あなたがた​の​②罪つみ​の​宣せん告こく​と​なる。
66 見みよ、あなたがた​が​聞きいて​いる​の​は、荒あれ野の​で​叫さけぶ​者もの​の​①声こえ​の​よう​で​ある。荒あれ野の​で​と​いう​の​は、あなたがた​は​その​者もの​を​見みる​こと​が​できない​から​で​ある。この​声こえ​は​わたし​の​声こえ​で​ある。わたし​の​声こえ​は​②御み霊たま​だから​で​ある。わたし​の​御み霊たま​は​真しん理り​で​ある。③真しん理り​は​存そん続ぞく​し、終おわり​が​ない。そして、それ​が​あなたがた​の​中なか​に​あれ​ば、それ​は​ますます​豊ゆたか​に​なる。
67 また、あなたがた​が​わたし​の​①栄えい光こう​に​②ひたすら​目め​を​向むける​なら​ば、あなたがた​の​全身ぜんしん​は​光ひかり​に​満みたされ、あなたがた​の​中なか​に​暗くらさ​が​ない​で​あろう。そして、光ひかり​に​満みたされる​その​体からだ​は​すべて​の​こと​を​③悟さとる。
68 それゆえ、あなたがた​の​①思おもい​が​ひたすら​神かみ​に​向むいた​もの​と​なる​よう​に、自みずから​を​②聖きよめ​なさい。そう​すれ​ば、あなたがた​が​神かみ​を​③見みる​日ひ​が​来くる。神かみ​は​あなたがた​に​その​顔かお​を​現あらわす​から​で​ある。それ​は​神かみ​自じ身しん​の​時とき​に、神かみ​自じ身しん​の​方ほう法ほう​で、神かみ​自じ身しん​の​思おもい​に​従したがって​起おこる。
69 わたし​が​あなたがた​に​与あたえた​大おおいなる​最さい後ご​の​約やく束そく​を​思おもい出だし​なさい。あなたがた​の​①無む益えき​な​思おもい​と​過か度ど​の​②笑わらい​を​遠とおく​に​捨すてて​しまい​なさい。
70 あなたがた​は​とどまり​なさい。あなたがた​は​この​場ば所しょ​に​とどまり​なさい。そして、聖会せいかい、すなわち​この​最さい後ご​の​王おう国こく​に​おける​最さい初しょ​の​働はたらき​人びと​たち​の​聖会せいかい​を​召集しょうしゅう​しなさい。
71 また、彼かれら​の​旅たび​で​①警けい告こく​を​受うけた​者もの​たち​は、しばし​の​間あいだ、主しゅ​に​呼よび​求もとめ、受うけた​警けい告こく​を​心こころ​の​中なか​で​深ふかく​考かんがえ​なさい。
72 見みよ、見みよ、わたし​は​あなたがた​の​群むれ​の​世せ話わ​を​し、長老ちょうろう​たち​を​立たてて​彼かれら​の​もと​に​遣つかわそう。
73 見みよ、わたし​は、時とき​が​来くれば​わたし​の​業わざ​を​速すみやか​に​行おこなう。
74 また、わたし​は​この​最さい後ご​の​王おう国こく​に​おける​最さい初しょ​の​①働はたらき​人びと​で​ある​あなたがた​に、一つ​の​戒いましめ​を​与あたえる。あなたがた​は​集あつまって、自みずから​を​組そ織しき​し、自みずから​を​備そなえ、また​自みずから​を​②聖きよめ​なさい。まことに、あなたがた​の​心こころ​を​清きよく​し、また​わたし​の​前まえ​に​手て​と​足あし​を​③清きよめ​なさい。それ​は、わたし​が​あなたがた​を​④清きよく​する​ため​で​あり、
75 また、あなたがた​が​この​邪じゃ悪あく​な​時じ代だい​の​血ち​から​清きよめられて​いる​こと​を、わたし​が​あなたがた​の​①父ちち、あなたがた​の​神かみ、わたし​の​神かみ​に​証あかし​する​ため​で​あり、さらに​わたし​が​この​約やく束そく、すなわち、わたし​が​あなたがた​に​与あたえた​この​大おおいなる​最さい後ご​の​約やく束そく​を、わたし​が​望のぞむ​とき​に​果はたす​ため​で​ある。
76 さらに、わたし​は​あなたがた​に​一つ​の​戒いましめ​を​与あたえる。あなたがた​は​これから​先さき、①祈いのり​と​②断食だんじき​を​続つづけ​なければ​ならない。
77 また、あなたがた​に​一つ​の​戒いましめ​を​与あたえる。あなたがた​は​互たがいに​王おう国こく​の​①教きょう義ぎ​を​②教おしえ​合あわなければ​ならない。
78 熱心ねっしん​に​教おしえ​なさい。そう​すれ​ば、わたし​の​①恵めぐみ​が​あなたがた​に​伴ともなう​で​あろう。それ​は、理り論ろん​に​おいて、原則げんそく​に​おいて、教きょう義ぎ​に​おいて、福ふく音いん​の​律りっ法ぽう​に​おいて、あなたがた​が​理り解かい​する​必ひつ要よう​の​ある​神かみ​の​王おう国こく​に​関かんする​すべて​の​こと​に​おいて、あなたがた​が​さらに​完全かんぜん​に​②教おしえられる​ため​で​ある。
79 また、①天てん​の​こと、地ち​の​こと、地ち​の​下した​の​こと、かつて​あった​こと、現在げんざい​ある​こと、すぐ​に​も​必かならず​起おこる​こと、国こく内ない​に​ある​こと、国こく外がい​に​ある​こと、②戦せん争そう​と​諸しょ国こく民みん​の​混乱こんらん、地ち上じょう​に​ある​裁さばき、国くに々ぐに​と​王おう国こく​に​関かんする​知ち識しき​に​ついて​も​同どう様よう​で​ある。
80 それ​は、わたし​が​再ふたたび​あなたがた​を​遣つかわす​とき​に、あなたがた​が、わたし​が​あなたがた​を​召めした​その​召めし​と、あなたがた​を​任にん命めい​した​その​使し命めい​と​を​尊とうとんで​大おおいなる​もの​と​する​よう​に、あらゆる​点てん​で​備そなえられる​ため​で​ある。
81 見みよ、わたし​は、人々ひとびと​に​①証あかし​し​警けい告こく​する​ため​に​あなたがた​を​遣つかわした。警けい告こく​を​受うけた​人ひと​は​皆みな、その​隣人りんじん​に​②警けい告こく​しなければ​ならない。
82 それゆえ、彼かれら​は​弁解べんかい​の​余よ地ち​が​なく、彼かれら​の​罪つみ​は​彼かれら​自じ身しん​の​頭こうべ​に​ある。
83 わたし​を​①早はやく​②求もとめる​者もの​は、わたし​を​見みいだし、見み捨すてられない​で​あろう。
84 それゆえ、あなたがた、すなわち​主しゅ​の​口くち​に​よって​指し名めい​される​者もの​は​皆みな、とどまって​熱心ねっしん​に​働はたらき​なさい。それ​は、最さい後ご​に​①異い邦ほう人じん​の​中なか​に​出でて​行いき、律りっ法ぽう​を​②束たばねて​証あかし​を​封ふうじ、来きたる​べき​裁さばき​の​時とき​に​対たいして​聖せい徒と​たち​を​備そなえ​させる、あなたがた​の​務つとめ​に​おいて​完全かんぜん​に​なる​ため​で​ある。
85 それ​に​よって、彼かれら​が​神かみ​の​激はげしい​怒いかり、すなわち​この世よ​で​も​来きたる​べき​世よ​で​も​悪あく人にん​を​待まち受うけて​いる​忌いまわしい​①荒こう廃はい​を​免まぬがれる​こと​が​できる​ため​で​ある。まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。最さい初しょ​の​長老ちょうろう​で​ない​者もの​たち​に​は、彼かれら​の​時とき​は​まだ​来きて​いない​ので、主しゅ​の​口くち​が​彼かれら​を​②呼よぶ​まで、引ひき続つづき​ぶどう​園えん​に​いる​よう​に​させ​なさい。彼かれら​の​衣ころも​は、まだ​この​時じ代だい​の​人々ひとびと​の​血ち​から​③清きよめられて​いない。
86 あなたがた​は、①自じ由ゆう​に​された​その​②自じ由ゆう​の​中なか​に​とどまって​いなさい。③罪つみ​に​④掛かかり​合あう​こと​なく、主しゅ​が​来くる​まで​あなたがた​の​手て​を​⑤清きよく​して​いなさい。
87 今いま​から​日ひ​ならず​して、①地ち​が​②揺ゆれ​動うごいて、酔よった​者もの​の​よう​に​あちら​こちら​と​よろめく​で​あろう。また、③太陽たいよう​は​その​顔かお​を​隠かくして​光ひかり​を​与あたえよう​と​せず、月つき​は​④血ち​に​浸ひたされる。また、もろもろ​の​⑤星ほし​は​激はげしく​怒いかり、木き​から​落おちる​いちじく​のよう​に​落おちる​で​あろう。
88 また、あなたがた​の​証あかし​の​後のち​に、激はげしい​怒いかり​と​憤いきどおり​が​人々ひとびと​に​及およぶ。
89 あなたがた​の​証あかし​の​後のち​に、地ち​の​中なか​で​うなり​を​起おこす​①地じ震しん​の​証あかし​が​来くる。そして、人々ひとびと​は​立たって​いる​こと​が​できず、地ち上じょう​に​倒たおれる。
90 また、①雷かみなり​の​声こえ​と、稲妻いなずま​の​声こえ​と、暴ぼう風ふう雨う​の​声こえ​と、その​境さかい​を​越こえて​打うち上あげる​海う み​の​波なみ​の​声こえ​の​証あかし​も​来くる。
91 また、すべて​の​物もの事ごと​が​①混乱こんらん​する。そして、必かならず​人々ひとびと​は​気き落おち​する。恐おそれ​が​すべて​の​人ひと​に​及およぶ​から​で​ある。
92 また、①天てん使し​たち​が​天てん​の​ただ中なか​を​飛とび、大声おおごえ​で​叫さけび、神かみ​の​ラッパ​を​吹ふき​鳴ならして​言いう。「おお、地ち​に​住すむ​者もの​よ、備そなえ​なさい、備そなえ​なさい。わたしたち​の​神かみ​の​裁さばき​が​来きた​から​で​ある。見みよ、見みよ、②花婿はなむこ​は​来こられる。あなたがた​は​花婿はなむこ​を​迎むかえ​に​出で​なさい。」
93 そして​直ただちに、一つ​の​①大おおいなる​しるし​が​天てん​に​現あらわれて、すべて​の​人ひと​が​ともに​それ​を​見みる。
94 また、別べつ​の​一ひと人り​の​天てん使し​が、ラッパ​を​吹ふき​鳴ならして​言いう。「あの​①大おおきな​②教きょう会かい、すなわち、自じ分ぶん​の​③不ふ貞てい​に​対たいする​激はげしい​怒いかり​の​ぶどう​酒しゅ​を​すべて​の​国こく民みん​に​飲のませ、神かみ​の​聖せい徒と​たち​を​迫はく害がい​し、彼かれら​の​血ち​を​流ながした​忌いまわしい​行おこない​の​④母はは。すなわち、多おおく​の​水みず​の​上うえ​に、また​海う み​の​島々しまじま​の​上うえ​に​座ざして​いる​者もの。見みよ、彼女かのじょ​は​地ち​の​⑤毒どく麦むぎ​で​ある。彼女かのじょ​は​束たば​に​される。その​縄なわ​は​強つよく​縛しばられて、だれ​も​それ​を​解とく​こと​が​できない。それ​で​ある​から、彼女かのじょ​は​⑥焼やかれる​ばかり​で​ある。」そして、彼かれ​は​その​ラッパ​を​長ながく​かつ​高たかく​吹ふき​鳴ならし、すべて​の​国こく民みん​が​それ​を​聞きく。
95 そして、半はん​時じ間かん、天てん​に​①静しずけさ​が​ある。その後ご​直ただちに、②巻まき物もの​が​巻まかれた​後のち​に​開ひらかれる​よう​に、天てん​の​幕まく​が​開ひらかれて、主しゅ​の​③顔かお​が​現あらわされる。
96 そして、生いきて​地ち上じょう​に​いる​聖せい徒と​たち​は、身 み​を​変かえられて、主しゅ​に​会あう​ため​に​①引ひき上あげられる。
97 また、墓はか​の​中なか​で​眠ねむって​いた​者もの​たち​は、彼かれら​の​墓はか​が​開ひらかれる​ので​①出でて​来くる。そして、彼かれら​も​また、天てん​の​柱はしら​の​ただ中なか​で​主しゅ​に​会あう​ため​に​引ひき上あげられる。
98 彼かれら​は​キリスト​の​もの、①初はつ穂ほ、キリスト​と​ともに​最さい初しょ​に​降くだる​者もの、地ち上じょう​や​墓はか​の​中なか​に​いて​キリスト​に​会あう​ため​に​最さい初しょ​に​引ひき上あげられる​者もの​で​ある。これ​は​すべて、神かみ​の​天てん使し​が​吹ふき​鳴ならす​ラッパ​の​音おと​に​よる。
99 また​この​後のち、別べつ​の​天てん使し​が​吹ふき​鳴ならす​の​は、第だい二​の​ラッパ​で​ある。それから、キリスト​の​来らい臨りん​の​時とき​に​キリスト​の​もの​と​なる​者もの​たち​の​贖あがない​が​来くる。これら​の​者もの​は、福ふく音いん​を​受うけ入いれて​肉にく​に​おいて​人間にんげん​として​①裁さばき​を​受うける​ため、彼かれら​の​ため​に​備そなえられて​いる​②獄ごく​に​おいて​彼かれら​の​分ぶん​を​受うけた​者もの​で​ある。
100 さらに​また、別べつ​の​ラッパ​が​鳴なり​響ひびく​の​は、第だい三​の​ラッパ​で​ある。それから、裁さばき​を​受うけて​①罪つみ​が​ある​こと​を​認みとめられる​人々ひとびと​の​②霊れい​が​来くる。
101 これら​の​者もの​は​①死し者しゃ​の​残のこり​で​ある。②千​年ねん​が​終おわる​まで​再ふたたび、すなわち​世よ​の​終おわり​まで​再ふたたび、彼かれら​は​生いきる​こと​は​ない。
102 また、別べつ​の​ラッパ​が​鳴なり​響ひびく​の​は、第だい四​の​ラッパ​で、この​よう​に​言いう。「あの​大おおいなる​終おわり​の​日ひ​まで、すなわち​最さい後ご​まで​残のこる​者もの​たち​の​中なか​に、なお​①汚けがれた​まま​の​者もの​が​見みいだされる。」
103 また、別べつ​の​ラッパ​が​鳴なり​響ひびく​の​は、第だい五​の​ラッパ​で​あり、天てん​の​ただ中なか​を​飛とび​ながら​すべて​の​国こく民みん、部ぶ族ぞく、国こく語ご​の​民たみ、民族みんぞく​に​①永遠えいえん​の​福ふく音いん​を​託たくす​第だい五​の​天てん使し​で​ある。
104 これ​は、天てん​と​地ち​と​地ち​の​下した​に​いる​すべて​の​人ひと​に​告つげる​ラッパ​の​音おと​で​ある。その​ラッパ​の​音おと​が​聞きこえて、「神かみ​を​①畏おそれ、とこしえ​に​いつまで​も​御み​座ざ​に​着ついて​おられる​神かみ​に​栄えい光こう​を​帰きし​なさい。神かみ​の​裁さばき​の​時とき​が​来きた​から​で​ある」と​言いう​とき​に、②すべて​の​耳みみ​が​それ​を​聞きき、すべて​の​ひざ​が​③かがみ、すべて​の​舌した​が​告こく白はく​する​から​で​ある。
105 さらに​また、別べつ​の​天てん使し​が​ラッパ​を​吹ふき​鳴ならす​の​は、第だい六​の​ラッパ​で、この​よう​に​言いう。「自じ分ぶん​の​不ふ貞てい​に​対たいする​激はげしい​怒いかり​の​ぶどう​酒しゅ​を​すべて​の​国こく民みん​に​飲のませた​者もの​は​①倒たおれた。彼女かのじょ​は​倒たおれた、倒たおれた。」
106 さらに​また、別べつ​の​天てん使し​が​ラッパ​を​吹ふき​鳴ならす​の​は、第だい七​の​ラッパ​で、この​よう​に​言いう。「終おわった、終おわった。①神かみ​の​小こ羊ひつじ​は​②勝しょう利り​を​得えて、御お​独ひとり​で​酒さかぶね​を、すなわち​全ぜん能のう​の​神かみ​の​激はげしい​怒いかり​の​酒さかぶね​を​③踏ふまれた。」
107 その後のち、天てん使し​たち​は​小こ羊ひつじ​の​力ちから​の​栄えい光こう​を​冠かんむり​として​与あたえられる。また、①聖せい徒と​たち​は​小こ羊ひつじ​の​②栄えい光こう​を​もって​満みたされ、彼かれら​の​③受うけ継つぎ​を​得え、小こ羊ひつじ​と​④等ひとしい​者もの​と​される。
108 それから、最さい初しょ​の​天てん使し​が​再ふたたび、すべて​の​生いける​者もの​の​耳みみ​に​ラッパ​を​吹ふき​鳴ならし、①最さい初しょ​の​千​年ねん​に​おける​人々ひとびと​の​隠かくれた​行おこない​と​神かみ​の​力ちから​ある​業わざ​を​②明あきらか​に​する。
109 それから、第だい二​の​天てん使し​が​ラッパ​を​吹ふき​鳴ならし、第だい二​の​千​年ねん​に​おける​人々ひとびと​の​隠かくれた​行おこない​と、彼かれら​の​心こころ​の​思おもい​と​志こころざし​と、神かみ​の​力ちから​ある​業わざ​を​明あきらか​に​する。
110 この​よう​に​して、第だい七​の​天てん使し​が​ラッパ​を​吹ふき​鳴ならす​に​至いたる。そして​彼かれ​は、地ち​の​上うえ​と​海う み​の​上うえ​に​立たち、御み​座ざ​に​着ついて​いる​者もの​の​名な​に​よって、もう​①時とき​が​ない​と​誓ちかう。また、あの​年とし​を​経へた​蛇へび、悪あく魔ま​と​呼よばれて​いる​②サタン​は​縛しばられ、③千​年ねん​の​間あいだ​解かい放ほう​されない。
111 その後のち、彼かれ​は​しばし​の​間あいだ​①解かい放ほう​されて、自じ分ぶん​の​軍勢ぐんぜい​を​集あつめる。
112 また、第だい七​の​天てん使し、すなわち​天てん使し​長ちょう​①ミカエル​は、彼かれ​の​軍勢ぐんぜい、すなわち​天てん​の​衆群しゅうぐん​を​集あつめる。
113 また、悪あく魔ま​は​自じ分ぶん​の​軍勢ぐんぜい、すなわち​地じ獄ごく​の​衆群しゅうぐん​を​集あつめ、ミカエル​および​その​軍勢ぐんぜい​と​戦たたかう​ため​に​上のぼって​来くる。
114 それから、大おおいなる​神かみ​の​①戦たたかい​が​ある。そして、悪あく魔ま​と​その​軍勢ぐんぜい​は、もはや​決けっして​聖せい徒と​たち​を​支し配はい​する​力ちから​を​持もつ​こと​の​ない​よう​に、彼かれら​の​おる​べき​場ば所しょ​に​投なげ込こまれる。
115 なぜなら​ば、ミカエル​が​彼かれら​の​戦たたかい​を​戦たたかい、そして​御み​座ざ​に​着ついて​いる​者もの​の​御み​座ざ、すなわち​小こ羊ひつじ​の​御み​座ざ​を​①求もとめる​者もの​に​打うち勝かつ​から​で​ある。
116 これ​は​神かみ​の​栄えい光こう​で​あり、①聖きよめられた​者もの​の​栄えい光こう​で​ある。そして、彼かれら​は​もはや​②死し​を​見みる​こと​が​ない​で​あろう。
117 それゆえ、まことに、わたし​は​①友とも​で​ある​あなたがた​に​言いう。わたし​が​あなたがた​に​命めいじた​よう​に、あなたがた​の​聖会せいかい​を​召集しょうしゅう​しなさい。
118 また、すべて​が​信しん仰こう​を​持もって​いる​わけ​で​は​ない​ので、あなたがた​は​①知ち恵え​の​言こと葉ば​を​熱心ねっしん​に​求もとめ、互たがいに​②教おしえ​合あい​なさい。まことに、最良さいりょう​の​③書しょ物もつ​から​知ち恵え​の​言こと葉ば​を​探さがし​求もとめ、研究けんきゅう​に​よって、また​信しん仰こう​に​よって​学がく問もん​を​求もとめ​なさい。
119 あなたがた​自みずから​を​組そ織しき​しなさい。すべて​の​必ひつ要よう​な​もの​を​用よう意い​しなさい。そして、一つ​の​①家いえ、すなわち​祈いのり​の​家いえ、断食だんじき​の​家いえ、信しん仰こう​の​家いえ、学まなび​の​家いえ、栄えい光こう​の​家いえ、秩ちつ序じょ​の​家いえ、神かみ​の​家いえ​を​建たて​なさい。
120 それ​は、あなたがた​の​入はいって​来くる​こと​が​主しゅ​の​名な​に​よって​行おこなわれ、あなたがた​の​出でて​行いく​こと​が​主しゅ​の​名な​に​よって​行おこなわれ、あなたがた​の​あいさつ​が、いつも​いと​高たかき​方かた​に​向むかって​両りょう手て​を​挙あげて​主しゅ​の​名な​に​よって​行おこなわれる​ため​で​ある。
121 それゆえ、あなたがた​の​すべて​の​軽々かるがるしい​話はなし、すべて​の​①高笑たかわらい、すべて​の​②みだら​な​欲よく望ぼう、すべて​の​③高こう慢まん​と​軽薄けいはく、すべて​の​邪じゃ悪あく​な​行おこない​を​④やめ​なさい。
122 あなたがた​自じ身しん​の​中なか​から​一ひと人り​の​教きょう師し​を​任にん命めい​しなさい。そして、全ぜん員いん​が​同どう時じ​に​語かたる​こと​なく、一いち時じ​に​一ひと人り​を​語かたらせて、すべて​の​者もの​が​彼かれ​の​言いう​こと​に​耳みみ​を​傾かたむける​よう​に​しなさい。それ​は、すべて​の​者もの​が​語かたって、すべて​の​者もの​が​互たがいに​教きょう化か​し​合あう​よう​に、また​すべて​の​人ひと​が​等ひとしい​特とっ権けん​を​持もてる​よう​に​する​ため​で​ある。
123 あなたがた​は​互たがいに​①愛あいし​合あう​よう​に​しなさい。②むさぼる​の​を​やめ​なさい。福ふく音いん​が​求もとめて​いる​よう​に、互たがいに​分わかち​合あう​よう​に​なり​なさい。
124 ①怠たい惰だ​で​ある​の​を​やめ​なさい。不ふ純じゅん​で​ある​の​を​やめ​なさい。互たがいに​②非ひ難なん​し​合あう​の​を​やめ​なさい。必ひつ要よう​以い上じょう​に​長ながく​眠ねむる​の​を​やめ​なさい。疲つかれる​こと​の​ない​よう​に、早はやく​床とこ​に​就つき​なさい。あなたがた​の​体からだ​と​精神せいしん​が​活かっ気き​づけられる​よう​に、早はや起おき​を​しなさい。
125 何なにより​も、完全かんぜん​と​①平へい和わ​の​きずな​で​ある​②慈じ愛あい​の​きずな​を、外套がいとう​の​よう​に​身 み​に​まとい​なさい。
126 わたし​が​①来くる​まで、気き​を​落おとさない​よう​に​②常つねに​祈いのり​なさい。見みよ、見みよ、わたし​は​すぐに​来きて、あなたがた​を​わたし​の​もと​に​迎むかえ​入いれる​で​あろう。アーメン。
127 さらに​また、彼かれら​に、すなわち​教きょう会かい​の​すべて​の​①役やく員いん​に、言いい​換かえれば、大だい​祭さい司し​から​始はじまって​執しつ事じ​に​至いたる​まで​教きょう会かい​で​務つとめ​に​召めされる​者もの​たち​に、必ひつ要よう​な​すべて​の​こと​を​教おしえる​ため​に​設もうけられた、預よ言げん者しゃ​の​②塾じゅく​の​塾長じゅくちょう​会かい​の​ため​に​備そなえられた​家いえ​の​規き律りつ。
128 塾長じゅくちょう​会かい​の​家いえ​の​規き律りつ​は、次つぎ​の​とおり​で​ある。塾長じゅくちょう​または​教きょう師し​に​なる​よう​に​任にん命めい​される​者もの​は、彼かれ​の​ため​に​備そなえられる​その​家いえ​で、彼かれ​の​いる​べき​場ば所しょ​に​立たって​い​なければ​ならない。
129 それゆえ、彼かれ​は​神かみ​の​家いえ​に​最さい初しょ​に​来きて、大声おおごえ​で​話はなさなくて​も​その​家いえ​の​中なか​の​会衆かいしゅう​が​注ちゅう意い​深ぶかく​はっきり​と​彼かれ​の​言こと葉ば​を​聞きける​場ば所しょ​に​いる​よう​に​しなければ​ならない。
130 また、彼かれ​は​その​家いえ​に​最さい初しょ​に​い​なければ​ならない​ので－－見みよ、これ​は​麗うるわしく、彼かれ​は​模も範はん​と​なる－－彼かれ​は​神かみ​の​家いえ​に​入はいる​とき、
131 永遠えいえん​の​聖せい約やく​の​しるし、すなわち​記き念ねん​として、神かみ​の​前まえ​に​ひざまずいて​①祈いのり​を​ささげ​なさい。
132 そして、彼かれ​の​後あと​に​だれか​が​入はいって​来くる​とき、教きょう師し​は​立たち上あがって​両りょう手て​を​天てん​に​向むけて、まことに​まっすぐ​に​伸のばし、次つぎ​の​よう​な​言こと葉ば​で​その​兄きょう弟だい、または​兄きょう弟だい​たち​に​あいさつ​しなさい。
133 「あなた​は​兄きょう弟だい、または​兄きょう弟だい​たち​です​か。わたし​は​永遠えいえん​の​聖せい約やく​の​しるし、すなわち​記き念ねん​として、主しゅ​イエス・​キリスト​の​御み​名な​に​よって​あなた​に​あいさつ​します。この​聖せい約やく​に​従したがって、わたし​は、神かみ​の​恵めぐみ​に​より、愛あい​の​きずな​を​もって、あなた​の​友とも​に​なり​①兄きょう弟だい​に​なる​と​いう、また​感謝かんしゃ​を​もって、罪つみ​が​なく、神かみ​の​すべて​の​戒いましめ​に​従したがって​とこしえ​に​いつまで​も​歩あゆむ​と​いう、確かっ固こ​と​した​揺ゆるぎない​不ふ変へん​の​決けつ意い​を​もって​あなた​を​②仲なか間ま​に​迎むかえ​入いれ​ます。アーメン。」
134 また、この​あいさつ​を​受うける​に​ふさわしくない​と​される​者もの​が、あなたがた​の​中なか​に​場ば所しょ​を​得える​よう​な​こと​が​あって​は​ならない。わたし​の​家いえ​が​その​よう​な​者もの​に​よって​①汚けがされる​の​を、許ゆるして​は​ならない​から​で​ある。
135 また、入はいって​来くる​者もの​で、わたし​の​前まえ​に​忠ちゅう実じつ​で​あり、兄きょう弟だい​で​ある​者もの​は、あるいは​彼かれら​が​兄きょう弟だい​たち​で​あれ​ば​彼かれら​は、両りょう手て​を​天てん​に​向むけて​伸のばし、この​同おなじ​祈いのり​と​聖せい約やく​を​もって、または​その​同おなじ​しるし​として「アーメン」と​言いう​こと​に​より、塾長じゅくちょう​または​教きょう師し​に​あいさつ​しなければ​ならない。
136 見みよ、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。これ​が、神かみ​の​家いえ​に​おける​預よ言げん者しゃ​の​塾じゅく​で​互たがいに​交かわす​あいさつ​の​ため​の、あなたがた​に​とって​の​一つ​の​範例はんれい​で​ある。
137 あなたがた​は、祈いのり​と​感謝かんしゃ​を​もって、また​御み霊たま​が​告つげる​まま​に、以い上じょう​の​こと​を​行おこなう​よう​に​召めされて​いる。御み霊たま​は、主しゅ​の​家いえ​に​おける​預よ言げん者しゃ​の​塾じゅく​で​あなたがた​が​行おこなう​すべて​の​こと​を​告つげる​で​あろう。この​よう​に​行おこなう​の​は、主しゅ​の​家いえ​が​聖せい所じょ、あなたがた​を​①教きょう化か​する​聖せい​なる​御み霊たま​の​幕まく屋や​と​なる​ため​で​ある。
138 また、あなたがた​は、この​時じ代だい​の​人々ひとびと​の​①血ち​から​清きよめられて​いる​者もの​の​ほか、あなたがた​の​中なか​の​だれ​も​この​塾じゅく​に​受うけ入いれて​は​ならない。
139 そして、①洗足せんそく​の​儀ぎ式しき​に​よって​受うけ入いれ​なければ​ならない。この​目もく的てき​で​洗足せんそく​の​儀ぎ式しき​は​制定せいてい​された​から​で​ある。
140 さらに​また、洗足せんそく​の​儀ぎ式しき​は、教きょう会かい​の​大だい管かん長ちょう、すなわち​管かん理り​長老ちょうろう​が​執しっ行こう​しなければ​ならない。
141 それ​は​祈いのり​で​始はじめ​なければ​ならない。そして、①パン​と​ぶどう​酒しゅ​を​受うけた​後のち、大だい管かん長ちょう​は、わたし​に​関かんして​ヨハネ​の​証あかし​の​第だい十三​章しょう​に​与あたえられて​いる​②規き範はん​に​倣ならって​仕し度たく​しなければ​ならない。アーメン。
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ヨエ2・10、教義45・42、133・49

	◀④
黙示6・12

	◀⑤
ヨエ3・15

	◀89①
教義45・33

	◀90①
黙示8・5、教義43・17－25

	◀91①
教義45・26

	◀92①
黙示8・13、教義133・17

	◀②
マタ25・1－13、教義33・17、133・10、19

	◀93①
マタ24・30、ルカ21・25－27、GS「時のしるし」

	◀94①
1ニフ13・4－9

	◀②
GS「悪魔－悪魔の教会」

	◀③
黙示14・8

	◀④
黙示17・5

	◀⑤
マタ13・38

	◀⑥
教義64・23－24、101・23－25、GS「地球（地）－地球の清め」

	◀95①
教義38・12

	◀②
黙示6・14

	◀③
GS「イエス・キリストの再臨」

	◀96①
1テサ4・16－17

	◀97①
教義29・13、45・45－46、133・56、GS「復活」

	◀98①
1コリ15・23

	◀99①
1ペテ4・6

	◀②
教義76・73、138・8、GS「死者の救い」

	◀100①
GS「罪の宣告」

	◀②
黙示20・12－13、アル11・41、教義43・18、76・85

	◀101①
黙示20・5

	◀②
GS「福千年」

	◀102①
GS「汚れ」

	◀103①
黙示14・6－7、GS「福音の回復」

	◀104①
GS「畏れ，恐れ－神への畏れ」「敬虔」

	◀②
黙示5・13

	◀③
イザ45・23、ピリ2・9－11

	◀105①
黙示14・8、教義1・16

	◀106①
GS「神の小羊」

	◀②
1コリ15・25

	◀③
イザ63・3－4、黙示19・15、教義76・107、133・50

	◀107①
GS「聖徒」

	◀②
GS「日の栄え」

	◀③
GS「昇栄」

	◀④
教義76・95

	◀108①
教義77・6－7

	◀②
アル37・25、教義1・3

	◀110①
教義84・100

	◀②
黙示20・1－3、1ニフ22・26、教義101・28、GS「悪魔」

	◀③
GS「福千年」

	◀111①
教義29・22、43・30－31

	◀112①
GS「ミカエル」

	◀114①
黙示16・14

	◀115①
イザ14・12－17、モセ4・1－4

	◀116①
GS「聖め」「昇栄」

	◀②
黙示21・4、アル11・45、12・18、教義63・49、GS「不死不滅」

	◀117①
教義109・6

	◀118①
GS「知恵」

	◀②
教義88・76－80、GS「教える，教師」

	◀③
教義55・4、109・7、14

	◀119①
教義95・3、97・10－17、109・2－9、115・8、GS「神殿，主の宮」

	◀121①
教義59・15、88・69

	◀②
GS「現世的」

	◀③
GS「高慢」

	◀④
教義43・34、100・7

	◀123①
GS「愛」

	◀②
GS「貪欲，むさぼり」

	◀124①
GS「怠惰」

	◀②
教義64・7－10、GS「悪口」

	◀125①
GS「平安，平和」

	◀②
GS「慈愛」

	◀126①
教義1・12

	◀②
GS「祈り」

	◀127①
GS「職」

	◀②
GS「預言者の塾」

	◀131①
GS「礼拝」

	◀133①
GS「兄弟」「姉妹」

	◀②
GS「フェローシップ」

	◀134①
教義97・15－17、110・7－8

	◀137①
教義50・21－24

	◀138①
教義88・74－75、84－85

	◀139①
GS「洗い」

	◀141①
GS「聖餐」

	◀②
ヨハ13・4－17


第​89​章
千八百三十三​年ねん​二月がつ​二十七​日にち、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、三百二十七－三百二十九​ページ）。初しょ期き​の​兄きょう弟だい​たち​が​集会しゅうかい​中ちゅう​に​たばこ​を​常用じょうよう​して​いた​こと​から、預よ言げん者しゃ​は​この​件けん​に​ついて​深ふかく​考かんがえる​よう​に​導みちびかれた。その​結けっ果か、彼かれ​は​これ​に​ついて​主しゅ​に​尋たずねた。「知ち恵え​の​言こと葉ば」として​知しられる​この​啓けい示じ​は​その​答こたえ​で​あった。最さい初しょ​の​三​節せつ​は、霊感れいかん​に​よる​序じょ論ろん​および​説明せつめい​として、預よ言げん者しゃ​が​初しょ版はん​の​中なか​に​書かき入いれた​もの​で​ある。
1－9​ぶどう​酒しゅ​や​強つよい​飲のみ物もの、たばこ、および​熱あつい​飲のみ物もの​の​利り用よう​が​禁きん止し​される。​10－17​草くさ​や​果か実じつ、肉にく、および​穀こく物もつ​は、人間にんげん​と​動物どうぶつ​が​用もちいる​よう​に​定さだめられて​いる。​18－21「知ち恵え​の​言こと葉ば」を​含ふくめて​福ふく音いん​の​律りっ法ぽう​に​従したがう​こと​は、物ぶっ質しつ的てき​また​霊的れいてき​な​祝しゅく福ふく​を​もたらす。
1 カートランド​に​会かいした​大だい​祭さい司し​の​集あつまり​と、教きょう会かい員いん​と、シオン​の​聖せい徒と​たち​の​ため​の「①知ち恵え​の​言こと葉ば」。
2 あいさつ​として​送おくられる​もの。戒いましめ​や​強きょう制せい​として​で​は​なく、啓けい示じ​と​知ち恵え​の​言こと葉ば​として​の​もの​で、終おわり​の​時とき​に​おける​すべて​の​聖せい徒と​たち​の​現げん世せ​の​救すくい​に​関かんする​神かみ​の​方式ほうしき​と​①御み​心こころ​を​示しめす​もの。
3 ①約やく束そく​を​伴ともなう​原則げんそく​として​与あたえられる​もの​で、現在げんざい​聖せい徒と​で​ある、あるいは​聖せい徒と​と​呼よばれ​得うる​すべて​の​②聖せい徒と​の​中なか​の​弱よわい​者もの​および​最もっとも​弱よわい​者もの​の​能のう力りょく​に​適てきする​もの。
4 見みよ、まことに、主しゅ​は​あなたがた​に​この​よう​に​言いう。終おわり​の​時とき​に​①陰謀いんぼう​を​企くわだてる​人々ひとびと​の​心こころ​の​中なか​に​今いま​あり、また​将来しょうらい​も​ある​②悪あく​と​もくろみ​の​ゆえ​に、わたし​は​あなたがた​に​③警けい告こく​を​与あたえて​おり、また、啓けい示じ​に​より​この​知ち恵え​の​言こと葉ば​を​与あたえる​こと​に​よって、あなたがた​に​あらかじめ​警けい告こく​する​もの​で​ある。
5 すなわち、あなたがた​の​中なか​の​だれか​が​①ぶどう​酒しゅ​や​強つよい​飲のみ物もの​を​飲のむ​なら​ば、見みよ、それ​は​あなたがた​の​父ちち​の​目め​に​良よい​と​されず、父ちち​の​目め​に​かなわない。これ​を​飲のんで​よい​の​は、あなたがた​が​集あつまって、父ちち​の​前まえ​に​あなたがた​の​聖式せいしき​を​ささげる​とき​だけ​で​ある。
6 また​見みよ、これ​は​ぶどう​酒しゅ、すなわち、ぶどう​で​造つくった​自じ家か​製せい​の​①純じゅん粋すい​な​ぶどう​酒しゅ​で​なければ​ならない。
7 さらに​また、①強つよい​飲のみ物もの​は​腹はら​の​ため​に​ならず、あなたがた​の​体からだ​を​洗あらう​ため​の​もの​で​ある。
8 さらに​また、たばこ​は​①体からだ​の​ため​に​も、腹はら​の​ため​に​も​ならず、人間にんげん​の​ため​に​良よくない​が、打うち身 み​と​あらゆる​病びょう気き​の​家か畜ちく​に​利きく​薬やく草そう​で​あり、判断はんだん​力りょく​と​熟練じゅくれん​を​もって​用もちいる​べき​もの​で​ある。
9 さらに​また、熱あつい​飲のみ物もの​は​体からだ​や​腹はら​の​ため​に​ならない。
10 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。神かみ​は​健康けんこう​に​良よい​すべて​の​①草くさ​を、人間にんげん​の​体質たいしつ、体力たいりょく、利り用よう​の​ため​に​定さだめた。
11 すなわち、それぞれ​の​季き節せつ​の​あらゆる​草くさ​と、それぞれ​の​季き節せつ​の​あらゆる​果か実じつ、これら​は​すべて、思し慮りょ​分別ふんべつ​と​①感謝かんしゃ​を​もって​用もちいる​べき​もの​で​ある。
12 まことに、①獣けもの​の​②肉にく​と​空そら​の​鳥とり​の​肉にく​も​また、主しゅ​なる​わたし​は、人間にんげん​が​感謝かんしゃ​を​もって​用もちいる​ため​に​定さだめた。しかしながら、これら​は​③控ひかえめ​に​用もちい​なければ​ならない。
13 冬とう季き​や​寒さむい​とき​や​飢き饉きん​の​とき​の​ほか、これら​を​用もちいない​こと​が​わたし​の​心こころ​に​かなう。
14 すべて​の​①穀こく物もつ​は​人間にんげん​と​獣けもの​が​用もちいる​よう​に、すなわち、人間にんげん​の​ため​だけ​で​なく、野の​の​獣けもの​と、空そら​の​鳥とり​と、地ち上じょう​を​走はしる​あるいは​這はう​すべて​の​野や生せい​の​動物どうぶつ​の​ため​に​も、命いのち​の​糧かて​と​なる​よう​に​定さだめられて​いる。
15 また、飢き饉きん​の​とき​と​飢うえ​の​甚はなはだしい​とき​に​のみ​人間にんげん​が​用もちいる​よう​に、神かみ​は​これら​の​生いき物もの​を​造つくった。
16 すべて​の​穀こく物もつ​は​人間にんげん​の​食物しょくもつ​として​良よい。つる​の​実み、地ち中ちゅう​で​あろう​と​地ち上じょう​で​あろう​と、実み​を​結むすぶ​もの​の​実み​も​そう​で​ある。
17 しかしながら、人間にんげん​に​は​小こ麦むぎ、牛うし​に​は​とうもろこし、馬うま​に​は​えん麦ばく、鳥とり​と​豚ぶた​と​すべて​の​野の​の​獣けもの​に​は​ライ麦むぎ、すべて​の​有益ゆうえき​な​動物どうぶつ​に​は​大麦おおむぎ、また​温おん和わ​な​飲のみ物もの​の​ため​に​は​ほか​の​穀こく物もつ​と​同どう様よう​に​大麦おおむぎ​が​よい。
18 これら​の​言こと葉ば​を​守まもって​行おこなう​こと​を​覚おぼえ、数々かずかず​の​戒いましめ​に​従順じゅうじゅん​に​歩あゆむ​すべて​の​聖せい徒と​たち​は、その​へそ​に​①健康けんこう​を​受うけ、その​骨ほね​に​髄ずい​を​受うける​で​あろう。
19 また、①知ち恵え​と、②知ち識しき​の​大おおいなる​宝たから、すなわち​隠かくされた​宝たから​さえ​見みいだす​で​あろう。
20 また、①走はしって​も​疲つかれる​こと​が​なく、歩あるいて​も​弱よわる​こと​は​ない。
21 また、主しゅ​なる​わたし​は​彼かれら​に​一つ​の​①約やく束そく​を​与あたえる。すなわち、滅ほろぼす​天てん使し​は​イスラエル​の​子こら​を​過すぎ越こした​よう​に​彼かれら​を​②過すぎ越こして、彼かれら​を​殺ころす​こと​は​ない。アーメン。

	◀1①
GS「知恵の言葉」

	◀2①
教義29・34、GS「戒め（神の）」

	◀3①
教義89・18－21

	◀②
GS「聖徒」

	◀4①
GS「秘密結社」

	◀②
GS「欺き」

	◀③
GS「警告」

	◀5①
レビ10・9－11、イザ5・11－12、1コリ6・10

	◀6①
教義27・1－4

	◀7①
箴言20・1、23・29－35

	◀8①
1コリ3・16－17、GS「体」

	◀10①
植物。​創世1・29、教義59・17－20

	◀11①
GS「感謝」

	◀12①
1テモ4・3－4、教義49・18－21

	◀②
創世9・3、レビ11・1－8

	◀③
教義59・20

	◀14①
ダニ1・6－20

	◀18①
箴言3・8

	◀19①
GS「知恵」

	◀②
GS「証」「知識」

	◀20①
イザ40・31

	◀21①
教義84・80

	◀②
出エ12・23、29


第​90​章
千八百三十三​年ねん​三月がつ​八よう日か、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて​与あたえられた、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​へ​の​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、三百二十九－三百三十一​ページ）。この​啓けい示じ​は​大だい管かん長ちょう​会かい​を​確かく立りつ​する​に​当あたって​の​継続けいぞく​的てき​な​一いち​段階だんかい​で​あり（第だい​八十一​章しょう​の​前まえ書がき​を​参照さんしょう）、この​啓けい示じ​の​結けっ果か、ここ​に​述のべられて​いる​顧こ問もん​たち​が、千八百三十三​年ねん​三月がつ​十八​日にち​に​聖任せいにん​された。
1－5​王おう国こく​の​鍵かぎ​は、ジョセフ・​スミス​に、また​彼かれ​を​通つうじて​教きょう会かい​に​ゆだねられて​いる。​6－7​シドニー・​リグドン​と​フレデリック・​Ｇ・​ウィリアムズ​は、大だい管かん長ちょう​会かい​で​働はたらかなければ​ならない。​8－11​福ふく音いん​は​イスラエル​の​諸しょ国こく民みん​と、異い邦ほう人じん​と、また​ユダヤ人じん​に​宣のべ​伝つたえられ​なければ​ならず、すべて​の​人ひと​は​自じ分ぶん​の​言こと葉ば​で​福ふく音いん​を​聞きく​で​あろう。​12－18​ジョセフ・​スミス​と​彼かれ​の​顧こ問もん​たち​は、教きょう会かい​を​整ととのえ​なければ​ならない。​19－37​何人なんにん​も​の​人々ひとびと​が、まっすぐ​に​歩あゆんで​主しゅ​の​王おう国こく​で​奉ほう仕し​する​よう​に、主しゅ​から​勧かん告こく​される。
1 主しゅ​は​この​よう​に​言いう。まことに、まことに、わたし​の​子こ​で​ある​あなた​に​言いう。あなた​の​祈いのり​と​あなた​の​兄きょう弟だい​たち​の​祈いのり​が​わたし​の​耳みみ​に​達たっした​ので、あなた​の​嘆願たんがん​どおり​に​あなた​の​罪つみ​は​①赦ゆるされて​いる。
2 それゆえ、与あたえられた​王おう国こく​の​①鍵かぎ​を​持もって​いる​あなた​は、今いま​から​後のち、祝しゅく福ふく​される。この​②王おう国こく​は​最さい後ご​に​出でて​来こよう​と​して​いる。
3 まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​が​世よ​に​いる​間あいだ、また​来きたる​べき​世よ​に​おいて​も、この​王おう国こく​の​鍵かぎ​が​あなた​から​取とり去さられる​こと​は​決けっして​ない。
4 さらに、あなた​を​通つうじて、①神しん託たく​は​別べつ​の​者もの、すなわち​教きょう会かい員いん​に​与あたえられる​で​あろう。
5 また、神しん託たく​を​受うけ入いれる​すべて​の​者もの​に、それら​が​軽々かるがるしい​もの​と​見みなされる​こと​の​ない​よう​に、また​それ​に​よって​彼かれら​が​罪つみ​の​宣せん告こく​の​下もと​に​置おかれ、嵐あらし​が​襲おそい、風かぜ​が​吹ふきつけ、①雨あめ​が​降ふって​彼かれら​の​家いえ​に​打うちつける​とき​に​つまずいて​倒たおれる​こと​の​ない​よう​に、それら​を​どの​よう​に​扱あつかう​か​②気き​を​つけ​させ​なさい。
6 さらに​また、まことに、わたし​は​あなた​の​兄きょう弟だい​たち、シドニー・​リグドン​と​フレデリック・​Ｇ・​ウィリアムズ​に​言いう。彼かれら​の​罪つみ​も​赦ゆるされて​いる。そして、彼かれら​は​この​最さい後ご​の​王おう国こく​の​鍵かぎ​を​持もつ​こと​に​関かんして、あなた​と​等ひとしい​と​見みなされる。
7 また、彼かれら​は、あなた​の​働はたらき​に​よって、わたし​が​組そ織しき​する​よう​に​命めいじた​預よ言げん者しゃ​の​①塾じゅく​の​鍵かぎ​も​持もつ。
8 それ​に​よって、彼かれら​が、シオン​の​救すくい​の​ため​に、また​信しんじよう​と​する​すべて​の​イスラエル​の​諸しょ国こく民みん​と​異い邦ほう人じん​の​救すくい​の​ため​に、その​務つとめ​に​おいて​完全かんぜん​に​なる​ため​で​ある。
9 また、あなたがた​の​働はたらき​に​よって​彼かれら​が​御み​言こと葉ば​を​受うけ、彼かれら​の​働はたらき​に​よって​御み​言こと葉ば​が​地ち​の​果はて​まで、すなわち​①まず​②異い邦ほう人じん​の​もと​に​出でて​行いき、それから、見みよ、見みよ、彼かれら​が​ユダヤ人じん​に​向むかう​ため​で​ある。
10 その後のち、もろもろ​の​国こく民みん、すなわち​異い教きょう​の​諸しょ国こく民みん、および​①ヨセフ​の​家いえ​に、彼かれら​の​救すくい​の​福ふく音いん​を​確かく信しん​させる​ため、主しゅ​の​腕うで​が​力ちから​を​もって​②現あらわされる​日ひ​が​来くる。
11 その​日ひ​に​は、イエス・​キリスト​を​啓けい示じ​する​ため​に​注そそがれる​①慰なぐさめ主ぬし​の​働はたらき​に​よって、この​②力ちから​を​有ゆうする​職しょく​に​③聖任せいにん​される​者もの​たち​を​通つうじて、すべて​の​人ひと​が​自じ分ぶん​の​言こと葉ば​と​自じ分ぶん​の​言げん語ご​で​完全かんぜん​な​福ふく音いん​を​④聞きく​で​あろう。
12 さて、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。わたし​は​あなた​に​一つ​の​戒いましめ​を​与あたえる。あなた​は​①奉ほう仕し​の​務つとめ​と​大だい管かん長ちょう​の​職しょく​を​続つづけ​なさい。
13 そして、あなた​は​預よ言げん者しゃ​の​書しょ​の​翻ほん訳やく​を​終おえた​なら​ば、その後のち、教きょう会かい​と​①塾じゅく​の​諸しょ​事じ​を​②管かん理り​し、
14 また、折々おりおり​慰なぐさめ主ぬし​に​より​示しめされる​まま​に​①啓けい示じ​を​受うけて、王おう国こく​の​②奥おく義ぎ​を​明あきらか​に​しなければ​ならない。
15 また、諸しょ​教きょう会かい​を​整ととのえ、①研究けんきゅう​して​②学まなび、すべて​の​良よい​書しょ物もつ​に​通つうじ、また​もろもろ​の​③言げん語ご​と​国こく語ご​と​民族みんぞく​に​通つうじる​よう​に​しなければ​ならない。
16 また、評ひょう議ぎ​会かい​を​開ひらいて​管かん理り​し、この​教きょう会かい​と​王おう国こく​の​すべて​の​事こと柄がら​を​整ととのえる​こと​は、あなたがた​の​生涯しょうがい​に​わたって​の​務つとめ​で​あり、使し命めい​で​ある。
17 ①恥はじ​を​受うける​こと​や、辱はずかしめられる​こと​が​あって​は​ならない。むしろ、すべて​あなたがた​の​慢心まんしん​と​②高こう慢まん​に​ついて​訓くん戒かい​を​受うける​よう​に​しなさい。それら​は​あなたがた​に​とって​わな​と​なる​から​で​ある。
18 あなたがた​の​家いえ​を​整ととのえ​なさい。①怠たい惰だ​と​②汚けがれ​を​遠とおざけ​なさい。
19 さて、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。できる​だけ​早はやく​あなた​の​顧こ問もん​兼けん​筆ひっ記き​者しゃ、すなわち​フレデリック・​Ｇ・​ウィリアムズ​の​家か族ぞく​の​ため​に、場ば所しょ​を​備そなえる​よう​に​しなさい。
20 また、わたし​の​①年とし​老おいた​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​シニア​を、彼かれ​が​今いま​住すんで​いる​所ところ​に​彼かれ​の​家か族ぞく​と​ともに​引ひき続つづき​住すまわせ​なさい。主しゅ​の​口くち​が​命めいじる​まで、それ​を​売うらせて​は​ならない。
21 また、わたし​の​顧こ問もん、すなわち​①シドニー・​リグドン​を、主しゅ​の​口くち​が​命めいじる​まで、彼かれ​が​今いま​住すんで​いる​所ところ​に​とどまらせ​なさい。
22 また、ビショップ​は​①代だい理り​人にん​を​熱心ねっしん​に​探さがして​得える​よう​に​しなさい。代だい理り​人にん​は​②富とみ​を​蓄たくわえた​人ひと、信しん仰こう​の​強つよい​神かみ​の​人ひと​で​なければ​ならない。
23 それ​に​よって​彼かれ​が​すべて​の​負ふ債さい​を​弁済べんさい​できて、人々ひとびと​の​目め​の​前まえ​で​主しゅ​の​倉くら​が​評判ひょうばん​を​落おとす​こと​の​ない​ため​で​ある。
24 ①熱心ねっしん​に​探さがし、②常つねに​祈いのり、そして​信しんじて​いなさい。あなたがた​が​まっすぐ​に​歩あゆみ、互たがいに​交かわした​③聖せい約やく​を​思おもい起おこす​なら​ば、④万ばん事じ​が​あなたがた​の​益えき​と​なる​よう​に​ともに​働はたらく​で​あろう。
25 あなたがた​の​家か族ぞく​に​属ぞくさない​者もの​に​関かんして​で​ある​が、あなたがた​の​家か族ぞく​を、特とくに​わたし​の​年とし​老おいた​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​シニア​の​①家か族ぞく​を​少すくなく​しなさい。
26 それ​は、わたし​の​業わざ​を​成なし遂とげる​ため​に​あなたがた​に​与あたえられる​もの​が、あなたがた​から​取とり上あげられて、ふさわしくない​者もの​に​与あたえられる​こと​の​ない​ため​で​ある。
27 その​こと​に​よって​あなたがた​は、わたし​から​命めいじられた​こと​を​成なし遂とげる​の​を​妨さまたげられる​から​で​ある。
28 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​思おもい​は、わたし​の​はしため​ビエナ・​ジャックス​が、彼女かのじょ​の​費ひ用よう​を​支し払はらう​ため​に​金銭きんせん​を​受うけ取とって、シオン​の​地ち​に​上のぼって​行いき、
29 金銭きんせん​の​残ざん余よ​を​わたし​に​奉ほう献けん​し、わたし​が​ふさわしい​と​する​とき​に​報むくい​を​受うける​こと​で​ある。
30 まことに、あなたがた​に​言いう。彼女かのじょ​が​シオン​の​地ち​に​上のぼって​行いき、ビショップ​の​手て​から​受うけ継つぎ​を​得える​こと​は、わたし​の​目め​に​かなう​こと​で​ある。
31 それ​は、彼女かのじょ​が​忠ちゅう実じつ​で​あって、その後のち​生涯しょうがい​を​通つうじて​怠たい惰だ​で​なければ、平安へいあん​に​暮くらす​こと​が​できる​よう​に​する​ため​で​ある。
32 また​見みよ、まことに、あなたがた​に​言いう。あなたがた​は​この​戒いましめ​を​書かき​送おくり、愛あい​の​こもった​あいさつ​を​添そえて、わたし​が​ふさわしい​と​思おもう​とき​に​シオン​も​①管かん理り​する​よう​に​わたし​が​あなたがた​を​召めした​こと​を、シオン​の​兄きょう弟だい​たち​に​告つげ​なければ​ならない。
33 それゆえ、彼かれら​に、この​件けん​に​ついて​わたし​を​煩わずらわす​こと​の​ない​よう​に​させ​なさい。
34 見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。シオン​の​あなたがた​の​兄きょう弟だい​たち​は​悔くい改あらため​を​始はじめて​おり、天てん使し​たち​は​彼かれら​の​こと​を​喜よろこんで​いる。
35 しかしながら、わたし​は​多おおく​の​こと​を​喜よろこんで​いない。わたし​は、わたし​の​僕しもべ​①ウィリアム・​Ｅ・​マクレラン​と、わたし​の​僕しもべ​シドニー・​ギルバート​を​喜よろこんで​は​いない。ビショップ​に​ついて​も​同おなじ​で​ある。また、ほか​の​人々ひとびと​に​も​悔くい改あらためる​べき​多おおく​の​こと​が​ある。
36 しかし、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。主しゅ​なる​わたし​は​①シオン​と​論ろんじ​合あい、その​強つよい​者もの​たち​を​説とき​つけ、シオン​が​勝しょう利り​を​得えて​わたし​の​前まえ​に​②清きよく​なる​まで​シオン​を​③懲こらしめよう。
37 シオン​が​その​場ば所しょ​から​移うつされる​こと​は​ない​から​で​ある。主しゅ​なる​わたし​が​これ​を​語かたった。アーメン。
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第​91​章
千八百三十三​年ねん​三月がつ​九ここの日か、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、三百三十一－三百三十二​ページ）。預よ言げん者しゃ​は​この​とき、『旧きゅう約やく​聖せい書しょ』​の​翻ほん訳やく​に​携たずさわって​いた。聖せい書しょ外典がいてん​と​呼よばれる​古こ代だい​文書ぶんしょ​の​部ぶ分ぶん​に​達たっした​とき、彼かれ​は​主しゅ​に​尋たずね、この​指し示じ​を​受うけた。
1－3​聖せい書しょ外典がいてん​は​大だい部ぶ分ぶん​正確せいかく​に​翻ほん訳やく​されて​いる​が、人ひと​の​手て​に​よって​書かき入いれられた​真実しんじつ​で​ない​もの​も​多おおく​含ふくまれて​いる。​4－6​聖せい書しょ外典がいてん​は​御み霊たま​に​照てらされる​者もの​に​益えき​を​与あたえる。
1 まことに、①聖せい書しょ外典がいてん​に​関かんして、主しゅ​は​あなた​に​この​よう​に​言いう。その​中なか​に​は​真実しんじつ​な​こと​が​多おおく​載のせられて​おり、それ​は​大だい部ぶ分ぶん​正確せいかく​に​翻ほん訳やく​されて​いる。
2 しかし、その​中なか​に​は​真実しんじつ​で​ない​こと​も​多おおく​載のせられて​いる。それ​は​人ひと​の​手て​に​よって​書かき入いれられた​もの​で​ある。
3 まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。聖せい書しょ外典がいてん​を​翻ほん訳やく​する​こと​は​必ひつ要よう​で​は​ない。
4 それゆえ、それ​を​読よむ​者もの​は、御み霊たま​が​真しん理り​を​明あきらか​に​する​ので​①理り解かい​しなさい。
5 ①御み霊たま​に​照てらされる​者もの​は、それ​から​益えき​を​得える​で​あろう。
6 また、御み霊たま​に​よって​受うけない​者もの​は、益えき​を​得えられない。それゆえ、それ​を​翻ほん訳やく​する​こと​は​必ひつ要よう​で​は​ない。アーメン。
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第​92​章
千八百三十三​年ねん​三月がつ​十五​日にち、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、三百三十三​ページ）。この​啓けい示じ​は、大だい管かん長ちょう​会かい​に​おける​顧こ問もん​に​最近さいきん​任にん命めい​された​フレデリック・​Ｇ・​ウィリアムズ​に​あてた​もの​で​ある。
1－2​共きょう同どう​制せい度ど​へ​の​加か入にゅう​に​関かんする​戒いましめ​が​与あたえられる。
1 まことに、主しゅ​は​この​よう​に​言いう。わたし​は、以い前ぜん​に​与あたえた​戒いましめ​に​従したがって​組そ織しき​された​①共きょう同どう​制せい度ど​に、わたし​の​僕しもべ​フレデリック・​Ｇ・​ウィリアムズ​に​関かんする​啓けい示じ​と​戒いましめ​を​与あたえる。あなたがた​は、彼かれ​を​この​制せい度ど​に​受うけ入いれ​なければ​ならない。わたし​は​一ひと人り​に​言いう​こと​を​すべて​の​者もの​に​言いう。
2 さらに​また、わたし​は​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​フレデリック・​Ｇ・​ウィリアムズ​に​言いう。あなた​は​この​制せい度ど​に​おける​活発かっぱつ​な​一員いちいん​で​なければ​ならない。そして、これまで​に​与あたえられた​すべて​の​戒いましめ​を​忠ちゅう実じつ​に​守まもる​なら​ば、あなた​は​とこしえ​に​祝しゅく福ふく​される​で​あろう。アーメン。

	◀1①
教義82・11、15－21、GS「共同制度」


第​93​章
千八百三十三​年ねん​五月がつ​六むい日か、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、三百四十三－三百四十六​ページ）。
1－5​忠ちゅう実じつ​な​者もの​は​皆みな、主しゅ​に​まみえる。​6－18​神かみ​の​御おん子こ​は​御父おんちち​の​完全かんぜん​な​栄えい光こう​を​受うける​まで​恵めぐみ​に​恵めぐみ​を​受うけられた​こと​を、ヨハネ​は​証あかし​した。​19－20​忠ちゅう実じつ​な​人々ひとびと​も​恵めぐみ​に​恵めぐみ​を​受うける​こと​に​よって、御父おんちち​の​完全かんぜん​な​栄えい光こう​を​受うける。​21－22​キリスト​に​よって​生うまれる​者もの​は​長ちょう子し​の​教きょう会かい​で​ある。​23－28​キリスト​は​すべて​の​真しん理り​を​受うけられた。人ひと​も​従順じゅうじゅん​で​ある​こと​に​よって、同おなじ​よう​に​それ​が​できる。​29－32​人ひと​は​初はじめ​に​神かみ​と​ともに​いた。​33－35​元げん素そ​は​永遠えいえん​で​あり、人ひと​は​復ふっ活かつ​の​時とき​に​満みちみちる​喜よろこび​を​受うける​こと​が​できる。​36－37​神かみ​の​栄えい光こう​は​英えい知ち​で​ある。​38－40​キリスト​の​贖あがない​が​ある​ので、子こ供ども​たち​は​神かみ​の​前まえ​に​罪つみ​が​ない。​41－53​指し導どう​的てき​立たち場ば​に​ある​兄きょう弟だい​たち​が、自じ分ぶん​の​家か族ぞく​を​整ととのえる​よう​に​命めいじられる。
1 まことに、主しゅ​は​この​よう​に​言いう。自じ分ぶん​の​罪つみ​を​①捨すて、わたし​の​もと​に​来きて、わたし​の​名な​を​②呼よび、わたし​の​声こえ​に​③従したがい、わたし​の​戒いましめ​を​守まもる​者もの​は​皆みな、わたし​の​④顔かお​を​⑤見みて、わたし​が​いる​こと​を​知しる​で​あろう。
2 また、わたし​が​世よ​に​来くる​すべて​の​人ひと​を​照てらす​まこと​の​①光ひかり​で​ある​こと、
3 また、わたし​が​①父ちち​に​おり、父ちち​が​わたし​に​おられ、父ちち​と​わたし​が​一つ​で​ある​こと​を​知しる​で​あろう。
4 父ちち​と​一つ​で​ある​と​いう​の​は、①父ちち​が​わたし​に​御ご​自じ分ぶん​の​完全かんぜん​を​②与あたえて​くださった​から​で​ある。また、子こ​で​ある​の​は、わたし​が​世よ​に​いて、③肉にく体たい​を​わたし​の​幕まく屋や​と​し、人ひと​の​子こら​の​中なか​に​住すんだ​から​で​ある。
5 わたし​は​世よ​に​いて、父ちち​から​受うけた。そして、父ちち​の​①業わざ​は​分わかり​やすく​示しめされた。
6 また、①ヨハネ​は​わたし​の​完全かんぜん​な​②栄えい光こう​を​見みて、証あかし​した。③ヨハネ​の​すべて​の​記き録ろく​は、この​後のち​明あきらか​に​される。
7 彼かれ​は​証あかし​して​言いった。「わたし​は​彼かれ​の​栄えい光こう​を​目め​に​し、また​世せ界かい​が​存そん在ざい​する​前まえ​に​①初はじめ​に​彼かれ​が​おられた​の​を​見みた。
8 それゆえ、初はじめ​に​①言こと葉ば​が​あった。彼かれ​は​言こと葉ば、すなわち​救すくい​の​使し者しゃ​で​あり、
9 世よ​の​①光ひかり​で​あり、世よ​の​②贖あがない主ぬし​で​あり、世よ​に​来こられた​真しん理り​の​御み霊たま​で​あった。彼かれ​が​世よ​に​来こられた​の​は、世よ​が​彼かれ​に​よって​造つくられた​から​で​ある。また、彼かれ​の​中なか​に​人ひと​の​命いのち​と​人ひと​の​光ひかり​が​あった。
10 もろもろ​の​世せ界かい​は​彼かれ​に​よって​①造つくられた。人ひと​は​彼かれ​に​よって​造つくられた。万物ばんぶつ​は​彼かれ​に​よって、彼かれ​を​通つうじて、彼かれ​から​造つくられた。
11 わたし​ヨハネ​は​証あかし​する。わたし​は​御父おんちち​の、恵めぐみ​と​真しん理り​に​満みちて​おられる​独ひとり子ご​の​栄えい光こう​として​の、すなわち​世よ​に​来きて​肉にく体たい​に​宿やどり、わたしたち​の​中なか​に​住すまわれた​真しん理り​の​御み霊たま​の​栄えい光こう​として​の​彼かれ​の​栄えい光こう​を​見みた。
12 また、わたし​ヨハネ​は、彼かれ​が​最さい初しょ​から​①完全かんぜん​は​受うけず、②恵めぐみ​に​恵めぐみ​を​加くわえられた​の​を​見みた。
13 彼かれ​は​最さい初しょ​から​完全かんぜん​は​受うけず、①恵めぐみ​に​恵めぐみ​を​受うけ​続つづけ、ついに​完全かんぜん​を​受うけられた。
14 この​よう​に​して、彼かれ​は​①神かみ​の​子こ​と​呼よばれた。彼かれ​は​最さい初しょ​から​完全かんぜん​は​受うけられなかった​から​で​ある。
15 わたし​①ヨハネ​は​証あかし​する。見みよ、天てん​が​開ひらかれ、②聖霊せいれい​が​③鳩はと​の​形かたち​を​取とって​彼かれ​の​上うえ​に​降くだって、彼かれ​の​上うえ​に​とどまられた。また、天てん​から​声こえ​が​あって​言いわれた。『これ​は​わたし​の​④愛あいする​子こ​で​ある。』
16 わたし​ヨハネ​は​証あかし​する。彼かれ​は​御父おんちち​の​完全かんぜん​な​栄えい光こう​を​受うけられた。
17 彼かれ​は​天てん​に​おいて​も​地ち​に​おいて​も、①一いっ切さい​の​②権けん威い​を​受うけられた。そして、③御父おんちち​の​栄えい光こう​は​彼かれ​と​ともに​あった。御父おんちち​が​彼かれ​の​うち​に​おられた​から​で​ある。」
18 さて、もし​あなたがた​が​忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば、あなたがた​は​ヨハネ​の​記き録ろく​の​すべて​を​受うける​で​あろう。
19 わたし​は​これら​の​言こと葉ば​を​あなたがた​に​与あたえる。それ​は、あなたがた​が​①礼れい拝はい​する​方ほう法ほう​を​理り解かい​して​知しり、また​自じ分ぶん​が​礼れい拝はい​する​もの​を​知しる​こと​に​よって、あなたがた​が​わたし​の​名な​に​より​父ちち​の​もと​に​来きて、定さだめられた​とき​に​父ちち​の​完全かんぜん​を​受うけられる​よう​に​する​ため​で​ある。
20 あなたがた​は、わたし​の​①戒いましめ​を​守まもる​なら​ば、父ちち​の​②完全かんぜん​を​受うけ、わたし​が​父ちち​に​よって​受うけて​いる​よう​に、あなたがた​は​わたし​に​よって​③栄えい光こう​を​受うける​から​で​ある。それゆえ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​は​④恵めぐみ​に​恵めぐみ​を​加くわえられる​で​あろう、と。
21 さて、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​は​①初はじめ​に​父ちち​と​ともに​いた。わたし​は​②長ちょう子し​で​ある。
22 また、わたし​に​よって​生うまれる​者もの​は​皆みな、長ちょう子し​の​①栄えい光こう​に​②あずかる​者もの​で​あり、長ちょう子し​の​教きょう会かい​で​ある。
23 あなたがた​も​初はじめ​に​①父ちち​と​ともに​おり、御み霊たま​すなわち​真しん理り​の​御み霊たま​で​あった。
24 ①真しん理り​と​は、現在げんざい​ある​とおり​の、過か去こ​に​あった​とおり​の、また​未み来らい​に​ある​とおり​の、物もの事ごと​に​ついて​の​②知ち識しき​で​ある。
25 ①これ​以い上じょう​の​こと、あるいは​これ​以い下か​の​こと​は​何なん​で​あろう​と、初はじめ​から​②偽いつわり​者もの​で​あった​あの​悪わるい​者もの​の​霊れい​で​ある。
26 ①真しん理り​の​御み霊たま​は​神かみ​から​出でて​いる。わたし​は​真しん理り​の​御み霊たま​で​あり、ヨハネ​は​わたし​に​ついて​証あかし​して、「主しゅ​は​完全かんぜん​な​真しん理り、すなわち​すべて​の​真しん理り​を​受うけられた」と​言いった。
27 人ひと​は​だれ​も​神かみ​の​戒いましめ​を​守まもらない​かぎり、①完全かんぜん​な​真しん理り​を​受うける​こと​は​ない。
28 神かみ​の​戒いましめ​を​①守まもる​者もの​は​真しん理り​と​②光ひかり​を​受うけ、ついに​真しん理り​に​よって​栄えい光こう​を​受うけて、すべて​の​こと​を​③知しる​よう​に​なる。
29 人ひと​も​また​①初はじめ​に​神かみ​と​ともに​いた。②英えい知ち​すなわち​真しん理り​の​光ひかり​は、創そう造ぞう​される​こと​も、作つくられる​こと​も​なく、実じつに​そう​する​こと​の​できない​もの​で​ある。
30 すべて​の​真しん理り​は、神かみ​が​それ​を​置おかれた​領域りょういき​に​おいて​独どく立りつ​し、それ​自じ体たい​で​①作さ用よう​する。すべて​の​英えい知ち​も​同どう様よう​で​ある。そう​で​なければ、存そん在ざい​と​いう​もの​は​ない。
31 見みよ、ここ​に​人ひと​の​①選択せんたく​の​自じ由ゆう​が​あり、また​ここ​に​人ひと​の​罪つみ​の​宣せん告こく​が​ある。なぜなら​ば、初はじめ​から​あった​もの​が​②分わかり​やすく​示しめされて​いる​の​に、彼かれら​が​その​光ひかり​を​受うけ入いれない​から​で​ある。
32 その​霊れい​が​①光ひかり​を​受うけ入いれない​者もの​は​皆みな、罪つみ​の​宣せん告こく​の​下もと​に​ある。
33 人ひと​は​①霊れい​で​ある。②元げん素そ​は​永遠えいえん​で​あり、分ぶん離り​しない​よう​に​結合けつごう​した​霊れい​と​元げん素そ​は、満みちみちる​喜よろこび​を​受うける。
34 これら​が​①分ぶん離り​する​とき、人ひと​は​満みちみちる​②喜よろこび​を​受うける​こと​は​できない。
35 その​①元げん素そ​は​神かみ​の​幕まく屋や​で​ある。まことに、人ひと​は​神かみ​の​幕まく屋や​すなわち​②神殿しんでん​で​ある。そして、いかなる​神殿しんでん​で​も​汚けがされる​と、神かみ​は​その​神殿しんでん​を​滅ほろぼす​で​あろう。
36 神かみ​の​①栄えい光こう​は​②英えい知ち​で​ある。言いい​換かえれば、③光ひかり​と​真しん理り​で​ある。
37 光ひかり​と​真しん理り​は​あの​①悪あしき​者もの​を​捨すてる。
38 人ひと​の​霊れい​は​皆みな、初はじめ​に​①罪つみ​が​なかった。そして、神かみ​が​人ひと​を​②堕だ落らく​から​③贖あがなった​ので、人々ひとびと​は、幼よう児じ​の​状じょう態たい​で、再ふたたび​神かみ​の​前まえ​に​④罪つみ​の​ない​者もの​と​なった。
39 そして、あの​邪じゃ悪あく​な​者もの​が​来きて、人ひと​の​子こら​から、不ふ​従順じゅうじゅん​に​よって、また​先せん祖ぞ​の​①言いい伝つたえ​に​よって、光ひかり​と​真しん理り​を​②取とり去さる。
40 しかし、わたし​は​あなたがた​に、あなたがた​の​①子こ供ども​たち​を​光ひかり​と​真しん理り​の​中なか​で​育そだてる​よう​に​と​命めいじた。
41 しかし、まことに、わたし​は​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​フレデリック・​Ｇ・​ウィリアムズ​に​言いう。あなた​は​引ひき続つづき​この​罪つみ​の​宣せん告こく​の​下もと​に​ある。
42 あなた​は、戒いましめ​に​従したがって​あなた​の​子こ供ども​たち​に​光ひかり​と​真しん理り​を​①教おしえて​こなかった。その​ため​に、あの​邪じゃ悪あく​な​者もの​は​今いま​なお​あなた​を​支し配はい​する​力ちから​を​持もって​いる。あなた​が​苦く難なん​を​受うけて​きた​原因げんいん​は​これ​で​ある。
43 さて、わたし​は​戒いましめ​を​あなた​に​与あたえる。すなわち、あなた​は​救すくい​出だされたい​と​望のぞむ​なら​ば、自じ分ぶん​自じ身しん​の​家いえ​を​①整ととのえ​なければ​ならない。あなた​の​家いえ​に​は、正ただしくない​こと​が​たくさん​ある​から​で​ある。
44 まことに、わたし​の​僕しもべ​シドニー・​リグドン​に​言いう。子こ供ども​たち​に​関かんする​幾いくつ​か​の​事こと柄がら​に​ついて​戒いましめ​を​守まもって​いない​こと​が​ある。それゆえ、まず​あなた​の​家いえ​を​整ととのえ​なさい。
45 まことに、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​に​言いう。言いい​換かえれば、あなたがた​を​①友とも​と​呼よぼう。あなたがた​は​わたし​の​友とも​で​あり、わたし​と​ともに​受うけ継つぎ​を​得える​から​で​ある。
46 わたし​は​世よ​の​ため​に​あなたがた​を​①僕しもべ​と​呼よんだ。そして、あなたがた​は​わたし​の​ため​に​彼かれら​の​僕しもべ​と​なる。
47 さて、まことに、わたし​は​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​に​言いう。あなた​は​戒いましめ​を​守まもらなかった​ので、主しゅ​の​前まえ​に​必かならず​①責せめ​を​受うけ​なければ​ならない。
48 あなた​の​①家か族ぞく​は​必かならず​悔くい改あらためて、ある​事こと柄がら​を​捨すて、あなた​の​言いう​こと​に​もっと​真しん剣けん​に​注ちゅう意い​を​払はらわなければ​ならない。そう​しなければ、彼かれら​の​場ば所しょ​から​退しりぞけられる​こと​に​なる。
49 わたし​は​一ひと人り​に​言いう​こと​を​すべて​の​者もの​に​言いう。あの​邪じゃ悪あく​な​者もの​が​あなたがた​の​中なか​で​力ちから​を​持もち、あなたがた​の​場ば所しょ​から​あなたがた​を​退しりぞける​こと​の​ない​よう​に、①常つねに​祈いのり​なさい。
50 わたし​の​教きょう会かい​の​ビショップ​で​ある、わたし​の​僕しもべ​ニューエル・​Ｋ・​ホイットニー​も、懲こらしめ​を​受うける​必ひつ要よう​が​あり、また​家か族ぞく​を​整ととのえる​必ひつ要よう​が​ある。また、家か族ぞく​の​者もの​に、家か庭てい​で​もっと​勤勉きんべん​に​家か庭てい​の​こと​に​携たずさわり、常つねに​祈いのる​よう​に​させる​必ひつ要よう​が​ある。そう​しなければ、彼かれら​は​その​①場ば所しょ​から​退しりぞけられる​で​あろう。
51 さて、わたし​は​友とも​で​ある​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​シドニー・​リグドン​は​旅たび​に​出で​なさい。急いそぎ​なさい。そして、わたし​が​彼かれ​に​語かたる​力ちから​を​与あたえる​まま​に、主しゅ​の​①恵めぐみ​の​年とし​と​救すくい​の​福ふく音いん​を​告つげ​知しらせ​なさい。心こころ​を​一つ​に​した​あなたがた​の​信しん仰こう​の​祈いのり​に​よって、わたし​は​彼かれ​を​支ささえよう。
52 また、わたし​の​僕しもべ​たち、ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と​フレデリック・​Ｇ・​ウィリアムズ​も​急いそぎ​なさい。そう​すれ​ば、まことに​信しん仰こう​の​祈いのり​に​応おうじて​与あたえられる​で​あろう。あなたがた​は​わたし​の​言いう​こと​を​守まもる​なら​ば、この世よ​で​も​来きたる​べき​世よ​で​も、辱はずかしめられる​こと​は​ない。
53 また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​思おもい​は、あなたがた​が​わたし​の​聖文せいぶん​を​急いそいで​①翻ほん訳やく​して、歴れき史し​の​②知ち識しき​と、国くに々ぐに​の​知ち識しき​と、もろもろ​の​王おう国こく​の​知ち識しき​と、神かみ​と​人ひと​の​法ほう​の​知ち識しき​を​早はやく​③得える​こと​で​ある。これ​は​すべて​シオン​の​救すくい​の​ため​で​ある。アーメン。
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第​94​章
千八百三十三​年ねん​五月がつ​六むい日か、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、三百四十六－三百四十七​ページ）。ハイラム・​スミス、レイノルズ・​カフーン、および​ジェレド・​カーター​が、教きょう会かい​建築けんちく​委い員いん会かい​として​任にん命めい​される。
1－9​大だい管かん長ちょう​会かい​の​務つとめ​の​ため​に​家いえ​を​建たてる​こと​に​ついて​の​戒いましめ​が​与あたえられる。​10－12​印いん刷さつ​所じょ​を​建たて​なければ​ならない。​13－17​幾いくつ​か​の​受うけ継つぎ​が​割わり当あてられる。
1 さらに​また、まことに、わたし​は​①友とも​で​ある​あなたがた​に​言いう。わたし​は​一つ​の​戒いましめ​を​あなたがた​に​与あたえる。あなたがた​は​この​カートランド​の​地ち​で、わたし​の​家いえ​から​始はじめて、シオン​の​②ステーク​の​町まち​の​始はじまり​と​基もとい​を​据すえて​準じゅん備び​する​仕し事ごと​を​開かい始し​しなければ​ならない。
2 見みよ、それ​は、わたし​が​あなたがた​に​与あたえた​①型かた​に​従したがって​行おこなわなければ​ならない。
3 南みなみ側がわ​の​第だい一​の​敷しき地ち​を​わたし​に​奉ほう献けん​して、大だい管かん長ちょう​会かい​の​ため​に、また​啓けい示じ​を​受うける​と​いう​大だい管かん長ちょう​会かい​の​務つとめ​の​ため​に、また​教きょう会かい​と​王おう国こく​に​関かんする​すべて​の​こと​に​おける​①大だい管かん長ちょう​会かい​の​奉ほう仕し​の​業わざ​の​ため​に、一つ​の​家いえ​を​建たてる​よう​に​しなさい。
4 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。それ​は、内ない部ぶ​の​部へ屋や​が​幅はば​五十五​フィート、奥おく行ゆき​六十五​フィート​と​なる​よう​に​建たて​なければ​ならない。
5 また、この​後のち​あなたがた​に​与あたえられる​型かた​に​従したがって、下した​の​部へ屋や​と​上うえ​の​部へ屋や​を​設もうけ​なければ​ならない。
6 また、この​後のち​あなたがた​に​与あたえられる​型かた​に​従したがい、神しん権けん​の​方式ほうしき​に​のっとって、それ​を​その​土ど台だい​から​主しゅ​に​奉ほう献けん​しなければ​ならない。
7 大だい管かん長ちょう​会かい​の​務つとめ​の​ため​に、それ​を​ことごとく​主しゅ​に​奉ほう献けん​しなければ​ならない。
8 また、あなたがた​は、何なん​で​あろう​と​①清きよくない​もの​が​そこ​に​入はいる​の​を​許ゆるして​は​ならない。そう​すれ​ば、わたし​の​②栄えい光こう​は​そこ​に​あり、わたし​は​そこ​に​いる。
9 しかし、もしも​何なん​で​あろう​と​①清きよくない​もの​が​そこ​に​入はいる​なら​ば、わたし​の​栄えい光こう​は​そこ​に​なく、わたし​は​そこ​に​来くる​こと​は​ない。
10 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。南みなみ側がわ​の​第だい二​の​敷しき地ち​も​わたし​に​奉ほう献けん​して、わたし​の​聖文せいぶん​の​①翻ほん訳やく​の​②印いん刷さつ、ならびに​わたし​が​あなたがた​に​命めいじる​すべて​の​もの​の​印いん刷さつ​の​仕し事ごと​の​ため​に、わたし​に​対たいして​一つ​の​家いえ​を​建たて​なさい。
11 それ​は、内ない部ぶ​の​部へ屋や​が​幅はば​五十五​フィート、奥おく行ゆき​六十五​フィート​で、下した​の​部へ屋や​と​上うえ​の​部へ屋や​を​設もうけ​なければ​ならない。
12 この​家いえ​は、わたし​が​あなたがた​に​命めいじる​すべて​の​もの​を​印いん刷さつ​する​ため​に、また​清きよく​かつ​汚けがされない​ため​に、すべて​の​こと​に​おいて​あなたがた​に​与あたえられる​まま​の​型かた​に​従したがって、その​土ど台だい​から​ことごとく​主しゅ​に​奉ほう献けん​しなければ​ならない。
13 また、第だい三​の​敷しき地ち​は、わたし​の​僕しもべ​ハイラム・​スミス​が​受うけ継つぎ​として​得える​もの​で​ある。
14 また、北きた側がわ​の​第だい一​と​第だい二​の​敷しき地ち​は、わたし​の​僕しもべ​たち、レイノルズ・​カフーン​と​ジェレド・​カーター​が​受うけ継つぎ​として​得える​もの​で​ある。
15 それ​は、主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​が​あなたがた​に​与あたえた​命令めいれい​どおり​に、彼かれら​が​わたし​の​家いえ​を​建たてる​委い員いん会かい​として​の、わたし​から​定さだめられた​仕し事ごと​を​行おこなう​ため​で​ある。
16 これら​二つ​の​家いえ​は、それ​に​関かんして​わたし​が​あなたがた​に​命めいじる​まで​建たてて​は​ならない。
17 さて、わたし​は​今いま​は​あなたがた​に​これ​以い上じょう​の​こと​を​示しめさない。アーメン。

	◀1①
教義93・45

	◀②
GS「ステーク」

	◀2①
教義52・14－15

	◀3①
教義107・9、22

	◀8①
ルカ19・45－46、教義109・16－20

	◀②
列上8・10－11、GS「栄光」

	◀9①
教義97・15－17

	◀10①
GS「ジョセフ・スミス訳（JS）」

	◀②
教義104・58－59


第​95​章
千八百三十三​年ねん​六月がつ​一日ついたち、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、三百五十－三百五十二​ページ）。この​啓けい示じ​は、礼れい拝はい​と​教おしえ​の​ため​に​家いえ​を、特とくに​主しゅ​の​宮みや​を​建たてる​よう​に​と​の​神かみ​の​指し示じ​の​続つづき​で​ある（第だい​八十八​章しょう​百十九－百三十六​節せつ、および​第だい​九十四​章しょう​を​参照さんしょう）。
1－6​聖せい徒と​たち​は、主しゅ​の​宮みや​を​建たてる​の​を​怠おこたった​ため​に​懲こらしめ​を​受うける。​7－10​主しゅ​は、その​民たみ​に​高たかい​所ところ​から​力ちから​を​授さずける​ため​に​その​宮みや​を​使つかう​こと​を​望のぞんで​おられる。​11－17​礼れい拝はい​の​場ば所しょ​として、また​使し徒と​の​塾じゅく​の​ため​に、その​宮みや​を​奉ほう献けん​しなければ​ならない。
1 まことに、主しゅ​は、愛あいする​あなたがた​に​この​よう​に​言いう。そして、わたし​は​また、愛あいする​者もの​たち​を​①懲こらしめる。それ​は、彼かれら​の​罪つみ​が​②赦ゆるされる​ため​で​ある。わたし​は​懲こらしめる​と​ともに、すべて​の​こと​に​おいて​彼かれら​が​③誘ゆう惑わく​から​④救すくい​出だされる​道みち​を​備そなえる​から​で​ある。わたし​は​あなたがた​を​愛あいして​きた。
2 それゆえ、あなたがた​は​必かならず​懲こらしめ​を​受うけ、わたし​の​前まえ​に​必かならず​責せめ​を​受うけ​なければ​ならない。
3 あなたがた​は​わたし​に​対たいして​非ひ常じょう​に​重おもい​罪つみ​を​犯おかした​から​で​ある。すなわち、あなたがた​は、わたし​の​①家いえ​を​建たてる​こと​に​関かんして​わたし​が​あなたがた​に​与あたえた​大おおいなる​戒いましめ​を、あらゆる​点てん​で​考こう慮りょ​しなかった。
4 その​家いえ​を​建たてる​の​は、使し徒と​たち​に​わたし​の​ぶどう​園えん​で​最さい後ご​に​①刈かり込こみ​を​する​備そなえ​を​させよう​と​考かんがえて​いる​準じゅん備び​の​ため​で​ある。それ​に​よって、わたし​が​②比ひ類るい​の​ない​業わざ​を​行おこない、また​わたし​の​御み霊たま​を​すべて​の​肉にく​なる​もの​に​③注そそぐ​ため​で​ある。
5 しかし​見みよ、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​の​中なか​に​は​聖任せいにん​され、召めされた​者もの​は​多おおい​が、①選えらばれた​者もの​は​少すくない。
6 選えらばれなかった​者もの​たち​は​非ひ常じょう​に​重おもい​罪つみ​を​犯おかした。すなわち、彼かれら​は​真ま昼ひる​に​①暗くら闇やみ​の​中なか​を​歩あるいて​いる。
7 この​ため​に、わたし​は​あなたがた​に、①聖会せいかい​を​召集しょうしゅう​しなければ​ならない​と​いう​戒いましめ​を​与あたえた​の​で​ある。聖会せいかい​を​召集しょうしゅう​する​の​は、あなたがた​の​②断食だんじき​と​あなたがた​の​嘆なげき​が​③サバオス​の​主しゅ、訳やくせ​ば、最さい初しょ​の​日ひ​の​④創そう造ぞう主ぬし、初はじめ​で​あり​終おわり​で​ある​者もの​の​耳みみ​に​達たっする​よう​に​する​ため​で​ある。
8 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​は、一つ​の​家いえ​を​建たてる​よう​に​と​いう​戒いましめ​を​あなたがた​に​与あたえた。わたし​は​この​家いえ​の​中なか​で、わたし​が​選えらんだ​者もの​たち​に​高たかい​所ところ​から​①力ちから​を​授さずけよう​と​考かんがえて​いる。
9 これ​が​あなたがた​へ​の​父ちち​の​①約やく束そく​で​ある。それゆえ、わたし​は​あなたがた​に、エルサレム​の​わたし​の​使し徒と​たち​の​よう​に​とどまる​こと​を​命めいじる。
10 それ​に​も​かかわらず、わたし​の​僕しもべ​たち​は​非ひ常じょう​に​重おもい​罪つみ​を​犯おかした。預よ言げん者しゃ​の​①塾じゅく​で​②論ろん争そう​が​起おこった​が、これ​は​わたし​に​とって​非ひ常じょう​に​悲かなしい​こと​で​あった、と​あなたがた​の​主しゅ​は​言いう。それゆえ、わたし​は​懲こらしめ​を​与あたえる​ため​に​彼かれら​を​追おい出だした。
11 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​思おもい​は、あなたがた​が​家いえ​を​建たてる​こと​で​ある。あなたがた​は、わたし​の​戒いましめ​を​守まもる​なら​ば、それ​を​建たてる​力ちから​を​持もつ​で​あろう。
12 もし​あなたがた​が​わたし​の​戒いましめ​を​①守まもらなければ、父ちち​の​②愛あい​が​引ひき続つづき​あなたがた​に​伴ともなう​こと​は​なく、それゆえ​あなたがた​は​暗くら闇やみ​の​中なか​を​歩あるく​こと​に​なる。
13 さて、ここ​に​知ち恵え​が​あり、主しゅ​の​思おもい​が​ある。わたし​は​あなたがた​が​世よ​の​方ほう法ほう​で​生活せいかつ​する​の​を​望のぞまない​ので、世よ​の​方ほう法ほう​に​よらず​に​その​家いえ​を​建たて​なさい。
14 わたし​が​あなたがた​の​中なか​の​三人にん​に​示しめす​方ほう法ほう​に​従したがって、それ​を​建たて​なさい。その​ため​に、あなたがた​は​彼かれら​を​この​力ちから​を​持もつ​よう​に​選えらび、聖任せいにん​しなければ​ならない。
15 その​家いえ​の​大おおきさ​は、内ない部ぶ​の​部へ屋や​が​幅はば​五十五​フィート、奥おく行ゆき​六十五​フィート​で​なければ​ならない。
16 そして、内ない部ぶ​の​一​階かい​は、あなたがた​の​聖式せいしき​を​ささげる​ため​に、また​あなたがた​の​説せっ教きょう​と、断食だんじき​と、祈いのり​の​ため​に、また​あなたがた​の​最もっとも​聖せい​なる​望のぞみ​を​わたし​に​①ささげる​ため​に、わたし​に​奉ほう献けん​しなさい、と​あなたがた​の​主しゅ​は​言いう。
17 また、内ない部ぶ​の​二階かい​は​わたし​の​使し徒と​たち​の​塾じゅく​の​ため​に​わたし​に​奉ほう献けん​しなさい、と​子こ​なる​①アーマン、言いい​換かえれば、アルパス、言いい​換かえれば、オメガス、すなわち​あなたがた​の​②主しゅ​イエス・​キリスト​は​言いう。アーメン。

	◀1①
申命11・1－8、箴言13・18、ヘブ12・5－11、ヒラ15・3、教義101・4－5、105・6、GS「懲らしめ」

	◀②
GS「赦し」

	◀③
GS「誘惑」

	◀④
1コリ10・13

	◀3①
ハガ1・7－11、教義88・119、GS「神殿，主の宮」

	◀4①
ヤコ5・61－75、教義24・19、33・3－4、GS「ぶどう園（果樹園）（主の）」

	◀②
イザ28・21、教義101・95

	◀③
箴言1・23、ヨエ2・28、教義19・38、GS「聖霊」「御霊の賜物」

	◀5①
マタ20・16、教義105・35－37、121・34－40、GS「選び」

	◀6①
GS「暗闇（霊的な）」

	◀7①
教義88・70、74－82、117－120

	◀②
GS「断食」

	◀③
GS「エホバ」

	◀④
GS「創造，創造する」

	◀8①
教義38・32、39・15、43・16、110・9－10、GS「エンダウメント」

	◀9①
ルカ24・49

	◀10①
GS「預言者の塾」

	◀②
GS「争い」

	◀12①
ヨハ15・10

	◀②
1ヨハ2・10、15

	◀16①
教義59・9－14

	◀17①
教義78・20

	◀②
GS「主」


第​96​章
千八百三十三​年ねん​六月がつ​四よっ日か、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、シオン​の​町まち​または​ステーク​の​制せい度ど​を​示しめす​ため​に、カートランド​の​聖せい徒と​たち​へ​の​手て本ほん​として​預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、三百五十二－三百五十三​ページ）。この​啓けい示じ​が​与あたえられた​の​は、大だい​祭さい司し​の​大会たいかい​の​とき​で​ある。この​大会たいかい​で​考こう慮りょ​された​主しゅ要よう​な​事じ項こう​は、カートランド​の​近ちかく​で​教きょう会かい​が​所しょ有ゆう​して​いた​フレンチ農のう場じょう​として​知しられる​土と地ち​の​扱あつかい​方かた​で​あった。大会たいかい​で​は​その​土と地ち​の​責任せきにん​を​だれ​が​持もつ​か​に​ついて​意い見けん​の​一いっ致ち​を​見みなかった​ので、すべて​の​者もの​は​その​件けん​に​ついて​主しゅ​に​尋たずねる​こと​に​同どう意い​した。
1​シオン​の​カートランド​ステーク​を​強つよく​しなければ​ならない。​2－5​ビショップ​は​聖せい徒と​たち​の​ため​に​受うけ継つぎ​を​分配ぶんぱい​しなければ​ならない。​6－9​ジョン・​ジョンソン​は、共きょう同どう​制せい度ど​の​一員いちいん​に​なら​なければ​ならない。
1 見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。ここ​に​知ち恵え​が​あり、これ​に​よって、あなたがた​は、この​件けん​に​関かんして​どの​よう​に​行おこなう​べき​か​を​知しる​こと​が​できる。シオン​を​強つよく​する​ため​に​わたし​が​設もうけた​この​①ステーク​を​強つよく​する​こと​は、わたし​に​とって​必ひつ要よう​で​ある。
2 それゆえ、わたし​の​僕しもべ​ニューエル・​Ｋ・​ホイットニー​は、今いま​あなたがた​が​述のべて​いる​その​場ば所しょ​に​対たいする​責任せきにん​を​持もつ​よう​に​しなさい。わたし​は​そこ​に​わたし​の​聖せい​なる​家いえ​を​建たてる​こと​を​考かんがえて​いる。
3 さらに​また、あなたがた​が​評ひょう議ぎ​会かい​で​決きめる​とおり​に、受うけ継つぎ​を​求もとめる​者もの​たち​の​ため​に、知ち恵え​を​用もちいて​そこ​を​区く割わり​する​よう​に​しなさい。
4 あなたがた​は​この​こと​に​注ちゅう意い​を​払はらい、また​人ひと​の​子こら​に​わたし​の​言こと葉ば​を​もたらす​ため​に​わたし​の​①制せい度ど​に​利り益えき​を​与あたえる​の​に​必ひつ要よう​な​部ぶ分ぶん​に​も、注ちゅう意い​を​払はらう​よう​に​しなさい。
5 見みよ、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。人ひと​の​子こら​の​心こころ​を​あなたがた​の​ため​に​和やわらげる​目もく的てき​を​もって、わたし​の​言こと葉ば​が​人ひと​の​子こら​の​中なか​に​出でて​行いく​こと、これ​が​わたし​の​最もっとも​必ひつ要よう​と​して​いる​こと​で​ある。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
6 さらに​また、まことに、あなたがた​に​言いう。わたし​の​知ち恵え​に​かない、また​わたし​が​必ひつ要よう​と​して​いる​こと​が​ある。わたし​は​僕しもべ​で​ある​ジョン・​ジョンソン​の​ささげ​物もの​を​受うけ入いれ、彼かれ​の​祈いのり​を​聞きいた。彼かれ​が​今いま​から​後のち​わたし​の​戒いましめ​を​守まもる​なら​ば、わたし​は​彼かれ​に​永遠えいえん​の​命いのち​の​約やく束そく​を​与あたえる。
7 彼かれ​は​①ヨセフ​の​子し孫そん​で​あり、その​先せん祖ぞ​に​与あたえられた​約やく束そく​の​祝しゅく福ふく​に​あずかる​者もの​だから​で​ある。
8 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​が​必ひつ要よう​と​して​いる​の​は、彼かれ​が​制せい度ど​の​一員いちいん​と​なって、人ひと​の​子こら​に​わたし​の​言こと葉ば​を​もたらす​助たすけ​を​する​こと​で​ある。
9 それゆえ、あなたがた​は、この​祝しゅく福ふく​に​彼かれ​を​聖任せいにん​しなければ​ならない。そして、彼かれ​は​今いま​あなたがた​が​述のべて​いる​その​家いえ​の​抵てい当とう​権けん​を​取とり除のぞく​よう​に​熱心ねっしん​に​努つとめて、そこ​に​住すめる​よう​に​しなければ​ならない。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
イザ33・20、54・2、GS「ステーク」

	◀4①
教義78・3－4、GS「共同制度」

	◀7①
GS「ヨセフ（ヤコブの息子）」


第​97​章
千八百三十三​年ねん​八月がつ​二ふつ日か、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、四百－四百二​ページ）。この​啓けい示じ​は、特とくに​ミズーリ​州しゅう​ジャクソン​郡ぐん​シオン​に​おける​聖せい徒と​たち​の​こと​を​扱あつかって​おり、預よ言げん者しゃ​が​主しゅ​に​導みちびき​を​求もとめた​こと​へ​の​答こたえ​として​与あたえられた​もの​で​ある。当とう時じ、ミズーリ​州しゅう​の​教きょう会かい​の​会員かいいん​たち​は​厳きびしい​迫はく害がい​を​受うけて​おり、彼かれら​は​ジャクソン​郡ぐん​を​去さる​と​いう​合ごう意い​書しょ​に、千八百三十三​年ねん​七月がつ​二十三​日にち​に​無む理りやり​署しょ名めい​させられて​いた。
1－2（ミズーリ​州しゅう​ジャクソン​郡ぐん）シオン​の​聖せい徒と​たち​の​多おおく​は、彼かれら​の​忠ちゅう実じつさ​の​ゆえ​に​祝しゅく福ふく​される。​3－5​パーリー・​Ｐ・​プラット​は、シオン​に​おける​学がっ校こう​で​の​働はたらき​を​褒ほめられる。​6－9​聖せい約やく​を​守まもる​者もの​は、主しゅ​に​よって​受うけ入いれられる。​10－17​心こころ​の​清きよい​者もの​が​神かみ​に​まみえる​場ば所しょ​で​ある​一つ​の​宮みや​を、シオン​に​建たて​なければ​ならない。​18－21​シオン​と​は、心こころ​の​清きよい​者もの​で​ある。​22－28​シオン​は、忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば​主しゅ​の​懲こらしめ​を​免まぬがれる。
1 まことに、わたし​は​友とも​で​ある​あなたがた​に​言いう。わたし​の​声こえ、すなわち​わたし​の​御み霊たま​の​声こえ​を​もって​あなたがた​に​語かたる。それ​は、①シオン​の​地ち​に​おける​あなたがた​の​兄きょう弟だい​たち、その​多おおく​が​心こころ​から​へりくだり、知ち恵え​を​得えて​真しん理り​を​見みいだそう​と​熱心ねっしん​に​努つとめて​いる​その​兄きょう弟だい​たち​に​ついて、わたし​の​思おもい​を​あなたがた​に​示しめす​ため​で​ある。
2 まことに、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。その​よう​な​者もの​は​それ​を​得える​ので、幸さいわい​で​ある。主しゅ​なる​わたし​は、①柔にゅう和わ​な​者もの​すべて​と、わたし​の​欲ほっする​者もの​すべて​に​憐あわれみ​を​示しめす​から​で​ある。それ​は、わたし​が​彼かれら​を​裁さばく​とき​に、わたし​が​正ただしい​と​される​ため​で​ある。
3 見みよ、わたし​は、シオン​に​おける​①塾じゅく​に​関かんして​あなたがた​に​言いう。主しゅ​なる​わたし​は、シオン​に​塾じゅく​が​ある​こと​を​心こころ​から​喜よろこんで​おり、また​わたし​の​僕しもべ​②パーリー・​Ｐ・​プラット​の​こと​も、彼かれ​が​わたし​に​つながって​いる​ので​心こころ​から​喜よろこんで​いる。
4 そして、彼かれ​が​続つづけて​わたし​に​つながって​いれ​ば、わたし​が​ほか​の​戒いましめ​を​彼かれ​に​与あたえる​まで、彼かれ​は​シオン​の​地ち​に​おける​塾じゅく​を​引ひき続つづき​管かん理り​する​で​あろう。
5 また、わたし​は、彼かれ​が​シオン​に​おける​塾じゅく​と​教きょう会かい​を​教きょう化か​する​ため​に、すべて​の​聖文せいぶん​と​奥おく義ぎ​を​説とき明あかせる​よう​に、多おおく​の​祝しゅく福ふく​を​もって​彼かれ​を​祝しゅく福ふく​しよう。
6 塾じゅく​の​残のこり​の​者もの​に、主しゅ​なる​わたし​は​喜よろこんで​憐あわれみ​を​示しめす。に​も​かかわらず、①懲こらしめ​を​受うけ​なければ​ならない​者もの​たち​が​おり、彼かれら​の​行おこない​は​知しらされる​で​あろう。
7 ①斧おの​は​木き​の​根ね元もと​に​置おかれて​いる。良よい​②実み​を​結むすばない​木き​は​ことごとく​切きり​倒たおされて、火ひ​の​中なか​に​投なげ込こまれる​で​あろう。主しゅ​なる​わたし​が​これ​を​語かたった。
8 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。彼かれら​の​中なか​で、その​①心こころ​が​②正しょう直じき​で、打うち砕くだかれて​いて、かつ​その​霊れい​が​悔くいて​いる​こと​を​知しって​おり、また​③犠ぎ牲せい​を​払はらって、すなわち​主しゅ​なる​わたし​が​命めいじる​あらゆる​犠ぎ牲せい​を​払はらって​自じ分ぶん​の​聖せい約やく​を​④進すすんで​守まもろう​と​する​すべて​の​者もの​は、わたし​に​⑤受うけ入いれられる。
9 主しゅ​なる​わたし​は、良よい​土と地ち​で​清きよらか​な​流ながれ​の​ほとり​に​植うえられた、多おおく​の​貴とうとい​実み​を​結むすぶ​実みのり​豊ゆたか​な​木き​の​よう​に、彼かれら​に​実み​を​結むすばせる​から​で​ある。
10 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​思おもい​は、わたし​が​あなたがた​に​与あたえた​①型かた​に​倣ならって、シオン​の​地ち​に​わたし​の​ため​に​一つ​の​②家いえ​を​建たてる​こと​で​ある。
11 すなわち、わたし​の​民たみ​の​納おさめる​什じゅう分ぶん​の​一いち​に​よって​速すみやか​に​それ​を​建たて​なさい。
12 見みよ、これ​は、シオン​の​救すくい​の​ため​に​わたし​に​一つ​の​①家いえ​を​建たてる​よう​に、主しゅ​なる​わたし​が​彼かれら​の​手て​に​求もとめる​②什じゅう分ぶん​の​一いち​と​犠ぎ牲せい​で​ある。
13 すなわち、この​家いえ​は、すべて​の​聖せい徒と​たち​が​①感謝かんしゃ​を​ささげる​場ば所しょ​として、また​それぞれ​の​召めし​と​職しょく​の​すべて​に​おいて​奉ほう仕し​の​業わざ​に​召めされた​すべて​の​人ひと​を​教おしえる​場ば所しょ​として​建たてられる​もの​で​ある。
14 それ​は、彼かれら​の​務つとめ​を​①理り解かい​する​こと​に​おいて、理り論ろん​に​おいて、原則げんそく​に​おいて、教きょう義ぎ​に​おいて、その​王おう国こく​の​②鍵かぎ​が​あなたがた​に​授さずけられて​いる​地ち上じょう​の​③神かみ​の​王おう国こく​に​関かんする​すべて​の​こと​に​おいて、彼かれら​が​完全かんぜん​に​なる​ため​で​ある。
15 また、わたし​の​民たみ​が​主しゅ​の​名な​に​よって​わたし​に​一つ​の​家いえ​を​建たて、それ​が​汚けがされない​よう​に、何なん​で​あろう​と​①清きよくない​もの​が​そこ​に​入はいる​の​を​許ゆるさなければ、わたし​の​②栄えい光こう​は​その​うえ​に​とどまる​で​あろう。
16 まことに​また、①わたし​は​そこ​に​いる。わたし​は​そこ​に​来くる​から​で​ある。そして、そこ​に​入はいって​来くる​心こころ​の​②清きよい​者もの​は​皆みな、神かみ​を​見みる​で​あろう。
17 しかし、もしも​それ​が​汚けがされる​なら​ば、わたし​が​そこ​に​来くる​こと​は​なく、わたし​の​栄えい光こう​は​そこ​に​ない。わたし​は​清きよくない​神殿しんでん​に​は​来こない​から​で​ある。
18 さて​見みよ、シオン​が​これら​の​こと​を​行おこなう​なら​ば、シオン​は​①栄さかえ、自みずから​を​広ひろげ、非ひ常じょう​に​栄えい光こう​に​満みちた、きわめて​大おおいなる、そして​甚はなはだ​恐おそろしい​もの​と​なる​で​あろう。
19 そして、地ち​の​もろもろ​の​①国こく民みん​は​シオン​を​尊とうとび、言いう​で​あろう。「確たしか​に​②シオン​は​我々われわれ​の​神かみ​の​都みやこ​で​あり、また、確たしか​に​シオン​は​倒たおれる​こと​も、その​場ば所しょ​から​移うつされる​こと​も​あり得えない。神かみ​が​そこ​に​おられ、主しゅ​の​御み​手て​が​そこ​に​ある​から​で​ある。
20 主しゅ​は​シオン​の​救すくい​と​なり​シオン​の​高たかい​①やぐら​に​なる​と、その​強つよい​力ちから​に​よって​誓ちかわれた。」
21 それゆえ、主しゅ​は​この​よう​に​言いう。まことに、シオン​を​喜よろこばせ​なさい。心こころ​の​清きよい​者もの、これ​こそ​①シオン​で​ある。それゆえ、シオン​を​喜よろこばせ​なさい。一いっ方ぽう、悪あく人にん​は​皆みな​嘆なげき​悲かなしむ​で​あろう。
22 見みよ、見みよ、①報ほう復ふく​は​神かみ​を​敬うやまわない​者もの​の​うえ​に​旋風せんぷう​の​よう​に​速すみやか​に​及およぶ。そして、だれ​が​それ​を​免まぬがれる​で​あろう​か。
23 主しゅ​の​①懲こらしめ​は​夜よる​も​昼ひる​も​通とおり​行ゆき、その​知しらせ​は​すべて​の​人ひと​を​悩なやます。すなわち、主しゅ​が​来くる​まで、それ​は​とどめられない​で​あろう。
24 主しゅ​の​憤いきどおり​は、彼かれら​の​忌いまわしい​行おこない​と​すべて​の​邪じゃ悪あく​な​行おこない​に​向むかって​燃もえて​いる​から​で​ある。
25 それでも、シオン​が​わたし​の​命めいじた​すべて​の​こと​を​努つとめて​行おこなう​なら​ば、シオン​は​①免まぬがれる​で​あろう。
26 しかし、もし​シオン​が​わたし​の​命めいじた​こと​を​何なん​で​あろう​と​努つとめて​行おこなう​よう​に​しなければ、わたし​は​シオン​の​すべて​の​行おこない​に​応おうじて、ひどい​苦く難なん、①疫えき病びょう、悪あく疫えき、剣つるぎ、②報ほう復ふく、③焼やき​尽つくす​火ひ​を​シオン​に​④見み舞まおう。
27 しかしながら、この度たび​に​限かぎって、シオン​の​耳みみ​に​次つぎ​の​こと​を​読よみ​聞きかせ​なさい。すなわち、主しゅ​なる​わたし​は​シオン​の​ささげ​物もの​を​受うけ入いれた。そして、シオン​が​これから​もう​罪つみ​を​犯おかさなければ、これら​の​こと​は​どれ​も​シオン​に​①及およばない​で​あろう。
28 また、わたし​は​数々かずかず​の​祝しゅく福ふく​を​もって​シオン​を​①祝しゅく福ふく​し、シオン​と、シオン​の​代よ々よ​の​子し孫そん​に​とこしえ​に​いつまで​も​多おおく​の​祝しゅく福ふく​を​増まし​加くわえる、と​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。アーメン。
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第​98​章
千八百三十三​年ねん​八月がつ​六むい日か、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、四百三－四百六​ページ）。この​啓けい示じ​は、ミズーリ​の​聖せい徒と​たち​に​対たいして​迫はく害がい​が​あった​ため​に​下くだされた​もの​で​ある。肉にく体たい​的てき​に​苦くるしみ​を​受うけ、財ざい産さん​も​失うしなった​ミズーリ​の​聖せい徒と​たち​が、報ほう復ふく​し、仕し返かえし​を​したい​と​いう​気き持もち​に​なる​の​は​当とう然ぜん​で​あった。そこで、主しゅ​は​この​啓けい示じ​を​与あたえられた。ミズーリ​で​の​問題もんだい​に​ついて、多た少しょう​の​知しらせ​が（およそ​千四百五十​キロ​離はなれて​いた）カートランド​の​預よ言げん者しゃ​に​届とどいて​いた​こと​は​疑うたがい​も​ない​が、彼かれ​は、啓けい示じ​に​よらなければ、その​事じ態たい​の​重じゅう大だいさ​を​この​日ひ​に​知しる​こと​は​できなかった​はず​で​ある。
1－3​聖せい徒と​たち​の​苦く難なん​は、彼かれら​の​益えき​と​なる。​4－8​聖せい徒と​たち​は、国くに​の​合ごう憲けん​的てき​な​法ほう律りつ​を​擁よう護ご​しなければ​ならない。​9－10​正しょう直じき​で、賢明けんめい​で、善良ぜんりょう​な​人々ひとびと​を​支し援えん​し、彼かれら​が​公職こうしょく​に​就つく​よう​に​しなければ​ならない。​11－15​主しゅ​の​大たい義ぎ​に​おいて​自じ分ぶん​の​命いのち​を​捨すてる​者もの​は、永遠えいえん​の​命いのち​を​得える​で​あろう。​16－18​戦せん争そう​を​放ほう棄き​して、平へい和わ​を​宣言せんげん​しなさい。​19－22​カートランド​の​聖せい徒と​たち​は​責せめ​を​受うけ、悔くい改あらためる​よう​に​命めいじられる。​23－32​主しゅ​の​民たみ​が​被こうむる​迫はく害がい​と​苦く難なん​に​ついて、主しゅ​は​律りっ法ぽう​を​明あきらか​に​される。​33－38​戦せん争そう​は、主しゅ​が​命めいじられる​とき​に​のみ​正ただしい​と​される。​39－48​聖せい徒と​たち​は​敵てき​を​赦ゆるさなければ​ならない。敵てき​が​悔くい改あらためる​なら​ば、彼かれら​も​主しゅ​の​報ほう復ふく​を​免まぬがれる​で​あろう。
1 まことに、わたし​は​友とも​で​ある​あなたがた​に​言いう。①恐おそれて​は​ならない。心こころ​に​慰なぐさめ​を​得え​なさい。まことに、いつも​喜よろこび、すべて​の​こと​に​ついて​②感謝かんしゃ​しなさい。
2 忍耐にんたい​強づよく​主しゅ​を​①待まち望のぞみ​なさい。あなたがた​の​祈いのり​は​サバオス​の​主しゅ​の​耳みみ​に​達たっして​おり、この​封ふう印いん​と​証あかし​を​もって​記き録ろく​されて​いる​から​で​ある。すなわち、祈いのり​が​かなえられる​こと​を、主しゅ​は​誓ちかって​定さだめた。
3 それゆえ、主しゅ​は、祈いのり​は​かなえられる​と​いう​不ふ変へん​の​聖せい約やく​を​もって、あなたがた​に​約やく束そく​を​与あたえる。また、あなたがた​を​①苦くるしめた​すべて​の​こと​は、あなたがた​の​益えき​の​ため​に、また​わたし​の​名な​の​栄えい光こう​の​ため​に​ともに​働はたらく、と​主しゅ​は​言いう。
4 さて、まことに、わたし​は​国くに​の​法ほう律りつ​に​ついて​あなたがた​に​言いう。わたし​の​思おもい​は、わたし​の​民たみ​が、わたし​の​命めいじる​こと​を​何なん​で​あろう​と​すべて​努つとめて​行おこなう​こと​で​ある。
5 ①憲法けんぽう​に​かない、権けん利り​と​特とっ権けん​を​維い持じ​する​こと​に​よって​その​自じ由ゆう​の​原則げんそく​を​支し持じ​する​国くに​の​②法ほう律りつ​は、全ぜん​人じん類るい​の​もの​で​あり、わたし​の​前まえ​に​正せい当とう​と​認みとめられる。
6 それゆえ、あなたがた​と、わたし​の​教きょう会かい​の​あなたがた​の​兄きょう弟だい​たち​が、国くに​の​合ごう憲けん​的てき​な​法ほう律りつ​を​擁よう護ご​する​こと​を、主しゅ​なる​わたし​は​正ただしい​と​する。
7 人間にんげん​の​法ほう律りつ​に​関かんして​は、これ​以い上じょう​の​もの、あるいは​これ​以い下か​の​もの​は​何なん​で​あろう​と、悪あく​から​来くる​の​で​ある。
8 主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は​あなたがた​を​①自じ由ゆう​に​する。それゆえ、あなたがた​は​ほんとう​に​自じ由ゆう​で​ある。そして、法ほう律りつ​も​あなたがた​を​自じ由ゆう​に​する。
9 それ​に​も​かかわらず、①邪じゃ悪あく​な​者もの​が​治おさめる​とき、民たみ​は​嘆なげき​悲かなしむ。
10 それゆえ、①正しょう直じき​な​人々ひとびと​と​賢明けんめい​な​人々ひとびと​を​熱心ねっしん​に​捜さがし​求もとめ​なければ​ならない。そして、善良ぜんりょう​な​人々ひとびと​と​賢明けんめい​な​人々ひとびと​を​支し援えん​する​よう​に​努つとめ​なければ​ならない。そう​で​なければ、これら​に​劣おとる​もの​は​何なん​で​あろう​と、悪あく​から​来くる。
11 また、わたし​は​あなたがた​に​戒いましめ​を​与あたえる。あなたがた​は​すべて​の​悪あく​を​捨すて、すべて​の​善ぜん​を​固かたく​守まもらなければ​ならない。また、神かみ​の​口くち​から​出でる​一ひとつ​一ひとつ​の​①言こと葉ば​に​よって​生いき​なければ​ならない。
12 神かみ​は​忠ちゅう実じつ​な​者もの​に​対たいして、①教おしえ​に​教おしえ、訓くん戒かい​に​訓くん戒かい​を​与あたえる​から​で​ある。そして、わたし​は​これ​に​よって​あなたがた​を​②試こころみ、あなたがた​を​試ためそう。
13 また、わたし​の​名な​の​ため​に、わたし​の​大たい義ぎ​に​おいて​自じ分ぶん​の​命いのち​を​①捨すてる​者もの​は、再ふたたび​それ​を​見みいだす​で​あろう。すなわち、永遠えいえん​の​命いのち​を​見みいだす​で​あろう。
14 それゆえ、あなたがた​の​敵てき​を​①恐おそれて​は​ならない。あなたがた​が​ふさわしい​と​認みとめられる​よう​に、②死し​に​至いたる​まで​も​わたし​の​聖せい約やく​の​中なか​に​とどまる​か​どう​か、あらゆる​点てん​で​あなたがた​を​③試ためす​こと​を、わたし​は​心こころ​の​内うち​に​定さだめた​から​で​ある、と​主しゅ​は​言いう。
15 もし​あなたがた​が​わたし​の​聖せい約やく​の​中なか​に​とどまら​なければ、あなたがた​は​わたし​に​ふさわしくない​から​で​ある。
16 それゆえ、①戦せん争そう​を​②放ほう棄き​して、③平へい和わ​を​宣言せんげん​しなさい。そして、④子し孫そん​の​心こころ​を​その​先せん祖ぞ​に、また​先せん祖ぞ​の​心こころ​を​子し孫そん​に​向むける​よう​に​熱心ねっしん​に​努つとめ​なさい。
17 さらに​また、①ユダヤ人じん​の​心こころ​を​預よ言げん者しゃ​たち​に、また​預よ言げん者しゃ​たち​の​心こころ​を​ユダヤ人じん​に​向むける​よう​に​熱心ねっしん​に​努つとめ​なさい。これ​は、わたし​が​来きて、のろい​を​もって​全ぜん​地ち​を​打うち、すべて​の​肉にく​なる​もの​が​わたし​の​前まえ​で​焼やき​尽つくされる​こと​の​ない​ため​で​ある。
18 あなたがた​の​心こころ​を​騒さわがせない​よう​に​しなさい。わたし​の​父ちち​の​家いえ​に​は​①住すまい​が​たくさん​あり、わたし​は​あなたがた​の​ため​に​一つ​の​場ば所しょ​を​用よう意い​した​から​で​ある。そして、わたし​の​父ちち​と​わたし​が​いる​所ところ​に、あなたがた​も​いる​で​あろう。
19 見みよ、主しゅ​なる​わたし​は、カートランド​の​教きょう会かい​に​いる​多おおく​の​者もの​を​喜よろこんで​いない。
20 彼かれら​は​自じ分ぶん​の​罪つみ​と、その​悪わるい​道みち​と、その​心こころ​の​高たかぶり​と、その​貪欲どんよく​と、その​すべて​の​憎にくむ​べき​こと​を​捨すてず、わたし​が​彼かれら​に​与あたえた​知ち恵え​の​言こと葉ば​と​永遠えいえん​の​命いのち​の​言こと葉ば​に​従したがって​いない​から​で​ある。
21 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。彼かれら​が​悔くい改あらためて、わたし​の​言いった​すべて​の​こと​を​守まもらなければ、主しゅ​なる​わたし​は​彼かれら​を​①懲こらしめ、わたし​の​欲ほっする​こと​を​行おこなおう。
22 さらに​また、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​が​わたし​の​命めいじる​こと​を​何なん​で​あろう​と​努つとめて​①行おこなう​なら​ば、主しゅ​なる​わたし​は、あなたがた​から​すべて​の​怒いかり​と​憤いきどおり​を​解とこう。そして、②地じ獄ごく​の​門もん​も​あなたがた​に​打うち勝かつ​こと​は​ない。
23 さて、わたし​は​あなたがた​の​家か族ぞく​に​ついて​あなたがた​に​言いう。もし​人々ひとびと​が​一度ど、あなたがた​や、あなたがた​の​家か族ぞく​を​①打うって​も、あなたがた​が​忍耐にんたい​強づよく​それ​に​耐たえて、彼かれら​を​ののしったり、仕し返かえし​を​しよう​と​したり​しなければ、あなたがた​は​報むくわれる​で​あろう。
24 しかし、もしも​忍耐にんたい​強づよく​それ​に​耐たえ​なければ、それ​は​あなたがた​に​対たいして​正ただしい​升ます​として​①量はかられた​もの​と​見みなされる。
25 さらに​また、もし​敵てき​が​再さい度ど​あなたがた​を​打うって​も、あなたがた​が​その​敵てき​を​ののしらず、忍耐にんたい​強づよく​それ​に​耐たえる​なら​ば、あなたがた​の​報むくい​は​百​倍ばい​に​なる。
26 さらに​また、もし​敵てき​が​三​度ど​目め​として​あなたがた​を​打うって​も、あなたがた​が​①忍耐にんたい​強づよく​それ​に​耐たえる​なら​ば、あなたがた​の​報むくい​は​さらに​四​倍ばい​に​倍ばい加か​される。
27 そして、もし​敵てき​が​悔くい改あらため​なければ、これら​三​度ど​の​証しょう拠こ​は​彼かれ​を​責せめる​もの​と​なり、消けし​去さられる​こと​は​ない。
28 さて、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。その​敵てき​が​わたし​の​報ほう復ふく​を​免まぬがれて、わたし​の​前まえ​で​裁さばき​を​受うける​こと​が​なければ、彼かれ​が​もう​あなたがた​や、あなたがた​の​家か族ぞく​を、まことに​あなたがた​の​子こ供ども​たち​の​子し孫そん​を​三​代だい、四​代だい​に​至いたる​まで​襲おそわない​よう、あなたがた​は​わたし​の​名な​に​よって​彼かれ​に​①警けい告こく​しなければ​ならない。
29 それでも、もし​敵てき​が​あなたがた​や、あなたがた​の​子こ供ども​たち、あるいは​あなたがた​の​子こ供ども​たち​の​子し孫そん​を​三​代だい、四​代だい​に​至いたる​まで​襲おそう​なら​ば、わたし​は​あなた​の​敵てき​を​あなた​の​手て​に​渡わたす。
30 そして、それでも​あなた​が​彼かれ​を​容よう赦しゃ​する​なら​ば、あなた​は​その​義ぎ​の​ゆえ​に​報むくわれ、また​あなた​の​子こ供ども​たち​と、あなた​の​子こ供ども​たち​の​子し孫そん​も​三​代だい、四​代だい​に​至いたる​まで​報むくわれる​で​あろう。
31 しかしながら、あなた​の​敵てき​は​あなた​の​手て​の​内うち​に​ある。そこで、あなた​が​彼かれ​の​行おこない​に​応おうじて​彼かれ​に​報むくいる​なら​ば、あなた​は​義ぎ​と​される。もし​彼かれ​が​あなた​の​命いのち​を​ねらい、あなた​の​命いのち​が​彼かれ​に​よって​危き険けん​に​さらされる​なら​ば、あなた​の​敵てき​は​あなた​の​手て​の​内うち​に​あり、あなた​は​義ぎ​と​される。
32 見みよ、これ​は、わたし​の​僕しもべ​ニーファイ​と、あなた​の​①先せん祖ぞ、ヨセフ、ヤコブ、イサク、および​アブラハム、ならびに​わたし​の​昔むかし​の​預よ言げん者しゃ​たち​と​使し徒と​たち​すべて​に​わたし​が​与あたえた​律りっ法ぽう​で​ある。
33 さらに​また、わたし​が​昔むかし​の​わたし​の​民たみ​に​与あたえた​①律りっ法ぽう​は、次つぎ​の​とおり​で​ある。すなわち、主しゅ​なる​わたし​が​命めいじない​かぎり、わたし​の​民たみ​は、いかなる​国こく民みん、部ぶ族ぞく、国こく語ご​の​民たみ、民族みんぞく​に​対たいして​も​戦たたかう​ため​に​出でて​行いって​は​ならない。
34 また、いかなる​国こく民みん、国こく語ご​の​民たみ、民族みんぞく​から​宣戦せんせん​されよう​と​も、わたし​の​民たみ​は、まず​その​民族みんぞく、国こく民みん、国こく語ご​の​民たみ​に​①平へい和わ​の​旗はた​を​掲かかげ​なければ​ならない。
35 そして、もし​その​人々ひとびと​が​平へい和わ​の​申もうし出で​を​受うけ入いれず、二度ど​も、三​度ど​も​受うけ入いれ​なければ、わたし​の​民たみ​は​これら​の​証しょう拠こ​を​主しゅ​の​前まえ​に​持もって​来こなければ​ならない。
36 すると、主しゅ​なる​わたし​は​彼かれら​に​命めいじて、彼かれら​が​その​国こく民みん、国こく語ご​の​民たみ、あるいは​民族みんぞく​と​戦たたかう​ため​に​出でて​行いく​こと​を​正ただしい​と​する。
37 そして、彼かれら​と、彼かれら​の​子こ供ども​たち​と、彼かれら​の​子こ供ども​たち​の​子し孫そん​が、その​すべて​の​敵てき​に​対たいして​三​代だい、四​代だい​に​わたって​報ほう復ふく​する​まで、主しゅ​なる​わたし​は​彼かれら​の​戦たたかい​を​①戦たたかう。
38 見みよ、これ​は​わたし​の​前まえ​に​義ぎ​と​される​ため​の​すべて​の​民たみ​に​対たいする​一つ​の​範例はんれい​で​ある、と​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。
39 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。もし​あなた​の​敵てき​が​初はじめて​あなた​を​襲おそった​後のち、彼かれ​が​悔くい改あらためて、赦ゆるし​を​請こうて​あなた​の​もと​に​来くる​なら​ば、あなた​は​彼かれ​を​赦ゆるして、それ​を​もう​あなた​の​敵てき​に​対たいする​証しょう拠こ​と​して​は​ならない。
40 二度ど​目め​も、三​度ど​目め​も​同どう様よう​に​しなさい。あなた​の​敵てき​が​あなた​に​対たいして​犯おかした​過あやまち​を​悔くい改あらためる​度たび​に、七​の​七十​倍ばい​まで、あなた​は​彼かれ​を​①赦ゆるさなければ​ならない。
41 もし​彼かれ​が​あなた​に​対たいして​過あやまち​を​犯おかし、最さい初しょ​は​悔くい改あらためなくて​も、それでも、あなた​は​彼かれ​を​赦ゆるさなければ​ならない。
42 もし​彼かれ​が​再さい度ど​あなた​に​対たいして​過あやまち​を​犯おかし、悔くい改あらためなくて​も、それでも、あなた​は​彼かれ​を​赦ゆるさなければ​ならない。
43 もし​彼かれ​が​三​度ど​あなた​に​対たいして​過あやまち​を​犯おかし、悔くい改あらためなくて​も、あなた​は​また​彼かれ​を​赦ゆるさなければ​ならない。
44 しかし、もし​彼かれ​が​四​度ど​あなた​に​対たいして​過あやまち​を​犯おかす​なら​ば、あなた​は​彼かれ​を​赦ゆるす​こと​なく、これら​の​証しょう拠こ​を​主しゅ​の​前まえ​に​持もって​来こなければ​ならない。彼かれ​が​悔くい改あらため​を​して、あなた​に​対たいして​過あやまち​を​犯おかした​すべて​の​こと​に​関かんして​あなた​に​四​倍ばい​報むくいる​まで、それら​は​消けし​去さられない​で​あろう。
45 もし​彼かれ​が​これ​を​行おこなう​なら​ば、あなた​は​真ま心ごころ​から​彼かれ​を​赦ゆるさなければ​ならない。また、もし​彼かれ​が​これ​を​行おこなわなければ、主しゅ​なる​わたし​が​あなた​の​敵てき​に​百​倍ばい​の​①報ほう復ふく​を​しよう。
46 また、彼かれ​の​子こ供ども​たち​と、彼かれ​の​子こ供ども​たち​の​子し孫そん、すなわち​わたし​を​憎にくむ​すべて​の​者もの​の​子し孫そん​に、①三​代だい、四​代だい​に​至いたる​まで​そう​しよう。
47 しかし、その​子こ供ども​たち、あるいは​その​子こ供ども​たち​の​子し孫そん​が​悔くい改あらためて、彼かれら​の​心こころ​を​尽つくし、彼かれら​の​勢力せいりょく​と​思おもい​と​力ちから​を​尽つくして​主しゅ​なる​神かみ​に​①立たち​返かえり、そして​彼かれら​が​犯おかした、あるいは​彼かれら​の​父ちち​が​犯おかした、あるいは​彼かれら​の​父ちち​の​先せん祖ぞ​が​犯おかした​すべて​の​過あやまち​に​ついて​四​倍ばい​返かえす​なら​ば、その​とき、あなた​は​憤いきどおり​を​解とかなければ​ならない。
48 そして、①報ほう復ふく​は​もう​彼かれら​に​及およぶ​こと​は​なく、彼かれら​の​過あやまち​が​彼かれら​に​対たいする​証しょう拠こ​として​主しゅ​の​前まえ​に​持もち出だされる​こと​は​決けっして​ない、と​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。アーメン。
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第​99​章
千八百三十二​年ねん​八月がつ、オハイオ​州しゅう​ハイラム​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​ジョン・​マードック​に​与あたえられた​啓けい示じ。千八百七十六​年ねん​以い降こう​の『教きょう義ぎと聖せい約やく』​の​諸しょ​版はん​は、この​啓けい示じ​を、千八百三十三​年ねん​八月がつ​に​カートランド​で​与あたえられた​もの​と​して​きた​が、それ​以い前ぜん​の​版はん​ならびに​他た​の​歴れき史し​記き録ろく​は、千八百三十二​年ねん​八月がつ​が​正ただしい​こと​を​証しょう明めい​して​いる。
1－8​ジョン・​マードック​は​福ふく音いん​を​宣言せんげん​する​ため​に​召めされる。また、彼かれ​を​受うけ入いれる​者もの​は、主しゅ​を​受うけ入いれる​の​で​あり、憐あわれみ​を​受うける​で​あろう。
1 見みよ、主しゅ​は​この​よう​に​わたし​の​僕しもべ​ジョン・​マードック​に​言いう。すなわち、あなた​は​東ひがし​の​地ち方ほう​へ​行いって、家いえ​から​家いえ​へ、また​村むら​から​村むら​へ、町まち​から​町まち​へ​と​巡めぐり、①迫はく害がい​と​悪あく事じ​の​中なか​で、その​住じゅう民みん​に​わたし​の​永遠えいえん​の​福ふく音いん​を​宣言せんげん​する​よう​に​召めされて​いる。
2 そして、あなた​を​①受うけ入いれる​者もの​は、わたし​を​受うけ入いれる​の​で​ある。あなた​は、わたし​の​聖せい​なる​御み霊たま​の​②証しょう明めい​の​うち​に​わたし​の​言こと葉ば​を​告つげ​知しらせる​力ちから​を​持もつ​で​あろう。
3 また、①幼おさな子ご​の​よう​に​あなた​を​受うけ入いれる​者もの​は、わたし​の​②王おう国こく​を​受うける。彼かれら​は​幸さいわい​で​ある。彼かれら​は​③憐あわれみ​を​受うける​から​で​ある。
4 また、あなた​を​拒こばむ​者もの​は、父ちち​と​その​家いえ​から​①拒こばまれる​で​あろう。あなた​は、彼かれら​に​対たいする​証あかし​として、道みち​の​傍かたわら​の​ひそか​な​場ば所しょ​で​あなた​の​②足あし​を​洗あらい​清きよめ​なければ​ならない。
5 見みよ、見みよ、巻まき物もの​の​書しょ物もつ​に​わたし​に​ついて​書かかれて​ある​とおり、わたし​は​すぐに​①来きて、②裁さばき​を​行おこない、すべて​の​者もの​に、彼かれら​が​わたし​に​対たいして​犯おかした​不ふ敬けい​な​行おこない​を​立りっ証しょう​する。
6 さて、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​の​子こ供ども​たち​に​必ひつ要よう​な​もの​を​与あたえて、シオン​の​ビショップ​の​もと​に​優やさしく​送おくり出だす​まで、あなた​が​出でかける​こと​は​賢明けんめい​で​は​ない。
7 また、数すう​年ねん​の​後のち、あなた​が​わたし​に​願ねがう​なら​ば、あなた​も​良よい​土と地ち​に​上のぼって​行いって​受うけ継つぎ​を​得える​こと​が​できる。
8 そう​で​なければ、あなた​は​①取とり去さられる​まで、わたし​の​福ふく音いん​を​宣言せんげん​し​続つづけ​なければ​ならない。アーメン。

	◀1①
GS「迫害」

	◀2①
マタ10・40

	◀②
1コリ2・4－5

	◀3①
マタ18・1－6

	◀②
GS「神の王国，天の王国」

	◀③
GS「憐れみ」

	◀4①
ヨハ12・44－50

	◀②
教義75・19－22

	◀5①
教義1・11－14

	◀②
ユダ1・14－15、GS「イエス・キリスト－裁き」

	◀8①
マタ19・29


第​100​章
千八百三十三​年ねん​十月がつ​十二​日にち、ニューヨーク​州しゅう​ペリーズバーグ​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​と​シドニー・​リグドン​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、四百十六、四百十九－四百二十一​ページ）。数すう​日じつ​間かん​家か族ぞく​から​離はなれて​いた​二ふた人り​の​兄きょう弟だい​は、家か族ぞく​の​こと​を​多た少しょう​心配しんぱい​に​思おもった。
1－4​ジョセフ​と​シドニー​は、人々ひとびと​の​救すくい​の​ため​に​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえ​なければ​ならない。​5－8​彼かれら​の​言いう​べき​こと​は、まさに​その​とき​に​授さずけられる。​9－12​シドニー​は​代弁だいべん​者しゃ​と​なり、また​ジョセフ​は​啓けい示じ​者しゃ​と​なり、力ちから強づよく​証あかし​する​者もの​と​なら​なければ​ならない。​13－17​主しゅ​は​一つ​の​清きよい​民たみ​を​起おこされ、従順じゅうじゅん​な​者もの​は​救すくわれる。
1 まことに、主しゅ​は​友とも​で​ある​あなたがた、①シドニー​と​②ジョセフ​に​この​よう​に​いう。あなたがた​の​家か族ぞく​は​健在けんざい​で​ある。彼かれら​は​わたし​の​手て​の​内うち​に​あり、わたし​は​自じ分ぶん​の​よい​と​思おもう​まま​に​彼かれら​に​行おこなう。わたし​に​は​一いっ切さい​の​権けん威い​が​ある​から​で​ある。
2 それゆえ、わたし​に​従したがい、わたし​が​あなたがた​に​与あたえる​勧かん告こく​を​聴きき​なさい。
3 見みよ、見みよ、この​場ば所しょ​に、また​周まわり​の​地ち域いき​に、わたし​の​民たみ​が​大おお勢ぜい​いる。この​東ひがし​の​地ち​に​おける​周まわり​の​地ち域いき​で、効こう果か​的てき​な​門もん​が​開ひらかれる​で​あろう。
4 それゆえ、主しゅ​なる​わたし​は、あなたがた​が​この​場ば所しょ​に​来くる​の​を​許ゆるした。わたし​は​人々ひとびと​の​①救すくい​の​ため​に​これ​を​必ひつ要よう​と​した​から​で​ある。
5 それゆえ、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。この​民たみ​に​向むかって​声こえ​を​上あげ​なさい。わたし​が​あなたがた​の​心こころ​の​中なか​に​入いれる​思おもい​を​①語かたり​なさい。そう​すれ​ば、あなたがた​は​人々ひとびと​の​前まえ​で​辱はずかしめられる​こと​は​ない​で​あろう。
6 あなたがた​の​言いう​べき​こと​は、まさに​その​とき​に、まことに​その​瞬しゅん間かん​に​あなたがた​に​①授さずけられる​から​で​ある。
7 しかし、わたし​は​あなたがた​に​一つ​の​戒いましめ​を​与あたえる。あなたがた​が​わたし​の​名な​に​よって​①告つげる​こと​は​何なん​で​あろう​と、すべて​の​こと​に​ついて​厳粛げんしゅく​な​心こころ​と​②柔にゅう和わ​な​心こころ​で​告つげ​なければ​ならない。
8 わたし​は​あなたがた​に​この​約やく束そく​を​与あたえる。すなわち、あなたがた​が​これ​を​行おこなう​なら​ば、①聖霊せいれい​が​注そそがれて、あなたがた​の​述のべる​すべて​の​こと​を​証あかし​する​で​あろう。
9 また、わたし​が​必ひつ要よう​と​して​いる​の​は、あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​シドニー​が​この​民たみ​に​語かたる​①代弁だいべん​者しゃ​と​なる​こと​で​ある。まことに、わたし​は​あなた​を​この​召めし​に、すなわち​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​の​ため​の​代弁だいべん​者しゃ​と​なる​よう​に​聖任せいにん​する。
10 また、わたし​は​力ちから強づよく​①証あかし​する​力ちから​を​彼かれ​に​与あたえよう。
11 また、あなた​が​彼かれ​の​ため​の​代弁だいべん​者しゃ​と​なれる​よう​に、わたし​は​あなた​に、すべて​の​聖文せいぶん​を​①力ちから強づよく​説とき明あかす​力ちから​を​与あたえよう。また、あなた​が​地ち上じょう​に​おける​わたし​の​王おう国こく​の​こと​に​関かんする​すべて​の​こと​が​確たしか​で​ある​の​を​知しる​こと​が​できる​よう​に、彼かれ​は​あなた​に​とって​②啓けい示じ​者しゃ​と​なる​で​あろう。
12 それゆえ、旅たび​を​続つづけ、心こころ​を​喜よろこばせ​なさい。見みよ、見みよ、わたし​は​最さい後ご​まで​あなたがた​と​ともに​いる​から​で​ある。
13 さて、わたし​は​あなたがた​に​①シオン​に​関かんして​一つ​の​言こと葉ば​を​与あたえる。シオン​は​しばし​の​間あいだ​懲こらしめ​を​受うける​が、②贖あがなわれる​で​あろう。
14 あなたがた​の​兄きょう弟だい​たち、わたし​の​僕しもべ​①オーソン・​ハイド​と​ジョン・​グールド​は​わたし​の​手て​の​内うち​に​ある。わたし​の​戒いましめ​を​守まもる​なら​ば、彼かれら​は​救すくわれる​で​あろう。
15 それゆえ、心こころ​に​慰なぐさめ​を​得え​なさい。まっすぐ​に​歩あゆむ​者もの​たち​に​益えき​と​なる​よう​に、また​教きょう会かい​の​聖きよめ​の​ため​に、①万ばん事じ​が​ともに​働はたらく​から​で​ある。
16 わたし​は、義ぎ​を​もって​わたし​に​仕つかえる​一つ​の​①清きよい​民たみ​を​わたし​の​ため​に​起おこす​で​あろう。
17 主しゅ​の​名な​を​①呼よび、主しゅ​の​戒いましめ​を​守まもる​者もの​は​皆みな、救すくわれる​で​あろう。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
GS「リグドン，シドニー」

	◀②
GS「スミス，ジョセフ，ジュニア」

	◀4①
GS「救い」

	◀5①
ヒラ5・18、教義68・3－4

	◀6①
マタ10・19－20、教義84・85

	◀7①
教義84・61

	◀②
GS「柔和」

	◀8①
2ニフ33・1－4

	◀9①
出エ4・14－16、2ニフ3・17－18、教義124・103－104

	◀10①
GS「証する」

	◀11①
アル17・2－3

	◀②
教義124・125

	◀13①
GS「シオン」

	◀②
教義84・99、105・9－10、31、37

	◀14①
GS「ハイド，オーソン」

	◀15①
ロマ8・28、教義90・24、105・40

	◀16①
GS「清さ」

	◀17①
ヨエ2・32、アル38・4－5


第​101​章
千八百三十三​年ねん​十二月がつ​十六​日にち、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、四百五十八－四百六十四​ページ）。この​とき、ミズーリ​に​集しゅう合ごう​した​聖せい徒と​たち​は​ひどい​迫はく害がい​に​遭あって​いた。暴ぼう徒と​は​彼かれら​を​ジャクソン​郡ぐん​の​家いえ​から​追おい出だした。聖せい徒と​の​中なか​の​ある​者もの​たち​は、バン・​ビューレン​郡ぐん​に​身 み​を​落おち着つけよう​と​した​が、そこ​で​も​迫はく害がい​に​遭あった。聖せい徒と​たち​の​主体しゅたい​は、その​とき、ミズーリ​州しゅう​クレイ​郡ぐん​に​あった。教きょう会かい​の​会員かいいん​たち​に​対たいして、多おおく​の​死し​の​脅きょう迫はく​が​あった。人々ひとびと​は​家か具ぐ​や​衣い服ふく、家か畜ちく、その​ほか​の​個こ人じん的てき​財ざい産さん​を​失うしない、彼かれら​の​収しゅう穫かく​物ぶつ​の​多おおく​が​損そこなわれた。
1－8​聖せい徒と​たち​は、彼かれら​の​背そむき​の​ゆえ​に​懲こらしめ​を​受うけ、苦くるしめられる。​9－15​主しゅ​の​憤いきどおり​が​もろもろ​の​国こく民みん​に​下くだる​が、主しゅ​の​民たみ​は​集あつめられ、慰なぐさめられる。​16－21​シオン​と​その​ステーク​は​確かく立りつ​され​なければ​ならない。​22－31​福ふく千せん年ねん​で​の​生活せいかつ​の​状じょう態たい​が​説明せつめい​される。​32－42​その​とき​に、聖せい徒と​たち​は​祝しゅく福ふく​され、報むくわれる。​43－62​身み分ぶん​の​高たかい​人ひと​と​オリーブ​の​木き​の​たとえ​は、シオン​の​受うける​苦く難なん​と​シオン​の​最終さいしゅう​的てき​な​贖あがない​を​表あらわす。​63－75​聖せい徒と​たち​は​集しゅう合ごう​を​続つづけ​なければ​ならない。​76－80​主しゅ​は​合衆国がっしゅうこく​憲法けんぽう​を​制定せいてい​された。​81－101​女おんな​と​不ふ正せい​な​裁さい判ばん官かん​の​たとえ​の​よう​に、聖せい徒と​たち​は、不ふ正せい​に​対たいする​補ほ償しょう​を​執拗しつよう​に​求もとめ​なければ​ならない。
1 苦くるしめられ、①迫はく害がい​され、受うけ継つぎ​の​地ち​から​②追おい出だされた​あなたがた​の​兄きょう弟だい​たち​に​関かんして、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。
2 主しゅ​なる​わたし​は、彼かれら​の​①背そむき​の​ゆえ​に、彼かれら​の​受うけて​いる​②苦く難なん​が​彼かれら​に​及およぶ​の​を​許ゆるした。
3 それでも、わたし​は​彼かれら​を​自じ分ぶん​の​もの​と​する。わたし​が​来きて​わたし​の​宝石ほうせき​を​集あつめる​日ひ​に、彼かれら​は​①わたし​の​もの​と​なる​で​あろう。
4 それゆえ、彼かれら​は​必かならず​①懲こらしめ​を​受うけ、自じ分ぶん​の​独ひとり子ご​を​ささげる​よう​に​命めいじられた​②アブラハム​の​よう​に、試こころみられ​なければ​ならない。
5 懲こらしめ​に​耐たえないで、わたし​を​①否ひ定てい​する​者もの​は​皆みな、②聖きよめられる​こと​は​あり得えない​から​で​ある。
6 見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。彼かれら​の​中なか​に​は、あつれき​や​①争あらそい、②ねたみ、対たい立りつ、および​③みだら​な​むさぼり​の​欲よく望ぼう​が​あった。それゆえ、これら​の​こと​に​よって、彼かれら​は​その​受うけ継つぎ​を​汚けがした​の​で​ある。
7 彼かれら​は​主しゅ​なる​神かみ​の​声こえ​に​①聞きき​従したがう​の​が​遅おそかった。それゆえ、主しゅ​なる​彼かれら​の​神かみ​は、彼かれら​の​祈いのり​を​聴きく​の​を​遅おそく​する、すなわち​彼かれら​の​苦く難なん​の​日ひ​に​彼かれら​に​こたえる​の​を​遅おそく​する​の​で​ある。
8 平穏へいおん​な​日ひ​に​は、彼かれら​は​わたし​の​勧かん告こく​を​軽かろんじた。しかし、①苦く難なん​の​日ひ​に​は​やむを得えず​わたし​を​②捜さがし​求もとめる。
9 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。彼かれら​が​罪つみ​を​犯おかした​に​も​かかわらず、わたし​の​心こころ​は、彼かれら​に​対たいする​①哀あわれみ​に​満みたされて​いる。わたし​は​彼かれら​を​ことごとく​②捨すてて​しまう​こと​は​せず、③激はげしい​怒いかり​の​日ひ​に​憐あわれみ​を​思おもい起おこそう。
10 わたし​は、わたし​の​民たみ​の​ため​に​憤いきどおり​の​①剣つるぎ​を​下くだす​と​いう​誓ちかい​を​立たて、あなたがた​に​与あたえた​以い前ぜん​の​戒いましめ​に​よって​その​定さだめ​を​出だした。わたし​が​述のべた​とおり​に、それ​は​起おこる​で​あろう。
11 わたし​の​憤いきどおり​は、間まもなく​すべて​の​国こく民みん​の​うえ​に​限かぎりなく​注そそがれる。これ​を​わたし​は、彼かれら​の​罪ざい悪あく​の​杯さかずき​が​①満みちる​とき​に​行おこなう。
12 その​日ひ、①見み張はり​台だい​の​上うえ​に​いる​すべて​の​者もの、言いい​換かえれば、わたし​の​イスラエル​は​すべて​救すくわれる。
13 散ちらされた​者もの​は​①集あつめられる。
14 ①嘆なげき​悲かなしんで​きた​者もの​は​皆みな、慰なぐさめられる。
15 わたし​の​名な​の​ため​に​自じ分ぶん​の​①命いのち​を​与あたえた​者もの​は​皆みな、冠かんむり​を​授さずけられる。
16 それゆえ、シオン​に​ついて​心こころ​に​慰なぐさめ​を​得え​なさい。すべて​の​肉にく​なる​もの​は​わたし​の​①手て​の​内うち​に​ある​から​で​ある。安やすらか​に​して​いて、わたし​が​神かみ​で​ある​こと​を​②知しり​なさい。
17 ①シオン​の​子こら​が​散ちらされて​も、シオン​が​その​場ば所しょ​から​移うつされる​こと​は​ない。
18 生いき残のこって​いる​心こころ​の​清きよい​者もの​は​帰かえって​来くる。彼かれら​と​その​子し孫そん​は、シオン​の​荒あれた​所ところ​を​①築きずき​上あげる​ため​に、永遠えいえん​の​喜よろこび​の​②歌うた​を​歌うたい​ながら、彼かれら​の​③受うけ継つぎ​の​地ち​に​やって​来くる​で​あろう。
19 すべて​これら​の​こと​が​起おこる​の​は、預よ言げん者しゃ​たち​の​述のべた​こと​が​成じょう就じゅ​する​ため​で​ある。
20 見みよ、わたし​が​指し定てい​した​①場ば所しょ​の​ほか​に​指し定てい​される​所ところ​は​どこ​も​ない。わたし​の​聖せい徒と​たち​の​集しゅう合ごう​の​業わざ​の​ため​に、わたし​が​指し定てい​した​場ば所しょ​の​ほか​に​指し定てい​される​所ところ​は​どこ​も​ない。
21 そして、ついに​彼かれら​の​ため​に​もう​余よ地ち​の​ない​日ひ​が​来くる。その​とき、わたし​が​彼かれら​に​指し定てい​する​ほか​の​場ば所しょ​が​ある。シオン​の​幕まく​の​ため​に、すなわち​シオン​を​強つよめる​ため​に、それら​は​①ステーク​と​呼よばれる。
22 見みよ、わたし​の​思おもい​は、わたし​の​名な​を​呼よび、わたし​の​永遠えいえん​の​福ふく音いん​に​従したがって​わたし​を​礼れい拝はい​する​者もの​が​皆みな​①集あつまり、②聖せい​なる​場ば所しょ​に​立たち、
23 来きたる​べき​啓けい示じ​に​備そなえる​こと​で​ある。その​とき、地ち​を​隠かくす​わたし​の​幕まく屋や​に​ある​神殿しんでん​を​覆おおって​いる​①幕まく​は​取とり去さられて、すべて​の​肉にく​なる​もの​が​ともに​わたし​を​②見みる。
24 また、人ひと​も、野の​の​獣けもの​も、空そら​の​鳥とり​も、海う み​の​魚うお​も、全ぜん​地ち​の​面おもて​に​住すんで​いる​すべて​の​①朽くちる​もの​が​②焼やき​尽つくされる。
25 元げん素そ​から​成なる​もの​は​酷こく熱ねつ​に​①溶とかされる。そして、万物ばんぶつ​が​②新あたらしく​なって、わたし​の​知ち識しき​と​③栄えい光こう​が​全ぜん​地ち​の​うえ​に​ある。
26 その​日ひ、人ひと​の​①敵てき意い、もろもろ​の​生いき物もの​の​敵てき意い、すなわち​すべて​の​肉にく​なる​もの​の​敵てき意い​が、わたし​の​前まえ​から​②なくなる。
27 その​日ひ​に​は、人ひと​が​求もとめる​もの​は​何なんでも​与あたえられる。
28 また、その​日ひ​に​は、①サタン​は​だれ​を​も​誘ゆう惑わく​する​力ちから​を​持もたない。
29 また、死し​が​ない​ので​①悲かなしみ​も​ない。
30 その​日ひ​に​は、①幼よう児じ​は​年とし​を​取とる​まで​死しぬ​こと​は​ない。そして、人ひと​の​生涯しょうがい​は​木き​の​寿命じゅみょう​の​よう​で​ある。
31 また、人ひと​は​死しぬ​とき​に​眠ねむる​こと​なく、すなわち​地ち​の​中なか​に​眠ねむる​こと​なく、一いっ瞬しゅん​の​うち​に​①変かえられて​②引ひき上あげられる。そして、彼かれ​の​安あん息そく​は​栄えい光こう​ある​もの​と​なる。
32 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。主しゅ​が​来くる​その​①日ひ​に、主しゅ​は​すべて​の​こと​を​②明あきらか​に​する。
33 すなわち、過すぎ去さった​こと、だれ​も​知しらなかった​①隠かくされて​いた​こと、地ち球きゅう​が​造つくられた​方ほう法ほう​と​その​目もく的てき​と​行ゆく末すえ​など​地ち球きゅう​に​関かんする​こと、
34 最もっとも​貴とうとい​こと、上うえ​に​ある​こと、下した​に​ある​こと、地ち中ちゅう​や​地ち上じょう​や​天てん​に​ある​こと​を。
35 わたし​の​名な​の​ため​に​①迫はく害がい​を​受うけ、信しん仰こう​を​もって​堪たえ忍しのぶ​者もの​は​皆みな、たとえ​召めされて​②わたし​の​ため​に​命いのち​を​捨すてる​と​して​も、なお​彼かれら​は​この​すべて​の​栄えい光こう​に​あずかる​で​あろう。
36 それゆえ、①死し​に​至いたる​まで​も​恐おそれて​は​ならない。この世よ​で​は​あなたがた​の​喜よろこび​は​満みたされない​が、わたし​に​あって​あなたがた​の​②喜よろこび​は​満みたされる​から​で​ある。
37 それゆえ、体からだ​も​体からだ​の​命いのち​も​心こころ​に​かけて​は​ならない。①霊れい​と​霊れい​の​命いのち​と​を​心こころ​に​かけ​なさい。
38 また、あなたがた​は​①忍耐にんたい​する​こと​に​よって​自じ分ぶん​の​霊れい​を​保たもつ​ため​に、常つねに​主しゅ​の​顔かお​を​②求もとめ​なさい。そう​すれ​ば、あなたがた​は​永遠えいえん​の​命いのち​を​得える​で​あろう。
39 人々ひとびと​が​わたし​の​①永遠えいえん​の​福ふく音いん​に​召めされ、永遠えいえん​の​聖せい約やく​を​交かわす​とき、彼かれら​は​②地ち​の​塩しお、また​人ひと​の​味あじ​と​見みなされる。
40 彼かれら​は​人ひと​の​味あじ​と​なる​よう​に​召めされる。それゆえ、もし​地ち​の​塩しお​が​その​塩しお気け​を​失うしなったら、見みよ、もはや​何なんの​役やく​に​も​立たたず、ただ​外そと​に​捨すてられて、人々ひとびと​に​踏ふみつけられる​だけ​で​ある。
41 見みよ、ここ​に​シオン​の​子こら​に​関かんする​知ち恵え​が​ある。すなわち、その​すべて​で​は​ない​が、多おおく​の​者もの​に​関かんする​知ち恵え​が​ある。彼かれら​は​戒いましめ​に​背そむく​者もの​で​ある​と​された。それゆえ、必かならず​①懲こらしめ​を​受うけ​なければ​ならない。
42 自じ分ぶん​を​①高たかく​する​者もの​は​低ひくく​され、自じ分ぶん​を​②低ひくく​する​者もの​は​高たかく​される​で​あろう。
43 さて、あなたがた​が​シオン​の​贖あがない​に​ついて、わたし​の​思おもい​を​知しる​こと​が​できる​よう​に、一つ​の​たとえ​を​示しめそう。
44 ある​①身み分ぶん​の​高たかい​人ひと​が、特とく別べつ​な​良よい​土と地ち​を​一​か所しょ​持もって​いた。そして、彼かれ​は​僕しもべ​たち​に​言いった。「おまえたち​は​わたし​の​②果か樹じゅ園えん、すなわち​この​特とく別べつ​な​良よい​土と地ち​へ​行いって、十二​本ほん​の​オリーブ​の​木き​を​植うえ​なさい。
45 そして、それら​の​周まわり​に​①見み張はり​人にん​たち​を​置おき、また​一つ​の​見み張はり​台だい​を​築きずいて、その​台だい​の​上うえ​で​見み張はり​人にん​と​なる​者もの​が​周まわり​の​土と地ち​を​見み渡わたせる​よう​に​しなさい。この​よう​に​して、敵てき​が​やって​来きて、わたし​の​果か樹じゅ園えん​の​実み​を​奪うばって​自じ分ぶん​の​もの​に​しよう​と​する​とき​に、わたし​の​オリーブ​の​木き​が​折おり​倒たおされる​こと​の​ない​よう​に​しなさい。」
46 さて、その​身み分ぶん​の​高たかい​人ひと​の​僕しもべ​たち​は​行いって、主人しゅじん​が​命めいじた​よう​に​行おこない、オリーブ​の​木き​を​植うえ、一つ​の​垣かき​を​巡めぐらし、見み張はり​人にん​たち​を​置おき、また​一つ​の​見み張はり​台だい​を​築きずき​始はじめた。
47 そして、まだ​その​土ど台だい​を​据すえて​いた​とき​に、彼かれら​は​仲なか間ま​内うち​で、「わたし​の​主人しゅじん​に、なぜ​この​見み張はり​台だい​が​必ひつ要よう​な​の​か」と​言いい​始はじめた。
48 そして、久ひさしく​相そう談だん​し、仲なか間ま​内うち​で​言いった。「今いま​は​平へい和わ​な​時とき​で​ある​の​に、主人しゅじん​に、なぜ​この​見み張はり​台だい​が​必ひつ要よう​な​の​か。
49 この​金かね​を​銀行ぎんこう​に​預あずけて​は​どう​だろう。この​よう​な​こと​は​必ひつ要よう​が​ない​の​だから。」
50 彼かれら​は​互たがいに​意い見けん​の​合あわない​うち​に、非ひ常じょう​に​怠たい惰だ​に​なった。そして、その​主人しゅじん​の​命令めいれい​に​聞きき​従したがわなかった。
51 すると、夜よる​に​敵てき​が​やって​来きて、①垣かき​を​壊こわした。そこで、身み分ぶん​の​高たかい​人ひと​の​僕しもべ​たち​は​起おき​出だし、驚おどろいて​逃にげた。そこで、敵てき​は​彼かれら​の​造つくった​もの​を​壊こわし、オリーブ​の​木き​を​折おり​倒たおした。
52 さて​見みよ、身み分ぶん​の​高たかい​人ひと、すなわち​その​果か樹じゅ園えん​の​主人しゅじん​は​僕しもべ​たち​の​ところ​に​やって​来きて、彼かれら​に​言いった。「どう​した​こと​だ。この​大おおきな​災わざわい​の​原因げんいん​は​何なん​だ。
53 おまえたち​は​わたし​が​命めいじた​とおり​に​行おこなう​べき​で​は​なかった​か。おまえたち​は​果か樹じゅ園えん​で​植うえ付つけ​を​し、垣かき​を​巡めぐらし、その​防壁ぼうへき​の​上うえ​に​見み張はり​人にん​を​置おいた​後のち、敵てき​から​襲おそわれる​こと​の​ない​よう​に​見み張はり​台だい​も​築きずいて、その​見み張はり​台だい​の​上うえ​に​見み張はり​人にん​を​置おき、わたし​の​果か樹じゅ園えん​を​見み張はって​寝ね入いらない​よう​に​す​べき​で​は​なかった​の​か。
54 そう​すれ​ば、見みよ、敵てき​が​まだ​遠とおく​に​いる​間あいだ​に、見み張はり​台だい​の​上うえ​の​見み張はり​人にん​は​敵てき​に​気きづいた​こと​だろう。そして、おまえたち​は​備そなえ​を​して、敵てき​が​その​垣かき​を​壊こわす​の​を​防ふせぎ、滅ほろぼす​者もの​の​手て​から​わたし​の​果か樹じゅ園えん​を​救すくう​こと​が​できた​で​あろう​に。」
55 果か樹じゅ園えん​の​主人しゅじん​は​僕しもべ​の​一ひと人り​に​言いった。「僕しもべ​たち​の​残のこり​を​集あつめて、とどまる​よう​に​わたし​が​命めいじた​者もの​たち​を​除のぞく​わたし​の​家いえ​の​①勇ゆう士し​全ぜん員いん、すなわち、わたし​の​戦せん士し​たち、わたし​の​家いえ​の​勇ゆう士し​で​ある​すべて​の​僕しもべ​たち​の​中なか​の​若者わかもの​たち​と​中ちゅう年ねん​の​者もの​たち​を​率ひきいて​行いき​なさい。
56 そして、すぐに​わたし​の​果か樹じゅ園えん​の​地ち​へ​行いき、果か樹じゅ園えん​を​取とり戻もどし​なさい。それ​は​わたし​の​もの​だから​だ。わたし​は​それ​を​金かね​で​買かった​の​だ。
57 それ​で​ある​から、すぐに​わたし​の​土と地ち​へ​行いき、敵てき​の​防壁ぼうへき​を​取とり壊こわし、彼かれら​の​見み張はり​台だい​を​崩くずして​見み張はり​人にん​を​追おい​散ちらし​なさい。
58 敵てき​が​反抗はんこう​して​集あつまる​なら​ば、彼かれら​に​①報ほう復ふく​し、わたし​が​やがて​わたし​の​家いえ​の​残のこり​の​者もの​と​ともに​行いって​その​土と地ち​を​所しょ有ゆう​できる​よう​に​しなさい。」
59 その​僕しもべ​は​主人しゅじん​に、「いつ、その​こと​は​ある​の​でしょう​か」と​言いった。
60 彼かれ​は​僕しもべ​に​言いった。「わたし​が​望のぞむ​とき​で​ある。おまえ​は​すぐに​行いき、わたし​が​命めいじた​すべて​の​こと​を​行おこない​なさい。
61 そう​すれ​ば、わたし​が​おまえ​に​与あたえる​証しょう印いん​と​祝しゅく福ふく​は​これ​で​ある。すなわち、おまえ​は​わたし​の​家いえ​の​中なか​の​忠ちゅう実じつ​で​①賢かしこい​管かん理り​人にん、わたし​の​王おう国こく​で​②治おさめる​者もの​に​なる。」
62 そこで、僕しもべ​は​すぐに​行いって、主人しゅじん​から​命めいじられた​すべて​の​こと​を​行おこなった。そして、①多おおく​の​日ひ​の​後のち、すべて​の​こと​が​成なし遂とげられた。
63 さらに、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。すべて​の​諸しょ​教きょう会かい​が、彼かれら​の​救すくい​の​ため​に​正ただしく​かつ​適切てきせつ​な​道みち​に​喜よろこんで​導みちびかれよう​と​する​なら​ば、わたし​は​彼かれら​に​関かんして、わたし​の​内うち​に​ある​知ち恵え​を​あなたがた​に​示しめそう。
64 それ​は、わたし​の​聖せい徒と​たち​の​集しゅう合ごう​の​業わざ​が​続つづいて、わたし​が​わたし​の​名な​の​ため​に​①聖せい​なる​場ば所しょ​に​彼かれら​を​築きずき​上あげる​こと​が​できる​よう​に​する​ため​で​ある。②刈かり入いれ​の​時とき​は​来きて​おり、わたし​の​言こと葉ば​は​必かならず​③成じょう就じゅ​する​から​で​ある。
65 それゆえ、わたし​は​小こ麦むぎ​と​①毒どく麦むぎ​の​たとえ​に​従したがって​わたし​の​民たみ​を​集あつめ​なければ​ならない。それ​は、わたし​が​父ちち​の​王おう国こく​に​来きて、すべて​の​人ひと​に​その​行おこない​に​応おうじて​報むくい​を​与あたえる​とき、小こ麦むぎ​が​倉くら​に​安全あんぜん​に​納おさめられて​永遠えいえん​の​命いのち​を​得え、②日ひ​の​栄さかえ​の​栄えい光こう​を​冠かんむり​として​与あたえられる​ため​で​ある。
66 一いっ方ぽう、毒どく麦むぎ​は​束たば​に​され、縄なわ​で​強つよく​縛しばられて、消けす​こと​の​できない​火ひ​で​①焼やかれる​の​で​ある。
67 それゆえ、わたし​は​すべて​の​諸しょ​教きょう会かい​に​一つ​の​戒いましめ​を​与あたえる。教きょう会かい員いん​は、わたし​が​指し定てい​した​場ば所しょ​に​引ひき続つづき​集しゅう合ごう​しなければ​ならない。
68 しかしながら、わたし​が​以い前ぜん​の​戒いましめ​の​中なか​で​あなたがた​に​言いった​よう​に、あなたがた​は​慌あわてて​①集あつまる​こと​も、逃にげる​よう​に​して​集あつまる​こと​も​ない​よう​に​しなさい。むしろ、万ばん事じ​を​あなたがた​の​前まえ​に​備そなえる​よう​に​しなさい。
69 そして、万ばん事じ​を​あなたがた​の​前まえ​に​備そなえる​ため​に、わたし​が​これら​の​こと​に​関かんして​与あたえた​戒いましめ​を​守まもり​なさい。
70 すなわち、その​戒いましめ​が​告つげる​ところ、あるいは​教おしえる​ところ​は、わたし​の​聖せい徒と​たち​が​集しゅう合ごう​を​開かい始し​する​ため​に、シオン​の​地ち​と​なる​よう​わたし​が​定さだめた​土と地ち​の​周まわり​の​地ち域いき​に​おいて、金銭きんせん​で​①購こう入にゅう​する​こと​の​できる​すべて​の​土と地ち​を​金銭きんせん​を​もって​購こう入にゅう​する​こと、
71 すなわち、ジャクソン​郡ぐん​と​その​周まわり​の​郡ぐん​で​購こう入にゅう​する​こと​の​できる​すべて​の​土と地ち​を​購こう入にゅう​する​こと、そして​残のこり​を​わたし​の​手て​に​ゆだねる​こと​で​ある。
72 さて、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。すべて​の​教きょう会かい​は​その​金銭きんせん​を​すべて​集あつめ​なさい。これら​の​こと​を、時ときに​かなって​行おこなう​よう​に​しなさい。①急いそいで​行おこなって​は​ならない。万ばん事じ​を​あなたがた​の​前まえ​に​備そなえる​よう​に​しなさい。
73 高こう潔けつ​な​人々ひとびと、すなわち​賢明けんめい​な​人々ひとびと​を​任にん命めい​し、彼かれら​を​派は遣けん​して​これら​の​土と地ち​を​購こう入にゅう​しなさい。
74 また、東ひがし​の​地ち方ほう​の​諸しょ​教きょう会かい​は​築きずき​上あげられる​とき、もし​この​勧かん告こく​に​聞きき​従したがう​なら​ば、土と地ち​を​買かって​そこ​に​集あつまる​と​よい。この​よう​に​して、彼かれら​は​シオン​を​設せつ立りつ​する​こと​が​できる。
75 わたし​の​名な​に​ちなんで​自じ分ぶん​自じ身しん​を​呼よぶ​諸しょ​教きょう会かい​が​わたし​の​声こえ​に​①進すすんで​聞きき​従したがう​なら​ば、もう​二に度ど​と​倒たおされる​こと​の​ない​よう​に​シオン​を​贖あがなって、シオン​の​荒あれた​所ところ​を​打うち建たてる​ため​に、今いまや​すでに​十分じゅうぶん​な、まことに​豊ゆたか​な​蓄たくわえ​が​ある。
76 さらに​また、わたし​は​あなたがた、敵てき​に​散ちらされた​者もの​たち​に​言いう。わたし​の​思おもい​は、あなたがた​が、統とう治ち​者しゃ​に​任にんじられて​あなたがた​を​治おさめる​権けん威い​を​持もって​いる​者もの​たち​の​手て​に​よって​補ほ償しょう​と​譲ゆずり​戻もどし​を​受うける​ため​に、執拗しつよう​に​求もとめ​続つづける​こと​で​ある。
77 すなわち、わたし​が​制定せいてい​を​許ゆるした、また​公こう正せい​かつ​聖せい​なる​原則げんそく​に​従したがって​すべて​の​肉にく​なる​もの​の​①権けん利り​と​保ほ護ご​の​ため​に​維い持じ​される​べき、人民じんみん​の​法ほう律りつ​と​②憲法けんぽう​に​従したがって​求もとめる​こと​で​ある。
78 それ​は、すべて​の​人ひと​が​わたし​の​与あたえた​道どう徳とく的てき​な​①選択せんたく​の​自じ由ゆう​に​応おうじて、未み来らい​に​関かんする​教きょう義ぎ​と​原則げんそく​に​従したがって​行こう動どう​できる​よう​に​して、各々おのおの​が​②裁さばき​の​日ひ​に​自じ分ぶん​自じ身しん​の​罪つみ​に​対たいする​③責任せきにん​を​負おう​よう​に​する​ため​で​ある。
79 それゆえ、どんな​人ひと​で​あって​も、一ひと人り​の​人ひと​が​ほか​の​人ひと​に​束そく縛ばく​される​と​いう​こと​は​正ただしくない。
80 この​目もく的てき​の​ため​に、わたし​は​この​国くに​の​①憲法けんぽう​を​制定せいてい​する​賢人けんじん​たち​を​立たてて、彼かれら​の​手て​に​よって​その​憲法けんぽう​を​制定せいてい​し、②流りゅう血けつ​に​よって​国くに​を​贖あがなった​の​で​ある。
81 さて、わたし​は​シオン​の​子こら​を​何なに​に​たとえよう​か。彼かれら​を​女おんな​と​不ふ正せい​な​裁さい判ばん官かん​の​①たとえ​に​なぞらえよう。人々ひとびと​は​常つねに​②祈いのる​べき​で​あり、気き​を​落おとして​は​ならない​から​で​ある。その​たとえ​は、次つぎ​の​とおり​で​ある。
82 ある​町まち​に、神かみ​を​畏おそれず、人ひと​を​人ひと​と​も​思おもわない​裁さい判ばん官かん​が​いた。
83 また、その​町まち​に​一ひと人り​の​やもめ​が​いて、彼かれ​の​もと​に​やって​来きて​は、「わたし​の​相あい手て​に​報ほう復ふく​して​ください」と​言いった。
84 彼かれ​は​しばらく​の​間あいだ​聞きき入いれないで​いた​が、その後のち、心こころ​の​中なか​で​考かんがえた。「わたし​は​神かみ​を​畏おそれず、人ひと​を​人ひと​と​も​思おもわない​が、この​やもめ​が​わたし​に​面倒めんどう​を​かける​から、彼女かのじょ​の​ため​に​報ほう復ふく​して​やろう。そう​したら、絶たえず​やって​来きて​わたし​を​悩なやます​こと​が​なくなる​だろう。」
85 この​よう​に​わたし​は​シオン​の​子こら​を​たとえよう。
86 シオン​の​子こら​は​裁さい判ばん官かん​の​足あしもと​で​執拗しつよう​に​求もとめ​なさい。
87 もし​彼かれ​が​心こころ​に​留とめ​なければ、知ち事じ​の​足あしもと​で​執拗しつよう​に​求もとめ​なさい。
88 もし​知ち事じ​が​心こころ​に​留とめ​なければ、大だい統とう領りょう​の​足あしもと​で​執拗しつよう​に​求もとめ​なさい。
89 もし​大だい統とう領りょう​が​心こころ​に​留とめ​なければ、その​とき、主しゅ​は​立たって​①隠かくれ​場ば​から​出でて​来きて、憤いきどおり​を​もって​その​国くに​を​悩なやませ、
90 主しゅ​が​ふさわしい​と​する​とき​に、その​激はげしい​憤いきどおり​を​もって、また​激はげしい​怒いかり​を​もって、それら​の​邪じゃ悪あく​で、不ふ​忠ちゅう実じつ​で、不ふ正せい​な​①管かん理り​人にん​を​絶たち、彼かれら​の​持もち分ぶん​を​偽ぎ善ぜん​者しゃ​や​②不ふ​信しん仰こう​な​者もの​の​中なか​に​定さだめる​で​あろう。
91 まことに、①涙なみだ​を​流ながし、泣なき​わめき、歯はぎしり​を​する​外そと​の​暗くら闇やみ​の​中なか​に。
92 それゆえ、彼かれら​の​耳みみ​が​あなたがた​の​叫さけび​声ごえ​に​対たいして​開ひらかれる​よう​に、あなたがた​は​祈いのり​なさい。彼かれら​が​あなたがた​の​叫さけび​声ごえ​を​聞きけ​ば、わたし​は​彼かれら​を​①憐あわれんで、これら​の​こと​が​彼かれら​に​及およぶ​こと​の​ない​よう​に​する。
93 わたし​が​あなたがた​に​述のべて​きた​こと​は、必かならず​起おこる。それ​は、すべて​の​人ひと​に​①弁解べんかい​の​余よ地ち​の​ない​よう​に​する​ため​で​あり、
94 賢人けんじん​たち​や​統とう治ち​者しゃ​たち​が、彼かれら​の​かつて​①考かんがえた​こと​の​ない​こと​を​聞きいて​知しる​ため​で​あり、
95 また、わたし​が​わたし​の​行おこない、すなわち​①比ひ類るい​の​ない​行おこない​を​成なし遂とげ、わたし​の​業わざ、すなわち​比ひ類るい​の​ない​業わざ​を​行おこない​続つづけて、人々ひとびと​が​義ぎ人じん​と​悪あく人にん​の​②区く別べつ​を​知しる​こと​が​できる​よう​に​する​ため​で​ある、と​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。
96 さらに​また、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​シドニー・​ギルバート​が、わたし​が​自じ分ぶん​の​民たみ​の​ため​に​設もうけた​①倉くら​を​わたし​の​敵てき​の​手て​に​売うる​こと​は、わたし​の​戒いましめ​と​思おもい​に​反はんする。
97 わたし​の​設もうけた​もの​が、わたし​の​名な​に​ちなんで​自じ分ぶん​自じ身しん​を​①呼よぶ​者もの​たち​の​同どう意い​に​よって、わたし​の​敵てき​に​より​汚けがされる​こと​の​ない​よう​に​しなさい。
98 これ​は、わたし​が​すでに​定さだめて​いて​間まもなく​もろもろ​の​国こく民みん​に​降ふりかかる​数々かずかず​の​出で来き事ごと​の​ゆえ​に、わたし​に​対たいして​も、わたし​の​民たみ​に​対たいして​も​非ひ常じょう​に​嘆なげかわしく​かつ​重おもい​罪つみ​だから​で​ある。
99 それゆえ、たとえ​わたし​の​民たみ​が​そこ​に​住すむ​こと​を​許ゆるされなくて​も、わたし​が​彼かれら​の​ため​に​設もうけた​もの​に​ついて​彼かれら​が​権けん利り​を​主しゅ張ちょう​し、所しょ有ゆう権けん​を​保ほ有ゆう​する​こと​は、わたし​の​思おもい​に​かなう​の​で​ある。
100 わたし​は、彼かれら​が​そこ​に​住すむ​こと​は​ない​と​は​言いわない。彼かれら​は​わたし​の​王おう国こく​に​ふさわしい​実み​を​結むすび、ふさわしい​行おこない​を​する​なら​ば、将来しょうらい​そこ​に​住すむ​から​で​ある。
101 彼かれら​が​建たてて、別べつ​の​者もの​が​それ​を​①受うけ継つぐ​と​いう​こと​は​ない。彼かれら​は​ぶどう​園えん​を​設もうけ、その​実み​を​食たべる​で​あろう。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
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第​102​章
千八百三十四​年ねん​二月がつ​十七​日にち、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おける​教きょう会かい​の​最さい初しょ​の​高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい​の​組そ織しき​に​関かんする​議ぎ事じ録ろく（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい二​巻かん、二十八－三十一​ページ）。原げん​議ぎ事じ録ろく​は​オリバー・​カウドリ​長老ちょうろう​と​オーソン・​ハイド​長老ちょうろう​に​よって​記き録ろく​された。二ふつ日か​後ご、議ぎ事じ録ろく​は​預よ言げん者しゃ​に​よって​修しゅう正せい​され、高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい​に​読よみ上あげられ、評ひょう議ぎ​会かい​に​よって​承しょう認にん​された。十じゅう二に使し徒と​評ひょう議ぎ​会かい​に​関かんする​第だい​三十－三十二​節せつ​は、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​が​この​章しょう​を『教きょう義ぎと聖せい約やく』​に​含ふくめる​準じゅん備び​を​して​いた​千八百三十五​年ねん​に、彼かれ​に​よって​加くわえられた​もの​で​ある。
1－8​教きょう会かい​内ない​に​起おこる​重じゅう大だい​な​問題もんだい​を​解決かいけつ​する​ため​に、高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい​が​設もうけられる。​9－18​事じ実じつ​関かん係けい​の​審しん理り​の​ため​の​手て順じゅん​が​与あたえられる。​19－23​評ひょう議ぎ​会かい​の​会長かいちょう​が​決定けってい​を​下くだす。​24－34​上じょう訴そ​の​手て順じゅん​が​説明せつめい​される。
1 今日き ょ う、啓けい示じ​に​よって、二十四​人にん​の​大だい​祭さい司し​から​成なる​総そう会かい​が、ジョセフ・​スミス・​ジュニア​の​家いえ​で​会合かいごう​を​持もち、キリスト​の​教きょう会かい​の​①高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい​の​組そ織しき​に​着ちゃく手しゅ​した。この​高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい​は、十二​人にん​の​大だい​祭さい司し​と、必ひつ要よう​に​応おうじて​一ひと人り​ないし​三人にん​の​会長かいちょう​から​成なる​もの​で​ある。
2 この​高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい​は、教きょう会かい​内ない​で​起おこり​得うる​重じゅう大だい​な​問題もんだい​の​うち、教きょう会かい​または​①ビショップ​の​評ひょう議ぎ​会かい​に​よって​当とう事じ者しゃ​に​満足まんぞく​の​いく​解決かいけつ​が​得えられない​問題もんだい​を​解決かいけつ​する​ため​に、啓けい示じ​に​よって​設もうけられた。
3 ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と、シドニー・​リグドン​と、フレデリック・​Ｇ・​ウィリアムズ​が、総そう会かい​の​声こえ​に​よって​会長かいちょう​として​承しょう認にん​された。また、ジョセフ・​スミス・​シニア​と、ジョン・​スミス、ジョセフ・​コー、ジョン・​ジョンソン、マーティン・​ハリス、ジョン・​Ｓ・​カーター、ジェレド・​カーター、オリバー・​カウドリ、サミュエル・​Ｈ・​スミス、オーソン・​ハイド、シルベスター・​スミス、および​ルーク・​Ｓ・​ジョンソン​たち​大だい​祭さい司し​が、総そう会かい​の​全会ぜんかい​一いっ致ち​の​声こえ​に​よって、教きょう会かい​の​ため​の​常任じょうにん​評ひょう議ぎ​会かい​と​なる​よう​に​選えらばれた。
4 前ぜん記き​の​評ひょう議ぎ員いん​たち​は、その後のち、その​任にん命めい​を​受うけ入いれる​か​どう​か、また​天てん​の​律りっ法ぽう​に​従したがって​その​職しょく務む​を​遂行すいこう​する​か​どう​か​尋たずねられ、全ぜん員いん​が​その​任にん命めい​を​受うけ入いれ、彼かれら​に​授さずけられる​神かみ​の​恵めぐみ​に​従したがって​その​職しょく務む​を​果はたす​と​答こたえた。
5 教きょう会かい​の​名な​に​よって​教きょう会かい​の​ため​に​賛さん意い​を​表ひょう明めい​して​前ぜん記き​の​評ひょう議ぎ員いん​たち​を​任にんじた​総そう会かい​の​構こう成せい​員いん​は​四十三​人にん​で、次つぎ​の​とおり​で​ある。すなわち、大だい​祭さい司し​九​人にん、長老ちょうろう​十七​人にん、祭さい司し​四​人にん、会員かいいん​十三​人にん。
6 議ぎ決けつ​事じ項こう。前ぜん記き​の​評ひょう議ぎ員いん​または​正式せいしき​に​任にん命めい​された​後こう任にん​者しゃ​の​うち​の​七​人にん​が​出しゅっ席せき​して​い​なければ、高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい​は​職しょく務む​を​遂行すいこう​する​権限けんげん​を​持もてない。
7 これら​七​人にん​は、欠けっ席せき​の​評ひょう議ぎ員いん​の​代かわり​を​務つとめる​の​に​ふさわしく、かつ​能のう力りょく​が​ある​と​考かんがえられる​他た​の​大だい​祭さい司し​を​指し名めい​する​権限けんげん​を​持もつ。
8 議ぎ決けつ​事じ項こう。前ぜん記き​の​評ひょう議ぎ員いん​の​中なか​の​だれか​の​死し亡ぼう​や、戒いましめ​に​背そむく​こと​に​よる​職しょく務む​から​の​解任かいにん、あるいは​この​教きょう会かい​の​管轄かんかつ​地ち域いき​から​の​転てん居きょ​に​よって​欠員けついん​が​生しょうじた​とき​は​いつでも、それ​は​会長かいちょう​あるいは​会長かいちょう​たち​の​指し名めい​に​よって​補ほ充じゅう​され、教きょう会かい​の​名な​に​おいて​行こう動どう​する​ため​に​それ​を​承しょう認にん​する​と​いう​目もく的てき​で​召集しょうしゅう​された、大だい​祭さい司し​の​総そう会かい​の​声こえ​に​よって​承しょう認にん​され​なければ​ならない。
9 評ひょう議ぎ​会かい​の​会長かいちょう​で​も​ある​教きょう会かい​の​大だい管かん長ちょう​は、①啓けい示じ​に​よって​任にんじられ、彼かれ​が​管かん理り​する​こと​を​教きょう会かい員いん​の​声こえ​に​よって​②承しょう認にん​される。
10 彼かれ​が​教きょう会かい​の​評ひょう議ぎ​会かい​を​管かん理り​する​の​は、彼かれ​の​職しょく​の​尊厳そんげん​に​よる。また、彼かれ​自じ身しん​が​任にん命めい​された​の​と​同おなじ​方ほう法ほう​で​任にん命めい​される、他た​の​二ふた人り​の​会長かいちょう​の​補ほ佐さ​を​受うける​こと​は、彼かれ​の​特とっ権けん​で​ある。
11 また、彼かれ​を​補ほ佐さ​する​ため​に​任にん命めい​されて​いる​者もの​の​一ひと人り​あるいは​両者りょうしゃ​が​欠けっ席せき​の​場ば合あい、彼かれ​は​補ほ佐さ​なし​に​評ひょう議ぎ​会かい​を​管かん理り​する​権限けんげん​を​持もつ。また、彼かれ​自じ身しん​が​欠けっ席せき​の​場ば合あい、他た​の​会長かいちょう​の​両者りょうしゃ​あるいは​いずれ​か​一ひと人り​が、彼かれ​の​代かわり​に​管かん理り​する​権限けんげん​を​持もつ。
12 キリスト​の​教きょう会かい​の​高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい​が​前ぜん記き​の​形式けいしき​に​従したがって​正式せいしき​に​組そ織しき​されて​いる​とき​は、十二​人にん​の​評ひょう議ぎ員いん​は​数すう字じ​を​書かいた​くじ​を​引ひき、それ​に​よって​一番ばん​から​順じゅん番ばん​に​十二​番ばん​まで、十二​人にん​の​うち​の​だれ​が​最さい初しょ​に​話はなす​か​を​決きめ​なければ​ならない。
13 何なにか​の​事じ件けん​で​職しょく務む​を​果はたす​ため​に​この​評ひょう議ぎ​会かい​が​召集しょうしゅう​される​場ば合あい、十二​人にん​の​評ひょう議ぎ員いん​は​それ​が​難むずかしい​もの​か​そう​で​ない​か​考かんがえる。難むずかしい​もの​で​なければ、前まえ​に​記しるした​方式ほうしき​で​評ひょう議ぎ員いん​の​二ふた人り​だけ​が​それ​に​ついて​話はなす。
14 しかし、難むずかしい​と​思おもえ​ば、四​人にん​を​指し名めい​しなければ​ならない。また、もっと​難むずかしければ、六​人にん​を​指し名めい​しなければ​ならない。しかし、いかなる​場ば合あい​も、六​人にん​以い上じょう​を​話はなす​よう​に​指し名めい​して​は​ならない。
15 訴うったえられた​者もの​は、すべて​の​事じ件けん​に​おいて、侮ぶ辱じょく​や​不ふ公こう平へい​を​防ぼう止し​する​ため​に​評ひょう議ぎ​会かい​の​半数はんすう​の​弁べん護ご​を​受うける​権けん利り​を​持もつ。
16 評ひょう議ぎ​会かい​の​前まえ​で​話はなす​よう​に​指し名めい​された​評ひょう議ぎ員いん​たち​は、証しょう拠こ​を​検討けんとう​した​後のち、評ひょう議ぎ​会かい​の​前まえ​に​その​事じ件けん​の​真相しんそう​を​提てい示じ​しなければ​ならない。また、各かく人じん​は​公こう平へい​かつ​公こう正せい​に​話はなさなければ​ならない。
17 偶数ぐうすう、すなわち​二、四、六、八、十、十二​の​数かず​を​引ひいた​評ひょう議ぎ員いん​は、訴うったえられた​者もの​の​ため​に​立たって、侮ぶ辱じょく​と​不ふ公こう平へい​を​防ぼう止し​しなければ​ならない​人ひと​で​ある。
18 すべて​の​事じ件けん​に​おいて​証言しょうげん​を​聞きき、その​事じ件けん​に​ついて​話はなす​よう​に​指し名めい​された​評ひょう議ぎ員いん​たち​が​彼かれら​の​所見しょけん​を​述のべ​終おえた​後のち、訴うったえた​者もの​と​訴うったえられた​者もの​は​評ひょう議ぎ​会かい​の​前まえ​で​自じ分ぶん​自じ身しん​の​ため​に​語かたる​特とっ権けん​を​持もつ。
19 証言しょうげん​を​聞きき、評ひょう議ぎ員いん​と​訴うったえた​者もの​と​訴うったえられた​者もの​が​語かたり​終おえた​後のち、会長かいちょう​は​その​事じ件けん​に​ついて​自じ分ぶん​の​得えて​いる​理り解かい​に​従したがって​判決はんけつ​を​下くだし、十二​人にん​の​評ひょう議ぎ員いん​に、彼かれら​の​賛さん意い​の​表ひょう明めい​に​よって​それ​を​承しょう認にん​する​よう​に​求もとめる。
20 しかし、発言はつげん​しなかった​残のこり​の​評ひょう議ぎ員いん​たち、すなわち​彼かれら​の​中なか​の​だれか​が、証言しょうげん​と​弁論べんろん​と​を​公こう平へい​に​聞きいた​後のち、会長かいちょう​の​判決はんけつ​の​中なか​に​誤あやまり​を​見みいだした​なら​ば、彼かれら​は​それ​を​明あきらか​に​する​こと​が​できる。そう​すれ​ば、その​事じ件けん​は​再さい​審しん理り​される​こと​に​なる。
21 慎重しんちょう​な​再さい​審しん理り​の​後のち、その​事じ件けん​に​ついて​さらに​何なんら​か​の​見解けんかい​が​示しめされたら、それ​に​応おうじて​判決はんけつ​を​変へん更こう​しなければ​ならない。
22 しかし、新あらた​な​見解けんかい​が​ない​場ば合あい​は、評ひょう議ぎ員いん​の​過か半はん数すう​が​それ​を​決定けってい​する​権限けんげん​を​持もって​いる​ので、最さい初しょ​の​判決はんけつ​が​その​まま​有効ゆうこう​で​ある。
23 ①教きょう義ぎ​や​原則げんそく​に​関かんする​問題もんだい​の​場ば合あい、評ひょう議ぎ​会かい​の​人々ひとびと​の​心こころ​に​その​件けん​を​明あきらか​に​する​に​十分じゅうぶん​な​記き述じゅつ​が​なければ、会長かいちょう​は​主しゅ​に​尋たずね、②啓けい示じ​に​よって​主しゅ​の​思おもい​を​知しる​こと​が​できる。
24 遠方えんぽう​の​地ち​で​は、当とう事じ者しゃ​の​双そう方ほう​あるいは​どちら​か​一いっ方ぽう​が​要請ようせい​する​とき​に、大だい​祭さい司し​たち​が​前述ぜんじゅつ​の​方ほう法ほう​に​倣ならって​評ひょう議ぎ​会かい​を​召集しょうしゅう​し​組そ織しき​して、問題もんだい​を​解決かいけつ​する​権限けんげん​を​持もつ。
25 前述ぜんじゅつ​の​大だい​祭さい司し​の​評ひょう議ぎ​会かい​は、一いち時じ的てき​に​この​よう​な​評ひょう議ぎ​会かい​を​管かん理り​する​よう​に​彼かれら​自じ身しん​の​うち​から​一ひと人り​を​任にんじる​権限けんげん​を​持もつ。
26 前述ぜんじゅつ​の​評ひょう議ぎ​会かい​に​は、その​手て続つづき​の​記き録ろく​の​写うつし​を、その​判決はんけつ​を​添そえた​すべて​の​証言しょうげん​記き録ろく​と​ともに、教きょう会かい​の​大だい管かん長ちょう​会かい​の​所しょ在ざい地ち​に​ある​高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい​に​直ただちに​送そう付ふ​する​義ぎ務む​が​ある。
27 当とう事じ者しゃ​の​双そう方ほう​あるいは​どちら​か​一いっ方ぽう​が​前述ぜんじゅつ​の​評ひょう議ぎ​会かい​の​判決はんけつ​に​不ふ満まん​で​あれ​ば、彼かれら​は​教きょう会かい​の​大だい管かん長ちょう​会かい​の​所しょ在ざい地ち​に​ある​高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい​に​上じょう訴そ​し、再さい​審しん理り​を​受うける​こと​が​できる。そこ​で​は​この​事じ件けん​は、あたかも​この​よう​な​判決はんけつ​が​下くだされなかった​か​の​よう​に、前ぜん記き​の​形式けいしき​に​従したがって​取とり扱あつかわれる。
28 遠方えんぽう​の​地ち​に​おける​この​大だい​祭さい司し​の​評ひょう議ぎ​会かい​は、教きょう会かい​に​関かんする​最もっとも​①困難こんなん​な​事じ件けん​に​ついて​のみ​召集しょうしゅう​す​べき​もの​で​ある。普ふ通つう​一般いっぱん​の​事じ件けん​で​は、この​よう​な​評ひょう議ぎ​会かい​を​召集しょうしゅう​する​に​当あたらない。
29 遠方えんぽう​の​地ち​に​おける​巡じゅん回かい​大だい​祭さい司し​や​常駐じょうちゅう​大だい​祭さい司し​は、この​よう​な​評ひょう議ぎ​会かい​を​召集しょうしゅう​する​こと​が​必ひつ要よう​か​否いな​か​を​告つげる​権限けんげん​を​持もつ。
30 遠方えんぽう​の​地ち​に​おける​高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい​や​巡じゅん回かい​大だい​祭さい司し​と、十二​人にん​の​①使し徒と​に​よって​構こう成せい​される​②巡じゅん回かい​高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい​と​の​間あいだ​に​は、その​判決はんけつ​に​差さ異い​が​ある。
31 前ぜん者しゃ​の​判決はんけつ​から​は​上じょう訴そ​が​あり得うる​が、後こう者しゃ​の​判決はんけつ​から​は​あり得えない。
32 後こう者しゃ​で​は、戒いましめ​に​対たいする​背そむき​が​関かん係けい​して​いる​場ば合あい​に、教きょう会かい​の​中ちゅう央おう​幹かん部ぶ​だけ​が​異い義ぎ​を​唱となえる​こと​が​できる。
33 議ぎ決けつ​事じ項こう。教きょう会かい​の​大だい管かん長ちょう​会かい​の​所しょ在ざい地ち​に​いる​会長かいちょう​や​会長かいちょう​たち​は、上じょう訴そ​と、それ​に​伴ともなう​証しょう拠こ​と​陳述ちんじゅつ​と​を​検討けんとう​した​後のち、上じょう訴そ​される​事じ件けん​が​正せい当とう​に​再さい​審しん理り​を​受うける​に​相そう当とう​する​か​どう​か​を​決定けってい​する​権限けんげん​を​持もつ。
34 その後のち、十二​人にん​の​評ひょう議ぎ員いん​は、だれ​が​最さい初しょ​に​話はなす​か​を​決きめる​ため​に​くじ引びき、すなわち​抽ちゅう選せん​に​移うつった。以い下か​が​その​結けっ果か​で​ある。すなわち、一．​オリバー・​カウドリ、二．​ジョセフ・​コー、三．​サミュエル・​Ｈ・​スミス、四．​ルーク・​ジョンソン、五．​ジョン・​Ｓ・​カーター、六．​シルベスター・​スミス、七．​ジョン・​ジョンソン、八．​オーソン・​ハイド、九．​ジェレド・​カーター、十．​ジョセフ・​スミス・​シニア、十一．​ジョン・​スミス、十二．​マーティン・​ハリス。
祈いのり​の​後のち、休会きゅうかい​した。
書しょ記き​​オリバー・​カウドリ
オーソン・​ハイド
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第​103​章
千八百三十四​年ねん​二月がつ​二十四​日か、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい二​巻かん、三十六－三十九​ページ）。パーリー・​Ｐ・​プラット​と​ライマン・​ワイト​が、ジャクソン​郡ぐん​の​聖せい徒と​たち​の​救きゅう助じょ​ならびに​聖せい徒と​たち​が​彼かれら​の​土と地ち​に​戻もどる​こと​に​ついて​預よ言げん者しゃ​と​協きょう議ぎ​する​ため​に、ミズーリ​から​オハイオ​州しゅう​カートランド​に​やって​来きた。この​啓けい示じ​は、彼かれら​が​到とう着ちゃく​した​後のち​に​与あたえられた​もの​で​ある。
1－4​ジャクソン​郡ぐん​の​聖せい徒と​たち​が​迫はく害がい​される​の​を​主しゅ​が​許ゆるされた​理り由ゆう。​5－10​聖せい徒と​たち​は​戒いましめ​を​守まもる​なら​ば​勝しょう利り​を​得える。​11－20​シオン​の​贖あがない​は​力ちから​に​よって​成なし遂とげられる。主しゅ​は​主しゅ​の​民たみ​の​前まえ​を​行いかれる。​21－28​聖せい徒と​たち​は​シオン​に​集しゅう合ごう​しなければ​ならない。自じ分ぶん​の​命いのち​を​捨すてる​者もの​は、再ふたたび​それ​を​見みいだす。​29－40​何人なんにん​も​の​兄きょう弟だい​たち​が​シオン​の​陣営じんえい​を​組そ織しき​して​シオン​へ​行いく​よう​に​召めされる。忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば、彼かれら​は​勝しょう利り​を​約やく束そく​される。
1 まことに、わたし​は​友とも​で​ある​あなたがた​に​言いう。見みよ、シオン​の​地ち​に​散ちらされた​兄きょう弟だい​たち​の​救すくい​と​①贖あがない​に​関かんして、あなたがた​が​自じ分ぶん​たち​の​務つとめ​を​②果はたす​方ほう法ほう​を​知しる​こと​が​できる​よう​に、わたし​は​あなたがた​に​啓けい示じ​と​戒いましめ​を​与あたえる。
2 彼かれら​は​わたし​の​敵てき​の​手て​に​よって​①追おい出だされ、打うたれた。それゆえ、わたし​は、わたし​自じ身しん​の​定さだめた​とき​に、激はげしい​怒いかり​を​これら​の​敵てき​に​限かぎりなく​注そそごう。
3 わたし​は​今いままで​彼かれら​が​そう​する​の​を​許ゆるして​きた。それ​は、彼かれら​が​その​罪ざい悪あく​の​升ます​目め​を​①満みたして、その​杯さかずき​が​満みちる​ため​で​あり、
4 また、わたし​の​名な​に​ちなんで​自じ分ぶん​自じ身しん​を​呼よぶ​者もの​たち​が、わたし​の​与あたえた​訓くん戒かい​と​戒いましめ​に​完全かんぜん​に​は​①聞きき​従したがわなかった​ので、しばし​の​間あいだ、ひどく​かつ​厳きびしい​②懲こらしめ​を​受うける​よう​に​する​ため​で​ある。
5 しかし、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​民たみ​が、主しゅ​なる​彼かれら​の​神かみ​で​ある​わたし​の​与あたえる​①勧かん告こく​に​今いま​この​時じ点てん​から​聞きき​従したがう​なら​ば、わたし​は、彼かれら​が​将来しょうらい​はっきり​と​理り解かい​する​一つ​の​定さだめ​を​すでに​下くだして​いる。
6 見みよ、わたし​が​定さだめた​ので、彼かれら​は​まさに​今いま​この​時じ点てん​から、わたし​の​敵てき​に​打うち勝かち​始はじめる​で​あろう。
7 主しゅ​なる​彼かれら​の​神かみ​で​ある​わたし​の​語かたる​すべて​の​言こと葉ば​に​①聞きき​従したがう​こと​に​よって、彼かれら​は​絶たえず​勝しょう利り​を​得える​で​あろう。そして、ついに​は​世よ​の​もろもろ​の​②王おう国こく​が​わたし​の​足あし​の​下した​に​従したがい、地ち​が​③聖せい徒と​たち​に​④与あたえられて、聖せい徒と​たち​は​とこしえ​に​いつまで​も​これ​を​⑤所しょ有ゆう​する​よう​に​なる​で​あろう。
8 しかし、もしも​わたし​の​民たみ​が​わたし​の​戒いましめ​を​①守まもらず、わたし​の​すべて​の​言こと葉ば​に​聞きき​従したがおう​と​しなければ、世よ​の​王おう国こく​が​彼かれら​に​打うち勝かつ​で​あろう。
9 彼かれら​は​世よ​の​①光ひかり​と​なり、人々ひとびと​の​救すくい​手て​と​なる​よう​に​定さだめられた。
10 もしも​彼かれら​が​人々ひとびと​の​救すくい​手て​で​なければ、彼かれら​は​塩しお気け​を​失うしなった​①塩しお​の​よう​で​あり、もはや​何なんの​役やく​に​も​立たたず、ただ​外そと​に​捨すてられて​人々ひとびと​に​踏ふみつけられる​だけ​で​ある。
11 しかし、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​は、散ちらされた​あなたがた​の​兄きょう弟だい​たち​が​その​①受うけ継つぎ​の​地ち​に​帰かえって、シオン​の​荒あれた​所ところ​を​築きずき​上あげる​よう​に​定さだめた。
12 わたし​が​以い前ぜん​の​戒いましめ​の​中なか​で​あなたがた​に​言いった​よう​に、①多おおく​の​艱難かんなん​の​後のち​に​祝しゅく福ふく​が​来くる​の​で​ある。
13 見みよ、あなたがた​の​贖あがない​と、あなたがた​の​兄きょう弟だい​たち​の​贖あがない、すなわち​彼かれら​が​シオン​の​地ち​に​戻もどされて、打うち立たてられ、もう​二に度ど​と​倒たおされる​こと​の​ない​こと、これ​が、わたし​が​あなたがた​の​艱難かんなん​と​あなたがた​の​兄きょう弟だい​たち​の​艱難かんなん​の​後のち​に​来くる​と​約やく束そく​した​祝しゅく福ふく​で​ある。
14 しかしながら、もしも​彼かれら​が​その​受うけ継つぎ​を​汚けがす​なら​ば、彼かれら​は​倒たおされる。彼かれら​が​その​受うけ継つぎ​を​汚けがす​なら​ば、わたし​は​彼かれら​を​容よう赦しゃ​しない​から​で​ある。
15 見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。シオン​の​贖あがない​は​力ちから​に​よって​成なし遂とげられ​なければ​ならない。
16 それゆえ、わたし​は​一ひと人り​の​男おとこ​を​わたし​の​民たみ​の​ため​に​立たてよう。その​男おとこ​は、①モーセ​が​イスラエル​の​子こら​を​導みちびいた​よう​に​彼かれら​を​導みちびく​で​あろう。
17 あなたがた​は​イスラエル​の​子こら​で​あり、①アブラハム​の​子し孫そん​で​あって、力ちから​に​より、また​伸のべられた​腕うで​を​もって、囚とらわれ​の​身 み​から​導みちびき​出だされなければ​ならない​から​で​ある。
18 そして、あなたがた​の​先せん祖ぞ​が​最さい初しょ​に​導みちびかれた​よう​に、まことに​シオン​は​贖あがなわれる​で​あろう。
19 それゆえ、あなたがた​は​気き落おち​して​は​ならない。わたし​は​あなたがた​の​先せん祖ぞ​に、「わたし​の​①天てん使し​は​あなたがた​の​前まえ​を​上のぼって​行いく​けれども、わたし​は​②一いっ緒しょ​で​は​ない」と​言いった​が、あなたがた​に​は​その​よう​に​言いわない​から​で​ある。
20 むしろ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。「わたし​の​①天てん使し​たち​は​あなたがた​の​前まえ​を​上のぼって​行いき、わたし​も​ともに​おり、やがて​あなたがた​は​良よい​土と地ち​を​②所しょ有ゆう​する​で​あろう。」
21 まことに、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​こそ、わたし​が​あなたがた​に​述のべた​たとえ​の​中なか​で​①果か樹じゅ園えん​の​主人しゅじん​の​語かたり​かけた​僕しもべ​に​たとえた​②人ひと​で​ある。
22 それゆえ、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​は、シオン​の​地ち、すなわち​わたし​に​奉ほう献けん​された​金銭きんせん​を​もって​わたし​が​買かった​土と地ち​に​集あつまる​よう​に、わたし​の​家いえ​の​①勇ゆう士し、すなわち、わたし​の​若者わかもの​たち​と​中ちゅう年ねん​の​者もの​たち​に​言いい​なさい。
23 また、すべて​の​教きょう会かい​は、賢かしこい​人々ひとびと​を​金銭きんせん​を​持もたせて​遣つかわし、わたし​が​命めいじた​よう​に​土と地ち​を​①購こう入にゅう​しなさい。
24 また、あなたがた​が​わたし​の​敵てき​に​対たいする​証しょう拠こ​を​わたし​の​前まえ​に​持もって来きた​後のち​に、彼かれら​が、わたし​が​シオン​の​地ち​と​なる​よう​に​聖別せいべつ​した​良よい​①土と地ち​から、すなわち​あなたがた​自じ身しん​の​土と地ち​から、あなたがた​を​追おい払はらう​ため​に​あなたがた​に​向むかって​来くる​なら​ば、あなたがた​は​彼かれら​を​のろわ​なければ​ならない。
25 また、だれ​で​あろう​と、あなたがた​が​のろう​者もの​を​わたし​は​のろう​で​あろう。また、あなたがた​は​わたし​の​敵てき​に​報ほう復ふく​しなければ​ならない。
26 わたし​を​憎にくむ​者もの​たち​の​三​代だい、四​代だい​に​至いたる​まで、わたし​は​あなたがた​と​ともに​いて、わたし​の​敵てき​に​①報ほう復ふく​する​で​あろう。
27 だれ​も​わたし​の​ため​に​自じ分ぶん​の​命いのち​を​捨すてる​の​を​恐おそれて​は​ならない。わたし​の​ため​に​自じ分ぶん​の​命いのち​を​①捨すてる​者もの​は、再ふたたび​それ​を​見みいだす​から​で​ある。
28 また、わたし​の​ため​に​進すすんで​自じ分ぶん​の​命いのち​を​捨すてない​者もの​は、わたし​の​弟で子し​で​は​ない。
29 わたし​の​思おもい​は、わたし​の​僕しもべ​①シドニー・​リグドン​が、東ひがし​の​地ち方ほう​に​おける​会衆かいしゅう​の​中なか​で​その​声こえ​を​上あげて、シオン​の​回復かいふく​と​贖あがない​に​関かんして​わたし​が​諸しょ​教きょう会かい​に​与あたえた​戒いましめ​を​守まもる​よう​に、彼かれら​を​備そなえる​こと​で​ある。
30 わたし​の​思おもい​は、わたし​の​僕しもべ​①パーリー・​Ｐ・​プラット​と​わたし​の​僕しもべ​ライマン・​ワイト​が、シオン​の​地ち​に​上のぼって​行いく​隊たい​を、十​人にん、二十​人にん、五十​人にん、百​人にん​ずつ​得えて、わたし​の​家いえ​の​②勇ゆう士し​五百​人にん​を​得える​まで、兄きょう弟だい​たち​の​地ち​に​帰かえらない​こと​で​ある。
31 見みよ、これ​が​わたし​の​思おもい​で​ある。求もとめ​なさい。そう​すれ​ば、与あたえられる​で​あろう。しかし、人ひと​は​①いつでも​わたし​の​思おもう​ところ​を​行おこなう​わけ​で​は​ない。
32 それゆえ、あなたがた​は、もし​五百​人にん​を​得える​こと​が​でき​なければ、三百​人にん​を​得える​よう​に​熱心ねっしん​に​努つとめ​なさい。
33 また、もし​三百​人にん​を​得える​こと​が​でき​なければ、百​人にん​を​得える​よう​に​熱心ねっしん​に​努つとめ​なさい。
34 しかし、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​は​あなたがた​に​戒いましめ​を​与あたえる。あなたがた​と​ともに​シオン​の​地ち​に​上のぼって​行いく​わたし​の​家いえ​の​勇ゆう士し​百​人にん​を​得える​まで、シオン​の​地ち​に​上のぼって​行いって​は​ならない。
35 それゆえ、わたし​が​あなたがた​に​言いった​よう​に、求もとめ​なさい、そう​すれ​ば​与あたえられる​で​あろう。わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​が​あなたがた​と​ともに​行いき、わたし​の​民たみ​の​中なか​で​管かん理り​し、①奉ほう献けん​された​土と地ち​で​わたし​の​王おう国こく​を​組そ織しき​し、あなたがた​に​与あたえられた、また​将来しょうらい​与あたえられる​律りっ法ぽう​と​戒いましめ​の​上うえ​に​シオン​の​子こら​を​打うち立たてる​こと​が​できる​よう​に、真しん剣けん​に​祈いのり​なさい。
36 すべて​の​勝しょう利り​と​栄えい光こう​は、あなたがた​の​①熱心ねっしんさ​と、忠ちゅう実じつさ​と、②信しん仰こう​の​祈いのり​を​通とおして​あなたがた​に​もたらされる​の​で​ある。
37 わたし​の​僕しもべ​パーリー・​Ｐ・​プラット​は、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と​ともに​旅たび​を​しなさい。
38 わたし​の​僕しもべ​ライマン・​ワイト​は、わたし​の​僕しもべ​シドニー・​リグドン​と​ともに​旅たび​を​しなさい。
39 わたし​の​僕しもべ​ハイラム・​スミス​は、わたし​の​僕しもべ​フレデリック・​Ｇ・​ウィリアムズ​と​ともに​旅たび​を​しなさい。
40 わたし​の​僕しもべ​オーソン・​ハイド​は、わたし​の​僕しもべ​オーソン・​プラット​と​ともに​旅たび​を​し、わたし​が​あなたがた​に​与あたえた​これら​の​戒いましめ​を​守まもる​ため​に、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​が​彼かれら​に​告つげる​所ところ​へ​どこ​へ​で​も​行いき​なさい。そして、残のこり​は​わたし​の​手て​に​ゆだね​なさい。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
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第​104​章
千八百三十四​年ねん​四月がつ​二十三​日にち、共きょう同どう​制せい度ど、すなわち​貧まずしい​人ひと​を​益えきする​ため​の​教きょう会かい​の​制せい度ど​に​関かんして、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい二​巻かん、五十四－六十​ページ）。この​啓けい示じ​が​与あたえられた​の​は、大だい管かん長ちょう​会かい​と​他た​の​大だい​祭さい司し​たち​の​評ひょう議ぎ​会かい​で​の​こと​で​ある。この​評ひょう議ぎ​会かい​で​は、人々ひとびと​の​緊急きんきゅう​の​物ぶっ質しつ的てき​必ひつ要よう​が​考こう慮りょ​された。カートランド​の​共きょう同どう​制せい度ど​は​一いち時じ的てき​に​解散かいさん​されて​再さい​組そ織しき​され、財ざい産さん​は​その​制せい度ど​の​会員かいいん​の​間あいだ​で​管かん理り人にん​の​職しょく​として​分配ぶんぱい​される​こと​に​なった。
1－10​共きょう同どう​制せい度ど​に​反はんして​戒いましめ​に​背そむく​聖せい徒と​たち​は​のろわれる。​11－16​主しゅ​は​御ご​自じ分ぶん​の​方ほう法ほう​で​聖せい徒と​たち​を​扶ふ養よう​される。​17－18​福ふく音いん​の​律りっ法ぽう​に​よって、貧まずしい​人ひと​の​世せ話わ​の​仕し方かた​が​規き定てい​される。​19－46​何人なんにん​か​の​兄きょう弟だい​たち​の​管かん理り人にん​の​職しょく​と​祝しゅく福ふく​が​示しめされる。​47－53​カートランド​の​共きょう同どう​制せい度ど​と​シオン​の​制せい度ど​は、別べっ個こ​に​運営うんえい​される​こと​に​なる。​54－66​主しゅ​の​神聖しんせい​な​金きん庫こ​が、聖文せいぶん​の​印いん刷さつ​の​ため​に​設もうけられる。​67－77​共きょう同どう​制せい度ど​の​一般いっぱん​金きん庫こ​は、会員かいいん​の​同どう意い​に​基もとづいて​運営うんえい​される​こと​に​なる。​78－86​共きょう同どう​制せい度ど​に​属ぞくする​者もの​は、自じ分ぶん​の​負ふ債さい​を​すべて​返へん済さい​しなければ​ならない。そう​すれ​ば、主しゅ​は​金銭きんせん​上じょう​の​束そく縛ばく​から​彼かれら​を​救すくい​出だして​くださる。
1 まことに、わたし​は​友とも​で​ある​あなたがた​に​言いう。わたし​が​①共きょう同どう​制せい度ど​また​永遠えいえん​の​制せい度ど​として​組そ織しき​し、設せつ立りつ​する​こと​を​命めいじた​制せい度ど​に​属ぞくする​すべて​の​財ざい産さん​に​関かんして、わたし​は​あなたがた​に​勧かん告こく​と​戒いましめ​を​与あたえる。この​制せい度ど​は、わたし​が​来くる​まで​わたし​の​教きょう会かい​を​益えきし、人々ひとびと​を​救すくう​ため​の​もの​で​ある。
2 わたし​が​命めいじた​この​こと​に​は、わたし​から​命めいじられた​者もの​たち​が​忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば​多おおく​の​祝しゅく福ふく​を​もって​祝しゅく福ふく​される​と​いう、不ふ変へん​不ふ易えき​の​約やく束そく​が​伴ともなって​いた。
3 しかし、もしも​忠ちゅう実じつ​で​なければ、彼かれら​は​やがて​のろわれる​こと​に​なって​いた。
4 それゆえ、わたし​の​僕しもべ​の​中なか​の​ある​者もの​たち​が​戒いましめ​を​守まもらず、①貪欲どんよく​に​よって、また​偽いつわり​の​言こと葉ば​を​もって​聖せい約やく​を​破やぶった​ので、わたし​は​非ひ常じょう​に​ひどく​かつ​厳きびしい​のろい​を​もって​彼かれら​を​のろった​の​で​ある。
5 その​制せい度ど​に​属ぞくする​だれか​が​戒いましめ​に​背そむく​者もの​で​ある​と​分わかれ​ば、言いい​換かえれば、あなたがた​を​結むすび​合あわせる​聖せい約やく​を​破やぶる​なら​ば、彼かれ​は​生涯しょうがい​のろわれて、わたし​が​望のぞむ​者もの​に​より​踏ふみつけられる​と、主しゅ​なる​わたし​は​心こころ​の​中なか​に​定さだめた​から​で​ある。
6 主しゅ​なる​わたし​は、これら​の​こと​で​①侮あなどられる​こと​は​ない​から​で​ある。
7 これ​は​すべて、あなたがた​の​中なか​の​罪つみ​の​ない​者もの​が​正ただしくない​者もの​と​ともに​罪つみ​に​定さだめられる​こと​の​ない​ため​で​あり、また​あなたがた​の​中なか​の​罪つみ​の​ある​者もの​が​罰ばつ​を​免まぬがれる​こと​の​ない​ため​で​ある。主しゅ​なる​わたし​は、わたし​の​右みぎ手て​に​おける​①栄えい光こう​の​冠かんむり​を​あなたがた​に​約やく束そく​した​から​で​ある。
8 それゆえ、もし​あなたがた​が​戒いましめ​に​背そむく​者もの​で​ある​と​分わかれ​ば、あなたがた​は​生涯しょうがい、わたし​の​激はげしい​怒いかり​を​免まぬがれる​こと​は​できない。
9 あなたがた​は、戒いましめ​に​背そむいて​①絶たたれる​なら​ば、贖あがない​の​日ひ​まで​②サタン​から​③打うたれる​の​を​免まぬがれる​こと​は​できない。
10 この​制せい度ど​に​属ぞくする​者もの​で、戒いましめ​に​背そむく​者もの​で​ある​こと​が​分わかり、しかも​その​悪あく​を​悔くい改あらためない​者もの​が​いれ​ば、あなたがた​が​その​者もの​を​サタン​に​引ひき渡わたして​打うたせる​よう​に、わたし​は、まさに​今いま​この​時じ点てん​から​あなたがた​に​力ちから​を​与あたえる。しかも、彼かれ​は​あなたがた​に​害悪がいあく​を​①及およぼす​力ちから​を​持もたない​で​あろう。
11 わたし​の​知ち恵え​に​かなう​ので、一つ​の​戒いましめ​を、わたし​は​あなたがた​に​与あたえる。あなたがた​は​自みずから​を​組そ織しき​し、すべて​の​人ひと​を​その​①管かん理り人にん​の​職しょく​に​任にんじ​なければ​ならない。
12 それ​は、すべて​の​人ひと​が、自じ分ぶん​に​定さだめられる​管かん理り人にん​の​職しょく​に​ついて​わたし​に​報ほう告こく​できる​よう​に​する​ため​で​ある。
13 主しゅ​なる​わたし​が、被ひ造ぞう​物ぶつ​の​ため​に​造つくって​備そなえた​この世よ​の​もろもろ​の​祝しゅく福ふく​に​対たいする​①管かん理り​人にん​として​の​②責任せきにん​を、すべて​の​人ひと​に​取とらせる​こと​は、必ひつ要よう​な​こと​だから​で​ある。
14 主しゅ​なる​わたし​は​天てん​を​広ひろげ、また​地ち​を​①築きずいた。これら​は​まことに​わたし​の​②手て​の​業わざ​で​ある。そして、その​中なか​に​ある​万物ばんぶつ​は​わたし​の​もの​で​ある。
15 万物ばんぶつ​は​わたし​の​もの​で​ある​から、わたし​が​意い図と​して​いる​の​は、聖せい徒と​たち​に​必ひつ要よう​な​もの​を​与あたえる​こと​で​ある。
16 しかし​それ​は、わたし​自じ身しん​の​①方ほう法ほう​で​行おこなわれ​なければ​ならない。見みよ、富とんで​いる​者もの​を​低ひくく​する​こと​に​よって​②貧まずしい​者もの​を​高たかく​する​こと、これ​こそ、主しゅ​なる​わたし​が​聖せい徒と​たち​に​必ひつ要よう​な​もの​を​与あたえる​ため​に​定さだめた​方ほう法ほう​で​ある。
17 ①地ち​は​満みちて​おり、十分じゅうぶん​に​あり余あまって​いる​から​で​ある。まことに、わたし​は​すべて​の​もの​を​備そなえ、人ひと​の​子こら​が​②自みずから​選択せんたく​し​行こう動どう​する​者もの​と​なる​よう​に​した。
18 それゆえ、わたし​の​造つくった​①豊ゆたか​な​もの​の​中なか​から​取とり​ながら、わたし​の​福ふく音いん​の​②律りっ法ぽう​に​従したがって​③貧まずしい​者もの​や​乏とぼしい​者もの​に​物もの​を​分わけ​与あたえる​こと​を​しない​者もの​は、悪あく人にん​と​ともに、④地じ獄ごく​で​苦くるしみ​ながら​見み上あげる​で​あろう。
19 さて、まことに、わたし​は​この​①制せい度ど​の​財ざい産さん​に​関かんして​あなたがた​に​言いう。
20 わたし​の​僕しもべ​シドニー・​リグドン​に​は、わたし​が​命めいじる​とき​に、わたし​の​望のぞむ​まま​に​彼かれ​が​わたし​の​ぶどう​園えん​で​働はたらく​間あいだ、彼かれ​を​扶ふ養よう​する​ため​に、彼かれ​が​今いま​住すんで​いる​場ば所しょ​と​皮かわなめし​所じょ​の​敷しき地ち​を​彼かれ​の​管かん理り​の​財ざい産さん​として​定さだめる​よう​に​しなさい。
21 すべて​の​こと​を、カートランド​の​地ち​に​住すむ​この​制せい度ど​の​会員かいいん​の​助じょ言げん​と、この​制せい度ど​の​会員かいいん​の​一いっ致ち​した​同どう意い​や​声こえ​に​従したがって​行おこない​なさい。
22 この​管かん理り​の​財ざい産さん​と​祝しゅく福ふく​を、主しゅ​なる​わたし​は、わたし​の​僕しもべ​シドニー・​リグドン​と​彼かれ​の​後のち​の​子し孫そん​へ​の​祝しゅく福ふく​として​彼かれ​に​授さずける。
23 また、彼かれ​が​わたし​の​前まえ​に​謙遜けんそん​で​あれ​ば、わたし​は​彼かれ​に​数々かずかず​の​祝しゅく福ふく​を​増まし​加くわえよう。
24 さらに​また、わたし​の​僕しもべ​マーティン・​ハリス​に​は、彼かれ​と​彼かれ​の​後のち​の​子し孫そん​の​ため​に、わたし​の​僕しもべ​ジョン・​ジョンソン​が​以い前ぜん​の​受うけ継つぎ​の​地ち​と​引ひき​換かえ​に​得えた​土と地ち​の​敷しき地ち​を、彼かれ​の​管かん理り​の​財ざい産さん​として​定さだめる​よう​に​しなさい。
25 また、彼かれ​が​忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば、わたし​は​彼かれ​と​彼かれ​の​後のち​の​子し孫そん​に​数々かずかず​の​祝しゅく福ふく​を​増まし​加くわえよう。
26 また、わたし​の​僕しもべ​マーティン・​ハリス​に、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​が​指し示じ​する​とおり​に、わたし​の​言こと葉ば​を​宣言せんげん​する​ため​に​金銭きんせん​を​ささげ​させ​なさい。
27 さらに​また、わたし​の​僕しもべ​フレデリック・​Ｇ・​ウィリアムズ​に​は、彼かれ​が​今いま​住すんで​いる​場ば所しょ​を​所しょ有ゆう​させ​なさい。
28 わたし​の​僕しもべ​オリバー・​カウドリ​に​は、印いん刷さつ​所じょ​として​使つかわれる​家いえ​に​隣接りんせつ​する​区く画かく​された​敷しき地ち、すなわち​第だい一​の​敷しき地ち​と、彼かれ​の​父親ちちおや​が​住すんで​いる​敷しき地ち​を​所しょ有ゆう​させ​なさい。
29 わたし​の​僕しもべ​たち、フレデリック・​Ｇ・​ウィリアムズ​と​オリバー・​カウドリ​に、印いん刷さつ​所じょ​と​それ​に​付ふ属ぞく​する​すべて​の​もの​を​与あたえ​なさい。
30 これ​は​彼かれら​に​定さだめられる​管かん理り​の​財ざい産さん​と​なる。
31 彼かれら​が​忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば、見みよ、わたし​は​彼かれら​を​祝しゅく福ふく​し、数々かずかず​の​祝しゅく福ふく​を​増まし​加くわえよう。
32 これ​は、彼かれら​と​彼かれら​の​後のち​の​子し孫そん​の​ため​に、わたし​が​彼かれら​を​任にんじた​管かん理り人にん​の​職しょく​の​初はじめ​で​ある。
33 彼かれら​が​忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば、わたし​は​彼かれら​と​彼かれら​の​後のち​の​子し孫そん​に​数々かずかず​の​祝しゅく福ふく​を、まことに​多おおく​の​祝しゅく福ふく​を​増まし​加くわえよう。
34 さらに​また、わたし​の​僕しもべ​ジョン・​ジョンソン​に、彼かれ​が​住すんで​いる​家いえ​と​受うけ継つぎ​の​地ち​の​すべて​を​与あたえ​なさい。ただし、わたし​の​家いえ​を​①建たてる​ため​に​確かく保ほ​されて​いる​その​受うけ継つぎ​の​地ち​に​付ふ属ぞく​する​土と地ち、ならびに​わたし​の​僕しもべ​オリバー・​カウドリ​の​ため​に​指し定てい​された​敷しき地ち​は​除じょ外がい​される。
35 彼かれ​が​忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば、わたし​は​彼かれ​に​数々かずかず​の​祝しゅく福ふく​を​増まし​加くわえよう。
36 わたし​の​思おもい​は、御み霊たま​の​①声こえ​に​よって、この​制せい度ど​の​会員かいいん​の​助じょ言げん​に​よって、また​この​制せい度ど​の​会員かいいん​の​声こえ​に​よって​彼かれ​に​知しらされる​とおり​に、彼かれ​が​わたし​の​聖せい徒と​たち​の​町まち​を​築きずく​ため​に​区く画かく​された​敷しき地ち​を​売うる​こと​で​ある。
37 これ​は、彼かれ​と​彼かれ​の​後のち​の​子し孫そん​へ​の​祝しゅく福ふく​として、わたし​が​彼かれ​に​定さだめた​管かん理り人にん​の​職しょく​の​初はじめ​で​ある。
38 彼かれ​が​忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば、わたし​は​彼かれ​に​多おおく​の​祝しゅく福ふく​を​増まし​加くわえよう。
39 さらに​また、わたし​の​僕しもべ​①ニューエル・​Ｋ・​ホイットニー​に​は、彼かれ​が​今いま​住すんで​いる​家いえ​と​敷しき地ち、および​商店しょうてん​の​ある​敷しき地ち​と​建物たてもの、ならびに​商店しょうてん​の​南みなみ​の​角かど​に​ある​敷しき地ち、それに​灰はい焼やき場ば​の​ある​敷しき地ち​を​定さだめる​よう​に​しなさい。
40 これ​を​すべて、わたし​は、わたし​の​僕しもべ​ニューエル・​Ｋ・​ホイットニー​の​管かん理り​の​財ざい産さん​として、彼かれ​と​彼かれ​の​後のち​の​子し孫そん​へ​の​祝しゅく福ふく​として、また​わたし​が​カートランド​の​地ち​に​おける​わたし​の​ステーク​の​ため​に​設もうけた​わたし​の​制せい度ど​の​商店しょうてん​の​益えき​の​ため​に、彼かれ​に​定さだめた​の​で​ある。
41 まことに、この​商店しょうてん​の​すべて​は、わたし​の​僕しもべ​Ｎ・​Ｋ・​ホイットニー​に、まことに​彼かれ​と​彼かれ​の​①代だい理り​人にん、および​彼かれ​の​後のち​の​子し孫そん​に​わたし​が​定さだめた​管かん理り​の​財ざい産さん​で​ある。
42 彼かれ​が​わたし​から​与あたえられた​戒いましめ​を​忠ちゅう実じつ​に​守まもれ​ば、わたし​は​彼かれ​と​彼かれ​の​後のち​の​子し孫そん​に​数々かずかず​の​祝しゅく福ふく​を、まことに​多おおく​の​祝しゅく福ふく​を​増まし​加くわえよう。
43 さらに​また、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​に​は、わたし​の​家いえ​を​建たてる​ため​に​区く画かく​されて​いる​奥おく行ゆき​四十​ロッド、幅はば​十二​ロッド​の​敷しき地ち​と、また​彼かれ​の​父親ちちおや​が​今いま​住すんで​いる​受うけ継つぎ​の​地ち​を​定さだめる​よう​に​しなさい。
44 これ​は、彼かれ​と​彼かれ​の​父親ちちおや​へ​の​祝しゅく福ふく​として、わたし​が​彼かれ​に​定さだめた​管かん理り人にん​の​職しょく​の​初はじめ​で​ある。
45 見みよ、わたし​は​彼かれ​の​①父親ちちおや​を​扶ふ養よう​する​ため​に、彼かれ​の​ため​の​受うけ継つぎ​の​地ち​を​取とって​おいた​から​で​ある。それゆえ、彼かれ​は​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​の​家いえ​の​中なか​に​数かぞえられる​で​あろう。
46 わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​が​忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば、わたし​は​彼かれ​の​家いえ​に​数々かずかず​の​祝しゅく福ふく​を、まことに​多おおく​の​祝しゅく福ふく​を​増まし​加くわえよう。
47 さて、わたし​は​シオン​に​関かんして​あなたがた​に​一つ​の​戒いましめ​を​与あたえる。あなたがた​は​もはや、一つ​の​共きょう同どう​制せい度ど​として​シオン​の​同胞はらから​に​拘こう束そく​される​こと​が​あって​は​ならない。ただ​次つぎ​の​よう​に​なる。
48 すなわち、あなたがた​は​自みずから​を​組そ織しき​した​後のち​に、「カートランド​の​町まち、シオン​の​①ステーク​の​共きょう同どう​制せい度ど」と​呼よばなければ​ならない。また、あなたがた​の​兄きょう弟だい​たち​は​組そ織しき​した​後のち、「シオン​の​町まち​の​共きょう同どう​制せい度ど」と​呼よばなければ​ならない。
49 彼かれら​は​彼かれら​自じ身しん​の​名な​に​よって、また​それ​自じ体たい​の​名な​に​よって​組そ織しき​しなければ​ならない。また、彼かれら​は​それ​自じ体たい​の​名な​に​よって、また​彼かれら​自じ身しん​の​名な​に​よって​務つとめ​を​行おこなわなければ​ならない。
50 そして、あなたがた​は​それ​自じ体たい​の​名な​に​よって、また​あなたがた​自じ身しん​の​名な​に​よって​あなたがた​の​務つとめ​を​行おこなわなければ​ならない。
51 わたし​は​これ​を、あなたがた​の​救すくい​と、彼かれら​の​救すくい​の​ため​に​行おこなう​よう​に​命めいじた。彼かれら​が​①追おい出だされた​ため​で​あり、また​来きたる​べき​こと​の​ため​で​ある。
52 ①聖せい約やく​が、戒いましめ​に​背そむく​こと​に​よって、また​②貪欲どんよく​と​偽いつわり​の​言こと葉ば​に​よって​破やぶられた​ので、
53 あなたがた​は、兄きょう弟だい​たち​と​結むすばれて​いた​共きょう同どう​制せい度ど​として​は​解散かいさん​される。そして、この​時じ点てん​まで​は​ともかく、これから​は​わたし​の​述のべた​よう​に、この​制せい度ど​が​評ひょう議ぎ​会かい​に​おいて​同どう意い​し、あなたがた​の​事じ情じょう​が​許ゆるして​評ひょう議ぎ​会かい​の​声こえ​が​支し持じ​する​まま​に​行おこなう​貸かし借かり​の​ほか、あなたがた​は​兄きょう弟だい​たち​と​結むすびつき​を​持もたない。
54 さらに​また、わたし​が​あなたがた​に​定さだめた​管かん理り​の​財ざい産さん​に​関かんして、あなたがた​に​戒いましめ​を​与あたえる。
55 見みよ、すべて​これら​の​財ざい産さん​は​わたし​の​もの​で​ある。そう​で​なければ、あなたがた​の​信しん仰こう​は​むなしく、あなたがた​は​偽ぎ善ぜん​者しゃ​と​され、あなたがた​が​わたし​と​交かわした​聖せい約やく​は​破やぶられる。
56 そして、それら​の​財ざい産さん​が​わたし​の​もの​で​ある​なら​ば、あなたがた​は​①管かん理り​人にん​で​ある。そう​で​なければ、あなたがた​は​管かん理り​人にん​で​は​ない。
57 しかし、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​は​あなたがた​を​わたし​の​家いえ​を​つかさどる​管かん理り​人にん​と​した。実じつに​あなたがた​は​管かん理り​人にん​な​の​で​ある。
58 そして、わたし​が​あなたがた​に​自みずから​を​備そなえる​よう​に​と​命めいじた​の​は、この​目もく的てき​の​ため​で​ある。すなわち、①わたし​の​言こと葉ば、言いい​換かえれば、わたし​の​聖文せいぶん​の​すべて​と、わたし​が​かつて​あなたがた​に​与あたえた​啓けい示じ、また​この​後のち​折々おりおり​あなたがた​に​与あたえる​啓けい示じ​を​印いん刷さつ​する​ため​で​ある。
59 それら​の​啓けい示じ​が​与あたえられる​の​は、地ち上じょう​に​わたし​の​教きょう会かい​と​王おう国こく​を​築きずき​上あげ、わたし​が​自じ分ぶん​の​民たみ​と​ともに​①住すむ​とき​に​対たいして​彼かれら​を​備そなえる​ため​で​ある。②その​時とき​は​もう​近ちかづいて​いる。
60 あなたがた​は​金きん庫こ​の​ため​の​場ば所しょ​を​備そなえて、そこ​を​わたし​の​名な​の​ため​に​奉ほう献けん​しなければ​ならない。
61 また、その​金きん庫こ​を​守まもる​ため​に​あなたがた​の​中なか​の​一ひと人り​を​任にん命めい​し、この​祝しゅく福ふく​に​聖任せいにん​しなければ​ならない。
62 また、その​金きん庫こ​に​封ふう​を​施ほどこし、すべて​神聖しんせい​な​もの​を​その​金きん庫こ​に​納おさめ​なければ​ならない。そして、あなたがた​の​中なか​の​だれ​も、それ​を、あるいは​その​一いち部ぶ​と​いえども​自じ分ぶん​の​もの​と​言いって​は​ならない。それ​は​あなたがた​全ぜん員いん​の​もの​だから​で​ある。
63 わたし​は​今いま​この​時じ点てん​から、あなたがた​に​それ​を​与あたえる。あなたがた​は​行いって、わたし​が​述のべた​よう​に​これら​の​神聖しんせい​な​もの​を​印いん刷さつ​する​ため​に、神聖しんせい​な​もの​は​除のぞいて、わたし​が​あなたがた​に​定さだめた​管かん理り​の​財ざい産さん​を​使つかう​よう​に​しなさい。
64 また、その​神聖しんせい​な​もの​から​得える​利り益えき​は​金きん庫こ​に​納おさめ、その​上うえ​に​封ふう​を​施ほどこさなければ​ならない。そして、制せい度ど​の​会員かいいん​の​声こえ​に​よる​か、あるいは​戒いましめ​に​よる​以い外がい​に​は、だれ​も​それ​を​使つかったり、金きん庫こ​から​取とり出だしたり​して​は​ならず、また​その​上うえ​に​施ほどこされた​封ふう​を​解とく​こと​も​許ゆるされない。
65 この​よう​に、あなたがた​は​その​神聖しんせい​な​もの​から​得える​利り益えき​を、神聖しんせい​かつ​聖せい​なる​目もく的てき​の​ため​に​金きん庫こ​に​保ほ管かん​しなければ​ならない。
66 そして、これ​を​主しゅ​の​神聖しんせい​な​金きん庫こ​と​呼よばなければ​ならない。また、それ​が​聖せい​なる​もの​で、主しゅ​に​奉ほう献けん​された​もの​と​なる​よう​に、その​上うえ​に​封ふう​を​施ほどこさなければ​ならない。
67 さらに​また、別べつ​の​金きん庫こ​を​備そなえ、その​金きん庫こ​を​守まもる​ため​に​金きん庫こ​係がかり​を​任にん命めい​し、また​それ​に​封ふう​を​施ほどこさなければ​ならない。
68 また、わたし​が​あなたがた​に​定さだめた​財ざい産さん、すなわち​家いえ​や​土と地ち​や​家か畜ちく​や、わたし​が​神聖しんせい​かつ​聖せい​なる​目もく的てき​で​わたし​の​ため​に​取とって​おいた​神聖しんせい​かつ​聖せい​なる​書かき物もの​を​除のぞく​すべて​の​もの​を、よく​活用かつよう​する​こと​に​よって、あなたがた​が​管かん理り​の​財ざい産さん​から​得える​すべて​の​金銭きんせん​は、それ​を​受うけ取とり​次し第だい、百​ドル​で​も、五十​ドル​で​も、二十​ドル​で​も、十​ドル​で​も、五​ドル​で​も、金きん庫こ​に​納おさめる​よう​に​しなければ​ならない。
69 言いい​換かえれば、五​ドル​を​得えた​者もの​は、五​ドル​を​金きん庫こ​に​納おさめ​なさい。十​ドル、二十​ドル、五十​ドル、あるいは​百​ドル​を​得えた​と​して​も、同どう様よう​に​しなさい。
70 そして、あなたがた​の​中なか​の​だれ​も、それ​は​自じ分ぶん​の​もの​で​ある​と​言いって​は​ならない。それ​は、あるいは​その​一いち部ぶ​と​いえども、自じ分ぶん​の​もの​と​言いって​は​ならない​から​で​ある。
71 また、制せい度ど​の​会員かいいん​の​声こえ​と​同どう意い​に​よらなければ、その​一いち部ぶ​と​いえども​使つかったり、金きん庫こ​から​取とり出だしたり​して​は​ならない。
72 制せい度ど​の​会員かいいん​の​声こえ​と​同どう意い​と​は​こう​で​ある。すなわち、あなたがた​の​中なか​の​だれか​が​金きん庫こ​係がかり​に、「わたし​の​管かん理り人にん​の​職しょく​の​助たすけ​として​これ​が​必ひつ要よう​です」と​言いう。
73 五​ドル​で​も、十​ドル​で​も、二十​ドル​で​も、五十​ドル​で​も、百​ドル​で​も、金きん庫こ​係がかり​は、彼かれ​が​管かん理り人にん​の​職しょく​を​果はたす​の​を​助たすける​ため​に​必ひつ要よう​な​金額きんがく​を​与あたえ​なければ​ならない。
74 彼かれ​が​戒いましめ​に​背そむく​者もの​で​ある​と​見みなされ、不ふ​忠ちゅう実じつ​で​①愚おろか​な​管かん理り​人にん​で​ある​こと​が​この​制せい度ど​の​評ひょう議ぎ​会かい​の​前まえ​に​はっきり​と​明あきらか​に​なる​まで、その​よう​に​しなければ​ならない。
75 しかし、彼かれ​が​完全かんぜん​な​会員かいいん​資し格かく​を​持もち、管かん理り人にん​の​職しょく​に​関かんして​忠ちゅう実じつ​で​賢明けんめい​で​ある​かぎり、これ​は​金きん庫こ​係がかり​に​とって、金きん庫こ​係がかり​が​拒こばんで​は​ならない​しるし​と​なる。
76 しかし、彼かれ​が​戒いましめ​に​背そむいて​いる​場ば合あい、金きん庫こ​係がかり​は​この​制せい度ど​の​評ひょう議ぎ​会かい​と​声こえ​に​従したがわなければ​ならない。
77 また、金きん庫こ​係がかり​が​不ふ​忠ちゅう実じつ​で​愚おろか​な​管かん理り​人にん​で​ある​と​見みなされた​場ば合あい、彼かれ​は​この​制せい度ど​の​評ひょう議ぎ​会かい​と​声こえ​に​従したがい、その​職しょく​から​退しりぞけられる。そして、①別べつ​の​者もの​が​彼かれ​の​代かわり​に​任にん命めい​される。
78 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​の​負ふ債さい​に​関かんして​あなたがた​に​言いう。見みよ、わたし​の​思おもい​は、あなたがた​が​すべて​の​①負ふ債さい​を​②返へん済さい​する​こと​で​ある。
79 また、わたし​の​思おもい​は、あなたがた​が​わたし​の​前まえ​に​①へりくだり、あなたがた​の​②熱心ねっしん​と​謙遜けんそん​と​信しん仰こう​の​祈いのり​に​よって​この​祝しゅく福ふく​を​得える​こと​で​ある。
80 そして、あなたがた​が​熱心ねっしん​かつ​謙遜けんそん​で​あり、信しん仰こう​を​もって​①祈いのる​なら​ば、見みよ、わたし​は​貸かし主ぬし​の​心こころ​を​和やわらげ、その​間あいだ​に​資し産さん​を​授さずけて​あなたがた​を​救すくおう。
81 それゆえ、速すみやか​に​ニューヨーク​に​手て紙がみ​を​書かき​送おくり、わたし​の​①御み霊たま​が​告つげる​とおり​に​書かき​伝つたえ​なさい。わたし​は​あなたがた​の​貸かし主ぬし​の​心こころ​を​和やわらげて、あなたがた​を​苦くるしめよう​と​いう​思おもい​が​彼かれら​の​心こころ​の​中なか​から​取とり去さられる​よう​に​しよう。
82 そして、あなたがた​が​①謙遜けんそん​かつ​忠ちゅう実じつ​で​あり、わたし​の​名な​を​呼よぶ​なら​ば、見みよ、わたし​は​あなたがた​に​②勝しょう利り​を​与あたえよう。
83 わたし​は​あなたがた​に​一つ​の​約やく束そく​を​与あたえる。あなたがた​は​この度たび​に​限かぎって、束そく縛ばく​から​解かい放ほう​される​で​あろう。
84 もし​あなたがた​が​束そく縛ばく​から​救すくわれる​に​十分じゅうぶん​な​借かり入いれ​を​する​まで、百​ドル​で​も、千​ドル​で​も、金銭きんせん​を​借かり入いれる​機き会かい​を​得える​と​すれ​ば、それ​は​あなたがた​の​特とく典てん​で​ある。
85 会員かいいん​の​同どう意い​に​より、あるいは​あなたがた​が​良よい​と​思おもう​その​ほか​の​方ほう法ほう​に​より、この度たび​に​限かぎって​あなたがた​の​名な​を​もって、わたし​が​あなたがた​の​手て​に​渡わたした​財ざい産さん​を​抵てい当とう​に​入いれ​なさい。
86 わたし​は​この度たび​に​限かぎって、あなたがた​に​この​特とく典てん​を​与あたえる。見みよ、あなたがた​が​わたし​の​命めいじた​とおり​に、わたし​が​あなたがた​の​前まえ​に​提てい示じ​した​こと​に​取とりかかる​なら​ば、すべて​これら​の​もの​は​わたし​の​もの​で​あり、あなたがた​は​わたし​の​管かん理り​人にん​で​ある​ので、主人しゅじん​は​自じ分ぶん​の​家いえ​に​押おし入いられる​の​を​許ゆるさない。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
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第​105​章
千八百三十四​年ねん​六月がつ​二十二​日にち、ミズーリ​州しゅう​フィッシング​川がわ​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい二​巻かん、百八－百十一​ページ）。ミズーリ​の​聖せい徒と​たち​に​対たいする​集しゅう団だん​暴ぼう行こう​が​増まし、幾いくつ​か​の​郡ぐん​から​の​組そ織しき​集しゅう団だん​が​教きょう会かい​の​人々ひとびと​を​滅ほろぼす​意い図と​の​ある​こと​を​宣言せんげん​して​いた。預よ言げん者しゃ​は、衣い類るい​と​生活せいかつ​物ぶっ資し​を​運はこんで​来きた「シオン​の​陣営じんえい」として​知しられる​一隊いったい​を​率ひきいて​カートランド​から​やって​来きて​いた。この​隊たい​が​フィッシング​川がわ​で​野や営えい​して​いた​とき​に、預よ言げん者しゃ​は​この​啓けい示じ​を​受うけた。
1－5​シオン​は​日ひ​の​栄さかえ​の​律りっ法ぽう​に​従したがって​築きずき​上あげ​なければ​ならない。​6－13​シオン​の​贖あがない​は、しばし​の​間あいだ​延えん期き​される。​14－19​主しゅ​は​シオン​の​戦たたかい​を​戦たたかわれる。​20－26​聖せい徒と​たち​は​集しゅう合ごう​する​とき、賢明けんめい​で​あって、力ちから​ある​業わざ​を​自じ慢まん​して​は​ならない。​27－30​ジャクソン​郡ぐん​と​それ​に​隣接りんせつ​する​郡ぐん​の​土と地ち​を​購こう入にゅう​しなければ​ならない。​31－34​長老ちょうろう​たち​は、カートランド​に​おける​主しゅ​の​宮みや​で​エンダウメント​を​受うけ​なければ​ならない。​35－37​召めされ​かつ​選えらばれる​聖せい徒と​たち​は、聖きよめられる。​38－41​聖せい徒と​たち​は​世よ​に​平へい和わ​の​旗はた​を​掲かかげ​なければ​ならない。
1 まことに、わたし​は、苦くるしんで​いる​わたし​の​民たみ​の​①贖あがない​に​関かん​する​わたし​の​思おもい​を​知しる​ため​に​集あつまった​あなたがた​に​言いう。
2 見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。各かく​個こ人じん​で​は​なく​教きょう会かい​全体ぜんたい​に​ついて​語かたれ​ば、わたし​の​民たみ​は​戒いましめ​に​①背そむかなかった​なら​ば、今いま​は​もう​贖あがなわれて​いた​で​あろう。
3 しかし​見みよ、彼かれら​は​わたし​が​彼かれら​の​手て​に​求もとめた​こと​に​従したがおう​と​せず、あらゆる​悪あく​に​満みち、また​聖せい徒と​として​ふさわしく​彼かれら​の​中なか​の​貧まずしい​者もの​や​苦くるしんで​いる​者もの​に​持もち物もの​を​①分わけ​与あたえない。
4 また、日ひ​の​栄さかえ​の​王おう国こく​の​律りっ法ぽう​に​より​求もとめられて​いる​和わ合ごう​一いっ致ち​に​従したがって​①結けっ束そく​して​いない。
5 ①日ひ​の​栄さかえ​の​王おう国こく​の​律りっ法ぽう​の​諸しょ​②原則げんそく​に​よらなければ、③シオン​を​築きずき​上あげる​こと​は​できない。そう​で​なければ、わたし​は​シオン​を​わたし​の​もと​に​迎むかえる​こと​は​できない。
6 そして、わたし​の​民たみ​は、たとえ​苦くるしみ​を​受うける​こと​に​よらなければ​ならない​と​して​も、①従順じゅうじゅん​を​学まなぶ​まで、必かならず​②懲こらしめ​を​受うけ​なければ​ならない。
7 わたし​が​述のべて​いる​の​は、わたし​の​民たみ​を​導みちびく​ため​に​任にん命めい​された​者もの​たち、すなわち​わたし​の​教きょう会かい​の​①最さい初しょ​の​長老ちょうろう​たち​に​ついて​で​は​ない。彼かれら​の​すべて​が​この​罪つみ​の​宣せん告こく​の​下もと​に​いる​わけ​で​は​ない​から​で​ある。
8 わたし​が​述のべて​いる​の​は、外そと​に​ある​わたし​の​諸しょ​教きょう会かい​に​ついて​で​ある。多おおく​の​者もの​は​言いう。「彼かれら​の​神かみ​は​どこ​に​おられる​の​か。見みよ、苦く難なん​の​とき​に、神かみ​は​彼かれら​を​救すくい​出だされる​で​あろう。そう​で​なければ、我々われわれ​は​シオン​に​上のぼって​行いかず、我々われわれ​の​金銭きんせん​を​取とって​おこう。」
9 それゆえ、わたし​の​民たみ​が​戒いましめ​に​①背そむいた​ので、わたし​が​必ひつ要よう​と​して​いる​の​は、わたし​の​長老ちょうろう​たち​が​しばし​の​間あいだ​シオン​の​贖あがない​を​待まつ​こと​で​ある。
10 それ​は、彼かれら​自じ身しん​が​備そなえられる​ため​で​あり、また​わたし​の​民たみ​が​もっと​十分じゅうぶん​に​教おしえ​を​受うけ、経験けいけん​を​得え、彼かれら​の​①義ぎ務む​と​わたし​が​その​手て​に​求もとめる​こと​に​関かんして​もっと​十分じゅうぶん​に​知しる​ため​で​ある。
11 わたし​の​①長老ちょうろう​たち​が​高たかい​所ところ​から​②力ちから​を​授さずけられる​まで、これ​は​成なし遂とげられない。
12 見みよ、彼かれら​が​忠ちゅう実じつ​で​あり、わたし​の​前まえ​に​引ひき続つづき​謙遜けんそん​で​ある​なら​ば、わたし​は、一つ​の​大おおいなる​エンダウメント​と​祝しゅく福ふく​が​彼かれら​に​①注そそがれる​よう​に​用よう意い​を​して​いる。
13 それゆえ、わたし​が​必ひつ要よう​と​して​いる​の​は、長老ちょうろう​たち​が​しばし​の​間あいだ​シオン​の​贖あがない​を​待まつ​こと​で​ある。
14 見みよ、わたし​は​シオン​の​戦たたかい​を​戦たたかう​こと​を​彼かれら​の​手て​に​求もとめない。「わたし​は​あなたがた​の​戦たたかい​を​①戦たたかう」と、以い前ぜん​の​戒いましめ​の​中なか​で​言いった​とおり​に、わたし​が​行おこなう​から​で​ある。
15 見みよ、わたし​は、敵てき​を​滅ほろぼし​荒あらす​ため​に​①滅ほろぼす​者もの​を​遣つかわした。これから​多おおく​の​年とし​が​たたない​うち​に、敵てき​が​わたし​の​譲ゆずり​の​地ち​を​汚けがしたり、聖せい徒と​たち​の​集しゅう合ごう​の​ため​に​わたし​が​②聖別せいべつ​した​地ち​で​彼かれら​が​わたし​の​名な​を​③汚けがしたり​する​こと​は​許ゆるされなく​なる​で​あろう。
16 見みよ、わたし​の​家いえ​の​①勇ゆう士し、すなわち、わたし​の​戦せん士し、わたし​の​若者わかもの​たち​と​中ちゅう年ねん​の​者もの​たち​に、わたし​の​民たみ​の​贖あがない​の​ため​に​集あつまって​わたし​の​敵てき​の​見み張はり​台だい​を​崩くずし、その​②見み張はり​人にん​を​追おい​散ちらす​よう​に​告つげよ、と​わたし​は​僕しもべ​で​ある​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​に​命めいじた。
17 しかし、わたし​の​家いえ​の​勇ゆう士し​は​わたし​の​言こと葉ば​に​聞きき​従したがわなかった。
18 しかし、ある​者もの​たち​は​わたし​の​言こと葉ば​に​聞きき​従したがった​ので、彼かれら​が​続つづけて​忠ちゅう実じつ​で​あれ​ば、わたし​は​彼かれら​の​ため​に​祝しゅく福ふく​と​①エンダウメント​を​用よう意い​して​いる。
19 わたし​は​彼かれら​の​祈いのり​を​聞きいた。そして、彼かれら​の​ささげ​物もの​を​受うけ入いれる。①信しん仰こう​の​試し練れん​として、彼かれら​が​ここ​まで​連つれて来こられる​こと​は、わたし​に​とって​必ひつ要よう​で​あった。
20 さて、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​は​あなたがた​に​戒いましめ​を​与あたえる。ここ​まで​上のぼって​来きた​者もの​で、この​周まわり​の​地ち域いき​に​とどまる​こと​の​できる​者もの​が​いれ​ば、彼かれら​を​皆みな​とどまらせ​なさい。
21 また、東とう部ぶ​に​家か族ぞく​が​いて、とどまる​こと​の​できない​者もの​は、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​が​指し示じ​する​まま​に、しばし​の​間あいだ​滞在たいざい​しなさい。
22 わたし​は​この​件けん​に​関かんして​彼かれ​に​助じょ言げん​する​ので、彼かれ​が​指し示じ​する​こと​は​すべて​果はたされる​で​あろう。
23 また、この​周まわり​の​地ち域いき​に​住すむ​わたし​の​民たみ​は​皆みな、大おおいに​忠ちゅう実じつ​で​あり、よく​祈いのり、わたし​の​前まえ​に​へりくだり​なさい。そして、わたし​が​明あきらか​に​した​事こと柄がら​を、それら​を​知しらせる​の​が​わたし​の​知ち恵え​に​かなう​とき​まで​知しらせない​よう​に​しなさい。
24 裁さばき​に​ついて​語かたらず、また​信しん仰こう​も​力ちから​ある​業わざ​も​①自じ慢まん​する​こと​なく、注ちゅう意い​深ぶかく​集あつまって、人々ひとびと​の​気き持もち​に​添そう​よう​に​できる​だけ​一いち​地ち域いき​に​いる​よう​に​しなさい。
25 また​見みよ、あなたがた​が、「法ほう律りつ​に​従したがって​わたしたち​の​ため​に​裁さばき​と​公こう平へい​と​を​行おこない、わたしたち​の​受うけた​不ふ当とう​な​扱あつかい​に​対たいして​補ほ償しょう​を​して​ください」と​人々ひとびと​に​言いって​いる​間あいだ、あなたがた​が​①平穏へいおん​かつ​安全あんぜん​で​いられる​よう​に、わたし​は​彼かれら​の​好こう意い​と​善ぜん意い​を​あなたがた​に​与あたえよう。
26 さて​見みよ、わたし​は​友とも​で​ある​あなたがた​に​言いう。この​よう​な​方ほう法ほう​で、あなたがた​は​人々ひとびと​の​好こう意い​を​得える​こと​が​でき、ついに​イスラエル​の​①軍勢ぐんぜい​は​きわめて​大おおいなる​もの​と​なる。
27 わたし​は、①パロ​の​心こころ​を​和やわらげた​よう​に、折々おりおり​に​人々ひとびと​の​心こころ​を​和やわらげよう。そして、わたし​が​任にん命めい​した​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と​わたし​の​長老ちょうろう​たち​が、わたし​の​家いえ​の​勇ゆう士し​を​集あつめる​時じ間かん​と、
28 また、ジャクソン​郡ぐん​や​その​周まわり​の​隣接りんせつ​する​郡ぐん​に​おいて​すべて​の​購こう入にゅう​可か能のう​な​土と地ち​を​①購こう入にゅう​する​こと​に​関かんして、わたし​が​命めいじた​こと​を​果はたす​ため​に、②賢かしこい​人々ひとびと​を​遣つかわす​時じ間かん​を​得えられる​よう​に​しよう。
29 わたし​の​思おもい​は、聖せい徒と​たち​が​これら​の​土と地ち​を​購こう入にゅう​し、これら​を​購こう入にゅう​した​後のち、わたし​の​与あたえた​①奉ほう献けん​の​律りっ法ぽう​に​従したがって​これら​を​所しょ有ゆう​する​こと​で​ある。
30 そして、これら​の​土と地ち​を​購こう入にゅう​した​後のち​は、イスラエル​の​①軍勢ぐんぜい​が​以い前ぜん​に​金銭きんせん​を​もって​購こう入にゅう​した​彼かれら​自じ身しん​の​土と地ち​を​所しょ有ゆう​し、そこ​に​ある​わたし​の​敵てき​の​見み張はり​台だい​を​崩くずし、その​見み張はり​人にん​を​追おい​散ちらし、わたし​を​憎にくむ​者もの​たち​の​三​代だい、四​代だい​に​至いたる​まで​わたし​の​敵てき​に​②報ほう復ふく​する​こと​を、わたし​は​罪つみ​が​ない​と​する​で​あろう。
31 しかし、まず、わたし​の​軍勢ぐんぜい​を​きわめて​大おおいなる​もの​と​なし、わたし​の​前まえ​に​①聖せい​なる​もの​と​しなさい。それ​が​太陽たいよう​の​よう​に​美うつくしく、②月つき​の​よう​に​明あかるく​なり、また​その​旗はた​が​すべて​の​国こく民みん​に​とって​恐おそろしい​もの​と​なる​ため​で​ある。
32 そして、この世よ​の​もろもろ​の​王おう国こく​が、「シオン​の​王おう国こく​は、まことに​我われら​の​神かみ​と​その​キリスト​の​①王おう国こく​で​ある。だから、その​律りっ法ぽう​に​②従したがおう」と​認みとめざる​を​得えなく​する​ため​で​ある。
33 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​が​必ひつ要よう​と​して​いる​の​は、カートランド​の​地ち​に​わたし​の​名な​の​ため​に​建たてる​よう​に​命めいじた​わたし​の​家いえ​に​おいて、わたし​の​教きょう会かい​の​最さい初しょ​の​長老ちょうろう​たち​が、高たかい​所ところ​から​授さずけられる​①エンダウメント​を​受うける​こと​で​ある。
34 わたし​が​シオン​と​その​①律りっ法ぽう​に​関かんして​与あたえた​それら​の​戒いましめ​は、シオン​の​贖あがない​の​後のち​に​実じっ行こう​し、果はたす​よう​に​しなさい。
35 ①召めし​の​日ひ​は​過すぎ去さり、選えらび​の​日ひ​が​来きた。そこで、②ふさわしい​者もの​たち​を​選えらぶ​よう​に​しなさい。
36 ①選えらばれる​者もの​たち​に​ついて​は、御み霊たま​の​声こえ​に​よって、わたし​の​僕しもべ​に​明あきらか​に​される​で​あろう。そして、彼かれら​は​②聖きよめられる​で​あろう。
37 また、彼かれら​が​自じ分ぶん​の​受うける​①勧かん告こく​に​従したがう​なら​ば、多おおく​の​日ひ​の​後のち、彼かれら​は​シオン​に​関かんする​すべて​の​こと​を​成なし遂とげる​力ちから​を​持もつ​で​あろう。
38 さらに​また、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​を​打うった​人々ひとびと​だけ​で​なく、すべて​の​人ひと​に​平へい和わ​を​訴うったえ​なさい。
39 ①平へい和わ​の​②旗はた​を​掲かかげ、地ち​の​果はて​まで​平へい和わ​を​宣言せんげん​しなさい。
40 また、あなたがた​の​内うち​に​ある​御み霊たま​の​声こえ​に​従したがって、あなたがた​を​打うった​者もの​に​和わ解かい​を​申もうし出で​なさい。そう​すれ​ば、①万ばん事じ​が​あなたがた​の​益えき​と​なる​よう​に​ともに​働はたらく​で​あろう。
41 それゆえ、忠ちゅう実じつ​で​あり​なさい。そう​すれ​ば、見みよ、見みよ、わたし​は​まことに​最さい後ご​まで​①あなたがた​と​ともに​いる。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
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	◀②
教義84・3－4、103・35

	◀③
教義112・24－26、GS「冒瀆，汚す罪」

	◀16①
教義101・55、103・22、30

	◀②
GS「見守る，見守る者」

	◀18①
教義110・8－10

	◀19①
GS「信仰」

	◀24①
教義84・73、GS「高慢」

	◀25①
GS「平安，平和」

	◀26①
ヨエ2・11

	◀27①
創世47・1－12

	◀28①
教義42・35－36

	◀②
教義101・73

	◀29①
教義42・30、GS「共同制度」「奉献，奉献の律法」

	◀30①
教義35・13－14、101・55、103・22、26

	◀②
教義97・22

	◀31①
GS「聖め」

	◀②
雅歌6・10、教義5・14、109・73

	◀32①
黙示11・15、GS「神の王国，天の王国」

	◀②
GS「政府」

	◀33①
教義95・8－9、GS「エンダウメント」

	◀34①
42章は「律法」として知られている

	◀35①
GS「召し，神の召し」

	◀②
GS「ふさわしさ」

	◀36①
教義95・5、GS「選ぶ」

	◀②
GS「聖め」

	◀37①
GS「勧告，勧め」

	◀39①
GS「平安，平和」

	◀②
GS「旗」

	◀40①
ロマ8・28、教義90・24、100・15

	◀41①
マタ28・19－20


第​106​章
千八百三十四​年ねん​十一月がつ​二十五​日にち、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい二​巻かん、百七十－百七十一​ページ）。この​啓けい示じ​は、オリバー・​カウドリ​の​兄あに​ウォレン・​Ａ・​カウドリ​に​あてられた​もの​で​ある。
1－3​ウォレン・​Ａ・​カウドリ​が​地じ元もと​の​管かん理り​役やく員いん​として​召めされる。​4－5​再臨さいりん​が​盗人ぬすびと​の​よう​に​不ふ意い​に​光ひかり​の​子こ​を​襲おそう​こと​は​ない。​6－8​教きょう会かい​で​忠ちゅう実じつ​に​奉ほう仕し​する​と、大おおいなる​祝しゅく福ふく​が​もたらされる。
1 わたし​の​思おもい​は、わたし​の​僕しもべ​ウォレン・​Ａ・​カウドリ​が、①フリーダム​の​地ち​と​その​周まわり​の​地ち域いき​に​おける​わたし​の​教きょう会かい​の​管かん理り​大だい​祭さい司し​に​選えらばれ、聖任せいにん​され、
2 わたし​の​永遠えいえん​の​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえ、彼かれ​の​任にん地ち​だけ​で​なく​隣接りんせつ​する​郡ぐん​に​おいて​も、その​声こえ​を​上あげて​人々ひとびと​に​警けい告こく​し、
3 わたし​が​今いま​彼かれ​に​与あたえる​この​気け高だかく​かつ​聖せい​なる​召めし​に​全ぜん​時じ間かん​を​ささげ、①天てん​の​王おう国こく​と​その​義ぎ​を​熱心ねっしん​に​②求もとめる​こと​で​ある。そう​すれ​ば、必ひつ要よう​な​もの​は​すべて​添そえて​与あたえられる​で​あろう。③働はたらき​人びと​が​報ほう酬しゅう​を​受うける​の​は​当とう然ぜん​だから​で​ある。
4 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。主しゅ​の​①来らい臨りん​が​②近ちかづいて​おり、それ​は​夜よる​の​③盗人ぬすびと​の​よう​に​不ふ意い​に​世よ​を​襲おそう。
5 それゆえ、あなたがた​は​①光ひかり​の​子こ​と​なる​ため​に、腰こし​に​帯おび​を​締しめ​なさい。そう​すれ​ば、その​日ひ​が​盗人ぬすびと​の​よう​に​不ふ意い​に​あなたがた​を​②襲おそう​こと​は​ない​で​あろう。
6 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​ウォレン​が​わたし​の​笏しゃく​に​身 み​を​かがめ、人ひと​の​悪わる賢がしこい​行おこない​から​身 み​を​引ひいた​とき、天てん​に​喜よろこび​が​あった。
7 それゆえ、わたし​の​僕しもべ​ウォレン​は、幸さいわい​で​ある。わたし​は​彼かれ​を​憐あわれむ​から​で​ある。彼かれ​に​①虚きょ栄えい心しん​が​ある​に​も​かかわらず、もし​彼かれ​が​わたし​の​前まえ​に​へりくだる​なら​ば、わたし​は​彼かれ​を​高たかく​上あげよう。
8 また、わたし​は​彼かれ​に​①恵めぐみ​と​確かく信しん​を​与あたえて、彼かれ​が​立たてる​よう​に​しよう。もし​彼かれ​が​続つづけて​忠ちゅう実じつ​な​証しょう人にん​で​あり、教きょう会かい​に​とって​光ひかり​と​なる​なら​ば、わたし​は​父ちち​の​②住すまい​に​彼かれ​の​ため​に​冠かんむり​を​用よう意い​して​いる。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
ニューヨーク州フリーダムの町とその周辺

	◀3①
マタ6・33

	◀②
GS「神の王国，天の王国」

	◀③
マタ10・10、教義31・5

	◀4①
新ヤコ5・8

	◀②
GS「終わりの時，末日」

	◀③
1テサ5・2

	◀5①
GS「光，キリストの光」

	◀②
黙示16・15

	◀7①
GS「うぬぼれ」

	◀8①
GS「恵み」

	◀②
ヨハ14・2、エテ12・32－34、教義59・2、76・111、81・6、98・18


第​107​章
千八百三十五​年ねん​三月がつ​二十八​日にち​付づけ​の、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​神しん権けん​に​関かんする​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい二​巻かん、二百九－二百十七​ページ）。この​日ひ​に、十じゅう二に使し徒と​は​評ひょう議ぎ​会かい​を​開ひらき、各かく自じ​の​弱点じゃくてん​と​短所たんしょ​を​告こく白はく​し、悔くい改あらため​を​表ひょう明めい​し、主しゅ​の​いっそう​の​導みちびき​を​求もとめた。彼かれら​は​割わり当あてられた​地ち方ほう​へ​の​伝でん道どう​の​ため​に、別わかれて​出でかけよう​と​して​いた​ところ​で​あった。本章ほんしょう​の​多おおく​の​部ぶ分ぶん​は​この​日ひ​に​与あたえられた​が、歴れき史し​記き録ろく​に​よれ​ば、千八百三十一​年ねん​十一月がつ​に​与あたえられた​部ぶ分ぶん​を​初はじめ​として、いろいろ​な​時じ期き​に​与あたえられた​もの​が​含ふくまれて​いる。
1－6​二つ​の​神しん権けん、すなわち​メルキゼデク​神しん権けん​と​アロン​神しん権けん​が​ある。​7－12​メルキゼデク​神しん権けん​を​持もつ​者もの​は、教きょう会かい​に​おける​すべて​の​職しょく務む​を​行おこなう​力ちから​を​持もつ。​13－17​ビショップリック​は、外形がいけい​上じょう​の​儀ぎ式しき​を​執しっ行こう​する​アロン​神しん権けん​を​管かん理り​する。​18－20​メルキゼデク​神しん権けん​は​すべて​の​霊的れいてき​な​祝しゅく福ふく​の​鍵かぎ​を​持もつ。アロン​神しん権けん​は​天てん使し​の​働はたらき​の​鍵かぎ​を​持もつ。​21－38​大だい管かん長ちょう​会かい、十じゅう二に使し徒と​会かい、および​七十しちじゅう人にん​会かい​は​それぞれ​管かん理り​定員ていいん​会かい​を​構こう成せい​し、彼かれら​の​決けつ議ぎ​は​一いっ致ち​と​義ぎ​に​よって​下くだされ​なければ​ならない。​39－52​アダム​から​ノア​まで​族ぞく長ちょう​制せい度ど​が​確かく立りつ​された。​53－57​古こ代だい​の​聖せい徒と​たち​が​アダム・​オンダイ・​アーマン​に​集あつまり、主しゅ​が​彼かれら​に​姿すがた​を​現あらわされた。​58－67​十じゅう二に使し徒と​会かい​は​教きょう会かい​の​役やく員いん​たち​を​整ととのえ​なければ​ならない。68－76​ビショップ​は​イスラエル​の​一般いっぱん​判はん士し​を​務つとめる。​77－84​大だい管かん長ちょう​会かい​と​十じゅう二に使し徒と​会かい​は、教きょう会かい​の​最さい高こう​法廷ほうてい​を​構こう成せい​する。​85－100​神しん権けん​組そ織しき​の​会長かいちょう​は、それぞれ​の​定員ていいん​会かい​を​管かん理り​する。
1 教きょう会かい​に​は​二つ​の​神しん権けん、すなわち、①メルキゼデク​神しん権けん​と、レビ​神しん権けん​を​含ふくむ​②アロン​神しん権けん​が​ある。
2 なぜ​前ぜん者しゃ​が​メルキゼデク​神しん権けん​と​呼よばれる​か​と​いえ​ば、①メルキゼデク​は​それほど​偉い大だい​な​大だい​祭さい司し​で​あった​から​で​ある。
3 彼かれ​の​時じ代だい​の​前まえ​に​は、これ​は​神かみ​の​①御おん子こ​の​位くらい​に​従したがう​聖せい​なる​神しん権けん​と​呼よばれて​いた。
4 しかし、至し高こう​者しゃ​の​名な​を​①敬うやまい​尊とうとぶ​こと​から、この​名な​を​あまり​頻繁ひんぱん​に​繰くり返かえす​の​を​避さける​ため​に、昔むかし​の​教きょう会かい員いん​は​この​神しん権けん​を、メルキゼデク​に​ちなんで、メルキゼデク​神しん権けん​と​呼よんだ​の​で​ある。
5 教きょう会かい​に​おける​他た​の​すべて​の​権能けんのう​または​職しょく​は、この​神しん権けん​に​①付ふ属ぞく​する​もの​で​ある。
6 しかし、二つ​の​区く分ぶん、すなわち​大おおきな​部ぶ類るい​が​ある。一つ​は​メルキゼデク​神しん権けん​で​あり、他た​は​アロン​神しん権けん​または​①レビ​神しん権けん​で​ある。
7 ①長老ちょうろう​の​職しょく​は、メルキゼデク​の​神しん権けん​の​下もと​に​ある。
8 メルキゼデク​神しん権けん​は​管かん理り​する​権けん利り​を​有ゆうし、この世よ​の​あらゆる​時じ代だい​に、教きょう会かい​に​おける​すべて​の​職しょく​を​管かん理り​し、霊的れいてき​な​事こと柄がら​を​つかさどる​力ちから​と​①権能けんのう​を​持もつ。
9 メルキゼデク​の​位くらい​に​従したがう​大だい​神しん権けん​の​①大だい管かん長ちょう​会かい​は、教きょう会かい​に​おける​すべて​の​職しょく務む​を​行おこなう​権けん利り​を​持もつ。
10 メルキゼデク​神しん権けん​の​位くらい​に​従したがう​①大だい​祭さい司し​は、大だい管かん長ちょう​会かい​の​指し示じ​の​下もと​に、自みずから​の​職しょく​に​おいて​職しょく務む​を​行おこない、霊的れいてき​な​事こと柄がら​を​つかさどる​②権けん利り​を​持もつ。また、長老ちょうろう​や（レビ​の​位くらい​の）祭さい司し、教きょう師し、執しつ事じ、および​会員かいいん​の​職しょく務む​を​行おこなう​権けん利り​を​も​持もつ。
11 長老ちょうろう​は、大だい​祭さい司し​が​不ふ在ざい​の​とき​に、彼かれ​の​代かわり​に​職しょく務む​を​行おこなう​権けん利り​を​持もつ。
12 大だい​祭さい司し​と​長老ちょうろう​は、教きょう会かい​の​聖せい約やく​と​戒いましめ​に​かなって、霊的れいてき​な​事こと柄がら​を​つかさどら​なければ​ならない。また、彼かれら​は、上じょう位い​の​権能けんのう​を​持もつ​者もの​が​不ふ在ざい​の​とき​に、教きょう会かい​の​すべて​の​職しょく務む​を​行おこなう​権けん利り​を​持もつ。
13 第だい二​の​神しん権けん​は、①アロン​の​神しん権けん​と​呼よばれる。それ​が​②アロン​と​その​子し孫そん​に​代よ々よ​授さずけられた​から​で​ある。
14 なぜ​それ​が​小しょう​神しん権けん​と​呼よばれる​か​と​いえ​ば、それ​が​大だい​神しん権けん、すなわち​メルキゼデク​神しん権けん​に​①付ふ属ぞく​する​もの​で​あり、外形がいけい​上じょう​の​儀ぎ式しき​を​執しっ行こう​する​力ちから​を​持もつ​から​で​ある。
15 ①ビショップリック​は​この​神しん権けん​の​会長かいちょう会かい​で​あり、その​鍵かぎ、すなわち​権能けんのう​を​持もつ。
16 だれ​も​アロン​の​①直ちょっ系けい​の​子し孫そん​で​なければ、この​職しょく​に​就つき、この​神しん権けん​の​鍵かぎ​を​所しょ有ゆう​する​律りっ法ぽう​上じょう​の​権けん利り​を​持もつ​こと​は​ない。
17 しかし、メルキゼデク​神しん権けん​の​大だい​祭さい司し​は、それ​以い下か​の​すべて​の​職しょく​の​職しょく務む​を​行おこなう​権能けんのう​を​持もつ​ので、アロン​の​直ちょっ系けい​の​子し孫そん​が​だれ​も​見みつからない​とき​は、メルキゼデク​神しん権けん​の​①大だい管かん長ちょう​会かい​の​手て​に​よって​この​力ちから​を​有ゆうする​職しょく​に​召めされ、任にん命めい​され、②聖任せいにん​される​なら​ば、ビショップ​の​職しょく務む​を​行おこなう​こと​が​できる。
18 大だい​神しん権けん​すなわち​メルキゼデク​神しん権けん​の​力ちから​と​権能けんのう​と​は、教きょう会かい​の​すべて​の​霊的れいてき​な​祝しゅく福ふく​の​①鍵かぎ​を​持もつ​こと​で​ある。
19 すなわち、天てん​の​王おう国こく​の​①奥おく義ぎ​を​受うける​特とっ権けん​を​持もち、天てん​が​彼かれら​に​開ひらかれ、②長ちょう子し​の​教きょう会かい​の​総そう​集つどい​と​親したしく​交まじわり、また​父ちち​なる​神かみ​と​新あたらしい​聖せい約やく​の​③仲ちゅう保ほ者しゃ​イエス​の​親したしい​交まじわり​と​臨在りんざい​と​を​享きょう受じゅ​する​こと​で​ある。
20 小しょう​神しん権けん​すなわち​アロン​神しん権けん​の​力ちから​と​権能けんのう​と​は、天てん使し​の​働はたらき​の​①鍵かぎ​を​持もち、また​聖せい約やく​と​戒いましめ​に​かなって​外形がいけい​上じょう​の​②儀ぎ式しき、すなわち​福ふく音いん​の​③文も字じ、④罪つみ​の​赦ゆるし​の​ため​の​悔くい改あらため​の​⑤バプテスマ​を​執しっ行こう​する​こと​で​ある。
21 これら​二つ​の​神しん権けん​に​おける​それぞれ​の​職しょく​に​聖任せいにん​された​者もの​たち​の​中なか​から、会長かいちょう、すなわち​管かん理り​役やく員いん​が​出でる​よう​に、すなわち​任にん命めい​される​よう​に​する​必ひつ要よう​が​ある。
22 ①メルキゼデク​神しん権けん​を​持もつ​者もの​の​中なか​から、この​団体だんたい​に​よって​選えらばれ、その​職しょく​に​指し名めい​され、聖任せいにん​され、また​教きょう会かい員いん​の​信しん頼らい​と​信しん仰こう​と​祈いのり​に​よって​②支し持じ​された​三人にん​の​③管かん理り​大だい​祭さい司し​が、教きょう会かい​の​大だい管かん長ちょう​会かい​の​定員ていいん​会かい​を​構こう成せい​する。
23 ①十二​人にん​の​巡じゅん回かい​評ひょう議ぎ員いん​は​召めされて、十じゅう二に​②使し徒と、すなわち​全ぜん​世せ界かい​に​おける​キリスト​の​名な​の​特とく別べつ​な​証しょう人にん​と​なる。この​よう​に​彼かれら​は、その​召めし​の​義ぎ務む​が​教きょう会かい​に​おける​他た​の​役やく員いん​と​は​違ちがって​いる。
24 そして、彼かれら​は、前まえ​に​述のべた​三人にん​から​成なる​大だい管かん長ちょう​会かい​と​同どう等とう​の​権能けんのう​と​力ちから​を​持もつ​定員ていいん​会かい​を​構こう成せい​する。
25 ①七十しちじゅう人にん​も​召めされて、福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえ、異い邦ほう人じん​と​全ぜん​世せ界かい​に​対たいする​特とく別べつ​な​証しょう人にん​と​なる。この​よう​に​彼かれら​は、その​召めし​の​義ぎ務む​が​教きょう会かい​に​おける​他た​の​役やく員いん​と​は​違ちがって​いる。
26 そして、彼かれら​は、今いま​述のべた​十二​人にん​の​特とく別べつ​な​証しょう人にん、すなわち​十じゅう二に使し徒と​の​権能けんのう​と​同どう等とう​の​権能けんのう​を​持もつ​定員ていいん​会かい​を​構こう成せい​する。
27 これら​いずれ​の​定員ていいん​会かい​が​下くだす​決けつ議ぎ​も​皆みな、その​定員ていいん​会かい​の​全会ぜんかい​一いっ致ち​の​声こえ​に​よって​なされ​なければ​ならない。すなわち、彼かれら​の​決けつ議ぎ​を​互たがいに​同どう等とう​の​力ちから​すなわち​効こう力りょく​の​ある​もの​と​する​ため​に、各かく​定員ていいん​会かい​の​すべて​の​会員かいいん​が​その​決けつ議ぎ​に​同どう意い​しなければ​ならない。
28 事じ情じょう​に​より​やむを得えない​とき​は、過か半はん数すう​で​定員ていいん​会かい​を​成立せいりつ​させる​こと​が​できる。
29 定員ていいん​会かい​の​決けつ議ぎ​が​全会ぜんかい​一いっ致ち​で​ない​かぎり、彼かれら​の​決けつ議ぎ​は、メルキゼデク​の​位くらい​に​従したがって​聖任せいにん​された、義ぎ​に​かなった​聖せい​なる​人ひと​で​あった​昔むかし​の​三人にん​の​長ちょう​から​成なる​定員ていいん​会かい​の​決けつ議ぎ​が​受うける​に​値あたいした​もの​と​同どう等とう​の​祝しゅく福ふく​を​受うける​に​値あたいしない。
30 これら​の​定員ていいん​会かい、または​それら​の​いずれ​か​の​決けつ議ぎ​は、完全かんぜん​な​①義ぎ​に​より、聖きよさ​と​へりくだった​心こころ、柔にゅう和わ​と​寛容かんよう​に​より、また​信しん仰こう、②徳とく、知ち識しき、節制せっせい、忍耐にんたい、信心しんじん、兄きょう弟だい​愛あい、および​慈じ愛あい​に​より​下くだされ​なければ​ならない。
31 なぜなら​ば、これら​の​もの​が​彼かれら​の​内うち​に​ますます​豊ゆたか​に​なる​なら​ば、彼かれら​は​主しゅ​を​知しる​知ち識しき​に​ついて​①実み​を​結むすばない​者もの​と​なる​こと​は​ない、と​いう​約やく束そく​が​ある​から​で​ある。
32 また、これら​の​定員ていいん​会かい​の​いかなる​決けつ議ぎ​で​も​不ふ義ぎ​に​下くだされる​なら​ば、教きょう会かい​の​霊れい​に​かかわる​権能けんのう​を​持もつ​者もの​たち​が​構こう成せい​する​複ふく数すう​の​定員ていいん​会かい​の​総そう会かい​の​前まえ​に​それ​を​持もち出だす​こと​が​できる。そう​で​なければ、彼かれら​の​決けつ議ぎ​から​の​上じょう訴そ​は​あり得えない。
33 十じゅう二に使し徒と​会かい​は​巡じゅん回かい​管かん理り​高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい​で​あり、天てん​の​規き定てい​に​かなって​教きょう会かい​の​大だい管かん長ちょう​会かい​の​指し示じ​の​下もと​に​主しゅ​の​名な​に​おいて​職しょく務む​を​行おこない、また​まず​①異い邦ほう人じん​の​ため​に、次ついで​ユダヤ人じん​の​ため​に、教きょう会かい​を​築きずき​上あげ、すべて​の​国くに々ぐに​に​おいて​教きょう会かい​の​諸しょ​事じ​を​すべて​整ととのえる。
34 七十しちじゅう人にん​は、①十じゅう二に使し徒と​会かい、すなわち​巡じゅん回かい​高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい​の​指し示じ​の​下もと​に​主しゅ​の​名な​に​おいて​行こう動どう​し、まず​異い邦ほう人じん​の​ため​に、次ついで​ユダヤ人じん​の​ため​に、教きょう会かい​を​築きずき​上あげ、すべて​の​国くに々ぐに​に​おいて​教きょう会かい​の​諸しょ​事じ​を​すべて​整ととのえる。
35 十じゅう二に使し徒と​は、遣つかわされ、鍵かぎ​を​持もち、イエス・​キリスト​の​福ふく音いん​を​宣言せんげん​する​こと​に​よって​門もん​を​開ひらく。これ​は​まず​異い邦ほう人じん​に、次ついで​ユダヤ人じん​に​行おこなわれる。
36 シオン​の​ステーク​に​おける​常任じょうにん​①高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい​は、教きょう会かい​の​諸しょ​事じ​に​関かんする​彼かれら​の​すべて​の​決けつ議ぎ​に​おいて、大だい管かん長ちょう​会かい​の​定員ていいん​会かい、あるいは​巡じゅん回かい​高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい​と​同どう等とう​の​権能けんのう​を​持もつ​定員ていいん​会かい​を​構こう成せい​する。
37 シオン​に​おける​高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい​は、教きょう会かい​の​諸しょ​事じ​に​関かんする​彼かれら​の​すべて​の​決けつ議ぎ​に​おいて、シオン​の​ステーク​に​おける​十二​人にん​の​評ひょう議ぎ​会かい​と​同どう等とう​の​権能けんのう​を​持もつ​定員ていいん​会かい​を​構こう成せい​する。
38 巡じゅん回かい​高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい​は、福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえ、福ふく音いん​を​施ほどこす​ため​に、様々さまざま​な​召めし​を​果はたす​に​当あたって​助たすけ​を​必ひつ要よう​と​する​とき​に​は、ほか​の​人々ひとびと​で​は​なく、①七十しちじゅう人にん​に​要請ようせい​しなければ​ならない。
39 十じゅう二に使し徒と​は、教きょう会かい​の​すべて​の​大おおきな​支し部ぶ​に​おいて、啓けい示じ​に​より​知しらされる​まま​に、①福ふく音いん​の​教導きょうどう​者しゃ​を​聖任せいにん​しなければ​ならない。
40 この​神しん権けん​の​位くらい​は、父親ちちおや​から​息むす子こ​へ​継承けいしょう​される​よう​に​確かく認にん​された​もの​で​あり、約やく束そく​を​与あたえられた、選えらばれた​血けっ統とう​の​直ちょっ系けい​の​子し孫そん​に​正せい当とう​に​属ぞくする​もの​で​ある。
41 この​位くらい​は​①アダム​の​時じ代だい​に​設もうけられ、次つぎ​の​よう​に​②血けっ統とう​に​よって​継承けいしょう​された。
42 すなわち、アダム​から​①セツ​に​継承けいしょう​された。セツ​は​六十九​歳さい​の​とき​に​アダム​に​よって​聖任せいにん​され、また​彼かれ（アダム）の​死しぬ​三​年ねん​前まえ​に​彼かれ​に​よって​祝しゅく福ふく​を​授さずけられ、その​子し孫そん​は​主しゅ​の​選民せんみん​と​なり、世よ​の​終おわり​まで​守まもられる​と​いう​神かみ​の​約やく束そく​を​父ちち​を​通つうじて​受うけた。
43 彼かれ（セツ）は​①完全かんぜん​な​人ひと​で​あり、その​②姿すがた​は​彼かれ​の​父ちち​に​生いき写うつし​で​あった​ので、彼かれ​は​あらゆる​点てん​で​父ちち​の​よう​で​あり、年齢ねんれい​に​よって​のみ​父ちち​と​見み分わける​こと​が​できた。
44 エノス​は​百三十四​歳さい​四​か​月げつ​の​とき​に、アダム​の​手て​に​よって​聖任せいにん​された。
45 カイナン​が​四十​歳さい​の​年とし​に、神かみ​は​荒あれ野の​で​彼かれ​を​訪おとずれた。また、彼かれ​は​シェドラマク​の​地ち​に​向むかって​旅たび​を​して​いた​途と中ちゅう​で​アダム​に​会あった。彼かれ​は​聖任せいにん​を​受うけた​とき、八十七​歳さい​で​あった。
46 マハラレル​は​アダム​の​手て​に​よって​聖任せいにん​された​とき、四百九十六​歳さい​と​七なの日か​で​あった。アダム​は​また​彼かれ​を​祝しゅく福ふく​した。
47 ヤレド​は​アダム​の​手て​の​下もと​で​聖任せいにん​された​とき、二百​歳さい​で​あった。アダム​は​また​彼かれ​を​祝しゅく福ふく​した。
48 ①エノク​は​アダム​の​手て​の​下もと​で​聖任せいにん​された​とき、二十五​歳さい​で​あった。また、彼かれ​が​六十五​歳さい​の​とき​に、アダム​は​彼かれ​を​祝しゅく福ふく​した。
49 そして、彼かれ​は​主しゅ​に​まみえ、主しゅ​と​ともに​歩あゆみ、絶たえず​主しゅ​の​前まえ​に​あった。三百六十五​年ねん、彼かれ​は​神かみ​と​ともに​①歩あゆみ、②身 み​を​変かえられて​天てん​に​移うつされた​とき、四百三十​歳さい​で​あった。
50 ①メトセラ​は​アダム​の​手て​の​下もと​で​聖任せいにん​された​とき、百​歳さい​で​あった。
51 レメク​は​セツ​の​手て​の​下もと​で​聖任せいにん​された​とき、三十二​歳さい​で​あった。
52 ①ノア​は​メトセラ​の​手て​の​下もと​で​聖任せいにん​された​とき、十​歳さい​で​あった。
53 アダム​は​死しぬ​三​年ねん​前まえ​に、すべて​①大だい​祭さい司し​で​あった​セツ、エノス、カイナン、マハラレル、ヤレド、エノク、および​メトセラ​を、義ぎ​に​かなった​子し孫そん​の​残のこり​と​ともに​②アダム・​オンダイ・​アーマン​の​谷たに​に​呼よび​集あつめ、そこで​彼かれら​に​最さい後ご​の​祝しゅく福ふく​を​授さずけた。
54 すると、主しゅ​が​彼かれら​に​現あらわれた。彼かれら​は​立たち上あがって​①アダム​を​ほめ​たたえ、彼かれ​を​②ミカエル、君きみ、天てん使し​長ちょう​と​呼よんだ。
55 また、主しゅ​は​アダム​に​慰なぐさめ​を​与あたえ、そして​言いった。「わたし​は​あなた​を​立たてて​首長しゅちょう​と​した。多おおく​の​民族みんぞく​が​あなた​から​出でる​で​あろう。そして、あなた​は​とこしえ​に​彼かれら​を​治おさめる​①君きみ​で​ある。」
56 そこで、アダム​は​会衆かいしゅう​の​中なか​に​立たち上あがった。彼かれ​は​老齢ろうれい​で​腰こし​が​曲まがって​いた​に​も​かかわらず、聖霊せいれい​に​満みたされ、最さい後ご​の​世せ代だい​に​至いたる​まで​その​子し孫そん​に​起おこる​こと​を​①預よ言げん​した。
57 これら​の​こと​は​すべて​エノク​の​書しょ​に​記しるされて​おり、定さだめられた​とき​に​証あかし​される​で​あろう。
58 ①十じゅう二に使し徒と​は​また、啓けい示じ​に​従したがって​教きょう会かい​の​他た​の​すべて​の​役やく員いん​を​②聖任せいにん​し、整ととのえ​なければ​ならない。その​啓けい示じ​は​次つぎ​の​とおり​で​ある。
59 すなわち、教きょう会かい​の​務つとめ​に​関かんする​教きょう会かい​の​①律りっ法ぽう​に​加くわえて、シオン​の​地ち​に​おける​キリスト​の​教きょう会かい​へ。
60 万軍ばんぐん​の​主しゅ​は​言いう。まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。長老ちょうろう​の​職しょく​に​ある​者もの​たち​を​管かん理り​する​①管かん理り​長老ちょうろう​が​い​なければ​ならない。
61 また、祭さい司し​の​職しょく​に​ある​者もの​たち​を​管かん理り​する​①祭さい司し​も、
62 同おなじ​よう​に​教きょう師し​の​職しょく​に​ある​者もの​たち​を​①管かん理り​する​教きょう師し​も、さらに​執しつ事じ​も​また​い​なければ​ならない。
63 執しつ事じ​から​教きょう師し​に、教きょう師し​から​祭さい司し​に、祭さい司し​から​長老ちょうろう​に​至いたる​まで、教きょう会かい​の​聖せい約やく​と​戒いましめ​に​従したがって​それぞれ​任にん命めい​される​まま​に、い​なければ​ならない。
64 次つぎ​に、大だい​神しん権けん​が​来くる。これ​は​すべて​の​中なか​で​最もっとも​大おおいなる​もの​で​ある。
65 それゆえ、大だい​神しん権けん​を​持もつ​者もの​の​中なか​から​一ひと人り​が​その​神しん権けん​を​管かん理り​する​ため​に​任にん命めい​される​こと​が​必ひつ要よう​で​あり、彼かれ​は​教きょう会かい​の​大だい​神しん権けん​の​大だい管かん長ちょう​と​呼よばれる。
66 言いい​換かえれば、教きょう会かい​の​大だい​神しん権けん​を​管かん理り​する​①管かん理り​大だい​祭さい司し​で​ある。
67 この​人ひと​から、①按手あんしゅ​に​よって​儀ぎ式しき​の​執しっ行こう​と​教きょう会かい員いん​へ​の​祝しゅく福ふく​が​来くる。
68 それゆえ、ビショップ​の​職しょく​は​それ​と​同どう等とう​で​は​ない。①ビショップ​の​職しょく​は、すべて​現げん世せ​の​事こと柄がら​を​つかさどる​もの​だから​で​ある。
69 それでも、ビショップ​は​アロン​の​①直ちょっ系けい​の​子し孫そん​で​ない​かぎり、②大だい​神しん権けん​を​持もつ​者もの​の​中なか​から​選えらばれ​なければ​ならない。
70 彼かれ​は​アロン​の​直ちょっ系けい​の​子し孫そん​で​ない​かぎり、その​神しん権けん​の​鍵かぎ​を​持もてない​から​で​ある。
71 しかしながら、メルキゼデク​の​位くらい​に​従したがう​大だい​祭さい司し​は、現げん世せ​の​事こと柄がら​を​つかさどる​よう​に​任にん命めい​され、真しん理り​の​御み霊たま​に​よって​その​知ち識しき​を​得え、
72 イスラエル​の​①判はん士し​と​なり、教きょう会かい​の​務つとめ​を​行おこない、教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​の​中なか​から​選えらんだ​顧こ問もん​たち、あるいは​将来しょうらい​選えらぶ​顧こ門もん​たち​の​助たすけ​を​得えて、律りっ法ぽう​に​従したがって​彼かれ​の​前まえ​に​提出ていしゅつ​される​証しょう拠こ​に​基もとづいて​戒いましめ​に​背そむく​者もの​を​裁さばく​席せき​に​着つく。
73 これ​は、アロン​の​直ちょっ系けい​の​子し孫そん​で​は​なく、メルキゼデク​の​位くらい​に​従したがう​大だい​神しん権けん​に​聖任せいにん​された​ビショップ​の​義ぎ務む​で​ある。
74 シオン​の​境さかい​が​広ひろげられ、シオン​または​その​ほか​の​場ば所しょ​に​おいて、ほか​の​ビショップ​すなわち​判はん士し​が​必ひつ要よう​に​なる​まで、彼かれ​は​この​よう​に​判はん士し​と​なら​なければ​ならない。すなわち、シオン​で​あれ、シオン​の​ステーク​で​あれ、あるいは​彼かれ​が​この​務つとめ​に​任にん命めい​される​教きょう会かい​の​いかなる​支し部ぶ​で​あれ、そこ​に​住すむ​者もの​の​中なか​で​一般いっぱん​判はん士し​と​なら​なければ​ならない。
75 ほか​の​ビショップ​たち​が​任にん命めい​されれば、彼かれら​も​その​職しょく務む​を​遂行すいこう​する。
76 しかし、アロン​の​直ちょっ系けい​の​子し孫そん​に​は、この​神しん権けん​の​会長かいちょう​の​職しょく​に​就つき、この​務つとめ​の​①鍵かぎ​を​持もち、メルキゼデク​の​位くらい​に​従したがう​大だい​神しん権けん​の​大だい管かん長ちょう​を​裁さばく​場ば合あい​の​ほか​は​顧こ問もん​なし​に​独どく立りつ​して​ビショップ​の​職しょく務む​を​遂行すいこう​し、イスラエル​の​判はん士し​として​席せき​に​着つく、律りっ法ぽう​上じょう​の​権けん利り​が​ある。
77 これら​いずれ​の​評ひょう議ぎ​会かい​の​判決はんけつ​も、戒いましめ​に​かなって​いる​こと。その​戒いましめ​は​次つぎ​の​とおり​で​ある。
78 さらに​まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。教きょう会かい​の​最もっとも​重じゅう要よう​な​事じ務む、および​教きょう会かい​の​最もっとも​①困難こんなん​な​事じ件けん​は、ビショップ​や​判はん士し​たち​の​判決はんけつ​が​満足まんぞく​の​いく​もの​で​なければ、これ​を​教きょう会かい​の​評ひょう議ぎ​会かい​に、すなわち​大だい​神しん権けん​の​②大だい管かん長ちょう​会かい​の​前まえ​に​引ひき継ついで​渡わたさなければ​ならない。
79 大だい​神しん権けん​の​評ひょう議ぎ​会かい​の​大だい管かん長ちょう​会かい​は、顧こ問もん​として​補ほ佐さ​する​他た​の​大だい​祭さい司し、すなわち​十二​人にん​を​召めす​力ちから​を​持もつ。この​よう​に​して、大だい​神しん権けん​の​大だい管かん長ちょう​会かい​と​その​顧こ問もん​たち​は、教きょう会かい​の​律りっ法ぽう​に​従したがって​証しょう拠こ​に​基もとづいて​判決はんけつ​を​下くだす​力ちから​を​持もつ。
80 この​判決はんけつ​の​後のち​は、もう​それ​を​主しゅ​の​前まえ​に​持もち出だして​は​ならない。これ​は​神かみ​の​教きょう会かい​の​最さい高こう​評ひょう議ぎ​会かい​で​あり、また​霊れい​に​かかわる​事こと柄がら​に​関かんする​論ろん争そう​に​ついて​の​最終さいしゅう​判決はんけつ​だから​で​ある。
81 教きょう会かい​に​属ぞくする​者もの​で、教きょう会かい​の​この​評ひょう議ぎ​会かい​から​免まぬがれる​者もの​は​だれ​も​いない。
82 もしも​大だい​神しん権けん​の​大だい管かん長ちょう​が​戒いましめ​に​背そむいた​なら​ば、彼かれ​は​大だい​神しん権けん​を​持もつ​十二​人にん​の​顧こ問もん​に​よって​補ほ佐さ​される​教きょう会かい​の​一般いっぱん​評ひょう議ぎ​会かい​の​前まえ​に​覚おぼえられる。
83 彼かれ​の​頭こうべ​に​下くだされる​彼かれら​の​判決はんけつ​は、彼かれ​に​関かんする​論ろん争そう​の​終おわり​で​ある。
84 この​よう​に、神かみ​の​①正せい義ぎ​と​律りっ法ぽう​から​免まぬがれる​者もの​は​だれ​も​おらず、すべて​の​こと​が、真しん理り​と​義ぎ​に​よって​神かみ​の​前まえ​に​秩ちつ序じょ​正ただしく​厳粛げんしゅく​に​行おこなわれる​の​で​ある。
85 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。①執しつ事じ​の​職しょく​を​管かん理り​する​会長かいちょう​の​義ぎ務む​は、聖せい約やく​に​従したがって​与あたえられて​いる​とおり​に、十二​人にん​の​執しつ事じ​を​管かん理り​し、彼かれら​と​ともに​会かい議ぎ​の​席せき​に​着つき、彼かれら​に​義ぎ務む​を​②教おしえ、互たがいに​教きょう化か​し​合あう​こと​で​ある。
86 また、①教きょう師し​の​職しょく​を​管かん理り​する​会長かいちょう​の​義ぎ務む​も、聖せい約やく​の​中なか​で​与あたえられて​いる​とおり​に、二十四​人にん​の​教きょう師し​を​管かん理り​し、彼かれら​と​ともに​評ひょう議ぎ​会かい​の​席せき​に​着つき、彼かれら​に​その​職しょく​の​義ぎ務む​を​教おしえる​こと​で​ある。
87 また、アロン​の​神しん権けん​を​管かん理り​する​会長かいちょう​の​義ぎ務む​も、聖せい約やく​の​中なか​で​与あたえられて​いる​とおり​に、四十八​人にん​の​①祭さい司し​を​管かん理り​し、彼かれら​と​ともに​評ひょう議ぎ​会かい​の​席せき​に​着つき、彼かれら​に​その​職しょく​の​義ぎ務む​を​教おしえる​こと​で​ある。
88 この​会長かいちょう​は​①ビショップ​で​なければ​ならない。これ​は​この​神しん権けん​の​義ぎ務む​の​一つ​だから​で​ある。
89 さらに、①長老ちょうろう​の​職しょく​を​管かん理り​する​会長かいちょう​の​義ぎ務む​は、聖せい約やく​に​従したがって、九十六​人にん​の​長老ちょうろう​を​管かん理り​し、彼かれら​と​ともに​評ひょう議ぎ​会かい​の​席せき​に​着つき、彼かれら​を​教おしえる​こと​で​ある。
90 この​会長かいちょう会かい​は​七十しちじゅう人にん​の​会長かいちょう​と​は​異ことなり、全ぜん​世せ界かい​を​①旅たび​しない​者もの​たち​の​ため​に​設もうけられる。
91 さらに​また、大だい​神しん権けん​の​職しょく​の​大だい管かん長ちょう​の​義ぎ務む​は、全ぜん​教きょう会かい​を​①管かん理り​し、②モーセ​の​よう​で​ある​こと​で​ある。
92 見みよ、ここ​に​知ち恵え​が​ある。まことに、神かみ​が​教きょう会かい​の​長ちょう​に​授さずける​神かみ​の​すべて​の​①賜物たまもの​を​持もつ​②聖せい見けん者しゃ、③啓けい示じ​者しゃ、翻ほん訳やく​者しゃ、および​④預よ言げん者しゃ​と​なる​こと​で​ある。
93 また、①七十しちじゅう人にん​が​七十しちじゅう​人にん​の​人々ひとびと​の​中なか​から​選えらばれた​七​人にん​の​会長かいちょう​に​よって​管かん理り​される​こと​は、七十しちじゅう人にん​の​秩ちつ序じょ​を​示しめす​示じ現げん​に​よる。
94 これら​の​会長かいちょう​の​うち​の​第だい七​の​会長かいちょう​が、六​人にん​を​管かん理り​しなければ​ならない。
95 これら​七​人にん​の​会長かいちょう​は、彼かれら​が​属ぞくする​最さい初しょ​の​七十しちじゅう人にん​の​ほか​に​別べつ​の​七十しちじゅう人にん​を​選えらび、彼かれら​を​管かん理り​しなければ​ならない。
96 また、ぶどう​園えん​に​おける​働はたらき​で​当とう然ぜん​必ひつ要よう​と​されれば、七十​の​七​倍ばい​まで、別べつ​の​七十しちじゅう人にん​を​選えらび、管かん理り​する。
97 これら​の​七十しちじゅう人にん​は、まず​異い邦ほう人じん​の​もと​へ、そして​ユダヤ人じん​の​もと​へ​も​行いく​①巡じゅん回かい​教導きょうどう​者しゃ​と​なる。
98 十じゅう二に使し徒と​会かい​に​も​七十しちじゅう人にん​会かい​に​も​属ぞくさない​教きょう会かい​の​他た​の​役やく員いん​は、すべて​の​国くに々ぐに​を​旅たび​を​する​責任せきにん​は​ない​が、事じ情じょう​の​許ゆるす​とき​に​は​旅たび​を​しなければ​ならない。彼かれら​は​旅たび​を​する​責任せきにん​は​ない​が、十じゅう二に使し徒と​や​七十しちじゅう人にん​と​同おなじ​よう​に、教きょう会かい​内ない​で​高たかい​責任せきにん​ある​職しょく​に​就ついて​いる。
99 それゆえ、今いまや​人ひと​は​皆みな、自じ分ぶん​の​①義ぎ務む​を​学まなび、任にん命めい​されて​いる​職しょく務む​を​まったく​②勤勉きんべん​に​遂行すいこう​する​よう​に​しなさい。
100 ①怠たい惰だ​な​者もの​は、その​職しょく​に​いる​に​②ふさわしい​者もの​と​見みなされない。また、自じ分ぶん​の​義ぎ務む​を​学まなばず、認みとめられる​に​足たる​者もの​で​ある​こと​を​示しめさない​者もの​は、その​職しょく​に​いる​に​ふさわしい​者もの​と​見みなされない。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
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第​108​章
千八百三十五​年ねん​十二月がつ​二十六​日にち、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい二​巻かん、三百四十五​ページ）。この​章しょう​は​ライマン・​シャーマン​の​求もとめ​に​応おうじて​与あたえられた​もの​で​ある。彼かれ​は​すでに​大だい​祭さい司し​と​七十しちじゅう人にん​に​聖任せいにん​されて​いた​が、彼かれ​の​務つとめ​を​知しらせる​啓けい示じ​を​求もとめて​預よ言げん者しゃ​の​もと​に​やって​来きた​の​で​あった。
1－3​ライマン・​シャーマン​は​罪つみ​を​赦ゆるされて​いる。​4－5​彼かれ​は​教きょう会かい​の​指し導どう​的てき​立たち場ば​に​ある​長老ちょうろう​たち​と​ともに​数かぞえられる。​6－8​彼かれ​は​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえ、兄きょう弟だい​たち​を​強つよめる​よう​に​召めされる。
1 まことに、主しゅ​は​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​ライマン​に​この​よう​に​言いう。あなた​は​わたし​が​任にん命めい​した​者もの​から​助じょ言げん​を​受うける​ため​に、わたし​の​声こえ​に​従したがって​今け朝さ​ここ​に​やって​来きた​ので、あなた​の​罪つみ​は​赦ゆるされて​いる。
2 それゆえ、あなた​の​霊れい​の​立たち場ば​に​ついて​心こころ​を​①安やすらか​に​し、もう​わたし​の​声こえ​に​逆さからって​は​ならない。
3 また、立たって、あなた​が​すでに​交かわした​誓ちかい​と、これから​交かわす​誓ちかい​を、今いま​から​後のち​さらに​注ちゅう意い​深ぶかく​守まもり​なさい。そう​すれ​ば、あなた​は​きわめて​大おおいなる​祝しゅく福ふく​を​もって​祝しゅく福ふく​される​で​あろう。
4 わたし​の​僕しもべ​たち​に​よって​①聖会せいかい​が​召集しょうしゅう​される​まで、忍耐にんたい​強づよく​待まち​なさい。その​とき、あなた​は​わたし​の​長老ちょうろう​たち​の​最さい初しょ​の​者もの​と​ともに​覚おぼえられ、わたし​が​選えらんだ​長老ちょうろう​たち​の​残のこり​と​ともに​聖任せいにん​されて​権けん利り​を​受うける​で​あろう。
5 見みよ、これ​は、あなた​が​続つづけて​忠ちゅう実じつ​で​ある​こと​を​条じょう件けん​に​与あたえられた​父ちち​の​①約やく束そく​で​ある。
6 その​日ひ​に​それ​は​成じょう就じゅ​し、あなた​は​その​とき​から​後のち、どこ​で​も​わたし​が​遣つかわす​所ところ​で​わたし​の​福ふく音いん​を​①宣のべ​伝つたえる​権けん利り​を​持もつ​で​あろう。
7 それゆえ、あなた​の​すべて​の​生いき方かた​に​より、また​すべて​の​祈いのり​に​より、すべて​の​訓くん戒かい​に​より、すべて​の​行おこない​に​より、あなた​の​兄きょう弟だい​たち​を​①強つよめ​なさい。
8 見みよ、見みよ、わたし​は​あなた​と​ともに​いて、あなた​を​祝しゅく福ふく​し、とこしえ​に​あなた​を​①救すくう。アーメン。
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第​109​章
千八百三十六​年ねん​三月がつ​二十七​日にち、オハイオ​州しゅう​カートランド​の​神殿しんでん​の​奉ほう献けん​に​当あたって​ささげられた​祈いのり（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい二​巻かん、四百二十－四百二十六​ページ）。預よ言げん者しゃ​の​述のべた​ところ​に​よれ​ば、この​祈いのり​は​啓けい示じ​に​よって​彼かれ​に​与あたえられた​もの​で​ある。
1－5​カートランド​神殿しんでん​は、人ひと​の​子こ​が​訪おとずれる​場ば所しょ​として​建たてられた。​6－21​それ​は​祈いのり​と​断食だんじき、信しん仰こう、学まなび、栄えい光こう、および​秩ちつ序じょ​の​家いえ​で​あり、また​神かみ​の​家いえ​で​ある。​22－33​主しゅ​の​民たみ​に​敵対てきたい​する​者もの​で​悔くい改あらためない​者もの​が​辱はずかしめられる​よう​に。​34－42​聖せい徒と​たち​が​力ちから​を​もって​出でて​行いき、義ぎ人じん​を​シオン​に​集あつめる​こと​が​できる​よう​に。​43－53​終おわり​の​時とき​に​悪あく人にん​の​うえ​に​注そそがれる​恐おそるべき​こと​から、聖せい徒と​たち​が​救すくい​出だされる​よう​に。​54－58​諸しょ国こく民みん​と​諸しょ​民族みんぞく​と​諸しょ​教きょう会かい​が、福ふく音いん​の​ため​に​備そなえられる​よう​に。​59－67​ユダヤ人じん、レーマン人じん、および​全ぜん​イスラエル​が​贖あがなわれる​よう​に。​68－80​聖せい徒と​たち​が​栄えい光こう​と​誉ほまれ​を​冠かんむり​として​与あたえられ、永遠えいえん​の​救すくい​を​得えられる​よう​に。
1 おお、主しゅ​なる​イスラエル​の​神かみ​よ、あなた​の​御み​名な​に​①感謝かんしゃ​いたし​ます。真ま心ごころ​から​御み​前まえ​を​まっすぐ​に​歩あゆむ​あなた​の​僕しもべ​たち​に​対たいして、②聖せい約やく​を​守まもり、憐あわれみ​を​示しめして​くださる​主しゅ​なる​イスラエル​の​神かみ​よ。
2 あなた​は​この​地ち（カートランド）に​あなた​の​御み​名な​の​ため​に​宮みや​を​①建たてる​よう​に、僕しもべ​たち​に​命めいじられ​ました。
3 おお、主しゅ​よ、御ご覧らん​の​よう​に、僕しもべ​たち​は​あなた​が​命めいじられた​とおり​に​行おこない​ました。
4 聖せい​なる​御父おんちち​よ、わたしたち​は、あなた​の​懐ふところ​に​おられる​御おん子こ​イエス・​キリスト​の​御み​名な​に​よって、すなわち、その​御み​名な​に​よって​のみ​人ひと​の​子こら​に​救すくい​が​もたらされる​御お方かた​の​御み​名な​に​よって、願ねがい​求もとめ​ます。おお、主しゅ​よ、何なにとぞ、あなた​が​わたしたち​に​建たてる​よう​に​お​命めいじ​に​なった、あなた​の​僕しもべ​で​ある​わたしたち​の​手て​で​①造つくられた​この​②宮みや​を​受うけ入いれて​ください​ます​よう​に。
5 あなた​は、わたしたち​が​ひどい​艱難かんなん​を​経へて​この​仕し事ごと​を​成なし遂とげた​こと​を​御ご存ぞんじ​です。人ひと​の​子こ​が​その​民たみ​に​御ご​自じ身しん​を​現あらわす​場ば所しょ​を​得えられる​よう​に、わたしたち​は、あなた​の​御み​名な​の​ため​に​①宮みや​を​建たてる​ため、貧まずしい​中なか​から​わたしたち​の​持もち物もの​を​差さし出だし​ました。
6 あなた​は​わたしたち​に​与あたえて​くださった​①啓けい示じ​の​中なか​で、わたしたち​を​友とも​と​呼よび、この​よう​に​言いわれ​ました。「わたし​が​あなたがた​に​命めいじた​よう​に、あなたがた​の​聖会せいかい​を​召集しょうしゅう​しなさい。
7 また、すべて​が​信しん仰こう​を​持もって​いる​わけ​で​は​ない​ので、あなたがた​は​知ち恵え​の​言こと葉ば​を​熱心ねっしん​に​求もとめ、互たがいに​教おしえ​合あい​なさい。まことに、最良さいりょう​の​書しょ物もつ​から​知ち恵え​の​言こと葉ば​を​探さがし​求もとめ、研究けんきゅう​に​よって、また​信しん仰こう​に​よって​学がく問もん​を​求もとめ​なさい。
8 あなたがた​自みずから​を​組そ織しき​しなさい。すべて​の​必ひつ要よう​な​もの​を​用よう意い​しなさい。そして、一つ​の​家いえ、すなわち​祈いのり​の​家いえ、断食だんじき​の​家いえ、信しん仰こう​の​家いえ、学まなび​の​家いえ、栄えい光こう​の​家いえ、秩ちつ序じょ​の​家いえ、神かみ​の​家いえ​を​建たて​なさい。
9 それ​は、あなたがた​の​入はいって​来くる​こと​が​主しゅ​の​名な​に​よって​行おこなわれ、あなたがた​の​出でて​行いく​こと​が​主しゅ​の​名な​に​よって​行おこなわれ、あなたがた​の​あいさつ​が、いつも​いと​高たかき​方かた​に​向むかって​両りょう手て​を​挙あげて​主しゅ​の​名な​に​よって​行おこなわれる​ため​で​ある。」
10 さて、聖せい​なる​御父おんちち​よ、何なにとぞ、わたしたち​の​聖会せいかい​を​召集しょうしゅう​する​に​当あたり、あなた​の​民たみ​で​ある​わたしたち​を​あなた​の​恵めぐみ​を​もって​助たすけ、その​聖会せいかい​が​あなた​の​誉ほまれ​と​神聖しんせい​な​承しょう認にん​の​ため​に​行おこなわれる​よう​に​して​ください​ます​よう​に。
11 また、わたしたち​に​下くだされた​啓けい示じ​の​中なか​で​あなた​の​民たみ​で​ある​わたしたち​に​与あたえて​くださった​①約やく束そく​を​果はたす​の​が​ふさわしい​と、あなた​の​目め​に​かなって​認みとめて​いただける​よう​な​方ほう法ほう​で、その​聖会せいかい​が​行おこなわれる​よう​に​して​ください。
12 これ​に​よって、あなた​の​①栄えい光こう​が​あなた​の​民たみ​の​うえ​に​とどまり、また​わたしたち​が​今いま​あなた​に​奉ほう献けん​する​この​あなた​の​宮みや​の​うえ​に​も​とどまって、これ​が​聖せい​なる​もの​として​聖きよめられ、聖別せいべつ​され、あなた​の​聖せい​なる​訪おとずれ​が​絶たえず​この​宮みや​の​中なか​に​あり​ます​よう​に。
13 主しゅ​の​宮みや​の​敷しき居い​を​越こえて​入はいって​来くる​すべて​の​者もの​が、あなた​の​力ちから​を​感かんじ、また​あなた​が​これ​を​聖きよめられた​こと​と、これ​が​あなた​の​宮みや、あなた​の​聖きよさ​の​ある​所ところ​で​ある​こと​を​認みとめる​促うながし​を​感かんじ​ます​よう​に。
14 聖せい​なる​御父おんちち​よ、この​宮みや​で​礼れい拝はい​する​すべて​の​者もの​が​最良さいりょう​の​書しょ物もつ​から​知ち恵え​の​言こと葉ば​を​教おそわり、また​あなた​が​言いわれた​とおり、彼かれら​が​研究けんきゅう​に​よって、また​信しん仰こう​に​よって​学がく問もん​を​求もとめ​ます​よう​に。
15 また、彼かれら​が​あなた​に​あって​成長せいちょう​し、聖霊せいれい​の​全まったき​を​受うけ、あなた​の​律りっ法ぽう​に​従したがって​組そ織しき​され、すべて​の​必ひつ要よう​な​もの​を​得える​ため​に​備そなえられ​ます​よう​に。
16 この​宮みや​が​祈いのり​の​家いえ、断食だんじき​の​家いえ、信しん仰こう​の​家いえ、栄えい光こう​の​家いえ、また​神かみ​の​家いえ、すなわち​あなた​の​家いえ​と​なり​ます​よう​に。
17 あなた​の​民たみ​が​この​宮みや​に​入はいって​来くる​こと​が、いつも​主しゅ​の​御み​名な​に​よって​行おこなわれ​ます​よう​に。
18 彼かれら​が​この​宮みや​から​出でて​行いく​こと​が、いつも​主しゅ​の​御み​名な​に​よって​行おこなわれ​ます​よう​に。
19 また、彼かれら​の​あいさつ​が、いつも​いと​高たかき​御お方かた​に​向むかって​聖せい​なる​両りょう手て​を​挙あげて​主しゅ​の​御み​名な​に​よって​行おこなわれ​ます​よう​に。
20 ①清きよくない​もの​が​あなた​の​宮みや​に​入はいる​の​を​許ゆるされて​これ​を​汚けがす​と​いう​こと​が​決けっして​あり​ません​よう​に。
21 だれ​で​あろう​と​あなた​の​民たみ​が​戒いましめ​に​背そむく​とき、彼かれら​が​速すみやか​に​悔くい改あらため、あなた​に​立たち​返かえり、あなた​の​御み​前まえ​に​恵めぐみ​を​得え、そして​あなた​の​宮みや​で​あなた​を​①敬うやまう​人々ひとびと​に​注そそがれる​と​定さだめられた​数々かずかず​の​祝しゅく福ふく​を​回復かいふく​され​ます​よう​に。
22 聖せい​なる​御父おんちち​よ、何なにとぞ、あなた​の​僕しもべ​たち​が​この​宮みや​から​あなた​の​力ちから​を​帯おびて​出でて​行いけ​ます​よう​に。あなた​の​御み​名な​が​彼かれら​の​うえ​に​あり、あなた​の​栄えい光こう​が​彼かれら​の​周まわり​に​あり、あなた​の​①天てん使し​たち​が​彼かれら​に​対たいする​務つとめ​を​果はたし​ます​よう​に。
23 彼かれら​が​この​場ば所しょ​から​地ち​の​①果はて​まで、真しん理り​に​かなって、きわめて​大おおいなる​栄はえ​ある​おとずれ​を​携たずさえて​行いき、それ​に​よって​人々ひとびと​が、これ​が​あなた​の​御み​業わざ​で​ある​こと​を​知しり、また​あなた​が​終おわり​の​時とき​に​関かんして、預よ言げん者しゃ​たち​の​口くち​を​通とおして​語かたられた​こと​を​成じょう就じゅ​する​ため​に​御み​手て​を​伸のべられた​こと​を​知しる​こと​が​でき​ます​よう​に。
24 聖せい​なる​御父おんちち​よ、何なにとぞ、この​あなた​の​宮みや​で​礼れい拝はい​して​名な​と​地ち位い​を​立りっ派ぱ​に​維い持じ​する​民たみ​を、すべて​の​世せ代だい​に​わたって、また​永遠えいえん​に​確かく立りつ​して​ください​ます​よう​に。
25 彼かれら​を​攻せめる​ため​に​①造つくられる​いかなる​武ぶ器き​も​役やくに立たち​ません​よう​に。彼かれら​の​ため​に​②穴あな​を​掘ほる​者もの​が​自みずから​その​穴あな​の​中なか​に​落おち​ます​よう​に。
26 この​宮みや​で​あなた​の​①御み​名な​を​受うけた​民たみ​に​対たいして、いかなる​悪あく​の​結けっ社しゃ​も、立たち上あがって​②打うち勝かつ​力ちから​を​持もつ​こと​が​あり​ません​よう​に。
27 いかなる​民たみ​で​も​この​民たみ​に​敵対てきたい​して​立たち上あがる​なら​ば、あなた​の​怒いかり​が​彼かれら​に​向むかって​燃もえ​ます​よう​に。
28 もしも​彼かれら​が​この​民たみ​を​打うつ​なら​ば、彼かれら​を​打うって​ください​ます​よう​に。かつて​戦たたかい​の​日ひ​に​戦たたかわれた​よう​に​あなた​の​民たみ​の​ため​に​戦たたかって、すべて​の​敵てき​の​手て​から​あなた​の​民たみ​を​救すくい​出だして​ください​ます​よう​に。
29 聖せい​なる​御父おんちち​よ、何なにとぞ、あなた​の​僕しもべ​や​僕しもべ​たち​に​反はんして​偽いつわり​の​報ほう告こく​を​世よ​に​言いい​広ひろめた​すべて​の​者もの​が、もしも​永遠えいえん​の​福ふく音いん​を​その​耳みみ​に​宣言せんげん​された​とき​に​悔くい改あらためよう​と​しなければ、彼かれら​を​辱はずかしめ、驚おどろかせ、恥はじ​と​混乱こんらん​を​彼かれら​に​与あたえて​ください​ます​よう​に。
30 そして、彼かれら​の​すべて​の​業わざ​が​無む​に​帰きし、①雹ひょう​に​より、また​あなた​が​怒いかり​を​もって​送おくられる​もろもろ​の​裁さばき​に​より​一いっ掃そう​されて、あなた​の​民たみ​に​対たいする​②偽いつわり​と​中傷ちゅうしょう​が​なくなり​ます​よう​に。
31 おお、主しゅ​よ、御ご存ぞんじ​の​よう​に、あなた​の​僕しもべ​たち​は​あなた​の​御み​名な​に​ついて​証あかし​した​ため​に、これら​の​こと​を​受うけ​ました​が、僕しもべ​たち​は​御み​名な​に​ついて​証あかし​した​とき、あなた​の​御み​前まえ​に​罪つみ​の​ない​者もの​でした。
32 それゆえ、何なにとぞ、この​①くびき​から​すっかり​完全かんぜん​に​解とき放はなして​ください​ます​よう​に。
33 おお、主しゅ​よ、それ​を​取とり除のぞいて​ください。あなた​の​力ちから​に​よって、あなた​の​僕しもべ​たち​の​首くび​から​それ​を​取とり除のぞき、わたしたち​が​この​時じ代だい​の​人々ひとびと​の​中なか​に​立たち上あがって、あなた​の​御み​業わざ​を​行おこなえる​よう​に​して​ください。
34 おお、エホバ​よ、この​民たみ​を​憐あわれんで​ください。人ひと​は​皆みな​①罪つみ​を​犯おかし​ます​ので、あなた​の​民たみ​の​背そむき​を​赦ゆるし、とこしえ​に​それ​を​ぬぐい​去さって​ください。
35 あなた​に​仕つかえる​者もの​の​①油あぶら​注そそぎ​が、高たかい​所ところ​から​の​力ちから​と​ともに​彼かれら​に​結むすび固かためられ​ます​よう​に。
36 五ご旬じゅん節せつ​の​日ひ​に​おける​ごとく、それ​が​彼かれら​に​成じょう就じゅ​します​よう​に。炎ほのお​の​よう​に​①分わかれた​舌した​なる​②異い言げん​の​賜物たまもの​と​その​解釈かいしゃく​が、あなた​の​民たみ​に​注そそがれ​ます​よう​に。
37 激はげしい​大おお​風かぜ​の​ごとく、あなた​の​宮みや​が​あなた​の​①栄えい光こう​で​満みたされ​ます​よう​に。
38 あなた​の​僕しもべ​たち​に​聖せい約やく​の​①証あかし​を​お​与あたえ​ください。それ​に​よって、彼かれら​が​出でて​行いって、あなた​の​御み​言こと葉ば​を​宣言せんげん​する​とき​に、彼かれら​が​律りっ法ぽう​を​②封ふうじ、③地ち​に​住すむ​者もの​の​背そむき​の​ゆえ​に​あなた​が​激はげしい​怒いかり​を​もって​彼かれら​の​うえ​に​送おくろう​と​して​おられる​すべて​の​裁さばき​に​対たいして、あなた​の​聖せい徒と​たち​の​心こころ​を​備そなえる​こと​が​できて、あなた​の​民たみ​が​苦く難なん​の​日ひ​に​気き落おち​する​こと​の​ない​よう​に​して​ください。
39 あなた​の​僕しもべ​たち​が​どの​町まち​に​入はいろう​と、その​町まち​の​人々ひとびと​が​彼かれら​の​証あかし​を​受うけ入いれる​なら​ば、あなた​の​平安へいあん​と​あなた​の​救すくい​が​その​町まち​に​あり​ます​よう​に。それ​に​よって、僕しもべ​たち​が​その​町まち​から​義ぎ人じん​を​集あつめる​こと​が​できて、義ぎ人じん​たち​が​永遠えいえん​の​喜よろこび​の​歌うた​を​歌うたい​ながら​①シオン​に、あるいは​あなた​の​指し定てい​の​場ば所しょ​で​ある​その​ステーク​に​来くる​こと​が​でき​ます​よう​に。
40 そして、これ​が​成なし遂とげられる​まで、あなた​の​裁さばき​が​その​町まち​に​下くだり​ません​よう​に。
41 あなた​の​僕しもべ​たち​が​どの​町まち​に​入はいろう​と、その​町まち​の​人々ひとびと​が​あなた​の​僕しもべ​たち​の​証あかし​を​受うけ入いれず、そのうえ、僕しもべ​たち​が​彼かれら​に​この​曲まがった​時じ代だい​から​救すくわれる​よう​に​と​警けい告こく​を​した​なら​ば、あなた​の​預よ言げん者しゃ​たち​の​口くち​を​通とおして​あなた​の​語かたられた​こと​が、その​とおり​に​その​町まち​に​起おこり​ます​よう​に。
42 しかし、おお、エホバ​よ、何なにとぞ、あなた​の​僕しもべ​たち​を​彼かれら​の​手て​から​救すくい​出だし、僕しもべ​たち​を​彼かれら​の​血ち​から​清きよめて​ください​ます​よう​に。
43 おお、主しゅ​よ、わたしたち​は​同胞はらから​が​滅ほろびる​の​を​喜よろこび​ません。彼かれら​は​あなた​の​御み​前まえ​に​貴とうとい​①人々ひとびと​です。
44 しかし、あなた​の​御み​言こと葉ば​は​成じょう就じゅ​しなければ​なりません。あなた​の​①恵めぐみ​を​もって​あなた​の​僕しもべ​たち​を​助たすけ、彼かれら​が、「おお、主しゅ​よ、わたしたち​の​思おもい​で​は​なく、御み​心こころ​が​行おこなわれ​ます​よう​に」と​言いえる​よう​に​して​ください。
45 あなた​が​①終おわり​の​時とき​に​おける​悪あく人にん​に​ついて​恐おそるべき​こと​を​預よ言げん者しゃ​たち​の​口くち​を​通とおして​語かたられた​こと、すなわち​あなた​が​限かぎりなく​あなた​の​裁さばき​を​注そそがれる​こと​を、わたしたち​は​知しって​います。
46 それゆえ、おお、主しゅ​よ、あなた​の​民たみ​を​悪あく人にん​の​災わざわい​から​救すくい​出だして​ください。あなた​の​僕しもべ​たち​が​焼やき払はらい​の​日ひ​に​対たいして​備そなえられる​よう、律りっ法ぽう​を​封ふうじ、証あかし​を​束たばねる​こと​が​でき​ます​よう​に。
47 聖せい​なる​御父おんちち​よ、何なにとぞ、ミズーリ​州しゅう​ジャクソン​郡ぐん​の​住じゅう民みん​に​よって​受うけ継つぎ​の​地ち​から​追おい出だされた​者もの​たち​を​思おもい起おこし、おお、主しゅ​よ、彼かれら​の​うえ​に​かけられた​苦く難なん​の​くびき​を​取とり除のぞいて​ください​ます​よう​に。
48 おお、主しゅ​よ、あなた​は、彼かれら​が​悪あく人にん​たち​に​よって​ひどく​虐しいたげられ、苦くるしめられて​きた​こと​を​御ご存ぞんじ​です。彼かれら​の​堪たえ難がたい​重おも荷に​の​ゆえ​に、わたしたち​の​心こころ​は​悲かなしみ​で​①あふれる​ほど​です。
49 おお、主しゅ​よ、あなた​は​①いつまで、この​民たみ​を​この​苦く難なん​に​耐たえ​させ、その​罪つみ​の​ない​者もの​の​叫さけび​を​あなた​の​耳みみ​に​届とどかせ、彼かれら​の​②血ち​を​証あかし​として​あなた​の​御み​前まえ​に​上のぼらせて、彼かれら​の​ため​に​あなた​の​証あかし​を​示しめそう​と​されない​の​です​か。
50 おお、主しゅ​よ、あなた​の​民たみ​を​追おい出だした​邪じゃ悪あく​な​暴ぼう徒と​を​①憐あわれんで​ください。彼かれら​が​略奪りゃくだつ​する​こと​を​やめ、もし​悔くい改あらためる​こと​が​あれ​ば、その​罪つみ​を​悔くい改あらためる​こと​が​でき​ます​よう​に。
51 しかし、もし​彼かれら​が​そう​しなければ、おお、主しゅ​よ、あなた​の​御み​腕うで​を​現あらわして​ください。そして、あなた​が​定さだめられた​もの、すなわち​シオン​を​あなた​の​民たみ​の​ため​に​①贖あがなって​ください。
52 もし​ほか​の​方ほう法ほう​で​は​なし​得えない​と​すれ​ば、あなた​の​民たみ​の​大たい義ぎ​が​あなた​の​御み​前まえ​で​果はたされない​と​いう​こと​の​ない​よう、あなた​の​怒いかり​が​燃もえ、あなた​の​憤いきどおり​が​彼かれら​に​下くだって、彼かれら​が​天てん​の​下した​から​根ね​も​枝えだ​も​払はらい​去さられ​ます​よう​に。
53 しかし、彼かれら​が​悔くい改あらためる​なら​ば、あなた​は​恵めぐみ​深ふかく、憐あわれみ​深ぶかい​ので、油あぶら​注そそがれた​者もの​の​顔かお​を​見みられる​とき​に​あなた​の​怒いかり​を​解といて​ください。
54 おお、主しゅ​よ、地ち​の​すべて​の​国こく民みん​を​憐あわれんで​ください。わたしたち​の​国くに​を​治おさめる​者もの​たち​を​憐あわれんで​ください。わたしたち​の​先せん祖ぞ​に​よって​立りっ派ぱ​に​気け高だかく​守まもられた​原則げんそく、すなわち​わたしたち​の​国くに​の​①憲法けんぽう​が​とこしえ​に​確かく立りつ​され​ます​よう​に。
55 諸しょ​王おう、諸しょ公こう、高こう貴き​な​人々ひとびと、地ち​の​偉い大だい​な​人々ひとびと、および​すべて​の​民たみ、諸しょ​教きょう会かい、地ち​の​すべて​の​貧まずしい​人ひと、乏とぼしい​人ひと、苦くるしんで​いる​人ひと​を​思おもい起おこして​ください。
56 おお、エホバ​よ、あなた​の​僕しもべ​たち​が​あなた​の​御み​名な​に​ついて​証あかし​を​述のべる​ため​に​あなた​の​宮みや​から​出でて​行いく​とき、これら​の​人ひと​の​心こころ​が​和やわらぎ​ます​よう​に。彼かれら​の​偏見へんけん​が​①真しん理り​の​前まえ​で​消しょう散さん​し、あなた​の​民たみ​が​すべて​の​者もの​の​好こう意い​を​得え​ます​よう​に。
57 あなた​の​僕しもべ​で​ある​わたしたち​が​あなた​の​御み​声こえ​を​①聞きき、あなた​が​わたしたち​を​遣つかわされた​こと​を、地ち​の​果はて​に​至いたる​すべて​の​者もの​が​知しり​ます​よう​に。
58 これら​すべて​の​中なか​から、ヤコブ​の​子こら​で​ある​あなた​の​僕しもべ​たち​が​義ぎ人じん​を​集あつめて、あなた​から​命めいじられた​よう​に、あなた​の​御み​名な​の​ため​に​聖せい​なる​都みやこ​を​築きずく​こと​が​でき​ます​よう​に。
59 何なにとぞ、あなた​が​定さだめられた​この​ステーク​の​ほか​に、シオン​の​ため​に​他た​の​①ステーク​も​定さだめて​くださり、それ​に​よって、あなた​の​民たみ​の​②集しゅう合ごう​が​大おおいなる​力ちから​と​尊厳そんげん​を​もって​進すすんで、あなた​の​業わざ​が​義ぎ​に​かなって​③短みじかく​され​ます​よう​に。
60 おお、主しゅ​よ、①異い邦ほう人じん​と​見みなされて​いる​わたしたち​に​あなた​が​与あたえて​くださった​啓けい示じ​や​戒いましめ​に​ついて、今いま​これら​の​言こと葉ば​を、わたしたち​は​あなた​の​御み​前まえ​に​語かたって​きました。
61 あなた​は、曇くもった​暗くらい​日ひ​に​長ながい​間あいだ​山々やまやま​の​上うえ​に​散ちらされて​いた​ヤコブ​の​子こら​に​対たいして、御ご​自じ分ぶん​が​大おおいなる​愛あい​を​お​持もち​で​ある​こと​を​御ご存ぞんじ​です。
62 それゆえ、何なにとぞ、ヤコブ​の​子こら​を​憐あわれんで、この​時じ点てん​から​①エルサレム​が​贖あがなわれ​始はじめる​よう​に​して​ください​ます​よう​に。
63 束そく縛ばく​の​くびき​が​①ダビデ​の​家いえ​から​取とり除のぞかれ​始はじめ​ます​よう​に。
64 ①ユダ​の​子こら​が、その​先せん祖ぞ​で​ある​アブラハム​に​あなた​が​与あたえられた​②土と地ち​に​帰かえり​始はじめ​ます​よう​に。
65 また、自じ分ぶん​の​背そむき​の​ゆえ​に​のろわれ​打うたれた​ヤコブ​の​①残のこり​の​者もの​が、その​粗そ暴ぼう​で​野や蛮ばん​な​状じょう態たい​から​完全かんぜん​な​永遠えいえん​の​福ふく音いん​に​②改宗かいしゅう​する​よう​に​して​ください。
66 彼かれら​が​殺害さつがい​の​武ぶ器き​を​捨すてて、反抗はんこう​を​やめ​ます​よう​に。
67 また、①イスラエル​の​散ちらされた​残のこり​の​者もの​で、地ち​の​果はて​に​追おい出だされた​者もの​が​皆みな、真しん理り​を​知しる​よう​に​なり、メシヤ​を​信しんじ、虐しいたげ​から​贖あがなわれ、あなた​の​御み​前まえ​で​喜よろこび​ます​よう​に。
68 おお、主しゅ​よ、あなた​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と、彼かれ​の​受うけた​あらゆる​苦く難なん​と​迫はく害がい​と、彼かれ​が​どの​よう​に​①エホバ​に​②聖せい約やく​し、おお、ヤコブ​の​力ちから​ある​神かみ​よ、あなた​に​どの​よう​に​誓ちかった​か​を、また​あなた​が​彼かれ​に​与あたえられた​数々かずかず​の​戒いましめ​と、そして​彼かれ​が​あなた​の​御み​心こころ​を​行おこなおう​と​心こころ​から​努つとめて​きた​こと​と​を​思おもい起おこして​ください。
69 おお、主しゅ​よ、彼かれ​の​妻つま​と​子こ供ども​たち​を​憐あわれんで、彼かれら​が​あなた​の​御み​前まえ​に​高たかく​上あげられ、あなた​の​養やしない​の​御み​手て​に​よって​守まもられる​よう​に​して​ください。
70 彼かれら​の​近きん親しん​者しゃ​すべて​を​憐あわれんで、彼かれら​の​偏見へんけん​が​解とけて​洪水こうずい​に​よる​よう​に​一いっ掃そう​されて、彼かれら​が​改宗かいしゅう​し、イスラエル​と​ともに​贖あがなわれ、あなた​が​神かみ​で​あられる​こと​を​知しる​よう​に​して​ください。
71 おお、主しゅ​よ、大だい管かん長ちょう​と​管長かんちょう、まことに​あなた​の​教きょう会かい​の​大だい管かん長ちょう​と管長かんちょう​を​皆みな​思おもい起おこして、あなた​の​右みぎ手て​を​もって、彼かれら​を​その​すべて​の​家か族ぞく、ならびに​その​近きん親しん​者しゃ​と​ともに​高たかく​上あげ、また​彼かれら​の​名な​を​不ふ朽きゅう​に​し、代よ々よ​永遠えいえん​に​覚おぼえられる​よう​に​して​ください。
72 おお、主しゅ​よ、あなた​の​すべて​の​教きょう会かい員いん​を、その​すべて​の​家か族ぞく、ならびに​その​すべて​の​近きん親しん​者しゃ​と​ともに、その​すべて​の​病びょう気き​の​人ひと、ならびに​苦くるしんで​いる​人ひと​と​ともに、また​地ち​の​すべて​の​貧まずしい​人ひと、ならびに​柔にゅう和わ​な​人ひと​と​ともに​思おもい起おこして​ください。それ​に​よって、あなた​が​人ひと手で​に​よらず​に​設もうけられた​①王おう国こく​が、大おおきな​山やま​と​なって​全ぜん​地ち​に​満みち​ます​よう​に。
73 また、あなた​の​教きょう会かい​が​暗あん黒こく​の​荒あれ野の​から​出でて​来きて、①月つき​の​よう​に​美うつくしく、太陽たいよう​の​よう​に​輝かがやき、旗はた​を​立たてた​軍勢ぐんぜい​の​よう​に​恐おそろしい​もの​と​なり、
74 あなた​が​もろもろ​の​天てん​の​覆おおい​を​取とり去さり、山々やまやま​を​あなた​の​御み​前まえ​に​①崩くずし、もろもろ​の​②谷たに​を​高たかく​し、起き伏ふく​の​激はげしい​所ところ​を​平たいら​に​される​その​日ひ​の​ため​に、教きょう会かい​が​花嫁はなよめ​の​よう​に​美うつくしく​飾かざられて、あなた​の​栄えい光こう​が​地ち​に​満みち​ます​よう​に。
75 死し者しゃ​の​ため​に​ラッパ​が​鳴なり​響ひびく​とき、わたしたち​が​雲くも​の​中なか​に​①引ひき上あげられ、あなた​に​まみえて、いつも​主しゅ​と​ともに​いられる​よう​に​なり​ます​よう​に。
76 わたしたち​の​衣ころも​が​清きよく​なり​ます​よう​に。わたしたち​が​手て​に​なつめやし​を​持もち、頭あたま​に​栄えい光こう​の​①冠かんむり​を​かぶって、義ぎ​の​②衣ころも​を​身 み​に​まとい、わたしたち​の​あらゆる​③苦く難なん​に​代かわって​永遠えいえん​の​④喜よろこび​を​刈かり入いれる​こと​が​でき​ます​よう​に。
77 おお、全ぜん能のう​の​主しゅ​なる​神かみ​よ、わたしたち​の​これら​の​願ねがい​を​聞きき、あなた​が​①栄えい光こう、誉ほまれ、力ちから、尊厳そんげん、威い勢せい、支し配はい、真しん理り、公こう正せい、公こう平へい、憐あわれみ、および​無む限げん​の​完全かんぜんさ​を​もって​永遠えいえん​から​永遠えいえん​に​わたって​御み​座ざ​に​着ついて​おられる、あなた​の​聖せい​なる​住すまい​で​ある​天てん​から​わたしたち​に​お​こたえ​ください。
78 おお、お​聞きき​ください、おお、お​聞きき​ください、おお、わたしたち​の​願ねがい​を​お​聞きき​ください、おお、主しゅよ。そして、これら​の​願ねがい​に​こたえ、わたしたち​が​あなた​の​御み​名な​の​ため​に​建たて、わたしたち​の​手て​で​造つくった​この​宮みや​を​あなた​に​奉ほう献けん​する​こと​を​受うけ入いれて​ください。
79 また、この​教きょう会かい​も​受うけ入いれて、あなた​の​御み​名な​を​お​与あたえ​ください。あなた​の​御み霊たま​の​力ちから​に​よって​わたしたち​を​助たすけて、わたしたち​が​あなた​の​御み​座ざ​の​周まわり​の​光ひかり​輝かがやく​①セラフ​たち​と​声こえ​を​合あわせ、「神かみ​と​②小こ羊ひつじ​に、ホサナ」と​歌うたい​ながら​賛さん美び​の​叫さけび​声ごえ​を​上あげられる​よう​に​して​ください。
80 あなた​の​油あぶら​注そそがれた​者もの​で​ある​これら​の​者もの​たち​に​救すくい​を​①着きせ、あなた​の​聖せい徒と​たち​を​声こえ​高たからか​に​喜よろこび​呼よばわらせて​ください。アーメン、アーメン。
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第​110​章
千八百三十六​年ねん​四月がつ​三みっ日か、オハイオ​州しゅう​カートランド​の​神殿しんでん​で、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​と​オリバー・​カウドリ​に​現あらわされた​示じ現げん（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい二​巻かん、四百三十五－四百三十六​ページ）。この​示じ現げん​が​現あらわされた​の​は、安あん息そく日にち​の​集会しゅうかい​時じ​の​こと​で​あった。預よ言げん者しゃ​は​この​現あらわれ​の​記き録ろく​に、次つぎ​の​よう​な​前まえ書がき​を​記しるして​いる。「午ご後ご、わたし​は、この​日ひ​に​聖卓せいたく​で​の​務つとめ​を​果はたす​特とっ権けん​を​与あたえられた​十じゅう二に使し徒と​から​主しゅ​の​晩餐ばんさん​を​受うけた​後のち、管長​たち​を​かんちょう手て伝つだって、それ​を​教きょう会かい員いん​に​配くばった。わたし​は​兄きょう弟だい​たち​の​ため​に​この​務つとめ​を​なし​終おえた​後のち、オリバー・​カウドリ​と​ともに​教壇きょうだん​に​退しりぞいて、幕まく​を​下おろし、身 み​を​かがめて​厳粛げんしゅく​に​無む言ごん​の​祈いのり​を​ささげた。そして、祈いのり​を​終おえて​立たち上あがる​と、わたしたち​二ふた人り​に​次つぎ​の​示じ現げん​が​開ひらかれた。」（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい二​巻かん、四百三十五​ページ）
1－10​主しゅ​なる​エホバ​が​栄えい光こう​の​中なか​に​現あらわれて、カートランド​神殿しんでん​を​主しゅ​の​宮みや​として​受うけ入いれられる。​11－12​モーセ​と​エライアス​が​それぞれ​現あらわれて、彼かれら​の​鍵かぎ​と​神しん権けん時じ代だい​と​を​ゆだねる。​13－16​エリヤ​が​戻もどって​来きて、マラキ​に​より​約やく束そく​された​よう​に​彼かれ​の​神しん権けん時じ代だい​の​鍵かぎ​を​ゆだねる。
1 わたしたち​の​心こころ​から​①幕まく​が​取とり去さられ、理り解かい​の​②目め​が​開ひらかれた。
2 わたしたち​は、主しゅ​が​わたしたち​に​面めんして​教壇きょうだん​の​手てすり​の​上うえ​に​立たって​おられる​の​を​見みた。その​足あし​の​下した​に​は、こはく​の​よう​な​色いろ​の​純じゅん金きん​の​床ゆか​が​あった。
3 その​①目め​は​燃もえる​炎ほのお​の​よう​で​あり、その​頭髪とうはつ​は​清きよらか​な​雪ゆき​の​よう​に​白しろく、その​②顔かお​は​太陽たいよう​の​輝かがやき​に​勝まさって​光ひかり​輝かがやいて​いた。また、その​③声こえ、すなわち​④エホバ​の​声こえ​は​大水おおみず​の​奔流ほんりゅう​の​とどろき​の​よう​で、この​よう​に​言いわれた。
4 「わたし​は​①最さい初しょ​で​あり、最さい後ご​で​ある。わたし​は​②生いきて​いる​者もの​で​あり、殺ころされた​者もの​で​ある。わたし​は​父ちち​に​対たいする​あなたがた​の​③弁べん護ご​者しゃ​で​ある。
5 見みよ、あなたがた​の​罪つみ​は​①赦ゆるされて​おり、あなたがた​は​わたし​の​前まえ​に​清きよい。それゆえ、頭あたま​を​上あげて​喜よろこび​なさい。
6 あなたがた​の​兄きょう弟だい​たち​の​心こころ​を​喜よろこばせ、わたし​の​すべて​の​民たみ​の​心こころ​を​喜よろこばせ​なさい。彼かれら​は​力ちから​を​尽つくして​わたし​の​名な​の​ため​に​この​家いえ​を​①建たてた​人々ひとびと​で​ある。
7 見みよ、わたし​は​この​①家いえ​を​②受うけ入いれた。そして、わたし​の​名な​は​ここ​に​ある​で​あろう。わたし​は​憐あわれみ​を​もって​この​家いえ​で​わたし​の​民たみ​に​わたし​自じ身しん​を​現あらわす​で​あろう。
8 まことに、わたし​の​民たみ​が​わたし​の​戒いましめ​を​守まもり、この​①聖せい​なる​家いえ​を​②汚けがさなければ、わたし​は​僕しもべ​たち​に​③現あらわれて、わたし​自じ身しん​の​声こえ​を​もって​彼かれら​に​語かたる​で​あろう。
9 まことに、幾いく​千せん​幾いく​万まん​の​人ひと​の​心こころ​が、注そそがれる​数々かずかず​の​①祝しゅく福ふく​と、この​家いえ​で​僕しもべ​たち​に​授さずけられる​②エンダウメント​の​ゆえ​に、大おおいに​喜よろこぶ​で​あろう。
10 そして、この​家いえ​の​名声めいせい​は​諸しょ​外がい国こく​に​広ひろまる​で​あろう。これ​は​わたし​の​民たみ​の​頭こうべ​に​①注そそがれる​祝しゅく福ふく​の​初はじめ​で​ある。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。」
11 この​①示じ現げん​が​閉とじた​後のち、天てん​が​再ふたたび​わたしたち​に​開ひらかれた。そして、②モーセ​が​わたしたち​の​前まえ​に​現あらわれ、地ち​の​四し方ほう​から​の​③イスラエル​の​集しゅう合ごう​と​④北きた​の​地ち​から​の​十じゅう部ぶ族ぞく​の​導みちびき​の​⑤鍵かぎ​を​わたしたち​に​ゆだねた。
12 この​後のち、①エライアス​が​現あらわれ、わたしたち​と​子し孫そん​に​よって​わたしたち​の​後のち​の​時じ代だい​の​すべて​の​者もの​が​祝しゅく福ふく​を​受うける​で​あろう​と​述のべて、②アブラハム​の​福ふく音いん​の​③神しん権けん時じ代だい​を​ゆだねた。
13 この​示じ現げん​が​閉とじた​後のち、もう​一つ​の​大おおいなる​栄はえ​ある​示じ現げん​が​突とつ如じょ​わたしたち​に​開ひらかれた。死し​を​味あじわう​こと​なく​天てん​に​①取とり去さられた​預よ言げん者しゃ​②エリヤ​が、わたしたち​の​前まえ​に​立たって​言いった。
14 「見みよ、マラキ​の​口くち​を​通とおして​語かたられた​時とき​が​まさに​来きた。」マラキ​と​は、主しゅ​の​大おおいなる​恐おそるべき​日ひ​が​来くる​前まえ​に​彼かれ​〔​エリヤ​〕​が​遣つかわされ、
15 ①先せん祖ぞ​の​心こころ​を​子し孫そん​に、子し孫そん​の​心こころ​を​先せん祖ぞ​に​向むけ​させ、全ぜん​地ち​が​のろい​を​もって​打うたれる​こと​の​ない​よう​に​する、と​証あかし​した​人ひと​で​ある。
16 「それゆえ、この​神しん権けん時じ代だい​の​鍵かぎ​は​あなたがた​の​手て​に​ゆだねられて​いる。これ​に​よって​あなたがた​は、主しゅ​の​大おおいなる​恐おそるべき​①日ひ​が​近ちかく、まさに​戸と口ぐち​に​ある​の​を​知しる​こと​が​できる。」
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	◀8①
GS「聖い」

	◀②
教義97・15－17

	◀③
教義50・45

	◀9①
創世12・1－3、教義39・15、アブ2・8－11

	◀②
教義95・8、GS「エンダウメント」

	◀10①
教義105・12

	◀11①
GS「示現」

	◀②
マタ17・3

	◀③
ヤコ6・2、教義29・7、GS「イスラエル－イスラエルの集合」

	◀④
教義133・26－32、GS「イスラエル－行方の知れない十部族」

	◀⑤
GS「神権の鍵」

	◀12①
GS「エライアス」

	◀②
ガラ3・6－29、GS「アブラハムの聖約（契約）」

	◀③
GS「神権時代」

	◀13①
GS「身を変えられた人」

	◀②
GS「エリヤ」

	◀15①
ジ－歴史1・38－39、GS「系図」「死者の救い」

	◀16①
GS「終わりの時，末日」


第​111​章
千八百三十六​年ねん​八月がつ​六むい日か、マサチューセッツ​州しゅう​セーレム​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい二​巻かん、四百六十五－四百六十六​ページ）。当とう時じ、教きょう会かい​の​指し導どう​者しゃ​たち​は​教きょう会かい​で​の​働はたらき​の​ため​に​多おおく​の​負ふ債さい​を​抱かかえて​いた。預よ言げん者しゃ​と​シドニー・​リグドン、ハイラム・​スミス、および​オリバー・​カウドリ​は、セーレム​で​多た額がく​の​金銭きんせん​が​得えられる​と​聞きいた​ので、その​情報じょうほう​を​調しらべる​ため​に、オハイオ​州しゅう​カートランド​から​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえ​ながら​そこ​まで​旅たび​を​した。兄きょう弟だい​たち​は​教きょう会かい​の​務つとめ​を​幾いくつ​か​果はたし、多た少しょう​教おしえ​を​説といた。金銭きんせん​が​得えられそう​に​ない​こと​が​明あきらか​に​なった​とき、彼かれら​は​カートランド​に​帰かえった。この​啓けい示じ​の​言こと葉ば​の​中なか​に、これら​幾いくつ​か​の​主しゅ要よう​な​背はい後ご​事じ情じょう​が​示しめされて​いる。
1－5​主しゅ​は​その​僕しもべ​たち​の​物ぶっ質しつ的てき​な​必ひつ要よう​に​目め​を​向むけて​おられる。​6－11​主しゅ​は​シオン​を​憐あわれみ​を​もって​扱あつかい、その​僕しもべ​たち​の​益えき​と​なる​よう​に​万ばん事じ​を​整ととのえられる。
1 主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​で​ある​わたし​は、あなたがた​の​愚おろか​な​行こう為い​に​も​かかわらず、あなたがた​が​この​旅たび​を​して​きた​こと​を​不ふ快かい​に​は​思おもわない。
2 わたし​は、シオン​の​ため​に​あなたがた​に​与あたえる​多おおく​の​宝たから​を​この​町まち​に​持もって​いる。また、時とき​至いたって​わたし​が、シオン​の​ため​に、あなたがた​の​仲なか立だち​に​よって​集あつめる​多おおく​の​人ひと​が​この​町まち​に​いる。
3 それゆえ、あなたがた​は​導みちびかれる​まま​に、また​与あたえられる​まま​に、この​町まち​の​人々ひとびと​と​知しり合あい​に​なる​こと​が​必ひつ要よう​で​ある。
4 そして、時とき​が​来くれば、わたし​は​あなたがた​の​手て​に​この​町まち​を​与あたえて、あなたがた​が​これ​を​治おさめる​力ちから​を​持もつ​よう​に​し、彼かれら​が​あなたがた​の​心こころ​に​秘ひめた​事こと柄がら​を​知しる​こと​の​ない​よう​に​する。そして、この​町まち​の​金きん​銀ぎん​に​関かんする​富とみ​は、あなたがた​の​もの​と​なる​で​あろう。
5 あなたがた​の​①負ふ債さい​に​ついて​心配しんぱい​する​こと​は​ない。わたし​は​それ​を​返へん済さい​する​力ちから​を​あなたがた​に​与あたえる​から​で​ある。
6 シオン​に​ついて​心配しんぱい​する​こと​は​ない。わたし​は​シオン​を​憐あわれみ​を​もって​扱あつかう​から​で​ある。
7 この​地ち​と​周まわり​の​地ち域いき​に​とどまり​なさい。
8 あなたがた​が​おもに​とどまる​よう​に​と、わたし​が​望のぞむ​場ば所しょ​は、あなたがた​に​注そそがれる​わたし​の​御み霊たま​の​①平安へいあん​と​力ちから​に​よって、あなたがた​に​知しらされる​で​あろう。
9 この​場ば所しょ​を​あなたがた​は​賃借ちんしゃく​できる​で​あろう。そこ​で、この​町まち​の​もっと​昔むかし​の​住じゅう民みん​と​創そう建けん​者しゃ​たち​に​ついて​熱心ねっしん​に​調しらべ​なさい。
10 この​町まち​に​は、あなたがた​の​ため​に​宝たから​が​幾いくつ​も​ある​で​あろう。
11 蛇へび​の​よう​に​①賢かしこく​あり​なさい。しかし、罪つみ​を​犯おかして​は​ならない。わたし​は​あなたがた​の​②益えき​と​なる​よう​に、あなたがた​が​受うけ入いれる​こと​の​できる​早はやさ​で​万ばん事じ​を​整ととのえよう。アーメン。

	◀5①
教義64・27－29

	◀8①
教義27・16、GS「平安，平和」

	◀11①
マタ10・16

	◀②
ロマ8・28、教義90・24、100・15


第​112​章
千八百三十七​年ねん​七月がつ​二十三​日にち、オハイオ​州しゅう​カートランド​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​トーマス・​Ｂ・​マーシュ​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい二​巻かん、四百九十九－五百一​ページ）。この​啓けい示じ​に​は、小こ羊ひつじ​の​十じゅう二に使し徒と​に​関かんして​トーマス・​Ｂ・​マーシュ​に​告つげられた​主しゅ​の​言こと葉ば​が​含ふくまれて​いる。預よ言げん者しゃ​は、福ふく音いん​が​英えい国こく​で​初はじめて​宣のべ​伝つたえられた​日ひ​に​この​啓けい示じ​を​受うけた​と​記き録ろく​して​いる。トーマス・​Ｂ・​マーシュ​は​当とう時じ、十じゅう二に使し徒と​定員ていいん​会かい​会長かいちょう​で​あった。
1－10​十じゅう二に使し徒と​は​すべて​の​国こく民みん​と​民族みんぞく​に​福ふく音いん​を​もたらし、警けい告こく​の​声こえ​を​上あげ​なければ​ならない。​11－15​彼かれら​は​自じ分ぶん​の​十じゅう字じ架か​を​負おい、イエス​に​従したがい、イエス​の​羊ひつじ​を​養やしなわなければ​ならない。​16－20​大だい管かん長ちょう​会かい​を​受うけ入いれる​者もの​は、主しゅ​を​受うけ入いれる。​21－29​暗くら闇やみ​が​地ち​を​覆おおい、信しんじて​バプテスマ​を​受うける​者もの​だけ​が​救すくわれる。​30－34​大だい管かん長ちょう​会かい​と​十じゅう二に使し徒と​会かい​が​時とき​満みちる​神しん権けん時じ代だい​の​鍵かぎ​を​持もつ。
1 まことに、主しゅ​は​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​トーマス​に​この​よう​に​言いう。わたし​は​あなた​の​祈いのり​を​聞きき、あなた​の​施ほどこし​は​わたし​の​前まえ​に​届とどいて、あなた​の​兄きょう弟だい​たち​の​ため​に​①覚おぼえられて​いる。その​兄きょう弟だい​たち​と​は、わたし​の​名な​に​ついて​証あかし​を​述のべる​ため​に、また​それ​を​すべて​の​国こく民みん、部ぶ族ぞく、国こく語ご​の​民たみ、民族みんぞく​の​中なか​に​②もたらす​ため​に​選えらばれて、わたし​の​僕しもべ​たち​に​よって​聖任せいにん​された​人々ひとびと​の​こと​で​ある。
2 まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​の​心こころ​の​中なか​に、また​あなた​自じ身しん​に​関かんして、主しゅ​なる​わたし​の​心こころ​に​かなわない​こと​が​少すこし​ばかり​あった。
3 しかしながら、あなた​は​自じ分ぶん​を​①低ひくく​した​ので、高たかく​される​で​あろう。それゆえ、あなた​の​すべて​の​罪つみ​は​赦ゆるされて​いる。
4 わたし​の​前まえ​で​①元げん気き​を​出だし​なさい。あなた​は​②異い邦ほう人じん​だけ​で​なく、③ユダヤ人じん​に​も、わたし​の​名な​に​ついて​証あかし​しなければ​ならない。また、地ち​の​果はて​まで​わたし​の​言こと葉ば​を​送おくり​出ださなければ​ならない。
5 それゆえ、あなた​は​朝あさ​ごと​に​①戦たたかい、日ひ々び​あなた​の​②警けい告こく​の​声こえ​を​発はっし​なさい。そして、夜よる​に​なる​と、地ち​に​住すむ​者もの​が​あなた​の​言こと葉ば​の​ため​に​まどろむ​こと​の​ない​よう​に​しなさい。
6 シオン​に​おいて​あなた​の​住すまい​が​知しられる​よう​に​しなさい。あなた​の​家いえ​を​①移うつして​は​ならない。主しゅ​なる​わたし​は、人ひと​の​子こら​の​中なか​に​わたし​の​名な​を​告つげて​広ひろめる​こと​に​関かんして、あなた​の​なす​べき​一つ​の​大おおいなる​業わざ​を​用よう意い​して​いる。
7 それゆえ、その​業わざ​の​ため​に​腰こし​に​①帯おび​を​締しめ​なさい。また、足あし​に​履物はきもの​を​履はき​なさい。あなた​は​選えらばれた​者もの​で​あり、あなた​の​道みち​は​もろもろ​の​山やま​の​中なか​に、また​多おおく​の​国くに​の​中なか​に​ある​から​で​ある。
8 あなた​の​言こと葉ば​に​よって​多おおく​の​高たかい​者もの​が​①低ひくく​され、また​あなた​の​言こと葉ば​に​よって​多おおく​の​低ひくい​者もの​が​高たかく​される​で​あろう。
9 あなた​の​声こえ​は​戒いましめ​に​背そむく​者もの​に​とって​叱責しっせき​と​なる。あなた​の​叱責しっせき​で、中傷ちゅうしょう​する​者もの​の​舌した​に​その​よこしま​な​行こう為い​を​やめ​させ​なさい。
10 あなた​は​①謙遜けんそん​で​あり​なさい。そう​すれ​ば、主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​は​手て​を​引ひいて​あなた​を​導みちびき、あなた​の​祈いのり​に​答こたえ​を​与あたえる​で​あろう。
11 わたし​は​あなた​の​心こころ​を​知しって​おり、兄きょう弟だい​たち​に​ついて​の​あなた​の​祈いのり​を​聞きいた。彼かれら​を​ほか​の​多おおく​の​人ひと​以い上じょう​に​偏かたよって​①愛あいして​は​ならない。しかし、自じ分ぶん​自じ身しん​を​愛あいする​よう​に​彼かれら​を​愛あいし​なさい。すべて​の​人ひと​を、また​わたし​の​名な​を​大切たいせつ​に​する​すべて​の​者もの​を​豊ゆたか​に​愛あいし​なさい。
12 また、十じゅう二に使し徒と​会かい​の​兄きょう弟だい​たち​の​ため​に​祈いのり​なさい。わたし​の​名な​の​ため​に​彼かれら​を​厳きびしく​訓くん戒かい​しなさい。そして​彼かれら​に、すべて​の​罪つみ​の​ため​に​訓くん戒かい​を​受うけ​させ​なさい。また、あなた​は​わたし​の​前まえ​で​わたし​の​①名な​に​忠ちゅう実じつ​で​あり​なさい。
13 彼かれら​が​試し練れん​と​多おおく​の​①艱難かんなん​を​受うけた​後のち、見みよ、主しゅ​なる​わたし​は​彼かれら​を​探さぐろう。そして、彼かれら​が​わたし​に​対たいして​その​心こころ​を​かたくな​に​せず、強ごう情じょう​で​なければ、彼かれら​は​②心こころ​を​入いれ替かえる​ので、わたし​は​彼かれら​を​癒いやそう。
14 さて、わたし​は​あなた​に​言いい、また​あなた​に​言いう​こと​を​十じゅう二に使し徒と​の​すべて​に​言いう。立たって​腰こし​に​帯おび​を​締しめ、自じ分ぶん​の​①十じゅう字じ架か​を​負おい、わたし​に​従したがい、わたし​の​羊ひつじ​を​②養やしない​なさい。
15 自じ分ぶん​を​高たかく​して​は​ならない。わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​に​①背そむいて​は​ならない。まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​は​彼かれ​と​ともに​おり、わたし​の​手て​は​彼かれ​の​うえ​に​ある。そして、わたし​が​彼かれ​に​授さずけ、また​あなたがた​に​も​授さずけた​②鍵かぎ​は、わたし​が​来くる​まで​彼かれ​から​取とり去さられる​こと​は​ない。
16 まことに、わたし​は​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​トーマス​に​言いう。あなた​は、十じゅう二に使し徒と​会かい​に​関かんして、広ひろく​すべて​の​国くに​の​中なか​で​わたし​の​王おう国こく​の​鍵かぎ​を​持もつ​よう​に​わたし​が​選えらんだ​人ひと​で​ある。
17 それ​は、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​と、わたし​の​僕しもべ​①シドニー​と、わたし​の​僕しもべ​②ハイラム​が​行いく​こと​の​できない​すべて​の​場ば所しょ​で、あなた​が​王おう国こく​の​門もん​の​錠じょう​を​開あける​わたし​の​僕しもべ​と​なる​ため​で​ある。
18 わたし​は​彼かれら​に、しばし​の​間あいだ、すべて​の​諸しょ​教きょう会かい​の​重おも荷に​を​負おわせた​から​で​ある。
19 それゆえ、あなたがた​は、どこ​で​も​彼かれら​が​あなたがた​を​遣つかわす​所ところ​に​行いき​なさい。そう​すれ​ば、わたし​は​あなたがた​と​ともに​いる​で​あろう。そして、どこ​で​も​あなたがた​が​わたし​の​名な​を​宣言せんげん​する​所ところ​で、人々ひとびと​が​わたし​の​言こと葉ば​を​受うけ入いれる​よう​に、①効こう果か​的てき​な​門もん​が​あなたがた​の​ため​に​開ひらかれる​で​あろう。
20 だれでも​わたし​の​言こと葉ば​を​①受うけ入いれる​者もの​は、わたし​を​受うけ入いれる​の​で​ある。そして、だれでも​わたし​を​受うけ入いれる​者もの​は、わたし​が​遣つかわした​者もの、わたし​の​名な​の​ため​に​あなたがた​へ​の​助じょ言げん​者しゃ​と​した​者もの、すなわち​大だい管かん長ちょう​会かい​を​受うけ入いれる。
21 さらに​また、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​に​よって​正式せいしき​に​推薦すいせん​されて​①権能けんのう​を​与あたえられた​者もの​で、兄きょう弟だい​たち​すなわち​②十じゅう二に使し徒と​会かい​の​声こえ​に​より、わたし​の​名な​に​よって​遣つかわされる​者もの​は、あなたがた​から​遣つかわされる​どの​国くに​に​対たいして​で​も、わたし​の​王おう国こく​の​門もん​を​開ひらく​力ちから​を​持もつ。
22 彼かれら​が​わたし​の​前まえ​に​へりくだり、わたし​の​言こと葉ば​の​うち​に​とどまり、わたし​の​御み霊たま​の​声こえ​を​①聴きく​かぎり、そう​で​ある。
23 まことに、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。①暗くら闇やみ​が​地ち​を​覆おおい、深ふかい​闇やみ​が​人々ひとびと​の​心こころ​を​覆おおい、すべて​の​肉にく​なる​もの​が​わたし​の​前まえ​に​②悪わるく​なって​しまった。
24 見みよ、①報ほう復ふく​が​地ち​に​住すむ​者もの​の​うえ​に​速すみやか​に​及およぶ。これ​は​激はげしい​怒いかり​の​日ひ、焼やき払はらい​の​日ひ、荒こう廃はい​の​日ひ、②泣なき、嘆なげき、悲かなしむ​日ひ​で​ある。それ​は​旋風せんぷう​の​よう​に​地ち​の​全面ぜんめん​に​及およぶ​で​あろう、と​主しゅ​は​言いう。
25 わたし​の​家いえ​に​それ​は​①始はじまり、わたし​の​家いえ​から​それ​は​出でて​行いく、と​主しゅ​は​言いう。
26 最さい初しょ​は​あなたがた​の​中なか​の、わたし​の​名な​を​知しって​いる​と​①公こう言げん​しながら​わたし​を​②知しらず、わたし​の​家いえ​の​中なか​で​わたし​を​③冒ぼう瀆とく​した​者もの​の​中なか​に​始はじまる、と​主しゅ​は​言いう。
27 それゆえ、あなたがた​は​この​地ち​に​おける​わたし​の​教きょう会かい​の​諸しょ​事じ​に​ついて​心こころ​を​悩なやます​こと​の​ない​よう​に​しなさい、と​主しゅ​は​言いう。
28 しかし、わたし​の​前まえ​に​心こころ​を​①清きよく​しなさい。それから​全ぜん​世せ界かい​に​②出でて​行いって、わたし​の​福ふく音いん​を​与あたえられて​いない​すべて​の​造つくられた​もの​に​それ​を​宣のべ​伝つたえ​なさい。
29 ①信しんじて​②バプテスマ​を​受うける​者もの​は​救すくわれる。しかし、信しんじる​こと​なく、バプテスマ​を​受うけない​者もの​は、③罰ばつ​の​定さだめ​を​受うける​で​あろう。
30 あなたがた​①十じゅう二に使し徒と​会かい​と、あなたがた​の​助じょ言げん​者しゃ​および​指し導どう​者しゃ​と​なる​よう​に​あなたがた​と​ともに​任にん命めい​されて​いる​者もの、すなわち​②大だい管かん長ちょう​会かい​に、この​神しん権けん​の​力ちから​が、時とき​満みちる​③神しん権けん時じ代だい​で​ある​終おわり​の​時とき​の​ため​に​最さい後ご​に​与あたえられて​いる​から​で​ある。
31 あなたがた​は、創そう造ぞう​の​初はじめ​から​いずれ​の​時とき​で​あって​も​神しん権けん時じ代だい​を​受うけた​すべて​の​者もの​と​ともに、この​力ちから​を​保ほ持じ​して​いる。
32 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​が​受うけた​神しん権けん時じ代だい​の​①鍵かぎ​は、先せん祖ぞ​から​②継承けいしょう​され、最さい後ご​に​天てん​から​あなたがた​に​下くだされた​もの​で​ある。
33 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。見みよ、あなたがた​の​召めし​は​何なんと​偉い大だい​な​こと​か。この​時じ代だい​の​人々ひとびと​の​血ち​が​あなたがた​の​手て​に​①求もとめられる​こと​の​ない​よう​に、心こころ​と​衣ころも​を​②清きよく​しなさい。
34 わたし​が​来くる​まで​忠ちゅう実じつ​で​あり​なさい。わたし​は​すぐに​①来くる​から​で​ある。わたし​は​報むくい​を​携たずさえて​来きて、すべて​の​人ひと​に​その​②行おこない​に​応おうじて​報むくいる。わたし​は​アルパ​で​あり​オメガ​で​ある。アーメン。

	◀1①
使徒10・4

	◀②
教義18・28

	◀3①
マタ23・12、ルカ14・11

	◀4①
マタ9・2、ヨハ16・33

	◀②
教義18・6、90・8－9

	◀③
教義19・27

	◀5①
ユダ1・3

	◀②
教義1・4－5

	◀6①
詩篇125・1

	◀7①
エペ6・13－17

	◀8①
GS「謙遜」

	◀10①
箴言18・12

	◀11①
マタ5・43－48、GS「愛」「慈愛」

	◀12①
GS「イエス・キリスト－御名を受ける」

	◀13①
ヨハ16・33、黙示7・13－14、教義58・3－4

	◀②
3ニフ18・32、GS「改宗」

	◀14①
マタ16・24、JSマタ16・25－26、ルカ9・23

	◀②
ヨハ21・15－17

	◀15①
GS「背く」

	◀②
教義28・7、GS「神権の鍵」

	◀17①
GS「リグドン，シドニー」

	◀②
GS「スミス，ハイラム」

	◀19①
1コリ16・9、教義118・3

	◀20①
教義84・35－38

	◀21①
GS「権威，権限，権能」

	◀②
教義107・34－35

	◀22①
GS「聞き従う，聴く」「従順，従う」

	◀23①
イザ60・2、ミカ3・6、教義38・11、GS「背教，背信－過去のキリスト教会における背教」

	◀②
教義10・20－23

	◀24①
GS「報復」

	◀②
教義124・8

	◀25①
1ペテ4・17－18

	◀26①
マタ7・21－23、教義41・1、56・1

	◀②
ルカ6・46、モサ26・24－27、3ニフ14・21－23

	◀③
GS「冒瀆，汚す罪」

	◀28①
GS「清さ」

	◀②
マコ16・15－16

	◀29①
モル9・22－23、教義20・25－26

	◀②
GS「バプテスマ」

	◀③
GS「罰の定め」

	◀30①
GS「使徒」

	◀②
GS「大管長会」

	◀③
エペ1・10、教義27・13、124・40－42、GS「神権時代」

	◀32①
教義110・11－16、GS「神権の鍵」

	◀②
アブ1・2－3

	◀33①
教義72・3

	◀②
ヤコ1・19

	◀34①
黙示22・7、12、教義49・28、54・10

	◀②
GS「行い」


第​113​章
千八百三十八​年ねん​三月がつ、イザヤ​の​記しるした​事こと柄がら​に​関かんする​質問しつもん​に​対たいして​預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​より​与あたえられた​答こたえ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい三​巻かん、九－十​ページ）。
1－6​エッサイ​の​株かぶ、そこ​から​出でる​芽め、および​エッサイ​の​根ね​の​意い味み​が​明あきらか​に​される。​7－10​シオン​の​散ちらされた​残のこり​の​者もの​は、神しん権けん​を​受うける​権けん利り​を​持もって​おり、主しゅ​に​立たち​返かえる​よう​に​勧すすめられて​いる。
1 イザヤ書しょ​第だい十一​章しょう​一、二、三、四、五​節せつ​の​中なか​で​述のべられて​いる、①エッサイ​の​株かぶ​と​は​だれ​の​こと​か。
2 まことに、主しゅ​は​この​よう​に​言いわれる。「それ​は​キリスト​で​ある。」
3 イザヤ書しょ​第だい十一​章しょう​一​節せつ​の​中なか​で​述のべられて​いる、エッサイ​の​株かぶ​から​出でる​はず​の​芽め​と​は​何なに​か。
4 見みよ、主しゅ​は​この​よう​に​言いわれる。「それ​は​キリスト​の​手て​の​中なか​の​一ひと人り​の​僕しもべ​で​あって、幾いく分ぶん​は​①エフライム​の​子し孫そん、すなわち​ヨセフ​の​家いえ​の​子し孫そん​で​ある​だけ​で​なく、幾いく分ぶん​は​エッサイ​の​子し孫そん​で​も​あり、大おおきな​②力ちから​を​授さずけられる​者もの​で​ある。」
5 第だい十一​章しょう​十​節せつ​の​中なか​で​述のべられて​いる、エッサイ​の​根ね​と​は​何なに​か。
6 見みよ、主しゅ​は​この​よう​に​言いわれる。「それ​は​エッサイ​の​子し孫そん​で​あり、ヨセフ​の​子し孫そん​で​も​あって、終おわり​の​時とき​に、①旗はた​と​なる​ため​に、また​わたし​の​民たみ​を​②集あつめる​ため​に、神しん権けん​と​王おう国こく​の​③鍵かぎ​と​を​正せい当とう​に​所しょ有ゆう​する​者もの​で​ある。」
7 エライアス・​ヒグビー​から​の​質問しつもん。イザヤ書しょ​第だい​五十二​章しょう​一​節せつ​の​中なか​の、「シオン​よ、力ちから​を​着きよ」と​いう​命令めいれい​は​どう​いう​意い味み​か。また、イザヤ​は​どの​民たみ​を​指さして​述のべた​の​か。
8 彼かれ​は、神かみ​が​終おわり​の​時とき​に​召めされる​者もの​たち、すなわち​①シオン​を​元もと​に​戻もどし、イスラエル​を​贖あがなう​神しん権けん​の​力ちから​を​持もつ​者もの​たち​を​指さして​述のべた。②力ちから​を​着きる​と​は、神しん権けん​の​権能けんのう​を​まとう​こと​で​あり、シオン​は​それ​を​血けっ統とう​に​よって​受うける​③権けん利り​を​持もって​いる。また、シオン​が​失うしなった​その​力ちから​に​復ふくする​こと​で​も​ある。
9 第だい二​節せつ​の、シオン​が​その​首くび​の​縄なわ​を​解とき​捨すてる​と​いう​こと​に​よって、わたしたち​は​何なに​を​理り解かい​す​べき​か。
10 わたしたち​は​次つぎ​の​よう​に​理り解かい​す​べき​で​ある。すなわち、①散ちらされた​残のこり​の​者もの​は、かつて​主しゅ​の​もと​から​落おちた​が、その​主しゅ​に​②立たち​返かえる​よう​に​勧すすめられて​いる。彼かれら​が​そう​する​なら​ば、主しゅ​は​彼かれら​に​語かたる、すなわち​彼かれら​に​啓けい示じ​を​与あたえる​と​約やく束そく​して​おられる。第だい六、七、八​節せつ​を​参照さんしょう。シオン​の​首くび​の​縄なわ​と​は、シオン​に​下くだされた​神かみ​の​のろい、すなわち、イスラエル​の​残のこり​の​者もの​が​異い邦ほう人じん​の​間あいだ​に​散ちらされた​状じょう態たい​に​ある​と​いう​こと​で​ある。

	◀1①
GS「エッサイ」

	◀4①
創世41・50－52、教義133・30－34、GS「エフライム」

	◀②
GS「力」

	◀6①
教義45・9、GS「旗」

	◀②
GS「イスラエル－イスラエルの集合」

	◀③
GS「神権の鍵」

	◀8①
GS「シオン」

	◀②
教義82・14

	◀③
GS「長子の特権，生得権」

	◀10①
GS「イスラエル－イスラエルの散乱」

	◀②
ホセ3・4－5、2ニフ6・11


第​114​章
千八百三十八​年ねん​四月がつ​十七​日にち、ミズーリ​州しゅう​ファーウェスト​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい三​巻かん、二十三​ページ）。
1－2​忠ちゅう実じつ​で​ない​者もの​が​受うけて​いる​教きょう会かい​の​職しょく​は、ほか​の​者もの​に​与あたえる​べき​で​ある。
1 まことに、主しゅ​は​この​よう​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​デビッド・​Ｗ・​パッテン​が、できる​だけ​早はやく​彼かれ​の​事じ業ぎょう​を​すべて​清算せいさん​し、その​商品しょうひん​を​処分しょぶん​し、そう​する​こと​に​よって​来年らいねん​の​春はる​に、ほか​の​者もの、すなわち​彼かれ​自じ身しん​を​含ふくむ​十二​人にん​の​者もの​と​ともに、全ぜん​世せ界かい​に​わたし​の​名な​を​証あかし​し、喜よろこび​の​おとずれ​を​携たずさえて​行いく​使し命めい​を​わたし​の​ため​に​果はたす​よう​に​する​こと​は、彼かれ​に​とって​賢明けんめい​で​ある。
2 まことに、主しゅ​は​この​よう​に​言いう。あなたがた​の​中なか​に​わたし​の​名な​を​否ひ定てい​する​者もの​が​いれ​ば、ほか​の​者もの​を​①代かわり​に​②立たてて、否ひ定てい​する​者もの​の​職しょく​を​与あたえ​なければ​ならない。アーメン。

	◀2①
教義64・40

	◀②
教義118・1、6


第​115​章
千八百三十八​年ねん​四月がつ​二十六​日にち、ミズーリ​州しゅう​ファーウェスト​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた、その​地ち​を​築きずき​上あげて​主しゅ​の​宮みや​を​建たてる​こと​に​ついて​の​神かみ​の​御み​心こころ​を​知しらせる​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい三​巻かん、二十三－二十五​ページ）。この​啓けい示じ​は​教きょう会かい​の​管かん理り​役やく員いん​たち​に​あてた​もの​で​ある。
1－4​主しゅ​は​御ご​自じ分ぶん​の​教きょう会かい​を、末まつ日じつ​聖せい徒と​イエス・​キリスト​教きょう会かい​と​命名めいめい​される。​5－6​シオン​と​その​ステーク​は、聖せい徒と​たち​の​ため​の​防ぼう御ぎょ​と​避ひ難なん​の​場ば所しょ​で​ある。​7－16​聖せい徒と​たち​は​ファーウェスト​に​主しゅ​の​宮みや​を​建たてる​よう​に​命めいじられる。​17－19​ジョセフ・​スミス​は​地ち上じょう​で​神かみ​の​王おう国こく​の​鍵かぎ​を​持もつ。
1 まことに、わたし​は​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​①ジョセフ・​スミス・​ジュニア​と、また​わたし​の​僕しもべ​②シドニー・​リグドン​と、また​わたし​の​僕しもべ​③ハイラム・​スミス、および​すでに​任にん命めい​されて​いる、また​この​後のち​任にん命めい​される​あなた​の​顧こ問もん​たち、
2 また、あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​①エドワード・​パートリッジ​と、彼かれ​の​顧こ問もん​たち、
3 また、シオン​に​おける​わたし​の​教きょう会かい​の​高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい（これから​この​よう​に​呼よばれる）に​属ぞくする​わたし​の​忠ちゅう実じつ​な​僕しもべ​たち、および​全ぜん​世せ界かい​に​散在さんざい​して​いる​わたし​の​末まつ日じつ​聖せい徒と​イエス・​キリスト​教きょう会かい​の​すべて​の​長老ちょうろう​たち​と​人々ひとびと​に​言いう。
4 わたし​の​①教きょう会かい​は、終おわり​の​時とき​に​この​よう​に、すなわち​②末まつ日じつ​聖せい徒と​イエス・​キリスト​教きょう会かい​と​呼よばれ​なければ​ならない。
5 まことに、わたし​は​あなたがた​すべて​に​言いう。①立たって​光ひかり​を​放はなち​なさい。それ​は、あなたがた​の​光ひかり​が​もろもろ​の​国こく民みん​の​ため​の​②旗はた​と​なる​ため​で​あり、
6 ①シオン​の​地ち​と​その​②ステーク​に​③集しゅう合ごう​する​こと​が、防ぼう御ぎょ​の​ため​と​なり、また​嵐あらし​と​激はげしい​怒いかり​が​全ぜん​地ち​に​ありのまま​に​④注そそがれる​とき​に、その​⑤避さけ​所どころ​と​なる​ため​で​ある。
7 ファーウェスト​の​町まち​を、わたし​の​ため​に​聖せい​なる​聖別せいべつ​された​地ち​と​しなさい。それ​を​最もっとも​聖せい​なる​地ち​と​呼よばなければ​ならない。あなた​が​立たって​いる​地ち​は​①聖せい​なる​地ち​だから​で​ある。
8 それゆえ、わたし​は​あなたがた​に​命めいじる。聖せい徒と​たち​が​わたし​を​①礼れい拝はい​できる​よう​に、彼かれら​の​集あつまる​場ば所しょ​として、わたし​の​ため​に​一つ​の​家いえ​を​②建たて​なさい。
9 今こ年とし​の​夏なつ​に​この​仕し事ごと​を​開かい始し​し、基き礎そ​造づくり​を​し、準じゅん備び​工こう事じ​を​始はじめ​なさい。
10 来きたる​七月がつ​四よっ日か​に​開かい始し​して、その​とき​から​わたし​の​民たみ​は​熱心ねっしん​に​働はたらき、わたし​の​名な​の​ため​に​家いえ​を​建たて​なさい。
11 この​日ひ​から​①一年ねん​後ご​に、わたし​の​②家いえ​の​土ど台だい​を​据すえる​作さ業ぎょう​を​再開さいかい​しなさい。
12 この​よう​に​して​その​とき​から、わたし​の​家いえ​が​その​隅石すみいし​から​その​最上さいじょう​部ぶ​に​至いたる​まで​仕し上あげられ、仕し上あげられて​いない​所ところ​が​なくなる​まで、熱心ねっしん​に​働はたらき​なさい。
13 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​に​も、わたし​の​僕しもべ​シドニー​に​も、わたし​の​僕しもべ​ハイラム​に​も、わたし​の​名な​の​ため​に​家いえ​を​建たてる​に​当あたって​これ​以い上じょう​負ふ債さい​を​抱かかえ​させない​よう​に​しなさい。
14 しかし、わたし​が​彼かれら​に​示しめす​①型かた​に​従したがって、わたし​の​名な​の​ため​に​家いえ​を​建たて​なさい。
15 もし​わたし​の​民たみ​が、わたし​が​大だい管かん長ちょう​会かい​に​示しめす​型かた​に​従したがって​それ​を​建たて​なければ、わたし​は​彼かれら​の​手て​から​それ​を​受うけ入いれない。
16 しかし​わたし​の​民たみ​が、わたし​が​彼かれら​の​大だい管かん長ちょう​会かい、すなわち、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​と​彼かれ​の​顧こ問もん​たち​に​示しめす​型かた​に​従したがって​それ​を​建たてる​なら​ば、わたし​は​民たみ​の​手て​から​それ​を​受うけ入いれよう。
17 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​思おもい​は、ファーウェスト​の​町まち​が、聖せい徒と​たち​が​集あつまる​こと​に​よって​速すみやか​に​築きずかれる​こと​で​あり、
18 また、その​周まわり​の​他た​の​場ば所しょ​が、折々おりおり​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​に​明あきらか​に​される​まま​に、①ステーク​として​定さだめられる​こと​で​ある。
19 見みよ、わたし​は​彼かれ​と​ともに​おり、また​民たみ​の​前まえ​で​彼かれ​を​聖きよめる。わたし​は​彼かれ​に​この​王おう国こく​と​務つとめ​の​①鍵かぎ​を​授さずけた​から​で​ある。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
GS「スミス，ジョセフ，ジュニア」

	◀②
GS「リグドン，シドニー」

	◀③
GS「スミス，ハイラム」

	◀2①
GS「パートリッジ，エドワード」

	◀4①
3ニフ27・4－8

	◀②
GS「末日聖徒イエス・キリスト教会」

	◀5①
イザ60・1－3

	◀②
イザ11・12、GS「旗」

	◀6①
GS「シオン」

	◀②
教義101・21、GS「ステーク」

	◀③
GS「イスラエル－イスラエルの集合」

	◀④
黙示14・10、教義1・13－14

	◀⑤
イザ25・1、4、教義45・66－71

	◀7①
GS「聖い」

	◀8①
GS「礼拝」

	◀②
教義88・119、95・8

	◀11①
教義118・5

	◀②
教義124・45－54

	◀14①
ヘブ8・5、教義97・10

	◀18①
教義101・21、GS「ステーク」

	◀19①
GS「神権の鍵」


第​116​章
千八百三十八​年ねん​五月がつ​十九​日にち、ミズーリ​州しゅう​デイビーズ​郡ぐん​ワイツフェリー​の​近ちかく​の​スプリングヒル​と​呼よばれる​地ち​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい三​巻かん、三十五​ページ）。
1 スプリングヒル​は、主しゅ​に​よって​①アダム・​オンダイ・​アーマン​と​名な付づけられる。それ​と​いう​の​も、主しゅ​が​言いわれる​に​は、そこ​は​②アダム​が​その​民たみ​を​訪おとずれる​ため​に​来くる​場ば所しょ、すなわち​預よ言げん者しゃ​ダニエル​に​よって​述のべられた​よう​に​③日ひ​の​老おいたる​者もの​が​座ざする​場ば所しょ​だから​で​ある。

	◀1①
教義78・15、GS「アダム・オンダイ・アーマン」

	◀②
GS「アダム」

	◀③
ダニ7・13－14、22


第​117​章
千八百三十八​年ねん​七月がつ​八よう日か、ミズーリ​州しゅう​ファーウェスト​に​おいて、ウィリアム・​マークス、ニューエル・​Ｋ・​ホイットニー、および​オリバー・​グレインジャー​の​当とう面めん​の​務つとめ​に​関かんして、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい三​巻かん、四十五－四十六​ページ）。
1－9​主しゅ​の​僕しもべ​たち​は​現げん世せ​の​もの​を​むさぼって​は​ならない。「主しゅ​に​とって​財ざい産さん​と​は​何なん​で​あろう​か」と​ある​から​で​ある。​10－16​彼かれら​は​浅あさましい​心こころ​を​捨すて​なければ​ならない。そう​すれ​ば、彼かれら​の​犠ぎ牲せい​は​主しゅ​に​とって​神聖しんせい​な​もの​と​なる。
1 まことに​主しゅ​は、わたし​の​僕しもべ​ウィリアム・​マークス​と、また​わたし​の​僕しもべ​ニューエル・​Ｋ・​ホイットニー​に​この​よう​に​言いう。主しゅ​なる​わたし​が​地ち上じょう​に​再ふたたび​雪ゆき​を​送おくる​前まえ​に、彼かれら​は​事じ業ぎょう​を​速すみやか​に​清算せいさん​して、カートランド​の​地ち​を​旅たび立だち​なさい。
2 彼かれら​は​目め​を​覚さまし、立たち上あがり、出でて​来きて、とどまる​こと​の​ない​よう​に​しなさい。主しゅ​なる​わたし​が​命めいじる​から​で​ある。
3 それゆえ、もし​とどまる​なら​ば、それ​は​彼かれら​に​とって​よくない。
4 彼かれら​は​わたし​の​前まえ​で、すべて​の​罪つみ​と​すべて​の​むさぼり​の​欲よく望ぼう​を​悔くい改あらため​なさい、と​主しゅ​は​言いう。わたし​に​とって​①財ざい産さん​と​は​何なん​で​あろう​か、と​主しゅ​は​言いう。
5 カートランド​の​財ざい産さん​を​①負ふ債さい​の​支し払はらい​の​ため​に​処分しょぶん​しなさい、と​主しゅ​は​言いう。それら​を​手て放ばなし​なさい、と​主しゅ​は​言いう。そして、なお​残のこる​もの​が​あれ​ば、何なんでも​それ​を​あなたがた​の​手て​に​残のこして​おき​なさい、と​主しゅ​は​言いう。
6 わたし​に​は​空そら​の​鳥とり​や、海う み​の​魚うお​や、山やま​の​獣けもの​が​いない​か。わたし​は​地ち​を​造つくらなかった​か。わたし​は​地ち​の​国くに々ぐに​の​すべて​の​軍ぐん隊たい​の​①運命うんめい​を​握にぎって​いない​か。
7 それゆえ、わたし​は​①寂さびしい​所ところ​に​芽め​を​出ださせ、花はな​を​咲さかせ、また​豊ゆたか​に​実み​を​結むすばせない​で​あろう​か、と​主しゅ​は​言いう。
8 あなたがた​が​一​滴てき​の​しずく​に​すぎない​もの​を​むさぼって、もっと​重じゅう要よう​な​こと​を​なおざり​に​する​ほど、①アダム・​オンダイ・​アーマン​の​山々やまやま​と​オラハ・​②シネハ​の​平原へいげん、すなわち​アダム​の​住すんで​いた​③地ち​に​十分じゅうぶん​な​余よ地ち​が​ない​の​で​あろう​か。
9 それ​で​ある​から、この​地ち、わたし​の​民たみ​の​地ち、すなわち​シオン​に​上のぼって​来きなさい。
10 わたし​の​僕しもべ​ウィリアム・​マークス​は、わずか​な​もの​に​も​①忠ちゅう実じつ​で​あり​なさい。そう​すれ​ば、多おおく​を​治おさめる​者もの​と​なる​で​あろう。彼かれ​は、ファーウェスト​の​町まち​に​おける​わたし​の​民たみ​の​中なか​で​管かん理り​し、わたし​の​民たみ​の​祝しゅく福ふく​を​もって​祝しゅく福ふく​される​よう​に​しなさい。
11 わたし​の​僕しもべ​ニューエル・​Ｋ・​ホイットニー​は、①ニコライ​派は​と​彼かれら​の​すべて​の​②秘ひ密みつ​の​忌いまわしい​行おこない​と、わたし​の​前まえ​に​おける​自じ分ぶん​の​浅あさましさ​を​すべて​恥はじ​なさい、と​主しゅ​は​言いう。そして、アダム・​オンダイ・​アーマン​の​地ち​に​上のぼって​来きて、わたし​の​民たみ​の​③ビショップ​に​なり​なさい、と​主しゅ​は​言いう。名な前まえ​で​は​なく、行おこない​で​そう​しなさい、と​主しゅ​は​言いう。
12 さらに​また、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​①オリバー・​グレインジャー​を、わたし​は​覚おぼえて​いる。見みよ、まことに、わたし​は​彼かれ​に​言いう。彼かれ​の​名な前まえ​は​代よ々よ​とこしえ​に​いつまで​も、神聖しんせい​に​覚おぼえられる​で​あろう、と​主しゅ​は​言いう。
13 それゆえ、彼かれ​は​わたし​の​教きょう会かい​の​大だい管かん長ちょう​会かい​の​負ふ債さい​償却しょうきゃく​の​ため​に​熱心ねっしん​に​働はたらき​なさい、と​主しゅ​は​言いう。彼かれ​は​倒たおれる​とき、再ふたたび​起おき上あがる​で​あろう。彼かれ​の​①犠ぎ牲せい​は​彼かれ​が​増まし​加くわえる​もの​より​も​わたし​に​とって​神聖しんせい​だから​で​ある、と​主しゅ​は​言いう。
14 それゆえ、彼かれ​は​この​地ち、すなわち​シオン​の​地ち​に​速すみやか​に​上のぼって​来きなさい。そう​すれ​ば、ふさわしい​とき​に、彼かれ​は​わたし​の​名な​の​ため​に、また​わたし​の​民たみ​の​益えき​の​ため​に、商あきない​を​する​者もの​と​される​で​あろう、と​主しゅ​は​言いう。
15 それゆえ、だれ​も​わたし​の​僕しもべ​オリバー・​グレインジャー​を​軽かろんじる​こと​なく、わたし​の​民たみ​の​祝しゅく福ふく​が​いつまで​も​とこしえ​に​彼かれ​の​うえ​に​ある​よう​に​しなさい。
16 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。カートランド​の​地ち​に​おける​わたし​の​僕しもべ​は​皆みな、主しゅ​なる​神かみ​と​わたし​の​家いえ​と​を​思おもい起おこし、それ​を​聖せい​なる​もの​として​保たもって​守まもり、わたし​が​ふさわしい​と​する​とき​に​両替りょうがえ​人にん​を​打うち​倒たおし​なさい、と​主しゅ​は​言いう。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀4①
教義104・14

	◀5①
教義104・78

	◀6①
使徒17・26、1ニフ17・36－39

	◀7①
イザ35・1、教義49・24－25

	◀8①
教義116・1、GS「アダム・オンダイ・アーマン」

	◀②
アブ3・13

	◀③
GS「エデン」

	◀10①
マタ25・23

	◀11①
黙示2・6、15

	◀②
GS「秘密結社」

	◀③
GS「ビショップ」

	◀12①
カートランドにおける諸事に携わることを預言者から任された代理人

	◀13①
GS「犠牲」


第​118​章
千八百三十八​年ねん​七月がつ​八よう日か、ミズーリ​州しゅう​ファーウェスト​に​おいて、「おお、主しゅ​よ、十じゅう二に使し徒と​会かい​に​ついて​の​あなた​の​御み​心こころ​を​わたしたち​に​お​示しめし​ください」と​いう​願ねがい​に​応おうじて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい三​巻かん、四十六​ページ）。
1－3​主しゅ​は​十じゅう二に使し徒と​の​家か族ぞく​に​必ひつ要よう​な​もの​を​与あたえて​くださる。​4－6​十じゅう二に使し徒と​会かい​の​空くう席せき​が​満みたされる。
1 まことに、主しゅ​は​この​よう​に​言いう。大会たいかい​を​すぐに​開ひらき​なさい。十じゅう二に使し徒と​会かい​を​組そ織しき​しなさい。人々ひとびと​を​任にん命めい​して、堕だ落らく​した​者もの​たち​の​職しょく​を​①満みたし​なさい。
2 わたし​の​僕しもべ​①トーマス​は、わたし​の​言こと葉ば​を​出しゅっ版ぱん​する​ため​に、しばらく​の​間あいだ​シオン​の​地ち​に​とどまり​なさい。
3 残のこり​の​者もの​は、その​とき​から​教おしえ​を​説とく​こと​を​続つづけ​なさい。彼かれら​が​できる​かぎり​へりくだった​心こころ​で、柔にゅう和わ​と​①謙遜けんそん​と​②寛容かんよう​を​もって​これ​を​行おこなう​なら​ば、主しゅ​なる​わたし​は​彼かれら​に、わたし​が​その​家か族ぞく​に​必ひつ要よう​な​もの​を​与あたえる​と​約やく束そく​を​しよう。また​その後のち、効こう果か​的てき​な​門もん​が​彼かれら​の​ため​に​開ひらかれる​で​あろう。
4 来年らいねん​の​春はる、彼かれら​は​大おお​海う み​を​越こえて​行いき、そこ​で​わたし​の​福ふく音いん、すなわち​完全かんぜん​な​福ふく音いん​を​広ひろめ、わたし​の​名な​に​ついて​証あかし​しなさい。
5 主しゅ​は​言いう。来年らいねん​の​四月がつ​二十六​日にち​に、ファーウェスト​の​町まち​に​おける​わたし​の​家いえ​の​建築けんちく​地ち点てん​で、わたし​の​聖せい徒と​たち​に​別わかれ​を​告つげ​なさい。
6 わたし​の​僕しもべ​ジョン・​テーラー​と、また​わたし​の​僕しもべ​ジョン・​Ｅ・​ページ​と、また​わたし​の​僕しもべ​ウィルフォード・​ウッドラフ​と、また​わたし​の​僕しもべ​ウィラード・​リチャーズ​が、堕だ落らく​した​者もの​たち​の​空くう席せき​を​満みたす​ため​に​任にん命めい​され、その​任にん命めい​が​正式せいしき​に​通つう知ち​される​よう​に​しなさい。

	◀1①
使徒1・13、16－17、22－26

	◀2①
GS「マーシュ，トーマス・Ｂ」

	◀3①
GS「謙遜」

	◀②
GS「堪え忍ぶ」


第​119​章
千八百三十八​年ねん​七月がつ​八よう日か、ミズーリ​州しゅう​ファーウェスト​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい三​巻かん、四十四​ページ）。これ​は、「おお、主しゅ​よ、あなた​は​什じゅう分ぶん​の​一いち​として、あなた​の​民たみ​の​財ざい産さん​の​うち​の​どれ​ほど​を​お​求もとめ​に​なる​か、あなた​の​僕しもべ​に​お​示しめし​ください」と​いう​預よ言げん者しゃ​の​願ねがい​に​応おうじて​与あたえられた​もの​で​ある。この​啓けい示じ​が​下くだされる​以い前ぜん​に​は、今日こんにち​理り解かい​されて​いる​よう​な​什じゅう分ぶん​の​一いち​の​律りっ法ぽう​は​教きょう会かい​に​与あたえられて​いなかった。前述ぜんじゅつ​の​祈いのり​と​以い前ぜん​の​啓けい示じ（第だい​六十四​章しょう​二十三​節せつ、第だい​八十五​章しょう​三​節せつ、第だい​九十七​章しょう​十一​節せつ）の​中なか​の「什じゅう分ぶん​の​一いち」と​いう​言こと葉ば​は、十​分ぶん​の​一​を​意い味み​する​だけ​で​なく、教きょう会かい​の​基き金きん​へ​の​自じ由ゆう​意い志し​に​よる​すべて​の​ささげ​物もの​や​寄き付ふ​を​も​意い味み​して​いた。主しゅ​は​以い前ぜん​に​財ざい産さん​の​奉ほう献けん​と​管かん理り人にん​の​職しょく​の​律りっ法ぽう​を​教きょう会かい​に​与あたえられ、会員かいいん​たち（おもに​指し導どう​的てき​立たち場ば​に​ある​長老ちょうろう​たち）は、聖せい約やく​に​よって​その​律りっ法ぽう​に​入はいって​いた。その​聖せい約やく​は​永遠えいえん​の​もの​の​はず​で​あった。しかし、多おおく​の​者もの​が​その​聖せい約やく​を​守まもらなかった​ため​に、主しゅ​は​一いち時じ​それ​を​取とり下さげて、代かわり​に​全ぜん​教きょう会かい​に​什じゅう分ぶん​の​一いち​の​律りっ法ぽう​を​与あたえられた。そこで​預よ言げん者しゃ​は、神聖しんせい​な​目もく的てき​の​ため​に​彼かれら​の​財ざい産さん​の​うち​の​どれ​ほど​を​求もとめられる​か​主しゅ​に​尋たずねた。その​答こたえ​が​この​啓けい示じ​で​ある。
1－5​聖せい徒と​たち​は​彼かれら​の​剰じょう余よ​の​財ざい産さん​を​納おさめ、その後のち、什じゅう分ぶん​の​一いち​として、毎年まいとし​彼かれら​の​得える​利り益えき​の​十​分ぶん​の​一​を​差さし出ださなければ​ならない。​6－7​この​よう​な​行おこない​は​シオン​の​地ち​を​聖きよめる。
1 まことに、主しゅ​は​この​よう​に​言いう。わたし​は、彼かれら​の​①剰じょう余よ​の​財ざい産さん​を​すべて​シオン​に​おける​わたし​の​教きょう会かい​の​ビショップ​の​手て​に​ゆだねる​こと​を​求もとめる。
2 それ​は、わたし​の​①家いえ​を​建たてる​ため、シオン​の​基もとい​を​据すえる​ため、神しん権けん​の​ため、また​わたし​の​教きょう会かい​の​大だい管かん長ちょう​会かい​の​負ふ債さい​の​ため​で​ある。
3 これ​が​わたし​の​民たみ​の​納おさめる​①什じゅう分ぶん​の​一いち​の​始はじまり​と​なる。
4 その後のち、この​よう​に​什じゅう分ぶん​の​一いち​を​納おさめた​者もの​は、毎年まいとし​彼かれら​の​得える​全ぜん​利り益えき​の​十​分ぶん​の​一​を​納おさめる​の​で​ある。そして、これ​は​わたし​の​聖せい​なる​神しん権けん​の​ため​に、とこしえ​に​彼かれら​に​とって​の​永えい続ぞく​的てき​な​律りっ法ぽう​と​なる、と​主しゅ​は​言いう。
5 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。すなわち、①シオン​の​地ち​に​集あつまる​者もの​は​皆みな、彼かれら​の​剰じょう余よ​の​財ざい産さん​を​什じゅう分ぶん​の​一いち​として​納おさめ、この​律りっ法ぽう​を​守まもらなければ​ならない。そう​で​なければ、あなたがた​の​中なか​に​住すむ​に​ふさわしい​と​認みとめられない。
6 また、わたし​は​あなたがた​に​言いう。もし​わたし​の​民たみ​が​この​律りっ法ぽう​を​守まもらず​に、これ​を​聖せい​なる​もの​として​保たもたず、また​この​律りっ法ぽう​に​よって​わたし​の​ため​に​①シオン​の​地ち​を​聖きよめ、それ​に​より​わたし​の​掟おきて​と​裁決さいけつ​が​そこ​で​守まもられて、それ​が​最もっとも​聖せい​なる​地ち​と​なる​よう​に​しなければ、見みよ、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう​が、それ​は​あなたがた​に​とって​シオン​の​地ち​で​は​なくなる。
7 これ​は​シオン​の​すべて​の​①ステーク​に​とって​の​一つ​の​範例はんれい​で​ある。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
教義42・33－34、55、51・13、82・17－19

	◀2①
教義115・8

	◀3①
教義64・23、マラ3・8－12、GS「什分の一」

	◀5①
教義57・2－3

	◀6①
GS「シオン」

	◀7①
GS「ステーク」


第​120​章
千八百三十八​年ねん​七月がつ​八よう日か、ミズーリ​州しゅう​ファーウェスト​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい三​巻かん、四十四​ページ）。これ​は、前まえ​の​第だい​百十九​章しょう​の​啓けい示じ​の​中なか​で​述のべられた​什じゅう分ぶん​の​一いち​として​納おさめられた​財ざい産さん​の​配分はいぶん​に​ついて​知しらせる​もの​で​ある。
1 まことに、主しゅ​は​この​よう​に​言いう。わたし​の​教きょう会かい​の​大だい管かん長ちょう​会かい​と、ビショップ​と​その​評ひょう議ぎ​会かい、ならびに​わたし​の​高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい​に​より​構こう成せい​される​評ひょう議ぎ​会かい​に​よって、また​彼かれら​へ​の​わたし​自じ身しん​の​声こえ​に​よって、①それ​が​配分はいぶん​される​べき​時とき​が​今いまや​来きた、と​主しゅ​は​言いう。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
什分の一のこと


第​121​章
千八百三十九​年ねん​三月がつ​二は十つ日か​付づけ​で、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​よって​記しるされた​祈いのり​と​預よ言げん（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい三​巻かん、二百八十九－三百​ページ）。この​とき、預よ言げん者しゃ​は​ミズーリ​州しゅう​リバティー​の​監獄かんごく​に​おいて​囚とらわれ​の​身 み​で​あった。預よ言げん者しゃ​と​数すう​人にん​の​同どう僚りょう​たち​は、これまで​数すう​か​月げつ​間かん​拘こう留りゅう​され、行ぎょう政せい官かん​や​司し法ほう官かん​に​あてた​彼かれら​の​請願せいがん​や​上じょう訴そ​も​彼かれら​を​救きゅう助じょ​する​に​は​至いたらなかった。
1－6​預よ言げん者しゃ​は​苦くるしんで​いる​聖せい徒と​たち​の​ため​に​主しゅ​に​懇願こんがん​する。​7－10​主しゅ​は​彼かれ​に​平安へいあん​を​告つげられる。​11－17​主しゅ​の​民たみ​は​戒いましめ​に​背そむいて​いる​と​偽いつわり​の​叫さけび​声ごえ​を​上あげる​者もの​は​皆みな、のろわれる。​18－25​彼かれら​は​神しん権けん​を​受うける​権けん利り​を​持もたず、罰ばつ​の​定さだめ​を​受うける。​26－32​勇ゆう敢かん​に​堪たえ忍しのぶ​者もの​に、栄えい光こう​ある​啓けい示じ​が​約やく束そく​される。​33－40​召めされる​者もの​は​多おおい​が​選えらばれる​者もの​は​少すくない​理り由ゆう。​41－46​神しん権けん​は​義ぎ​に​かなって​のみ​用もちい​なければ​ならない。
1 おお、神かみ​よ、あなた​は​どこ​に​おられる​の​です​か。あなた​の​①隠かくれ​場ば​を​覆おおう​大おお​幕まく​は​どこ​に​ある​の​です​か。
2 あなた​の​御み​手て​は​①いつまで​とどめられ、あなた​の​目め、まことに​あなた​の​清きよい​目め​は​いつまで​永遠えいえん​の​天てん​から​あなた​の​民たみ​と​あなた​の​僕しもべ​たち​へ​の​不ふ当とう​な​扱あつかい​を​眺ながめ、また​あなた​の​耳みみ​は​いつまで​彼かれら​の​叫さけび​声ごえ​で​貫つらぬかれる​の​です​か。
3 まことに、おお、主しゅ​よ、彼かれら​が​①どれ​ほど​長ながく​これら​の​不ふ当とう​な​扱あつかい​と​不ふ法ほう​な​虐しいたげ​を​受うければ、あなた​の​心こころ​は​彼かれら​に​和やわらぎ、あなた​の​胸むね​は​彼かれら​に​対たいする​哀あわれみ​の​情じょう​に​動うごかされる​の​です​か。
4 おお、①全ぜん能のう​の​主しゅ​なる​神かみ​よ、天てん​と​地ち​と​海う み​と​その​中なか​に​ある​万物ばんぶつ​の​造つくり主ぬし​よ、悪あく魔ま​と​シェオル​なる​暗くらい​闇やみ​の​領域りょういき​を​支し配はい​し​従したがえて​おられる​御お方かた​よ、あなた​の​御み​手て​を​伸のべて​ください。あなた​の​目め​が​貫つらぬき​ます​よう​に。あなた​の​大おお​幕まく​が​取とり去さられ​ます​よう​に。あなた​の​②隠かくれ​場ば​が​もはや​覆おおわれ​ません​よう​に。あなた​の​耳みみ​が​傾かたむけられ​ます​よう​に。あなた​の​心こころ​が​和やわらぎ、あなた​の​胸むね​が​わたしたち​に​対たいする​哀あわれみ​の​情じょう​に​動うごかされ​ます​よう​に。
5 あなた​の​怒いかり​が​わたしたち​の​敵てき​に​向むかって​燃もえ​ます​よう​に。そして、あなた​の​心こころ​の​憤いきどおり​を​もって、あなた​の​剣つるぎ​で​わたしたち​へ​の​不ふ当とう​な​扱あつかい​に​①報ほう復ふく​して​ください。
6 おお、わたしたち​の​神かみ​よ、あなた​の​苦くるしんで​いる​聖せい徒と​たち​を​思おもい起おこして​ください。そう​すれ​ば、あなた​の​僕しもべ​たち​は、とこしえ​に​あなた​の​御み​名な​を​喜よろこび​歌うたい​ます。
7 「息むす子こ​よ、あなた​の​心こころ​に​平安へいあん​が​ある​よう​に。あなた​の​①逆境ぎゃっきょう​と​あなた​の​苦く難なん​は、つかの間ま​に​すぎない。
8 その後のち、あなた​が​それ​を​よく​①堪たえ忍しのぶ​なら​ば、神かみ​は​あなた​を​高たかい​所ところ​に​上あげる​で​あろう。あなた​は​すべて​の​敵てき​に​打うち勝かつ​で​あろう。
9 あなた​の​①友人ゆうじん​たち​は​まことに​あなた​の​傍かたわら​に​立たって​いる。そして、彼かれら​は​温あたたかい​心こころ​と​親したしみ​の​ある​手て​を​もって、再ふたたび​あなた​を​歓かん呼こ​して​迎むかえる​で​あろう。
10 あなた​は​まだ​①ヨブ​の​よう​で​は​ない。あなた​の​友人ゆうじん​たち​は、ヨブ​に​その​友人ゆうじん​たち​が​行おこなった​よう​に​あなた​に​対たいして​言いい争あらそわず、戒いましめ​に​背そむいた​と​して​あなた​を​責せめる​こと​も​ない。
11 戒いましめ​に​背そむいた​と​して​あなた​を​責せめる​者もの​たち​の​希き望ぼう​は​吹ふき​消けされ、彼かれら​の​期き待たい​は、①霜しも​が​朝あさ日ひ​の​強つよい​日ひ差ざし​の​前まえ​に​解とける​よう​に​解とけ​去さる​で​あろう。
12 神かみ​は​手て​を​置おいて​印いん​を​押おして、①時とき​と​季き節せつ​と​を​変かえ、彼かれら​の​思おもい​を​くらました。それ​は、彼かれら​が​神かみ​の​驚おどろく​べき​業わざ​を​理り解かい​できない​よう​に​する​ため​で​あり、また​神かみ​が​彼かれら​を​試ためし、彼かれら​自じ身しん​の​悪わる巧だくみ​に​よって​彼かれら​を​捕とらえる​ため​で​ある。
13 また、彼かれら​の​心こころ​が​腐ふ敗はい​して​いる​ので、彼かれら​が​進すすんで、ほか​の​人々ひとびと​の​うえ​に​もたらし、ほか​の​人々ひとびと​に​受うけ​させたい​と​思おもって​いる​こと​が、①彼かれら​自じ身しん​の​うえ​に​最さい大だい限げん​に​及およぶ​よう​に​する​ため​で​ある。
14 また、彼かれら​を​失望しつぼう​させる​ため​で​あり、彼かれら​の​望のぞみ​を​絶たつ​ため​で​あり、
15 これから​多おおく​の​年とし​が​たたない​うち​に、彼かれら​と​その​子し孫そん​が​天てん​の​下した​から​一いっ掃そう​されて、だれ​も​壁かべ​の​そば​に​立たつ​者もの​の​いない​よう​に​する​ため​で​ある、と​神かみ​は​言いう。
16 わたし​の​①油あぶら​注そそがれた​者もの​に​向むかって​かかと​を​上あげる​者もの​は​皆みな​のろわれる、と​主しゅ​は​言いう。わたし​の​油あぶら​注そそがれた​者もの​が​わたし​の​前まえ​に​罪つみ​を​犯おかす​こと​なく、わたし​の​目め​に​かなう​こと​と、わたし​から​命めいじられた​こと​を​行おこなった​の​に、彼かれら​は​②罪つみ​を​犯おかした​と​叫さけぶ​者もの​は​皆みな​のろわれる、と​主しゅ​は​言いう。
17 しかし、戒いましめ​に​背そむいた​と​叫さけぶ​者もの​は、彼かれら​自じ身しん​が​罪つみ​の​僕しもべ​で​あり、①不ふ​従順じゅうじゅん​の​子こら​で​ある​から​そう​叫さけぶ​の​で​ある。
18 また、わたし​の​僕しもべ​たち​を​束そく縛ばく​と​死し​に​至いたらせよう​と、偽いつわり​誓ちかって​彼かれら​を​訴うったえる​者もの、
19 彼かれら​は​災わざわい​で​ある。彼かれら​は​わたし​の​幼おさない​者もの​たち​を​①つまずかせた​ので、わたし​の​家いえ​の​②儀ぎ式しき​から​絶たたれる​で​あろう。
20 彼かれら​の​①かご​は​満みちる​こと​なく、彼かれら​の​家いえ​と​倉くら​は​朽くち果はて、彼かれら​自じ身しん​は​彼かれら​に​へつらった​者もの​たち​に​見み下くだされる​で​あろう。
21 彼かれら​も、彼かれら​の​後のち​の​子し孫そん​も​代よ々よ、①神しん権けん​を​受うける​権けん利り​を​持もたない​で​あろう。
22 彼かれら​に​とって​は、石臼いしうす​を​首くび​に​かけられて、①海う み​の​深ふかみ​に​沈しずめられる​方ほう​が​よかった。
23 わたし​の​民たみ​を​苦くるしめ、追おい出だし、殺ころし、また​彼かれら​に​ついて​不ふ利り​な​証言しょうげん​を​する​者もの​は​皆みな​災わざわい​で​ある、と​万軍ばんぐん​の​主しゅ​は​言いう。①まむし​の​子こら​は​地じ獄ごく​の​罰ばつ​を​免まぬがれない​で​あろう。
24 見みよ、わたし​の​目め​は​彼かれら​の​すべて​の​行おこない​を​①見みて​知しって​いる。そして、わたし​は​彼かれら​すべて​の​ため​に、ふさわしい​時じ期き​に​おける​速すみやか​な​②裁さばき​を​保ほ留りゅう​して​いる。
25 それ​は、すべて​の​人ひと​の​ため​に​その​①行おこない​に​応おうじて​定さだめられた​②時とき​が​ある​から​で​ある。」
26 神かみ​は​その​①聖せい​なる​御み霊たま​に​よって、すなわち​聖霊せいれい​の​言いい尽つくせない​②賜物たまもの​に​よって、世せ界かい​が​存そん在ざい​する​よう​に​なって​以い来らい​現在げんざい​まで​示しめされた​こと​の​ない​③知ち識しき​を、あなたがた​に​与あたえて​くださる​で​あろう。
27 それ​は、終おわり​の​時じ代だい​に​示しめされる​こと​を、わたしたち​の​先せん祖ぞ​が​切せつなる​期き待たい​を​もって​待まち望のぞんで​きた​もの、彼かれら​の​完全かんぜん​な​栄えい光こう​の​ため​に​取とって​おかれる​もの​として、その​思おもい​を​向むける​よう​に​天てん使し​たち​に​よって​促うながされた​もの​で​ある。
28 将来しょうらい、①何事なにごと​も​隠かくされる​こと​の​ない​とき​に、唯一ゆいいつ​の​神かみ​か、それとも​多おおく​の​②神々かみがみ​が​おられる​か、その​こと​が​明あきらか​に​される​で​あろう。
29 すべて​の​王おう位い​と​主しゅ権けん、公こう国こく​と​力ちから​が​①示しめされて、イエス・​キリスト​の​福ふく音いん​の​ため​に​勇ゆう敢かん​に​堪たえ忍しのんだ​すべて​の​者もの​に​授さずけられる​で​あろう。
30 また、天てん​や​海う み​に、乾かわいた​地ち​に、太陽たいよう​や​月つき​や​星ほし​に​①限界げんかい​が​あれ​ば、
31 それら​の​回転かいてん​の​すべて​の​時とき、定さだめられた​すべて​の​日ひ​と​月つき​と​年とし、また​それら​の​日ひ​と​月つき​と​年とし​の​すべて​の​日ひ、また​それら​の​すべて​の​栄えい光こう​と​律りっ法ぽう​と​定さだめられた​時とき​が、時とき​満みちる​①神しん権けん時じ代だい​に​示しめされる​で​あろう。
32 この​世せ界かい​が​存そん在ざい​する​前まえ​に、ほか​の​すべて​の​神々かみがみ​を​支し配はい​する​永遠えいえん​の​①神かみ​の​②会かい議ぎ​で​定さだめられた​こと、すなわち、すべて​の​人ひと​が​永遠えいえん​の​神かみ​の​③もと​に​行いって​神かみ​の​不ふ滅めつ​の​④安あん息そく​に​入はいる​この世よ​の​仕し上あげ​と​終おわり​の​ため​に​保ほ留りゅう​される​はず​で​あった​こと​に​従したがって​示しめされる​で​あろう。
33 流りゅう水すい​は​いつまで​濁にごった​まま​で​いられよう​か。いかなる​力ちから​が​天てん​を​とどめる​で​あろう​か。全ぜん能のう​者しゃ​が​末まつ日じつ​聖せい徒と​の​頭こうべ​に​天てん​から​①知ち識しき​を​注そそぐ​の​を​人ひと​が​妨さまたげよう​と​する​の​は、人ひと​が​その​か​弱よわい​腕うで​を​伸のべて、定さだめられた​水すい路ろ​を​流ながれる​ミズーリ​川がわ​を​とどめよう​と​する​よう​な​もの、あるいは​逆流ぎゃくりゅう​させよう​と​する​よう​な​もの​で​ある。
34 まことに、①召めされる​者もの​は​多おおい​が、②選えらばれる​者もの​は​少すくない。では、なぜ​彼かれら​は​選えらばれない​の​で​あろう​か。
35 それ​は、彼かれら​が​あまり​に​も​この​①世よ​の​もの​に​執着しゅうちゃく​し、人ひと​の​②誉ほまれ​を​得える​こと​を​望のぞんで​いる​ため​に、次つぎ​の​よう​な​一つ​の​教訓きょうくん​を​学まなばない​から​で​ある。
36 すなわち、①神しん権けん​の​権けん利り​は​天てん​の​力ちから​と​不ふ可か分ぶん​の​もの​として​結むすびついて​おり、天てん​の​②力ちから​は​③義ぎ​の​原則げんそく​に​従したがって​しか​制せい御ぎょ​する​こと​も、運うん用よう​する​こと​も​できない​と​いう​こと​で​ある。
37 なるほど​それら​が​わたしたち​に​授さずけられる​こと​も​あろう。しかし、わたしたち​が​自じ分ぶん​の​①罪つみ​を​②覆おおい​隠かくそう​と​したり、自じ分ぶん​の​③高こう慢まん、自じ分ぶん​の​うぬぼれた​野や望ぼう​を​満みたそう​と​したり、あるいは​いかなる​程てい度ど​の​不ふ義ぎ​に​よって​で​も、人ひと​の​子こら​を​制せい御ぎょ​し、支し配はい​し、強きょう制せい​しよう​と​したり​する​とき、まことに、天てん​は​④退しりぞき​去さり、主しゅ​の​御み霊たま​は​深ふかく​悲かなしむ。そして、主しゅ​の​御み霊たま​が​退しりぞき​去さる​と、その​人ひと​の​神しん権けん、すなわち​権能けんのう​は​終おわり​で​ある。
38 まことに、その​人ひと​は​気きがつかない​うち​に、一ひと人り​放ほう置ち​されて、①とげ​の​ある​鞭むち​を​けり、聖せい徒と​たち​を​②迫はく害がい​し、神かみ​と​戦たたかう。
39 わたしたち​は​悲かなしむ​べき​経験けいけん​に​よって​学まなんだ。すなわち、ほとんど​すべて​の​人ひと​は、少すこし​ばかり​の​権能けんのう​を​得えた​と​思おもうや、すぐに​不ふ義ぎ​な​支し配はい​を​始はじめよう​と​する​①性質せいしつ​と​傾向けいこう​が​ある。
40 それゆえ​に、召めされる​者もの​は​多おおい​が、選えらばれる​者もの​は​少すくない​の​で​ある。
41 いかなる​力ちから​も​影響えいきょう​力りょく​も、神しん権けん​に​よって​維い持じ​する​こと​は​できない、あるいは​維い持じ​す​べき​で​は​ない。ただ、①説せっ得とく​に​より、②寛容かんよう​に​より、温厚おんこう​と​柔にゅう和わ​に​より、また​偽いつわり​の​ない​愛あい​に​より、
42 優やさしさ​と​純じゅん粋すい​な​知ち識しき​に​よる。これら​は、①偽ぎ善ぜん​も​なく、偽いつわり​も​なし​に、心こころ​を​大おおいに​広ひろげる​もの​で​ある。
43 聖霊せいれい​に​感かんじた​とき​は、その​とき​に​厳きびしく​①責せめ​なさい。そして​その後のち、あなた​の​責せめた​人ひと​が​あなた​を​敵てき視し​しない​ため​に、その​人ひと​に​いっそう​の​②愛あい​を​示しめし​なさい。
44 それ​は、あなた​の​誠実せいじつ​が​死し​の​縄なわ目め​より​も​強つよい​こと​を、その​人ひと​が​知しる​ため​で​ある。
45 また​あなた​の​心こころ​が、すべて​の​人ひと​に​対たいして、また​信しん仰こう​の​家か族ぞく​に​対たいして、慈じ愛あい​で​満みたされる​よう​に​しなさい。絶たえず​①徳とく​で​あなた​の​②思おもい​を​飾かざる​よう​に​しなさい。そう​する​とき​に、神かみ​の​前まえ​に​おいて​あなた​の​自じ信しん​は​増まし、神しん権けん​の​教きょう義ぎ​は​天てん​から​の​③露つゆ​の​よう​に​あなた​の​心こころ​に​滴したたる​で​あろう。
46 ①聖霊せいれい​は​常つねに​あなた​の​伴はん侶りょ​と​なり、あなた​の​笏しゃく​は​義ぎ​と​真しん理り​の​不ふ変へん​の​笏しゃく​と​なる​で​あろう。そして、あなた​の​②主しゅ権けん​は​永遠えいえん​の​主しゅ権けん​と​なり、それ​は​強しいられる​こと​なく、とこしえ​に​いつまで​も、あなた​に​流ながれ込こむ​こと​で​あろう。
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GS「神権時代」

	◀32①
申命10・17

	◀②
GS「天上の会議」

	◀③
GS「人－天の御父のようになる可能性を持った人間」

	◀④
GS「安息」

	◀33①
教義128・19、GS「知識」

	◀34①
マタ20・16、22・1－14、教義95・5－6、GS「召し，神の召し」

	◀②
GS「選ばれた者」

	◀35①
GS「物欲」

	◀②
マタ6・2、2ニフ26・29

	◀36①
GS「権威，権限，権能」「神権」

	◀②
GS「力」

	◀③
GS「義」

	◀37①
GS「罪」

	◀②
箴言28・13

	◀③
GS「高慢」

	◀④
教義1・33

	◀38①
使徒26・14

	◀②
GS「迫害」

	◀39①
GS「生まれながらの人」

	◀41①
1ペテ5・1－3

	◀②
2コリ6・4－6

	◀42①
新ヤコ3・17

	◀43①
GS「懲らしめ」

	◀②
GS「愛」「慈愛」

	◀45①
GS「徳」

	◀②
GS「思い」

	◀③
申命32・1－2、教義128・19

	◀46①
GS「聖霊」

	◀②
ダニ7・13－14


第​122​章
千八百三十九​年ねん​三月がつ、ミズーリ​州しゅう​リバティー​の​監獄かんごく​に​おいて、囚とらわれ​の​身 み​で​あった​預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​与あたえられた​主しゅ​の​言こと葉ば（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい三​巻かん、三百－三百一​ページ）。
1－4​地ち​の​果はて​の​人々ひとびと​が​ジョセフ・​スミス​の​名な​を​尋たずねる。​5－7​彼かれ​の​被こうむる​すべて​の​危き難なん​と​労ろう苦く​は​彼かれ​に​経験けいけん​を​与あたえ、彼かれ​の​益えき​と​なる。​8－9​人ひと​の​子こ​は​すべて​の​下した​に​身 み​を​落おとされた。
1 地ち​の​果はて​の​人々ひとびと​が​あなた​の​①名な​を​尋たずね、愚おろか​な​者もの​は​あなた​を​あざ笑わらい、地じ獄ごく​は​あなた​に​激げき怒ど​する​で​あろう。
2 一いっ方ぽう、心こころ​の​清きよい​者もの​と、知ち恵え​の​ある​者もの​と、高こう潔けつ​な​者もの​と、徳とく​高たかい​者もの​は、絶たえず​あなた​の​手て​から​①助じょ言げん​と​権能けんのう​と​祝しゅく福ふく​を​求もとめる​で​あろう。
3 あなた​の​民たみ​が、裏うら切ぎり​者もの​の​証あかし​に​よって​あなた​に​背そむく​こと​は​決けっして​ない。
4 あなた​は​裏うら切ぎり​者もの​の​影響えいきょう​に​より​苦く難なん​の​中なか​に、また​格こう子し​と​壁かべ​の​中なか​に​投なげ込こまれる​が、それでも​あなた​は​尊敬そんけい​される​で​あろう。そして、①つかの間ま​に​して、あなた​の​声こえ​は、あなた​の​義ぎ​の​ゆえ​に、あなた​の​敵てき​の​中なか​で​どう猛もう​な​②ライオン​より​も​恐おそろしい​もの​と​なる。そして、あなた​の​神かみ​は、とこしえ​に​いつまで​も、あなた​の​傍かたわら​に​立たつ​で​あろう。
5 たとえ​あなた​は​艱難かんなん​を​経験けいけん​する​よう​に​定さだめられて​も、たとえ​偽にせ​兄きょう弟だい​の​難なん​に​遭あって​も、たとえ​強ごう盗とう​の​難なん​に​遭あって​も、たとえ​陸りく上じょう​や​海上かいじょう​の​難なん​に​遭あって​も、
6 たとえ​あらゆる​偽いつわり​の​罪状ざいじょう​で​告こく訴そ​されて​も、たとえ​あなた​の​敵てき​が​あなた​を​襲おそって​も、たとえ​彼かれら​が​あなた​の​父ちち​と​母はは​と​兄きょう弟だい​と​姉し妹まい​の​交まじわり​から​あなた​を​引ひき離はなして​も、また、たとえ​あなた​の​敵てき​が​抜ぬき身 み​の​剣つるぎ​を​もって​あなた​を​妻つま​と​子こ供ども​たち​から​引ひき離はなし、六​歳さい​に​すぎない​あなた​の​年長ねんちょう​の​息むす子こ​が​あなた​の​服ふく​に​すがりついて、「お父とうさん、お父とうさん、なぜ​一いっ緒しょ​に​いられない​の。ああ、お父とうさん、この​人ひと​たち​は​何なに​を​しよう​と​して​いる​の」と​叫さけんで​も、そして​その後のち​たとえ​彼かれ​が​剣つるぎ​を​もって​あなた​から​引ひき離はなされ、あなた​が​獄ごく​に​引ひきずり込こまれ、あなた​の​敵てき​が​子こ羊ひつじ​の​血ち​を​求もとめる​①おおかみ​の​よう​に​あなた​の​周まわり​を​うろついて​も、
7 また、たとえ​あなた​が​穴あな​の​中なか​に​投なげ込こまれたり、殺さつ人じん​者しゃ​の​手て​に​渡わたされたり​して、死し刑けい​の​宣せん告こく​が​下くだされて​も、たとえ​あなた​が​①深ふかみ​に​投なげ込こまれて​も、たとえ​寄よせて​来くる​大おお​波なみ​が​あなた​を​巻まき込こもう​と​して​も、たとえ​暴風ぼうふう​が​あなた​の​敵てき​と​なって​も、たとえ​天てん​が​暗あん黒こく​を​集あつめ、すべて​の​元げん素そ​が​結けっ束そく​して​道みち​を​ふさいで​も、また​何なに​に​も​増まして、たとえ​②地じ獄ごく​の​入いり口ぐち​が​大口おおぐち​を​開あけて​あなた​を​のみ​込こもう​と​して​も、息むす子こ​よ、あなた​は​この​こと​を​知しり​なさい。すなわち、これら​の​こと​は​すべて、あなた​に​③経験けいけん​を​与あたえ、あなた​の​益えき​と​なる​で​あろう。
8 ①人ひと​の​子こ​は​これら​すべて​の​下した​に​②身 み​を​落おとした。あなた​は​人ひと​の​子こ​より​も​大おおいなる​者もの​で​あろう​か。
9 それゆえ、あなた​の​道みち​に​踏ふみとどまり​なさい。そう​すれ​ば、神しん権けん​は​あなた​と​①ともに​ある。彼かれら​の​②限界げんかい​は​定さだめられて​おり、彼かれら​は​それ​を​越こえる​こと​は​できない。あなた​の​③命数めいすう​は​知しられて​おり、あなた​の​寿命じゅみょう​が​短みじかく​される​こと​は​ない。それゆえ、人ひと​の​なし​得うる​こと​を​④恐おそれて​は​ならない。とこしえ​に​いつまで​も、神かみ​は​あなた​と​ともに​いる​から​で​ある。

	◀1①
ジ－歴史1・33

	◀2①
GS「勧告，勧め」

	◀4①
教義121・7－8

	◀②
3ニフ20・16－21、21・12

	◀6①
ルカ10・3

	◀7①
ヨナ2・3－6

	◀②
サ下22・5－7、ジ－歴史1・15－16

	◀③
2コリ4・17、ヘブ12・10－11、2ニフ2・11

	◀8①
GS「人の子」

	◀②
ヘブ2・9、17－18、教義76・107、88・6

	◀9①
教義90・3

	◀②
使徒17・26

	◀③
教義121・25

	◀④
ネヘ4・14、詩篇56・4、118・6、箴言3・5－6、イザ51・7、ルカ12・4－5、2ニフ8・7、教義3・7、98・14


第​123​章
千八百三十九​年ねん​三月がつ、ミズーリ​州しゅう​リバティー​の​監獄かんごく​に​おいて、囚とらわれ​の​身 み​で​あった​預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​よって​明あきらか​に​された、迫はく害がい​者しゃ​に​関かんする​聖せい徒と​たち​の​義ぎ務む（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい三​巻かん、三百二－三百三​ページ）。
1－6​聖せい徒と​たち​は、受うけた​苦く難なん​と​迫はく害がい​の​記き録ろく​を​集あつめて​出しゅっ版ぱん​しなければ​ならない。​7－10​偽いつわり​の​信条しんじょう​を​確かく立りつ​した​霊れい​が、聖せい徒と​たち​の​迫はく害がい​を​誘さそう。​11－17​すべて​の​教きょう派は​の​中なか​の​多おおく​の​者もの​が、やがて​真しん理り​を​受うけ入いれる​で​あろう。
1 さらに​また、わたしたち​は、次つぎ​の​こと​を​考かんがえる​よう​に​あなたがた​に​勧すすめたい。すなわち、すべて​の​聖せい徒と​が、この​州しゅう​の​人々ひとびと​から​加くわえられた​苦く難なん​と​虐ぎゃく待たい​に​関かんする​一いっ切さい​の​事じ実じつ​に​ついて、情報じょうほう​を​集あつめる​こと​は​正せい当とう​で​ある。
2 また、聖せい徒と​たち​が​損害そんがい​を​被こうむった​すべて​の​財ざい産さん​と​損害そんがい​額がく​を、不ふ動どう産さん​だけ​で​なく、人格じんかく​ならびに​身しん体たい​へ​の​侵害しんがい​に​ついて​も​情報じょうほう​を​集あつめる​こと、
3 また、彼かれら​が​入手にゅうしゅ​し、見みつけ​出だせる​かぎり、その​暴虐ぼうぎゃく​に​加か担たん​した​すべて​の​人ひと​の​名な前まえ​の​情報じょうほう​を​集あつめる​こと​に​ついて​も​同どう様よう​で​ある。
4 委い員いん会かい​を​設もうけて、これら​の​こと​を​調しらべ​出だし、申もうし立たて​書しょ​と​宣誓せんせい​供述きょうじゅつ​書しょ​を​取とり、流る布ふ​されて​いる​中傷ちゅうしょう​的てき​な​刊かん行こう​物ぶつ​を​集あつめ、
5 雑ざっ誌し​や​百ひゃっ科か事じ典てん​の​中なか​に​ある​すべて​の​もの、また​すでに​出しゅっ版ぱん​された、あるいは​現在げんざい​執筆しっぴつ​中ちゅう​の​すべて​の​中傷ちゅうしょう​的てき​な​歴れき史し、および​それ​が​だれ​に​よる​もの​か​に​ついて​の​情報じょうほう​も​集あつめ、この​民たみ​に​対たいして​行おこなわれた​極ごく悪あく​な​所業しょぎょう​と​非ひ道どう​かつ​残忍ざんにん​な​詐さ欺ぎ​行こう為い​の​全体ぜんたい​の​つながり​を​明あきらか​に​する​こと​も​できる​で​あろう。
6 それ​は、わたしたち​が​それら​を​全ぜん​世せ界かい​に​向むけて​出しゅっ版ぱん​する​だけ​で​なく、政せい府ふ​の​指し導どう​者しゃ​たち​に​それら​を​暗くらい​地じ獄ごく​の​よう​な​状じょう態たい​の​まま​で​明あきらか​に​する​ため​で​も​ある。それ​は、わたしたち​の​天てん​の​御父おんちち​に​その​①隠かくれ​場ば​から​出でて​来きて​いただく​と​いう​約やく束そく​を​果はたす​よう​に​求もとめる​権けん利り​を、わたしたち​が​十分じゅうぶん​かつ​申もうし分ぶん​なく​主しゅ張ちょう​する​に​先さき立だって、天てん​の​御父おんちち​から​わたしたち​に​命めいじられて​いる​最さい後ご​の​努ど力りょく​で​ある。さらに​また、それ​は、天てん​の​御父おんちち​が​その​強つよい​御み​腕うで​の​力ちから​を​下くだされる​前まえ​に、全ぜん​国こく民みん​が​弁解べんかい​の​余よ地ち​の​ない​よう​に​する​ため​で​ある。
7 これ​は、わたしたち​が​神かみ​に​対たいして、また​わたしたち​が​ともに​立たたされる​天てん使し​たち​に​対たいして、また​殺害さつがい​や​圧制あっせい​や​暴虐ぼうぎゃく​の​最もっとも​忌いまわしい​手て​の​下した​で​嘆なげき、悲かなしみ、不ふ安あん​で​くじかれた​わたしたち​自じ身しん​と​妻さい子し​に​対たいして​負おって​いる、ぜひ​と​も​果はたす​べき​義ぎ務む​で​ある。その​殺害さつがい​や​圧制あっせい​や​暴虐ぼうぎゃく​の​最もっとも​忌いまわしい​手て​は、偽いつわり​を​受うけ継ついだ​先せん祖ぞ​の​信条しんじょう​を​子し孫そん​の​心こころ​に​しっかり​と​打うち込こみ、世よ​を​混乱こんらん​で​満みたし、ますます​勢力せいりょく​を​増まし、今いまや​すべて​の​背はい徳とく​の​源みなもと​そのもの​と​なって​いる、あの​霊れい​の​影響えいきょう​力りょく​に​よって​支し援えん​され、促うながされ、支ささえられて​いる。そして、①全ぜん​地ち​は​その​罪ざい悪あく​の​重おもさ​の​下した​で​うめいて​いる。
8 これ​は​鉄てつ​の​①くびき​で​あり、強つよい​縄なわ​で​ある。それら​は​まさに​地じ獄ごく​の​手て錠じょう、鎖くさり、手てかせ、足あしかせ​で​ある。
9 したがって、これ​は、わたしたち​が​自じ分ぶん​たち​の​妻さい子し​に​対たいして​だけ​で​なく、その​鉄てつ​の​手て​に​よって​夫おっと​や​父親ちちおや​を​①殺ころされた、やもめ​や​父ちち​の​いない​子こ供ども​に​対たいして​も​負おって​いる、ぜひ​と​も​果はたす​べき​義ぎ務む​で​ある。
10 その​よう​な​暗くらい、暗あん黒こく​を​招まねく​行こう為い​は、地じ獄ごく​を​さえ​震ふるえ​おののかせ、恐おそれて​顔色かおいろ​を​失うしなわせ、あの​悪あく魔ま​の​手て​を​も​震ふるわせ、まひ​させる​の​に​十分じゅうぶん​で​ある。
11 これ​は​また、わたしたち​が​次つぎ​の​世せ代だい​に​対たいして、また​すべて​の​心こころ​の​清きよい​者もの​に​対たいして​負おって​いる、ぜひ​と​も​果はたす​べき​義ぎ務む​で​ある。
12 地ち上じょう​の​すべて​の​教きょう派は​や​宗しゅう派は、門もん派ぱ​の​中なか​に​は、欺あざむこう​と​待まち伏ぶせる​人々ひとびと​の​狡こう猾かつ​な​悪わる巧だくみ​に​よって​①目め​を​くらまされ、見みいだす​場ば所しょ​を​②知しらない​と​いう​こと​だけ​で​真しん理り​を​得えられず​に​いる​多おおく​の​人ひと​が​いる。
13 したがって、わたしたち​は、わたしたち​の​知しる​かぎり​に​おいて、闇やみ​の​中なか​の​①隠かくされた​こと​を​すべて​明あかるみ​に​出だす​ため​に、生涯しょうがい​を​なげうって​尽つくさ​なければ​ならず、これら​は​まことに​天てん​から​示しめされる​の​で​ある。
14 したがって、これら​の​こと​に​大おおいに​真しん剣けん​に​取とり​組くまなければ​ならない。
15 だれ​に​も、これら​の​こと​を​ささい​な​こと​と​思おもわせて​は​ならない。聖せい徒と​たち​に​関かんして​将来しょうらい​起おこる​多おおく​の​こと​は、これら​の​こと​に​かかって​いる​から​で​ある。
16 兄きょう弟だい​たち​よ、あなたがた​の​知しって​いる​よう​に、非ひ常じょう​に​大おおきな​船ふね​も、嵐あらし​の​とき​に​は​ごく​小ちいさな​舵かじ​に​大おおいに​①助たすけられ、風かぜ​と​波なみ​に​対たいして​進しん路ろ​を​保たもつ​こと​が​できる。
17 したがって、親愛しんあい​なる​兄きょう弟だい​たち​よ、わたしたち​の​力ちから​の​限かぎり​すべて​の​こと​を​①喜よろこんで​行おこなおう。そして​願ねがわくは、その後のち、わたしたち​が​この​上うえ​ない​確かく信しん​を​もって​待まち受うけて、神かみ​の​②救すくい​を​目め​に​し、また​神かみ​の​腕うで​が​現あらわされる​の​を​見みる​こと​が​できる​よう​に。

	◀6①
教義101・89、121・1、4

	◀7①
モセ7・48－49

	◀8①
GS「くびき」

	◀9①
教義98・13、124・54

	◀12①
コロ2・8、教義76・75

	◀②
1ニフ8・21－23

	◀13①
1コリ4・5

	◀16①
新ヤコ3・4、アル37・6－7、教義64・33

	◀17①
教義59・15

	◀②
出エ14・13


第​124​章
千八百四十一​年ねん​一月がつ​十九​日にち、イリノイ​州しゅう​ノーブー​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい四​巻かん、二百七十四－二百八十六​ページ）。役やく人にん​に​よる​迫はく害がい​と​不ふ法ほう​な​行こう為い​が​増まして​きた​ため、聖せい徒と​たち​は​ミズーリ​州しゅう​を​立たち去さらざる​を​得えなかった。千八百三十八​年ねん​十月がつ​二十七​日にち​付づけ​で、ミズーリ​州しゅう​知ち事じ​リルバーン・​Ｗ・​ボッグズ​に​よって​発はっ布ぷ​された​撲ぼく滅めつ​令れい​は、彼かれら​に​選択せんたく​の​余よ地ち​を​まったく​与あたえなかった（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい三​巻かん、百七十五​ページ）。この​啓けい示じ​が​与あたえられた​千八百四十一​年ねん​に​は、かつて​イリノイ​州しゅう​コマース​と​いう​村むら​が​あった​場ば所しょ​に、聖せい徒と​たち​に​よって​ノーブー​市し​が​築きずかれ、ここ​に​教きょう会かい​の​本ほん部ぶ​が​設もうけられて​いた。
1－14​ジョセフ・​スミス​は、合衆国がっしゅうこく​大だい統とう領りょう、知ち事じ​たち、および​すべて​の​国くに​の​統とう治ち​者しゃ​たち​に、福ふく音いん​を​厳粛げんしゅく​に​宣言せんげん​する​よう​命めいじられる。​15－21​ハイラム・​スミス、デビッド・​Ｗ・​パッテン、ジョセフ・​スミス・​シニア、および​生者せいしゃ​と​死し者しゃ​の​中なか​に​いる​その他た​の​人々ひとびと​が、彼かれら​の​高こう潔けつさ​と​徳とく​の​ゆえ​に​祝しゅく福ふく​される。​22－28​聖せい徒と​たち​は、外がい来らい​者しゃ​を​もてなす​ため​の​家いえ​と​神殿しんでん​を​ノーブー​に​建たてる​よう​に​命めいじられる。​29－36​死し者しゃ​の​ため​の​バプテスマ​は、神殿しんでん​内ない​で​執しっ行こう​しなければ​ならない。​37－44​主しゅ​の​民たみ​は、聖せい​なる​儀ぎ式しき​の​執しっ行こう​の​ため​に​いつも​神殿しんでん​を​建たてる。​45－55​聖せい徒と​たち​は、敵てき​の​暴虐ぼうぎゃく​が​ある​ので、ジャクソン​郡ぐん​に​神殿しんでん​を​建たてる​こと​を​免除めんじょ​される。​56－83​ノーブー​ハウス​の​建築けんちく​の​ため​に、数々かずかず​の​指し示じ​が​与あたえられる。​84－96​ハイラム・​スミス​は​召めされて、祝しゅく福ふく師し​と​なり、もろもろ​の​鍵かぎ​を​受うけ、オリバー・​カウドリ​の​得えて​いた​職しょく​に​就つく。​97－122​ウィリアム・​ロー​と​他た​の​人々ひとびと​は、彼かれら​の​働はたらき​に​関かんして​忠ちゅう告こく​される。​123－145​中ちゅう央おう​と​地じ元もと​の​役やく員いん​たち​が​指し名めい​され、彼かれら​の​義ぎ務む​と​所しょ属ぞく​する​定員ていいん​会かい​が​告つげられる。
1 まことに、主しゅ​は​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス​に​この​よう​に​言いう。わたし​は、あなた​の​なした​ささげ​物もの​と​証あかし​と​を​心こころ​から​喜よろこんで​いる。わたし​が​あなた​を​立たてた​の​は、この​目もく的てき​の​ため​で​ある。すなわち、地ち​の​①弱よわい​者もの​たち​に​よって​わたし​の​知ち恵え​を​示しめす​ため​で​ある。
2 あなた​の​祈いのり​を​わたし​は​受うけ入いれる。そして、祈いのり​へ​の​答こたえ​として、わたし​は​あなた​に​言いう。わたし​の​福ふく音いん​と、この​①ステーク​に​ついて、直ただちに​厳粛げんしゅく​に​宣言せんげん​する​ため​に、あなた​は​今いま​召めされて​いる。この​ステーク​は、シオン​の​隅石すみいし​と​なる​よう​に​わたし​が​設もうけた​もの​で​あり、宮きゅう殿でん​の​よう​な​優ゆう美びさ​を​もって​磨みがき​上あげられる​で​あろう。
3 この​宣言せんげん​は、世せ界かい​の​四よ隅すみ​に​至いたる​まで、世よ​の​すべて​の​①王おう​に、また​あなた​が​住すんで​いる​国くに​の​高こう潔けつ​な​次じ期き​大だい統とう領りょう​と​気け高だかい​知ち事じ​たち​に、また​散在さんざい​して​いる​地ち​の​すべて​の​国くに々ぐに​に​発はっせられ​なければ​ならない。
4 これ​を、①柔にゅう和わ​な​心こころ​を​もって、聖霊せいれい​の​力ちから​に​よって、書かき記しるし​なさい。これ​を​書かき記しるす​とき​に、聖霊せいれい​が​あなた​の​内うち​に​宿やどる​で​あろう。
5 それら​の​王おう​や​役やく人にん​に​関かんする​わたし​の​思おもい、すなわち​将来しょうらい​何なに​が​彼かれら​に​起おこる​か​は、聖霊せいれい​に​よって​あなた​に​知しらされる​から​で​ある。
6 見みよ、わたし​は、シオン​の​光ひかり​と​栄えい光こう​を​心こころ​に​留とめる​よう​に、彼かれら​に​呼よびかけよう​と​して​いる。シオン​に​恵めぐみ​を​授さずける​定さだめられた​時とき​が​来きた​から​で​ある。
7 それゆえ、あなたがた​は​彼かれら​を​恐おそれる​こと​なく、声こえ​高たからか​に​宣言せんげん​し、あなたがた​の​証あかし​を​述のべて​彼かれら​に​呼よびかけ​なさい。彼かれら​は​①草くさ​の​よう​で​あり、彼かれら​の​栄えい華が​は​皆みな、すぐに​散ちる​花はな​の​よう​だから​で​ある。彼かれら​に​そう​する​の​は、彼かれら​に​弁解べんかい​の​余よ地ち​が​ない​よう​に​する​ため​で​ある。
8 また​それ​は、わたし​が​わたし​の​顔かお​の​覆おおい​を​取とり去さる​刑罰けいばつ​の​日ひ​に​彼かれら​を​訪おとずれ、虐しいたげる​者もの​の​場ば所しょ​を​偽ぎ善ぜん​者しゃ​の​中なか​に​定さだめる​ため​で​ある。もしも​彼かれら​が​わたし​の​僕しもべ​たち​と、わたし​が​彼かれら​に​明あきらか​に​した​わたし​の​証あかし​と​を​拒こばむ​なら​ば、彼かれら​は​そこ​で​①歯はぎしり​を​する​で​あろう。
9 さらに​また、わたし​は​あなたがた​の​益えき​の​ため​に​彼かれら​の​多おおく​を​訪おとずれ、彼かれら​の​心こころ​を​和やわらげ、それ​に​よって、あなたがた​が​彼かれら​の​前まえ​に​恵めぐみ​を​得える​よう​に、また​彼かれら​が​真しん理り​の​①光ひかり​に​来くる​よう​に、そして​異い邦ほう人じん​が​シオン​を​あがめる​よう​に、すなわち​高たかめる​よう​に​しよう。
10 あなたがた​の​①思おもいがけない​とき​に、わたし​の​刑罰けいばつ​の​日ひ​は​速すみやか​に​来くる。わたし​の​民たみ​の​安全あんぜん​は​どこ​に​あり、また​わたし​の​民たみ​の​残のこされた​者もの​たち​の​避さけ​所どころ​は​どこ​に​ある​で​あろう​か。
11 目め​を​覚さまし​なさい、おお、地ち​の​王おう​たち​よ。来きなさい。おお、わたし​の​民たみ​を​助たすける​ため​に、あなたがた​の​金きん​と​銀ぎん​を​持もって、シオン​の​娘むすめ​たち​の​家いえ​に​来きなさい。
12 さらに​また、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​ロバート・​Ｂ・​トンプソン​に、あなた​が​この​宣言せんげん​を​書かく​手て伝つだい​を​させ​なさい。わたし​は​彼かれ​の​こと​を、また​彼かれ​が​あなた​と​ともに​いる​こと​を​心こころ​から​喜よろこんで​いる。
13 それゆえ、彼かれ​が​あなた​の​助じょ言げん​に​聞きき​従したがう​よう​に​させ​なさい。そう​すれ​ば、わたし​は​多おおく​の​祝しゅく福ふく​を​もって​彼かれ​を​祝しゅく福ふく​しよう。今いま​から​後のち、彼かれ​が​あらゆる​点てん​で​忠ちゅう実じつ​かつ​誠実せいじつ​で​ある​よう​に​させ​なさい。そう​すれ​ば、彼かれ​は​わたし​の​目め​に​大おおいなる​者もの​と​なる​で​あろう。
14 しかし、わたし​が​①管かん理り人にん​の​職しょく​の​報ほう告こく​を​彼かれ​の​手て​に​求もとめる​と​いう​こと​を、彼かれ​に​覚おぼえて​おかせ​なさい。
15 さらに​また、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​①ハイラム・​スミス​は​幸さいわい​で​ある。彼かれ​の​心こころ​が​②高こう潔けつ​で​ある​ので、また​彼かれ​が​わたし​の​前まえ​に​正ただしい​こと​を​愛あいする​ので、主しゅ​なる​わたし​は​彼かれ​を​愛あいする、と​主しゅ​は​言いう。
16 さらに、わたし​の​僕しもべ​ジョン・​Ｃ・​ベネット​に、王おう​たち​と​地ち​の​民たみ​に​わたし​の​言こと葉ば​を​送おくり出だす​あなた​の​務つとめ​を​助たすけ​させ、また​苦く難なん​の​とき​に​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ・​スミス​の​傍かたわら​に​立たたせ​なさい。彼かれ​は​①勧かん告こく​を​受うけ入いれる​なら​ば、報むくい​を​失うしなう​こと​は​ない​で​あろう。
17 愛あい​が​ある​ので、彼かれ​は​大おおいなる​者もの​と​なる​で​あろう。彼かれ​は​この​こと​を​行おこなう​なら​ば、わたし​の​もの​と​なる、と​主しゅ​は​言いう。わたし​は​彼かれ​が​行おこなって​きた​こと​を​見みた。彼かれ​が​それ​を​続つづける​なら​ば、わたし​は​彼かれ​の​行おこない​を​受うけ入いれて、彼かれ​に​もろもろ​の​祝しゅく福ふく​と​大おおいなる​栄えい光こう​の​冠かんむり​を​与あたえよう。
18 さらに​また、わたし​は​あなた​に​言いう。わたし​の​思おもい​は、わたし​の​僕しもべ​ライマン・​ワイト​が​柔にゅう和わ​な​心こころ​を​もって​シオン​の​ため​に​教おしえ​を​説とき​続つづけ、世よ​の​人々ひとびと​の​前まえ​に​わたし​を​信しんじて​いる​こと​を​告こく白はく​する​こと​で​ある。そう​すれ​ば、わたし​は、①わし​の​翼つばさ​に​乗のせる​よう​に​彼かれ​を​支ささえよう。そして、彼かれ​は​彼かれ​自じ身しん​の​ため​と​わたし​の​名な​の​ため​に、栄えい光こう​と​誉ほまれ​を​得える​で​あろう。
19 それ​は、彼かれ​が​その​業わざ​を​終おえる​とき、現在げんざい​わたし​と​ともに​いる​わたし​の​僕しもべ​①デビッド・​パッテン​と、また​わたし​の​僕しもべ​②エドワード・​パートリッジ​と、また​わたし​の​年とし​老おいた​僕しもべ​③ジョセフ・​スミス・​シニア​を​迎むかえた​よう​に、わたし​が​彼かれ​を​わたし​自じ身しん​の​もと​に​迎むかえる​から​で​ある。ジョセフ・​スミス・​シニア​は​④アブラハム​の​右みぎ​に​座ざして​おり、幸さいわい​な​者もの​で​あり、聖せい​なる​者もの​で​ある。彼かれ​は​わたし​の​もの​だから​で​ある。
20 さらに​また、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​ジョージ・​ミラー​に​は​偽いつわり​が​ない。その​心こころ​が​高こう潔けつ​で​ある​ので、彼かれ​は​信しん頼らい​できる。そして、彼かれ​が​わたし​の​証あかし​に​抱いだいて​いる​愛あい​の​ゆえ​に、主しゅ​なる​わたし​は​彼かれ​を​愛あいする​の​で​ある。
21 それゆえ、わたし​は​あなた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​エドワード・​パートリッジ​に​行おこなった​よう​に、わたし​は、彼かれ​の​頭ず上じょう​に​①ビショップ​の​職しょく​を​結むすび固かためて、彼かれ​が​わたし​の​家いえ​の​奉ほう献けん​物ぶつ​を​受うけ取とり、わたし​の​民たみ​の​中なか​の​貧まずしい​者もの​の​頭ず上じょう​に​祝しゅく福ふく​を​与あたえられる​よう​に​する、と​主しゅ​は​言いう。わたし​の​僕しもべ​ジョージ​は​わたし​を​あがめる​ので、だれ​も​彼かれ​を​軽かろんじて​は​ならない。
22 わたし​の​僕しもべ​ジョージ​と、わたし​の​僕しもべ​ライマン​と、わたし​の​僕しもべ​ジョン・​スナイダー​と、他た​の​者もの​たち​は、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​が​示しめす​よう​な​①家いえ​を​一軒けん、彼かれ​が​示しめす​場ば所しょ​に、わたし​の​名な​の​ため​に​建たて​なさい。
23 それ​は​宿しゅく泊はく​する​ため​の​家いえ、すなわち​遠とおく​から​来くる​外がい来らい​者しゃ​が​滞在たいざい​する​家いえ​と​なる。それゆえ​それ​は、疲つかれた​①旅人たびびと​が​主しゅ​の​言こと葉ば​と、わたし​が​シオン​の​ため​に​定さだめた​②隅石すみいし​に​ついて、つくづく​と​考かんがえる​間あいだ、健康けんこう​と​安全あんぜん​を​得えられる​よう​に、その​まま​受うけ入いれる​に​値あたいする​立りっ派ぱ​な​家いえ​で​なければ​ならない。
24 この​家いえ​を​わたし​の​名な​の​ため​に​建たてる​なら​ば、そして​任にん命めい​される​館長かんちょう​が​いかなる​汚けがれ​も​そこ​に​入はいって​来くる​こと​が​ない​よう​に​する​なら​ば、それ​は​健全けんぜん​な​住すまい​と​なる​で​あろう。それ​は​聖せい​なる​もの​で​なければ​ならない。そう​で​なければ、主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​そこ​に​住すまない。
25 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​聖せい徒と​たち​を​皆みな​遠とおく​から​来こさせ​なさい。
26 あなたがた​は​足あし​の​速はやい​使し者しゃ​たち、すなわち​選えらばれた​使し者しゃ​たち​を​遣つかわして、彼かれら​に​言いい​なさい。「あなたがた​の​すべて​の​金きん​と、銀ぎん​と、宝石ほうせき​と、すべて​の​古こ物ぶつ​を​携たずさえて​来きなさい。また、古こ物ぶつ​に​ついて​の​知ち識しき​を​持もって​いる​者もの​で、来くる​こと​を​望のぞみ、かつ​来くる​こと​の​できる​者もの​を、皆みな​伴ともなって​来きなさい。また、つげ​の​木き​と、もみ​の​木き​と、松まつ​の​木き​を、地ち​の​すべて​の​貴とうとい​木き​と​ともに​持もって​来きなさい。
27 また、鉄てつ​と、銅どう​と、真鍮しんちゅう​と、亜あ鉛えん​と、地ち​の​すべて​の​貴とうとい​もの​も​持もって​来きなさい。そして、いと​高たかき​方かた​が​①住すめる​よう​に、わたし​の​名な​の​ため​に​一つ​の​②家いえ​を​建たて​なさい」と。
28 それ​は、いと​高たかき​者もの​が​来きて、失うしなわれた​もの、すなわち​いと​高たかき​者もの​が​取とり去さった​もの、すなわち​完全かんぜん​な​神しん権けん​を​再ふたたび​あなたがた​に​①回復かいふく​できる​場ば所しょ​が​地ち上じょう​に​ない​から​で​ある。
29 それ​は、彼かれら、すなわち​わたし​の​聖せい徒と​たち​が​死し者しゃ​の​代かわり​に​①バプテスマ​を​受うける​②バプテスマ​フォント​が​地ち上じょう​に​ない​から​で​ある。
30 すなわち、この​儀ぎ式しき​は​わたし​の​家いえ​に​属ぞくする​もの​で​あり、あなたがた​が​わたし​の​ため​に​家いえ​を​建たてる​こと​の​できない​ほど​貧まずしい​とき​を​除のぞいて、わたし​は​これ​を​受うけ入いれる​こと​は​あり得えない。
31 しかし、わたし​は​あなたがた、すなわち、わたし​の​聖せい徒と​で​ある​あなたがた​すべて​に​命めいじる。わたし​の​ため​に​家いえ​を​①建たて​なさい。わたし​の​ため​に​家いえ​を​建たてる​の​に​十分じゅうぶん​な​時じ間かん​を、わたし​は​あなたがた​に​与あたえる。そして、この​期き間かん​中ちゅう​は、あなたがた​の​バプテスマ​を​受うけ入いれる。
32 しかし​見みよ、この​定さだめられた​期き間かん​が​終おわる​と、わたし​は​あなたがた​の​死し者しゃ​の​ため​の​バプテスマ​を​受うけ入いれない。そして、もし​あなたがた​が​定さだめられた​期き間かん​の​終おわり​に​これら​の​こと​を​行おこなわなければ、あなたがた​の​死し者しゃ​と​ともに、あなたがた​は​教きょう会かい​として​拒こばまれる​で​あろう、と​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。
33 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。死し者しゃ​の​ため​の​バプテスマ​の​儀ぎ式しき​を​行おこなう​家いえ​を​わたし​の​ため​に​建たてる​十分じゅうぶん​な​時じ間かん​を​得えた​後のち​は、あなたがた​の​死し者しゃ​の​ため​の​バプテスマ​を​受うけ入いれる​こと​は​あり得えない。これ​は、死し者しゃ​の​ため​の​バプテスマ​を​行おこなう​場ば所しょ​として、創そう世せい​の​前まえ​から​定さだめられた​もの​で​ある。
34 あなたがた​は​誉ほまれ​と​栄えい光こう​を​受うける​ため​に、そこ​で​聖せい​なる​神しん権けん​の​①鍵かぎ​を​授さずけられる​の​で​ある。
35 この​期き間かん​が​過すぎた​後のち​は、散在さんざい​して​いる​者もの​たち​に​よる​死し者しゃ​の​ため​の​バプテスマ​を​わたし​は​受うけ入いれない、と​主しゅ​は​言いう。
36 シオン​と​その​ステーク​と​エルサレム、すなわち、わたし​が​①避さけ​所どころ​として​定さだめた​それら​の​場ば所しょ​は、あなたがた​の​死し者しゃ​の​ため​の​バプテスマ​を​行おこなう​所ところ​と​なる、と​定さだめられて​いる​から​で​ある。
37 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​が​わたし​の​名な​の​ため​に​建たてた​家いえ​で​あなたがた​の​①洗あらい​を​行おこなわなくて、どうして​それ​が​わたし​に​受うけ入いれられよう​か。
38 わたし​が​モーセ​に、一つ​の​①幕まく屋や​を​建たてる​よう​に、そして​荒あれ野の​の​中なか​を​それ​を​運はこんで​行いく​よう​に、また​約やく束そく​の​地ち​で​一つ​の​②家いえ​を​建たてる​よう​に​命めいじた​の​は​この​ため​で​ある。そう​する​こと​に​よって、世せ界かい​が​存そん在ざい​する​前まえ​から​隠かくされて​きた​儀ぎ式しき​を​明あきらか​に​する​ため​で​あった。
39 それゆえ、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​の​①油あぶら​注そそぎ​と、あなたがた​の​洗あらい​と、あなたがた​の​②死し者しゃ​の​ため​の​バプテスマ​と、あなたがた​の​③聖会せいかい​と、レビ​の​子こら​に​よる​あなたがた​の​④犠ぎ牲せい​の​記き念ねん​と、あなたがた​が​神かみ​と​の​交まじわり​を​受うける​⑤最もっとも​聖せい​なる​場ば所しょ​に​おける​あなたがた​の​神しん託たく​と、シオン​の​啓けい示じ​と​基もとい​の​始はじまり​の​ため​の、また​シオン​の​すべて​の​町まち​の​栄えい光こう​と​誉ほまれ​と​エンダウメント​の​ため​の​あなたがた​の​掟おきて​と​裁決さいけつ​は、わたし​の​聖せい​なる​名な​の​ため​に​建たてる​よう​に​と​わたし​の​民たみ​に​常つねに​命めいじられる、わたし​の​聖せい​なる​家いえ​の​儀ぎ式しき​に​よって​定さだめられる。
40 まことに、あなたがた​に​言いう。わたし​の​名な​の​ため​に​この​家いえ​を​建たてて、わたし​が​そこ​で​民たみ​に​儀ぎ式しき​を​示しめす​こと​が​できる​よう​に​しなさい。
41 わたし​は​創そう世せい​の​前まえ​から​①隠かくされて​きた​こと、すなわち​②時とき​満みちる​神しん権けん時じ代だい​に​関かんする​こと​を、わたし​の​教きょう会かい​に​③示しめそう​と​思おもう​から​で​ある。
42 ①わたし​は​この​家いえ​に​関かんする​すべて​の​こと​と、その​神しん権けん​と、これ​を​建たてる​場ば所しょ​を​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​に​示しめそう。
43 あなたがた​は、これ​を​建たてる​こと​を​考かんがえた​場ば所しょ​に、これ​を​建たて​なければ​ならない。そこ​は、これ​を​建たてる​よう​に​わたし​が​あなたがた​の​ため​に​選えらんだ​場ば所しょ​だから​で​ある。
44 あなたがた​が​勢力せいりょく​を​尽つくして​働はたらく​なら​ば、わたし​は​その​場ば所しょ​を​聖別せいべつ​して、①聖せい​なる​所ところ​と​しよう。
45 そして、わたし​の​民たみ​が、わたし​の​声こえ​と、わたし​の​民たみ​を​導みちびく​ため​に​わたし​が​任にん命めい​した​①僕しもべ​たち​の​声こえ​に​聞きき​従したがう​なら​ば、見みよ、まことに、わたし​は​言いう​が、彼かれら​は​その​場ば所しょ​から​移うつされる​こと​は​ない。
46 しかし、もし​彼かれら​が​わたし​の​声こえ​に​も、わたし​が​任にん命めい​した​これら​の​者もの​の​声こえ​に​も​聞きき​従したがおう​と​しなければ、彼かれら​は​わたし​の​聖せい​なる​地ち​と、聖せい​なる​儀ぎ式しき​と​憲章けんしょう​と、わたし​が​彼かれら​に​与あたえる​聖せい​なる​言こと葉ば​を​汚けがす​ので、祝しゅく福ふく​されない​で​あろう。
47 そして、もし​あなたがた​が​わたし​の​名な​の​ため​に​家いえ​を​建たて​ながら、わたし​の​言いう​こと​を​行おこなわなければ、わたし​は​あなたがた​に​立たてる​①誓ちかい​を​果はたさず、あなたがた​が​わたし​の​手て​に​期き待たい​する​約やく束そく​も​履り行こう​しない、と​主しゅ​は​言いう。
48 あなたがた​は、①祝しゅく福ふく​の​代かわり​に、あなたがた​自じ身しん​の​行おこない​に​よって、すなわち​あなたがた​の​愚おろか​な​行こう為い​に​よって、また​あなたがた​が​わたし​の​前まえ​で​なす​すべて​の​忌いまわしい​行おこない​に​よって、あなたがた​自じ身しん​の​頭こうべ​に​のろい​と​激はげしい​怒いかり、憤いきどおり、および​裁さばき​を​招まねく​から​で​ある。
49 まことに、まことに、あなたがた​に​言いう。わたし​が​人ひと​の​子こら​の​だれか​に​わたし​の​名な​の​ため​に​ある​業わざ​を​行おこなう​よう​命めいじ、そして​それら​人ひと​の​子こら​が​勢力せいりょく​を​尽つくし、彼かれら​の​持もって​いる​すべて​を​尽つくして​その​業わざ​を​成なし遂とげる​よう​に​努つとめ、かつ​①熱心ねっしん​で​ある​こと​を​やめ​なければ、彼かれら​の​敵てき​が​彼かれら​を​襲おそって、彼かれら​が​その​業わざ​を​成なし遂とげる​の​を​妨さまたげる​とき、見みよ、わたし​は​当とう然ぜん​の​こと​として、もう​人ひと​の​子こら​の​手て​に​その​業わざ​を​②求もとめる​こと​は​なく、彼かれら​の​ささげ​物もの​を​受うけ入いれる。
50 そして、わたし​の​業わざ​を​妨さまたげた​者もの​が​①悔くい改あらためず、わたし​を​憎にくむ​かぎり、わたし​は​彼かれら​の​頭こうべ​に、②三​代だい、四​代だい​に​至いたる​まで、罪ざい悪あく​の​報むくい​と、わたし​の​聖せい​なる​律りっ法ぽう​と​戒いましめ​に​背そむいた​こと​の​③報むくい​を​もたらす、と​主しゅ​なる​神かみ​は​言いう。
51 それゆえ、この​理り由ゆう​で、ミズーリ​州しゅう​①ジャクソン​郡ぐん​に​わたし​の​名な​の​ため​に​一つ​の​町まち​と​一つ​の​②家いえ​を​建たてる​よう​に​わたし​から​命めいじられた​が、敵てき​に​よって​妨さまたげられた​者もの​たち​の、その​ささげ​物もの​を​わたし​は​受うけ入いれた​の​で​ある、と​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。
52 敵てき​が​悔くい改あらためず、わたし​を​憎にくむ​かぎり、わたし​は​彼かれら​の​頭こうべ​に、三​代だい、四​代だい​に​至いたる​まで、①裁さばき​と​激はげしい​怒いかり、憤いきどおり、悲ひ嘆たん、苦く悩のう、歯はぎしり​を​及およぼそう、と​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。
53 わたし​は、業わざ​を​行おこなう​よう​に​命めいじられ​ながら​敵てき​の​手て​に​よって、また​暴虐ぼうぎゃく​に​よって​それ​を​妨さまたげられた​すべて​の​者もの​に​関かんして、あなたがた​を​慰なぐさめる​ため​に、これ​を​あなたがた​へ​の​一つ​の​例れい​と​する、と​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。
54 わたし​は​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​で​あり、ミズーリ​の​地ち​で​①殺ころされた、あなたがた​の​心こころ​の​②清きよい​同胞はらから​を​すべて​救すくう、と​主しゅ​は​言いう。
55 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​は​再ふたたび​あなたがた​に​命めいじる。わたし​の​名な​の​ため​に​まことに​この​場ば所しょ​に​一つ​の​①家いえ​を​建たてて、わたし​から​命めいじられる​すべて​の​こと​に​忠ちゅう実じつ​で​ある​こと​を​②身 み​を​もって​示しめし、また、わたし​が​あなたがた​を​祝しゅく福ふく​し、あなたがた​に​誉ほまれ​と​不ふ死し​不ふ滅めつ​と​永遠えいえん​の​命いのち​を​冠かんむり​として​与あたえる​こと​が​できる​よう​に​しなさい。
56 さて、わたし​は、外がい来らい​者しゃ​の​宿しゅく泊はく​の​ため​に​建たてる​よう​に​命めいじた​わたし​の​①宿しゅく泊はく​所じょ​に​関かんして、あなたがた​に​言いう。それ​を​わたし​の​名な​の​ため​に​建たて、わたし​の​名な​を​付つけ、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​と​その​家か族ぞく​を​代よ々よ​そこ​に​住すまわせる​よう​に​しなさい。
57 この​油あぶら​注そそぎ​を、わたし​は​彼かれ​の​頭こうべ​に​行おこなって、彼かれ​の​祝しゅく福ふく​が​彼かれ​の​後のち​の​子し孫そん​の​頭こうべ​に​も​与あたえられる​よう​に​した​から​で​ある。
58 また、わたし​は​地ち​の​もろもろ​の​部ぶ族ぞく​に​ついて​①アブラハム​に​言いった​よう​に、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​に​も​言いう。「あなた​に​より、また​あなた​の​②子し孫そん​に​より、地ち​の​部ぶ族ぞく​は​祝しゅく福ふく​を​受うける​で​あろう。」
59 それゆえ、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​と​彼かれ​の​後のち​の​子し孫そん​を、代よ々よ​とこしえ​に​いつまで​も、その​家いえ​に​住すまわせる​よう​に​しなさい、と​主しゅ​は​言いう。
60 また、その​家いえ​を​ノーブー​ハウス​と​名な付づけ​なさい。そして、それ​が​人ひと​に​とって​喜よろこばしい​住すまい、また​疲つかれた​旅人たびびと​に​とって​休息きゅうそく​所じょ​と​なる​よう​に​して、彼かれ​が​シオン​の​栄えい光こう​と、その​隅石すみいし​で​ある​この​町まち​の​栄えい光こう​を​つくづく​と​考かんがえられる​よう​に​しなさい。
61 また、名な高だかい​①栽培さいばい​所じょ​と​なり​シオン​の​防壁ぼうへき​の​上うえ​の​②見み張はり​人にん​と​なる​よう​に​わたし​が​定さだめた​者もの​たち​から、助じょ言げん​も​受うけられる​よう​に​しなさい。
62 見みよ、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​ジョージ・​ミラー​と、わたし​の​僕しもべ​ライマン・​ワイト​と、わたし​の​僕しもべ​ジョン・​スナイダー​と、わたし​の​僕しもべ​ピーター・​ホーズ​は、その​家いえ​を​建たてる​ため​に、自みずから​を​組そ織しき​し、その​中なか​の​一ひと人り​を​選えらんで​委い員いん会かい​を​管かん理り​する​会長かいちょう​に​しなさい。
63 また、規き約やく​を​作さく成せい​し、それ​に​より​その​家いえ​を​建たてる​ため​の​株式かぶしき​資し本ほん​を​受うけ取とれる​よう​に​しなければ​ならない。
64 彼かれら​は​その​家いえ​の​株式かぶしき​として​一​株かぶ​五十​ドル​未み満まん​を​受うけ取とって​は​ならない。また、その​家いえ​の​株式かぶしき​として、だれ​で​あろう​と​一ひと人り​から​一万まん五千​ドル​を​受うけ取とる​こと​は​許ゆるされる。
65 しかし、だれ​で​あろう​と​一ひと人り​から​一万まん五千​ドル​を​超こえる​株式かぶしき​資し本ほん​を​受うけ取とる​こと​は​許ゆるされない。
66 また、その​家いえ​の​株式かぶしき​として、だれ​で​あろう​と​一ひと人り​から​一​株かぶ​五十​ドル​未み満まん​を​受うけ取とる​こと​も​許ゆるされない。
67 また、だれ​で​あろう​と​株かぶ​を​受うけ取とる​とき​に​彼かれら​の​手て​に​その​株式かぶしき​資し本ほん​を​払はらい込こまない​者もの​を、この​家いえ​の​株主かぶぬし​として​受うけ入いれる​こと​は​許ゆるされない。
68 また、彼かれ​は​彼かれら​の​手て​に​払はらい込こむ​株式かぶしき​資し本ほん​に​比ひ例れい​して、その​家いえ​の​株かぶ​を​受うけ取とる。しかし、もしも​彼かれら​の​手て​に​払はらい込こみ​を​しなければ、彼かれ​は​その​家いえ​の​株かぶ​を​一いっ切さい​受うけ取とって​は​ならない。
69 また、だれ​で​あろう​と​彼かれら​の​手て​に​株式かぶしき​資し本ほん​を​払はらい込こむ​なら​ば、それ​は、彼かれ​自じ身しん​と​代よ々よ​の​後のち​の​子し孫そん​の​ため​に、その​家いえ​の​株かぶ​に​交こう換かん​される。彼かれ​と​その​相そう続ぞく​人にん​が​その​株かぶ​を​保ほ有ゆう​して、彼かれら​自じ身しん​の​自じ由ゆう​意い志し​と​行こう為い​に​より​その​株かぶ​を​売却ばいきゃく​あるいは​譲じょう渡と​しない​かぎり、その​まま​で​ある。あなたがた​が​わたし​の​思おもう​ところ​を​行おこなおう​と​思おもう​なら​ば、この​指し示じ​に​従したがう​で​あろう、と​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。
70 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。もし​わたし​の​僕しもべ​ジョージ・​ミラー​と、わたし​の​僕しもべ​ライマン・​ワイト​と、わたし​の​僕しもべ​ジョン・​スナイダー​と、わたし​の​僕しもべ​ピーター・​ホーズ​は、現金げんきん​で、あるいは​現金げんきん​に​換かえられる​財ざい産さん​で、株式かぶしき​資し本ほん​を​その​手て​に​受うけ取とる​なら​ば、その​株式かぶしき​資し本ほん​の​いかなる​部ぶ分ぶん​で​あろう​と、それ​を​その​家いえ​に​関かんする​以い外がい​どの​よう​な​目もく的てき​に​も​流りゅう用よう​して​は​ならない。
71 また、もし​彼かれら​が​その​株式かぶしき​資し本ほん​の​いかなる​部ぶ分ぶん​で​あろう​と、株主かぶぬし​の​承しょう諾だく​なし​に​その​家いえ​以い外がい​の​どこか​に​流りゅう用よう​する​なら​ば、そして​その​家いえ​以い外がい​の​どこか​に​流りゅう用よう​する​その​株式かぶしき​資し本ほん​の​四​倍ばい​を​返へん済さい​しなければ、彼かれら​は​のろわれ、その​職しょく​から​退しりぞけられる、と​主しゅ​なる​神かみ​は​言いう。主しゅ​なる​わたし​は​神かみ​で​あり、これら​の​こと​の​いずれ​に​関かんして​も​①侮あなどられる​こと​は​あり得えない​から​で​ある。
72 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​に、その​家いえ​を​建たてる​ため​に、彼かれ​が​よい​と​思おもう​まま​に、彼かれら​の​手て​に​株式かぶしき​資し本ほん​を​払はらい込こませ​なさい。しかし、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​は、その​家いえ​の​ため​に​一万まん五千​ドル​を​超こえる​株式かぶしき​資し本ほん​を​払はらい込こむ​こと​は​できない​し、五十​ドル​に​満みたない​分ぶん​も​払はらい込こむ​こと​は​できない。ほか​の​いかなる​者もの​も​それ​は​できない、と​主しゅ​は​言いう。
73 また、自じ分ぶん​に​関かんする​わたし​の​思おもい​を​知しりたい​と​望のぞんで​いる​者もの​たち​が​ほか​に​も​おり、彼かれら​は​わたし​に​それ​を​願ねがい​求もとめて​きた。
74 それゆえ、わたし​の​僕しもべ​ビンソン・​ナイト​に​ついて​あなたがた​に​言いう。彼かれ​が​わたし​の​思おもう​ところ​を​行おこなおう​と​する​なら​ば、彼かれ​に、彼かれ​自じ身しん​と​代よ々よ​の​後のち​の​子し孫そん​の​ため​に、その​家いえ​の​株式かぶしき​資し本ほん​を​出しゅっ資し​させ​なさい。
75 また、彼かれ​に、民たみ​の​中なか​で​長ながく​かつ​大おおきく​声こえ​を​上あげて、貧まずしい​者もの​と​乏とぼしい​者もの​の​こと​を​①訴うったえ​させ​なさい。彼かれ​は​怠おこたって​は​ならず、気き落おち​して​は​ならない。これ​を​守まもれ​ば、彼かれ​の​ささげ​物もの​は​わたし​に​とって​カイン​の​ささげ​物もの​の​よう​で​は​なくなる​ので、わたし​は​それ​を​②受うけ入いれよう。そして、彼かれ​は​わたし​の​もの​と​なる、と​主しゅ​は​言いう。
76 彼かれ​の​家か族ぞく​を​喜よろこばせ、彼かれら​の​心こころ​を​苦く難なん​から​転てんじ​させ​なさい。わたし​は​彼かれ​を​選えらび、彼かれ​に​油あぶら​を​注そそぎ、そして​彼かれ​は​家か族ぞく​の​中なか​で​誉ほまれ​を​与あたえられる​から​で​ある。わたし​は​彼かれ​の​すべて​の​罪つみ​を​赦ゆるそう、と​主しゅ​は​言いう。アーメン。
77 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​ハイラム​に、彼かれ​が​よい​と​思おもう​まま​に、彼かれ​自じ身しん​と​代よ々よ​の​後のち​の​子し孫そん​の​ため​に、その​家いえ​の​株式かぶしき​資し本ほん​を​出しゅっ資し​させ​なさい。
78 わたし​の​僕しもべ​アイザック・​ギャランド​に、その​家いえ​の​株式かぶしき​資し本ほん​を​出しゅっ資し​させ​なさい。主しゅ​なる​わたし​は​彼かれ​が​行おこなって​きた​こと​の​ゆえ​に​彼かれ​を​愛あいし、彼かれ​の​すべて​の​罪つみ​を​赦ゆるす。それゆえ、彼かれ​が​その​家いえ​の​株かぶ​を​持もって​いる​こと​を​代よ々よ​覚おぼえて​おき​なさい。
79 わたし​の​僕しもべ​アイザック・​ギャランド​が​あなたがた​の​中なか​から​選えらばれ、わたし​の​僕しもべ​ウィリアム・​マークス​に​よって​聖任せいにん​され、彼かれ​から​祝しゅく福ふく​を​受うけて、わたし​の​僕しもべ​ハイラム​と​ともに​出でかけ、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​が​彼かれら​に​指し示じ​する​業わざ​を​成なし遂とげられる​よう​に​しなさい。そう​すれ​ば、彼かれら​は​大おおいに​祝しゅく福ふく​される​で​あろう。
80 わたし​の​僕しもべ​ウィリアム・​マークス​に、彼かれ​が​よい​と​思おもう​まま​に、彼かれ​自じ身しん​と​代よ々よ​の​子し孫そん​の​ため​に、その​家いえ​の​株式かぶしき​資し本ほん​を​払はらい込こませ​なさい。
81 わたし​の​僕しもべ​ヘンリー・​Ｇ・​シャーウッド​に、彼かれ​が​よい​と​思おもう​まま​に、彼かれ​自じ身しん​と​代よ々よ​の​後のち​の​子し孫そん​の​ため​に、その​家いえ​の​株式かぶしき​資し本ほん​を​払はらい込こませ​なさい。
82 わたし​の​僕しもべ​ウィリアム・​ロー​に、彼かれ​自じ身しん​と​代よ々よ​の​後のち​の​子し孫そん​の​ため​に、その​家いえ​の​株式かぶしき​資し本ほん​を​払はらい込こませ​なさい。
83 彼かれ​が​わたし​の​思おもう​ところ​を​行おこなおう​と​する​なら​ば、彼かれ​に、東ひがし​の​地ち、すなわち​カートランド​に​家か族ぞく​を​連つれて行いかせて​は​ならない。それでも、主しゅ​なる​わたし​は​カートランド​を​築きずき​上あげる。しかし、主しゅ​なる​わたし​は​その​住じゅう民みん​に​対たいして​懲こらしめ​を​用よう意い​して​いる。
84 わたし​の​僕しもべ​アルモン・​バビット​に​ついて​は、わたし​が​喜よろこばない​多おおく​の​こと​が​ある。見みよ、彼かれ​は​わたし​が​定さだめた​助じょ言げん、すなわち​わたし​の​教きょう会かい​の​大だい管かん長ちょう​会かい​の​助じょ言げん​の​代かわり​に、自じ分ぶん​の​助じょ言げん​を​確かく立りつ​しよう​と​切望せつぼう​して​いる。彼かれ​は​わたし​の​民たみ​が​礼れい拝はい​する​ため​に​一つ​の​①金きん​の​子こ牛うし​を​掲かかげて​いる。
85 わたし​の​戒いましめ​を​守まもろう​と​して​ここ​に​来きた​者もの​を​だれ​も、この​場ば所しょ​から​①去さらせない​よう​に​しなさい。
86 彼かれら​が​ここ​に​住すむ​なら​ば、わたし​の​ため​に​生いきる​よう​に​させ、もしも​死しぬ​なら​ば、わたし​の​ため​に​死しぬ​よう​に​させ​なさい。彼かれら​は​ここ​で​その​労ろう苦く​を​すべて​解とかれて​①休やすみ、彼かれら​の​業わざ​を​続つづける​で​あろう。
87 それゆえ、わたし​の​僕しもべ​ウィリアム​に、わたし​を​信しん頼らい​させ、この​地ち​の​病びょう気き​の​こと​で​家か族ぞく​に​ついて​心配しんぱい​する​の​を​やめ​させ​なさい。あなたがた​は​わたし​を​①愛あいする​なら​ば、わたし​の​戒いましめ​を​守まもり​なさい。そう​すれ​ば、この​地ち​の​病びょう気き​は​あなたがた​に​栄えい光こう​を​②もたらす​で​あろう。
88 わたし​の​僕しもべ​ウィリアム​に、わたし​の​①御み霊たま​に​感かんじる​まま​に、ウォーソー​の​住じゅう民みん​と、カーセージ​の​住じゅう民みん​と、バーリントン​の​住じゅう民みん​と、マディソン​の​住じゅう民みん​に​対たいして、大声おおごえ​で、大おおいなる​喜よろこび​を​もって​わたし​の​永遠えいえん​の​福ふく音いん​を​宣言せんげん​させ​なさい。また、わたし​の​総そう​大会たいかい​で​さらに​指し示じ​が​与あたえられる​の​を、忍耐にんたい​強づよく​かつ​熱心ねっしん​に​待まち望のぞませ​なさい、と​主しゅ​は​言いう。
89 彼かれ​が​わたし​の​思おもう​ところ​を​行おこなおう​と​する​なら​ば、彼かれ​に、今いま​から​後のち、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​の​助じょ言げん​に​聞きき​従したがわせ、自じ分ぶん​が​持もって​いる​もの​で​①貧まずしい​者もの​を​支ささえ​させ、また​地ち​に​住すむ​者もの​の​ため​に​わたし​の​聖せい​なる​言こと葉ば​の​②新あたらしい​翻ほん訳やく​を​出しゅっ版ぱん​させ​なさい。
90 彼かれ​が​これ​を​行おこなおう​と​する​なら​ば、わたし​は​多おおく​の​祝しゅく福ふく​を​もって​彼かれ​を​①祝しゅく福ふく​して、彼かれ​が​見み捨すてられる​こと​も、その​子し孫そん​が​パン​を​②請こう​こと​も​ない​よう​に​しよう。
91 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​ウィリアム​を、わたし​の​僕しもべ​ハイラム​の​代かわり​に​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​の​顧こ問もん​として​選えらび、聖任せいにん​し、油あぶら​を​注そそぎ​なさい。それ​は、わたし​の​僕しもべ​ハイラム​が、祝しゅく福ふく​に​よって、また​権けん利り​に​よって、彼かれ​の​父親ちちおや​に​より​任にん命めい​された​①祝しゅく福ふく師し​と​いう​神しん権けん​の​職しょく​に​就つく​ため​で​ある。
92 それ​は、今いま​から​後のち、彼かれ​が​わたし​の​民たみ​の​すべて​の​頭こうべ​に​授さずける​①祝しゅく福ふく師し​の​祝しゅく福ふく​の​鍵かぎ​を​持もち、
93 彼かれ​の​祝しゅく福ふく​する​者もの​が​祝しゅく福ふく​され、彼かれ​の​①のろう​者もの​が​のろわれ、また​彼かれ​が​地ち上じょう​で​②つなぐ​こと​が​何なんでも​天てん​で​つながれ、彼かれ​が​地ち上じょう​で​解とく​こと​が​何なんでも​天てん​で​解とかれる​ため​で​ある。
94 これから​先さき、わたし​は​彼かれ​を​任にん命めい​して、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​と​同どう様よう​に、わたし​の​教きょう会かい​の​ため​に​預よ言げん者しゃ、①聖せい見けん者しゃ、啓けい示じ​者しゃ​と​する。
95 それ​は、彼かれ​が​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​と​力ちから​を​合あわせて​働はたらく​ため​で​あり、また​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​から​助じょ言げん​を​受うける​ため​で​ある。わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​は​彼かれ​に​もろもろ​の​①鍵かぎ​を​示しめす​で​あろう。これら​の​鍵かぎ​に​よって、彼かれ​は​求もとめれば​与あたえられ、また​かつて​わたし​の​僕しもべ​②オリバー・​カウドリ​に​与あたえられた​同おなじ​祝しゅく福ふく​と、栄えい光こう​と、誉ほまれ​と、神しん権けん​と、神しん権けん​の​賜物たまもの​を​冠かんむり​として​受うける​の​で​ある。
96 それ​は、わたし​の​僕しもべ​ハイラム​が、わたし​が​彼かれ​に​示しめす​こと​を​証あかし​して、彼かれ​の​名な​が​代よ々よ​とこしえ​に​いつまで​も​尊敬そんけい​を​込こめて​覚おぼえられる​ため​で​ある。
97 わたし​の​僕しもべ​ウィリアム・​ロー​に​も、もろもろ​の​鍵かぎ​を​与あたえて、それら​の​鍵かぎ​に​よって​彼かれ​が​祝しゅく福ふく​を​求もとめれば​与あたえられる​よう​に​しなさい。彼かれ​が​わたし​の​前まえ​に​①謙遜けんそん​で​あって、偽いつわり​が​ない​よう​に​させ​なさい。そう​すれ​ば、彼かれ​は​わたし​の​御み霊たま、すなわち​②慰なぐさめ主ぬし​を​受うける​で​あろう。その​慰なぐさめ主ぬし​は、すべて​の​こと​に​ついて​彼かれ​に​真しん理り​を​明あきらか​に​し、また​彼かれ​の​言いう​べき​こと​を​必ひつ要よう​な​とき​に​彼かれ​に​知しらせる​で​あろう。
98 また、彼かれ​に​は​この​よう​な​①しるし​が​伴ともなう。すなわち、彼かれ​は​病びょう人にん​を​②癒いやし、悪あく霊れい​を​追おい出だし、また​猛もう毒どく​を​盛もる​者もの​から​救すくい​出だされる​で​あろう。
99 また、彼かれ​は​①毒どく蛇じゃ​に​かかと​を​捕とらえられる​こと​の​ない​道みち​に​導みちびかれる​で​あろう。また、②わし​の​翼つばさ​に​乗のって​いる​よう​に、彼かれ​の​思おもい​描えがく​事こと柄がら​の​中なか​を​舞まい上あがる​で​あろう。
100 彼かれ​が​死し者しゃ​を​よみがえらせる​こと​を​わたし​が​望のぞむ​なら​ば、彼かれ​に、その​声こえ​を​抑おさえ​させて​は​ならない。
101 それゆえ、わたし​の​僕しもべ​ウィリアム​に、喜よろこび​と​歓かん喜き​を​もって、また​とこしえ​に​いつまで​も​御み​座ざ​に​着ついて​おられる​御お方かた​に、「ホサナ」と​叫さけび​つつ、惜おしむ​こと​なく​声こえ​高たからか​に​叫さけび​求もとめ​させ​なさい、と​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。
102 見みよ、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​ウィリアム​と、わたし​の​僕しもべ​ハイラム​に​は、彼かれら​の​ため​だけ​の、ある​使し命めい​を​備そなえて​いる。わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​は​必ひつ要よう​と​されて​いる​ので、家いえ​に​とどまらせ​なさい。残のこり​に​ついて​は​後のち​に​あなたがた​に​示しめす。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
103 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​①シドニー​が​わたし​に​仕つかえ、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​の​顧こ問もん​で​あろう​と​する​なら​ば、彼かれ​を、立たって​上のぼって​来きて​召めされた​職しょく​に​就つく​よう​に​させ、わたし​の​前まえ​に​へりくだらせ​なさい。
104 もし​彼かれ​が​受うけ入いれられる​ささげ​物もの​を​ささげ、証あかし​を​述のべ、わたし​の​民たみ​と​ともに​とどまる​なら​ば、見みよ、主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​で​ある​わたし​は、彼かれ​が​癒いやされる​よう​に​彼かれ​を​癒いやそう。そして、彼かれ​は​山々やまやま​の​上うえ​で​再ふたたび​声こえ​を​上あげ、わたし​の​前まえ​で​①代弁だいべん​者しゃ​と​なる​で​あろう。
105 彼かれ​を​来こさせて、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​が​住すむ​場ば所しょ​の​近ちかく​に​家か族ぞく​を​住すまわせる​よう​に​させ​なさい。
106 また、彼かれ​が​旅たび​を​して​いる​間あいだ​いつも、ラッパ​の​音おと​の​よう​に​声こえ​を​上あげて、来きたる​べき​激はげしい​怒いかり​を​逃のがれる​よう​地ち​に​住すむ​者もの​に​警けい告こく​させ​なさい。
107 彼かれ​に​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​を​助たすけ​させ、また​わたし​の​僕しもべ​ウィリアム・​ロー​に​も​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​を​助たすけ​させ​なさい。そして、わたし​が​以い前ぜん​に​あなたがた​に​言いった​よう​に、地ち​の​王おう​たち​に​厳粛げんしゅく​に​①宣言せんげん​しなさい。
108 わたし​の​僕しもべ​シドニー​が​わたし​の​思おもう​ところ​を​行おこなおう​と​する​なら​ば、彼かれ​の​家か族ぞく​を​①東ひがし​の​地ち​に​移うつ​させて​は​ならない。しかし、わたし​が​言いった​よう​に、その​住すまい​を​変かえ​させ​なさい。
109 見みよ、彼かれ​が​わたし​の​指し定てい​した​町まち、すなわち​①ノーブー​市し​から​離はなれて、安全あんぜん​と​避さけ​所どころ​を​見みいだそう​と​する​こと​は、わたし​の​思おもい​に​かなわない。
110 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。まさに​今いま、彼かれ​は​わたし​の​声こえ​に​聞きき​従したがう​なら​ば、幸さいわい​で​ある。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
111 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​エイモス・​デイビーズ​に、宿しゅく泊はく​の​ため​の​家いえ、すなわち​ノーブー​ハウス​を​建たてる​ため​に​わたし​が​任にん命めい​した​者もの​たち​の​手て​に​株式かぶしき​資し本ほん​を​払はらい込こませ​なさい。
112 彼かれ​が​株かぶ​を​持もつ​こと​を​望のぞむ​なら​ば、彼かれ​に、この​よう​に​行おこなわせ​なさい。また、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​の​助じょ言げん​に​聞きき​従したがわせ、人々ひとびと​の​信しん頼らい​を​得える​ため​に​自じ分ぶん​の​手て​を​使つかって​働はたらかせ​なさい。
113 彼かれ​は、自じ分ぶん​に​任まかせられた​すべて​の​こと、すなわち​わずか​な​もの​に​も​忠ちゅう実じつ​で​ある​こと​を​身 み​を​もって​示しめす​とき、多おおく​を​①治おさめる​者もの​と​される​で​あろう。
114 それゆえ、彼かれ​が​①高たかく​される​ため​に、自じ分ぶん​自じ身しん​を​低ひくく​させ​なさい。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
115 さらに​また、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​ロバート・​Ｄ・​フォスター​が​わたし​の​声こえ​に​従したがおう​と​する​なら​ば、彼かれ​に、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​と​結むすんだ​契約けいやく​に​従したがって、折々おりおり​門もん​が​開ひらかれる​の​に​応おうじて、ジョセフ​の​ため​に​一軒けん​の​家いえ​を​建たて​させ​なさい。
116 彼かれ​に、愚おろか​な​行こう為い​を​すべて​悔くい改あらため​させ、①慈じ愛あい​を​まとわせ、悪あく​を​行おこなう​こと​を​やめ​させ、彼かれ​の​無む情じょう​な​言こと葉ば​を​すべて​捨すて​させ​なさい。
117 また、彼かれ​自じ身しん​と​代よ々よ​の​後のち​の​子し孫そん​の​ため​に、ノーブー​ハウス​の​委い員いん会かい​の​手て​に​株式かぶしき​資し本ほん​を​払はらい込こませ​なさい。
118 わたし​の​僕しもべ​たち、ジョセフ​と​ハイラム​と​ウィリアム・​ロー​の​助じょ言げん​に​聞きき​従したがわせ、また​わたし​が​シオン​の​基もとい​を​据すえる​ため​に​召めした​権能けんのう​を​持もつ​者もの​たち​に​も​聞きき​従したがわせ​なさい。そう​すれ​ば、とこしえ​に​いつまで​も、彼かれ​は​幸さいわい​で​ある。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
119 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。『モルモン書しょ』​と、わたし​が​あなたがた​に​与あたえた​数々かずかず​の​啓けい示じ​を​信しんじる​者もの​で​なければ、だれ​に​も​ノーブー​ハウス​の​委い員いん会かい​に​株式かぶしき​資し本ほん​を​払はらい込こませて​は​ならない、と​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。
120 ①これ​以い上じょう​の​もの、あるいは​これ​以い下か​の​もの​は​悪あく​から​来きて、祝しゅく福ふく​で​は​なく、のろい​が​伴ともなう​から​で​ある、と​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
121 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。ノーブー​ハウス​の​委い員いん会かい​の​者もの​に​は、彼かれら​が​ノーブー​ハウス​を​建たてる​に​当あたって​行おこなう​すべて​の​働はたらき​に​対たいして、正せい当とう​な​俸ほう給きゅう​を​得え​させ​なさい。彼かれら​の​俸ほう給きゅう​は、その​金額きんがく​に​ついて​彼かれら​自じ身しん​の​間あいだ​で​同どう意い​する​とおり​に​しなさい。
122 彼かれら​の​生活せいかつ​の​ため​に​必ひつ要よう​で​あれ​ば、彼かれら​の​俸ほう給きゅう​に​対たいする​割わり前まえ​を、株式かぶしき​資し本ほん​を​払はらい込こむ​各かく人じん​が​負ふ担たん​する​よう​に​しなさい、と​主しゅ​は​言いう。そう​で​なければ、彼かれら​の​働はたらき​は、彼かれら​の​ため​に​その​家いえ​の​株式かぶしき​資し本ほん​に​算さん入にゅう​される。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
123 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​は​今いま、わたし​の​神しん権けん​に​属ぞくする​①役やく員いん​を​あなたがた​に​与あたえて、あなたがた​が​その​②鍵かぎ、すなわち​③メルキゼデク​の​位くらい​に​従したがう、また​わたし​の​独ひとり子ご​の​位くらい​に​従したがう​神しん権けん​の​鍵かぎ​を​持もてる​よう​に​する。
124 最さい初しょ​に、わたし​は​あなたがた​に​ハイラム・​スミス​を​与あたえて、あなたがた​へ​の​①祝しゅく福ふく師し​と​し、わたし​の​教きょう会かい​の​②結むすび固がため​の​祝しゅく福ふく、すなわち​③約やく束そく​の​聖せい​なる​御み霊たま​を​持もつ​者もの​と​する。あなたがた​は、誘ゆう惑わく​の​時とき​が​あなたがた​に​及およんで​も​倒たおれる​こと​の​ない​よう​に、その​約やく束そく​の​聖せい​なる​御み霊たま​に​より​贖あがない​の​日ひ​まで​④結むすび固かためられる​の​で​ある。
125 わたし​は​あなたがた​に、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​を​与あたえて、わたし​の​教きょう会かい​の​すべて​を​管かん理り​する​管かん理り​長老ちょうろう​と​し、翻ほん訳やく​者しゃ、啓けい示じ​者しゃ、①聖せい見けん者しゃ、預よ言げん者しゃ​と​する。
126 わたし​は​彼かれ​に、顧こ問もん​として​わたし​の​僕しもべ​シドニー・​リグドン​と​わたし​の​僕しもべ​ウィリアム・​ロー​を​与あたえて、これら​の​者もの​が​全ぜん​教きょう会かい​の​ため​に​①神しん託たく​を​受うける​大だい管かん長ちょう​会かい​の​定員ていいん​会かい​を​構こう成せい​する​よう​に​する。
127 わたし​は​あなたがた​に、わたし​の​僕しもべ​①ブリガム・​ヤング​を​与あたえて、十じゅう二に使し徒と​巡じゅん回かい​評ひょう議ぎ​会かい​を​管かん理り​する​会長かいちょう​と​する。
128 この​①十じゅう二に使し徒と​は、地ち​の​四よ隅すみ​に​わたし​の​王おう国こく​の​権能けんのう​を​開ひらき、その後のち、すべて​の​造つくられた​もの​に​わたし​の​言こと葉ば​を​②送おくり出だす​鍵かぎ​を​持もつ。
129 これら​の​者もの​は、ヒーバー・​Ｃ・​キンボール、パーリー・​Ｐ・​プラット、オーソン・​プラット、オーソン・​ハイド、ウィリアム・​スミス、ジョン・​テーラー、ジョン・​Ｅ・​ページ、ウィルフォード・​ウッドラフ、ウィラード・​リチャーズ、ジョージ・​Ａ・​スミス​で​ある。
130 ①デビッド・​パッテン​は、わたし​が​わたし​自じ身しん​の​もと​に​②受うけ入いれた。見みよ、彼かれ​の​神しん権けん​を​彼かれ​から​取とり去さる​者もの​は​だれ​も​いない。しかし、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。別べつ​の​者もの​を​その​召めし​に​任にん命めい​して​も​よい。
131 さらに​また、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​は​あなたがた​に、シオン​の​隅石すみいし​の​ため​に​①高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい​を​与あたえる。
132 すなわち、サミュエル・​ベント、ヘンリー・​Ｇ・​シャーウッド、ジョージ・​Ｗ・​ハリス、チャールズ・​Ｃ・​リッチ、トーマス・​グローバー、ニューエル・​ナイト、デビッド・​ドート、ダンバー・​ウィルソン－－セイモア・​ブランソン​は、わたし​が​わたし​自じ身しん​の​もと​に​受うけ入いれた。彼かれ​の​神しん権けん​を​取とり去さる​者もの​は​だれ​も​いない。しかし、彼かれ​の​代かわり​に​別べつ​の​者もの​を​その​神しん権けん​に​任にんじて​も​よい。まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​の​僕しもべ​アロン・​ジョンソン​を​彼かれ​の​代かわり​に​この​召めし​に​聖任せいにん​しなさい－－デビッド・​フルマー、アルフィアス・​カトラー、ウィリアム・​ハンティントン​で​ある。
133 さらに​また、わたし​は​あなたがた​に​ドン・​Ｃ・​スミス​を​与あたえて、大だい​祭さい司し​の​定員ていいん​会かい​を​管かん理り​する​会長かいちょう​と​する。
134 この​儀ぎ式しき​は、散在さんざい​して​いる​それぞれ​の​①ステーク​を​管かん理り​する​常任じょうにん​の​会長かいちょう​すなわち​僕しもべ​に​任にん命めい​される​者もの​たち​に​資し格かく​を​与あたえる​目もく的てき​で​制定せいてい​されて​いる。
135 彼かれら​は​望のぞむ​なら​ば​旅たび​を​して​も​よい​が、むしろ​常任じょうにん​の​会長かいちょう​として​聖任せいにん​されて​いる。これ​は​彼かれら​が​召めされた​職しょく​で​ある、と​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。
136 わたし​は​彼かれ​に、顧こ問もん​として​アマサ・​ライマン​と​ノア・​パッカード​を​与あたえて、彼かれら​が​わたし​の​教きょう会かい​の​大だい​祭さい司し​の​定員ていいん​会かい​を​管かん理り​する​よう​に​する、と​主しゅ​は​言いう。
137 さらに​また、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​は​あなたがた​に、ジョン・​Ａ・​ヒックス​と、サミュエル・​ウィリアムズ​と、ジェシー・​ベーカー​を​与あたえる。彼かれら​の​神しん権けん​は​①長老ちょうろう​の​定員ていいん​会かい​を​管かん理り​する​もの​で​あり、その​定員ていいん​会かい​は​常任じょうにん​教導きょうどう​者しゃ​と​なる​ため​に​設もうけられて​いる。しかしながら、彼かれら​は​旅たび​を​して​も​よい​が、それでも​わたし​の​教きょう会かい​の​常任じょうにん​教導きょうどう​者しゃ​と​なる​ため​に​聖任せいにん​されて​いる、と​主しゅ​は​言いう。
138 さらに​また、わたし​は​あなたがた​に、ジョセフ・​ヤング、ジョサイア・​バターフィールド、ダニエル・​マイルズ、ヘンリー・​ヘリマン、ゼラ・​パルシファー、リーバイ・​ハンコック、ジェームズ・​フォスター​を​与あたえて、彼かれら​が​①七十しちじゅう人にん​の​定員ていいん​会かい​を​管かん理り​する​よう​に​する。
139 この​定員ていいん​会かい​は、巡じゅん回かい​高こう等とう​評ひょう議ぎ​会かい​すなわち​わたし​の​使し徒と​たち​が、わたし​の​前まえ​に​道みち​を​備そなえる​ため​に​彼かれら​を​遣つかわす​所ところ​で​あれ​ば​どこ​で​で​も、全ぜん​世せ界かい​で​わたし​の​名な​に​ついて​証あかし​する​巡じゅん回かい​長老ちょうろう​の​ため​に​設もうけられて​いる。
140 この​定員ていいん​会かい​と​長老ちょうろう​の​定員ていいん​会かい​の​違ちがい​は、一いっ方ぽう​が​絶たえず​旅たび​を​する​の​に​対たいして、他た方ほう​は​折々おりおり​諸しょ​教きょう会かい​を​管かん理り​する​ところ​に​ある。長老ちょうろう​の​定員ていいん​会かい​は​折々おりおり​管かん理り​の​責任せきにん​を​持もつ​が、七十しちじゅう人にん​の​定員ていいん​会かい​は​管かん理り​の​責任せきにん​を​持もたない、と​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。
141 さらに​また、わたし​は​あなたがた​に​言いう。わたし​は​あなたがた​に、ビンソン・​ナイト​と、サミュエル・​Ｈ・​スミス​と、シャドラク・​ラウンディー（もし​彼かれ​が​受うけ入いれる​なら​ば）を​与あたえて、彼かれら​が​①ビショップリック​を​管かん理り​する​よう​に​する。この​ビショップリック​に​ついて​は、『②教きょう義ぎと聖せい約やく』​の​書しょ​の​中なか​に​述のべられて​いる。
142 さらに​また、わたし​は​あなたがた​に​言いう。祭さい司し​の​ため​に​サミュエル・​ロルフ​と​彼かれ​の​顧こ問もん​たち​を、また​教きょう師し​の​会長かいちょう​と​その​顧こ問もん​たち、執しつ事じ​の​会長かいちょう​と​その​顧こ問もん​たち、また​ステーク​の​会長かいちょう​と​その​顧こ問もん​たち​を​あなたがた​に​与あたえる。
143 以い上じょう​の​職しょく​と​その​鍵かぎ​を​わたし​が​あなたがた​に​授さずけた​の​は、助たすけ​の​ため、管かん理り​の​ため、奉ほう仕し​の​業わざ​と​わたし​の​聖せい徒と​たち​の​①完成かんせい​の​ため​で​ある。
144 また、わたし​は​あなたがた​に​戒いましめ​を​与あたえる。あなたがた​は​これら​の​職しょく​を​すべて​満みたし、わたし​が​述のべた​それら​の​名な前まえ​を​総そう​大会たいかい​で​①承しょう認にん​する​か、そう​で​なければ、それら​を​否ひ認にん​しなければ​ならない。
145 また、あなたがた​は​わたし​の​名な​の​ため​に​わたし​の​家いえ​を​建たてる​とき、そこ​に​これら​すべて​の​職しょく​の​ため​の​部へ屋や​を​用よう意い​しなければ​ならない、と​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。
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第​125​章
千八百四十一​年ねん​三月がつ、イリノイ​州しゅう​ノーブー​に​おいて、アイオワ​準じゅん​州しゅう​に​いる​聖せい徒と​たち​に​関かんして​預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい四​巻かん、三百十一－三百十二​ページ）。
1－4​聖せい徒と​たち​は​数々かずかず​の​町まち​を​築きずき、シオン​の​ステーク​に​集しゅう合ごう​しなければ​ならない。
1 アイオワ​準じゅん​州しゅう​に​いる​聖せい徒と​たち​に​関かんする​主しゅ​の​御み​心こころ​は​何なん​で​あろう​か。
2 まことに、主しゅ​は​この​よう​に​言いわれる。「わたし​は​あなたがた​に​言いう。もし​わたし​の​名な​に​よって​自じ分ぶん​自じ身しん​を​①呼よんで、わたし​の​聖せい徒と​で​あろう​と​努つとめて​いる​者もの​たち​が、わたし​の​思おもう​ところ​を​行おこない、彼かれら​に​関かんする​わたし​の​戒いましめ​を​守まもろう​と​する​なら​ば、彼かれら​を、わたし​が​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​に​よって​彼かれら​に​指し定てい​した​場ば所しょ​に​集あつめ、わたし​の​名な​の​ため​に​数々かずかず​の​町まち​を​築きずかせて、将来しょうらい​起おこる​こと​に​備そなえ​させる​よう​に​しなさい。
3 彼かれら​に、ノーブー​市し​の​対岸たいがん​に​わたし​の​名な​の​ため​に​一つ​の​町まち​を​築きずかせ​なさい。そして、①ゼラヘムラ​と​名な付づけ​なさい。
4 そして、東ひがし​から、西にし​から、北きた​から、南みなみ​から​来きて、そこ​に​住すみたい​と​望のぞむ​すべて​の​者もの​に、そこ​で、また​①ナッシュビル​市し​で、あるいは​ノーブー​市し​で、また​わたし​が​指し定てい​した​すべて​の​②ステーク​で​彼かれら​の​受うけ継つぎ​を​得え​させ​なさい」と​主しゅ​は​言いわれる。
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第​126​章
千八百四十一​年ねん​七月がつ​九ここの日か、イリノイ​州しゅう​ノーブー​の​ブリガム・​ヤング​の​家いえ​で、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい四​巻かん、三百八十二​ページ）。この​とき、ブリガム・​ヤング​は​十じゅう二に使し徒と​定員ていいん​会かい​会長かいちょう​で​あった。
1－3​ブリガム・​ヤング​は​その​働はたらき​を​褒ほめられ、将来しょうらい​外がい国こく​に​旅たび​を​する​の​を​免除めんじょ​される。
1 親愛しんあい​なる​①ブリガム・​ヤング​兄きょう弟だい、まことに、主しゅ​は​あなた​に​この​よう​に​言いわれる。「わたし​の​僕しもべ​ブリガム​よ、これまで​の​よう​に​家か族ぞく​を​残のこして​出でかける​こと​は、もう​あなた​に​求もとめられない。あなた​の​ささげ​物もの​を、わたし​は​受うけ入いれた​から​で​ある。
2 わたし​は、わたし​の​名な​の​ため​に​行おこなった​旅たび​に​おける​あなた​の​①働はたらき​と​労ろう苦く​を​見みた。
3 それゆえ、わたし​は​あなた​に、わたし​の​言こと葉ば​を​外がい国こく​に​送おくり出だし、今いま​から​後のち​いつまで​も​あなた​の​①家か族ぞく​の​世せ話わ​を​特とくに​よく​する​よう​に​命めいじる。アーメン。」

	◀1①
GS「ヤング，ブリガム」

	◀2①
GS「行い」

	◀3①
GS「家族」


第​127​章
千八百四十二​年ねん​九月がつ​一日ついたち​付づけ​で、ノーブー​に​おいて​書かかれた、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​から​イリノイ​州しゅう​ノーブー​の​末まつ日じつ​聖せい徒と​に​あてた、死し者しゃ​の​ため​の​バプテスマ​に​ついて​の​指し示じ​を​含ふくむ​手て紙がみ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい五​巻かん、百四十二－百四十四​ページ）。
1－4​ジョセフ・​スミス​は​迫はく害がい​と​艱難かんなん​を​誇ほこり​と​する。​5－12​死し者しゃ​の​ため​の​バプテスマ​に​関かんして、記き録ろく​を​保ほ存ぞん​しなければ​ならない。
1 主しゅ​が​わたし​に、ミズーリ​州しゅう​と​この​州しゅう​の​わたし​の​敵てき​が​再ふたたび​わたし​を​追おって​来きた​こと​を​示しめして​くださった​ので、また​彼かれら​は​①理り由ゆう​も​なく​わたし​を​追おいかけ、わたし​を​告こく発はつ​する​に​当あたって、彼かれら​の​側がわ​に​は​いささか​の​正せい当とう​性せい​も​正せい義ぎ​も​ない​ので、また​彼かれら​の​主しゅ張ちょう​は​すべて​真まっ黒くろ​な​偽いつわり​の​中なか​に​基もとい​を​置おいて​いる​ので、わたし​は、自じ分ぶん​の​身 み​の​安全あんぜん​と​この​民たみ​の​安全あんぜん​の​ため​に、少すこし​の​間あいだ、この​地ち​を​離はなれる​こと​が​わたし​に​とって​適切てきせつ​で​あり​賢明けんめい​で​ある​と​考かんがえ​ました。わたし​は​仕し事ごと​上じょう​の​関かん係けい​を​持もつ​すべて​の​方々かたがた​に​申もうし上あげたい​と​思おもい​ます。わたし​は​代だい理り​人にん​と​書しょ記き​たち​に​諸しょ​事じ​を​託たくし​ました。彼かれら​は​すべて​の​仕し事ごと​を​敏速びんそく​かつ​適切てきせつ​な​方ほう法ほう​で​処しょ理り​する​こと​でしょう。また、彼かれら​は​必ひつ要よう​に​応おうじて、すなわち​事じ情じょう​の​許ゆるす​まま​に、財ざい産さん​の​処分しょぶん​その​ほか​の​方ほう法ほう​で、然しかる​べき​とき​に​わたし​の​負ふ債さい​を​すべて​償却しょうきゃく​する​でしょう。わたし​は​この​嵐あらし​が​完全かんぜん​に​静しずまった​こと​が​分わかれ​ば、再ふたたび​あなたがた​の​もと​に​帰かえり​ます。
2 わたし​が​経験けいけん​する​よう​に​定さだめられて​いる​数々かずかず​の​①危き難なん​に​ついて​は、人ひと​の​②ねたみ​と​憤いきどおり​が​生涯しょうがい​を​通つうじて​わたし​の​日常にちじょう​の​こと​で​あった​ので、それら​は​わたし​に​とって​ほんの​ささい​な​こと​に​思おもわれ​ます。ある​善よい​目もく的てき​の​ため​に、あるいは​人ひと​が​悪わるい​と​呼よびたければ​悪わるい​目もく的てき​の​ため​に、わたし​が​創そう世せい​の​前まえ​から​③任にんじられて​いた​の​で​なければ、それ​は​どの​よう​な​理り由ゆう​の​ため​か​不ふ可か解かい​に​思おもわれ​ます。その​目もく的てき​が​善よい​か​悪わるい​か、あなたがた​は​自みずから​判断はんだん​して​ください。それ​が​善よい​か​悪わるい​か、神かみ​は​これら​すべて​の​こと​を​御ご存ぞんじ​です。しかし​それでも、わたし​が​いつも​泳およいで​いる​水みず​は​深ふかい​の​です。それ​は​すべて​わたし​に​とって​第だい二​の​天性てんせい​と​なって​います。そして、わたし​は​パウロ​の​よう​に​④艱難かんなん​を​誇ほこり​と​感かんじて​います。わたし​の​先せん祖ぞ​の​神かみ​は、今日き ょ う​まで​それら​の​すべて​から​わたし​を​救すくい​出だして​くださり、また​これから​後のち​も​わたし​を​救すくい​出だして​くださる​から​です。まことに、まことに、わたし​は​わたし​の​すべて​の​敵てき​に​打うち勝かつ​でしょう。主しゅ​なる​神かみ​が​そう​告つげられた​から​です。
3 したがって、聖せい徒と​は​皆みな、喜よろこび​楽たのしみ、大おおいに​喜よろこんで​ください。イスラエル​の​①神かみ​は​聖せい徒と​たち​の​神かみ​で​あり、虐しいたげる​者もの​たち​すべて​の​頭こうべ​に​正せい当とう​な​報むくい​を​与あたえられる​から​です。
4 さらに​また、まことに、主しゅ​は​この​よう​に​言いわれ​ます。「わたし​の​①神殿しんでん​の​仕し事ごと​と、わたし​が​あなたがた​に​定さだめた​すべて​の​仕し事ごと​を​継続けいぞく​して​行おこない、中ちゅう止し​しない​よう​に​しなさい。あなたがた​の​②熱心ねっしんさ、あなたがた​の​根こん気き​強づよさ​と​忍耐にんたい、また​あなたがた​の​働はたらき​を​倍ばい加か​しなさい。そう​すれ​ば、あなたがた​は​決けっして​その​報むくい​を​失うしなう​こと​は​ない、と​万軍ばんぐん​の​主しゅ​は​言いう。また、彼かれら​が​あなたがた​を​③迫はく害がい​する​と​して​も、あなたがた​より​前まえ​の​預よ言げん者しゃ​たち​と​義ぎ人じん​たち​も​同おなじ​よう​に​迫はく害がい​された​の​で​ある。この​すべて​に​対たいして、天てん​に​おける​報むくい​が​ある。
5 さらに​また、わたし​は​あなたがた​の​①死し者しゃ​の​ため​の​②バプテスマ​に​ついて、あなたがた​に​一ひと言こと​告つげる。
6 まことに、あなたがた​の​死し者しゃ​に​ついて、主しゅ​は​この​よう​に​言いう。あなたがた​の​うち​の​だれでも、あなたがた​の​死し者しゃ​の​ため​に​①バプテスマ​を​受うける​とき​は、②記き録ろく​者しゃ​が​いる​よう​に​しなさい。そして、彼かれ​が​あなたがた​の​バプテスマ​の​見証けんしょう​者しゃ​と​なり、その​耳みみ​で​聞きく​よう​に​しなさい。それ​は、彼かれ​が​実じっ際さい​に​証あかし​できる​よう​に​する​ため​で​ある、と​主しゅ​は​言いう。
7 また、あなたがた​の​記き録ろく​する​すべて​の​こと​に​ついて、それ​が​天てん​で​も​①記き録ろく​される​ため​で​あり、あなたがた​が​地ち上じょう​で​②つなぐ​こと​が​何なんでも​天てん​で​つながれ、あなたがた​が​地ち上じょう​で​解とく​こと​が​何なんでも​天てん​で​解とかれる​ため​で​ある。
8 わたし​は​①神しん権けん​に​関かんして​地ち上じょう​に​多おおく​の​事こと柄がら​を​②回復かいふく​しよう​と​して​いる、と​万軍ばんぐん​の​主しゅ​は​言いう。
9 さらに​また、すべて​の​①記き録ろく​を​整せい理り​して、わたし​の​聖せい​なる​神殿しんでん​の​記き録ろく​保ほ管かん​所じょ​に​収おさめ、それら​が​代よ々よ​覚おぼえられる​よう​に​しなさい、と​万軍ばんぐん​の​主しゅ​は​言いう。」
10 わたし​は​すべて​の​聖せい徒と​たち​に​申もうし上あげ​ます。わたし​は​次つぎ​の​安あん息そく日にち​に、死し者しゃ​の​ため​の​バプテスマ​と​いう​主題しゅだい​で​教壇きょうだん​から​お​話はなし​する​こと​を​切せつに​切せつに​望のぞんで​いました。しかし、そう​する​こと​は​でき​ません​ので、時とき々どき​この​件けん​に​ついて​主しゅ​の​言こと葉ば​を​書かき、それ​を​郵便ゆうびん​で​あなたがた​に​送おくり​ます。ほか​の​多おおく​の​事こと柄がら​に​ついて​も​同どう様よう​に​します。
11 もう​時じ間かん​が​あり​ません​ので、今いま​は​これ​で​この​手て紙がみ​を​終おわり​ます。敵てき​が​機き​を​うかがって​いる​から​です。救すくい主ぬし​が​言いわれた​よう​に、①この世よ​の​君きみ​が​来きます​が、わたし​に​対たいして​は​何なんの​力ちから​も​あり​ません。
12 まことに、わたし​が​神かみ​に​ささげる​祈いのり​は、あなたがた​すべて​が​救すくわれる​よう​に​と​いう​こと​です。わたし​は​主しゅ​に​おける​あなたがた​の​僕しもべ、末まつ日じつ​聖せい徒と​イエス・​キリスト​教きょう会かい​の​預よ言げん者しゃ​および​①聖せい見けん者しゃ​として​ここ​に​署しょ名めい​します。
ジョセフ・​スミス
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	◀②
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第​128​章
千八百四十二​年ねん​九月がつ​六むい日か​付づけ​で、イリノイ​州しゅう​ノーブー​に​おいて​書かかれた、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​から​末まつ日じつ​聖せい徒と​イエス・​キリスト​教きょう会かい​に​あてた、死し者しゃ​の​ため​の​バプテスマ​に​ついて​の​追つい加か​の​指し示じ​を​含ふくむ​手て紙がみ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい五​巻かん、百四十八－百五十三​ページ）。
1－5​地じ元もと​と​中ちゅう央おう​の​記き録ろく​者しゃ​は、死し者しゃ​の​ため​の​バプテスマ​の​事じ実じつ​を​証しょう明めい​しなければ​ならない。​6－9​彼かれら​の​記き録ろく​は​拘こう束そく​力りょく​が​あり、地ち上じょう​で​も​天てん​で​も​記き録ろく​される。​10－14​バプテスマ​フォント​は​墓はか​に​似にせて​造つくられた​もの​で​ある。​15－17​エリヤ​は​死し者しゃ​の​ため​の​バプテスマ​に​関かんする​力ちから​を​回復かいふく​した。​18－21​過か去こ​の​神しん権けん時じ代だい​の​すべて​の​鍵かぎ​と​力ちから、権能けんのう​が​回復かいふく​された。​22－25​喜よろこび​の​栄はえ​ある​おとずれ​が、生者せいしゃ​と​死し者しゃ​の​ため​に​宣言せんげん​される。
1 わたし​が​自じ分ぶん​の​居い所どころ​を​立たち去さる​前まえ​に、時とき々どき​手て紙がみ​を​書かいて​多おおく​の​事じ項こう​に​ついて​あなたがた​に​情報じょうほう​を​提供ていきょう​する​と​述のべた​よう​に、わたし​は​今いま、死し者しゃ​の​ため​の​①バプテスマ​の​件けん​を​再ふたたび​採とり上あげ​ます。敵てき​に​追おわれて​から​このかた、この​事じ項こう​が​わたし​の​心こころ​を​占しめ、わたし​の​気き持もち​に​最もっとも​重おもく​のしかかって​いる​よう​に​思おもわれる​から​です。
2 わたし​は​記き録ろく​者しゃ​に​ついて、幾いくつ​か​啓けい示じ​の​言こと葉ば​を​あなたがた​に​書かき​ました。また、この​件けん​に​関かんして​さらに​幾いくつ​か​の​見解けんかい​を​持もつ​よう​に​なり​ました​ので、それ​を​今いま​明あきらか​に​しましょう。すなわち、前まえ​の​手て紙がみ​で​述のべた​とおり、主しゅ​の​御み​前まえ​に​正確せいかく​に​記き録ろく​を​残のこす​ため​に、見証けんしょう​者しゃ​と​なり、その​耳みみ​で​聞きく​①記き録ろく​者しゃ​が​い​なければ​なりません。
3 さて、この​件けん​に​関かんして​は、一ひと人り​の​記き録ろく​者しゃ​が​いつも​立たち会あって、すべて​の​事じ務む​を​行おこなう​こと​は​非ひ常じょう​に​難むずかしい​でしょう。この​難むずかしさ​を​取とり除のぞく​ため​に、正確せいかく​な​記き録ろく​を​取とる​の​に​十分じゅうぶん​な​資し格かく​の​ある​記き録ろく​者しゃ​を、市し​の​各かく​区く​に​一ひと人り​ずつ​任にん命めい​する​こと​が​でき​ます。その​記き録ろく​者しゃ​は、きわめて​詳細しょうさい​かつ​正確せいかく​に​すべて​の​手て続つづき​の​記き録ろく​を​取とり、その​目め​で​見み、その​耳みみ​で​聞きいた​こと​を​その​記き録ろく​の​中なか​で​証しょう明めい​し、日ひ付づけ​や​名な前まえ​など、また​行おこなわれた​すべて​の​事こと柄がら​の​経けい過か​を​も​記しるす​よう​に​します。さらに、二ふた人り​または​三人にん​の​①証しょう人にん​の​口くち​に​よって​すべて​の​言こと葉ば​が​確かく定てい​される​よう​に、だれか​立たち会あう​人ひと​が​いれ​ば、その​事こと柄がら​を​証しょう明めい​する​よう​求もとめられる​とき​に​いつでも​それ​が​できる​三人にん​ほど​の​名な前まえ​も​記しるし​ます。
4 次つぎ​に、彼かれら​の​作さく成せい​した​記き録ろく​が​真実しんじつ​で​ある​こと​を​証しょう明めい​する​彼かれら​自じ身しん​が​署しょ名めい​した​証しょう明めい​書しょ​と​ともに、これら​の​記き録ろく​を​手て渡わたす​こと​の​できる、中ちゅう央おう​記き録ろく​者しゃ​が​い​なければ​なりません。次つぎ​に、中ちゅう央おう​教きょう会かい​記き録ろく​者しゃ​は、この​記き録ろく​を、もろもろ​の​証しょう明めい​書しょ​ならびに​立たち会あって​いた​すべて​の​証しょう人にん​名めい​と​ともに、また、それら​の​記き録ろく​者しゃ​の​大体だいたい​の​性格せいかく​を​知しって​いる​こと​と​彼かれら​が​教きょう会かい​に​よって​任にん命めい​されて​いる​と​いう​事じ実じつ​から​その​声明せいめい​と​記き録ろく​が​真実しんじつ​で​ある​と​確かく信しん​して​いる​と​いう​自みずから​の​声明せいめい​書しょ​と​ともに、一般いっぱん​教きょう会かい​記き録ろく​簿ぼ​に​入いれる​こと​が​でき​ます。これ​が​一般いっぱん​教きょう会かい​記き録ろく​簿ぼ​に​加くわえられる​と、あたかも​彼かれ​が​その​目め​で​見み、その​耳みみ​で​聞きき、一般いっぱん​教きょう会かい​記き録ろく​簿ぼ​に​それ​を​記き録ろく​した​と​同おなじ​よう​に、この​記き録ろく​は​神聖しんせい​な​もの​と​なり、その​儀ぎ式しき​を​有効ゆうこう​と​する​の​です。
5 あなたがた​は​この​手て順じゅん​を​とても​細こまかい​と​思おもう​かも​しれ​ません。しかし、あなたがた​に​申もうし上あげ​ます。これ​は、①福ふく音いん​を​知しらず​に​死しぬ​者もの​の​②救すくい​の​ため​に、主しゅ​が​創そう世せい​の​前まえ​に​定さだめ​かつ​備そなえられた​儀ぎ式しき​と​備そなえ​に​従したがう​こと​に​よって、ひたすら​神かみ​の​御み​心こころ​に​応おうじる​ため​な​の​です。
6 さらに​また、黙もく示し者しゃ​ヨハネ​が​黙もく示し録ろく​第だい二十​章しょう​十二​節せつ​に​ある​とおり​に​述のべた​とき、彼かれ​は​死し者しゃ​に​関かんして​まさに​この​件けん​を​考かんがえて​いた​と​いう​こと​を、あなたがた​は​覚おぼえて​おいて​ほしい​の​です。「また​わたし​は、死し者しゃ​が​小ちいさな​者もの​も​大おおいなる​者もの​も、神かみ​の​前まえ​に​立たって​いる​の​を​見みた。数々かずかず​の​書しょ物もつ​が​開ひらかれ、また​もう​一つ​の​書しょ物もつ​も​開ひらかれた。それ​は​命いのち​の​書しょ​で​ある。そして、死し者しゃ​は​これら​の​書しょ物もつ​に​書かかれて​いる​こと​に​基もとづき、彼かれら​の​行おこない​に​応おうじて​裁さばかれた。」
7 この​引用いんよう​文ぶん​に​見みる​とおり、数々かずかず​の​書しょ物もつ​が​開ひらかれ、また​もう​一つ​の​書しょ物もつ​も​開ひらかれ​ました。それ​は​①命いのち​の​書しょ​でした。しかし、死し者しゃ​は​数々かずかず​の​書しょ物もつ​に​書かかれて​いる​こと​に​基もとづき、彼かれら​の​行おこない​に​応おうじて​裁さばかれ​ました。したがって、ここ​で​言いわれて​いる​数々かずかず​の​書しょ物もつ​と​は、彼かれら​の​行おこない​の​記き録ろく​が​載のせられて​いる​書しょ物もつ​の​はず​で​あり、地ち上じょう​で​記しるされる​②記き録ろく​を​指さす​に​違ちがいない​の​です。また、命いのち​の​書しょ​で​ある​と​された​書しょ​は、天てん​で​記しるされる​記き録ろく​です。この​原則げんそく​は、わたし​が​自じ分ぶん​の​居い所どころ​を​立たち去さる​前まえ​に​あなたがた​に​書かいた​手て紙がみ​に​載のせられて​いる​啓けい示じ​の​中なか​で​あなたがた​に​命めいじられた​教きょう義ぎ​に​かなって​います。あなたがた​の​記き録ろく​する​すべて​の​こと​に​ついて、それ​が​天てん​で​も​記き録ろく​される​ため​な​の​です。
8 さて、この​儀ぎ式しき​の​本質ほんしつ​は、イエス・​キリスト​の​啓けい示じ​に​よる​①神しん権けん​の​力ちから​に​あり​ます。これ​に​よって、あなたがた​が​地ち上じょう​で​②つなぐ​こと​は​何なんでも​天てん​で​つながれ、あなたがた​が​地ち上じょう​で​解とく​こと​は​何なんでも​天てん​で​解とかれる​と​いう​こと​が​認みとめられる​の​です。言いい​換かえれば、この​翻ほん訳やく​に​ついて​別べつ​の​見み方かた​を​する​と、あなたがた​が​地ち上じょう​で​記き録ろく​する​こと​は​何なんでも​天てん​で​記き録ろく​され、また​あなたがた​が​地ち上じょう​で​記き録ろく​しない​こと​は​天てん​で​も​記き録ろく​されない​と​いう​こと​です。それ​は、あなたがた​の​死し者しゃ​が、数々かずかず​の​書しょ物もつ​に​基もとづき、彼かれら​自じ身しん​の​行おこない​に​応おうじて​裁さばかれる​から​です。すなわち、彼かれら​が​自みずから​その​③儀ぎ式しき​を​受うけよう​と、あるいは​代だい理り​人にん​の​仲なか立だち​に​よって、神かみ​が​創そう世せい​の​前まえ​から​彼かれら​の​④救すくい​の​ため​に​備そなえられた​儀ぎ式しき​に​従したがって、その​死し者しゃ​に​関かんして​記しるされた​記き録ろく​の​とおり​に​その​儀ぎ式しき​を​受うけよう​と、それ​に​応おうじて​裁さばかれる​の​です。
9 わたしたち​が​語かたって​いる​こと、すなわち​地ち上じょう​で​記き録ろく​し、すなわち​つなぎ、かつ​天てん​で​も​つなぐ​力ちから​が​ある​と​いう​こと​は、ある​人々ひとびと​に​は、非ひ常じょう​に​大胆だいたん​な​教きょう義ぎ​で​ある​と​思おもわれる​かも​しれ​ません。しかしながら、世よ​の​あらゆる​時じ代だい​に​おいて、主しゅ​が​ある​人ひと​に、あるいは​ある​人々ひとびと​の​集しゅう団だん​に、実じっ際さい​の​啓けい示じ​に​よって​①神しん権けん​の​施ほどこし​を​授さずけられた​とき​は​いつでも、この​力ちから​が​常つねに​授さずけられて​きた​の​です。したがって、何事なにごと​で​あろう​と、それら​の​人ひと​が​②権能けんのう​に​よって、主しゅ​の​御み​名な​に​よって​なし、正ただしく​かつ​忠ちゅう実じつ​に​行おこない、それ​に​ついて​の​適切てきせつ​かつ​正確せいかく​な​記き録ろく​を​記しるした​こと​は、大おおいなる​③エホバ​の​定さだめ​に​よって​地ち上じょう​で​も​天てん​で​も​一つ​の​律りっ法ぽう​と​なり、取とり消けせない​もの​と​なった​の​です。これ​は​確たしか​な​言こと葉ば​です。だれ​が​それ​を​聞きく​こと​が​できる​でしょう​か。
10 さらに​また、その​先例せんれい​として、マタイ​に​よる​福ふく音いん​書しょ​第だい十六​章しょう​十八、十九​節せつ​が​あり​ます。「そこで、わたし​も​あなた​に​言いう。あなた​は​ペテロ​で​ある。そして、わたし​は​この​岩いわ​の​上うえ​に​わたし​の​教きょう会かい​を​建たてよう。地じ獄ごく​の​門もん​も​それ​に​打うち勝かつ​こと​は​ない。わたし​は、あなた​に​天てん​の​王おう国こく​の​鍵かぎ​を​授さずけよう。そして、あなた​が​地ち上じょう​で​つなぐ​こと​は​何なんでも​天てん​で​つながれ、あなた​が​地ち上じょう​で​解とく​こと​は​何なんでも​天てん​で​解とかれる​で​あろう。」
11 さて、この​事こと柄がら​全体ぜんたい​の​偉い大だい​かつ​重じゅう要よう​な​真しん義ぎ​と、わたしたち​の​前まえ​に​ある​事じ項こう​全体ぜんたい​の​最さい高こう​善ぜん​は、聖せい​なる​神しん権けん​の​力ちから​を​得える​こと​に​ある​の​です。これら​の​①鍵かぎ​を​授さずけられる​者もの​に​とって、人ひと​の​子こら​の​②救すくい、すなわち​死し者しゃ​と​生者せいしゃ​の​両方りょうほう​の​救すくい​に​関かんして、数々かずかず​の​事じ実じつ​を​知しる​こと​は​少すこしも​難むずかしい​こと​で​は​あり​ません。
12 ここ​に、すなわち​水みず​に​よる​バプテスマ​の​儀ぎ式しき、すなわち​死し者しゃ​の​有あり様さま​に​応おうじる​ため​に​①水みず​に​沈しずめられる​こと​に、②栄えい光こう​と​③誉ほまれ、および​④不ふ死し​不ふ滅めつ​と​永遠えいえん​の​命いのち​が​あり​ます。死し者しゃ​の​有あり様さま​に​そって​水中すいちゅう​に​沈しずめられる​の​は、一つ​の​原則げんそく​が​他た​の​原則げんそく​に​一いっ致ち​する​ため​です。水中すいちゅう​に​沈しずめられ、そして​水みず​から​出でて​来くる​こと​は、墓はか​から​出でて​来くる​死し者しゃ​の​復ふっ活かつ​に​似にて​います。したがって、この​儀ぎ式しき​は、死し者しゃ​の​有あり様さま​に​似にて​いる​ので、死し者しゃ​の​ため​の​バプテスマ​の​儀ぎ式しき​と​関連かんれん​する​よう​に​制定せいてい​された​の​です。
13 その​結けっ果か、①バプテスマ​フォント​は​墓はか​に​②似にた​もの​として​設もうけられ、生者せいしゃ​が​いつも​集あつまる​場ば所しょ​の​下した​に​ある​よう​に​と​命めいじられ​ました。それ​に​よって、生者せいしゃ​と​死し者しゃ​を​表あらわす​ため、また​すべて​の​こと​に​類るい似じ​する​もの​が​ある​よう​に​する​ため、また​それら​が​互たがいに​一いっ致ち​する​ため、すなわち​コリント人びとへの第だい一の手て紙がみ​第だい十五​章しょう​四十六、四十七、四十八​節せつ​で​パウロ​が​述のべて​いる​よう​に、地ち​に​属ぞくする​もの​が​天てん​に​属ぞくする​もの​に​一いっ致ち​する​ため​な​の​です。
14 「最さい初しょ​に​あった​の​は、霊れい​の​もの​で​は​なく、肉にく​の​もの​で​あって、その後のち​に​霊れい​の​もの​が​来くる​の​で​ある。第だい一​の​人ひと​は​地ち​から​出でて​土つち​に​属ぞくし、第だい二​の​人ひと​は​天てん​から​来くる​主しゅ​で​ある。土つち​に​属ぞくする​人々ひとびと​は、土つち​に​属ぞくする​人ひと​の​よう​で​あり、天てん​に​属ぞくする​人々ひとびと​は、天てん​に​属ぞくする​人ひと​の​よう​で​ある。」そして、天てん​の​記き録ろく​は、正ただしく​作つくられる​あなたがた​の​死し者しゃ​に​関かんする​地ち上じょう​の​記き録ろく​に​似にて​います。したがって、これ​は​①結むすび固かため、かつ、つなぐ​力ちから​で​あり、ある​意い味み​で​は、②知ち識しき​の​鍵かぎ​から​成なる​王おう国こく​の​③鍵かぎ​な​の​です。
15 さて、わたし​の​親愛しんあい​なる​兄きょう弟だい​姉し妹まい​たち、わたし​は​あなたがた​に​断言だんげん​します。これら​は​死し者しゃ​と​生者せいしゃ​に​関かんする​原則げんそく​で​あり、わたしたち​の​救すくい​に​関かんして​軽々かるがるしく​見み過すごす​こと​の​できない​もの​です。彼かれら​の​①救すくい​は​わたしたち​の​救すくい​に​とって​必ひつ要よう​で​あり、不ふ可か欠けつ​だから​です。それ​は、パウロ​が​先せん祖ぞ​に​ついて、わたしたち​なし​に​は​彼かれら​が​②完全かんぜん​な​者もの​と​される​こと​は​ない​と​言いって​いる​よう​に、わたしたち​の​死し者しゃ​なし​に​は、わたしたち​も​完全かんぜん​な​者もの​と​される​こと​は​ない​の​です。
16 さて、死し者しゃ​の​ため​の​バプテスマ​に​関かんして、わたし​は​パウロ​の​もう​一つ​の​言こと葉ば、すなわち​コリント人びとへの第だい一の手て紙がみ​第だい十五​章しょう​二十九​節せつ​を​引用いんよう​しましょう。「もし​死し者しゃ​が​決けっして​よみがえらない​と​すれ​ば、死し者しゃ​の​ため​に​バプテスマ​を​受うける​人々ひとびと​は、何なに​を​する​の​だろう​か。なぜ​死し者しゃ​の​ため​に​バプテスマ​を​受うける​の​か。」
17 さらに​また、この​引用いんよう​文ぶん​に​関連かんれん​して、一ひと人り​の​預よ言げん者しゃ​の​言こと葉ば​を​引用いんよう​しましょう。彼かれ​は​神しん権けん​の​①回復かいふく​と、終おわり​の​時とき​に​示しめされる​栄えい光こう​と、また​特とくに​永遠えいえん​の​福ふく音いん​に​属ぞくする​すべて​の​事じ項こう​の​中なか​で​最もっとも​栄えい光こう​ある​この​事こと柄がら、すなわち​死し者しゃ​の​ため​の​バプテスマ​に​その​目め​を​注そそいで​いました。マラキ​は、その​書しょ​の​最さい後ご​の​章しょう​の​第だい五​節せつ​と​六​節せつ​で​言いって​います。「見みよ、主しゅ​の​大おおいなる​恐おそるべき​日ひ​が​来くる​前まえ​に、わたし​は​預よ言げん者しゃ​②エリヤ​を​あなたがた​に​遣つかわす。彼かれ​は​先せん祖ぞ​の​心こころ​を​子し孫そん​に、子し孫そん​の​心こころ​を​その​先せん祖ぞ​に​向むけ​させる。これ​は、わたし​が​来きて、のろい​を​もって​地ち​を​打うつ​こと​の​ない​よう​に​する​ため​で​ある。」
18 わたし​は​これ​を​もっと​①分わかり​やすく​翻ほん訳やく​する​こと​も​でき​ました​が、このまま​で​も​十分じゅうぶん​に​分わかり​やすく、わたし​の​目もく的てき​に​かない​ます。この​場ば合あい、先せん祖ぞ​と​子し孫そん​の​間あいだ​に​ある​事じ項こう​に​ついて​固かたい​②つながり​が​なければ、地ち​は​のろい​を​もって​打うたれる​と​いう​こと​を​知しる​だけ​で​十分じゅうぶん​です。さて、その​事じ項こう​と​は​何なん​でしょう​か。それ​は​③死し者しゃ​の​ため​の​バプテスマ​です。彼かれら​なし​に​は​わたしたち​が​完全かんぜん​な​者もの​と​される​こと​は​なく、また​わたしたち​なし​に​は​彼かれら​が​完全かんぜん​な​者もの​と​される​こと​は​ない​の​です。また、福ふく音いん​に​あって​死しんだ​者もの​なし​に​は、彼かれら​も​わたしたち​も​完全かんぜん​な​者もの​と​される​こと​は​あり​ません。今いまや​訪おとずれよう​と​して​いる​時とき​満みちる​④神しん権けん時じ代だい​の​到とう来らい​に​当あたって、アダム​の​時じ代だい​から​現在げんざい​に​至いたる​まで​の、神しん権けん時じ代だい​と​鍵かぎ​と​力ちから​と​栄えい光こう​の​すべて​の、ことごとく​の、完全かんぜん​な​和わ合ごう​と​結合けつごう​が​起おこり、示しめされる​こと​が​必ひつ要よう​だから​です。また​これだけ​で​は​なく、⑤世よ​の​初はじめ​から​まだ​一いち度ど​も​示しめされて​おらず、知ち恵え​の​ある​者もの​や​賢かしこい​者もの​から​隠かくされて​きた​数々かずかず​の​事こと柄がら​も、この​時とき​満みちる​神しん権けん時じ代だい​に​は、⑥みどりご​や​乳ち飲のみ子ご​に​示しめされる​こと​でしょう。
19 さて、わたしたち​の​受うけた​福ふく音いん​に​ついて、何なに​を​聞きく​でしょう​か。喜よろこび​の​声こえ​です。天てん​から​の​憐あわれみ​の​声こえ、地ち​から​の​①真しん理り​の​声こえ、死し者しゃ​の​ため​の​喜よろこび​の​おとずれ、生者せいしゃ​と​死し者しゃ​の​ため​の​喜よろこび​の​声こえ、胸むね​躍おどる​②大おおいなる​喜よろこび​の​おとずれ。善ぜん​の​喜よろこび​の​おとずれ​を​伝つたえ、シオン​に​向むかって、「見みよ、あなた​の​神かみ​が​治おさめて​おられる」と​言いう​者もの​の​③足あし​は、山やま​の​上うえ​に​あって​何なんと​麗うるわしい​こと​でしょう。カルメル​の​④露つゆ​の​よう​に、神かみ​の​知ち識しき​が​彼かれら​に​下くだる​こと​でしょう。
20 さらに​また、わたしたち​は​何なに​を​聞きく​でしょう​か。①クモラ​から​の​喜よろこび​の​おとずれ​です。預よ言げん者しゃ​たち​の​預よ言げん​の​成じょう就じゅ​と、明あきらか​に​される​②書しょ​に​ついて​宣言せんげん​する、天てん​から​の​天てん使し​③モロナイ。その​書しょ​に​ついて​④証あかし​する​よう​に​三人にん​の​証しょう人にん​に​告つげられた、セネカ​郡ぐん​⑤フェイエット​の​荒あれ野の​に​おける​主しゅ​の​声こえ。悪あく魔ま​が​⑥光ひかり​の​天てん使し​として​現あらわれた​とき​に​それ​を​暴あばいた、サスケハナ​川がわ​の​岸きし辺べ​に​おける​⑦ミカエル​の​声こえ。王おう国こく​の​⑧鍵かぎ​と​時とき​満みちる​神しん権けん時じ代だい​の​鍵かぎ​を​持もって​いる​と​自みずから​宣言せんげん​した、サスケハナ​川がわ​沿ぞい​の​サスケハナ​郡ぐん​ハーモニー​と​ブルーム​郡ぐん​コールズビル​の​間あいだ​の​荒あれ野の​に​おける​⑨ペテロ​と​ヤコブ​と​ヨハネ​の​声こえ。
21 さらに​また、セネカ​郡ぐん​フェイエット​の​①ホイットマー​翁おう​の​部へ屋や​に​おける、また​この​末まつ日じつ​聖せい徒と​イエス・​キリスト​教きょう会かい​の​すべて​の​旅たび​と​艱難かんなん​を​通つうじて、様々さまざま​な​時とき​の、様々さまざま​な​場ば所しょ​に​おける​神かみ​の​声こえ。また、それぞれ​の​②神しん権けん時じ代だい​と​権けん利り、鍵かぎ、誉ほまれ、尊厳そんげん​と​栄えい光こう、神しん権けん​の​力ちから​に​ついて​宣言せんげん​し、また​ここ​に​も​少すこし、そこ​に​も​少すこし​と、教おしえ​に​教おしえ、③訓くん戒かい​に​訓くん戒かい​を​与あたえ、また​来きたる​べき​事こと柄がら​を​宣言せんげん​する​こと​に​よって​わたしたち​に​慰なぐさめ​を​与あたえ、わたしたち​の​④希き望ぼう​を​確たしか​な​もの​と​した、天てん使し​長ちょう​ミカエル​の​声こえ、⑤ガブリエル​と、⑥ラファエル​と、ミカエル​すなわち​⑦アダム​から​現在げんざい​に​至いたる​まで​の​様々さまざま​な​⑧天てん使し​たち​の​声こえ。
22 兄きょう弟だい​たち​よ、わたしたち​は​この​よう​な​偉い大だい​な​大たい義ぎ​に​おいて​前進ぜんしん​しよう​で​は​あり​ません​か。退しりぞかず​に​前まえ​に​進すすんで​ください。兄きょう弟だい​たち​よ、勇ゆう気き​を​出だして​ください。勝しょう利り​に​向むかって​進すすみ、進すすんで​ください。心こころ​を​喜よろこび​楽たのしませ、大おおいに​喜よろこんで​ください。地ち​は​声こえ​を​放はなって​①歌うたい​なさい。死し者しゃ​は、王おう​なる​②インマヌエル​に​向むかって​永遠えいえん​の​賛さん美び​の​歌うた​を​語かたり​出だし​なさい。王おう​なる​インマヌエル​は、わたしたち​が​死し者しゃ​を​③獄ごく​から​④贖あがなえる​よう​に​する​方ほう法ほう​を、世せ界かい​が​存そん在ざい​する​前まえ​に​定さだめられ​ました。獄ごく​に​いる​者もの​たち​は​解かい放ほう​される​の​です。
23 ①山々やまやま​は​喜よろこび​呼よばわり​なさい。すべて​の​谷たに​よ、声こえ​高たからか​に​叫さけび​なさい。すべて​の​海う み​と​乾かわいた​地ち​よ、あなたがた​の​永遠えいえん​の​王おう​の​驚きょう異い​を​告つげ​なさい。川かわ​よ、小お川がわ​よ、せせらぎ​よ、喜よろこび​を​もって​流ながれ​下くだり​なさい。森もり​と、野の​の​すべて​の​木き々ぎ​は、主しゅ​を​ほめ​たたえ​なさい。硬かたい​②岩いわ​よ、喜よろこび​の​涙なみだ​を​流ながし​なさい。太陽たいよう​と​月つき​と​③夜よ明あけ​の​星ほし​は、ともに​歌うたい​なさい。神かみ​の​子こら​は​皆みな、喜よろこび​呼よばわり​なさい。永遠えいえん​の​創そう造ぞう​物ぶつ​は、とこしえ​に​いつまで​も​神かみ​の​御み​名な​を​たたえ​なさい。さらに​また、わたし​は​申もうし​ます。栄えい光こう​と、救すくい​と、誉ほまれ​と、④不ふ死し​不ふ滅めつ​と、⑤永遠えいえん​の​命いのち​と、また​王おう国こく​と​公こう国こく​と​力ちから​を​わたしたち​の​耳みみ​に​宣言せんげん​する​天てん​から​聞きこえる​声こえ​は、何なんと​栄はえ​ある​こと​でしょう。
24 まことに、主しゅ​の​大おおいなる​①日ひ​は​近ちかづいて​います。主しゅ​の​来こられる​日ひ​に​は、だれ​が​②堪たえられる​でしょう。主しゅ​が​御み​姿すがた​を​現あらわされる​とき​に、だれ​が​立たって​いられる​でしょう。主しゅ​は​③精錬せいれん​する​者もの​の​火ひ​の​よう​で​あり、布ぬの​さらし​の​灰あ汁く​の​よう​です。主しゅ​は​銀ぎん​を​④精錬せいれん​し​清きよめる​者もの​として​座ざ​に​着つき、⑤レビ​の​子こら​を​清きよめ、金きん​銀ぎん​の​よう​に​彼かれら​を​清きよめて、彼かれら​が​義ぎ​を​もって​⑥ささげ​物もの​を​主しゅ​に​ささげられる​よう​に​され​ます。したがって、わたしたち​は​教きょう会かい​として、また​民たみ​として、また​末まつ日じつ​聖せい徒と​として、義ぎ​を​もって​ささげ​物もの​を​主しゅ​に​ささげ​ましょう。また、主しゅ​の​聖せい​なる​神殿しんでん​が​完成かんせい​する​とき、わたしたち​の​死し者しゃ​の​⑦記き録ろく​を​載のせた、その​まま​受うけ入いれる​に​値あたいする​書しょ​を​そこ​に​ささげ​ましょう。
25 兄きょう弟だい​たち​よ、わたし​は​この​件けん​に​ついて​たくさん​の​こと​を​あなたがた​に​申もうし上あげたい​と​思おもい​ます​が、今いま​の​ところ​は​これ​で​終おわり、別べつ​の​折おり​に​この​件けん​を​続つづける​こと​に​します。いつも​の​よう​に、わたし​は​あなたがた​の​卑いやしい​僕しもべ​で​あり、決けっして​離はなれる​こと​の​ない​友人ゆうじん​です。
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	◀②
教義21・1

	◀8①
GS「神権」「力」

	◀②
GS「結び固め」

	◀③
GS「儀式」

	◀④
GS「死者の救い」

	◀9①
GS「神権時代」

	◀②
GS「権威，権限，権能」

	◀③
GS「エホバ」

	◀11①
GS「神権の鍵」

	◀②
GS「救い」

	◀12①
GS「バプテスマ－全身を水に沈める」

	◀②
GS「栄光」

	◀③
GS「敬う」

	◀④
GS「不死不滅」

	◀13①
教義124・29

	◀②
GS「象徴」

	◀14①
GS「結び固め」

	◀②
JSルカ11・53

	◀③
GS「神権の鍵」

	◀15①
GS「死者の救い」

	◀②
ヘブ11・40、GS「完全」

	◀17①
GS「福音の回復」

	◀②
3ニフ25・5－6、教義2・1－3、110・13－16、GS「エリヤ」

	◀18①
ジ－歴史1・36－39

	◀②
GS「儀式－身代わりの儀式」「系図」

	◀③
教義124・28－30、127・6－7

	◀④
GS「神権時代」

	◀⑤
教義35・18

	◀⑥
マタ11・25、ルカ10・21、アル32・23

	◀19①
詩篇85・10－11

	◀②
ルカ2・10

	◀③
イザ52・7－10、モサ15・13－18、3ニフ20・40

	◀④
申命32・2、教義121・45

	◀20①
ジ－歴史1・51－52、GS「クモラの丘」

	◀②
イザ29・4、11－14、2ニフ27・6－29、GS「モルモン書」

	◀③
GS「モロナイ（モルモンの息子）」

	◀④
教義17・1－3

	◀⑤
GS「フェイエット（ニューヨーク州）」

	◀⑥
2コリ11・14

	◀⑦
教義27・11、GS「アダム」

	◀⑧
GS「神権の鍵」

	◀⑨
教義27・12

	◀21①
ピーター・ホイットマー・シニア

	◀②
GS「神権時代」

	◀③
イザ28・10

	◀④
GS「希望」

	◀⑤
GS「ガブリエル」

	◀⑥
GS「ラファエル」

	◀⑦
教義107・53－56

	◀⑧
GS「天使」

	◀22①
イザ49・13

	◀②
イザ7・14、アル5・50、GS「インマヌエル」

	◀③
イザ24・22、教義76・72－74

	◀④
GS「贖い，贖う」

	◀23①
イザ44・23

	◀②
ルカ19・40

	◀③
ヨブ38・7

	◀④
GS「不死不滅」

	◀⑤
GS「永遠の命」

	◀24①
GS「イエス・キリストの再臨」

	◀②
マラ3・1－3

	◀③
3ニフ24・2－3、GS「地球（地）－地球の清め」

	◀④
ゼカ13・9

	◀⑤
申命10・8、教義13・1、124・39

	◀⑥
教義84・31、GS「ささげ物」

	◀⑦
教義127・9、GS「系図」


第​129​章
千八百四十三​年ねん​二月がつ​九ここの日か、イリノイ​州しゅう​ノーブー​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​よって​与あたえられた、仕つかえる​天てん使し​と​霊れい​の​正体しょうたい​を​見み分わける​ため​の​三つ​の​大おおいなる​鍵かぎ​を​明あきらか​に​した​教おしえ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい五​巻かん、二百六十七​ページ）。
1－3​天てん​に​は​復ふっ活かつ​体たい​と​霊体れいたい​が​ある。​4－9​幕まく​の​かなた​から​の​使し者しゃ​を​見み分わける​鍵かぎ​が​与あたえられる。
1 ①天てん​に​二​種しゅ​の​存そん在ざい​者しゃ​が​いる。すなわち、第だい一​は​②天てん使し​で​ある。天てん使し​と​は、骨こつ肉にく​の​体からだ​を​持もつ​③復ふっ活かつ​した​人々ひとびと​で​ある。
2 例たとえば、イエス​は、「触さわって​見み​なさい。霊れい​に​は​①肉にく​や​骨ほね​は​ない​が、あなたがた​が​見みる​とおり、わたし​に​は​ある」と​言いわれた。
3 第だい二​に、完全かんぜん​な​者もの​と​された​①正ただしい​人々ひとびと​の​②霊れい​で​ある。彼かれら​は​復ふっ活かつ​して​いない​が、同おなじ​栄えい光こう​を​受うけ継つぐ。
4 ある​使し者しゃ​が​来きて​神かみ​の​御お告つげ​が​ある​と​言いう​とき、あなた​の​手て​を​差さし出だして​握手あくしゅ​を​求もとめ​なさい。
5 もし​彼かれ​が​天てん使し​で​あれ​ば、彼かれ​は​それ​に​応おうじて、あなた​は​その​手て​の​感触かんしょく​を​覚おぼえる​で​あろう。
6 もし​彼かれ​が​完全かんぜん​な​者もの​と​された​正ただしい​人ひと​の​霊れい​で​あれ​ば、彼かれ​は​栄えい光こう​を​もって​来くる​で​あろう。それ​が、彼かれ​が​現あらわれる​こと​の​できる​唯一ゆいいつ​の​方ほう法ほう​だから​で​ある。
7 彼かれ​に​握手あくしゅ​を​求もとめ​なさい。しかし、彼かれ​は​応おうじない​で​あろう。正ただしい​人ひと​が​欺あざむく​の​は、天てん​の​秩ちつ序じょ​に​反はんする​から​で​ある。しかし、彼かれ​は​それでも​御お告つげ​を​伝つたえる​で​あろう。
8 もし​それ​が​光ひかり​の​天てん使し​として​の​①悪あく魔ま​で​あれ​ば、あなた​が​握手あくしゅ​を​求もとめる​と、彼かれ​は​あなた​に​手て​を​差さし出だす​で​あろう。しかし、あなた​は​何なにも​感かんじない​ので、彼かれ​を​見み破やぶる​こと​が​できる。
9 これら​が、いかなる​働はたらきかけ​で​も​それ​が​神かみ​から​の​もの​か​どう​か​を​知しる​ため​の​三つ​の​大おおいなる​鍵かぎ​で​ある。

	◀1①
GS「天」

	◀②
GS「天使」

	◀③
GS「復活」

	◀2①
ルカ24・39

	◀3①
ヘブ12・23、教義76・69

	◀②
GS「霊」

	◀8①
2コリ11・14、2ニフ9・9


第​130​章
千八百四十三​年ねん​四月がつ​二ふつ日か、イリノイ​州しゅう​レイマス​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​よって​与あたえられた​教おしえ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい五​巻かん、三百二十三－三百二十五​ページ）。
1－3​御父おんちち​と​御おん子こ​が​人ひと​に​親したしく​御み​姿すがた​を​現あらわされる​こと​が​ある。​4－7​天てん使し​たち​は​天球てんきゅう​に​住すむ。​8－9​日ひ​の​栄さかえ​の​地ち球きゅう​は、一つ​の​雄大ゆうだい​な「ウリム​と​トンミム」で​ある。​10－11​日ひ​の​栄さかえ​の​世せ界かい​に​入はいる​すべて​の​人ひと​に、一つ​の​白しろい​石いし​が​与あたえられる。​12－17​再臨さいりん​の​時とき​に​ついて​は​預よ言げん者しゃ​に​知しらされない。​18－19​この世よ​で​得える​英えい知ち​は、復ふっ活かつ​の​時とき​に​わたしたち​と​ともに​よみがえる。​20－21​すべて​の​祝しゅく福ふく​は​律りっ法ぽう​に​従したがう​こと​に​よって​与あたえられる。​22－23​御父おんちち​と​御おん子こ​は、骨こつ肉にく​の​体からだ​を​持もって​おられる。
1 救すくい主ぬし​が​御み​姿すがた​を​①現あらわされる​とき、わたしたち​は、救すくい主ぬし​を​ありのまま​に​見みる​で​あろう。わたしたち​は、救すくい主ぬし​が​わたしたち​の​よう​な​②人間にんげん​で​ある​の​を​見みる​で​あろう。
2 ここ​で​わたしたち​の​間あいだ​に​ある​交まじわり​が、そこ​で​も​わたしたち​の​間あいだ​に​ある。ただし、その​交まじわり​に​は、わたしたち​が​今いま​享きょう受じゅ​して​いない​①永遠えいえん​の​栄えい光こう​が​伴ともなう。
3 ヨハネによる福ふく音いん書しょ​第だい十四​章しょう​二十三​節せつ。この​節せつ​に​おける​①御父おんちち​と​②御おん子こ​の​現あらわれ​は、直接ちょくせつ​の​③現あらわれ​で​ある。御父おんちち​と​御おん子こ​が​人ひと​の​心こころ​の​中なか​に​④住すまわれる​と​いう​考かんがえ​は、昔むかし​から​の​諸しょ​教きょう派は​の​観念かんねん​で​あって、誤あやまり​で​ある。
4 「神かみ​の​①時とき、天てん使し​の​時とき、預よ言げん者しゃ​の​時とき、人間にんげん​の​時とき​は、彼かれら​が​住すんで​いる​惑わく星せい​に​よって​計算けいさん​される​の​か」と​の​質問しつもん​に​対たいする​答こたえ​として、
5 わたし​は、その​とおり​で​ある​と​答こたえる。しかし、この​地ち球きゅう​に​おいて​教おしえ​導みちびく​①天てん使し​たち​で、この​地ち球きゅう​に​属ぞくして​いない​者もの、あるいは​かつて​属ぞくして​いなかった​者もの​は​だれ​も​いない。
6 天てん使し​たち​は​この​地ち球きゅう​の​よう​な​惑わく星せい​に​は​住すんで​おらず、
7 彼かれら​は​神かみ​の​前まえ​で、①ガラス​と​②火ひ​の​海う み​の​よう​な​球体きゅうたい​の​上うえ​に​住すんで​いる。そこ​で​は、彼かれら​の​栄えい光こう​の​ため​に、過か去こ​も​現在げんざい​も​未み来らい​も​すべて​の​こと​が​明あきらか​に​され、また​それら​は​絶たえず​主しゅ​の​前まえ​に​ある。
8 神かみ​が​住すんで​おられる​所ところ​は、一つ​の​雄大ゆうだい​な「①ウリム​と​トンミム」で​ある。
9 この​①地ち球きゅう​は、聖きよめられて​不ふ滅めつ​の​状じょう態たい​に​なる​と、水晶すいしょう​の​よう​に​なり、そこ​に​住すむ​者もの​たち​に​とって​一つ​の「ウリム​と​トンミム」に​なる。そして、これ​に​よって​下か位い​の​王おう国こく、すなわち​低てい位い​の​すべて​の​王おう国こく​に​関かんする​すべて​の​こと​が、そこ​に​住すむ​者もの​たち​に​明あきらか​に​される。また、この​地ち球きゅう​は​キリスト​の​もの​と​なる。
10 その​とき、黙もく示し録ろく​第だい二​章しょう​十七​節せつ​に​述のべられて​いる​白しろい​石いし​は、それ​を​受うける​各かく​個こ人じん​に​とって​一つ​の「ウリム​と​トンミム」に​なる。そして、これ​に​よって​高こう位い​の​王おう国こく​に​関かんする​こと​が​知しらされる。
11 日ひ​の​栄さかえ​の​王おう国こく​に​来くる​各かく人じん​に​一つ​の​①白しろい​石いし​が​与あたえられる。その​石いし​の​上うえ​に​は​新あたらしい​②名な前まえ​が​記しるされて​おり、それ​を​受うける​者もの​の​ほか​に​は​だれ​も​それ​を​知しらない。その​新あたらしい​名な前まえ​は​鍵かぎ​の​言こと葉ば​で​ある。
12 わたし​は​主しゅ​なる​神かみ​の​名な​に​よって​預よ言げん​する。人ひと​の​子こ​の​来らい臨りん​前まえ​に​多おおく​の​流りゅう血けつ​を​引ひき起おこす​①難局なんきょく​の​始はじまり​は、②サウスカロライナ​に​ある。
13 それ​は​恐おそらく​奴ど隷れい​問題もんだい​に​よって​起おこる​で​あろう。千八百三十二​年ねん​十二月がつ​二十五​日にち、わたし​が​この​件けん​に​ついて​熱心ねっしん​に​祈いのって​いた​とき、この​こと​を​ある​声こえ​が​わたし​に​告つげた。
14 わたし​は​かつて、人ひと​の​子こ​が​①来こられる​時とき​を​知しろう​と​して​非ひ常じょう​に​熱心ねっしん​に​祈いのって​いた​とき、ある​声こえ​が​次つぎ​の​よう​に​繰くり返かえし​告つげる​の​を​聞きいた。
15 「わたし​の​子こ​ジョセフ​よ、もし​あなた​が​八十五​歳さい​に​なる​まで​生いきる​なら​ば、あなた​は​人ひと​の​子こ​の​顔かお​を​見みる​で​あろう。それゆえ、これ​で​満足まんぞく​し、この​件けん​に​ついて​もう​わたし​を​煩わずらわさない​よう​に​しなさい。」
16 この​よう​に、この​とき​に​来こられる​こと​が​福ふく千せん年ねん​の​始はじまり​を​指さす​の​か、それ​以い前ぜん​の​現あらわれ​を​指さす​の​か、それとも​わたし​が​死しんで​御み​顔かお​を​拝はいする​こと​な​の​か、わたし​は​判断はんだん​できない​まま​に​して​おかれた。
17 わたし​は、人ひと​の​子こ​が​来こられる​の​は​その​とき​より​も​早はやく​は​ない​と​信しんじて​いる。
18 わたしたち​が​この世よ​に​おいて​得える​①英えい知ち​の​一いっ切さい​は、②復ふっ活かつ​の​時とき​に​わたしたち​と​ともに​よみがえる。
19 そこで、もし​ある​人ひと​が​①精励せいれい​と​②従順じゅうじゅん​に​よって、この世よ​で​ほか​の​人ひと​より​も​多おおく​の​③知ち識しき​と​英えい知ち​を​得える​なら​ば、来きたる​べき​世よ​で​それだけ​④有ゆう利り​に​なる。
20 創そう世せい​の​①前まえ​に​天てん​に​おいて​定さだめられた​不ふ変へん​の​②律りっ法ぽう​が​あり、すべて​の​③祝しゅく福ふく​は​これ​に​基もとづいて​いる。
21 すなわち、神かみ​から​祝しゅく福ふく​を​受うける​とき​は、それ​が​基もとづく​律りっ法ぽう​に​従したがう​こと​に​よる​の​で​ある。
22 ①御父おんちち​は​人間にんげん​の​体からだ​と​同おなじ​よう​に​触ふれる​こと​の​できる​②骨こつ肉にく​の​体からだ​を​持もって​おられる。御おん子こ​も​同どう様よう​で​ある。しかし、③聖霊せいれい​は​骨こつ肉にく​の​体からだ​を​持もたず、霊れい​の​御お方かた​で​あられる。もし​そう​で​なければ、聖霊せいれい​は​わたしたち​の​内うち​に​とどまり​得えない。
23 人ひと​は​①聖霊せいれい​を​受うける​こと​が​できる。そして、聖霊せいれい​が​人ひと​に​降くだられる​こと​は​ある​が、しかし​長ながく​とどまられる​こと​は​ない。

	◀1①
1ヨハ3・2、モロ7・48、GS「イエス・キリストの再臨」

	◀②
ルカ24・36－40

	◀2①
GS「日の栄え」

	◀3①
GS「神，神会－父なる神」

	◀②
GS「神，神会－子なる神」

	◀③
教義93・1

	◀④
教義130・22、GS「神，神会」

	◀4①
2ペテ3・8、アブ3・4－10。​アブラハム書の模写2、図1を参照

	◀5①
GS「天使」

	◀7①
黙示4・6、15・2

	◀②
イザ33・14、教義132・1－3

	◀8①
GS「ウリムとトンミム」

	◀9①
教義77・1、GS「地球（地）－最終的な状態」

	◀11①
黙示2・17

	◀②
イザ62・2

	◀12①
教義38・29、45・63

	◀②
教義87・1－5

	◀14①
GS「イエス・キリストの再臨」

	◀18①
GS「英知」

	◀②
GS「復活」

	◀19①
GS「熱心」

	◀②
GS「従順，従う」

	◀③
GS「知識」

	◀④
アル12・9－11

	◀20①
GS「前世」

	◀②
教義82・10

	◀③
申命11・26－28、教義132・5、GS「祝福」

	◀22①
GS「神，神会」

	◀②
使徒17・29

	◀③
GS「聖霊」

	◀23①
GS「聖霊の賜物」


第​131​章
千八百四十三​年ねん​五月がつ​十六、十七​日にち、イリノイ​州しゅう​レイマス​に​おいて​与あたえられた、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​よる​教おしえ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい五​巻かん、三百九十二－三百九十三​ページ）。
1－4​日ひ​の​栄さかえ​の​結けっ婚こん​は、最さい高こう​の​天てん​に​おける​昇栄しょうえい​に​不ふ可か欠けつ​で​ある。​5－6​永遠えいえん​の​命いのち​に​結むすび固かためられる​方ほう法ほう​が​説明せつめい​される。​7－8​すべて​の​霊れい​は​物ぶっ質しつ​で​ある。
1 ①日ひ​の​栄さかえ​の​栄えい光こう​に​は、三つ​の​天てん、すなわち​三つ​の​階級かいきゅう​が​ある。
2 その​①最さい高こう​の​階級かいきゅう​を​得える​ため​に​は、人ひと​は​この​神しん権けん​の​位くらい（すなわち、②結けっ婚こん​の​新あたらしく​かつ​永遠えいえん​の​聖せい約やく）に​入はいらなければ​ならない。
3 そう​しなければ、その​人ひと​は​それ​を​得える​こと​が​できない。
4 その​人ひと​は​他た​の​階級かいきゅう​に​入はいる​こと​は​できる​が、それ​は​彼かれ​の​王おう国こく​の​終おわり​で​あって、その​人ひと​は​①増まし​加くわえる​こと​が​できない​の​で​ある。
5 （千八百四十三​年ねん​五月がつ​十七​日にち）いっそう​確実かくじつ​な​①預よ言げん​の​言こと葉ば​と​は、人ひと​が​聖せい​なる​神しん権けん​の​力ちから​に​よって​②永遠えいえん​の​命いのち​に​③結むすび固かためられた​こと​を、啓けい示じ​と​預よ言げん​の​霊れい​に​よって​知しる​こと​で​ある。
6 人ひと​が​①無む知ち​で​②救すくわれる​こと​は​不ふ可か能のう​で​ある。
7 実じっ体たい​の​ない​物ぶっ質しつ​と​いう​もの​は​存そん在ざい​しない。①霊れい​は​すべて​物ぶっ質しつ​で​ある​が、もっと​微び細さい​で​純じゅん粋すい​で​あり、②より​清きよい​目め​に​よって​のみ​見み分わける​こと​が​できる​もの​で​ある。
8 わたしたち​は​それ​を​見みる​こと​が​できない。しかし、体からだ​が​清きよめられる​とき、それ​が​すべて​物ぶっ質しつ​で​ある​こと​が​分わかる​で​あろう。
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第​132​章
千八百四十三​年ねん​七月がつ​十二​日にち​に​記き録ろく​された、イリノイ​州しゅう​ノーブー​に​おいて​預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ。結けっ婚こん​聖せい約やく​の​永遠えいえん​性せい​と​多た妻さい​を​含ふくむ、新あたらしく​かつ​永遠えいえん​の​聖せい約やく​に​関かんする​もの（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい五​巻かん、五百一－五百七​ページ）。この​啓けい示じ​が​記き録ろく​された​の​は​千八百四十三​年ねん​で​ある​が、預よ言げん者しゃ​が​この​啓けい示じ​に​含ふくまれて​いる​教きょう義ぎ​と​原則げんそく​を​千八百三十一​年ねん​から​知しって​いた​こと​は、歴れき史し​記き録ろく​に​より​明あきらか​で​ある。
1－6​昇栄しょうえい​は、新あたらしく​かつ​永遠えいえん​の​聖せい約やく​に​よって​得えられる。​7－14​その​聖せい約やく​の​条じょう件けん​が​明あきらか​に​される。​15－20​日ひ​の​栄さかえ​の​結けっ婚こん​と​家か族ぞく​の​存そん続ぞく​に​よって、人ひと​は​神かみ​に​なる​こと​が​できる。​21－25​狭せまくて​細ほそい​道みち​は​永遠えいえん​の​命いのち​に​至いたる。​26－27​聖霊せいれい​に​対たいする​冒ぼう瀆とく​に​関かんして​律りっ法ぽう​が​与あたえられる。​28－39​あらゆる​時じ代だい​の​預よ言げん者しゃ​たち​と​聖せい徒と​たち​に、永遠えいえん​の​増ぞう加か​と​昇栄しょうえい​の​約やく束そく​が​与あたえられる。​40－47​地ち上じょう​で​も​天てん​で​も​つなぎ、結むすぶ​力ちから​が、ジョセフ・​スミス​に​与あたえられる。​48－50​主しゅ​は​彼かれ​に​昇栄しょうえい​を​結むすび固かためられる。​51－57​エマ・​スミス​は​忠ちゅう実じつ​で​誠実せいじつ​で​ある​よう​に​勧かん告こく​される。​58－66​多た妻さい​に​関かんする​律りっ法ぽう​が​明あきらか​に​される。
1 まことに、主しゅ​は​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​に​この​よう​に​言いう。多おおく​の​①妻つま​と​そばめ​を​持もつ​こと​の​原則げんそく​と​教きょう義ぎ​に​ついて、主しゅ​なる​わたし​が​わたし​の​僕しもべ​たち​アブラハム​と、イサク​と、ヤコブ、また​わたし​の​僕しもべ​たち​モーセ​と、ダビデ​と、ソロモン​を​どの​よう​な​点てん​で​義ぎ​と​した​の​か​を​知しり、かつ​理り解かい​する​ため​に、あなた​は​わたし​に​尋たずねた​ので、
2 見みよ、見みよ、わたし​は​主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​で​あり、この​件けん​に​ついて​あなた​に​答こたえよう。
3 それゆえ、これから​あなた​に​与あたえる​指し示じ​を​受うけ入いれて、これ​に​従したがう​ため​に、心こころ​の​①備そなえ​を​しなさい。この​律りっ法ぽう​を​示しめされた​者もの​は​皆みな、これ​に​従したがわなければ​ならない​から​で​ある。
4 見みよ、わたし​は​あなたがた​に​一つ​の​新あたらしく​かつ​永遠えいえん​の​①聖せい約やく​を​示しめす。もし​その​聖せい約やく​に​従したがわなければ、あなたがた​は​②罰ばつ​の​定さだめ​を​受うける。だれ​も​この​聖せい約やく​を​③拒こばみ​ながら、わたし​の​栄えい光こう​に​入はいる​の​を​許ゆるされる​こと​は​あり得えない​から​で​ある。
5 わたし​から​①祝しゅく福ふく​を​受うけたい​と​思おもう​者もの​は​皆みな、その​祝しゅく福ふく​の​ため​に​定さだめられた​②律りっ法ぽう​と​その​条じょう件けん​に​従したがわなければ​ならない。その​律りっ法ぽう​と​その​条じょう件けん​は、創そう世せい​の​前まえ​から​定さだめられた​もの​で​ある。
6 この​新あたらしく​かつ​①永遠えいえん​の​聖せい約やく​に​ついて​で​ある​が、これ​は​わたし​の​完全かんぜん​な​②栄えい光こう​の​ため​に​定さだめられた​もの​で​あって、この​完全かんぜん​な​栄えい光こう​を​受うける​者もの​は​その​律りっ法ぽう​に​従したがわなければ​ならない。そう​しなければ​罰ばつ​の​定さだめ​を​受うける、と​主しゅ​なる​神かみ​は​言いう。
7 まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。この​律りっ法ぽう​の​①条じょう件けん​は​次つぎ​の​とおり​で​ある。すなわち、すべて​の​聖せい約やく​や​契約けいやく、きずな、義ぎ務む、②誓せい詞し、誓言せいごん、履り行こう、関かん係けい、交こう際さい、期き待たい​が​なされ、また​交かわされる​とき、これら​が​油あぶら​注そそがれた​者もの​の​仲なか立だち​に​よる​③啓けい示じ​と​戒いましめ​に​よって、最もっとも​聖せい​なる​方ほう法ほう​で、この世よ​に​おいて​も​永遠えいえん​に​わたって​も、この​力ちから​を​持もつ​よう​に​わたし​が​地ち上じょう​で​任にんじた​油あぶら​注そそがれた​者もの​に​よって、④約やく束そく​の​聖せい​なる​御み霊たま​に​より​⑤結むすび固かためられ​なければ、これら​は​死し者しゃ​の​中なか​から​の​復ふっ活かつ​の​時とき​も、その後のち​も、まったく​効こう験けん​や​効こう能のう、効こう力りょく​が​ない。（わたし​は、終おわり​の​時とき​に​この​力ちから​を​持もつ​よう​に、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​に​命めいじた。そして、この​力ちから​と​この​⑥神しん権けん​の​鍵かぎ​を​授さずけられる​者もの​は、地ち上じょう​に​おいて​同どう時じ期き​に​ただ​一ひと人り​しか​いない。）この​目もく的てき​で​結むすばない​契約けいやく​は​すべて、人ひと​が​死しぬ​と​終おわる​から​で​ある。
8 見みよ、わたし​の​家いえ​は​秩ちつ序じょ​の​家いえ​で​あり、混乱こんらん​の​家いえ​で​は​ない、と​主しゅ​なる​神かみ​は​言いう。
9 主しゅ​は​言いう。わたし​の​名な​に​よって​なされない​①ささげ​物もの​を、わたし​が​受うけ入いれる​で​あろう​か。
10 わたし​が​①命めいじなかった​もの​を、あなたがた​の​手て​から​受うけ取とる​で​あろう​か。
11 また、世せ界かい​が​存そん在ざい​する​前まえ​に​わたし​と​父ちち​が​あなたがた​の​ため​に​①定さだめた​よう​に、律りっ法ぽう​に​よる​こと​なし​に、わたし​が​あなたがた​に​命めいじる​で​あろう​か、と​主しゅ​は​言いう。
12 わたし​は​主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​で​ある。そして、わたし​は​あなた​に​この​戒いましめ​を​与あたえる。すなわち、だれ​も​わたし​に​よらず​に、あるいは​わたし​の​律りっ法ぽう​で​ある​わたし​の​言こと葉ば​に​よらず​に​①父ちち​の​もと​に​来きて​は​ならない、と​主しゅ​は​言いう。
13 また​主しゅ​は​言いう。わたし​に​よらず​に、あるいは​わたし​の​言こと葉ば​に​よらず​に​定さだめられる、世よ​に​ある​すべて​の​もの​は、それ​が​人ひと​に​よろう​と、また​王おう位い​や​主しゅ権けん​や​力ちから​や​何なんでも​名な​の​ある​もの​に​よろう​と、それ​は​倒たおされて、人ひと​の​死し後ご、復ふっ活かつ​の​時とき​に​も​その後のち​に​も​①残のこる​こと​は​ない、と​主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​は​言いう。
14 残のこる​もの​は​何なん​で​あろう​と​わたし​に​よる​の​で​あり、また​わたし​に​よらない​もの​は​何なん​で​あろう​と、揺ゆるがされ、滅ほろぼされる。
15 それゆえ、もし​ある​男おとこ​が​この世よ​に​おいて​妻つま​を​①めとる​の​に、彼かれ​が​わたし​に​よらず​に、あるいは​わたし​の​言こと葉ば​に​よらず​に​めとる​なら​ば、彼かれ​が​この世よ​に​いる​かぎり​彼女かのじょ​と​誓ちかい、彼女かのじょ​も​彼かれ​と​誓ちかう​と​して​も、彼かれら​の​誓ちかい​と​結けっ婚こん​は、彼かれら​が​死しぬ​と、そして​この世よ​の​外そと​に​去さる​と、効こう力りょく​が​ない。それゆえ、彼かれら​は​この世よ​の​外そと​で​は、いかなる​律りっ法ぽう​に​よって​も​結むすばれない​の​で​ある。
16 それゆえ、彼かれら​は​この世よ​の​外そと​に​去さる​と、めとる​こと​も、①嫁とつぐ​こと​も​なく、天てん​に​おいて​②天てん使し​に​任にんじられる。その​天てん使し​たち​は、はるか​に​優すぐれた、並なみ外はずれた、永遠えいえん​の​重おもみ​の​ある​栄えい光こう​に​ふさわしい​者もの​たち​に​仕つかえる​奉ほう仕し​の​僕しもべ​で​ある。
17 これら​の​天てん使し​たち​は、わたし​の​律りっ法ぽう​に​従したがわなかった​から​で​ある。それゆえ、彼かれら​は​増まし​加くわえられる​こと​が​なく、永遠えいえん​に​わたって、昇栄しょうえい​する​こと​なく、救すくわれた​状じょう態たい​に​あって、それぞれ​独ひとり​の​まま​で​いる​こと​に​なる。それから​後のち、彼かれら​は​神々かみがみ​で​は​なく、とこしえ​に​いつまで​も​神かみ​の​天てん使し​で​ある。
18 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。たとえ​ある​男おとこ​が​妻つま​を​めとり、この世よ​に​おいて​も​永遠えいえん​に​わたって​も​彼女かのじょ​と​誓ちかう​と​して​も、もしも​その​誓ちかい​が​わたし​に​よらず、あるいは​わたし​の​律りっ法ぽう​で​ある​わたし​の​言こと葉ば​に​よらず、また​わたし​が​油あぶら​を​注そそいで​この​力ちから​を​持もつ​よう​に​任にんじた​者もの​を​通つうじて、約やく束そく​の​聖せい​なる​御み霊たま​に​より​結むすび固かためられ​なければ、彼かれら​は​わたし​に​よって​も、わたし​の​言こと葉ば​に​よって​も​結むすばれない​ので、この世よ​の​外そと​に​去さる​と、それ​は​有効ゆうこう​で​は​なく、効こう力りょく​が​ない、と​主しゅ​は​言いう。彼かれら​が​この世よ​の​外そと​に​去さる​と、そこ​で​は​それ​は​受うけ入いれられない。天てん使し​たち​と​神々かみがみ​が​そこ​で​任にんじられて​いて、彼かれら​は​その​そば​を​通とおり​過すぎる​こと​が​できない​から​で​ある。それゆえ、彼かれら​は​わたし​の​栄えい光こう​を​受うけ継つぐ​こと​が​できない。わたし​の​家いえ​は​秩ちつ序じょ​の​家いえ​だから​で​ある、と​主しゅ​なる​神かみ​は​言いう。
19 さらに​また、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。もし​ある​男おとこ​が​わたし​の​律りっ法ぽう​で​ある​わたし​の​言こと葉ば​に​よって、また​①新あたらしく​かつ​永遠えいえん​の​聖せい約やく​に​よって​妻つま​を​めとり、そして​それ​が、わたし​から​この​力ちから​と​この​神しん権けん​の​②鍵かぎ​と​を​与あたえられた​油あぶら​注そそがれた​者もの​に​よって、③約やく束そく​の​聖せい​なる​御み霊たま​に​より​彼かれら​に​④結むすび固かためられ、また​彼かれら​に、「あなたがた​は​第だい一いち​の​復ふっ活かつ​に​出でて​来くる​で​あろう。もしも​第だい一いち​の​復ふっ活かつ​の​後のち​なら​ば、次つぎ​の​復ふっ活かつ​に​出でて​来くる​で​あろう。そして、⑤王おう位い、王おう国こく、公こう国こく、および​力ちから、主しゅ権けん、すべて​の​高たかい​所ところ​と​深ふかい​所ところ​を​受うけ継つぐ​で​あろう」と​言いわれる​なら​ば、また​殺さつ人じん​を​犯おかして​罪つみ​の​ない​者もの​の​血ち​を​流ながして​は​ならない​と​小こ羊ひつじ​の​⑥命いのち​の​書しょ​に​記しるされて​いる​ので、あなたがた​が​わたし​の​聖せい約やく​の​中なか​に​とどまり、殺さつ人じん​を​犯おかして​罪つみ​の​ない​者もの​の​血ち​を​流ながす​こと​が​なければ、わたし​の​僕しもべ​が​彼かれら​に​授さずけた​すべて​の​事こと柄がら​は​何なん​で​あろう​と、この世よ​に​おいて​も​永遠えいえん​に​わたって​も、彼かれら​に​行おこなわれ、彼かれら​が​この世よ​の​外そと​に​去さる​とき​に​も​完全かんぜん​に​効こう力りょく​が​ある​で​あろう。そして、彼かれら​は​そこ​に​置おかれる​天てん使し​たち​と​神々かみがみ​の​そば​を​通とおり​過すぎ、彼かれら​の​頭こうべ​に​結むすび固かためられた​よう​に、すべて​の​事こと柄がら​に​ついて​⑦昇栄しょうえい​と​栄えい光こう​を​受うける​で​あろう。その​栄えい光こう​と​は、とこしえ​に​いつまで​も​子し孫そん​が​満みちて​続つづく​こと​で​ある。
20 それで、彼かれら​は​神々かみがみ​と​なる。彼かれら​に​は​終おわり​が​ない​から​で​ある。それゆえ、彼かれら​は​続つづく​ので​永遠えいえん​から​永遠えいえん​に​至いたり、すべて​の​もの​が​彼かれら​に​従したがう​ので、彼かれら​は​すべて​の​もの​の​上うえ​に​ある​で​あろう。それで、彼かれら​は​①神々かみがみ​と​なる。彼かれら​は​②一いっ切さい​の​権けん威い​を​持もち、天てん使し​たち​が​彼かれら​に​従したがう​から​で​ある。
21 まことに、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。あなたがた​は​わたし​の​①律りっ法ぽう​に​従したがわなければ、この​栄えい光こう​に​達たっする​こと​が​できない。
22 昇栄しょうえい​と​①命いのち​の​存そん続ぞく​に​至いたる​門もん​は​②狭せまく、その​③道みち​は​細ほそい。そして、それ​を​見みいだす​者もの​が​少すくない。あなたがた​が​この世よ​で​わたし​を​受うけ入いれず、わたし​を​知しらない​から​で​ある。
23 しかし、もし​あなたがた​が​この世よ​で​わたし​を​受うけ入いれる​なら​ば、あなたがた​は​わたし​を​知しり、昇栄しょうえい​を​受うける​で​あろう。わたし​が​いる​①所ところ​に、あなたがた​も​いる​ため​で​ある。
24 ①永遠えいえん​の​命いのち​と​は、唯一ゆいいつ​の、知ち恵え​ある​まこと​の​神かみ​と、神かみ​の​②遣つかわされた​イエス・​キリスト​と​を​知しる​こと​で​ある。わたし​が​その​者もの​で​ある。それゆえ、あなたがた​は​わたし​の​律りっ法ぽう​を​受うけ入いれ​なさい。
25 ①死し​に​至いたる​門もん​は​②大おおきく、その​道みち​は​広ひろい。そして、そこ​から​入はいって​行いく​者もの​が​多おおい。彼かれら​が​わたし​を​③受うけ入いれず、わたし​の​律りっ法ぽう​の​中なか​に​とどまらない​から​で​ある。
26 まことに、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。もし​ある​男おとこ​が​わたし​の​言こと葉ば​に​従したがって​妻つま​を​めとり、彼かれら​が​わたし​の​定さだめた​こと​に​従したがって​①約やく束そく​の​聖せい​なる​御み霊たま​に​より​結むすび固かためられる​なら​ば、彼かれ​または​彼女かのじょ​が​いかなる​罪つみ​や​新あたらしく​かつ​永遠えいえん​の​聖せい約やく​に​対たいする​背そむき、また​あらゆる​冒ぼう瀆とく​を​犯おかして​も、もしも​彼かれら​が​②殺さつ人じん​を​犯おかして​罪つみ​の​ない​者もの​の​血ち​を​流ながす​こと​が​なければ、彼かれら​は​第だい一いち​の​復ふっ活かつ​に​出でて​来きて、昇栄しょうえい​に​入はいる​で​あろう。しかし、彼かれら​は​肉にく体たい​に​あって​滅ほろぼされ、贖あがない​の​日ひ​まで​③サタン​に​④引ひき渡わたされて​打うたれる、と​主しゅ​なる​神かみ​は​言いう。
27 この世よ​で​も​この世よ​の​外そと​で​も​①赦ゆるされる​こと​の​ない、聖霊せいれい​に​対たいする​②冒ぼう瀆とく​と​は、あなたがた​が​わたし​の​新あたらしく​かつ​永遠えいえん​の​聖せい約やく​を​受うけ入いれた​後のち​に、殺さつ人じん​を​犯おかす​こと​で​ある、それ​に​よって​罪つみ​の​ない​者もの​の​血ち​を​流ながし、また​わたし​の​死し​に​同どう意い​する​の​で​ある、と​主しゅ​なる​神かみ​は​言いう。この​律りっ法ぽう​に​従したがわない​者もの​は、決けっして​わたし​の​栄えい光こう​に​入はいる​こと​が​できず、③罰ばつ​の​定さだめ​を​受うける、と​主しゅ​は​言いう。
28 わたし​は​主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​で​ある。わたし​は、世せ界かい​が​存そん在ざい​する​前まえ​に​わたし​と​父ちち​が​定さだめた​よう​に、わたし​の​聖せい​なる​神しん権けん​の​律りっ法ぽう​を​あなた​に​与あたえよう。
29 主しゅ​は​言いう。①アブラハム​は、啓けい示じ​と​戒いましめ​に​よって、すなわち​わたし​の​言こと葉ば​に​よって、彼かれ​が​受うけた​すべて​の​もの​を​受うけ、そして​昇栄しょうえい​に​入はいって​その​王おう座ざ​に​着ついて​いる。
30 アブラハム​は、その​子し孫そん​と​その​腰こし​から​出でた​者もの​に​ついて​①約やく束そく​を​受うけた。－－あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​は、その​②腰こし​から​出でた​者もの​で​ある－－すなわち、彼かれら​は​この世よ​に​いる​かぎり​続つづく​と​いう​こと​で​ある。アブラハム​と​その​子し孫そん​に​ついて​で​ある​が、彼かれら​は​この世よ​の​外そと​で​も​続つづく​で​あろう。この世よ​で​も​この世よ​の​外そと​で​も、彼かれら​は​③星ほし​の​よう​に​数かず​限かぎりなく​続つづく。すなわち、たとえ​海うみ辺べ​の​砂すな​を​数かぞえた​と​して​も、彼かれら​を​数かぞえ​尽つくす​こと​は​できない​で​あろう。
31 この​約やく束そく​は​あなたがた​に​与あたえられた​もの​で​も​ある。あなたがた​は​①アブラハム​から​出でて​おり、この​約やく束そく​は​アブラハム​に​与あたえられた​もの​だから​で​ある。この​律りっ法ぽう​に​よって​わたし​の​父ちち​の​業わざ​は​続つづいて​おり、この​業わざ​に​よって​父ちち​は​栄えい光こう​を​受うけられる​の​で​ある。
32 それゆえ、あなたがた​は​行いって、アブラハム​の​①業わざ​を​行おこない​なさい。あなたがた​は​わたし​の​律りっ法ぽう​に​入はいり​なさい。そう​すれ​ば、救すくわれる​で​あろう。
33 しかし、もし​わたし​の​律りっ法ぽう​に​入はいらなければ、あなたがた​は、わたし​の​父ちち​が​アブラハム​に​与あたえられた​約やく束そく​を​受うける​こと​は​できない。
34 神かみ​が​アブラハム​に​①命めいじられた​ので、②サラ​は​アブラハム​に​③ハガル​を​与あたえて​妻つま​と​した。彼女かのじょ​は​なぜ​そう​した​の​で​あろう​か。これ​が​律りっ法ぽう​で​あった​から​で​ある。そして、ハガル​から​多おおく​の​人ひと​が​出でた。それゆえ、ほか​の​数々かずかず​の​事こと柄がら​と​ともに、これ​は​約やく束そく​を​成じょう就じゅ​する​もの​で​あった。
35 それで、アブラハム​は​罪つみ​の​宣せん告こく​を​受うけた​で​あろう​か。まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。「受うけなかった。」主しゅ​なる​わたし​が​それ​を​①命めいじた​から​で​ある。
36 アブラハム​は​息むす子こ​①イサク​を​ささげる​よう​に​②命めいじられた。それ​に​も​かかわらず、「③あなた​は​殺ころして​は​ならない」と​記しるされて​いた。しかし、アブラハム​は​拒こばまなかった。そして、それに​よって​彼かれ​は​④義ぎ​と​認みとめられた。
37 アブラハム​は​①そばめ​たち​を​受うけ、そして​彼女かのじょ​たち​は​彼かれ​の​ため​に​子こ供ども​を​もうけた。そして、それ​に​よって​彼かれ​は​義ぎ​と​認みとめられた。彼女かのじょ​たち​は​彼かれ​に​与あたえられ、そして​彼かれ​は​わたし​の​律りっ法ぽう​の​中なか​に​とどまった​から​で​ある。イサク​も​②ヤコブ​も、命めいじられた​こと​の​ほか​に​何なにも​行おこなわなかった。そして、彼かれら​は​命めいじられた​こと​の​ほか​に​何なにも​行おこなわなかった​ので、約やく束そく​の​とおり​に​③昇栄しょうえい​に​入はいり、王おう座ざ​に​着ついて​いる。彼かれら​は​天てん使し​で​は​なく、神々かみがみ​な​の​で​ある。
38 ①ダビデ​も​②多おおく​の​妻つま​と​そばめ​を​受うけた。わたし​の​僕しもべ​たち​ソロモン​と​モーセ​も、また​創そう造ぞう​の​初はじめ​から​現在げんざい​に​至いたる​まで​の、ほか​の​多おおく​の​わたし​の​僕しもべ​たち​も​同どう様よう​で​ある。彼かれら​は​わたし​から​受うけなかった​もの​を​除のぞいて​は、どの​よう​な​こと​に​ついて​も​罪つみ​を​犯おかさなかった。
39 ダビデ​の​妻つま​たち​と​そばめ​たち​は、わたし​の​僕しもべ​ナタン​と、この​力ちから​の​①鍵かぎ​を​持もって​いた​ほか​の​預よ言げん者しゃ​たち​に​よって、わたし​から​彼かれ​に​②与あたえられた​の​で​ある。そして、これら​の​こと​の​どれ​に​おいて​も、③ウリヤ​と​その​妻つま​の​場ば合あい​を​除のぞけ​ば、彼かれ​は​わたし​に​対たいして​罪つみ​を​犯おかさなかった。しかし​彼かれら​の​こと​で、彼かれ​は​昇栄しょうえい​から​落おちて、彼かれ​の​受うけ取とる​分ぶん​を​受うけた。この世よ​の​外そと​で​は、彼かれ​は​彼女かのじょ​たち​を​受うけ継つぐ​こと​は​ない。わたし​は​彼女かのじょ​たち​を​別べつ​の​者もの​に​④与あたえた​から​で​ある、と​主しゅ​は​言いう。
40 わたし​は​主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​で​ある。そして、わたし​は​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​に​一つ​の​務つとめ​を​与あたえ、万ばん事じ​を​①元もとどおり​に​する。あなた​の​欲ほっする​こと​を​求もとめ​なさい。そう​すれ​ば、わたし​の​言こと葉ば​の​とおり​に、それ​は​与あたえられる​で​あろう。
41 あなた​が​姦淫かんいん​に​ついて​尋たずねた​ので、まことに、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。もし​ある​男おとこ​が​新あたらしく​かつ​永遠えいえん​の​聖せい約やく​に​よって​妻つま​を​迎むかえ、そして​もし​彼女かのじょ​が​別べつ​の​男おとこ​と​ともに​いて、しかも​わたし​が​聖せい​なる​油あぶら​注そそぎ​に​よって​彼かれ​を​彼女かのじょ​に​与あたえた​の​で​なければ、彼女かのじょ​は​姦淫かんいん​を​した​の​で​あり、滅ほろぼされる​で​あろう。
42 たとえ​彼女かのじょ​が​新あたらしく​かつ​永遠えいえん​の​聖せい約やく​に​入はいって​いなくて​も、別べつ​の​男おとこ​と​ともに​いる​なら​ば、彼女かのじょ​は​①姦淫かんいん​を​した​の​で​ある。
43 また、もし​夫おっと​が​別べつ​の​女おんな​と​ともに​いて、彼かれ​が​①誓ちかい​を​立たてて​いた​の​で​あれ​ば、彼かれ​は​その​誓ちかい​を​破やぶった​の​で​あり、姦淫かんいん​を​した​の​で​ある。
44 また、もし​その​妻つま​が​姦淫かんいん​を​して​おらず、罪つみ​が​なく、自じ分ぶん​の​誓ちかい​を​破やぶって​おらず、しかも​彼女かのじょ​が​その​こと​を​知しって​おり、わたし​が​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​に​それ​を​示しめす​なら​ば、あなた​は​わたし​の​聖せい​なる​神しん権けん​の​力ちから​に​よって、彼女かのじょ​を​取とって、姦淫かんいん​した​こと​の​ない​①忠ちゅう実じつ​な​者もの​に​彼女かのじょ​を​与あたえる​力ちから​を​持もつ。彼かれ​は​多おおく​を​治おさめる​者もの​と​される​から​で​ある。
45 わたし​は​あなた​に​神しん権けん​の​①鍵かぎ​と​力ちから​を​授さずけて​おり、それ​に​よって、万ばん事じ​を​②元もとどおり​に​し、然しかる​べき​とき​に​すべて​の​こと​を​あなた​に​知しらせる。
46 まことに、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。あなた​が​地ち上じょう​で​①結むすぶ​こと​は​何なんでも​天てん​で​結むすばれ、また​わたし​の​名な​に​よって、また​わたし​の​言こと葉ば​に​よって、あなた​が​地ち上じょう​で​つなぐ​こと​は​何なんでも​天てん​で​永遠えいえん​に​つながれる、と​主しゅ​は​言いう。また、あなた​が​地ち上じょう​で​②赦ゆるす​罪つみ​は、だれ​の​罪つみ​で​も​永遠えいえん​に​天てん​で​赦ゆるされ、また​あなた​が​地ち上じょう​で​赦ゆるさず​に​おく​罪つみ​は、だれ​の​罪つみ​で​も​天てん​で​その​まま​残のこる​の​で​ある。
47 さらに​また、まことに、わたし​は​言いう。だれでも​あなた​が​祝しゅく福ふく​する​者もの​を​わたし​は​祝しゅく福ふく​し、だれでも​あなた​が​のろう​者もの​を​わたし​は​①のろう、と​主しゅ​は​言いう。主しゅ​なる​わたし​は​あなた​の​神かみ​だから​で​ある。
48 さらに​また、まことに、わたし​は​あなた、すなわち​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​に​言いう。わたし​の​言こと葉ば​に​よって、また​わたし​の​律りっ法ぽう​に​よって、あなた​が​地ち上じょう​で​何なに​を​与あたえよう​と、また​あなた​が​だれ​に​だれ​を​与あたえよう​と、それ​は​のろい​で​は​なく​祝しゅく福ふく​を​もたらし、わたし​の​力ちから​を​伴ともない、そして​地ち上じょう​で​も​天てん​で​も​罪つみ​に​定さだめられる​こと​は​ない、と​主しゅ​は​言いう。
49 わたし​は​主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​で​あり、①世よ​の​終おわり​まで、また​永遠えいえん​に​わたって​あなた​と​ともに​いる。まことに、わたし​は​あなた​に​②昇栄しょうえい​を​③結むすび固かため、わたし​の​父ちち​の​王おう国こく​に、あなた​の​ため​に​④先せん祖ぞ​アブラハム​と​ともに​座ざする​王おう座ざ​を​用よう意い​して​いる。
50 見みよ、わたし​は​あなた​の​①犠ぎ牲せい​を​見みて​きた。そして、あなた​の​すべて​の​罪つみ​を​赦ゆるす。わたし​が​告つげた​こと​に​従したがう​あなた​の​犠ぎ牲せい​を、わたし​は​見みて​きた。それゆえ、行いき​なさい。わたし​は、息むす子こ​イサク​を​ささげよう​と​した​アブラハム​の​行こう為い​を​②受うけ入いれた​よう​に、あなた​の​逃のがれる​道みち​を​備そなえよう。
51 まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。わたし​は、あなた​に​妻つま​として​与あたえた​わたし​の​はしため​エマ・​スミス​に、一つ​の​戒いましめ​を​与あたえる。エマ・​スミス​は​自じ分ぶん​自じ身しん​を​抑おさえて、わたし​が​エマ​に​与あたえる​よう​に​と​あなた​に​命めいじた​こと​に​あずかって​は​ならない。わたし​は​アブラハム​に​行おこなった​よう​に​あなたがた​二ふた人り​を​試ためす​ため​に、また​聖せい約やく​と​犠ぎ牲せい​に​より​あなたがた​から​ささげ​物もの​を​求もとめる​ため​に、それ​を​行おこなった​の​で​ある、と​主しゅ​は​言いう。
52 わたし​の​はしため​①エマ・​スミス​は、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​に​与あたえられた、わたし​の​前まえ​に​貞淑ていしゅく​で​清きよらか​な​者もの​を​すべて​受うけ入いれ​なさい。清きよらか​で​ない​の​に​自じ分ぶん​は​清きよらか​で​あった​と​言いう​者もの​は​滅ほろぼされる、と​主しゅ​なる​神かみ​は​言いう。
53 わたし​は​主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​で​あり、あなたがた​は​わたし​の​声こえ​に​従したがわなければ​ならない​から​で​ある。わたし​は、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​が​多おおく​の​もの​を​治おさめる​者もの​と​なる​こと​を​許ゆるす。彼かれ​は​わずか​な​もの​に​①忠ちゅう実じつ​で​あった​から​で​ある。これから​後のち、わたし​は​彼かれ​を​強つよく​しよう。
54 また、わたし​は、わたし​の​はしため​エマ・​スミス​に、とどまって、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​と​結むすび​合あい、その他た​の​もの​と​結むすび​合あう​こと​の​ない​よう​に​と​命めいじる。しかし、もしも​この​戒いましめ​に​従したがおう​と​しなければ、彼女かのじょ​は​滅ほろぼされる、と​主しゅ​は​言いう。わたし​は​主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​で​あり、彼女かのじょ​が​わたし​の​律りっ法ぽう​の​中なか​に​とどまら​なければ、彼女かのじょ​を​滅ほろぼす​で​あろう。
55 もしも​彼女かのじょ​が​この​戒いましめ​に​従したがおう​と​しなければ、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​は、彼かれ​が​言いった​とおり​に​すべて​の​こと​を​彼女かのじょ​に​しなければ​ならない。そう​すれ​ば、わたし​は​彼かれ​を​祝しゅく福ふく​し、増ふやし、この世よ​で​父ちち​と​母はは、兄きょう弟だい​と​姉し妹まい、家いえ​と​土と地ち、妻つま​と​子こ供ども​に​ついて​彼かれ​に​①百​倍ばい​を​授さずけ、永遠えいえん​の​世よ​で​は​②永遠えいえん​の​命いのち​の​冠かんむり​を​授さずけよう。
56 さらに​また、まことに、わたし​は​言いう。わたし​の​はしため​は、わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​の​過あやまち​を​①赦ゆるし​なさい。そう​すれ​ば、彼女かのじょ​は​わたし​に​対たいして​犯おかした​過あやまち​を​赦ゆるされる​で​あろう。そして、主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​で​ある​わたし​は、彼女かのじょ​を​祝しゅく福ふく​し、増ふやし、彼女かのじょ​の​心こころ​を​喜よろこばせる​で​あろう。
57 さらに​また、わたし​は​言いう。わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​は、敵てき​が​来きて​滅ほろぼす​こと​の​ない​ため​に、自じ分ぶん​の​財ざい産さん​を​手て放ばなさない​よう​に​しなさい。サタン​が​①滅ほろぼそう​と​する​から​で​ある。わたし​は​主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​で​あり、ジョセフ​は​わたし​の​僕しもべ​で​ある。見みよ、見みよ、わたし​は​あなた​の​先せん祖ぞ​アブラハム​と​ともに​いた​よう​に、②昇栄しょうえい​と​栄えい光こう​に​至いたる​まで​ジョセフ​と​ともに​いる。
58 さて、①神しん権けん​の​律りっ法ぽう​に​ついて​は、それ​に​関かんして​多おおく​の​こと​が​ある。
59 まことに、もし​ある​男おとこ​が​①アロン​の​よう​に、わたし​自じ身しん​の​声こえ​に​よって、また​わたし​を​遣つかわされた​父ちち​の​声こえ​に​よって​父ちち​から​召めされ、そして​わたし​が​この​神しん権けん​の​力ちから​の​②鍵かぎ​を​彼かれ​に​授さずけた​なら​ば、彼かれ​が​わたし​の​名な​に​よって、また​わたし​の​律りっ法ぽう​に​よって、また​わたし​の​言こと葉ば​に​よって​何なに​を​行おこなおう​と、彼かれ​は​罪つみ​を​犯おかす​こと​は​ない。そして、わたし​は​彼かれ​を​義ぎ​と​する。
60 それゆえ、だれ​も​わたし​の​僕しもべ​ジョセフ​を​非ひ難なん​して​は​ならない。わたし​は​彼かれ​を​義ぎ​と​する​から​で​ある。わたし​が​彼かれ​の​背そむき​に​対たいして​その​手て​に​求もとめる​犠ぎ牲せい​を​彼かれ​は​ささげる​から​で​ある、と​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。
61 さらに​また、神しん権けん​の​律りっ法ぽう​に​ついて​で​ある​が、もし​ある​男おとこ​が​一ひと人り​の​①おとめ​を​めとり、さらに​②別べつ​の​一ひと人り​を​めとりたい​と​望のぞんで、最さい初しょ​の​者もの​が​承しょう諾だく​を​与あたえる​なら​ば、そして​もし​彼かれ​が​二番ばん​目め​の​者もの​を​めとり、二ふた人り​とも​おとめ​で​あって​ほか​の​男おとこ​と​誓ちかい​を​立たてた​こと​が​なければ、彼かれ​は​義ぎ​と​される。彼女かのじょ​たち​は​彼かれ​に​与あたえられた​ので、彼かれ​が​姦淫かんいん​を​する​こと​は​あり得えない。彼かれ​が、ほか​の​だれ​に​も​属ぞくさず​に​自じ分ぶん​だけ​に​属ぞくする​者もの​と​姦淫かんいん​を​する​こと​は​あり得えない​から​で​ある。
62 もし​この​律りっ法ぽう​に​よって​十​人にん​の​おとめ​を​与あたえられた​と​して​も、彼かれ​が​姦淫かんいん​を​する​こと​は​あり得えない。彼女かのじょ​たち​は​彼かれ​に​属ぞくする​者もの​で​あり、彼かれ​に​与あたえられて​いる​から​で​ある。それゆえ、彼かれ​は​義ぎ​と​される。
63 しかし、もし​十​人にん​の​おとめ​の​中なか​の​一ひと人り、あるいは​だれか​が、嫁とついだ​後のち​に​別べつ​の​男おとこ​と​ともに​いる​と​すれ​ば、彼女かのじょ​は​姦淫かんいん​を​行おこなった​の​で​あり、滅ほろぼされる​で​あろう。彼女かのじょ​たち​は​わたし​の​戒いましめ​の​とおり​に​①増ふえて​地ち​を​満みたす​ため​に、また​創そう世せい​の​前まえ​に​父ちち​に​よって​与あたえられた​約やく束そく​を​成じょう就じゅ​する​ため​に、また​永遠えいえん​の​世よ​で​昇栄しょうえい​を​得えて​人々ひとびと​の​霊れい​を​もうける​ため​に、彼かれ​に​与あたえられて​いる​の​で​ある。これ​に​よって、わたし​の​父ちち​の​②業わざ​は​続つづけられて、父ちち​は​栄えい光こう​を​お​受うけ​に​なる​の​で​ある。
64 さらに​また、まことに、まことに、わたし​は​あなたがた​に​言いう。もし​だれか​この​力ちから​の​鍵かぎ​を​持もつ​男おとこ​が​一ひと人り​の​妻つま​を​持もち、これら​の​こと​に​関かんする​わたし​の​神しん権けん​の​律りっ法ぽう​を​彼女かのじょ​に​教おしえる​なら​ば、彼女かのじょ​は​信しんじて​彼かれ​に​尽つくさ​なければ​ならない。そう​で​なければ、彼女かのじょ​は​滅ほろぼされる、と​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。わたし​は​彼女かのじょ​を​滅ほろぼす​から​で​ある。わたし​は、わたし​の​律りっ法ぽう​を​受うけ入いれて​その​中なか​に​とどまる​すべて​の​者もの​の​うえ​に、わたし​の​名な​を​高たかめる​から​で​ある。
65 それゆえ、もし​彼女かのじょ​が​この​律りっ法ぽう​を​受うけ入いれ​なければ、主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​が​授さずける​すべて​の​もの​を​彼かれ​が​受うける​の​は、わたし​の​律りっ法ぽう​に​かなう​こと​で​ある。彼女かのじょ​が​わたし​の​言こと葉ば​の​とおり​に​信しんじて​彼かれ​に​尽つくさなかった​ため​で​ある。その​とき​に、彼女かのじょ​は​戒いましめ​に​背そむく​者もの​と​なる。そして、彼かれ​は​サラ​の​律りっ法ぽう​を​免除めんじょ​される。サラ​は、わたし​が​アブラハム​に​ハガル​を​妻つま​と​する​よう​に​命めいじた​とき、律りっ法ぽう​に​従したがって​アブラハム​に​尽つくした​者もの​で​ある。
66 さて、この​律りっ法ぽう​に​ついて、まことに、まことに、わたし​は​あなた​に​言いう。わたし​は​後のち​に​あなた​に​もっと​示しめす​ので、今いま​の​ところ​は​これ​で​満足まんぞく​しなさい。見みよ、わたし​は​アルパ​で​あり​オメガ​で​ある。アーメン。
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第​133​章
千八百三十一​年ねん​十一月がつ​三みっ日か、オハイオ​州しゅう​ハイラム​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​を​通とおして​与あたえられた​啓けい示じ（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百二十九－二百三十四​ページ）。預よ言げん者しゃ​は​この​啓けい示じ​の​前まえ書がき​として、次つぎ​の​よう​に​記しるして​いる。「この​とき、地ち​に​住すむ​者もの​に​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえる​こと​と​集しゅう合ごう​に​関かんして、長老ちょうろう​たち​が​知しりたい​と​望のぞんで​いた​こと​が​たくさん​あった。まこと​の​光ひかり​に​よって​歩あゆみ、高たかい​所ところ​から​教おしえ​を​受うける​ため​に、千八百三十一​年ねん​十一月がつ​三みっ日か​に、わたし​は​主しゅ​に​尋たずね、次つぎ​の​よう​な​重じゅう要よう​な​啓けい示じ​を​受うけた。」（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、二百二十九​ページ）この​章しょう​は、最さい初しょ『教きょう義ぎと聖せい約やく』​の​書しょ​に「付ふ録ろく」として​加くわえられた​が、後のち​に​章しょう​の​番号ばんごう​が​割わり当あてられた。
1－6​聖せい徒と​たち​は​再臨さいりん​に​備そなえる​よう​に​命めいじられる。​7－16​すべて​の​人ひと​は、バビロン​から​逃のがれ、シオン​に​来きて、主しゅ​の​大おおいなる​日ひ​に​備そなえる​よう​に​命めいじられる。​17－35​主しゅ​は​シオン​の​山やま​に​立たたれ、諸しょ​大たい陸りく​が​一つ​の​地ち​と​なり、イスラエル​の​行ゆく方え​の​知しれない​部ぶ族ぞく​が​戻もどって​来くる。​36－40​福ふく音いん​は​全ぜん​世せ界かい​で​宣のべ​伝つたえられる​ため​に、ジョセフ・​スミス​を​通つうじて​回復かいふく​された。​41－51​主しゅ​は​降くだって​来きて、悪あく人にん​に​報ほう復ふく​される。​52－56​それ​は​主しゅ​の​贖あがなわれた​者もの​の​年とし​と​なる。​57－74​福ふく音いん​は​聖せい徒と​たち​を​救すくう​ため​に、また​悪あく人にん​を​滅ほろぼす​ため​に​送おくり出だされる。
1 「聴きき​なさい、おお、わたし​の​教きょう会かい​の​人々ひとびと​よ。主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​は​言いう。あなたがた​に​ついて​の​主しゅ​の​言こと葉ば​を​聞きき​なさい。
2 その​主しゅ​と​は、突とつ如じょ​①神殿しんでん​に​来くる​主しゅ​で​ある。②裁さばき​の​ため​に​のろい​を​もって​世よ​に、まことに​神かみ​を​忘わすれる​すべて​の​国こく民みん​と、あなたがた​の​中なか​の​神かみ​を​敬うやまわない​すべて​の​者もの​の​うえ​に​降くだって​来くる​主しゅ​で​ある。
3 主しゅ​は​その​聖せい​なる​腕うで​を​すべて​の​国こく民みん​の​目め​の​前まえ​に​①現あらわす。そして、地ち​の​果はて​に​至いたる​すべて​の​者もの​が、彼かれら​の​神かみ​の​②救すくい​を​見みる​で​あろう。
4 それゆえ、おお、わたし​の​民たみ​よ、備そなえ​なさい、備そなえ​なさい。自みずから​を​聖きよめ​なさい。おお、わたし​の​教きょう会かい​の​人々ひとびと​よ、とどまる​よう​に​命めいじられて​いない​あなたがた​は​皆みな、シオン​の​地ち​に​集あつまり​なさい。
5 ①バビロン​から​出で​なさい。主しゅ​の​器うつわ​を​担になう​者もの​たち​よ、②清きよく​あり​なさい。
6 あなたがた​の​聖会せいかい​を​召集しょうしゅう​し、しばしば​互たがいに​①語かたり合あい​なさい。また、すべて​の​人ひと​に​主しゅ​の​名な​を​呼よばせ​なさい。
7 まことに、わたし​は​重かさねて​あなたがた​に​言いう。主しゅ​の​声こえ​が​あなたがた​に​及およぶ​時とき​が​来きた。あなたがた​は​バビロン​から​出で​なさい。もろもろ​の​国こく民みん​の​中なか​から、天てん​の​果はて​から​果はて​まで​①四し方ほう​から​②集あつまり​なさい。
8 わたし​の​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​を、遠とおく​に​いる​もろもろ​の​国こく民みん​に、海う み​の​①島々しまじま​に​②遣つかわし​なさい。諸しょ​外がい国こく​に​遣つかわし​なさい。まず​③異い邦ほう人じん​へ、次ついで​④ユダヤ人じん​へ​と、すべて​の​国こく民みん​に​呼よびかけ​なさい。
9 見みよ、見みよ、これ​が​彼かれら​の​叫さけび​で​あり、すべて​の​人ひと​へ​の​主しゅ​の​声こえ​で​ある。すなわち、『あなたがた​は​シオン​の​地ち​へ​行いって、わたし​の​民たみ​の​境さかい​が​広ひろげられ、シオン​の​①ステーク​が​強つよく​され、②シオン​が​周まわり​の​地ち域いき​に​及およぶ​よう​に​しなさい。』
10 まことに、あなたがた​の​叫さけび​を​すべて​の​人ひと​の​中なか​に​出でて​行いかせ​なさい。『目め​を​覚さまし、立たち上あがり、①花婿はなむこ​を​迎むかえ​に​出で​なさい。見みよ、見みよ、花婿はなむこ​は​来くる。あなたがた​は​花婿はなむこ​を​迎むかえ​に​出で​なさい。主しゅ​の​②大おおいなる​日ひ​の​ため​に​自みずから​を​備そなえ​なさい。
11 だから、①目め​を​覚さまして​いなさい。あなたがた​は​その​日ひ​も、その​時とき​も​②知しらない​から​で​ある。
12 だから、異い邦ほう人じん​の​①中なか​に​いる​人々ひとびと​は​②シオン​に​逃にげ​なさい。
13 ①ユダ​に​属ぞくする​人々ひとびと​は​②エルサレム​に​逃にげ​なさい。これら​は​主しゅ​の​③家いえ​の​④山やま​で​ある。
14 あなたがた​は​もろもろ​の​国こく民みん​の​中なか​から、すなわち​バビロン​から、霊れい​の​バビロン​で​ある​悪あく​の​中なか​から​出で​なさい。
15 しかし、まことに、主しゅ​は​この​よう​に​言いわれる。「あなたがた​は​①慌あわてて​逃にげる​こと​なく、むしろ、万ばん事じ​を​あなたがた​の​前まえ​に​備そなえる​よう​に​しなさい。そして、突とつ如じょ​と​して​滅ほろび​が​襲おそう​こと​の​ない​ため​に、去さる​者もの​は​②振ふり返かえって​は​ならない。」』
16 耳みみ​を​傾かたむけて​聞きき​なさい、おお、地ち​に​住すむ​者もの​よ。ともに​①耳みみ​を​傾かたむけ、主しゅ​の​声こえ​を​聞きき​なさい、わたし​の​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​たち​よ。主しゅ​は​すべて​の​人ひと​に​呼よびかけ、どこ​に​いる​人ひと​で​も​すべて​の​人ひと​に​②悔くい改あらためる​よう​に​命めいじる​から​で​ある。
17 見みよ、主しゅ​なる​神かみ​は、天てん​の​ただ中なか​で​叫さけぶ​天てん使し​を​①遣つかわして、この​よう​に​言いわせる。『主しゅ​の​道みち​を​備そなえ、その​道筋みちすじ​を​②まっすぐ​に​せよ。主しゅ​の​③来らい臨りん​の​時とき​は​近ちかい​から​で​ある。
18 その​とき、①小こ羊ひつじ​は​②シオン​の​山やま​に​立たち、額ひたい​に​小こ羊ひつじ​の​父ちち​の​名な​を​記しるされた​③十四万まん四千​人にん​の​人々ひとびと​が​小こ羊ひつじ​と​ともに​いる​で​あろう。』
19 それゆえ、あなたがた​は​①花婿はなむこ​の​②来らい臨りん​に​備そなえ​なさい。行いき​なさい。花婿はなむこ​を​迎むかえ​に​出で​なさい。
20 見みよ、彼かれ​は​オリブ​の​山やま​に、また​広こう大だい​な​大洋たいよう、すなわち​大おおいなる​深ふかみ​の​上うえ​に、また​海う み​の​島々しまじま​の​上うえ​に、また​シオン​の​地ち​に​①立たつ​で​あろう。
21 そして、彼かれ​は​①シオン​から​声こえ​を​②発はっし、また​エルサレム​から​語かたって、その​声こえ​は​すべて​の​人ひと​の​中なか​で​聞きかれる​で​あろう。
22 それ​は​大水おおみず​の​①とどろき​の​よう​な、また​激はげしい​②雷鳴らいめい​の​よう​な​声こえ​で​あり、山々やまやま​を​③崩くずす​で​あろう。そして、もろもろ​の​谷たに​は​見みえなく​なる。
23 彼かれ​が​大おおいなる​深ふかみ​に​命めいじる​と、それ​は​北きた​の​地ち方ほう​へ​退しりぞき、①島々しまじま​が​一つ​の​地ち​と​なる。
24 ①エルサレム​の​地ち​と​シオン​の​地ち​は、それぞれ​の​所ところ​に​戻もどり、陸りく地ち​は​それ​が​②分わけられる​前まえ​の​時じ代だい​の​よう​に​なる。
25 そして、主しゅ​すなわち​救すくい主ぬし​が、その​民たみ​の​ただ中なか​に​立たち、すべて​の​肉にく​なる​もの​を​①治おさめる。
26 また、①北きた​の​地ち​に​いる​者もの​たち​は、主しゅ​の​前まえ​に​覚おぼえられる​よう​に​なる。彼かれら​の​預よ言げん者しゃ​たち​は​主しゅ​の​声こえ​を​聞きき、もはや​自じ分ぶん​自じ身しん​を​抑おさえない。そして、彼かれら​は​岩いわ​を​打うち、氷こおり​が​彼かれら​の​前まえ​に​崩くずれ​落おちる​で​あろう。
27 一つ​の​①大おお路じ​が​大おおいなる​深ふかみ​の​ただ中なか​に​設もうけられる​で​あろう。
28 彼かれら​の​敵てき​は​彼かれら​の​えじき​と​なる​で​あろう。
29 ①不ふ毛もう​の​砂さ漠ばく​に​生いける​水みず​の​池いけ​が​現あらわれ、焼やけた​土と地ち​は​もはや​乾かわいた​地ち​で​は​なくなる。
30 彼かれら​は、わたし​の​僕しもべ​で​ある​①エフライム​の​子こら​に​貴とうとい​宝たから​を​持もって来くる​で​あろう。
31 永久えいきゅう​の​①丘おか​の​境さかい​は​彼かれら​の​前まえ​で​揺ゆれ​動うごく​で​あろう。
32 彼かれら​は​そこ​で、すなわち​シオン​に​おいて​ひれ伏ふし、主しゅ​の​僕しもべ​たち、すなわち​エフライム​の​子こら​の​手て​に​より​栄えい光こう​を​冠かんむり​として​与あたえられる​で​あろう。
33 そして、彼かれら​は​永遠えいえん​の​喜よろこび​の​①歌うた​を​もって​満みたされる​で​あろう。
34 見みよ、これ​は​①イスラエル​の​諸しょ​部ぶ族ぞく​へ​の​永遠えいえん​の​神かみ​の​祝しゅく福ふく​で​あり、②エフライム​と​その​同胞はらから​の​頭こうべ​に​授さずけられる​さらに​貴とうとい​祝しゅく福ふく​で​ある。
35 また、①ユダ​の​部ぶ族ぞく​の​者もの​たち​も、苦くるしみ​を​受うけた​後のち、主しゅ​の​前まえ​で​②聖せい​なる​状じょう態たい​に​聖きよめられ、日にち夜や​とこしえ​に​いつまで​も​主しゅ​の​前まえ​に​住すむ​で​あろう。
36 さて、まことに、主しゅ​は​言いう。おお、地ち​に​住すむ​者もの​よ、これら​の​こと​が​あなたがた​の​間あいだ​で​知しられる​よう​に、わたし​は、永遠えいえん​の​①福ふく音いん​を​携たずさえて​天てん​の​ただ中なか​を​飛とぶ​②天てん使し​を​遣つかわした。この​天てん使し​は​すでに​ある​人々ひとびと​に​現あらわれて、それ​を​人間にんげん​に​ゆだねた。また、彼かれ​は​地ち上じょう​に​住すむ​多おおく​の​者もの​に​現あらわれる​で​あろう。
37 そして、この​①福ふく音いん​は​②あらゆる​国こく民みん、部ぶ族ぞく、国こく語ご​の​民たみ、民族みんぞく​に​③宣のべ​伝つたえられる​で​あろう。
38 また、神かみ​の​僕しもべ​たち​は​出でて​行いって、大声おおごえ​で​言いう​で​あろう。『神かみ​を​畏おそれ、神かみ​に​栄えい光こう​を​帰きし​なさい。神かみ​の​裁さばき​の​時とき​が​来きた​から​で​ある。
39 天てん​と​地ち​と​海う み​と​水みず​の​源みなもと​と​を​造つくられた​御お方かた​を​①礼れい拝はい​しなさい。』
40 彼かれら​は、日にち夜や​主しゅ​の​名な​を​呼よんで​言いう​で​あろう。『どうか​天てん​を​①裂さいて​降くだって​来こられ​ます​よう​に。あなた​の​御み​前まえ​に​山々やまやま​が​崩くずれ​落おち​ます​よう​に。』
41 そして、それ​が​聞きき届とどけられる​で​あろう。主しゅ​の​臨在りんざい​は​物もの​を​溶とかす​燃もえる​火ひ​の​よう​で​あり、水みず​を​①沸わき立たたせる​火ひ​の​よう​で​ある。」
42 おお、主しゅ​よ、あなた​の​敵てき​に​御み​名な​を​知しらせる​ため​に​降くだって​来こられ​ます​よう​に。そう​すれ​ば、すべて​の​国こく民みん​が​御み​前まえ​で​おののく​こと​でしょう。
43 あなた​が、恐おそるべき​こと、すなわち​彼かれら​の​予よ期き​して​いない​こと​を​行おこなわれる​とき、
44 まことに、あなた​が​降くだって​来こられ、山々やまやま​が​あなた​の​御み​前まえ​に​崩くずれ​落おちる​とき、喜よろこんで​義ぎ​を​行おこない、あなた​の​道みち​に​あって​あなた​を​覚おぼえて​いる​者もの​を、あなた​は​①迎むかえて​ください​ます。
45 おお、神かみ​よ、あなた​を​①待まち望のぞむ​者もの​の​ため​に、あなた​が​どれ​ほど​大おおいなる​もの​を​②備そなえて​くださった​か、世よ​の​初はじめ​から、あなた​以い外がい​に​だれ​も​聞きいた​者もの​も、耳みみ​に​した​者もの​も、目め​で​見みた​者もの​も​あり​ません。
46 「また、次つぎ​の​よう​に​言いわれる​で​あろう。『①染そめた​衣ころも​を​まとって​天てん​の​神かみ​の​みもと​から、まことに、栄えい光こう​ある​装よそおい​で、大おおいなる​力ちから​を​もって、知しらない​所ところ​から​②降くだって​来こられる​この​御お方かた​は​どなた​か。』
47 すると、彼かれ​は​言いう。『わたし​は​義ぎ​を​もって​語かたった​者もの​で​あり、救すくう​力ちから​を​持もつ​者もの​で​ある。』
48 主しゅ​の​装よそおい​は​①赤あかく、その​衣ころも​は​酒さかぶね​を​踏ふむ​者もの​の​よう​で​ある。
49 主しゅ​の​前まえ​の​栄えい光こう​は​まことに​大おおいなる​もの​で​ある​ため、①太陽たいよう​は​恥はじて​その​顔かお​を​隠かくし、月つき​は​その​光ひかり​を​与あたえず、もろもろ​の​星ほし​は​その​場ば所しょ​から​投なげ​落おとされる​で​あろう。
50 そして、主しゅ​の​声こえ​が​聞きかれる。『わたし​は​独ひとり​で​①酒さかぶね​を​踏ふみ、すべて​の​人ひと​に​裁さばき​を​もたらした。そして、だれ​も​わたし​と​ともに​いなかった。
51 わたし​は​憤いきどおり​を​もって​彼かれら​を​踏ふみつけ、怒いかり​を​もって​彼かれら​を​踏ふみにじった​ので、彼かれら​の​血ち​が​わたし​の​衣ころも​に​①降ふりかかり、わたし​の​装よそおい​を​ことごとく​汚けがした。これ​は、わたし​の​心こころ​の​内うち​に​ある​報ほう復ふく​の​日ひ​で​あった​から​で​ある。
52 今いまや​贖あがなわれた​者もの​の​年とし​が​来きた。彼かれら​は​主しゅ​の​愛あい​に​あふれた​優やさしさ​と、主しゅ​が​その​慈いつくしみ​と​その​愛あい​に​あふれた​優やさしさ​に​よって​彼かれら​に​授さずけた​すべて​の​もの​に​ついて、とこしえ​に​いつまで​も​語かたる​で​あろう。』
53 主しゅ​は​彼かれら​の​あらゆる​①苦く難なん​を​自じ分ぶん​の​苦く難なん​と​した。そして、主しゅ​の​前まえ​の​天てん使し​は​彼かれら​を​救すくった。その​②愛あい​に​よって、また​その​哀あわれみ​に​よって、主しゅ​は​彼かれら​を​③贖あがない、また​昔むかし​から​常つねに​彼かれら​を​負おい、彼かれら​を​担になった。
54 まことに、①エノク​も、彼かれ​と​ともに​いた​者もの​たち​も、彼かれ​より​前まえ​に​いた​預よ言げん者しゃ​たち​も、また​②ノア​も、彼かれ​より​前まえ​に​いた​者もの​たち​も、また​③モーセ​も、彼かれ​より​前まえ​に​いた​者もの​たち​も、
55 また​モーセ​から​エリヤ​に​至いたり、エリヤ​から​ヨハネ​に​至いたる​預よ言げん者しゃ​たち​も、すなわち​キリスト​の​①復ふっ活かつ​の​時とき​に​キリスト​と​ともに​いた​これら​の​預よ言げん者しゃ​たち​も、聖せい​なる​使し徒と​たち​も、アブラハム​や​イサク、ヤコブ​と​ともに​小こ羊ひつじ​の​前まえ​に​いる​で​あろう。
56 そして、①聖せい徒と​たち​の​②墓はか​が​③開ひらかれる​で​あろう。小こ羊ひつじ​が​④シオン​の​山やま​と、聖せい​なる​都みやこ​で​ある​⑤新しん​エルサレム​に​立たつ​とき、彼かれら​は​出でて​来きて、小こ羊ひつじ​の​⑥右みぎ​に​立たつ​で​あろう。そして、彼かれら​は、日にち夜や​とこしえ​に​いつまで​も​⑦小こ羊ひつじ​の​⑧歌うた​を​歌うたう​で​あろう。
57 また、主しゅ​は​人々ひとびと​を、明あきらか​に​される​こと​に​なって​いた​①栄えい光こう​に​あずかる​者もの​と​する​ため​に、主しゅ​の​完全かんぜん​な​②福ふく音いん、すなわち​主しゅ​の​永遠えいえん​の​聖せい約やく​を​送おくり出だし、分わかり​やすく​簡潔かんけつ​に​説といた。
58 それ​は​すなわち、地ち上じょう​に​起おころう​と​して​いる​こと​に​対たいして、また​①弱よわい​者もの​が​知ち恵え​の​ある​者もの​を​辱はずかしめ、②小ちいさい​者もの​が​強つよい​国くに​と​なり、③二ふた人り​で​何なん​万まん​人にん​も​追おい払はらう​その​日ひ​に​おける​主しゅ​の​用よう向むき​に​対たいして、弱よわい​者もの​を​備そなえる​ため​で​ある。
59 地ち​の​弱よわい​者もの​に​よって、主しゅ​は​御み霊たま​の​力ちから​に​より​もろもろ​の​国こく民みん​を​①打うって​えり分わける​で​あろう。
60 この​理り由ゆう​で、これら​の​戒いましめ​が​与あたえられた​の​で​ある。これら​が​与あたえられた​日ひ​に​は、これら​は​世よ​から​隠かくして​おく​よう​に​命めいじられた​が、今いまや​①すべて​の​肉にく​なる​もの​に​②伝つたわる​よう​に​しなければ​ならない。
61 これ​は、すべて​の​肉にく​なる​もの​を​治おさめる​主しゅ​の​思おもい​と​望のぞみ​に​よる。
62 そして、①悔くい改あらためて​主しゅ​の​前まえ​に​自みずから​を​②聖きよめる​者もの​に​は、③永遠えいえん​の​命いのち​が​与あたえられる。
63 また、主しゅ​の​声こえ​に​①聞きき​従したがわない​者もの​に​は、彼かれら​は​民たみ​の​中なか​から​②絶たたれる​と、預よ言げん者しゃ​モーセ​が​記しるした​こと​が​成じょう就じゅ​する。
64 また、預よ言げん者しゃ​①マラキ​に​よって​記しるされた​こと​も​成じょう就じゅ​する。『見みよ、炉ろ​の​よう​に​②燃もえる​③日ひ​が​来くる。すべて​高たかぶる​者もの​と​悪あく​を​行おこなう​者もの​は、わら​の​よう​に​なる。やがて​来くる​日ひ​が​彼かれら​を​焼やき​尽つくして、根ね​も​枝えだ​も​残のこさない、と​万軍ばんぐん​の​主しゅ​は​言いう。』
65 それゆえ、主しゅ​は​彼かれら​に​次つぎ​の​よう​に​言いう​で​あろう。
66 『わたし​が​自じ分ぶん​の​民たみ​の​ところ​に​来きた​日ひ​に、あなたがた​の​だれ​も​わたし​を​①受うけ入いれなかった。そこで、あなたがた​は​追おい出だされた​の​で​ある。
67 わたし​が​再ふたたび​呼よびかけた​とき、応おうじる​者もの​は​あなたがた​の​中なか​に​だれ​一ひと人り​いなかった。しかし、わたし​が​贖あがなう​こと​の​できない​ほど、わたし​の​①腕うで​は​決けっして​短みじかく​は​なく、わたし​が​救すくい​出だす​②力ちから​も​そう​で​ある。
68 見みよ、わたし​は​海う み​を​しかって​①干ひ上あがらせ、川かわ​を​荒あれ野の​と​し、海う み​と​川かわ​の​魚うお​は​悪あく臭しゅう​を​放はなち、渇かわき​の​ため​に​死しぬ。
69 わたし​は​天てん​を​暗あん黒こく​で​覆おおい、粗布あらぬの​を​その​覆おおい​と​する。
70 あなたがた​が​わたし​の​手て​から​受うける​の​は、①悲かなしみ​の​うち​に​横よこたわる​こと​で​ある。
71 見みよ、見みよ、あなたがた​を​救すくい​出だす​者もの​は​だれ​も​いない。わたし​が​天てん​から​あなたがた​を​呼よんだ​とき、あなたがた​は​わたし​の​声こえ​に​従したがわなかった​から​で​ある。あなたがた​は​わたし​の​僕しもべ​たち​を​信しんじなかった。彼かれら​が​あなたがた​の​もと​に​①遣つかわされた​とき、あなたがた​は​彼かれら​を​受うけ入いれなかった。
72 それゆえ、彼かれら​は​証あかし​を​①封ふうじ、律りっ法ぽう​を​束たばねた。それで、あなたがた​は​暗くら闇やみ​に​引ひき渡わたされた​の​で​ある。
73 これら​の​者もの​は​外そと​の​暗くら闇やみ​に​出でて​行いき、そこ​で​①涙なみだ​を​流ながし、泣なき​わめき、歯はぎしり​を​する​で​あろう。
74 見みよ、主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ​が​これ​を​語かたった​の​で​ある。アーメン。』」
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使徒3・22－23、1ニフ22・20－21、3ニフ20・23、21・11、教義1・14、ジ－歴史1・40

	◀64①
マラ4・1、GS「マラキ」

	◀②
イザ66・15－16、1ニフ22・15、3ニフ25・1、教義29・9、64・24、GS「地球（地）－地球の清め」

	◀③
ジ－歴史1・36－37

	◀66①
ヨハ1・11

	◀67①
2ニフ28・32

	◀②
イザ50・2、2ニフ7・2

	◀68①
出エ14・21、ヨシ3・14－17

	◀70①
イザ50・11

	◀71①
歴下36・15－16、エレ44・4－5

	◀72①
イザ8・16－20

	◀73①
マタ8・11－12、ルカ13・28、教義19・5、GS「暗闇（霊的な）」「地獄」


第​134​章
千八百三十五​年ねん​八月がつ​十七​日にち、オハイオ​州しゅう​カートランド​で​開ひらかれた​教きょう会かい​の​総そう会かい​に​おいて​全会ぜんかい​一いっ致ち​で​採さい択たく​された、政せい府ふ​と​法ほう律りつ​全般ぜんぱん​に​関かんする​所しょ信しん​の​宣言せんげん（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい二​巻かん、二百四十七－二百四十九​ページ）。この​宣言せんげん​が​採さい択たく​された​の​は、『教きょう義ぎと聖せい約やく』​の​初しょ版はん​の​内容ないよう​として​提案ていあん​された​事じ項こう​を​検討けんとう​する​ため​に、教きょう会かい​の​指し導どう​者しゃ​が​召集しょうしゅう​された​とき​の​こと​で​ある。その​とき​に、この​宣言せんげん​に​は​次つぎ​の​よう​に​前まえ書がき​が​付つけられた。「この世よ​の​政せい府ふ​と​法ほう律りつ​全般ぜんぱん​に​関かんする​わたしたち​の​所しょ信しん​が​誤あやまって​解釈かいしゃく​され、理り解かい​される​こと​の​ない​よう​に、わたしたち​は、これら​に​関かんする​わたしたち​の​見解けんかい​を​本書ほんしょ​の​終おわり​に​述のべて​おく​こと​が​適切てきせつ​で​ある​と​考かんがえた。」（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい二​巻かん、二百四十七​ページ）
1－4​政せい府ふ​は​良心りょうしん​と​礼れい拝はい​の​自じ由ゆう​を​守まもらなければ​ならない。​5－8​すべて​の​人ひと​は​自じ分ぶん​の​政せい府ふ​を​支し持じ​し、法ほう律りつ​を​重おもんじ、尊重そんちょう​しなければ​ならない。​9－10​宗教しゅうきょう​団体だんたい​は​民みん事じ​的てき​権けん力りょく​を​行こう使し​して​は​ならない。​11－12​人々ひとびと​は​自じ分ぶん​自じ身しん​と​自じ分ぶん​の​財ざい産さん​を​守まもる​こと​を​正せい当とう​と​される。
1 わたしたち​は​信しんじる。すなわち、①政せい府ふ​は​人間にんげん​の​ため​に​神かみ​に​よって​設もうけられた。そして、神かみ​は​人々ひとびと​に、政せい府ふ​に​関かんする​彼かれら​の​行こう為い​に​対たいして​②責任せきにん​を​負おわせ、人々ひとびと​は​社会しゃかい​の​福ふく利り​と​安全あんぜん​の​ため​に​法ほう律りつ​を​制定せいてい​し、施し行こう​する​責任せきにん​を​負おう。
2 わたしたち​は​信しんじる。すなわち、①良心りょうしん​の​②自じ由ゆう​な​行こう使し、財ざい産さん​の​所しょ有ゆう権けん​と​管かん理り、および​生命せいめい​の​③保ほ護ご​を​各かく​個こ人じん​に​保ほ証しょう​する​法ほう律りつ​を​制定せいてい​し、かつ​固かたく​守まもらない​かぎり、いかなる​政せい府ふ​も​平へい和わ​に​存立そんりつ​する​こと​は​できない。
3 わたしたち​は​信しんじる。すなわち、すべて​の​政せい府ふ​は​その​法ほう律りつ​を​施し行こう​する​ため​に​必かならず​①官かん吏り​と​長官ちょうかん​を​要ようする。また、もし​共きょう和わ国こく​なら​ば​人民じんみん​の​声こえ​に​よって、そう​で​なければ​主しゅ権けん​者しゃ​の​意い志し​に​よって、公こう平へい​かつ​公こう正せい​に​法ほう律りつ​を​施し行こう​する​者もの​を​捜さがし​求もとめて、支し持じ​しなければ​ならない。
4 わたしたち​は​信しんじる。すなわち、宗教しゅうきょう​は​神かみ​に​よって​設もうけられて​いる​もの​で​ある。そして、その​宗教しゅうきょう​上じょう​の​考かんがえ​が​他た人にん​の​権けん利り​と​自じ由ゆう​を​侵害しんがい​する​よう​に​促うながす​もの​で​ない​かぎり、人ひと​は​宗教しゅうきょう​の​実じっ践せん​に​ついて​は​神かみ​に、しかも​神かみ​に​のみ​責任せきにん​を​負おう。しかし、人間にんげん​の​法ほう律りつ​に​は、①礼れい拝はい​の​規き則そく​の​制定せいてい​に​干渉かんしょう​して​人ひと​の​良心りょうしん​を​束そく縛ばく​する​権けん利り​は​ない​し、公おおやけ​で​あれ​個こ人じん​で​あれ、礼れい拝はい​の​方式ほうしき​を​指さし図ず​する​権けん利り​も​ない。文官ぶんかん​は​犯罪はんざい​を​阻そ止し​す​べき​で​ある​が、決けっして​人ひと​の​良心りょうしん​を​支し配はい​す​べき​で​は​ない。罪つみ​の​ある​者もの​を​罰ばっす​べき​で​ある​が、決けっして​心こころ​の​自じ由ゆう​を​抑よく圧あつ​す​べき​で​は​ない。
5 わたしたち​は​信しんじる。すなわち、すべて​の​人ひと​は、その​固こ有ゆう​で​不ふ可か譲じょう​の​権けん利り​を​政せい府ふ​の​法ほう律りつ​に​よって​保ほ護ご​されて​いる​かぎり、自じ分ぶん​が​住すむ​地ち​の​それぞれ​の​政せい府ふ​を​支し持じ​し、支ささえる​義ぎ務む​を​負おう。治ち安あん​妨害ぼうがい​や​①暴ぼう動どう​は、この​よう​に​保ほ護ご​されて​いる​すべて​の​国こく民みん​に​とって​似につかわしくなく、それ​相そう応おう​に​罰ばっせられ​なければ​ならない。すべて​の​政せい府ふ​は、公こう益えき​を​保ほ証しょう​する​ため​に、しかしながら​同どう時じ​に​良心りょうしん​の​自じ由ゆう​を​神聖しんせい​に​保たもち​ながら、政せい府ふ​自じ身しん​の​判断はんだん​で​最適さいてき​と​思おもわれる​法ほう律りつ​を​制定せいてい​する​権けん利り​を​持もつ。
6 わたしたち​は​信しんじる。すなわち、すべて​の​人ひと​は​各々おのおの​その​職しょく​に​おいて​尊とうとばれる​べき​で​ある。すなわち、統とう治ち​者しゃ​や​長官ちょうかん​は、罪つみ​の​ない​者もの​を​保ほ護ご​し、罪つみ​の​ある​者もの​を​罰ばっする​ため​に​任にんじられて​いる​ので、その​職しょく​に​ある​者もの​として​尊とうとばれる​べき​で​ある。また、すべて​の​人ひと​は​①法ほう律りつ​を​重おもんじ、尊重そんちょう​す​べき​で​ある。法ほう律りつ​が​なければ、平へい和わ​と​協調きょうちょう​は​無む​秩ちつ序じょ​と​恐きょう怖ふ​に​取とって代かわられる​から​で​ある。人間にんげん​の​法ほう律りつ​は、人ひと​と​人ひと​と​の​間あいだ​で​個こ人じん​および​国こく民みん​として​わたしたち​の​諸しょ​事じ​を​律りっする​と​いう​特とく別べつ​な​目もく的てき​の​ため​に​制定せいてい​されて​おり、天てん​から​与あたえられた​神かみ​の​律りっ法ぽう​は、信しん仰こう​と​礼れい拝はい​の​ため​に​霊れい​に​かかわる​諸しょ​事じ​に​関かんする​規き則そく​を​定さだめた​もの​で​あり、人ひと​は​その​両方りょうほう​に​ついて​造つくり主ぬし​に​対たいして​責任せきにん​を​持もつ​の​で​ある。
7 わたしたち​は​信しんじる。すなわち、統とう治ち​者しゃ​と​国こっ家か、政せい府ふ​は、すべて​の​国こく民みん​が​その​宗教しゅうきょう​上じょう​の​信条しんじょう​を​自じ由ゆう​に​行こう使し​できる​よう​に​保ほ護ご​する​ため​に、法ほう律りつ​を​制定せいてい​する​権けん利り​を​持もつ​と​ともに、その​義ぎ務む​を​も​負おう。しかし、法ほう律りつ​に​敬けい意い​と​崇敬すうけい​が​払はらわれ、かつ​その​宗教しゅうきょう​上じょう​の​考かんがえ​が​治ち安あん​妨害ぼうがい​や​陰謀いんぼう​を​正せい当とう​と​する​もの​で​ない​かぎり、彼かれら​は​国こく民みん​から​この​特とっ権けん​を​奪うばったり、あるいは​その​信条しんじょう​を​持もつ​こと​を​禁きんじたり​する​正せい当とう​な​権けん利り​を​持もたない。
8 わたしたち​は​信しんじる。すなわち、犯罪はんざい​の​遂行すいこう​は​その​罪ざい科か​の​性質せいしつ​に​従したがって​①罰ばっせられる​べき​で​ある。殺さつ人じん​や​反逆はんぎゃく、強ごう盗とう、窃せっ盗とう、および​すべて​の​点てん​に​おける​一般いっぱん​的てき​な​平へい和わ​の​侵害しんがい​は、その​犯罪はんざい​性せい​と​人ひと​に​及およぼす​悪あく​の​傾向けいこう​に​従したがって、その​犯罪はんざい​が​行おこなわれた​地ち​の​政せい府ふ​の​法ほう律りつ​に​よって​罰ばっせられる​べき​で​ある。また、すべて​の​人ひと​は、公こう共きょう​の​平へい和わ​と​安寧あんねい​の​ため​に、善良ぜんりょう​な​法ほう律りつ​に​違い反はん​する​者もの​を​処罰しょばつ​する​こと​に​進すすんで​その​力ちから​を​使つかう​べき​で​ある。
9 わたしたち​は、宗教しゅうきょう​的てき​影響えいきょう​力りょく​と​民みん事じ​上じょう​の​政せい治じ​を​混合こんごう​する​こと​を​正せい当とう​と​信しんじない。その​よう​に​すれ​ば、ある​宗教しゅうきょう​団体だんたい​は​育いく成せい​され、別べつ​の​団体だんたい​は​その​宗教しゅうきょう​上じょう​の​特とっ権けん​を​禁圧きんあつ​されて、その​会員かいいん​の​国こく民みん​として​の​個こ人じん的てき​な​権けん利り​が​否ひ定てい​される​こと​に​なる。
10 わたしたち​は​信しんじる。すなわち、すべて​の​宗教しゅうきょう​団体だんたい​は、その​団体だんたい​の​規き則そく​と​規き定てい​に​従したがって、秩ちつ序じょ​を​乱みだす​行こう為い​に​対たいして​その​会員かいいん​を​処分しょぶん​する​権けん利り​を​持もつ。ただし、その​処分しょぶん​は​会員かいいん​として​の​資し格かく​と​身み分ぶん​に​関かんして​だけ​で​ある。しかし、いかなる​宗教しゅうきょう​団体だんたい​も、財ざい産さん​や​生命せいめい​の​権けん利り​に​ついて​人々ひとびと​を​裁さばく​権限けんげん​や、彼かれら​から​この世よ​の​もの​を​取とる​権限けんげん​や、生命せいめい​や​身しん体たい​を​危き険けん​に​さらす​権限けんげん​や、彼かれら​に​何なんら​か​の​体罰たいばつ​を​加くわえる​権限けんげん​は​持もって​いない。宗教しゅうきょう​団体だんたい​が​できる​こと​は、その​団体だんたい​から​彼かれら​を​①破は門もん​する​こと​と、彼かれら​の​会員かいいん​資し格かく​を​取とり消けす​こと​だけ​で​ある。
11 わたしたち​は​信しんじる。すなわち、人々ひとびと​は​身しん体たい​的てき​虐ぎゃく待たい​を​加くわえられたり、財ざい産さん​権けん​や​人格じんかく​を​侵害しんがい​されたり​する​場ば合あい、それ​を​保ほ護ご​する​法ほう律りつ​が​あれ​ば、すべて​の​不ふ当とう​な​扱あつかい​と​行こう為い​の​補ほ償しょう​を​民法みんぽう​に​訴うったえる​べき​で​ある。しかし、すぐに​法ほう律りつ​に​訴うったえて​救きゅう助じょ​を​受うける​こと​が​できない​危き急きゅう​の​とき​に​は、すべて​の​人ひと​が​自じ分ぶん​自じ身しん​と​友人ゆうじん​と​財ざい産さん​と​政せい府ふ​を、あらゆる​人ひと​の​不ふ法ほう​な​襲しゅう撃げき​と​侵害しんがい​から​守まもる​こと​は​正せい当とう​で​ある。
12 わたしたち​は​信しんじる。すなわち、地ち​の​諸しょ国こく​に​福ふく音いん​を​①宣のべ​伝つたえ、世よ​の​腐ふ敗はい​から​救すくわれる​よう​に​義ぎ人じん​に​警けい告こく​する​こと​は​正せい当とう​で​ある。しかし、奴ど隷れい​の​所しょ有ゆう​者しゃ​の​意い志し​と​願ねがい​に​反はんして、奴ど隷れい​に​口くち出だし​を​したり、福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえたり、バプテスマ​を​施ほどこしたり​する​こと​は​正ただしくない。また、少すこし​で​も​彼かれら​に​干渉かんしょう​したり、感かん化か​したり​して、現げん世せ​に​おける​彼かれら​の​境遇きょうぐう​に​不ふ満まん​を​抱いだかせ、それ​に​よって​人命じんめい​を​危き険けん​に​さらす​こと​は​正ただしくない。この​よう​な​干渉かんしょう​は​不ふ法ほう​かつ​不ふ当とう​で​あり、人ひと​を​奴ど隷れい​状じょう態たい​の​中なか​に​置おく​こと​を​容よう認にん​する​すべて​の​政せい府ふ​の​安寧あんねい​に​とって​危き険けん​で​ある。

	◀1①
教義98・4－7、箇条1・12

	◀②
GS「責任を負う」

	◀2①
GS「良心」

	◀②
GS「選択の自由」

	◀③
教義42・18－19

	◀3①
教義98・8－10

	◀4①
アル21・21－22、箇条1・11、GS「礼拝」

	◀5①
箇条1・12、GS「背く」

	◀6①
教義58・21、88・34

	◀8①
アル30・7－11、教義42・84－87

	◀10①
GS「破門」

	◀12①
GS「伝道活動」「宣べ伝える」


第​135​章
千八百四十四​年ねん​六月がつ​二十七​日にち、イリノイ​州しゅう​カーセージ​に​おける​預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​と​その​兄あに​で​ある​祝しゅく福ふく師し​ハイラム・​スミス​の​殉教じゅんきょう（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい六​巻かん、六百二十九－六百三十一​ページ）。この​文書ぶんしょ​は、その​出で来き事ごと​の​目もく撃げき​者しゃ​で​あった​十じゅう二に使し徒と​評ひょう議ぎ​会かい​の​ジョン・​テーラー​長老ちょうろう​が​書かいた​もの​で​ある。
1－2​ジョセフ​と​ハイラム​は、カーセージ​の​監獄かんごく​で​殉教じゅんきょう​した。​3​預よ言げん者しゃ​が​傑出けっしゅつ​した​地ち位い​に​ある​こと​が​宣言せんげん​される。​4－7​彼かれら​の​罪つみ​の​ない​血ち​は、御み​業わざ​が​真実しんじつ​で​あり、神かみ​から​の​もの​で​ある​こと​を​証あかし​する。
1 この​書しょ​と『モルモン書しょ』​の​証あかし​を​確実かくじつ​な​もの​と​する​ため​に、わたしたち​は、預よ言げん者しゃ​①ジョセフ・​スミス​と​祝しゅく福ふく師し​ハイラム・​スミス​の​②殉教じゅんきょう​を​発表はっぴょう​する。彼かれら​は、千八百四十四​年ねん​六月がつ​二十七​日にち​午ご後ご​五​時じ​ごろ、③カーセージ​の​監獄かんごく​に​おいて、百五十​名めい​から​二百​名めい​の、顔かお​を​黒くろく​塗ぬり​武ぶ装そう​した​暴ぼう徒と​に​より​銃じゅう撃げき​された。④ハイラム​が​最さい初しょ​に​撃うたれ、「わたし​は​死しぬ」と​叫さけんで​静しずか​に​倒たおれた。ジョセフ​は​窓まど​から​飛とび降おりた​が、その​途と中ちゅう​で​撃うたれ、「おお、わたし​の​神かみ、主しゅ​よ」と​叫さけんで​死しんだ。彼かれら​二ふた人り​は​死しんだ​後のち​も​残酷ざんこく​に​銃じゅう撃げき​され、両者りょうしゃ​とも​四​個こ​の​弾丸だんがん​を​受うけた。
2 その​とき​に​その​部へ屋や​に​いた​の​は、十じゅう二に使し徒と​の​二ふ人たり、①ジョン・​テーラー​と​ウィラード・​リチャーズ​だけ​で​あった。前ぜん者しゃ​は​四​個こ​の​弾丸だんがん​を​受うけて​むごたらしく​負ふ傷しょう​した​が、後のち​に​快復かいふく​した。後こう者しゃ​は、神かみ​の​摂せつ理り​に​より、その​服ふく​に​一つ​の​弾丸だんがん​も​受うける​こと​なく​逃のがれた。
3 主しゅ​の​①預よ言げん者しゃ​で​あり​②聖せい見けん者しゃ​で​ある​ジョセフ・​スミス​は、ただ​イエス​は​別べつ​と​して、この世よ​に​生せい​を​受うけた​他た​の​いかなる​人ひと​より​も、この世よ​の​人々ひとびと​の​救すくい​の​ため​に​多おおく​の​こと​を​成なし遂とげた。二十​年ねん​と​いう​短たん期き間かん​の​うち​に、彼かれ​は、彼かれ​自じ身しん​が​神かみ​の​賜物たまもの​と​力ちから​に​よって​翻ほん訳やく​して、両りょう​大たい陸りく​で​出しゅっ版ぱん​する​仲なか立だち​と​なった『モルモン書しょ』​を​出だし、その​書しょ​に​載のって​いる​③完全かんぜん​な​永遠えいえん​の​福ふく音いん​を​地ち​の​四し方ほう​に​送おくり出だし、人ひと​の​子こら​の​ため​に『教きょう義ぎと聖せい約やく』​と​いう​本書ほんしょ​を​構こう成せい​する​数々かずかず​の​啓けい示じ​と​戒いましめ、および​その​ほか​多おおく​の​知ち恵え​ある​文書ぶんしょ​と​指し示じ​を​出だし、何なん​千ぜん​人にん​も​の​末まつ日じつ​聖せい徒と​を​集あつめ、一つ​の​偉い大だい​な​④都と市し​を​建設けんせつ​し、覆くつがえされる​こと​の​あり得えない​誉ほまれ​と​名声めいせい​を​残のこした。彼かれ​は​神かみ​と​その​民たみ​の​目め​に​偉い大だい​な​者もの​として​生いき、偉い大だい​な​者もの​として​死しんだ。そして、昔むかし​の、主しゅ​の​油あぶら​注そそがれた​者もの​の​ほとんど​が​そう​で​あった​よう​に、彼かれ​は、自みずから​の​⑤血ち​を​もって​自じ分ぶん​の​使し命めい​と​業わざ​を​証しょう明めい​した​の​で​ある。彼かれ​の​兄あに​ハイラム​も​同どう様よう​で​あった。彼かれら​は​生前せいぜん​に​分わかたれる​こと​は​なく、また​死し後ご​も​離はなれる​こと​は​なかった。
4 暗殺あんさつ​の​二、三​日にち​前まえ、ジョセフ​は、法ほう律りつ​の​見みせかけ​の​要よう求きゅう​に​応おうじて​自じ分ぶん​の​身 み​を​引ひき渡わたす​ため​に​カーセージ​へ​向むかった​とき、次つぎ​の​よう​に​言いった。「わたし​は​ほふり場ば​に​引ひかれて​行いく​①小こ羊ひつじ​の​よう​に​行いく。しかし、わたし​は​夏なつ​の​朝あさ​の​よう​に​心こころ​穏おだやか​で​ある。わたし​の​良心りょうしん​は、神かみ​に​対たいして​も​すべて​の​人ひと​に​対たいして​も、責せめられる​こと​が​ない。わたし​は​罪つみ​の​ない​まま​死しに、やがて『彼かれ​は​冷酷れいこく​に​殺害さつがい​された』​と​言いわれる​だろう。」同おなじ​朝あさ、ハイラム​は​出でかける​用よう意い​を​終おえた​後のち－－ほふり場ば​へ​と​言いう​べき​で​あろう​か、そう​で​ある、その​とおり​で​あった－－彼かれ​は『モルモン書しょ』​の​エテル書しょ​第だい十二​章しょう​の​終おわり​に​近ちかい​次つぎ​の​句く​を​読よみ、その​ページ​を​折おり​返かえした。
5 「そして​わたし​は、異い邦ほう人じん​が​慈じ愛あい​を​持もてる​よう​に、主しゅ​が​彼かれら​に​恵めぐみ​を​授さずけて​くださる​こと​を​主しゅ​に​祈いのった。そこで​主しゅ​は​わたし​に​言いわれた。『たとえ​彼かれら​に​慈じ愛あい​が​なくて​も、あなた​に​とって​は​問題もんだい​で​は​ない。あなた​は​忠ちゅう実じつ​で​あった​ので、あなた​の​衣ころも​は​①清きよく​される​で​あろう。また、あなた​は​自じ分ぶん​の​弱よわさ​を​認みとめた​ので、強つよく​されて、わたし​が​父ちち​の​住すまい​に​用よう意い​した​場ば所しょ​に​座ざせる​よう​に​なる​で​あろう。』​さて、わたし​…​…​は、キリスト​の​裁さばき​の​座ざ​の​前まえ​で​会あう​とき​まで、異い邦ほう人じん​と​わたし​の​愛あいする​同胞はらから​に​別わかれ​を​告つげる。その​②裁さばき​の​座ざ​の​前まえ​で、すべて​の​人ひと​は、わたし​の​衣ころも​が​あなたがた​の​血ち​で​汚けがれて​いない​こと​を​知しる​で​あろう。」その​③遺ゆい言ごん​者しゃ​たち​は​今いまや​死しに、彼かれら​の​遺ゆい言ごん​は​効こう力りょく​を​持もつ。
6 ハイラム・​スミス​は、千八百四十四​年ねん​二月がつ​で​四十四​歳さい​で​あり、ジョセフ・​スミス​は、千八百四十三​年ねん​十二月がつ​で​三十八​歳さい​で​あった。今こん後ご、彼かれら​の​名な​は​殉教じゅんきょう​者しゃ​の​中なか​に​加くわえられる。そして、あらゆる​国くに​の​読どく者しゃ​が、荒あれた​世よ​を​救すくう​ため​に『モルモン書しょ』​と​当とう​教きょう会かい​の『教きょう義ぎと聖せい約やく』​と​いう​本書ほんしょ​が​十九​世せい紀き​の​最もっとも​貴とうとい​血ち​を​犠ぎ牲せい​に​して​もたらされた​こと​を​思おもい起おこし、また、もし​神かみ​の​栄えい光こう​の​ため​に​火ひ​が​①生なま木き​を​損そこなう​こと​が​あり得うる​と​すれ​ば、腐くさった​ぶどう​園えん​を​清きよめる​ため​に​枯かれ木き​を​焼やき払はらう​の​は​どれ​ほど​容よう易い​で​ある​か​思おもい起おこす​で​あろう。彼かれら​は​栄えい光こう​の​ため​に​生いき、栄えい光こう​の​ため​に​死しんだ。そして、栄えい光こう​が​彼かれら​の​永遠えいえん​の​報むくい​で​ある。彼かれら​の​名な​は、代よ々よ​に​わたって​子し孫そん​に​伝つたえられ、聖きよめられた​者もの​に​とって​宝石ほうせき​の​よう​に​見みなされる​で​あろう。
7 彼かれら​は、以い前ぜん​に​しばしば​立りっ証しょう​された​よう​に、いかなる​罪ざい科か​も​犯おかして​おらず、裏うら切ぎり​者もの​たち​と​悪あく人にん​たち​の​陰謀いんぼう​に​よって​監獄かんごく​に​閉とじ込こめられた​に​すぎない。カーセージ​の​監獄かんごく​の​床ゆか​の​上うえ​に​流ながされた​彼かれら​の​罪つみ​の​ない​血ち​は、地ち上じょう​の​いかなる​法廷ほうてい​も​拒こばむ​こと​の​できない「モルモン教きょう」に​押おされた​大おおいなる​証しょう印いん​で​ある。また、イリノイ​州しゅう​の​紋章もんしょう​の​上うえ​に​注そそがれた​彼かれら​の​罪つみ​の​ない​血ち​は、知ち事じ​が​保ほ証しょう​した​に​も​かかわらず​破やぶられた​その​州しゅう​の​信しん義ぎ​と​ともに、永遠えいえん​の​福ふく音いん​が​真実しんじつ​で​ある​こと​を​告つげる​証あかし​で​あって、全ぜん​世せ界かい​の​人々ひとびと​は​これ​に​異い議ぎ​を​申もうし立たてる​こと​は​できない。また、自じ由ゆう​の​旗はた​と​合衆国がっしゅうこく​の​大だい憲けん章しょう​の​上うえ​に​注そそがれた​彼かれら​の​罪つみ​の​ない​血ち​は、イエス・​キリスト​の​宗教しゅうきょう​の​ため​の​使し節せつ​と​なって、すべて​の​国こく民みん​の​中なか​の​正しょう直じき​な​人々ひとびと​の​心こころ​に​感動かんどう​を​与あたえる​で​あろう。そして、彼かれら​の​罪つみ​の​ない​血ち​は、ヨハネ​が​見みた​①祭さい壇だん​の​下した​に​いる​すべて​の​殉教じゅんきょう​者しゃ​の​罪つみ​の​ない​血ち​と​ともに、万軍ばんぐん​の​主しゅ​が​地ち上じょう​で​その​血ち​の​報ほう復ふく​を​される​まで、万軍ばんぐん​の​主しゅ​に​向むかって​叫さけぶ​で​あろう。アーメン。
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第​136​章
アイオワ​州しゅう​カウンシルブラッフス​の​近ちかく​の​ミズーリ​川がわ​の​西岸せいがん、オマハ族ぞく​の​土と地ち​に​おける​イスラエル​の​陣営じんえい​の​冬とう営えい​地ち（ウィンタークォーターズ）で、ブリガム・​ヤング​会長かいちょう​を​通とおして​与あたえられた​主しゅ​の​言こと葉ば​と​御み​心こころ（『日にっ誌し​で​見みた​教きょう会かい歴れき史し』​〔​Journal​ History​ of​ the​ Church​〕​千八百四十七​年ねん​一月がつ​十四​日か）。
1－16​西せい部ぶ​へ​の​旅たび​の​ため​に​イスラエル​の​陣営じんえい​を​編制へんせい​する​方ほう法ほう​が​説明せつめい​される。​17－27​聖せい徒と​たち​は​数々かずかず​の​福ふく音いん​の​標準ひょうじゅん​に​従したがって​生活せいかつ​する​よう​に​命めいじられる。​28－33​聖せい徒と​たち​は​歌うたい、踊おどり、祈いのり、知ち恵え​を​得える​べき​で​ある。​34－42​預よ言げん者しゃ​たち​が​殺ころされる​の​は、彼かれら​に​誉ほまれ​が​与あたえられ、悪あく人にん​が​罪つみ​に​定さだめられる​ため​で​ある。
1 西せい部ぶ​に​向むかって​旅たび​を​して​いる​イスラエル​の​陣営じんえい​に​関かんする​主しゅ​の​言こと葉ば​と​御み​心こころ。
2 ①末まつ日じつ​聖せい徒と​イエス・​キリスト​教きょう会かい​の​すべて​の​民たみ​と、彼かれら​と​ともに​旅たび​を​する​人々ひとびと​は、主しゅ​なる​わたしたち​の​神かみ​の​すべて​の​戒いましめ​と​掟おきて​を​守まもる​と​いう​聖せい約やく​と​約やく束そく​を​もって、部ぶ隊たい​を​編制へんせい​しなさい。
3 部ぶ隊たい​は、①十じゅう二に使し徒と​会かい​の​指し示じ​の​下もと​に、一ひと人り​の​部ぶ隊たい長ちょう​と​二ふた人り​の​副ふく​部ぶ隊たい長ちょう​を​頭かしら​と​して、②百​人にん​隊長たいちょう​と​五十​人にん​隊長たいちょう、および​十​人にん​隊長たいちょう​を​もって​編制へんせい​しなさい。
4 そして、主しゅ​の​すべて​の​①定さだめ​に​従したがって​②歩あゆむ​こと​が、わたしたち​の​③聖せい約やく​と​なる。
5 各かく​部ぶ隊たい​は、準じゅん備び​できる​牽引けんいん​用よう​家か畜ちく​や​荷に車ぐるま、食糧しょくりょう、衣い服ふく、その​ほか​旅たび​に​必ひつ要よう​な​もの​を​すべて​それぞれ​で​準じゅん備び​しなさい。
6 部ぶ隊たい​を​編制へんせい​したら、その​部ぶ隊たい​は、とどまる​者もの​の​ため​に​力ちから​を​尽つくして​備そなえ​を​始はじめ​なさい。
7 各かく​部ぶ隊たい​は、その​隊長たいちょう​および​部ぶ隊たい長ちょう​と​ともに、この​春はる​に​何人なんにん​が​行いける​か​を​決定けってい​し、その後のち、強きょう壮そう​で​専門せんもん​知ち識しき​を​持もつ​者もの​を​十分じゅうぶん​な​人数にんずう​選えらび​出だし、牽引けんいん​用よう​家か畜ちく​と​種たね​と​農のう具ぐ​を​携たずさえて、春はる​作さく物もつ​の​植うえ付つけ​の​準じゅん備び​を​する​開かい拓たく者しゃ​として​行いかせ​なさい。
8 各かく​部ぶ隊たい​は、分配ぶんぱい​を​受うけた​財ざい産さん​に​応おうじて、①貧まずしい​者もの、②やもめ、③父ちち​の​いない​子こ供ども、および​軍ぐん隊たい​に​入はいった​者もの​の​家か族ぞく​を​伴ともなう​割合わりあい​を​等ひとしく​負ふ担たん​しなさい。やもめ​と​父ちち​の​いない​子こ供ども​の​叫さけび​が、主しゅ​の​耳みみ​に​達たっして​この​民たみ​を​訴うったえる​こと​の​ない​よう​に​する​ため​で​ある。
9 各かく​部ぶ隊たい​は、この​季き節せつ​に​後あと​に​残のこらなければ​ならない​人々ひとびと​の​ため、家いえ​と​穀こく物もつ​を​栽培さいばい​する​畑はたけ​の​準じゅん備び​を​しなさい。これ​は​主しゅ​の​民たみ​に​関かんする​主しゅ​の​思おもい​で​ある。
10 人々ひとびと​は​皆みな、自じ分ぶん​の​影響えいきょう​力りょく​と​財ざい産さん​を​すべて​使つかって、主しゅ​が​シオン​の​①ステーク​を​設もうける​場ば所しょ​に​この​民たみ​を​移うつす​よう​に​しなさい。
11 もし​あなたがた​が​忠ちゅう信しん​を​尽つくして​清きよい​心こころ​で​これ​を​行おこなう​なら​ば、あなたがた​は​①祝しゅく福ふく​される​で​あろう。あなたがた​は​大小だいしょう​の​家か畜ちく​の​群むれ​と、畑はたけ​と、家いえ​と、家か族ぞく​に​ついて​祝しゅく福ふく​される​で​あろう。
12 わたし​の​僕しもべ​たち​エズラ・​Ｔ・​ベンソン​と​エラスタス・​スノー​は、一​部ぶ隊たい​を​編制へんせい​しなさい。
13 また、わたし​の​僕しもべ​たち​オーソン・​プラット​と​ウィルフォード・​ウッドラフ​は、一​部ぶ隊たい​を​編制へんせい​しなさい。
14 また、わたし​の​僕しもべ​たち​アマサ・​ライマン​と​ジョージ・​Ａ・​スミス​も、一​部ぶ隊たい​を​編制へんせい​しなさい。
15 また、部ぶ隊たい長ちょう​と​百​人にん​隊長たいちょう​と​五十​人にん​隊長たいちょう​と​十​人にん​隊長たいちょう​を​任にん命めい​しなさい。
16 任にん命めい​された​わたし​の​僕しもべ​たち​は​行いって、聖せい徒と​たち​に​わたし​の​この​思おもい​を​伝つたえて、彼かれら​が​平へい和わ​の​地ち​へ​行いく​用よう意い​が​できる​よう​に​しなさい。
17 あなた​の​道みち​を​行いき、わたし​が​あなたがた​に​告つげた​よう​に​行おこない​なさい。敵てき​を​恐おそれて​は​ならない。彼かれら​は​わたし​の​業わざ​を​とどめる​力ちから​を​持もたない​から​で​ある。
18 シオン​は、わたし​が​ふさわしい​と​思おもう​とき​に​①贖あがなわれる​で​あろう。
19 もし​だれか​が​自じ分ぶん​を​高たかく​しよう​と​して、わたし​の​①勧かん告こく​を​求もとめ​なければ、彼かれ​は​何なんの​力ちから​も​持もたず、その​愚おろかさ​が​明あきらか​に​される​で​あろう。
20 あなたがた​は​求もとめ​なさい。あなたがた​の​誓ちかい​を​すべて​互たがいに​①守まもり​なさい。兄きょう弟だい​の​もの​を​②むさぼって​は​ならない。
21 主しゅ​の​名な​を​みだり​に​唱となえる​①悪あく​から​遠とおざかり​なさい。わたし​は​主しゅ​なる​あなたがた​の​神かみ、まことに、あなたがた​の​先せん祖ぞ​の​②神かみ、アブラハム、イサク、ヤコブ​の​神かみ​で​ある。
22 ①わたし​は​エジプト​の​地ち​から​イスラエル​の​子こら​を​導みちびき​出だした​者もの​で​ある。わたし​の​民たみ​イスラエル​を​②救すくう​ため​に、わたし​の​腕うで​は​終おわり​の​時とき​に​伸のべられて​いる。
23 互たがいに​①言いい争あらそう​の​を​やめ​なさい。互たがいに​②悪口あっこう​を​言いい合あう​の​を​やめ​なさい。
24 ①酒さけ​に​酔よう​こと​を​やめ​なさい。また、あなたがた​の​言こと葉ば​が​互たがいに​②教きょう化か​し​合あう​の​に​役やく立だつ​よう​に​しなさい。
25 あなた​は​隣人りんじん​から​借かりた​なら​ば、①借かりた​もの​を​返かえさなければ​ならない。また、返へん済さい​でき​なければ、隣人りんじん​が​あなた​を​罪つみ​に​定さだめる​こと​の​ない​よう​に、すぐに​行いって​彼かれ​に​告つげ​なさい。
26 あなた​は​隣人りんじん​の​①失うしなった​もの​を​見みつける​場ば合あい、熱心ねっしん​に​捜さがして、それ​を​再ふたたび​彼かれ​に​渡わたす​よう​に​しなければ​ならない。
27 あなた​は​自じ分ぶん​の​持もって​いる​もの​を​保ほ存ぞん​する​よう​に​①努つとめて、賢かしこい​②管かん理り​人にん​と​なる​よう​に​しなければ​ならない。それ​は​主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​から​の​無む償しょう​の​賜物たまもの​で​あり、あなた​は​その​管かん理り​人にん​だから​で​ある。
28 あなた​は​楽たのしければ、①歌うた​と、音楽おんがく​と、踊おどり​と、賛さん美び​と​②感謝かんしゃ​の​③祈いのり​を​もって​主しゅ​を​ほめ​たたえ​なさい。
29 あなた​は​①悲かなしければ、心こころ​が​②喜よろこび​に​満みちる​よう​に、主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​に​呼よび​求もとめて​嘆願たんがん​しなさい。
30 あなた​の​敵てき​を​恐おそれて​は​ならない。彼かれら​は​わたし​の​手て​の​中なか​に​あり、わたし​は​彼かれら​を​わたし​の​思おもい​の​まま​に​する​から​で​ある。
31 わたし​の​民たみ​は、すべて​の​こと​に​おいて​①試こころみ​を​受うけ​なければ​ならない。それ​は​彼かれら​が、わたし​が​彼かれら​の​ため​に​持もって​いる​②栄えい光こう、すなわち​シオン​の​栄えい光こう​を​受うける​よう​に​備そなえられる​ため​で​ある。そして、③懲こらしめ​に​耐たえない​者もの​は、わたし​の​王おう国こく​に​ふさわしくない​の​で​ある。
32 知ち識しき​の​ない​者もの​は、その​目め​が​開ひらかれて​見みえる​よう​に、また​その​耳みみ​が​開ひらかれて​聞きける​よう​に​なる​ため​に、①へりくだって​主しゅ​なる​神かみ​に​呼よび​求もとめる​こと​に​よって​②知ち恵え​を​得え​なさい。
33 わたし​の​①御み霊たま​は、へりくだって​悔くいる​者もの​を​照てらす​ため​に、また​神かみ​を​敬うやまわない​者もの​を​罪つみ​に​定さだめる​ため​に、世よ​に​送おくられて​いる。
34 あなた​の​同胞はらから、すなわち、あなたがた​を​①追おい出だした​国こく民みん​は、あなたがた​と​あなたがた​の​証あかし​を​拒こばんだ。
35 そして​今いま、彼かれら​の​災わざわい​の​日ひ、すなわち​悲かなしみ​の​日ひ​が、産うみ​の​苦くるしみ​を​受うける​女おんな​の​よう​に​来くる。彼かれら​が​速すみやか​に、まことに​速すみやか​に​悔くい改あらため​なければ、彼かれら​の​悲かなしみ​は​深ふかく​なる​で​あろう。
36 彼かれら​は​預よ言げん者しゃ​たち​と、彼かれら​の​もと​に​遣つかわされた​人々ひとびと​を​殺ころした​から​で​ある。彼かれら​は​罪つみ​の​ない​者もの​の​血ち​を​流ながし、その​血ち​が​地ち​の​中なか​から​叫さけんで​彼かれら​を​訴うったえて​いる。
37 これら​の​こと​を​驚おどろいて​は​ならない。あなたがた​は​まだ​①清きよくない。あなたがた​は​まだ​わたし​の​栄えい光こう​に​堪たえる​こと​が​できない。しかし、わたし​が​アダム​の​時じ代だい​から​アブラハム​まで、アブラハム​から​モーセ​まで、モーセ​から​イエス​と​その​使し徒と​たち​まで、そして​イエス​と​その​使し徒と​たち​から​ジョセフ・​スミス​まで、あなたがた​に​②与あたえて​きた​わたし​の​すべて​の​言こと葉ば​を、あなたがた​が​忠ちゅう実じつ​に​守まもる​なら​ば、あなたがた​は​わたし​の​栄えい光こう​を​見みる​で​あろう。わたし​は、わたし​の​業わざ​を​もたらす​ため​に、ジョセフ・​スミス​を​わたし​の​③天てん使し​たち、すなわち​わたし​の​奉ほう仕し​の​僕しもべ​たち​に​よって、また​天てん​から​の​わたし​自じ身しん​の​声こえ​に​よって​呼よんだ。
38 彼かれ​は​わたし​の​業わざ​の​基もとい​を​据すえ、忠ちゅう実じつ​で​あった。それで、わたし​は​彼かれ​を​わたし​自じ身しん​の​もと​に​引ひき取とった。
39 多おおく​の​者もの​は​彼かれ​の​死し​の​ゆえ​に​驚おどろいた。しかし、彼かれ​に​誉ほまれ​が​与あたえられ、悪あく人にん​が​罪つみ​に​定さだめられる​ため​に、彼かれ​が​自みずから​の​①血ち​を​もって​自じ分ぶん​の​②証あかし​を​③確実かくじつ​な​もの​と​する​こと​は​必ひつ要よう​で​あった。
40 わたし​は​あなたがた​を​①敵てき​から​救すくい​出ださなかった​で​あろう​か。実じつに​わたし​は、その​こと​に​よって​わたし​の​名な​の​証あかし​を​残のこして​きた。
41 さて、聴きき​なさい、おお、わたし​の​①教きょう会かい​の​人々ひとびと​よ。長老ちょうろう​たち​よ、ともに​耳みみ​を​傾かたむけ​なさい。あなたがた​は​わたし​の​②王おう国こく​を​受うけた。
42 裁さばき​が​あなたがた​に​下くだり、あなたがた​の​信しん仰こう​が​なくなり、あなたがた​の​敵てき​が​あなたがた​を​打うち​負まかす​こと​の​ない​よう​に、わたし​の​戒いましめ​を​すべて​熱心ねっしん​に​守まもり​なさい。それ​で​は、今いま​は​これ​以い上じょう​述のべない。アーメン、アーメン。

	◀2①
GS「末日聖徒イエス・キリスト教会」

	◀3①
GS「使徒」

	◀②
出エ18・21－26

	◀4①
GS「定め」

	◀②
GS「歩む（神とともに）」

	◀③
GS「聖約（契約）」

	◀8①
GS「貧しい」

	◀②
GS「やもめ」

	◀③
新ヤコ1・27、3ニフ24・5

	◀10①
GS「ステーク」

	◀11①
申命28・1－14、GS「祝福」

	◀18①
教義100・13

	◀19①
GS「勧告，勧め」

	◀20①
GS「正直」

	◀②
GS「貪欲，むさぼり」

	◀21①
GS「不敬」

	◀②
出エ3・6、1ニフ19・10

	◀22①
出エ13・18、エレ2・5－7、1ニフ5・15、アル36・28、GS「エホバ」

	◀②
エレ30・10、エゼ20・33－34、教義38・33

	◀23①
3ニフ11・29－30、GS「争い」

	◀②
教義20・54、GS「悪口」

	◀24①
GS「知恵の言葉」

	◀②
教義108・7

	◀25①
詩篇37・21、モサ4・28、GS「正直」「負債」

	◀26①
レビ6・4、申命22・3

	◀27①
GS「熱心」

	◀②
GS「管理人，管理人の職」

	◀28①
GS「歌う」

	◀②
歴下5・13、教義59・15－16、GS「感謝」

	◀③
GS「祈り」

	◀29①
サ下22・7

	◀②
GS「喜び」

	◀31①
教義101・4、GS「逆境」

	◀②
ロマ8・18、教義58・3－4、GS「栄光」

	◀③
GS「懲らしめ」

	◀32①
GS「謙遜」

	◀②
GS「知恵」

	◀33①
GS「聖霊」

	◀34①
GS「迫害」

	◀37①
GS「清さ」

	◀②
ヒラ8・18

	◀③
黙示14・6、教義110・11－16、128・19－21、ジ－歴史1・30－47

	◀39①
GS「殉教者，殉教」

	◀②
GS「証」

	◀③
モサ17・20、教義135・3

	◀40①
出エ23・22、教義8・4、105・15

	◀41①
GS「イエス・キリストの教会」

	◀②
ダニ7・27


第​137​章
千八百三十六​年ねん​一月がつ​二十一​日にち、オハイオ​州しゅう​カートランド​の​神殿しんでん​に​おいて、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​与あたえられた​示じ現げん（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい二​巻かん、三百八十－三百八十一​ページ）。この​示じ現げん​が​与あたえられた​の​は、それ​まで​に​示しめされて​いた​範はん囲い​内ない​で​エンダウメント​の​儀ぎ式しき​を​執しっ行こう​して​いた​とき​の​こと​で​ある。
1－6​預よ言げん者しゃ​は​日ひ​の​栄さかえ​の​王おう国こく​に​兄あに​の​アルビン​を​見みる。​7－9​死し者しゃ​の​ため​の​救すくい​の​教きょう義ぎ​が​示しめされる。​10​子こ供ども​たち​は​皆みな、日ひ​の​栄さかえ​の​王おう国こく​に​救すくわれる。
1 ①天てん​が​わたしたち​に​開ひらかれ、わたし​は​神かみ​の​②日ひ​の​栄さかえ​の​王おう国こく​と​その​栄えい光こう​を​見みた。それ​が​③体からだ​の​まま​で​あった​か、体からだ​を​離はなれて​で​あった​か、わたし​に​は​分わからない。
2 わたし​は、その​王おう国こく​を​受うけ継つぐ​者もの​たち​が​入はいる​①門もん​の​たぐい​ない​美うつくしさ​を​見みた。それ​は​回転かいてん​して​いる​②炎ほのお​の​よう​で​あった。
3 わたし​は​また、①輝かがやく​神かみ​の​御み​座ざ​も​見みた​が、そこ​に​は​②御父おんちち​と​③御おん子こ​が​座ざして​おられた。
4 わたし​は​その​王おう国こく​の​美うつくしい​街がい路ろ​を​見みた。それ​は​①金きん​を​敷しき詰つめた​か​の​よう​で​あった。
5 わたし​は​父ふ祖そ​①アダム​と​②アブラハム、また​わたし​の​③父ちち​と​④母はは、眠ねむって​から​久ひさしい​兄あに​の​⑤アルビン​を​見みた。
6 わたし​は、兄あに​が​どの​よう​に​して​その​王おう国こく​で​①受うけ継つぎ​を​得えた​の​か​不ふ思し議ぎ​に​思おもった。兄あに​は​主しゅ​が​②再ふたたび​イスラエル​を​集あつめる​業わざ​を​始はじめられる​前まえ​に​この世よ​を​去さり、罪つみ​の​赦ゆるし​の​ため​の​③バプテスマ​を​受うけて​いなかった​から​で​ある。
7 すると、主しゅ​の​①声こえ​が​次つぎ​の​よう​に​わたし​に​聞きこえた。「この​福ふく音いん​を​②知しらず​に​死しんだ​者もの​で、もし​とどまる​こと​を​許ゆるされて​いたら​それ​を​受うけ入いれた​で​あろう​者もの​は​皆みな、神かみ​の​③日ひ​の​栄さかえ​の​王おう国こく​を​④受うけ継つぐ​者もの​と​なる。
8 これから​後のち、この​福ふく音いん​を​知しらず​に​死しぬ​者もの​で、真ま心ごころ​から​それ​を​①受うけ入いれた​で​あろう​者もの​も​皆みな、その​王おう国こく​を​受うけ継つぐ​者もの​と​なる。
9 主しゅ​なる​わたし​は、すべて​の​人ひと​を​その​①行おこない​に​応おうじて、また​その​②心こころ​の​望のぞみ​に​応おうじて​③裁さばく​から​で​ある。」
10 わたし​は​また、①責任せきにん​を​負おう​年齢ねんれい​に​達たっする​前まえ​に​死しぬ​子こ供ども​たち​が​皆みな、天てん​の​日ひ​の​栄さかえ​の​王おう国こく​に​②救すくわれる​の​を​見みた。

	◀1①
使徒7・55－56、1ニフ1・8、ヒラ5・45－49、ジ－歴史1・43

	◀②
GS「日の栄え」

	◀③
2コリ12・2－4、1ニフ11・1、モセ1・11

	◀2①
2ニフ9・41、31・17

	◀②
出エ24・17、イザ33・14－15、ヒラ5・23、教義130・7

	◀3①
イザ6・1、エゼ1・26－28

	◀②
GS「神，神会－父なる神」

	◀③
GS「神，神会－子なる神」

	◀4①
黙示21・21、教義110・2

	◀5①
GS「アダム」

	◀②
教義132・29、GS「アブラハム」

	◀③
教義124・19、GS「スミス，ジョセフ，シニア」

	◀④
GS「スミス，ルーシー・マック」

	◀⑤
ジ－歴史1・4

	◀6①
GS「死者の救い」

	◀②
イザ11・11、1ニフ22・10－12、ヤコ6・2、GS「イスラエル－イスラエルの集合」

	◀③
ヨハ3・3－5、2ニフ9・23、エテ4・18－19、教義76・50－52、84・74、GS「バプテスマ」

	◀7①
ヒラ5・30、GS「啓示」

	◀②
JS1ペテ4・6、2ニフ9・25－26、モサ15・24

	◀③
GS「日の栄え」

	◀④
教義76・50－70

	◀8①
アル18・32、教義6・16

	◀9①
GS「行い」

	◀②
教義64・34、GS「心」

	◀③
黙示20・12－13、GS「最後の裁き」

	◀10①
GS「責任を負う」

	◀②
GS「救い－幼い子供たちの救い」


第​138​章
千九百十八​年ねん​十月がつ​三みっ日か、ユタ​州しゅう​ソルトレーク・​シティー​に​おいて、ジョセフ・​Ｆ・​スミス​大だい管かん長ちょう​に​与あたえられた​示じ現げん。千九百十八​年ねん​十月がつ​四よっ日か、スミス​大だい管かん長ちょう​は、教きょう会かい​の​第だい​八十九​回かい​半はん期き​総そう​大会たいかい​に​おける​開会かいかい​の​説せっ教きょう​の​中なか​で、過か去こ​数すう​か​月げつ​間かん​に​何なん​回かい​か​神聖しんせい​な​交まじわり​を​受うけた​と​言明げんめい​した。その​うち​の​一つ​が、御ご​自じ分ぶん​の​体からだ​が​墓はか​に​納おさめられて​いた​間あいだ​に​行おこなわれた、救すくい主ぬし​の​死し者しゃ​の​霊れい​たち​へ​の​訪おとずれ​に​関かんする​もの​で​あり、スミス​大だい管かん長ちょう​は​大会たいかい​の​前日ぜんじつ​に​それ​を​受うけた​の​で​あった。それ​は​大会たいかい​の​終了しゅうりょう​後ご​すぐに​書かき記しるされて、千九百十八​年ねん​十月がつ​三十一​日にち​に、大だい管かん長ちょう​会かい​に​おける​顧こ問もん​と、十じゅう二に使し徒と​評ひょう議ぎ​会かい、および​祝しゅく福ふく師し​に​提てい示じ​され、全会ぜんかい​一いっ致ち​で​受うけ入いれられた。
1－10​ジョセフ・​Ｆ・​スミス​大だい管かん長ちょう​は、ペテロ​の​記き録ろく​と、わたしたち​の​主しゅ​の​霊界れいかい​へ​の​訪おとずれ​に​ついて​深ふかく​考かんがえる。​11－24​スミス​大だい管かん長ちょう​は、パラダイス​に​集あつまって​いた​義ぎ人じん​の​死し者しゃ​と、彼かれら​の​中なか​で​の​キリスト​の​働はたらき​を​見みる。​25－37​福ふく音いん​の​宣教せんきょう​が​霊れい​たち​の​間あいだ​で​どの​よう​に​組そ織しき​された​か​を​見みる。​38－52​霊界れいかい​に​アダム​と​エバ、および​多おおく​の​聖せい​なる​預よ言げん者しゃ​たち​を​見みる。彼かれら​は​復ふっ活かつ​前まえ​の​霊れい​の​状じょう態たい​を​束そく縛ばく​と​考かんがえて​いた。​53－60​この​時じ代だい​の​義ぎ人じん​の​死し者しゃ​は、霊れい​の​世せ界かい​で​その​働はたらき​を​続つづける。
1 千九百十八​年ねん​十月がつ​三みっ日か、わたし​は​自じ分ぶん​の​部へ屋や​に​いて​聖文せいぶん​に​①思おもい​を​はせ、
2 世よ​の​①贖あがない​の​ため​に​神かみ​の​御おん子こ​が​払はらわれた​大おおいなる​②贖あがない​の​犠ぎ牲せい​と、
3 ①贖あがない主ぬし​の​この世よ​へ​の​来らい臨りん​に​当あたって​御父おんちち​と​御おん子こ​が​示しめされた​大おおきな​驚おどろく​べき​②愛あい​に​ついて​深ふかく​考かんがえて​いた。
4 この​贖あがない主ぬし​の​①贖罪しょくざい​に​よって、また​福ふく音いん​の​諸しょ​原則げんそく​に​②従したがう​こと​に​よって、人じん類るい​は​救すくわれる​の​で​ある。
5 この​よう​に​考かんがえて​いた​ところ、わたし​は、主しゅ​が​十じゅう字じ架か​上じょう​で​亡なくなられた​後のち​に​福ふく音いん​が​宣のべ​伝つたえられた​①ポント​や​ガラテヤ、カパドキヤ、その​ほか​アジヤ​の​各かく地ち​に​離り散さん​して​いる​②初しょ期き​の​聖せい徒と​たち​に​あてた、使し徒と​ペテロ​の​文書ぶんしょ​を​また​思おもい出だした。
6 わたし​は『聖せい書しょ』​を​開ひらいて、ペテロの第だい一の手て紙がみ​の​第だい三​章しょう​と​第だい四​章しょう​を​読よんだ。そして、読よんで​いた​とき​に、次つぎ​の​聖せい句く​に​かつて​ない​ほど​深ふかく​胸むね​を​打うたれた。
7 「キリスト​も、わたしたち​を​神かみ​の​みもと​に​導みちびく​ため、自みずから​は​正ただしい​方かた​で​ある​の​に、正ただしくない​者もの​たち​の​ため​に、一度ひとたび​罪つみ​の​ゆえ​に​苦くるしまれた。そして、肉にく​に​おいて​は​殺ころされた​が、霊れい​に​おいて​は​生いかされた​の​で​ある。
8 その​霊れい​に​おいて​彼かれ​は、①獄ごく​に​いる​霊れい​たち​の​ところ​へ​行いって​教おしえ​を​説とかれた。
9 この​霊れい​たち​は、昔むかし​ノア​の​時じ代だい​に​箱舟はこぶね​が​造つくられて​いた​間あいだ、神かみ​が​寛容かんよう​を​もって​待まって​おられた​の​に​従したがわなかった​者もの​で​ある。その​箱舟はこぶね​に​乗のり込こみ、水みず​に​よって​救すくわれた​の​は、わずか​に​八​名めい​だけ​で​あった。」（ペテロの第だい一の手て紙がみ​第だい三​章しょう​十八－二十​節せつ）
10 「死し人にん​に​さえ​福ふく音いん​が​宣のべ​伝つたえられた​の​は、彼かれら​は​肉にく​に​おいて​は​人間にんげん​として​裁さばき​を​受うける​が、霊れい​に​おいて​は​神かみ​の​よう​に​生いきる​ため​で​ある。」（ペテロの第だい一の手て紙がみ​第だい四​章しょう​六​節せつ）
11 ①書かき記しるされて​いる​これら​の​こと​を​深ふかく​考かんがえて​いる​と、わたし​の​理り解かい​の​②目め​が​開ひらかれ、主しゅ​の​御み霊たま​が​わたし​の​うえ​に​③とどまった。そして、④死し者しゃ​が​小ちいさな​者もの​も​大おおいなる​者もの​も​ともに​群むれ​を​成なして​いる​の​が​見みえた。
12 非ひ常じょう​に​多おおく​の​①正ただしい​者もの​の​霊れい​が、一つ​の​場ば所しょ​に​集あつまって​いた。彼かれら​は​死しす​べき​世よ​に​住すんで​いた​間あいだ、イエス​の​証あかし​に​②忠ちゅう実じつ​で​あった​者もの​たち​で​あり、
13 神かみ​の​御おん子こ​の​大おおいなる​犠ぎ牲せい​の​ひながた​として​①犠ぎ牲せい​を​ささげ、また​贖あがない主ぬし​の​名な​に​よって​②艱難かんなん​を​受うけた​者もの​たち​で​ある。
14 これら​の​者もの​は​皆みな、①父ちち​なる​神かみ​と​その​②独ひとり子ご​イエス・​キリスト​の​③恵めぐみ​に​より、栄えい光こう​ある​④復ふっ活かつ​の​⑤望のぞみ​を​確かっ固こ​と​して​持もって​死しす​べき​世よ​を​去さった​の​で​ある。
15 わたし​は​彼かれら​が​①喜よろこび​と​楽たのしみ​に​満みたされ、解かい放ほう​の​日ひ​が​近ちかづいた​ので、ともに​喜よろこんで​いる​の​を​見みた。
16 彼かれら​は​集あつまって、神かみ​の​御おん子こ​が​①霊界れいかい​に​来きて​死し​の​②縄なわ目め​から​の​贖あがない​を​宣言せんげん​される​の​を​待まって​いた。
17 彼かれら​の​眠ねむれる​ちり​は、①骨ほね​が​本来ほんらい​の​骨ほね​と​連つらなり、その​上うえ​を​筋すじ​と​肉にく​が​覆おおって、その​完全かんぜん​な​造つくり​に​②回復かいふく​される​の​で​あった。彼かれら​が​満みちみちる​③喜よろこび​を​受うける​ため​に、④霊れい​と​体からだ​が​決けっして​再ふたたび​分ぶん離り​する​こと​の​ない​よう​に​結むすび​合あわされる​の​で​ある。
18 この​大だい​群衆ぐんしゅう​が​死し​の​鎖くさり​から​の​解かい放ほう​の​時とき​を​喜よろこび、語かたり合あい​ながら​待まって​いる​と、神かみ​の​御おん子こ​が​現あらわれて、忠ちゅう実じつ​で​あった​囚とらわれ​人びと​に​①自じ由ゆう​を​宣言せんげん​された。
19 また、そこ​に​おいて​神かみ​の​御おん子こ​は、永遠えいえん​の​①福ふく音いん​と​復ふっ活かつ​の​教きょう義ぎ、②堕だ落らく​から​の​人じん類るい​の​贖あがない、および​③悔くい改あらため​を​条じょう件けん​と​する​個こ人じん​の​罪つみ​から​の​贖あがない​に​ついて​彼かれら​に​④宣のべ​伝つたえられた。
20 しかし、①悪あく人にん​の​ところ​へ​は、御おん子こ​は​行いかれなかった。また、神かみ​を​敬うやまわない​者もの​や、肉にく体たい​に​ある​とき​に​自みずから​を​②汚けがして​悔くい改あらためなかった​者もの​の​中なか​で​は、御おん子こ​の​声こえ​は​発はっせられず、
21 昔むかし​の​預よ言げん者しゃ​たち​の​証あかし​と​警けい告こく​を​拒こばんだ​不ふ​従順じゅうじゅん​な​者もの​は、御おん子こ​の​臨在りんざい​を​目め​に​する​こと​も、御おん子こ​の​顔かお​を​仰あおぎ​見みる​こと​も​なかった。
22 これら​の​者もの​の​いる​所ところ​で​は​①暗くら闇やみ​が​支し配はい​して​いた。しかし、義ぎ人じん​の​間あいだ​に​は​②平安へいあん​が​あった。
23 そして、聖せい徒と​たち​は​彼かれら​の​①贖あがない​を​喜よろこび、②ひざまずき、神かみ​の​御おん子こ​を​贖あがない主ぬし、および​死し​と​③地じ獄ごく​の​鎖くさり​から​の​解かい放ほう​者しゃ​として​受うけ入いれた。
24 彼かれら​の​顔かお​は​光ひかり​を​放はなち、主しゅ​の​前まえ​から​発はっする​①輝かがやき​が​彼かれら​の​うえ​に​とどまった。そして、彼かれら​は​主しゅ​の​聖せい​なる​名な​を​②賛さん美び​した。
25 わたし​は​不ふ思し議ぎ​に​思おもった。と​いう​の​は、救すくい主ぬし​が​ユダヤ人じん​と​イスラエル​の​家いえ​の​者もの​たち​の​間あいだ​で​の​働はたらき​に​およそ​三​年ねん​を​費ついやして、彼かれら​に​永遠えいえん​の​福ふく音いん​を​教おしえ、彼かれら​を​招まねいて​悔くい改あらため​させよう​と​された​が、
26 それでも、救すくい主ぬし​が​大おおいなる​①力ちから​と​権能けんのう​を​もって​その​力ちから​ある​業わざ​と​数々かずかず​の​奇き跡せき​を​行おこない、真しん理り​を​宣言せんげん​された​に​も​かかわらず、その​御み​声こえ​に​聞きき​従したがい、救すくい主ぬし​の​前まえ​に​いる​こと​を​喜よろこび、その​御み​手て​から​救すくい​を​受うけた​者もの​は​ほんの​わずか​で​あった​こと​を、わたし​は​知しって​いた​から​で​ある。
27 しかし、死し者しゃ​の​中なか​で​の​救すくい主ぬし​の​働はたらき​は、十じゅう字じ架か​上じょう​の​死し​と​復ふっ活かつ​の​間あいだ​の​①短みじかい​時じ間かん​に​限かぎられて​いた。
28 わたし​は、神かみ​の​御おん子こ​は​昔むかし​ノア​の​時じ代だい​に​神かみ​が​寛容かんよう​を​もって​待まって​おられた​の​に​従したがわなかった​獄ごく​に​いる​霊れい​たち​に​宣のべ​伝つたえられた、と​いう​ペテロ​の​言こと葉ば​を​不ふ思し議ぎ​に​思おもった。神かみ​の​御おん子こ​は、どの​よう​に​して​その​よう​な​短みじかい​時じ間かん​内ない​に​その​霊れい​たち​に​宣のべ​伝つたえ、彼かれら​の​中なか​で​必ひつ要よう​な​働はたらき​を​成なし遂とげる​こと​が​お​でき​に​なった​の​で​あろう​か。
29 不ふ思し議ぎ​に​思おもって​いる​と、わたし​の​目め​は​開ひらかれ、わたし​の​理り解かい​は​①活かっ気き​づけられた。そして、わたし​は、主しゅ​が​悪あく人にん​や​真しん理り​を​拒こばんだ​不ふ​従順じゅうじゅん​な​者もの​を​教おしえる​ため​に​彼かれら​の​中なか​へ​自みずから​行いかれた​の​で​は​ない​こと​を​知しった。
30 見みよ、主しゅ​は​義ぎ人じん​の​中なか​から​軍勢ぐんぜい​を​組そ織しき​し、①力ちから​と​権能けんのう​を​まとった​使し者しゃ​たち​を​任にんじて、②暗くら闇やみ​の​中なか​に​いる​者もの​たち、すなわち​③すべて​の​人ひと​の​霊れい​の​もと​へ​行いって​福ふく音いん​の​光ひかり​を​伝つたえる​よう​に​彼かれら​に​命めいじられた。この​よう​に​して、福ふく音いん​が​死し者しゃ​に​宣のべ​伝つたえられた​の​で​ある。
31 選えらばれた​使し者しゃ​たち​は、主しゅ​の​①恵めぐみ​の​日ひ​を​告つげ​知しらせ、束そく縛ばく​されて​いる​囚とらわれ​人びと、すなわち、自じ分ぶん​の​罪つみ​を​悔くい改あらためて​福ふく音いん​を​受うけ入いれる​すべて​の​人ひと​に​②自じ由ゆう​を​宣言せんげん​する​ため​に​出でて​行いった。
32 この​よう​に​して、真しん理り​を​①知しらず​に​罪つみ​の​うち​に​②死しんだ​者もの​や、預よ言げん者しゃ​たち​を​拒こばんで​背そむき​の​うち​に​死しんだ​者もの​に、福ふく音いん​が​宣のべ​伝つたえられた。
33 これら​の​者もの​は、神かみ​を​信しんじる​①信しん仰こう、罪つみ​の​悔くい改あらため、②罪つみ​の​赦ゆるし​の​ため​の​③身代みがわり​の​バプテスマ、按手あんしゅ​に​よる​④聖霊せいれい​の​賜物たまもの​に​ついて​教おしえ​を​受うけた。
34 また​この​ほか​に、肉にく​に​おいて​は​人間にんげん​として​①裁さばき​を​受うける​が、霊れい​に​おいて​は​神かみ​の​よう​に​生いきる​ため​の​資し格かく​を​得える​うえ​で​知しって​おく​必ひつ要よう​の​ある、福ふく音いん​の​すべて​の​原則げんそく​が​教おしえられた。
35 そして​この​よう​に、神かみ​の​御おん子こ​の​①十じゅう字じ架か​上じょう​で​の​②犠ぎ牲せい​に​よって​贖あがない​が​行おこなわれた​こと​が、死し者しゃ​の​間あいだ​に、すなわち、小ちいさな​者もの​に​も​大おおいなる​者もの​に​も、不ふ義ぎ​な​者もの​に​も​忠ちゅう実じつ​な​者もの​に​も​知しらされた​の​で​ある。
36 この​よう​に​して、わたしたち​の​贖あがない主ぬし​は、霊れい​の​世せ界かい​に​滞在たいざい​して​おられる​間あいだ、肉にく​に​おいて​贖あがない主ぬし​の​こと​を​証あかし​した​忠ちゅう実じつ​な​①預よ言げん者しゃ​たち​の​霊れい​を​教おしえ、備そなえる​の​に、その​時じ間かん​を​費ついやされた​と​いう​こと​が​知しらされた​の​で​ある。
37 それ​は、この​預よ言げん者しゃ​たち​の​霊れい​が、①背反はいはん​と​戒いましめ​に​対たいする​背そむき​の​ゆえ​に​贖あがない主ぬし​御ご​自じ身しん​が​行いく​こと​の​できなかった、​すべて​の​死し者しゃ​に​贖あがない​の​知しらせ​を​伝つたえて、彼かれら​も​贖あがない主ぬし​の​僕しもべ​たち​の​働はたらき​に​よって​御み​言こと葉ば​を​聞きける​よう​に​する​ため​で​あった。
38 この​義ぎ人じん​の​大だい​群衆ぐんしゅう​の​中なか​に​集あつまった​偉い大だい​な​力ちから​ある​者もの​たち​の​中なか​に、日ひ​の​老おいたる​者もの​で​あって、すべて​の​者もの​の​先せん祖ぞ​で​ある​父ふ祖そ​①アダム​が​おり、
39 また、わたしたち​の​栄えい光こう​ある​母はは​①エバ​も、様々さまざま​な​時じ代だい​に​生いきて​まこと​の​生いける​神かみ​を​礼れい拝はい​した​多おおく​の​忠ちゅう実じつ​な​娘むすめ​たち​と​ともに​いた。
40 最さい初しょ​の​①殉教じゅんきょう​者しゃ​②アベル​も、また​その​弟おとうと​で、父ちち​アダム​に​③生いき写うつし​で​あった、力ちから​ある​者もの​たち​の​一ひと人り​で​ある​④セツ​も​いた。
41 洪水こうずい​に​ついて​警けい告こく​を​与あたえた​①ノア、偉い大だい​な​②大だい​祭さい司し​③セム、忠ちゅう実じつ​な​者もの​の​先せん祖ぞ​④アブラハム、⑤イサク、⑥ヤコブ、および​イスラエル​の​偉い大だい​な​⑦立りっ法ぽう​者しゃ​モーセ、
42 それに、①イザヤ​も​そこ​に​いた。この​イザヤ​は、贖あがない主ぬし​が​油あぶら​を​注そそがれて、打うち砕くだかれた​心こころ​を​持もつ​者もの​を​癒いやし、②囚とらわれ​人びと​に​自じ由ゆう​を​宣言せんげん​し、縛しばられて​いた​者もの​に​③獄ごく​が​開ひらかれる​こと​を​宣言せんげん​される、と​預よ言げん​に​よって​言明げんめい​した​人ひと​で​ある。
43 さらに、①枯かれた​骨ほね​の​ある​大おおいなる​谷たに​を​示じ現げん​に​よって​見みせられ、それら​の​骨ほね​が​死し者しゃ​の​②復ふっ活かつ​の​時とき​に​肉にく​を​まとって​再ふたたび​出でて​来きて​生いける​もの​と​なる​の​を​見みた​③エゼキエル、
44 末まつ日じつ​に​①神かみ​の​王おう国こく​が​設せつ立りつ​されて、それ​が​決けっして​再ふたたび​滅ほろぼされる​こと​も、ほか​の​民たみ​に​渡わたされる​こと​も​ない​の​を​予よ見けん​して​告つげた​②ダニエル、
45 ①変貌へんぼう​の​山やま​で​モーセ​と​ともに​いた​②エライアス、
46 それに、①エリヤ​が​来くる​こと​を​証あかし​した​預よ言げん者しゃ​②マラキ​も​そこ​に​いた。モロナイ​も​預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に、この​エリヤ​に​ついて​語かたり、彼かれ​は​主しゅ​の​大おおいなる​恐おそるべき​③日ひ​が​来くる​前まえ​に​訪おとずれる​と​宣言せんげん​した。
47 預よ言げん者しゃ​エリヤ​は​先せん祖ぞ​に​与あたえられた​約やく束そく​を​①子し孫そん​の​心こころ​に​植うえる​こと​に​なって​いた。
48 これ​は、主しゅ​の​来らい臨りん​の​時とき​に​全ぜん​地ち​が​のろい​を​もって​打うたれて、ことごとく​荒こう廃はい​する​こと​の​ない​よう​に、時とき​満みちる​①神しん権けん時じ代だい​に、主しゅ​の​②神殿しんでん​で​死し者しゃ​の​贖あがない​と​親おや子こ​の​③結むすび固かため​の​ため​に​大おおいなる​④業わざ​が​行おこなわれる​こと​を​あらかじめ​示しめす​もの​で​ある。
49 これら​すべて​の​者もの​と、さらに​多おおく​の​者もの、すなわち、ニーファイ人じん​の​中なか​に​住すんで​神かみ​の​御おん子こ​の​来らい臨りん​に​ついて​証あかし​した​①預よ言げん者しゃ​たち​が、その​大だい​群集ぐんしゅう​の​中なか​に​交まじって​解かい放ほう​を​待まって​いた。
50 死し者しゃ​は、その​①霊れい​が​体からだ​から​長ながい​間あいだ​離はなれて​いる​こと​を​一つ​の​②束そく縛ばく​と​考かんがえた​から​で​ある。
51 この​預よ言げん者しゃ​たち​を​主しゅ​は​教おしえ、彼かれら​に​①力ちから​を​与あたえて、彼かれら​が、主しゅ​が​死し者しゃ​の​中なか​から​復ふっ活かつ​された​後のち​に​出でて​来きて、御父おんちち​の​王おう国こく​に​入はいり、そこ​で​②不ふ死し​不ふ滅めつ​と​③永遠えいえん​の​命いのち​を​冠かんむり​として​受うけ、
52 主しゅ​から​約やく束そく​を​受うけた​よう​に​その後のち​も​働はたらき​を​続つづけ、主しゅ​を​愛あいする​者もの​たち​の​ため​に​取とって​おかれた​すべて​の​①祝しゅく福ふく​に​あずかる​者もの​と​なる​よう​に​された。
53 預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​や、わたし​の​父ちち​ハイラム・​スミス、ブリガム・​ヤング、ジョン・​テーラー、ウィルフォード・​ウッドラフ、その​ほか​選えらばれた​霊れい​たち​も​霊界れいかい​に​いた。彼かれら​は、大おおいなる​末まつ日じつ​の​業わざ​の​①基もとい​を​据すえる​務つとめ​に​携たずさわる​ため​に、時とき​満みちる​時じ代だい​に​来くる​よう​に​②とどめられて​いた​者もの​で​ある。
54 神殿しんでん​を​建たて、そこ​で​①死し者しゃ​の​贖あがない​の​ため​に​儀ぎ式しき​を​執しっ行こう​する​こと​も、その​大おおいなる​末まつ日じつ​の​業わざ​に​含ふくまれる​の​で​ある。
55 わたし​は、彼かれら​も​また​神かみ​の​教きょう会かい​で​治おさめる​者もの​と​なる​よう​に​初はじめ​に​①選えらばれた、②高こう潔けつ​で​偉い大だい​な​者もの​たち​の​中なか​に​いる​の​を​見みた。
56 まことに、彼かれら​は​生うまれる​前まえ​に、ほか​の​多おおく​の​者もの​と​ともに、霊れい​の​世せ界かい​に​おいて​最さい初しょ​の​教おしえ​を​受うけ、主しゅ​の​定さだめられた​①とき​に​出でて​行いって​人々ひとびと​の​霊れい​の​救すくい​の​ため​に​主しゅ​の​②ぶどう​園えん​で​働はたらく​③準じゅん備び​を​した​の​で​ある。
57 わたし​は、この​神しん権けん時じ代だい​の​忠ちゅう実じつ​な​①長老ちょうろう​たち​が、死しす​べき​世よ​を​去さって​も​彼かれら​の​働はたらき​を​続つづけ、死し者しゃ​の​霊れい​たち​の​大おおいなる​世せ界かい​に​おいて​②暗くら闇やみ​と​罪つみ​の​束そく縛ばく​の​下もと​に​いる​者もの​たち​の​間あいだ​で、悔くい改あらため​と​神かみ​の​独ひとり子ご​の​犠ぎ牲せい​に​よる​贖あがない​の​福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえて​いる​の​を​見みた。
58 悔くい改あらためる​死し者しゃ​は、神かみ​の​宮みや​の​①儀ぎ式しき​に​従したがう​こと​に​よって​②贖あがなわれる​で​あろう。
59 彼かれら​は​自じ分ぶん​の​背そむき​の​代だい価か​を​支し払はらい、①洗あらわれて​清きよく​なった​後のち、その​②行おこない​に​応おうじて​報むくい​を​受うける​で​あろう。彼かれら​は​救すくい​を​受うけ継つぐ​者もの​だから​で​ある。
60 この​よう​に、死し者しゃ​の​贖あがない​の​示じ現げん​が​わたし​に​示しめされた。そして、わたし​は​証あかし​する。わたしたち​の​主しゅ​で​あり​救すくい主ぬし​で​ある​イエス・​キリスト​の​祝しゅく福ふく​に​よって、わたし​は​この​証あかし​が​①真実しんじつ​で​ある​こと​を​知しって​いる。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。

	◀1①
GS「深く考える」

	◀2①
GS「贖いの計画」

	◀②
マタ20・28、GS「贖罪」

	◀3①
GS「贖い主」

	◀②
ヨハ3・16、GS「愛」

	◀4①
箇条1・3

	◀②
マタ7・21、GS「従順，従う」

	◀5①
1ペテ1・1

	◀②
昔の聖徒たち

	◀8①
イザ61・1、ルカ4・18、教義76・73－74、88・99

	◀11①
GS「聖文－聖文の価値」

	◀②
エペ1・18、教義76・10、12、19

	◀③
イザ11・2

	◀④
GS「霊」

	◀12①
教義76・69－70

	◀②
教義6・13、51・19、76・51－53

	◀13①
GS「犠牲」

	◀②
マタ5・10－12

	◀14①
GS「神，神会－父なる神」

	◀②
GS「独り子」

	◀③
GS「恵み」

	◀④
GS「復活」

	◀⑤
エテ12・4、モロ7・3、40－44、GS「希望」

	◀15①
イザ51・11、アル40・12

	◀16①
ルカ23・43、アル40・11－12、GS「パラダイス」

	◀②
モル9・13

	◀17①
エゼ37・1－14

	◀②
2ニフ9・10－13

	◀③
GS「喜び」

	◀④
教義93・33－34

	◀18①
イザ61・1、GS「死者の救い」

	◀19①
GS「福音」

	◀②
GS「堕落（アダムとエバの）」

	◀③
GS「悔い改め」

	◀④
教義76・72－74

	◀20①
アル40・13－14、GS「地獄」「邪悪」

	◀②
1ニフ10・21

	◀22①
GS「暗闇（霊的な）」

	◀②
GS「平安，平和」

	◀23①
GS「贖いの計画」

	◀②
ロマ14・11、モサ27・31

	◀③
2ニフ1・13、アル12・11

	◀24①
詩篇104・1－2、イザ60・19、黙示22・5、ジ－歴史1・17、GS「光，キリストの光」

	◀②
GS「歌う」

	◀26①
1ニフ11・28

	◀27①
マコ8・31

	◀29①
教義76・12

	◀30①
ルカ24・49

	◀②
GS「暗闇（霊的な）」

	◀③
教義1・2

	◀31①
イザ61・2、ルカ4・17－19

	◀②
GS「自由」

	◀32①
教義128・5、GS「知識」

	◀②
ヨハ8・21－24

	◀33①
箇条1・4、GS「信仰」

	◀②
GS「罪の赦し」

	◀③
GS「儀式－身代わりの儀式」「バプテスマ－死者のためのバプテスマ」

	◀④
GS「聖霊の賜物」

	◀34①
GS「最後の裁き」

	◀35①
GS「十字架」「十字架の刑」

	◀②
アル34・9－16、GS「犠牲」「贖罪」

	◀36①
教義138・57

	◀37①
教義138・20、GS「背く」

	◀38①
GS「アダム」

	◀39①
モセ4・26、GS「エバ」

	◀40①
GS「殉教者，殉教」

	◀②
GS「アベル」

	◀③
創世5・3、モセ6・10

	◀④
GS「セツ」

	◀41①
GS「ノア（族長）」

	◀②
GS「大祭司」

	◀③
GS「セム」

	◀④
創世17・1－8、GS「アブラハム」

	◀⑤
創世21・1－5、GS「イサク」

	◀⑥
創世35・9－15、GS「ヤコブ（イサクの息子）」

	◀⑦
GS「モーセ」

	◀42①
GS「イザヤ」

	◀②
イザ61・1－2

	◀③
GS「地獄」

	◀43①
エゼ37・1－14

	◀②
GS「復活」

	◀③
GS「エゼキエル」

	◀44①
ダニ2・44－45、GS「神の王国，天の王国」

	◀②
GS「ダニエル」

	◀45①
GS「変貌」

	◀②
GS「エライアス」

	◀46①
教義110・13－15、GS「エリヤ」

	◀②
マラ4・5－6、ジ－歴史1・36－39、GS「マラキ」

	◀③
GS「イエス・キリストの再臨」

	◀47①
教義128・17

	◀48①
GS「神権時代」

	◀②
GS「神殿，主の宮」

	◀③
GS「家族－永遠の家族」「結び固め」

	◀④
GS「死者の救い」

	◀49①
ヒラ8・19－22

	◀50①
GS「霊」

	◀②
教義45・17

	◀51①
1コリ6・14、アル40・19－21

	◀②
GS「不死不滅」

	◀③
教義29・43、GS「永遠の命」

	◀52①
イザ64・4、1コリ2・9、教義14・7

	◀53①
教義64・33

	◀②
GS「予任」

	◀54①
GS「儀式－身代わりの儀式」

	◀55①
GS「予任」

	◀②
アブ3・22-24

	◀56①
使徒17・24－27

	◀②
ヤコ6・2-3、GS「ぶどう園（果樹園）（主の）」

	◀③
ヨブ38・4－7、アル13・3-7

	◀57①
GS「長老」

	◀②
GS「地獄」

	◀58①
GS「儀式」

	◀②
GS「贖い，贖う」

	◀59①
アル5・17－22、GS「赦し」

	◀②
GS「行い」

	◀60①
GS「真理」


公式の宣言
	公式の宣言 1
	公式の宣言 2

公式の宣言一
関かん係けい​者しゃ​各かく位い

ユタ​委い員いん会かい​が​内ない務む​長官ちょうかん​に​あてた​最近さいきん​の​報ほう告こく​の​中なか​で、多た妻さい​結けっ婚こん​は​今いま​なお​挙きょ行こう​されて​おり、昨さく年ねん​の​六月がつ​以い来らい、または​過か去こ​一​年間ねんかん​に​四十​以い上じょう​の​その​よう​な​結けっ婚こん​が​ユタ​で​行おこなわれた、そして​教きょう会かい​の​指し導どう​者しゃ​たち​が​公おおやけ​の​説せっ教きょう​の​中なか​で​一いっ夫ぷ多た妻さい​制せい​の​実じっ施し​の​継続けいぞく​を​教おしえ、奨励しょうれい​し、促うながして​きた、と​申もうし立たてられて​いる​と​いう​旨むね​の​速そく報ほう​が、ソルトレーク・​シティー​から​政せい治じ的てき​な​目もく的てき​を​もって​発信はっしん​され、広ひろく​公こう表ひょう​される​ところ​と​なった。
そこで、わたし​は​末まつ日じつ​聖せい徒と​イエス・​キリスト​教きょう会かい​の​大だい管かん長ちょう​として、これら​の​非ひ難なん​が​誤あやまり​で​ある​こと​を、ここ​に​最もっとも​厳粛げんしゅく​に​宣言せんげん​する​もの​で​ある。わたしたち​は​現在げんざい​一いっ夫ぷ多た妻さい​制せい、すなわち​多た妻さい​結けっ婚こん​を​教おしえて​おらず、だれ​に​も​それ​を​実じっ施し​する​こと​を​許ゆるして​いない。また、その​期き間かん​中ちゅう​に​当とう​教きょう会かい​の​神殿しんでん​で​も​準じゅん​州しゅう​内ない​の​いずれ​の​場ば所しょ​で​も、四十​または​いかなる​数かず​で​あって​も​多た妻さい​結けっ婚こん​が​挙きょ行こう​された​と​いう​こと​を、わたし​は​否ひ定てい​する​もの​で​ある。
千八百八十九​年ねん​の​春はる​に​ソルトレーク・​シティー​の​エンダウメント​ハウス​で​結けっ婚こん​が​執しっ行こう​された、と​当とう事じ者しゃ​たち​が​申もうし立たてて​いる​と​いう​報ほう告こく​が​一件けん​あった​が、だれ​が​その​式しき​を​執しっ行こう​した​の​か、わたし​は​いまだに​知しる​こと​が​できない。この​件けん​で​何なに​が​行おこなわれた​と​して​も、それ​は​わたし​の​知しらない​こと​で​あった。この​申もうし立たて​の​あった​事じ件けん​の​結けっ果か​として、エンダウメント​ハウス​は、わたし​の​指し示じ​に​よって​直ただちに​取とり壊こわされた。
多た妻さい​結けっ婚こん​を​禁きんじる​法ほう律りつ​が​議ぎ会かい​に​よって​制定せいてい​され、それら​の​法ほう律りつ​が​最さい高こう裁判所さいばんしょ​に​より​合ごう憲けん​で​ある​と​宣言せんげん​された​以い上じょう、わたし​は、それら​の​法ほう律りつ​に​従したがい、また​わたし​が​管かん理り​する​教きょう会かい​の​会員かいいん​に​も​わたし​の​影響えいきょう​力りょく​を​行こう使し​して​同どう様よう​に​それら​の​法ほう律りつ​に​従したがわせる​よう​に​する​こと​を、ここ​に​宣言せんげん​する​もの​で​ある。
前述ぜんじゅつ​の​期き間かん​中ちゅう、教きょう会かい員いん​に​あてた​わたし​の​教おしえ、あるいは​わたし​の​同どう僚りょう​の​教おしえ​の​中なか​に​は、一いっ夫ぷ多た妻さい​制せい​を​教おしえ​込こんで​いる、あるいは​奨励しょうれい​して​いる​と​正せい当とう​に​解釈かいしゃく​できる​もの​は​ただ​の​一つ​も​ない。また、だれ​で​あろう​と​教きょう会かい​の​長老ちょうろう​が、この​よう​な​教おしえ​を​伝つたえて​いる​よう​に​思おもわれる​言こと葉ば​を​使つかった​なら​ば、その​人ひと​は​直ただちに​叱責しっせき​されて​いる。そして​わたし​は​今いま、国くに​の​法ほう律りつ​に​よって​禁きんじられた​いかなる​結けっ婚こん​も、それ​を​行おこなう​の​を​差さし控ひかえる​よう​に​と​いう​の​が、末まつ日じつ​聖せい徒と​に​対たいする​わたし​の​勧かん告こく​で​ある、と​公おおやけ​に​宣言せんげん​する​もの​で​ある。
末まつ日じつ​聖せい徒と​イエス・​キリスト​教きょう会かい​大だい管かん長ちょう
ウィルフォード・​ウッドラフ

ロレンゾ・​スノー​会長かいちょう​は、次つぎ​の​よう​に​述のべた。
「わたし​は​提てい議ぎ​します。すなわち、わたしたち​が​ウィルフォード・​ウッドラフ​を​末まつ日じつ​聖せい徒と​イエス・​キリスト​教きょう会かい​の​大だい管かん長ちょう​で​あり、また​現在げんざい​結むすび固かため​の​儀ぎ式しき​の​鍵かぎ​を​保ほ有ゆう​して​いる​地ち上じょう​で​ただ​一ひと人り​の​人ひと​で​ある​と​認みとめ、彼かれ​に​は、わたしたち​が​今いま​読よみ上あげられる​の​を​聞きいた、千八百九十​年ねん​九月がつ​二十四​日か​付づけ​の『宣言せんげん』​を​発はっする​に​十分じゅうぶん​な​権能けんのう​が、その​地ち位い​に​よって​与あたえられて​いる​と​考かんがえ、また​総そう​大会たいかい​に​集あつまった​教きょう会かい​の​総そう意い​と​して、わたしたち​が​多た妻さい​結けっ婚こん​に​関かんする​この​宣言せんげん​を​権けん威い​と​拘こう束そく​力りょく​の​ある​もの​として​受うけ入いれる​こと​を、ここ​に​提てい議ぎ​します。」
前述ぜんじゅつ​の​提てい議ぎ​を​支し持じ​する​採さい決けつ​は、全会ぜんかい​一いっ致ち​で​あった。
ユタ​準じゅん​州しゅう​ソルトレーク・​シティー​千八百九十​年ねん​十月がつ​六むい日か


「宣言せんげん」に​関かんする​
​ウィルフォード・​ウッドラフ​大だい管かん長ちょう​の​
​三つ​の​説せっ教きょう​から​の​抜粋ばっすい
主しゅ​は​わたし​で​あろう​と、ほか​の​だれ​で​あろう​と、この​教きょう会かい​の​大だい管かん長ちょう​として​立たつ​者もの​が​皆みなさん​を​誤あやまった​道みち​へ​導みちびく​の​を​お​許ゆるし​に​なる​こと​は​決けっして​あり​ません。そう​する​こと​は、計けい画かく​の​中なか​に​は​あり​ません。それ​は​神かみ​の​御み​心こころ​の​中なか​に​あり​ません。もし​わたし​が​そう​しよう​と​した​なら​ば、主しゅ​は​わたし​を​この​職しょく​から​退しりぞけられる​こと​でしょう。また、ほか​の​だれ​で​あろう​と​人ひと​の​子こら​を​神しん託たく​や​彼かれら​の​職しょく務む​から​誤あやまった​道みち​に​導みちびこう​と​する​者もの​に、主しゅ​は​その​よう​に​される​でしょう。（第だい​六十一​回かい​半はん期き​総そう​大会たいかい、千八百九十​年ねん​十月がつ​六むい日か、月げつ曜よう日び、ユタ​準じゅん​州しゅう​ソルトレーク・​シティー。『デゼレト・​イブニング・​ニューズ』​〔​Deseret​ Evening​ News​〕​千八百九十​年ねん​十月がつ​十一​日にち、二​ページ）
だれ​が​生いきよう​と、だれ​が​死しのう​と、だれ​が​この​教きょう会かい​を​導みちびく​ため​に​召めされよう​と、それ​は​問題もんだい​で​は​なく、彼かれら​は​全ぜん能のう​の​神かみ​の​霊感れいかん​に​よって​教きょう会かい​を​導みちびかなければ​ならない​と​いう​こと​です。彼かれら​は​それ​に​よって​教きょう会かい​を​導みちびかなければ、決けっして​教きょう会かい​を​導みちびけない​の​です。…​…
わたし​は​最近さいきん​幾いくつ​か​の​啓けい示じ​を、それ​も​わたし​に​とって​非ひ常じょう​に​重じゅう要よう​な​啓けい示じ​を​受うけ​ました。そこで、主しゅ​が​わたし​に​言いわれた​こと​を​皆みなさん​に​お​話はなし​しましょう。「宣言せんげん」と​呼よばれて​いる​もの​を​思おもい出だして​ください。…​…
主しゅ​は​わたし​に、末まつ日じつ​聖せい徒と​に​対たいして​一つ​の​質問しつもん​を​する​よう​に​告つげられ​ました。また、主しゅ​は​わたし​に、彼かれら​が​わたし​の​言いう​こと​に​耳みみ​を​傾かたむけ、提てい示じ​された​質問しつもん​に​神かみ​の​御み霊たま​と​力ちから​に​よって​答こたえる​なら​ば、彼かれら​は​皆みな​同おなじ​よう​に​答こたえ、この​件けん​に​関かんして​同おなじ​よう​に​信しんじる​で​あろう​と​も​告つげられ​ました。
その​質問しつもん​と​は​これ​です。すなわち、末まつ日じつ​聖せい徒と​が​取とる​べき​最もっとも​賢明けんめい​な​道みち​は​どちら​で​あろう​か。多た妻さい​結けっ婚こん​を​禁きんじる​国くに​の​法ほう律りつ​と​六千万まん​の​人々ひとびと​の​反対はんたい​が​あり、すべて​の​神殿しんでん​の​没収ぼっしゅう​と​損失そんしつ、生者せいしゃ​と​死し者しゃ​の​ため​の​そこ​で​の​すべて​の​儀ぎ式しき​の​中ちゅう止し、大だい管かん長ちょう​会かい​と​十じゅう二に使し徒と​会かい​と​教きょう会かい​内ない​の​家か族ぞく​の​長ちょう​たち​の​投とう獄ごく、ならびに​人々ひとびと​の​個こ人じん​財ざい産さん​の​没収ぼっしゅう​と​いう​代だい価か​を​求もとめられ​ながら、多た妻さい​結けっ婚こん​を​行おこなう​努ど力りょく​を​続つづける​こと​か。（これら​すべて​に​よって、その​行こう為い​は​おのずと​中ちゅう止し​される​でしょう。）それとも、この​原則げんそく​を​固かたく​守まもる​こと​に​よって​これまで​行おこなって​きた​こと​を​行おこない、苦くるしんだ​後のち​に、その​行こう為い​を​やめて​法ほう律りつ​に​従したがい、そう​する​こと​に​よって、預よ言げん者しゃ​たち​と​使し徒と​たち​と​父親ちちおや​たち​を​家いえ​に​残のこして、彼かれら​が​人々ひとびと​を​教おしえ、教きょう会かい​の​務つとめ​を​果はたせる​よう​に​し、また​神殿しんでん​も​聖せい徒と​たち​の​手て​に​残のこして、彼かれら​が​生者せいしゃ​と​死し者しゃ​の​ため​に​福ふく音いん​の​儀ぎ式しき​に​携たずさわれる​よう​に​する​こと​か。
わたしたち​が​この​行こう為い​を​やめ​なければ​まさに​何なに​が​起おこる​か​を、主しゅ​は​示じ現げん​と​啓けい示じ​に​よって​わたし​に​示しめして​ください​ました。もし​わたしたち​が​それ​を​やめて​いなかった​なら​ば、ローガン​の​この​神殿しんでん​で​…​…​人々ひとびと​は​必ひつ要よう​と​されなかった​こと​でしょう。シオン​の​全ぜん​地ち​で​すべて​の​儀ぎ式しき​が​差さし​止とめられた​に​違ちがいない​から​です。混乱こんらん​が​イスラエル​全体ぜんたい​に​及および、多おおく​の​人ひと​が​囚しゅう人じん​と​なって​いた​こと​でしょう。この​苦く難なん​は​全ぜん​教きょう会かい​に​及および、わたしたち​は​その​行こう為い​を​やめる​よう​に​追おい込こまれて​いた​こと​でしょう。さて、その​質問しつもん​と​は、この​よう​な​方ほう法ほう​で​それ​を​やめる​か、それとも​主しゅ​が​わたしたち​に​明あきらか​に​された​方ほう法ほう​で​やめて、わたしたち​の​預よ言げん者しゃ​たち​と​使し徒と​たち​と​父親ちちおや​たち​を​自じ由ゆう​な​人ひと​として​残のこし、また​神殿しんでん​を​民たみ​の​手て​に​残のこして​死し者しゃ​が​贖あがなわれる​よう​に​する​か、と​いう​こと​です。すでに​多おおく​の​者もの​が、この​民たみ​に​よって​霊界れいかい​に​おける​獄ごく​から​救すくい​出だされて​きました。この​業わざ​を​続つづける​か、それとも​やめる​か。これ​が、わたし​が​末まつ日じつ​聖せい徒と​の​前まえ​に​提てい示じ​する​質問しつもん​です。皆みなさん​は​自みずから​判断はんだん​しなければ​なりません。わたし​は、皆みなさん​が​自みずから​それ​に​答こたえる​よう​に​望のぞんで​います。わたし​は​それ​に​答こたえ​ません。しかし、わたしたち​が​実じっ際さい​に​取とった​道みち​を​取とらなかった​なら​ば、それ​が​まさに​わたしたち​が​一つ​の​民たみ​として​陥おちいって​いた​状じょう態たい​で​ある​と、皆みなさん​に​申もうし上あげ​ます。
…​…​わたし​は、もし​何なにか​を​行おこなわなければ​まさに​何なに​が​起おこる​か​を​見み​ました。わたし​は​長ながい​間あいだ​この​気き持もち​を​抱いだいて​きました。しかし、わたし​は​こう​申もうし上あげたい​と​思おもい​ます。すなわち、もしも​天てん​の​神かみ​が​わたし​の​行おこなった​こと​を​行おこなう​よう​に​わたし​に​命めいじられなかった​なら​ば、わたし​は​すべて​の​神殿しんでん​を​手て放ばなし、わたし​自じ身しん​監獄かんごく​に​入はいり、また​ほか​の​すべて​の​人ひと​も​そこ​へ​行いかせた​こと​でしょう。時とき​が​来きて、それ​を​行おこなう​よう​に​命めいじられた​とき、わたし​に​は​それ​は​すべて​明あきらか​でした。そこで、わたし​は​主しゅ​の​前まえ​に​行いき、主しゅ​が​書かく​よう​に​告つげられた​こと​を​書かき記しるした​の​です。…​…
皆みなさん​が​じっくり​考かんがえ、熟考じゅっこう​する​よう​に、わたし​は​これ​を​皆みなさん​に​ゆだね​ます。主しゅ​は​わたしたち​と​ともに​働はたらいて​くださって​います。（キャッシュ​ステーク​大会たいかい、ユタ​準じゅん​州しゅう​ローガン、千八百九十一​年ねん​十一月がつ​一日ついたち、日にち曜よう日び。『デゼレト・​ウイークリー』​〔​Deseret​ Weekly​〕​千八百九十一​年ねん​十一月がつ​十四​日か）
さて、わたし​は​皆みなさん​に、何なに​が​わたし​に​示しめされ、神かみ​の​御おん子こ​が​この​こと​に​よって​何なに​を​行おこなわれた​か​を​申もうし上あげ​ましょう。…​…​もしも「宣言せんげん」が​与あたえられなかった​なら​ば、全ぜん能のう​の​神かみ​が​生いきて​おられる​よう​に​確たしか​に、これら​の​こと​が​すべて​起おこって​いた​こと​でしょう。そこで、神かみ​の​御おん子こ​は​御ご​自じ分ぶん​の​心こころ​の​内うち​に​ある​様々さまざま​な​目もく的てき​の​ため​に、この​こと​を​教きょう会かい​と​世よ​に​知しらせる​こと​を​望のぞまれ​ました。主しゅ​は​シオン​の​設せつ立りつ​を​命めいじて​おられ​ました。主しゅ​は​この​神殿しんでん​の​完成かんせい​を​命めいじて​おられ​ました。主しゅ​は​生者せいしゃ​と​死し者しゃ​の​救すくい​が​山間さんかん​の​この​谷たに​に​おいて​与あたえられる​こと​を​定さだめて​おられ​ました。また、全ぜん能のう​の​神かみ​は、悪あく魔ま​が​それ​を​妨さまたげる​こと​は​ない​と​定さだめられ​ました。皆みなさん​が​この​こと​を​理り解かい​できれ​ば、これ​が​それ​に​対たいする​一つ​の​鍵かぎ​な​の​です。（ソルトレーク​神殿しんでん​の​第だい六​回かい​奉ほう献けん​式しき​に​おける​話はなし、千八百九十三​年ねん​四月がつ。ユタ​準じゅん​州しゅう​ソルトレーク・​シティー、教きょう会かい​歴れき史し​部ぶ​記き録ろく​保ほ管かん​所じょ、奉ほう献けん​式しき​の​タイプ​原稿げんこう）

公式の宣言二
関かん係けい​者しゃ​各かく位い

千九百七十八​年ねん​九月がつ​三十​日にち、末まつ日じつ​聖せい徒と​イエス・​キリスト​教きょう会かい​の​第だい​百四十八​回かい​半はん期き​総そう​大会たいかい​に​おいて、教きょう会かい​の​大だい管かん長ちょう​会かい​第だい一いち​顧こ問もん、Ｎ・​エルドン・​タナー​管長かんちょう​に​より​次つぎ​の​こと​が​提てい示じ​された。
今こ年とし​の​六月がつ​初しょ旬じゅん、大だい管かん長ちょう​会かい​は、教きょう会かい​の​すべて​の​ふさわしい​男性だんせい​会員かいいん​に​神しん権けん​と​神殿しんでん​の​祝しゅく福ふく​が​授さずけられる​よう​に​なる​と​いう​啓けい示じ​が、スペンサー・​Ｗ・​キンボール​大だい管かん長ちょう​に​与あたえられた​こと​を​発表はっぴょう​しました。キンボール​大だい管かん長ちょう​の​要請ようせい​に​より、わたし​は​この​大会たいかい​に​出しゅっ席せき​して​おられる​方々かたがた​に​お​知しらせ​します。この​啓けい示じ​は​キンボール​大だい管かん長ちょう​が​聖せい​なる​神殿しんでん​の​神聖しんせい​な​部へ屋や​で​長ながい​間あいだ​瞑想めいそう​し​祈いのった​後のち​に​下くだされた​もの​で、大だい管かん長ちょう​は​この​啓けい示じ​を​受うけた​後のち、それ​を​顧こ問もん​たち​に​提てい示じ​し、顧こ問もん​たち​は​それ​を​受うけ入いれ、承しょう認にん​しました。次ついで、それ​は​十じゅう二に使し徒と​定員ていいん​会かい​に​提てい示じ​され、彼かれら​は​全会ぜんかい​一いっ致ち​で​それ​を​承しょう認にん​し、次つぎ​に、ほか​の​すべて​の​中ちゅう央おう​幹かん部ぶ​に​提てい示じ​され、彼かれら​も​同どう様よう​に​全会ぜんかい​一いっ致ち​で​それ​を​承しょう認にん​しました。
キンボール​大だい管かん長ちょう​の​要請ようせい​に​より、ここ​に​この​手て紙がみ​を​読よみ上あげ​ます。
千九百七十八​年ねん​六月がつ​八よう日か

全ぜん​世せ界かい​の​末まつ日じつ​聖せい徒と​イエス・​キリスト​教きょう会かい​の​
中ちゅう央おう​ならびに​地ち方ほう​の​神しん権けん​役やく員いん​各かく位い

拝啓はいけい

主しゅ​の​業わざ​が​地ち​の​至いたる​所ところ​で​進展しんてん​して​いる​の​を​目め​に​する​に​当あたり、わたしたち​は、多おおく​の​国くに​の​人々ひとびと​が​回復かいふく​された​福ふく音いん​の​メッセージ​に​応おうじ、ますます​多おおく​の​人ひと​が​教きょう会かい​に​加くわわって​いる​こと​を​感謝かんしゃ​して​きました。この​こと​から​わたしたち​は、教きょう会かい​の​すべて​の​ふさわしい​会員かいいん​に、福ふく音いん​の​もたらす​特とっ権けん​と​祝しゅく福ふく​の​すべて​が​授さずけられる​よう​に​望のぞむ​気き持もち​を​抱いだく​よう​霊感れいかん​を​与あたえられ​ました。
神かみ​の​永遠えいえん​の​計けい画かく​の​中なか​で、すべて​の​ふさわしい​兄きょう弟だい​が​いつか​神しん権けん​を​受うける​よう​に​なる​と​いう​約やく束そく​が、わたしたち​より​も​前まえ​の​預よ言げん者しゃ​たち、教きょう会かい​の​大だい管かん長ちょう​たち​に​より​与あたえられた​こと​を​知しって​いた​わたしたち​は、神しん権けん​を​差さし止とめられて​いた​人々ひとびと​の​忠ちゅう実じつさ​を​目め​に​して、これら​の​忠ちゅう実じつ​な​兄きょう弟だい​たち​の​ため​に​長ながい​間あいだ、熱心ねっしん​に​主しゅ​に​懇願こんがん​しました。そして、わたしたち​は​神聖しんせい​な​導みちびき​を​主しゅ​に​嘆願たんがん​しながら、神殿しんでん​の​階上かいじょう​の​部へ屋や​で​何なん​時じ間かん​も​過すごし​ました。
主しゅ​は​わたしたち​の​祈いのり​を​聞きいて​ください​ました。そして、預よ言げん​されて​久ひさしい​約やく束そく​の​日ひ​が​訪おとずれた​こと​を、主しゅ​は​啓けい示じ​に​よって​確かく認にん​して​くださった​の​です。すなわち、教きょう会かい​の​忠ちゅう実じつ​な​ふさわしい​男性だんせい​が​皆みな、聖せい​なる​神しん権けん​を​その​神かみ​の​権能けんのう​を​行こう使し​する​力ちから​と​ともに​受うける​こと​が​でき、また​それ​から​もたらされる、神殿しんでん​の​祝しゅく福ふく​を​含ふくむ​あらゆる​祝しゅく福ふく​を​愛あいする​人々ひとびと​と​ともに​享きょう受じゅ​する​こと​の​できる​日ひ​が​訪おとずれた​の​です。したがって、教きょう会かい​の​すべて​の​ふさわしい​男性だんせい​会員かいいん​は、人種じんしゅ​や​肌はだ​の​色いろ​に​かかわり​なく、神しん権けん​へ​の​聖任せいにん​を​受うける​こと​が​でき​ます。神しん権けん​指し導どう​者しゃ​は、アロン​神しん権けん​で​も​メルキゼデク​神しん権けん​で​も、神しん権けん​へ​の​聖任せいにん​に​当あたって​は、すべて​の​候こう補ほ​者しゃ​と​入にゅう念ねん​に​面接めんせつ​する​と​いう​方針ほうしん​に​従したがって、候こう補ほ​者しゃ​が​ふさわしさ​に​関かんする​既き定てい​の​標準ひょうじゅん​を​満みたして​いる​こと​を​確かく認にん​する​よう​に​して​ください。
主しゅ​の​権能けんのう​を​与あたえられた​僕しもべ​たち​の​声こえ​に​聞きき​従したがい、福ふく音いん​の​あらゆる​祝しゅく福ふく​を​受うけよう​と​自みずから​を​備そなえる、全ぜん​地ち​の​主しゅ​の​子こら​すべて​に​祝しゅく福ふく​を​もたらす​ため​に、主しゅ​は​今いまや​その​御み​心こころ​を​知しらせて​ください​ました。この​こと​を、わたしたち​は​厳粛げんしゅく​に​宣言せんげん​します。
敬けい具ぐ
大だい管かん長ちょう​会かい
スペンサー・​Ｗ・​キンボール
Ｎ・​エルドン・​タナー
マリオン・​Ｇ・​ロムニー

スペンサー・​Ｗ・​キンボール​を​預よ言げん者しゃ、聖せい見けん者しゃ、啓けい示じ​者しゃ、および​末まつ日じつ​聖せい徒と​イエス・​キリスト​教きょう会かい​の​大だい管かん長ちょう​で​ある​と​認みとめて、わたしたち​が​律りっ法ぽう​制定せいてい​の​集あつまり​として​この​啓けい示じ​を​主しゅ​の​御み​言こと葉ば​および​御み​心こころ​として​受うけ入いれる​よう​に、ここ​に​提てい議ぎ​します。賛成さんせい​して​くださる​方かた​は​全ぜん員いん、右みぎ手て​を​挙あげて​その​意い​を​表あらわして​ください。反対はんたい​の​方かた​は​同おなじ​方ほう法ほう​で​その​意い​を​表あらわして​ください。
前述ぜんじゅつ​の​提てい議ぎ​を​支し持じ​する​採さい決けつ​は、全会ぜんかい​一いっ致ち​で​同どう意い​を​得えた。
ユタ​州しゅう​ソルトレーク・​シティー​千九百七十八​年ねん​九月がつ​三十​日にち
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序文じょぶん
『高こう価かな真珠しんじゅ』​は、末まつ日じつ​聖せい徒と​イエス・​キリスト​教きょう会かい​の​信しん仰こう​と​教きょう義ぎ​の​多おおく​の​重じゅう要よう​な​事じ項こう​に​関連かんれん​の​ある、えりすぐった​資し料りょう​の​選せん集しゅう​で​ある。これら​の​記き事じ​は、預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​よって​準じゅん備び​され、その​当とう時じ​の​教きょう会かい​の​定てい期き​刊かん行こう​物ぶつ​に​掲載けいさい​された​もの​で​ある。
『高こう価かな真珠しんじゅ』​と​いう​表題ひょうだい​が​付つけられた​最さい初しょ​の​選せん集しゅう​は、千八百五十一​年ねん​に、当とう時じ​十じゅう二に使し徒と​評ひょう議ぎ​会かい​会員かいいん​で​あり、英えい国こく​伝でん道どう​部ぶ​の​会かい長ちょう​で​も​あった​フランクリン・​Ｄ・​リチャーズ​長老ちょうろう​に​よって​作さく成せい​された。その​目もく的てき​は、ジョセフ・​スミス​の​時じ代だい​に​限かぎられた​部ぶ数すう​しか​刊かん行こう​されなかった​幾いくつ​か​の​重じゅう要よう​な​記き事じ​を、人々ひとびと​が​もっと​容よう易い​に​入手にゅうしゅ​できる​よう​に​する​こと​で​あった。ヨーロッパ​と​アメリカ​の​各かく地ち​で​教きょう会かい員いん​が​多おおく​なる​に​つれて、これら​の​記き事じ​を​入手にゅうしゅ​できる​よう​に​する​こと​が​必ひつ要よう​と​なった。そして、『高こう価かな真珠しんじゅ』​は​広ひろく​用もちいられる​よう​に​なり、その後のち、千八百八十​年ねん​十月がつ​十とお日か​に、ソルトレーク・​シティー​に​おける​総そう​大会たいかい​で、大だい管かん長ちょう​会かい​の​提てい議ぎ​に​よって​教きょう会かい​の​標準ひょうじゅん​聖典せいてん​の​一つ​と​なった​の​で​ある。
さらに​教きょう会かい​の​必ひつ要よう​に​応おうじて、内容ないよう​に​幾いくつ​か​の​改訂かいてい​が​加くわえられた。千八百七十八​年ねん​に​は、初しょ版はん​に​含ふくまれて​いなかった「モーセ​書しょ」の​一いち部ぶ​が​加くわえられた。千九百二​年ねん​に​は、『教きょう義ぎと聖せい約やく』​に​重複ちょうふく​して​掲載けいさい​されて​いた​幾いくつ​か​の​部ぶ分ぶん​が『高こう価かな真珠しんじゅ』​から​削さく除じょ​された。千九百二​年ねん​に​は​また、章しょう​と​節せつ​に​分わけられ、脚注きゃくちゅう​が​付つけられた。千九百二十一​年ねん​に​は、初はじめて​二​段だん​組ぐみ​に​なり、索さく引いん​が​付ついた。その後のち、千九百七十六​年ねん​四月がつ​まで​変へん更こう​は​なかった​が、この​年とし​に​二つ​の​啓けい示じ​が​加くわえられた。これら​二つ の​啓けい示じ​は、千九百七十九​年ねん​に『高こう価かな真珠しんじゅ』​から『教きょう義ぎと聖せい約やく』​に​移うつされた。それ​が​現在げんざい​の『教きょう義ぎと聖せい約やく』​第だい​百三十七​章しょう​と​第だい​百三十八​章しょう​で​ある。また、現在げんざい​の​版はん​に​は、内容ないよう​を​初しょ期き​の​記き録ろく​と​一いっ致ち​させる​ため​に​幾いくつ​か​の​変へん更こう​が​加くわえられて​いる。
以い下か​は、現在げんざい​の​内容ないよう​に​ついて​の​簡単かんたん​な​紹介しょうかい​で​ある。
	「モーセ​書しょ（抜粋ばっすい）」​　​千八百三十​年ねん​六月がつ​に​ジョセフ・​スミス​が​翻ほん訳やく​を​始はじめた、『聖せい書しょ』​の​ジョセフ・​スミス​訳やく​の​創そう世せい記き​から​の​抜粋ばっすい（『教きょう会かい歴れき史し』​〔History of the Church〕​第だい一​巻かん、九十八―百一、百三十一―百三十九​ページ​参照さんしょう）。

	「アブラハム​書しょ」​　​千八百三十五​年ねん​に​ジョセフ・​スミス​が​入手にゅうしゅ​した​エジプト​の​パピルス​から​の​翻ほん訳やく。族ぞく長ちょう​アブラハム​の​書かき物もの​が​これ​に​含ふくまれて​いた。その​翻ほん訳やく​文ぶん​は、イリノイ​州しゅう​ノーブー​で​千八百四十二​年ねん​三月がつ​一日ついたち​から『タイムズ・​アンド・​シーズンズ』（Times and Seasons）に​連載れんさい​された（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい四​巻かん、五百十九―五百三十四​ページ​参照さんしょう）。

	「ジョセフ・​スミス―マタイ」​　『聖せい書しょ』​の​ジョセフ・​スミス​訳やく​の​中なか​の、マタイ​の​証あかし​から​の​抜粋ばっすい。『新しん約やく​聖せい書しょ』​の​翻ほん訳やく​を​始はじめる​よう​に​と​の​神かみ​の​指し示じ​に​ついて​は、教きょう義ぎと聖せい約やく​第だい​四十五​章しょう​六十–六十一​節せつ​を​参照さんしょう。

	「ジョセフ・​スミス―歴れき史し」　ジョセフ・​スミス​の​公式こうしき​の​証あかし​と​歴れき史し​から​の​抜粋ばっすい。これ​は、彼かれ​が​千八百三十八​年ねん​に​準じゅん備び​し、イリノイ​州しゅう​ノーブー​で​千八百四十二​年ねん​三月がつ​十五​日にち​から『タイムズ・​アンド・​シーズンズ』（Times and Seasons）​に​連載れんさい​された​もの​で​ある（全文ぜんぶん​に​ついて​は、『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、一―四十四​ページ​を​参照さんしょう）。

	「末まつ日じつ​聖せい徒と​イエス・​キリスト​教きょう会かい​の​信しん仰こう箇条かじょう」​　​ウェントワース​書しょ簡かん​として​一般いっぱん​に​知しられた​教きょう会かい​の​略りゃく史し​と​ともに、千八百四十二​年ねん​三月がつ​一日ついたち​に『タイムズ・​アンド・​シーズンズ』（Times and Seasons）​に​掲載けいさい​された​ジョセフ・​スミス​の​声明せいめい（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい四​巻かん、五百三十五―五百四十一​ページ​参照さんしょう）。



モーセ書しょ（抜粋ばっすい）
預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​啓けい示じ​された『聖せい書しょ』​の​翻ほん訳やく​から​の​抜粋ばっすい、千八百三十​年ねん​六月がつ―千八百三十一​年ねん​二月がつ。
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		第​1​章
神かみ​が​モーセ​に​御ご​自じ身しん​を​現あらわされる。モーセ、変貌へんぼう​する。サタン​と​相対あいたい​する。人々ひとびと​の​住すむ​多おおく​の​世せ界かい​を​見みる。無む数すう​の​世せ界かい​が​御おん子こ​に​よって​創そう造ぞう​された。神かみ​の​業わざ​と​栄えい光こう​は​人ひと​の​不ふ死し​不ふ滅めつ​と​永遠えいえん​の​命いのち​を​もたらす​こと​で​ある。
1 ​モーセ​が​非ひ常じょう​に​高たかい​山やま​に​連つれて行いかれた​とき​に、神かみ​が​①モーセ​に​②語かたられた​御み​言こと葉ば。
2 ​この​とき、彼かれ​は​①顔かお​と​顔かお​を​合あわせて​神かみ​に​②まみえ、神かみ​と​語かたり、神かみ​の​③栄えい光こう​が​モーセ​の​うえ​に​あった。それゆえ、モーセ​は​神かみ​の​臨在りんざい​に​④堪たえる​こと​が​できた。
3 ​神かみ​は​モーセ​に​言いわれた。「見みよ、わたし​は​①全ぜん能のう​の​主しゅ​なる​神かみ​で​あり、②無む窮きゅう​と​は​わたし​の​名な​で​ある。わたし​は、日ひ​の​初はじめ​も​なく​年とし​の​終おわり​も​ない​から​で​ある。これ​は​無む窮きゅう​で​は​ない​か。
4 ​また​見みよ、あなた​は​わたし​の​子こ​で​ある。それゆえ、①見み​なさい。そう​すれ​ば、わたし​は​あなた​に、わたし​の​②手て​で​造つくられた​もの​を​見みせよう。しかし、すべて​で​は​ない。わたし​の​③業わざ​は​④終おわり​が​ない​から​で​ある。わたし​の​⑤言こと葉ば​も​そう​で​ある。それら​は​決けっして​絶たえる​こと​が​ない​から​で​ある。
5 ​それゆえ、だれ​も​わたし​の​すべて​の​栄えい光こう​を​見みる​こと​なし​に、わたし​の​すべて​の​業わざ​を​見み​尽つくす​こと​は​できない。また、だれ​も​わたし​の​すべて​の​栄えい光こう​を​見み​ながら、その後のち、肉にく体たい​を​もって​地ち上じょう​に​とどまる​こと​は​できない。
6 ​わたし​の​子こ​モーセ​よ、わたし​は​あなた​に​一つ​の​業わざ​を​用よう意い​して​いる。あなた​は​わたし​の​①独ひとり子ご​に​②かたどられて​いる。わたし​の​独ひとり子ご​は、現在げんざい​も​将来しょうらい​も​③救すくい主ぬし​で​ある。彼かれ​は​④恵めぐみ​と​⑤真しん理り​に​満みちて​いる​から​で​ある。しかし、わたし​の​⑥ほか​に​神かみ​は​おらず、すべて​の​もの​は​わたし​と​ともに​ある。わたし​は​それら​すべて​を​⑦知しって​いる​から​で​ある。
7 ​さて​見みよ、わたし​の​子こ​モーセ​よ、この​一つ​の​こと​を、わたし​は​あなた​に​示しめす。あなた​が​世よ​に​いる​から​で​ある。今いま​わたし​は​あなた​に​それ​を​示しめす。」
8 ​そこで​モーセ​は​眺ながめて、自じ分ぶん​が​創そう造ぞう​されて​住すんで​いる​①世せ界かい​を​見みた。モーセ​は​世せ界かい​と​その​果はて​と、現在げんざい​いる​人ひと​の​子こら​と、過か去こ​に​創そう造ぞう​された​人ひと​の​子こら​の​すべて​を​②見みた。そして、これら​の​こと​に​彼かれ​は​ひどく​③驚おどろく​と​ともに、不ふ思し議ぎ​に​思おもった。
9 ​それから、神かみ​が​モーセ​の​もと​から​去さって​行いかれた​ので、神かみ​の​栄えい光こう​は​モーセ​の​うえ​に​なく、モーセ​は​一ひと人り​残のこされた。彼かれ​は​一ひと人り​残のこされる​と、地ち​に​倒たおれた。
10 ​さて、多おおく​の​時じ間かん​が​過すぎて、モーセ​は​人ひと​として​の​本来ほんらい​の​①力ちから​を​再ふたたび​取とり戻もどし、独ひとり言ごと​を​言いった。「今いま​これ​で、わたし​は、人ひと​は​②取とる​に​足たりない​もの​で​ある​こと​が​分わかった。この​こと​は、思おもって​も​みない​こと​だった。
11 ​だが​今いま、わたし​は​自じ分ぶん​の​目め​で​①神かみ​を​見みた。しかし、わたし​の​②肉にく体たい​の​目め​で​は​なく、霊れい​の​目め​で​見みた。肉にく体たい​の​目め​で​は​見みられなかった​で​あろう。神かみ​の​御み​前まえ​で​は​③枯かれて​④死しんで​しまって​いた​はず​だ。しかし、神かみ​の​栄えい光こう​が​わたし​の​うえ​に​あり、わたし​は​神かみ​の​御み​前まえ​で​⑤変貌へんぼう​した​ので、神かみ​の​御み​顔かお​を​⑥見みた。」
12 ​さて、モーセ​が​これら​の​言こと葉ば​を​語かたった​とき、見みよ、①サタン​が​来きて、彼かれ​を​②誘ゆう惑わく​して​言いった。「人ひと​の​子こ​モーセ​よ、わたし​を​拝おがみ​なさい。」
13 ​そこで、モーセ​は​サタン​を​見みて​言いった。「おまえ​は​だれ​だ。見みよ、わたし​は、神かみ​の​独ひとり子ご​に​かたどられて​いる​①神かみ​の​子こ​だ。おまえ​の​栄えい光こう​が​どこ​に​ある​ので、わたし​が​おまえ​を​拝おがまなければ​ならない​の​か。
14 ​見みよ、わたし​は、神かみ​の​栄えい光こう​が​わたし​の​うえ​に​及およんで、神かみ​の​御み​前まえ​で​①変貌へんぼう​しなかった​なら​ば、神かみ​を​見みる​こと​は​できなかった。ところが、今いま​わたし​は​肉にく体たい​の​まま​で、おまえ​を​見みる​こと​が​できる。実じつに​その​とおり​で​は​ない​か。
15 ​わたし​の​神かみ​の​御み​名な​が​ほめ​たたえられる​よう​に。神かみ​の​御み霊たま​は​まだ​わたし​から​完全かんぜん​に​は​退しりぞき​去さって​いない。そう​で​なければ、おまえ​の​栄えい光こう​は​どこ​に​ある​の​か。それ​は​わたし​に​とって​闇やみ​だから​だ。わたし​は​おまえ​と​神かみ​と​を​区く別べつ​する​こと​が​できる。神かみ​は​わたし​に、『神かみ​を​①礼れい拝はい​しなさい。あなた​は​神かみ​に​のみ​②仕つかえる​べき​で​ある』​と​言いわれた​から​で​ある。
16 ​サタン​よ、退しりぞけ。わたし​を​欺あざむくな。神かみ​は​わたし​に、『あなた​は​わたし​の​独ひとり子ご​に​①かたどられて​いる』​と​言いわれた​から​で​ある。
17 ​神かみ​は​また、燃もえる​①しば​の​中なか​から​わたし​を​呼よばれた​とき、わたし​に​戒いましめ​を​与あたえて、『わたし​の​独ひとり子ご​の​名な​に​よって​神かみ​に​②呼よび​求もとめ、わたし​を​礼れい拝はい​しなさい』​と​も​言いわれた。」
18 ​さらに​モーセ​は​言いった。「わたし​は​神かみ​に​呼よび​求もとめる​こと​を​やめない。わたし​に​は​神かみ​に​伺うかがう​こと​が​ほか​に​ある。神かみ​の​栄えい光こう​が​わたし​の​うえ​に​あった​ので、わたし​は​神かみ​と​おまえ​と​を​区く別べつ​する​こと​が​できる。サタン​よ、立たち去され。」
19 ​さて、モーセ​が​これら​の​言こと葉ば​を​語かたり​終おえる​と、サタン​は​大声おおごえ​で​叫さけび、地ち上じょう​で​わめき​たてて、「わたし​が​①独ひとり子ご​だ。わたし​を​拝おがめ」と​命めいじて​言いった。
20 ​そこで、モーセ​は​ひどく​恐おそれ​始はじめた。そして、恐おそれ​始はじめる​と、①地じ獄ごく​の​惨さん苦く​を​目め​に​した。それでも、彼かれ​は​神かみ​に​②呼よび​求もとめた​ので、力ちから​を​与あたえられた。そこで、彼かれ​は​命めいじて​言いった。「サタン​よ、わたし​から​離はなれ​去され。わたし​は​栄えい光こう​の​神かみ​で​あられる​この​唯一ゆいいつ​の​神かみ​のみ​を​礼れい拝はい​する​から​で​ある。」
21 ​すると、①サタン​は​おののき​始はじめ、地ち​が​揺ゆれ​動うごいた。モーセ​は​力ちから​を​与あたえられ、神かみ​に​呼よび​求もとめて​言いった。「独ひとり子ご​の​御み​名な​に​よって​言いう。サタン​よ、立たち去され。」
22 ​すると​サタン​は、涙なみだ​を​流ながし、泣なき​わめき、①歯はぎしり​を​しながら、大声おおごえ​で​叫さけんだ。そして​そこ​から、すなわち​モーセ​の​前まえ​から​立たち去さって、姿すがた​が​見みえなく​なった。
23 ​さて、この​こと​に​ついて​モーセ​は​証あかし​を​述のべた。しかし、悪あく事じ​の​ゆえ​に​それ​は​人ひと​の​子こら​の​中なか​に​知しられて​いない。
24 ​さて、サタン​が​モーセ​の​前まえ​から​立たち去さった​とき、モーセ​は​その​目め​を​天てん​に​向むけ、御父おんちち​と​御おん子こ​の​こと​を​証あかし​される​①聖霊せいれい​に​満みたされた。
25 ​そして、彼かれ​は​神かみ​の​名な​を​呼よぶ​と、再ふたたび​神かみ​の​栄えい光こう​を​見みた。神かみ​の​栄えい光こう​が​彼かれ​の​うえ​に​あった​から​で​ある。そして、彼かれ​は​一つ​の​声こえ​が​告つげられる​の​を​聞きいた。「モーセ​よ、あなた​は​幸さいわい​で​ある。全ぜん能のう​者しゃ​で​ある​わたし​が​あなた​を​選えらび、あなた​は​多おおく​の​①水みず​より​も​強つよく​される​から​で​ある。あたかも​あなた​が​②神かみ​で​ある​か​の​よう​に、水みず​は​あなた​の​③命令めいれい​に​従したがう​で​あろう。
26 ​見みよ、わたし​は、まことに​あなた​の​生涯しょうがい​の​最さい後ご​まで​あなた​と​ともに​いる。あなた​は​わたし​の​民たみ​を、すなわち​わたし​の​①選民せんみん​②イスラエル​を​③奴ど隷れい​の​状じょう態たい​から​④救すくい​出ださなければ​ならない​から​で​ある。」
27 ​また、その​声こえ​が​まだ​語かたって​おられる​うち​に、モーセ​は​その​目め​を​向むけて、地ち​を、まことに、その​すべて​を​①見みた。彼かれ​が​見みなかった​もの​は​ちり​一つ​も​なく、彼かれ​は​神かみ​の​御み霊たま​に​よって​それ​を​見み極きわめた。
28 ​また、彼かれ​は​地ち​に​住すむ​者もの​も​見みた。彼かれ​が​見みなかった​者もの​は​一ひと人り​も​なかった。彼かれ​は​神かみ​の​御み霊たま​に​よって​見み極きわめた。その​数かず​は​多おおく、まことに​海うみ辺べ​の​砂すな​の​よう​に​数かぞえ​切きれなかった。
29 ​また、彼かれ​は​多おおく​の​地ち​を​見みた。それぞれ​の​地ち​は​①地ち球きゅう​と​呼よばれ、その​面おもて​に​住すむ​者もの​が​いた。
30 ​そこで、モーセ​は​神かみ​に​呼よび​求もとめて​言いった。「どうぞ​わたし​に​お​話はなし​ください。これら​の​もの​は​どうして​こう​な​の​です​か。そして、あなた​は​これら​の​もの​を​何なに​に​よって​お​造つくり​に​なった​の​です​か。」
31 ​見みよ、主しゅ​の​栄えい光こう​が​モーセ​の​うえ​に​あった​ので、モーセ​は​神かみ​の​前まえ​に​立たち、①顔かお​と​顔かお​を​合あわせて​神かみ​と​語かたった。そして、主しゅ​なる​神かみ​は​モーセ​に​言いわれた。「わたし​自じ身しん​に​②目もく的てき​が​あって​これら​の​もの​を​造つくった。ここ​に​知ち恵え​が​あり、それ​は​わたし​の​内うち​に​ある。
32 ​わたし​の​力ちから​の​①言こと葉ば​に​よって、わたし​は​これら​の​もの​を​創そう造ぞう​した。わたし​の​力ちから​の​言こと葉ば​と​は、②恵めぐみ​と​③真しん理り​に​満みちて​いる​独ひとり子ご​の​こと​で​ある。
33 ​無む数すう​の​①世せ界かい​を、わたし​は​②創そう造ぞう​した。また、わたし​自じ身しん​に​目もく的てき​が​あって​これら​を​創そう造ぞう​した。子こ​に​よって、わたし​は​これら​を​創そう造ぞう​した。子こ​と​は、わたし​の​③独ひとり子ご​の​こと​で​ある。
34 ​また、すべて​の​人ひと​の​①最さい初しょ​の​者もの​を、わたし​は​②アダム​と​名な付づけた。すなわち、③数あま多た​で​ある。
35 ​しかし、この​地ち球きゅう​と​この​地ち球きゅう​に​住すむ​者もの​の​話はなし​だけ​を​あなた​に​しよう。見みよ、わたし​の​力ちから​の​言こと葉ば​に​よって​過すぎ去さった​多おおく​の​世せ界かい​が​ある。また、現在げんざい​ある​世せ界かい​も​多おおく​あり、それら​は​人ひと​に​とって​数かぞえ​切きれない。しかし、わたし​に​は​すべて​の​もの​が​数かぞえられて​いる。それら​は​わたし​の​もの​で​あり、わたし​は​それら​を​①知しって​いる​から​で​ある。」
36 ​そこで、モーセ​は​主しゅ​に​言いった。「おお、神かみ​よ、あなた​の​僕しもべ​を​憐あわれんで​ください。そして、この​地ち球きゅう​と​この​地ち球きゅう​に​住すむ​者もの​と、また​天てん​に​ついて、わたし​に​お​話はなし​ください。そう​すれ​ば、あなた​の​僕しもべ​は​満足まんぞく​します。」
37 ​そこで、主しゅ​なる​神かみ​は​モーセ​に​言いわれた。「もろもろ​の​①天てん​は​数かず​多おおく、人ひと​に​は​数かぞえる​こと​が​できない。しかし、わたし​に​は​数かぞえられて​いる。それら​は​わたし​の​もの​だから​で​ある。
38 ​一つ​の​地ち球きゅう​と​その​天てん​が​過すぎ去さる​と、まことに​別べつ​の​もの​が​生しょうじる。わたし​の​業わざ​に​も​わたし​の​言こと葉ば​に​も、①終おわり​が​ない​の​で​ある。
39 ​見みよ、人ひと​の​①不ふ死し​不ふ滅めつ​と​②永遠えいえん​の​命いのち​を​もたらす​こと、これ​が​わたし​の​③業わざ​で​あり、わたし​の​④栄えい光こう​で​ある。
40 ​さて、わたし​の​子こ​モーセ​よ、わたし​は​あなた​が​立たって​いる​この​地ち球きゅう​に​ついて​あなた​に​語かたろう。あなた​は​わたし​が​語かたる​こと​を​①書かき​記しるさなければ​ならない。
41 ​人ひと​の​子こら​が​わたし​の​言こと葉ば​を​価か値ち​の​ない​もの​と​見みなし、あなた​が​書かき記しるす​書しょ​から​その​多おおく​を​①取とり去さる​日ひ​に、見みよ、わたし​は​②あなた​の​よう​な​者もの​を​一ひと人り​立たてよう。そして、あなた​が​③書かき記しるす​もの​は、人ひと​の​子こら、すなわち​それら​を​信しんじる​すべて​の​者もの​の​中なか​に​再ふたたび​ある​で​あろう。」
42 （これら​の​言こと葉ば​は、その​名な​が​人ひと​の​子こら​に​知しられる​こと​の​ない​山やま​の​中なか​で​モーセ​に​①語かたられた。そして​今いま、それら​は​あなた​に​告つげられて​いる。信しんじる​者もの​の​ほか​だれ​に​も​それら​を​示しめして​は​ならない。まことに​その​とおり​で​ある。アーメン。）
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	◀②
詩篇19・1、モセ5・7－8、GS「恵み」

	◀③
GS「真理」

	◀33①
詩篇8・3－4、教義76・24、モセ7・29－30

	◀②
GS「創造，創造する」

	◀③
モセ1・6

	◀34①
モセ3・7

	◀②
アブ1・3、GS「アダム」

	◀③
モセ4・26、6・9

	◀35①
モセ1・6、7・36、GS「全知」

	◀37①
アブ4・1、GS「天」

	◀38①
モセ1・4

	◀39①
GS「不死不滅」

	◀②
GS「永遠の命」

	◀③
ロマ8・16－17、2ニフ2・14－15、GS「贖いの計画」

	◀④
GS「栄光」

	◀40①
2ニフ29・11－12

	◀41①
1ニフ13・23－32、モセ1・23

	◀②
2ニフ3・7－19

	◀③
1ニフ13・32、39－40、教義9・2

	◀42①
モセ1・1


第​2​章
（千八百三十​年ねん​六月がつ―十月がつ）
神かみ​は​天てん​と​地ち​を​創そう造ぞう​される。すべて​の​生いき物もの​が​創そう造ぞう​される。神かみ​は​人ひと​を​造つくり、ほか​の​すべて​の​もの​を​治おさめ​させられる。
1 ​さて、主しゅ​は​モーセ​に​語かたって​言いわれた。「見みよ、わたし​は​この​①天てん​と​この​②地ち​に​ついて​あなた​に​③示しめす。わたし​が​語かたる​言こと葉ば​を​書かき記しるし​なさい。わたし​は​初はじめ​で​あり​終おわり​で​あり、④全ぜん能のう​の​神かみ​で​ある。わたし​の​⑤独ひとり子ご​に​よって、わたし​は​これら​の​もの​を​⑥創そう造ぞう​した。まことに​初はじめ​に、わたし​は​天てん​と​あなた​が​立たって​いる​地ち​と​を​創そう造ぞう​した。
2 ​①地ち​は​形かたち​なく、むなしかった。わたし​は​深ふかい​淵ふち​の​面おもて​に​闇やみ​を​来きたらせ、わたし​の​御み霊たま​が​水みず​の​面おもて​を​動うごいて​いた。わたし​は​神かみ​で​ある。
3 ​神かみ​で​ある​わたし​は、『①光ひかり​あれ』​と​言いった。すると、光ひかり​が​あった。
4 ​神かみ​で​ある​わたし​が​光ひかり​を​見みる​と、その​光ひかり​は​①良よかった。神かみ​で​ある​わたし​は​光ひかり​と​闇やみ​と​を​分わけた。
5 ​神かみ​で​ある​わたし​は​光ひかり​を​昼ひる​と​呼よび、闇やみ​を​夜よる​と​呼よんだ。これ​を、わたし​の​力ちから​の​①言こと葉ば​に​よって​行おこなった。そして、それ​は​わたし​が​②語かたった​よう​に​なった。夕ゆう​と​なり、また​朝あさ​と​なった。③第だい一​日にち​で​ある。
6 ​さらに​また、神かみ​で​ある​わたし​は、『水みず​の​間あいだ​に​①大おお​空ぞら​あれ』​と​言いった。すると、わたし​が​語かたった​よう​に​なった。また、『大おお​空ぞら​が​水みず​と​水みず​と​を​分わけよ』​と​言いった。すると、その​よう​に​なった。
7 ​神かみ​で​ある​わたし​は​大おお​空ぞら​を​造つくり、①水みず​を、すなわち、大おお​空ぞら​の​下した​の​大おおいなる​水みず​と​大おお​空ぞら​の​上うえ​の​水みず​と​を​分わけた。そして、わたし​が​語かたった​よう​に​なった。
8 ​神かみ​で​ある​わたし​は​大おお​空ぞら​を​①天てん​と​呼よんだ。夕ゆう​と​なり、また​朝あさ​と​なった。第だい二​日にち​で​ある。
9 ​神かみ​で​ある​わたし​は、『天てん​の​下した​の​水みず​は​①一ひとつ​所ところ​に​集あつまれ』​と​言いった。すると、その​よう​に​なった。また、神かみ​で​ある​わたし​は、『乾かわいた​地ち​あれ』​と​言いった。すると、その​よう​に​なった。
10 ​神かみ​で​ある​わたし​は​乾かわいた​地ち​を​①陸りく​と​呼よび、水みず​の​集あつまった​所ところ​を​海う み​と​呼よんだ。そして、神かみ​で​ある​わたし​は​見みて、自じ分ぶん​が​造つくった​すべて​の​もの​を​良よし​と​した。
11 ​神かみ​で​ある​わたし​は​言いった。『地ち​は​①青あお​草くさ​と、種たね​を​持もつ​草くさ​と、種しゅ類るい​に​従したがって​実み​を​結むすぶ​果か樹じゅ​と、種たね​の​ある​実み​を​結むすぶ​木き​を​地ち​の​上うえ​に​生はえ​させよ。』​すると、わたし​が​語かたった​よう​に​なった。
12 ​地ち​は​青あお​草くさ​と、種しゅ類るい​に​従したがって​種たね​を​持もつ​すべて​の​草くさ​と、種しゅ類るい​に​従したがって​種たね​の​ある​実み​を​結むすぶ​木き​と​を​生はえ​させた。そして、神かみ​で​ある​わたし​は​見みて、自じ分ぶん​が​造つくった​すべて​の​もの​を​良よし​と​した。
13 ​夕ゆう​と​なり、また​朝あさ​と​なった。第だい三​日にち​で​ある。
14 ​神かみ​で​ある​わたし​は​言いった。『天てん​の​大おお​空ぞら​に​光ひかり​が​あって、昼ひる​と​夜よる​と​を​分わけ、しるし​の​ため、季き節せつ​の​ため、日ひ​の​ため、年とし​の​ため​に​なり、
15 ​天てん​の​大おお​空ぞら​に​あって​地ち​を​照てらす​光ひかり​と​なれ。』​すると、その​よう​に​なった。
16 ​神かみ​で​ある​わたし​は​二つ​の​大おおきな​光ひかり​を​造つくり、大おおきい​①光ひかり​に​昼ひる​を​つかさどらせ、小ちいさい​光ひかり​に​夜よる​を​つかさどらせた。大おおきい​光ひかり​と​は​太陽たいよう​で​あり、小ちいさい​光ひかり​と​は​月つき​で​あった。また、もろもろ​の​星ほし​も、わたし​の​言こと葉ば​に​従したがって​造つくられた。
17 ​神かみ​で​ある​わたし​は、これら​を​天てん​の​大おお​空ぞら​に​置おいて​地ち​を​照てらさせ、
18 ​太陽たいよう​に​昼ひる​を​つかさどらせ、月つき​に​夜よる​を​つかさどらせ、光ひかり​と​闇やみ​と​を​分わけ​させた。そして、神かみ​で​ある​わたし​は​見みて、自じ分ぶん​が​造つくった​すべて​の​もの​を​良よし​と​した。
19 ​夕ゆう​と​なり、また​朝あさ​と​なった。第だい四​日にち​で​ある。
20 ​神かみ​で​ある​わたし​は​言いった。『水みず​は​命いのち​を​持もつ​動うごく​生いき物もの​を​豊ゆたか​に​生しょうじ、鳥とり​は​地ち​の​上うえ、天てん​の​大おお​空ぞら​を​飛とべ。』
21 ​神かみ​で​ある​わたし​は、海う み​の​大おおいなる​①獣けもの​と、水みず​に​群むらがる​すべて​の​動うごく​生いき物もの​と​を、種しゅ類るい​に​従したがって​創そう造ぞう​し、また​翼つばさ​の​ある​すべて​の​鳥とり​を、種しゅ類るい​に​従したがって​創そう造ぞう​した。そして、神かみ​で​ある​わたし​は​見みて、自じ分ぶん​が​創そう造ぞう​した​すべて​の​もの​を​良よし​と​した。
22 ​神かみ​で​ある​わたし​は​これら​を​祝しゅく福ふく​して​言いった。『生うめよ、①増ふえよ、海う み​の​水みず​に​満みちよ。また​鳥とり​は​地ち​に​増ふえよ。』
23 ​夕ゆう​と​なり、また​朝あさ​と​なった。第だい五​日にち​で​ある。
24 ​神かみ​で​ある​わたし​は​言いった。『地ち​は​生いき物もの​を​種しゅ類るい​に​従したがって​出だせ。家か畜ちく​と、這はう​もの​と、地ち​の​獣けもの​と​を​種しゅ類るい​に​従したがって​出だせ。』​すると、その​よう​に​なった。
25 ​神かみ​で​ある​わたし​は、地ち​の​獣けもの​を​種しゅ類るい​に​従したがい、家か畜ちく​を​種しゅ類るい​に​従したがい、また​地ち​を​這はう​すべて​の​もの​を​種しゅ類るい​に​従したがって​造つくった。そして、神かみ​で​ある​わたし​は​見みて、これら​すべて​の​もの​を​良よし​と​した。
26 ​神かみ​で​ある​わたし​は、初はじめ​から​わたし​と​ともに​いた​わたし​の​①独ひとり子ご​に​言いった。『わたしたち​の​②形かたち​に、わたしたち​に​かたどって​人ひと​を​③造つくろう。』​そして、その​よう​に​なった。また、神かみ​で​ある​わたし​は​言いった。『彼かれら​に、海う み​の​魚うお​と、空そら​の​鳥とり​と、家か畜ちく​と、地ち​の​すべて​の​もの​と、地ち​の​すべて​の​這はう​もの​を​④治おさめ​させよう。』
27 ​①神かみ​で​ある​わたし​は、自じ分ぶん​の​形かたち​に​人ひと​を​創そう造ぞう​した。わたし​の​独ひとり子ご​の​形かたち​に​人ひと​を​創そう造ぞう​し、男おとこ​と​女おんな​に​創そう造ぞう​した。
28 ​神かみ​で​ある​わたし​は、彼かれら​を​祝しゅく福ふく​して​言いった。『生うめよ、①増ふえよ、地ち​に​満みちよ、地ち​を​従したがわせよ。また​海う み​の​魚うお​と、空そら​の​鳥とり​と、地ち​に​動うごく​すべて​の​生いき物もの​を​治おさめよ。』
29 ​また、神かみ​で​ある​わたし​は​人ひと​に​言いった。『見みよ、わたし​は​全ぜん​地ち​の​面おもて​に​ある​種たね​を​持もつ​すべて​の​草くさ​と、種たね​の​ある​実み​を​結むすぶ​すべて​の​木き​を​あなたがた​に​与あたえた。これ​は​あなたがた​の​①食物しょくもつ​と​なる​で​あろう。
30 ​また​地ち​の​すべて​の​獣けもの、空そら​の​すべて​の​鳥とり、地ち​を​這はう​すべて​の​もの、すなわち​わたし​が​命いのち​を​授さずける​もの​に​は、食物しょくもつ​として​すべて​の​清きよい​草くさ​が​与あたえられる​で​あろう。』​そして、わたし​が​語かたった​よう​に​なった。
31 ​神かみ​で​ある​わたし​は、自じ分ぶん​が​造つくった​すべて​の​もの​を​見みた​ところ、見みよ、わたし​が​造つくった​すべて​の​もの​は​非ひ常じょう​に​①良よかった。夕ゆう​と​なり、また​朝あさ​と​なった。②第だい六​日にち​で​ある。」

	◀1①
GS「天」

	◀②
モセ1・8

	◀③
モセ1・30、36

	◀④
GS「神，神会－父​なる​神」

	◀⑤
GS「独り子」

	◀⑥
GS「創造，創造する」

	◀2①
創世1・2、アブ4・2

	◀3①
教義88・6－13、GS「光，キリストの光」

	◀4①
創世1・4、アブ4・4

	◀5①
モセ1・32

	◀②
2コリ4・6

	◀③
創世1・5

	◀6①
創世1・6－8

	◀7①
アブ4・9－10

	◀8①
GS「天」

	◀9①
創世1・9、アブ4・9

	◀10①
GS「地球（地）」

	◀11①
創世1・11－12、アブ4・11－12

	◀16①
創世1・16

	◀21①
創世1・21、アブ4・21

	◀22①
創世1・22－25、アブ4・22－25

	◀26①
GS「イエス・キリスト」

	◀②
創世1・26－27、モセ6・8－10、アブ4・26－27

	◀③
GS「創造，創造する」

	◀④
創世1・28、モセ5・1、アブ4・28

	◀27①
GS「神，神会」

	◀28①
モセ5・2

	◀29①
創世1・29－30、アブ4・29－30

	◀31①
創世1・31、教義59・16－20

	◀②
出エ20・11、アブ4・31


第​3​章
（千八百三十​年ねん​六月がつ―十月がつ）
すべて​の​もの​が​地ち上じょう​に​自し然ぜん​に​存そん在ざい​する​に​先さき立だって、神かみ​は​それら​を​霊的れいてき​に​創そう造ぞう​された。神かみ​は​最さい初しょ​の​肉にく​なる​もの​で​ある​人ひと​を​地ち上じょう​で​創そう造ぞう​された。女おんな​は​男おとこ​の​ふさわしい​助たすけ​手て​で​ある。
1 「こう​して​天てん​と​地ち​と、その​①万象ばんしょう​が​②完成かんせい​した。
2 ​神かみ​で​ある​わたし​は、第だい七​日にち​に​わたし​の​業わざ​を​終おえた。すべて​の​もの​を、わたし​は​造つくり​終おえて​いた。そして、わたし​は​①第だい七​日にち​に​わたし​の​すべて​の​業わざ​を​離はなれて​②休やすんだ。わたし​が​造つくった​すべて​の​もの​は​仕し上あげられた。神かみ​で​ある​わたし​は​見みて、それら​を​良よし​と​した。
3 ​神かみ​で​ある​わたし​は​第だい七​日にち​を​①祝しゅく福ふく​して、これ​を​聖別せいべつ​した。わたし​は​この​日ひ​に、神かみ​で​ある​わたし​が​創そう造ぞう​し、造つくった、すべて​の​わたし​の​②業わざ​を​離はなれて​休やすんだ​から​で​ある。
4 ​さて​見みよ、わたし​は​あなた​に​言いう。これ​が​天てん地ち​創そう造ぞう​の​由ゆ来らい​で​ある。主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​が​天てん​と​地ち​を​造つくった​とき、
5 ​地ち​に​は​①まだ​野の​の​植物しょくぶつ​も​なく、また​野の​の​草くさ​も​生はえて​いなかった。主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、わたし​が​語かたった​すべて​の​もの​を、それら​が​地ち​の​面おもて​に​自し然ぜん​に​存そん在ざい​する​に​先さき立だって​②霊的れいてき​に​③創そう造ぞう​した。主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、地ち​の​面おもて​に​まだ​雨あめ​を​降ふらせて​いなかった​から​で​ある。主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、人ひと​の​子こら​を​すべて​④創そう造ぞう​して​いた​が、まだ​⑤土つち​を​耕たがやす​人ひと​は​いなかった。わたし​は​彼かれら​を​⑥天てん​で​⑦創そう造ぞう​した​の​で​ある。そして、地ち上じょう​に​も、水みず​の​中なか​に​も、空そら​に​も、まだ​肉にく​なる​もの​は​いなかった。
6 ​しかし、主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​が​語かたる​と、①霧きり​が​地ち​から​立たち上のぼって、土つち​の​全面ぜんめん​を​潤うるおした。
7 ​主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、土つち​の​①ちり​で​人ひと​を​形かたち造づくり、命いのち​の​息いき​を​その​鼻はな​に​吹ふき​入いれた。そこで​②人ひと​は​③生いける​もの、地ち上じょう​に​おける​④最さい初しょ​の​肉にく​なる​もの、また​最さい初しょ​の​人ひと​と​なった。しかしながら、すべて​の​もの​は​以い前ぜん​に​創そう造ぞう​された​が、それ​は、わたし​の​言こと葉ば​に​従したがって​霊的れいてき​に​創そう造ぞう​され、造つくられた​の​で​ある。
8 ​主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、東ひがし​の​方かた、①エデン​に​一つ​の​園その​を​設もうけて、わたし​が​形かたち造づくった​人ひと​を​そこ​に​置おいた。
9 ​また、主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、人ひと​の​目め​に​美うつくしい​すべて​の​木き​を​自し然ぜん​に​土つち​から​生はえ​させた。そして、人ひと​は​それ​を​見みる​こと​が​できた。それ​も​また​生いける​もの​と​なった。わたし​が​それ​を​創そう造ぞう​した​とき、それ​は​霊れい​の​もの​で​あった。それ​は​神かみ​で​ある​わたし​が​創そう造ぞう​した​その​領域りょういき​に、すなわち、わたし​が​人ひと​の​用もちいる​よう​に​備そなえた​すべて​の​もの​は​わたし​が​創そう造ぞう​した​その​領域りょういき​に​その​まま​あった​の​で​ある。また、人ひと​は​それ​が​食たべる​に​良よい​の​も​見みた。また、主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、園その​の​中ちゅう央おう​に​①命いのち​の​木き​と​②善悪ぜんあく​を​知しる​木き​を​植うえた。
10 ​主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、一つ​の​川かわ​が​エデン​から​流ながれ​出でて​園その​を​潤うるおす​よう​に​した。そして、それ​は​そこ​から​分わかれて、四つ​の​①川かわ​と​なった。
11 ​主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、第だい一​の​川かわ​の​名な​を​ピソン​と​呼よんだ。これ​は、主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​が​多おおく​の​金きん​を​造つくった​ハビラ​の​全ぜん​地ち​を​巡めぐる​もの​で​ある。
12 ​その​地ち​の​金きん​は​良よく、また​そこ​は​ブドラク​と、しま​めのう​も​産さんした。
13 ​第だい二​の​川かわ​の​名な​は​ギホン​と​呼よばれ、これ​は​エチオピヤ​の​全ぜん​地ち​を​巡めぐる​もの​で​ある。
14 ​第だい三​の​川かわ​の​名な​は​ヒデケル​で​あって、アッスリヤ​の​東ひがし​に​流ながれる​もの​で​ある。第だい四​の​川かわ​は​ユフラテ​で​あった。
15 ​主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、人ひと​を​連つれて行いって​エデン​の​園その​に​置おき、これ​を​耕たがやさせ、これ​を​守まもらせた。
16 ​主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、その​人ひと​に​命めいじて​言いった。『あなた​は​園その​の​どの​木き​から​で​も​心こころ​の​まま​に​取とって​食たべて​よろしい。
17 ​しかし、善悪ぜんあく​を​知しる​木き​から​は​取とって​食たべて​は​ならない。それでも、あなた​は​自じ分ぶん​で​①選えらぶ​こと​が​できる。それ​は​あなた​に​任まかされて​いる​から​で​ある。しかし、わたし​が​それ​を​禁きんじた​こと​を​覚おぼえて​おき​なさい。あなた​は​それ​を​食たべる​②日ひ​に、必かならず​③死しぬ​から​で​ある。』
18 ​また、主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、人ひと​が​独ひとり​で​いる​の​は​良よくない​こと​を​わたし​の​①独ひとり子ご​に​言いった。『それゆえ、彼かれ​の​ため​に​ふさわしい​②助たすけ​手て​を​造つくろう。』
19 ​また、主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、野の​の​すべて​の​獣けもの​と、空そら​の​すべて​の​鳥とり​を​土つち​で​形かたち造づくり、アダム​の​ところ​へ​来くる​こと​を​命めいじ、彼かれ​が​それら​を​どう​呼よぶ​か​を​見みた。それら​も​生いける​もの​で​あった。神かみ​で​ある​わたし​が、命いのち​の​息いき​を​それら​に​吹ふき​入いれた​から​で​ある。そして、アダム​が​すべて​生いき物もの​に​与あたえる​名な​は​その​名な​に​なる​と、わたし​は​命めいじた​の​で​ある。
20 ​それで​アダム​は、すべて​の​家か畜ちく​と、空そら​の​鳥とり​と、野の​の​すべて​の​獣けもの​に​名な​を​付つけた​が、アダム​に​は​ふさわしい​助たすけ​手て​が​見みつからなかった。
21 ​そこで、主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、アダム​を​深ふかく​眠ねむらせた。そして、彼かれ​が​眠ねむる​と、わたし​は​彼かれ​の​あばら骨ぼね​の​一つ​を​取とって、その​所ところ​を​肉にく​で​ふさいだ。
22 ​主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、人ひと​から​取とった​あばら骨ぼね​で​一ひと人り​の​①女おんな​を​造つくり、人ひと​の​ところ​へ​連つれて来きた。
23 ​すると、アダム​は​言いった。『わたし​は​今いまや、これ​こそ、わたし​の​骨ほね​の​骨ほね、わたし​の​肉にく​の​①肉にく​で​ある​こと​を​知しる。男おとこ​から​取とった​もの​だから、これ​を​女おんな​と​呼よぼう。』
24 ​それで、人ひと​は​その​父ちち​と​母はは​を​離はなれて、妻つま​と​①結むすび​合あい、二ふた人り​は​②一体いったい​と​なる​の​で​ある。
25 ​人ひと​と​その​妻つま​は、二ふた人り​とも​裸はだか​で​あった​が、恥はずかしい​と​は​思おもわなかった。」

	◀1①
創世2・1、アブ5・1

	◀②
GS「創造，創造する」

	◀2①
GS「安息日」

	◀②
創世2・2－3、アブ5・2－3、GS「安息」

	◀3①
モサ13・19

	◀②
出エ31・14－15

	◀5①
創世2・4－5、アブ5・4－5

	◀②
アブ3・23、教義29・31－34、GS「霊の創造」

	◀③
モセ6・51

	◀④
GS「霊」

	◀⑤
創世2・5

	◀⑥
GS「天」

	◀⑦
GS「人－天の御父の霊の子供としての人間」

	◀6①
創世2・6

	◀7①
創世2・7、モセ4・25、6・59、アブ5・7

	◀②
GS「アダム」

	◀③
GS「人（霊を持つ存在としての）」

	◀④
モセ1・34

	◀8①
GS「エデン」

	◀9①
GS「命の木」

	◀②
創世2・9

	◀10①
創世2・10

	◀17①
モセ7・32、GS「選択の自由」

	◀②
アブ5・13

	◀③
創世2・17、GS「死（肉体の）」「死すべき状態」

	◀18①
GS「独り子」

	◀②
創世2・18、アブ5・14

	◀22①
GS「エバ」「女」

	◀23①
創世2・23、アブ5・17

	◀24①
創世2・24、教義42・22、49・15－16、アブ5・17－18

	◀②
GS「結婚」


第​4​章
（千八百三十​年ねん​六月がつ―十月がつ）
サタン​は​どの​よう​に​して​悪あく魔ま​と​なった​か。サタン、エバ​を​誘ゆう惑わく​する。アダム​と​エバ​は​堕だ落らく​し、死し​が​世よ​に​入はいる。
1 ​主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、モーセ​に​語かたって​言いった。「あなた​が​わたし​の​独ひとり子ご​の​名な​に​よって​命めいじた​あの​①サタン​は、②初はじめ​から​いた​者もの​で​ある。彼かれ​は​わたし​の​前まえ​に​来きて​言いった。『御ご覧らん​ください。わたし​が​ここ​に​います。わたし​を​お​遣つかわし​ください。わたし​は​あなた​の​子こ​と​なり​ましょう。そして、わたし​は​全ぜん​人じん類るい​を​贖あがなって、一ひと人り​も​失うしなわれない​よう​に​しましょう。必かならず​③わたし​は​そう​します。ですから、わたし​に​あなた​の​誉ほまれ​を​与あたえて​ください。」
2 ​しかし​見み​よ、初はじめ​から​わたし​が​愛あいし​①選えらんだ​者もの​で​ある​わたし​の​愛あいする​②子こ​は、わたし​に、『③父ちち​よ、あなた​の​④御み​心こころ​が​行おこなわれ、⑤栄えい光こう​は​とこしえ​に​あなた​の​もの​で​あり​ます​よう​に』​と​言いった。
3 ​あの​サタン​は​わたし​に​①背そむいて、主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​が​与あたえた、人ひと​の​②選択せんたく​の​自じ由ゆう​を​損そこなおう​と​した​ので、また​わたし​の​力ちから​を​自じ分ぶん​に​与あたえる​よう​に​求もとめた​ので、わたし​は​独ひとり子ご​の​力ちから​に​よって​彼かれ​を​③投なげ​落おとさせた。
4 ​そして、彼かれ​は​サタン、すなわち、あらゆる​①偽いつわり​の​父ちち​で​ある​悪あく魔ま​と​なって、人々ひとびと​を​欺あざむき、惑まどわし、また​まことに、わたし​の​声こえ​を​聴きこう​と​しない​すべて​の​者もの​を​自じ分ぶん​の​意い​の​まま​に​とりこ​に​する​者もの​と​なった。
5 ​さて、主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​が​造つくった​野の​の​生いき物もの​の​うち​で、蛇へび​が​最もっとも​①狡こう猾かつ​で​あった。
6 ​そこで、サタン​は（すでに​多おおく​の​もの​を​引ひき寄よせて​自じ分ぶん​に​従したがわせて​いた​ので）蛇へび​の​心こころ​の​中なか​に​思おもい​を​入いれ、①エバ​も​だまそう​と​した。彼かれ​は​神かみ​の​思おもい​を​知しらなかった​ので、世よ​を​滅ほろぼそう​と​した​の​で​ある。
7 ​彼かれ​は​女おんな​に​言いった。『①園その​の​どの​木き​から​も​取とって​食たべて​は​ならない​と、ほんとう​に​神かみ​が​言いわれた​の​です​か。』（彼かれ​は​蛇へび​の​口くち​を​通とおして​語かたった。）
8 ​女おんな​は​蛇へび​に​言いった。『わたしたち​は​園その​の​木き​の​実み​は​食たべる​こと​を​許ゆるされて​います。
9 ​しかし、園その​の​中ちゅう央おう​に​見みえる​木き​の​実み​に​ついて​は、取とって​食たべて​は​ならない、触ふれて​も​ならない、死しんで​は​いけない​から、と​神かみ​は​言いわれ​ました。』
10 ​すると、蛇へび​は​女おんな​に​言いった。『あなたがた​は​決けっして​死しぬ​こと​は​ない​でしょう。
11 ​それ​を​食たべる​日ひ​に、あなたがた​の​①目め​が​開ひらけ、神かみ​の​よう​に​善悪ぜんあく​を​②知しる​者もの​と​なる​こと​を、神かみ​は​知しって​おられる​の​です。』
12 ​女おんな​が​その​木き​を​見みる​と、それ​は​食たべる​に​良よく、目め​に​は​美うつくしく、賢かしこく​なる​に​は​①好このましい​と​思おもわれた​から、その​実み​を​取とって​②食たべ、また、ともに​いた​夫おっと​に​も​与あたえた​ので、彼かれ​も​食たべた。
13 ​すると、二ふた人り​の​目め​は​開ひらけ、自じ分ぶん​たち​が​①裸はだか​で​ある​こと​を​知しった。そこで、彼かれら​は​いちじく​の​葉は​を​つづり合あわせて、前まえ掛かけ​と​した。
14 ​日ひ​の​涼すずしい​ころ、彼かれら​が​園その​の​中なか​を​①歩あるいて​いる​と、主しゅ​なる​神かみ​の​声こえ​が​聞きこえた。そこで、アダム​と​その​妻つま​は​主しゅ​なる​神かみ​の​面おもて​を​避さけて、園その​の​木き​の​間あいだ​に​身 み​を​隠かくした。
15 ​主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、アダム​に​呼よびかけて​言いった。『あなた​は​どこ​へ​①行いく​の​か。』
16 ​すると、彼かれ​は​答こたえた。『園その​の​中なか​で​あなた​の​声こえ​を​聞きき、恐おそれて、身 み​を​隠かくし​ました。自じ分ぶん​が​裸はだか​で​ある​の​を​見みた​から​です。』
17 ​主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、アダム​に​言いった。『あなた​が​裸はだか​で​ある​の​を、だれ​が​知しらせた​の​か。食たべて​は​ならない、食たべれば​必かならず​①死しぬ、と​命めいじて​おいた​木き​から、あなた​は​取とって​食たべた​の​か。』
18 ​そこで、人ひと​は​答こたえた。『あなた​が​わたし​に​与あたえて​くださって、わたし​と​ともに​いる​よう​に​と​命めいじられた​女おんな​が、その​木き​の​実み​を​くれた​ので、わたし​は​食たべ​ました。』
19 ​そこで、主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、女おんな​に​言いった。『あなた​は​何なんと​いう​こと​を​した​の​か。』​すると、女おんな​は​答こたえた。『蛇へび​が​わたし​を​①だました​の​です。それで​わたし​は​食たべ​ました。』
20 ​主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、蛇へび​に​言いった。『おまえ​は​この​こと​を​した​ので、すべて​の​家か畜ちく、野の​の​すべて​の​獣けもの​の​うち、最もっとも​①のろわれる。おまえ​は​腹はら​で​這はい回まわり、一生いっしょう、ちり​を​食たべる​で​あろう。
21 ​わたし​は​恨うらみ​を​置おく、おまえ​と​女おんな​と​の​間あいだ​に、おまえ​の​子し孫そん​と​女おんな​の​子し孫そん​と​の​間あいだ​に。彼かれ​は​おまえ​の​頭あたま​を​砕くだき、おまえ​は​彼かれ​の​かかと​を​砕くだく​で​あろう。』
22 ​主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、女おんな​に​言いった。『わたし​は​あなた​の​産うみ​の​苦くるしみ​を​大おおいに​増ます。あなた​は​①苦くるしんで​子こ​を​産うむ。それでも​なお、あなた​は​夫おっと​を​慕したい、彼かれ​は​あなた​を​治おさめる​で​あろう。』
23 ​また、主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、アダム​に​言いった。『あなた​が​妻つま​の​声こえ​に​聞きき​従したがい、取とって​食たべて​は​ならない​と​わたし​が​あなた​に​命めいじた​木き​の​実み​を​食たべた​ので、地ち​は​あなた​の​ため​に​のろわれ、あなた​は​一生いっしょう、苦くるしんで​地ち​から​食物しょくもつ​を​得える​で​あろう。
24 ​地ち​は​あなた​の​ため​に、いばら​と​あざみ​を​生しょうじ、あなた​は​野の​の​草くさ​を​食たべる​で​あろう。
25 ​あなた​は​顔かお​に​①汗あせ​して​パン​を​食たべ、土つち​から​取とられた​ので、ついに​土つち​に​帰かえる。あなた​は​必かならず​死しぬ​で​あろう。あなた​は​②ちり​で​あった​から、ちり​に​帰かえる​の​で​ある。』
26 ​さて、アダム​は​その​妻つま​を​エバ​と​呼よんだ。彼女かのじょ​が​すべて​の​命いのち​ある​者もの​の​母はは​で​あった​から​で​ある。主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、①数かず​多おおく​いる​すべて​の​女おんな​の​最さい初しょ​の​者もの​を​この​よう​に​呼よんだ。
27 ​主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、アダム​と​その​妻つま​に​皮かわ​の​衣ころも​を​作つくって​①着きせた。
28 ​そして、主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、独ひとり子ご​に​言いった。『見みよ、①人ひと​は​わたしたち​の​一ひと人り​の​よう​に​なり、善悪ぜんあく​を​②知しる​者もの​と​なった。彼かれ​は​手て​を​伸のばして、③命いのち​の​木き​から​も​取とって​④食たべ、永久えいきゅう​に​生いきる​かも​しれない。』
29 ​そこで、主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​は、彼かれ​を​①エデン​の​園その​から​追おい出だして、彼かれ​自じ身しん​が​取とり出だされた​土つち​を​耕たがやさせる​こと​に​した。
30 ​主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​が​生いきて​いる​よう​に​確たしか​に、わたし​の​①言こと葉ば​が​無む​に​帰きする​こと​は​あり得えない。それ​は​わたし​の​口くち​から​出でる​と、成じょう就じゅ​しなければ​ならない​から​で​ある。
31 ​そこで、わたし​は​人ひと​を​追おい出だし、エデン​の​園その​の​東ひがし​に、①ケルビム​と、あらゆる​方ほう向こう​に​回まわる​燃もえる​剣つるぎ​を​置おいて、命いのち​の​木き​の​道みち​を​守まもらせた。」
32 （これら​は、わたし​が​僕しもべ​モーセ​に​語かたった​言こと葉ば​で​あり、まことに​わたし​の​望のぞむ​とおり​に​真実しんじつ​で​ある。わたし​は​あなた​に​これ​を​語かたった。わたし​が​あなた​に​命めいじる​まで、あなた​は​信しんじる​者もの​の​ほか、だれ​に​も​これ​を​示しめして​は​ならない。アーメン。）

	◀1①
GS「悪魔」

	◀②
教義29・36－37

	◀③
イザ14・12－15

	◀2①
モセ7・39、アブ3・27、GS「予任」

	◀②
GS「イエス・キリスト」

	◀③
GS「神，神会－父なる神」

	◀④
ルカ22・42

	◀⑤
GS「栄光」

	◀3①
GS「天上の会議」

	◀②
GS「選択の自由」

	◀③
教義76・25－27

	◀4①
2ニフ2・18、教義10・25、GS「欺き」「偽り」

	◀5①
創世3・1、モサ16・3、アル12・4

	◀6①
GS「エバ」

	◀7①
GS「エデン」

	◀11①
創世3・3－6、モセ5・10

	◀②
アル12・31

	◀12①
創世3・6

	◀②
GS「堕落（アダムとエバの）」

	◀13①
創世2・25

	◀14①
創世3・8

	◀15①
創世3・9

	◀17①
モセ3・17

	◀19①
創世3・13、モサ16・3

	◀20①
創世3・13－15

	◀22①
創世3・16

	◀25①
創世3・17－19、GS「堕落（アダムとエバの）」

	◀②
創世2・7、モセ6・59、アブ5・7

	◀26①
モセ1・34、6・9

	◀27①
GS「慎み」

	◀28①
創世3・22、GS「人－天の御父のようになる可能性を持った人間」

	◀②
GS「知識」

	◀③
創世2・9、1ニフ11・25、モセ3・9、GS「命の木」

	◀④
アル42・4－5

	◀29①
GS「エデン」

	◀30①
列上8・56、教義1・38

	◀31①
アル42・3、GS「ケルビム」


第​5​章
（千八百三十​年ねん​六月がつ―十月がつ）
アダム​と​エバ、子こ供ども​を​もうける。アダム、犠ぎ牲せい​を​ささげ、神かみ​に​仕つかえる。カイン​と​アベル​が​生うまれる。カイン​は​背そむき、神かみ​より​も​サタン​を​愛あいし、滅ほろび​と​なる。殺さつ人じん​と​悪あく事じ​が​広ひろがる。福ふく音いん​は​最さい初しょ​から​宣のべ​伝つたえられる。
1 「主しゅ​なる​神かみ​で​ある​わたし​が​彼かれら​を​追おい出だした​後のち、アダム​は、主しゅ​なる​わたし​が​命めいじた​よう​に、地ち​を​耕たがやし、野の​の​すべて​の​獣けもの​を​①治おさめ、額ひたい​に​汗あせ​して​パン​を​食たべる​こと​を​始はじめた。彼かれ​の​妻つま​エバ​も​彼かれ​と​ともに​働はたらいた。
2 ​アダム​は​その​妻つま​を​知しり、彼女かのじょ​は​彼かれ​に​息むす子こ、①娘むすめ​たち​を​②産うんだ。そして、彼かれら​は​③増ふえて、地ち​を​満みたし​始はじめた。
3 ​その​とき​から、アダム​の​息むす子こ、①娘むすめ​たち​は​二ふた人り​ずつ​地ち​に​分わかれて、土と地ち​を​耕たがやし、家か畜ちく​の​群むれ​を​飼かい​始はじめた。そして、彼かれら​も​また、息むす子こ、娘むすめ​たち​を​もうけた。
4 ​アダム​と​その​妻つま​エバ​は​主しゅ​の​名な​を​呼よび、①エデン​の​園その​の​方ほう向こう​から​彼かれら​に​語かたる​主しゅ​の​声こえ​を​聞きいた。しかし、主しゅ​を​目め​に​する​こと​は​なかった。彼かれら​は​主しゅ​の​②前まえ​から​締しめ出だされて​いた​から​で​ある。
5 ​主しゅ​は​彼かれら​に、主しゅ​なる​彼かれら​の​神かみ​を​①礼れい拝はい​し、主しゅ​へ​の​ささげ​物もの​として​群むれ​の​②初うい子ご​を​ささげる​よう​に​と​戒いましめ​を​与あたえた。アダム​は​主しゅ​の​戒いましめ​に​③従順じゅうじゅん​で​あった。
6 ​多おおく​の​日ひ​の​後のち、主しゅ​の​①天てん使し​が​アダム​に​現あらわれて​言いった。『あなた​は​なぜ​主しゅ​に​②犠ぎ牲せい​を​ささげる​の​か。』​そこで、アダム​は​彼かれ​に​答こたえた。『わたし​に​は​分わかり​ません。ただ、主しゅ​が​わたし​に​命めいじられた​の​です。』
7 ​すると、天てん使し​は​語かたって​言いった。『これ​は、御父おんちち​の、①恵めぐみ​と​真しん理り​に​満みちて​いる​独ひとり子ご​の​②犠ぎ牲せい​の​③ひながた​で​ある。
8 ​したがって、あなた​が​行おこなう​すべて​の​こと​を​御おん子こ​の​①御み​名な​に​よって​行おこない​なさい。また、②悔くい改あらためて、いつまで​も​御おん子こ​の​御み​名な​に​よって​神かみ​に​③呼よび​求もとめ​なさい。』
9 ​その​日ひ、御父おんちち​と​御おん子こ​の​こと​を​証あかし​する​①聖霊せいれい​が​アダム​に​降くだり、そして​言いった。『わたし​は​初はじめ​から、また​今いま​から​後のち​とこしえ​に、父ちち​の​②独ひとり子ご​で​ある。あなた​は​③堕だ落らく​した​ので、④贖あがない​を​受うける​こと​が​できる。全ぜん​人じん類るい、まことに​それ​を​望のぞむ​すべて​の​者もの​も​同どう様よう​で​ある。』
10 ​その​日ひ、アダム​は​神かみ​を​たたえ、①満みたされて、地ち​の​すべて​の​氏し族ぞく​に​ついて​②預よ言げん​し​始はじめて​言いった。『神かみ​の​御み​名な​が​たたえられる​よう​に。わたし​の​背そむ​き​の​ゆえ​に、わたし​の​目め​は​開ひらかれた。わたし​は​この世よ​で​③喜よろこび​を​受うけ、再ふたたび​④肉にく体たい​に​あって​神かみ​に​まみえる​で​あろう。』
11 ​彼かれ​の​妻つま​①エバ​は、これら​すべて​の​こと​を​聞きき、喜よろこび​ながら​言いった。『わたしたち​の​背そむき​が​なかった​なら​ば、わたしたち​は​決けっして​②子し孫そん​を​持もつ​こと​は​なく、また​善悪ぜんあく​も、贖あがない​の​喜よろこび​も、神かみ​が​すべて​の​従順じゅうじゅん​な​者もの​に​与あたえて​くださる​永遠えいえん​の​命いのち​も、決けっして​知しる​こと​は​なかった​でしょう。』
12 ​アダム​と​エバ​は​神かみ​の​名な​を​たたえ、息むす子こ、娘むすめ​たち​に​すべて​の​こと​を​①知しらせた。
13 ​すると、①サタン​が​彼かれら​の​中なか​に​やって​来きて、『わたし​も​また、神かみ​の​子こ​だ』​と​言いい、『その​こと​を​信しんじて​は​ならない』​と​彼かれら​に​命めいじて​言いった。そこで、彼かれら​は​それ​を​②信しんじる​こと​なく、神かみ​より​も​サタン​を​③愛あいした。人々ひとびと​は​その​とき​から、④肉にく欲よく​や​官能かんのう​に​おぼれ、悪あく魔ま​に​従したがう​者もの​と​なり​始はじめた。
14 ​主しゅ​なる​神かみ​は​至いたる​所ところ​で​①聖霊せいれい​に​よって​人々ひとびと​に​呼よびかけ、悔くい改あらためる​よう​に​命めいじた。
15 ​また、『御おん子こ​を​①信しんじて​自じ分ぶん​の​罪つみ​を​悔くい改あらためる​すべて​の​者もの​は​②救すくわれる。しかし、信しんじないで​悔くい改あらためない​すべて​の​者もの​は、③罰ばつ​の​定さだめ​を​受うける。御み​言こと葉ば​は​堅かたい​定さだめ​として​神かみ​の​口くち​から​出でた​ので、それら​は​成じょう就じゅ​しなければ​ならない』​と​告つげた。
16 ​アダム​と​その​妻つま​エバ​は、神かみ​に​呼よび​求もとめる​こと​を​やめなかった。また、アダム​は​その​妻つま​エバ​を​知しり、彼女かのじょ​は​身 みごもって​①カイン​を​産うみ、『わたし​は​主しゅ​から​男だん子し​を​得え​ました。ですから、この​子こ​は​神かみ​の​御み​言こと葉ば​を​拒こばまない​でしょう』​と​言いった。しかし​見みよ、カイン​は​耳みみ​を​傾かたむけず​に​言いった。『わたし​が​知しる​べき​主しゅ​と​は​だれ​です​か。』
17 ​彼女かのじょ​は​また​身 みごもり、弟おとうと​①アベル​を​産うんだ。アベル​は​主しゅ​の​声こえ​に​②聞きき​従したがった。アベル​は​羊ひつじ​を​飼かう​者もの​と​なり、カイン​は​土つち​を​耕たがやす​者もの​と​なった。
18 ​カイン​は​神かみ​より​も​サタン​を​①愛あいした。サタン​は​彼かれ​に​命めいじて、『主しゅ​に​②ささげ​物もの​を​せよ』​と​言いった。
19 ​時とき​が​たって、カイン​は​地ち​の​産物さんぶつ​を​持もって来きて、主しゅ​へ​の​ささげ​物もの​と​した。
20 ​アベル​も​また、自じ分ぶん​の​羊ひつじ​の​群むれ​の​初うい子ご​の​中なか​から​肥こえた​もの​を​持もって来きた。主しゅ​は​アベル​と​その​①ささげ​物もの​に​目め​を​留とめた。
21 ​しかし、主しゅ​は​カイン​と​その​①ささげ​物もの​に​は​目め​を​留とめなかった。サタン​は​これ​を​知しって​喜よろこんだ。カイン​は​大おおいに​憤いきどおって、顔かお​を​伏ふせた。
22 ​そこで、主しゅ​は​カイン​に​言いった。『なぜ​憤いきどおる​の​か。なぜ​顔かお​を​伏ふせる​の​か。
23 ​あなた​は​正ただしい​こと​を​して​いれ​ば、①受うけ入いれられる。もし​正ただしい​こと​を​して​い​なければ、罪つみ​が​門口かどぐち​で​待まち伏ぶせて​おり、サタン​は​あなた​を​得える​こと​を​望のぞんで​いる。あなた​が​わたし​の​戒いましめ​に​聞きき​従したがわなければ、わたし​は​あなた​を​引ひき渡わたし、彼かれ​の​望のぞみ​どおり​に​なる。そして、あなた​は​彼かれ​を​治おさめる​で​あろう。
24 ​これから​先さき、あなた​は​彼かれ​が​言いう​偽いつわり​の​父ちちと​なる。あなた​は​①滅ほろび​と​呼よばれる。あなた​も​また​世よ​に​先さき立だって​存そん在ざい​して​いた。
25 ​そして​将来しょうらい、「これら​の​①忌いまわしい​行おこない​は​カイン​から​出でた。彼かれ​は​神かみ​から​出でた​さら​に​大おおいなる​勧かん告こく​を​拒こばんだ​から​で​ある」と​言いわれる​で​あろう。これ​が、あなた​が​悔くい改あらため​なければ、わたし​が​あなた​に​与あたえる​のろい​で​ある。』
26 ​カイン​は​憤いきどおって、もはや​決けっして​主しゅ​の​声こえ​に​も、主しゅ​の​前まえ​を​聖きよく​歩あゆんだ​弟おとうと​アベル​の​声こえ​に​も​耳みみ​を​傾かたむけなかった。
27 ​アダム​と​その​妻つま​は、カイン​と​その​兄きょう弟だい​たち​の​ゆえ​に​主しゅ​の​前まえ​に​嘆なげき​悲かなしんだ。
28 ​さて、カイン​は​その​兄きょう弟だい​の​娘むすめ​の​一ひと人り​を​妻つま​と​し、彼かれら​は​神かみ​より​も​サタン​を​①愛あいした。
29 ​サタン​は​カイン​に​言いった。『おまえ​の​のど​に​かけて​わたし​に​誓ちかえ。それ​を​話はなせ​ば、おまえ​は​死しぬ​の​だ。また、おまえ​の​兄きょう弟だい​たち​に、その​頭あたま​と​生いける​神かみ​と​に​かけて、それ​を​話はなさない​と​誓ちかわせよ。それ​を​話はなせ​ば、おまえ​の​兄きょう弟だい​たち​は​必かならず​死しぬ​だろう。おまえ​の​父ちち​に​知しられない​ため​に​この​よう​に​せよ。そう​すれ​ば、今日き ょ う、弟おとうと​アベル​を​おまえ​の​手て​に​渡わたそう。』
30 ​そして、サタン​は​カイン​に、彼かれ​の​命めいじる​とおり​に​行おこなう​こと​を​誓ちかった。これら​の​こと​は​すべて​ひそか​に​行おこなわれた。
31 ​カイン​は​言いった。『実じつに、わたし​は​この​大おおいなる​秘ひ密みつ​の​主ぬし​マハン​で​あり、人ひと​を​①殺ころして​利り​を​得える​こと​が​できる。』​それで、カイン​は​大だい​②マハン​と​呼よばれ、自じ分ぶん​の​悪あく事じ​を​誇ほこった。
32 ​カイン​は​野の​に​行いき、弟おとうと​アベル​と​語かたった。そして、野の​に​いた​とき、カイン​は​弟おとうと​アベル​を​襲おそって​殺ころした。
33 ​そして、カイン​は​自じ分ぶん​が​した​こと​を​①誇ほこって​言いった。『わたし​は​自じ由ゆう​だ。弟おとうと​の​羊ひつじ​の​群むれ​は​必かならず​わたし​の​手て​に​入はいる。』
34 ​主しゅ​は​カイン​に​言いった。『弟おとうと​アベル​は、どこ​に​いる​の​か。』​カイン​は​答こたえた。『知しり​ません。わたし​は​弟おとうと​の​①番人ばんにん​でしょう​か。』
35 ​主しゅ​は​言いった。『あなた​は​何なに​を​した​の​か。あなた​の​弟おとうと​の​血ち​の​声こえ​が​土つち​の​中なか​から​わたし​に​叫さけんで​いる。
36 ​今いま​あなた​は​のろわれて、この​土と地ち​を​離はなれ​なければ​ならない。この​土と地ち​が​口くち​を​開あけて、あなた​の​手て​から​弟おとうと​の​血ち​を​受うけた​から​で​ある。
37 ​あなた​が​土つち​を​耕たがやして​も、土つち​は​もはや​あなた​の​ため​に​実み​を​結むすばない。あなた​は、地ち上じょう​を​①さまよい​歩あるく​放ほう浪ろう​者しゃ​と​なる​で​あろう。』
38 ​すると、カイン​は​主しゅ​に​言いった。『サタン​が、弟おとうと​の​羊ひつじ​の​群むれ​の​ゆえ​に​わたし​を​①誘ゆう惑わく​した​の​です。また、わたし​も​憤いきどおって​いました。あなた​が​弟おとうと​の​ささげ​物もの​を​受うけ入いれて、わたし​の​もの​を​受うけ入いれて​くださらなかった​から​です。わたし​の​罰ばつ​は​重おもくて​負おい​切きれ​ません。
39 ​あなた​は​今日き ょ う、わたし​を​御み​前まえ​から​追おい出だされ​ました。わたし​は​御み​顔かお​から​隠かくされて、地ち上じょう​を​さまよい​歩あるく​放ほう浪ろう​者しゃ​と​なら​なければ​なりません。わたし​を​見みつける​者もの​は、わたし​が​罪ざい悪あく​を​犯おかした​ので、わたし​を​殺ころす​でしょう。これら​の​こと​は​主しゅ​から​隠かくされて​いません。』
40 ​そこで、主しゅ​なる​わたし​は​彼かれ​に​言いった。『だれでも​あなた​を​殺ころす​者もの​は、七​倍ばい​の​復讐ふくしゅう​を​受うける​で​あろう。』​そして、主しゅ​なる​わたし​は、カイン​を​見みつける​者もの​が​だれ​も​彼かれ​を​殺ころす​こと​の​ない​よう​に、彼かれ​に​①しるし​を​付つけた。
41 ​カイン​は​主しゅ​の​①前まえ​から​締しめ出だされ、その​妻つま​および​多おおく​の​兄きょう弟だい​たち​と​ともに、エデン​の​東ひがし、ノド​の​地ち​に​住すんだ。
42 ​カイン​は​その​妻つま​を​知しった。彼女かのじょ​は​身 みごもって​エノク​を​産うんだ。彼かれ​は​また、多おおく​の​息むす子こ、娘むすめ​たち​を​もうけた。カイン​は​町まち​を​建たて、その​①町まち​を​息むす子こ​の​名な​に​ちなんで​エノク​と​名な付づけた。
43 ​エノク​に​は、イラデ​と、ほか​の​息むす子こ、娘むすめ​たち​が​生うまれた。イラデ​は、メホヤエル​と、ほか​の​息むす子こ、娘むすめ​たち​を​もうけた。メホヤエル​は、メトサエル​と、ほか​の​息むす子こ、娘むすめ​たち​を​もうけた。メトサエル​は​レメク​を​もうけた。
44 ​レメク​は​二ふた人り​の​妻つま​を​めとった。一ひと人り​の​名な​は​アダ​と​いい、もう​一ひと人り​の​名な​は​チラ​と​いった。
45 ​アダ​は​ヤバル​を​産うんだ。彼かれ​は​天てん幕まく​に​住すむ​者もの​の​先せん祖ぞ​で​あり、彼かれら​は​家か畜ちく​を​飼かう​者もの​で​あった。その​弟おとうと​の​名な​は​ユバル​と​いい、竪琴たてごと​と​笛ふえ​を​奏そうする​すべて​の​者もの​の​先せん祖ぞ​と​なった。
46 ​チラ​も​また、トバル・​カイン​を​産うんだ。彼かれ​は​青銅せいどう​と​鉄てつ​の​工こう作さく​を​する​すべて​の​者もの​の​教きょう師し​で​あった。トバル・​カイン​の​妹いもうと​は​ナアマ​と​いった。
47 ​レメク​は​その​妻つま​たち、アダ​と​チラ​に​言いった。『わたし​の​声こえ​を​聞きけ、レメク​の​妻つま​たち​よ、わたし​の​言こと葉ば​に​耳みみ​を​傾かたむけよ。わたし​は​受うけた​傷きず​の​ため​に​人ひと​を​殺ころし、受うけた​打うち傷きず​の​ため​に​若者わかもの​を​殺ころした。
48 ​カイン​の​ため​の​復讐ふくしゅう​が​七​倍ばい​なら​ば、レメク​の​ため​の​復讐ふくしゅう​は​①七十七​倍ばい​で​あろう。』
49 ​レメク​は​カイン​に​倣ならって​サタン​と​①契約けいやく​を​結むすび、それ​に​より​彼かれ​は、サタン​に​よって​カイン​に​授さずけられた​大おおいなる​秘ひ密みつ​の​主ぬし、大だい​マハン​と​なった。ところが、エノク​の​息むす子こ​イラデ​は​彼かれら​の​秘ひ密みつ​を​知しり、アダム​の​子こら​に​それ​を​暴あばき​始はじめた。
50 ​そこで、レメク​は​怒いかって​彼かれ​を​殺ころした。利り​を​得える​ため​に​弟おとうと​アベル​を​殺ころした​カイン​の​よう​で​は​なく、彼かれ​は​誓ちかい​の​ため​に​殺ころした​の​で​ある。
51 ​カイン​の​時じ代だい​から​①秘ひ密みつ​結けっ社しゃ​が​あり、彼かれら​の​業わざ​は​闇やみ​の​中なか​に​あって、彼かれら​は​自じ分ぶん​の​同胞はらから​を​知しって​いた。
52 ​そこで、主しゅ​は​レメク​と​その​家か族ぞく、ならびに​サタン​と​契約けいやく​を​結むすんだ​すべて​の​者もの​を​のろった。彼かれら​が​神かみ​の​戒いましめ​を​守まもらなかった​から​で​ある。神かみ​は​彼かれら​が​戒いましめ​を​守まもらない​こと​を​不ふ快かい​に​思おもい、彼かれら​を​教おしえ​導みちびく​こと​を​しなかった。彼かれら​の​業わざ​は​忌いまわしい​もの​で​あって、すべて​の​①人ひと​の​子こら​の​中なか​に​広ひろがり​始はじめた。それ​は​人ひと​の​息むす子こ​たち​の​中なか​に​あった。
53 ​人ひと​の​娘むすめ​たち​の​中なか​で​は、これら​の​こと​は​語かたられなかった。レメク​が​その​妻つま​たち​に​その​秘ひ密みつ​を​語かたり、彼女かのじょ​たち​が​彼かれ​に​背そむいて​これら​の​こと​を​広ひろく​告つげ​知しらせ、同どう情じょう​を​寄よせなかった​から​で​ある。
54 ​その​ため​に​レメク​は​さげすまれ、追おい出だされ、そして​死しぬ​こと​を​恐おそれて​人ひと​の​子こら​の​中なか​に​出でて​来こなかった。
55 ​この​よう​に、①闇やみ​の​業わざ​は​すべて​の​人ひと​の​子こら​の​中なか​に​広ひろがり​始はじめた。
56 ​神かみ​は​ひどい​のろい​を​もって​地ち​を​のろい、悪あく人にん​を、また​神かみ​が​造つくった​すべて​の​人ひと​の​子こら​を​怒いかった。
57 ​彼かれら​が​神かみ​の​声こえ​に​聞きき​従したがおう​と​せず、また​その​①独ひとり子ご、すなわち、時とき​の​中ちゅう間かん​に​来くる​と​神かみ​が​宣言せんげん​した​者もの、創そう世せい​の​前まえ​に​備そなえられた​者もの​を​信しんじよう​と​しなかった​から​で​ある。
58 ​この​よう​に、①福ふく音いん​は​最さい初しょ​から​宣のべ​伝つたえられ、神かみ​の​前まえ​から​遣つかわされた​聖せい​なる​②天てん使し​たち​に​よって、神かみ​自じ身しん​の​声こえ​に​よって、また​③聖霊せいれい​の​賜物たまもの​に​よって​告つげ​知しらされた。
59 ​この​よう​に​して、すべて​の​こと​が​聖せい​なる​儀ぎ式しき​に​よって​アダム​に​確たしか​に​され、福ふく音いん​が​宣のべ​伝つたえられ、世よ​の​終おわり​まで​福ふく音いん​が​世よ​に​ある​よう​に​と​いう​定さだめ​が​出だされた​の​で​ある。この​とおり​で​あった。アーメン。」
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GS「イエス・キリスト」「独り子」

	◀③
GS「死（霊の）」「堕落（アダムとエバの）」

	◀④
モサ27・24－26、教義93・38、箇条1・3、GS「贖い，贖う」「贖いの計画」

	◀10①
GS「再び生まれる」

	◀②
教義107・41－56、GS「預言」

	◀③
GS「喜び」

	◀④
ヨブ19・26、2ニフ9・4

	◀11①
GS「エバ」

	◀②
2ニフ2・22－23

	◀12①
申命4・9

	◀13①
GS「悪魔」

	◀②
GS「不信仰」

	◀③
モセ6・15

	◀④
GS「生まれながらの人」「現世的」

	◀14①
ヨハ14・16－18、26

	◀15①
GS「信じる」

	◀②
GS「救い」

	◀③
教義42・60、GS「罰の定め」

	◀16①
創世4・1－2、GS「カイン」

	◀17①
GS「アベル」

	◀②
ヘブ11・4

	◀18①
教義10・20－21

	◀②
教義132・8－11

	◀20①
GS「犠牲」「ささげ物」

	◀21①
創世4・3－7

	◀23①
創世4・7、教義52・15、97・8

	◀24①
GS「滅びの子」

	◀25①
ヒラ6・26－28

	◀28①
モセ5・13

	◀31①
GS「殺人」

	◀②
「マハン」という言葉の語根には、「心」「破壊者」「際立った者」という意味がある

	◀33①
GS「高慢」「物欲」

	◀34①
創世4・9

	◀37①
創世4・11－12

	◀38①
GS「貪欲，むさぼり」「誘惑」

	◀40①
創世4・15

	◀41①
モセ6・49

	◀42①
カインの家系にエノクという名の人がおり、またその名によって呼ばれた町があった。これをセツの家系のエノクや、「エノクの町」と呼ばれた彼の町、シオンと混同してはならない

	◀48①
創世4・24。レメクは、サタンがカインのためにしたよりももっと多くのことを自分のためにしてくれるだろうと誇った。彼がこのように考えた理由が、第49、50節に示されている

	◀49①
GS「誓い」

	◀51①
GS「秘密結社」

	◀52①
モセ8・14－15

	◀55①
GS「暗闇（霊的な）」「邪悪」

	◀57①
GS「イエス・キリスト」

	◀58①
GS「福音」

	◀②
アル12・28－30、モロ7・25、29－31、GS「天使」

	◀③
GS「聖霊の賜物」


第​6​章
（千八百三十​年ねん​十一月がつ―十二月がつ）
アダム​の​子し孫そん、覚おぼえ​の​書しょ​を​記しるす。アダム​の​義ぎ​に​かなった​子し孫そん、悔くい改あらため​を​宣のべ​伝つたえる。神かみ​は​エノク​に​御ご​自じ身しん​を​現あらわされる。エノク、福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえる。救すくい​の​計けい画かく​が​アダム​に​明あきらか​に​される。アダム、バプテスマ​と​神しん権けん​を​受うける。
1 ​①アダム​は​神かみ​の​声こえ​に​聞きき​従したがい、息むす子こ​たち​に​悔くい改あらためる​よう​に​呼よびかけた。
2 ​アダム​は​また​その​妻つま​を​知しり、彼女かのじょ​は​男おとこの子こ​を​産うんだ。そして、アダム​は​その​子こ​を​①セツ​と​名な付づけた。アダム​は​神かみ​の​名な​を​たたえて​言いった。「神かみ​は、カイン​が​殺ころした​アベル​の​代かわり​に、一ひと人り​の​子こ​を​わたし​に​授さずけて​くださった。」
3 ​神かみ​は​セツ​に​御ご​自じ身しん​を​現あらわされ、セツ​は​背そむく​こと​なく、兄あに​アベル​の​よう​に​受うけ入いれられる​①犠ぎ牲せい​を​ささげた。また、セツ​に​も​男おとこの子こ​が​生うまれ、彼かれ​は​その​子こ​を​エノス​と​名な付づけた。
4 ​その​とき、これら​の​人ひと​は​主しゅ​の​名な​を​①呼よび​始はじめ、主しゅ​は​彼かれら​を​祝しゅく福ふく​された。
5 ​また、①覚おぼえ​の​書しょ​が​記しるされ、アダム​の​言こと葉ば​で​記き録ろく​された。神かみ​に​呼よび​求もとめた​すべて​の​者もの​は、②霊感れいかん​の​霊れい​に​よって​書かく​こと​を​許ゆるされた。
6 ​そして、彼かれら​に​よって​その​子こ供ども​たち​は​読よみ書かき​を​教おしえられ、その​言こと葉ば​は​清きよらか​で​汚けがれ​の​ない​もの​で​あった。
7 ​さて、初はじめ​に​あった​この​①神しん権けん​は、世よ​の​終おわり​に​も​ある​で​あろう。
8 ​この​預よ言げん​を、アダム​は​①聖霊せいれい​に​感かんじる​まま​に​語かたった。そして、②神かみ​の​子こ​たち​に​ついて​一つ​の​③系けい図ず​が​記しるされた。これ​は​アダム​の​歴代れきだい​の​書しょ​で、次つぎ​の​とおり​で​あった。すなわち、神かみ​は​人ひと​を​創そう造ぞう​された​日ひ​に、神かみ​に​かたどって​人ひと​を​造つくられた。
9 ​神かみ​は​①彼かれら​を、御ご​自じ分ぶん​の​体からだ​の​②形かたち​に、男おとこ​と​女おんな​に​創そう造ぞう​された。彼かれら​が​創そう造ぞう​されて、神かみ​の​③足あし​台だい​の​上うえ​の​地ち​で​④生いける​もの​と​なった​日ひ​に、神かみ​は​彼かれら​を​祝しゅく福ふく​して、彼かれら​を​アダム​と​⑤名な付づけられた。
10 ​①アダム​は​百三十​歳さい​に​なって、自じ分ぶん​に​かたどり、自じ分ぶん​の​②形かたち​の​よう​な​男おとこの子こ​を​もうけ、その​子こ​を​セツ​と​名な付づけた。
11 ​アダム​が​セツ​を​もうけた​後のち、生いきた​年とし​は​八百​年ねん​で​あって、彼かれ​は​多おおく​の​息むす子こ、娘むすめ​たち​を​もうけた。
12 ​アダム​の​生いきた​年とし​は​合あわせて​九百三十​歳さい​で​あった。そして、彼かれ​は​死しんだ。
13 ​セツ​は​百五​歳さい​に​なって、エノス​を​もうけた。セツ​は​一生いっしょう​の​間あいだ​預よ言げん​し、息むす子こ​エノス​に​主しゅ​の​道みち​を​教おしえた​ので、エノス​も​また​預よ言げん​した。
14 ​セツ​は​エノス​を​もうけた​後のち、八百七​年ねん​生いきて、多おおく​の​息むす子こ、娘むすめ​たち​を​もうけた。
15 ​人ひと​の​子こら​は​地ち​の​全面ぜんめん​に​非ひ常じょう​に​大おお勢ぜい​いた。その​時じ代だい​に、サタン​は​人々ひとびと​の​中なか​で​大おおきな​①力ちから​を​持もち、彼かれら​の​心こころ​の​中なか​で​荒あれ​狂くるった。そして、その​とき​から​戦せん争そう​と​流りゅう血けつ​が​起おこった。また、②秘ひ密みつ​の​業わざ​の​ため​に、人ひと​は​権けん力りょく​を​求もとめて、自じ分ぶん​の​兄きょう弟だい​に​手て​を​下くだして​殺ころした。
16 ​セツ​の​年とし​は​合あわせて​九百十二​歳さい​で​あった。そして、彼かれ​は​死しんだ。
17 ​エノス​は​九十​歳さい​に​なって、①カイナン​を​もうけた。エノス​と​神かみ​の​民たみ​の​残のこり​の​者もの​は、シュロン​と​呼よばれた​地ち​を​出でて、彼かれ​が​カイナン​と​名な付づけた​自じ分ぶん​の​息むす子こ​に​ちなんで​呼よんだ​約やく束そく​の​地ち​に​住すんだ。
18 ​エノス​は​カイナン​を​もうけた​後のち、八百十五​年ねん​生いきて、多おおく​の​息むす子こ、娘むすめ​たち​を​もうけた。エノス​の​年とし​は​合あわせて​九百五​歳さい​で​あった。そして、彼かれ​は​死しんだ。
19 ​カイナン​は​七十​歳さい​に​なって、マハラレル​を​もうけた。カイナン​は​マハラレル​を​もうけた​後のち、八百四十​年ねん​生いきて、息むす子こ、娘むすめ​たち​を​もうけた。カイナン​の​年とし​は​合あわせて​九百十​歳さい​で​あった。そして、彼かれ​は​死しんだ。
20 ​マハラレル​は​六十五​歳さい​に​なって、ヤレド​を​もうけた。マハラレル​は​ヤレド​を​もうけた​後のち、八百三十​年ねん​生いきて、息むす子こ、娘むすめ​たち​を​もうけた。マハラレル​の​年とし​は​合あわせて​八百九十五​歳さい​で​あった。そして、彼かれ​は​死しんだ。
21 ​ヤレド​は​百六十二​歳さい​に​なって、①エノク​を​もうけた。ヤレド​は​エノク​を​もうけた​後のち、八百​年ねん​生いきて、息むす子こ、娘むすめ​たち​を​もうけた。ヤレド​は​エノク​に​神かみ​の​道みち​を​すべて​教おしえた。
22 ​これ​が​アダム​の​子し孫そん​の​系けい図ず​で​ある。アダム​は​①神かみ​の​子こ​で​あり、神かみ​は​自みずから​彼かれ​と​語かたられた。
23 ​彼かれら​は​義ぎ​を​①説とく​者もの​で​あって、語かたり、②預よ言げん​し、どこ​に​いる​人ひと​で​も​すべて​の​人ひと​に​③悔くい改あらためる​よう​に​呼よびかけた。そして、人ひと​の​子こら​に​④信しん仰こう​が​教おしえられた。
24 ​さて、ヤレド​の​年とし​は​合あわせて​九百六十二​歳さい​で​あった。そして、彼かれ​は​死しんだ。
25 ​エノク​は​六十五​歳さい​に​なって、①メトセラ​を​もうけた。
26 ​そして、エノク​は​地ち​の​上うえ​を​行いき、民たみ​の​中なか​を​旅たび​を​した。彼かれ​が​旅たび​を​して​いる​と、神かみ​の​御み霊たま​が​天てん​から​降くだり、彼かれ​の​うえ​に​とどまった。
27 ​そして、彼かれ​は​天てん​から​声こえ​が​告つげられる​の​を​聞きいた。「わたし​の​子こ​エノク​よ、この​民たみ​に​預よ言げん​し、彼かれら​に​言いい​なさい。『悔くい改あらため​なさい。主しゅ​は​次つぎ​の​よう​に​言いわれる​から​です。「わたし​は​この​民たみ​の​こと​を​①怒いかって​おり、わたし​の​激はげしい​怒いかり​は​彼かれら​に​向むかって​燃もえて​いる。彼かれら​の​心こころ​は​かたくな​に​なり、その​②耳みみ​は​聞きこえ​にくく、その​目め​は​遠とおく​を​③見みる​こと​が​できない。
28 ​わたし​が​彼かれら​を​造つくった​日ひ​以い来らい、多おおく​の​世せ代だい​に​わたって、彼かれら​は​①迷まよい、わたし​を​否ひ定てい​し、闇やみ​の​中なか​で​自じ分ぶん​の​知ち恵え​を​求もとめ、彼かれら​の​忌いまわしい​行おこない​の​中なか​で​殺さつ人じん​を​企くわだて、わたし​が​彼かれら​の​先せん祖ぞ​アダム​に​与あたえた​戒いましめ​を​守まもって​こなかった。
29 ​それゆえ、彼かれら​は​偽いつわり​の​誓ちかい​を​立たて、その​①誓ちかい​に​よって​自みずから​に​死し​を​招まねいて​きた。彼かれら​が​悔くい改あらため​なければ、わたし​は​彼かれら​の​ため​に​②地じ獄ごく​を​用よう意い​して​いる。
30 ​これ​は、わたし​が​世よ​の​初はじめ​に、わたし​自じ身しん​の​口くち​から、しかも​世よ​の​初はじめ​から​送おくり出だして​きた​定さだめ​で​ある。そして、それ​が​将来しょうらい​世よ​の​中なか​に​送おくり出だされる​よう​に、あなた​の​先せん祖ぞ​で​ある​わたし​の​僕しもべ​たち​の​口くち​を​通とおして、わたし​は​それ​を​地ち​の​果はて​まで​布ふ告こく​して​きた​の​で​ある」と。』」
31 ​エノク​は​これら​の​御み​言こと葉ば​を​聞きいた​とき、主しゅ​の​前まえ​で​地ち​に​伏ふし、主しゅ​の​前まえ​に​語かたって​言いった。「わたし​が​あなた​の​目め​に​かなった​の​は​なぜ​でしょう​か。わたし​は​若者わかもの​に​すぎず、すべて​の​人ひと​は​わたし​を​憎にくみ​ます。わたし​は​①口くち​の​重おもい​者もの​だから​です。どうして​わたし​は​あなた​の​僕しもべ​な​の​でしょう​か。」
32 ​主しゅ​は​エノク​に​言いわれた。「行いって、わたし​が​あなた​に​命めいじた​よう​に​行おこない​なさい。そう​すれ​ば、あなた​を​刺さし​貫つらぬく​者もの​は​だれ​も​いない​で​あろう。あなた​の​①口くち​を​開ひらき​なさい。そう​すれ​ば、それ​は​満みたされる​で​あろう。わたし​は​あなた​に​語かたる​力ちから​を​与あたえよう。すべて​の​肉にく​なる​もの​は​わたし​の​手て​の​内うち​に​ある​から​で​ある。そして、わたし​は​自じ分ぶん​が​よい​と​思おもう​まま​に​行おこなおう。
33 ​この​民たみ​に、『あなたがた​は​今日き ょ う、あなたがた​を​造つくられた​主しゅ​なる​神かみ​に​仕つかえる​こと​を​①選えらび​なさい』​と​言いい​なさい。
34 ​見みよ、わたし​の​御み霊たま​が​あなた​の​うえ​に​ある​ので、あなた​の​すべて​の​言こと葉ば​を、わたし​は​正ただしい​と​する。①山々やまやま​は​あなた​の​前まえ​から​逃にげ​去さり、②川かわ​は​その​流ながれ​を​変かえる​で​あろう。あなた​は​わたし​に​つながって​いなさい。そう​すれ​ば、わたし​は​あなた​と​つながって​いよう。それゆえ、わたし​と​ともに​③歩あゆみ​なさい。」
35 ​主しゅ​は​エノク​に​語かたって​言いわれた。「あなた​の​目め​に​泥どろ​を​塗ぬり、それ​を​洗あらい​なさい。そう​すれ​ば、あなた​は​見みる​で​あろう。」そこで、彼かれ​は​そう​した。
36 ​そして、彼かれ​は​神かみ​が​造つくられた​①霊れい​たち​を​見みた。彼かれ​は​また​②肉にく体たい​の​目め​に​見みえない​もの​も​見みた。それ​以い来らい、「主しゅ​は​その​民たみ​の​ため​に、一ひと人り​の​③聖せい見けん者しゃ​を​立たてられた」と​いう​言こと葉ば​が​その​地ち​に​広ひろまった。
37 ​さて、エノク​は​その​地ち​の​人々ひとびと​の​中なか​に​出でて​行いき、もろもろ​の​丘おか​と​高たかい​所ところ​に​立たって、大声おおごえ​で​叫さけび、彼かれら​の​行おこない​を​責せめる​証あかし​を​述のべた。すると、すべて​の​人ひと​が​彼かれ​に​①腹はら​を​立たてた。
38 ​彼かれら​は​彼かれ​の​言こと葉ば​を​聞きく​ため​に​高たかい​所ところ​に​出でて​来きて、天てん幕まく​を​守まもる​者もの​たち​に​言いった。「あなたがた​は​ここ​に​とどまって、天てん幕まく​を​守まもって​いなさい。その​間あいだ​に、我々われわれ​は​あそこ​へ​行いって​聖せい見けん者しゃ​を​見みてくる。彼かれ​は​預よ言げん​を​する。この​地ち​に​変かわった​こと​が​ある。野や生せい​の​男おとこ​が​我々われわれ​の​中なか​に​やって​来きた​の​だ。」
39 ​さて、彼かれ​の​言こと葉ば​を​聞きいた​とき、彼かれ​に​手て​を​出だす​者もの​は​だれ​一ひと人り​いなかった。彼かれ​の​言こと葉ば​を​聞きいた​すべて​の​者もの​に、恐おそれ​が​及およんだ​ため​で​ある。彼かれ​が​神かみ​と​ともに​歩あゆんだ​から​で​ある。
40 ​彼かれ​の​もと​に、その​名な​を​マヒヤ​と​いう​一ひと人り​の​男おとこ​が​やって​来きて​言いった。「あなた​は​だれ​で、どこ​から​来きた​の​か、はっきり​と​言いって​ください。」
41 ​そこで、彼かれ​は​彼かれら​に​言いった。「先せん祖ぞ​の​地ち​で​あり、今日こんにち​まで​義ぎ​の​地ち​で​ある​カイナン​の​地ち​から​やって​来きました。わたし​の​父ちち​は​わたし​に​神かみ​の​道みち​を​すべて​教おしえて​くれ​ました。
42 ​そして、カイナン​の​地ち​から​東ひがし​の​海うみ沿ぞい​に​旅たび​を​して​いた​とき、わたし​は​示じ現げん​を​見み​ました。まことに、天てん​を​見み​ました。そして、主しゅ​は​わたし​と​語かたり、わたし​に​命めい​を​下くだされ​ました。この​理り由ゆう​で、すなわち​その​命めい​に​従したがう​ため​に、わたし​は​これら​の​言こと葉ば​を​語かたって​いる​の​です。」
43 ​エノク​は​その​話はなし​を​続つづけて​言いった。「わたし​と​語かたられた​主しゅ​は、天てん​の​神かみ​です。わたし​の​神かみ​で​あり、また​あなたがた​の​神かみ​です。あなたがた​は​わたし​の​兄きょう弟だい​です。どうして​あなたがた​は​自じ分ぶん​で​自じ分ぶん​に​①勧すすめ​を​して、天てん​の​神かみ​を​否ひ定てい​する​の​です​か。
44 ​神かみ​は​天てん​を​造つくられ、①地ち​は​神かみ​の​②足あし​台だい​で​あり、地ち​の​基もとい​は​神かみ​の​もの​です。まことに、神かみ​は​それ​を​据すえられ、地ち​の​面おもて​に​大おお勢ぜい​の​人ひと​を​もたらされ​ました。
45 ​死し​は​わたしたち​の​先せん祖ぞ​に​及および​ました。それでも、わたしたち​は​彼かれら​を​知しって​おり、否ひ定てい​する​こと​は​でき​ません。まことに、わたしたち​は​すべて​の​中なか​の​最さい初しょ​の​人ひと、アダム​さえ​も​知しって​います。
46 ​わたしたち​は、神かみ​の​指ゆび​に​よって​示しめされた​手て本ほんに​従したがって、わたしたち​の​中なか​で​①覚おぼえ​の​書しょ​を​記しるして​きた​から​です。それ​は​わたしたち​の​言こと葉ば​で​述のべられて​います。」
47 ​エノク​が​神かみ​の​言こと葉ば​を​語かたる​と、民たみ​は​おののき、彼かれ​の​前まえ​に​立たって​いる​こと​が​できなかった。
48 ​エノク​は​彼かれら​に​言いった。「アダム​が​①堕だ落らく​した​ので、わたしたち​は​存そん在ざい​して​います。そして、アダム​の​堕だ落らく​に​よって​②死し​が​生しょうじ、わたしたち​は​不ふ幸こう​と​災わざわい​を​受うける​者もの​と​されて​いる​の​です。
49 ​まことに、サタン​は​人ひと​の​子こら​の​中なか​に​やって​来きて、彼かれ​を​拝おがむ​よう​に​①誘ゆう惑わく​します。そして、人々ひとびと​は​②肉にく欲よく​や​③官能かんのう​に​おぼれ、悪あく魔ま​に​従したがう​者もの​と​なって、神かみ​の​御み​前まえ​から​④締しめ出だされて​います。
50 ​しかし、神かみ​は​わたしたち​の​先せん祖ぞ​に、すべて​の​人ひと​が​悔くい改あらため​なければ​ならない​こと​を​お​知しらせ​に​なり​ました。
51 ​神かみ​は​御ご​自じ身しん​の​声こえ​に​よって、わたしたち​の​先せん祖ぞ​アダム​に​呼よびかけて​言いわれ​ました。『わたし​は​神かみ​で​ある。わたし​は​世せ界かい​を​造つくり、また​①人々ひとびと​を、彼かれら​が​肉にく体たい​に​ある​②前まえ​に​造つくった。』
52 ​神かみ​は​また​彼かれ​に​言いわれ​ました。『あなた​が​わたし​に​心こころ​を​向むけ、わたし​の​声こえ​を​聴きき、そして​信しんじ、あなた​の​すべて​の​背そむき​を​悔くい改あらため、まことに​水みず​の​中なか​で、①恵めぐみ​と​真しん理り​に​満みちて​いる​独ひとり子ご、すなわち​②イエス・​キリスト​の​名な​に​よって、すなわち​その​名な​に​よって​人ひと​の​子こら​に​③救すくい​が​及およぶ、天てん下か​に​与あたえられる​唯一ゆいいつ​の​④名な​に​よって​⑤バプテスマ​を​受うける​なら​ば、あなた​は​聖霊せいれい​の​賜物たまもの​を​受うける​で​あろう。すべて​の​もの​を​その​名な​に​よって​求もとめれば、何なんでも​求もとめる​もの​は​あなた​に​与あたえられる​で​あろう。』
53 ​わたしたち​の​先せん祖ぞ​アダム​は、主しゅ​に​語かたって、『人ひと​が​悔くい改あらためて​水みず​の​中なか​で​バプテスマ​を​受うけ​なければ​ならない​の​は、なぜ​でしょう​か』​と​尋たずね​ました。すると、主しゅ​は​アダム​に、『見みよ、わたし​は​エデン​の​園その​で​の​あなた​の​背そむき​を​①赦ゆるした』​と​言いわれ​ました。
54 ​この​こと​から、『神かみ​の​①御おん子こ​は​最さい初しょ​の​とが​を​②贖あがなわれ、それ​に​よって​両親りょうしん​の​罪つみ​が​その​③子こ供ども​たち​の​頭こうべ​に​帰きする​こと​は​あり得えない。彼かれら​は​世よ​の​初はじめ​から​罪つみ​が​ない』​と​いう​言こと葉ば​が​人々ひとびと​の​間あいだ​に​広ひろまり​ました。
55 ​主しゅ​は​アダム​に​語かたって​言いわれ​ました。『あなた​の​子こ供ども​たち​は​罪つみ​の​うち​に​宿やどされる​ので、まことに​彼かれら​が​成長せいちょう​し​始はじめる​と、彼かれら​の​心こころ​の​中なか​に​①罪つみ​が​宿やどる。そして、彼かれら​は​善ぜん​を​尊とうとぶ​こと​を​知しる​ため​に、②苦にがさ​を​味あじわう​の​で​ある。
56 ​そして、善悪ぜんあく​を​知しる​こと​が​彼かれら​に​許ゆるされる。それゆえ、彼かれら​は​①自みずから​選択せんたく​し​行こう動どう​する​者もの​で​ある。そこで、わたし​は​あなた​に​別べつ​の​律りっ法ぽう​と​戒いましめ​を​与あたえた。
57 ​それゆえ、あなた​の​子こ供ども​たち​に​次つぎ​の​こと​を​教おしえ​なさい。すなわち、どこ​に​いる​人ひと​で​も​すべて​の​人ひと​が、①悔くい改あらため​なければ​ならない。そう​しなければ、決けっして​神かみ​の​王おう国こく​を​受うけ継つぐ​こと​は​できない。②清きよくない​者もの​は​そこ​に​住すむ​こと​が​できない、すなわち、神かみ​の​前まえ​に​③住すむ​こと​が​できない​から​で​ある。アダム​の​言こと葉ば​で、④聖せい​なる​人ひと​と​は​神かみ​の​名な​で​ある。また、神かみ​の​独ひとり子ご​の​名な​は、⑤人ひと​の​子こ、すなわち​イエス・​キリスト​で​あり、時とき​の​中ちゅう間かん​に​来くる​義ぎ​に​かなった​⑥裁さばき主ぬし​で​ある。
58 ​さて、わたし​は​あなた​に​戒いましめ​を​与あたえる。あなた​の​①子こ供ども​たち​に​次つぎ​の​こと​を​率そっ直ちょく​に​教おしえ​なさい。すなわち、
59 ​背そむき​に​よって​堕だ落らく​が​生しょうじ、その​堕だ落らく​が​死し​を​もたらす。あなたがた​は​水みず​と​血ち​と、わたし​が​造つくった​①霊れい​と​に​よって​この世よ​に​生うまれ、②ちり​から​生いける​もの​と​なった​ので、まことに​あなたがた​は、③水みず​と​御み霊たま​に​よって​再ふたたび​天てん​の​王おう国こく​に​④生うまれ、血ち​に​よって、すなわち​わたし​の​独ひとり子ご​の​血ち​に​よって​清きよく​され​なければ​ならない。それ​は、あなたがた​が​すべて​の​罪つみ​から​聖きよめられ、この世よ​に​おいて​⑤永遠えいえん​の​命いのち​の​言こと葉ば​を​⑥享きょう受じゅ​し、来きたる​べき​世よ​に​おいて​永遠えいえん​の​命いのち、すなわち​不ふ死し​不ふ滅めつ​の​⑦栄えい光こう​を​享きょう受じゅ​する​ため​で​ある。
60 ​それ​は、あなたがた​が​①水みず​に​よって​戒いましめ​を​守まもり、御み霊たま​に​よって​②義ぎ​と​され、③血ち​に​よって​④聖きよめられる​から​で​ある。
61 ​それゆえ、天てん​の​記き録ろく、①慰なぐさめ主ぬし、不ふ死し​不ふ滅めつ​の​栄えい光こう​の​平へい和わ​なる​こと、すべて​の​もの​の​真しん理り、すべて​の​もの​を​生いかし​活かっ気き​づける​もの、すべて​の​こと​を​知しって​おり、知ち恵え​と​憐あわれみ​と​真しん理り​と​公こう正せい​と​公こう平へい​に​よって​一いっ切さい​の​権けん威い​を​持もつ​もの​が​授さずけられて、あなたがた​の​内うち​に​とどまる。
62 ​さて​見みよ、わたし​は​あなた​に​言いう。これ​が、時とき​の​中ちゅう間かん​に​来くる​わたし​の​①独ひとり子ご​の​血ち​に​よって​すべて​の​人ひと​に​与あたえられる​②救すくい​の​計けい画かく​で​ある。
63 ​見みよ、すべて​の​もの​に​は​それ​に​似にた​もの​が​ある。すべて​の​もの​は、現げん世せ​に​かかわる​もの​も​霊れい​に​かかわる​もの​も、わたし​の​こと​を​①証あかし​する​ため​に​創そう造ぞう​され、造つくられて​いる。すなわち、上うえ​の​天てん​に​ある​もの、地ち​の​上うえ​に​ある​もの、地ち​の​中なか​に​ある​もの、地ち​の​下した​に​ある​もの、上うえ​の​もの​も​下した​の​もの​も、すべて​の​もの​が​わたし​の​こと​を​証あかし​する​の​で​ある。』
64 ​この​よう​に​主しゅ​が​わたしたち​の​先せん祖ぞ​アダム​と​語かたられた​とき、アダム​は​主しゅ​に​叫さけび​求もとめ​ました。すると、彼かれ​は​①主しゅ​の​御み霊たま​に​連つれ​去さられ、水みず​の​中なか​に​運はこばれ、②水みず​に​沈しずめられ、そして​水みず​から​連つれ出だされ​ました。
65 ​この​よう​に​して、彼かれ​は​バプテスマ​を​受うけ、神かみ​の​御み霊たま​が​彼かれ​に​降くだられ​ました。この​よう​に​して、彼かれ​は​御み霊たま​に​よって​①生うまれ、②内うち​なる​人ひと​に​おいて​生いかされた​者もの​と​なった​の​です。
66 ​そして、彼かれ​は​天てん​から​の​声こえ​が​告つげられる​の​を​聞きき​ました。『あなた​は​火ひ​と​聖霊せいれい​に​よって​①バプテスマ​を​受うけた。これ​は​今いま​から​後のち​とこしえ​に、父ちち​と​子こ​の​②証あかし​で​ある。
67 ​あなた​は、永遠えいえん​から​永遠えいえん​に​わたって、日ひ​の​初はじめ​も​なく​年とし​の​終おわり​も​ない​者もの​の​①位くらい​に​従したがう​者もの​で​ある。
68 ​見みよ、あなた​は​わたし​に​あって​①一つ​で​あり、神かみ​の​子こ​で​ある。この​よう​に​して、すべて​の​者もの​は​わたし​の​②子こ​と​なる​こと​が​できる​の​で​ある。アーメン。』」
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第​7​章
（千八百三十​年ねん​十二月がつ）
エノク​は​教おしえ、民たみ​を​導みちびき、山々やまやま​を​動うごかす。シオン​の​町まち​が​設せつ立りつ​される。エノク、人ひと​の​子こ​の​来らい臨りん​と​その​贖あがない​の​犠ぎ牲せい​と​聖せい徒と​たち​の​復ふっ活かつ​を​先見せんけん​する。また、回復かいふく​と​集しゅう合ごう​と​再臨さいりん​と​シオン​の​帰き還かん​も​先見せんけん​する。
1 ​また、エノク​は​その​話はなし​を​続つづけて​言いった。「まことに、わたしたち​の​先せん祖ぞ​アダム​は​これら​の​こと​を​教おしえ​ました。すると、多おおく​の​者もの​は​信しんじて​①神かみ​の​子こ​と​なり​ました​が、信しんじないで​罪つみ​の​中なか​に​滅ほろびた​者もの​も​大おお勢ぜい​いました。彼かれら​は​今いま、苦くるしみ​の​中なか​で​②恐おそれ​ながら、火ひ​の​よう​な​神かみ​の​激はげしい​怒いかり​が​自じ分ぶん​たち​に​注そそがれる​の​を​待まって​います。」
2 ​その​とき​から、エノク​は​預よ言げん​し​始はじめて、民たみ​に​言いった。「わたし​が​旅たび​の​途と中ちゅう​に、マフヤ​と​いう​所ところ​に​立たって​主しゅ​に​叫さけび​求もとめる​と、天てん​から、『あなた​は​引ひき返かえして、シメオン​の​山やま​に​登のぼり​なさい』​と​いう​御み​声こえ​が​あり​ました。
3 ​そこで、わたし​は​引ひき返かえして、その​山やま​に​登のぼり​ました。そして、その​山やま​に​立たつ​と、わたし​は​天てん​が​開ひらく​の​を​見みて、①栄えい光こう​に​包つつまれ​ました。
4 ​わたし​は​主しゅ​に​まみえ​ました。主しゅ​は​わたし​の​前まえ​に​立たち、①顔かお​と​顔かお​を​合あわせて、人ひと​が​互たがいに​語かたり合あう​よう​に​わたし​と​語かたられ​ました。そして、主しゅ​は​わたし​に​言いわれ​ました。『②見み​なさい。そう​すれ​ば、わたし​は​あなた​に​この世よ​を​多おおく​の​世せ代だい​に​わたって​見みせよう。』
5 ​それから、わたし​は​シュム​の​谷たに​に、まことに​天てん幕まく​に​住すむ​多おおく​の​人ひと​を​見み​ました。それ​は​シュム​の​民たみ​でした。
6 ​主しゅ​は​再ふたたび​わたし​に、『見み​なさい』​と​言いわれ​ました。そこで、わたし​が​北きた​の​方ほう​を​眺ながめる​と、天てん幕まく​に​住すむ​カナン​の​民たみ​が​見みえ​ました。
7 ​主しゅ​は​わたし​に、『預よ言げん​しなさい』​と​言いわれ​ました。そこで、わたし​は​預よ言げん​して​言いい​ました。『見みよ、大おお勢ぜい​の​カナン​の​民たみ​が​シュム​の​民たみ​に​対たいして​陣じん立だて​を​して​出でて​行いき、彼かれら​を​殺ころして、ことごとく​滅ほろぼす​で​あろう。そして、カナン​の​民たみ​は​その​地ち​で​分わかれて、その​地ち​は​実み​を​結むすばない​不ふ毛もう​の​所ところ​と​なり、カナン​の​民たみ​の​ほか​に​いかなる​民たみ​も​そこ​に​住すむ​こと​は​ない。
8 ​見みよ、主しゅ​は​ひどい​暑あつさ​を​もって​その​地ち​を​のろわれ、その​不ふ毛もう​は​とこしえ​に​続つづく​で​あろう。』​そして、カナン​の​すべて​の​子こら​の​うえ​に​①暗あん黒こく​が​及およんだ​ので、彼かれら​は​すべて​の​民たみ​の​中なか​で​さげすまれ​ました。
9 ​また、主しゅ​は​わたし​に、『見み​なさい』​と​言いわれ​ました。そこで、わたし​が​眺ながめる​と、シャロン​の​地ち​と、エノク​の​地ち​と、オムナー​の​地ち​と、ヘニ​の​地ち​と、セム​の​地ち​と、ハネル​の​地ち​と、ハナニハ​の​地ち​と、その​すべて​の​住じゅう民みん​が​見みえ​ました。
10 ​すると、主しゅ​は​わたし​に​言いわれ​ました。『この​民たみ​の​ところ​へ​行いって、「①悔くい改あらためよ」と​言いい​なさい。わたし​が​出でて​行いって、のろい​を​もって​彼かれら​を​打うち、彼かれら​が​死しぬ​こと​の​ない​ため​で​ある。』
11 ​そして​主しゅ​は、御父おんちち​と、①恵めぐみ​と​真しん理り​に​満みちて​おられる​御おん子こ​と、御父おんちち​と​御おん子こ​の​こと​を​証あかし​される​②聖霊せいれい​と​の​御み​名な​に​よって​③バプテスマ​を​施ほどこす​よう​に​と​の​戒いましめ​を​わたし​に​与あたえられ​ました。」
12 ​それから​エノク​は、カナン​の​民たみ​を​除のぞく​すべて​の​民たみに、悔くい改あらためる​よう​に​呼よびかけ​続つづけた。
13 ​エノク​の​①信しん仰こう​は​非ひ常じょう​に​深ふかかった​ので、彼かれ​は​神かみ​の​民たみ​を​導みちびいた​が、敵てき​が​彼かれら​と​戦たたかおう​と​して​攻せめて​来きた。そこで、彼かれ​が​主しゅ​の​言こと葉ば​を​語かたる​と、まことに​彼かれ​の​命めい​に​従したがって、地ち​は​揺ゆれ​動うごき、②山々やまやま​は​逃にげ​去さった。水みず​の​流ながれる​③川かわ​は​その​流ながれ​を​変かえ、ライオン​の​ほえる​声こえ​が​荒あれ野の​から​聞きこえた。そして、すべて​の​民族みんぞく​が​大おおいに​恐おそれた。それほど​エノク​の​言こと葉ば​は​④力ちから強づよく、また、それほど​神かみ​が​彼かれ​に​与あたえられた​言こと葉ば​の​力ちから​は​大おおいなる​もの​で​あった。
14 ​また、海う み​の​深ふかみ​から​一つ​の​陸りく​が​出でてきた。神かみ​の​民たみ​の​敵てき​は​大おおいに​恐おそれた​ので、逃のがれて​遠とおく​離はなれて​立たち、海う み​の​深ふかみ​から​出でてきた​陸りく​に​上あがった。
15 ​その​地ち​の​①巨人きょじん​たち​も​遠とおく​離はなれて​立たった。そして、神かみ​に​逆さからって​戦たたかった​すべて​の​民たみ​に​のろい​が​下くだった。
16 ​その​とき​から、彼かれら​の​中なか​に​戦せん争そう​と​流りゅう血けつ​が​あった。しかし、主しゅ​は​来きて、主しゅ​の​民たみ​と​ともに​住すまわれた。そして、彼かれら​は​義ぎ​の​うち​に​住すんだ。
17 ​①主しゅ​へ​の​畏おそれ​が​すべて​の​民族みんぞく​に​あった。それほど​主しゅ​の​民たみ​の​うえ​に​ある​主しゅ​の​栄えい光こう​は​大おおいなる​もの​で​あった。主しゅ​は​その​地ち​を​②祝しゅく福ふく​され、彼かれら​は​山々やまやま​の​上うえ​と​高たかい​所ところ​で​祝しゅく福ふく​されて、まことに​栄さかえた。
18 ​主しゅ​は​その​民たみ​を​①シオン​と​呼よばれた。彼かれら​が​心こころ​を​②一つ​に​し、思おもい​を​一つ​に​し、義ぎ​の​うち​に​住すんだ​から​で​ある。そして、彼かれら​の​中なか​に​貧まずしい​者もの​は​いなかった。
19 ​エノク​は、義ぎ​を​もって​神かみ​の​民たみ​に​教おしえ​を​説とき​続つづけた。そして、その​生涯しょうがい​に、彼かれ​は​一つ​の​町まち​を​建たて、それ​は​聖せい​なる​都みやこ、すなわち​シオン​と​呼よばれた。
20 ​さて、エノク​は​主しゅ​と​ともに​語かたり、主しゅ​に​言いった。「必かならずや、①シオン​は​とこしえ​に​平穏へいおん​に​住すむ​こと​でしょう。」しかし、主しゅ​は​エノク​に​言いわれた。「わたし​は​シオン​を​祝しゅく福ふく​した​が、民たみ​の​残のこり​の​者もの​を​のろった。」
21 ​さて、主しゅ​は​エノク​に、地ち​に​住すむ​すべて​の​者もの​を​見みせられた。彼かれ​は​まことに、時とき​が​たって​シオン​が​天てん​に​①取とり上あげられる​の​を​見みた。また、主しゅ​は​エノク​に、「とこしえ​に​わたし​の​住すまい​を​見み​なさい」と​言いわれた。
22 ​エノク​は​また、アダム​の​子こら​で​ある​民たみ​の​残のこり​の​者もの​も​見みた。彼かれら​は、カイン​の​子し孫そん​を​除のぞく​アダム​の​すべて​の​子し孫そん​の​混まじり​合あった​者もの​で​あった。カイン​の​子し孫そん​は​①肌はだ​が​黒くろく、彼かれら​の​中なか​に​いる​べき​場ば所しょ​が​なかった​から​で​ある。
23 ​その​シオン​が​①天てん​に​取とり上あげられた​後のち、エノク​は、まことに、地ち​の​②すべて​の​民族みんぞく​が​彼かれ​の​前まえ​に​ある​の​を​③見みた。
24 ​そして、何なん​世せ代だい​か​が​過すぎ、エノク​は​高たかく​①上あげられ、まことに、御父おんちち​と​人ひと​の​子こ​の​懐ふところ​に​いた。そして、見みよ、サタン​の​力ちから​が​地ち​の​全面ぜんめん​に​あった。
25 ​また、彼かれ​は​天てん使し​たち​が​天てん​から​降くだる​の​を​見みた。そして、彼かれ​は​大おおきな​声こえ​が、「災わざわい​で​ある。地ち​に​住すむ​者もの​は​災わざわい​で​ある」と​告つげる​の​を​聞きいた。
26 ​また、彼かれ​は​サタン​を​見みた。サタン​は​その​手て​に​大おおきな​①鎖くさり​を​持もち、それ​は​地ち​の​全面ぜんめん​を​②闇やみ​で​覆おおった。サタン​は​見み上あげて​笑わらい、その​③使つかい​ども​は​喜よろこんだ。
27 ​エノク​は​また、①天てん使し​たち​が​天てん​から​降くだって、御父おんちち​と​御おん子こ​の​こと​を​②証あかし​する​の​を​見みた。聖霊せいれい​が​多おおく​の​者もの​に​降くだられ、彼かれら​は​天てん​の​力ちから​に​よって​シオン​に​連つれ​去さられた。
28 ​すると、天てん​の​神かみ​が​民たみ​の​残のこり​の​者もの​を​見みて​泣なかれた。エノク​は​その​こと​を​証あかし​して​言いった。「どうして​天てん​が​泣なき、雨あめ​が​山々やまやま​に​降ふり注そそぐ​よう​に​その​涙なみだ​を​流ながす​の​です​か。」
29 ​また、エノク​は​主しゅ​に​言いった。「あなた​は、永遠えいえん​から​永遠えいえん​に​わたって​聖せい​なる​御お方かた​で​ある​の​に、どうして​①泣なく​こと​が​お​でき​に​なる​の​です​か。
30 ​人ひと​が​地ち​の​微び粒りゅう子し、まことに​この​地ち球きゅう​の​よう​な​幾いく​百万ひゃくまん​の​①地ち球きゅう​を​数かぞえる​こと​が​できた​と​して​も、それ​は​あなた​が​②創そう造ぞう​された​もの​の​数かず​の​始はじめ​に​も​至いたり​ません。あなた​の​とばり​は​今いま​なお​広ひろがって​います。それでも、あなた​は​そこ​に​おられ、あなた​の​懐ふところ​は​そこ​に​あり​ます。また、あなた​は​公こう正せい​な​御お方かた​です。とこしえ​に​憐あわれみ​深ぶかく、思おもいやり​の​深ふかい​御お方かた​です。
31 ​あなた​は​御ご​自じ分ぶん​が​創そう造ぞう​された​すべて​の​もの​の​中なか​から、永遠えいえん​から​永遠えいえん​に​わたって、シオン​を​御ご​自じ分ぶん​の​懐ふところ​に​取とり去さられ​ました。あなた​の​御み​座ざ​の​ある​所ところ​に​は、ただ​①平安へいあん​と​公こう正せい​と​②真しん理り​だけ​が​あり​ます。憐あわれみ​は​あなた​の​前まえ​を​進すすみ、終おわり​が​あり​ません。どうして​あなた​は​泣なく​こと​が​お​でき​に​なる​の​です​か。」
32 ​主しゅ​は​エノク​に​言いわれた。「これら​あなた​の​兄きょう弟だい​たち​を​見み​なさい。彼かれら​は​わたし​自じ身しん​の​①手て​で​造つくられた​もの​で​ある。わたし​は​彼かれら​を​創そう造ぞう​した​日ひ​に、彼かれら​に​②知ち識しき​を​与あたえた。また、エデン​の​園その​で​人ひと​に​③選択せんたく​の​自じ由ゆう​を​与あたえた。
33 ​わたし​は​あなた​の​兄きょう弟だい​たち​に​語かたって、互たがいに​①愛あいし​合あう​よう​に、また​父ちち​で​ある​わたし​を​選えらぶ​よう​に​と​いう​戒いましめ​も​与あたえた。ところが​見みよ、彼かれら​は​愛あい情じょう​が​なく、自じ分ぶん​の​血けつ族ぞく​を​憎にくんで​いる。
34 ​わたし​の​憤いきどおり​の​①火ひ​は​彼かれら​に​向むかって​燃もえて​いる。わたし​は​激はげしい​憤いきどおり​を​もって、彼かれら​に​②洪水こうずい​を​送おくろう。わたし​の​激はげしい​怒いかり​が​彼かれら​に​向むかって​燃もえて​いる​から​で​ある。
35 ​見みよ、わたし​は​神かみ​で​ある。①聖せい​なる​人ひと​と​は​わたし​の​名な​で​ある。賢けん慮りょ​の​人ひと​と​は​わたし​の​名な​で​あり、無む窮きゅう​も​永遠えいえん​も​わたし​の​②名な​で​ある。
36 ​それゆえ、わたし​は​手て​を​伸のばして、わたし​が​造つくった​すべて​の​創そう造ぞう​物ぶつ​を​手て​に​取とる​こと​が​できる。また、わたし​の​①目め​は​それら​を​貫つらぬく​こと​も​できる​が、わたし​の​手て​で​造つくられた​すべて​の​もの​の​中なか​で、あなた​の​兄きょう弟だい​たち​の​中なか​に​ある​よう​な​大おおきな​②悪あく事じ​の​あった​こと​は​ない。
37 ​しかし​見みよ、彼かれら​の​罪つみ​は​その​先せん祖ぞ​の​頭こうべ​に​ある。サタン​が​彼かれら​の​父ちち​と​なり、彼かれら​の​行ゆく末すえ​は​悲ひ惨さん​な​もの​と​なる。そして、すべて​の​天てん​が、まことに​わたし​の​手て​で​造つくられた​すべて​の​もの​が、彼かれら​の​ため​に​泣なく​で​あろう。それゆえ、これら​が​苦くるしむ​の​を​見みて、どうして​天てん​が​泣なかない​と​いう​こと​が​あろう​か。
38 ​しかし​見みよ、あなた​が​その​目め​で​見みて​いる​これら​の​者もの​は、洪水こうずい​の​中なか​で​滅ほろびる​で​あろう。見みよ、わたし​は​彼かれら​を​締しめ出だす。わたし​は​彼かれら​の​ため​に​①獄ごく​を​用よう意い​して​いる。
39 ​また、わたし​の​①選えらんだ​者もの​が​わたし​の​前まえ​で​嘆願たんがん​した。それゆえ、彼かれ​は​彼かれら​の​罪つみ​の​ため​に​苦くるしみ​を​受うける。わたし​の​②選えらんだ​者もの​が​わたし​の​もと​に​帰かえる​日ひ​に​彼かれら​が​悔くい改あらためる​なら​ば、その​日ひ​まで、彼かれら​は​③苦くるしみ​の​中なか​に​いる​で​あろう。
40 ​この​ゆえ​に、天てん​と、わたし​の​手て​で​造つくられた​すべて​の​もの​は​泣なく​の​で​ある。」
41 ​そして、主しゅ​は​エノク​に​語かたり、人ひと​の​子こら​の​すべて​の​行おこない​を​エノク​に​告つげられた。そこで​エノク​は​それ​を​知しり、彼かれら​の​悪あく事じ​と​惨みじめ​な​状じょう態たい​を​見みて​泣なき、その​両りょう腕うで​を​伸のべた。すると、彼かれ​の​①心こころ​は​永遠えいえん​の​よう​に​膨ふくれ​広ひろがり、その​胸むね​は​悲かなしみ​に​打うたれた。そして、永遠えいえん​なる​もの​すべて​が​揺ゆれ​動うごいた。
42 ​エノク​は​また、①ノア​と​その​②家か族ぞく​を​見みた。ノア​の​すべて​の​息むす子こ​たち​の​子し孫そん​が​現げん世せ​の​救すくい​を​得える​の​を、彼かれ​は​見みた。
43 ​エノク​は​ノア​が​①箱船はこぶね​を​造つくる​の​を​見みた。また、主しゅ​が​それ​を​見みて​ほほえみ、御み​手て​の​中なか​に​それ​を​保たもたれる​の​を、エノク​は​見みた。しかし、悪あく人にん​の​残のこり​の​者もの​に​は​洪水こうずい​が​押おし寄よせ、彼かれら​を​のみ​込こんで​しまった。
44 ​エノク​は​これ​を​見みる​と、心こころ​に​苦くるしみ​を​覚おぼえ、その​兄きょう弟だい​たち​の​ため​に​泣ないて、天てん​に​向むかって、「わたし​は​慰なぐさめられる​の​を​①拒こばみ​ます」と​言いった。しかし、主しゅ​は​エノク​に​言いわれた。「心こころ​を​高たかめて​喜よろこび、そして​見み​なさい。」
45 ​そして、エノク​は​見みた。すると、ノア​から​始はじまり、地ち​の​すべて​の​氏し族ぞく​が​見みえた。そこで、彼かれ​は​主しゅ​に​叫さけんで​言いった。「いつ​主しゅ​の​日ひ​が​来くる​の​でしょう​か。いつ​義ぎ​なる​御お方かた​の​血ち​が​流ながされて、嘆なげき​悲かなしむ​すべて​の​者もの​が​①聖きよめられ、永遠えいえん​の​命いのち​を​受うけられる​よう​に​なる​の​でしょう​か。」
46 ​主しゅ​は​言いわれた。「それ​は​時とき​の​①中ちゅう間かん、悪あく事じ​と​報ほう復ふく​の​時じ代だい​で​ある。」
47 ​見みよ、エノク​は、人ひと​の​子こ​が​まことに​肉にく体たい​を​取とって​来こられる​日ひ​を​見みた。そして、彼かれ​は​心こころ​から​喜よろこんで​言いった。「義ぎ​なる​御お方かた​が​上あげられる。①小こ羊ひつじ​は​世よ​の​初はじめ​から​ほふられて​いる。信しん仰こう​に​よって、わたし​は​御父おんちち​の​懐ふところ​に​おり、まことに、②シオン​は​わたし​と​ともに​ある。」
48 ​それから、エノク​は​①地ち​を​見みた。すると、地ち​の​中なか​から​声こえ​が​聞きこえた。「災わざわい​だ。人々ひとびと​の​母はは​で​ある​わたし​は、災わざわい​だ。わたし​の​子こ供ども​たち​の​悪あく事じ​の​ゆえ​に、わたし​は​苦くるしみ、疲つかれて​いる。わたし​は​いつ​②安あん息そく​を​得えて、わたし​より​出でた​③汚けがれ​から​清きよめられる​の​か。わたし​の​創そう造ぞう主ぬし​は​いつ​わたし​を​聖きよめて​くださり、わたし​が​安あん息そく​を​得えて、義ぎ​が​しばらく​の​間あいだ​わたし​の​面おもて​に​ある​よう​に​して​くださる​の​か。」
49 ​エノク​は​地ち​が​嘆なげき​悲かなしむ​の​を​聞きいた​とき、泣ないて、主しゅ​に​叫さけんで​言いった。「おお、主しゅ​よ、あなた​は​地ち​に​哀あわれみ​を​かけられない​の​です​か。あなた​は​ノア​の​子し孫そん​を​祝しゅく福ふく​なさらない​の​です​か。」
50 ​エノク​は​主しゅ​に​叫さけび​続つづけて​言いった。「おお、主しゅ​よ、地ち​が​二に度ど​と​洪水こうずい​で​覆おおわれる​こと​の​ない​よう​に、ノア​と​その​子し孫そん​を​憐あわれんで​くださる​よう、わたし​は​あなた​の​独ひとり子ご、すなわち​イエス・​キリスト​の​御み​名な​に​よって​願ねがい​求もとめ​ます。」
51 ​そこで、主しゅ​は​それ​に​応おうじない​で​は​いられなかった。そして、主しゅ​は​エノク​に​聖せい約やく​し、①洪水こうずい​を​とどめる​こと​と、ノア​の​子し孫そん​に​呼よびかける​こと​を​彼かれ​に​誓ちかって​約やく束そく​された。
52 ​そして、主しゅ​は、大だい地ち​の​ある​かぎり、彼かれ​の​子し孫そん​の​①残のこり​の​者もの​が​いつでも​すべて​の​民族みんぞく​の​中なか​に​見みいだされる​と​いう​不ふ変へん​の​定さだめ​を​出だされた。
53 ​そして、主しゅ​は​言いわれた。「子し孫そん​から​メシヤ​が​出でる​者もの​は、幸さいわい​で​ある。彼かれ​は、『わたし​は​①メシヤ​で​あり、シオン​の​②王おう​で​あり、永遠えいえん​の​よう​に​広ひろい​天てん​の​③岩いわ​で​ある。だれでも​門もん​を​入はいり、わたし​に​よって​④登のぼる​者もの​は、決けっして​落おちる​こと​が​ない。それゆえ、わたし​が​語かたった​者もの​たち​は、幸さいわい​で​ある。彼かれら​は​永遠えいえん​の​喜よろこび​の​⑤歌うた​を​歌うたい​ながら​来くる​から​で​ある』​と​言いう。」
54 ​さらに、エノク​は​主しゅ​に​叫さけんで​言いった。「人ひと​の​子こ​が​肉にく体たい​を​取とって​来こられる​とき、地ち​は​安あん息そく​を​得える​の​でしょう​か。どうか、これら​の​こと​を​わたし​に​お​示しめし​ください。」
55 ​すると、主しゅ​は​エノク​に、「見み​なさい」と​言いわれた。そこで、彼かれ​が​眺ながめる​と、人ひと​の​習ならわし​に​従したがって​①人ひと​の​子こ​が​②十じゅう字じ架か​に​上あげられる​の​が​見みえた。
56 ​また、彼かれ​は​大おおきな​声こえ​を​聞きいた。天てん​が​覆おおわれ、神かみ​が​創そう造ぞう​された​すべて​の​もの​が​嘆なげき​悲かなしみ、地ち​が​①うめき、もろもろ​の​岩いわ​が​裂さけた。また、聖せい徒と​たち​が​②よみがえって、人ひと​の​子こ​の​③右みぎ​に​おいて​栄えい光こう​の​④冠かんむり​を​受うけた。
57 ​①獄ごく​に​いた​②霊れい​たち​の​多おおく​が​出でて​来きて、神かみ​の​右みぎ​に​立たった。そして、残のこり​の​者もの​は、大おおいなる​日ひ​の​裁さばき​まで​暗くら闇やみ​の​鎖くさり​に​つながれて​いた。
58 ​そこで​再ふたたび、エノク​は​泣なき、主しゅ​に​叫さけんで​言いった。「地ち​は​いつ​安あん息そく​を​得える​の​でしょう​か。」
59 ​すると​エノク​は、人ひと​の​子こ​が​御父おんちち​の​もと​に​昇のぼって​行いかれる​の​を​見みた。そこで、彼かれ​は​主しゅ​に​呼よびかけて​言いった。「あなた​は​再ふたたび​地ち上じょう​に​来こられない​の​でしょう​か。あなた​は​神かみ​で​あられ、わたし​は​あなた​を​知しって​おり、あなた​は​わたし​に​誓ちかい​を​なし、あなた​の​独ひとり子ご​の​名な​に​よって​尋たずねる​よう​に​わたし​に​命めいじられ​ました。あなた​は​わたし​を​造つくり、あなた​の​御み​座ざ​に​至いたる​権けん利り​を、わたし​自じ身しん​に​よらず、あなた​御ご​自じ身しん​の​恵めぐみ​に​よって​わたし​に​与あたえて​ください​ました。それで​わたし​は、あなた​が​再ふたたび​地ち上じょう​に​来こられる​か​どう​か​お​尋たずね​する​の​です。」
60 ​すると、主しゅ​は​エノク​に​言いわれた。「わたし​が​生いきて​いる​よう​に​確たしか​に、わたし​は​①終おわり​の​時とき​に、すなわち​悪あく事じ​と​報ほう復ふく​の​時じ代だい​に​来きて、わたし​が​ノア​の​子し孫そん​に​関かんして​あなた​に​立たてた​誓ちかい​を​果はたそう。
61 ​地ち​が​①安あん息そく​を​得える​日ひ​が​来くる。しかし、その​日ひ​の​前まえ​に、天てん​は​②暗くらく​なり、暗あん黒こく​の​③幕まく​が​地ち​を​覆おおう​で​あろう。天てん​が​震ふるえ、地ち​も​震ふるえる​で​あろう。そして、ひどい​艱難かんなん​が​人ひと​の​子こら​の​中なか​に​ある​が、わたし​は​自じ分ぶん​の​民たみ​を​④守まもろう。
62 ​また、わたし​は​天てん​から​①義ぎ​を​下くだそう。また、②地ち​から​③真しん理り​を​出だして、わたし​の​独ひとり子ご​と、死し者しゃ​の​中なか​から​の​独ひとり子ご​の​④復ふっ活かつ​と、また​すべて​の​人ひと​の​復ふっ活かつ​に​ついて​⑤証あかし​しよう。そして、わたし​は​義ぎ​と​真しん理り​が​洪水こうずい​の​ごとく​に​地ち​を​満みたす​よう​に​し、わたし​が​備そなえる​場ば所しょ、すなわち​聖せい​なる​都みやこ​に​地ち​の​四し方ほう​から​わたし​の​選民せんみん​を​⑥集あつめよう。それ​は、わたし​の​民たみ​が​その​腰こし​に​帯おび​を​締しめ、わたし​の​来らい臨りん​の​時とき​を​待まち望のぞめる​よう​に​する​ため​で​ある。わたし​の​幕まく屋や​は​そこ​に​あり、そこ​は​シオン、すなわち​⑦新しん​エルサレム​と​呼よばれる​で​あろう。」
63 ​また、主しゅ​は​エノク​に​言いわれた。「その​とき、あなた​と​あなた​の​①町まち​の​すべて​の​者もの​は​そこ​で​彼かれら​に​会あい、わたしたち​は​彼かれら​を​懐ふところ​に​迎むかえ​入いれ、彼かれら​は​わたしたち​を​見みる​で​あろう。そして、わたしたち​は​彼かれら​の​首くび​を​抱だき、彼かれら​は​わたしたち​の​首くび​を​抱だいて、わたしたち​は​互たがいに​口くちづけ​する​で​あろう。
64 ​わたし​の​住すまい​は​そこ​に​ある。それ​は、わたし​が​造つくった​すべて​の​創そう造ぞう​物ぶつ​の​中なか​から​出でて​来くる​シオン​で​ある。そして、①千​年ねん​の​間あいだ、地ち​は​②安あん息そく​を​得える​で​あろう。」
65 ​それから​エノク​は、人ひと​の​子こ​が​千​年ねん​の​間あいだ​地ち上じょう​で​義ぎ​の​うち​に​住すむ​ため​に、終おわり​の​時とき​に​①来こられる​日ひ​を​見みた。
66 ​しかし、その​日ひ​の​前まえ​に​ひどい​艱難かんなん​が​悪あく人にん​の​中なか​に​ある​の​を、彼かれ​は​見みた。彼かれ​は​また​海う み​も​見みた​が、それ​は​荒あれて​いた。そして、人々ひとびと​は​①気き落おち​して、悪あく人にん​に​下くだる​全ぜん能のう​の​神かみ​の​②裁さばき​を​恐おそれ​ながら​待まって​いた。
67 ​主しゅ​は​エノク​に、まことに​世よ​の​終おわり​に​至いたる​まで​すべて​の​こと​を​示しめされた。そして、彼かれ​は​義ぎ人じん​の​日ひ、彼かれら​の​贖あがない​の​時とき​を​見みて、①喜よろこび​に​満みたされた。
68 ​エノク​の​生涯しょうがい​に​おける​①シオン​の​時じ代だい​は、合あわせて​三百六十五​年ねん​で​あった。
69 ​エノク​と​その​すべて​の​民たみ​は​神かみ​と​ともに​①歩あゆみ、彼かれ​は​シオン​の​中なか​に​住すんだ。それから、シオン​は​なくなった。神かみ​が​御ご​自じ身しん​の​懐ふところ​に​それ​を​迎むかえ​入いれられた​から​で​ある。その​こと​から、「シオン​は​消きえうせた」と​いう​言こと葉ば​が​広ひろまった。
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第​8​章
（千八百三十一​年ねん​二月がつ）
メトセラ、預よ言げん​する。ノア​と​その​息むす子こ​たち、福ふく音いん​を​宣のべ​伝つたえる。ひどい​悪あく事じ​が​広ひろがる。悔くい改あらため​の​呼よびかけ​は​無む視し​される。神かみ​は​洪水こうずい​に​よる​すべて​の​肉にく​なる​もの​の​滅ほろび​を​定さだめられる。
1 ​エノク​の​年とし​は​合あわせて​四百三十​年ねん​で​あった。
2 ​エノク​の​息むす子こ​①メトセラ​は、主しゅ​が​エノク​に​立たてられた​聖せい約やく​が​果はたされる​ため​に​取とり去さられなかった。主しゅ​は​まことに​エノク​に、ノア​が​彼かれ​の​腰こし​から​出でる​と​聖せい約やく​された​から​で​ある。
3 ​そこで、メトセラ​は​自じ分ぶん​の​子し孫そん​から（ノア​を​通とおして）地ち​の​すべて​の​王おう国こく​が​出でる​と​預よ言げん​し、栄えい光こう​を​自じ分ぶん​の​もの​と​した。
4 ​地ち​に​ひどい​飢き饉きん​が​起おこった。主しゅ​は​ひどい​のろい​を​もって​地ち​を​のろわれ、地ち​に​住すむ​多おおく​の​者もの​が​死しんだ。
5 ​さて、メトセラ​は​百八十七​歳さい​に​なって、レメク​を​もうけた。
6 ​メトセラ​は​レメク​を​もうけた​後のち、七百八十二​年ねん​生いきて、息むす子こ、娘むすめ​たち​を​もうけた。
7 ​メトセラ​の​年とし​は​合あわせて​九百六十九​歳さい​で​あった。そして、彼かれ​は​死しんだ。
8 ​レメク​は​百八十二​歳さい​に​なって、男おとこの子こ​を​もうけ、
9 「この​子こ​こそ、主しゅ​が​地ち​を​①のろわれた​ため、骨ほね折おり​働はたらく​我々われわれ​を​慰なぐさめる​もの」と​言いって、その​子こ​を​②ノア​と​名な付づけた。
10 ​レメク​は​ノア​を​もうけた​後のち、五百九十五​年ねん​生いきて、息むす子こ、娘むすめ​たち​を​もうけた。
11 ​レメク​の​年とし​は​合あわせて​七百七十七​歳さい​で​あった。そして​、彼かれ​は​死しんだ。
12 ​ノア​は​四百五十​歳さい​で​①ヤペテ​を​もうけ、四十二​年ねん​後ご​に​ヤペテ​の​母はは​に​よって​②セム​を​もうけ、五百​歳さい​の​とき​に​③ハム​を​もうけた。
13 ​①ノア​と​その​息むす子こ​たち​は​主しゅ​の​言こと葉ば​を​②聴きいて、心こころ​に​留とめた。そして、彼かれら​は​③神かみ​の​子こ​と​呼よばれた。
14 ​これら​の​人ひと​が​地ち​の​面おもて​に​増ふえ​始はじめ、娘むすめ​たち​が​彼かれら​に​生うまれた​とき、①人ひと​の​子こら​は​これら​の​娘むすめ​が​美うつくしい​の​を​見みて、自じ分ぶん​たち​の​選えらんだ​者もの​を​妻つま​と​した。
15 ​主しゅ​は​ノア​に​言いわれた。「あなた​の​息むす子こ​たち​の​娘むすめ​たち​は​自じ分ぶん​自じ身しん​を​①売うり渡わたした。見みよ、わたし​の​怒いかり​は​人ひと​の​子こら​に​向むかって​燃もえて​いる。彼かれら​が​わたし​の​声こえ​に​聞きき​従したがおう​と​しない​から​で​ある。」
16 ​そこで、ノア​は​預よ言げん​し、神かみ​に​かかわる​こと​を、それ​が​初はじめ​に​あった​とおり​に​教おしえた。
17 ​主しゅ​は​ノア​に​言いわれた。「わたし​の​御み霊たま​は​いつでも​人​を​①励はげます​わけ​で​は​ない。人ひと​は​すべて​の​②肉にく​なる​もの​が​死しぬ​こと​を​知しる​で​あろう。それでも、人ひと​の​年とし​は​百二十​年ねん​で​ある。もし​人々ひとびと​が​悔くい改あらため​なければ、わたし​は​彼かれら​に​③洪水こうずい​を​送おくろう。」
18 ​その​時じ代だい​に​は​地ち上じょう​に​①巨人きょじん​たち​が​おり、彼かれら​は​ノア​を​捜さがして​命いのち​を​取とろう​と​した。しかし、主しゅ​が​ノア​と​ともに​おられ、主しゅ​の​②力ちから​が​彼かれ​の​うえ​に​あった。
19 ​そして、主しゅ​は​御ご​自じ分ぶん​の​①位くらい​に​従したがう​者もの​として​②ノア​を​③聖任せいにん​され、彼かれ​に、出でて​行いって、エノク​に​与あたえられた​とおり​に​人ひと​の​子こら​に​福ふく音いん​を​④告つげ​知しらせる​よう​命めいじられた。
20 ​そこで、ノア​は​人ひと​の​子こら​に、①悔くい改あらためる​よう​に​と​呼よびかけた。しかし、彼かれら​は​ノア​の​言こと葉ば​に​耳みみ​を​傾かたむけなかった。
21 ​また、彼かれら​は​ノア​の​語かたる​こと​を​聞きいた​後のち、彼かれ​の​前まえ​に​やって​来きて​言いった。「見みよ、我々われわれ​は​神かみ​の​子こ​だ。我々われわれ​は​人ひと​の​娘むすめ​たち​を​めとった​で​は​ない​か。我々われわれ​は​①食たべたり、飲のんだり、めとったり、嫁とついだり​して​いる​で​は​ない​か。我々われわれ​の​妻つま​は​我々われわれ​に​子こ供ども​を​産うみ、その​子こ​たち​は​昔むかし​の​人々ひとびと​の​よう​に​勇ゆう士し​で​あり、非ひ常じょう​に​名な高だかい​者もの​たち​で​ある。」こう​して、彼かれら​は​ノア​の​言こと葉ば​に​耳みみ​を​傾かたむけなかった。
22 ​神かみ​は、人ひと​の​①悪あく​が​地ち上じょう​で​ひどく​なり、すべて​の​人ひと​が​その​心こころ​に​②思おもい​計はかる​こと​で​高たかぶって​おり、いつも​悪わるい​こと​ばかり​を​考かんがえて​いる​の​を​御ご覧らん​に​なった。
23 ​そこで、ノア​は​民たみ​に​①教おしえ​を​説とき​続つづけて​言いった。「聴きき​なさい。わたし​の​言こと葉ば​を​心こころ​に​留とめ​なさい。
24 ​①信しんじて​罪つみ​を​悔くい改あらため、わたしたち​の​先せん祖ぞの​よう​に​神かみ​の​御おん子こ​イエス・​キリスト​の​御み​名な​に​よって​②バプテスマ​を​受うけ​なさい。そう​すれ​ば、あなたがた​は​聖霊せいれい​を​受うけて、すべて​の​こと​が​③明あきらか​に​される​で​あろう。もし​この​こと​を​しなければ、洪水こうずい​が​あなたがた​を​襲おそう​で​あろう。」それでも、彼かれら​は​耳みみ​を​傾かたむけなかった。
25 ​ノア​は、主しゅ​が​地ち上じょう​に​人ひと​を​造つくられた​こと​を​悔くやみ、心こころ​を​痛いためた。彼かれ​は​それ​を​心こころ​に​深ふかく​悲かなしんだ。
26 ​すると、主しゅ​は​言いわれた。「わたし​が​創そう造ぞう​した​人ひと​を​地ち​の​面おもて​から​①ぬぐい​去さろう。人ひと​も​獣けもの​も、這はう​もの​も、空そら​の​鳥とり​まで​も。わたし​が​それら​を​創そう造ぞう​し、それら​を​造つくった​こと​を、ノア​が​悔くやんで​いる。彼かれ​は​わたし​に​呼よび​求もとめて​きた。彼かれら​が​彼かれ​の​命いのち​を​取とろう​と​した​から​で​ある。」
27 ​この​よう​に​して、ノア​は​神かみ​の​前まえ​に​①恵めぐみ​を​得えた。ノア​は​正ただしい​人ひと​で​あり、その​時じ代だい​の​人々ひとびと​の​中なか​で​②完全かんぜん​で​あった​から​で​ある。彼かれ​は​神かみ​と​ともに​③歩あゆんだ。その​三人にん​の​息むす子こ、セム、ハム、ヤペテ​も​同どう様よう​で​あった。
28 ​世よ​は​神かみ​の​前まえ​に​①堕だ落らく​して、暴虐ぼうぎゃく​が​地ち​に​満みちた。
29 ​神かみ​が​地ち​を​見みられる​と、まことに​それ​は​堕だ落らく​して​いた。すべて​の​肉にく​なる​もの​が​地ち​の​上うえ​で​その​道みち​を​乱みだした​から​で​ある。
30 ​そこで、神かみ​は​ノア​に​言いわれた。「すべて​の​肉にく​なる​もの​の​終おわり​が、わたし​の​前まえ​に​来きて​いる。地ち​は​暴虐ぼうぎゃく​で​満みちて​いる。まことに、わたし​は​すべて​の​肉にく​なる​もの​を​地ち​から​①滅ほろぼそう。」
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	◀②
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	◀②
GS「力」

	◀19①
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アブ1・19

	◀③
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	◀④
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	◀20①
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	◀21①
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	◀22①
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	◀23①
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	◀24①
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	◀②
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	◀26①
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	◀27①
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	◀③
GS「歩む（神とともに）」
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アブラハム​書しょ
ジョセフ・​スミス​が​​パピルス​から​翻ほん訳やく​した​もの
エジプト​の​地ち下か​墓ぼ地ち​から​得えられた​幾いくつ​か​の​昔むかし​の​記き録ろく​の​翻ほん訳やく。「アブラハム​書しょ」と​呼よばれる、アブラハム​が​エジプト​に​いた​間あいだ​に​彼かれ​自じ身しん​の​手て​で​パピルス​に​記しるした​書かき物もの（『教きょう会かい歴れき史し』​第だい二​巻かん、二百三十五―二百三十六、三百四十八―三百五十一​ページ​を​参照さんしょう）。
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		第​1​章
アブラハム、族ぞく長ちょう​制せい度ど​の​祝しゅく福ふく​を​求もとめる。アブラハム、カルデヤ​で​偽にせ​祭さい司し​たち​に​よって​迫はく害がい​される。エホバ​が​アブラハム​を​救すくい​出だされる。エジプト​の​起き源げん​と​政体せいたい​が​概観がいかん​される。
1 ​わたし​の​先せん祖ぞ​が​住すんで​いた​①カルデヤ人びと​の​地ち​に​おいて、わたし​②アブラハム​は、別べつ​の​③居きょ住じゅう​の​地ち​を​得える​こと​が​自じ分ぶん​に​とって​必ひつ要よう​で​ある​の​を​知しった。
2 ​また、わたし​の​ため​に​さらに​大おおいなる​①幸こう福ふく​と​平安へいあん​と​②安あん息そく​が​ある​の​を​知しり、わたし​は​先せん祖ぞ​の​祝しゅく福ふく​と、わたし​が​聖任せいにん​される​べき​それら​の​祝しゅく福ふく​を​つかさどる​権けん利り​と​を​得えよう​と​努つとめた。わたし​は​自じ分ぶん​自じ身しん​が​③義ぎ​に​従したがう​者もの​で​あった​ので、また、多おおく​の​④知ち識しき​を​持もつ​者もの​と​なり、義ぎ​に​従したがう​さらに​大おおいなる​者もの​と​なる​こと​を​望のぞみ、もっと​多おおく​の​知ち識しき​を​持もち、多おおく​の​国こく民みん​の​先せん祖ぞ、平へい和わ​の​君きみ​と​なる​こと​を​望のぞみ、また​数々かずかず​の​指し示じ​を​受うけ、神かみ​の​戒いましめ​を​守まもる​こと​を​望のぞんだ​ので、先せん祖ぞ​に​属ぞくする​⑤権けん利り​を​持もつ​正せい当とう​な​相そう続ぞく​人にん、⑥大だい​祭さい司し​と​なった。
3 ​それ​は​先せん祖ぞ​から​わたし​に​①授さずけられた。それ​は​先せん祖ぞ​から、時とき​の​初はじめ​から、まことに​初はじめ​から、すなわち​地ち​が​造つくられる​前まえ​から​現在げんざい​まで​伝つたわった​もの​で​ある。それ​は​②長ちょう子し、すなわち​最さい初しょ​の​人ひと、すなわち​③アダム、すなわち​最さい初しょ​の​先せん祖ぞ​の​権けん利り​で​あり、先せん祖ぞ​たち​を​通とおして​わたし​に​至いたった​もの​で​ある。
4 ​わたし​は、子し孫そん​に​関かんして​先せん祖ぞ​に​与あたえられた​神かみ​の​定さだめ​に​従したがって、神しん権けん​に​①任にんじられる​こと​を​求もとめた。
5 ​わたし​の​①先せん祖ぞ​は、彼かれら​の​義ぎ​と​主しゅ​なる​彼かれら​の​神かみ​が​与あたえられた​聖せい​なる​戒いましめ​から​離はなれて、異い教きょう徒と​の​神々かみがみ​を​②礼れい拝はい​し、わたし​の​言こと葉ば​を​聴きく​の​を​まったく​拒こばんだ。
6 ​彼かえら​は​悪あく​を​行おこなう​こと​を​その​心こころ​に​留とめ、①エルケナ​の​神かみ​と、リブナ​の​神かみ​と、マーマクラ​の​神かみ​と、コラシ​の​神かみ​と、エジプト​の​王おう​パロ​の​神かみ​に​すっかり​頼たより​切きって​いた​から​で​ある。
7 ​そこで、彼かれら​は​異い教きょう徒と​の​犠ぎ牲せい​に​その​心こころ​を​向むけて、これら​口くち​の​利きけない​偶ぐう像ぞう​に​彼かれら​の​子こ供ども​たち​を​ささげ、わたし​の​声こえ​を​聴きこう​と​せず、エルケナ​の​祭さい司し​の​手て​に​よって​わたし​の​命いのち​を​取とろう​と​した。エルケナ​の​祭さい司し​は​また、パロ​の​祭さい司し​で​あった。
8 ​さて​当とう時じ、カルデヤ​の​地ち​に​築きずかれた​祭さい壇だん​上じょう​で​これら​異い国こく​の​神々かみがみ​へ​の​犠ぎ牲せい​として​男だん女じょ​や​子こ供ども​を​ささげる​こと​が、エジプト​の​王おう​パロ​の​祭さい司し​の​習ならわし​で​あった。
9 ​そして、祭さい司し​は​エジプト人じん​の​流りゅう儀ぎ​に​従したがって、パロ​の​神かみ​に​ささげ​物もの​を​し、また​シャグレール​の​神かみ​に​も​ささげ​物もの​を​した。ところで、シャグレール​の​神かみ​は​太陽たいよう​で​あった。
10 ​パロ​の​祭さい司し​は、オリシェム​の​平へい野や​の​奥おく​に​ある​ポテパル​の​丘おか​と​呼よばれた​丘おか​の​そば​に​あった​祭さい壇だん​上じょう​で、子こ供ども​を​感謝かんしゃ​の​ささげ​物もの​として​ささげる​こと​さえ​行おこなった。
11 ​さて、この​祭さい司し​は、かつて​この​祭さい壇だん​上じょう​で​三人にん​の​おとめ​を​ささげた。この​おとめ​たち​は、①ハム​の​直ちょっ系けい​の​王おう家け​の​一ひと人り​で​ある​オニタ​の​娘むすめ​たち​で​あった。この​おとめ​たち​は​その​節せっ操そう​の​ゆえ​に​ささげられた​の​で​ある。彼女かのじょ​たち​は​木き​や​石いし​の​神々かみがみ​を​②ひれ伏ふして​拝おがもう​と​しなかった​ため​に、この​祭さい壇だん​上じょう​で​殺ころされた。そして、それ​は​エジプト人じん​の​流りゅう儀ぎ​に​従したがって​行おこなわれた。
12 ​さて、祭さい司し​たち​は​わたし​に​暴ぼう力りょく​を​振ふるい、この​祭さい壇だん​上じょう​で​その​おとめ​たち​を​殺ころした​よう​に、わたし​も​殺ころそう​と​した。この​祭さい壇だん​に​ついて​知しる​ため​に、この​記き録ろく​の​初はじめ​に​ある​絵え図ず​を​参照さんしょう​して​ほしい。
13 ​それ​は​カルデヤ人びと​の​間あいだ​で​用もちいられた​よう​な​寝台しんだい​の​形かたち​に​倣ならって​造つくられ、エルケナ、リブナ、マーマクラ、コラシ​の​神々かみがみ​の​前まえ、および​エジプト​の​王おう​パロ​の​神かみ​に​似にた​神かみ​の​前まえ​に​置おかれて​いた。
14 ​あなたがた​が​これら​の​神々かみがみ​に​ついて​理り解かい​できる​よう​に、わたし​は​冒ぼう頭とう​の​図ず形けい​中ちゅう​に​それら​の​型かた​を​示しめした。この​よう​な​種しゅ類るい​の​図ず形けい​を、カルデヤ人びと​は​ラーレーノス​と​呼よぶ。それ​は​象形しょうけい​文も字じ​と​いう​意い味み​で​ある。
15 ​彼かれら​が​わたし​を​ささげて​命いのち​を​取とる​ため​に、その​手て​を​わたし​の​上うえ​に​振ふり上あげた​とき、見みよ、わたし​は​主しゅ​なる​神かみ​に​声こえ​を​上あげた。すると、主しゅ​は​①耳みみ​を​傾かたむけて​聞きいて​くださり、全ぜん能のう​者しゃ​の​示じ現げん​で​わたし​を​満みたして​くださった。そして、主しゅ​の​前まえ​の​天てん使し​が​わたし​の​傍かたわら​に​立たち、直ただちに​縄なわ​を​②解といて​くれた。
16 ​そして、主しゅ​の​声こえ​が​わたし​に​及およんだ。「アブラハム、アブラハム、見みよ、わたし​の​①名な​は​エホバ​で​ある。わたし​は​あなた​の​声こえ​を​聞きいた。そして、あなた​を​救すくい​出だし、あなた​を​父ちち​の​家いえ​から、すべて​の​親族しんぞく​から​あなた​の​知しらない​異い国こく​の​②地ち​へ​連つれ出だす​ため​に​降くだって​来きた。
17 ​これ​は、彼かれら​が​その​心こころ​を​わたし​から​背そむけて、エルケナ​の​神かみ​と、リブナ​の​神かみ​と、マーマクラ​の​神かみ​と、コラシ​の​神かみ​と、エジプト​の​王おう​パロ​の​神かみ​を​礼れい拝はい​した​ため​で​ある。そこで​わたし​は、彼かれら​に​報むくい​を​下くだし、わたし​の​子こ​で​ある​あなた​アブラハム​の​命いのち​を​取とろう​と​して​手て​を​振ふり上あげた​者もの​を​滅ほろぼす​ため​に、降くだって​来きた​の​で​ある。
18 ​見みよ、わたし​は​わたし​の​手て​に​よって​あなた​を​導みちびこう。わたし​は​あなた​を​受うけ入いれて、わたし​の​名な、すなわち​あなた​の​父ちち​の​①神しん権けん​を​与あたえよう。わたし​の​力ちから​は​あなた​の​うえ​に​ある​で​あろう。
19 ​それ​は​ノア​と​ともに​あった​よう​に、あなた​と​ともに​ある​で​あろう。しかし、あなた​の​働はたらき​に​よって、わたし​の​①名な​は​とこしえ​に​この世よ​に​知しられる​で​あろう。わたし​は​あなた​の​神かみ​だから​で​ある。」
20 ​見みよ、ポテパル​の​丘おか​は、カルデヤ​の​①ウル​の​地ち​に​あった。主しゅ​は​エルケナ​の​祭さい壇だん​と​その​地ち​の​神々かみがみ​の​祭さい壇だん​を​壊こわし、それら​を​完全かんぜん​に​破は壊かい​し、祭さい司し​を​打うたれた​ので、彼かれ​は​死しんだ。そして、カルデヤ​に、また​パロ​の​宮きゅう廷てい​に​大おおきな​嘆なげき​が​あった。パロ​と​は、王おう族ぞく​の​血けっ統とう​に​よる​王おう​を​意い味み​する。
21 ​さて、この​エジプト​の​王おう​は、①ハム​の​腰こし​から​出でた​子し孫そん​で​あり、生うまれ​は​②カナン人びと​の​血けっ統とう​を​引ひいた​者もの​で​あった。
22 ​この​家か系けい​から​すべて​の​エジプト人じん​が​出でて、カナン人びと​の​血ち​が​その​地ち​に​残のこされた​の​で​ある。
23 ​①エジプト​の​地ち​は​最さい初しょ​に​一ひと人り​の​女おんな​に​よって​発はっ見けん​された。この​女おんな​は​ハム​の​娘むすめ​で​あり、エジプタス​の​娘むすめ​で​あった。エジプタス​と​は、カルデヤ語ご​で​エジプト​を​意い味み​し、禁きんじられた​もの​と​いう​意い味み​で​ある。
24 ​この​女おんな​が​その​地ち​を​発はっ見けん​した​とき、それ​は​水みず​の​下した​に​あった​が、後のち​に​彼女かのじょ​は​そこ​に​息むす子こ​たち​を​定住ていじゅう​させた。この​よう​に​して、ハム​から、その​地ち​に​のろい​を​とどめた​人種じんしゅ​が​出でた​の​で​ある。
25 ​さて、エジプト​の​最さい初しょ​の​政せい府ふ​は、ハム​の​娘むすめ​で​ある​エジプタス​の​長ちょう男なん​パロ​に​よって​設もうけられた。それ​は​ハム​の​政せい府ふ​に​倣ならい、族ぞく長ちょう​制せい​で​あった。
26 ​パロ​は​義ぎ​に​かなった​人ひと​で​あり、王おう国こく​を​設せつ立りつ​して、生涯しょうがい​賢明けんめい​かつ​公こう正せい​に​民たみ​を​治おさめ、最さい初しょ​の​世せ代だい、最さい初しょ​の​族ぞく長ちょう​統とう治ち​の​時じ代だい、すなわち​アダム​や​ノア​の​治ち世せい​に​先せん祖ぞ​たち​に​よって​設もうけられた​制せい度ど​を​模も倣ほう​しよう​と​熱心ねっしん​に​努つとめた。ノア​は​彼かれ​の​先せん祖ぞ​で​あり、彼かれ​に​地ち​の​①祝しゅく福ふく​と​知ち恵え​の​祝しゅく福ふく​を​授さずけた​が、神しん権けん​に​関かんして​は​彼かれ​を​のろった。
27 ​さて、パロ​は​①神しん権けん​の​権けん利り​を​持もつ​こと​の​できない​血けっ統とう​の​出で​で​あった​が、パロ​たち​は、ハム​を​通とおして​ノア​から​それ​を​受うけた​と​自みずから​主しゅ張ちょう​した。その​ため​に、わたし​の​父ちち​は​彼かれら​の​偶ぐう像ぞう礼れい拝はい​に​惑まどわされた​の​で​ある。
28 ​しかし、わたし​は​この​後のち、わたし​自じ身しん​から​創そう造ぞう​の​初はじめ​まで​さかのぼって​年代ねんだい​記き​を​書かく​よう​に​しよう。数々かずかず​の​①記き録ろく​が​わたし​の​手て​に​入はいり、わたし​は​現在げんざい​まで​それ​を​所しょ有ゆう​して​いる​から​で​ある。
29 ​さて、エルケナ​の​祭さい司し​が​打うたれて​死しんだ​後のち、その​地ち​に​飢き饉きん​が​ある​で​あろう​と​カルデヤ​の​地ち​に​ついて​わたし​に​言いわれた​こと​が​成じょう就じゅ​した。
30 ​この​ため​に、飢き饉きん​が​カルデヤ​の​全ぜん​地ち​に​広ひろがった。すると、わたし​の​父ちち​は​その​飢き饉きん​の​ため​に​ひどく​苦くるしみ、わたし​の​①命いのち​を​取とろう​と​わたし​に​対たいして​企くわだてた​悪あく事じ​を​悔くいた。
31 ​しかし、神しん権けん​の​権けん利り​に​関かんする​先せん祖ぞ​すなわち​族ぞく長ちょう​たち​の​記き録ろく​を、主しゅ​なる​わたし​の​神かみ​は、わたし​の​手て​の​中なか​に​残のこされた。したがって、創そう造ぞう​の​始はじまり​と、もろもろ​の​①遊星ゆうせい​と、もろもろ​の​星ほし​の​知ち識しき​を、それら​が​先せん祖ぞ​に​知しらされた​とおり​に、わたし​は​今日こんにち​まで​保ほ持じ​して​きた​の​で​ある。そこで、わたし​の​後のち​に​来くる​子し孫そん​の​益えき​の​ため​に、わたし​は​これら​の​事こと柄がら​の​多おおく​を​この​記き録ろく​に​書かく​よう​に​しよう。

	◀1①
GS「ウル」

	◀②
GS「アブラハム」

	◀③
使徒7・2－4

	◀2①
GS「喜び」

	◀②
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モセ7・6－8、GS「カナン，カナン人」

	◀23①
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	◀26①
GS「祝福」

	◀27①
公式２、GS「神権」

	◀28①
モセ6・5、GS「覚えの書」
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第​2​章
アブラハム、ウル​の​地ち​を​去さって​カナン​の​地ち​へ​向むかう。エホバ、ハラン​で​アブラハム​に​御み​姿すがた​を​現あらわされる。すべて​の​福ふく音いん​の​祝しゅく福ふく​が​アブラハム​の​子し孫そん​に、また​アブラハム​の​子し孫そん​を​通とおして​すべて​の​人ひと​に​約やく束そく​される。アブラハム、カナン​へ​行いき、続つづいて​エジプト​に​向むかう。
1 ​さて、主しゅ​なる​神かみ​が​ウル​の​地ち​に​おいて​飢き饉きん​を​ひどく​された​ので、わたし​の​兄きょう弟だい​①ハラン​は​死しんだ。しかし、わたし​の​父ちち​②テラ​は​なお、カルデヤ​の​ウル​の​地ち​に​住すんで​いた。
2 ​そして、わたし​アブラハム​は​①サライ​を​めとり、わたし​の​兄きょう弟だい​②ナホル​は​ミルカ​を​めとった。ミルカ​は​ハラン​の​娘むすめ​で​あった。
3 ​さて、主しゅ​は​わたし​に​①言いわれた。「アブラハム、あなた​は​国くに​を​出でて、親族しんぞく​と​別わかれ、父ちち​の​家いえ​を​離はなれ、わたし​が​示しめす​地ち​に​行いき​なさい。」
4 ​そこで、わたし​は​カルデヤ​の​①ウル​の​地ち​を​去さり、カナン​の​地ち​に​向むかった。わたし​は​兄きょう弟だい​の​子こ​ロト​と​その​妻つま、および​わたし​の​妻つま​サライ​を​連つれて行いった。わたし​の​②父ちち​も、わたしたち​が​ハラン​と​名な付づけた​地ち​まで​わたし​に​ついて​来きた。
5 ​そして、飢き饉きん​が​和やわらいだ。すると、父ちち​は​ハラン​に​とどまり、そこ​に​住すんだ。ハラン​に​は​多おおく​の​羊ひつじ​の​群むれ​が​あった​から​で​ある。父ちち​は​再ふたたび​①偶ぐう像ぞう礼れい拝はい​に​戻もどり、その​ため​に​ハラン​に​とどまった。
6 ​しかし、わたし​アブラハム​と​わたし​の​兄きょう弟だい​の​子こ​①ロト​は、主しゅ​に​祈いのった。すると、主しゅ​は​わたし​に​②現あらわれて​言いわれた。「立たって、ロト​を​伴ともなって​行いき​なさい。わたし​は​あなた​を​ハラン​から​連つれ出だし、異い国こく​の​③地ち​に​おいて、あなた​を​わたし​の​④名な​を​負おう​仕つかえ​人びと​に​する​と​定さだめた​から​で​ある。あなた​の​後のち​の​子し孫そん​が​わたし​の​声こえ​に​聞きき​従したがう​とき​に、わたし​は​その​地ち​を​彼かれら​に​永遠えいえん​の​所しょ有ゆう​として​与あたえる​で​あろう。
7 ​わたし​は​主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​で​ある。わたし​は​天てん​に​住すみ、地ち​は​わたし​の​①足あし​台だい​で​ある。わたし​が​海う み​の​上うえ​に​手て​を​差さし​伸のべる​と、それ​は​わたし​の​声こえ​に​従したがう。わたし​は​風かぜ​と​火ひ​を​おこして​わたし​の​②車くるま​と​する。わたし​が​山々やまやま​に​向むかって『ここ​を​去され』​と​言いえ​ば、見みよ、それら​は​突とつ如じょ​一いっ瞬しゅん​に​して​旋風せんぷう​に​より​取とり去さられる。
8 ​わたし​の​名な​は​①エホバ​で​あり、わたし​は​初はじめ​から​終おわり​を​②知しって​いる。それゆえ、わたし​の​手て​は​あなた​の​うえ​に​ある。
9 ​わたし​は​あなた​を​大おおいなる​国こく民みん​と​し、あなた​を​計はかり知しれない​ほど​①祝しゅく福ふく​し、あなた​の​名な​を​すべて​の​国こく民みん​の​間あいだ​で​大おおいなる​もの​と​しよう。あなた​は​あなた​の​後のち​の​子し孫そん​に​とって​祝しゅく福ふく​の​基もとい​と​なり、彼かれら​は​すべて​の​国こく民みん​に​この​務つとめ​と​②神しん権けん​を​携たずさえて​行いく​で​あろう。
10 ​わたし​は​あなた​の​名な​に​よって​彼かれら​を​祝しゅく福ふく​しよう。この​①福ふく音いん​を​受うけ入いれる​すべて​の​者もの​は​あなた​の​名な​に​よって​呼よばれ、あなた​の​②子し孫そん​と​見みなされ、立たち上あがって​あなた​を​③父ちち​として​たたえる​で​あろう。
11 ​あなた​を​祝しゅく福ふく​する​者もの​を​わたし​は​①祝しゅく福ふく​し、あなた​を​のろう​者もの​を​わたし​は​のろう。地ち​の​すべて​の​氏し族ぞく​は、あなた（すなわち、あなた​の​神しん権けん）に​よって、また、この​②権けん利り​は​あなた​に​よって​続つづく​と​いう​約やく束そく​を​わたし​は​あなた​に​与あたえる​ので​あなた​の​③子し孫そん（すなわち、あなた​の​神しん権けん）に​よって、また​あなた​の​後のち​の​子し孫そん（すなわち、文も字じ​どおり​の​子し孫そん、肉にく体たい​の​子し孫そん）に​よって、救すくい​の​祝しゅく福ふく​すなわち​永遠えいえん​の​命いのち​の​祝しゅく福ふく​で​ある​福ふく音いん​の​祝しゅく福ふく​を​授さずけられる​で​あろう。」
12 ​さて、主しゅ​が​わたし​に​語かたる​の​を​やめて、わたし​から​退しりぞかれた​後のち、わたし​は​心こころ​の​中なか​で​言いった。「あなた​の​僕しもべ​は​あなた​を​熱心ねっしん​に​①求もとめて​きました。そして​今いま、わたし​は​あなた​を​見みいだし​ました。
13 ​あなた​は​天てん使し​を​遣つかわして、エルケナ​の​神々かみがみ​から​わたし​を​①救すくい​出だして​ください​ました。わたし​は​あなた​の​御み​声こえ​に​よく​聞きき​従したがう​よう​に​します​ので、あなた​の​僕しもべ​を​立たち上あがらせて、安やすらか​に​去さらせて​ください。」
14 ​それで、わたし​アブラハム​は、主しゅ​が​言いわれた​よう​に​出でかけた。ロト​も​わたし​と​一いっ緒しょ​に​行いった。わたし​アブラハム​は​ハラン​を​出でた​とき、①六十二​歳さい​で​あった。
15 ​わたし​は、カルデヤ​の​①ウル​に​いた​とき​に​めとった​②サライ​と、わたし​の​兄きょう弟だい​の​子こ​ロト​と、わたしたち​が​集あつめた​すべて​の​財ざい産さん​と、ハラン​で​③得えた​人々ひとびと​を​伴ともない、④カナン​の​地ち​へ​向むかう​道みち​に​出でて、道みち​を​進すすみ​ながら​天てん幕まく​に​住すんだ。
16 ​したがって、わたしたち​が​ハラン​から​ジェルション​を​通とおって​カナン​の​地ち​へ​向むかう​旅たび​を​して​いた​とき、永遠えいえん​は​わたしたち​の​覆おおい​で​あり、わたしたち​の​①岩いわ​で​あり、わたしたち​の​救すくい​で​あった。
17 ​さて、わたし​アブラハム​は、ジェルション​の​地ち​で​①祭さい壇だん​を​築きずき、主しゅ​に​ささげ​物もの​を​して、わたし​の​父ちち​の​家いえ​から​②飢き饉きん​が​去さって​彼かれら​が​滅ほろびる​こと​の​ない​よう​に​と​祈いのった。
18 ​その後のち、わたしたち​は、ジェルション​から​その​地ち​を​通とおって​シケム​の​地ち​に​着ついた。それ​は​モレ​の​平へい野や​に​あり、わたしたち​は​すでに​①カナン人びと​の​地ち​の​境さかい​に​入はいって​いた。わたし​は​モレ​の​平へい野や​の​そこ​で​②犠ぎ牲せい​を​ささげ、心こころ​から​主しゅ​に​呼よび​求もとめた。すでに​この​偶ぐう像ぞう礼れい拝はい​を​する​民族みんぞく​の​地ち​に​入はいって​いた​から​で​ある。
19 ​すると、主しゅ​は​わたし​の​祈いのり​に​こたえて、わたし​に​現あらわれ、「わたし​は​あなた​の​子し孫そん​に​この​①地ち​を​与あたえる」と​言いわれた。
20 ​そこで、わたし​アブラハム​は、主しゅ​の​ため​に​築きずいた​祭さい壇だん​の​所ところ​から​立たち上あがり、そこ​から​①ベテル​の​東ひがし​の​山やま​に​移うつって​天てん幕まく​を​張はった。西にし​に​は​ベテル、東ひがし​に​は​②アイ​が​あった。そこ​に​わたし​は​主しゅ​の​ため​に​別べつ​の​祭さい壇だん​を​築きずいて、再ふたたび​主しゅ​の​名な​を​③呼よんだ。
21 ​そして、わたし​アブラハム​は​なお​も​進すすんで、南みなみ​へ​旅たび​を​続つづけた。その​地ち​に​は​飢き饉きん​が​続つづいて​いた。そこで、わたし​アブラハム​は​エジプト​に​下くだって​行いき、そこ​に​滞在たいざい​する​こと​に​した。飢き饉きん​が​非ひ常じょう​に​激はげしく​なった​から​で​ある。
22 ​さて、わたし​が​エジプト​に​入はいろう​と​して​そこ​に​近ちかづいた​とき、主しゅ​は​わたし​に​言いわれた。「見みよ、あなた​の​妻つま​①サライ​は、見みる​に​非ひ常じょう​に​美うつくしい​女おんな​で​ある。
23 ​それで、エジプト人じん​は​サライ​を​見みる​と、『この​女おんな​は​あの​男おとこ​の​妻つま​だ』​と​言いって​あなた​を​殺ころし、サライ​は​生いかして​おく​で​あろう。それゆえ、あなた​は​次つぎ​の​よう​に​行おこなう​よう​に​しなさい。
24 ​サライ​に、あなた​の​妹いもうと​で​ある​と​エジプト人じん​に​言いわせ​なさい。そう​すれ​ば、あなた​の​命いのち​は​助たすかる​で​あろう。」
25 ​そこで、わたし​アブラハム​は、主しゅ​が​わたし​に​言いわれた​こと​を​すべて​妻つま​サライ​に​告つげた。「だから、どうか​わたし​の​妹いもうと​だ​と​彼かれら​に​言いって​ほしい。そう​すれ​ば、わたし​は​あなた​の​おかげ​で​無ぶ事じ​で​あり、わたし​の​命いのち​は​あなた​に​よって​助たすかる​で​あろう。」
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第​3​章
アブラハム、ウリム​と​トンミム​に​よって​太陽たいよう​と​月つき​と​星ほし​の​こと​を​知しる。主しゅ​は​アブラハム​に、霊れい​の​永遠えいえん​性せい​を​明あきらか​に​される。アブラハム、前ぜん世せ​と​予よ任にん、創そう造ぞう、贖あがない主ぬし​の​選えらび、人ひと​の​第だい二に​の​位くらい​の​こと​を​知しる。
1 ​わたし​アブラハム​は、主しゅ​なる​わたし​の​神かみ​が​カルデヤ​の​ウル​で​わたし​に​与あたえて​くださった​①ウリム​と​トンミム​を​持もって​いた。
2 ​そこで、わたし​が​数々かずかず​の​①星ほし​を​見みる​と、それら​は​きわめて​大おおいなる​もの​で、その​中なか​の​一つ​は​神かみ​の​御み​座ざ​の​最もっとも​近ちかく​に​あった。また、その​近ちかく​に​は​大おおいなる​星ほし​が​多た数すう​あった。
3 ​主しゅ​は​わたし​に​言いわれた。「これら​は​支し配はい​する​星ほし​で​ある。そして、その​大おおいなる​星ほし​は​わたし​の​近ちかく​に​ある​ので、その​名な​を​①コロブ​と​いう。わたし​は​主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​で​ある。わたし​は、あなた​が​今いま​立たって​いる​星ほし​と​同おなじ​系統けいとう​に​属ぞくする​すべて​の​星ほし​を​治おさめる​よう​に、この​星ほし​を​置おいた。」
4 ​主しゅ​は、ウリム​と​トンミム​に​よって​わたし​に​言いわれた。「コロブ​は、その​回転かいてん​に​よる​時とき​と​季き節せつ​に​ついて​は​主しゅ​の​場ば合あい​と​同おなじ​で​あり、その​一​回転かいてん​は​主しゅ​の​計算けいさん​の​方ほう法ほう​に​よれ​ば​主しゅ​の​①一日にち​で​あって、それ​は​あなた​が​今いま​立たって​いる​星ほし​に​定さだめられた​時とき​に​よれ​ば​②千​年ねん​で​ある。これ​は​コロブ​の​計算けいさん​に​よる​主しゅ​の​時とき​の​計算けいさん​で​ある。」
5 ​主しゅ​は​わたし​に​言いわれた。「小ちいさい​光ひかり​で​ある​遊星ゆうせい、すなわち​夜よる​を​つかさどる​遊星ゆうせい​は、昼ひる​を​つかさどる​もの​より​も​小ちいさい​が、計算けいさん​の​点てん​で​は、あなた​が​今いま​立たって​いる​もの​より​も​上じょう位い​に​ある、すなわち​もっと​大おおいなる​もの​で​ある。それ​は​もっと​ゆっくり​整然せいぜんと​運うん行こう​して​いる​から​で​ある。これ​が​秩ちつ序じょ​に​かなって​いる​の​は、それ​が​あなた​の​立たって​いる​地ち​より​も​上じょう位い​に​ある​から​で​ある。それゆえ、その​時とき​の​計算けいさん​は、その​日ひ​と​月つき​と​年とし​の​数かず​に​関かんして​は​それほど​多おおく​は​ない。」
6 ​主しゅ​は​わたし​に​言いわれた。「さて、アブラハム、これら​①二つ​の​事じ実じつ​が​ある。見みよ、あなた​は​それ​を​見みて​いる。あなた​に​は、計算けいさん​の​時とき​と​定さだめられた​時とき、すなわち、あなた​が​立たって​いる​地ち​の​定さだめられた​時とき​と、昼ひる​を​つかさどる​ため​に​置おかれて​いる​大おおきい​光ひかり​の​定さだめられた​時とき​と、夜よる​を​つかさどる​ため​に​置おかれて​いる​小ちいさい​光ひかり​の​定さだめられた​時とき​を​知しる​こと​が​許ゆるされて​いる。
7 ​さて、小ちいさい​光ひかり​の​定さだめられた​時とき​は、その​時とき​の​計算けいさん​に​関かんして​は、あなた​が​立たって​いる​地ち​の​時とき​の​計算けいさん​より​も​長ながい。
8 ​これら​二つ​の​事じ実じつ​が​ある​所ところ​で​は、これら​の​上うえ​に​また​別べつ​の​事じ実じつ​が​ある。すなわち、時とき​の​計算けいさん​が​さらに​長ながい​別べつ​の​遊星ゆうせい​が​ある​と​いう​こと​で​ある。
9 ​この​よう​に、ある​遊星ゆうせい​の​時とき​の​計算けいさん​は​別べつ​の​遊星ゆうせい​の​それ​より​も​上じょう位い​に​あり、ついに​あなた​は​コロブ​に​近ちかづく。この​コロブ​は​主しゅ​の​時とき​の​計算けいさん​に​等ひとしい。この​コロブ​は​神かみ​の​御み​座ざ​の​近ちかく​に​置おかれ、あなた​が​立たって​いる​遊星ゆうせい​と​同おなじ​①系統けいとう​に​属ぞくする​すべて​の​遊星ゆうせい​を​支し配はい​する。
10 ​あなた​に​は、神かみ​の​御み​座ざ​に​近ちかづく​まで、光ひかり​を​与あたえる​ため​に​置おかれて​いる​すべて​の​星ほし​の​定さだめられた​時とき​を​知しる​こと​が​許ゆるされて​いる。」
11 ​この​よう​に、わたし​アブラハム​は、人ひと​が​互たがいに​語かたり合あう​よう​に​顔かお​と​顔かお​を​合あわせて​主しゅ​と​①語かたった。そして、主しゅ​は​その​手て​で​造つくられた​もの​に​ついて​わたし​に​告つげられた。
12 ​主しゅ​は​わたし​に、「息むす子こ​よ、息むす子こ​よ（この​よう​に​言いって​御み​手て​を​伸のばされ）、見みよ、わたし​は​あなた​に​これら​すべて​を​示しめそう」と​言いわれた。そして、主しゅ​が​その​手て​を​わたし​の​両りょう​目め​に​当あてられる​と、主しゅ​の​手て​で​造つくられた​それら​の​もの​が​わたし​に​見みえた​が、それら​は​数かず​多おおかった。それら​は​わたし​の​目め​の​前まえ​で​増ふえて、わたし​は​その​終おわり​を​見みる​こと​が​できなかった。
13 ​主しゅ​は​わたし​に​言いわれた。「これ​は​シネハ、すなわち​太陽たいよう​で​ある。」また、主しゅ​は​わたし​に​言いわれた。「ココブ、これ​は​星ほし​で​ある。」また、主しゅ​は​わたし​に​言いわれた。「オレア、これ​は​月つき​で​ある。」また、主しゅ​は​わたし​に​言いわれた。「コカーベアム、これ​は​もろもろ​の​星ほし、すなわち​天てん​の​大おお​空ぞら​に​ある​すべて​の​大おおきな​光ひかり​を​意い味み​する。」
14 ​主しゅ​が​これら​の​言こと葉ば​を​わたし​に​告つげられた​の​は、夜よる​で​あった。「わたし​は​これら​の​よう​に、あなた​と​あなた​の​後のち​の​①子し孫そん​を​②増ふやそう。もし​あなた​が​砂すな​の​③数かず​を​数かぞえる​こと​が​できる​と​すれ​ば、あなた​の​子し孫そん​の​数かず​も​その​よう​で​あろう。」
15 ​そして、主しゅ​は​わたし​に​言いわれた。「アブラハム、あなた​が​エジプト​に​入はいる​に​先さき立だって、わたし​は​あなた​に​これら​の​もの​を​示しめす。それ​は、あなた​が​これら​の​言こと葉ば​を​すべて​告つげる​ため​で​ある。
16 ​もし​二つ​の​もの​が​あって、一つ​が​他た​より​も​上じょう位い​に​ある​と​すれ​ば、これら​より​も​さらに​大おおいなる​もの​が​ある。①コロブ​は、あなた​が​見みた​すべて​の​コカーベアム​の​中なか​で​最もっとも​大おおいなる​もの​で​ある。それ​は​わたし​の​最もっとも​近ちかく​に​ある​から​で​ある。
17 ​さて、もし​二つ​の​もの​が​あって、一つ​が​他た​より​も​上じょう位い​に​あり、月つき​が​地ち​より​も​上じょう位い​に​ある​と​すれ​ば、それ​より​も​上じょう位い​に​ある​遊星ゆうせい、あるいは​星ほし​も​ある。主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​が​行おこなおう​と​心こころ​に​かけた​こと​で、①行おこなわない​こと​は​ない。
18 ​と​は​いえ、主しゅ​は​さらに​大おおいなる​星ほし​を​造つくった。同おなじ​よう​に、もし​二つ​の​霊れい​が​いて、一いっ方ぽう​が​他た方ほう​より​も​英えい知ち​に​優すぐれて​いる​と​して​も、一いっ方ぽう​が​他た方ほう​より​も​英えい知ち​に​優すぐれて​いる​に​も​かかわらず、これら​二つ​の​霊れい​に​は​初はじめ​が​ない。彼かれら​は​以い前ぜん​に​存そん在ざい​して​おり、彼かれら​に​は​終おわり​が​なく、彼かれら​は​後のち​に​も​存そん在ざい​する。彼かれら​は​①グノーラーム、すなわち​永遠えいえん​だから​で​ある。」
19 ​主しゅ​は​わたし​に​言いわれた。「実じつに​これら​二つ​の​事じ実じつ​が​ある。すなわち、二つ​の​霊れい​が​いて、一いっ方ぽう​が​他た方ほう​より​も​英えい知ち​に​優すぐれて​いる。彼かれら​より​も​さらに​英えい知ち​の​優すぐれた​別べつ​の​霊れい​が​いる。わたし​は​主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​で​あって、わたし​は​彼かれら​すべて​より​も​英えい知ち​が​①優すぐれて​いる。
20 ​主しゅ​なる​あなた​の​神かみ​は​天てん使し​を​遣つかわして、エルケナ​の​祭さい司し​の​手て​から​あなた​を​①救すくい​出だした。
21 ​わたし​は​彼かれら​すべて​の​中なか​に​住すんで​いる。そして、わたし​の​手て​で​①造つくった​もの​を​あなた​に​告つげ​知しらせる​ため​に、わたし​は​今いま​あなた​の​もと​に​降くだって​来きた​の​で​ある。これ​に​おいて、わたし​の​②知ち恵え​は​彼かれら​すべて​に​勝まさって​いる。わたし​は​あらゆる​知ち恵え​と​思し慮りょ​と​を​もって、あなた​が​その​目め​で​初はじめ​から​見みて​きた​すべて​の​英えい知ち​たち​を、上うえ​は​天てん​で、下した​は​地ち​で​治おさめて​いる​から​で​ある。わたし​は​初はじめ​に、あなた​の​見みた​すべて​の​英えい知ち​たち​の​中なか​に​降くだって​来きた。」
22 ​さて、主しゅ​は​わたし​アブラハム​に、世せ界かい​が​存そん在ざい​する​①前まえ​に​組そ織しき​された​②英えい知ち​たち​を​見みせて​くださった。そして、これら​すべて​の​中なか​に​は、③高こう潔けつ​で​偉い大だい​な​者もの​たち​が​多おおく​いた。
23 ​神かみ​が​これら​の​者もの​を​見みられる​と、彼かれら​は​良よかった。そこで、神かみ​は​彼かれら​の​中なか​に​立たって​言いわれた。「わたし​は​これら​の​者もの​を、治おさめる​者もの​と​しよう。」神かみ​は​霊れい​で​あった​これら​の​者もの​の​中なか​に​立たって、見みて、彼かれら​を​良よし​と​された​から​で​ある。また、神かみ​は​わたし​に​言いわれた。「アブラハム、あなた​は​これら​の​者もの​の​一ひと人り​で​ある。あなた​は​生うまれる​前まえ​に​①選えらばれた​の​で​ある。」
24 ​そして、彼かれら​の​中なか​に​神かみ​の​よう​な​者もの​が​①一ひと人り​立たち、ともに​いた​者もの​たち​に​言いった。「あそこ​に​空くう間かん​が​ある​ので、わたしたち​は​降くだって​行いこう。そして、これら​の​材料ざいりょう​を​取とって、これら​の​者もの​が​住すむ​②地ち​を​③造つくろう。
25 ​そして、わたしたち​は​これ​に​よって​彼かれら​を​①試ためし、何なん​で​あろう​と、主しゅ​なる​彼かれら​の​神かみ​が​命めいじられる​すべて​の​こと​を​彼かれら​が​②なす​か​どう​か​を​見みよう。
26 ​①第だい一いち​の​位くらい​を​守まもる​者もの​は​付つけ加くわえられる​で​あろう。また、第だい一いち​の​位くらい​を​守まもらない​者もの​は、第だい一いち​の​位くらい​を​守まもる​者もの​と​同おなじ​王おう国こく​で​栄えい光こう​を​受うける​こと​は​ない。さらに、②第だい二に​の​位くらい​を​守まもる​者もの​は、とこしえ​に​③栄えい光こう​を​その​頭こうべ​に​付つけ加くわえられる​で​あろう。」
27 ​また、①主しゅ​は​言いわれた。「わたし​は​だれ​を​遣つかわそう​か。」すると、一ひと人り​が​②人ひと​の​子こ​の​よう​に​答こたえた。「わたし​が​ここ​に​います。わたし​を​お​遣つかわし​ください。」また、③別べつ​の​者もの​が​答こたえて​言いった。「わたし​が​ここ​に​います。わたし​を​お​遣つかわし​ください。」そこで、主しゅ​は​言いわれた。「わたし​は​最さい初しょ​の​者もの​を​遣つかわそう。」
28 ​すると​①第だい二​の​者もの​は​怒いかり、その​第だい一いち​の​位くらい​を​守まもらなかった。そして、その​日ひ、②多おおく​の​者もの​が​彼かれ​に​従したがった。

	◀1①
出エ28・30、モサ8・13、28・13－16、ジ－歴史1・35、GS「ウリムとトンミム」

	◀2①
アブ1・31

	◀3①
模写第二の図の説明1－5を参照。GS「コロブ」

	◀4①
アブ5・13

	◀②
詩篇90・4、2ペテ3・8

	◀6①
アブ3・16－19

	◀9①
教義88・37－44

	◀11①
創世17・1、民数12・5－8

	◀14①
創世13・16、教義132・30

	◀②
アブ2・9

	◀③
創世22・17、ホセ1・10

	◀16①
アブ3・3

	◀17①
ヨブ9・4－12

	◀18①
「グノーラーム」とは、永遠を意味するヘブライ語の音訳である

	◀19①
イザ55・8－9、GS「全知」

	◀20①
アブ1・15

	◀21①
教義88・45－47、モセ1・27－29

	◀②
GS「知恵」

	◀22①
GS「前世」「天上の会議」

	◀②
GS「英知」

	◀③
教義138・55

	◀23①
イザ49・1－5、エレ1・5、GS「選ばれた者」「予任」

	◀24①
GS「長子，初子」

	◀②
GS「地球（地）－人のために創造された」

	◀③
GS「創造，創造する」

	◀25①
教義98・12－14、124・55、GS「贖いの計画」「選択の自由」

	◀②
GS「従順，従う」

	◀26①
KJユダ1・6

	◀②
GS「死すべき状態」

	◀③
テト1・2、GS「栄光」

	◀27①
GS「神，神会－父なる神」

	◀②
GS「イエス・キリスト」「人の子」

	◀③
モセ4・1－2

	◀28①
GS「悪魔」

	◀②
GS「滅びの子」


第​4​章
神々かみがみ、地ち​と​その​上うえ​の​すべて​の​生いき物もの​の​創そう造ぞう​を​計けい画かく​される。六むい日か​間かん​の​創そう造ぞう​の​ため​の​神々かみがみ​の​計けい画かく​が​明あきらか​に​される。
1 ​その後のち、主しゅ​は、「降くだって​行いこう」と​言いわれた。そして、彼かれら​は​①最さい初しょ​に​降くだって​行いき、彼かれら​すなわち​神々かみがみ​は、天てん​と​地ち​を​②組そ織しき​し、形かたち造づくられた。
2 ​地ち​は​形かたち造づくられた​後のち、むなしく、荒こう涼りょう​と​して​いた。彼かれら​が​地ち​の​ほか​に​何なにも​形かたち造づくって​おられなかった​から​で​ある。そして、闇やみ​が​深ふかい​淵ふち​の​面おもて​を​支し配はい​し、神々かみがみ​の​御み霊たま​が​水みず​の​面おもて​を​①覆おおって​いた。
3 ​彼かれら（神々かみがみ）は、「光ひかり​あれ」と​言いわれた。すると、光ひかり​が​あった。
4 ​彼かれら（神々かみがみ）は​その​光ひかり​を​知ち覚かく​された。それ​が​輝かがやいて​いた​から​で​ある。そして、彼かれら​は​その​光ひかり​を​闇やみ​から​分わけられた、すなわち​光ひかり​が​分わけられる​よう​に​された。
5 ​神々かみがみ​は​光ひかり​を​昼ひる​と​呼よび、闇やみ​を​夜よる​と​呼よばれた。夕ゆう​から​朝あさ​まで​を​夜よる​と​呼よび、朝あさ​から​夕ゆう​まで​を​昼ひる​と​呼よばれた。これ​が、彼かれら​が​昼ひる、夜よる​と​呼よばれた​もの​の​最さい初しょ、すなわち​初はじめ​で​あった。
6 ​神々かみがみ​は​また​言いわれた。「水みず​の​間あいだ​に​①天てん空くう​が​あって、水みず​と​水みず​と​を​分わけよ。」
7 ​神々かみがみ​は、天てん空くう​の​下した​に​ある​水みず​と​天てん空くう​の​上うえ​に​ある​水みず​を​分わける​よう​に​天てん空くう​に​命めいじられた。すると、彼かれら​が​命めいじられた​よう​に​なった。
8 ​神々かみがみ​は​その​天てん空くう​を​①天てん​と​呼よばれた。夕ゆう​から​朝あさ​まで​を​夜よる​と​呼よび、朝あさ​から​夕ゆう​まで​を​昼ひる​と​呼よばれた。これ​が、彼かれら​が​夜よる、昼ひる​と​呼よばれた​第だい二​の​②時とき​で​あった。
9 ​神々かみがみ​は​命めいじて、「天てん​の​下した​の​①水みず​は​②一ひとつ​所ところ​に​集あつまり、地ち​は​乾かわいて​現あらわれよ」と​言いわれた。すると、神々かみがみ​が​命めいじられた​よう​に​なった。
10 ​神々かみがみ​は​乾かわいた​地ち​を​陸りく​と​宣言せんげん​し、水みず​の​集あつまった​所ところ​を​①大おお​海う み​と​宣言せんげん​された。神々かみがみ​は​それら​が​従したがう​の​を​見みられた。
11 ​神々かみがみ​は​言いわれた。「地ち​を​備そなえて、①青あお​草くさ​と、種たね​を​持もつ​草くさ​と、種しゅ類るい​に​従したがって​自みずから​の​形かたち​を​生しょうじる​種たね​を​持もつ​実み​を​結むすぶ​果か樹じゅ​を​地ち​の​上うえ​に​生はえ​させよう。」すると、神々かみがみ​が​命めいじられた​よう​に​なった。
12 ​神々かみがみ​は​地ち​を​組そ織しき​して、青あお​草くさ​が​その​種たね​から​生はえる​よう​に​し、また​草くさ​が​その​種たね​から​生はえ、種しゅ類るい​に​従したがって​種たね​を​生しょうじる​よう​に​された。また​地ち​を​組そ織しき​して、木き​を​その​種たね​から​生はえ​させ、種しゅ類るい​に​従したがって​同おなじ​もの​のみ​を​生しょうじる​種たね​を​持もつ​実み​を​結むすぶ​よう​に​された。神々かみがみ​は​それら​が​従したがう​の​を​見みられた。
13 ​そして、神々かみがみ​は​日ひ​を​数かぞえられた。夕ゆう​から​朝あさ​まで​を​夜よる​と​呼よび、朝あさ​から​夕ゆう​まで​を​昼ひる​と​呼よばれた。それ​が​第だい三​の​時とき​で​あった。
14 ​神々かみがみ​は​天てん​の​大おお​空ぞら​に​①光ひかり​を​組そ織しき​して、それら​に​昼ひる​と​夜よる​と​を​分わけ​させ、また​それら​を​組そ織しき​して、しるし​の​ため、季き節せつ​の​ため、日ひ​の​ため、年とし​の​ため​と​ならせ、
15 ​また​それら​を​組そ織しき​して、天てん​の​大おお​空ぞら​に​あって​地ち​を​照てらす​光ひかり​と​ならせられた。すると、その​よう​に​なった。
16 ​神々かみがみ​は​二つ​の​大おおきな​光ひかり​を​組そ織しき​して、①大おおきい​光ひかり​に​昼ひる​を​つかさどらせ、小ちいさい​光ひかり​に​夜よる​を​つかさどらせられた。また、小ちいさい​光ひかり​と​ともに​もろもろ​の​星ほし​も​置おかれた。
17 ​神々かみがみ​は​これら​を​天てん​の​大おお​空ぞら​に​置おいて​地ち​を​照てらさせ、昼ひる​と​夜よる​と​を​つかさどらせ、光ひかり​と​闇やみ​と​を​分わけ​させられた。
18 ​神々かみがみ​は​命めいじられた​これら​の​もの​が​従したがう​まで​見み守まもられた。
19 ​夕ゆう​から​朝あさ​まで​夜よる​が​あり、朝あさ​から​夕ゆう​まで​昼ひる​が​あった。それ​が​第だい四​の​時とき​で​あった。
20 ​神々かみがみ​は​言いわれた。「水みず​を​備そなえて、命いのち​を​持もつ​動うごく​生いき物もの​を​豊ゆたか​に​生しょうじ​させ、また​鳥とり​が​地ち​の​上うえ、天てん​の​大おお​空ぞら​を​飛とぶ​よう​に​させよう。」
21 ​神々かみがみ​は​水みず​を​備そなえて、海う み​の​大おおいなる​①獣けもの​と、水みず​に​群むらがる​すべて​の​動うごく​生いき物もの​と​を​その​種しゅ類るい​に​従したがって​生しょうじ​させ、また​翼つばさ​の​ある​すべて​の​鳥とり​を​その​種しゅ類るい​に​従したがって​生しょうじ​させられた。そして、神々かみがみ​は​それら​が​従したがう​の​を​見み、また​その​計けい画かく​が​良よい​の​を​見みられた。
22 ​神々かみがみ​は​言いわれた。「わたしたち​は​これら​を​祝しゅく福ふく​して、生うみ、増ふえ、海う み​の​水みず​すなわち​①大おお​海う み​に​満みちる​よう​に​させ、また​鳥とり​も​地ち​に​増ふえ​させよう。」
23 ​そして、夕ゆう​から​朝あさ​まで​を、神々かみがみ​は​夜よる​と​呼よばれた。また、朝あさ​から​夕ゆう​まで​を、昼ひる​と​呼よばれた。それ​が​第だい五​の​時とき​で​あった。
24 ​①神々かみがみ​は​地ち​を​備そなえて、生いき物もの​を​その​種しゅ類るい​に​従したがって​生しょうじ​させ、家か畜ちく​と、這はう​もの​と、地ち​の​獣けもの​と​を​その​種しゅ類るい​に​従したがって​生しょうじ​させられた。そして、神々かみがみ​の​言いわれた​よう​に​なった。
25 ​神々かみがみ​は​地ち​を​組そ織しき​して、獣けもの​を​その​種しゅ類るい​に​従したがい、家か畜ちく​を​その​種しゅ類るい​に​従したがい、また​地ち​を​這はう​すべて​の​もの​を​その​種しゅ類るい​に​従したがって​生しょうじ​させられた。神々かみがみ​は​それら​が​従したがう​の​を​見みられた。
26 ​神々かみがみ​は​協きょう議ぎ​して​言いわれた。「降くだって​行いって、わたしたち​の​①形かたち​に、わたしたち​に​かたどって​人ひと​を​②形かたち造づくろう。そして、彼かれら​に、海う み​の​魚うお​と、空そら​の​鳥とり​と、家か畜ちく​と、地ち​の​すべて​の​もの​と、地ち​の​すべて​の​這はう​もの​を​治おさめ​させよう。」
27 ​そこで、①神々かみがみ​は​降くだって​行いって、御ご​自じ分ぶん​の​形かたち​に​人ひと​を​組そ織しき​し、神々かみがみ​の​形かたち​に​人ひと​を​形かたち造づくり、男おとこ​と​女おんな​に​形かたち造づくられた。
28 ​そして、神々かみがみ​は、「彼かれら​を​祝しゅく福ふく​しよう」と​言いわれた。また、神々かみがみ​は​言いわれた。「彼かれら​に、生うみ、増ふえ、地ち​に​満みち、地ち​を​従したがわせる​よう​に​させよう。また、海う み​の​魚うお​と、空そら​の​鳥とり​と、地ち​に​動うごく​すべて​の​生いき物もの​を​治おさめ​させよう。」
29 ​また、神々かみがみ​は​言いわれた。「見みよ、わたしたち​は​全ぜん​地ち​の​面おもて​に​生はえる​種たね​を​持もつ​すべて​の​草くさ​と、実み​を​結むすぶ​すべて​の​木き​を​彼かれら​に​与あたえよう。まことに、種たね​を​生しょうじる​木き​の​実み​を​彼かれら​に​与あたえよう。それ​は​彼かれら​の​①食物しょくもつ​と​なる​で​あろう。
30 ​また​地ち​の​すべて​の​獣けもの、空そら​の​すべて​の​鳥とり、地ち​を​這はう​すべて​の​もの​に、まことに、命いのち​を​与あたえよう。さらに、これら​に​食物しょくもつ​として​すべて​の​青あお​草くさ​を​与あたえよう。すべて​これら​の​もの​は​この​よう​に​して​組そ織しき​される​で​あろう。」
31 ​神々かみがみ​は​言いわれた。「わたしたち​は​言いった​こと​を​すべて​行おこない、これら​を​組そ織しき​しよう。見みよ、これら​は​よく​従したがう​で​あろう。」そして、夕ゆう​から​朝あさ​まで​を​夜よる​と​呼よび、朝あさ​から​夕ゆう​まで​を​昼ひる​と​呼よばれた。神々かみがみ​は​①第だい六​の​時とき​を​数かぞえられた。

	◀1①
創世1・1、モセ2・1

	◀②
GS「創造，創造する」

	◀2①
創世1・2、モセ2・2

	◀6①
創世1・4－6、モセ2・4

	◀8①
GS「天」

	◀②
創世1・8

	◀9①
アモ9・6、モセ2・7

	◀②
創世1・9

	◀10①
創世1・10、アブ4・22

	◀11①
創世1・11－12、モセ2・11－12

	◀14①
教義88・7－11

	◀16①
創世1・16

	◀21①
創世1・21、モセ2・21

	◀22①
アブ4・10

	◀24①
GS「神，神会」

	◀26①
モセ6・8－10

	◀②
GS「人」

	◀27①
創世1・26－27、アブ5・7

	◀29①
創世1・29－30

	◀31①
出エ31・17


第​5​章
神々かみがみ、万物ばんぶつ​の​創そう造ぞう​の​計けい画かく​を​終おえられる。神々かみがみ、その​計けい画かく​に​従したがって​創そう造ぞう​を​成なし遂とげられる。アダム、すべて​の​生いき物もの​に​名な​を​付つける。
1 「この​よう​に​わたしたち​は​天てん​と​地ち​と、その​万象ばんしょう​を​完成かんせい​しよう。」
2 ​神々かみがみ​は​互たがいに​言いわれた。「①第だい七​の​時とき​に、わたしたち​の​協きょう議ぎ​した​業わざ​を​終おえよう。そして、第だい七​の​時とき​に、わたしたち​の​協きょう議ぎ​した​すべて​の​業わざ​を​離はなれて​休やすもう。」
3 ​神々かみがみ​は​第だい七​の​時とき​に​終おえられた。第だい七​の​時とき​に、神々かみがみ​は​協きょう議ぎ​して​形かたち造づくった​すべて​の​業わざ​を​離はなれて​①休やすもう​と​された​から​で​ある。そして、それ​を​②聖別せいべつ​された。神々かみがみ​が​天てん​と​地ち​を​形かたち造づくろう​と​して​協きょう議ぎ​した​とき​に​決きめられた​こと​は、この​とおり​で​あった。
4 ​これ​が、神々かみがみ​が​降くだって​来きて、これら​を​形かたち造づくられた​天てん地ち​創そう造ぞう​の​由ゆ来らい​で​ある。神々かみがみ​が​地ち​と​天てん​を​形かたち造づくられた​とき、
5 ​すべて​神々かみがみ​が​言いわれた​とおり​に、野の​の​すべて​の​植物しょくぶつ​に​ついて​は、地ち​に​は​①まだ​それ​が​生はえて​おらず、また​野の​の​すべて​の​草くさ​も​生はえて​いなかった。神々かみがみ​が​これら​を​行おこなう​こと​を​協きょう議ぎ​された​とき、地ち​に​まだ​雨あめ​を​降ふらせて​おらず、土つち​を​耕たがやす​人ひと​も​形かたち造づくって​おられなかった​から​で​ある。
6 ​しかし、霧きり​が​地ち​から​立たち上のぼって、土つち​の​全面ぜんめん​を​潤うるおした。
7 ​①神々かみがみ​は​土つち​の​②ちり​で​人ひと​を​形かたち造づくり、彼かれ​の​③霊れい（すなわち、人ひと​の​霊れい）を​取とって​それ​を​彼かれ​の​中なか​に​入いれられた。そして、命いのち​の​息いき​を​その​鼻はな​に​吹ふき​入いれられる​と、人ひと​は​④生いける​もの​と​なった。
8 ​神々かみがみ​は、東ひがし​の​方かた、①エデン​に​一つ​の​園その​を​設もうけて、神々かみがみ​が​先さき​に​形かたち造づくった​体からだ​の​中なか​に​その​霊れい​を​入いれた​人ひと​を​そこ​に​置おかれた。
9 ​また、神々かみがみ​は、見みて​美うつくしく、食たべる​に​良よい​すべて​の​木き​を​土つち​から​生はえ​させ、さらに​園その​の​中ちゅう央おう​に​①命いのち​の​木き​と​善悪ぜんあく​を​知しる​木き​を​生はえ​させられた。
10 ​エデン​から​流ながれ​出でる​一つ​の​川かわ​が​あって​園その​を​潤うるおし、それ​は​そこ​から​分わかれて​四つ​の​川かわ​と​なった。
11 ​神々かみがみ​は​人ひと​を​連つれて行いって​エデン​の​園その​に​置おき、これ​を​耕たがやさせ、これ​を​守まもらせられた。
12 ​神々かみがみ​は​その​人ひと​に​命めいじて​言いわれた。「あなた​は​園その​の​どの​木き​から​で​も​心こころ​の​まま​に​取とって​食たべて​よろしい。
13 ​しかし、善悪ぜんあく​を​知しる​木き​から​は​取とって​食たべて​は​ならない。あなた​は​それ​を​食たべる​とき​に、必かならず​死しぬ​から​で​ある。」さて、わたし​アブラハム​は、それ​が​主しゅ​の​①時とき、すなわち​②コロブ​の​時とき​に​基もとづいて​いる​の​を​知しった。神々かみがみ​は​まだ​アダム​に​時とき​の​計算けいさん​を​定さだめて​おられなかった​から​で​ある。
14 ​また、神々かみがみ​は​言いわれた。「この​人ひと​の​ため​に​ふさわしい​助たすけ​手て​を​造つくろう。人ひと​が​独ひとり​で​いる​の​は​良よくない​から​で​ある。それゆえ、わたしたち​は​彼かれ​の​ため​に​ふさわしい​助たすけ​手て​を​形かたち造づくろう。」
15 ​そこで、神々かみがみ​は​①アダム​を​深ふかく​眠ねむらせられた。そして、彼かれ​が​眠ねむる​と、神々かみがみ​は​彼かれ​の​あばら骨ぼね​の​一つ​を​取とって、その​所ところ​を​肉にく​で​ふさがれた。
16 ​神々かみがみ​は​人ひと​から​取とった​あばら骨ぼね​で​一ひと人り​の​①女おんな​を​形かたち造づくり、人ひと​の​ところ​へ​連つれて来こられた。
17 ​すると、アダム​は​言いった。「これ​こそ、わたし​の​骨ほね​の​骨ほね、わたし​の​肉にく​の​肉にく。今いまや、男おとこ​から​取とった​もの​だから、これ​を​女おんな​と​呼よぼう。」
18 ​それで、人ひと​は​その​父ちち​と​母はは​を​離はなれて、妻つま​と​①結むすび​合あい、二ふた人り​は​②一体いったい​と​なる​の​で​ある。
19 ​人ひと​と​その​妻つま​は、二ふた人り​とも​裸はだか​で​あった​が、恥はずかしい​と​は​思おもわなかった。
20 ​神々かみがみ​は​野の​の​すべて​の​獣けもの​と、空そら​の​すべて​の​鳥とり​を​土つち​で​形かたち造づくり、アダム​の​ところ​へ​連つれて来きて、彼かれ​が​それら​を​どう​呼よぶ​か​を​見みられた。アダム​が​すべて​生いき物もの​に​与あたえる​名な​は、その​名な​と​なる​の​で​あった。
21 ​それで​アダム​は、すべて​の​家か畜ちく​と、空そら​の​鳥とり​と、野の​の​すべて​の​獣けもの​に​名な​を​付つけた。また、アダム​に​は​ふさわしい​助たすけ​手て​が​見みつかった。

	◀2①
GS「安息日」

	◀3①
出エ20・8－11、モサ13・16－19

	◀②
教義77・12

	◀5①
GS「霊の創造」

	◀7①
アブ4・26－31

	◀②
モセ4・25、6・59

	◀③
創世2・7、教義93・33、GS「前世」「霊」

	◀④
GS「人（霊を持つ存在としての）」

	◀8①
GS「エデン」

	◀9①
GS「命の木」

	◀13①
2ペテ3・8

	◀②
アブ3・2－4、GS「コロブ」

	◀15①
GS「アダム」

	◀16①
GS「エバ」

	◀18①
教義42・22、49・15－16

	◀②
GS「結婚」


アブラハム​書しょ​から​の​模も写しゃ
第だい一
[image: 模写一]説明せつめい
1. 主しゅ​の​天てん使し。
2. 祭さい壇だん​上じょう​に​縛しばられた​アブラハム。
3. アブラハム​を​犠ぎ牲せい​として​ささげよう​と​して​いる、エルケナ​の​神かみ​を​偶ぐう像ぞう礼れい拝はい​する​祭さい司し。
4. エルケナ​と​リブナ、マーマクラ、コラシ、および​パロ​の​神々かみがみ​の​前まえ​に​ある、偶ぐう像ぞう礼れい拝はい​する​祭さい司し​たち​が​犠ぎ牲せい​を​ささげる​祭さい壇だん。
5. 偶ぐう像ぞう礼れい拝はい​の​エルケナ​の​神かみ。
6. 偶ぐう像ぞう礼れい拝はい​の​リブナ​の​神かみ。
7. 偶ぐう像ぞう礼れい拝はい​の​マーマクラ​の​神かみ。
8. 偶ぐう像ぞう礼れい拝はい​の​コラシ​の​神かみ。
9. 偶ぐう像ぞう礼れい拝はい​の​パロ​の​神かみ。
10. エジプト​で​の​アブラハム。
11. エジプト人じん​が​理り解かい​した​とおり​に、天てん​の​柱はしら​を​表あらわす​もの。
12. ラーキーアン、天てん空くう、すなわち​頭ず上じょう​の​大おお​空ぞら​の​意い。しかし、ここ​で​は​この​題目だいもく​に​関かんして、エジプト人じん​は​これ​に​よって​シャーマー、すなわち​ヘブライ語ご​の​シャーマイム​に​相そう当とう​する​言こと葉ば​で、高たかい​こと、つまり​天てん​を​表あらわした。

アブラハム​書しょ​から​の​模も写しゃ
第だい二
[image: 模写二]説明せつめい
1. コロブ。最さい初しょ​の​創そう造ぞう​物ぶつ​を​表あらわす​もの​で、日ひ​の​栄さかえ​の​世せ界かい、すなわち​神かみ​の​住すまい​の​最もっとも​近ちかく​に​ある。これ​は​支し配はい​に​おいて​は​第だい一、時とき​の​計算けいさん​に​関かんして​は​最さい後ご​で​ある。この​計算けいさん​は​日ひ​の​栄さかえ​の​時とき​に​よる​もの​で、日ひ​の​栄さかえ​の​時とき​の​一日にち​は​一​キュビト​を​表あらわす。コロブ​に​おける​一日にち​は、この​地ち球きゅう​の​計算けいさん​に​よれ​ば​千​年ねん​に​相そう当とう​する。エジプト人じん​は​これ​を​ヤーオーエー​と​呼よぶ。
2. コロブ​の​次つぎ​に​あり、エジプト人じん​は​これ​を​オリブリシュ​と​呼よぶ。これ​は​日ひ​の​栄さかえ​の​世せ界かい、すなわち​神かみ​が​住すんで​おられる​所ところ​の​近ちかく​に​ある、二番ばん​目め​の​大おおいなる​支し配はい​する​力ちから​を​持もつ​創そう造ぞう​物ぶつ​で​ある。これ​も​ほか​の​遊星ゆうせい​に​関かんする​力ちから​の​鍵かぎ​を​持もつ。以い上じょう​は、アブラハム​が​主しゅ​の​ため​に​築きずいた​祭さい壇だん​上じょう​で​犠ぎ牲せい​を​ささげた​とき、神かみ​から​アブラハム​に​示しめされた​もの​で​ある。
3. 権けん威い​と​権能けんのう​を​まとって​御み​座ざ​に​着ついて​おられる​神かみ​を​表あらわす​もの​として​描えがかれて​いる。また、頭あたま​に​永遠えいえん​の​光ひかり​の​冠かんむり​を​かぶって​おられる。これ​は​また、エデン​の​園その​で​アダム​に​示しめされ、セツ​や​ノア、メルキゼデク、アブラハム、および​神しん権けん​が​明あきらか​に​された​すべての​者もの​に​示しめされた、聖せい​なる​神しん権けん​の​大おおいなる​鍵かぎ​の​言こと葉ば​を​表あらわす。
4. ヘブライ語ご​の​ラーキーアン​に​相そう当とう​し、天てん空くう、すなわち​天てん​の​大おお​空ぞら​を​意い味み​する。これ​は​また​数すう字じ​で​あって、エジプト語ご​で​千​を​意い味み​する。その​回転かいてん​に​おいて、また​時とき​の​計算けいさん​に​おいて​コロブ​に​等ひとしい​オリブリシュ​の​時とき​の​計算けいさん​に​相そう当とう​する。
5. エジプト語ご​で​エニシ・​ゴ・​オン・​ドシ​と​呼よばれる。これ​も​また​支し配はい​する​力ちから​を​持もつ​遊星ゆうせい​の​一つ​で​あり、エジプト人じん​は​これ​を​太陽たいよう​で​あって、カエ・​エ・​バンラシ​を​通つうじて​コロブ​から​光ひかり​を​受うけて​いる​と​言いう。カエ・​エ・​バンラシ​は​大おおいなる​鍵かぎ、言いい​換かえれば​支し配はい​する​力ちから​で​あり、他た​の​十五​の​恒星こうせい​すなわち​星ほし​を​支し配はい​し、また​年々ねんねん​の​回転かいてん​に​おいて​フロイース​すなわち​月つき​と、地ち球きゅう​と、太陽たいよう​も​支し配はい​する。この​遊星ゆうせい​は、クリ・​フロス・​イス・​エス、また​は​ハー・​コ・​カー・​ベアム、すなわち​コロブ​の​回転かいてん​から​光ひかり​を​受うける​22​および​23​の​絵え図ず​で​表あらわされて​いる​星ほし​を​通つうじて​その​力ちから​を​受うける。
6. この​地ち球きゅう​の​四し方ほう​を​表あらわす。
7. 御み​座ざ​に​着ついて​おられる​神かみ​を​表あらわし、諸しょ​天てん​を​通つうじて​神しん権けん​の​大おおいなる​鍵かぎ​の​言こと葉ば​を​示しめす。また、鳩はと​の​形かたち​を​取とって​アブラハム​に​降くだられた​聖霊せいれい​の​しるし​を​も​示しめす。
8. 世よ​の​人ひと​に​示しめす​こと​の​できない​書かき物もの​を​含ふくむ。しかし、神かみ​の​聖せい​なる​神殿しんでん​で​得えられる​もの​で​ある。
9. 今いま​は​示しめされない。
10. 今いま​は​示しめされない。
11. 今いま​は​示しめされない。世よ​の​人ひと​が​これら​の​意い味み​を​解とく​こと​が​できる​なら​ば、解とかせ​なさい。アーメン。
12​．​13​．​14​．​15​．​16​．​17​．​18​．​19​．​20​．​21​．​これら​に​ついて​は、主しゅ​の​定さだめられた​とき​に​明あきらか​に​される​で​あろう。
前述ぜんじゅつ​の​翻ほん訳やく​は、現在げんざい​明あきらか​に​して​差さし​支つかえ​ない​範はん囲い​で​明あきらか​に​されて​いる。

アブラハム​書しょ​から​の​模も写しゃ
第だい三
[image: 模写三]説明せつめい
1. 王おう​の​厚こう意い​に​よって、パロ​の​王おう座ざ​に​座すわって​いる​アブラハム。その​頭あたま​に​神しん権けん​を​象徴しょうちょう​する​冠かんむり​を​かぶって​いる。これ​は​天てん​に​おける​大おおいなる​管かん理り​会かい​を​象徴しょうちょう​する​もの​で​ある。また、彼かれ​は​その​手て​に​公こう正せい​と​公こう平へい​の​笏しゃく​を​持もって​いる。
2. 王おう​パロ。その​名な​は​頭ず上じょう​の​文も字じ​で​示しめされて​いる。
3. エジプト​で​の​アブラハム​を​表あらわす。模も写しゃ​第だい一​の​10​で​も​与あたえられて​いる。
4. エジプト​の​王おう​パロ​の​王おう子じ。手て​の​上うえ​に​記しるされて​いる​とおり​で​ある。
5. シュレム。王おう​の​給きゅう仕じ​頭がしら​の​一ひと人り。その​手て​の​上うえ​の​文も字じ​に​表あらわされて​いる​とおり​で​ある。
6. オリムラ。王おう子じ​の​奴ど隷れい。
アブラハム​は​王おう​の​宮きゅう廷てい​で​天てん文もん​学がく​の​原げん理り​を​説といて​いる。

ジョセフ・​スミス―マタイ
千八百三十一​年ねん​に​預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​に​啓けい示じ​された『聖せい書しょ』​の​翻ほん訳やく​から​の​抜粋ばっすい。マタイ​に​よる​福ふく音いん​書しょ​第だい​二十三​章しょう​三十九​節せつ、および​第だい​二十四​章しょう。
第​1​章
イエス、間ま近ぢか​に​迫せまった​エルサレム​の​滅めつ亡ぼう​を​予よ告こく​される。イエス、人ひと​の​子こ​の​再臨さいりん​と​悪あく人にん​の​滅めつ亡ぼう​に​ついて​も​話はなされる。
1 「わたし​は​言いって​おく。あなたがた​は、『主しゅ​の​御み​名な​に​よって、天てん​の​雲くも​の​中なか​を​すべて​の​聖せい​なる​天てん使し​たち​と​ともに​①来こられる​方かた​に、祝しゅく福ふく​あれ』​と​言いう​とき​まで、今いま​から​後のち​わたし​に​会あう​こと​も、わたし​が​預よ言げん者しゃ​たち​に​よって​書かき記しるされた​者もの​で​ある​の​を​知しる​こと​も​ない​で​あろう。」その​とき、イエス​の​弟で子し​たち​は、イエス​が​栄えい光こう​を​受うけて​②神かみ​の​右みぎ​で​冠かんむり​を​受うけられた​後のち、再ふたたび​地ち上じょう​に​来こられる​と​いう​こと​を​理り解かい​した。
2 ​そして、イエス​が​神殿しんでん​から​出でて​行いかれる​と、弟で子し​たち​が​イエス​の​言こと葉ば​を​聞きこう​と​して​近ちか寄よって​来きて​言いった。「先生せんせい、あなた​は、『これら​は​崩くずされ、荒あれ果はてる​に​任まかされる​で​あろう』​と​言いわれ​ました​が、この​神殿しんでん​の​建物たてもの​に​ついて​わたしたち​に​お​示しめし​ください。」
3 ​そこで、イエス​は​彼かれら​に​向むかって​言いわれた。「あなたがた​は、これら​すべて​の​もの​を​見みて、それ​が​分わからない​の​か。よく​言いって​おく。この​神殿しんでん​で​は、その​①石いし​が​一つ​で​も​崩くずされず​に​他た​の​石いし​の​上うえ​に​残のこる​こと​は​ない​で​あろう。」
4 ​イエス​は​彼かれら​を​後あと​に​残のこし、①オリブ山やま​に​登のぼられた。そして、オリブ山やま​で​座すわって​おられる​と、弟で子し​たち​が、ひそか​に​みもと​に​来きて​言いった。「どうぞ​お​話はなし​ください。あなた​が​神殿しんでん​の​滅めつ亡ぼう​と​ユダヤ人じん​に​ついて​言いわれた​これら​の​こと​は、いつ​起おこる​の​でしょう​か。あなた​が​②おいで​に​なる​時とき​や、③世よ​の​終おわり、すなわち、世よ​の​終おわり​で​ある​④悪あく人にん​の​滅めつ亡ぼう​に​は、どの​よう​な​⑤しるし​が​あり​ます​か。」
5 ​そこで、イエス​は​答こたえて​言いわれた。「人ひと​に​惑まどわされない​よう​に​気き​を​つけ​なさい。
6 ​多おおく​の​者もの​が​わたし​の​名な​を​名な乗のって​現あらわれ、『わたし​が​キリスト​だ』​と​言いって、多おおく​の​人ひと​を​惑まどわす​で​あろう。
7 ​その​とき、人々ひとびと​は​あなたがた​を​①苦くるしみ​に​遭あわせ、また​殺ころす​で​あろう。また​あなたがた​は、わたし​の​名な​の​ため​に​すべて​の​民たみ​に​②憎にくまれる​で​あろう。
8 ​その​とき、多おおく​の​人ひと​が​つまずき、また​互たがいに​裏うら切ぎり、憎にくみ​合あう​で​あろう。
9 ​また、多おおく​の​偽にせ​預よ言げん者しゃ​が​起おこって、多おおく​の​人ひと​を​惑まどわす​で​あろう。
10 ​また、不ふ法ほう​が​はびこる​ので、多おおく​の​人ひと​の​①愛あい​が​冷ひえる​で​あろう。
11 ​しかし、確かっ固こ​と​して​いて​打うち​負まかされない​者もの​は​救すくわれる。
12 ​①エルサレム​の​滅めつ亡ぼう​に​ついて​預よ言げん者しゃ​②ダニエル​に​よって​言いわれた​③荒あらす​憎にくむ​べき​者もの​を​見みた​なら​ば、④聖せい​なる​場ば所しょ​に​立たたなければ​ならない。読よむ​者もの​は​理り解かい​しなさい。
13 ​その​とき、ユダヤ​に​いる​人々ひとびと​は​①山やま​へ​逃にげ​なさい。
14 ​屋上おくじょう​に​いる​者もの​は​逃にげ​なさい。家いえ​から​物もの​を​取とり出だそう​と​して​戻もどって​は​ならない。
15 ​畑はたけ​に​いる​者もの​は、上うわ着ぎ​を​取とり​に​戻もどって​は​ならない。
16 ​その​日ひ​に​は、①身み重おも​の​女おんな​と​乳ち飲のみ子ご​を​持もつ​女おんな​は​不ふ幸こう​で​ある。
17 ​それ​で​ある​から、あなたがた​の​逃にげる​の​が​冬ふゆ​や​安あん息そく日にち​に​ならない​よう​に、主しゅ​に​祈いのり​なさい。
18 ​その​とき​に​は、それら​の​日ひ​に​は、①ユダヤ人じん​と​②エルサレム​に​住すむ​者もの​に​大おおきな​艱難かんなん​が​起おこる​から​で​ある。それ​は、イスラエル​の​王おう国こく​の​初はじめ​から​今いま​に​至いたる​まで、かつて​神かみ​から​イスラエル​に​下くだされた​こと​が​なく、また​今こん後ご​も​イスラエル​に​下くだされる​こと​が​ない​ほど​の​艱難かんなん​で​ある。
19 ​しかし、彼かれら​に​起おこる​すべて​の​こと​は、彼かれら​に​及およぶ​数々かずかず​の​悲かなしみ​の​始はじまり​に​すぎない。
20 ​もし​その​期き間かん​が​縮ちぢめられない​なら、救すくわれる​者もの​は​一ひと人り​も​ない​で​あろう。しかし、選民せんみん​の​ため​に​は、聖せい約やく​に​従したがって​その​期き間かん​が​縮ちぢめられる​で​あろう。
21 ​見みよ、わたし​は​ユダヤ人じん​に​ついて、あなたがた​に​これら​の​こと​を​語かたった。さらに​また、エルサレム​に​及およぶ​それら​の​日ひ​の​艱難かんなん​の​後のち、だれか​が​あなたがた​に、『見みよ、ここ​に​キリスト​が​いる』、また『あそこ​に​いる』​と​言いって​も、信しんじて​は​ならない。
22 ​それら​の​日ひ​に​は、偽にせ​キリスト​たち​や​偽にせ​預よ言げん者しゃ​たち​も​起おこって、大おおきな​しるし​と​不ふ思し議ぎ​を​示しめし、できれ​ば、聖せい約やく​に​よる​選民せんみん​で​ある​真しん​の​選民せんみん​を​も​惑まどわそう​と​する​で​あろう。
23 ​見みよ、①選民せんみん​の​ため​に、わたし​は​あなたがた​に​これら​の​こと​を​語かたる​の​で​ある。あなたがた​は​また、②戦せん争そう​と​戦せん争そう​の​うわさ​と​を​聞きく​で​あろう。あわてない​よう​に​気き​を​つけ​なさい。わたし​が​あなたがた​に​告つげた​こと​は​すべて、必かならず​起おこる​から​で​ある。しかし、まだ​終おわり​で​は​ない。
24 ​見みよ、わたし​は​あなたがた​に​前まえもって​話はなした。
25 ​だから、人々ひとびと​が、『見みよ、彼かれ​は​荒あれ野の​に​いる』​と​言いって​も、出でて​行いって​は​ならない。『見みよ、奥おく​の​部へ屋や​に​いる』​と​言いって​も、信しんじて​は​ならない。
26 ​ちょうど​朝あさ​の​光ひかり​が​①東ひがし​から​出でて、西にし​に​照てり、全ぜん​地ち​を​覆おおう​よう​に、人ひと​の​子こ​も​来くる​から​で​ある。
27 ​さて、わたし​は​あなたがた​に​一つ​の​たとえ​を​示しめそう。見みよ、死し体たい​の​ある​所ところ​に​は、はげたか​が​集あつまる​もの​で​ある。それ​と​同おなじ​よう​に、わたし​の​選民せんみん​は​地ち​の​四し方ほう​から​①集あつめられる​で​あろう。
28 ​そして、彼かれら​は​戦せん争そう​と​戦せん争そう​の​うわさ​と​を​聞きく​で​あろう。
29 ​見みよ、わたし​は、わたし​の​選民せんみん​の​ため​に​語かたる。民たみ​は​民たみ​に、国くに​は​国くに​に​敵対てきたい​して​立たち上あがり、方ほう々ぼう​に​①飢き饉きん​と​疫えき病びょう​と​地じ震しん​が​ある​で​あろう。
30 ​さらに​また、不ふ法ほう​が​はびこる​ので、人々ひとびと​の​愛あい​が​冷ひえる​で​あろう。しかし、打うち​負まかされない​者もの​は​救すくわれる。
31 ​さらに​また、この​王おう国こく​の​福ふく音いん​は、すべて​の​民たみ​へ​の​証あかし​として、①全ぜん​世せ界かい​に​宣のべ​伝つたえられる​で​あろう。それから、終おわり、すなわち​悪あく人にん​の​滅めつ亡ぼう​が​来くる​の​で​ある。
32 ​そして、荒あらす​憎にくむ​べき​者もの​に​ついて​預よ言げん者しゃ​ダニエル​に​よって​言いわれた​こと​が、再ふたたび​成じょう就じゅ​する​で​あろう。
33 ​それら​の​日ひ​の​艱難かんなん​の​後のち​すぐに、①太陽たいよう​は​暗くらく​なり、月つき​は​その​光ひかり​を​放はなつ​こと​を​やめ、星ほし​は​天てん​から​落おち、天てん​の​力ちから​は​揺ゆり動うごかされる​で​あろう。
34 ​よく​言いって​おく。わたし​が​あなたがた​に​告つげた​すべて​の​こと​が​成じょう就じゅ​する​まで​は、これら​の​こと​が​示しめされる​この​時じ代だい​は​過すぎ去さる​こと​が​ない。
35 ​天てん地ち​の​過すぎ去さる​日ひ​は​来くる​が、それでも​わたし​の​①言こと葉ば​は​過すぎ去さる​こと​が​なく、すべて​成じょう就じゅ​する​で​あろう。
36 ​前まえ​に​言いった​よう​に、それら​の​日ひ​に​①艱難かんなん​が​あり、天てん​の​力ちから​が​揺ゆり動うごかされた​後のち、人ひと​の​子こ​の​しるし​が​天てん​に​現あらわれる​で​あろう。その​とき、地ち​の​すべて​の​民族みんぞく​は​嘆なげき、そして​力ちから​と​大おおいなる​栄えい光こう​と​を​もって​人ひと​の​子こ​が​天てん​の​雲くも​の​中なか​を​②来くる​の​を​見みる​で​あろう。
37 ​だれでも​わたし​の​①言こと葉ば​を​大切たいせつ​に​蓄たくわえる​者もの​は、惑まどわされる​こと​が​ない。人ひと​の​子こ​は​来きて、大おおきな​ラッパ​の​音おと​と​ともに​②天てん使し​たち​を​先さき立だって​遣つかわす​で​あろう。すると​天てん使し​たち​は、天てん​の​果はて​から​果はて​まで、四し方ほう​から​選民せんみん​の​残のこり​の​者もの​を​③呼よび​集あつめる​で​あろう。
38 ​①いちじく​の​木き​から、たとえ​を​学まなび​なさい。その​枝えだ​が​まだ​柔やわらか​で、葉は​を​出だし​始はじめる​と、夏なつ​の​近ちかい​こと​が​分わかる。
39 ​その​よう​に、わたし​の​選民せんみん​は、すべて​これら​の​こと​を​見みた​なら​ば、人ひと​の​子こ​が​戸と口ぐち​まで​近ちかづいて​いる​こと​が​分わかる​で​あろう。
40 ​しかし、その​日ひ、その​時とき​は、だれ​も​①知しらない。天てん​に​いる​神かみ​の​天てん使し​たち​も​知しらない。ただ​父ちち​だけ​が​知しって​おられる。
41 ​人ひと​の​子こ​の​来らい臨りん​の​時とき​も、ちょうど​①ノア​の​時じ代だい​と​同おなじ​よう​で​ある。
42 ​人々ひとびと​は、①洪水こうずい​の​前まえ​の​日ひ々び​の​よう​な​状じょう態たい​で​あろう。ノア​が​箱船はこぶね​に​入はいる​日ひ​まで、人々ひとびと​は​食たべたり、飲のんだり、めとったり、嫁とついだり​して​いた。
43 ​そして、洪水こうずい​が​襲おそって​きて、すべて​の​もの​を​さらって​行いく​まで、彼かれら​は​気きがつかなかった。人ひと​の​子こ​の​来らい臨りん​も​その​よう​で​あろう。
44 ​その​とき、記しるされて​いる​こと​は​成じょう就じゅ​する​で​あろう。すなわち、①終おわり​の​時とき​に​は、二ふた人り​が​畑はたけ​に​いる​と、一ひと人り​は​取とり去さられ、一ひと人り​は​②残のこされる。
45 ​二ふた人り​が​臼うす​を​ひいて​いる​と、一ひと人り​は​取とり去さられ、一ひと人り​は​残のこされる。
46 ​わたし​は​一ひと人り​に​言いう​こと​を、すべて​の​人ひと​に​言いう。だから、①目め​を​覚さまして​いなさい。いつ​あなたがた​の​主しゅ​が​来くる​か、あなたがた​に​は​分わからない​から​で​ある。
47 ​この​こと​を​わきまえて​いなさい。家いえ​の​主人しゅじん​は​盗人ぬすびと​が​いつ​ごろ​来くる​か​分わかって​いたら、目め​を​覚さまして​いて、自じ分ぶん​の​家いえ​に​押おし入いられる​の​を​許ゆるす​こと​なく、用よう意い​を​して​いた​で​あろう。
48 ​だから、あなたがた​も​用よう意い​を​して​いなさい。思おもいがけない​とき​に​人ひと​の​子こ​は​来くる​から​で​ある。
49 ​主人しゅじん​が​その​家いえ​の​僕しもべ​たち​の​上うえ​に​立たてて、時ときに​応おうじて​食物しょくもつ​を​備そなえ​させる​①忠ちゅう実じつ​な​思し慮りょ​深ぶかい​僕しもべ​は、一体いったい​だれ​で​あろう​か。
50 ​主人しゅじん​が​帰かえって​来きた​とき、その​よう​に​務つとめて​いる​の​を​見みられる​僕しもべ​は​幸さいわい​で​ある。よく​言いって​おく。その​主人しゅじん​は、彼かれ​に​自じ分ぶん​の​全ぜん​財ざい産さん​を​管かん理り​させる​で​あろう。
51 ​しかし、それ​が​悪わるい​僕しもべ​で​あって、『主人しゅじん​は​帰かえり​が​①遅おそい』​と​心こころ​の​中なか​で​思おもい、
52 ​その​僕しもべ​仲なか間ま​を​たたき​始はじめ、また​酒さけ飲のみ​仲なか間ま​と​一いっ緒しょ​に​食たべたり​飲のんだり​して​いる​なら、
53 ​その​僕しもべ​の​主人しゅじん​は、思おもいがけない​日ひ、気きがつかない​時とき​に​帰かえって​来きて、
54 ​彼かれ​を​厳罰げんばつ​に​処しょし、偽ぎ善ぜん​者しゃ​たち​と​同おなじ​目め​に​遭あわせる​で​あろう。彼かれ​は​そこ​で​涙なみだ​を​流ながし、①歯はぎしり​を​する​で​あろう。
55 ​この​よう​に、『彼かれら​は​民たみ​の​中なか​から​絶たたれる​で​あろう』​と​いう​モーセ​の​預よ言げん​の​とおり​に、悪あく人にん​の​①終おわり​が​来くる。しかし、世よ​の​終おわり​は​まだ​で​あって、それ​は​やがて​来くる。」
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ジョセフ・​スミス―歴れき史し
預よ言げん者しゃ​ジョセフ・​スミス​の​歴れき史し​から​の​抜粋ばっすい
『教きょう会かい歴れき史し』​第だい一​巻かん、一―五​章しょう
第​1​章
ジョセフ・​スミス、自じ分ぶん​の​先せん祖ぞ​と​家か族ぞく​と、家か族ぞく​が​以い前ぜん​に​住すんで​いた​所ところ​に​ついて​述のべる。宗教しゅうきょう​に​ついて​の​異い常じょう​な​騒さわぎ​が​ニューヨーク​州しゅう​西せい部ぶ​に​広ひろがる。ジョセフ・​スミス、ヤコブ​より​指し示じ​された​とおり​に​知ち恵え​を​求もとめる​こと​を​決心けっしん​する。御父おんちち​と​御おん子こ​が​現あらわれ、ジョセフ​は​預よ言げん者しゃ​の​務つとめ​に​召めされる。（第だい一―二十​節せつ）
1 ​①末まつ日じつ​聖せい徒と​イエス・​キリスト​教きょう会かい​の​②起おこり​と​発展はってん​に​関かんして、たち​が​悪わるく​腹黒はらぐろい​人々ひとびと​に​よって、多おおく​の​うわさ​が​広ひろめられて​きた。これら​すべて​の​うわさ​は、その​扇せん動どう​者しゃ​たち​が​この​教きょう会かい​の​教きょう会かい​として​の​名声めいせい​と​世よ​に​おける​発展はってん​と​を​損そこなおう​と​企くわだてた​もの​で​ある。その​ため​に、わたし​は​この​歴れき史し​を​書かく​に​至いたった。それ​は、世せ間けん​の​考かんがえ​を​正ただす​ため​で​あり、また、真相しんそう​を​知しろう​と​する​すべて​の​人ひと​に、わたし​が​事じ実じつ​を​知しって​いる​範はん囲い​で、わたし​自じ身しん​と​教きょう会かい​の​両方りょうほう​に​関かんして​その​事じ実じつ​を​起おこった​とおり​に​知しらせる​ため​で​ある。
2 ​この​歴れき史し​の​中なか​で、わたし​は、真実しんじつ​かつ​公こう正せい​に​この​教きょう会かい​に​関かんする​様々さまざま​な​出で来き事ごと​を、それら​が​起おこった​とおり​に、あるいは​現在げんざい​ある​とおり​に​述のべよう。今いまや、この​教きょう会かい​が​①組そ織しき​されて​八​年ねん​目め​〔​千八百三十八​年ねん​〕​で​ある。
3 ​①わたし​は​主しゅ​の​千八百五​年ねん​十二月がつ​二十三​日にち​に、バーモント​州しゅう​ウィンザー​郡ぐん​シャロン​の​町まち​で​生うまれた。…​…​わたし​の​父ちち​②ジョセフ・​スミス・​シニア​は​バーモント​州しゅう​を​去さって、ニューヨーク​州しゅう​オンタリオ​郡ぐん（現在げんざい​の​ウェイン​郡ぐん）パルマイラ​に​移うつり​住すんだ。当とう時じ、わたし​は​十​歳さい​くらい​で​あった。父ちち​は​パルマイラ​に​着ついて​から​約やく​四​年ねん​たって、家か族ぞく​と​ともに、同おなじ​オンタリオ​郡ぐん​内ない​の​マンチェスター​に​移うつった。
4 ​家か族ぞく​は​十一​人にん​から​成なって​いた。それ​は、父ちち​①ジョセフ・​スミス、母はは​②ルーシー・​スミス（母はは​の​結けっ婚こん​前まえ​の​姓せい​は​マック​と​いい、ソロモン・​マック​の​娘むすめ​で​あった）、兄きょう弟だい​たち、すなわち​③アルビン（千八百二十三​年ねん​十一月がつ​十九​日にち、二十五​歳さい​で​死し去きょ）、④ハイラム、わたし​自じ身しん、⑤サミュエル・​ハリソン、ウィリアム、ドン・​カーロス、それに​姉し妹まい​たち、すなわち​ソフロニア、キャサリン、および​ルーシー​で​あった。
5 ​マンチェスター​に​移うつり​住すんで​から​二​年ねん​目め​の​ある​とき、わたしたち​が​住すんで​いた​地ち域いき​に​宗教しゅうきょう​に​関かんする​異い常じょう​な​騒さわぎ​が​あった。それ​は​メソジスト​教きょう徒と​から​始はじまった​が、間まもなく​広ひろく​その​地ち域いき​内ない​の​すべて​の​教きょう派は​に​及およんだ。  実じつに、その​地ち方ほう​全体ぜんたい​が​それ​に​影響えいきょう​された​よう​で​あった。そして、大おお勢ぜい​の​群衆ぐんしゅう​が​様々さまざま​な​教きょう派は​に​加くわわり、それ​が​人々ひとびと​の​間あいだ​に​ただ​ならぬ​騒さわぎ​と​分裂ぶんれつ​を​引ひき起おこした。「①見みよ、ここ​だ」と​叫さけぶ​人ひと​が​いれ​ば、「見みよ、そこ​だ」と​叫さけぶ​人ひと​も​いた。ある​人ひと​は​メソジスト​派は​の​教おしえ​を、ある​人ひと​は​長老ちょうろう​派は​の​教おしえ​を、また​ある​人ひと​は​バプテスト​派は​の​教おしえ​を​擁よう護ご​して​論ろん争そう​して​いた。
6 ​これら​様々さまざま​な​教きょう派は​に​転てんじた​改宗かいしゅう​者しゃ​たち​は、改宗かいしゅう​の​とき​に​深ふかい​愛あい​を​表ひょう明めい​し、また、この​尋常じんじょう​で​ない​宗教しゅうきょう​的てき​感情かんじょう​の​場ば面めん​を​引ひき起おこし​助じょ長ちょう​する​の​に​深ふかく​かかわった​牧ぼく師し​たち​は、すべて​の​人ひと​を​改心かいしん​させる​ため​に、どこ​で​も​自じ分ぶん​の​好このむ​教きょう派は​に​加くわわり​なさい​と​言いって、大おおいなる​熱ねつ意い​を​表あらわした。に​も​かかわらず、改宗かいしゅう​者しゃ​たち​の​ある​人々ひとびと​は​ある​教きょう派は、また​ある​人々ひとびと​は​別べつ​の​教きょう派は​と​いう​よう​に​所しょ属ぞく​が​定さだまり​始はじめる​と、牧ぼく師し​たち​と​改宗かいしゅう​者しゃ​たち​の​好このましく​見みえた​感情かんじょう​は、真実しんじつ​で​は​なく​偽いつわり​で​ある​よう​に​思おもわれた。牧ぼく師し​が​牧ぼく師し​と、改宗かいしゅう​者しゃ​が​改宗かいしゅう​者しゃ​と​言いい争あらそう​ひどい​混乱こんらん​と​悪あく感情かんじょう​の​場ば面めん​が​これ​に​続つづき、その​結けっ果か、すべて​お互たがい​の​好こう感情かんじょう​は、もし​かつて​幾いくらか​で​も​その​よう​な​もの​が​あった​と​して​も、今いま​は​言こと葉ば​の​①争あらそい​と​見解けんかい​に​ついて​の​論ろん争そう​で​すっかり​失うしなわれて​しまった​から​で​ある。
7 ​わたし​は​当とう時じ​十四​歳さい​で​あった。父ちち​の​家か族ぞく​は​長老ちょうろう​派は​の​教おしえ​を​受うけ入いれ、その​うち​の​四​人にん、すなわち​母はは​の​ルーシー、兄きょう弟だい​の​ハイラム​と​サミュエル・​ハリソン、および​姉あね​の​ソフロニア​が​その​教きょう会かい​に​加か入にゅう​した。
8 ​この​ひどい​騒さわぎ​の​間あいだ、わたし​は​心こころ​の​中なか​で​深ふかく​考かんがえ​させられ、大おおきな​不ふ安あん​を​感かんじない​で​は​いられなかった。しかし、わたし​の​気き持もち​に​深ふかく、また​しばしば​痛烈つうれつ​に​感かんじる​もの​が​あった​に​も​かかわらず、なお​わたし​は​これら​すべて​の​教きょう派は​から​遠とおざかって​いた。それでも、機き会かい​が​ある​ごと​に、彼かれら​の​いろいろ​な​集あつまり​に​は​出しゅっ席せき​した。そう​する​うち​に、わたし​の​心こころ​は​やや​メソジスト​派は​に​傾かたむき、彼かれら​に​加くわわりたい​と​かなり​望のぞむ​よう​に​なった。しかし、様々さまざま​な​教きょう派は​間かん​の​混乱こんらん​と​争あらそい​が​非ひ常じょう​に​激はげしかった​ので、わたし​の​よう​に​若わかく、世せ間けん​の​こと​を​知しらない​者もの​に​とって、だれ​が​正ただしく、だれ​が​間ま違ちがって​いる​か、確たしか​な​結論けつろん​を​出だす​こと​は​不ふ可か能のう​で​あった。
9 ​わたし​の​心こころ​は​時とき々どき​ひどく​かき乱みだされ、叫さけび​声ごえ​と​騒さわぎ​の​渦うず​は​熾し烈れつ​な​もの​で​絶たえる​こと​が​なかった。長老ちょうろう​派は​の​人々ひとびと​は、バプテスト​派は​の​人々ひとびと​と​メソジスト​派は​の​人々ひとびと​に​断だん固こ​反対はんたい​し、あらんかぎり​の​理り屈くつ​と​詭き弁べん​の​力ちから​を​用もちいて​彼かれら​の​誤あやまり​を​立りっ証しょう​しよう、あるいは​少すくなくとも​彼かれら​は​誤あやまって​いる​と​人々ひとびと​に​思おもわせよう​と​した。他た方ほう、バプテスト​派は​の​人々ひとびと​と​メソジスト​派は​の​人々ひとびと​は、彼かれら​は​彼かれら​で、同おなじ​くらい​熱心ねっしん​に、彼かれら​自じ身しん​の​教きょう義ぎ​を​確かく立りつ​して​他た​が​ことごとく​誤あやまって​いる​こと​を​立りっ証しょう​しよう​と​努つとめた。
10 ​この​言こと葉ば​の​争あらそい​と​見解けんかい​の​騒そう動どう​の​渦うず​の​ただ中なか​に​あって、わたし​は​しばしば​心こころ​に​問とうた。「何なに​を​しなければ​ならない​の​だろう​か。これら​すべて​の​教きょう派は​の​うち​の​どれ​が​①正ただしい​の​だろう​か。それとも、ことごとく​間ま違ちがって​いる​の​だろう​か。もし​彼かれら​の​うち​の​どれ​か​が​正ただしい​と​すれ​ば、それ​は​どれ​で、どう​すれ​ば​それ​が​分わかる​の​だろう​か。」
11 ​これら​宗教しゅうきょう家か​たち​の​論ろん争そう​に​よって​引ひき起おこされた、極きょく度ど​に​難むずかしい​事じ情じょう​の​下もと​で​苦くるしんで​いた​ある​日ひ​の​こと、わたし​は、ヤコブの手て紙がみ​第だい一​章しょう​五​節せつ​を​読よんで​いた。「あなたがた​の​うち、知ち恵え​に​不ふ足そく​して​いる​者もの​が​あれ​ば、その​人ひと​は、とがめ​も​せず​に​惜おしみなく​すべて​の​人ひと​に​与あたえる​神かみ​に、願ねがい​求もとめる​が​よい。そう​すれ​ば、与あたえられる​で​あろう。」
12 ​この​聖せい句く​が、この​とき、かつて​人ひと​の​心こころ​に​力ちから​を​与あたえた​いかなる​聖せい句く​に​も​勝まさって、わたし​の​心こころ​に​力ちから強づよく​迫せまって​来きた​の​で​あった。それ​は​わたし​の​心こころ​の​隅々すみずみ​に​大おおきな​力ちから​で​入はいり込こんで​来くる​よう​に​思おもわれた。もし​だれか​神かみ​から​の​知ち恵え​を​必ひつ要よう​と​する​者もの​が​いる​と​すれ​ば、それ​は​自じ分ぶん​で​ある​こと​を​悟さとって、わたし​は​この​言こと葉ば​を​再三さいさん再さい四し​思おもい​巡めぐらした。なぜなら​ば、わたし​は​どうして​よい​か​分わからず、また​自じ分ぶん​が​その​とき​に​持もって​いた​知ち恵え​より​も​深ふかい​知ち恵え​を​得えられ​なければ、どの​よう​に​行おこなう​べき​か​まったく​分わからなかった​から​で​ある。それ​と​いう​の​も、様々さまざま​な​教きょう派は​の​教きょう師し​たち​は​同おなじ​聖せい句く​を​異ことなって​①解釈かいしゃく​し、その​結けっ果か、『②聖せい書しょ​』​に​訴うったえて​疑ぎ問もん​を​解決かいけつ​する​こと​へ​の​信しん頼らい​を​すべて​打うち砕くだいて​しまって​いた​から​で​ある。
13 ​とうとう​わたし​は、暗くら闇やみ​と​混乱こんらん​の​中なか​に​とどまる​か、それとも​ヤコブ​が​指し示じ​して​いる​とおり​に​行おこなう​か、すなわち​神かみ​に​願ねがい​求もとめる​か、どちら​か​に​しなければ​ならない​と​いう​結論けつろん​を​出だす​に​至いたった。わたし​は​ついに「①神かみ​に​願ねがい​求もとめ」よう​と​決けつ意い​した。もし​神かみ​が​知ち恵え​に​不ふ足そく​して​いる​者もの​に​知ち恵え​を​与あたえ、しかも​とがめ​も​せず​に​惜おしみなく​与あたえて​くださる​なら​ば、思おもい切きって​願ねがい​求もとめて​みる​べき​だ​と​結論けつろん​づけた​の​で​ある。
14 ​そこで、神かみ​に​願ねがい​求もとめる​と​いう​この​決心けっしん​に​従したがって、わたし​は​これ​を​実じっ行こう​する​ため​に​人ひと目め​を​避さけて​森もり​に​入はいって​行いった。それ​は​千八百二十​年ねん​の​早春そうしゅん、美うつくしい​晴はれた​日ひ​の​朝あさ​の​こと​で​あった。わたし​が​この​よう​な​こと​を​行おこなおう​と​した​の​は、生涯しょうがい​で​初はじめて​で​あった。わたし​は​不ふ安あん​の​まっただ中なか​に​あって​も、声こえ​に​出だして​①祈いのろう​と​した​こと​は​まだ​一いち度ど​も​なかった​から​で​ある。
15 ​わたし​は​前まえもって​決きめて​おいた​場ば所しょ​に​人ひと目め​を​避さけて​行いき、辺あたり​を​見み回まわし、自じ分ぶん​一ひと人り​で​ある​こと​を​確たしかめる​と、ひざまずいて、心こころ​の​願ねがい​を​神かみ​に​告つげ​始はじめた。わたし​が​そう​し​始はじめる​や​いなや、すぐに​わたし​は​何なにか​の​力ちから​に​捕とらえられた。その​力ちから​は​完全かんぜん​に​わたし​を​圧あっ倒とう​し、わたし​の​舌した​を​しびれ​させる​ほど​の​驚おどろく​べき​力ちから​を​振ふるった​ので、わたし​は​物もの​を​言いう​こと​も​できなかった。深ふかい​闇やみ​が​わたし​の​周しゅう囲い​に​集あつまり、一いち時じ​は​あたかも​突然とつぜん​の​滅ほろび​を​宣せん告こく​された​か​の​よう​に​思おもわれた。
16 ​しかし、わたし​は​自じ分ぶん​を​捕とらえた​この​敵てき​の​力ちから​から​救すくい​出だして​くださる​よう​に​と、あらんかぎり​の​力ちから​を​尽つくして​神かみ​に​①呼よび​求もとめた。すると、わたし​が​今いま​に​も​絶望ぜつぼう​し、破は滅めつ​に​身 み​を​任まかせよう​と​した​その​瞬しゅん間かん、すなわち​想そう像ぞう​上じょう​の​破は滅めつ​で​は​なく、目め​に​見みえない​世せ界かい​から​来きた​実じつ在ざい​する​何者なにもの​か​の​力ちから、わたし​が​これまで​いかなる​者もの​に​も​一いち度ど​も​感かんじた​こと​の​ない​ほど​の​驚おどろく​べき​力ちから​を​持もった​者もの​の​力ちから​に​身 み​を​任まかせよう​と​した​瞬しゅん間かん、この​非ひ常じょう​な​恐きょう怖ふ​の​瞬しゅん間かん​に、わたし​は​自じ分ぶん​の​真ま上うえ​に、②太陽たいよう​の​輝かがやき​に​も​勝まさって​輝かがやいて​いる​③光ひかり​の​柱はしら​を​見みた。そして、その​光ひかり​の​柱はしら​は​次し第だい​に​降おりて​来きて、光ひかり​は​ついに​わたし​に​降ふり注そそいだ。
17 ​それ​が​現あらわれる​や​いなや、わたし​は​わが身 み​を​縛しばった​敵てき​から​救すくい​出だされた​の​に​気きづいた。そして、その​光ひかり​が​わたし​の​上うえ​に​とどまった​とき、わたし​は​筆ひっ紙し​に​尽つくし​難がたい​輝かがやき​と​①栄えい光こう​を​持もつ​②二ふた人り​の​御お方かた​が​わたし​の​上うえ​の​空くう中ちゅう​に​立たって​おられる​の​を​③見みた。すると、その​うち​の​御お​一ひと​方かた​が​わたし​に​語かたりかけ、わたし​の​名な​を​呼よび、別べつ​の​御お方かた​を​指さして、「これ​は​わたし​の​④愛あいする​⑤子こ​で​ある。彼かれ​に​聞きき​なさい」と​言いわれた。
18 ​わたし​が​主しゅ​に​①お​伺うかがい​しよう​と​した​目もく的てき​は、自じ分ぶん​が​加くわわる​べき​教きょう派は​を​知しる​ため​に、すべて​の​教きょう派は​の​うち​の​どれ​が​正ただしい​か​を​知しる​こと​で​あった。そこで、わたし​は​我われ​に​返かえって​物もの​を​言いえる​よう​に​なる​や​いなや、わたし​の​真ま上うえ​で​光ひかり​の​中なか​に​立たって​おられた​方々かたがた​に、すべて​の​教きょう派は​の​うち​の​どれ​が​正ただしい​か（当とう時じ​は、すべて​の​教きょう派は​が​間ま違ちがって​いる​と​いう​こと​など、わたし​の​心こころ​に​思おもい浮うかび​も​しなかった​から​で​ある）、また​自じ分ぶん​は​どれ​に​加くわわる​べき​か​を​伺うかがった。
19 ​すると、それら​の​どれ​に​も​加くわわって​は​ならない、すべて​①間ま違ちがって​いる​から​で​ある、と​の​お​答こたえ​で​あった。また、わたし​に​話はなしかけられた​御お方かた​は、彼かれら​の​信条しんじょう​は​ことごとく​その​目め​に​忌いまわしい​もの​で​あり、信しん仰こう​を​告こく白はく​する​それら​の​者もの​たち​は​すべて​腐ふ敗はい​して​おり、「彼かれら​は​唇くちびる​を​もって​わたし​に​②近ちかづく​が、その​③心こころ​は​わたし​から​遠とおく​離はなれて​いる。彼かれら​は​人ひと​の​④戒いましめ​を​教きょう義ぎ​として​教おしえ、⑤神かみ​を​敬うやまう​さま​を​する​けれども​神かみ​の​力ちから​を​否ひ定てい​して​いる」と​言いわれた。
20 ​その​御お方かた​は​再ふたたび​わたし​に、それら​の​どれ​に​も​加くわわる​こと​を​禁きんじられた。また、ほか​に​も​多おおく​の​こと​を​わたし​に​言いわれた​が、今いま​は​それ​を​書かく​こと​が​できない。わたし​は​再ふたたび​我われ​に​返かえる​と、自じ分ぶん​が​天てん​を​見み上あげて​仰あお向むけ​に​横よこたわって​いる​の​に​気きづいた。光ひかり​が​去さった​後のち、わたし​に​は​力ちから​が​なかった。しかし、間まもなく​ある​程てい度ど​力ちから​を​取とり戻もどした​ので、家いえ​に​帰かえった。そして、暖だん炉ろ​に​寄よりかかって​いる​と、母はは​が​どう​した​の​か​と​尋たずねた。そこで​わたし​は、「何なんでも​あり​ません。大丈夫だいじょうぶ​です。元げん気き​です」と​答こたえた。それから、わたし​は​母はは​に、「長老ちょうろう​派は​の​教おしえ​は​真実しんじつ​で​ない​こと​が​自じ分ぶん​で​分わかり​ました」と​言いった。①敵対てきたい​する​者もの​が、わたし​の​生涯しょうがい​の​きわめて​早はやい​時じ期き​に、わたし​が​彼かれ​の​王おう国こく​を​妨さまたげ​悩なやます​者もの​に​なる​と​定さだめられて​いた​こと​に​気きづいた​か​の​よう​に​思おもわれる。そう​で​なければ、どうして​闇やみ​の​力ちから​が​わたし​に​敵対てきたい​して​連合れんごう​した​の​で​あろう​か。どうして​わたし​が​まだ​幼おさない​とき​に、わたし​に​対たいして​②反対はんたい​と​迫はく害がい​が​起おこった​の​か。
ある​説せっ教きょう​者しゃ​たち​と​信しん仰こう​を​告こく白はく​する​ほか​の​者もの​たち​は、最さい初しょ​の​示じ現げん​の​話はなし​を​拒絶きょぜつ​する。幾いく多た​の​迫はく害がい​が​ジョセフ・​スミス​に​及およぶ。彼かれ​は​示じ現げん​が​事じ実じつ​で​あった​こと​を​証あかし​する。（第だい​二十一―二十六​節せつ）
21 ​わたし​は​この​①示じ現げん​を​受うけて​から​数すう​日じつ​後ご、前まえ​に​述のべた​宗教しゅうきょう​上じょう​の​騒さわぎ​の​中なか​で​盛さかん​に​活動かつどう​を​して​いた​メソジスト​派は​の​説せっ教きょう​者しゃ​の​一ひと人り​と​たまたま​一いっ緒しょ​に​なった。そして、宗教しゅうきょう​の​こと​に​ついて​彼かれ​と​語かたる​うち​に、わたし​は、その​機き会かい​を​とらえて、自じ分ぶん​の​受うけた​示じ現げん​の​話はなし​を​した。ところが、わたし​は​彼かれ​の​振ふる舞まい​に​ひどく​驚おどろいた。彼かれ​は​わたし​の​話はなし​を​軽かるく​あしらった​だけ​で​なく、ひどく​軽蔑けいべつ​した​調ちょう子し​で、それ​は​すべて​悪あく魔ま​から​出でた​もの​で​あって、この​時じ代だい​に​②示じ現げん​や​③啓けい示じ​の​よう​な​もの​は​なく、その​よう​な​もの​は​すべて​使し徒と​たち​で​終おわって​おり、今こん後ご​決けっして​その​よう​な​もの​は​ない、と​言いった。
22 ​しかし、それ​から​間まもなく、わたし​が​その​話はなし​を​した​こと​が、信しん仰こう​を​告こく白はく​する​人々ひとびと​の​間あいだ​に​わたし​に​対たいする​大おおきな​偏見へんけん​を​引ひき起おこし、ひどい​①迫はく害がい​の​原因げんいん​と​なった​こと​を、わたし​は​知しった。そして、迫はく害がい​は​増まし​続つづけた。わたし​は​たかが​十四、五​歳さい​の​名な​も​ない​少年しょうねん​で​あり、生活せいかつ​の​状況じょうきょう​から​いって​も​世よ​の​人々ひとびと​の​中なか​で​②取とる​に​足たりない​少年しょうねん​で​あった​に​も​かかわらず、地ち位い​の​ある​人々ひとびと​は​わたし​に​目め​を​留とめて、一般いっぱん​の​人々ひとびと​の​心こころ​を​わたし​に​敵対てきたい​する​よう​に​あおり、激はげしい​迫はく害がい​を​引ひき起おこそう​と​した​の​で​ある。これ​は​すべて​の​教きょう派は​に​共通きょうつう​した​こと​で、すべて​が​連合れんごう​して​わたし​を​迫はく害がい​した​の​で​あった。
23 ​当とう時じ、真しん剣けん​に​考かんがえ​させられ、また​それ​以い来らい​しばしば​考かんがえ​させられて​きた​こと​で​ある​が、十四​歳さい​を​少すこし​超こえた​ばかり​の​名な​も​ない​少年しょうねん、それ​も​日ひ々び​の​労ろう働どう​に​よって​わずか​な​生活せいかつ費ひ​を​得え​なければ​ならない​定さだめ​に​置おかれた​少年しょうねん​が、当とう時じ​最もっとも​評判ひょうばん​の​良よい​教きょう派は​に​属ぞくする​偉えらい​方々かたがた​の​注ちゅう意い​を​引ひき、最もっとも​激はげしい​迫はく害がい​と​悪口あっこう​雑言ぞうごん​を​浴あびせよう​と​する​思おもい​を​彼かれら​の​心中しんちゅう​に​起おこす​ほど​の​重じゅう要よう​人物じんぶつ​と​思おもわれよう​と​は、何なんとも​不ふ思し議ぎ​な​こと​で​ある。しかし、不ふ思し議ぎ​で​あろう​と​なかろう​と、それ​は​事じ実じつ​で​あり、しばしば​わたし​自じ身しん​に​とって​ひどい​悲かなしみ​の​種たね​と​なった。
24 ​しかしながら、それでも​わたし​が​示じ現げん​を​見みた​こと​は​事じ実じつ​で​あった。わたし​は​それ​以い来らい、自じ分ぶん​は​①パウロ​に​よく​似にた​心境しんきょう​で​ある​と​思おもって​きた。彼かれ​は​アグリッパ​王おう​の​前まえ​で​②弁明べんめい​し、自じ分ぶん​が​示じ現げん​を​受うけて​光ひかり​を​見み、声こえ​を​聞きいた​こと​を​話はなした。それでも​なお、彼かれ​を​信しんじた​者もの​は​ほとんど​なかった。ある​者もの​たち​は​彼かれ​は​不ふ​正しょう直じき​だ​と​言いい、ほか​の​者もの​たち​は​彼かれ​は​気き​が​狂くるって​いる​と​言いった。そして、彼かれ​は​あざけられ、ののしられた。しかし、すべて​この​こと​も、彼かれ​が​示じ現げん​を​受うけた​と​いう​事じ実じつ​を​損そこなう​こと​は​なかった。彼かれ​は​示じ現げん​を​見みた。彼かれ​は​その​こと​を​知しって​おり、天てん​の​下した​の​あらゆる​迫はく害がい​も、その​事じ実じつ​を​変かえる​こと​は​できなかった。たとえ​迫はく害がい​されて​死し​に​至いたろう​と​も、それでも​彼かれ​は、自じ分ぶん​が​光ひかり​を​見み、自じ分ぶん​に​語かたりかける​声こえ​を​聞きいた​こと​を​知しって​いた​の​で​あり、最さい後ご​の​一息ひといき​まで​知しって​いた​こと​だろう。全ぜん​世せ界かい​も、彼かれ​に​そう​で​ない​と​考かんがえ​させ、信しんじ​させる​こと​は​できなかった。
25 ​わたし​に​ついて​も​同おなじ​で​あった。わたし​は​実じっ際さい​に​光ひかり​を​見みた。その​光ひかり​の​中なか​に​二ふた人り​の​①御お方かた​を​見みた。そして、その​方々かたがた​が​実じっ際さい​に​わたし​に​語かたりかけられた​の​で​ある。たとえ​示じ現げん​を​見みた​と​言いった​こと​で​憎にくまれ、迫はく害がい​された​と​して​も、それ​は​真実しんじつ​で​あった。そして、その​よう​に​言いった​こと​で、人々ひとびと​が​わたし​を​迫はく害がい​し、わたし​を​ののしり、わたし​に​対たいして​不ふ当とう​に​あらゆる​悪口あっこう​を​浴あびせて​いる​とき、わたし​は​この​よう​に​心こころ​の​中なか​で​言いう​よう​に​なった。「真実しんじつ​を​告つげた​こと​で、なぜ​わたし​を​迫はく害がい​する​の​か。わたし​は​実じっ際さい​に​示じ現げん​を​見みた。どうして​わたし​は​神かみ​に​逆さからえよう​か。なぜ​世よ​の​人々ひとびと​は​わたし​が​実じっ際さい​に​見みた​もの​を​否ひ定てい​させよう​と​する​の​か。」わたし​は​示じ現げん​を​見みた。わたし​は​それ​を​知しって​いた。神かみ​が​それ​を​御ご存ぞんじ​で​ある​の​を、わたし​は​知しって​いた。わたし​は​それ​を​②否ひ定てい​できず、また​そう​する​勇ゆう気き​も​なかった。少すくなくとも​わたし​は、その​よう​に​すれ​ば​自じ分ぶん​が​神かみ​に​対たいして​罪つみ​を​犯おかし、罪つみ​の​宣せん告こく​を​受うける​と​いう​こと​を​知しって​いた。
26 ​教きょう派は​社会しゃかい​に​関かんする​かぎり、わたし​は​今いまや​心こころ​に​満足まんぞく​を​得えて​いた。すなわち、それら​の​どれ​に​も​加くわわる​義ぎ務む​は​なく、次つぎ​の​指し示じ​が​ある​まで​その​まま​で​いれ​ば​よかった​の​で​ある。わたし​は​①ヤコブ​の​証あかし​が​真実しんじつ​で​ある​こと​を​知しった。すなわち、知ち恵え​に​不ふ足そく​して​いる​者もの​は​神かみ​に​願ねがい​求もとめる​こと​が​でき、そう​すれ​ば​とがめ​を​受うける​こと​なく​知ち恵え​を​得えられる、と。
モロナイ、ジョセフ・​スミス​に​現あらわれる。ジョセフ​の​名な​は​良よく​も​悪わるく​も​すべて​の​国こく民みん​の​中なか​で​知しられる​よう​に​なる。モロナイ、『モルモン書しょ』​と​来きたる​べき​主しゅ​の​裁さばき​に​ついて​彼かれ​に​告つげ、また​多おおく​の​聖せい句く​を​引用いんよう​する。金版きんばん​の​隠かくし​場ば所しょ​が​明あきらか​に​される。モロナイ、引ひき続つづき​預よ言げん者しゃ​を​教おしえる。（第だい​二十七―五十四​節せつ）
27 ​わたし​は​千八百二十三​年ねん​九月がつ​二十一​日にち​まで、この世よ​の​普ふ通つう​の​仕し事ごと​に​従じゅう事じ​して​いた。その​間あいだ​ずっと、宗教しゅうきょう​心しん​の​ある​人ひと​か​宗教しゅうきょう​心しん​の​ない​人ひと​か​を​問とわず、あらゆる​階級かいきゅう​の​人々ひとびと​から​容よう赦しゃ​の​ない​迫はく害がい​を​受うけて​いた。わたし​が​示じ現げん​を​見みた​こと​を​断言だんげん​し​続つづけた​から​で​ある。
28 ​示じ現げん​を​受うけた​とき​から​千八百二十三​年ねん​まで​の​間あいだ、わたし​は​当とう時じ​の​どの​教きょう派は​に​も​加くわわる​こと​を​禁きんじられて​おり、非ひ常じょう​に​未熟みじゅく​な​年齢ねんれい​で​も​あって、本来ほんらい​なら​ば​わたし​の​友とも​と​なり、わたし​を​優やさしく​扱あつかい、もしも​わたし​が​惑まどわされて​いる​と​思おもった​なら​ば、適切てきせつ​な​愛あい情じょう​に​満みちた​方ほう法ほう​で​わたし​を​改心かいしん​させる​よう​に​努つとめて​当とう然ぜん​で​あった​人々ひとびと​に​よって​迫はく害がい​された​ため、わたし​は​あらゆる​①誘ゆう惑わく​を​受うける​に​任まかされた。また、わたし​は​いろいろ​な​人々ひとびと​と​交まじわって、しばしば​多おおく​の​愚おろか​な​誤あやまり​を​犯おかし、若者わかもの​として​の​弱よわさ​と​人間にんげん​性せい​の​至いたらなさ​を​示しめした。遺い憾かん​ながら、この​ため​に​神かみ​の​目め​に​かなわない​様々さまざま​な​誘ゆう惑わく​に​誘さそい​込こまれた。この​告こく白はく​を​した​から​と​いって、わたし​が​何なにか​大おおきな​罪つみ、すなわち​憎にくむ​べき​罪つみ​を​犯おかした​と​思おもう​に​は​及およばない。この​よう​な​罪つみ​を​犯おかす​性質せいしつ​など、決けっして​わたし​に​は​なかった。しかし、わたし​は​軽率けいそつ​な​行こう動どう​を​し、時ときには​陽よう気き​な​仲なか間ま​と​交まじわる​など​して、わたし​の​よう​に​神かみ​から​②召めされた​者もの​が​当とう然ぜん​保たもつ​べき​性格せいかく​に​一いっ致ち​しない​行こう動どう​を​した。しかし、わたし​の​若わかい​ころ​を​思おもい出だし、わたし​の​生来せいらい​の​陽よう気き​な​気き質しつ​を​知しって​いる​人ひと​に​は、この​こと​は​それほど​不ふ思し議ぎ​に​は​思おもわれない​で​あろう。
29 ​これら​の​こと​の​結けっ果か、わたし​は​しばしば​自じ分ぶん​の​弱よわさ​と​不ふ完全かんぜんさ​の​ゆえ​に​とがめ​を​感かんじた。そして、前まえ​に​述のべた​九月がつ​二十一​日にち​の​夜よる​の​こと​で​ある。わたし​は​その​夜よる、床とこ​に​就ついた​後のち、全ぜん能のう​の​神かみ​に、わたし​の​すべて​の​罪つみ​と​愚おろか​な​行おこない​を​赦ゆるして​くださる​よう​に、また​神かみ​の​前まえ​に​おける​自じ分ぶん​の​状じょう態たい​と​立たち場ば​を​知しる​ため​に​示しめし​を​下くださる​よう​に、①祈いのって​嘆願たんがん​した。以い前ぜん​に​受うけた​よう​に、神かみ​の​示しめし​を​頂いただける​と​いう​十分じゅうぶん​な​確かく信しん​が​あった​から​で​ある。
30 ​わたし​は​この​よう​に​神かみ​に​呼よび​求もとめて​いた​とき、室内しつない​に​光ひかり​が​現あらわれた​の​に​気きづいた。その​光ひかり​は​次し第だい​に​明あかるさ​を​増まし、ついに​その​部へ屋や​は​真ま昼ひる​の​時とき​より​も​明あかるく​なった。すると、すぐに​①一ひと人り​の​方かた​が​わたし​の​寝台しんだい​の​傍かたわら​に​現あらわれ、空くう中ちゅう​に​立たたれた。と​いう​の​は、その​足あし​が​床ゆか​から​離はなれて​いた​から​で​ある。
31 ​その​方かた​は​この​上うえ​なく​美うつくしい​①白しろさ​の、ゆったり​と​した​衣ころも​を​着きて​おられた。それ​は、わたし​が​これまで​見みた​この世よ​の​いかなる​もの​に​も​勝まさる​白しろさ​で​あった。この世よ​の​いかなる​もの​も、これほど​白しろく​輝かがやいて​見みえる​よう​に​する​こと​は​できない​と​思おもう。その​方かた​の​手て​は​あらわ​で、衣ころも​の​袖そで​は​手て首くび​の​少すこし​上うえ​まで​で、その​足あし​も​あらわ​で、衣ころも​の​裾すそ​は​足首あしくび​の​少すこし​上うえ​まで​しか​なかった。その​頭あたま​と​首くび​も​覆おおわれて​いなかった。その​方かた​の​胸むね​が​見みえる​ほど​衣ころも​が​ゆったり​と​して​いた​ので、わたし​は​その​方かた​が​その​衣ころも​の​ほか​何なにも​着きて​おられない​の​に​気きづいた。
32 ​その​衣ころも​が​非ひ常じょう​に​白しろかった​だけ​で​なく、その​全身ぜんしん​も​筆ひっ紙し​に​尽つくし​難がたい​①輝かがやき​に​満みち、その​顔かお​は​まことに​②稲妻いなずま​の​よう​で​あった。部へ屋や​は​非ひ常じょう​に​明あかるかった​が、その​方かた​の​すぐ​周まわり​ほど​明あかるく​は​なかった。わたし​は​最さい初しょ​に​その​方かた​を​見みた​とき​に​③恐おそれた​が、その​恐おそれ​は​すぐに​去さった。
33 ​その​方かた​は​わたし​の​①名な​を​呼よび、自じ分ぶん​は​神かみ​の​前まえ​から​遣つかわされた​使し者しゃ​で​ある​こと、その​名な​は​モロナイ​で​ある​こと、神かみ​が​わたし​の​なす​べき​業わざ​を​備そなえて​おられる​こと、また​わたし​の​名な​が​良よく​も​悪わるく​も​すべて​の​国こく民みん、部ぶ族ぞく、国こく語ご​の​民たみ​の​中なか​で​覚おぼえられる​こと、すなわち、良よく​も​悪わるく​も​すべて​の​民たみ​の​中なか​で​語かたられる​こと​を​わたし​に​告つげられた。
34 ​その​方かた​は​また、この​大たい陸りく​の​先住民せんじゅうみん​の​話はなし​と​彼かれら​の​起き源げん​を​伝つたえる、①金版きんばん​に​記しるされた​②書しょ​が​隠かくされて​いる​こと​も​告つげられた。また、それ​に​は​救すくい主ぬし​が​その​昔むかし​の​住じゅう民みん​に​述のべられた​まま​に​③完全かんぜん​な​永遠えいえん​の​福ふく音いん​が​載のって​いる​こと​も​告つげられた。
35 ​また、銀ぎん​の​つる​に​はめた​二つ​の​石いし​も​版はん​と​ともに​隠かくされて​いる​こと――これら​の​石いし​は​①胸むね当あて​に​付つけて​あって、②ウリム​と​トンミム​と​呼よばれる​もの​を​成なす――これら​の​石いし​を​所しょ有ゆう​して​使つかった​者もの​が​昔むかし​すなわち​前まえ​の​時じ代だい​の​③「聖せい見けん者しゃ」と​なった​こと、ならびに​その​書しょ​を​翻ほん訳やく​する​ため​に​神かみ​が​それら​を​備そなえて​くださった​こと​を、その​方かた​は​告つげられた。
36 ​その​方かた​は​これら​の​こと​を​わたし​に​告つげられた​後のち、①『旧きゅう約やく​聖せい書しょ』​の​預よ言げん​を​引用いんよう​し​始はじめられた。最さい初しょ​に​②マラキ書しょ​の​第だい三​章しょう​の​一いち部ぶ​を​引用いんよう​し、また​わたしたち​の『聖せい書しょ』​に​言いわれて​いる​の​と​は​少すこし​異ことなる​が、同おなじ​預よ言げん​の​第だい四​章しょう、すなわち​最さい後ご​の​章しょう​も​引用いんよう​された。わたしたち​の『聖せい書しょ』​に​ある​とおり​に​第だい一​節せつ​を​引用いんよう​する​代かわり​に、次つぎ​の​よう​に​引用いんよう​された。
37 「見みよ、炉ろ​の​よう​に​①燃もえる​②日ひ​が​来くる。すべて​高たかぶる​者もの​と​悪あく​を​行おこなう​者もの​は、③わら​の​よう​に​燃もえる。やがて​来くる​者もの​たち​が​彼かれら​を​焼やき​尽つくして、根ね​も​枝えだ​も​残のこさない、と​万軍ばんぐん​の​主しゅ​は  言いう。」
38 ​さらに​また、その​方かた​は​第だい五​節せつ​を​次つぎ​の​よう​に​引用いんよう​された。「見みよ、主しゅ​の​大おおいなる​恐おそるべき​日ひ​が​来くる​前まえ​に、わたし​は​預よ言げん者しゃ​①エリヤ​の​手て​に​よって​あなたがた​に​②神しん権けん​を​現あらわそう。」
39 ​また、その​次つぎ​の​節せつ​を​言こと葉ば​を​違ちがえて​引用いんよう​された。「彼かれ​は​先せん祖ぞ​に​与あたえられた​①約やく束そく​を​子し孫そん​の​心こころ​に​植うえ、子し孫そん​の​心こころ​は​その​先せん祖ぞ​に​②向むかう​で​あろう。そう​で​なければ、主しゅ​の​来らい臨りん​の​時とき​に、全ぜん​地ち​は​ことごとく​荒こう廃はい​する​で​あろう。」
40 ​これら​に​加くわえて、その​方かた​は​イザヤ書しょ​の​第だい十一​章しょう​を​引用いんよう​し、それ​は​まさに​成じょう就じゅ​しよう​と​して​いる​と​言いわれた。また、使し徒と行伝ぎょうでん​第だい三​章しょう​二十二、二十三​節せつ​も、まさに​わたしたち​の『新しん約やく​聖せい書しょ』​に​ある​とおり​に​引用いんよう​された。その​方かた​は、その​①預よ言げん者しゃ​と​は​キリスト​の​こと​で​ある、しかし、「彼かれ​の​声こえ​を​聞きこう​と​しない​者もの​は​民たみ​の​中なか​から​②絶たたれる​で​あろう」と​いう​その​日ひ​は​まだ​来きて​いない​が、間まもなく​来くる、と​言いわれた。
41 ​その​方かた​は​また、①ヨエル書しょ​の​第だい二​章しょう​も​第だい​二十八​節せつ​から​最さい後ご​まで​引用いんよう​された。そして、これ​は​まだ​成じょう就じゅ​して​いない​が、間まもなく​成じょう就じゅ​する、と​言いわれた。さらに、②異い邦ほう人じん​が​満みちみちる​恵めぐみ​に​あずかる​時じ代だい​が​間まもなく​来くる​こと​を​告つげられた。その​方かた​は​ほか​に​も​多おおく​の​聖せい句く​を​引用いんよう​し、多おおく​の​説とき明あかし​を​された​が、ここ​で​述のべる​こと​は​できない。
42 ​さらに、わたし​が​その​方かた​の​語かたった​その​版はん​を​受うけ取とる​とき――と​いう​の​は、それ​を​手て​に​入いれる​時とき​は​まだ​来きて​いなかった​から​で​ある――その​版はん​や、ウリム​と​トンミム​の​付ついた​胸むね当あて​を、それら​を​見みせる​よう​に​命めいじられた​人々ひとびと​の​ほか​に​は​だれ​に​も​見みせて​は​ならない、もしも​見みせた​なら​ば​滅ほろぼされる、と​その​方かた​は​わたし​に​告つげられた。その​方かた​が​版はん​に​ついて​わたし​と​語かたって​おられる​間あいだ​に、わたし​の​①心こころ​に​示じ現げん​が​開ひらかれ、わたし​は​その​版はん​の​隠かくされて​いる​場ば所しょ​を​見みる​こと​が​できた。そして、それ​は​非ひ常じょう​に​明瞭めいりょう​で​はっきり​と​して​いた​ので、そこ​を​訪おとずれた​とき​に​は​その​場ば所しょ​が​分わかった。
43 ​この​指し示じ​を​受うけた​後のち、わたし​が​見みる​と、室内しつない​の​光ひかり​は​たちまち、わたし​に​語かたって​おられた​その​方かた​の​周まわり​に​集あつまり​始はじめた。そして、光ひかり​は​集あつまり​続つづけ、その​方かた​の​すぐ​周まわり​を​除のぞいて​ついに​その​部へ屋や​は​再ふたたび​暗くらく​なった。その​途と端たん​に、わたし​が​見みる​と、あたかも​一筋ひとすじ​の​道みち​が​天てん​に​向むかって​まっすぐ​に​開ひらいた​か​の​よう​で、その​方かた​は​昇のぼって​行いかれ、ついに​その​姿すがた​が​まったく​見みえなく​なった。そして、その​部へ屋や​は、この​天てん​の​光ひかり​が​現あらわれる​前まえ​の​状じょう態たい​に​戻もどった。
44 ​わたし​は​その​奇き異い​な​有あり様さま​を​つくづく​と​考かんがえ、また​この​常つね​ならぬ​使し者しゃ​に​よって​告つげられた​こと​を​不ふ思し議ぎ​に​思おもい​ながら​横よこ​に​なって​いた。この​よう​に​①思おもい​に​ふけって​いる​最中さいちゅう​に、わたし​は、突然とつぜん​部へ屋や​が​再ふたたび​明あかるく​なり​始はじめた​の​に​気きづいた。そして、あたかも​突然とつぜん​で​ある​か​の​よう​に、同おなじ​天てん​の​使し者しゃ​が​再ふたたび​わたし​の​寝台しんだい​の​傍かたわら​に​おられた。
45 ​その​方かた​は​語かたり​始はじめ、最さい初しょ​に​訪おとずれた​とき​に​述のべた​こと​と​まったく​同おなじ​こと​を​少すこしも​変かえず​に​再ふたたび​述のべられた。それ​を​述のべた​後のち、飢き饉きん​と​戦せん争そう​と​疫えき病びょう​に​よる​ひどい​荒こう廃はい​を​伴ともなって​地ち上じょう​に​来こよう​と​して​いる​大おおきな​裁さばき​に​ついて​わたし​に​告つげ、また​これら​の​厳きびしい​裁さばき​が​この​時じ代だい​に​地ち上じょう​に​来くる​こと​を​告つげられた。これら​の​こと​を​述のべた​後のち、その​方かた​は​再ふたたび​前まえ​と​同おなじ​よう​に​昇のぼって​行いかれた。
46 ​この​とき​に​は、心こころ​に​受うけた​印象いんしょう​が​非ひ常じょう​に​深ふかかった​ので、わたし​は​目め​が​さえて​眠ねむれなく​なって​おり、見みたり​聞きいたり​した​こと​へ​の​驚おどろき​に​圧あっ倒とう​されて​横よこ​に​なって​いた。ところが​何なんとも​驚おどろいた​こと​に、わたし​は​またもや​寝台しんだい​の​傍かたわら​に​同おなじ​使し者しゃ​を​見み、その​方かた​が​前まえ​と​同おなじ​こと​を​わたし​に​詳くわしく​語かたられる​の​を、すなわち、再ふたたび​繰くり返かえし​語かたられる​の​を​聞きいた​の​で​ある。そして、その​方かた​は​わたし​に​一つ​の​警けい告こく​を​加くわえ、（父ちち​の​家か族ぞく​は​貧まずしい​暮くらし​を​して​いた​ので）金かね持もち​に​なる​ため​に​版はん​を​手て​に​入いれる​よう​に、①サタン​が​わたし​を​②誘ゆう惑わく​しよう​と​する​で​あろう​と​告つげられた。そして​その​方かた​は、この​よう​な​こと​の​ない​よう​に​わたし​に​命めいじ、版はん​を​手て​に​入いれる​に​当あたって​は​神かみ​の​栄えい光こう​を​現あらわす​以い外がい​の​目もく的てき​を​心こころ​に​抱いだいて​は​ならない​こと、また​神かみ​の​王おう国こく​を​築きずこう​と​する​③動どう機き​以い外がい​の​いかなる​動どう機き​に​も​左さ右ゆう​されて​は​ならない​こと、そう​で​なければ​それ​を​手て​に​入いれる​こと​は​できない​こと​を​告つげられた。
47 ​この​三​度ど​目め​の​訪おとずれ​の​後のち、その​方かた​は​前まえ​の​よう​に​また​天てん​に​昇のぼって​行いかれた。そして、わたし​は​たった​今いま​経験けいけん​した​こと​の​不ふ思し議ぎさ​を​また​深ふかく​考かんがえ​続つづけた。その​天てん​の​使し者しゃ​が​三​度ど​目め​に​わたし​を​離はなれて​昇のぼって​行いかれた​の​と​ほとんど​同どう時じ​に、鶏にわとり​が​鳴ないた​ので、わたし​は​夜よ明あけ​の​近ちかい​こと​を​知しった。したがって、わたし​は​一晩ひとばん​中じゅう​その​使し者しゃ​と​会見かいけん​して​いた​こと​に​なる。
48 ​わたし​は​その後ご​間まもなく​起おきて、いつも​の​よう​に、その​日ひ​に​しなければ​ならない​仕し事ごと​に​出でかけた。しかし、わたし​は​普ふ段だん​の​よう​に​働はたらこう​と​した​が、まったく​働はたらけない​ほど​疲つかれ​果はてて​いる​の​を​知しった。わたし​と​一いっ緒しょ​に​働はたらいて​いた​父ちち​は、わたし​の​具ぐ合あい​が​悪わるい​の​に​気きづき、家いえ​に​帰かえる​よう​に​言いった。そこで、わたし​は​家いえ​に​帰かえろう​と​して​出でかけた。しかし、囲かこい​を​越こえて​畑はたけ​から​出でよう​と​した​とき​に、すっかり​力ちから​を​失うしなって​ぐったり​と​地ち​に​倒たおれ、しばらく​の​間あいだ​まったく​意い識しき​を​失うしなって​いた。
49 ​わたし​が​思おもい出だせる​最さい初しょ​の​こと​は、わたし​の​名な​を​呼よんで、わたし​に​語かたりかける​声こえ​が​あった​こと​で​ある。見み上あげる​と、あの​同おなじ​使し者しゃ​が​前まえ​の​よう​に​光ひかり​に​包つつまれて、頭ず上じょう​に​立たって​おられる​の​が​見みえた。それから​その​方かた​は、前ぜん夜や​わたし​に​話はなした​すべて​の​こと​を​再ふたたび​わたし​に​話はなし、①父ちち​の​ところ​へ​行いって、わたし​が​受うけた​示じ現げん​と​命令めいれい​の​こと​を​告つげる​よう​に​と​命めいじられた。
50 ​わたし​は​それ​に​従したがい、畑はたけ​に​いた​父ちち​の​ところ​へ​戻もどって、父ちち​に​すべて​の​こと​を​詳くわしく​告つげた。すると、父ちち​は​わたし​に、それ​は​神かみ​から​出でて​いる​と​答こたえ、その​使し者しゃ​から​命めいじられた​とおり​に​する​よう​に​告つげた。わたし​は​畑はたけ​を​去さって、版はん​が​隠かくされて​いる​と​使し者しゃ​から​告つげられた​場ば所しょ​へ​行いった。すると、それ​に​関かんして​受うけて​いた​示じ現げん​が​明瞭めいりょう​で​あった​ので、そこ​に​着つく​と​すぐに​その​場ば所しょ​が​分わかった。
51 ​ニューヨーク​州しゅう​オンタリオ​郡ぐん​マンチェスター​の​村むら​の​近ちかく​に、かなり​の​大おおきさ​の​①丘おか​が​一つ​ある。そこ​は​その​界かいわい​切きって​の​高たかい​丘おか​で​ある。この​丘おか​の​頂上ちょうじょう​から​遠とおくない​西側にしがわ​の​所ところ​に​かなり​の​大おおきさ​の​石いし​が​あって、その​石いし​の​下した​に​あった​石いし​の​箱はこ​の​中なか​に​版はん​が​置おかれて​いた。この​石いし​は​厚あつみ​が​あって、上じょう部ぶ​の​中ちゅう央おう​が​丸まるみ​を​帯おびて​おり、へり​に​行いく​に​従したがって​薄うすく​なって​いた​ので、その​中ちゅう央おう​部ぶ​は​地ち上じょう​に​見みえて​いた​が、へり​は​すべて​土つち​に​覆おおわれて​いた。
52 ​わたし​は​土つち​を​取とり除のぞいて、てこ​を​一本ぽん​手て​に​入いれ、それ​を​その​石いし​の​へり​の​下した​に​差さし込こんで、わずか​な​力ちから​で​それ​を​持もち上あげた。中なか​を​のぞき​込こむ​と、あの​使し者しゃ​から​言いわれた​よう​に、実じっ際さい​に​そこ​に、①版はん​と、②ウリム​と​トンミム​と、③胸むね当あて​が​見みえた。それら​が​納おさめられて​いた​箱はこ​は、ある​種しゅ​の​セメント​の​中なか​に​石いし​を​置おいて​造つくった​もの​で​ある。箱はこ​の​底そこ​に​は、横よこ向むき​に​二​個こ​の​石いし​が​置おかれ、その​石いし​の​上うえ​に​版はん​と​その他た​の​物もの​が​一いっ緒しょ​に​載のせられて​いた。
53 ​わたし​は​それら​を​取とり出だそう​と​した​が、あの​使し者しゃ​に​止とめられた。そして、それら​を​出だす​時とき​は​まだ​来きて​いない​こと​を​再ふたたび​知しらされた。また、その​とき​から​四​年ねん​たたない​と、その​時とき​は​来こない​と​の​こと​で​あった。その​方かた​は​わたし​に、その​とき​から​ちょうど​一年ねん​目め​に​その​場ば所しょ​に​来くる​よう​に、そう​すれ​ば​彼かれ​が​わたし​に​会あって​くださる​こと、また​版はん​を​手て​に​入いれる​時とき​が​来くる​まで​わたし​は​それ​を​続つづけ​なければ​ならない​こと​を​告つげられた。
54 ​それで、わたし​は​命めいじられた​とおり​に、一年ねん​ごと​に​そこ​へ​行いき、その​度たび​に​あの​使し者しゃ​に​お​会あい​した。そして、お​会あい​する​度たび​に、主しゅ​が​何なに​を​行おこなおう​と​して​おられる​か、また​終おわり​の​時とき​に​主しゅ​の​①王おう国こく​が​どの​よう​に​指し導どう​される​べき​か​に​関かんして、その​方かた​から​指し示じ​と​知しらせ​と​を​受うけた。
ジョセフ・​スミス、エマ・​ヘイル​と​結けっ婚こん​する。ジョセフ・​スミス、モロナイ​から​金版きんばん​を​受うけ取とり、幾いくらか​の​文も字じ​を​翻ほん訳やく​する。マーティン・​ハリス​は​アンソン​教授きょうじゅ​に​文も字じ​と​翻ほん訳やく​を​見みせ、アンソン​教授きょうじゅ​は、「わたし​は​封ふうじられた​書しょ​を​読よむ​こと​は​できない」と​言いう。（第だい​五十五―六十五​節せつ）
55 ​わたし​の​父ちち​の​暮くらし向むき​は​非ひ常じょう​に​窮屈きゅうくつ​で​あった​ので、わたしたち​は​必ひつ要よう​に​迫せまられて​自じ分ぶん​の​手て​で​働はたらき、機き会かい​ある​ごと​に​日ひ雇やとい​の​仕し事ごと​や​その他た​で​雇やとわれて​働はたらいた。わたしたち​は​ある​とき​は​家いえ​で​働はたらき、また​ある​とき​は​外そと​で​働はたらき、絶たえ間ま​なく​働はたらく​こと​で​不ふ自じ由ゆう​の​ない​生活せいかつ​を​する​こと​が​できた。
56 ​千八百二十三​年ねん​に、父ちち​の​家か族ぞく​は、わたし​の​長兄ちょうけい​①アルビン​の​死し​に​よって​ひどい​苦く難なん​に​遭あった。千八百二十五​年ねん​十月がつ​に、わたし​は​ニューヨーク​州しゅう​シェナンゴ​郡ぐん​に​住すむ​ジョサイア・​ストール​と​いう​名な​の​老ろう​紳しん士し​に​雇やとわれた。彼かれ​は​ペンシルベニア​州しゅう​サスケハナ​郡ぐん​ハーモニー​で​スペイン人じん​に​よって​開ひらかれた​銀山ぎんざん​の​こと​を​聞きき、わたし​を​雇やとい入いれる​に​先さき立だって、できれ​ば​その​銀山ぎんざん​を​発はっ見けん​しよう​と​して​試し掘くつ​を​行おこなって​いた。わたし​が​行いって​彼かれ​と​ともに​生活せいかつ​する​よう​に​なって​から、彼かれ​は​ほか​の​使し用よう人にん​たち​と​ともに​わたし​を​伴ともなって、その​銀山ぎんざん​を​探さがす​試し掘くつ​に​当あたらせた。わたし​は​そこ​で​一​か​月げつ​ほど​働はたらき​続つづけた​が、わたしたち​の​仕し事ごと​は​うまく​いかなかった。それで​ついに​わたし​は、その​老ろう​紳しん士し​を​説とき伏ふせて​その​試し掘くつ​を​やめ​させた。この​こと​から、わたし​が​山やま師し​で​あった​と​いう​話はなし​が​広ひろく​言いわれる​よう​に​なった​の​で​ある。
57 ​わたし​は​この​よう​に​雇やとわれて​いた​間あいだ、その​地ち​の​アイザック・​ヘイル​と​いう​人ひと​の​家いえ​に​下げ宿しゅく​して​いた。わたし​が（ヘイル​氏し​の​娘むすめ​で​ある）わたし​の​妻つま​①エマ・​ヘイル​に​初はじめて​会あった​の​は、そこ​で​の​こと​で​あった。千八百二十七​年ねん​一月がつ​十八​日にち、わたし​が​まだ​ストール​氏し​に​雇やとわれて​働はたらいて​いた​とき​に、わたしたち​は​結けっ婚こん​した。
58 ​わたし​が​示じ現げん​を​見みた​と​主しゅ張ちょう​し​続つづけた​ので、わたし​に​対たいする​①迫はく害がい​は​なお​も​続つづき、妻つま​の​父ちち​の​家か族ぞく​は、わたしたち​が​結けっ婚こん​する​こと​に​ひどく​反対はんたい​した。したがって、わたし​は​彼女かのじょ​を​どこか​よそ​に​連つれて行いく​ほか​なかった。それで​わたしたち​は​出でかけて​行いき、ニューヨーク​州しゅう​シェナンゴ​郡ぐん​サウスベインブリッジ​の​タービル​治ち安あん​判事はんじ​の​家いえ​で​結けっ婚こん​した。わたし​は​結けっ婚こん​後ご​すぐに、ストール​氏し​の​もと​を​去さり、わたし​の​父ちち​の​家いえ​に​帰かえって、その​季き節せつ​は​父ちち​と​ともに​農業のうぎょう​に​従じゅう事じ​した。
59 ​ついに、版はん​と、ウリム​と​トンミム​と、胸むね当あて​を​手て​に​入いれる​時とき​が​やって​来きた。千八百二十七​年ねん​九月がつ​二十二​日にち、わたし​が​いつも​の​よう​に​満まん​一年ねん​目め​に、それら​が​隠かくされて​いる​所ところ​へ​行いく​と、あの​同おなじ​天てん​の​使し者しゃ​が、それら​を​次つぎ​の​責任せきにん​と​ともに​わたし​に​渡わたして​くださった。すなわち、わたし​は​それら​に​対たいして​責任せきにん​を​持もたなければ​ならない、もし​わたし​が​不ふ注ちゅう意い​や​自じ分ぶん​の​①怠慢たいまん​で​それら​を​失うしなう​なら​ば、わたし​は​絶たたれる​で​あろう、しかし​その​方かた、つまり​その​使し者しゃ​が​それら​を​取とり​に​来こられる​まで、わたし​が​それら​を​②保ほ存ぞん​する​ため​あらゆる​努ど力りょく​を​尽つくす​なら​ば、それら​は​守まもられる、と​いう​の​で​あった。
60 ​わたし​は​間まもなく、なぜ​それら​を​安全あんぜん​に​保たもつ​ため​に​その​よう​な​厳きびしい​責任せきにん​を​課かせられた​の​か、また​わたし​が​自じ分ぶん​に​求もとめられた​こと​を​成なし遂とげた​とき​に​それら​を​取とり​に​来くる​と​なぜ​使し者しゃ​が​言いわれた​の​か、その​理り由ゆう​が​分わかった。わたし​が​それら​を​持もって​いる​こと​が​知しれる​や​いなや、わたし​から​それら​を​奪うばおう​と​する​あらんかぎり​の​努ど力りょく​が​払はらわれた​から​で​ある。その​ため​に​思おもいつく​かぎり​の​あらゆる​策さく略りゃく​が​実じっ行こう​に​移うつされた。迫はく害がい​は​以い前ぜん​に​も​増まして​激はげしく、容よう赦しゃ​の​ない​もの​と​なり、大おお勢ぜい​の​人ひと​が、できれ​ば​わたし​から​それら​を​奪うばおう​と​絶たえず​機き会かい​を​うかがった。しかし、わたし​が​求もとめられた​こと​を​それら​に​よって​成なし遂とげる​まで、それら​は​神かみ​の​知ち恵え​に​よって、わたし​の​手て​の​中なか​で​無ぶ事じ​で​あった。そして、前まえもって​定さだめられた​とおり、使し者しゃ​が​それら​を​取とり​に​来こられた​とき、わたし​は​それら​を​使し者しゃ​に​引ひき渡わたした​の​で​ある。そして、千八百三十八​年ねん​五月がつ​二ふつ日か​の​今日き ょ う​まで、その​使し者しゃ​が​それら​を​管かん理り​して​おられる。
61 ​しかしながら、騒さわぎ​は​なお​も​続つづき、父ちち​の​家か族ぞく​に​ついて、また​わたし​自じ身しん​に​ついて​偽いつわり​を​言いい​広ひろめる​ため​に、常つねに​おびただしい​うわさ​が​流ながされた。もし​わたし​が​その​千​分ぶん​の​一​を​述のべた​と​して​も、何なん​冊さつ​も​の​本ほん​に​なる​で​あろう。しかし、迫はく害がい​が​耐たえられない​ほど​に​なった​ので、わたし​は​やむを得えず​マンチェスター​を​離はなれて、妻つま​と​ともに​ペンシルベニア​州しゅう​サスケハナ​郡ぐん​へ​行いく​こと​に​した。わたしたち​は​非ひ常じょう​に​貧まずしく、迫はく害がい​が​ひどい​ため​に​貧まずしさ​から​抜ぬけ​出だせず、苦く難なん​の​ただ中なか​で​出しゅっ発ぱつ​の​準じゅん備び​を​して​いた​とき、①マーティン・​ハリス​と​いう​名な​の​紳しん士し​と​親したしく​なった。彼かれ​は​わたし​の​ところ​に​来くる​と、わたしたち​の​旅たび​の​助たすけ​に​なる​よう​に​と​五十​ドル​くれた。ハリス​氏し​は​ニューヨーク​州しゅう​ウェイン​郡ぐん​パルマイラ​町まち​に​住すんで​いる​人ひと​で、社会的しゃかいてき​地ち位い​の​ある​農のう場じょう​主しゅ​で​あった。
62 ​この​時じ宜ぎ​に​かなった​援助えんじょ​に​よって、わたし​は​ペンシルベニア​の​目もく的てき​地ち​に​着つく​こと​が​できた。そして​そこ​に​着つく​と​すぐに、わたし​は​版はん​から​文も字じ​を​写うつし​取とる​こと​を​始はじめた。わたし​は​かなり​の​文も字じ​を​写うつし​取とり、①ウリム​と​トンミム​に​よって​それら​の​多おおく​を​翻ほん訳やく​した。これ​を​行おこなった​の​は、十二月がつ​に​妻つま​の​父ちち​の​家いえ​に​着ついて​から​翌よく年ねん​の​二月がつ​まで​の​間あいだ​の​こと​で​あった。
63 ​この​二月がつ​の​ある​とき、前まえ​に​述のべた​マーティン・​ハリス​氏し​が​わたしたち​の​ところ​に​やって​来きて、わたし​が​版はん​から​書かき取とって​おいた​文も字じ​を​取とり、それ​を​持もって​ニューヨーク​市し​へ​向むかった。彼かれ​と​その​文も字じ​に​関かんして​起おこった​出で来き事ごと​に​ついて​は、彼かれ​が​帰かえって​来きて​わたし​に​語かたった​彼かれ​自じ身しん​の​言こと葉ば​を​お​伝つたえ​する。それ​は​次つぎ​の​とおり​で​あった。
64 「わたし​は​ニューヨーク​市し​へ​行いき、翻ほん訳やく​された​文も字じ​を​その​翻ほん訳やく​と​ともに、文学ぶんがく​上じょう​の​学がく識しき​が​ある​こと​で​広ひろく​知しられて​いる​一いち​紳しん士し、チャールズ・​アンソン​教授きょうじゅ​に​披ひ露ろう​した。すると​アンソン​教授きょうじゅ​は、この​翻ほん訳やく​は​正確せいかく​で​あり、エジプト​語ご​から​翻ほん訳やく​された​もの​で​これほど​正確せいかく​な​の​を​見みた​こと​が​ない​と​述のべた。その後のち、わたし​が​まだ​翻ほん訳やく​されて​いない​もの​を​彼かれ​に​見みせた​ところ、彼かれ​は、それら​は​エジプト語ご、カルデア​語ご、アッシリア​語ご、および​アラビア​語ご​で​ある​と​言いった。また、それら​は​ほんとう​の​文も字じ​で​ある​と​言いった。そして、それら​が​本当ほんとう​の​文も字じ​で​ある​こと​と、それから​翻ほん訳やく​された​もの​の​翻ほん訳やく​も​正確せいかく​で​ある​こと​を​パルマイラ​の​人々ひとびと​に​証しょう明めい​する​証しょう明めい​書しょ​を​わたし​に​くれた。そこで、わたし​は​その​証しょう明めい​書しょ​を​取とって​ポケット​に​入いれ、まさに​その​家いえ​を​去さろう​と​した​とき、アンソン​氏し​は​わたし​を​呼よび​返かえして、どうして​その​青年せいねん​は​金版きんばん​を​見みつけた​場ば所しょ​に​その​金版きんばん​の​ある​こと​が​分わかった​の​か​と​尋たずねた。そこで​わたし​は、神かみ​の​天てん使し​が​彼かれ​に​それ​を​明あきらか​に​した​と​答こたえた。
65 ​すると​彼かれ​は、『その​証しょう明めい​書しょ​を​見みせて​ください』​と​わたし​に​言いった。それで​わたし​が​ポケット​から​それ​を​取とり出だして​彼かれ​に​渡わたす​と、彼かれ​は​それ​を​取とって​細こまかく​破やぶって、今いまどき​①天てん使し​の​働はたらき​の​よう​な​もの​など​ない​と​言いい、また、その​版はん​を​持もって​来くれば​翻ほん訳やく​して​あげよう​と​言いった。そこで​わたし​は、版はん​の​一いち部ぶ​は​②封ふうじられて​おり、持もって来くる​こと​を​禁きんじられて​いる​と​告つげた。すると​彼かれ​は、『わたし​は​封ふうじられた​書しょ​を​読よむ​こと​は​できない』​と​答こたえた。わたし​は​彼かれ​の​もと​を​去さり、ミッチェル​博はく士し​の​ところ​へ​行いった​が、彼かれ​も​文も字じ​と​翻ほん訳やく​の​両方りょうほう​に​関かんして​アンソン​教授きょうじゅ​が​言いった​こと​を​認みとめた。」
· · · · · · ·
オリバー・​カウドリ、『モルモン書しょ』​の​翻ほん訳やく​に​当あたって​筆ひっ記き​者しゃ​を​務つとめる。ジョセフ​と​オリバー、バプテスマ​の​ヨハネ​から​アロン​神しん権けん​を​受うける。二ふた人り​は​バプテスマ​を​受うけ、聖任せいにん​され、預よ言げん​の​霊れい​を​受うける。（第だい​六十六―七十五​節せつ）
66 ​千八百二十九​年ねん​四月がつ​五いつ日か​に、①オリバー・​カウドリ​が​わたし​の​家いえ​に​やって​来きた​が、わたし​は​その​とき​まで​一いち度ど​も​彼かれ​に​会あった​こと​が​なかった。彼かれ​は​わたし​の​父ちち​が​住すんで​いた​所ところ​の​近ちかく​の​学がっ校こう​で​教おしえて​おり、わたし​の​父ちち​も​子こ供ども​を​その​学がっ校こう​に​通かよわせて​いた​ので、一いち時じ期き​父ちち​の​家いえ​に​下げ宿しゅく​して​いて、その​間あいだ​に​家か族ぞく​から、わたし​が​版はん​を​受うけ取とった​こと​に​ついて​の​詳くわしい​事じ情じょう​を​告つげられ、それで​わたし​に​尋たずねる​ため​に​やって​来きた​と​言いった。
67 ​カウドリ​氏し​が​到とう着ちゃく​して​二ふつ日か​後ご（四月がつ​七なの日か）に、わたし​は『モルモン書しょ』​の​翻ほん訳やく​に​取とりかかり、彼かれ​は​わたし​の​ため​に​筆ひっ記き​し​始はじめた。
· · · · · · ·
68 ​わたしたち​は​なお​も​翻ほん訳やく​の​仕し事ごと​を​続つづけて​いた​が、その​翌月よくげつ（千八百二十九​年ねん​五月がつ）の​ある​日ひ、わたしたち​は、版はん​の​翻ほん訳やく​の​中なか​に​述のべられて​いる​の​を​見みつけた​①罪つみ​の​赦ゆるし​の​ため​の​②バプテスマ​に​関かんして​主しゅ​に​祈いのって​伺うかがう​ため​に、森もり​の​中なか​に​入はいって​行いった。わたしたち​が​この​よう​に​して​祈いのって、主しゅ​に​呼よび​求もとめて​いた​とき、天てん​から​の​③使し者しゃ​が​光ひかり​の​④雲くも​の​中なか​を​降くだって​来こられた。そして、その​使し者しゃ​は​わたしたち​の​上うえ​に​⑤手て​を​置おき、次つぎ​の​よう​に​言いって​わたしたち​を​⑥聖任せいにん​された。
69 「わたし​と​同おなじ​僕しもべ​で​ある​あなたがた​に、メシヤ​の​御み​名な​に​よって、わたし​は​①アロン​の​神しん権けん​を​授さずける。これ​は​天てん使し​の​働はたらき​の​鍵かぎ​と、悔くい改あらため​の​福ふく音いん​の​鍵かぎ​と、罪つみ​の​赦ゆるし​の​ため​に​水みず​に​沈しずめる​バプテスマ​の​鍵かぎ​を​持もつ。また、②レビ​の​子こら​が​再ふたたび​義ぎ​を​もって​ささげ​物もの​を​主しゅ​に​ささげる​まで、これ​は​決けっして​再ふたたび​地ち上じょう​から​取とり去さられる​こと​は​ない​で​あろう。」
70 ​その​方かた​は、この​アロン​神しん権けん​に​は​①聖霊せいれい​の​賜物たまもの​を​授さずける​ため​の​按手あんしゅ​を​する​力ちから​は​ない​が、これ​は​将来しょうらい​わたしたち​に​授さずけられる​と​言いわれた。また​その​方かた​は、行いって​バプテスマ​を​受うける​よう​に​わたしたち​に​命めいじ、わたし​が​オリバー・​カウドリ​に​バプテスマ​を​施ほどこし、その後のち​彼かれ​が​わたし​に​バプテスマ​を​施ほどこす​よう​に​と​指し示じ​された。
71 ​それで​わたしたち​は​行いって​バプテスマ​を​受うけた。わたし​が​まず​彼かれ​に​バプテスマ​を​施ほどこし、その後のち、彼かれ​が​わたし​に​バプテスマ​を​施ほどこした。それから、わたし​が​彼かれ​の​頭あたま​に​手て​を​置おいて、彼かれ​を​アロン​神しん権けん​に​聖任せいにん​し、その後のち、彼かれ​が​わたし​に​手て​を​置おいて、わたし​を​同おなじ​神しん権けん​に​聖任せいにん​した。その​よう​に​わたしたち​は​命めいじられた​から​で​ある。✽
72 ​この​とき​わたしたち​を​訪おとずれて、わたしたち​に​この​神しん権けん​を​授さずけて​くださった​使し者しゃ​は、自じ分ぶん​の​名な​は​ヨハネ​と​いい、『新しん約やく​聖せい書しょ』​の​中なか​で​①バプテスマ​の​ヨハネ​と​呼よばれて​いる​者もの​で、自じ分ぶん​は​②メルキゼデク​の​神しん権けん​の​③鍵かぎ​を​持もつ​④ペテロ​と​⑤ヤコブ​と​⑥ヨハネ​の​指し示じ​の​下もと​に​働はたらいて​いる​と​言いわれた。また、ふさわしい​とき​に​メルキゼデク​の​神しん権けん​も​わたしたち​に​授さずけられ、わたし​は​教きょう会かい​の​第だい一いち​の​⑦長老ちょうろう​と​呼よばれ、彼かれ（オリバー・​カウドリ）は​第だい二に​の​長老ちょうろう​と​呼よばれる、と​言いわれた。わたしたち​が​この​使し者しゃ​の​手て​に​よって​聖任せいにん​され、バプテスマ​を​受うけた​の​は、千八百二十九​年ねん​五月がつ​十五​日にち​の​こと​で​あった。
73 ​わたしたち​は​バプテスマ​を​受うけて​水みず​から​上あがる​と​すぐに、天てん​の​御父おんちち​から​の​大おおいなる​栄えい光こう​ある​祝しゅく福ふく​を​受うけた。わたし​が​オリバー・​カウドリ​に​バプテスマ​を​施ほどこす​や​いなや、①聖霊せいれい​が​彼かれ​に​降くだられ、彼かれ​は​立たち上あがって、間まもなく​起おこる​はず​の​多おおく​の​こと​に​ついて​②預よ言げん​した。さらに​また、わたし​も​彼かれ​に​よって​バプテスマ​を​受うける​と​すぐに、預よ言げん​の​霊れい​を​受うけて​立たち上あがり、この​教きょう会かい​の​起おこり​と、教きょう会かい​に​関連かんれん​の​ある​その他た​の​多おおく​の​こと​と、この​時じ代だい​の​人ひと​の​子こら​に​ついて​預よ言げん​した。わたしたち​は​聖霊せいれい​に​満みたされ、わたしたち​の​救すくい​の​神かみ​を​喜よろこび​たたえた。
74 ​今いまや​わたしたち​の​心こころ​に​光ひかり​が​注そそがれ、わたしたち​は​聖文せいぶん​を​はっきり​と​①理り解かい​できる​よう​に​なって​きた。より​不ふ明瞭めいりょう​な​聖せい句く​の​②正確せいかく​な​意い味み​と​意い図と​が、以い前ぜん​に​一いち度ど​も​経験けいけん​する​こと​の​できなかった​方ほう法ほう​で、あるいは​以い前ぜん​に​考かんがえ​も​しなかった​方ほう法ほう​で​わたしたち​に​明あきらか​に​された​の​で​ある。しかし、すでに​周まわり​の​地ち方ほう​に​迫はく害がい​の​気き運うん​が​現あらわれて​いた​ので、しばらく​の​間あいだ、わたしたち​は​神しん権けん​を​受うけ、バプテスマ​を​受うけた​事じ情じょう​を​秘ひ密みつ​に​せざる​を​得えなかった。
75 ​わたしたち​は​時とき々どき、暴ぼう徒と​に​襲おそわれる​と​いう​脅きょう威い​を​加くわえられた。しかも、これ​が​信しん仰こう​を​告こく白はく​する​人々ひとびと​に​よって​で​あった。そして、わたしたち​に​暴ぼう行こう​を​加くわえよう​と​する​彼かれら​の​企くわだて​は、（神かみ​の​摂せつ理り​に​より）妻つま​の​父ちち​の​家か族ぞく​の​影響えいきょう​力りょく​に​よって​何なんとか​とどめられて​いた。妻つま​の​父ちち​の​家か族ぞく​は​わたし​に​好こう意い​的てき​に​なって​いて、暴ぼう徒と​に​対抗たいこう​し、わたし​が​何なんの​妨さまたげ​も​なし​に​翻ほん訳やく​の​仕し事ごと​を​続つづけられる​よう​に​する​こと​を​いとわなかった。それで​彼かれら​は、すべて​の​不ふ法ほう​行こう為い​から​可か能のう​な​かぎり​わたしたち​を​守まもる​と​申もうし出でて、それ​を​約やく束そく​して​くれた​の​で​ある。
	オリバー・​カウドリ​は、これら​の​出で来き事ごと​を​次つぎ​の​よう​に​述のべて​いる。「これら​の​日ひ々び​は、決けっして​忘わすれられない​もの​で​あった。天てん​の​霊感れいかん​に​よって​語かたられた​声こえ、この​胸むね​に​この​上うえ​ない​感謝かんしゃ​の​念ねん​を​呼よび​起おこした​声こえ​の​下もと​に​座ざして​いた​の​で​ある。彼かれ​が『モルモン書しょ』​と​呼よばれる​歴れき史し​すなわち​記き録ろく​を、ウリム​と​トンミム、すなわち​ニーファイ人じん​が『解かい訳やく器き』​と​呼よんだ​もの​を​用もちいて​翻ほん訳やく​する​まま​に、わたし​は、来くる​日ひ​も​来くる​日ひ​も、彼かれ​の​口くち​から​出でる​言こと葉ば​を​絶たえ間ま​なく​書かき​続つづけた。
モルモン​と​その​忠ちゅう実じつ​な​息むす子こ​モロナイ​が​述のべた、かつて​天てん​から​の​愛あい​と​恵めぐみ​を​受うけた​民たみ​に​ついて​の​興味きょうみ​深ぶかい​話はなし​を​わずか​数すう​語ご​で​も​ここ​に​採とり上あげる​の​は、わたし​が​現在げんざい​意い図と​して​いる​こと​で​は​ない。したがって、これ​は​将来しょうらい​に​譲ゆずる​こと​に​して、わたし​が​序じょ論ろん​の​中なか​で​述のべた​よう​に、この​教きょう会かい​の​起おこり​に​直接ちょくせつ​に​関かん係けい​の​ある​若じゃっ干かん​の​出で来き事ごと​に​直ただちに​移うつる​こと​に​しよう。偏屈へんくつ​者もの​たち​の​渋面じゅうめん​と​偽ぎ善ぜん​者しゃ​たち​の​中傷ちゅうしょう​の​まっただ中なか​を​進すすみ​出でて、キリスト​の​福ふく音いん​を​心こころ​から​受うけ入いれた​幾いく​千せん​も​の​人々ひとびと​に​とって、これら​の​出で来き事ごと​は​快こころよい​こと​だろう。
『イエス・​キリスト​の​復ふっ活かつ​に​よる​明あきらか​な​良心りょうしん』​を​もって​申もうし開ひらき​を​する​ため​に​水みず​の​墓はか​の​中なか​に​葬ほうむられる​こと​に​よって、進すすんで​物もの事ごと​に​取とり組くむ​心こころ​を​示しめしたい​と​望のぞむ​こと​なし​に​は、だれ​も​冷静れいせい​な​状じょう態たい​で、人ひと​が​救すくい主ぬし​の​教きょう会かい​を​築きずき​上あげる​具ぐ体たい的てき​な​方ほう法ほう​に​ついて​救すくい主ぬし​の​口くち​から​ニーファイ人じん​に​与あたえられた​数々かずかず​の​指し示じ​を​翻ほん訳やく​して​書かき記しるす​こと​は​できなかった​で​あろう。腐ふ敗はい​が​人々ひとびと​の​間あいだ​に​見みられる​あらゆる​形式けいしき​と​制せい度ど​の​うえ​に​不ふ​確実かくじつ​性せい​を​広ひろげて​いる​場ば合あい​は、特とくに​そう​で​ある。
この​大たい陸りく​に​おける​ヤコブ​の​子し孫そん​の​残のこり​の​者もの​に​対たいする​救すくい主ぬし​の​働はたらき​に​ついて​述のべられた​話はなし​を​わたし​が​記しるした​後のち、預よ言げん者しゃ​が​その​よう​に​なる​で​あろう​と​言いった​とおり​に、暗くら闇やみ​が​地ち​を​覆おおい、深ふかい​闇やみ​が​人々ひとびと​の​心こころ​を​覆おおって​いる​の​を​認みとめる​の​は​容よう易い​な​こと​で​あった。さらに​深ふかく​考かんがえる​と、宗教しゅうきょう​に​関かんする​ひどい​争あらそい​と​騒さわぎ​の​まっただ中なか​で、だれ​も​福ふく音いん​の​儀ぎ式しき​を​執しっ行こう​する​神かみ​から​の​権能けんのう​を​持もって​いなかった​こと​を​認みとめる​の​も​同おなじく​容よう易い​で​あった。キリスト​の​証あかし​が​預よ言げん​の​霊れい​に​ほかならず、キリスト​に​従したがう​民たみ​が​地ち上じょう​に​いた​あらゆる​時じ代だい​に、キリスト​の​宗教しゅうきょう​が​直接ちょくせつ​の​啓けい示じ​に​よって​基もとい​を​置おかれ、築きずかれ、支ささえられて​きた​こと​を​考かんがえる​と、啓けい示じ​を​否ひ定てい​する​人々ひとびと​が​キリスト​の​名な​に​よって​御み​業わざ​を​つかさどる​権能けんのう​を​持もって​いる​の​だろう​か​と、疑ぎ問もん​が​起おこる​で​あろう。一いち度ど​人々ひとびと​の​前まえ​に​現あらわれる​こと​を​許ゆるされる​と​その​悪わる知ぢ恵え​が​危き険けん​で​ある​人々ひとびと​に​よって、これら​の​事じ実じつ​が​埋うめられ、注ちゅう意い​深ぶかく​隠かくされた​と​して​も、これら​が​わたしたち​に​隠かくされる​こと​は​もはや​なかった。そして​わたしたち​は、『立たって​バプテスマ​を​受うけ​なさい』​と​いう​命令めいれい​が​与あたえられる​の​を​ただ​待まって​いた​の​で​ある。
これ​は​望のぞんで​間まもなく​実現じつげん​した。憐あわれみ​に​富とんで​おられ、へりくだった​者もの​の​絶たえ間ま​ない​祈いのり​に​いつも​快こころよく​こたえて​くださる​主しゅ​は、わたしたち​が​人々ひとびと​の​住すまい​から​離はなれて​熱烈ねつれつ​に​主しゅ​に​呼よび​求もとめた​ところ、わたしたち​に​御み​心こころ​を​示しめして​くださった。突とつ如じょ、永遠えいえん​の​ただ中なか​から​来きた​か​の​よう​に、贖あがない主ぬし​の​声こえ​が​わたしたち​に​平安へいあん​を​告つげられた。それ​と​同どう時じ​に、とばり​が​分わけられ、神かみ​の​天てん使し​が​栄えい光こう​を​まとって​降くだって​来きて、わたしたち​が​切せつに​待まちこがれて​いた​知しらせ​を​告つげ、悔くい改あらため​の​福ふく音いん​の​鍵かぎ​を​渡わたして​くださった​の​で​ある。何なんと​いう​喜よろこび​で​あろう。何なんと​いう​驚きょう異い​で​あろう。何なんと​いう​驚おどろき​で​あろう。世よ​の​人々ひとびと​が​苦くるしみ、当とう惑わく​して​いた​とき​に――幾いく​百万ひゃくまん​の​人々ひとびと​が​目め​の​不ふ自じ由ゆう​な​人ひと​の​よう​に​壁かべ​を​手て探さぐり​して​いた​とき​に、また​万人ばんにん​が​一団いちだん​と​なって​不ふ​確実かくじつ​な​状じょう態たい​に​とどまって​いた​とき​に、『白はく昼ちゅう​の​光ひかり』​の​中なか​に​いる​よう​に、まことに​それ​以い上じょう​に、その​とき​自し然ぜん​界かい​に​その​輝かがやき​を​放はなって​いた​五月がつ​の​陽よう光こう​に​も​勝まさって、わたしたち​の​目め​は​見み、わたしたち​の​耳みみ​は​聞きいた​の​で​ある。その​とき、その​声こえ​は、優やさしい​ながら​も​心こころ​の​底そこ​まで​貫つらぬいた。そして、『わたし​は​あなたがた​と​同おなじ​僕しもべ​で​ある』​と​いう​その​言こと葉ば​は、すべて​の​恐おそれ​を​吹ふき飛とばした。わたしたち​は​耳みみ​を​傾かたむけ、わたしたち​は​目め​を​注そそぎ、わたしたち​は​感嘆かんたん​した。それ​は​栄えい光こう​から​の​天てん使し​の​声こえ​で​あり、また​それ​は​いと​高たかき​御お方かた​から​の​御お告つげ​で​あった。そして、わたしたち​は​それ​を​聞きいて​喜よろこんだ。同どう時じ​に、いと​高たかき​御お方かた​の​愛あい​は​わたしたち​の​心こころ​に​火ひ​を​つけ、わたしたち​は​全ぜん能のう​者しゃ​の​示じ現げん​に​包つつまれた。疑うたがい​の​余よ地ち​が​どこ​に​あろう​か。どこ​に​も​ない。不ふ​確実かくじつ​は​消きえうせ、疑うたがい​は​没ぼっして​もう​姿すがた​を​現あらわす​こと​は​なかった。同どう時じ​に、虚きょ構こう​と​欺あざむき​も​永久えいきゅう​に​消きえうせた​の​で​ある。
しかし、愛あいする​兄きょう弟だい​よ、考かんがえて​みて​ほしい。さらに​しばし​考かんがえて​みて​ほしい。彼かれ​が、『わたし​と​同おなじ​僕しもべ​で​ある​あなたがた​に、メシヤ​の​御み​名な​に​よって、わたし​は​この​神しん権けん​と​この​権能けんのう​を​授さずける。これら​は、レビ​の​子こら​が​やがて​義ぎ​を​もって​ささげ​物もの​を​主しゅ​に​ささげる​ため​に​この世よ​に​その​まま​ある​で​あろう』​と​言いわれ、その​手て​に​よって​わたしたち​が​聖せい​なる​神しん権けん​を​受うけた​とき、どれ​ほど​の​喜よろこび​が​わたしたち​の​心こころ​を​満みたし、また​どれ​ほど​驚おどろいて​わたしたち​が​ひれ伏ふした​か​を。（この​よう​な​祝しゅく福ふく​を​受うけて​ひざまずかない​者もの​が​いる​だろう​か。）
わたし​は​この​心こころ​の​感情かんじょう​や、この​とき​に​わたしたち​を​取とり囲かこんだ​荘厳そうごん​な​美び​と​栄えい光こう​を、あなたがた​に​ありのまま​描びょう写しゃ​しよう​と​は​思おもわない。しかし、地ち球きゅう​や​人ひと​は、時とき​の​雄弁ゆうべんさ​を​もって​して​も、この​聖せい​なる​方かた​の​よう​に​言こと葉ば​を​魅み力りょく​的てき​で​荘厳そうごん​な​表ひょう現げん​に​できそう​も​ない、と​わたし​が​言いえ​ば、あなたがた​は​信しんじる​で​あろう。その​よう​な​こと​は​できない​の​で​ある。また、この​地ち球きゅう​に​は、喜よろこび​を​与あたえる​力ちから​も、平安へいあん​を​授さずける​力ちから​も、聖せい​なる​御み霊たま​の​力ちから​に​よって​告つげられた​それぞれ​の​言こと葉ば​に​含ふくまれる​知ち恵え​を​理り解かい​する​力ちから​も​ない​の​で​ある。人間にんげん​は​同おなじ​人間にんげん​を​欺あざむき、欺あざむき​は​欺あざむき​に​伴ともない、悪わるい​者もの​の​子こら​は​愚おろか​で​無む知ち​な​者もの​を​従したがわせる​力ちから​を​持もつ​かも​しれない。こう​して、ついに​虚きょ構こう​だけ​が​多おおく​の​人ひと​を​養やしない、偽いつわり​の​実み​は​軽薄けいはく​な​者もの​を​その​流ながれ​に​乗のせて​墓はか場ば​へ​と​運はこぶ。しかし、彼かれ​の​愛あい​の​指ゆび​に​一いち度ど​触ふれれば、まことに​天界てんかい​から​一条いちじょう​の​栄えい光こう​が​あれ​ば、あるいは​救すくい主ぬし​の​口くち​から、永遠えいえん​の​懐ふところ​から​の​一ひと言こと​が​あれ​ば、それ​は​すべて​取とる​に​足たりない​もの​と​なり、それ​は​記き憶おく​から​永久えいきゅう​に​消けし​去さられて​しまう​の​で​ある。自じ分ぶん​たち​が​天てん使し​の​前まえ​に​いる​と​いう​確かく信しん、自じ分ぶん​たち​が​イエス​の​声こえ​を​聞きいた​と​いう​確実かくじつさ、ならびに​神かみ​の​御み​心こころ​に​よって​語かたられた​清きよい​方かた​から​流ながれ​出でた​まま​の​汚けがれない​真しん理り​は、わたし​に​とって​筆ひっ紙し​に​尽つくし​難がたい。そこで​わたし​は、この世よ​に​とどまる​こと​を​許ゆるされて​いる​間あいだ​は、この​救すくい主ぬし​の​慈いつくしみ​の​表あらわれ​を​いつも​驚嘆きょうたん​と​感謝かんしゃ​の​念ねん​を​もって​見みる​で​あろう。完全かんぜんさ​が​あって​罪つみ​が​決けっして​来くる​こと​の​ない​あの​住すまい​に​おいて、わたし​は​決けっして​終おわり​の​ない​その​日ひ​に​神かみ​を​あがめたい​と​思おもう​の​で​ある。」――『メッセンジャー・​アンド・​アドボケイト』（Messenger​ and​ Advocate）第だい一​巻かん（千八百三十四​年ねん​十月がつ）、十四―十六​ページ。
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末まつ日じつ​聖せい徒と​イエス・​キリスト​教きょう会かい​の​
信しん仰こう箇条かじょう
『教きょう会かい歴れき史し』​第だい四​巻かん、五百三十五―五百四十一​ページ
第​1​章
1 ​わたしたち​は、永遠えいえん​の​①父ちち​なる​神かみ​と、その​②御おん子こ​イエス・​キリスト​と、③聖霊せいれい​と​を​④信しんじる。
2 ​わたしたち​は、人ひと​は​①自じ分ぶん​の​罪つみ​の​ゆえ​に​罰ばっせられ、アダム​の​②背そむき​の​ゆえ​に​は​罰ばっせられない​こと​を​信しんじる。
3 ​わたしたち​は、キリスト​の​①贖罪しょくざい​に​より、全ぜん​人じん類るい​は​②福ふく音いん​の​③律りっ法ぽう​と​儀ぎ式しき​に​④従したがう​こと​に​よって​⑤救すくわれ​得うる​と​信しんじる。
4 ​わたしたち​は、福ふく音いん​の​第だい一​の​原則げんそく​と​①儀ぎ式しき​と​は、第だい一​に​主しゅ​イエス・​キリスト​を​信しんじる​②信しん仰こう、第だい二​に​③悔くい改あらため、第だい三​に​④罪つみ​の​赦ゆるし​の​ため​に​水みず​に​沈しずめる​⑤バプテスマ、第だい四​に​⑥聖霊せいれい​の​賜物たまもの​を​授さずける​ため​の​⑦按手あんしゅ​で​ある​こと​を​信しんじる。
5 ​わたしたち​は、福ふく音いん​を​①宣のべ​伝つたえ、その​②儀ぎ式しき​を​執しっ行こう​する​ため​に​は、人ひと​は​③預よ言げん​に​よって、また​④権能けんのう​を​持もつ​者もの​に​よる​⑤按手あんしゅ​に​よって、神かみ​から​⑥召めされ​なければ​ならない​と​信しんじる。
6 ​わたしたち​は、初しょ期き​の​教きょう会かい​に​あった​と​同どう一いつ​の​①組そ織しき、すなわち、②使し徒と、③預よ言げん者しゃ、④牧者ぼくしゃ、教きょう師し、⑤祝しゅく福ふく師し​など​が​ある​こと​を​信しんじる。
7 ​わたしたち​は、①異い言げん、②預よ言げん、③啓けい示じ、④示じ現げん、⑤癒いやし、⑥異い言げん​の​解釈かいしゃく​など​の​⑦賜物たまもの​が​ある​こと​を​信しんじる。
8 ​わたしたち​は、①正確せいかく​に​翻ほん訳やく​されて​いる​かぎり、『②聖せい書しょ』​は​③神かみ​の​言こと葉ば​で​ある​と​信しんじる。また、『④モルモン書しょ』​も​神かみ​の​言こと葉ば​で​ある​と​信しんじる。
9 ​わたしたち​は、神かみ​が​これまで​に​①啓けい示じ​された​すべて​の​こと、神かみ​が​今いま​啓けい示じ​される​すべて​の​こと​を​信しんじる。また​わたしたち​は、神かみ​が​この​後のち​も、神かみ​の​王おう国こく​に​関かんする​多おおく​の​偉い大だい​で​重じゅう要よう​な​こと​を​②啓けい示じ​される​と​信しんじる。
10 ​わたしたち​は、イスラエル​の​文も字じ​どおり​の​①集しゅう合ごう​と​②十じゅう部ぶ族ぞく​の​回復かいふく​と​を​信しんじる。また、③シオン（新しん​エルサレム）が​アメリカ​大たい陸りく​に​築きずかれる​こと、キリスト​が​自みずから​地ち上じょう​を​④統とう治ち​される​こと、そして​地ち球きゅう​は​⑤更こう新しん​されて​⑥楽らく園えん​の​⑦栄えい光こう​を​受うける​こと​を​信しんじる。
11 ​わたしたち​は、自じ分ぶん​の​①良心りょうしん​の​②命めいじる​とおり​に​全ぜん能のう​の​神かみ​を​礼れい拝はい​する​③特とっ権けん​が​ある​と​主しゅ張ちょう​し、また​すべて​の​人ひと​に​同おなじ​特とっ権けん​を​認みとめる。彼かれら​が​どの​よう​に、どこ​で、何なに​を​④礼れい拝はい​しよう​と、わたしたち​は​それ​を​妨さまたげない。
12 ​わたしたち​は、王おう、大だい統とう領りょう、統とう治ち​者しゃ、長官ちょうかん​に​従したがう​べき​こと、①法ほう律りつ​を​守まもり、尊とうとび、支ささえる​べき​こと​を​信しんじる。
13 ​わたしたち​は、①正しょう直じき、真実しんじつ、②純潔じゅんけつ、慈じ善ぜん、徳とく​高たかく​ある​べき​こと、また​すべて​の​人ひと​に​善ぜん​を​③行おこなう​べき​こと​を​信しんじる。実じつに、わたしたち​は​パウロ​の​④勧かん告こく​に​従したがう​と​言いって​も​よい。わたしたち​は​すべて​の​こと​を​信しんじ、すべて​の​こと​を​⑤望のぞむ。わたしたち​は​すでに​多おおく​の​こと​を​堪たえ忍しのんで​きて​おり、また​すべて​の​こと​を​⑥堪たえ忍しのべる​よう​に​と​望のぞんで​いる。どの​よう​な​こと​で​も、⑦徳とく​高たかい​こと、好このましい​こと、あるいは​誉ほまれ​ある​こと​や​称賛しょうさん​に​値あたいする​こと​が​あれ​ば、わたしたち​は​これら​の​こと​を​尋たずね​求もとめる​もの​で​ある。
ジョセフ・​スミス
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